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一 本卷は 著者の 新約 研究に 關 する 諸種の 論文の 中より 福音書 研究に 屬 する もの を 

選 擇集輯 せる ものである。 各 文 は 凡て 一度、 著者に よりて 主筆 せられし 『東京 獨立雜 

誌』 及び 『聖書 之 硏究』 に發 表せられ たる ものである。 

一 此の 卷、 篇を 分ち て 「四 福音 蒈硏 究」、 「ガリ ラャの 道」、 「十字架の 道」 とす。 

一 「四 福音書 硏究」 は 之 を マ クイ 傳硏 究、 マ , コ傳 硏究、 レノ カ傳 硏究、 ョ " ネ傳 

硏究に 分ち、 各々 それに 該當 する 論文 を 聖書の 章節の 順序に 集輯 す。 机し 章節 を逐ひ 

難き 場合、 叉 は 同一 章節に 收む 可き もの 二 文 以上 ある 場合に は、 軍に 其の 發表 年代の 

頓に從 ふ。 

一 r カリう ャの 道」 及び 「十字架の 道」 に收 めら れし各 文 は 大正 十一 年より 大正 

十五 年に 亙， 9 て 「馬 可傳 研究」、 「キリスト 傳硏 究」、 「十字架の 道」 の 題 下に 『聖書 之 

研究』， 誌上に 發 表せられし ものである。 後に 著者 自らの 手に よりて 『ガリ ラャの 道』 


『十字架の 道』 の 二 書と して 世に出で たる を以 つて、 今 其の 單行 本の 原形 を存 して 木 

卷 中に 收む。 

一 尙ほ 著者の 文に して 福音書に 關 する もの は 他に 尠 くない。 『敎 義』 叉 は 『講演』 

の 諸卷に 就き 讀 者の 參照 せられん こと を 望む。 

1 本 卷は卷 末に 「第五 卷內容 年譜」 を附 し、 各 文の 成りし 年月 を 明に した。 
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四 福 音 書 硏 究 


福 昔 書の 研究 

馬 太傳は 馬太傳 として 研究せ よ、 馬 可傳は J!| 可^と 

して 研究せ よ、 路加 傅 は 路加， として 研究せ よ、 約^ 傳 

は 約翰傳 として 研究せ よ、 强 ひて 四 福 音 書の 記事 的 調 

和 を 計らん と努 むる 勿 .5^  、各 福 昔 書の 主なる 目的 は キ 

リ ストに 翻 はる 歴史的 事 赏を傳 へんと する にあらず、 

信徒の 心に キリ スト を *e 達らん とする にあ り、 福 昔 書 

は傳 道の 書な り、 傳 0, にあら ず、 吾 人 は 其の 心して 之 を 

該 まざる ベ か ら ず。 


四 福 音 書に 就て 


ィ ェ スを ra ッの 方面より 見た 者が ral 福音書で ある。 

oo(<0000000o〇  0C000000000000  000 

イエス を イスラ H ルの 理想、 撰 民の メシャ と 見た 者が 馬太傳 である。 故に 其の 第 一 章 第 一 節に 一一； 一 n ふ 

十 ゑ 

「アブ ラ ハ ム の裔 たる ダビデの 裔 なる ィ H ス キリスト」 と。 舊 約の 理想 を 身に 體 して 顯 はれた る^、 

それが ィ H スで ある。 彼の 爲 したる 事 はすべ て 「預言者に 託り て 主の日 ひ 給 ひし 言に 應 はせん 爲め」 

であった。 馬 太 傳に循 へば ィ H スは舊 約の 律法と 預言者 を 魔る ために 來 たので はない、 之 を 魔る ため 

に 非す、 成就 せんた めに 來 たの である (五 章 十七 節〕。 イエ スを 古人の 理想の 實現 として 見た 者、 それ 

が 馬太傳 である。 馬 太傳は 殊更ら にィ H スを 猶太 人に 紹介 せんた めに 書かれし 彼の 言行 錄 である。 

ィ H スを能 ある 祌の 子と して 見た 者が 馬 可 傅で ある。 故に 其 第 一 章 第 一 節に 言 ふ r 是れ祌 の子ィ H 

ス キリストの 福音の 始 なり」 と。 馬 可 傳に循 へば ィ H スの 生涯 は奇 積の 速 緩で ある。 其 第一章に 於て 

旣に 彼が 力べ ナウ ムの會 堂に 於て 鬼に 憑れ たる 人 を 癒し、 次ぎに シ モンの 岳 母の 熱病 を 癒し、 終りに 

.f- さしる 

癩病患者 を 潔め し 事 等、 其 他、 幾多の 奇绩が 書記して ある。 馬 可 傳に從 へば ィ H スの 生涯に 勇者が 無 

人の 地 を 行く が 如くに 敵地 を 過ぐ るの 觀が ある。 馬 可傳は 殊更ら にィ H スを 能の 實 現なる 羅馬 人に 紹 

介 せんた めに 書かれし 彼の 言行 錄 である。 

£ 鬆 書に 就て  一一 一 


SI  0  0 害軒究  E 

ooooooo  0000000000000000 

ィ H スを 人の子、 人類の 理想と 見た 者が 路加 傳 である。 故に ィ H スの a 先を究 むる に 方て、 路加 俾 

は 馬 太 偉の 如くに ァ ブラ ハ ムを 以て 止まらす して 更らに 進んで ノアに 至り、 更らに 進んで アダムに 至 

る、 曰く、 「其 父 は エノス、 其 父 は セッ、 其 父 は アダム、 アダム は卽ち 神の 子な り」 と 0 一一 章 卅七節 

イエス は アブラハム の 子なる に 止まらす アダム の 子な り、 故に ユダヤ人の 救 主たるに 止まらす 亦 異邦 

人の 救 主な りと は 路加 傳の傳 へんと した 所で ある。 路加 傳は 情と 愛と 憐 偶と を 重んぜし ギリ シァ 人に 

ィ ェ スを 紹介 せんとして 書かれし 彼の 言行 錄 である。 

OO000OO00  OO0OOOOO0O0O0 ウ 000  はじめ 

ィ ェ スを 宇宙の 元现、 人の 良心と して 見た 者が 約 翰 傅で ある。 故に 其 第 一 章に 言 ふ 「太初に 道 (元 

理) あり …… 之れ に. tti 命 あり、 此 生命 は 人の 光 (良心) なり」 と。 宇宙の 元理 として 銷ら き、 人の 良 

心と して 照る 者が 人と して 現 はれし 者、 それが ィ H ス キリ ストで あると は 約 翰 傳の唱 ふる 所で ある。 

約 翰 傅に 從 へば ィ H スは 宇宙 的實在 者で ある。 馬 太 傳が傳 ふるが 如き ユダヤ人の メシャ たるに 止まら 

す、 叉 B マ 人の 理想た る 能力の 實現 者た るに 止まらす、 更らに 又 ギリシア 人の 要求に 應ふ 人類の 友た 

るに 止まらす、 宇宙の 太初より 其 造化の 元理 として 働ら きし 者、 良心の 光と して 萬 民 各自の 心に る 

者で あるとの ことで ある。 約 翰傳を 以て ィ H スは 萬國の 民と 宇宙 萬 物と に 紹介され たので ある。 

斯くて ィ H スは四 大俾記 を 以て 世界と 其 代表的 三大國 民と に 紹介され たので ある。 囘顧 的の ユダヤ 

人と、 現實 的の マ 人と、 前進 的の ギリシア 人と、 而して永存的の全人類とは各自適應のィ ^^ ス の言 

行錄を 供給され たので ある。 此の g 大傳 記が 在って、 ィ H スは 永久に 人類の 中より 忘れられな いので 

ある。 rail 昔 書 は 終に 此世を 化して キリス トの國 とな さ^れば 止まない。 
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キリストの 系圖 

馬太傳 第一 章 

1 ァ ブラ ハ ム の裔 なる ダビデの 裔ィ H ス キリス トの系 圖 

是れ 福音の 始めな り。 乾燥無味の 記事に あらす。 其 中に 貴き 福音の 傳 へらる \ あり。 吾等 は 眼 を 開 

いて 之を發 見すべき なり。 〇「 系圖」 キリスト は祌の 子な り。 彼 は 人 以上の 者な り。 然れ ども 彼 は 

靈 のみの 人に あらざる なり。 彼 は 肉體を 具へ たる 者な りし。 彼 は 「人なる キリスト」 なりし。 故に 彼 

は 吾等と 均しく 系 圖 を 有せり。 彼 も 亦 肉の 人な りし。 彼は歷 史的に 攻究し 得べき 人物な り。 〇 「アブ 

ラ ハ ム …… ダビデ」 ュ ダ 人物 中の 兩璧 なり。 前者 は 其 信仰に 依て 國 民の 基礎 を 据え、 後者 は 武ー奥 を 

以て 一 時 之を實 成せり。 ァ ブラ ハ ムは ュダ國 の精祌 にして ダビデ は 其形體 なり。 而 して イ ヱ スは其 身 

に 於て 兩 者の 粹を鐘 めし 者な り。 〇r イエスキリスト」 r ィ H ス」 は 「救 は 神に あり」 の 意な り。 

ヨシ ユア (約 書亞) と 同義な り。 天使 ョセ フに 吿げて 曰く 「かれ (マリヤ) 子 を 生まん、 共 名をィ ェ 

スと 名くべし、 は その 民 を 罪より 救 はんと すれば なり」 と。 ナザレの ィ H スは 人類の ョ シ ュ ァ なり。 


卽ち萬 民の 救 中： なり。 〇 「キリスト」 受脊 者の 意な り 3 希臘 語の さ？ S  (沃 ぐ) より 来る。 希；^ 來 

語の messiah  (メ シャ) の譯 字な り。 受膏者 は 神の 特命 を拜 せし 者な り。 ィ H ス は獨特 の受膏 者 

Christ) なり。 依て 知る、 イエス は通稱 にして キリスト は 其尊號 なること を。 

二 アブラハム、 イサク を 生み、 イサク、 ヤコ ブを 生み、 ヤコ ブ、 ュダ とその 兄弟 を 生む 

信仰の ァ ブラ 尸 ム、 修養の イサク を 生み、 修養の イサク、 策略の ャ コブを 生み、 策略の ヤコ ブ、 ュ 

ダと其 十 一 人の 兄弟 を 生んで 彼の 一 家に 煩累 絶えす。 高き を 以て 始まりて 漸次 低き に 就く、 是れ 人生 

の 常な り。 キリストの 祖先の み然ら ざり しに あらす。 

三 ュダ、 クマ ル！^ 由り てパ レ スとザ ラを 生み、 。ハ レス、 エス 口 ンを 生み、 エス ロン、 ァ ラム を 

生み 

「ュダ …… タマル」 事、 創世記 三十 八 章に 詳 かなり、 就て 見るべし。 是 れ名譽 の歷史 にあら す。 

然れ ども 事實 は事實 なり。 福音 記者 は キリストの 完全 を 飾らん がた めに 其 祖先の 恥辱 を掩 はす。 殊に 

タマルなる 婦の名 を 揚げて 更に 事の 眞相 を審 かにす。 以て 此系圖 の確實 なる を 知るべし。 〇 「ハ レス 

…… H ス ロン …… ァ ラム」 共に 無名の 人、 唯 系 園に 其 名を留 むる のみ。 名 有て 功な き 人、 唯 血統の 

鍵 鎖た るに 過ぎす。 然 れ共總 ての 人 は 偉人に あらす。 能く 其 職に 献 えて 無爲の 生涯 を 送りし 者 も 亦 能 

く 神に 仕へ し 人な り。 


0 ァ ラム、 ァ ミナ ダブ を 生み、 ァ ミナ ダブ、 ナァ ソン を 生み、 ナァ ソン、 サル モン を 生み 

ァ ミナ ダブと ナァ ソン、 同じく 是れ 血統の ニ鏈 鎖。 〇r サル モン」 聖書に 彼の 事績 を^め す、 然 

れ ども 彼れ ラ ハ ブを娶 りて 妻と なせし を 兒れば 彼 は ョ シ ュ ァの 旗下に 屬 せし 將官の 一 人に は あら ざり 

し 乎。 彼 亦 我國の 和田義 盛の 如き 者、 賢 婦を娶 て 健 兒を擧 げんと 欲せし 者に あらざる 乎。 

五 サル モン、 ラハブ に 由り て ボア ズを 生み、 ボア ズ、 ルツに 由り て ォべデ を 生み、 オペ デ、 ェ 

ッ サイ を 生み 

「ラハブ」 H リコの 妓婦 なり、 イスラ H ルの神 を 信じ、 其 民に 與 みして ヨシ ユアの 救 ふ 所と なり 

し 者な り (約 甞亞記 六 章 )o 彼女の 功鑌 はュダ 人の 稱揚 して 巳まざる 所、 彼女の 名 は アブラハム、 モ ー 

セの 名と 併び 稱 せらる (希 伯 來書十 一章 一一 一 一節)。 妓婦 たる 必 しも 天國に 入る 能 はざる の 資格に あらす。 

マグ ダリヤの マリヤ も イエ スに其 心より 七の 惡鬼 を逐 はれて より 終に 聖女 たる を 得しに あらす や。 福 

音 記者が タマルの 名に 次いで 此 娼婦の 名 を 揚げし は、 其 中に 深き 理由の 存せ しに 非す や。 キリストの 

祖先に 娼婦 ありし と 聞いて 何人 か 一 驚 を樊せ ざらん や。 然れ ども 是れ亦 神の 聖旨な り。 多くの ァ ブラ 

ハ ム の 女 は 斥けられて 娼妓 は 反て 神の 國に迎 へられん と は キリストの 宣べ給 ひし 所に あらす や (馬 太傳 

サ 一章 三 一節)。 懼 ベよ、 娼婦、 悔いて 再び 罪 を 犯す 勿れ、 爾も亦 神の 子た るの 資格 を 有す、 繭の 同類 

は # て 世の 救 主の 祖母の 一 人と して 算 へられたり、 身に 萬 民の 罪 を撸 ひて 之 を 十字架に 釘け し キリス 

トは亦 雨曹を 憐れみ 耠 ふなり。 然り、 ヱ リコの 娼婦 ラハブ の 名が キリストの 系 圖に揭 げられ て 1K 下 幾 

十 萬の 娼婦に 救 濟の門 は 開かれたり。 〇 「ボア ズ」 貞婦 ルツ を娶 りし 人なる 事 は路得 記に 明かたり。 
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思慮 深く して 慈愛に 富める 人、 聖書 人物 中、 余輩の 敬 崇を惹 く 者の 一 人な り。 〇— ルツ」 異邦 モア 

ブの 女な り。 彼女 亦 「メ シャの 母」 たるの 榮 譽に與 かれり。 左に 拙著 『路得 記』 の 一節 を揭 げん、 

遊女 ラ ハブ と共に ダビデ 王の 祖母と して 列せられ 「救世主の 母」 たるの 榮 譽に與 かりし もの は此 

モ アブの 婦人 ルツな り。 此 異敎國 の賤婦 にして 特種の 撰擇 にか かり、 終に ダビデ 大王の せ 祖母た 

るに 至りし は、 M ホバは 心德を 顧み 玉ふ祌 にして、 人種 宗敎 等の 區^ は 彼の 前に は 至 少の價 値 を 

も 有せざる ものなる こと を 世に 示せし にあら すして 何ぞ や。 

「エツ サイ」 べッレ ヘム 人な り。 ダビデ 王の 父と して 有名な り。 彼に 八 子 ありたり。 ダビデ は 其 

季子な り。 彼れ 農 を 以て 業と し、 ダビデ は 野に 其 羊 を 飼 ひたり。 rn ッ サイの 根」 なる 稱號、 後に は 

イエ ス にまで 適用 せらる、 に 至れり。 善き 子孫 を 有つ 者 は 自身 偉大なら ざる も 後世の 稱揚 する 所と な 

る。 H ッ サイ は北ハ 一 人な りき。 

六 H ッ サイ、 ダビデ 王 を 生み、 ダビデ 王、 ゥリャ の 妻に 由り てソ £1 モン を 生み 

「ダビデ 王」 ユダヤ人の 理想的 國王 なり。 武人に して 又 詩人、 能く 劍を 採り、 又樂 を： 弁べ り。 堅 

忍不拔 にして 又 懦弱、 敵に 當て强 く、 友に 對 して 脆く、 神 を 信す るに 篤く して 罪 を 犯す に 速 かなり。 

ユダヤ人の 總 ての 長所と 短所と は 彼に 由て 代表され たり。 彼の 子孫た る 決して 名 譽の资 格に あらす。 

心の 潔き を む 者 は 彼の 裔 たる を 以て 誇らざる べし。 而 して ィ ヱ スはー 囘も 彼が ュ ダャ 人の 王た る を 

證 明す るに 方て、 自身の 血統に 論及せ ざり し。 〇 「ゥ リャの 妻に 由り」 事、 撒 母 耳 後 第 十一 章に 

詳 なり、 就て 見るべし。 王の 背 倫 不德恕 する に途. なし。 福音 記者 も 之 を 記す るに 恥ぢ たり けん。 パテ 


シバ なる 婦人の 名を揭 げすして 單に r ゥリャ の 妻」 とのみ 記せり。 然れ ども 他人の 妻に 由り て 子 を 生 

めり と 云 ふ、 事旣に 汚辱な り。 世に 義人な し、 一人 も あるな し。 世の 以て 理想的 國君 として 崇 むる 者 

も 神の 眼 を 以て 其 行爲を 探れば 概ね 皆な 斯の 如し。 誰か 王子た る こと を 以て 誇る 者ぞ。 彼 も 亦 罪人の 

子な り。 眞 正の 名譽は 神の 子た るに あり。 人、 何人も 肉に 於て 誇る 能 はす。 ダビデ 自身 も 彼の 犯せし 

此罪惡 に 就て 祌に 懺悔して 叫んで 曰く 

とが  よこし 

我 は 我が 慰 を 知る、 我が 罪 は 常に 我が 前に あり …… 視ょ 我れ 邪曲の 中に 生れ 雑に ありて、 我が 母 我 

を姙 みたり。 

「ソ p モン」 智慧の 王な り。 ユダヤ 國 が其榮 華の 極に 達せし 時に 其 王位に 在りし 者な り。 然れど 

も 彼の 智慧 は昆 となりて 反て 彼 を 陷れ、 彼の 末路 は憐 むべき 品性の 破 財 者の それなりき。 帝王の 宮殿 

に 潔士を 求む るは豈 夫れ 難い かな。 

七、 八、 九、 十、 十一 ソロモン、 レハ ベ アム を 生み、 レ ハベア ム、 アビ ァを 生み、 ァ ビア、 ァ 

サを 生み、 アサ、 ョサ パテ を 生み、 ョサ パテ、 ョ ラム を 生み、 ョ ラム、 ウッズ ャを 生み、 ウッズ 

ャ、 ョ タム を 生み、 ョ タム、 ァ カズ を 生み、 ァ カズ、 へゼ キヤ を 生み、 へゼ キヤ、 マナ セを 生み- 

マナ セ、 ァモ ンを 生み、 アモン、 ョ シァを 生めり、 バ ビロン に徙 さる、 時ョ シァ、 H ホヤ キンと 

其 兄弟 を 生めり 

以上 十三 人 皆な 南方 ュダ 王國の 王な り。 中 七 人は惡 しき 王に して 六 人 は 善き 王な りし。 中、 ョ ラム 

マナ セ の 如き は 極惡の 王に して ョ サパ テ、 ョ シァの 如き はや \ 同族の 積惡を 贖 ふに 足れり。 然れ ども 


s:  l_» 音 *  w 究  一 0 

惡を爲 せし 者 は 多くして 善を爲 せし 者 は 齢 かりき。 ダビデ 王族の 歷史も 亦 罪 惡史の 一節た るに 過ぎす。 

十二、 十三、 十四、 十五 バビ 0 ンに徙 された る 後、 ェ ホヤ キン、 シァ テル を 生み、 シァ テル、 

ゼル バベル を 生み、 ゼル バベル、 アビ ゥデを 生み、 アビ ゥデ、 エリア キン を 生み、 エリア キン、 

ァゾル を 生み、 ァ ゾル、 サド クを 生み、 サ ドク、 アキ ムを 生み、 ァ キム、 H リウ デを 生み、 エリ 

ゥデ、 エリア ザルを 生み、 H リア ザル、 マツ タン を 生み、 マツ タン、 ヤコ ブを 生み 

以上 十 一 人中、 特に 記載す べきの 歷史を 有つ 者な し。 H ホヤ キンの 兄弟 ゼデ キアの 下に 國民 バビ 口 

ンに徙 されて より、 紀元前 六十 三年 羅 馬の 屬 邦と なる に 至りし まで 六百餘 歳の 間、 民に 流離 散亂 多く、 

爲 めに ソ n モンの 榮華を 極む る 者な かりし と 同時に 亦 其 放肆 淫逸に 陷 りし 者 もなかり したらん。 而し 

て 其 ヨセフの 代に 至て 國 王の 繼承 者が 木 匠とまで 變 化せし を 見て 以て 其 落魄の 狀を 察する に 足る。 

十六 ヤコ ブ、 マリヤの 夫 ヨセフ を 生めり、 此 マリヤより キリストと 稱 ふる イエス 生れ 給 ひき。 

王家の 落魄 其 極に 達して 眞 個の ユダヤ人の 王 は 終に 生れ 給 ひき。 ァ ブラ ハ ム の 系統 聯綿 として が 

れ來 りし こと 二 千 餘歲、 而 して 兹に始 て 約束の 子 を 見る を 得たり。 今 試に キリストの 血脈に 走 流せし 

血 を 分 折し 見ん か、 之に 娼婦 ラハブ の 血 も 流れ 居れり、 異邦人 ルツの 血 も 流れ 居れり、 姦娃の ダビデ 

の 血 も、 彼の 汚す 所と なりし へテ人 (黄色人種な りしとの 說 あり) ゥリャ の 妻 パテ シバ の 血 も、 一 千 

の 妻妾 を蓄 へしと 云ふソ a モンの 血 も、 偶像に 赤子 を潘 祭に 供せ しと 云 ふ マナ セ、 アモンの 血 も、 告 

な 神の 子の 肉體の 中に 流れ 居れり。 嗚呼、 彼れ 如何で か 之 を 十字架に 釘け すして 已 まん や。 彼 は 人類 


の 罪 を 食へ りと は 蓋し 此事を 指して 云 ひしな らん。 ィ H スの此 系圖を 見て 是れ 彼の 榮光 を顯 はさんた 

めに 記されし 者な りと 做す 者 は 未だ 福 昔 記者の 眞意を 知らざる 者な り。 ィ H スの榮 光 は 直に 神より 來 

りし 者、 故に 彼の 弟子 も 彼を頌 讚す るに 方て 曾て 彼の 系圖 を引證 せし ことなし。 「彼 は 肉體に 由れば 

ダビデの 裔 より 生れ、 聖 善の 靈 性に 由れば 磨り し 事に よりて 明かに 神の 子た る こと 顯 はれたり」 と は 

使徒 保羅の 彼れ に關 する 吿 {n なりし。 ィ H スは總 ての 汚辱 を 其 身に 受けて 之 を其聖 善の 靈 性に 由て 洗 

ひ 潔め 給 ひしたり。 人類 救濟の 希望 は此 驚くべき 神の 恩惠に 於て 存す。 故に 慰めよ、 茶 姪に 由り て 孕 

ねす びと 

まれた る 者よ、 娼婦よ、 偶像 を拜 する 者よ、 盜 人よ、 總て 世の 有りと 凡ゆる 罪人よ、 雨 等 救 濟の途 は 

開かれたり、 ィ H ス の 系 圖に爾 等の 希望 は存 す。 

因に 記す、 キリスト はョセ フと 直接の 血肉 的關 係な かりし より 此系圖 を 以て キリストの 受けし 遺 

傳性を 論定す る こと 能 はすと 云 ふ 者 あらん。 今此 疑問に 對 して 二 要點の 吾人の 注目すべき あり。 左 

に 略記す。 

一、 聖書 記者の 總體は キリストの ダビデの 血族より 出た る 者なる 事 を 信認せ り (行 傳ニ章 三十 節、 

羅馬書 一章 三 節等參 考〕。 

二、 マリヤ 亦 ヨセフの 血緣 にして 雨 者 共に ダビデ 王の 裔 たりし は 馬太傳 一章 十六 節、 路加 傳三章 二 

十三 節に 依り 稍々 察する を 得べ し。 叉 彼等の 結婚 は 本家 相 緩の 必要 上、 利 未 律の 或る 條 項に 依て 成 

りし 者た るが 如し。 卽ち路 得 記に 記された る ルツと ボア ズ との 關 係の 如き ものな りしな らん。 

馬 太の 揭 げし 系 圖と 路加の 載せし ものとの 問に 差異 ある こと、 井に 一 一 者の 調和に 就て は 別に 論究 

する 所 あるべし。 
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イエスの 系圖 


ァ ブラ ハ ム の裔 なる ダビ. デ の裔ィ ェ ス キリストの 系圖。 馬太傳 第一章 第一 節 

■ 是れは 新約 iii 書 劈頭 第一 の 一一 一一 口 葉で ある。 雨う して 聖書 を讀む 者の 大抵が 何の 思考 もな くして 讀み下 

す 一 節で ある。 彼等 は此 一 節に 何の 意味 も 含まれて 居らない と 思 ふ。 彼等の 多く は 新約聖書 を 縮き 其 

の 困難し き 名の 行列 を 以て 始 つて 居る の を 見て、 ッ マラない 書で あると 云 ひて 之 を閉ぢ る。 イエスの 

系圖の 中に 竟ぃ 基督 敎の 眞理が 含まれて あるな どと は 彼等 は 聞いても 容易に 信じない。 

然しながら silij れ 深く 聖書 を 究めない からで ある。 或 ひ は 基督教に 就て 深く 考へ ないから である。 聖 

書 は 神の 言葉で あると 云 ふ。 然 らば 其發 端に 於て 無用の 文字が 書いて あり やう 普 はない。 儒敎 のす ベ 

て は 論語の 劈頭 第一、 舉而の 一節の 中に 籠って 居る とい ふで はない 乎。 基督 敎の すべて は 馬太傳 一章 

一 節の 中に 籠って 居らない であら ふ 乎。 余 は 聖書 を讀む 者が 此 事に 注意 しないの を 見て 甚だ 怪しと す 

る 者で ある。 

「アブラハムの 裔 なる ダビデの 裔ィ H ス キリストの 系圖」 と。 先づ 第一 に 改譯の 必要が ある。 r 裔」 

は 「子 一 と改 むべき である。 「ダビデの 子」 の 下に 「なる」 の 二字 を 加 ふるの 必要が ある。 义 「アブ 


ラ ハム の 子なる」 の 下に 句切 を 打つ の 必要が ある。 ァ ブラ ハ ム の 子なる ダビデの 子ィ H ス キリス トで 

はない。 ァ ブラ ハ ム の 子に して 叉 ダビデの 子なる ィ H ス キリ ス ト である。 イエス キリ ス トは 直接に 一 一 

人に 關 係して 居る ので ある。 此 一 節 は卽ち 左の 如くに 改譯 すべき 者で ある、 

ァ ブラ ハ ム の 子なる、 ダビデの 子なる、 イエス キリ ストの 系圖 

と。 邦譯 聖書 改譯の 必要 は 其 馬 太傳第 一 章 第 一 節に 於ても 顯 はれて 居る。 

此 一 節の 言辭を 原文に 於て 讀 めば 左の 順序と なる、 

系圖、 イエス、 キリストの、 子、 ダビデの、 子、 アブラハムの 

と。 すべて 七 字で ある (原語の ：DU>ls-genese5s を 一 字と して 讀む )o 雨う して 其 各 字の 中に 犬なる 

福音が 含まれて 有る。 

「系 圖」 ィ H スキ リストに も系圖 があった とのこと である。 以て 知るべし、 彼は歷 史的 人物で あ 

つたこと を。 ィ H スは 詩人の 夢想に 成った 人物で はない。 彼 は沟に 人なる キリス トイ H ス である (提摩 

太 前書 二 章 五節〕。 彼が 人で ありし こと を 知る の は 彼が 神で ありし こと を 知る だけ 必要で ある。 彼は奇 

跡 を 行 ひ、 死より 甦り、 天に 昇りし 者で ありし と雖 も、 靈 ではなく して 肉と 骨と を 着けた る 人で あつ 

た。 彼は此 世に 在て 生き、 呼吸し、 食 ひ、 泣き、 愛し、 憎まれし 者で ある。 

そ は 我等が 弱き を 思 ひやる こと 能 はざる 祭司の 長 は 我等に 有る ことなし、 彼 はすべ ての 事に 於て 

我等の 如く 誘 はれたり、 然れど 罪 を 犯さ^り き (希 伯 來書四 章 十五 節)。 

ィ ェ ス キリ ス トは其 肉體に 於て は 我等と 同じ 人で あり 給 ふた。 系圖を 有って： る 血と 肉との 人で あり 

給 ふた。 故に 彼 は 我等の 救 主と 成る ことが 出來 たので ある (希 伯 来書 二 章 十七 節參考 〕。 

イエスめ 茶 E  I 三 
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「イエス」 ィ H スと は希躐 語であって 希 伯來語 の ョ シャ である。 ョ シャと は舊約 聖書の 約 書： „oi 記 

の ョ シャと 同じ 名で ある。 其 意味 は 「エホバ は 救 ひなり」 である。 萬 民 を 救 ふ 故に ィ H スと 名け たり 

(馬 太傳 一 章廿 一節)。 然 かし 其 名の 意味 は刖に 注意すべき ではない と 思 ふ。 注意すべき は その 性^で あ 

る。 イエスの 名 は ユダヤ人の 中に 在て 最も 普通なる 名の 一つであった。 ュダ とか、 ヨハネと か、 ヤコ 

ブ とか 云 ふと 同じく 多くの 男子に 附 けられた る 名であった。 ナザレ の 小 村に も 幾人 かの ィ H スが あつ 

たに 相違ない。 我國に 於て 云へば 重藏 とか 佐 平と か太郞 とか 云 ふと 同じく 最も 普通なる 名であった。 

O0OO00OOO0OOOO00OOO0O  O0000 

イエ スの 名に 由て 彼が 平民 中の 平民であった ことが 分かる。 彼 は 學者ゃ 官吏が 何の 注意 をも拂 はない 

者で あつたに 相違ない。 ナザレの ィ H ス、 太 田 村の 佐 平、 誰か 此 人が 世に 生れ 来りし 最大の 人物で あ 

ると 思 ふたら ふ。 B1 マの カイ ザル、 エルサレムの カイ ャパと 聞いたら 何人も 尊敬の 意 を 表した であ 

らふが、 ィ H スと 聞いて は 其 名に 何の 賣ぃ 所がなかった。 

「キリスト」 希伯來 語の メシャ を希臘 語に 譯し たもので ある。 「塗る」 とか 「注ぐ」 とかの 意で 

あって、 受膏 者の 意で ある。 メシャ と は 猶太 人の 理想の 人で ある。 預言者 ィザャ は此メ シャに 就て 言 

ふた、 

一人の 嬰兒 我等の ために 生れたり、 我等 は 一人の 子を與 へられたり、 政事 は その 肩に あり、 その 

とこし へ 

名 は 奇妙、 また 議士、 また 大 能の 神、 永久の 父、 平和の 君と 稱 へられん (以赛 亞書九 章 六 節) 

と。 斯 かる 者 は 人で はない、 神で ある。 猶太 人の 思想に 從 へば メ シャ卽 ち キリスト は 神の 子であって 

人の 王で ある。 

然るに イエスが キリストで あるとの ことで ある。 ナザレの イエスが、 大工の 子 イエスが、 大 能の 祌 


永久の 父、 平和の 君と 稱 へらるべき メシ ャ卽ち キリストで あるとの ことで ある。 是れ 驚くべき 吿 知で 

はない 乎。 人 は 容易に 此事を 信す るで あら ふ 乎。 試に 玆に 若し 太 田 村の 佐 平なる 者が 天子の 子で ある 

と 云 ふ 者が あると したならば 誰が 其 宣言 を 信す るで あらう。 イエスキリストと。 ィ H スは キリストな 

りと。 洵に 我等が 宜 ぶる 所 を 誰が 信ぜし や (以 赛亞書 五十 三 章 一節〕。 然 かも 馬 太傳の 記者 は大膽 にも 其 

福 昔の 劈頭に 於て 此 宣言 を爲 した ので ある。 是れ祌 の 福音 にあら ざれば 狂人の 妄語で ある。 驚くべき 

言と て 之に 勝 さるもの はない 0 

而 かも 此ィ H スは 普通の 平民で はない。 彼 は 罪人と して、 祌を瀆 す 者と して 十字架の 刑に 處 せられ 

たる 者で ある。 賤 しき 生れの 者であって 恥辱の 死 を 遂げた る 者で ある。 國賊 である。 背信者で ある。 

凡て 木に 懸る 者は詛 はれし 者な りと 聖書に 錄 して ある。 然るに ィ ェ スは 木に 懸けられ たる 者で ある。 

故に 詛 はれし 者で ある。 世に 嫌 ふべき、 避くべき、 遠 ざくべき 者に して 此 イエスの 如き はない。 

而 かも 此ィ H スが メシャ であると のこと である。 若し 然 らば 人間の 思想 はすべ て 間違が つて 居った 

ので ある。 若し 然 らば 貴き 者 は 王公 貴族に あらす して 平民で ある。 若し 然 らば 世の 雜人必 しも 惡 人で 

はない。 人類の 模範た る メシャ は 平民であって、 罪人と して 殺された る 者で ある。 嗚呼、 若し 然 らば 

帝王 は 帝王で はない。 平民 は 平民で はない。 罪人と て 禽獸扱 ひを爲 さるべき 者で はない。 イエスが キ 

リストな りと 聞いて 世界 は 震動した。 之に 由て 帝王の は搖 動ぎ だした。 平民の 向上 は 始まった。 ィ 

ェ ス キリストと。 此賤き 名と 貴き 名との 並列に 由て 人類の 歷史に 新 期限 は 開かれた。 

ィ H スは， 洵に キリスト である。 人類 を 救 ふ 者 は實に 彼で ある。 帝王で はない。 富豪で はない。 舉者 

ではない。 ナザレの 村に 大工の 職 を 執り、 II かにして 貧しき 生涯 を 送りし 後に、 罪人と して 十字架の 

イエスの 菜 E  I 五 
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刑に 處 せられし 者で ある。 是れが 人類の 救 主で、 亦 我等 各自の 救 主で ある。 我等 某： 督 信^の 1;;^ 仰 はす 

ベて 「イエスキリスト」 の 名に 含まれて 居る。 イエ スを キリスト として 戴く が 故に 我等 はすべ ての 困 

難、 すべての 屈 恥に 耐え 得る ので ある。 ィ H スが キリス ト であると 信す るが 故に 人の 下に 立つ こと を 

恥と 出 心 はざる ので ある。 ィ ェ スを キリス ト として 受けて 我等の 人生 觀は 一 變 した。 我等 は大 なる 人と 

は 高樓玉 殿に 住って 居る 人で あると 思 ふた。 然れ ども イエスが キリスト であると 聞いて、 我等 は 偉人 

を 農夫、 職工、 商人の 中に 採ぐ る やうに なった。 人類に 傳 へられし 福音に して 之に 勝りて 貴い 者 はな 

い。 イエスキリスト、 イエ スが キリスト である、 頭 を 擡げよ、 平 2^ と勞働 者よ。 イエスが キリストで 

ある、 謙 遞れょ 王公と 貴族。 千 九 百年 前に 此 名が 響き渡って、 世界の 根本的 改造が 始まった。 

「ダビ. デ」 ユダヤ人の 理想の 王、 すべての 權 能の 代表者。 其 「子」 たりと は 其， J 統を 引いた 裔で 

あると 云 ふに 止まらない。 子と は 其 精神の 繼承 者で ある。 H リシ ャは エリヤ を 我が 父 我が 父と 呼んだ 

(列 王お 略 下 二 章 十二 節 )o 而 かも 彼 は H リャの 肉體の 子ではなかった。 H リシ ャは H リャの 精神 を？^ け 

た 故に 共 子であった。 其の 如く ダビデの 子と は ダビデの 權 能と 榮 位と を承繼 いだ 者で ある。 雨う して 

ナザ レのィ H スは眞 正の 意味に 於て ダビデの 子で ある。 彼 は 肉體に 由れば ダビデの 裔 より 生れた ばか 

りで はない (羅馬 書 一章 一一 一節 )o 彼れ はより 深き、 又より 高き 意味に 於て ダビデの 子で ある。 彼 は 洵に王 

である。 ユダヤ人の みならす、 人類 全體の 王と して 仰がるべき 者で ある。 神 は 彼に すべての 植 能を投 

け 給 ふた。 彼 は 人 を 救 ふ 者で 又 人 を鞫く 者で ある。 彼 は 愛すべき 者で 又 恐るべき 者で ある。 故に 詩人 

は 彼に 就て 豫 言して 曰 ふた、 

子に 接吻け よ、 恐く は 彼れ 怒 を 放ち、 汝等途 に 滅びん、 その 忿ま心 は 速 かに 燃 ゆべ ければ なり、 す 


ベて 彼に 依 賴む者 は 福 ひなり (詩 ニ篇の 十二 節) 0 

「アブ ラ ハ ム の 子」 ィ ェ スは ダビデの 子で あると 同時に 叉ァ ブラ ハ ム の 子で ある。 權 能の 代表者 

であると 同時に 叉 信仰の 代表者で ある。 信仰の 美德は 其のす ベての 形に 於て ィ H スに 於て 顯 はれた。 

彼 は 死に 至る まで 順 ふた (腓立 比 書 二 章 八 節 )o イエスの 場合に 於て は は遙 かに 父に 優 さった。 イエス 

の 信仰 は遙 かに アブ ラ ハム 以上であった。 アブラハムの 眞 正の 子 は イサクで はない。 イエ ス である。 

ィ H スに 於て アブラハム の 信仰 は 其 最高 點に 達した。 

アブラハムの 子に して、 ダビデの 子なる ィ H スキ リストの 系圖。 是れ は實に 貴い 言葉で ある。 約 翰 

傳第 一 章 第 一 節に も 劣らない、 深い 貴い 言葉で ある。 是れ は聖誕 節の 標語と して 最も 適切なる 言葉で 

ある。 彼 は 彼の 祖先の 希望 を 悉く 身に 體 して 生れ 給 ふた 者で ある。 彼 は 彼の 驚くべき 生涯と 死と に 由 

て 人類の 思想 を 一 變し給 ふた。 彼 は 最大の 改革者で ある。 我等が 今日 ある を 得し は 全く 彼が 在った か 

ら である。 我等 は 今日 ァ ブラ ハ ム の 子に して ダビデの 子なる ィ ェ ス キリストの 弟子で ある こと を 忘れ 

て はならない。 榮光は 永久に 父と 子と 聖霊の 上に あ， d、 ァ ー メン。 


ィ H スの 系圖 

系圖を 以てする 福 音 

イエスの 系^  一七 
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聖書、 殊に 新約聖書 は 世界 唯 一 の 書で あると 云 ふ。 有益なる こと 第 一 、 興味 多き こと 第 一 の 書で あ 

ると 云 ふ。 然るに 之 を 開いて 見れば 劈頭 第一 に 記て ある 事 は 乾燥無味の 系圖 である。 論語 は 「學 而诗 

に 之 を 習 ふ、 亦說 ばし からす 乎」 を 以て 始まり、 法 華經は 「諸 漏 已に義 くして 復煩惱 無く、 己 利を逮 

得し、 諸の 有 結を盡 くして、 心 自在 を 得たり」 と ありて 阿羅漢の 頌德を 以て 始まる。 然るに 新約聖書 

は 無 愛 相に も 

アブラハム の裔 なる ダビデの 裔ィ ヱス キリス ト の系圖 

と 云 ひて 人名の 聯緩を 以て 始 つて 居る ので ある。 書史の 意、 載せて 卷 頭の 一詞に 在りと 云へば、 論語 

は 時に 之 を 習 ふべ く、 法 華經は 常に 之を稱 歎すべし と雖 も、 聖書 は 味 ふべき に 非す と 云 ひて 閉ぢて 再 

び 之に 目 を觸れ ざるに 至りし 者 ありと は 余輩の 曾て 耳に した 所で ある。 讀者を 牽附る 方便と して 聖書 

は 拙の 最も 拙なる 者で ある。 ィ H スの系 圖を卷 頭 第一 に 置いて 聖書 は 自分より 讀者 を驅逐 るので ある。 

何故に 山上の垂訓 を 以て 始めざる。 何故に 愛の 頌讚を 以て 起さ る。 若し 今日 或 人に 由て 唱 へらる、 

が 如く、 聖書の 改作が 必要であるなら ば、 而 して 若し 其 改作が 彼等の 指名に 由て 成る 聖書 改作 委員の 

手に 委ねら る、 ならば、 彼等 委員 は 彼等の 新ら しき 新約聖書 を始 むる に 決して ィ H スの 系圖を 以て 始 

めない 事 は 何よりも 明かで ある。 神の 聖書 は 人の 聖書と 異り藜 美的で ない、 誘引 的で ない。 嚴 格に 事 

實的 である、 歷 史的で ある。 面白く はない、 然し 乍ら、 路傍の 雜艸叉 は 砂碟の 如くに 意味深長 である。 

一 ァ ブラ ハ ム の裔 なる ダビデの 裔ィ H ス キリストの 系圖 

少しく 改譯の 必要が ある。 ァ ブラ ハ ム の 子に して ダビデの 子なる ィ H ス キリストの 系 圖と譯 すべき 


であると 思 ふ。 「裔」 と 云 ふに 及ばない、 原語の 文字通りに 「子」 と譯 すべきで ある。 又 「アブ ラハ 

ム の 子なる ダビデの 子ィ ェ ス」 と 云 ひて ィ H スとァ ブラ ハ ム との 關係を 間接に 爲 すべきで ない。 ィ ェ 

スは アブラハム の 子であって 又 ダビデの 子であった ので ある。 卽ちィ ェ スは其 身に 於て アブ ラ ハムの 

00O000OO0OOO0O0OOO000O 

信仰と ダビデの 王 威と を 代表して 居った ので ある。 キリス ト卽ち 完全なる 救 牛： はァ ブラ ハ ム と ダビデ 

- 一 1, ひと 

の合體 したる 者で ある。 卽ち 信仰と 權 威と を 一 身に 體 得した る 者で ある。 而 して イエ スは斯 人で あつ 

たので ある。 ァ ブラ ハ ム の 子に して ダビデの 子、 信仰の 長子に して 人類の 王、 

みちび 5  f つ た 5 

ィ ェ ス卽ち 信仰の 先導と なりて 之 を 完成す る 者 

と ある、 此の 意味に 於て 彼はァ ブラ 、ノ ム の 子で ある (希 伯 来書 十二 章 二 節 )0 

諸の 王の 王、 諸の 主の 主 

と、 此 意味に 於て 彼 は ダビデの 子で ある (提摩 太 前書 六 章 十五 節 )。 ァ ブラ ハ ム の 子に して ダビデの 子な 

るィ H ス キリス 卜と 云 ひて、 イエス に關 はる 過去と 現在と 未來 とが 悉く 示されて あるので ある。 故に 

是は 決して 乾燥無味 の 言葉で はない、 歷 史的寨 實を 以 て 一一 目 表 は された る 最も 意味 深き 一一 一一 n 紫で ある。 人 

の 名 は 其 人の 性格 を 示し、 事躋を 示し、 理想 を 示す。 ナボレ オンと 云 ひ、 コ ロム ゥ H ルと云 ひ、 ヮシ 

ン トンと 云 ひ、 單に 固有名詞で はない。 ナボレ オンの 名が 若し 暴威 を 示すならば、 コ ロム ゥ H ルの名 

は 敬虔 を 示し、 ワシントンの 名 は 自由 を 示す。 聖書に 在りて は アブラハムの 名 は祌に 喜ばる & 信仰 を 

示す 名であって、 固有名詞 ではなく して、 普通名詞 である。 ダビデの 名と 雖も 同じで ある。 聖替 知識 

の 間に 生育し ユダヤ人 はァ ブラ ハ ム の 子に して ダビデの 子なる ィ H ス キリス トと閒 いて、 其 中に 深遠 

量 るべ から ざ る 意味 を 認め たので ある。 之 を 乾燥な りと 云 ひ 、 無味たり と 云 ふ は 雨う 云 ふ 人の 無識に 
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因る ので ある。 アブラハムの 何人なる 乎、 ダビデの 何人なる 乎 を 知りて、 是 等の 二人 を 父と 有ち し 

(單に 祖先と 云 ふので はない、 父で ある) ：：： ァ ブラ ハ ムと ダビデと を 父と 呼びし イエ スの 3： 人たり 

し 乎、 其 深い 深い 意味が 解かる ので ある。 

一一 アブラハム イサク を 生み 

イサク ヤコ ブを 生み 

ヤコ ブ ュダと 其 兄弟 を 生み 

0  0  0  0  0  0  0 

三 ュダ タマルに 由り て パレスと ザラを 生み 

パレス H ス 口 ンを 生み 

エス ロン ァ ラム を 生み 

0 ァ ラム ァ ミナ ダブ を 生み 

ァ ミ ナ ダブ ナァソ ンを 生み 

ナァ ソン サル モン を 生み 

.  0  0  0  0  0  0  0 

五 サル モン ラハブ に 由り て ボア ヅを 生み 

0  0  0  0  0  0 

ボア ヅ ルツに 由り て ォべデ を 生み 

オペ， デ エツ サイ を 生み 

六 ヱッ サイ ダビデ 王 を 生み 

r  „  ，  000000000 

ダ ヒデ 王 ゥリャ の 妻に 由り て ソロモン を 生み 


信仰の ァ ブラ 、ノ ム靜肅 の イサク を 生み、 靜肅の イサク 感情の ャ コブを 生み、 感情の ャ コブ 剛毅の ュ 

ダを 生み、 斯くて 各 様の 性格 を 具へ たる 父子 孫 十四 代 を經て ダビデ 王に 至った。 彼等 各自に 就て 語る 

べき 事 は 多く ある、 然れ ども、 玆處に 之 を 語る の 必要 はない。 唯 遊牧の 民たり し アブラハムと 其 子孫 

とが ダビデに 至りて 終に ユダヤ 國の 王た るに 至りし こと を 記憶して 置けば 足りる ので ある。 

O0O0OOO000O00OO0OOOO0O 

然し 乍ら、 祸ほ其 他に 一 つ 注意すべき 事が ある、 其れ はァ ブラ ハ ム より ソ n モ ンに 至る までの 系圖 

の 中に 婦人の 名が 四つ 記されて ある 事で ある。 其 第 一 が タマル、 其 第一 一が ラ ハブ、 其 第三が ルツ、 共 

第 四が ゥリャ の 妻と ありて パテ シバ である。 其他ィ H ス の系圖 全部に 涉 りて 婦人の 名と て は 彼の 生母 

たりし マリヤの 名 を 除いて は 他に 一 つも 錄 してない ので ある。 然 らば 以上 五 人の ほかに 舊約 聖書 はァ 

ブラ ハ ム 家の 婦人と して 記録す 所がない 乎と 云 ふに 決して 爾ぅ ではない。 先づ第 一 にァ ブラ ハ ム の 妻 

サラが ある。 何故 彼女の 名 を揭げ ない ので あるか。 イサクの 妻レべ 力が ある。 何故 怜俐な りし 彼女の 

名 を 揚げない ので ある 乎。 ヤコ ブは其 妻 レアに 由り て ュグを 生んだ ので はない 乎 (創世記 二十 九章ヨ 十 

五節)。 何故 彼女の 名 を揭げ ない ので ある 乎。 何故に 馬 太 傅の 記者 は是等 有名の 婦人 を 省いて 特に タマ 

ル外 三人の 婦人 を 掲げた ので ある 乎。 是れ 少しく 注意し て 此系圖 を讀む 者に 何人に も 起ら ざ る を 得な 

い 問題で ある。 

而 して：：：；， 一 に は 深い 理由が あるので ある。 而 して 其 理由た る や、 以て 此系 園の 精神 を 明 指す るに 足る 

た け いづ  よろ 二  おと 

ものである、。 此系圖 は是れ 決して 乾燥無味な る 唯の 系圖 ではない。 是れ また 福 昔で あつ て 喜ば しき 音 

信で ある。 乾いた る 砂で は あるが、 然し 金の 粒 を 混へ たる 砂で ある。 砂金で ある。 豊かに 慰藉の 金言 

i じ 

を 混へ たる 贵き 福音で ある。 

イエスの 系 B  二 1 


n  SI 音 0  0 究  ニニ 

タマル は 誰ぞ。 彼女 は 如何なる 婦人で ありし 乎。 事 は 創 記 第三 十八 章に 詳.^ である。 彼女 は 決し 

て名譽 ある 婦人でなかった。 彼女 は 其 身 を 娼妓に 装 ふて 彼女の 舅なる ュダを 罪に 陷れ た。 彼女の 素 情 

は 多分 娼妓で あつたので あらう。 舅が 其 嫁に 對 して 爲 せし 背 倫 的 行爲に 由て 出来た る 二 人の子が パ レ 

1 J とさ 

ス とザラ とで ある。 而 して ィ H スの 祖先の 中に 斯 かる 者が あつたと 云 ふので ある。 記者 は 殊更ら に斯 

かる 記事 を揭 げたの， である。 祖先の 恥辱であって 叉 子孫の 恥辱で ある。 而 かも 明 C に此 記事 を揭 げた 

ので ある。 其 目的 如何？ 

ラハブ は 誰ぞ。 彼女 は 如何なる 婦人で ありし 乎。 事 は 約 書亞記 第一 一章に 詳か である、 就て 讀む べし 

ちが  . 

である。 ラ 〈ブは タマルと 違 ひ 純 梓の 娼妓であった。 

彼等 (ユリコ に) 往 きて 娼妓 ラ ハブと 名く る 者の 家に 入り 云々 

と ある (一節)、 此 婦人が 後に ヨシ ユア 配下の 一 人なる 勇將 サルモ ンに 嫁し、 彼等の 間に 儲けし 子が ルツ 

の 夫たり し ボア ヅ でありし との 事で ある。 ク マルと ラ ハ ブ、 一 一人 共に 娼妓、 其 一 人 は 多分、 其 他の 一 

人 は確寶 に。 而 して 彼等より して ィ H スが 終に 世に 生れたり と 云 ふ。 驚くべき 記事、 大瞻 なる 記事、 

而 かも 是れ 新約聖書の 劈頭に 於け る 明 お なる 記事で ある。 

世人の 立場より 見て、 パリ サイ 1, の 立場より 見て、 サド カイ 人の 立場より 見て、 敎會 信者の 立場よ 

り 見て、 娼妓 を 祖先に 有つ こと は 確に 恥辱で ある。 然し 乍ら、 イエスキリストの 立場より 兒て、 此事 

は 決して 恥辱でなかった。 然り、 彼 は 反って 此事を 誇り 給 ふたので ある。 彼 は 曾て 自己の 淸淨を 誇り 

し 祭司の 及び 民の 長老 等に 告げて 曰 ひ 給 ふた、 

實に 誠に 汝 等に 告げん、 稅吏 (俗吏) 及び 娼妓 は汝 等より 先に 祌の國 に 入るべし 


と (馬 太傳サ 一章 n 一十一 節 )0 彼 は パリ サイの 人シ モンの 家に 客たり し 時に、 邑の 中に て惡 行を爲 せる 或 

る 婦人 (今 曰で 謂へば 醜業婦) をして 香油 を もて 己が 足を濡 さしめ、 其 頭髮を もて 之 をが はしめ、 而 

して 人の 彼と 彼女と を咎 むる あれば 大に 彼女の ために 辯 じ、 終に 彼女 を 顧て 言 ひ 給 ふた、 

汝の 信仰 汝を 救へ り、 安然に して 往け 

と (路加 傳七章 一一 一十 六 節 以下 )o 斯くて イエ スに 取りて は 婦人の 娼妓たり しこと は 彼が 彼等 を 愛する に些 

少の 妨害に もなら なかった。 彼 は 神の 股 を 以て 人を視 たま ふた。 卽ち 人を視 るに 其の 表 1^  (境遇 を も 

含む) を視 すして 其 衷心 を視 たま ふた。 娼妓 も 亦 祌の女 童で ある。 彼等と 雖も 神に 對 する 其 心の 態度 

如何に 由り てはィ ヱ ス の姊 妹た る ことが 出來 るので ある。 而 して 祌は 娼妓 をィ H スの祖 i の 中 

て&-落；^|人の救濟を確かめ給ふたのでぁる。 廢娼 運動の 本 原 は兹に 在る ので ある。 ィ H スが 代りて 死 

たま ひし 可憐の 女子 を 救 はんため である。 

我等 は 姦淫に 由り て 生れし 者に 非す、 我等に 一人の 父 あり 卽ち祌 なり 

と 言 ひて 自身の 淸淨を 誇りし ユダヤ人に 對し、 彼 は 汚れし 婦人 を 辯 護し、 人の子 は 地に 在りて 亦 S 淫 

の 罪 を も赦し 且つ 之 を 潔む るの 權能 ある こと を 證し給 ふた (約 翰 傳八章 四十 一節)。 

然 らば ルツ は 如何？ ル ッは 異邦 モ アブの $1 人であった 4 其 民 は エホバ の 神を拜 せす して ケ モシの 

偶像に 事へ、 所謂 「イスラ H ルの籍 に 非る 異邦人に して、 夫の 約束 を 以て 結び 給 ひし 契約に"！.. りなき 

者」 であった (以弗 所 書 二 章 十二 節)。 

モア ブ人は H ホバ の會に 入る 可ら す、 彼等 は 十代まで も 何時までも H ホバ の < ^に 入る 可らざる 也 

とはモ ー セ の 律法の 規定であった (申命記 二十 一一 一章 一一 一節 )o 殊に 異邦の 婦人 を娶 りて 妻と なす 事 は モ ー セ 

イエ スの茶 B  ニー 二 
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律の 嚴禁 する 所であった、  . 

汝、 彼等 (異邦の ほ) と 婚姻 を爲 すべから す、 汝の 女子 を 彼の 男子に 與 ふべ からす、 彼の 女子 を 

汝の SR 子に 娶 るべ からす 

と (巾 命 S 七 章 一一 一節 )0 今日の 言葉 を 以て 言へば、 信者 は 不信者 を娶 るべ からす、 叉 不信者に 嫁す ベから 

すとの 事であった。 

然るに 見よ、 兹に 明白なる モ ー セ律遠 反の 實例 がー； 小され て あるので ある。 ボア ヅ、 ルツに 由り てォ 

べデを 生みと ある。 眞の イスラ H ル 人なる ボア ヅはモ ー セの 律法の 明文に 叛 きて 異邦 モ アブの， 11 人 を 

娶 りて 其 妻と なした ので ある。 而 して エホバ は 其 結婚 を 祝 幅し 給 ひて、 之に 由り て オペ， デ 生れ、 而し 

て ォ ベ デ の 孫と して ダビ デ 王 は 生れたり と の 事で ある。 玆 に 明白なる 歷 史的 事實を 以 て 律法 は 其 根抵 

より lai へ された ので ある。 

ボア ヅ ルツに 由り て ォべデ を 生み。 

人の 義 とせら る V, は 信仰に 因る、 律法の 行爲に 因る にあら す (罹 書 三 章 二十 八 節 )o 

ィ ェ ス曰 ひける は ：：： 我れ 汝 等に 吿 げん、 多くの 人 々東より 西より 來 りて アブ ラ ハム、 ヤコ ブと 

こ ど も  そと ，、 ら ？ おひい： ；ぃ  そ こ  亍 なしみ は が ふ 

共に 夭國に 坐し、 國の 諸子 (自稱 選民、 敎會 信者) は 外の 幽暗に 逐 出されて 其處 にて 哀悲 切齒す 

る こと あらん C お 太 傳八章 十一、 十二 節 )o 

斯くて 乾燥無味と 稱 せらる X ィ H スの系 11 の 中に 大 なる 福音が 蔵れ て 居る。 ボア ヅ、 ルツに 由 リてォ 

べデを 生めり と 云 ふ、 喜べよ 不信者、 慰めよ 無敎會 信者。 神の 選 搾 は 寧ろ 汝 等に & りて g^. 训を 以て 誇 

る 所謂 信者に 在らす。 信者 は 不信者と 婚姻す ベから すと 云 ふ 乎、 馬太傳 第一章に 曰く、 


ボア ヅ ルツに 由り て ォべデ を 生み 

と。 默 せよ 監督と 牧師と 傅 道師、 我等 は 明， n なる 聖書の 指示に 從ひ、 汝 等の 聲に 聞かざる べし。 

而 して ゥリャ の 妻と は 誰ぞ、 事 は 撒 母 耳 後書 十一 章に 詳か である。 人が 犯せし の 中で 最醜 最惡の 

罪 は ダビデに 由り て此 婦人に 鍵して 犯された ので ある。 

ダビデ 王 ゥリャ の 妻に 由り てソ 口 モ ンを 生み 

と ある。 簡單 なる 記事 其 物が 赛淫 罪の 宣告で ある。 他人の 妻に 由り て 子 を 生めり と 云 ふ。 大王 ソ 乇 

ンは ユダヤ人が ィ H ス に對 して 一一 一一 n ひしが 如くに 

我 は 态淫に 由り て 生れし 者に 非す 

と 首 ひて 自己の 淸淨を 誇る 事の 出来ない 者で ある。 彼 は 彼の 父が 他人の 妻に 由り て 生みた る 子で ある。 

-? M み  よそ ほひ  s-a 

遂淫の 子で ある。 而 かも 彼 は 「ソ 口 モ ンの榮 華の 極の 時 だに も 其 装 この 花の 一 に 及ば ざり き」 と， 謳 

ャ くひぬ し 

はれし 共 ソロモン 大王で ある。 父の 恥辱、 母の 恥辱、 子の 恥辱、 然るに 人類の 救 主 は ダビデの 子と 稱 

へられて、 此 父と 此 母と 此の 子と を 其 祖先と して 有った 者で ある。 

舰至 るに 及びて 神 其 子 を 遣し 給へ り、 彼 は 女より 生れ、 律法の 下に 生れたり、 是れ 律法の 下に 在 

る 者 を 噴 ひ、 我等 をして 子た る 事 を 得せし めんが ためなり 

と ある (加 拉太書 四 章 四 * 五節〕。 ダビデの 子と 稱 へられし は イエスに 取て は名眷 でな くして 却て 恥辱で 

あった。 然 かも 彼 は 能く 此 恥辱 を 忍び ダビデの 罪 を 己が 罪と 做し、 之を十字架に釘けてダビデの？^；：を 

噴 ふと 同時に、 すべて ダビ.、 テに傚 ひて 惡 むべき 姦淫の を 犯せし 者の 罪 を 贖 ひ 給 ふたので ある。 ダビ 

* テの罪 を 遺 傅に 受けし ィヱ スは 自身 罪 を 犯さ 1- りしと 雖も罪 を 感ぜざる 者ではなかった。 故に 謂 ふ、 
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彼れ 自 から 誘 はれて 艱難 を 受け たれば 誘 はる X 者 を 助け 得るな り 

と (希 伯 來書ニ 章 十八 節 }0 イエ スの 完全 をのみ 認めて 彼の 不完全に 及ばざる 者 は 救 主としての 彼の 能力 

を 充分に 享 くる ことの 出来ない 者で ある。 

をん. y 

タマルと ラハブ と ルツと パテ シバ、 姦淫の 婦と 異邦の 婦、 特に 彼等の 名をィ H スの系 圖の屮 に揭げ 

て 馬 太 倚の 記者 は 系圖を 以て 大 なる 福 昔を說 いたので ある。 耳 ありて 聽 ゆる 者は聽 くべ しで ある。 神 

に. E ら すして 何人も 斯 かる 系 圖を 書く こと は出來 ない。 乾燥 砂を嚼 むが 如き 系 圖も玆 に ー篇の 詩歌と 

なりて 罪に 苦しむ 人の子 を 慰め 且つ 慮す ので ある。 

ソロ モ ン より エホ ャ キンに 至る まで 十四 代に 涉 りて イエ スの 祖先 は 悉く ユダヤの 王であった。 其- 2 

に 善き 王が あった。 又惡き 王が あった。 ァ ビヤと アサと、 ョサ パテと ウッズ ャと、 ョ タムと へゼ キヤ 

とョ シァと は 善き 王で あつ， た。 其 他 は 悉く 惡 しき 王であった。 ョ シァに 就て 聖書 は 云 ふて 居る、 

ヨシ ァは エホバの HI に 適 ふ 事を爲 し、 共 父 ダビデの 道に 歩み、 右に も 左に も轉ら ざり き 

と (列 王お 略 下 二十 二 章 二 節 )o 之に 反して 惡 しき 王なる マナ セに 就て は 云 ふて 居る、 

マナ セは エホバ の 前に 惡を爲 し、 エホバが イスラ H ルの 子孫の 前より 逐拂ひ 給 ひし 國々 の 人が 爲 

す 所の 憎むべき 事に 傲へ り 

と (仝 二十 一章 二 節)。 國王 としての ダビデ 家の 歷史も 亦 甚だ 誇るべき 者ではなかった。 而 して 積 惡其極 

に 達して 國は 亡び" おは 徙 されて、 七十 年の 間バビ B ンの 河の 畔に 懺悔の 淚を 漉ぐべく 餘儀 なくせられ 

た。 


-Is と  とら 

ユダヤ 王國の 滅亡と 同時に ダビデの 後裔 は 王位 を 失 ひて 再び 舊の 庶民に 化した。 ェ ホヤ キン 囚 はれ 

てバビ 口 ンに攜 行かれ バビ ン 王の 隸 馬と 成りて より、 榮 華に 誇りし ダビデの 末葉 は社會 の， 地平線 下 

に 降り、 名 も 無き 閜も なき 者と 成った。 エホ ャ キン 王より 十 S 代の 孫に 方り し ヨセフ は 「ナザレより 

何の 善 者 出ん 乎」 と 謂 はれし 其 ガリ ラャの ナザレに 於け る 一 人の 貧しき 大工 職であった。 家門の 零落 

も玆に 至て 其 極に 達せり と 謂 ふべき である。 然し 乍ら 神の 契約 は廢 るべき に 非す、 聖書 は 明かに ダビ 

デの座 位の 再興 を 預言して 言 ふた、 曰く 

いつはり  すゑ とこし なへ つ ぐらる 

我れ ダビデに 虚偽 をい はじ、 其裔は 永久に 繼 綾き、 其 座 位 は 日の 如く 恆に 我が 前に あらん 

と (詩篇 八十 九篇、 一一 一十 五、 六 節)、 叉 曰く 

ひとり み どり ，、ら -0  ャ •  fl-  とこし へ 

一 人の 嬰兒 我等の ために 生れたり …… 彼れ ダビデの 座 位に 座りて 其國を 治め、 今より 後 永遠に 公 

平と 正義と を 以て 之 を 立て、 之 を 保たん 

と (s^ 赛亞書 九 章 六 節 以下〕。 ダビデの 後裔 は M ホヤ キン を 以て 盡く ベくなかった。 ダビデよりも 大 なる 

者 出て 彼の 後を嗣 ぐべ くあった。 然し 乍ら、 布 衣 六 百年、 草 は 枯れ 其 花 は 落ちた。 然れど H ッ サイの 

根 は 絶えなかった。 

H ホヤ キン シァ テル を 生み 

シァ テル ゼル バベル を 生み 

ゼル バベル アビ ゥデを 生み 

アビ ゥヂ エリア キン を 生み 云々 
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と (十二 節 以下 )o シァ テル は 誰な りし 乎、 ゼル バベル は 誰な りし 乎、 其 他 ヨセフの 父 ヤコ ブに 至る ま 

で、 我等 は 彼等の 如何なる 人な りし 乎 を 知らない。 歷史も 亦 彼等に 就て 何の 錄す 所が 無い。 彼等 は 僅 

かに 各自 北 ハ名を 一 家の 系 園に 留めて 無名の 墓に 葬られた ので ある。 然 らば 彼等 は此 世に 在りて ：！： 等の 

爲す 所がなかった 乎。 彼等 は 唯 生れて 成長ち て 生んで 死んだ ので ある 乎。 卽ち 生き甲斐の 無き 生涯 を 

送った ので ある 乎。 彼等の 祖先 は アブラハムと 云 ひ、 イサクと 云 ひ、 ヤコ ブと云 ひて 信仰の 父と して 

識 はれ、 或 ひ は ダビデと 云ひソ ：！ モ ンと云 ひて 英名 を 青史に 垂れし と雖 も、 彼等 は無爲 無能の 生涯 を 

途 りて 草と して 生え 花と して 消へ て 了った ので ある 乎。 否な、 否な、 決して 雨う ではない。 彼等 も 亦 

能く 大 なる 天職 を完 うした。 彼等 は アブラハム 家の {<乂 傳を 守り、 祖先の 信仰 を 維持して 之 を 子孫に 傳 

へた。 彼等 各自が 沟にァ ブラ ハ ム の 子であって 又 ダビデの 子であった。 名を歷 史に留 むる 事、 必 しも 

譽 むべき 事で はない。 . ^は 何人も 歷 史的 人物た るべき でない。 總て 信す る 者の 父なる アブラハム は 唯 

一 人 あれば 足りる ので ある。 野の 百合 花の 如くに 装 ひし ソ n モ ンも亦 一 人 あれば 足りる ので ある。 餘 

は 悉く 平凡の 人で ある。 而 して 神 は 特に 凡人 を 愛し 給 ふので ある。 世に 知られす、 叉 知られん と 欲せ 

す、 靜 かに 生れて 静かに 逝く。  H  ノクの 如く 神と 偕に 歩み、 父より 受けし もの を 子に 傅へ、 家訓の 中 

繼者 たる を 以て 終る。 

エリヤ キン ァゾル を 生み 

ァゾル ザ ドク を 生み 

ザ ドク アキ ムを 生み 

ァ キム ヱ リウ ヂを 生み 


エリ ゥデ H リア ザルを 生み 

エリア ザル マツ タン を 生み 

マツ タン ヤコ ブを 生み 

ヤコ ブ マリヤの 夫 ヨセフ を 生めり 

と (十三— 十六 節」、 ァ ブラ ハ ム の 信仰と ダビデの 權 威と は如斯 くにして ィ ェ ス にまで 傳 へられた ので 

ある。 偉人 英雄 は 容易に 世に出る 者で ない、 之 を 産す るに 長き 間の 準備が 要る。 ィ H スは マリヤ 一人 

に 由て 世に 生れ 給 ふたので ない。 家運 一お 顔の 長き 年月、 能く アブ ラ ハ ム 家の 信仰 を 維持し、 H ッ サイ 

の 根 を 絶た ざり し 彼等 無名 の 聖徒 も 亦、 神 子 出顯の 榮譽 に與か つた もの である。 

然 らば 我等 も 亦、 世に 知られす 名 は揚ら すと も 何 を か 歎かん。 我等 も 亦、 ァゾル たり ザ ドクたり ェ 

リウ デ たる を 得べ し。 我等 も 亦、 地平線 下に 能く アブ ラ ハ ム の 信仰 を 維持し、 神が 我等の 子孫 をして、 

のべ ひろ 

我等が 密室に 於て 彼等に 吿げ しこと を、 根の 上より 宜播 めしめ 給 はん 其 時を俟 つべき である (馬 太傳 

十 章サ七 節い。 

*  *  *  * 

此 驚くべき 系圖に 就て 猶ほ 語るべき 事 は 多く ある、 又 問題と なるべき 事 も ®i くない、 然し 之 は 他日 

に讓る こと、 なし、 共 決して 乾燥無味の 人名の 序列に あらざる 事 丈け は 明かで ある。 四 福音が 傅 記 を 

O0000D00000000  0000000000000000  こいし 

以てした る 福 昔で あると ならば、 是れは 系圖を 以てした る 福音で ある。 我等 は 路傍の 礫に 宇宙の 構造 

を 悉く 讀 むこと が 3,: 來る やうに、 馬太傯 記者の 編 募に 成りし ィ H スの 系圖の 中に 神の愛に 關し、 人類 

の 救 濟に關 する 宏遠 量る ベ か らざ る贲き 眞理を 探る ことが 屮 I 來 るので ある。 
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ィ ェ ス の 系圖に 就て 

(馬 太傳 第一 章の 研究) 

新約 a: 書 は 乾燥無味の 系圖を 以て 始 つて 居る。 狗に人 を 引 寄る に は 最も 拙劣なる 方法で ある。 曰く 

誰、 誰 を 生む と。 而 して 其 名が 四十 二の 多き に 達する ので ある。 何故に ィ H スの 山上の垂訓 を 以て 始 

めざる 乎。 何故に パゥ u の 愛の 讚美 を 以て 始めざる 乎。 アブラハム、 イサク を 生み、 イサク、 ヤコ ブ 

へ  >ぇ き 

を 生み 云々 と 劈頭 第 一 に 揭げて 讀者は 之に 辟易して 神の 言な りと 稱 せらる X 聖書 を棄 るに 至るまい 乎- 

是れ パン を 求む る 者に 石を與 ふるの 類で は あるまい 乎。 論語 は 「寧んで 而 して 時に 之を智 ふ、 亦說ば 

しからす 乎」 を 以て 始まり、 法 華經、 阿彌 陀經、 太平 記 皆な 相應の 美辭を 以て 始まる。 然るに 惟り 新 

約 聖書 は 「ァ ブラ ハ ム の裔 にして ダビデの 裔 なる ィ H ス キリストの 系圖」 と 云 ひて 發 昔し 難き 人名の 

羅列 を 以て 始まる。 無 愛 相 も 亦 たしから す耶 である。 書の 何たる 乎 は 其 劈頭の 一 句に 顯 はると 云 ふ- 

果して 然 らば 新約聖書 は 乾燥無味、 證 むに 堪 へざる 書なら ざる 乎。 

余 は 之に 答へ て 曰 ふ r 實に然 り」 と。 實に 新約聖書の 如何なる 書なる 乎 は 其 劈頭の 第一 節に 顯 はれ 

て 居る と 思 ふ。 砂礫 も 之 を顯微 鏡の 下に 檢 ベて 見れば 其 中に 珠玉の 美 を 見る が 如く、 馬太傳 第一^も 

深く 之を究 むれ ば 是れ 亦資玉 の 雷 であって 實に祌 の K; 理を傅 ふる 者で ある。 實に キリストの 福 昔 其 物 


の 性質が 能く 新約 劈頭の 此 等の 文字に 現 はれて 居る ので ある。 「我等が 見るべき 匿 はしき 容 なく、 美 

しき カ貌 なく 我等が 慕 ふべき 艷色 なし」 と は 預言者が キリストに 就て 語りし 所で ある。 而 して 此 人が 神 

の 子に して 眞 善美の 極であった ので ある。 見るべき 麗しき 容 なくして 其內に 宇宙の 眞理を 宿す 者、 其 

れで 神の 子であって 叉 神の 言で ある。 「ァ ブラ パ ム の裔 にして ダビデの 裔 なる ィ H ス キリストの 系圖」 

を 以て 始まる 聖書、 其 聖書が 實に 神の 言で ある。 見る に 美しき は 人の 言で ある。 慕 ふべき 艷色 なき は 

神の 言で ある。 新約聖書の 何たる 乎 は 能く 其 劈頭 第一 の 首に 現 はれて 居る。 

系 圖は傳 記で ある。 傳記 は歷史 である。 而 して 明白なる 系圖を 有し ィ H ス キリスト は疑 もな く歷史 

的 人物で ある。 彼 は 小說的 人物で はない。 神話 的 性格で はない。 彼 は實在 者であって 歷 史的 人物で あ 

々リス チャン  ォ 一が  する 一 

る。 基督 者 は 自己の 理想 を畫 いて 之 を 神と して 拜 する 者で はない。 彼はァ ブラ ハ ム の裔 にして ダビデ 

の裔 なる ナザ レのィ H スを祌 の 子と して 崇め 且つ 之に 事 ふる 者で ある。 系圖を 以て 始まりし 1^; 書は歷 

史的 記事で ある。 「巧なる 奇談」 を傳 ふる 書で はない。 系圖を 以て 始まる 書 は信賴 する に 足る。 是れ 

詩で もない 歌で もない。 哲學 でもない。 勿論 小說 でもない。 飾らざる 富寳 有の 俊の 歴史で ある。 

神の 子が 人の 裔 として 世に 臨り たりと 云 ふ、 是叉大 なる 福音で ある。 彼 は 突然 星の 降る が 如くに 世 

に 臨らなかった。 彼 は 人の 家に 生れ 給 ふた。 卽ち神 は 歷史に 入り 給 ふたので ある。 神 は卽ち 個々 刖々 

に 人に 顯 はれ 給 はすして 人類の 中に 入り 給 ふたので ある。 卽ち神 は キリストに 在りて 世 (人類 全體) 

を 己と 和が しめ 給 ふたので ある (哥林 多 後 五 章 十九 節)。 斯くて キリストの 救濟は 世界的で ある。 我は單 

獨で救 はる \ ので は. ^い。 世界と 共に 救 はる X ので ある。 然り、 宇宙と 共に 救 はる \ の である。 故に 

世界の 事、 人類の 事 は 「我れ」 に關 係な き 事で はない。 世界 歷史の 中に 己れ を 投入れ 給 ひし キリスト 

イエスの 系 @- に 就て  一一 二 
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は 全世界 を 化して 己が 1^ となす にあら ざれば 止み 給 はない。 

イエスキリスト は 第一 に ダビデの 子で ある。 神が 預 一一- a 者ナ タン を 以て ダビ.. テに 告げ 給 ひし 首 は 左の 

如し 

叉 エホバ 汝に吿 ぐ、 H ホバ汝 のために 家 をた てん、 汝の 日の 滿 ちて 汝が汝 の 父祖 等と 共に 寢 らん 

時に 我汝の 身より 出る 汝の 種子 を汝の 後に 立て 共國を 堅う せん、 彼れ 我が 名のた めに 家 を 建ん、 

我れ 永く 共 國の位 を 堅う せん、 我 は 彼の 父と なり 彼 は 我が 子と なるべし …； 汝の と汝の 國は汝 

の 前に 永く 保つべし、 汝の位 は 永く 堅う せらる ベ L  (撒 母 耳 後書 七 章 十 1|十六節)0 

而 して 此 約束に 合 ふて 生れし 者が ナザレの ィ H ス であった。 彼は眞 正の 意味に 於ての ダビデの 「種子」 

であった。 ソロモン を 以てした に 非す、 ィ H スを 以てして ダビデの 國を 堅う せられ 其國は 永く 保つ の 

である。 ィ H スに 在りて 神が ダビ、 デに 約束し 給 ひし 總の 約束 は 成就 せらる \ ので ある。 

ィ ェ スは 第一 一に アブ ラ ハ ム の 子で ある。 神が 初めに ァ ブラ ハ ムに 約束し 給 ひし 言 は 左の 如くで あつ 

た、 

兹に エホバ、 アブ ラハ ムに言 ひ 給 ひける は、 汝の國 を 出で 汝の 親族に 別れ 汝の 父の. を 離れて 我 

が汝に 示さん 其 地に 至るべし、 我れ 汝を大 なる 國 民と 成し 汝を惠 み汝の 名を大 ならし めん、 汝は 

*v いは ひ  のろ  もろ/、 やか. f  ,  • 

祉福の 基と なるべし、 我 は汝を 祝す る 者 を 祝し 汝を詛 ふ 者を詛 はん、 天下の 諸の 宗族 汝 によりて 

祉福 を據ん (創世記 十二 章 一— 一一 一節)。 

而 して 此 約束 を 成就 せんた めに 生れし 者が ィ H ス であった。 ァ ブラ ハ ム の眞 個の 嗣子 は イサクで はな 

もろ/ ヽ やか. り さ いは ひ  , -,. 

くして ィ H ス であった。 ィ H ス に 在ての み 「天下の 諸の 宗族 は 祉福 を 獲ん」 としつ \ ある。 彼れ W む 


現 はれ 給 ふ 時に 萬國は 化して 彼の 民と なる ので ある。 

如斯 くにして ィ ヱ スは ダビデの 子であって 同時に ァ ブラ ハムの 子であった。 イエス に 在りて 神が 選 

民に 約束し 給 ひし 總の 約束が 成就 さる \ のであった。 ィ H スは眞 個の ソ 口 モ ン であって 同時に 又眞個 

の イサクであった。 ィ H ス に 在りて 選民の 理想 は 悉く i つ 完全に 實 現せら る、 ので ある。 

斯 くして 新約 は舊 約の 接き である。 新約 は舊 約に 取て 代 はりて I に 出で たる 者で ない。 舊 約の 繼承 

者と して 現 はれた る 者で ある。 直に 天より 降りた るィ H ス キリス 卜で はない。 ァ ブラ ハ ム の 子に して 

ダビデの 子なる ィ H スキ リストで ある。 「我れ 律法と 預言者 を 廢る爲 に來れ りと 思 ふ 勿れ、 我れ 來り 

て 之を廢 るに 非す 成就せ ん爲 なり」 と 彼 は 言 ひ 給 ふた。 神 は 過去 を 重んじ 給 ふ、 彼 は 進步を 愛し 給 ふ 

と雖も 歴史 を 無視す る 革新 を 行 ひ 給 はない。 基督 敎は 猶太 敎 より 生れ 出し 者で ある。 イエス は ダビデ 

の 子であって 又 アブラハムの 子であった。 彼はモ ー セの 律法に 順 ひ 給 ふた。 預言者の 言 を 重んじ 給 ふ 

た。 彼は舊 約の 預言と 希望と を實行 せんた めに 世に出た る 者で ある。 

系圖は 一 見して 名の 羅列に 過ぎない。 然れ ども 名 は 無意味なる 者で はない。 人の 一 生の 事蹟 を 短 ii 

したる 者が 名で ある。 名 は 最も 簡單 なる 傳記 である。 ダビデと 云ひァ ブラ 、ノ ム と 云 ひて 其內に 長い 歷 

史が ある。 ヮ シン トンと 云 ふ 名の 內に 米國の 起原 史が ある。 西鄕 隆盛と 云 ふ 名の 内に 日本の 維新 歷史 

が ある。 ィ H ス の 祖先 を 組成す る EI 十一 一人の 名の 內に キリス ト 以前 猶太 亞歷史 の r$i 部が ある。 馬 太 傅 

*? ら i し 

一 章 一 —十七 節はァ ブラ ハ ム より ィ H スに 至る までの 猶太 亜 歷史の 梗概で ある。 曰 ふ 「此 歷史 ありて 

つ i びら  ひも ど 

此 人生れ たり，」 と。 而 して 此の 歷史 を詳 かに せんと 欲せば 舊約 三十 九 卷を雜 かざる ベから す。 舊 約の 

研究 は 新約 を 解す るた めに 必要で ある。 
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名の 字義 を 知る に 由て 之 を 佩びし 人 (或 ひ は 之を附 せし 其 父母) の 性格 を观ふ * が 出来る。 希们來 

人の 名に 「ョ」 叉 は 「ャ」 の 昔の 多き は 注意すべき 事で ある。 r ョ」 又は r ャ」 は 「エホバ」 の 短 ii 

である。 ァ ビア (ャ) は 「H ホバは 彼の 父な り」 の 意で ある。 ョサ パテ は 「エホバ 鞫き袷 ふ 一 の 意、 

ョ ラム は 「ェ ホバは 崇めら る」 の 意、 ウッズ ャは rH ホバの 力」 の 意、 ョ タム は 「エホバ は 正し」 の 

意、 へゼ キヤ は 「エホバの 權 能」、 ヨシ ァ (ャ) は 「エホバの 癒し 給 ふ 者」 の 意で ある。 エホバ を 信 

する 民の 王の 名と して 孰れ も 意味 ある 者で ある。 其 他 レハべ ャムは 「民 を大 ならしむ る 者」、 アサ は 

「癒す 者」、 ァ カズ は 「所有者」、 マナ セは 「忘る、 者」、 卽ち 「罪 を 忘る k 者」 の 意であって 孰れ 

も エホバに 奉りし 尊稱を 取て 以て 王の 名と 爲 したる ものと 思 はる。 人の 理想 は 其 名に 現 はる。 殊に 其 

子の 名に 現 はる。 ユダヤの 王 等の 佩びし 名の 意味 を 鼓 ベて 見て ダビ デ の 家の 如何に 信仰の 家な りし 乎 

を 察する 事が 出来る。 

神の 子ィ H ス に系圖 があった。 神 は 彼 を ダビデの 家に 降し 給 ふた。 神 は 其 子 を 世に 降す に 方て 適當 

の 家 を 選み 給 ふた。 斯 くして 神 は 家族 主義 を 採り 給 ふ。 個人主義に 由り 給 はない。 神の 恩惠は 家族に 

臨み 其 呪 詛も亦 家族に 臨む。 十誡 第二 條に 曰く 「我れ エホバ 汝の神 は 嫉む祌 なれば 我 を惡む 者に むか 

ひて は 父の 罪 を 子に 報いて 三 四 代に 及ぼし、 我 を 愛し 我が 誡命を 守る 者に は 恩惠を 施して 千代に 到る 

なり」 と (出 埃 及 記 二十 章 五 * 六 節 )o 是れ 責任 を 家族に 問 ふの 言辭 である。 儒敎に 「積善の 家に 餘慶ぁ 

り 積 不善の 家に は餘狭 あり」 と 言 ふに 能く 似て 居る。 郭は之 を 三 四 代に 問 ひ、 義は其 報 賞 を 千代に 及 

ぼす と 云 ふ。 家挨 主義であって 而 かも 恩 惠 本位で ある。 罪 は 之 を 罰せす に は 措かす、 然れ ども 義は之 

を 忘れす して 其 報 賞 を 千代にまで 及ぼす と 云 ふ。 H ホバを 愛し 其 誡命を 守りて 家 は 永久に 惠 まる &の 


である。 聖書 は 英米人の 唱 ふるが 如き 極端なる 個人主義 を傳 へない。 神 は 「家の人」 として 人 を 扱 ひ 

す，、 ひ  しもべ 0  0  0  0  0  .1! て 

給 ふ。 彼 は 「救 扬の角 を 其 僕 ダビデの 家に 立」 たまへ りと 云 ふ (路加 傳 一章 六 九 節 )o イエ スは 神の 子と 

しての みならす 又 「先祖 ダビデ 王の 位」 を繼 ぎし 者と して 神の 前に 贵く あつたの である。 

ダビデの 家必 しも 善人の 速 緩でなかった。 其 家に 亦 多くの 惡 人が 生れた。 ダビデ 彼れ 自身が 多くの 

罪 を 犯した る 人であった。 今舊 約の 歷史 に照らして 見る にソ 口 モンより H ホヤ キン に 至る まで 十^ 代 

の 王の 中に 比較的 善人が 七 人 ありて 惡 人が 同じく 七 人 ありし こと を 知る。 今 之 を 善惡ー 一種に 別ちて 列 

記 すれば 馬 太 傅の 記事 を 左の 如くに 改實 する 事が 出来る。 

よ  あし 

善き ソロモン  惡きレ ハベア ムを 生み 

惡きレ ハベア ム 惡きァ ビア を 生み 

惡きァ ビア  善き アサ を 生み 

善き アサ  善き ョサ パテ を 生み 

善き ョサ パテ  惡きョ ラム を 生み  - 

惡きョ ラム  善き ウッズ ャを 生み 

善き ウッズ ャ  善き ョ タム を 生み 

善き ョ タム  惡きァ カズ を 生み 

惡きァ カズ  善き へゼ キヤ を 生み 

善き へゼ キヤ  惡き マナ セを 生み 

惡き マナ セ  惡き アン モン を 生み 


の 系 H に 就て 


ーュ五 


£  U 音 書 IS 究  一二 六 

悪き ァ ン モ ン  善き ョ 、ンァ を 生み 

善き ヨシ ァ  惡き エホ ャ キン を 生む 

ダビデの 子孫に して 王と して 記さる、 者 總計十 H 人、 其內 善き 王が 七 人、 惡き 王が 七 人で ある。 叉 

善き 王必 しも 善き 子 を 生ます。 悪き 王必 しも 惡き子 を 生まない。 善き 王より 惡き 子の 生まる >- あり、 

叉惡き 王より 善き 子の 生まる \ あり。 而 して 是れ 王家に 限った 事で！ ない。 何れの 家に 於ても 雨う で 

つ？ よ C 

ある。 而 して 神 は 人の 罪 を 罰して 三 w 代に 及ぼし、 其 信仰 を 賞して 千代に 及ぼし 袷 ふが 故に、 結局 善 

は惡に 勝ちて 信者の 家 は 永久に 榮 えざる を 得ない ので ある。 ァ ブラ 、ノ ム の 家、 ダビデの 家に 多くの 惡 

人の 生れざる に は あら ざり しと 雖も、 神の 恩惠は 特に 此 家に 宿りて 終に 此 家より して 人類の 救 主 は 生 

れ たので ある。 偉大なる は 信仰の 效果 である。 

積善の.： ¥ に餘慶 あり 1^15 仰の に恩惠 結えす。 然れ ども 人の 善が 積んで 完全に 達する ので はない。 善 

の內に 神が 臨んで 之 を 完成し 給 ふので ある。 ダビデの 家 は ヨセフに 達して 善き 家で はあった が 完全の 

ではなかった。 其內に 神の 子 イエ スが現 はれて アブラハム 以後 數 十代に 涉 りて 蓄積 せられし 善が 完 

成せられ たので ある。 然り 人然り 固然り 人類 然り である。 人 は 其 遣傳的 善性に 由て は 完成せられ な 

い。 卽ち救 はれたい。 彼に 聖霊が 降りての み 完成 せらる。 國 もさう である。 人類 全體 もさう である。 

最後に 祌が 臨り 耠ふ にあら ざれば 完成せられ ない。 完成 者 は 人で はない。 神 御自身で ある。 ァ ブラ ハ 

ム の 家に 神の 子ィ H スが 生れて 其 家 は 完成せられ たので ある。 

イエス はョセ フ Q 子と して 現 はれ 給 ふた。 ダビデ 王の 子と して 1- は. M い 大工 ョ セ フの 子と して 現 は 

れ耠 ふた。 卽ちァ ブラ ハ ム の 家が 衰 落の 棰に達 したる 時に 現 はれ 給 ふた。 彼れ 現 はれ 給 ひし 時に 人 は 


彼に 就て c: ふた、 「ナザ レ より：？ の 善き もの 出ん や」 と。 叉 「彼 は 大工の 子に 非す や」 と。 然れ ども 

う  >  た 力 も-. レ， せ へ，.： ■ , ふ，： る ij の め ひ-， 3 

神の 現 はれ 給 ふ は斯る 時に 於て ある。 「神 は 驕傲 者 を 担ぎ 謙卑 者に 恩を予 ふ」 と あるが 如しで ある。 

ァ ブラ 、ノ ム より ダビデに 至る まで 彼等の {豕 は 世に 所謂 豪族であった。 ダビデより H ホヤ キンに 至る ま 

で 子孫 相嗣 いで 一 國の 王であった。 而 して H ホヤ キンより ヨセフに 至る まで 彼等 は 庶民の 間に 下り ダ 

ビデの 裔は 僻村の 一 勞働 者た るに 至った。 而 して 此 ヨセフの 子と して ィ H ス キリスト は 世に 現 はれ 給 

ふた。 豪族た る こと 十 代、 王 {豕 たる こと 十 叫 代、 平 K たる こと 十 ra 代、 而 して 平民の 家に 神の 子 は 

生れ 給 ふた。 神 は 遗傳を 重 んじ給 ふ、 然れ ども 人が 遣 俥に 顿るを 許し 給 はない。 「神 は 能く この 石 を 

もァ ブラ ハ ム の 子と 爲 らしめ 給 ふなり」 である (馬 太 傳三章 九 節 )o 其 子 を ダビデの 家に 遣り 給 ひしと 雖 

も 其 家が 平 K となりし 時に 遣り 給 ふた。 考 ふべき は此 事で ある。 大統領 リ ンコ ルン の  一 H ひしが 如く 

「神 は 特別に 平 K を 愛し 給 ふ」 である。 

叉： ぼ 意すべき は イエスの 系圖 巾に m 人の 女性の 記載せられ しこと である。 タマル 其 一、 ラハブ 北 ハー 一、 

ルツ 共 二、 ゥリャ の 妻 其 四で ある。 サラ、 レべ 力、 レア 等の 名 を 省いて 是等 w 人 を 記載せ し 其 理由 如 

何。 彼等 何れも 名眷の 歷史を 有する 者で はない。 ク マルの 行爲に 就て は 之 を n にす る さへ 憚る 所で あ 

る (創世記 骨 八 章， }、 ラハブ は エリコの 娼婦であった。 ルツ は 異邦 モ アブの 婦人であった。 而 して ゥリ 

をん な 

ャの妻 は 奸娃の 婦 であって ダビデと 共に 許すべからざる 罪 を 犯した る 者であった。 記者 は 何故に 特更 

に浙 かる 婦人 を 擇んで 其 名をィ ヱ スの 祖先の 屮に 列記した ので ある 乎。 其 理由 は 知る に 難くない。 ィ 

ェ スを萬 民の 救 主として 見た からで ある。 殊に 罪人の 救 中： として 見た からで ある。 ィ H スは斯 かる 婦 

人 を 北 ハ肉體 の 祖先と して 有 こと を 恥と し 給はなかった。 r 稅 吏と 娼 とは汝 等より 先に 神の 阈に 入る 

ィ ェ ス の 系 R に 就て  一二 七 
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べし」 と 一一 一一 C ひ 給 ひし 彼 は 娼婦 を 其 系 園の 中に 有て 敢て 恥と し 給はなかった (馬 太傳廿 一 章 三 一節 )o 「信 

仰に 由り て娼： t のラ ハブは 信ぜざる 者と 共に 亡び ざり き」 と 希伯來 書の 記者 は 言 ふた (十 一章 一 一一 一節)。 

然り 「信仰に 由り て」 である。 信仰に 由り て 娼婦 も S 非人 も 異邦人 も聖 なる 家族の 人と なる 事が 出来る 

ので ある。 

如 断く にして 此は 何れの 方面より 見る も 驚くべき 著る しき 系圖 である。 此は 普通の 系圖 ではない。 

主義の ある 系圖 である。 系圖を 以て キリストの 福音 を說く 者で ある。 決して 乾燥無味の 人名の 羅列で 

はない。 神の 言であって 能く 之 を 解して 「教誨と 督責 また 人 をして 道に 歸 せしめ 又 義 を學 ばし むる 

にハ仗 ある」 言 である (テ モテ後 一一 一 章 十 六 節)。 

附言 「イエス キリ ストの 系圖」 と 云 ふ。 玆に系 圔と譯 せられし 原語 は Biblos  genese5s である。 

之 を 英語に 直譯 すれば The  book  of  genesis と 成る。 創世記と い ふと 同じで ある。 「イエス キリス 

トの 創世記」、 是を馬 太 傳全體 の 表題と して 見る ことが 出來 る。 キリストの 生涯 は 地上 三十 三年の そ 

れを 以て 終った 者で はない。 彼 は 無窮に ヤコ ブの家 を 支配し 且其國 終る 事な き 者 なれば (路加 傳 一章 三 

一二 節)、 彼れ の 地上の 生涯 は 其 無窮の 生涯の 發端 たるに 過ぎない。 故に 馬 太 傅 全部 を稱 して r ィ H スキ 

リストの 創世記」 とい ふ も不當 でない ので ある。 若し マ タイが 玆に單 に 系 圖と謂 はんと 欲せし ならば 

特に |?enealogia なる 語 を 用うべき である (テ モ テ 前書 一 章 四 節、 テ トス  一二 章 九 節等參 照)。 Genesis 

は廣ぃ 意味の 辭 である。 系圖も 起原 も 出生 も、 更らに 進んで 生涯 全 體をも 意味す る辭 である (ヤコ ブ 

書 三 章 六 節參照 )o 余 は 思 ふ 記者 マ タイの 意 は兹に 在りて 彼 は 特に 此辭を 選んだ ので あると。 ィ ェ ス 


キリストの 起 元錄、 其 系圖と 誕生と 成育と 活動と に 係 はる 記錄、 卽ち舊 約の 創世記に 對 する 新約の 創 

世 記、 是れが 馬太傳 である。 キリストの 系圖を 以て 始まり、 彼の 昇天 を 以て 終る。 史家 ルナン をして 

「人類 を 感化せ し 最大の 書」 と 首 はしめ しは此 書で ある。 稅 吏たり し マ タイ は 生れながら にして 其 頭 

腦 は冷靜 であった。 彼 は冷靜 に專實 有の 俊を傳 へた。 而 して 其 事 實 有の 儘が 小説 以上の 小說、 詩歌 以 

上の 詩歌であった。 馬 太 偉に 由て 世界 は ー變 せられた ので ある。.. 


東方 博士の 訪來 

馬 太 傳ニ章 一 I 十二 節 

朋 有り 遠方より 來 る亦樂 しからす 乎。 イエス、 ユダヤの べッレ ヘムに 生れて、 猶太 敎會の 祭司と 學 

者 等、 今で 云へば 監督と 祌舉者 等 は、 暴虐の 君主へ ロデ と共に 之 を 聞いて 甚く 痛みし に反して、 博士 

等の 東方より 谏り、 彼等 を 導き ィ H スの 所に 到らし めし 星 を 見て 甚だ 喜び、 嬰兒を 見て 拜し、 寶の盒 

を 開 きて 黄金 5.- 香沒藥 等の 禮物 (祭 物) を 獻げて 其 國に歸 りたり と 云 ふ。 

ベ ッレ ヘム の 東に 方る 東方と は^ 處ぞ。 博士と は 誰ぞ。 東方 之を譯 すれば 日 之 出國の 謂な り。 然れ 

ども 此 場合に 於て は 黄金^ 香沒 藥を產 したる 國と あれば 拉 比亞. 砂漠の 北方に 方り、 ヨブの 三人の 友 

が來 りしと 云ふテ マン、 シ ュヒ、 ナ アマ 等の 地方 を 指して 云 ふならん 乎。 《ビラの 金 は 善しと 云 ひ 

K 方 博士の 訪來  111 九 


(創世記 二 章 十二 節)、 ギレアデ は 其 乳香 を 以て 名 あり、 沒藥叉 熱 地の 產 なれば、 玆に云 ふ 東方と は 西 は 

ョ ル ダンの 溪 谷より 東 はべ ル シャ灣 頭に 到る までの 地 を 指して 云 ふなるべし。 文化の 盛な りし 地と は 

稱 すべから す。 當 時の 祌舉卽 ち 猶太 敎神舉 の 行 はれざる 地方な りし は 勿論な り。 選民の 鄕 土より 兒て 

異邦な り、 而 かも ィ H スを 求む るの 心は此 地に おせり。 

「博士」 は 今日 我等の 稱 する 博士に あらす、 ドクトルに 非す。 mag-os と 稱し當 時の 識者な り。 灭 

文に 通じ、 時勢 を 解し、 王を輔 けて 民 を 導く 者な りき。 政治 {豕 にあら す、 然れ ばと て哲寧 者に も 非す、 

天に 問 ふて 地に 答 ふる 異邦の 1^ 言 者と も稱す ベ き 者な りき。 靈感 鋭く し て 常識に 富み、 舉說に 拘泥せ 

やして 能く 理 を辨刖 する の^を 有せり。 異邦の 智識と 敬虔と を 具備せ し 者な りき。 

猶太 敎會の 神舉者 等、 大 光明の 己が 間に 顯 はれし を 知らざる に 先 だち て 東方の 先 覺者來 りて 之に 寶 

物を默 げたり と 云 ふ。 ィ H スは 如斯 くにして 毎年 我等の 間に 生れ 給 ふ。 彼 は敎會 の內に 生れ 給 ふと 雖 

も 監督と 神舉 者と は 彼の 彼た るを認 むる 能 はす。 唯、 舊き 聖書 を 開き、 其 章節 を 引きて 所謂 基督 論 を 

岡 はすに 過ぎす。 活ける 眞のィ H ス は神舉 論の 鬪 はさる \ 敎會に 認められす して、 敎會 以外の 識者の 

迎 ふる 所と なる ソ イエス は 今や 西洋に 忘れられて、 東洋に 崇められん としつ.^ あり。 イエスの 朋友 は 

近所に あらす 遠方に 在り。 敎會 にあら す、 敎會 以外に 在り。 歐米 にあら す、 亞細亜 に 在り。 モ ー セを 

舉 びパゥ n を講 する 者の 問に あらす して、 直ちに 天然に 接し、 星 を 見て 其 靈氣に 觸る \ 者の 間に 在り。 

祭司の 長と 民の 寧 者と は 聖書 を辅 きて 嬰兒ィ H スの 所在 を 知れり、 然れ ども 都 城に 止まりて 往て之 を 

訪 はんとせ ざり き。 東方の 博士 は然ら す。 遠方 遙 かに 駭 鉈に乘 じて 来り、 嬰兒 を其產 室に 求め、 祭 物 

を 獻げて 之を拜 したり。 


時に 瑞 si- 天に 露 はれ、 異邦の 識者 を 導きて ィ H スの 許に 至れり と 云 ふ。 古來舉 者に して 北 ハ說明 を 求 

むる 者斟 からす。 或 ひ は 謂 ふ、 此 時ニ虽 或 ひ は 三 星 相 合して 鼓に 燃々 の 光 を 放てるな りと。 然れ ども 

C 生 は 西方に 現 はれし に 止まらす、 博士 等に 先 だち て エルサレム よりべ ッレ ヘム に 至り 嬰兒の 居る 所に 

止まりぬ と 云 ふ。 依て 知る 此虽の 天 體の虽 にあら ざり しこと を。 博士 は 星 を 見る 者な りし も、 べッレ 

ヘムの 虽は恆 a 又は 遊虽の 一 ッ にあら ざり し は 明かな り。 

然 らば 何 乎。 天 に 現 はれし 大 なる 異象 か (默 示錄 十二 章 一節 を 見よ)。 或 ひ は 其 時 現 はれて 直ちに 

消えし 新星 か (一時的 新星の 現出 は虽 舉上實 例な き 事に 非す)。 偉人の 生る \ 時に 大虽 天に 現 はるし」 

云 ふ 古人の 迷信に 基く 者なる 乎。 我等 今に 至りて 其實體 如何 を究 むる 能 はす。 我 は 輝く 曙の 明 里な り 

とはィ H ス 自身が 自己に 就て 言 ひ 給 ひし 所な りと あれば (默 示錄 二十 二 章 十六 節)、 べッレ ヘムの 歷はィ 

ェ スの靈 なりと 解す るも敢 て不當 にあら ざるべし。 博士 は當 時の 虽舉 者な り。 ^^舉者を導くに《^51を以 

てす。 道 は 人の 光な りと 云へば (約め ゅ傳 一章 四 節)、 ィ H ス の靈叉星舉の精神に非すと云ふを5^^ゃ。 ベ 

ッレ ヘム の 星の 現象た る、 是れ 星擧と 心理 擧と 信仰と 三者 相 侯て 解釋 すべき 者に 非す や。 

猶太 敎會の 神 舉者等 は 舊き豫 誓を絲 きて ィ ヱ スの 所， -ヒ. を 知りし と 雖も往 て 之に 事 へんと はせ ざり し 

に、 東方の 博士 卽ち日 之お 國の 識者 は 天の 光明に 導かれて 彼 を 尋ね、 彼 を 看 出して #1 く 喜び、 喪の 介规 

を 開き 禮物を 獻げて 之を拜 したりと 云 ふ。 預言 か、 默示 か、 比喩 か、 希望 か。 耳 ありて 聽く者 は聽く 

バレ。 
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ィ H ス の 受洗と 其 意 義 

馬 太傳三 章 十三 I 十七 節 

イエ スは洗 鱧 を パブ テス マの ョ ハネ より 受け 給へ り。 是れ 抑々 何の ためなり しか。 彼に 洗 ふべき 罪 

のなかり し は 明かな り。 故に ョ ハ ネは 彼より 洗禮を 受けん とする ィ ェ ス の 乞 を It みて 曰 へり、 「我 は 

汝 より パプ テス マを受 くべき 者なる に汝 反て 我に 來る 乎」 と。 世の 罪 を 任 ふ 神の 羔を觀 て ヨハネ はィ 

H スに 洗禮の 要な きを 認めたり。 

然れ ども ィ H スは强 ひて ョ ハネ より 洗禮を 受け 給へ り。 是れィ H スが洗 禮の式 其 物に 重き を 置き 給 

ひて にあらざる は 彼が 說き給 ひし 福 昔 全體の 精神に 照らし 見て 明かな り。 

靠 なき ィ H スは 罪の 悔改 のバプ テス マ を 受けて、 自己の I 非人の 友なる を證 し、 陰に 彼の 側に 立ちて 

彼の 行爲 如何 を目擊 しつ 、ありし パリ サイ 及び サド カイの 人々 の 自己 を義 とする の 罪 を 責め、 陽に 心 

に 罪 を 悔いて 赦免の 恩 惠に與 からん と 欲する 雜 人の 義を 賞め 給 ひしな り。 ィ H スは 衆人 凝視の 中に 悔 

改の パプ テス マ を 受け 給 ひて 世が 稱 して 以て 義士 仁人と 做す 者の 班を脫 して 雜 人の 中に 己が 身を投じ 

給へ り。 彼 は 後に 稅吏其 他の s^i: ある 人と 食 を 偕に せし の 故 を 以て パリ サイ 人の 酷評 を 受け 給 ひし 時に 

「健 かなる 者 は 援助 を 要せす、 唯 病 ある 者 之 を 要す …；. 夭れ 我が 來るは 義人 を 招く ために 非す、 雜ぁ 


る 人 を 招きて 悔 改めさ せんが 爲 なり」 (馬 太 傳九章 十二， 十 11 一節) と 曰 ひ 給 ひしと 同一 の 精神 を玆 に表顯 

し 給 ひしな り。 イエ スの 洗禮は 彼のす ベての 行爲と 等しく 愛に 出し Ef^ 敢 の行爲 たりし 也。 

玆に 於て か 余繁は 彼が ョ ハネに 答へ て 曰 ひ 給 ひし 言の 意義の 一斑 を 解す る を 得るな り、 

イエ ス 答へ ける は 暫く 許せ、 かくすべ ての 義き事 は 我等 盡 すべきな り (笫 十五 節 )o 

「暫く 許せ」 Aphes  arti, 蓋し 當 時の 俗語に して、 今日の 日本語 を 以てすれば 「構 ふ 勿れ」 と 云 ふが 

如き 者な りしな らん。 すべての 義 しき 事と はすべ ての 義 しき 律法の 意に 非す。 ィ H スは 兹にョ ハネに 

向て 儀式の 重要 を 辯 じ 給 ひしに 非す。 pasa  dikaiosunS はすべ ての 義 なり (義き 事に 非す、 義 なる 

言辭 の單數 名詞なる に 注意せ よ〕。 義を 一括せ し 者との 意 也。 全 節 を 左の 如く 改譯 すべし。 

構 ふ 勿れ、 そ は (gar) かくすべ ての 義を 成就 (plcT5sai) する は 我等の 爲 すべき ことなれば なり。 

イエス は玆に ヨハネに 吿げて 曰 ひ 給へ り、 「汝、 我に 悔改の パプ テス マ を 施す に禱路 する 勿れ、 そ 

は 我が 今爲 さんと する が 如くに 爲 してす ベての 義を 成就す る は 我等 天國の 民た る 者の 爲 すべき ことな 

れば 也、 すべての 義とは 他な し、 愛、 是れ なグ、 義 者が 不義 者と 班 を 同う し 其た めに 死す る ことなり- 

斯 かる 愛 的行爲 をば すべての 義を 成就す ると 云 ふなり、 而 して 是れ 我等の 爲 すべき 事な り」 と。 

斯くて ィ H スは 罪人の ために 人が 爲す こと を 恥る こと を爲し 給へ り。 彼が 洗禮を 受け 給 ひし は 無意 

義に 一定の 制 式に 服從 してに あらす、 罪人に 對 する 彼の 愛 を 表せん が ためなり。 彼. の 受洗 は 彼の 十字 

架の 前表に 外なら す。 

斯 くも 勇敢なる 愛 的 行爲に 出で 給 ひし かば、 彼れ パプ テス マ を 受けて 水より 上がり 給へ る 時、 天忽 

ち 彼が ために 開け、 神の 靈は鶬 の 如くに 彼の 上に 降れり。 叉 天より 聲 ありて 此は 我心に 適 ふ 我が 愛子 
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なりと 云へ り。 男 敢の行 爲に伴 ふに 常に 甚大の 靈的報 貰 あり。 ィ H スは 自己 を虚 うし、 斷然玆 に悔改 

の パプ テス マ を 受けて 人の 友た る を 神と 人との 前に 表白し 給 ひたれば、 聖父は彼に報ゅるに8^::ハ常の 

靈 の 賜物 を 以てし 給 ひしな り。 

罪人に 同情 を 表する ための 勇敢なる 愛 的行爲 としての 洗禮に 至大の 道德的 價値存 す、 然れ ども 其 他 

の 意味の 洗禮に 何の 用 ある 乎、 余輩 は 之 を 知る に 甚だ 苦むな り。 


美 訓と其 註解 

美 訓 (Bgtitsvs) は 基督 敎 聖書 馬太傳 第五 章に 載す る 耶蘇の 言 にして * 實に 西洋 倫理の 基礎と し稱 せらる 

ゝ ものた リ、 兹に 余の 自譯幷 に 註解 を揭げ て讀者 の 參考 に 供す。 

一、 心の 貧しき 者 は 幸福なる かな、 天 國は旣 に 其 人の 有 なれば なり。 

二、 哀しむ 者 は 幸福なる かな、 其 人 は 慰め を 得べ ければ なり。 

三、 柔和なる 者 は 幸福なる かな、 其 人 は 地 を 讓り受 くべ ければ な. =^。 

四、 饑ゑ渴 くごと く 義を慕 ふ 者 は 幸福なる かな、 其 人 は 飽かせら るべ ければ なり。 


五、 矜恤 ある もの は 幸福なる かな、 其 人は矜 恤に與 かるべ ければ なり。 

六、 心の 淸き者 は 幸福なる かな、 其 人 は 神 を視る こと を 得べ ければ な，^。 

七、 平和 を 求む る 者 は 幸福なる かな、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ なり。 

八、 義の爲 めに 責めら る、 者 は 幸福なる かな、 天 國は旣 に 其 人の 有 なれば なり。 

え、 我の 故 を 以て 人汝等 を詈り 責め、 且つ 僞.^ て 各 樣の惡 しき 言 をい はん、 其 時 は 

汝等 幸福なる かな、 喜べ、 躍り 喜べ、 天に 於け る汝 等の 報赏ぉ ほければ なり、 

そは汝 等より 前の 預言者 を も如此 せめ たれば なり。 

1、 心の 貧しき 者 心の 虚 なる ものな り、 卽ち 私心 を 悉く 脫 せし 人な り、 寸 毫の愁 心を蓄 へざる 人 

なり、 自己の 何者た る 乎 を 悟て 恩惠を 要求せ ざる 人な り、 卽ち 謙遜の 人な り。 幸福 は 幸運の 意 を 含む。 

数多から ざる こと を 指す。 旣 にの 一字に 注意せ よ。 天國 若し 吾人 心中の 和 樂を謂 はん 乎、 謙遜の 人 は 

旣に之 を 有せり。 若し 未 來の榮 光 を 謂 はん 乎、 之れ 亦旣に 彼の 掌中に あり。 要は 先づ へりくだる にあ 

り、 全く 神に 倚り 頼む にあり、 然れば 宇宙 萬物智 我物な り。 保羅は 此狀を 記して 曰 ふ、 

憂 ふるに 似 たれ ども 常に 喜び、 貧しき に 似 たれ ども 多くの 人 を 富まし、 何も 有たざる に 似 たれ ど 

も 凡ての 物 を 有て り (哥林 多 後書 六 章 十 節〕。 

藤樹は 謙を贊 して 曰へ り、 「天 德、 がレ此 明、 五福 由レ此 得」 と。 基督、 敎 訓を垂 る、 に 方て、 劈頭、 謙 
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の 原理 を 解く。 基督 敎の 要髓亦 此に存 すと 謂 はざる ベ けんや。 力 ー ライル 曰く 「基督 敎 は謙德 の宗敎 

(Relig.iou  of  Humility) なり」 と。 

二、 哀しむ 者 罪の 爲 めに 自己の 瑕疵 缺乏を 嘆す る 者な り。 故に 罪 を 悔い 惱む 者と 解して 可な り。 

如此 人が 天の 慰藉に 與 かる 人な り。 自己 を 以て 足る 人に 基督 敎の要 あるな し。 懺悔 は 天 園に 入る の 門 

なり。 

三、 柔和なる 者 原語に 世に 踏み 附 けらる.^ 者の 意 あり。 卽ち 眩く ことなくして 世の 侮蔑 無 鱧に 忍 

ぶ ものな り。 卽ち 世の 目して 以て 意氣 地な しとな す ものな り 0 

地 を 譲り 受く 世界の 主人た る を 曰 ふなり。 之れ 逆說の 最も 著しき ものなる が 如し。 優勝 劣 败は卅  1 

界の 精神な り。 然るに 世に 踏み 附 けらる \ 者が * 界を專 有する に 至る と 謂 ふ。 妄信の 最も 甚だしき も 

のなる が 如し。 然れ ども 余輩 は斷 じて 曰 ふ、 是れ實 に 世界 を 得る の途 なりと。 爭 て^し 物 は 終に 失 ふ 

べき 物な り。 天の 與 ふる 物 は 自然に 來る ものな り。 競# は 禽獸の 道な り。 人の 道 は 謙 退に あり。 ig よ 

古昔より 爭 つて 得し 物にして 永く 之 を 保持せ し 者な きを。 ァレキ サン ドルな り、 シ ー ザル なり、 ナボ 

レオンな り、 彼等の 榮光は 朝の 露の 如くな りし。 ナボレ オン 誠 直せられ て 曾て 耶蘇 を 評して 曰く、 

「余 は 一度 歐洲 全土の 盟主たり しにん r- 一  人の 余の 爲 めに 命を捨 つる ものな し、 然れ ども 見よ 耶蘇 は 貧 

に 死して 今や 億 萬の 人 は 生命 を 彼に 捧げん とす」 と。 那 翁の 感慨 實に然 り。 彼 は 地 を 得る の 道 を 知ら 

ざり しなり 0 

四、 義を慕 ふ 者 義人と 曰 はす。 基督 敎の 原理より 推す 時 は 世に 義人 一人 も あるな し、 一人 も ある 

ベから す。 義人 を 以て 自ら 任す る もの は 義人に あらす。 基督 信者 は 義人に あらす、 神の 義を慕 ふ 者な 


り。 充實 云々 彼の 義は 神より 充 たさるべき もの、 基督 敎の 噴罪說 なる もの、 原理 は 實に此 に 存す。 

我將 この 慕 ¥; (肉體 を 指す〕 に 居りて 嘆き、 天より 賜 ふ 我 俯が 屋 (靈體 ) を 衣 の 如 く  ^15ん こ と を 深 く 願 ふ 。(保 羅) 

五、 矜恤 情なり。 明 論 卓說を ふる 人 も、 正義の 爲 めに 燒 かる \ 人 も、 情なき 人 は 天 の 恩 惠を感 

じ 得ざる 人な り。 詩人 ゲ ー テは神 を 永遠にまで 女らしき もの Hwige  .vveibliche と稱 へり。 正義 は 

神の 道に して 情 は 神の 心なり。 情なき 人 は 神に 接し 得ざる 人な り。 嗚呼 情 ある 人、 推察 心に 富める 人。 

六、 淸き心 は 無慾の 心なり。 慾 は 心の 目 を 塞ぐ ものな り。 情慾な り、 利 慾な り、 名譽 慾な り、 皆 信 

仰の 正反對 なり。 慾の 減す る 比例に 祌は 明. G に 見 ゆるな り。 祌は 舉識を 以て 見る を 得す、 慾 を 節して 

のみ 彼 は 吾人の 眼に 顯 はる i なり。 禁煙 禁酒 等の 利 は 此に存 す。 施與 慈善の 益も此 にあり。 

是 故に 汝等奸 淫汚穰 邪 情惡慾 及び 貪楚を 殺すべし * 食 楚は卽 ち 偶像 を拜 する ことなり。 (保 羅) 

然 らば 愁は 全く 斷 つべき 乎。 食す る も 慾な り、 婚 する も 慾な り。 無愁 とは此 等の 慾 を も 結つ を 云 ふか。 

人生に 正當 なる 快樂 なきや。 是れ厘 次 吾人 を 苦しめる 問題な り。 

無 愁とは 何ぞ。 近 江 聖人 は 最も 簡明 最も 剴切なる 註釋を 供せ り、 引用して 吾人の 註に 換ふ、 

人道の 無慾 は義 ある 事 を 知りて 利 を 知らす、 公義に 從て 私心な きを 無慾と す。 取るべき 義 あれば 

とり、 與 ふべき まあれば 與ふ。 蓄 ふべき 義 あれば 蓄へ、 施すべき 義 あれば 施す。 只心の義^！隨ふ 

•  ••••• 參鲁 

を無愁 となし、 利に 依る を愁 とするな り。 

七、 平和な り、 安逸に あらす。 安逸 は 偽の： 午 和な り。 平和 は 正義の 結果な り。 故に 平和に 達せん が 

爲には 幾多の 正當 なる 戰ひ を經 過せ ざるべ からす。 神の 子と 稱 へらる k 者 は 平和 を 目的と する 者な り。 

必す しも 戰ひを 避く る 人 を 謂 ふに あらす。 世^ 此節を 解して 無事 安逸 を敎 ふるものと なすが 如き は 非 
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なり。 コ ロム エルの 如き 人、 ワシントンの 如き 人、 ル ー テルの 如き 人が 眞 正の 「平和 を 求む る 者」 な 

りし" =- 

八、 九、 義の爲 めに、 義の 代表者なる 基督の 爲 めに 責めら る X 者 は 幸！ i なり。 れ 喜ぶべき 事たり。 

躍り 喜ぶべき 專 なり。 そ は 天の 恩寵 は此 時に 最も 多く 感じ 得べ ければ なり。 義の爲 めに 苦します して 

天國に 人る もの は戰 功な くして 凱陣 する 兵士の 如き 者なる べし。 勳 章の 希望 彼に あるな し。 勇士 は 敵 

軍の 寄せ 來るを 見て 躍り 喜ぶ にあら す や。 後陣に 控 へて 遙 かに 砲聲を 聞く もの は 最も 不幸なる 兵士な 

0000000000000000000 

らす や。 迫害 は 義の戰 功 を 建つ る爲 めの 好機 會 なり。 

上 もな く 又 外 もな き 道の ために 

身 をす つる こそ 身 を 思 ふたる (藤 樹) 

汝等ょり前の預言者ー！^々 吾人 は 迫害に 依て 過去の 聖人 ilR 子と 推察 的靈交 を 結ぶ に 至る。 神畢 博， H 

の 註釋を 借らす して 聖書 を 能く 解し 得る に 至る。 迫害 は實に 吾人 を 聖人 社會に 仲間入りせ しむる もの 

なり 0 異敎 人士に 責めら る X 甚だ 可し。 基督 敎會に 責めら る- "最も 可な り。 眞理の 眞意を 知らん と 欲 

せば 世に 拾ら れ、 誤解 せらる X に 若 かす。 

r  Do  ycu  ask  me  the  place  of  the  valley, 

•ye  hron-rts  that  8,1.6  hts-assed  by  ca-l.e  ？ 

It  licth  afar  l-etwecn  mountains. 

And  God  and  His  angels  al.o  tllel.e; 

And  one  is  tlie  dal.lc  mount  CI  sol.row. 


The  ctllol-  tlie  l>rig.ht  mount  of  pl.avel..-* 

以 上 十 節 を稱し て 英語に 「ビヤ チチュ ー ド」 wcatitmles と 云 ふ。 拉典語 の Isatus  (幸福な る も 

の) より 来りし 語な りと 雖も今 は 美 訓の意 を 含む に 至れり。 余輩 は 以來此 名 を 以て 之を稱 せんとす。 

美 訓總て 九條、 (一) 謙なる もの、 (二) 哀む もの、 (三) 柔和なる もの、 (四) 義を慕 ふ もの、 

(五) 情 ある もの、 (六) 心の 淸 きもの、 (七) 平和 を 求る もの、 (八) 義の爲 めに 迫害 さる 、もの、 

(九) 基督の 爲 めに 責めら る X もの、 皆な 幸 一幅なる ものと して 箅 へらる。 余輩 は 之 を稱て 天國巿 民の 

资 格と 謂 はん。 嗚呼 地上 世界の 檫 準と 相 異る 何ぞ 夫れ 甚だしき や。 此 世の 幸福なる ものと は、 (一) 

富める ものな り、 (二〕 歡ぶ ものな り、 (三) 威 ある ものな り、 (四) 利に 敏 きものな り、 (五) 愁 

に猛 きものな り、 (六) 娛樂に 耽ける ものな り、 (七) 權 力に 誇る ものな り、 (八) 人に 賞 めら る、 

ものたり、 (九) 十字架の 恥辱 を 受けし 耶蘇に あらす して 有力の 君 を 主と する ものな り。 基督 敎 (純 

粹の) が 容易く 世に 容れ られ ざる は宜 なり。 其 信徒 (眞 正の) が 忌まる、 は宜 なり。 基督 敎が 社會に 

容 れられ しとて 喜ぶ 信者 (？) あり、 余輩 は 恐る 彼の 奉す る 基督 敎は 基督の 敎訓其 俊なら ざる 事 を。 

余輩 は特 更に 世の 反抗 を 求む る ものに あらす。 然れ ども 喜んで 社 會の容 る \ 所 となる 基督 敎に 就て は 

多くの 疑惑 を K くもの たり。 
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耶蘇の 敎訓と 其 註解 

汝等は 地の 壟な り、 趨： 右し 其 味 を 失 は、 味つ くるに 何 を 以てせん、 後 は 用な し、 

II； 外に 棄 てられて 人に 踐 まる、 のみ。 汝等は 世の 光な り、 山の 上に 建てられ たる 城 

市 は 隱るゝ こと を 得す。 燈を 燃して 斗の 下に 置く 者な し、 燭臺の 上に 置きて 家に あ 

る 凡ての もの を 照さん、 此の 如く 人々 の 前に 汝 等の 光 を 輝かせ、 然れば 人々 汝 等の 

善行 を 見て 天に 在す 汝 等の 父を榮 むべ し。 

汝等 弟子 を 指す 也。 地の 鹽 なり、 鹽は 食物に 味つ くる ものな り、 亦た 昔時の 惟一 の 防腐 劑 なり、 

耶蘇の 弟子 は 天の 市民に して 地に 味 を 附け其 腐敗 を 防止す る ものな り。 然れ ども 彼れ にして 彼の 特性 

を 失 はん 乎、 彼の 如き 不用 物 は 世に あるな し。 人に 踐 まる \ のみ、 エルサレムの 市街 家 毎に 脫 味の 鹽 

を 散布し 通行人に 踐 ましむ。 「味 を 失 ふ」 と譯 されし 語 は 「感覺 を 失 ひし」 の 意な り、 後に 「愚者」 

と譯 されし は此 語な り。 故に 鹽 にして 其 氣を失 ひし もの、 鹽 の無氣 力に なりし もの、 鹽の盥 たる 特質 

厶< "厶厶 厶< "厶 厶厶厶 <j 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶< "厶ム <" 

を 失 ひし ものな り。 若し 腐れ 男子 は 世に 用な しとなら ば；^ して 腐れ 信者に 於て を や。 

鹽 なり、 亦た 光な り。 猶太 亜の 城市 は 多く は 山上に 建てられし 如く 耶蘇の 弟子 も 亦 世の 注視す る 所 


たる ものな り。 隱 れんと する も隱 る、 こと 能 はす。 燈は暗 瞑 を 輝さん が爲 めな り。 斗の 下に 置かん と 

ならば 燃やさ るに 若 かす。 「光 をして 輝かしめ よ」 汝等 輝くべし と 謂 はす。 光 は 吾人 自身に あるな 

し、 恰 かも 月 其 物に 光な きが 如し。 吾人の 光は祌 より 來る、 恰 かも 月 は 太陽の 光 を 受けて 之 を 反照す 

るが 如し。 吾人の 修德其 極に 達して 吾人 は最 明の 反射鏡たり 得る のみ。 然れば 人々 吾人の 善行 を 見て 

吾人 を 讚め すして 天に 在す 吾人の 父を榮 むべ し。 

我 律法と 預言者と を廢 つる 爲 めに 來れ， 9 と 意 ふ 勿れ、 我れ 廢 つる 爲 に來ら す、 成 

就せ ん爲 なり、 我れ 誠に 汝 等に 告げん、 天地の 消え 失する まで は 律法の 一 點ー畫 も 

.S ましめ 

悉く 遂げつ くさす して^え 失する 

ことなし 是 故に 人 もし 最 も,^ さき 飾の 一 を lIUJ^hN 

叉 その 如く 人に 敎へ なば、 天國に 於て 最も 小さき 者と 謂 はれん、 然れ ども 之 を 行 ひ 

且つ 人に 敎 ふる 者 は 天國に 於て 犬なる 者と 謂 はるべし、 我れ 汝 等に 告げん、 汝 等の 

義、 學 者と パリ ナイの 人の 義に滕 るに あら ざれば 必す 天國に 入る こと 能 はじ。 

律法と 預言者 摩 西の 律法、 殊に 彼の 十誡と 預言者の 言。 魔る は破壞 なり。 耶蘇 は破壞 者と して 來 

らす、 建設者と して 来れり。 舊 時の 道 德律は 耶蘇の 精神 を 受けて 始めて 實行 する を 得べき ものな り。 

愛 は 律法 を 全うする ものな り。 われ 誠に 汝 等に 告げん 語調 甚だ 强し、 耶蘇の 自證に 天地の 道き あり。 

1 點 一 畫は 勿論 舊 時の 俊 式 制度 等 を 悉く 謂 ふに あらす。 道德 律な り、 儀式 制度の 精神 目的な り。 卽ち 

至誠の 人に 依て 世に 示されし 凡ての 神意な リ。 是れ 天地が 消え 失する とも 消滅せ ざる ものな り。 
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孔孟の 言然 り、 釋迦 の言然 り、 我 邦 幾多の 高僧 潔 土の 言然 り。 耶蘇 は 新設 者と して 世に 来らす、 普 

通 道德の 成就 者と して 来れり。 彼 を 目して 異敎 者と なす 人 其 人が 異敎 者なる なり。 是れニ 千年間の 人 

類の 經驗 が立證 する 所な り。 

律法 は 大小の 別な く 遂行すべき ものな り。 大惡を 避けて 小惡 を宥恕 する は 律の 神聖 を 汚す ことにし 

て 是れ全 律 を 犯す に 等し。 天國に 於て 最も 小き 者と 謂 はれん、 次 節の 「天國 に 入る こと 能 はじ」 と 同 

意義な り。 最も 小き 者 (希躐 語の ヱラ ヒス トン) は 時には 廢 物の 意味 あり。 大 なる 者 云々、 小善 を 行 

ふ もの は 天國に 於て 巨人と 稱 ばるべし 0 

墓 者と パリ サイ 人 職業的 道德 家と 宗敎 家、 彼等の 善行 は廣吿 的な り。 故に 彼等 は 人の 目に 立つ 善 

を爲 さん 事 を 勉めて 小善 隱德を 顧みす。 如此者 勿論 (必 す) 天國に 入る 能 はす。 近 江 聖人 曰く、 

人皆惡名を惡みて<^?名を好めり、 小善 を 積み 積ら ざれば 令名 顯れ す、 小人 は 人の 目に 立つべき 善 

ならば 爲 さんと 思 ひて 小善 は 目に も かけす、 君子 は 日々 に爲 すべき 小善の 一 を も 拾て す、 大善も 

應 すれば 是れを 行 ふ、 求めて なすに 非す、 夫れ 大善は 稀に して 小善 は 日々 に 多し、 大善は 名に 近 

し、 小善 は德に 近し、 大善 は人爭 ひて 爲 さんと す、 名 を 好む が 故な り、 名に よりて 爲 すと きは大 

も 小と なる、 君子 は 小善 を 積んで 德を なす 者な り、 眞の大 善は德 より 犬なる はなし、 德は 善の 淵 

源な り。 
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;:r ィ ュ ス！ ^タパの 人 を 見て 山に 登， - 坐し 給 ひければ 弟子 等 も 其 下に 来れり。 

「許 多の 人」 & おの 意な り、 まか 譯 する を 宜 とす。 奇を 好み、 利 を 求む る 群衆な り。 イエスに 由 

りて 其 肉 體の！ ^ま I を 癒され、 此 世の 幸福に 與 からん と 欲， して 彼に 從ゐ へる 者な り (前章 サ四， サ 五節〕。 〇 

「見て」 群衆 を 見、 之 を 避けて。 〇 「山に 登り」 I. ボ爽 かにして 圍靜 かなる 山に 登り 給へ り。 高山 

にあら す、 幽邃の 地な り。 ii;!.^ い 給へ りとの 意なる べし。 イエス は 俗衆の 彼の 迹に從 ふ を兑給 ひけ 

れば之 を 避けて 靜 かなる 山に 入り 給へ りと なり。 彼の 之 を 爲し給 ひし は 勿論 俗衆 を 忌み嫌 ひて に： S ら 

す。 p= かたる 所に 夭の 父と 交り、 叉 彼の 近親の 弟子 を敎 へん ためなり。 〇 「座し 給 ひければ」 單に 

端座し 給へ りとの 意に は あらざる べし。 所謂る 山上の垂訓なる 者 は 一席の 講演に あらす、 数 囘に涉 り 

し 川" を 編 募せ しもの なり。 ィ H スは數 日に 涉 りて 之 を 宣べ給 ひしが 如し。 今日の S 期 講演 會の 如き 

者な りしな らん C ィ H スは此 時、 世の 喧噪 を 避けて、 靜 かなる 山中に 其 弟子と 偕に 留まり、 祈 f:^ ゆ 

戒 とに 聖き 時日 を 達り 給 ひしが 如し。 〇 「弟子 等 も 其 下に 来れり」 「も」 の 字 を 除くべし。 彼の * 

や A.^ に 、、れい。 群衆 は 山中にまで 彼に 從は ざり し。 弟子 等 彼に 從 ひて その 居る 所に 來れ り。 イエス 

は此靜 かなる 山中に 特に 彼の 弟子 等 を 敎へ給 ひしな り。 山上の垂訓 は 群衆に 對 する 說敎に あらす、 ^ 
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^^に對する訓誠なり。 其 心して 之 を 護 まざれば 能く 其 眞義を 解す る 難し。 

(改譯 ) 群衆 を 見 給 ひければ 彼れ 山に 登り 給 ヘリ、 彼れ 座し 給 ひければ 彼の 弟子 等 彼に 来れ リ。 

g ィュ スロを 啓きて 彼等に 敎へ曰 ひける は、 

「口 を 啓きて」 肅然ロ を 啓きて 彼等に 敎へ 給へ り。 ィ H スは 多く を 語り 給 は ざり しならん。 然れ 

ども 一 たび 口 を 啓き 給へば 金玉の 言 其 中より 出たり。 〇 「彼等」 弟子 等な り。 後に 十一 一 使徒と して 

立てられし 者の 其 中に ありし は 勿論な り。 然れ ども 聽衆は 彼等 少数者に 限られ ざり しなるべし。 誠心 

を 以て 彼に 從 はんと 欲せ し 者 はすべ て 此會 合に 集 ふ の 特 權を與 へ られ しな る ベ し。 

(改譯 ) 彼れ 其 口 を 啓きて 彼等 を 敎へ絵 ヘリ、 曰く、 

g 心の 貧き 者 は 福な.^、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也。 

「心の 貧き 者」 心に 貧き 者な り。 心に 貧しき を感 する 者な り。 自己の 賴 りなき を 感じ、 罪深き を 

感 する 者な り。 必 しも 世の 所謂る 者の み を 指して 一一 一 5 ふに あらす。 世の 財貨に 貧しく して 心に 贫 しか 

ら ざる 者 あり。 心に 貧しき 者と は 貧 を愤る 者に あらす。 貧 を悲む 者な り。 最大 唯一 の寶 なる 神 を 離れ 

たる 心の 狀態を 歎く 者な り。 貧 を 身に 於て 感ぜす、 心に 於て 感 する 者な り。 眞實に 人生 を 解して 人 何 

人か贫 者なら ざらん 乎。 棲む に 家な く、 食 ふに 食な き 者 は 勿論、 億 萬の 富 を 積む 者と 雖も亦 貧者なら 

ざる を 得す。 誠心より 貧者た る 者、 身に 贫 しくして 叉 心に 貧しき 者 は 勿論、 身 は 富む と雖も 心に 謙遞 

にして 貧しき 者、 斯 かる 者 は 福な りと なり。 〇「福 なり」 幸福な り。 幸 多き 者な り。 祌に惠 まれし 


者な り。 幸運の 人な り。 人に 羨まる.、 へき 者な り。 神の 眼より 見て 多幸 多 福の 人な り。 〇「 天國」 祌 

の國 なり。 後に 事實 となりて 此 世に 現 はるべき 者、 然れ ども 今 は 靈的狀 態として 聖徒の 心 に^する 者 

なり。 此世 以上の 國な り。 之 を 「天 國」 と稱 する は 天上の 高き に 在る が 故に あらす、 地上の 王 國と其 

|1&^^;,^異£!-^^- が 故 |?。 其 律法の 一斑 は 之 を 約翰傳 十三 章 五節より 十五 節までに 於て 見よ。 

〇 「共 人の 有 なれば 也」 其 人に 屬 すれば 也。 彼は此 世に 於て は 寸地を 有せざる べし、 然れ ども 彼 は 

幸福な り。 そ は 彼 は 天國を 其屬 となし 得れば 也。 身 は 貧しく も 心に 富む を 得れば 也。 今 は 何物 を も 有 

！  もの  0  0  0 

せざる も、 後に 萬 物 を 其 有と なし 得れば 也 (哥林 多 前書 一一 一章 廿ー I サ三 節)。 〇「 有 なれば 也」 今 旣に共 

人の 有 なれば 也。 キリストの 再 來と萬 物の 復興と を 待つ を 要せす。 天國は 今旣に 心に 貧しき 者の 有な 

れば 也。 天 國は來 ^と 混同す ベから す。 來 世と は 天國が jsj 實 となりて 後に 此 世に 現 はる、 者 を 云 ふに 

過ぎす。 天 圃は今 旣に存 す。 キリストの 靈の灑 がる、 所、 聖徒の 愛 を 以て 互に 相 交 はる 所、 是れ 夭 國 

なり。 今 は 肉眼 を 以て 見る 能 はざる も、 靈覺を 以て 感じ 得る 者な り。 天國は キリストの 降臨と 同時に 

此 世に 臨めり。 而 して 心を虚 うして 吾人 何人も 今日、 今、 之 を 吾人の 有と なす を 得るな り -0 

(改譯 ) 心に 貧しき 者 は 幸福な り、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也。 

む 者 は 福な り、 其 人 は 安 慰 を 得べ ければ 也。  、、  ， 

「哀む 者」 損失 を哀 み、 失敗 を哀 み、 死別 を哀 み、 墮落 を哀む 者、 悲境 を自覺 する 者、 悲哀の 身 

000--  OO0O0O にづ 00  00000000  , さい は ひ  _  、 l *  ^  ：  ,、 

に 臨みし 道 德的源 因 を 索ね て、 改悔の 憂に 沈む 者、 斯 かる 者 は 一 i なりと なり。 〇「 其 人 は 安 慰 を 得べ 

ければ 也」 其 人 は 今 は 泣くべし、 然れ ども 後に 其 淚を拭 はるべし。 悲哀 を經 すして 歡喜は 来らす、 
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憂苦に 由らざる 慰安 あるな し。 慰安の 快樂を 知らん と 欲せば、 憂愁の 苦痛 を 味 はざる ベから す。 故に 

祌に擊 たれし 者 は 福な り、 其 人 は 神の 醫術を 其 身に 於て 寳驗 する を 得べ ければ 也" 其 傲慢 を碎 かれし 

者 は 福な り、 其 人 は 謙 適の 衣 を 着せられて 再、 ^5 高く せらる ベければ 也。 キリス トは 悲哀の 人たり し (以 

赛亞書 五十 一 一一 章ョ節 S 一而して 悲哀 を 知る にあら ざれば キリスト を 知る 能 はす。 而 して 人生 最大の 慰藉 

は キリスト を 知る にあり。 悲哀 は キリストに 到る の途 なり。 哀む 人の 福なる は 是れが ためなり。 

(改譯 ) 哀む者 は 幸福な リ、 其 人 は 慰めら るべ ければ 也。 

15 柔和なる 者 は 福， な，^、 其 人 は 地 を嗣ぐ こと を 得べ ければ 也。 

「柔和なる 者」 我意 を 張らざる 者、 人に 地歩 を讓る 者、 無抵抗 者、 劍を 以て 爭 はざる のみなら す、 

口 を 以て も、 叉 筆 を 以て も 害 を 他人に (特に 敵に.) 加へ ざる 者、 斯 かる 者 は 幸！ i なり、 祌. に惠 まれた 

る 者、 人に 羨まるべき 者な りと たり。 〇「 其 人 は 地 を嗣ぐ こと を 得べ ければ 也」 天 國を其 有と なし 

得る のみなら す、 彼の 讓 りし 地 を 終に 己が 有と して 神より 賜 はるべ ければ 也。 無抵抗 中： 義 者の 幸福 は 

みづ 

特に 玆に 在り。 卽 ち其自 から 讓り しもの を W び與 へらる X にあり。 ベザて 得ん と 欲する 者 は 失 ひ、 -<^' は 

すして 讀る者 は 得。 世に 所謂る 優勝劣敗なる もの は キリストの 法則に あらす。 劍を 磨き 武を備 へて 地 

を 得ん と 欲する 者 は 得る も 終に は 之 を 失 ひ、 强壓に 耐え、 侵略 を 忍ぶ 者 は 地 を 失て 終に 之 を 得る。 是 

れ單に 道義 的 原理に あらす、 歷 史的 真實 なり。 アッシリア 國 今ォ處 にある、 バビロン 國 午何處 にある * 

羅馬帝 11 令何處 にある。 今より 一 千年 を經 て露國 もなかるべし、 英國 もなかるべし、 米國 もなかる ベ 

し。 劍を 以て 起ちし 國 はすべ て劍を 以て 仆る べし。 而 して 柔和の ：11^ は 彼等の 後 を 承け て、 廣き 彼等の 


領土 を 占有すべし。 劍を帶 ぶる 軍人に 勢力 あるが 如くに 見 ゆる は 唯 其 表面に 於ての み。 國 家の 實カは 

常に 腰に 寸鐵 を携 へざる 農夫 商人に 存す るに あらす や。 宇宙 萬 物 を 造り 給 ひし 神 は 平和の 神な り。 故 

に彼は；个和の！^^^愛し給ひて好戰の人を憎み給ふ。 神 は 其 造り 給 ひし 此美 はしき 地 を 永久に 軍人と 武 

國 とに 賜 はす、 平和 は 終に 水が 大洋 を掩 ふが 如く 全地 を掩 ふべ し。 而 して 其 時、 謙譲の 民 は 之 を 享有 

すべし。 戰ふは 地 を 得る の途 にあら す。 地 を讓る こそ 地を嗣 ぐの 途 なれ。 依て 知るべし、 今の所 謂る 

基督 敎國 なる 者の 絕對的 偽善 國 なること を。 

(改譯 ) 改譯の 要 を 見す、 但し 希躐 語の pl-peis を 柔和なる 者と 譯 する は 物 足らざる 心地す、 然れ 

ばと て 之に 優る の 譯語を 案出す る 能 はす。 

g 饑え 渴く 如く 義を慕 ふ 者 は 福な.^、 其 人は飽 くこと を 得べ ければ 也 e 

「饑え 渴く 如く 義を慕 ふ 者」 意譯 なり、 直譯の 意義の 明白に して 力 あるに 如かす、 義に 機え 且つ 

渴く者 は！ g なり 云々 と。 物に 幾え 渴 くと は 之れ なくば 死すべし との 感を懷 くこと なり。 義に 機え 渴く 

と は義の 生命 的 必要 を感 する ことなり。 〇r 其 人は飽 くこと を 得べ ければ 也」 原文の 通り 飽かせら 

るべ ければ 也と 譯 すべ し。 義に 饑える も 若し 之に 飽 くこと を 得 ざれば 返て 苦 惱を增 すに 過ぎす。 然れ 

ども 人 は 何人も 努めて 自 から 義に飽 くこと 能 はす。 彼 は 容易に 慾と 惡 とに 飽 くこと を 得べ し、 然れど 

も義と 善と に飽 くこと 能 はす。 彼れ 若し 義に飽 くこと を 得ば、 是れ 飽か せられて 也。 卽ち 神に 其義を 

歸 せられて 也。 義に 饑え 且つ 渴く 者が 之に 飽 くこと を 得る は 神に 飽か せられて 也。 神の 義はィ H ス キ 

リストな り。 信仰 を 以て キリスト を 我が 有と なして、 我 は義に 飽か せられて、 之に 飽 くこと を 得る 也 
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義に 餞え 渴 きての み キリスト を識 るべ し。 而 して キリスト を 識るを 得て 我等 は義に 飽かせら る。 イエ 

スが 山上に 此敎訓 を 垂れ 給 ひし 時に、 彼の 噴^の 義は 未だ 完 うせられ ざり し。 然れ ども、 旣に 己れ に 

在りて 神の 義の完 うせら るべき を 識り給 ひしが 故に、 豫め此 言を發 して 彼の 弟子 等を勵 まし 給へ り C 

聖書 は 靈に關 はる 事實を 示して 誤らざる なり。 聖書 は 人 は 努めて 飽き 足る までに 義を行 ひ 得べ しと は 

敎 へす。 神に 義を歸 せらるべき を敎 ゆ。 故に 飽 くこと を 得べ しと 讀む ベから す、 飽かせら るべ しと 讀 

むべ し。 

(改譯 ) 義に 饑え 且つ 渴く者 は 幸福な リ、 其 人 は 飽かせら るべ ければ 也。 

£ 矜恤 ある 者 は 福な り、 其 人 は 矜恤を 得べ ければ 也。 

r 矜恤 ある 者」 憐む 者、 人の 困苦に 在る を視て 之を責 むる に 其 罪 を 以てせす して、 之に 同情 を 表 

し、 援助 を 供す る 者、 斯 かる 者 は 神に 惠 まれし 者な りと なり。 〇 「其 人 は 矜恤を 得べ ければ 也」 憐 

まるべ ければ 也。 己れ の 困苦に 遭遇す る 時に 神と 人と に憐 まれ 且つ 援 けらる ベければ 也。 殊に 最終の 

栽 判の 日に 方て 己れ 神の 憐愍 を 要する 最も 大 なる 時、 我れ 小に して 且つ 弱き者 を憐 みしが 故に 大 にし 

て 且つ 强き 神に 憐 まるべ ければ 也。 憐 まざる 者 は憐憨 を識ら す。 故に 憐 まれす、 又憐 まる \ も 憐愍の 

憐愁 たる を 識る能 はす。 憐愁も 亦 訓練 を 要す。 我等 は 人 を憐ん で、 自 から 憐 まる \ 時に 憐愍 を 憐愁と 

して S くるの 準備 を爲 すべき 也。 

38  恤；？ 者 は 幸福な リ、 其 人は憐 まるべ ければ 也。 


g 心の 淸き者 は 福な り、 其 人 は 神 を 見る こと を 得べ ければ 也。 

「心の 淸き 者」 罪 念 邪 慾 を 心に 貯 へざる 者の 意なる 乎、 然 らば 生れながら にして 斯く ある 者 は 世 

に 一 人 もなかるべし。 心は淸 からざる ベから す、 然れ ども 生れながら にして 心の 淸き者 あるな し。 心 

は 萬 物よりも 偽 はる ものにして： f„ ^だ惡 し (耶利 米亞記 十七 章 九 節)。 若し 心の 淸き 者に あら ざれば 神 を 見 

る こと 能 はすと たらば 世に 神 を 見る こと を 得る 者 は 一 人 もなかるべし。 故に 心の 淸き 者の 意義 は 之 を 

字義 以外に 於て 發 見せざる ベから す。 而 して 之を說 明す るに 最も 善き 聖語は 馬太傳 六章廿 二、 廿三節 

OOOOOOCOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO  ：  & 

なり。 心の 淸き 者と は 其 目的の 單 純なる 者との 意なら ざるべ からす。 天 國と其 義 の 外、 何物 を も 求 

めざらん と 欲する 者との 意なら ざるべ からす。 此單 純なる 目的 ありて、 人に 多くの 缺點 と汚據 と？ 

る ある も、 彼 は徐々 に完 うせられ 且つ 潔め られて 終に 神 を 見る を 得る に 至るべし となり。 心の 淸 から 

ざる 者、 卽ち 濁る 者と は 二心の 者な り (雅各 書 一章 八 節 )o 神と 世と を 雨つな がら 歡ば せんと 欲する 者な 

り。 單純は 完全に 達する の途 なり。 患 ふべき は 行爲の 過失 多き ことに あらす、 心の 複雜 なること なり- 

失錯 多き シ モン • ベ テ ti の 如き すら 其 心の 單純眞 率な りしが 故に 終に 能く 神 を 見る を 得たり。 or 神 

を 見る こと を 得べ ければ 也」 orsontai,  shall  see. 神 を 見る ベければ 也、 神 を 見る の 可能性 を備 ふれ 

ば 也。 必ゃ. 見る を 得べ しと は 定まらす、 そ は 單純其 物 は 見神の 资 格と なすに 足ら ざれば なり。 祌を示 

さるべき 資格 を 供 せらるべき 性質 を備 ふれば なりと。 〇 「神 を 見る」 神 は物體 にあら ざるが 故に 肉 

眼 を 以て 見る 能 はざる は 言 ふまで もな し。 眼に 神 を 見たり と 云 ふ 者 は 迷信に あら ざれば 幻想 を 語る 者 

なり。 祌は靈 なり、 眞 なれば 彼 を 見る 者 は 靈と眞 と を 以て 爲 ざるべ からす。 祌を 見る と は (第一 に) 

その 榮の 光輝 その 質の 眞 像なる ィ H ス キリ ストに 於て 之 を 見る ことなり (希 伯來書 一 章 一一 一節 )o キリスト 
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を 見し ュ神を 見し なり {： 約翰傳 十四 章 九 節 y- 人 は キリストに 由ら すして 祌を 見る 能す。 (第二に) 神 

に 在りて 人生と 萬 有と を 解し 得る ことなり。 人生の 矛盾 は大 なる 調和と して 了ら れ、 宇宙の 現象 は 愛 

の 行動と して 解 せらる >- に 至る ことなり。 (第三に) 神の 靈を 自己の 靈に 受けて、 父の 完全た るが 如 

く 自己 も完っ 全き ことなり。 「見る」 と は 想像に 對 して 言 ふ 語な り。 明白に 會 得する の 意な り。 百聞 一 

見に 如かす と 言 ふが 如し。 た に 神 を 憶 想 推測す るに あらす して、 刺 然と 隨 得する の 意な り。 

(改譯 ) 心の 純なる 者 は 幸福な リ、 其 人 は 神 を 見る ベければ 也。 

g和平を求むる者は福な，.^、 其 人 は 神の 子と 稱 へ らる ベ ければ 也。 

「和平 を 求む る 者」 平和 を 行 ふ 者、 平和の 人た るに 止まらす、 平和 を 愛する に 止まらす、 進んで 

if  ^.^16 い； あなり oi^-i^- は 意義 弱し )o 斯 かる 者 は 一 i なりと なり。 總 ての 方法 を盡 して 爭鬪 を妨止 

せし とし、 己れ 自 から 之に 加 はらざる は 勿論、 他人 を もして 之 を 避けし めんと する 者、 是を 平和 を 行 

ふ 者と 稱 ふ。 平和 を 行 ふに 多くの 勇氣を 要す。 自己に 在りて は 多く 赦し 多く 讓ら ざるべ からす。 社會 

こ 在りて はすべ ての 黨 派に 加 はらす、 厳然たる 中正 を 保たざる ベから す。 國家に 在りて は 如何なる 場 

合に 於ても 戰爭 を非認 し、 世界の 平和 を唱 へざる ベから す。 平和 を 行 ふ 者 は 平和の 主 (帖撅 羅尼迦 後書 

三 章 十六 節) の 外に 主 を 求めす。 彼 は i 和の 君 (以赛 亞書九 章 六 節) に屬 し、 平和の 神 (羅馬 書 十五 章 一一 一十三 

節」 を ii び まつる。 彼 は 公道の 外に 政黨 ある を 知らす。 キリストの 外に 敎會を 認めす。 彼 は 多くの 人 

に &B ま. e ながら 平和の 道 を 歩まざる ベから す。 平和 を 行 ふ 者 は 怯懦の 人に あらす、 安逸 を 求む る 者に 

あらす、 十字架に 釘 けらる X も 堅く 平和 を 取て 動かざる 者な り。 〇 「其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベ けれ 


ば 也」 平和 を 行 ふ 者 は愛國 者と 稱 へられす、 彼は此 世の 國 家が 愛 國的 行動と 認 むる 戰爭を 根本的に 

非認 すれば 也。 平和 を 行 ふ 者 は 叉 熱心なる 敎會 信者と 稱 へられす、 彼 は キリストの 分つべからざる 者 

なる を 確信し、 すべての 敎派的 行動に 絕對 的に 反對 すれば 也。 平和 を 行 ふて 此 世の 帝王より 位階 勳窣 

の 恩賜に 與 かるの 希望な し。 平和 を 行 ふて 叉 法王、 監督、 宣敎師 の 類より 賞 讚 同情 を 得る 能 はす。 然 

れ ども 勇 氣を以 て 平和 を 行 ふて 神の 子と 稱 へらる \ の 名譽に 與か る を 得 ベ し。 神舉 博士 の 稱號 尊から 

ざるに は あらざる べし、 然れ ども 神の 子の 名稱 の 單純 にして 壯嚴な るに 及ばざる や 遠し。 此 世の 動 章 

は 以て 神の 前に 立つ の 資格 を 作る に 足らす、 唯 神の 性を帶 ぶる が 故に 神の 子と 稱 へらる、 者の み、 能 

く 神の 懐に 入りて 彼 を アバ 父よ と 額び 奉る を 得るな り。； 午 和 を 行 ふの 報 賞 は 實に大 なりと 言 ふべ し。 

(改譯 ) 平和 を 行 ふ 者 は 幸福な リ、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ 也。 

^義 しき ことの 爲 めに 責めら る 、者 は 福な，^、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也。 

「義 しき こと」 正義 正道な り、 然れ ども 此 場合に 於て は 特に キリストの 福音な り。 キリスト は祌 

の 正義 也。 彼 は ユダヤ人に は礙く 者、 ギリシャ 人に は 愚かなる 者な りと 雖も、 召された る 者に は 神の 

大能 また 智慧 また 正義た るたり。 〇 「貴 めら る、 者」 原文 に^められて 今日に 至る 者との 意義 作す。 

卽ち 迫害の 中に 信仰 を持鑌 せし 者の 意な り。 赛惡の 世が 正義 を 憎む は 人世の 通則 也、 然れ ども キリス 

ト の 福音 の 如く 世に 憎まる \ 者の 他に あるな し。 迫害なる もの は實は 基督 敎 の 顯出を 待 て 世に 始まり 

しもの なり。 之 を 憎む 者 は 賤夫惡 徒に 止まらす、 志士 仁人と 稱 する 者 も亦然 り。 キリストの 福音 は 背 

倫、 亡國、 褻瀆の 道と して 斥けら る。 キリストの 弟子 は此 世の 異分子な り。 彼は惡 人に 愚弄せられ、 
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義人、 善人に 輕蔑 せらる。 實に キリストの 福音 を 信じての み 吾等 は 始めて 迫害の 何たる 乎 を 知る たり。 

〇 「天 圈は卽 ち 云々」 天 國は今 旣に其 人の 有 なれば なり、 彼は窘 しめられながら 益々 深く 天國に 入り 

つ 、あり。 バウ 口 曰く 

是 故に 我等 臆せす、 我等が 外なる 人 は壞る \ とも 內 なる 人 は 日々 に 新たな り、 夫れ 我等が 受 くる 暫 

時の 輕き 苦しみ は 極めて 大 なる 窮 りなき 重き 榮を 我等に 得しむ る 也 (哥林 多 後書 四 章 十六， 十七 節) 

と。 永生 は 神に 由て 內に植 ゑら れ、 人に 由て 外より 堅めら る X 者な り。 迫害 は 信仰 成長の 要件の 半ば 

なり。 是れ なくして 人 は 何人も 天國に 入る 能 はざる なり。 

(改譯 ) 義 のために 窘 しめらる. -者は 幸福な リ、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也。 

が爲に 人、 汝等を 詬誶. 9 また 迫害め 偽 はりて 各 檨の惡 しき 言 をい はん、 其 時は汝 

等 福な り。 

前節の 敷衍な り。 or 我が 爲 めに」 我 (キリスト) を 主と 仰ぎ 我が 福 昔 を 信す るが ために、 卽ち 

此 世の 倫理 道 德とは 全然 其 素質 を 異にする 我が 幅 昔 を 信じ、 其敎 訓を實 行す るが 故に。 〇r 汝等 を詬 

詳り」 汝等 我が 弟子 を 篤り、 汝 等に 歸 する に 多くの 惡意惡 計 を 以てし、 汝 等の 罪 を亂 さんと 苛立つ 

時。 〇 「また 迫害め」 窘 しめ、 害 を 加へ、 單に言 を 以て 畿り 罵る のみなら す、 手 を 以て 害 を 加 へん 

とする 時。 〇 「偽 はりて 备 樣の惡 しき こと を 言 はん」 虚偽の 言を發 して 汝等 を畿 らん、 又 故意に 無 

實の罪 を 構造して 汝等を 罪に 陷 いれん とせん 其 時 云々。 不信者が 信者 を責 むる 時に 彼等 は 意志 方法の 

善 惡を擇 ばざる が 如し。 若し 惡 魔の インス ビレ ー シ ヨンなる もの ありと すれば、 是れ 信者 を 苦 めんと 


する 時に 不信者の 心に 臨む ものな り。 〇 「备樣 の惡 しき こと を 言 はん」 汝 等を國 賊と稱 ふべ し、 不 

忠の 臣と稱 ふべ し、 不^の 子と 稱ふ べし、 社會 の壞亂 者と 稱ふ べし、 偽善者と 稱ふ べし、 偽君子と 稱 

ふべ し、 魔術師と 稱ふ べし、 人口に 上る 惡 しき 名稱 にして 不信者に 由て キリストの 弟子に 適用せられ 

ざる 者 はな かるべし。 〇 「其 時 は汝等 福な り」 篤ら れ、 幾られ、 迫害せられ、 惡 名と いふ 惡 名を悉 

く 着せら る、 其 時、 汝等は 幅な り、 そ は 其時汝 等は大 なる 寶を 天に 積みつ-あれば なり。 キリストの 

ために 受 くる 苦痛 は 生命の 無益の 消費に あらす、 有益なる 勞働 なり。 我等 は斯く 責められつ & ある 間 

に 我等の 戴くべき 榮の 冕を鍛 へつ. - あるな り、 天國に 永住の 家 を 築きつ i あるな り。 苦しと 思 ふ 其 時 

が 幸 一 i なる 時な り。 

(改譯 ) 別に 改譯 の耍を 見す、 但し r 詬誶」 は 罵りと 改め、 「迫害」 は 「せめ」 と訓 ますして 「は 

くがい」 と讀む 乎、 或 ひ は r 窘 しめ」 と改 むる を 宜しと すべし。 「一 詬誶」 の 原意 は 罵 辱の 熟辭を 以て 

最も 正 當に表 はさる べしと 信す。 左の 如く 改めな ば 多少の 改良なる べし。 

我がた めに 人、 汝等 を罵リ (罵 辱し)、 また 窘 しめ (迫害し)、 偽 はりて さまぐ の惡 しき こと を 言 は 

ん、 其 時 汝等は 幸福な リ。 

口 喜び 樂 しめ、 天に 於て 汝 等の 報 賞 多ければ 也、 そは汝 等よ. Ml の 預言者 を も 如此せ 

めたり き。 

「喜び 樂 しめ」 喜べ、 躍り 歡べ、 歡喜^ 躍せ よ。 〇 「天に 於て 汝 等の 報 賞 多ければ 也」 来世に 

於ての みならす、 今 も旣 に、 キリストの 國 なる 靈の 世界に 於て 汝 等の 受 くる 報 賞 多ければ 也と。 迫害 
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oooooooooooooooooooooo 

の 報 賞 は 人生 最大の 賜物なる 神より 來 る聖靈 なり。 之 を 心に 受けて 我等 は 喜ぶな り、 躍り 歡ぶ なり。 

聖靈 の喜樂 (帖 撒羅尼 „i 前書 一章 六 節) はすべ ての 艱難に 勝ち得て 餘り あり。 神 は 我等 を 其 膝下に 召し 給 

ふ 前に、 我等が 尙ほ此 苦痛の 世に 在る 間 も 我等 を 喜ばしむ るに 足る の 賜物 を 其 手中に 掩り給 ふ。 然れ 

ども 迫害の 報 賞 は 聖霊に 止まらざる たり。 神 は聖靈 と共に 終に すべての もの を 與へ給 ふべ し。 我が 爲 

せし 惡 はすべ て 忘れら るべ し、 我が 爲 せし 善 は 悉く 酬いら るべ し、 而 して 我 は 罪の 人なる に 天使と 共 

に 永遠の 國を嗣 ぐ を 得べ し。 斯 世に 在て 福音の ために 不信者より 受 くる 罵 辱と 迫害と は 損失に あらす- 

利得な り。 〇 「そ は汝 等より 前の 豫言者 を も如此 せめたり き」 彼 は …… 窘 しかたれば 也。 彼等 不 

信者 は 今汝等 を、 齊 しむる が 如く、 汝 等より 前にせ に 送られし 豫言者 をも窘 しめたれば 也" 此く 篤ら 

. れ、 辱 しめられ、 齊 しめられ、 惡ロ せらる \ 者 は 惟り 汝 等に 止まら ざれば 也。 福 ひなる 理由の 第二な 

り。 ^に 責めら る \ は 幅 ひなり、 天に 於て 汝 等の 報 賞 多ければ 也、 然れ ども 迫害に 耐え忍ぶ の 報 賞 は 

之に 止まらざる 也、 地に 在りて は 汝等は 昔時の 豫言 者と 同情 的關 係に 入る を 得るな り、 而 して 是れ大 

なる 報 莨な りと なり。 迫害 は 我等 を 神と 繁ぎ叉 偉人と 繁ぐ、 我等 は 之に 由り てィ ザャ、 M レ ミヤの 友 

となり、 バウ n、 ヤコ ブ、 ヨハネの 兄弟と なる を 得るな り。 天に 在りて は 聖徒と 共に 永生 を樂 しむの 

報 賞 あり、 地に 在りて は 士師、 豫言 者、 使徒、 其 他す ベて 義 のために 窘 しめられし 者と 靈交を 結び 最 

も 深き 意味に 於ての 兄弟 的關 係に 入る の快樂 あり。 我等 は 福 昔の ために 窘 しめらる \ 時に、 不 者が 

穀物と 酒との 豐 かなる 時に 歡 ぶが 如くに 喜ぶべき なり (詩の 四篇七 節)。 

(改譯 ) 喜べ、 躍リ歡 ベ、 天に 於て 汝 等の 報 t 多ければ 也、 そ は 彼等 は汝 等よ リ 前の 豫言者 をも此 

く窘 しめたれば 也。 


地の 鹽と 世の 光 

^汝等 は 地の 鹽 なり、 鹽 もし 其 味 を 失 は 何 を 以て か 故の 味に (仅 さん、 後 は 用な し、 

外に 棄 てられて 人に 踐 まる 、而 已。 

「汝等 は」 我 少数の 弟子なる 汝等 は。 〇「 地の 鹽 なり」 全地の 腐肷を 防止し、 之に 味を附 する 

者な り。 少数の 基督 信者に 依て 社 會全體 の 道德は 維持せられ、 人生の 興味 は 供 せらる。 世 は 永久に キ 

リスト を 信ぜざる べし、 然れ ども キリストの 弟子に 由て 其 道德的 生命 は 維持 せらる。 鹽の 日常生活に 

必要なる が 如く、 キリストの 弟子 は 社會の 存在に 必要な り。 基督 信者な くして 社會は 永久に 存在す る 

能 はす。 是れ キリストの 言に して 亦歷史 の事實 なり。 〇 「魔 若し 其 味 を 失 は S -」 ，M 若し 鹽 たるの 性 

を 失 は i^、 其 鹹味 を 失 ひ、 其の 防腐 力 を 去らば と。 斯 かる 事はパ レ スチナ 產の鹽 に往々 有る 事な りと 

云 ふ。 純粹の にあら すして、 多くの 浞合物 を 含有す るに 因る なるべし。 〇 味 を 失 は と譯 せられし 

原語 (moranthro は 感覺を 失 ふの 意義に 於て 昔時 醫舉 上の 術語と して 用 ゐられ しと 云 ふ。 故に 此 場合 

に 於て は 地の 鹽 たるべき キリストの 子 若し 其 信仰的 感覺を 失 ふ に 至 ば の 意な る ベ し 。 〇 「何 を 以 

て か 故の 味に 復 さん」 何 を 以て か鹽 つけられん。 「故の 味に 復 さん」 は譯 者の 意譯 なり、 而 かも 正 

確なる ものと 稱 すべから す。 地の 鹽 たるべき 弟子 若し 其 信仰的 感覺を 失 は t -、 地 は 何に 由て か 其腐败 

を 防止 せん。 亦鹽 自身 は 何 を 以て か 其鹼味 を囘復 せん。 ，M にして 其 鹼味を 保た ば 地の 腐败は 恐る X に 

足らす。 然れ ども， M 若し 其 鹹味 を 失 は^、 地の 腐敗に 恐るべき 者 あり。 基督 信者の 腐敗 は 信者 自身に 
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取りて は 勿論、 社 會全體 に 取りて、 最も 塞 心すべき 事な り。 〇 「後 は 用な し」 鹹味 を 失 ひし 後の 鹽、 

信仰的 感覺を 失 ひし 後の 信者、 世に 用な き 者と て 之に 如く もの 他に あるべ からす。 馬 獎と牛 骨と は 之 

を 肥料と して 用 ゐるも 益 あり、 愚者 も 俗人 も 全く 用な きに あらす、 然れ ども 鹹味な き §^ と 信仰な き 信 

者と は踐物 中の 廢物 なり、 如何なる 智者と 雖も其 利用 法を發 見す る 能 はす。 〇 「外に 棄られ て 人に 踐 

まる. - 而已」 人に 踐 まれん とて 外に 棄 てらる、 而已。 「外」 とは戶 外な り、 道路の 意なる べし。 昔 

時 ユダヤに 於て は 今の 朝鮮 支那に 於け るが 如く、 道路 は 掃 溜の 用 をな したり。 人に 踐 まれん とて 外に 

棄 てらる X と は 道路 を 固めん ために 其 上に 散布 せらる べしとの 意に あらす。 腐败 せる， M は 砂利の 代用 

をも爲 すに 足らざる なり。 唯 不用 物と して 戶 外に 棄 てらる \ み。 而 して 用な き、 賤 むべき、 嫌 ふべき 

者と して 行人に 踐 まる X 而已。 是れ 鹹味 を 失へ る 魔の 運命に して、 亦 信仰 を 失へ る 信者の 運命た るな 

り。 〇 地の 必要物 は 地の 無用 物と 化する の 恐れ あり。 最も 貴き 者 は 最も 賤 むべき 者と なる。 天使 若し 

あく. U よろ づ  あ 

落 すれば 惡 魔と 化す、 信者 若し 瞎落 すれば 世の 汚穢 又 萬の 物の 塵 垢と 成る。 大 なる 恥辱 は大 なる 榮 

光に 伴 ふ。 天國に 登らん と 欲して 若し 之に 達し 得 ざれば 地獄に 墮っ。 我等 は 長 懼戰、 慄を 以て 我等の 救 

を 全うすべ きなり (徘立 比 書 第二 章 十二 節)。 

(改譯 ) 汝等は 地の 壟な リ、 鹽もし 其 感覺を 失 は V 何 を 以て か 謹つ けられん や、 後 は 用な し、 人に 

踐 まれん とて 外に 棄 てらる. t 而已。 

汝等は 世の 光な り、 山の 上に 建ら れ たる 城 は隱る ゝ こと を 得す。 

「汝等 は 世の 光な り， 一 地の 鹽 たる 我 少數の 弟子た る 汝等は 亦 同時に 世の 光た るな り、 汝等 は內ょ 


り 地の 腐敗 を 防止し、 外より 其 闇黑を 照すべき 者な り。 〇「 山の 上に 建ら れ たる 云々」 山の 上に 建 

られ たる 城 は隱 れんと 欲して 隱る、 こと を 得す、 世に 注目 さるべき が 其 特性た るな り。 光と して 世 

を 照らし 山上の 城と して 世の 注意 を惹 く、 是れ汝 等 我 弟子た る 者の 避けん と 欲して 避く る 能 はざる 所 

なり。 

改譯の 要 を 見す。 

ともしび とら  } 

^ 燈を 燃して 斗の 下に 置く 者な し、 燭臺に 置きて 家に 在る すべての 物 を 照らさん。 

r 燈を 燃して 云々」 汝 等の 中、 何人 か燈を 燃して 之 を 斗の 下に 置く 者 あらん や、 之 を 燭臺の 上に 

置て 家に 在る すべての 物 を 照らさし むる に 非す や。 其 如く 神 も亦汝 等の 心に 點 火して、 卽ち汝 等に 福 

音の 眞理を 降して、 汝 等を隱 所に 隱し 置き 給 はんや、 必す世 を 照らさし むる ために 汝等を 燭臺の 上に 

置き、 又 世の 注意 を惹 かんた めに 汝等を 山の 上に 曙ら し 給 ふべ し。 汝等は 世 を 照らす ための 燈臺 とし 

て、 叉 我 を 世に 示す ための 證人 として 立てられし 者な り。 我 弟子た る汝等 は旣に 公的 人物た るな り。 

汝等は 今より 後、 自己の ために 生く る 能 はす、 叉 自己の ために 死す る 能 はす。 汝等は 自己の 利益 をの 

み 計りて、 獨り 密かに 我 福 昔 を 信す る 能 はざる なり。 我 幅 昔 は 異邦人の 哲擧と 異なる。 是れ 自己 一 侗 

人の ためにの み 信じ 得る 者に あらす、 是れ內 を 照らす と 同時に 亦 外に 向て 輝くべき 者な り。 山の 上に 

建てられし 城の 如く 難攻不落 なると 同時に 亦 敵の 注意 を惹く 者な り。 神が 福音の S 具 理を汝 等に 授け 給 

ひし は汝 等が 獨り 自ら 之を樂 まんがた めにあらざる なり。 

(改譯 ) 燈を 燃して 斗の 下に 置く 者な し、 燭臺の 上に 置くな リ、 而 して 燈は 家に 在る すべての 物 を 

馬 太傳 第五 章  六. C 


ra  s 音甞 w 究  六 八 

照らすな リ。 

此の 如く 人々 の 前に 汝 等の 光を耀 かせ、 然 かすれば 人々 汝 等の 善行 を 見て 天に 在す 

汝 等の 父を崇 むべ し。 

「此の 如く 云々」 燈は 燭臺の 上に 置かれて 家に 在る すべての 物 を 照らす が 如く 汝 等の 光 も 亦 人々 

の 前に 耀 きて 其 闇黑を 照らすべき なり。 我は汝 等に 汝等 自身 を 人々 の 前に 耀 かすべし と 雷 はす、 そ は 

光り は 神より 臨みて 汝 等の 衷に存 する 者に して、 汝等 自身 は 光に あら ざれば 也。 汝等は 自己 を銜 ふべ 

からす、 汝 等の 衷に存 し、 汝 等に 託せられし 光 をして 耀 かさし むべき なり。 汝 等は汝 等の 衷に耀 く 光 

を掩は ざれば 足る。 汝 等は自 から 努めて 己より 光輝 を 放つ 能 はす、 そ は汝等 自身 も 亦闇黑 の 子供 なれ 

ばな り。 然れ ども 汝 等の 衷に 降りし 光は自 から 光輝 を 放つ 者な り。 唯 人、 往々 にして 之を蔽 はんとす 

るが 故に 其 光輝 を藤朧 たらしむ るな り。 汝等は 燈明臺 なり、 燈光 にあら す。 而 して 善き！^ 明臺は 善く 

^光 を 四方に 放つ 者な り。 汝等は 世の 注目す る 所と なる を 恐れて、 汝 等の 衷に 在る 光 を蒙蔽 し、 以て 

其 放光 を妨 ぐべ からざる 也。 〇「 然か すれば 云々」 汝等 自身 耀 かんとす る 勿れ、 汝 等の 衷に 在る 光 

をして 自由に 耀 かしめ よ。 共 放光に 何の 妨害 を も 加 ふる 勿れ、 然 かすれば 善行 は 求めす して 汝 等より 

出づ べし。 而 して 世の 人々 は汝 等に 由て 爲る 善行 を 見て 汝等 を譽 めすして、 天に 在す 汝 等の 父 を崇む 

べし。 汝等我 弟子 は 我に 傚 ひ、 汝 等の 名 譽の揚 らんこと を需 むべ からす、 天に 在す 汝 等の 父の？ - おめら 

れんこと を 計るべし。 汝等は 聖人 君子と して 世に 迎 へられざる も 可な り、 然り、 偽善者、 奸物、 國贼 

として 待 はる \ も 可な り、 只、 汝 等の P: 八の 父の 名の 3 おめら れんこと を 努めよ。 而 して 斯 くな さんがた 


めに 汝 等の 美名、 安全、 幸福 を 犠牲に 供し、 世に 耶蘇 信者と して 指彈 せらる X を 厩 はす、 敎會に 不信 

者と して 排斥 せらる、 を 意と せす、 大膽 に、 fs!^ ましく、 汝 等の 心に 臨みし 自由の 神の 靈 をして 自由に 

其 光 を 放た しめよ。 

(改譯 ) 此の 如く 汝 等の 光 をして 人々 の 前に 耀 かしめ よ、 斯くて 彼等 は汝 等の 善行 を 見て 天に 在す 

汝 等の 父 を 祟むべし。 


鹽と光 

〇 少量の 鹽 能く 團 塊の 腐敗 を 止む、 少數の 基督 信者、 能く 全地の 墮落を 防ぐ。 信者に して 信者た らん 

乎、 少数に して 能く 多數を 制する を 得べ し。 汝 等の 一 人 は 干 人を逐 ふこと を 得ん と (約 書 亞記第 サ三章 

十 節 )0 信者 は 社會を 制せん とする に 方て、 北ハ 多数なる を 要せす、 信者が 多数に 頼らん とする 時は旣 

に 其 信仰 を 失 へ る 時な り。 

〇 信者 は 己れ 自 から 地の 慶 たり、 世の 光た る 能 はす。 彼 も 亦 世の 人と 等しく 防腐 劑と 光輝と を 要する 

者な り、 彼が 地の， M たり 得る は 身に 救濟の 鹹味 を 受けし が 故な り、 彼が 世の 光たり 得る は 心に 福 昔の 

光に 接し たれば 也。 彼 は 信仰 を 以て 救 it の 鹹味 を 失 は ざれば 足る、 然 かすれば 彼 は 努めす して 地の 大 

腐敗 を 防ぐ を 得べ し。 彼 は 亦 世を懼 る. -の餘 り、 俗智を 弄して 彼の 衷に 臨みし 光明の 發輝を 妨げ ざれ 

ば 足る、 然 かすれば 彼 は 欲せざる も， の 眞闇を 照らす を 得べ し。 彼の 衷に 働く 盥 をして 自己に 鹹味 を 

つけし め、 叉 世に 鹹味つ けしめ よ、 亦 彼の 衷に耀 く 光 をして 自己 を 照らし 亦 世 を 照 さしめ よと、 れ 
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完全に 彼の 大使 命 を 果たす の祕訣 なり。 信者の 墮落は 道 德の墮 落 を 以てに あらす、 信仰の 滅退を 以て 

始まる。 己れ キリストなる， M を 失って、 地の 鹽 たり 得ざる に 至り、 己れ キリストなる 光を蔽 ふて、 身に 

光 を 放ち 得ざる に 至る。 キリスト は玆に 彼の 弟子 等に 道 德を敎 へ 給 ふに あらす、 信仰 を 傳へ給 ふなり- 

〇 善行 を 以て 自己 を 世に 示さん とする 勿れ、 世に 基督 信者の 模範 を 供 せんとて 焦慮る 勿れ、 そ は斯く 

爲 して 神の 聖旨に 適 ふ 善行 を 爲す能 は ざれば 也。 善行に 對 して は 消極的 態度に 出で よ、 神 をして 汝に 

在りて 善行 を爲 さしめ よ、 汝は唯 汝の衷 に 臨みし 光 を蔽は ざらん こと を勉 めよ、 聚 靈を媳 さ^らん こ 

と を 努めよ、 汝の 虎榮と 傲慢と を 絡ち て、 全然 神の 器具た らんこと を 期せよ、 然 らば 善行 は 自然に 汝 

より 出て、 汝は 無能者と して 世に 認めら る- -も神 は大能 者と して 崇めら る、 に 至るべし。 キリストの 

弟子た る 者 は 聖人たり、 君子た るの 野心 をも絕 つべき なり、 唯 順良なる 神の 善行の 器具た る を 期す ベ 

し。 而 して 斯 くた す ことが 實に 人た るの 最大 名譽 なる を 知るべし。 


キリスト は破壞 者に 非す 

5^ 我れ 律法と 預言者 を 廢る爲 めに 来れ.^ と 意 ふ 勿れ、 來，^ て 之を廢 るに 非す、 成就せ 

んが爲 めな り。 

我 を破壞 者と 見做す 者 あり、 然れ ども 彼等の 首 を 信す る 勿れ、 我 は破壞 者に あらす、 完成 者な り、 

3 肚 正の 建設者な り。 or 律法と 預言者」 律法 叉 は 預言者。 モ ー ゼの 律法 を 毀つ 者に 非す、 去りと て 

又 律法に 反 封せ しが 如くに 見えし 預言者 を 斥く る 者に あらす、 我 は 一見 矛盾の 狀を呈 せる 律法、 預言 


兩 つながら を 尊敬す る 者な り。 〇 「來 りて 云々」 毀たん ために 來ら す、 成就 せんた めに 来れり。 我 

が 降 世の 目的 は 過去の 破壞 にあら す、 其 完成に あり。 其 精神 を發 揮し、 其 目的 を逹 せしめん ためなり „ 

律法 は 律法の ために あらす、 祌の聖 意 を 遂げん ためなり。 預言 は預 富の ために あらす、 神の 聖意を 傅 

へん ためなり。 我 は 律法 又は 預言の 要求に 應 じて 世に 臨みし 者な り。 

(改譯 ) 我れ 律法 又は 預言者 を 毀たん ために 来れり と 思 ふ 勿れ、 毀たん ために 来らず、 成就 せんた 

めに 来れ リ。 

^我れ 誠に 汝 等に 告げん、 天地の 盡 きざる 中に 律法の 一 點 一 畫も 遂げ 11  くさす して 廢 

る ことなし。 

「我れ 誠に 汝 等に 告げん」 我れ 我が 權能を 以て 汝 等に 吿ぐ、 我は眞 なり、 我が 一一 目に 偽 あるな-^ と • 

是れ キリストの 言な り、 疑 はすして 納 くべき ものな り。 or 天地の 盡 きざる 中に」 此 天と 此 地との 

過ぎ去る まで は、 卽ち今 在りて 後に 過ぎ去るべき 天と地との 過ぎ去る 迄 は (默示 錄廿章 十一 節、 同卄 

一 章 一 節參 照)。 律法 は キリストの 言の 如くに 永久に 存 すべき 者に あらす (馬 太傳廿 章卅 五節 參 照)、 

律法 は此 天地と 其 存在 を 共に する 者な り、 然れ ども 此天此 地が 過ぎ去る まで は 移 在し 且つ 有效 なる も 

のな り。 or 律法の ー點 ー畫」 希伯來 文字 を 以て 書かれた る 律法の 中に 存 する 點畫を 云 ふ。 點は i 

音 を 示し、 畫は d 音 を 5' 音より、 み 音 をん 音より 展 別す。 曰 ふ、 舊約 聖書 中に 六 萬 六 千 M 百 二十の 點 

字 ありと。 キリスト は 玆に曰 ひ 給 ふ、 此 天と 此地 とが 過ぎ去る まで は 律法 は 其 全體に 於て 有效 なる ベ 

しと。 〇 「遂げ 盡 さすして」 萬 事が 遂行 げられ すして。 日本 譯に 「萬 事」 の 一語 を脫 せり、 爲 めに 
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原意 を 害 ふこと 甚だし。 「遂げつ くさす して」 と は 律法に 關 しての 一一 m にあら す。 萬 事の 遂行と は 天地 

の 去と 云 ふに 同じ。 卽ち 天地 萬 物が 其 用 を 成 了 ふる を 云 ふ。 使徒 行 傅 三章卄 一節に 於け る _s 物の 设 

興と 云 ふに 同じ。 萬 事 悉く 成る まで は、 此 天と 此 地との 目的が 悉く 達せら る \ まで は 云々。 

38 我れ， に汝 等に 告ぐ、 此 天と 此 地との 過ぎ去る まで は 律法の 一 點 一 畫も 過ぎ去ら ざるべし、 

然リ、 萬 事が 遂行 げらる 1 まで は 過ぎ去ら ざるべし。 

是 故に 人 若し 誠の 至微き 一 つ を 破り、 叉 その 如く 人に 敎へ なば 天國に 於て 至微 さき 

者と 謂 はれん、 凡そ 之 を 行 ひ 且つ 人に 敎 ふる 者 は 天國に 於て 犬なる 者と 謂 はる ベ し。 

r 是 故に」 律法 は 其 全體に 於て 斯 くも 神聖なる 者 なれば。 〇 「誠の 至微き 一つ」 誠の 一つ、 其 

^ 一  ケ。 誡 とは此 場合に 於て は 明かに モ ー ゼの 十誡な り。 律法 は 其 全體に 於て 神 なり、 

故に 律法の 中心に して 其 根本た る 十誡 は 殊に 神聖な り、 故に 北 ハー を 破る 者 は、 共 中の 至微 さきもの i 

一 を 破る 者 は 云々。 至微 さきと は 人に 由て 至 微と稱 せらる. -の 意な り。 キリスト 在世 當 時の 人 は 十誡 

中に 大小の IeC 別 を 立てし が 如し。 其 第 一 が 最大の 誡 にして 第 六 以下 は 之 を 小なる 誡と稱 せし が 如し。 

然れ ども キリスト は 玆に曰 ひ 給 ふ、 律法 全體は 神聖な り、 十誡 は 殊に 神聖な り、 之に 世の 宗敎 家が 稱 

する 如く 大小の lEi! 別 あるべ からす、 人 若し 其 中の 最小と 稱 せらる & もの を 破らば 其 人 は 天國に 於て 最 

小の 者と 謂 はるべし と。 〇「 破り 又 その 如く 人に 敎へ」 人 は 獨り罪 を 犯さす、 他人 を 誘 ふて 己と 偕 

に 同一の 扉 を 犯さし む。 or 天國に 於て」 新ら しき 天と 新しき 地に 於て。 先き の 天と 先き の 地と が 

過ぎ去りて 後に 神の 所より 出で 来る 天地 を 云 ふ (默 示錄サ 一章 一、 二 節)。 完成され たる 未来の 世界、 信 


者が 其 復活 體を 以て キリストと 偕に 臨む 所。 〇 「至微 さき 者と 謂 はれん」 謂 はるべし。 至微 さしと 

稱 して 神聖なる 十誡の 一 つ を 破る 者 は 未来の キリストの 國に 於て 眞實 に至微 さき 者と 謂 はるべし。 想 

像 は 現實と 化すべし。 小事 を 怠る は 決して 小事に あらざる なり。 〇 「之 を 行 ひ」 十誡の すべて を 行 

ひ、 殊に 其 至微 さしと 稱 せらる、 もの を 行 ふ 者。 〇 「大 なる 者と 謂 はるべし」 小なる 誡を行 ひしが 

故 こ. V, よる！ 5|t と 謂 はるべ し、 ト辠 に. 5 むな りしが 故に 大 なる 物 を 委ねら るべ し (E^ 太傳廿 五^ サ三節 )o 

(改譯 ) 是 故に 人 若し 誡の I を 破リ、 殊に 其至微 さきもの i 一  を 破リ、 又 その 如く 人に 敎へ なば 天 

國に 於て 至微 さき 者と 謂 はるべし、 然れ ども 之 を 行 ひ 且つ 人に 敎 ふる 者 は 天國に 於て 大 なる 者と 謂 

はるべし。 

我れ 汝 等に 告げん、 學 者と パリ サイの 人の 義 しきょ..^ も汝 等の 義し きこと 勝れす ば 

必す天 II に 入る こと 能 はじ。 

「我れ 汝 等に 告げん」 我れ 我が 特殊の 敎訓 として 汝 等に 吿 ぐべ し、 卽ち 云々。 〇 「蔡 者と パリ サ 

ィの 人」 當時 普通の 敎師 なり、 之 を 偽善者と 解す る は 非な り。 キリスト は 時には 彼等 を 罵り 給へ り 

然れ ども 律法と 預言と を 直 じ 給 ひし 彼 は 叉 其 敎師を 直 じ 給 ひしな り (約 翰俾三 章に 於け る 一一 コデモ の 

場合 を參 照せ よ〕。 〇「 鑒 者と パリ サイの 人の 義」 彼等に 由て 行 はれし 義、 或 ひ は 彼等に 由て 敎 へら 

ずい il。 盖し 後者なる べし。 是れ必 しも 惡 しきに あらす、 然れ ども 肉の 義な るが 故に 靈の義 となす に 

足らす (約 翰 傳三章 六、 七 節參考 )o 〇 「勝れす ば」 それ以上の 者たら すば、 其 性質に 於て 肉 以上の 

義 たら ざ 叱ば。 古人に 傳 へられ、 令、 辜 者と パリ サイの 人に. e て傳 へらる \義 は 善 は 善な りと 雖も、 
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以て 之 を 行 ふ 者 をして 天 國に 入らし むる に 足らす、 十誡 は 之 を心靈 的に 解せ ざるべ からす、 而 して 斯 

く 解して 之 を 行 ふて 始めて 天國に 入る を 得べ し。 

(改譯 ) 我れ 汝 等に 吿ぐ、 汝 等の 義 にして 學 者と パリ サイの 人の 義に 勝れざる よ リは汝 等 天 國に入 

る 能 はず。 


〇 キリスト は破壞 者に 非す、 完成 者な り。 完成 者なる が 故に 破壞 者の 如くに 見 ゆるな り。 破壞 する た 

めの 破壞者 あり、 完成す るた めの 破壞者 あり。 前者 は眞 正の 破壞 者に して、 後者 は眞 正の 建設者な り- 

而 して キリスト は斯 かる 建！！ 者たり しなり (十七 節 )o 

〇 能く 物の 精神 を發 揮す る 者 は 其 物 を 不要なら しむ。 是れ其 物を廢 してに あらす、 其 目的 を 達せし め 

てな り。 li は を 護る に 要 あり、 然れ ども 幼芽 已に根 を 地中に 張って 殼は自 から 不要に 歸す。 穀は殼 

として 贵 まざる ベから す、 然れ ども 殼は 永久に 存 すべき 者に 非す。 芽を殼 の破壞 者と 見る は 否な り。 

芽は殼 の破壞 者に 非す、 其 完成 者な り (十七 節)。 

〇 犬なる 誡は 守り 易し、 小なる 者と 雖も 能く 之 を 守る を 得べ し。 難き は 小なる 誡を 守る にあり。 天國 

に 於て 大 なる 者 は 世の 小事に 忠 なりし 者な り (サ 五章廿 一一 一節)。 小事 は 措て 之 を 省みす と稱 する 者 は キリ 

ストの 歡樂に 入る 能 はざる なり (十九 節)。 

or 天國に 於て 至微 さき 者と 謂 はるべし」、 天國に 入り 得ざる に は あらざる べし、 入る も 其 市民 中 至 

微 さき 者と 謂 はるべし と。 キリスト は嚴肅 一方の 救 主に あらす、 彼 は 誤りて 誡を 破りし 者に も 天國に 

入る の 希望 を 供し 給 ふ。 但し 其 中に 在りて 犬なる 者た る を 許し 給 はす。 恩惠は 正義の 上に 出づる こと 


あり、 然れ ども 正義 を滅 する 能 はす (十九 節)。 

〇 天國に 入らん と 欲せば 律法の すべて を 行 はざる ベ か らす。 之 を 其最深 最高 の 意義に 於て 行 はざる ベ 

からす。 然れ ども 是れ 何人も 力めて 爲す能 はざる 所な り。 若し 律法 遂行の 途 にして 他に 備 へられざる 

より は 何人も 天國に 入る 能 はざる なり。 

〇 然れ ども 一人の ィ H ス キリストの 律法の 要求 を 悉く 充 たし 給 ひし あり、 而 して 我等 は 彼に 在りて 完 

全なる 律法の 遂行 者たり 得るな り。 そ はすべ て 信す る 者の 義 とせられん 爲に キリス トは 律法の 終と な 

り 給 へ ば 也 (羅 S 書 十 章 四 節)。 天が下に キリス トを 除い て 他に 救 ひなき は 是れが 故 也。 


山上の垂訓に 就て 

取 除くべき 三 個の 誤解 

山上の垂訓 を 能く 理解す るた めに 三 個の 誤解 を 取 除く の 必要が ある。 

其 第 一 は名稱 である。 之 を 「山上の垂訓」 と稱 する の は 抑々 何から 始 つたので ある 乎、 其 事 を 知る 

の 必要が ある。 是れは 聖書が 附 けた 名で はない、 是れは 多分 英語の Sermon  on  the  Mount を 漢譯し 

たもの を 其 儘和譯 した もので あら ふ。 Sermon は 普通 之 を說敎 と和譯 する、 故に 之 を 「山上の 說敎」 

と譯 する が 更に 適當 であるで あら ふ。 然し 乍ら 「垂訓」 と 云 ふ も r 說敎」 と 云 ふ も 馬 太 傳五章 以下 七 

山上の 垂 割に て  七 五 
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章の 終に 至る までの ィ H ス の言辭 を總稱 する に 足りない ので ある。 今日 說敎と 云へば 或る 聖語を キー £ 

として 敎師が 語る 信仰 獎勵の is 辭 である。 而 して 所謂 「山上の垂訓」 が單に 今日 吾人の 稱 する 說敎で 

ない 事 は 之 を熟讀 せし 者の 何人も 能く 知る 所で ある。 然 らば 之 を 「垂訓」 と- f して 足れり やと 云 ふに ■ 

是れ 亦ぎ うで 無い 事 は 明かで ある。 「垂訓」 と 云へば 道德上 叉は處 世上の 訓誡 を 垂れる ものであって- 

主として 道德の 教師の 爲す ことで ある。 而 して 「山上の垂訓」 の 中に 斯 かる 垂訓の ある こと は 何人も 

まない 所で ある。 然し 「山上の垂訓」 は單に 垂訓 を 以て 罄 きない、 其 中に 多くの 垂訓 以外の 事が あ 

る 0 之 を 垂訓と 稱 して 唯 其 一 面を稱 ふるに 過ぎない。 「山上の垂訓」 は更 らに廣 い、 更らに 深い 者で 

あるひ 

然 らば 之 を 何と 稱 すべきで あらう 乎。 之に 人が 作った 名を附 くるに 及ばない。 之に 聖書 自身が 附け 

た 稱號が ある、 

15  7  tti  .  0  0  0  0  0 のべつ に ， 

イエス、 si, くガラ リャを 巡り、 其會 堂に て 敎を爲 し、 天 國の福 昔 を宜傳 へぬ、 

と ある CS 早 二十 三 節 )o 天國& 福音、 第五章以下三章に涉りて馬太傳記者が記して居る^^はィ ェ スが 

t ひ ガラリ ャを歷 巡りて 其會 堂に て 宣べ給 ひし 天 國の福 昔の 概要で ある。 イエ スは 到る 所に 斯 かる 福 

昔 を 宜べ給 ふたので ある。 或 ひ は 其 一部分 を、 或 ひ は 其 全部 を、 機に 臨み 變に應 じて 宣べ給 ふたので 

せんでん  モ デ ル 

あら ふ。 何れに しろ 所謂 「山上の垂訓」 はィ H スの宣 傅し 給 ひし， P 昔の 模範で ある。 馬 太 傅 記者 は、 

此時ィ H スがガ ラリャ 湖畔の 或る 小山の 頂上に 於て 彼の 弟子 達に 對 つて 宣べ給 ひし 福 昔が 最も 完全な 

る 者な りしが 故に、 殊更に 兹に之 を 詳述して、 讀者 をして ィ H スの宜 ベ 給 ひし 天國の 福音の 全般 を窥 

はし めんと 爲 したので あると 思 ふ。 


「山上の垂訓」 と稱 せす して、 聖書に 循ひ 「天國 の 福音」 と稱 し、 其 中に 示された るィ H ス の 一一 目 t;?^ 

の 深き 意味と 其 相互 の 關係を 能く 理解す る ことが 出來 る。 物の 性質 は 其 名 稱に顯 は る、 もので あ る。 

誤稱は 誤解の 因で ある。 之 を 「垂訓」 と稱 する が 故に、 單にィ H スの 道德 律との み 解し 易く、 爲 に北ハ 

中に 含まれた る 美 はしき 福音 を 看 逃し 易く ある。 大抵の 信者が 「山上の垂訓」 と 云へば ィ H スの 倫理 

なりと 思 ひ、 E 非人の 罪を赦 すため の 福 昔 は 之 を 聖書の 他の 所に 党 めんと する は、 是れ 確に 「山上の 垂 

しょ-? 

訓」 なる 誤 稱の然 らしむ る 所で あると 思 ふ。 「垂訓」 ではない、 天國の 福音で ある。 嚴 格なる と 同時 

に 恩 惠に充 ち 溢れた るィ H ス の 宜べ給 ひし 立" ばし き 福 昔で ある。 

luh- の， で  を し へ 

取 除くべき 第二の 誤解 は 之をィ H ス の 宜べ給 ひし 最初の 教示と 見る ことで ある。 馬 太傳は 新約聖書 

はじめ まき  の  は J> め 

の 首の 卷 であり、 所謂 「山上の垂訓」 は 其 載せた る 初の 說敎 であるが 故に、 之をィ H スが宣 ベ 給 ひし 

最初の 說敎 であると 思 ふ は 無理なら ぬ 事で あるが、 然し 少しく 注意して Mli 昔 書を讀 むなら ば、 此誤 

ょラぃ  ？ よう.、 わん ふくいんしょ  い 

解 は 容易に 之 を 正す ことが 出來 るので ある。 「共 觀 福音書」 と稱 はる.^ 馬 太、 馬 可、 路加の 三 幅 昔 は 

之を讀 むに 約 翰 傳と對 照して 讀 むの 必要が ある。 前者 は ガリ ラャ傳 道 を 主として 傳へ、 後者 は H ルサ 

さ.； う，、 つん ふ，、 いんしょ  はふ 

レ ム傳 道に 重き を 置いて 居る。 共 觀福昔 書はィ H ス の 最初の H ルサ レム 傳道は 全然 之 を 省いて 直に ガ 

とき およ  ど 二  その さ 

リラ ャ傳 道に 說 及んで 居る。 其 理由 は 那邊に 在る 乎、 今に 至て 能く 知る こと は 出来ない が、 然し 其 雨 

うで ある 事 は 專實 である。 そして ガリ ラャ傅 道 は 最初の H ルサレ ム傳 道に 次いで 始まった こと は 確で 

ある。 イエス はョ ハネの 說敎を 聞かん ために ガリ ラャ より ョ ル ダンに 來り、 其處 にて シモ ンと其 兄弟 

十ぎ こしの い？？ ひ 

アンデレに 會ひ、 ピリ ボと其 友 ナタナ H ルを 招き、 後、 一た び、 ガリ ラャ に歸 りし も、 再た び 逾越節 

に H ルサ レム に 上り、 其處 にて 公然 傳道を 開始し 耠ひ、 祌殿を 潔め、 -I コ デモと 語り、 自己 を ユダヤ 

山上の垂訓に 就て  七 七 


£ 福音^  w 究  七 八 

,0 ど か. I 一は 

人に 顯 はし 給 ひ、 ユダヤ を 去て ガリ ラャ に往 かんとし 給 ひし 途中に、 ヤコ ブの 井の 傍らにて サ マリヤ 

1 でんな  ふる た ふと  二 ゝ 

の婦に 語り、 ナザ レに歸 り 給 ひし も豫言 者 は故鄕 にて 尊ばる、 事な しと 言 ひ 給 ひて、 玆處を 去りて 力 

ペナ ゥン に往 きて 其 處に 住み 給 ふた (以上 約翰傳 一章 二十 九 節 以下 四 章 末節に 至る までの 概略)。 共 

觀 福音書の ィ H スの ガリ ラャ傳 道の 記事 は： k に 始まる のであって、 所謂 「山上の垂訓」 なる 者 は 彼が 

此 時に 說 かれし 者で ある。 卽ち 彼が 南方 ユダヤに 下り 給 ひし こと 一 ー囘、 エルサレム に パリ サイ 人と サ 

ド カイ 人と、 舉 者と 祭司 等と に會 合し、 其宗 儀と 信仰と を 視察し 給 ひし 後の 事であった ので ある。 此 

i さ 

事 を 心に 留めす して、 「我 汝 等に 告げん、 汝等、 の義 にして 擧 者と パリ サイの 人の 義に 勝る ことなくば 

必す 天國に 入る こと 能 はす」 との 彼の 首 葉 は 理解らない ので ある (五 章 二十 節)。 所謂 「山上の垂訓」 

でんに. -' しんざんもの  よ-つい し-,, i 一- T-  .1!  i へ 

は傳 道の 新參 者の 言葉と して は餘 りに 用意周到 である。 縱令祌 の子ィ H スの 一一 一一 n 葉で あると する も、 深 

く 世人に 接觸 せす して 斯 かる 愼 慮に 富める 一一 一一 n を發 する こと は 出来ない と 思 ふ。 

みづ から  *s か  そ？ 1  あかし 

イエス 自己 を 彼等に 托せす、 蓋 彼れ すべての 人 を 知り、 叉 人の 心の中 を 知る が 故に、 人に 就て 證 

を 立つ る 者 を 求め ざれば 也 

ふ * ぎこし の いは ひ 

と ある (約 翰 傳ニ章 末節)。 ィ H スは此 智慧 を 彼が 逾越 節に H ルサ レムに 在りし 時、 多くの 人に 接觸 して 

舉ん だので あると 思 ふ。 

而 して 注意して 馬 太 を 讀む者 は 如上の 事 實を亦 其 中に 見る ので ある、 其 第 四 章 十一 一節 以下に 曰く 

ィ エス、 ヨハネの 囚 はれし 事を閜 きければ (ユダヤ を 去りて) ガリ ラャに 性け り、 而 して ナザレ 

を 去りて ゼ ブル ンと ナフタリとの 界 なる 海邊 (湖畔) の 力べ ナウ ンに 至りて 此處に 居れり。 

とョ ハ ネの囚 はれし 事はィ H スの ユダヤ 傅 道の 第 一 期の 終結であった。 彼は此 時に 都會に 於て 天國 


の 福音 を宣傳 ふるの 無 效を覺 り 給 ふたので ある。 是れ より 後 彼 は ぼ舍傳 道に 身を委 ぬべ く 決心し 給 ふ 

たので ある。 彼 は 一先 づ故鄉 ナザレに 歸り給 ふた、 然るに 郷人擧 つて 彼 を 排斥せ しかば 彼 は 同じ ガリ 

ラャの 中に て 湖畔の カペナウムの 邑を 彼の 傳道 地と して 選み 給 ふたの である (路加 傳四章 十六 節以 下〕。 

ィ H スは此 時 旣に傳 道 失敗の 辛ら き 經験を 嘗めて 能く 其 味 を 知り 給 ふたので ある、 

まに 聖物 を與 ふる 勿れ、 叉 豚の 前に 汝 等の 眞珠 を投與 ふる 勿れ、 恐らく は 彼等 足に て 之を踐 み、 

振 返りて 汝等を *J まん 

と ある は俾道 失敗の 辛ら き經驗 を土臺 として 語られし 彼の 智慧の 曾 葉と して 見るべき である (七 章 六 

節)。 所謂 「山上の 纖訓」 を 單に大 敎師の 訓誡との み 看て 解し 難い 節が 多く ある。 訓誡に 止まらない、 

實 験の 言葉で ある。 ィ H スが 都會の 敎會に 於て 多くの 綿羊の 姿に て 来れる 殘 狼に 會 合して 幾 囘か共 

噬む 所と なり 給 ひし 辛ら き實 験より 出た る 賣き言 葉で ある。 

取 除くべき 第三の 誤解 は、 所謂 「山上の 靈訓」 はィ H スが 公衆に 對 つて 爲 されし 大說敎 であるとの 

事で ある、 然し 其 事 は 注意して 五 章 一 節を讀 めば 直に 解かる ので ある、 

ィ H ス許 多の 人 を 見て 山に 登り 坐し 給 ひければ 弟子 等 其 下に 来れり 

と ある。 「許 多の 人 を 見て 山に 登り」 と ある、 「見て」 は 「見し が 故に 之れ を 避けて」 の 意で ある。 

俗衆の 彼に 押 寄せ 來 りければ 彼 は 之 を 避けて 山に 登り 給 ふたので ある" 日本 譯に 「弟子 等 も」 と ある 

其 「も」 は 原文に は 無い ので ある。 ィ H ス 山に 登り 給 ひければ 弟子. 等 其 下に 来り 彼と 相對 して 坐した 

ので ある。 如斯 くにして、 ィ H スが 玆處に 述べられし 言葉 は、 是れ 特に 弟子 等に 對 して 述べられし 言 

紫で ある。 其 中に 少數の 所謂 不信者 も 混合って 居り しゃも 計られす と雖 も、 然 かも 主なる 聽聞者 は 弟 
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子等で あつたので ある。 路加 傳には 明白に r ィ H ス目 を擧げ 弟子 を 見て 曰 ひける は」 と 記して ある 

(六 章 十二 節〕。 其 事 を 知る はィ H スの此 嘉言 を 解す る 上に 於て 甚だ 肝要で ある。 ィ H スは玆 に 公衆に 

し P VI か- り. P し-^ ふ 

向って 彼の. 義 綱領 を發 表し 給 ふたので はない。 彼 は 此事を 首府の エルサレム に 於て 爲し給 ふた。 然 

し 玆處は 湖畔の カペナウム である。 山 高く して 水 淸き處 である。 而 して 彼の 足下に 集 ひし 者 は 彼の 信 

賴 せる 弟子 等で ある。 彼 は玆に 彼等の 前に 天 園の 福音 を披 li して 彼等 を 慰め 且つ 敎へ給 ふたので ある。 

故に 曰 ふ、 r 汝等は 地の 鹽 なり」、 「汝等 は 世の 光な り」 と。 是れ皆 弟子 等に 對 して 一一 一一 11 はれた ので ある。 

所謂 「山上の垂訓」 を 以て 神が ィ H スを 以て 人に 傳へ給 ひし 人の 道で あると 解して 甚だ 之 を 誤解し 易 

く ある。 イエス は玆に 彼の 弟子 (信者) の 倫理 道 德を敎 へ 給 ふたので ある。 彼 を識ら ざる 現世の 人 等 

の 守る べき、 叉 は 守り 得べき 道 を 說き給 ふたので はない、 

目に て 目 を 惯ひ齒 にて 齒を惯 へと 言 へる こと ある は汝 等が 聞きし 所な り。 是れ 現世の 道德 にして 

汝 等が 今日まで 敎 ベら れし 所な り。 然れ ども 我れ 天 國の巿 民に して 我が 弟子なる 汝 等に 吿 げん、 

汝 等の 社會に 在りて は惡に 敵す る こと 勿れ、 人 若し 汝の 右の 頰を批 たば 亦 他の 頰を も轉 らして 之 

に 向けよ、 云々。 

玆處に 於け るィ H スの 言葉 は 大略 斯 くの 如くに して 解すべき 者で あると 思 ふ。 是は 一 般道德 ではた 

い、 信者 道德 である。 現世の 道德 ではない、 天國 の道德 である。 信者の 國 (社 會) なる 天國に 於ての 

み 行 はる. -道德 である。 所謂 「山上の垂訓」 をィ H スの宣 ベ 給 ひし 人類の 一般 道德と 見て 其 不可能 事 

たる は 何人が 見ても 明かで ある。 此事を 心に 留めす して、 山上の垂訓 はィ H スの宜 べし 道德 なる が 故 

に、 人 は 何人も 之を實 行すべし と 言 ふ は 無 现を言 ふので ある。 トル ス トイ 伯の 基督 敎に 非常識の 點多 


き は 彼が 此明. s なる 事 實を看 落した からで ある。 所謂 「山上の垂訓」 は 露 國英國 たどい ふ 非 基督 敎國 

(而 して 彼等 は 確かに 非 基督 敎國 である) に 於て 行 はれ 得べき 者で はない。 是は キリストの 血に 由て 

其 罪 を 贖 はれた る、 清く して 心の 虚しき、 謙 下りた る 信者の 間にの み 行 はれ 得べき 道德 である。 イエ 

スは國 家道德 として 叉 は 社 會道德 として 此天國 の 福 昔 を 宣べ給 ふたので はない。 彼の 弟子 等に、 俗衆 

を 離れて 山の 上に 於て、 天國 の道德 として 之を俾 へられた ので ある。 

所謂 「山上の垂訓」 は說敎 又は 垂訓と， すべき、 質の 者で はない、 是は天 園の 幅 音で ある。 嚴 格の 言 

であると 同時に 叉 慰藉の 言で ある。 主の 嘉言で ある、 寳に 天よりの 菩ば しき 音 llJH である。 Ei^ は 又 イエ 

スの 最初の 福音 宜傳 ではなかった。 彼は此 前に 旣に 自己 を 世に 顯 はし 給 ふた。 イエ スの福 昔 宣傅は 首 

府 エルサレム に 於て 始まった。 而 して 都 人士の 之 を 受納れ ざる を 看取り 給 ひて 彼 は 僻陬 ガリ ラャの 地 

こ 、 じ-〕 ん ぶく  6 な ケ じんし 

に 退きて 玆處 に純樸 なる 田舍 人士の 間に 田 舍傳道 を 開始し 給 ふたので ある。 所謂 「山上の垂訓」 なる 

者はィ H スの田 舍傳道 首 途の大 說敎と 見て 多く 間違がない と 思 ふ。 之 を ユダヤ人の 宰 一一 コ デモに {ー= 一べ 

られし 彼の 言葉と 比較て 見て 其 問に 歷然 たる 都鄙の 區 別の ある こと を 見る ので ある。 

所謂 「山上の垂訓」 は 叉 公衆 一 般 のために 說 かれた る 者で はない。 是れは 特に？ S 子等の ために 說か 

れ たる 者で ある。 天 國の福 昔で あるから 特に 天國の 市民の ために 說 かれた る 者で ある。 是は 所謂 イエ 

スの 倫理 觀 ではない、 夭 國の 憲法で ある、 信者の 道德 である。 神の 子と 成る を 得て 天國に 入る の特權 

を與 へられし 者の 守るべき、 叉 守り 得べき 憲法で ある。 此心を 以て 之を讃 ますして 其 中に 解し 難い 事 

が澤 山に ある。 

山上の垂訓に 就て  八 1 
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天 國の福 昔、 其 市民の 资 格と 義務、 其 律法、 之に 入らん と 欲する 者の 覺悟、 是 等の 事 を 順序 正しく 

述べた 者が 所謂 「山上の垂訓」 である" 全幅 音の 手引と も稱 すべき 者であって、 能く 之 を 學んで 督 

敎 の 全豹 を 窺 ふ ことが 出来る。 

最大 幸福 

心 靈 の 貧 

心の 貧しき 者 は 福 ひなり、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也。 馬 太 傳五章 一一 一節 

是を 原語の 通りに 直譯 すれば 左の 如くに 成る、 

幅 ひなり、 貧しき 者 は、 心 (靈) に 於て、 其 人の 有で ある、 天の 國は、 が 故な り。 

「福 ひなり」 所謂 「山上の垂訓」 は 祝福の 辭を 以て 始まって 居る。 之をィ H スの 道德 の發 表との 

み 思 ふの 誤謬 は 之に 由て 觀ても 明かで ある。 福音 は道德 ではない、 祝！ i である、 恩惠の 宣下で ある。 

而 して 道德は 祝福の 後に 来る 者で ある。 此 世の 宗敎 道德に 在りて は 道德が 前にして 天惠が 後で ある、 

天惠セ 道徳の 結 某 ひして 人に 臨む 者で ある。 然し 乍ら、 神の 道に 於て は 共反對 が事實 である。 ， ずに 恩 

恋が 下りて 其 結果と して 道德が 要求 せらる i ので ある。 祌が 初に アブ ラ ハ ムを 召し 給 ふに 方て 彼 は 先 

づァ ブラ ハ ム より 道德を 要求し 給はなかった。 彼 は 言 ひ 給 ふた、 


めぐ  ？ は ひ らと  もろ^^ や か ら 

我れ 汝を 祝み 汝の 名を大 ならし めん、 汝は 祉福の 基と なるべし、 …… 天下の 諸の 宗族 汝 により 祝 

福 を 瘦ん、 

と (創世記 十二 章 二、 三 節 )o 而 して 彼が 多くの 恩 惠に與 かりて 久しき 後に 至て 

汝、 我 前に 歩みて 完全 かれよ 

との 聖 語が 彼に 臨んだ ので ある。 卽ちァ ブラ ハ ム の 場合に 於ても 恩惠の 下賜 は 前にして 道德の 要求 ま 

のち  ^-?  ^  c 

後であった ので ある。 又 イスラ H ルの 歷史に 於ても 契約 (恩 *!) は 前にして 律法 (道 if5 は 後に 臨ん 

だので ある (加 拉太書 三 章 十七、 十八 節參考 )。 神が 其 愛子に， つて 爲し給 ふこと は 總て此 順序に ぎる 

ので ある。 先づ 祝福の {ー 几下が あって、 然る 後に 之に 應 する ための 道德の 要求が あるので ある。 

「福 ひなり」 幸福な りと も、 祌に祝 まれた る 者な りと も、 解す る ことが 出来る。 其當寺 に 在りて 

も 世間 普通の 首 葉で あつたに 相違ない。 多分 今日の 日本人の 首 葉 を 以て 云 ふなら ば 「仕 合せな り」 と 

言 ふの が 最も 能く 此 言葉に 適合す るので あら ふ。 「仕 合せな り」 と。 善き 妻を迎 へたる 者 は 仕 合せな 

り、 華族の 家に 生れた る 者 は 仕 合せな り、 富豪 を 姻戚に 有つ 者 は 仕 合せな りと。 仕 合せと は 天に 惠ま 

れ たる こと、 又は 運の 好き ことで ある。 而 して 普通の 場き に 於て は 「仕 合せ 一 はすべ て 比 世の 所 あ 又 

かゝ  しあ は せらの 

は 境遇に 係 はるので ある。 世の 好運 兒を稱 して 仕 合 者と いふ は此 意味に 於て いふので ある。 

しあ は せら Q  つん じ 

而 して ィ H スの 眼に も 亦 仕 合 者卽ち 好運 兒 があった ので ある。 而 して 彼 は 今 之 を 列 擧し給 ひつ .1 あ 

るので ある。 我が 好運 兒は 誰ぞ との 題目 を 設け て 彼 は 今 其 特性 を宜 ベ 給 ひつ \ぁ るので ある。 

「貧しき 者 は」 好運 兒は 誰ぞ、 神に 祝 まれた る 者 は 誰ぞ。 此 問に 對 へて イエス は 第一 に 言 ひ 給 ふ 

9999999999,  ぎ や，、 せつ  ほ- 3 たん  し 

た、 「貧しき 者な り」 と。 貧しき 者 は 仕 合せな りと。 逆說 か、 妄誕 か、 而 かも ィ H スは爾 か 曰 ひ 給 ふ 
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たので ある。 

汝等貧 者 は 福な り、 神の 國は汝 等の 所有 なれば 也 

とはィ H ス の此 場合に 於け る 一一 一一 口 紫で あつたと 聖 ルカ は 傳 へて 居る (路加 傳六草 二十 節)。 福 者 は 富者で あ 

ると は I の 定見で ある。 然るに ィ H スは 之に 反して 曰 ひ 給 ふたので ある、 福 者 は 貧者な りと。 此 冒頭 

の 一言 は 以て 聽者を 驚倒した であら ふ。 

貧^と は 物 を 有たぬ 者で ある。 金銀 を 有たぬ 者、 財貨 を 有たぬ 者、 土地、 家屋、 衣類 等、 此 地に 屬 

ける 物 を 有たぬ 者で ある。 而 して ィ H スの 立場より 翁て 貧者 は 一 i ひなる ので ある。 而 して 北ハ 理由と し 

て 「神の 國は汝 等の 所有 なれば 也」 と ある。 此 世に 在りて 何物 を も 有たぬ 者に 來世 は與 へらる べしと 

の 事で ある。 勿論 貧 其 物 は來^ 獲得の 必然的 理由と はならない。 然し 乍ら、 貧 の 富者よりも 天國に 

人り 易き は 何人も 能く 知る 所で ある。 ィ H ス 御自身が 首 ひ 給 ふた、 

富者の 祌の國 に 入る は 如何に 難い かな 

と (路加 傳 十八 章 二十 四 節 )o 而 して 此 意味に 於て 貧者 は 正に 福 ひなる ので ある。 貧 は 人が 天國に 入る の 

刺拽 となる ことがある。 又 其 妨害と ならない。 天國に 入らん と 欲する 者に 取りて は 貧 は 富よりも 遙か 

に 良き 境遇で ある。 

然し 乍ら、 貧に も 深淺が ある。 より 深い 貧と より 淺ぃ 貧と が ある。 而 して 物に 乏しき 貧 はより 淺ぃ 

貧で ある。 世に は 物資の 缺乏に 勝 さるの 貧が あるので ある。 卽ち德 性缺乏 の贫が ある、 自己に 顧みて 

何の 善 をも發 見す る 能 はざる 贫が ある。 而 して ィ H スが 玆に言 ひ 給 ふ 

「心の 貧しき 者」 と は、 此 種の 貧 あ を 指して 稱 ふので ある。 心は此 場合に 於て は 「心 靈」 と譯 すが 


當然 である。 心の 最も 深い 處、 人が 神に 接觸 する 所、 其 所が 彼の 靈 (pueuma,  spirit) である。 而 して 

心靈に 於て 贫 しき 者と は 其の 奥底に 於て 貧しき 者との 謂で ある。 此 世の 所謂 貧者 は 身の 貧者で ある。 

身に 屬 ける 物に 乏しき 者で ある、 然し 乍ら、 ィ H スが玆に福者なりとて擧げ給ふ貧者は心靈の贫，^|<?で 

ある。 身に 屬 ける 物に 乏しき は 勿論、 更らに 其 上に 心 靈に屬 ける ものに 於ても 乏しき 者で ある。 而し 

て 心靈の 富と 云へば 勿論 無形の 富であって、 或 ひ は 知識で ある、 或 ひ は 智慧で ある、 殊に 德 である。 

故に 心靈の 貧者と 謂へば 智德兩 つながらに 於て 乏しき 者 を 謂 ふので ある。 心霊の 貧者、 自己の 非舉を 

自覺 し、 菲德を 是認す る 者、 自己に 雀み て 其哀に 何の 善 をも發 見す る 能 はざる 者、 斯 かる 者 は 幅 ひな 

り、 仕 合せな り、 神に 祝 まれた る 者な りと ィ H スは玆 に 言 ひ 給 ふたので ある。 

驚くべき は 實にィ H スの此 一一 一一 n 葉で ある。 彼の 立場より 見て 身の 貧 は 福 ひなり と 言 ひ 給 ひたれば とて、 

其 は 解し 難い 言葉で はない。 然し 乍ら、 心霊の 貧が 福 ひで あると は 謎 語 も 殆んど 其 極に 達して 居る や 

うに 思 は. る。  - 

實に 深遠 は 謎 語の 如くに 開え る。 天の 高き に 昇らん と 欲する 者 は 地の 低き にまで 降らざる ベから す、 

「降りし 者 は卽ち 諸の 天の 上に 昇りし 者な り」 と ある (以弗 所 書 四 章 十 節)。 天國の 富者な らんと 欲する 

者 は 地上に 赤貧 者たら ざるべ からす。 而 して 貧の 極 は 身の 貧に 非す して 心靈の 貧で ある。 赤貧 洗 ふが 

如しと 言 ふ 者 も 時には 俯仰 天地に 恥す と 言 ふ。 斯く言 ふ 者 は 身 は 貧 すれ ども 心靈は 甚だ 富める 者で あ 

る。 貧に 內 なると 外なる とが^る。 心靈の 貧者 は內に 何物 を も 有たない 者で ある。 北 ハ實例 は 使徒 パゥ 

P である。 彼 は 曰 ふた、 

善なる 者 は 我れ、 卽ち我 肉に 居らざる を 知る、 そ は 願 ふ 所 我に 在れ ども 善 を 行 ふこと を 得 ざれば 
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なり、 …… 嗚呼 我れ 困苦め る 人なる 哉 

と (罹お 書 七 章 十八 * 十九、 …… サ四節 )o パゥ a は 世の 所謂 義人と 異なり、 俯仰 灭 地に 恥ざる の 人で はな 

かった。 彼 は 己れ に 翁み て衷に 何の 善き 者 を も 見なかった。 彼 は _ ゃ靈の 貧しき 者であった。 誇るべき 

の 智慧な く、 倚るべき の德 なく、 彼の 自白せ るが 如く 彼 は 「罪人の 首」 であった。 而 して 神の 前に 立 

けんきょ そこ  ひ？ さ  みと  えいく.； ，---.- 

て 謙虚の 底にまで 引下げられし 彼 は キリストに 在りて 其の 諸 德を認 むる を 得て 榮 光の 天にまで 引上げ 

られ たので ある。 故に 言 ふ、 「心霊の 貧しき 者 は 幅 ひなり、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也」 と。 淸贫 

の 故 を 以て 誇る 世の 所謂 潔士、 品性の 高潔 を 以て 自 から 足れり とする 所謂 基督 敎純 士、 信仰の 正しき 

を 以て 神に 特別に 近き 者な りと 信す る敎會 信者、 彼等 は 皆な 心 露の 富める 者で ある。 身に 一物 を 有た 

すと 雖も 心に 許 多の 物 を 有つ 者で ある。 而 して ィ ニスが 神に 祝 まれた る 者と 認め 給 ふ 者 は 其心靈 に 於 

て 一物 を も 有たざる 者で ある。 

イエ スは 曾て 心靈の 貧富 を對 照し、 譬 を^け て 語り 給 ふた、 

ふたり  ふ ク  の-よ  A つ ， さとり 

玆にー 一人の 人 あり、 祈らん とて 神殿に 登りし が、 其 一 人 は パリ サイの 人、 一 人は稅 吏な りき、 パ 

に ち みづ  お，、  ひと  が え たつ ふ  >>  ャん いん 

リ サイの 人 起立て 自 から 如 斯 祈れり、 曰く、 神よ、 我 は 他人の 如く 强奪、 不義、  > 症 淫を行 はす、 

亦此稅 吏の 如くに も 有らざる を 感謝す と、 稅吏 は然ら す、 遙 かに 立ちて 天 を も 仰ぎ見す、 其 胸 を 

打て 神よ 罪人なる 我 を憐み 給へ と 言へ り。 我れ 汝 等に 告げん、 此人は 彼 人よりも 義 とせられて 家 

に歸 りたり、 夫れ 自己 を 高く する 者 は 低く せられ、 自己 を 低く する 者 は 高く せらるべし、 

と (路加 傅 十八 章 九 節 、以下〕。 玆にィ H ス 御自身の 言葉と して 馬 太 傳五章 三 節の 最も 普き 註解が 與 へられ 

たので ある。 我等 は實に 之れ 以外に 我等の 註解 を 試む るの 必要 は 無い ので ある。 心靈の 富める パ リサ 


みつぎと り  ぃはゅるせぃれんけっ^!:  しりみ 

ィ 人と 其 貧しき 稅吏、 而 して 所謂 淸廉 潔白の パリ サイ 人 は 斥けられて、 胸 を 打ちて 己が 罪人なる を自 

白せ し稅 吏は納 けられた ので ある。 聖人、 義人、 潔士、 烈婦の 徒が 天國に 入る と 云 ふ は 誤認で ある。 

あそびめ 

彼等で はない、 マ タイの やうなる 稅吏、 ラハブ の やうなる 娼妓、 天國に 入る 者 は 彼等で ある。 驚く ベ 

きかな、 ィ H スの此 言葉、 彼の 福 昔の 世に 說 かる \ こと 玆に千 九 百年、 敎會は 無 數に存 し、 基督 敎文 

あまね  ふ か 

明の 世に 漏き 今日、 ガリラヤ湖 畔に 於て 始めて 唱 へられし 單 純なる ィ H ス の 天國の 福音 は 今猶ほ 不可 

解の 富 葉と して 存す るので は あるまい 乎。 今日の 所謂 基督 信者 も 亦 強奪、 不義、 姦淫 を 行 はすと 一一 一一 口 ひ 

て 神の 前に 立つ パリ サイの 人の 類であって、 若し 罪人なる を 自認して 敎界の 公 見 を撣り 單獨の 隱密を 

求む る 者が あれば、 斯 かる 者 は 奇矯な り 偏屈な りと 稱 へられて 彼等の 間に 嘲 けらる るで はない 乎。 我 

は 神に 感謝す、 ガリ ラャ傳 道に 於け るィ H スの 開口 第 一番の 言葉の パリ サイの 人、 民の 祭司、 長老、 

擧者等 を 批難す ると 同時に、 自己の 不義 不德に 泣く 罪人 を 庇護す る 言葉な る こと を。 

「其 人の 有で ある、 天國 は」 一一 目 葉の 順序に 注意して 讀 むべき である、 「其 人」 が 前にして 「天 國」 

が 後で ある。 僅少の 差違で は あるが、 然し、 ィ H スの此 一 言に 於け る 主要 問題の 何たる 乎が、 一一 H 紫の 

わか  こ、 ろ まづ しきもの *.、 いは ひ  の 

前後に 由て 判明る ので ある。 ィ H スは玆 に 心靈の 貧者の 祝福に 就て 宣べ給 ひつ- - あるので ある。 而し 

ぁづ  V  くい  わ. 

て 其 人の 如何に 福 ひなる 乎、 其 事 は 彼の 弊 かる 報 賞の 如何なる 乎に 由て 判明る ので ある。 天 國は當 時 

の 人の 何人も 入らん と 欲せし 所であった。 而 して 誰が 之に 入る を 得ん 乎と は當 時の 學者 宗敎 家の 問に 

た-っ) ひ  0  0  0  0  /.」 ん.？ ふもん " い 

討議 せられし 大 問題であった。 誰が、 誰が 天 國の巿 民た る を 得る 乎、。 とは當 時の 緊急 問题 であった。 

而 して ィ H スは大 瞻に此 問題に 答へ て 一一 目 ひ 給 ふた、 心霊の 貧者、 彼が 天國に 入る ので ある、 他の 者で 

はない、 祭司で はない、 神舉 者で はない、 宗敎 家で はない、 勿論 富者で はない、 アブラハムよりの 血 
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ふ ； t ふ てんち  みづ. h ら つ ふ みと  ち.， しん 

統を 誇る ユダヤ人 ではない、 俯仰 天地に 恥ざる 義人で はない、 自己の 罪を認 むる 者、 自己の 衷心に 何 

の 善 を も 認めざる 者、 自己が 缺點の 多き を 恥 ぢて頭 を 擦げ 得ざる 者、 天 を も 仰ぎ 见 すして 其 胸 を 打て 

神よ Sii; 人なる 我 を憐み 給へ と霄ふ 者、 共 者、 其 人が 天國に 入る ので あると。 雜 人の 辯 護の 一一： 一：： 紫に して 

よ？ の 

之よりも. 力なる もの は 無い ので ある。 ィ H スは 玆に此 世の 君子、 義人、 高士 等 を 悉く 歸除 けて、 其 

場所に 罪人の 首 を 立た せ 給 ふたので ある。 

「其 人の 有で ある」 「ある」 である、 「あらん」 ではない。 天國は 今旣に 心靈の 貧者の 有で あ 1^ と 

のこと である。 來 世に 於て 彼の 有た らんと 言 ふので はない、 今日、 今、 玆に： H ハ 人の 有で あるとの 事で 

ある。 而 して ィ H スの此 首 葉 は事實 であるの である。 心靈の 貧者 は 今、 玆に 天國に 在る ので ある。 人 

のす ベて 思 ふ 所に 過ぐ る 平安 は 彼の 有で ある。 彼はィ H スを 友と して 有ち、 其義、 共聖、 北ハ贖^1<?5が 

有と して 有ち、 天國 をして 天國 たらしむ る 其 寨實、 其、 實體、 其 光明、 其 生命、 彼 は 今兹 にす ベて Elis, 

の もの を 有つ ので ある。 彼に 勿論 今猶ほ 哀哭が ある、 熱き 淚が ある、 罪の 悔改の 苦痛が ある、 而 して 

彼の 前に は 渡るべき 死の 河が 横た はる。 然し 乍ら、 其れ あるに 係 はらす 天國は 令旣に 彼の 有で ある。 

かたち  ゲぎナ C 十 

彼 は 未だ 天 國を其 t 元 成された る 形態に 於て 有たない。 然し 乍ら、 天國に 入る の 鍵 は！^ にきに 彼の 手に 

附 された。 彼 は 最も 確資 なる 意味に 於て、 今日 旣に 天國の 所有者で ある。 

ちんし もく か、 フ C  つ 

沈 ra^ 默考、 汲んで 5 盐々 磐き ざる はィ H スの言 葉の 意味で ある。 是れ まことに 神なら では 語る 能 は ざ 

る 言葉で ある、 

.7 いは ひ  こ /- ろ  もの 

祝福なる かな、 貧しき 者 は、 心靈に 於て。 共 人の 有で ある、 天國 は。 

てんぶ，、  ；ら 

と、 此ー言 を 以て 此 世の 倫理 も道德 も 悉く 顧 覆せられ て、 之に 代りて 天 國の幅 音が 人の子の 問に 顯は 


れ たので ある。 


平和の 祝福 

福 ひなり、 平和 を 求む る 者 は、 蓋、 其 人 は、 神の 子と、 稱 へらる ベければ 也。 馬 太 傳五章 九 節 

「平和 を 求む る 者」 と は 如何なる 者で ある 乎、 人と 人と、 又は 國と國 との 問に 平和の 破れし 場合に、 

二者の 間に 立て 平和 を 計る 者で あると は、 大抵の 信者より 余輩が 聽く此 言辭の 註解で ある。 「平和 を 

求む る 者」 と は 不和 を 調停す る 者、 ぎ 裁 者の 勞を 取る 者、 卽ち、 日露 戰爭の 時に 北米 合衆國 大統領 ル 

I ズべ ルト 氏の 立ちし 立場に 立つ 者で あると は、 ィ H スの此 言 辭に對 する 普通の 見解で ある。 

而 して 余輩と 雖も、 此 見解の 誤りた る 者に あらざる を 知る、 ィ H ス 御自身が 此 意味に 於ての 平和 中： 

義 者であった。 彼に 由て 神と 人との 問に 横 はりし 敵意 はが 除かれた。 

夫れ 汝等は 前に 神に 遠 かり、 心に て 其 敵と なれる 者な りしが、 神、 今、 キリストの 死に. m り汝等 

をして 己と 和が せ、 己が 前に 立た しめんと す 

と ある (哥羅 6： 書 一章 サ r サニ節 )o 又ィ H スに 由り て 人と 人と、 ユダヤ人と ギリシャ 人と、 國 民と 國 

とが、 眞 正の 意味に 於て 和ぐ ことが 出来る、 

彼 は 我等の 和な り、 一 一 者 を 一 つと なし、 鬼 仇と なる 隔の羅 を 毀ち 給 ふ 
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けい や,、 なか： i- ち  しんやく な か， たち 

と ある (以弗 所 書 二 章 十四 節 )0 故に ィ H スを稱 して 契約の 中保 又は 新約の 中保と も ー百 ふ (希 伯 來書八 章 六 

節、 同 九 章 十五 節 ；}0 又 

神と 人と の^に 一 位の 中保 あり 卽ち 人なる ィ ヱス キリス ト なり 

と ありて、 キリストの 職務 は 主として 神人 間の 平和 を 計る に 在る が 如くに 錄 されて ある (提摩 太 前書 二 

章 五節) a 

如斯 くにして 中保 はィ H スの 大事 業で ありし が 故に、 彼の 弟子た る 者 も 亦、 中保、 仲裁、 調停 を以 

て 事業と なすべき こと は 余輩の 玆に言 ふまで もない。 信者が 嫌 ふ ものにして 爭鬪の 如き はない、 彼 は 

すべての 手段 を盡 くして 之 を 取 除くべき である、 _ 

行し 得べき 限り は カを竭 してす ベての 人と 睦み 親しむべし 

と ある (羅馬 書 十二 章 十八 節 )0 爭鬪の 開けし 場合に、 信者が 全力 を竭 して 平和の 克復 を 計る は 勿論の 事 

である。 

然し 乍ら、 平和 は 爭鬪の 調停 を 以て 盡 きない。 中保と 云 ひ、 仲裁と 云 ひ、 平和 事業の 一 面に 過ぎな 

い、 破れし 平和 を恢 役す るの みが 平和で はない。 平和 は 平和 を擾 され ざらん とする。 眞に 平和 を 求む 

る 者 は 不和に 近づか ざらん とする。 美術家が 醜 容を蹶 ふが 如くに 平和 者 は 不和 爭鬪を 1^ ふ。 之に 接す 

る は 彼に 取り 大 なる 苦痛で ある。 彼は自 から 之 を 避けん とする。 仇 恨、 爭鬪、 分爭、 結黨と 聞いて 彼 

i, ぶんの 5 せい さ^-ら  ザ.？ ん 

は 堪えられす 感 する。 彼の 本能 性に 逆 ふ 者に して 平和の 擾亂の 如き はない。 

而 して 是 がすべ ての 分 爭に對 する ィ H スの 態度で あつたので ある。 平和の 主なる 彼 は 如何なる 黨！^ 

にも 與し 給はなかった。 結黨の 動機 は敵對 である。 對畤 すべき 一 つの 黨派 があって、 玆に 他の 黨-, ^が 


起る ので ある" 平和の 行 はる- - 所に 黨派は 起らない ひ 黨 派の 存在 其 物が 仇 恨 伏在の 何よりも 良き 證據 

である。 

イエス は パリ サイ 派に も屬し 給はなかった、 サド カイ 派に も 人り 給はなかった、 へ ロ* テ黨 にも 與し 

給はなかった、 

ィ H ス 自己 を 彼等 (黨 人) に 托せ ざり き、 蓋、 人 を 知り、 人の 心 を 知り たれば 也 

と ある (約 翰傳 ニ章廿 四. 五節)。 彼 は 全然 無政黨 無宗派であった。 彼 は 今の 多くの 基替 信者が 爲 すが 如 

くに 宗派 間の 調和 を 計らん がた めに 自ら 宗派 ま 入り 給はなかった。 宗派 は 彼の 本能 性に 合はなかった。 

生れながら にして 平和 を 求め 給 ひし 彼 は、 自己 を 否認せ ざる 以上 は 宗派に 入らん と 欲する も 能 はな か 

つた。 余輩 はィ H スの 純然たる 無 政黨的 無宗派 的 態度に 於て 平和 を 求む る 者の 眞實の 模範 を 見る ので 

ある。 

而 して ィ H スの 如き 者に 朋友の 齢き、 其 理由 は 之 を 探る に 難くない。 神 を 離れて 人は黨 派の 人たら 

ざらん と 欲する も 能 はない ので ある。 而 して 人の 中に 在りて ィ ェ ス のみが 眞に 不覊獨 立の 人であった 

ので ある。 人の 中に 彼に 禱 ひすべき 無 黨 派の 人 は 一人 も 無かった。 故に 全然 黨を 離れし 彼に は 政 ュ巾的 

にも 宗教 的に も 天が下に 枕す る處は 無った。 性來 平和の 人な りし 彼 は 止む を 得す 孤獨の 人で あつたの 

である。 (『研究 十 年』 第 百  一 H 以下、 r ィ H スは 何故に 人に 憎まれし 乎」 (編者 註— 本 全 築 『教義 研究』 の 

卷に收 む) のー篇 を參考 すべし )o 

玆に 於て 「平和 を まむ る 者」 の 如何なる 者で あるかが 稍 明瞭になる ので ある。 止に 平和の 恢復 を 計 

る 者に 非す、 分爭に 近寄らざる 者、 性來の 平和 追求 者、 不和 を 厭 ひ、 分 爭結黨 を || み 嫌 ふ 者、 「平和 
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を 求む る 者」 とは斯 かる 者で ある。 

希臘 語の €lp,7Tf を 「平和 を 求む る 者」 と譯 したの が 抑々 誤解の 始めであった らふと 思 ふ。 支 

那譯 聖書に は 施： 十 和 者と 譯 して ある、 「施す」 は 「求む る」 よりも 少しく 優 さりた る譯 字で ある。 然 

し 乍ら、 「平和 を 行 ふ 者」 と譯 する のが 更らに 犬なる 改良で あると 思 ふ。 平和 を i 行に 顯 はす 者、 共 行 

爲全體 が 平和的なる 者、 ィ H スが福 ひなり と 言 ひて 祝し 給 ひし 者は斯 かる 者で あると S ね ふ。 或 ひは更 

らに 進んで 「平和 性の 者」 と譯 するならば 原語の 意味に 最も 近く あると 思 ふ。 

a ビン ソ ン氏著 『新約聖書 字典』 一 一 一 六 頁 を 見よ、 六十 年 前の 著作な りと 雖も 定義の 明瞭に して 

簡潔なる に 於て は 今猶ほ 比類 勘き 好 著な りと 信す、 one  disposed  to  peace,  peaceful,  opposed 

to  strife と ある、 (平和に 倾く 者、 平和 性の 者、 爭鬪 に反對 する 者〕 と ある。 

平和 性の 者 は 福 ひなり との 事で ある。 而 して 此 性た る や、 是を 自然 性と して 受 くる も、 叉 は 信仰に 

由り 聖靈の 奢 賜と して 受 くる も、 其 祉福た る や 同じで ある。 要は 平和が 我等の 性質と なる にある。 義 

務 として 之に 從 ふに 非す、 t 訓誡と して 之に 服す るに 非す、 性質と して 自 から 之 を 行 ふ 者， 其 人 は 福 ひ 

であると のこと である。 

F  .  も ともと 0  0  0  0 

「其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ 也」 神 は 元元 平和の 神で ある。 

平和の 祌汝 等す ベての 人と 偕に 在さん こと を 祈る 

と ある r 羅馬書 十五 章 一一 一十一 一一 節 )o 叉 

平和の 祌自 から 汝等を 全く 潔くし 云 々 

と ある 0 アサ。 -1 ケ 前書 五 章 サ三節 )o 又 


羊の 大 牧者なる 我等の 主ィ H ス キリス トを 死より 甦らし、 平和の 祌 

と ある (希 伯來書 十三 章 二十 節 )o 故に 斯 神の 子と 稱 へ ら れんに は 自身 も 亦 平和の 人と ならなければ なら 

ない。 祌は眞 個の 意味に 於て 不偏 不黨 である。 而 して 神の 聖意を 身に 體 したる 者は黨 派に 入らん と 欲 

する も 能 はない。 宗派 は 基督 者の 大 禁物で ある。 之に 入り 之に 屬 する は 祌の 明かなる 聖 意に 逆ら ふの 

である。 然るに 事實は 如何に。 盜 むこと 姦淫す る こと を 侃々 謌々 として 責立 つる 基督 信者が 宗派と 云 

ふ 信仰的 黨 派に 入りながら、 敢て大 なる 罪惡 (余輩 は 之 を 罪 惡と稱 して 揮らない〕 を 犯しつ \ あると 

は 感じない ので ある。 而 して 我等 は 分 爭結黨 C. 今の 敎會 なる 者 は殆ん ど北ハ すべてが 結黨 に. S て 成りた 

こうが ふ  をく いい か- フ しょ-.、 

る黨 派の 類で は あるまい 乎) のかり 合、 汚據、 好色と 同じ 罪で ある こと を 忘れて はならない (加 拉太書 五 

章 二十 節 )o 宗派の 人 は祌の 子と 稱 へられす と 謂 ふこと が 來る。 

「稱 へらる」 と は 止に 备 稱を附 せらる べしとの 事で はない。 聖書に 於て 「稱 へらるべし I と ある は 

r 禀實を 認めら るべ し」 と 云 ふこと である。 故に 稱 へらる \ 前に 事 實が あるので ある。 祌の 子と 稱へ 

らる \ 前に 神の 子と 爲ら る、 ので ある。 神に 在りて は 名實の 差別 は 無い。 神の 性なる 平和 性 を 受けて、 

みと 

人 は 神の 子と して 認めら る \ ので ある。 

し ，ゆく ふく  そ は  f 

イエ ス言ひ 給 はく、 祝福され たる 者なる 哉、 平和の 性 を 賜 はりし 者 は、 蓋、 其 人 は 神の 子と 認め 

らる ベければ 也 

お，、 ひや 5 もの いんとん しゃ ひ しゃ ヶ 5 てきじん ぶつ 

と。 世 は 平和の 人を稱 して 臆病者、 隠遁 者、 非社交的 人物と なすな らん。 然れ ども： 十 和の 主なる ィ H 

ス キリス トは言 ひ 給 ふ。 

其 人 は 神の 子と 認めら るべ ければ 也 
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と o 然れば 柯 を か 恐れん、 誰 を か it からん。 


信者と 現世 

馬 太 傳五章 十三 ー 十六 節の 硏究 

信者 は 地の 所屬 ではない、 天の 所屬 である。 世の 所屬 ではない、 キリストの 所屬 である。 然し 乍ら • 

彼 は 今猶ほ 現世に 在る 者で ある。 故に 現世と 深き 關 係に 於て 在る 者で ある。 信者が 現世に 對 して 採る 

べき 態度 如何、 信者 は 現世の ために 何を爲 すべき 乎、 叉 何 を爲し 得る 乎、 是れ キリストが 玆に敎 へ 給 

ふ 所で ある。 

ィ H スは言 ひ 給 ふた 汝等は 地の 鹽 なりと、 叉 汝等は 世の 光な りと。 

汝等は 地の 鹽な b 

地 は 下の 世界で ある。 上の 天に 對 して 稱ふ。 地 も 亦 神の 造り 給 ひし 者で ある。 故に 善き ものである- 

然し 乍ら、 肉の 人 を 宿す 所なる が 故に 甚だ 腐敗し 易く ある。 實に 腐敗し 易き は 地の 特性で ある。 

時に 地、 神の 前に 亂れて 暴虐 地に 滿 ちたり 

と は旣に ノアの 時に 於け る其狀 態であった (創世記 六 章 十一 節、 邦譯に r^」 と ある は誤譯 である )o 


エホバ 天より (地の 上なる) 人の子 を瞰 たま ひしに、 彼等 は 悉く 腐れたり 

と ある (詩篇 十四 篇ニ、 三 節 )o 地 は 暫時 的の ものである。 天の 如くに 永久 的の もので ない。 故に 腐れ 易 

く ある。 故に 腐敗 を 止む るた めに 常に 防腐 劑を 要する ので ある。 

堕 は 昔時の 唯一 の 防腐 劑 である。 鹽に 由て 食物の 味 は 保存せられ、 其 腐敗 は防遏 せられた ので ある。 

而 して 信者 は 腐败し 易き 此 地の 防腐 劑 であると のこと である。 

ォべ しんる 一ん  ふ へんて き 

事 は 至て 平明で ある。 然し 凡て 深遠に して 普遍的なる 事 は 平明で ある。 ィ H スの 弟子に 由て 地の 味 

は 保^せられ、 其 腐敗 は 止めら る&の である。 信者が 信者の 職務に 忠實 ならす して、 地の 腐敗 は 其 底 

止す る 所 を 知らないの である。 

地 は 腐れ 易く ある。 然し 乍ら、 腐れ 易き は北ハ 中に 生命が あるから である。 生命の 無い 所に は 腐敗 は 

ちゃ ラか 5 

無い。 腐敗 は 生命の 徵候 である。 

地に 生命の 在る こと は事實 である。 福 昔の 到らざる 所に も 道德が ある、 人倫が ある。 福 昔 無くして 

道德 あるな しと 云 ふは大 なる 過誤で ある。 福 昔 以前に、 希職羅 馬に、 支那 日本に、 善き 高き 道 德がぁ 

つた。 叉 福音 以外に、 佛敎に 儒 敎に祌 道に 淸き 深き 倫理が ある。 眞理と 生命と は 基督 敎 のみに 狠らな 

しん ザん び  はんせ- フ  いづ  みと 

い。 全地 は 神の 榮光を 現 はして 居る。 眞、 善、 美の 或る 反照 は 之 を 地上 何れの 所に 於ても 認 むる こと 

でき  ことべ. \  もの  そんち やり 

が 能る。 而 して 是れ 悉く 神の 賜物であって、 保存し、 尊重し、 感謝して 受 くべき ものである。 

i さ  A じか  はつらつ  も ひ-た し .S し 

然し 乍ら 地の 生命 は 甚だ 腐れ 易く ある。 其 新鮮なる 時期 は 短く、 其潑淛 たる 期間 は少" 時で ある。 也 

ち. -r ゥ  しネ. tv、  .f- うく"  さかえ ，んぃ 7 

上の 生命 は忽焉 にして 腐敗し、 暫時に して 硬化す。 恰 かも 人生の 短 かきが 如くで ある。 其繁榮 は槿^ 
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四 S8 音 書 w 究  九 六 

一朝の 夢で ある。  " 

玆に 於て か 蓮の 必要が あるので ある。 旣存の 善事 を 保存し、 其 美 を發揚 し、 之 をして 更らに 地の 涵 

養 を 助けし むる 或 者の 必要が あるので ある。 而 して 神の 生命の 言辭を 心靈に 受けし 信者が 地の 此 必要 

-.:,、-， _、  • ト、  0  0  00000000000  OO0OOOO0O0OOO  00 

に應 する ので あるとの 事で ある。 信者に 由り て 福音 以外の 諸德、 信者 以外の 諸 善が 保存せられ、 發揮 

せられ、 流布 せらる との 事で ある。 

而 して 此事は 世に 隱れ なき 事實 である。 キリ ストの 福 昔に 由て 舊道 德と舊 信仰と は眞 正の 意味に 於 

ての 復活 を 見る ので ある。 ィ H スは此 事を敎 へて 直ぐ 後で 曰 ひ 給 ふた、 

お ？て よ けんしゃ  ふ-つ  - 二- 

我れ 律法と 預言者と を 廢る爲 に夾. れ りと 思 ふ 勿れ、 我れ 之 を廢る 爲に來 りしに 非す、 成就せ ん爲 

なり 

と (五 章 十七 節 ：>。 而 して 此 事た る舊 約の 律法と 預言者と に 限らない ので ある。 凡の 宗敎叉 は 道德に 於て 

然るので ある。 希腦羅 馬の 奮き 道德 も、 印度の 佛敎 婆羅門 敎も、 支那の 儒敎 も、 波斯 の火敎 も、 ィ H 

スの 福音の 鹽に 接して 其 眞價を 認められ 其眞 髓を發 揮せられ たので ある。 東洋 諸國に 於て 福 昔 は懦敎 

と佛敎 とを廢 せす して 返て 之 を 起した ので ある。 今や 最も 該博た る怫敎 研究 は 佛敎國 に 於て 行 はれす 

して 基 5^ 敎國に 於て 行 はる \ の である。 今や 最大の 佛敎舉 者 は 印度 叉 は 日本に 於て あらす して 英國叉 

は佛國 叉は獨 逸に 於て 在る ので ある。 モ 一 1 H 1 • ウイ リャム ス 氏の 如き、 マックス . ムラ ー 氏の 如き、 

共 他^界 的 佛敎舉 者の 多數 は誠實 なる 基督 信者で あつたので ある、 而 して 叉 我國の 神道に 就て さへ も、 

ァス トン 氏の 如き、 ノックス 氏の 如き、 又 自身 は 基督 信者に 非す と稱 する も而 かも 同じ 基督 敎國 の產 

なる チヤ ムバ レ I ン 氏の 如きが、 世界的 眼光 を 以て 其 研究に 從 事し、 比較宗敎學的に北3^^^ど探りて 


廣く之 を 世界に 紹介せ しに 照らして 見ても、 キリストの 一 i 音の 亦 決して 神道の 破壞 者で ない こと を 知 

るに 足る ので ある。 

而 して 余輩 は 亦 同一 の 事 を宗敎 以外の 事に 於て 見る ので ある、 日本 國に 於て 二宮 尊德、 上 杉 鷹 山、 

日蓮 上人 等の 世界的 價 値と 偉大と を 認めて 之 を 世界に 紹介した 者 は 何人で ある 乎。 彼等 は哲な 明， 曰に 

自身 はィ H スの 弟子な りと 表. R する 人 等で はない 乎。 怫敎 徒に は外敎 徒な りと て 憎まれ、 自稱 愛國者 

等に は國賊 なり 逆臣な りと 唱 へられし 基督 信者が 起て 日蓮 上人 はモ ハメットに 勝り、 ル ー テルに 匹敵 

すべき 大宗 敎家 である、 一 一 宫尊德 は 萬 國の敬 崇を惹 くに 足る の 農 聖人で あると 言 ひて、 曰 本人の 精神 

的 偉大 を 世界に 對 つて 鳴らした 者で はない 乎。 ィ ヱ スの 弟子 は 孔子の 弟子 又は 釋迦の 弟子 を 憎みて 彼 

等 を 葬り去 らんと 欲する 者で はない。 其 正反對 が事實 である。 鹽が 食物の 味 を保藏 する が 如くに ィ H 

スの 弟子 は 他宗 他敎の 理を 保藏し 《^ っ發 揮す るので ある。 佛敎 も儒敎 も、 其 他の すべての 宗敎 も、 

ィ ェ スの 福音に 由て 永く 地上に 保存 せられて、 共 放つべき 光 を 放つ ので ある。 

基督 敎は 忠孝 道德 の破壞 者な りとの 邦人の 套 語に 就て は 玆に之 を 答 辯す るの 必要 はない。 忠孝^ 德 

を破壤 する 者 は 基督 敎 ではない。 忠孝 道德は 基督 敎を俟 たす して 破壞 されつ k あるので ある。 牧 賄の 

故 を 以て 一!?; 國の名 を 世界に 向って 辱 かしめ し 者 は 基督 信者で は 無かった。 放埒の 故 を 以て 本山のお 在 

か i びす 

を危く せし 者 は 基督 敎 の惯 侶で は 無かった。 忠孝 道德を 喧しく 口にする 者必 しも 忠臣 孝子 では 無い。 

能く 國 民の 義務 を盡す 者、 其 人が 眞 正の 忠臣で ある。 能く 家名 を 辱 かしめ ざる 者、 其 人が 眞 正の 孝子 

である。 其 意味に 於て ィ H ス の 弟子 は 釋迦の 弟子 叉 は 孔子の 弟子に 勝る こと ある も、 劣る ことなき 忠 

臣 孝子で あると 思 ふ。 主の 主なる 眞の 神に 事 ふる 者が 斯 世の 君に 對 して 不忠で あり やう 害 はない。 愛 
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なる 神 を 父と して 有つ 者が 肉體の 父母に 對 して 不孝^る 害 は 無い。 忠孝 道 德破壞 の 故 を 以て ィ H スと 

彼の幅昔とを誹^^^^て止まざる我國の道德家は、 ィ H スの！ i 昔の 全然 排斥 せらる-所に 於て 忠孝 道德 

の歳々に廢れ行く：^.|ハ理由を說明すべきでぁる。  ， 

汝等は 地の， M なりと ィ H スは其 弟子 等に 對 つて 一一 百 ひ 給 ふた。 卽ちィ H スの 弟子 等は斯 世に 在りて 萬 

般の 善事の 保全の 任務に 當 るべき 者で あるとの 事で ある。 單に 腐敗 を 防止む るに 止まらない、 能く 味 

を 保^す る、 鹽の用 は 鼓に ある。 信者の 用 も 亦玆に 在る ので ある。 保全と 防腐、 新生 命 を 供す るに 先 

だち て 奮 生命 を 保存す る。 神 は 最大の 經！ t 家で ある。 神 は 御自身の 能力 を 濫用し 給 はない。 彼 は其獨 

子 を 以て 新生 命 を 人に 賜 ふに 先 だち て、 彼が 前に 斯 世の 聖人 叉 は 義者を 以て 賜 ひし 舊 生命 を 保存し 給 

ふ 0 

そ あ. -*り  ：づ ひろ ひ あつ 

少しも 失 はざる やうに 其餘の (パンの) 屑 を 拾集め よ 

v. 一んで ひ ，)- フ しふ ほ ，5. ん  や，、 め 

と イエ スは 曾て 弟子 等に 首 ひ 給 ふた (約 翰 傳六章 十二 節)。 殘 看の 拾集 保^ は 信者の！^ 目の 半分で ある。 

汝等は 世の 光な り 

上の 天に 對 して 下の 地が ある。 光明の 来世に 對 して 暗黑の 現世が ある。 而 して 信者 は 下の 地に 對し 

ては鹽 であり、 暗黑の 現世に 對 して は 光で あるとの 事で ある。 鹽 として は旣に 地に 在る 善き もの を 保 

存し、 光と して は 未だ 世に 有らざる 天の 光 を 加 ふ。 舊を 保存す る を 以て 滿 足せす、 更らに 進んで 新 を 

gll す。 信者 は 保守 家 であると 同時に 進歩 家 である。 保守に 偏らない、 然れ ばと て 進歩に も l^i ら ない。 

ユダヤ人の 如くに 單 へに 舊 に^らない。 然れ ばと て ギリシャ 人の 如くに 唯 新 をのみ 是れ追 はない。 守 


るべき を 守り、 進むべき に 進む。 地の， M であると 同時に 世の 光で ある。 保守 進歩の 兩 主義 を 一身に 體 

する 者で ある。  ！ 1. 

イエスの 弟子 は 世の 光で ある。 文明の 先導者で ある、 智識の？ i 發者 である、 靈 光の 供給者で ある。 

此 事に 就 VTgJfe く 者 は 無 ふ。 世の 所謂 基督 敎に 迷信が 無いで はない、 所謂 基 # 敎會 なる 者が 頑迷 無 

智の と 化した る 事 は S 囘も ある、 然れ ども 過去 千 九 百年 間の 人類の 歷史に 於て イエ ス の 弟子が 光 

明の E: ^の-把 1^ 者であった こと は 如何なる 人と 雖も疑 はんと 欲して 能 はざる 所で ある。 信仰 道 德の事 

に 於ての みで はない、 科攀の 事に 於て、 產 業の 事に 於て、 思想の ことに 於て、 美術の ことに 於て、 パ 

ゥ 口の 言 辭を藉 りて 言 ふなら ば、 凡そ 眞 なること、 凡そ 敬 ふべき こと、 凡そ 翁し きこと、 凡そ 愛すへ 

きこと、 凡そ 善き 聞え ある 事に 於て、 常に 荊棘の 開拓者と して、 又 新 光明の 注入 者と して 進歩の 先陣 

に 立ちし 者の、 ナザレの ィ H ス の忠實 なる 弟子で ありし こと は炳 乎と して 天空に 太陽が 耀 くが 如くに 

I； まで ある (徘立 比 甞四章 八 節 }o 世界の 文明 國を稱 して 一名 之 を 基督 敎國と 呼ぶ は 決して 理由の 無い 菓 

では 無ハ。 我 は I の 光な りと ィ H スは言 ひ 給 ふた。 而 して 信者 はィ H スに 代り て^を 照らす 者で ある- 

勿論 ィ H スの 如くに から 光 を 放つ 能 はすと 雖も、 而 かも 备自の 信仰の 量に 循ひ 彼の 光 を 反射す る 者 

である。 ィ H スの光 を 身に 受けた る 彼の 弟子が 無くして 世 は 夙く 旣に常 暗の 世と 化し 去った こと は 何 

よりも 明かで ある。 

信者 は 地の 鹽 であり 叉 世の 光で あると 云 ふ。 然し 乍ら 信者 自身が 鹽 であり 又 光で あるので はない。 

被 をして， M たらしめ 叉 光たら しむる 者 は 彼の 衷に 宿り 給 ふ 彼れ 以外の 或 者で ある。 彼が 彼の 衷に宿 

り-給 ふ 間 は 彼 は 實に鹽 であり 光で あるので ある。 然し 乍ら、 彼に して 一朝 彼 を 離れ 給 ふ 場合に は 彼 は 
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を 失 ひたる 鹽 となり、 叉 光の 失せた る燈 となる ので ある。 故に 信者 は自 から 耀 かんと 欲して 耀 くこ 

と は 3^ 來 ない。 彼 は 彼の 衷に耀 く大光 をして 故障な く 外に 向って 耀 かさし むれば 足りる ので ある。 ィ 

ェ スを 離れた る 信者 は 味 を 失 ひたる 盥 であって、 後 は 用な く、 人に 踐ま れんた めに 外に 棄ら る、 而已 

である。 の Il3 が カ耀. くに あらす して、 自己が 衷に 宿り 給ふィ H スが耀 くので あるが. 故に、 人々 は 信者の 

善 一 を 見て、 信者 を譽 めすして、 ィ H スの 父に して 信者の 父なる 天に 在す 父を榮 むる ので ある。 イエ 

おも. 二 と 

ス の 弟子と 云 ふ は 孔子の 弟子 又は ソ クラ テ ス の 弟子と 云 ふと は 全く 其 趣 を 異にする。 ィ H ス の 弟子 

はィ H スに がふ 者た るに 止まらす ィ ェ スの 宿る 所の 者で ある。 基督 者で ある、 小 基督で ある。 故に キ 

リスト を 離れて は 無に 等しき 者で ある。 ィ H スの 弟子が 地の 鹽 であり、 世の 光で ある 其 原由 は、 全く 

彼の 衷に 宿り 給 ふ 生命の 主にして 世の 光なる 主ィ ヱ ス キリストに 在る ので ある。 故に 我等 有力なる， M 

となり、 又 強大なる 光と 成らん と 欲 は r、 信仰 を 以て 益々 確實に イエスの 內在を 祈 求むべき である。 


も， こ  かへ  そと 

汝等は 地の， M なり、 鹽 もし 其 味 を 失 は r 何 を 以て か 故の 味に 役さん、 後 は 用な し 外に 棄られ て 人 • 

に踐 まる \ 而已 (馬 太 傳五章 十三 節〕。 

「汝 等」 少数の 信者で ある。 特に 神に 召されて 萬 民 救^の 任に 當ら しめられ たる 者で ある。 


「地」 大 なる 俗世界で ある。 政治 界經 1^ 界實 業界な ど k 稱 せられて r 此 世の 主」 卽ち惡 魔の 支配 

の 下に 虚榮と 利 慾と を 追求して 其 繁榮を 誇る 者で ある。 地 は 利 慾の 大塊 である。 自己中心 を 主義と し 

て 成立す る 大社 會 である。 名 は 文明と 云 ひ、 愛 國と云 ひ、 外交と 云 ひて 外 は 美しく a ゆれ ども、 中 は 

百鬼夜行、 諸の 汚據を 以て 充 つる 墓場の 如き 者で ある。 

「鹽」 加味 劑 である。 又 特に 防腐 劑 である。 之 を 放任し 置かん に は 腐敗 其 底 を 知らざる 大 俗界 を 

比較的 健全に 保つ 者で ある。 鹽は鹹 く ある、 故に 地 は 之 を 好まない。 地 は 異分子と して 之を极 ふ。 然 

れ ども 其れ あるに 關 はらす 地は鹽 なくして 永 緩す る こと は 出来ない。 凝 は 地に 憎まれながら 地の 腐敗 

を 防止す るので ある。 

「地の 魔な り」 勿論 地の 產 する 鹽 ではない。 地に 屬 ける は 地の 腐敗 を 防止す る こと は 出来ない- 

地に 臨む 鹽 である。 外より 地に 加 へられし 鹽 である。 地に 在りて 地の 屬 にあらざる 盥 である。 朽 つる 

地と は 全然 素質 を 異にする 鹽 である。 故に 防腐の 效 力が あるので ある。 地なる 大 俗界 は 如何に 焦慮る 

も自 から 己の 腐敗 を 防止す る ことが 出来ない ので ある。 政治 ゃ展 政界 を 潔む る 能 はす、 愛 « 者 國を救 ふ 

能 はすで ある。 地 は 地 以外より 加 へられし 鹽に 由て 其 腐敗 を 防止 せらる \ の である。 天来の 火に 接し 

て 其汚據 を焚盡 され、 天の 光 を 受けて 其 暗黑を 照らされ るので ある。 

殊 に 注意す ベ き は 地の 大塊 に 對す る鹽の 少量で ある。 鹽は 地の 腐敗 を 防 正す るた めに 地 と 量 を： M く 

する の 必要 はない ので ある。 鹽は 少量に して 足りる ので ある。 叉 鹽は地 を 化して 凝と なすの 必要 はな 

いので ある。 地 は 依然として 地と して； る も 救 力 ある 麼は其 腐敗 を 防止して 餘り あるので ある。 少 

量の 鹽は 地の 大塊 を鹽に 化せす して 能く 其 腐敗 を 防止す るので ある。 ii: の 能力た る大 ならす やで ある „ 


俗界 は大 である、 信者 は少數 である。 信 者に して 信者た るの 素質 を 失 は ざらん 乎、 能く 大 俗界の 多 

數を 制し、 其 汚 據を排 し、 溷 濁を淸 むる ことが 出來 るので ある。 敢て 俗界に 多 數を瘦 るの 必要 はない 

ので ある、 又 之 を 化して 光の 塊と なすの 必要 はない ので ある。 恰 かも ラ ヂュム の 微量が 其 放射す る 光 

線に 由り 之に 接觸 する 大物 體を ラヂュ ム 化する が 如くに、 眞 信者の 放射す る 信仰の 光線 は大 俗界 を 化 

して 縱令 暫時たり とも 光明の 世界たら しむる ので ある。 少量の 鹽、 大地の 腐敗 を 防止す。 少數の 光の 

子等、 大 俗界の 噴 落 を 防止す。 量と 數 とに 於て 多き を 要せす、 質に 於て 純 且つ 淸 なる を 要す。 少數の 

キリストの？^ 子に して 熙々 として 其 光を耀 かせん か、 暗ら き大 俗界 は キリス ト 化せられて、 ラヂ ュ ム 

の 光線に 癌腫が 其 勢力 を 挫かる &が 如くに、 其 罪 惡の 猛威 は 折らる &の である。 信者 は 多数 を 以て 俗 

界を 制する ので はない、 其 信仰の 光輝 を 以て 罪の 暗黑 を驅逐 する ので ある。 

「ii: 若し 北 (味 を 失 は i.」 ii: 若し 去勢 せらる、 ならばの 意で ある。 鹽 若し 效カを 失 は i -、 或 ひ は 鹽 

若し 馬鹿になる ならばと 譯 しても 可い ので ある (希 職 語の n】6rant-h;3 に此 意味が ある )o 卽ち鹽 が 地 

に 化せられて 地 を 化する の 力 を 失 ひし 狀態を 云 ふので ある。 卽ち 信者が 俗化して 俗界 を聖 化する の 力 

を 失 ひし 狀態を 示す ので ある。 信仰の 形を存 して 共力 を 失 ひし 狀態 である。 「彼等 は 敬虔の 貌 あれ ど 

も實は 敬虔の 德 (能力) を棄 つ」 と ある 其狀 態で ある (提 摩太 後甞 一一 H 早 五節 )o 信者と 稱 して 赏は 俗人、 

俗人の 如くに 思 ひ、 俗人の 如くに 計り、 俗人の 如くに 行 ふ ^共れ である。 此 世の 勢力に 信賴 し、 富と 

政權 と多數 との 勢力 を藉 りて 事を爲 さんと 欲す。 信仰 を 世界的 勢力と 見 傚し、 之を擴 むる に 於て 世界 

的 方法 を 採る。 或 ひ は 帝王の 祝電 を 乞 ふて 集き の 成功 を 計り、 或 ひ は 貴顯を 招待して 敎 勢の 擴張を 計 

る。 傳 道に 自動車 飛行機 を 使用し、 樂隊 に筑を 吹かしめ て W 子 を 散布す るの 類、 是れゅ 3 な， M の 其 味 を 


失へ る 者であって、 去勢せられ たる 信者の 行爲 である。 剛健なる 信仰 は 自己 以外の 勢力に 頼らない の 

である。 信仰 は 自己 を弘布 せんとす るに 方て 信仰 獨特の 手段と 方法と を擇 むので ある。 敢て 地の 手段 

方法 を學 ぶの 必要 はない ので ある。 而 して 信仰が 效カを 失 ひし 時に、 馬鹿にな りし 時に、 此 I の 手段 

方法に 則りて 敢て 恥と しないの である。 

「何 を 以て か 故の 味に 復 さん」 何 を 以て か鹽 をして 再び 鹽 たらし めんの 意で ある。 斯 かる 廢がも 

はや 腐敗 を 防止す る ことの 出来な いのは 勿論の こと、 其れ 自身に すら 鹽味を 起す こと は 出来ない (馬 

可 傳九章 五十 節、 路加 傳十 M 章卅 四、 卅 五節 參考 )。 「神の 善き 言と 来世の 能力と を嘗 ひて 後に 墮 落す 

る 者 は 神の 子 を 十字架に 釘け て顯 辱と する が 故に 復た之 を 悔改に 立 返らす る こと 能 はざる 也」 と ある 

其 事で ある (希 伯 來書六 章 五， 六 節)。 强ぃ嚴 しい fB である。 然し 乍ら 事實 であるから 止む を 得ない。 俗 

人の 俗 了 は 之 を 救 ふこと が屮 I 來る、 然し 乍ら 信者の 俗化に 至て は 之 を 癒す の途 がない。 「何 を 以て か 

の 味に 復 へさん」 である。 「犬 かへ り來 りて 北ハ 吐きた る 物 を 食 ひ、 膝 洗 ひ 潔め られて 役た 泥の 中に 

臥す と 云へ る 諺 は眞 にして 彼等に 應 へり」 と ある (彼 得 後書 二 章 サニ節 )0 眞 にして 恐ろしく ある。 

「，は 用な し」 去勢せ る鹽と 俗化せ る 信者 (叉 は敎會 )、 世に 無用なる 者と て是の 如き はない。 

谷 人 は 俗人と して 用が ある、 然れ ども 俗化せ る 信者 (叉 は 敎會) に 至て は 是れ遙 かに 俗人 以下で あつ 

あく. U  よろ づ  あ. f.. 

て パゥ& の 所謂 「世の 汚據 また 萬の 物の 塵 垢」 である (哥林 多 前書 四 章 十一 一一 節 )o 俗人の 用を爲 さす 信者 

の 用 をも爲 さす、 世に 無用 人物な しと 云 ふ は 俗化せ る 信者 を 除いての ことで ある。 

「外に 棄 られ」 第一 に 神に 棄ら る。 其 聖霊の 供給 を斷 たる。 「汝 微溫 くして なかに も 有らす 熟く 

も 有らす、 是 故に 我れ 汝を 我が 口より 吐出さん とす」 と ある (默示 錄三章 十六 節)。 雷 ふ を 休めよ、 神 は 

地の la  1 〇 三 
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無慈悲な り 残酷な りと。 信仰 は 婦人の je: 操の 如き 者で ある。 精細に して 微妙で ある。 故に 細微の 事に 

由り て 破れ P がき 者で ある。 俗化と 云へば 小事の 如くに 聞え る、 然し 破倫と 云へば 重大 事件で ある。 而 

して 信者の 俗化 は 婦人の 破倫と 共に 語るべき 者で ある。 信者の 祌に對 する 關係は 新婦の 新 郞に對 する 

關係 である。 而 して 俗化 は此聖 なる 關 係の 破壞 である。 故に 聖書に 在りて は 信者 (敎會 ) の 落を稱 

して 「地の 諸 王 之と 淫を行 ふ」 とい ふ (默 示錄 十八 章 三 節)。 俗化 は奸淫 である。 神が 之 を 怒り 給 ふは當 

然 である。 信者 は 俗化に 由り 神に 離 緣狀を 渡さる &の である。 

「人に 踐 まる、 而已」 第 一 に 神に 棄ら れ、 第一 一に 人に 棄ら る。 棄ら る、 に 止まらす 踐附ら る。 我 

が 媚んと 欲せし 人 (俗人、 俗世界) にまで 棄られ 叉踐附 けらる。 恰 かも 淫婦が 不義 を 犯して 共 夫に 棄 

らる、 に 止まらす 更に 其 情夫にまで 棄ら る、 と 同然で ある。 最も 憐 むべき 狀態 である。 然し 避く ベ か 

ら ざる 狀 態で ある。 淫婦の 運命 は玆に 至る ので ある。 「地の 諸 王と 淫を 行」 ひし 信者と 敎會 との 運命 

も 亦玆に 至らざる を 得ない ので ある。 世 は 敎會を 利用 せんと 欲する も 利用され し敎 會を賤 みて 止まな 

いので ある。 「人に 踐 まる \ 而已」 である。 敎會は 世に 媚び 諛 ひて 世に 踐 まる、 ので ある。 世 を 救 は 

んと 欲して 救 ひ 得す、 終に 世の 踐 殺す 所と なる。 信者の 俗化 は 終に 玆に 至らざる を 得ない。 恐れても 

尙ほ懼 るべき は 信者の 俗化で ある。 

近頃の ことで あると 云 ふ、 或る 權カ 家が 其 庇 保 を 被る 或る 基督 敎會の 役人に 向 ひ 左の 意味の 曾 を 語 

りたる と 聞く、 

君 等 は 君 等の 經典 を稱 して 聖書と いふ、 然れ ども 是れ 甚だ 不當 なり、 懦敎 に經書 あり 怫敎 に敎文 

あり、 是れ亦 聖書た る を 失 はす、 然るに 基督 敎の經 典の みを稱 して 特に 聖書と 云 ふ、 是れ 最も 不 


當 なり、 君 等 は 宜しく 聖書の 聖の字 を 除いて 單に 基督 敎の經 典と 稱 すべし 

と。 事實 茶して 余輩の 耳に 達せし が 如くなる や 否や を 知らす と雖 も、 敎 會が此 世の 權 力に 賴 りて 此侮 

辱 は 免 かれざる 所で ある。 フランクリン て 曰 へ る あり 「此 世の 勢力に 頼る にあら ざれば 生存す る 能 

はざる 宗敎は 生存の 必要な き 者 なれば 之 を廢棄 して 可な り」 と。 實に 俗人の 援助に 與る にあら ざれば 

弘布 する 能 はざる 宗敎は 之 を廢棄 して 可な りで ある。 布 敎傳道 は 政治家 又は 實業 家、 せハ他 偽 の宗敎 

家 宣敎師 等の 援助 を 仰いで まで も 之 を 行 ふの 必要 はない。 信者の 信仰 有りての 傳道 である。 味 を 失へ 

る鹽の 腐敗 防止 は 有て 無き もの、 試みざる に 如かす である。 

主 は 曰 ひ 給 ふた、 r 汝等は 地の 鹽 なり」 と。 彼 は r 汝等は 地の 鹽 たるべし」 と は 曰 ひ 給はなかった。 

卽ち膝 i:a たれば 地 を 潔め ざる を 得ない ので ある。 信者 信者 たれ ば^は 彼に 由て 聖 化されざる を 得ない 

ので ある。 彼は自 から 進んで 世と 交 はり 其 道に 從ひ其 颦に傚 ひて 聖化 を努 むる の 必要 はない ので ある。 

彼 は 山の 上に 建てられ たる 燈臺の 如くに 山の 上に 在りて 世の 暗黑を 照らす ことが 出來 るので ある。 信 

者の 俗化 敎會 の&: 落 は 多くの場合に 於て は自 から 世と 交 はりて 其 腐肷を 防止 せんとす るより 來 るので 

ある。 然れ ども 彼 は 此危險 を 冒す の 必要 はない ので ある。 彼 は 神の 食 はせ 給 ふ 十字架 を 負 ひ、 神の 这 

り 給 ふ 患難に 耐 へて 彼 は 居ながら にして 世を聖 化する ことが 出來 るので ある。 恰 かも 義人 ヨブが 共 荒 

れ はてし 家に 座し、 灰 を 被り、 瓦片を 取りて 其 身を搔 きながら 神の 遣り 給 ひし 試練に 耐 へて 能く 神の 

義と惠 と を 萬 世に 傳 へしが 如くに、 今の 信者 も 亦獨り ありて 世 を 照らし 其 汚據を 除く ことが 出来る。 

罪に 接せ ざれば 罪 を 除く 能 はすと 言 ふ 者 は 未だ 信の 奥義 を 知らざる 者で ある。 信 は 信で ある。 獨り在 

て有效 である。 信 は 地の 鹽 である。 盥 たらん と 欲して 努む るの 必要 はない ので ある。 「汝 死に 至る ま 
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で 忠信 なれ、 然 らば 我れ 生命の 晃を汝 に 賜 へん」 と ある (默示 錄ニ章 十 節)。 信者 は 世の 鹽 である 叉 光で 

ある。 獨り 在りて 其 保つ 所の 者 を ral く 保ちて 諸 邦の 民 を 治む る ことが 出來る (同廿 五 * サ六 節)。 

天 画の 律法 

馬 太 傳五章 十七 節 以下の 研究 

「律法 はモ ー セに. H りて 俥 はり 恩寵と 眞 理はィ ェ ス キリストに 由り て 来れり」 と ある (約 翰^ ー隶十 

七 節 )- 故に キリストの 福 昔に 律法 は 無い と 云 ふなら ば 誤謬で ある。 キリス トの幅 音に も 律法が ある。 

モ ー セの それよりも 遙か. に 深い 且つ 聖ぃ 律；^ が ある。 ィ ェ スは兹 に 天 園の 律法 を官； 給 ひつ、 あるので. 

ある。 使徒 ヤコ ブは 之を稱 して 「自由なる 全き 律法」 とい ふた。 束縛る ための 律法に 非す して 釋 放つ 

ための 律法で ある、 又强 ひられて 行 ふ 律法に 非す して、 愛に 勵 まされて 行 ふ 律法で ある (雅各 書 一章 サ 

1?： 節)。 

イエス の宣 たま ひし 天國の 律法 はモ ー セ の 律法 を壞 ちて 其 上に 建てられ たる 者で はない。 ィ H スは 

破壞 者で 無い。 彼 は 舊を壞 ちて 其 上に 新 を 築き 給 はない。 彼は舊 をして 其 精神 を發ぽ せしめ、 新と し 

つぶみ こぶ  もら  つぼ， ひ  お ？ て 

て 之 を 世に 供し 給 ふ。 蕾を壞 ちて 新たに 花 を 造り 給 はす、 蕾 をして 花と して 開かし め 給 ふ。 律法と 預 

言 者と を 廢す之 を 成就し 給 ふと 云 ふは此 事で ある。 方今の 哲學の 言辭を 以て 言 ふなら ば、 ィ H スはモ 


1 セの 律法 を 廢棄し 給 はす、 之 を 進化せ しめ 給 ふ。 モ ー セの 律法の 精神 を發 揮せ しめて 之 を 其眞正 _ の 

意味に 於て 行 ふこと を 得しめ 給 ふ。 

今 試に 之をモ ー セの 律法の 或る 條 項に 就て 例證 せん 乎、 十誡 第 六條に 曰く、  r 汝 殺す 勿れ」 と。 實 

に然 り、 然し 乍ら、 殺す と 云 ふこと は 肉體の 生命 を 奪 ふこと に 止まらない、 故な くして 其 兄弟 を 怒る 

ふんど フニん ひ V-., ざん： う  さク じん  そと つ こ 

こと、 其 事 も 亦 殺す ことで ある、 憤怒、 仇 恨、 誹畿、 讒謗、 是れ 皆な 殺人の 罪で ある、 殺人 は 外の (仃 

爲 では 無い、 內 の心狀 である、 人 を 僧む 者 は 彼 を 殺す 者で あると。 ィ H ス は.，. i 斯 くに 十誡 第 十 條を解 

釋し給 ふたので ある。 

然 らば 十誡 第 七條は 如何に。 「汝 姦淫す る 勿れ」 と ある、 然し 乍ら、 赛淫 すると は 止に 肉體を 汚す 

ことで はない、 邪念 を 以て 婦 (他人の 妻) を 見る 者 は 心中す でに 姦淫の 罪 を 犯した ので ある、 雙養、 

す-..; しゅ はう し  t でく. つい  でと V フ *0  こ ゝろ 

醉酒 〔 放肆、 汚據、 是れ 皆な 赛淫の 罪で ある、 兹淫も 亦 殺人と 同じく 外の 行爲 ではない 內 の心狀 であ 

る、 情 性の 汚れた る 者 はすべ て 姦淫 を 犯す 者で あると。 ィ H スは 如斯 くに 十誡 第 七 條を解 釋し給 ふた 

ので ある。 

同一 の 筆法 を 以て 亦 十誡 第 九條を も解釋 すべきで ある。 虚妄の 證據を 立つ ると は 法廷に 出て 法 と 

同胞と を 欺く ことば かりで ない、 誓約 を 立つ る こと、 其 事が 神と 他人と 自己と を 欺く ことで ある。 明 

日 ある を さへ 知らざる 人が 如何で 誓約 實行 を確證 する を 得ん や。 彼の 爲し 得る 事 は 唯 「主 もし 許し 給 

は f 我 此事或 ひ は 彼 事 を 行さん と 言 ふ」 事の みで ある。 十誡 第 九條を 完全に 守らん と 欲せば 誓約 は筢 

對 的に 之を廢 止せざる ベから すで ある。 

更らに 十誡 以外の 律法に 就て 言 はん 乎、 復 響は絕 鉢に 之を禁 すべきで ある。 人、 若し 我が 右の 顿を 

天 11 の 律法  .  一  ct 
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批 たば 亦 左の 頰をも 向けて 彼 をして 之を批 たしむべき である。 絕對的 無抵抗主義、 天國に 於て は、 軍 

備、 特察は 勿論、 民法 叉 は 刑法 も 亦 在る ベから すで ある。 

惡に抗 せざる に 止まらす、 更らに 進んで 惡人を 愛すべき である。 敵と 味方との 區刖を 立つ ベから す、 

味方 を 扱 ふが 如くに 敵 を 扱 ふべ し。 神が 其 日 を 善 者に も惡 者に も 照らし、 其 雨 を 義人に も 罪人に も 降 

らし 給 ふが 如く、 -ー  視 同仁、 以て 自己 を 愛する 者 を 愛する が 如くに、 自己 を 憎む 者 又虐遇 まし 迫害る 

者 を も 愛すべき である。 

以上 を 以て 天國の 律法 は盡 きたりと 言 ふので はない、 然し 乍ら、 以上に 由り て 天國の 律法の 一斑 を 

- ひか V  お き て  i さ  いんれい  す， 0 

窺 ふこと が出來 るので ある。 その モ ー セの 律法と 異なる 點、 その 之に 優る の點は 以上の 引例に 由て 推 

知す る ことが 屮： 来る。 十誡の すべて、 其 他、 舊 約の すべての 律法 は 以上の 範例に 由り て解釋 せらる ベ 

き 者で ある。 

依て 知る ィ H スが玆 處に宜 たま ひし 者の 天國の 律法の すべ てに あらざる こと を。 同時に 又 天 國の律 

法の 茴々 刖々 の 律法より 成る 者に あらざる こと を。 律法 は 一 である。 一 の 律法 を 種々 樣々 の 場合に 適 

い，、 た はふき はふで う  いひ あ； 

用 せんとして 幾多の 法規 法條が 在る ので ある。 此事を 最も 明かに 言 表 はした のが 使徒 ヤコ ブ である、 

人、 律法 を 悉く 守る とも 若し 其 一 に 躓かば 是れ 全部 を 犯すな り、 それ 姦淫す る 勿れと 一一 目 ひ 給へ る 

者 亦 殺す 勿れと 言 ひ 給 ひたれば、 汝等 _ ^港せ すと も 若し 殺す こと をせば、 律法 を 犯す 者と なる 也 

(卽ち 赛淫の 罪 を も 併せ 犯す 者と なる 也)  ， 

と ある (雅各 書 二. S 举十、 十一 節 )o 天國の 律法 は 之 を 一括して 考量へ なければ ならない。 是は 特に 殺人 を 

誡め亦 特に 姦淫 を誡 めた る 律法で はない、 是れは ss- を 其 本源に 於て 钆 明す ための 律法で ある。 故に 此 


罪 彼 咎を箇 々別々 に 箱く ための 律法で ない。 

此 S を 心に 留めて，、 所謂 「山上の垂訓」 を 以て 人の 過誤 を鞫 くた めの 法文と して 用 ゆる ことの 如何 

に不當 である 乎が 刺 明る。 ィ H スは玆 處に批 の 所謂 民法 乂は 刑法 を 定め 給 ふたので はない。 i し 又 人 

ありて ィ H スの此 律法 を 以て 他の 人 を 箱かん とする も、 其 は 到底 不可能で ある。 其 故 如何にと なれば、 

人 は 何人も 此 律法 を 以て 他の 人 を 箱く の资 格が 無い からで ある。 态淫の 故 を 以て 人を鞫 かんと 欲する 

者 は 自身 未だ 曾て  一 11 も 邪念 を 以て 婦人 を 見た ことの 無い 者でなくて はならない。 且又 律法 は 一 であ 

つて 殺人 も 亦 赛淫の 罪に 問 はるべき 者で あり、 而 して 故な くして 人 を 怒る 者 は 殺人の 罪 を 犯した る 者 

であるとの 事で あれば、 曾て ー囘 たりと も 憤怒の 罪 を 犯した る 者 は 殺人の 罪に 問 はるべき 者で あるが 

故に、 斯 かる 人 は 他の 人が 姦淫の S 非 を 犯し たれば とて、 之を騎 くの 资格を 有たない 者で ある。 若し 人 

ありて ィ H スの { 一 曰； たま ひし 此天國 の 律法 を 以て 他の 人を鞫 かんと 欲するならば、 共 人 は 右の， を fA- 

れし 場合に は 左の 頰を も轉 らして 之を批 たしめ、 裏 衣 を 要求 せらる X 場合に は 服 を も 提供し、 人の 

彼に 求む る 者 あれば 己が 所有の すべ てを與 へて 惜 まざる 者で なければ ならない。 若し 基督 信者が 此明 

ねなる 事實を 認めし ならば 彼れ が 今日まで 臆面もなく 犯し 來 りし、 イエスの 「山上の垂訓」 をリ、 て S3 

人を鞫 きて 得々 たるの 恐るべき 憎むべき 罪より 免が る i 事が 出来た であら ふ。 怒る ことの 殺人なる を 

忘れ、 まむ ことの 貪 焚なる ことに 氣が附 かすして、 己が 犯さ る C 幸に して) 罪 を 他人が 犯す を 見れ 

ば 旗鼓 堂々 として 之を責 むる が 如き、 是を 偽善の 行 爲と稱 せす して 何とか 稱 せんで ある。 ィ H スの昌 

へ 給 ひし 天國の 律法 を 以て 所謂 敎會法 (ecclesiastical  なる 者 を 制定し、 之 を 以て 此 世の 政府 

が 社會の 罪人 を 審^く が 如くに、 信者 を癰 刺く はィ H スの聖 法の 犬なる 濫用と 稱 せざるを得ない。 
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「我 來 りし は 世 を 審判かん ために 非す 世 を 救 はんため 也」 と 彼 は 御自身に 就て 一一 一一 C ひ 給 ふた (約 翰 傅 十二 

章 四十 七 節 )o 然る を 彼の 宜た まひし 雄 法 を 以て 人 を i 番判 くが 如き、 是れ 殺人 以上、 姦淫 以上の と稱 

せざるを得ない。 

：  ：  O0O000O00O00OO  ®©®3®3©a©3 

然らは 何のた めの 天國の 律法で ある 乎？ 他人 を鞫 くた めの 律法で はない、 自己 を 箱く ための 律法 

である。 人 は 3： 人 も 之 を 以て 自己 を 探り、 自己 を 55^ 明し、 自己の 何たる 乎 を 確むべき である。 雨す る 

ならば 人 は 何人も，. 推該 べきな くして 彼 は バウ 口 の 如くに 

蒂 なる 者 は 我れ、 卽ち我 肉 (肉的 自我) に 在らざる を 知る 

と 神の 前に 白狀 せざる を 得ざる に 至る ので ある (羅馬 書 二 章 一節、 同 七 章 十八 節)。 而 して 此 苦しき 白狀 

に 由り て 彼 は キリストに 顯 はれた る 神の 赦 罪の 福 昔に 接し、 玆に 始めて 天國の 市民の 第一 の 資格、 卽 

ち 心 靈の謙 下 を 得て、 平和の 生涯に 入る ことが 出來 るので ある。 ィ H スは 彼の 救. 河に 與ら ざる 者と 雖 

も實 行し 得る 律法と して 之を宣 たま ふたので はない。 一は 之 を 以て 各自 己 を ssi 彈 せしめ、 己が 罪 を發 

か，、  す,、 ひ ぁづ  二  ナ くひ 

覺 して 神の 子の 救 濟に與 からし めんがた めに、 一 一に は 斯の救 濟に與 りし 者が 聖靈の 恩 化に 由り 終に 實 

行し 得る に 至る ものと して、 此 完全 無缺、 純粹 無雑の 律法 を宜 たま ふので ある。 

天國の 律法で ある、 福 昔の 一部分と しての 律法で ある。 故に 是は福 昔の 立場より 解釋 し、 又 福音の 

精神 を 以て 適用すべき 者で ある。 

我 れ 矜恤 を-欲 み て 祭祀 を 欲ます 

みこ、 ろ いひ あら ホゼァ 

と は 一言 以て 明かに 神の 聖意を 言 表した る ものである (馬 太 傳九章 十三 節， 同 十二 章 七 節. 何. 西 阿 書 六 章 六 

節)。 神 は 人が 祌に對 する 時に 此 精神 を 以てせん こと を 欲み 給 ふ。 叉祌 御自身が 人に 對 する 時に も此 


精神 を 以てし 給 ふので ある。 祌は 人が 他人に 對 して 矜恤を 施さん こと を、 御自身に 對 して 祭祀 を 奉ら 

-5  も はれ ふ 

ん ことよりも 欲み 給 ふので ある。 而 して 亦 御自身に 在りても 矜恤を 人に 施す こと を、 人が 御自身に 對 

して 役 へまつ る ことよりも 欲み 給 ふので ある。 卽ちィ H ス キリスト の 御 父なる 眞の祌 に 在りて は與 

ふるが 前にして 受 くるが 後で ある。 役 ふる は 役 へらる \ に 優 さるの 幸福で ある。 隨て 神の 立場より 見 

て、 信仰 は道德 よりも 旰要 である、 憐愁は 正義よりも 貴く ある。 故に 天 國の福 昔を宣 給 ふに 方て ィ H 

スは先 づ天國 の 律法 を宣 たま はすして、 之に 入る 者の 祝福 を宣 たま ふた。 「福 ひなる 哉」 と は 彼の^ 

口 第 一 番の 言葉であった。 而 して 此事を 心に 留めて 五 章 十七 節 以下の 天 園の 律法 を 以て 所謂 「山上の 

垂訓」 の 子と なすの 甚だ 誤れる を 知る ことが 出来る。 トルストイ 伯の 墓 督敎の 解釋の 根本的 誤 謹 は 

玆に 在る と 言 はざる を 得ない。 彼はィ H スの 敎訓の 心 を 彼の {ー且 たま ひし 律法に 取れて、 福音の 全景 を 

見損 ふたので ある。 而已 ならす、 彼の 此 誤解に 由り て 福音 は 福 昔に あらす して 重き 東 荷と 化する ので 

ある。 卽ち 肉の 人間に 不可能 事 を 強て 其 罪 を 鳴らす に 止まった ので ある。 然し 乍ら、 ィ H スは如 W く 

にして 天國の 律法 を 我等に 提供し 給はなかった ので ある。 彼 は 福音の 一方 面と して 之 を {ー几 たま ふたの 

である。 矜恤は 彼の 第 一 の 要求で ある。 而 して 第 一 に 矜恤を 要求し 給 ふ 彼 は 心の 柔和なる 者に して、 

人に 矜恤を 施す を 以て 最大 最後の 目的と なし 給 ふ 者で ある。 

あはれ み こ <3  まつり 二の 

我れ 矜恤を 欲み て 祭祀 を 欲ます 

あはれ み  よこいと  たて いと 

と 彼 は 重ねて 言 ひ 給 ふた。 矜恤は 彼の 生命の 緯 であり 又經 であるの である。 

斯 かる 矜恤の 主の 定め 給 ひし 律法で ある、 之 を 律法 的に 解釋 する の 非なる は 言 はすして 明かで ある。 

あはれ み ほどこ  あはれ 

夭 國の 律法 は 矜恤を 施す ための 律法、 矜恤に 導く ための 律法、 矜恤ん で 適用すべき ための 律法で ある。 
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其靠 を辨 へす して 敎會は 恐るべき 神の 律法 を 地上に 布く 爲の 機關 であるかの 如くに 思 ひ、 基督 信者と 

は キリストに 代りて 地上に 人 を 騎 く 者で あると 思 ふが 如き、 是れ 聖書の 大濫 S 、 福 昔の 大 誤解と 言 は 

ざる を 得ない。 

我れ 矜恤を f み て祭祀を欲ます 

§^,書解釋の鍵は玆に在る、 之 を 以てして 聖書の 寶庳を 開かん 乎、 其 中より 生命の 甘 泉 は 流れて 止ます、 

好き 珠と 航 高き 1IM 珠とは 其 中に 山積し、 汲め ども 涸す、 掘れ ども 蕴す、 我等 は 生きて 永遠に 至り、 

富んで 其 終る 所 を 知らないの である。 


Sid  一一 一  ra  T  角 

馬 太 傳五章 二十 八 節 


おら ひ S- 


性愁の に 就て 語る は 決して 快き 事で はない。 之に 大 なる 危險が ある。 罪 を 語て 却て 罪 を 想起 さし 

むる の 危險が ある。 我等 は 深き 注意 を 以て 此 種の 研究 を爲 さなければ ならない。 

乍然、 性愁の に關 する 研究 は 全然 之 を 避く る こと は 屮：： 來 ない。 之 は 此^に 最も 有 勝なる s§ である" 

人 は 此^に 於て 潔白であって 始めて すべてに 於て 潔白で あるので ある。 姦淫 は 最も 隠微なる 罪で ある。 

之 を 排除す るに 深き 思 盧と惹 き 乎 練と を 要する。 


何 をか^ 淫と云 ふとの 問題に 對 して イエ スは 断う 答へ 給 ふたと 馬太傳 は. 傳 へて 居る、 卽ち 

凡そ 婦を 見て 色情 を 起す 者 は 中心 已に^ 淫 したるな り 

と (五 章 二十 八 節 )o 若し 此の 譯文 にして 誤りな くんば、 扯に 姦淫 を 犯さざる 者と て は 一人 も 無き に 至 

るので ある。 而 して 多くの 誠實 なる 信者 はィ H スの此 言 を 以て 己れ を 責め、 己れ の 神の 前に 立て 姦淫 

の 罪人た る を 免 かる 能 はざる を 知り、 苦悶、 叫號、 以て 偏へ に 彼の 赦免に 與 らんと 欲する ので ある。 

然し、 イエス は rai^ して 斯 かる 言 を 發し給 ふたので ある 乎、 我等 は 兹に其 事 を 明瞭に したく 欲 ふので 

ある。 我等 は 勿論 姦淫の 罪を輕 く視ん とする ので はない、 然し、 イエ スの首 を 誤解して、 si- の 輕重を 

誤る の 虞が ある。 罪に 勝つ の 途は其 罪 を 明かに する にある。 罪 を 罪 以上に て、 或 ひ は 難 以下に 見て- 

我等 は 一 暦强く 之に 惱 まさる &の である。 

是れ 我等 サタンに 勝たれ ざらん 爲 なり、 我等 彼の 詭計 を 知らざる に 非す 

とパ ゥ 口 は 言 ふて 居る (哥林 多 後 二の 十一 )。 聖書の 誤譯は 多くの場合に 於て 惡 魔の 詭計に 力 を贷す 者で 

ある。 

婦を 見て 色情 を 起す は 善き 事で な いのは 勿 41 である、 然し、 是 れ泰淫 である 乎、 北ハ 事が 問題で ある 

ので ある。 ィ H スは 普通の 日本 譯の 聖書が 示す が 如くに 敎へ給 ふたので ある 乎。 

余 は 雨う でない と 思 ふ。 馬 太 傳五章 二十 八 節 は 爾ぅ譯 すべき もので は 無い と 思 ふ。 之 を 正確に 譯す 

れば 左の 如くに 成るべき 者で あると 思 ふ、 

凡そ 色慾 を 遂げん とて 婦を 見る 者 は 中心 巳に 姦淫した るな り 

と。 希 職 語の pros  to  epithumUsai を婦を 見ての 結果と なし、 「色情 を 起す 者」 と譯 せし は大 なる 

誤 露 正解  ニー 二 


w  一？ s 苦 0  究  一一 w 

誤譯 であると 思 ふ。 婦を 見ての 結 Bi^ ではない、 を 見る の 原因 卽ち 動機で ある。 若し 「色情」 の 文字 

を 保存 せんとな らば ラゲ 氏の 譯の 如くに 

總て 色情 を 起さん とて 婦を 見る 人 は 云 々 

と譯 すべきで ある。 然し 「色情 を 起さん とて 婦を 見る」 と は 奇異なる 心理 狀態 である。 epitliumc6 は 

愁を 起す に 止まらない、 慾 を 遂げん とする 念 を 起す ことで ある。 故に 更らに ー步を 進め 余の 譯せ しが 

如くに 譯 すれば 意味 は 一 暦 明瞭になる ので ある、 

凡て 色愁を 遂げん と 欲して！！ を 見る 者 は 中心 已に 姦淫した るな り。 

而 して ィ H スの此 言の 正當 なる は 何人も 担む 能 はざる 所で ある。 罪は單 に行爲 ではない、 又 意志で あ 

る。 衷に靡 を 企て &罪 は已に 熟した ので ある。 其 遂行と 否と は單に 境遇の 問題で ある。 ィ H スは罪 は 

すべて 之 を 人の 意志に 歸し給 ふたので ある。 外に 現 はれた る 其の 動作に 由て 定め 給はなかった ので あ 

る。 此の 場合に 於て は 色愁を 遂げん とした 其 動機が 已に 姦淫 を 構成す ると 敎へ給 ふたので ある。 . 

断く 解して (而 して 文法 上 斯く解 せざるを得ないと 思 ふ)、 ィ H スの此 訓誡の 決して 至難 を 要求す 

る 者で ない 事が 判明る ので ある。 婦を 見て 色情 を 起す ことが ra^ して. 姦淫で あるか 否や は此 一 節の 敎ふ 

る 所ではない。 此 節の 明白に 敎 ふる 事 は 情慾 遂行の 動璣を 以て 婦を 見る 者 は 其 時已に 心の中に 姦淫の 

罪 を 犯した ので あると 云 ふ 事で ある。 ィ H スの此 首 を 以て 婦人の 一瞥より 來る 情愁の 聯想 を 以て 蟲淫 

罪と 認 むる 事 は 出来ない。 斯く爲 して 自他 を資 むる の は此聖 語の 濫用で ある、 少く とも 誤用で ある。 

ル， 'テルが 曰 ふたことが ある、 「余 は 鳥が 余の 頭の 上 を 飛ぶ こと を妨 ぐる こと は出來 ない、 然し 余 

は 彼 をして 余の 頂に 巢を 作らし めない」 と。 謂 ふ 意 は是れ である、 卽ち 聯想に 因る 罪 念の 喚起 は 之 を 


ぐるの 途 はない、 然れ ども 之 を 我が 意志と なし、 其實 行と なりて 現 はれん こと は 余の 堅く 誡 めて 許 

さない 所で あると。 色情 を 喚起 せらる X 事 は 避け 難い かも 知れない、 乍然、 其の 我が 意志と 成りて 我 

に 實行を 促さん 事 は 我の 許さ る 所で ある。 我は此 意味に 於て 婦を見る も^*^淫を 犯 さすして it むので 

ある。 

更ら に叉此 節に 於て 注意すべき もの は r 婦」 と譯 せられし 原語で ある。 II 布臘 語の gunC> は單に 女性 

をい ふの 詞 ではない。 哥林多 前書 七 章 一 一節に 

人 は 各自 其 妻 を 有ち、 女 も 各々 其 夫 を 有つべし 

と ある 「妻」 と譯 せられし 原語 は gun5 である。 又 以弗所 書 五 章廿ニ 節に 

婦 (妻〕 なる 者よ、 主に 服 ふが 如く 己が 夫に 服 ふべ し 

と ある r 婦」 と譯 せられし 原語 も 亦 同じく 此 guiiG である。 而 して 同じ 馬 太傳の 第五 章に 於て 我等 

が 今 鼓處に 研究し つ、 ある 一 節の 直ぐ 後に ある 

凡そ 人 その 妻 を 出さん とせば 云々 

と ある 其 「妻」 なる 詞も 亦此 g-SIG である。 故に 「婦を 見る」 と は 「妻 を 見る」 と譯 する 事が ぉ來る 0 

而 して 此 場合に 於て は 他人の 妻 を 見る 事で ある は 一一 目 ふまで もない。 而 して 斯く 解して 此 節の 意味 は更 

ら にー曆 明かに 現 はれて 來 るので ある、 

凡そ 色情 遂行の 動機より して 他人の 妻 を 見る 者 は 云々、 

と。 是れ 確かに 姦淫で ある。 十誡 第 七條の r 汝 1^ 淫 する 勿れ」 に 加へ て 其 第十條 「汝 その 隣人の …… 

妻 を 貪る 勿れ」 を 破る 事で ある。 r 惡 しき 眼 を 以て 他人の 妻 を 見る 事」、 是れ 明白なる 淫の であ 
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る 0 

ィ ェ スが兹 に誡 め：^ ひし。 4 の 實例は 之 をへ テ人ゥ リャの 妻なる バ テシバ に對 せし ダビデの 行 爲に於 

て 見る ので ある。 事 は 撒 母 耳 後書 第 十 一章に 於て 明かで ある。 讀 者の 之に 就て 讀 まれん こと を^む。 

余 は 玆に此 一 節 を斯の 如くに 改譯 して 色情の 聯想 を 無害 視 せんとす るので はない。 使徒 ヤコ ブの曰 

ひしが 如く 

愁已に 孕みて 罪 を 生み、 罪 巳に 熟して 死 を 生む 

ものなる が 故に (雅各 一 の 十五)、 罪 は 其 胚胎の 前に 之 を 除くべき である。 罪の 想起 は 其 胚胎で ある。 未 

だ 罪と なりて 生れす と雖 も、 然 かも 罪の 種子と して 其 排除 を努 むべき である。 最も 安全なる 事 は の 

思念 さへ も 起さない ことで ある。 ィ H スは 此淸 淨の狀 態に 於て 在り 給 ふたので ある。 我等 も 亦 彼と 同 

じく 此狀 態に 達せん こと を 期すべき である。 

然しながら 我等 は 聖書の 一一 目 を 其 意義 以上に 解して 自己に 無 3. 被の 苦悶 を 招いて はならない。 

エホバ は 我等の 造られし 狀を 知り 

我等の 塵なる こと を 念 ひ 給 ふ 

と ある (詩篇 百 三の 十四)。 神 は 我等より 不可能 を 要求し 給 はない。 防ぎ 難き 慾 念 の 聯想 を以 て 之 を 

と は 認め 給 はない。 罪 は 想の 更らに 一歩 進んだ 者で ある。 此事を 知て 我等 は 無益の 苦悶より 免 かる. - 

ことが 出来る。 而 して 同時に 又惡 魔の 詭計に 對 して 有力なる 作 戰計畫 を 立つ る ことが 出来る。 余 は-舟 

たび バウ a の 雷 を 繰返して 曰 ふ、 

是れ 我等 サタンに 勝たれ ざらん が爲 なり、 我等 彼の 詭計 を 知らざる に 非す、 


と o 

天國 の宗敎 

馬太傳 六章自 一節 至 十八 節 

愼 めよ、 汝 等の 義を、 人の 前に 爲さ る やう、 彼等に 見られん がた めに、 若し i 、一ら すば、 報 賞 を 

得 じ、 汝 等の 父より、 天に 在ます。 馬 太 傳六章 一 節。 

r 愼 めよ」 注意せ よ、 何人も 陷り 易き 誘惑 なれば、 汝等も 之に 陷ら ざる やうに 注意せ よ。 

r 義」 單に 正義と 云 ふに 止まらす、 すべて >義 き 事 を 云 ふ。 聖 a" に 在りて は 「義」 は廣き 意味の 有 

る辭 である。 淸廉 潔白と 云 ふが 如き 單に 不義 を爲 さない と 云 ふ 事で はない。 義は義 しき 關係 である。 

人が 神に 對 する 關係、 相互に 對 する 關係、 叉 自己に 對 する 關係、 又 神が 人に 對し 給ふ關 係、 等の 關 

係の 正當 なる 者 をす ベて 義と云 ふので ある。 故に 情 を 離れた る 乾燥無味の 正義で はない、 情 を 含みた 

る溫 かき 活ける 義 である。 故に 謂 ふ、 

神は義 しき 者なる が 故に 必す 我等の 罪 を 赦し給 ふ 

と (約 翰笫 一書 一章 九 節 )0 神の 義は 人の 義とは 異なり、 罪 を 罰する 者で は 無くして 之 を赦す 者で ある。 

神 は 正しき 1<? なる が 故に 恐るべき 者に 非す して 愛すべき 者で ある。 彼 は 人に 對 して 義 しき 蘭 係 を 保ち 
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給 ふが 故に、 卽ち 父が 子に 對す るの 關係を 保ち 給 ふが 故に、 人 は 悼ら すして 恩寵の 座に 来るべき であ 

る。.. 

父が， 其 子を憐 むが 如く、  H ホバ は 己を畏 る、 者 を 憐み給 ふ 

と ある (詩篇 百三篇 十三 節)。 祌の 人に 對し 給ふ義 は、 父の 其 子に 對 する 關係、 卽ち 憐愍、 撫育、 指導と 

して 現 はる-" ものである。 

而 して 神、 祌 たらば、 人、 人た るべき である。 神の 人に 對し 給ふ義 は、 父の 其 子に 對 する 關 係で あ 

そんけい ふくじぬ う r でフし 

るなら ば、 人の 神に 封す る義 は、 子の 其 父に 對 する 關 係であって、 卽ち 尊敬、 服從、 奉仕で あるべき 

である。 人が 神に 對 して 爲 すべき 事、 共 事が 馬 太 傳の此 場合に 於け る義 である。 普通 一般の 言 辭で以 

て 首 ふなら ば 宗敎的 義務で ある。 祭事と いふの は此 事で ある。 卽ち 人が 特別に 神に 對 して 爲す事 であ 

る。 而 して 神が 

あはれ ふ この  まつり 

我れ 矜恤を 欲み て 祭祀 を 欲ます 

と霄ひ 給 ひし は、 人が 神に 對 して 爲 すべき 事と して、 彼 は、 人が 御自身に 對 して 爲す 祭祀よりも 彼等 

が 相互に 對 して 爲す矜 恤の行 爲を嘉 し 給 ふとの ことで ある。 

「愼 めよ、 汝 等の 義を 人の 前に 爲 ざる 樣 云々」 汝 等が 神に 對 して 爲 すべき こと を、 神に 見られん 

とせす して、 人に 見られん がた めに、 人の 前に ハ ざる やうに 慎めよ との 意で ある。 今日の 普通の 言 辭 

を 以て 言 ふなら ば、 汝 等の 宗敎 的行爲 をして 世人の 注意 を惹 くた めに 所謂 社會的 運動たら しむる 莫れ 

と 謂 ふこと である。 卽ちィ H スは玆 に 特に 宗&の 俗化 を 誡め給 ふたので ある。 宗敎— 人が 神に 對 して 

爲 すべき 義— は是れ 神に 見られん がた めに 神の 前に 爲 すべき 事であって 人に 見られん がた めに 人の 前 


に爲 すべき 事で はない。 故に 宗敎が 「お祭り」 に變 じ、 所謂 年中行事の 一 と 化せし 時に、 宗敎 は-: ポ敎 

で 無くなり たので ある。 

然し 乍ら 寨實は 如何に？ 偶像 敎の事 は 措て 問 はす、 基督 敎其物 さ へ も、 今や 全然、 ィ H ス の此耍 

求に 反き たる 者と 化した ではない 乎。 所謂 墓 督敎的 運動なる もの、 其 所謂 大擧傳 道.， 慈善 運動、 貴顯 

紳士 招待 會 …… 是等は 皆な、 特に 人に 見られん ために 人の 前に 爲 さる. -事 ではない 乎。 若し 信者の 或 

者に して 斯 かる 如何 はしき 運動に 加 はらざる 者が あれば、 斯 かる 人 は 基督 信者に すら 隠遁 者、 神祕者- 

非活動^}^ の 名を 附け ら れ て 嘲け ら れ る で は な い 乎。 今 や 公然た らざ る傳道 は 傳道 と し て 認 め ら れ な い 

ではない 乎。 新聞紙に 稱揚 られ、 人口に 膾炙 せらる k ことが、 祌の榮 光を顯 はすこと であると 稱る \ 

ではない 乎。 宗敎 を社會 運動と 成す 勿れ、 人の 評判 を 慎めよ、 公衆の 喝采 を 避けよ との 救 主の 明. E た 

る 訓誡 は 忘却 せられて、 其 正 反對が 主の 名 を 以て 敎會 の權 能の 下に 行 はれつ X あるので ある。 狗に主 

の 一一 一一 11 ひ 給 ひしが 如く、 

人の子 臨らん 時、 信 を 世に 見ん や 

である (路加 傳 十八 章 八 節)。 今や 信者の 義は、 彼等が 祌の名 を 以て 爲 しつ & ある こと は、 大抵 は、 社會 

運動と して、 人に 見られん がた めに 人の 前に 爲 されつ X あるので ある。 

「報 賞」 報 賞に 人より なると 祌 よりなる とが ある。 人に 見られん ために、 人の 前に 爲 して 人より 

の 報 賞が 無いで は 無い。 「大に 社會を 益す」 とか、 「其 勢力に 恐るべき 者 あり」 とか、 「其 權能 侮る ベ 

からす」 とか 云ふ稱 讚の 辭を 以て 評論家と 新聞記者と は社會 運動と しての 宗 敎を迎 へる。 然し 乍ら、 

是れ 人の 施す 報 賞で ある。 上より 臨る 報 賞 は 仁愛、 平和、 喜樂、 忍耐、 其 類で ある。 是れ 「天に 在す 
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汝 等の 父より」 臨る 報 賞であって、 此贲き 報 賞に あからん と 欲せば、 我等 は 我等の 義 (信仰的 行爲) 

を 人の 前 を 避け て 1! 微た る に鑒 たま ふ 神 の 前に 爲 さなければ ならない 。 社會的 運動と し て の 宗敎! 動 

に 加 はりて 我等に 信仰的に 何の 得る 所 はない。 斯 かる 運動に 從 事して 得る 所 は 僅かに 世俗の 拍手 喝 (.1^ 

である、 而 して 之に 伴 ふ 堪え難き 心靈の 貧困で ある。 

神に 對し て爲 すべきの 義務 は斯 くの 如くに して 爲 すべきで あれば 施濟 (慈善) は 之を靜 かに 人の 服 

を 避けて 爲 すべきで ある。 今日の 孤 兒院ゃ 救世軍が 爲す やうに、 筑を 吹き 太鼓 を 鳴らして 世の 注意 を 

自己に 惹 くべき でない。 斯 かる 慈善事業に 益が 全く 無いで は 無い、 然し 乍ら、 其 害た る ゃ赏に 甚だし 

パレ 1- ド  ほどこし 

き 者で ある。 世 道 人心 を 害する ことにして 善 を 誇示す るが 如き は 無い。 之に 由て 施濟は 全然 施 it で 無 

くなる ので ある。 人 はた ビバ ンを 以て 生く る 者に 非す、 多数の 施 者 を心靈 的に 飢 しめて、 少数の 被 施 

； J!<ii を 養 はん とす る 今日の 慈善 寨 業な る 者 は譽む ベ き赞 成す ベ き 事業で はない。 

施濟 (慈善) が 雨う である、 祈禱 も 亦 繭う である。 祈禱は 今や 一種の 技術で ある。 祈禱の 上手が 

ある、 下手が ある。 或る 敎會に 於け る 1^ 禱の 如き は專門 家に あら ざれば 到底 行す 能 はざる 事で ある。 

聲の 調子、 樂譜の 高低、 唱歌 隊、 獨吟、 合唱 …… 祈禱は 今や 昔樂の 一部で ある、 美術で ある。 隠微た 

るに 鑒た まふ 神に 聽 かれんた めの 祈禱 ではない。 人の 感覺を 喜ばせん ための 祈禱 である。 イエス は玆 

に rk 複語を 言 ふ 勿れ」 と 明白に 敎へ給 ひしに 拘 はらす、 或る 敎會 の祈禱 文の 如き は篾複 語 を 以て 充 

A ち  ，ぐ りん その ま ゝ 

滿て 居る (『公 敎 會祈禱 文』 參考 )。 信者の 祈禱は 彼の 心の 切なる 祈願 其 儘の 發表 である。 「天に 在す 

我等の 父よ」 と、 信者 は 子が 父に 語る が 如くに 天に 在す 我等の 父なる 神に 祈るべき である。 是れに 抜 

術 も 練習 も 要った もので はない、 飾の 無い 心情 有の 儘の 祈 III、 其れが 基督 信者の 祈禱 である。 余輩 は 


羅馬 天主 敎會 ゃ英 國聖 公會 の 祈禱文 を讀ん で 子が 父に 語る が 如くに 感ぜす して、 臣下が 皇帝の 前に 伏 

奏する が 如くに 覺 ゆる。 

斷食 する 時 も 亦 雨う である。 若し 斷食を 要する 場合が あるならば、 人に は斷 食せ ざるが 如くに 兒 

せて 爲 すべきで ある。 

憂き 容を する 勿れ …… 首に 膏を 塗り、 面 を 洗へ 

くぎ や *3 お のれ く&  せま  ラな がさ  W のづ 

と。 斷食は 苦行 を 自己に 課して 神に 願意の 採用 を逼る ことで はない、 靈の 要求に 促れ て自 から 爲すこ 

とで ある。 故に 之に 何の 功德の あるべき 害 は 無い。 斷 食を爲 した 故に 祈 禱が聽 かる \ の ではない。 熱 

心 の 餘り 食欲が 自 から 中止す るより 來る斷 、；屎 である。 墓 督信 者に 宗規と して の 斷食は 無 い 苦で ある。 

彼等が 若し 斷食 する？ f 合に は、 自由に、 任意 的に 爲 すので ある。 斷食を 祈禱の 必要 的條 件と 見る こと 

は 新約聖書の 示さ る 所で ある (馬 太傳九 堂-十四 節 以下 參 照)。 

勿論 以上 を 以て 人が 神に 對 して 爲 すべき 事 (義) は盡 きない。 然れ ども 之を爲 すの 精祌は 之に 巾て 

觀て 明かで ある。 祌に對 して 爲 すべき ことで あれば、 人に 見られん がた めに 人の 前に 爲 すべから す、 

然 らば 隠微た るに 驚た まふ 雨の 父 は 明 顯に報 ひ 給 ふべ しとの 事で ある。 祌に對 する 義務、 卽 ち」： 示教 的 

道徳の 精神 は 之に て盡 きて 居る ので ある。 日を睹 るよりも 瞭 である。 然し 乍ら、 顧ら れ ざる 訓誡に し 

い i しめ 

て斯の 訓誡の 如き は 無い。 殊に 多數 政治の 行 はる i ん 「日、 ィ H スの 心靈 的宗敎 さへ、 多 數の赞 成に 由 

りて 其 勢力 を 維持 せらる \ が 如くに 思 はれ、 明 顯に之 を i? へ ざれば、 之 を 信ぜざる が 如くに 信ぜら る 

"ひ. h  あき. U ら おも 

るに 至りし は 最も 歎 か はしき 事で ある。 余輩が 西洋人、 殊に 英米人の 基督 敎に搛 す 思 ふ 主なる 理由 は、 

いんび てき しんれいて き 

其、 隱微 的、 心靈 的なら すして、 公衆 的、 政治的、 社會 的なる に 在る。  . 
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耶蘇の 祈 禱 と 其 註解 

天に 在し ます 我 儕の 父よ、 

願く は 爾の名 を 尊 ませ 給へ、 

爾の國 を 臨ら せ 給へ、 

爾の 旨の 天に 成る 如く 地に も 成らせ 給へ、 

我濟の 日用の 糧を 今日 も 我 擠に與 へ 給へ、 

我 濟の罪 を 免す に 我 儕に 罪 を 犯す 者 を 我 儕が 免す 如くな し 給へ、 

我 儕 を 誘惑に 導き 給 ふなく、 反て 我 儕を惡 より 拯ひ 出し 給へ、 亞 孟。 

『天/ 

天と は 蒼穹を 意味す る 者に 非す、 宇宙 全體が 神の 棲 家なる が 故に 彼に 取りて は 天地の 別 あるな し。 

或 人 曰く 宇宙の 中心 は參 宿の 中ハ ル シ オン 星の 邊 にあれば 祌の齊 座 も 亦其邊 にあらん と。 夫れ 或は 然 

らん。 恰も 人の 生命 は 彼の 全身 を充 たす と雖も 主として 腦髓 に^するが 如し。 神の 精 は 宇宙の 中心に 


凝 在す との 說は 一 片 の臆說 として 斥く ベから す。 然れ ども 余 は 思 ふ、 此處に 所謂 天と は 地琐的 叉は歷 

學的 の 場所 を 指す も のに あらす して、 神の 聖意 の 完全に 行 はる \ 道德的 境遇 を 謂 ふ も の ならん と。 而 

して 祌は 宇宙 孰れの 處 にも 存 する なれ ども、 彼 は 特別に 淨 潔の 域に 在す と 云 ふ を 得るな り。 恰も 彼 は 

惡 人たり とも 見捨て 給 はすして 是を 擁護し 給 ふと 雖も 特別に 善人と 共に 在す と 云 ふ を 得る が 如し。 無 

限の 宇宙 は 神の 住家な り、 然れ ども 神 は 特別に 善人の 在る 處に 在す、 天と は 蓋し 如 此所を 指すな るべ 

し。 其 天體中 孰れに あるか は 知ら ざれ ども、 無邊の 宇宙、 何處 にか 神の 聖 意の 完全に 行 はる 所 あるな 

るべ し、 是れ 吾人の 住する 此 不完全 極まる 地球に あらざる は 明かな り。 

『我 儕の 父』、 

神 は 我 倚の 王、 我 倚の 主なるの みならす、 亦 我 儕の 父な り。 彼 は 神聖に して 犯すべからざる ものな 

れ ども 亦 近くべからざる ものに あらす。 言 あり 曰く、 ッ ラン 人種の 神 は 怖るべく 宥 むべき の 神 なれ ど 

もァ ー リャ人 極の 神 は 愛すべく 親しむ べきの 祌 なりと。 神 を 父と し 呼ぶ に 及んで 吾人の 人生 觀に 大變 

革の 臨る を覺 ゆ。 彼は宥 むべ からざる 運命の 神に あらす、 叉 雷 筵の 威嚴を 以て 彼の 帝座 を 護る 世の 帝 

王の 如き 者に あらす。 彼 は 威 ある 者 なれ ども 亦矜恤 ある 者な り。 彼の 大權能 は 大慈大悲と 伴 ふ。 『父 

なる 神』、 此 一句に 無限の 慰藉 あり。 

『雨の 名 を 尊 ませ 給へ』、 

凡て 善なる 事、 凡て 眞 なる 事、 凡て 美なる 事は牧 めて 神なる 一語に 存す。 波斯 人の アフラ マ ズタ、 

猶太 人の エホバ、 希 職人の ヂ ウス、 羅馬 人の ジ ュピタ I、 等 は 是を崇 むる 民の 理想 を 込めし 語な り。 

神の 名 を 尊む 事 は 吾人の 理想 を 追求す る 事な り。 眞、 善、 美 は 神の 性に して 活ける 獨ー 無二の 神 を 離 
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れて露 正の 哲擧 なし、 道德 なし、 美術な し。 夫の 無神論 的 哲學に 敬虔の 念な く、 無 宗敎的 美術に 尊せ -小 

の 念の 表すべき なき は 全く 是が爲 めな り。 神の 名 を 尊崇せ しむる に 至る は 家庭、 社會、 國 家の 神聖 を 

来たす ことにして、 此 一 事 を 怠て 世の 所謂 改革 事業なる もの チ氷久 に 成功す べきの 理 なし。 

『爾 の國を 臨ら せ 給へ』、 

神の 國は 理想の 完全に 行 はる >- 所な りと は 前に 述べし が 如し。 其 来て 此罪惡 を 以て 充ち滿 ちた る 地 

に 臨まん こと は 人類 最大の 希望な り。 理想的 國 家の 建設 は 吾人 何人も 日夜 渴 する 所なら す や。 ifjl! 人 

の X 布 願に して 何物 か 此の 如く 切なる もの あらん や。 吾人の 心より 憂愁の 絕 えんこと、 吾人の 眼より 淚 

の 拭 はれん こと、 仁 道 は 全社 會に 行き 涉 りて 世に の 膏血 を 絞る の贵族 豪商 あるな く、 暴主虚 中： は 彼 

等の 劍を收 め、 偽 人 は勳章 位階に 誇て 義士 は 饑渴に 泣く の慘 事な きに 至らん こと、 n だれ 吾人 心底の 深 

所より 發 する 希 願の 聲 ならす や。 

神 敷、 我心 慕爾 

猜如鹿 之 慕 溪水兮 

我心 渴慕於 神、 卽慕 活祌也 

我 何時 可 至 而現於 神前 兮 

書： 夜 之 間 我以淚 爲食兮  , 

(詩篇 第 S 十二 篇) 

『雨の 3" の 天に 成る 如く 地に も 成らせ 給へ』、 

是れ前 句の 意 を 一 暦 明白に 言 ひ顯 はせ しもの なり。 神の 國の此 地に 臨る と は 彼の の此 地に 行 はる 


る を 云 ふなり。 神意 は 無^の 愛な り、 其 終に 此 地の 法律と ならん こと を 祈るな り。 神に 眞理の 光輝 あ 

り、 然り祌 は 眞理其 物な り、 吾人 は 水の 大洋 を掩 ふが 如く 眞理 が此 地上に 普ね からん こと を 祈るな り。 

神の 聖 きが 如く 人類の 悉く 潔 からん こと を、 神の 智 きが 如く 吾人 も智 からん こと を、 卽ち 人類の 社會 

が道德 的に 發 達して 終に 天國の 如くな らんこと を。 而 して 是れ 夢想家の 希 願に あらざる なり。 神意 は 

徐々 として 此 地に 行 はれつ i あるな り。 未だ 甚だ 不完全なる 人類の 社會 なりと 雖も 過去 六 千年 を 通過 

して 是に 偉大の 進歩 ありし こと は 何人も 疑 ふ 能 はざる 所な り。 奴隸 制度 は廢 せられたり、 多妻の 蠻風 

は 年毎に 人の 忌避す る 所と なりつ X あり、 三百 年 前の 昔、 若し 軍備 廢 止の 提議 を 爲す者 ある も 何人 か 

- 耳を倾 けし 者 あらん や。 此 地の 化して 天國の 如くに 成らん こと は 決して 希望な きの 希望に 非す。 吾人 

が 革 進を唱 ふる は 其 終に 事實 となりて 世に 行 はれん こと を 確信 すれば なり。 此 希望と 此 確信と なくし 

て 何人が 起て 社 會の更 革 を 叫ぶ 者 あらん や。 

『尊 ませ 給へ』、 liagiastliC き， 『臨ら せ 給へ』、 elthas, 『成らせ 給へ』、 genetliC き， 悉く 受 動詞な り。 

其 意 蓋し 神が 吾人 を援 けて 善事 を爲し 遂げし め 給 はんこと を 祈る にある なるべし。 吾人の 欲する 所 は 

神が 壓制 的に 世 を 改造し 給 はん 事に あらす して、 彼先づ 吾人々 類に 高潔なる 意志 を 給 ひ、 而 して 吾人 

奮 勉の結 菜と して 此 地が 祌の國 とならん ことなり。 革 進の 貴き は 革 進 其 物の 爲には 非す して、 其 之 を 

實 行す るに 當て 吾人 自身 を 練磨す るが 爲 なり。 尊め 給へ と 云 はすして 尊 ませ 給へ と 云 ひ、 臨し 給へ と 

云 はすして 臨ら せ 給へ と 云 ひ、 かし 給へ と 云 はすして 成らせ 給へ と 云 ふ。 耶蘇の 敎訓が 常に 重き を 吾 

人祈禱 者の 意志に 置く は 吾人の 注意すべき 寨實 なりと す。 卽ち 耶蘇 は 革 進に 勝て 革 進の 意志 (精神) 

を 求めし なり。 吾人の 意志より 起らざる 改革 は 外 画人の 手に 據て行 はれし 改革の 如き ものにして、 其 
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國ぉ 自身 を 益す る 甚だ 輕 少なり。 卽ち 印度、 埃 及に 於け る 改革の 如き ものにして、 其 精神 上の 利ハ は 

悉く 英 人の 牧 むる 所と なりて、 土人 は 僅かに 其 物質的 利益 を享 くるに 過ぎす。 

『我 倚の 日用の 精 を 今日 も與へ 給へ』、 

是れ 難句な り。 『日用』 と譯 せられし 希臘 原語 ten  epiousicu は 他に 曾て 見ざる の 語に して 其 原 

意 は稽ぇ 難し。 或は 必要の 糧と譯 すべし と 云 ひ、 或は 有名なる 聖書 註釋家 マイヤ ー 氏の 如き は 明日 & 

糈と譯 すべき ものな りと 云へ り。 然れ ども 基督 敎全體 の敎義 より 見て 是を 目下 必用の 糧と 解して 大過 

なかるべし。 保 羅が其 弟子 提摩 太に 書き送りし 書翰に 曰く 『我 儕 何 をも携 へて 世に 来らす、 亦 何 を も 

携 へて 往 くこと 能 はざる は 明かな り、 夫れ 衣食 あらば 之 を もて 足れり とすべし』 と。 耶蘇 又 曰く 『何 

を 食 ひ、 何 を 飮み何 を 衣ん と 思 ひ 慮 ふ 勿れ  明日 は 明日の 事 を 思 ひわ づら へ、 一日の 勞苦は 一日に 

て 足れり』 と。 

糧必 すし も 肉 體の糧 のみ を 云 ふに 非す して 精神の 糧をも 云 ふなり。 『循爾 之 日、 雨必 有力』 とは舊 

約 蛮 書の 敎訓 なり。 吾人 は 肉の 糧 のみなら す、 叉 靈の糧 を も 要す。 而 して 靈を養 ふ もの は 神の 眞理な 

り。 1! 有饌 時には 無き も 可な り、 然れ ども 纏 肉 死す るの 後と 雖も尙 吾人の 要する もの は 神の 眞理 なり。 

是れ 有りせば 吾人 は 饑餓 を 忍ぶ を 得べ し。 是れ なき を 萬の 饑饉と は 云 ふなり。 

宇宙 萬 物の 造 主 を 父と し 持て 吾人 は ほ 下 必要の 物の 外に 彼に 懇 求す るの 要な し。 彼に 依り 親んで 吾 

人は大 保險會 社に 身 を 委ねし が 如き 者な り。 彼 は 吾人の 未來を 守り、 吾人が 彼の 聖 3s を 尊 奉す る 以上 

は 吾人 をして 決して 乏しから ざら しむべし。 誰か 身 を 兵役に 置て 兵糧の 給せられ ざらん こと を 怖る 者 

あらん や。 未来の 恐怖 を 懷く者 は 未だ 神に 頼らざる 者な り。 


『我 倚に 罪 を 犯す 者 云々』、 

罪と 譯 せられし 原語 (oplleilrmata) は 負債 を 意味す るの 語な り。 卽ち 罪と は道德 上の 食 なる を 

云 ふなり。 吾人 は 神に 對し 莫大の 負愦を 有する 者 なれば 吾人が 此 負債より 免 かれんと 欲せば 先づ 吾人 

の 债を食 ふ 者 を 免 さ るべ からす。 是れ 普通の 論理に して 最も 解し 易き ものな り。 耶蘇 自身 此 語に 註 

解を附 して 曰く、 『爾曹 若し 人の 罪 を 免 さば 天に 在ます 爾 盲の 父 も 亦 爾曹を 免し 給 はん、 然れど 若し 

人 の^を 免 さすば 爾曹の 父 も 雨 曹の罪 を 免し 給 はざる べし』 と。 

『我 倚 を 誘惑に 云々』、 

祌は人 を 故意 的に 誘惑に 導く ものに あらす。 是 をな すは惡 魔な り。 耶蘇の 此言は 彼の 希 伯來的 筆法 

による ものにして 吾人 之 を 解す るに 當て希 伯來人 の 思想 を以 てせ ざるべ か ら す。 希 伯來人 の 宇宙 觀 に 

よれば 萬 象 皆 神の 命令 叉 は 許可に 依て 現 はる \ も のにして 災害 誘惑の 吾. <： に 臨む も 亦 神の 指 命に 依る 

ものな りと 云 ふなり。 是れ 受動的 許容 を 行動 的 命令と 解せ し 事に して 希伯來 人、 亜 拉比亞 人等セ ミチ 

ック 人種の 內に 厘々 目擊 する 用語 法な りと す。 故に 之 を 今日の 文 體に譯 して、 「願く は 我擠を 誘惑に 

導く が 如き 境遇の 我 倚に 臨む ことな からしめ 給へ」 と 讀むを 得べ し。 或は 災難の 我が身に 臨むな くと 

祈る も 叉 は 我の 困苦に 避 遇する ことなくと 祈る と 其 語法に 於て 異なる ことなし。 

9參9鲁09099^肇9，鲁 

『反て 悪より 我 倚 を扬ひ 出し 給 へ』、 

誘惑と いひ、 惡と いひ、 兩 つながら 倫理的 罪 惡を 指す ものにして 生命 財産に 及ぼす 損失 災害 を稱ふ 

る ものに 非す。 誘惑 は 神 を 去て 惡 魔に 從 ふに 至る ことなり。 惡は靠 惡的狀 態に して 吾人の 其 中に 沈淪 

して 眞理の 光明 を 失 ひ、 善 を 善と し視、 悪を惡 とし 認め 得ざる 悲慘の 極に 沈む を 云 ふなり。 身に 如何 
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なる 不幸の 臨む こと ある も、 我れ 我が 神 を 捨て、 俗に 降り、 俗人の 法に 則り、 名利 を 以て 我 惟一 の CM 

的と なすが 如きに 至る の 境遇に 至ら ざらん こと を 祈るな り。 而 して 若し 如斯の 境遇の 我に 臨む 事 ある 

も、 我は眞 神の 援助 を 得て 此 悲運に 勝ちて 惡 心の 我が 裏に 醸すな く、 暗中 尙ほ 正義の 光輝 を 認めて 惡 

ho  poneros  (或は 者叉惡 魔と 譯 すべし、 馬太傳 十三 章 十九 節 參考) の 掌^より 扬ひ 出されん こと 

を 0 

• 癧 

亞孟 、 - 

ァ ー メンは 誠意 を 表 はすの 情呼詞 なり。 希怕來 語な り。 へ H ミン (信す る) ァ 1- マン (支 ゆる) ォ 

—  メン (誠 實) 等の 語と 語原 を 共に す。 祈禱の 終りに 此情呼 詞を附 する は 最も 當然 のこと にして、 お！： 

人の 祈願の 吾人 誠 實の發 表なる 事、 其內に 私慾の 伏在せ ざる こと を 表せん 爲め なり。 或は ァ ー メンの 

語 を意譯 して 「然か あれ」 と 做す 者 あれ ども 余 は 其說を 取らす。 

耶蘇 は 神の 榮 光の 顯 はれん 事 を 祈り、 此 世の 化して 神聖、 神の 王國の 如くな らん 事 を 祈れり。 卽ち 

彼 は先づ 神の 爲め 人類の 爲 めに 祈て 然る 後に 己の 爲 めに 祈れり。 亦 自己の 爲 めに 祈る も 福祉 幸運の 其 

身に 臨ん 事 を 祈らす して、 心に 眞理の 精の 絡え ざらん 事、 人の 罪 を 免す の 雅量の 旺 ならん 事、 惡に沈 

まざらん 事 を 祈るべき を敎 へたり。 家運 長久 商賣 繁盛 を 祈る 普通人の 祈禱と 同日の 談 にあら す。 余 は 

讀 者が 耶蘇の 祈禱の 全く 無私 的に して 心靈 的なる に 注意 せられん こと を 願 ふ。 


主 の 祈禱と 其 解 釋 


「主の 祈禱」 は 基督 者の 何人も 口にする 所で ある。 世界に 知られた る 語と して 斯の 如き はない。 北ハ 

の 人類の 歷史に 及ぼせし 感化 力に 一一 目ひ盡 すべから ざる ものが ある。 世界に 於け る 最大の 思想 最大の 文 

舉は實 に 此簡單 なる 「主の 祈禱」 であると 言 ふ 事が 出来る。 

曾て 米國 第二 期 大統領た りし ジョ ン. アダム スは其 後久し く 上院議員 として 奉公した。 彼 は 或時國 

事を議 せんが 爲め 華府に 赴き 一 旅館に 多くの 政治家と 同宿した 事が あった。 一 同 將に寢 に 就かん とす 

る 時 偉人 アダム スは獨 り ベッドの 上に 俯伏し 恰も 母の 膝に 頼れる 小兒の 如き 態度 もて 聲を發 して 「主 

の 祈禱」 を 始めた。 何處も 同じく 崇嚴の 念に 乏しき 政治家 等 之 を 聞いて 怪しみ 彼に 問 ふた、 アダム ス 

乃ち 答へ て 曰く 「之れ 余が 母の 膝下に て敎 へられし 主の 祈禱 である。 爾來余 は 未だ 曾て 此祈禱 を獻げ 

すして 寢に 就きし 事がない」 と。 

實に 基督 者 は 皆 祈る。 祈らざる 者 は 基督 者で はない。 然るに 或は 曰 ふ 者が ある 「我 は 心中に て 祈る 

も 之 を 口に 發 せす」 と。 恰も 祈る 事が 偽善者の 所爲 なる が 如き 口吻で ある。 誤謬 之より 大 なる はない。 

人 皆 心中に 願が ある、 基督 者が 其 心中の 願 を 父に 向て 發 表する もの 之れ 卽ち 祈禱 である。 . 

然 らば 祈禱は 如何なる 態度と 如何なる 言語と を 以て 爲 すべき 乎、 馬 太 傳六章 五節 以下 は此 問題に 就 
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て 我等に 敎 ふるもの である。 

- 第一、 如何なる 場所に て 祈るべき 乎。 「汝 祈る 時 は嚴密 なる 窒に 入り 戶を 閉ぢ て隱れ たるに 在す 汝 

の 父に 祈れ」。 祈禱は 父との 祕 密の會 話で ある。 故に 人の 見えざる 所に て 祈るべき である。 然 らばと 

て 勿論 共同の 祈禱を 怠る ので はない。 共に 爲す 祈禱 あり 叉 各自 厳密なる 所に て爲 す祈禱 あり。 而 して 

交際の 最も 親密なる もの は 人の 見えざる 所に ての 交際なる が 如く 祈禱の 最も 深き もの も 亦隱れ たる 所 

に 在ての 祈禱 である。 或は 住宅 內に 特^の 一室 を 定めて、 或は 山上に 於て 林 中に 於て 河畔に 於て、 凡 

て 人の 見えざる 所なら ば何處 にても 可な りで ある。 新く 祈 禱の爲 に 定めし 場所 ほど 美しき 印象 を 人に 

i す もの はない。 余雞の 記憶に 止まれる 最も 美 はしき 地 は 皆 祈禱の 場所で ある。 祈禱の 森、 祈 禱の小 

丘、 祈禱の 川端で ある。 試に 何人に も 聞えざる 原野の 中央に 立ちて 大 聲を發 して 父に 祈れ。 日光 又は 

函 根の 山中 深く 分け入りて 己が 胸底の 願 を 悉く 祈り 見よ。 祈禱の 果して 聽 かる &耶 否耶の 問題 を 離れ、 

斯る 祈禱其 者が 如何に 我等の 心を聖 むる 乎 又 神の 如何に 我等に 近く 在す を感 する 乎 を實驗 する であら 

う。 想 ひ 起す は 余輩の 靑年擧 生 時代で ある。 始めて 祈禱の 何たる か を 知りて より 同信の 友 等 皆 毎夜 外 

に 出で、 各自 己が 祈禱の 場所 を 選定した。 彼 處には 誰も 居る まじと て 到り 見れば、 何ぞ圖 らん 旣に其 

所に て 祈れる 友 あり、 叉 或 時 友 を 尋ねて 其 室に 入れば 獨り 卓上に 俯して 祈れる を發 見す る 事 も 厘々 あ 

つた e 斯の 如き 經驗が 相互の 親密 を 助けし 事 如何ば かりなり しか を 知らない。 殊に 其 友に 對 して 疑惑 

を 抱き 居りし 場合の 如き は 却て 自ら 恥ぢ ざる を 得なかった ので ある。 祈禱の 場所 を 有せざる 人、 隱れ 

厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <3 厶厶 △ 厶厶厶 厶厶厶 △ 厶厶厶 <"<3<J 

たる 所に 在て 獨り 祈る 事 を 知ら ざるん は 最も 憐 むべ き 人で ある。 

次に 如何なる 言語 を 以て 祈るべき 乎。 r 汝等 祈る 時 は 異邦人の 如く 重複 語 を 言 ふ 勿れ」。 願 ふ 所の 


聽 かれんが 爲め に は 幾度び か 叩頭 し て 其 首 語 を 反覆せ ざ る ベ か らす とす る は 凡俗の 思想 で あ る。 淺草 

觀昔义 は 本願 寺 等に 於け る 普通の 祈の 如何に 重複 語 多き か を 見よ。 かの 淨土宗 の 如き 優秀なる 宗教に 

於て すら 彌陀の 稱號の 反覆に 重き を 置く ので ある。 天キ： 敎 にも 亦 p 1 ザリ ー なる ものが ある。 之れ 祈 

禱の 數を算 へんが 爲の 珠數の 一種に 外なら ない。 或る 天主 敎僭 侶が 佛敎國 に 赴きて 珠數を 2!- る や 「惡 

魔 は 祈禱の 方法まで を眞 似たり」 と 一一 目 ひしとの 事で ある。 然しながら S 督 者の 祈禱は 意味深長 にして 

O0OO00OOO  O00O0OOOO00OOO00O0OOO0O 

曾 語 簡潔なる を 貴ぶ。 徒らに 重複 語を發 する は 父の 喜び 給 はざる 所で ある。 斯く言 へばと て必 すし も 

長き 祈 を 斥く るので はない。 曾て 或る 宣敎師 (彼れ は 余の 敎會 觀に對 する 太なる 反對 者であった) が 余の 問 

に 答へ て 彼が 一 ョ中 僅かに 二十 分 を 祈 禱の爲 に 費す にさへ 大 なる 困難 を 感じ 共 問 廣々 惡 魔の 妨害 を受 

くと 言 ひし 時、 余 は 彼に 吿げて 曰うた、 「余輩の 同志の 中には 毎日 少く とも 一二 時 問 を 祈禱の 中に 過す 

人が ある、 彼が 早朝 祈禱の 座に 臨む や 心中 爽快に して 小兒の 遊山 を 喜ぶ が 如し、 彼の 衣服 は 常に 膝の 

部分より 截斷 すと は 其 姉なる 人の 言で ある、 誰の 衣服が 祈 禱の爲 に截斷 する に 至る 乎」 と。 長き 祈禱 

を 非と する ので はない、 無意味なる 語の 反覆 を誡 むる ので ある。 短く して 强き語 を 以て 我等 は 神に 近 

づ くべき である。 
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最後に 如何なる 狀 態に 於て 祈る 可き 乎、 此 問に 對 して 敎 へられし ものが 卽ち 「主の 祈禱」 でち る。 

先 づ之を 大體に 於て 見る に 初に 「天に 在す 我等の 父よ」 と 呼び掛けの 辭 あり、 終に r 國と權 と 築：^ 窮 

なく 汝の有 なれ はなり ァ メン」 との 總 括の 辭が ある (此 一 句 は 或は 後に 敎會 にて 作りし 祈禱の 語の 挿入 せら 

れ しもの ならん との 說が ある〕。 而 して 其 間に 六 叉 は 七の 祈願が ある、 卽ち 「我等 を 試 探に 遇せす」 と 

「惡 より 扬 出し 給へ」 と を 二 筒の 祈願と 見る 時は總 ベて 七で ある。 聖書に 於て 三 は； K に 係る 數、 g: は 
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地に 係る 數 にして 七 は 完全 を 表 はす 數 である。 七 句より 成る 主の 祈禱 中天 叉 は 神に 係る もの 三、 地义 

OOO0O00OO00O0O  00  0  00 〇 0  0  0000O 

は 我等の 肉と 靈 とに 係る もの ET 前半 は 天 的に して 後半 は 地 的で ある。 神に 關 する 祈 は 先にして 我等 

に關 する 祈 は 後で ある。 「主の 祈禱」 を學 ぶに 當り まづ此 lEi:^ を 知らなければ ならない。 

祈禱の 第一 は 「願 はく は 聖名を 崇めさせ 給へ」 である。 普通の 祈 は 皆 自己の 事 を 以て 神に 迫る。 神 

に關 して は 我等の 祈 を 要せす、 我等 苦め る 者 貧しき 者 こそ 祈らざる ベから すと 一 W ふ。 然しながら イエ 

スの敎 へ 給 ふ 所 は 全然 之と 異なる。 我等の 祈の 第一 の 題目 は 神で なければ ならない。 神の 聖 名の 萬 民 
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に山ハへ+められん1&^^ 之れ 基督 者の 祈 禱の第 一 條 たるべき である。 

次に r 聖國を 臨ら せ 絵へ」 と 言 ふ。 神の 國が此 地上に 来臨 せん 事で ある。 天 は 天と して 存ら す、 地 
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は 地と して 存ら す、 天が 地に 来りて 此 所に 實 現せん 事で ある。 一 國叉は 一 社 會の爲 の 祈で はない、 全 

地球 全人 類に 關 する 祈で ある。 初 は 神が 天に 在す も其聖 名の 崇められん 事 を 祈る、 然し 乍ら 遂に は祌 

の 天より 地に 降臨し 給 はん 事が 我等の 第一 一の 祈願た るべき である。 

「聖旨の 天に 成る 如く 地に も 成させ 給へ」。 唯に 神の 國の 地上に 來臨 する のみなら す、 次に 其 感化 

C000OO0  0  ろ せ 0  0  0  0  0 〇 C  0 〇 0  0  0 ま 二と 0  0  0  0 〇 〇 C- 〇 0  r  S へ 

が 各自に 及び 祌の 心意が 各自の 心意と たり 各自が 實に 神の 子と ならん 事 を 祈る。 假令 キリスト 來り 

て 完全な る 政治 を 行 ひ社會 の 罪惡を 悉く 除き 給 ふ とも 备自 が祌の 心 を 以て 己が 心 とす る に 非 ざ れば其 

恩 惠に與 る 事が 出来ない。 故に 地に 降りし 神が 更に 备自に 人り 込み 之 を 全くお 领し 給へ と 祈る ので あ 

る。 此祈 ありて r 聖國を 来らせ 給へ」 との 祈 も 初て 完成す るので ある。 

斯の 如く 先づ 神と 天と に關 はる 祈で ある。 而 して 後に 我等の 靈に關 はる 祈で ある〕 我等の 祈 禱は之 

を 以て 始まらなければ ならない。 「天に 在す 我等の 父よ」 と 言 ひて 直に 自己に 關 する 願を緣 返す が 如 


き は * 督 者の 祈禱 ではない。 

次に 「我等の 日用の 糧を 今日 も與へ 給へ」。 兹に 「日用」 と譯せられたる；^11は大なる難語でぁる。 

其の 5^ して 3： を 意味す るか は 樂書學 者の 頭 腦を碎 くも 未だ 明解 を 下す 能 はざる 所で ある。 然しながら 

北ハ 如何に 拘らす 明， ：！： となる は r 糧」 とはパ ン なる 事で ある。 之を靈 的の 糧义は キリスト 义は^ 靈 等の 

あやまり  O0OOOOO0OOOO00O0OOC 

意に 解す る 者 ある も、 此單 語の意味 は 誤な くパ ン である。 卽ち 我等 はパ ンに關 して 祌に 願ふ泰 を 許さ 

る。 生計 問题 決して 神の 顧み 給 はざる 所ではない。 特に 現 令の 如く *1 界に 亙りて 食糧の 缺 乏を吿 ぐる 

時に 當り此 事 を 我等の 祈禱の 中に 加 ふる を 得る は 誠に 大 なる 恩 惠 である。 低し 「我等の 糈を今 H 與へ 

給へ」 である。 明日 乂は 明後日、 子々 孫々 に 至る 迄の 財産で はない。 今日 之 を與へ 給へ と.^ りて^へ：？ { 

住 も 亦 神聖なる 祈： t の 題 ほと なる ので ある。 

「我等に 負債 ある 者 を 我等が 赦す 如く、 我等の 負債 を も赦し 給へ」。 雜 の問题 である。 體 を 離れて 

び 靈に歸 る 。神に 我等の ，を赦 されん 事は來 るべき 聖 國を迎 ふるが 爲に 必要なる 準備で ある。^ を 

赦 されす して キリストの 樂國 の- 一員と なる 事 は出來 ない。 罪 を赦 されす して 未来の 恩 惠を受 くる 事 は 

出来ない。 而 して 神に！^ を赦 されん が 爲には 自ら 先づ 我が 敵を赦 さなければ ならない。 「汝 もし 蹭椒 

を携 へて 壇に 性き たる 時彼處 にて 兄弟に 恨まる &事 ある を 憶 ひ 起さば 化ハ禮 物を壞 の is に 置き 先 づ往き 

て汝の 兄弟と 和らぎ 後來 りて 汝の禮 物 を默げ よ」 と ある。 神に 祈らん と 欲せば 先 づ：： W 弟と 和睦して 共 

ooo〇〇〇oooo〇〇oooooooooooocoooo〇ooooo 

扉を赦 すべ きで ある。 我が 衷に赦 すべから ざる 怨恨 を 懐きながら 神に 新る は 祌を據 すの 最も 茶 だしき 

ものである。 祈 禱は其 前に 適當 なる 準備 を 要する。 敎會 内に 君 ふべ からざる 1;;: 惡の充 つる 時 如何に 祈 

る も 主 は 之 を 聽き給 はない。 「我等に § ^を 犯す 者 を 我等の 赦す 如く 我等 の^を も赦し 給へ」 である。 
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或る 天主 敎 信者の 子 放蕩 墮 落の 結果 友人と 爭ひ 遂に 殺さる、 加害者 直に 其 父の 許に 走りて 自己の g§ を 

吿 白した る 時 父の 曰く 「我 之を赦 す、 唯 願 はくば 我と 共に 中： の 祈 禱を唱 へよ、 我 も 神に 我が 雑 を赦さ 

れん 事 を 欲する が 故に 汝の 罪を赦 して 汝 と共に 祈らん」 と。 實に 貴き 信仰で ある。 斯の 如き 人が 35- に 

基督^で ある。 

以上 は 過去の 罪で ある。 然しながら 罪 は 後に あり 又 前に ある。 我等の 前に 當 りて 我等 を に陷 れん 

とする 幾多の 試 探が ある。 故に 「我等 を 試 探に 遇せ 給 ふ 勿れ」 と 祈る。 父兄 を 離れた る靑 年に 取て 义 

は 腐敗せ る實 業界 政治 界 等に 立つ 者に 取て 此祈は 殊に 適切で ある。 此世 は惡の はで ある、 試 惑の 世で 

ある。 我等に 罪 を 犯さし めんと する 試 惑 は あらゆる 方面より 筢 えす 我等に 迫り 來 るので ある。 如何に 

して 之に 打ち勝つ 事が 出来る 乎。 唯 「我等 を 試 探に 遇せ 給 ふ 勿れ」 と 祈る のみで ある。 余 自身 もへ，： u 

まで 幾度び か斯の 如き 實験を 有った。 其 時 は 何事 をも爲 さす 唯 英語に て 記憶した る 此祈を 高聲に ip へ 

て 以て 危機 を脫 する 事が 出來 たので ある、 曰く  --T」ead  me  not  into  temptation!: と。 

r 惡ょリ 救 ひ 出し 給へ」。 惡 とは惡 者で ある。 惡魔 である。 萬 一 試 惑より 脫る K 能 はすして 之に 陷 

らん 乎、 願く は惡 魔の やより 我等 を 救出し 給へ との 意で ある。 卽ち試 惑に 遇 ひし 場合に 關 する 祈で あ 

る。 我等 は 不幸に して 或 時 試 惑に 陷る 事が ある。 然しながら 其 場合に 於ても 死に 至る の雜 あり 义 死に 

至らざる の SiJ: が ある。 全く 悪魔の 虜囚と ならす して 尙 其の 乎より 救出され 得べき 程度に 在る 事が ある。 

故に 一 歩 を 進めて 惡 魔の 有と 成り 了らざる にお だち 試 惑の 穴の 中より なりと も 我等 を 救出し 給へ と 祈 

るので ある。 

或は 义此祈 を 前の 祈と 同じ 種類の ものと 解す る 事が 出来る、 「我等 を k 探に 遇せ 給 ふ 事な く惡 魔の 


手に 陷 らしめ 給 ふ 事な かれ」 と。 卽ち 更に 强き語 を 以て 同じ 祈 を 繰返した る ものと ：n^ る 事が 出来る。 

「父よ」 と 言 ひて 始め、 「我等」 と 言 ひて 終る。 神 を 以て 始め 人 を 以て 終る。 天 を 以て 始め 地を以 
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て 終る。 ベンゲル ：！  く、 祈 禱とは 地に ある 人が 天に ある 神に 敏り 付き 以て 祌を 天より 地に 伴 ひ 來る事 

であると。 寳 にさう である。 而 して 祈禱の 中の 祈禱は 「主の 祈禱」 である。 其 願 ふ 所 七 項、 天に 關す 

る もの 三、 地に 關 する もの 四、 聖 名に 就て 新り 聖國に 就て 祈り 聖 3 曰の 各自に 普及 せん 事を析 り、 終に 

我等の とに 就て 祈る。 ベ ン ゲル 叉 HI く 「山上の垂訓 は 主の 祈禱を 布衍した る ものに 外なら ない、 

叉べ テ 。前書の 如き は 最も 能く 生の 祈禱を 骨子と して 記されし 書で ある」 と。 ^の 祈睛は 常に キリス 

ト の精祌 であって 义 使徒 等の 精神であった。 キリストの 敎訓も 使徒 等の 書翰 も 义其曰 々 の 交際 も皆此 

00OO00OOO00000000OOOO-. ノス サム 00000 つ 

精 祌を以 て 成された ので ある。 故に 主の 祈禱の 各 句 を 基礎と して 其 上 に 基督 敎 の 大體系 を 建設す る こ 

0  0  0 つ C 

とが 出来る。 

注意すべき は 普通の 祈の 中に 數 多くして 生の 祈 禱の中 一 も 見當ら ざる 語 ある 事で ある。 何で ある 乎 9 

n く 「我」 である。 人 は 祈らん として 切りに 「我」 「我」 とい ふ。 然れ ども 主 は 唯 「我等」 の 爲の祈 

を敎へ 給うた ので ある。 之れ 必す しも 自己の 爲の祈 を 禁じ 給うた ので はない。 聖書の 中に も 「神よ ij- 

0O0OOOOOOOOO0O00O0O0OOO 

人なる 我 を憐み 給へ」 との 娇が ある。 然しながら 普通の 場合に 於て 祈は會 衆の 全體に 亙らなければ な 

ら ない。 家庭に 於て 全 (豕 族が 惠 まる k に 非 ざれば 我は惠 まれない ので ある。 集會に 於ても 亦然 り、 全 

員 共に 恩 惠に與 からん 事 を 願 ふ。 我 一人の 糧の與 へられん 事で はない、 我等の 糧の與 へられん 泰 であ 

る。 我 一 んの架 めら れん 事で はない、 我等の 聖 めら れん 事で ある。 基督 者の 祈禱は 高き は 天に 在す 神 

00000000000  0O00OO0OOOOO-OO 

に關し 低き は 地に 在る 我等 一同に 關 する。 神 を 第一 に 聖國を 第二に、 而 して 最後に 各自 共同の 事 を 祈 

4f の Sf と 其 解 釋  一 1  一一 K 


0  00  〈s  0 究  一 ーズ 六 

る、 之祌の 最も 甚び給 ふ 所の 祈禱 である。 試に 斯の 如き 祈 It を 獻 げん 乎、 「ァ ー メン」 と 言 ひて 頒.^ 

上ぐ る 時 我等 の 胸中 一一-一 C ふ ベ からざる 神の 子ら し き歡喜 に 溢る k であらう。 而 して 矢の 的に 中 n し 如く 

我等の 願 ふ 所 神の 心に 中り し を感 じ其必 す^かる ベ きを 確信す るで あらう。 主の 祈禱 の 精神 を 以 てし 

て 祈 禱會は 振 はざる を 得ない。 

以上 は 其 大意で ある。 更に 惘々 の 語句に 就て 見る に 一 點 一 畫の贅 疣 あるな く 前置詞 一 箇も之 を缺く 

事が 出来ない。 誠に 神の 示し 給へ る 完全なる 祈禱 なる 事 を 知る。 

「天に 在す 我等の 父よ」 は 原語の 順序に 依れば 「父よ、 我等の、 在す、 天に」 である。 卽ち 先づ我 

等の £ を衝 いて 出 づる語 は 「父よ」 である。 「アバ 父！」、 我等 は 萬 物の 造 主にして 宇宙の 支配者た 

る 神に.^ らんと して 實は 己が 父に 向て 祈る ので ある。 而 して 彼 は 我 一人の 占有す る 父で はない、 「我 

等の」 ハ义 である。 ：：；^ 者 全體、 ^界 全體の 父で ある。 祌を 「父」 と 呼び 「我等の」 と 呼びて 宗敎の 半 は 

略 ぼ 一一-一 n ひ盡 さる k ので ある。 次に 「天に 在す」 と 一一 一一 n ふ。 意味の 最も 強き 語 は 文章の 最初に 來り 之に 次 

ぐ もの は 最後に 來る。 故に 「父よ」 に 次ぎて 强き語 は 「天に」 である。 「天に 在す 父」 と は 如何。 此. 

所に 於て 「天 は」 複数の 形に 用ゐら る。 短き 析 It の 中、 後に sm. 數 に用ゐ らる& 語を此 所に 特に 複数に 

て 記した る はュ思 味なき ものと 見る 事が 出来ない。 「諸 天」 に 在す 父で ある。 在 さ 5- る 所な き 父、 宇宙 

の何處 にも 在し 給 ふ 父で ある。 世界の 萬 有を充 たし 無限の 力 を 蓄へ給 ふ 父で ある。 故に 何事 を も 成就 

し 給 ふ 父で ある。 如何なる 祈に も 應じ給 ふ 父で ある。 「天に 在す」 の 一語の 中に 此莊大 にして 而も 愛 

に 富みた る 深き 意義が ある。 

旣に 「父よ」 と 呼びて 神 を 我等に 最も 親しき 者と して 之に 近づく、 神 は 誠に 我等の 父に して 我等 を 


^なく 愛し 給 ふ、 然しながら 我等 は 親しみの 餘り 彼に 狎る ベから すで ある。 愛の 父 は 同時に 亦 き 父 

0  0  0  0000000000000 ふな 00000000000 

である。 故に 我等 は其聖 きを 認めて 其聖名 をせ- - めなければ ならない。 「願 はくば 聖名 を？ ぶめ させ 給へ」？ 

斯くて 愛 を 以て 始まりし 祈 禱は義 に 移る ので ある。 一 一 者 は 一 對 である。 其 一 に 偏して 神と 我等との 關 

係は義 しく ある 事が 出来ない。 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  00000000  0  0  0   r  r  .  -  ,  •  ィ、 

主の 祈禱の 中心 は 第三 句 rffil 國を 来らせ 給へ」 にある。 其 意義 如何。 贅 通に 解 せらる、 所に 由れ は 

敎會が 次第に 發 達して 社會に 勢力 を 振 ふ 事で あると いふ。 例へば 多数の 基督 者 を 議政壤 上に 遣る が 如 

き 叉 は 禁酒 禁煙 等の 社會 事業に 成功す るが 如き 類で ある。 或は 之 を 一 賢 靈 的に 解して 家庭 叉 は 社會に 

基督教の 徐々 として？ ^21 潤す る 事 を 意味す ると 一 H ふ。 

然るに 近来に 至りて 斯の 如き 解釋の 誤謬なる 事が 明瞭に なった。 均しく 「来らせ 給へ」 と 首 ふ もべ 布 

臘 fsi? に 於て は 「連 緩 的に 徐々 として」 來らせ 給へ と 一一-; ：1 ふと 「一時に 俄然と して」 来らせ 給へ と 言 ふと 

の 問 に 動詞の 「時」 の iHii 別が ある。 前者の 場合に 在て は present  imperative  (現在 命令) を 用ゐ後 

者に 在て は aorist-  imperative  (H 本 語に 無し) を用ゐ る。 此 所に 「 聖阈を 来らせ 給へ」 は 卽ち共 後者 

に する ので ある。 「願 はくば 聖國 を卽刻 降し 給へ」 である。 此世を ハは激 に奇踪 的に 神の 國 たらしめ 

給へ との 祈で ある。 而し てこ は獨り 文法の 問題で はない。 神の 國が顯 現 的に 不意に 來 るとの 思想 は聖 

書中に 充ち滿 る眞理 である。 人の子 は 盗人の 夜来る が 如くに 來 らんと 霄ひ、 瞬く間に 天 開けて 人の子 

いなづ **  0000000000  0  0  0 

雲に 乘り來 る を 見ん と 一一 一一 n ひ、 電の 東より 西に 閃く が 如くに 來 らんと 言 ひ キリス トが 其國を 以て 來り給 

00O0C00000000000  O0O00O0OOO00OOO000OO0OOO09P0 

ふ 事 は 常に 急激 的變 化と して 示さる。 神 は搏び キリス トを 降し 此惡し き^を 彼の 手に 牧 めて 奇蹯 的に 

有たら しめ 給 ふので ある。 故に 「主ィ H スょ來 り 給へ」 と fB ふ 「默示 錄サニ 章 二十 節)、 之れ 人類^ 
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犬の 希 である。 キリスト 自ら 之 を敎へ 弟子 等 亦 街 之 を 信じた。 近代人は此思想を排斥すと雖も^^；箐 

が キリ ス トと 神の！： との 俄然 的 來臨を 明白に 敎 ふるの 事實は 如何と もす る赛が 出来ない。 而 して 此所 

に 「s^: 國を 来らせ 給へ」 と 言 ふ は卽ち 此の 大 なる 希望に 關 する 祈 禱 である。 

んは言 ふ 世 は徐々 として 進化すべし、 東京 市中 幾 百 萬の 市民 も 遂に は 神 を 信す るに 至るべし と。 朵 

してめ 一る 乎。 試に 巴 Bf: 倫敦 シカゴ 等の 墮落を 見よ。 人類の 努力に 由て 此 世が して 改善 せらる、 か 否 

oooooooooooooooooooooooooooooooono 

かは大 なる 疑問で ある、 今日 迄 敎會の 手に 由て 幾多の 社會 運動 は 試みられ たりと 雖も 其の 人生 を 益す 

る 所 は 寧ろ 之 を 毒す る 所に 及ばなかった。 曾て 我國に 於て 基督教の 先達 者 等 相 集り ー茵の 基督 敎大學 

を 起さん と 欲して 政" 肘に 建言し 北海道 北 見に 土地 を購 うて 學田を 設置した 事が あった。 然るに 北 ハ現狀 

は 如： E  。舉田 は 其 後 最も 惡辣 なる 地方 政治家の 手中に 落ち 爲に 幾千の 人の 靈を 傷つく るに 至った ので 

ある。 断の 如き は 僅に 其 一例に 過ぎない。 同様なる 多数の 實例 は我國 にあり 又米國 にあり 英國 にあり 

,  ^  OOOOO0O0OOOO0O0OOO0OOOOOOOO0OO0  0 つ 0 

ゆ 3^ 到る 所に 於て ある。 此 世が 敎會の 社會蓮 動に 由て 改善 せらる べしとの 希ば W は 今や 全く 消滅した の 

て ある。 然 らば 基 5^ 者 は 失び べき 乎、 否 彼 は 暴より il,^ の 出入す る 人に 賴 まない、 彼 は 全能の 神に 顿 

00OOC0OOOOOOOOO らてぁ t  0000000000000000000000000  0 

む。 祌は， 時 か 天より 地に 降り 人類の 持剩 せる 此 世に 己が 國を 建設して 自ら 之 を 支配し 給 ふので ある。. 

之れ 神 の 確き 約束 にして 聖書 の 根本的 思想で あ る。 而 して 主の 祈禱の 中心 も 亦此キ リ ス ト 再臨 に 關す 

る 祈に ある.、 r: ふ 「聖國 を 來らせ 給へ」 と。 然 り虫ィ H ス 自ら 降り 給うて 其大 なる 力に 由り 奇 g0 的に 

我等の 世 を 占領し 而 して 之 を 彼 自身の 國 として 治め 給へ である。 此解釋 は クリソ ス トム 以来お 力なる 

書學 の 唱へ來 りし 所で あつ-し 余輩 も 亦 公平 な る 聖書 研究者と し ての 立場より 之 を 主張せ ざる を 

ない。 


地に 關 する 祈禱屮 最も 興味 ある は 「我等の 日用の 糧を 4- 日 も與へ 給へ」 である。 「日用」 の 精と は 

如何。 こ は聖： 書中に 於け る大 なる 難語の 一 である。 希臘 語に て epiollsicn と 言 ふ。 此字は 唯 主の 祈- 

禱 中に のみ 用ゐら れ聚書 以外の 古典に 於ても 見當ら ない。 學者は 其 意味 を 探らん と 欲して 甚だしく 頭 

腦を惱 ましたる も 未だ 明確なる 解釋を 下す に 至らない。 或は 「日用の」 若く は 「必要の」 糧 なりと 言 

ひ、 或は 「明：：： の」 糧 なりと 一一： ill ひ (少しく； ぉを變 ずる 時 は 斯く讀 む 事が 出來 る)、 或は 「天よりの」 奇蹐的 

食物の 意な りと 一一 H ひ、 或は 「來 *1 の」 パ ンの 意な りと 言 ふ。 然しながら 一 文章 中 最も 重要なる 語は最 

初に あり 之に 次ぐ もの は 最後に ありとの 原則より すれば 「日用の」 と譯 せられた る 語の 意義 如何に 拘 

らす 我等 は此； 節の 祈禱の 精神 を 見逃さ る 事 を 得る。 何と なれば 原語の 順序に 從ふ時 は 「與へ 給へ > 

我等に、 我等の 糈を、 日 川の、 今 曰 も」 であって 特に 重要なる 語句 は r 與へ 給へ」 と 「今日 も」 であ 

0  0  0  0  0  0000  0OO0OOO0OOO00O00 

る。 卽ち食 物の 性質 如何 は 暫く 措き 我等 はま づ r 與へ 給へ」 と 言 ひて 生活 問題の 解決 を 神に 仰ぐ。 此 

题を 以て 神に 祈る は 決して 惡 しき 事で はない。 但し 「今日 も」 である、 今日は 今日 を 以て 足る、 今 

OO0C0C0O00000O000000000000000000000O 

日 必要なる 糧を祌 に 求め 而 して 其れ丈け の もの を 賜 はりて 以て 滿 足すべき である。 明日 以後の 精 を 求 

むる 勿れ、 生活 問題の 困 維 は 明日 叉 は 來月叉 は 十 年の 後 若く は 子孫の 代に 至る 迄の 糧を今 ni 權んと 欲 

する より 起る。 財 產を貯 へ 其 利殖 を 計らん とする が 故に 人心に 不安 は絕 えない ので ある。 若し 今 H の 

IT を 今 ru 與へ 給へ と 祈りて 其の 與 へらる、 所 を 以て 我が 福祉 足れり と 爲し復 た 明日の 事 を 思 ひ 煩 はざ- 

る に 至らば 如何、  今日 現在の 食糧に 缺乏 する 者 は 極めて 少數 である。 故に 「今日 與へ 給へ」 と 祈る は 

些っ少 を 願 ふが 如くに して 些少で はない。 日々 に 此祈を 以て 神に 頼り 求む るに 至らば 犬なる 平安 は 其 心- 

か ** びす 

に 臨みて 生活 問題 は 悉く 解決す るで あらう。 若し 三 百 萬 の 東京 市民が 皆 之 を 祈り 得る に 至 らば 現に 喧， 
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し き 不 . 午 怨嗟 の聲は 忽ち 消滅す るで あらう。 

「=: 用の」 糧の 解釋に 就て は 余 は 之 を 「上よりの」 糧と讀 まんと 欲する。 英國 現代の 架 書學 ^ブル 

リン ジャ 氏の 如き 此說 を唱へ 附言して 曰く 「之れ キリスト 自身の 創作し 給 ひし 語な り」 と。 上よりの 

(  (If-oooooo  oooooooo〇o(> ク ooooo〇ooooooooo 

III.S ち だよりの マ. ナ である。 基督 者の 精 は 之 を何處 より 據得 する も ゆ I 神よりの 賜物で ある。 此點に 於 

てれ 人と 我等との に大 なる 差別が ある。 ゆ 人 は 自ら 勞 作して 其 糧を產 出す ると 言 ふ。 然しながら 我 

等に 取て は糧は 凡て： 大 よりの マナで ある。 故に 日 々 に 之 を 神より 賜 はり 而 して 其 賜 はる 所 を 以て 滿 -i^ 

する ので ある。 .IT て イスラ H ルの民 は喊 野に ありて マナに 由て 養 はれた。 彼等 は 各自 貧 ふ 所に 準 ひて 

朝 毎に 之 を 集めた。 若し 必要 以上に 貯 へんと する 時 は マナ は 忽ち 腐敗した ので ある。 我等に 於ても 亦 

然り。 日每に 必要なる 精 を 上より 與 へらる、 若し 必要 を 超えて 明日 以後の 糧を貯 ふる 時 は必す 腐敗す 

るので ある。 然 らば 近世 經辨學 を 如何せんと 言 ふ 乎。 經濟學 の 運命 何ぞ憂 ふるに 足らん。 神 を 信す る 

者の！ ^はたぐ 「天よりの 我等の 食物 を 今日 も與へ 給へ」 である。 

斯 くの 如く 我等の 糧は 自ら 稼ぎた る もので はない、 皆 神よりの 賜物で ある。 故に 感謝な くして 之 を 

受 くる 事が 出來 ない。 基督 者の 食事の 美 はし さは 其處 にある。 キリスト も 亦 世に 在る 間食 前に は必す 

感謝し 給うた。 レム ブラントの 名畫 に、 質素なる 貪 卓上 パンの 幾 塊 ありて 若き 大工が 仕事着の 儘. -父 

母の 側に 天 を 仰いで 立てる が ある、 之れ 卽ちィ H ス キリス トの貪：^刺感謝を描きしものでぁる。 基督 者 

は 必す 感謝 を 以て 食事す ベ き で ある。 感謝な くし て此恩 惠を受 くる は 甚だ 卑し き 事と 言 は ざ る を 得な 

い。 八よ は .f- より g: 十 年 前 信仰生活に 人り て 後久し からざる 頃 一 人の 善き 兄弟 を 其 東京の 下宿に 訪ひ共 

に食^8&せんとして未だ感謝する事を知らす其兄弟ょり注意せられて初めて之を學んだ。 其 日の 深き 印 


象 は个尙 歴然として 余の 記憶 に^する。 而 して 其 日 は賁に 最後であった。 爾來今 ほに 至る 迄 背て 一 1: 

たりと も 感謝な くして 貪 事に 就きし 事がない。 余の 家 挨亦然 り。 逝きし 我家の 少女の 如き も 其 最後の 

食事に If: る 迄 感謝して 之を受 けた。 何故 ぞ、 よりの マナなる が 故で ある。 「我等の 天よりの 椅を今 

n も與へ 給へ」 と 祈りて 感謝せ ざらん と 欲する も 能 はない ので ある。 感謝 は 信仰の 發表 である。 余 は 

往年 廿水 地に 出張して 旅館に 宿泊せ し 時 < ^の食 前 感謝が 動機と なりて 給 に でし 人の 信仰 を 導く に 至 一 

りし 事が ある。 义米阈 に 在りし 當時貪 前 感謝 を 怠れる 基督 的 家庭に 招かれて 獨り 之を勵 行し 爲に 其.；^. 

庭の 仰に ： 刺戟 を與 へたる 事 もあった。 感謝 を 怠る は 信仰 減退の 徵候 である。 感謝せ よ、 撣 らす聲 

を發し て祌の 恩惠を 感謝 せ よ。 

「中： の 祈禱」 と普通の祈禱との1?に-大地の，^^がぁる。 前者 は 神の 命じ 給 ふ 所で ある。 故に こ は祈禱 

と 言 はんより は 寧ろ 者め 心の 狀態 である。 常に 祈るべし と は 常に 此 心の 狀 態 に 於て 在るべし との 意 

に 外なら ない。 ；；：^ 者の 颇&; である、 斯く あれ かしで ある。 然 らば 此願 は 何時 成就す る 乎。 n く 國 

の來 りし 時で ある。 其 時 「主の 祈禱」 は 完成 せらる。 ベ ン ゲル n く 「主の 祈禱は 遂に 讚美の 歌に 请 ら 

ん、 其 時 は唯备 節の 動詞 を變 化せし むれば 足る、 卽ち 

天に 在す 我等の 父よ、 

名 は 崇められたり、 

s% は 来れり、 

旨 は 天に 成る 如く 地に も 成れり、  ， 

我等の 罪は赦 されたり、 

* の 新禱と 其 解 IS  JW1 


；！^探は絕ぇたり、 

悪魔 は 滅ぼされたり、 ァ ー メン、 ハレルヤ」 

と。 K に 美 はしき 歌で ある。 之れ 祌に對 する 讚美の 極致で ある。 

ち.？ V ゥ ラゲえ ャ：_？ り  ら の  グ ロス 

r 國と權 と 榮は窮 なく 汝の有 なれば なり」 の 一句 は 後世 敎會の 人の 註と して 附記せ しもの が 木 文 巾 

に揷 人せられ しならん とい ふ。 路加 傳に此 句な く 叉 多くの 原本に も缺 けたる より 見れば 多分 其 說が眞 

であらう。 然しながら 忍 想 其 者 は 甚だ 貴く ある。 阈も之 を 支配す る 權カも 之に 伴ふ榮 光も恃 入の 有に 

非す して 祌御向 身の 所有で あると 言 ふ。 而 して 神より 國を 我等に 賜 はるので あると 言 ふ。 我等が 建設 

oooooc-c、  OOOO00O0OOO0OO0OO0OOOOO 

する 國で はない、 我等の 力 我等の 榮光 ではない。 凡てが 祌の ものであって 我等 は ijE 之 を 彼に 仰ぐ ので 

0  0  ゥ 0  C  C-  0  0  0  0  0  0  0 を？ な：、 ろ 00000  0000  000000000 

ある。 斯く 一  切 を 父に 委ねた る 幼 心 の 美し さは 「主の 祈禱」 の 全體の 調子で ある。 故に 唯に 其！ W の 

言 の 深き 眞理 であ るの みで はない、 其 祈の 態度 も 亦大な る敎訓 である。 我等 は 聖國の 來る時 ま で 口 々 

此祈 禱を以 て 心と す ベ き で あ る (接 井武 筆記： -0 


主禱の 一 節 

.r- れん . 二 C み 力  ャ.、 ひいだ  ち. f-.b  二 ll. 

我倚を^^探に遇はせす、 惡 より 救出し 給へ、 國と權 と榮は isg りなく 爾の者 なれば 也、 ァ ーメ\ 

(lit 太 傳六章 十三 節)。 


是れは 有名なる 主の 祈禱の 終りの 一節で ある。 我等が ョ常繰 返す 一一 目 葉で あるが、 共 明白なる 意味 は 

大抵の 人の 知らない 所で ある。 且つ 其れ は 容易い もので はない。 

鲁鲁參 參警參 *參鲁# 

我 儕 を 試 探に 遇 はせ す 

是れは 抑 も 何う 云 ふ 事で あら ふ 乎。 試 探 は 我 倚に 來 るべき 者で はない 乎。 ：；；！^ 探 は. キリスト にも 來 

たで はない 乎。 試 探に 遇 はない 基督 者と て は 一 ん もない 苦で はない 乎。 故に 使徒 ヤコ ブは云 ふて： る 

ではない 乎 「兄弟よ、 若し汝等备樣の試誘に遇は^^ヱを喜ぶべき事とすべし」 と (雅各 書 一章 二 節 y 义 

キリスト は rk く 事 は 必す來 らん」 と 云 はれた ではない 乎 (馬 太傳 十八 章 七 節〕。 是 等の 寨實に 由て a- る 

も 我 儕 を 試 探に 遇 はし 給 ふ 勿れと は 全く 無益の 祈禱 ではない 乎。 主 は 何故に 斯 かる 無益の 祈願 を 共-:^ 

禱の 中に 加 へられた ので ある 乎。 是れ 第一 に 起る 疑問で ある。 

此 疑問に 答 ふる 前に 究め 置くべき 問題が ある。 其れ は 試 探と は 何んで ある 乎、 北 ハ事 である。 試 探と 

譯 されし 原語 は 一 つで あるが、 不幸に して 其譯語 は樣々 である。 「試 探」 と 云 ひ、 「.5;^ ひ」 と 云 ひ、 

一 「試 惑」 と 云 ひ、 「試 誘」 と 云 ふ。 然し 其 原語 は 一 つで あるので ある。 是れは 甚だ 紛ら はしい 事で あ 

る。 故に 其 中の 何れ か 一 つに 定めて 仕舞う 方が 可い と 思 ふ。 是を共 中の 何れに 定める も 差した る 違 は 

ない。 何故と なれば 其 中 ：！： れの 辭に譯 する も 「こ k ろみ」 の 何たる 乎 を 充分に 示す こと は出來 ないか 

ら である。 故に 假 りに 之 を 試 誘と 譯 する ことに 爲 さう。 爾 うして 聖書に 所謂る 試 誘と は 如何なる もの 

である 乎に 就て 語ら ふ。 文字の 如何 は 左程 大切なる 問題で はない。 其 意義 は 何んで ある 乎、 れを知 

る ことが 最も 大切で ある。 

試 誘の 何たる 乎 を 知る に 最も 確かなる 材料 は Bit 太傳！ ：|：！ いの 一節より 十一 節 迄に 於て ある。 此 處に投 


四 鶬音禽 w 究  一 

範的試 誘と も稱 すべき ものが 示されて あるので ある。 是れは キリストが 遇 はれし 試 誘であって、 亦 我 

等 彼 を 信す る 者の 各自の 遇 ふべき 試 誘の！^ 本で ある。 雨う して その 信 仰 の 試で あり、 情慾の！！^！でぁっ 

た 事 は 確かで ある。， 惡魔は キリストの 情念に 訴 へ て 彼 を 信仰の 頂上より 引下さん としたの である。 然 

しながら 深く キリストの 野の 試 誘の 性質 を考 へて 見る と 試 誘 は 「こ、 ろみ」 叉 は 「いざな ひ」 に. ま 

C0000OO000000 か V- で 000000  0000000  0  000  C  〔一 (- 

ら なかった ので ある。 野の 試 誘 は キリストの 傳 道の 首 途に 於て 彼の 救爽の 事業 を破壞 せんとす る惡魔 

の 手段で あつたので ある。 試 誘 は 試 誘に 止まらない、 破壤 であった ので ある。 惡魔 は玆に 最も^ 險な 

る 手段 を 以て キリス ト降 世の 目的 を 其 根本より 覆 へ さんと したので ある。 

斯くて 試 誘なる 辭に 反抗、 破壞の 意義 を 加 へ て讀まなければ聖書に幾囘とたく使はれて；^=る此辭の 

意味 は 解らない。 使徒 行傳 十五 章 十 節に 「何故 我等の 先祖 等 も 我等 も 負 ひ 能 はざる 軛を 弟子 等の 頸に 

つけて 祌を 試む る 乎」 と ある は 「神の 聖 33 に 逆 ふ 乎」 との 意で ある。 又 哥林多 前書 十 章 九 節に 「叉 彼 

等の 屮或者 キリスト を 試みて 蛇に 滅 されたり」 と ある は、 キリストに 逆ら ひ、 其聖意 を悔め まりたり 

との 意でなくて はならない。 「試む る」 と は 多くの場合に 於て は 「ためす」 と 云 ふ * ではない、 

逆の 意 を 表す」 とか 「無視す る」 とか 云 ふ 事で ある。 

其 次ぎに 究 むべき 問題 は 「遇 ふ」 とい ふ辭の 意義で ある。 「遇 ふ」 と は單に 「遭遇」 の 意で はない。 

「遇 ふ」 と は 至て 輕ぃ辭 である。 馬太傳 二十 六 章の 四十 一節に 同じ 辭が (「試 探」 と關聯 して ：>  「惑に 

人らぬ やう」 と譯 して ある。 「人る」 と 云 ふ 方が 「遇 ふ」 と 云 ふよりも 稍 や 深く ある。 又 バプテスト 

敎會譯 の 聖書に は 主の 祈 禱の此 一 節 を英譯 に微ひ 「我 倚 を lil^ 試に 導かす」 と譯 して ある。 く」 と 

云 ふ は 「遇 ふ」 と 云 ふよりも 遙 かに 明確で ある。 我等 は 試 誘に 遇 はざる を 得ない、 然れ ども 遇 ふと も 


其 中に 入らない 事は屮 I 來る。 試 誘に 遇 ふと、 之に 導かれて 其 中に 入る と は 全く 训事 である U 我侪 を？^ 

誘に 導き 給 ふ 勿れと は 意味の ない 祈願で はない。 

然しながら 單に 「入れす」 叉 は 「導かす」 の 意義で あら ふ 乎。 希臘 語の eispllel.6 の 意味 は 多分 是 

れ 以上で は あるまい。 然しながら 我等 は單に 字典 の 供す る 意義に 由て 此 重大な る辭 の 意義 を定む ベ き 

であら ふ 乎。 我等 は 「試 誘」 の 場合に 於ての 如く、 此辭の場合に於ても基督者^^實驗を以て字義の不 

足 を 補 ふべき では あるまい 乎。 「試 誘に 遇 はせ す」 と は 「試 誘に 呑まれす」 との 意でなくて はなら な 

い。 其 持 去る 所と ならす、 其の 捕虜と なる 事な くとの 意でなくて はならない。 詩篇 第 ト九篇 十三 節に 

ある 

願く は 雨の 僕 を 引止めて 故意なる 抓 を 犯さし めす、 それ を 我が 主たら しめ 給 ふ 勿れ 

との  一一 H 辭が主 禱の此 一 句の 最も 善き 註解で あると 思 ふ。 「試 詠 を 我 主たら しめ 給 ふ^れ」 と 解して 共 

解 釋 に 問然 する 所 は ない と 思 ふ。 

「我 倚 を 試 誘に 遇 はせ す」 と 云 ふ。 我等 は 試 誘に 遇 はざる を 得ない。 义 愛なる 神が 我等 を 試 誘に 遇 

はし 給 ふ 害 はない。 故に 「我 倚 を 試 誘に 遇 はせ す」 と 云 ふ は 無益なる 無意味なる 祈願で ある。 「我 倚 

をして 我 倚の 信仰 を 毀たん とし、 我 倚 をして 神に 逆ら はし めんと する 惡 魔の 譎 計の 持 行く 所と ならし 

め 給 ふ 勿れ」 と、 是れ が此短 かき 祈禱の 意義でなくて はならない。 X 布： e 來 語の 簡潔なる、 是を 冗漫に 

失し き 他國の 言 辭 に譯 する は隨 分の 困難で ある。 我等 は 深く 希们來 人の 心理的 莨 に 人っての み 能 

く 其 言語 の 意味 を 解す る ことが 出來 る 。 

鲁 •••• 鲁參鲁 

惡 より 扬 出し 給へ 

主 s« の 1 J®  -  S 
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是れ 亦ぎ 易い 言 辭 ではない。 r 惡」 とは惡 事で ある 乎、 悪 共 物で ある 乎、 惡者 卽ち惡 魔で ある 乎、 

先 づ其事 を 究めなければ ならない。 爾 うして 文法的に 攻究 すれば 三者 何れに も 之 を 解す る ことが S 來 

る。 路加 傳六章 四十 五節に ある 「善人 は 心の 善 庫より 善 を 出し、 惡人 は其惡 庫より 惡を 出す」 と ある 

は 確かに 惡事を 指して 云 ふたので ある。 又 羅馬書 十二 章 九 節に r 惡は惡 み 善 は 親み」 と あるの も M じ 

しる 

ことで ある。 然しながら 馬太傳 十三 章 十九 節に キリストの 首辭 として 記して ある 「天 國の敎 を 聞て 悟 

ら ざれば 惡鬼來 りて 其 心に 播れ たる 種 を 奪 ふ」 と あり、 义 同；：； 十八 節に 「稗 子は惡 魔の 子等な り」 と 

ある は 主の 祈禱の 中に ある r 惡」 なる 辭を 「惡 鬼」 叉 は 「惡 魔」 と譯 したので ある。 故に 「惡 より 扬 

出し 給へ」 との 言辭を r 惡者」 卽ち惡 魔より 拯 出し 給へ と 解す るの は 決して 聖書に 依る 所の ない 解釋 

ではない。 實に 新約聖書の 註解 者と して 第一 等の 地位 を. c: むる ベ ン ゲル 氏の 如き は 之 を 「惡 者」 ち 

r 惡魔」 と 解して 居る . (英譯 Gnomon 第 百 九十 一 一貢 を 見よ )o 叉ネッ ス ル氏編 si 希臘語 聖書に も 引. 照 

は 凡て 此辭を 「惡 者」 と 解して 讀 むべき 章節に 對 して 附 して ある。 叉 聖書 全體の 思考の 倾 向より ふ 

る も 之 を r 惡者」 と 解す るの 適當 なる を 見る。 聖書に 由れば 惡とは 抽象的に 惡魔を 離れて^ 在す る^ 

ではない。 惡 とは惡 魔の 行爲 であって、 惡 魔より 扬 はる i より 他に 惡 より 拯 はる \ 途 はない" 惡魔は 

根本であって 惡は 枝葉で ある。 惡の 源は惡 魔に 於 て^して 居る ので ある。 故に 惡 魔より 扬 はれん と 欲 

する の 祈願 は惡 より 拯 はれん とする よりも 遙 かに 深い 祈願で ある。  、  、 

「扬 出す」 と は 何で ある 乎。 r 扬 出す」 と は 「索 出す」 の 意であって、 敵の 手中より 拯 出す ことで 

^^o 帖撒 羅尼迦 後書 三 章 二 節に 「我 儕 をして 邪 まなる 惡 人より 救 はる、 こと を 得しめ よ」 と ある は 

此言辭 である。 羅馬書 十一 章廿六 節に 「救 者はシ オンより 出て ヤコ ブの不 虔を取 除かん」 と ある は此 


出' 人 

のつ の 


意味に 於ての 救 者で ある。 若し 救 者の 例を擧 げんと すれば 其 第一 はモ ー セ である。 彼 は H ジ ブト 

乎より イスラ H ルの^^^拯出した者でぁる。 其 第二 は ヨシ ユアで ある。 彼はモ ー セ の救濟 卽ち扬 

Jj^ を 全うした 者で ある。 其 第三 はギ デオンで ある。 彼 はミデ アン 人の 手より イスラ H ルの 子等 を 救出 

した 者で ある。 其 他の 士師も 亦す ベて 此 意味に 於ての 民の 救 者であった。 rH ホバ 誰々 を 以て 3： 々人 

め 手より イスラ H ルの民 を 救 ひ 出し 給へ り」 と は士師 記々 者の 套語 である。 是に 由て 觀れ ば拯 m すと 

は 或る 敵の 手より 人 を 救出す ことで ある ことが 判 かる。 

故に 「惡 より 扬 出し 給へ」 と は r 惡 魔の 手より 救出し 給へ」 との 祈願で ある。 惡魔は 我等 を擒 にし、 

我等 を 縛り あれば、 其 束縛より 我等 を釋 放ち 給へ との 祈願で ある。 爾 うして 是れが 我等に 取り 最も 重 

要なる 祈願で ある は 云 ふまで もない。 惡魔は 我等 を衷に 於て 縛り 又 外に 於て 縛る 者で ある。 我等に 惡 

意 を 提供し、 惡 行を勸 むる 者で ある。 人 はすべ て惡 魔に 憑かれた る 者であって、 彼が 救 中； を 要する は 

彼れ 惡 魔より 拯 出されん がた めで ある。 恐るべき は 罪で はない、 罪の 案出 者なる 惡魔 である。 除く ベ 

きは惡 ではない、 惡の 根源なる 惡魔 である。 惡 魔より 扬 出さる i にあら ざれば 我等 は惡 より 扬屮 I され 

たので はない、 キリスト は 其 弟子 等に 「我 倚を惡 魔より 扬 出し 給へ」 と 祈れと 敎へ給 ひて、 我 は 我等 

人類の 最も 切なる 祈願 を 示された ので ある。 

「我 儕 を 試 誘に 陷 らしめ す、 惡 魔より 扬 出し 給へ」 と。 然し 原語の 聖書に 於て は 二 句の 間に 巳 r な 

る 接 續詞が 加へ て ある。 日本 譯には 除いて あるが 然し 是れは 看過すべからざる 詞 である。 是を此 場合 

に 於て は r 更らに 進んで」 と譯 すが 當然 であら ふと 思 ふ。 「我 倚 を 試 誘に 陷 らしめ 給 はざる に 止まら 

す、 更らに 進んで 我等 を 悪魔の 手より 扬 出し 給へ」 と。 「試 誘に 陷 らしめ 給 はす」 と は 此祈颇 の 消極 

*  SS の 1 JS  一四 じ 
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的 半面であって、 「惡 魔の 手より 救出し 給へ」 と は 其 積極的 半面で ある。 悪 を 避く るに て は 足らない 

之 を 根本的に 絕 つべき である。 キリストの 此祈 鶴の 一言に 惡に關 する すべての 祈願が 含まれて ある。 

序に 一一 目 ふて 置く が、 馬 太 傳五章 三十 七 節に 「汝 等た f 是々、 否々 と 云へ、 此 より 過る は惡 より 5,H る 

なり」 と ある は 同じく 「惡 魔より 出るな り」 と讀 むべき である。 惡魔は 威 心 者で ある、 曖昧模糊 は 彼 

の 特性で ある。 彼 は 何事に 關 しても：： だ々 否々 とは斷 言し ない。 我等 は 事を瞹 昧に附 して 惡 魔の 味方 を 

爲 すので ある。 

國と植 と榮は りなく 雨の おなれば 也。 

是れ亦 解す る に 隨分難 い 首辭 である、 斯 かる 稱 讚の 辭を 祈禱の 終に 附す るの 必要が あるで あら ふ 乎 

此 一 句に 就て は 聖書 學 者の 中に 種々 の 議論が ある。 

多くの 聖 蔑 者は此 一 句 を 全然 除い て 居る。 有名なる ゥ H スト コッ ト、 ホル ト兩 氏の 編 に 成る 希 

臘；？ 架 害に は此 一 句 は 除いて ある。 バプテスト 敎會譯 日本 文 聖書に も是れ は 除いて ある。 路加 傳十 一 

^に傳 へられた る 主の 祈 禱の屮 にも 此句は 記されて ない。 是れ或 ひ は 後^の 編暮 者が 加へ た 者で ある 

乎 も 知れない。 然し 至て 古い 頃より 此 句が 傅って 居った 審は 確かで ある。 故に 今日 之 は キリストの 言 

辭 でない と斷 一一 一一 c する こと は 出来ない。 或 ひ は キリストの 言 辭 であった かも 知れない。 然し 疑 はしい。 

然し 若し キリストの 雷 葉であった とすれば、 其 意味 は 何う 云 ふ 事で あら ふ 乎。 或 ひ は 又 極めて 早い 

頃の 信者が 之 を 加へ たので あると すれば 彼等 は 何の 意味 を 以て 之 を 加へ たので あら ふ 乎。 何れに する 

も 我等 は 今日 主の 祈 禱 を唱 へる に 方て 此 一 句 をも唱 へる の は事實 である。 我等 は 如何なる^ 味 を 以て 

之を唱 へる ので あら ふ 乎。 


齊 通の 解釋に 依れば 是れは 主 禱全體 に 附す ベ き 頌歌 であると のこと である。 架. 督者 の 實驗に 於て は 

祈禱と 讚美と は 151； 別し 難い 者で あるから、 祈禱の 終に 讚美の 附 くの は 無现 ならぬ 事で ある。 然し 解し 

難いの は 「なれば 也」 の結辭 である。 若し 「なれば 也」 と 結んで あれば 「そ は」 を 以て 始まる のが 當 

然 である、 「そ は 國と權 と榮は 云々」 と。 然し 「そ は」 と は 理由 を 示す 辭 であって、 其 後に 來る 文字 

は 其 前に ありし 文字の 理由 を 示す 者で なければ ならない。 

我 倚 を 試 誘に 陷 らしめ 給 はす、 更らに 進んで 惡 魔より 我等 を 救出し 給へ、 其 故 如何と なれば 國と 

權と 榮は窮 りなく 爾の有 なれば 也 

と、 斯う 成るべき である。 而 して 雨う 見れば r 國と權 と榮は 云々」 は主禱 全體 に關聯 して？？ ^ むべき で 

はなく して、 特に 試 誘と 惡 魔と に關 する 祈願の 理由と して 解すべき である ことが 判明る〕 我 倚 は祌に 

向て 何故に 惡 魔の 手より 我 倚 を 救出し 給へ と 祈る か、 如何と なれば 神 は 無限の 能力 を 自身 に^へ 給 ふ 

者に して、 彼のみ 能くん 類 の 强 敵なる 惡魔を 征服し 得れば 也と、 是が此 祈願 の 意義で なく て は ならな 

、 0 

雨う して 我等 惡 魔との 經験を 有する 者 は 此耐禱 の 能力 を 充分に 感す るので ある。 惡 魔は惡 むべき 者 

であると 同時に 非常に 强ぃ 者で ある。 我等 何人も 惡 魔に 對 して は 對 等の 敵で はない。 ル— テルの 歌に 

「夫の 古へ よりの 惡 しき 者 は、 今 は 猛威 を 悉くして 立てり、 政權を 以て 装 ひ、 邪曲の 計 を旋ら す、 世 

に 彼に 當る 者な し」 と ある は 善く 惡 魔の 本性 を 表 はした 言で ある。 キリスト も亦惡 魔が 彼の 當の 敵で 

ある こと を 示されて 居る。 彼が 「勇士 を先づ 縛ら ざれば 如何で 其 家に 入り、 其 {豕 具 を 奪 ふこと を 得ん 

や、 彼 を 縛りて 後に 其 家を楚 ふべ し」 と 一一 1C はれた の は 彼と 惡 魔との 關 係に 就て 一 百 はれた ので ある (お 
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太傳 十二 章 二十 九 節 )o 叉 「子 若し 汝 等に 自由 を與 へな ば汝等 誠に 自由 を 得べ し」 との 言 も 此邊の 消息 

を傳 へられた 者で あると 思 ふ (約 翰 傳八章 三十 六 節)。 キリ ス トが 此^に 降られた の は 所謂る 蛇の 竹 を 挫 

かんた めで ある。 

玆に 於て 主の 1^ 禱の 末節の 意味が 明白に なって 來 るので ある。 最後に 來 るべき 天 園と、 之 を 建設す 

るの 力と、 之 を 完成す るの 榮 光と を 具へ 給 ふ 神 なれば、 彼 は 能く 我等 を惡 魔の 手より 扬 出し 給 ふべ し 

との ことで ある。 ル ー テルの 讚美歌の 第一 一節が 能く 此意 を顯 はして 居る、 

若し 我等の 力に 賴 らば、 我等 は 直に 失 はれむ、 然れど 一 人の 聖き 者の 我等の ために 戰ふ あり。 彼 

れ 何人と 尋 ぬる 乎、 ィ H ス キリスト 其 人な り、 萬 軍の 神に 在して、 彼の 他に 神 あるな し、 彼、 我 

等と 共に 戰ふ。 (『愛吟』 より) 

今、 聖書と ル ー テルとの 言葉 を 離れて、 我等の 生涯の 實驗 に照らして 見て、 主の 敎へ給 ひし 此祈禱 

の 我等に 取り 最も 切なる 祈願で ある ことが 判 かる。 我等 は 自身の 計略 裔勵を 以てして 到底 惡 魔に 勝つ 

ことの S 來な いこと を 知る。 惡魔は 政權を 以てし、 腕力、 金力 を 以て 我等に 臨む ばかりで はない。 彼 

は 時と 場合に 由て は 宗敎を 以てし、 道德を 以てし、 然り、 時には 信仰 を 以て 我等に 迫る。 我等 書の 

曾 葉 を 引いて 自 から 守らん とすれば 彼 も 亦 聖書の 言葉 を 引いて 我等に 當る。 我等 若し 道念に 訴 ふれば 

彼 も 亦 道念に 據て 我等 を 苦め る。 彼 は 時には 忠孝 道德の 背後に 隱れ、 又 正統 敎會の 信仰 侗條を 柳に 取 

りて 詰资の 矢 を 我等に 向て 放つ。 實に 「世に 彼に 當る 者な し」 である。 彼 は 智慧に 富み、 計 策に 富み、 

文 を 能し、 一一-一 c 語に 巧で ある。 ヤン ネと ヤン ブレ がモ ー セに敵 ひしゃう にす ベての 知識と 道 德とを 弄し 

て 我等に 敵 ふ 「提摩 太 後書 三 章 八 節)。 


雨う して 惡 魔の 强き 所以 は 彼れ 自身の 强 きに のみ 因らない。 此世 はすべ て惡 魔の 味方で ある。 菜： 督 

者の 首と 云 へば 3： にも 耳 を倾 けない 此 世と 此 世の 敎會 とは惡 魔の 言と あれば 弃んで 之を聽 かんとす る" 

悪魔 は 決して 單獨で 我等 を 攻めない。 必す世 を 煽動して 之 をして 我等 を 攻めし む。 雨う して 此骨は 喜 

んで 彼の 使役に 應 する。 惡魔 は此世 全體を 提げて 我等に 臨む。 

人、 誰か 此 敵に 勝ち得ん やで ある。 彼 は 時には 祌舉 者と なりて 敎會 に跋屋 する。 聖人 君子と たりて 

此世を 使 揮す る。 骨肉の 兄弟と たりて 我等の 身に 迫る。 惡 魔は惡 しき 靈 としての み 存在し ない。 智と 

情との 人と 成りて 我等の 間に 棲息す る。 世に 所謂る 惡漢 なる もの は 多く は此 類で ある。 彼等 は 世に 長 

れられ ながら 自由に 惡事を 遂行す る。 

人、 誰か 此歒に 勝ち得ん や。 法律に^る も、 道德に 由る も、 宗敎に 由る も、 彼 を 征服す る こと は £ 

來 ない。 彼 は 誠に 斯^の 主で ある (約 翰 傅 十二 章 三十 一節)。 斯揪の 中に 彼に 勝つ の 力 はない。 

然 かし 神 は 彼に 勝つ 者 を 世に 遣り 給 ふた。 彼 は 國と權 と 榮とを 保有し 給 ふ 者であって、 彼而 巳 は 能 

く斯 の 主なる 惡 魔に 勝つ ことが 出来る。 我等 は 彼に 賴て 我等の 大敵に 勝つ ことが 出来る。 大能者 は 

此 世に 臨み 給 ふた。 彼而已 は惡魔 以上の 能力と 智慧と を 具へ 給 ふ。 彼 は 容易く 我等 を拯 出し 給 ふ。 

玆に 於て 馬 太 傳五章 三十 九 節に ある 「惡に 敵す る 勿れ」 との キリストの 訓誡の 意義が 一 層 明瞭に 成 

るので ある。 「惡」 と は 勿論 惡者 卽ち惡 魔で ある。 雨う して 我等 は 彼に 敵對 すべから すとの 事で ある 一 

「惡 魔に 敵す る 勿れ、 そ は爾は 彼に 勝つ 能 は ざれば 也、 悪魔 は 之 を 雨の 神に 委ねよ、 雨は惡 魔に 惡を 

爲 さしめ て 彼の 滅亡 を 待てよ」 と、 是 れが此 訓誡の 精神で あると 思 ふ。 惡 魔に 敵す る は 善き 政策で な 

いのみ ならす、 If ルれ 不可能 事で ある。 人 は 何人も 全力 を报 ふて 惡 魔に 勝つ こと は屮 I 來 ない。 彼 は 中： ィ 
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ぬナ び， こ ねす 

も爲 ない ものが あると すれば、 其 物 は 盗人の 竊む 所と なる。 所謂 社 會道德 の 進歩 も 以て 盗人 を絕 つに 

足りない。 今や 金庫 製造の 枝 術 は 其 極緻に 達したり と稱 せらる X も、 之 を 破る の 技術 も 亦 之に 循 じて 

進んで 21? る。 酸 索が 液化せられ てより、 之 を 用 ひて 燒斷る ことの a-H 來 ない 鐵 板と て は 無い とのこと で 

ある。 文明 進歩の 令 日と 雖も此 地 は 決して 安全なる 所ではない。 此 地に 產を蓄 へ、 寶 として 之に 頼り 

て3:人も失^1ボせざるを得なぃ。 舊き傳 道 者の 言 は 第 二十世紀の 今日、 民法と 世襲 財產 法との 殆んど 完- 

全に 達せし 令  m  に 方 りても、  其 正鵠 を 失 はない ので ある、 卽ち、 

我れ 觀 るに 日の 下に 一 の 患 あり、 是は 人の 間に 常に ある 事な り、 卽ち 神、 富と 財と 貴 と を 人に 

與 へて 其 心に 一 r お ふ もの を 一 として 之に 缺る ことな からしめ 給 ひながら も、 神 また 其 人に 之 を 食 ふ 

こと を 得せし め 給 はすして 他人の 之 を 食 ふこと あり、 是れ 空な り、 惡 しき 疾 なり 

と (傳道 之 書 六 章 r  二 節 )o 寶は 之を此 地に 積む も詮 がない。 地 其 物が 腐る 者、 朽る 者、 銹る 者で ある 0. 

而 して 罪人の 其 中に 橫 一!；： する ありて 我等が 永久に 安全なる こと は 無い ので ある。 故に 財 產は祌 より 之 

を 賜 はりて 依托 物と して 之 を 預かる こと ありと 雖も、 我寶 として 之 を 所有べき で 無い C 寶は之 を 天に 

積むべき である。 地 は 失する も 失せざる 天に 積むべき である。 

： ぼ 意せ よ、 寶は 多少に 由らない。 多き 財產も 之に 心を箧 かざれば 寶 となりて 我等 を 縛らない。 些少 

の 物 も 之に 心 を 置けば 寶 となりて 我等 を 束縛す る。 人の 地 的なる と 否な と は 其 人の 所有の 多少に 由ら 

ない。 僅少の 物に 縱 りて 地に 着く 者が ある、 多くの 魔を與 へられて 之に 頓着せ ざる 者が ある。 愼 むべ 

き は 所有物の 多少で はない、 之に 對 して 採るべき 心の 態度で ある。 而 して 產を與 へられて 北 ハ^ 縛 を 蒙 

ら ざらん と 欲せば、 ィ H スの靈 を 我 靈に迎 へて、 彼の 支配す る 所と なる の 唯 一途が あるの みで ある。 


我 れ 言 ふ汝 等聖靈 に 由り て 行む ベ し、 然 らば 肉の 欲 を 成す こ と莫 らん 

と バウ 0 は 一 W ふた。 此 世の 財 產に對 して 信者の 取るべき 態度 は此  一 一； m を 以て 盡 きて 居る と 思 ふ (加 拉. K 

書 五 章 十六 節 )0 


目の 善 惡 

馬太傳 六章廿 二— 廿四 節、 希臘 語の！； プル 1 ス とボネ ー ロス 

との 研究、 「山上の垂訓」 の 硏究の 一 節 

^？-の光は目な.9 「光」 ではない、 「燈」 である。 第五 章 第 十五 節に 謂 ふ 「燈 を點 して，. V の： 卜に 

匿く 者な し」 と ある 北 ハ燈と 云 ふと 同じ 一一 目 紫で ある。 光を與 ふる 者で ある、 ランプで ある。 「身の ラン 

プは 目で ある」 とのこと である。 「勿論ん マ 曰の 我等 は爾 うは 言 はない ので ある。 我等 は 光 は 太 § より 

來る 者であって、 目 は 外の 光 を 內に受 くる 機關 であると 一一： 一 〔ふので ある。 乍然、 實 際の 所、 縱令、 外に 

光が あるに もせよ、 若し 之 を 內に受 くるた めの 機關 がないならば、 我等 各自に 取り外の 光 は 無い と 同 

然 であれば、 身の 燈は 目で あると 言 ふこと が出來 るし、 叉 更らに 進んで 身の 光 は 目で あると 曾 ふこと 

も屮： 來る。 外の 光 を內に 導く 者 は 目な りと 云 ふ 事 を 簡略に して 「身の 光 は 目な り」 と 云 ふたので ある U 

汝 の目瞭 ならば 兹に r 瞭」 と譯 せられし 希臘 語のへ iTTXOC? は 意味の 荼 だ錯雜 したる 辭 である。 
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故に 支那 譯 並に 日本 譯 聖書に 於ても 譯 者に 由て 種々 の 文字 を 以て 譯 されて 居る。 或 ひ は 「淨 からば」 

とか、 或 ひ は單に r 淸 くば」 とか、 或 ひ は 「眩ます ば」 とか 云 ふ 文字 を 以て 譯 されて 居る。. 或 ひは哥 

林 多 後 * 十 一章 一！； 節に 傲 ひ 「誠 實」 と譯 しても 可い ので ある。 叉 同 八 章 二 節、 同 九 章 十 一節、 叉 li 馬 

書 十二 章 八 節に 於て は 之と 類似の 辭が 「吝 なく」 と譯 して ある、 r 吝 なく 施すべし」 と ある。 以上に 由 

あきらか  zrxs  *4  二-こ  •？ 'ぶ さか 

て 觀れば r 汝 の目瞭 ならば」 と ある は、 之 を r 淨 からば」 とも、 亦 は 「誠なら ば」 とも、 亦 は r 吝な 

らす ば」 とも 譯 して 差 支ない ので ある、 而 して 原語の 「ハ プル ー ス」 に はすべ て是 等の 意味が 籠って 

るので ある。 r 汝 の目ハ プル ー ス ならば」 と 言へば、 r 汝の目 透明に して 淨く、 誠實 にして 吝啬 なら. 

すば」 と 謂 ふ 意味 を 通す るので ある。 何れの 國 語に 於ても 斯 かる 仇 は必す 有る ので ある、 一 ッ の- 辭に 

して 相： な； に關聯 する 極々 の 意味 を 通す る辭が あるので ある。 

全身 も 亦 明かなる. べし 「明かなる べし」 では 足りない。 バプテスト 敎會譯 聖書に て は 「明る か 

らん」 と譯 して ある。 些少の 相違で は あるが、 然し 多少の 改良で あると 思 ふ。 希臘 語の や oo.nlv(/i は 

「光り輝く」 又は 「光に て充 つ」 の 意で ある。 馬太傳 十七 章 五節に 「か やける 雲」 と ある 「か や 

- r;^*  さん 

ける」 は此辭 である。 r 條 たる 光 を 放つ」 の 意で ある。 故に 「全身 も 亦 明かなる べし」 と ある は、 之 

を 「全身 光に て充 つべ し」 とか、 亦 は 「全身 輝き渡るべし」 とかに 改 むべき である。 

若し 汝の 目陀 からば 原語の 俊に 「之に 反して」 なる 反 f 思 語 を 加 ふべき である。 漢字の 「K」 

は 「暗」 である。 孟子に 「胸中 正しから ざれば 則ち 眸子 K し」 と あるとの 事で ある。 孟子の 此言、 以 

て イエ スの此 敎訓の 善き 註解と して 見る ことが 出來 る。 rK」 なる 漢字 は 之 を 「あし &」 と訓 むこと 

は^ 來 ない。 然し マ タイが 兹に用 ひたる 辭は ボネ. I  ロス (？ Tos;,o^o であって 「惡」 の 意で ある。 故に 


「K」 と意譯 せす して、 ラゲ 譯叉は 左 近譯の 如くに 明。 に r 汝の 0 もし 惡 しからば」 と譯 すべきで あ 

る。 而 して 斯 く？？！ して ィ H スの此 教訓の 意味が K らに 一 曆 明かになる ので ある。 

「惡 しからば」 口の 惡 しき は 目の 病みた るので ある、 或 ひ は 何等かの 故障に 由り て 目が 歪 ふたの 

である、 目が 完全の 用を爲 さない ので ある、 或 ひ は 全く 光 を 遮り て^に 暗 m ーを來 たす ので ある。 然し 

悪 は 一せ に對 して 謂ふ辭 である。 故に 「目 惡し」 と 謂 ふ は 「見る もの を惡 意に 解す」 とか 亦 は 「惡の ほ 

か. 何物 を も IB? る 能 はす」 とか、 亦 は 「眞理 を 曲解す」 とか 謂 ふ 意味に 解す る ことが 出來 る。 馬 太傳ニ 

十隶 十五 節に 

我が 善に りて 汝の 目惡 しき 乎 

と ある は、 斯 かる 意味に 於て 解す ベ きで あると 思 ふ。 r 汝 の目惡 しきが 故に 我が 善が 惡 しく 見 ゆる や』 

と の 意味 であると s ふ。 

然し i ん 書に 在りて は r 惡」 は 止に 道德 上の 惡 ではない 。聖書に 在りて は 「惡」 なる 辭に 特训の 宗敎. 

上 の 意味が あ る。 を 行 ふと は 神より 離 れ神 ならぬ 者に 事 ふること である。 

イスラ H ルの 子孫 工 ホバ の 目前に 惡を行 ひし かば 

产 、りか へ  しる 

と 繰返して 士師 記に 記されて あるの は 此事を 謂 ふので ある。 卽ち イスラ H ル の が H ホバ を 離れ 彼の 

命に 反き て 偶像に 事 へたり との 意で ある。 架 書 に 在り て は 惡とは 偶像 崇拜の 赛 である、 祌が 善で あ る. 

と； に (路加 傳 十八 章 十九 節)、 偶像 は惡 であるの である。 

「若し 汝 の目惡 しからば」 若し 汝の 目疾 みて 其 用を爲 さす、 M 现を 曲解し、 神を祌 として 仰がす 

して 祌 ならざる i!^ を 神と して 認 むるならば 云々。 前節に 於て 「瞭」 なる 辭に！ 々の 意味が あると 等し 

H め 善 B1S  一  五 七 


く、 此 節に： 、ける 「惡 し」 なる 辭 にも 亦 種々 の 意味が あるので ある、 而 して ィ H スは是 等の 相 關聯せ 

る 意味 を かけて 玆に 敎訓を ベ 給 ひつ i あるので ある。 

全身 暗 かるべし 「暗 黑を 以て 充っ べし」、 前節の 「光り輝くべし」 と ありし に對 して 謂 ふ。 

是 故に 汝の 中の 光 もし 晴か らば 身の 光た る 目の 惡 しき 場合に は、 外の 光 を 內に受 くるた めの 

目の 歪いた る 場合に は、 全身 喑黑と 化する は 何人も 能く 知る 所で ある。 其 如く  (是 故に) 若し 汝の 屮 

の 光、 卽ち靈 魂の 目の 惡 しき 場合に は、 外なる 光に 非す して 內 なる 光に して 暗 からん 乎、 其 場合に は 

如 3： との 意で ある。 ィ H スの 一一 一一 ロ辭は 簡潔であって、 其 中に 多くの 略辭が ある、 故に 我等 は 之 を 解す る 

に 方て 省かれし 略辭を 悉く 補 はなければ ならない。 此 場合に 於て 「汝の 中の 光」 と 言 ひ 給 ひて、 彼 は 

r 汝の 巾の m:」 义は r 汝の中 を 光す 者」 叉 は 「汝 の祟拜 物」 等の 事項 を 同時に 語り 給 ひつ k あるので 

ある。 

其 暗き こと 如何に 大 ならす 乎 其暗黑 たる 如何ば かり ぞ、 實に 驚くべき に 非す や、 物の 譬 へや 

うなき に 非す やとの 意で ある。 內 なる 暗黑は 外な る 暗 里 一に 譬 ふべき やう もな し、 肉の 盲者 は憐む ベ し 

とする も 心靈 の官 おの 歎 か はしき に 比ぶべく も あらす。 暗黑 の 最も 深 茶な る は 外なる 身の 暗黑 に 非す 

して、 なる 靈 の暗黑 である。 ー實 以て 之 を 言 はん 乎、 靈 魂が 其 光なる 祌を內 に 病 さぐる ことで ある 一 

「5: の 光」 と は 何ぞ？ 勿論 神で ある。 「5: の 目」 と は 何ぞ？ 信仰で ある。 而 して： S: の は 外 

の H と 同じく 明瞭 かでなくて はならない、 淸淨 くなくて はならない。 祌に對 して は誠實 であって、 人 

に對 して は吝啬 であって はならない。 而 して此 信仰の 目 を 以て 內の 光なる 神 を 仰ぎ 瞻て靈 は靈 光を以 

て 充溢れ るので ある。 


ハ ブル I スに 明瞭、 淸淨、 誠實、 咨 ならす の 外に 摘 ほ 一 の 意味が ある。 其れ は SM 又は 翠純 である 

cir は單 純でなくて はならない。 單 純なら ざれば 明瞭なら す、 淸淨 ならす、 -乂 " 本 S なりで ある。 H は 同時 

に 一 一物 を 凝視め る こと は 出来ない。 目が 若し 完全に 其 用を爲 さんと 欲せば 之 を 一 物に のみ： びが なけれ 

ばなら ない。 玆に 於て か、 次 節の 「人 は 二人の 主人に 事 ふること 能 はす」 との 敎^ が內眼 保全の 敎訓 

に 加へ て與 へられた ので ある。  ， 

人 は 二人の 主に 事 ふること 能 はす、 そ は 此を惡 み 彼 を 愛しみ、 此を 親み 彼を谏 むべ け 

れば 也、 汝等 神と 財 神と に 兼ね 事 ふること 能 はす 忠臣 二君に 事へ す、 幾 女 二 夫に 見えす、 

贰 心なき を贵 むは 古ん/東西 變る ことなし である。 H ホバは 實に嫉 む 神で ある。 彼の 愛の 熱烈なる、 彼 

は 全然 首 鼠 兩端を 許し 給 はない ので ある。 彼に 事 ふるに 丹誠の 一 事 あるの みで ある。 故に 謂 ふ、 r 汝 

こ-ろ せ 

心を盡 し、 精神 を盡 し、 意 を盡 くして 中： なる 汝の神 を 愛すべし」 と。 玆に 於て か 神に 事 ふるに 誠實 

なる、 淸淨 なる、 目的の 單 一なる 目 (心) を 要する ので ある。 此目 (心 叉 は 信仰) なくして 祌を る 

と， 丄  みなぎ 

事 は 出来ない ので ある。 此 目を通ら すして 神の 光 は 心靈に 漲らない ので ある。 故に 言 ふ 「汝の 目 若し 

ハ プル ー ス ならば」 と、 神 を 見る の 目 は 殊更ら に 誠實、 殊更ら に單 純、 殊更ら に 淸淨、 殊- 史らに 明瞭 

なる を 要する ので ある。 

「神と 財祌 とに 兼、 ね 事 ふること 能 はす」 祌を 明瞭に 見ん と 欲すれば、 信仰 (靈 眼〕 は竓 かるべ か 

らす、 悪し かるべ からす、 殊に 祌 ならぬ 偶像 を 信す ベから す。 單純誠 實の目 は、 肉の 目なる と靈の Rr 

なるとに 關 はらす、 全然 一 神敎 的なら ざるべ からすとの 事で ある。 マム乇 ンは財 を 司る 神で ある、 或 

ひ は 財 を 神に 擬 へて 祀 りし 者で ある。 而 して 財に 我心 を 置きて 財は寶 となり、 卽 ち財祌 となりて 我 を 

ar の 善感  ； 五 九 


！::  a 音ャ s  w 究  一六い 

司 配す るに 至る ので ある。 愛 錢は背 神で ある。 マム モン 崇拜 であって、 劣等の 偶像 崇拜 である。 人 は 

神と 时神 とに；^、 ね 事 ふること 能 はすと 言 ふ、 然り、 人 は祌に 事へ ながら 同時に 財 產に心 を 傾く る こと 

は 能ない。 若し 世に 人 あり、 我 は 神に 事 ふると 同時に 叉 蓄財に 餘念 なしと 言 ふ 者が あれば、 共 人は虚 

偽 を 言 ふ 者で ある。 人 は祌と 財と に！ ね 事 ふる 能 はすで ある、 然り、 實に能 はすで ある。 

玆に 於て か叉ハ ブル一 スの 吝智な ら すとの 意味が 出て 來 るので ある。 吝な らす財 に 固着せ すとの 意 

である。 义 容易に 之 を 他に 頒 つとの 意で ある。 而 して 神に ず ふるに 叉此 心がなくて はならない。 慈善 

心で ある、 他 を 救 ふに 方て 「金 放れの 善き」 ことで ある、 財 產を惜 まざる 心で ある。 此靈 眼が なくし 

て祌を 見る こと は 出来ない。 慈善 は 他 を 救 ふために 有益で あるば かりで はない 、自己の 靈に祌 の 光 を 

漲らし むる ために 必要で ある。 故に 謂 ふ、 若し 汝の目 吝 ならす ば 全身 (亦 全靈) 光り輝く べしと。 

にィ H スは 詩ん ならざる 大 詩人で ある、 文章 家なら ざる 大 文章 家で ある。 彼はハ ブル一 ス、 -ホネ 

こも  いろ/ ヽ  こ、 ろが け 

111 スのニ 語に 籠る 所の 種々 の 意味 を 以て、 財 產に對 する 信者の 心 掛を备 方面より 示し 給 ふたので あ 

る 0 

一一 一一 口 ふまで もな く、 ィ H スは希 臘語を 用 ひ 給 ふたので たく、 ァラミ 語 を 用 ひ 給 ふたので あるから、 馬 

太傳 記者の 傳 へし 此ー 一個の 辭を 以て ィ H スの此 場合に 於て 用 ひ 給 ひし 特^の 辭と 見る こと は出來 ない ハ 

而 して ァラ ミ 語に 關 して は 智識^ 無なる 余はィ H ス が此 場合に 於て 用 ひ 給 ひし 特^の ァ ラ ミ 語の 何ん 

でありし 乎、 想像す る こと さへ 屮 I 來 ない。 乍然、 「瞭」 と譯 せられし 希隨； sig のハ ブル I スと 「睹」 と 

^ さ れ し 同；^ig の ボネ1 口 ス と に 通す ベ き或 る 適當 の ァ ラ ミ 語を用 ひ 給 ひ し こ と は 之を 疑 ふ こ と は 出來 

ない。 我等 はィ H スの 一一： 一口 語 を 研究す るに 方て 深い 法 意と 硏鐵と を 怠って はならない ので ある。 


以上の 解釋に 因り 一 一十一 一節より 一 一十 s: 節まで を意譯 せん 乎、 大略 左の 如くに 成る であら ふ-。. 

めいれ- フ  けん. せん  せいじゃ-..'  せいじつ 

身の ランプ は 目な り、 若し 汝の 目に して 明瞭な らん 乎、 健全な らん 乎、 淸淨 ならん 乎、 誠竄 なら 

ん じゅん  えし 

ん乎、 單純 ならん 乎、 汝の全 身 は 光 を 以て 充 たさるべし。 之に 反して 若し 汝の 目に して 惡 からん 

乎、 K からん 乎、 神 を 仰がす して 偶像 を瞻ん 乎、 汝の. 全身 は 暗黑を 以て 充 たさるべし。 是 故に t 右 

し 汝の內 の目惡 くして： s: なる 光に 接する 能 は ざらん 乎、 北 ハ暗黑 の 程度 她何 許り ぞゃ。 我れ 汝のロ 

は^ 純なら ざるべ からすと 首へ り、 沟に人 は 何人も 一 一ん の 主に 真-ふる 能 はす、 ^此を 惡み彼 If 

み、 此を 親み 彼 を 疎む ベければ 也。 汝等祌 と財祌 とに. き、 ね審 ふること 能 はす リ 


我等 今 ョ の 日本人に 取り 以上の ィ H スの雷 を 解す るの 困難 は外國 人が 日本の 和歌 を 解す るの 困難に 

ゃゝす るれ う  こゝ ろみ 

照らし て 稍 推 了す る ことが 出來 ると 忍 ふ。 試に 百 人 一 首 中の 和 泉 式部の 歌 を 取て 見ん に 

大 江山い く 野の 路は遠 けれど 

まだ ふみ も 見す あまの 撟立 

と ある。 曰 本 語と 山陰 地理と を 知悉す る 者に 取りて は 其 意味 明瞭に して、 歌 意の 掬す ベ き ある は 一 W ふ 

まで も 無い が、 然し 一 一 者に 晴らき 外國 入に 取り 其 意味の 解し 難き は  一 EI 瞭然で ある。 「生 野」 を 「往 

く， 針」 にかけ て 詠み、 「玉章」 を 「蹈 み」 に擬ら へて 言 ひ、 天の 橋 立 を 踏みし ことなしと 云 ふに 至つ 

て は 操詞の 術、 巧妙 を 極む とは霄 ふ もの.^、 日本と 日本語に 暗ら き 外國人 をして 其 意味 を现 解せ しめ 

ん とする の 闲雜は 決して 容 の 事で ない。 安部 仲 磨が 彼の 名吟 

n の 善 感  一 六 一 
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あ はら  ふ  かす-か 

天の原 ふり さけ 見れば 春 日なる 

みか 5 や t いで つき 

三 笠の 山に 出し 月 かも 

を 歸國の 船にまで 送り 来りし 彼の 1<  唐の 友人に 說明 せんとせ し 其 困難 はん r- に 至りて 思 ひ 知られる ので 

ある。 

ところれ. 

而 して 之に 類す る 解釋の 困難 を 我等 は 聖書の 所々 に 於て 見る ので ある。 而 して 馬 太 傳第六 章の 此場 

八：： の 如きが 其 一 つで ある。 幸に して 敎理 上、 特に 肝要なる 問題の 其 解 釋に懸 る こと 無しと 雖も、 其 正 

解 は 頗る 難事で ある。 我等 は 原語に 籠りた る 多 趣 多方面の 意味 を 知りての み 始めて 北 ハ奠義 を 刺 明に す 

る 事が 可能る ので ある。 


馬 太傳六 章 三 十 三 節 


汝ら先 づ祌の 國と其 義 と を 求めよ、 然 らば 此らの もの は $1 な 汝らに 加 へらるべし。 

先づ 先づ 第一に、 何よりも 先き に、 主として。  . 

神の 國 神の 治め 給 ふ國、 彼の 聖 33 の 行 はる、 所、 神との 和平 成りて、 彼の 怒の. M ら ざる 所。 國と 

稱 ふる も必 しも 國土を 要せす、 靈 魂の： 午 和の 狀態、 其れが 神の 闺の 特徴で ある。 今 始まりて 後に 完 1§ 


せらる、 事。 神の 國は (ケ) 汝 等の 衷 にあ リと云 ふ (路加 傳 十七 章サ 一節)、 後、 彼れ 諸の 政事 及び 諸の 

權 威と 能力 を滅 して 國を 父の 神に 付さん、 是れ 終な リと ある (哥林 多 前書 十五 章 サ四節 )0 神の 國は人 を 

離れて 神の 事で ある、 地 を 離れて 天の 事で ある、 肉 を 離れて 靈の 事で ある、 我等の 靈が靈 なる 神に 接 

する 所で ある。  ， 

其義 神の 國の義 にあら す、 祌の義 なり。 故に 「彼の 義」 と讀む 方が 意味が 明白で ある。 神の 義は 

人の 義と 異なる 。其 如何なる 義 であるか は バウ 口の 左の 言に 由て 見て 明かで ある。 . 

今 律法 を 離れて 神の 義は顯 はれたり …… 卽ちィ H ス キリス トを 信す るに. 由る 神の 義 にして、 すべ 

て 信す る 者に 及ぶ 義 なり (羅 Issallm サー、 サニ節 直 譯〕。  ,. 

是れ 信仰に 託り 神より 出る 義、 卽ち 律法に 由る 己が 義に 非す、 キリスト を 信仰す るに. m る 所の 義 

なり (脾立 比 書 三 章 九 節〕 a 

神が 人に 求め 給 ふ. 義は斯 の 如き 義 である。 己が 作りし 義の资 格で はない、. 信仰に 由り て 神に 被せられ 

し義 である。 良 から 義 とする の義 ではない、 祌に義 とせら る i の篛 である。 倫理 道 德の義 と は 全く 質 

を 異にする 義 である。 十字架 上の キリスト を 仰 瞻て義 とせら る \ の義 である。 キリストの 福 昔 獨特の 

義 である。 神の 義、 一名 信仰の 義、 謙 遞と信 賴と自 捐とを 以ての み 得らる.^ 義 である。 

求めよ 飢え 渴く 如くに 求めよ、 祈り 求めよ、 之 (祌 の義) を 祈禱の 主なる 題目と せよ。 信者が 物 

を 獲る の途は 祈禱を 除いて 他に ない、 故に 「求めよ」 とい ふ は 「祈れよ」 とい ふと 词じ である。 

然 らば 祌の國 と 彼 (神) の義を 主なる 目的物と して 祈るならば。 

是らの 物 衣、 食、. 住、. 肉に 關 する すべての 物、 健康 長壽も 多分 其 中に 含まる \ ならん、 此身 のす 

Bg 太！！ J 六な 一一 一十 111 ©  1 六 一一 一 
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ベての 幸福、 必要の 知識と、 相應の 地位、 妻と 子と 家庭と 交際、 此 世の 人々 が 干 辛 萬 苦して 求む るす 

ベての 物。 

加 へらるべし 汝が 求めざる も 神より 汝に加 へらるべし。 是れ 皆な 祈り 求む るの 必要な き 物で ある、 

先づ 神の 義 なる 第 一 の もの を 求めん に は 第一 一 以下の もの は 求めす して 汝に加 へらるべし、 神より 汝に 

000000 つ  ？  •v'i  こと さ 

押附 けらるべし、 食 ふための 食物 や、 着る ための 衣類 や、 住 ふための 家屋 や は汝が 殊更ら に 求めざる 

K  / ひと つ 

に 汝に加 へらるべし、 此 意味に 於て 信者に 生存 競爭 なる 者 はない、 彼 は 唯一 を 求 むれば、 他 は 神より 

彼に 加 へらる べしとの 事で ある。 

驚くべき 哉、 主ィヱ スの此 言。 簡短 にして 深玄、 之 を 讀む者 をして 不信に 恥 ぢて堪 ゆる 能 は ざら し 

む。 

*  .  *  *  * 

此事 たる 惟り 個人に 限らない、 國 家に 取りても 雨う である。 國家も 亦先づ 第一 に 神の 國と 彼の 義を 

求めて 其 他の もの は 求めす して 之に 加 へらる、 ので ある。 先づ第 一 に純粹 なる 福 昔の 義を 求めて 國の 

隆盛 は 求めす して 來 るので ある。 宗教改革 後の 英國幷 に 和 蘭 は 其 善き 實例 である。 彼等 は比较 的に 純 

粹 なる 一 i 音 を 求め 得て 一 躍して 歐洲第 一 流の 富強に 達した ので ある。 其 反對に 佛國と 西班牙と は 幅 昔 

を 斥けて 終に 今日の 衰退 を 招く に 至った。 此 事に 就て 歷 史家 力 ー ライル は 彼の 『フ レ デリック 大王 傳』 

第 登卷に 於て、 宗敎 學きプ フライ デレル は 彼の 『基督 敎發達 論』 に 於て 同じ 事 を 述べて 居る。 余 W 

は讃 者の 注意までに 兹に 一 言して 置く。 


馬 太 傳六章 三十 四 節よ b 七 章 六 節までの 硏究 

一 日 の 苦勞 

神が 我等に 賜 ふ 善に 疆 なきが 如くに、 亦 我等に 臨む 惡 にも ぅ疆 がない。 肉に 屬 ける 惡が ある、 靈に場 

ける 惡が ある. - 自己が 惡が ある、 他人の 惡が ある。 我等 は祌が 何故に 惡の 在 を 許し 給 ふか 其 理由 を 

知らない、 然し 惡の實 在す る こと は確實 である。 而 して ィ H スの 弟子 は 如何にして 惡に對 せん 乎、 是 

れ 彼が 玆に敎 へ 給 ふ 所で ある。 

身に 屬 ける 惡、 我等 は 之 を 不幸と 稱び、 凶事と 稱び、 災禍と 稱ぶ。 貧困の 如き、 疾病の 如き、 事業 

の 失敗の 如き、 肉體の 死の 如き、 是れ 皆な 身に 屬 ける 惡 である。 我等 は 其の 我等の 身に 臨ま ざらん こ 

と を 希 ふ、 我等 は 之に 遭遇 せんこと を 恐る-^ が 故に 苦勞 する ので ある。 悪 は 苦勞の 原因で ある、 惡の 

襲 來を恐 る が 故に 我等 は 苦勞す るので ある。 

この ゆる 一 

是 故に ィ H スは 我等に 敎 へて 言 ひ 給 ふたので ある、 

明日の 事 を 憂慮 ふ 勿れ、 明日 は 明日の 事 を 憂慮へ、 一 日の 苦勞は 一 日に て 足れり 

惡の處 分  1 六 五 
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と (六 章 三 十 a 節)、 玆に苦 勞と譯 された る辭が A が 謂 ふ 所ひ惡 である。 希臘語 の 力 キヤ (SS へ》 0-) である。 

苦勞の 原因た る惡 である。 何人の 身に も 臨む 不幸、 艱難、 災害 等で ある。 而 して ィ H スは 我等に ^K; げ 

て 言 ひ 給 ふので おる、 

汝等惡 に 就て 多く 思 ふ 勿れ、 惡は 前以て 豫防 する 能 はす、 過ぎに し惡は 歎く とも 及ばす、 日に 日 

に 臨む 神の 恩惠を 享受し、 凶事 は 之 を 深く 心に 留 むる 勿れ 

と。 一言 を 以て 之 を 言 はん 乎、 汝等樂 天 的 なれとの 事で ある。 而 して 斯く敎 へ 給 ひし ィ H ス御 自身が 

甚だ 樂天 的で あり 給 ふたので ある。 彼 は 「世の 罪 を 任 ふ 神の 恙」 であり、 「悲哀 のん にして 病患 を 知」 

り 給 ひしと 雖も、 而 かも 化 ハ1^ 一き 一 生 を 悲哀の 中に 過し 給はなかった。 彼の 言語 は 詩歌であった。 彼の 

祈禱は 感謝であった。 彼の 無邪氣 なる、 一 日の 勞を 終へ 給へば、 賜 風 吹 荒む 波の 上に 漂 ふ 小.. すの の 

かたに、 枕して 寢ね 給へ りとの 事で ある (馬 可 傳四章 三 七、 ョ八節 )o 而已 ならす、 彼が 敵に 附 たさる X 

其 衣、 恐るべき 死 は 面前に 迫り 居りし にも 拘 はらす、 彼 は 弟子 等と 逾 越の 節 筵 を 共に し、 へ 一？； として 

彼等に 敎 ふる 所 あり、 

5fc  かんらん ざん 

彼等 歌 を 謳 ひての ち橄欖 山に 往 けり 

と ありて、 讚美歌 を 以て 彼等の 質素なる 聖き 筵を賑 はした る 事が 判明る (馬 太 傳廿六 章 三十 節 )o 英雄の 

胸中 閑日月 ありと 云 ふ も、 ィ H スの 如くに 未來 を知覺 する の 能力 を 有つ 人に して、 此 場合に 於け る此 

謐は 我等の 想 ひ 及ばざる 所で ある。 實に 悲哀の 人.^ りし 彼 は 同時に 叉歡 喜の 人であった ので ある。 

彼 は 能く 悲痛 を 抑制す るの 途を 知り 給 ふた。 彼れ 御自身が 明日の 事 を 憂慮 ひ 給はなかった。 彼 はせ て 

世に 在りし 最大の 樂天 家であった。 


何故に 世に 惡， が ある 乎、 叉 何故に 信す る 者と 雖も 不幸 患難 を 免 かる.^ 事が 出來 ないか、 何故な 

る 乎 其. 理由 は 判明らない。 然し信者-^雖？^^人類普通の憂苦を免かる.\事の出來なぃ事は確でぁる。 玆 

に 至って 我等 は 身の 憂苦 を輕く 見る 必要が あるので ある。 免 かるべからざる 者 は 成るべく 平 めに 之 を 

經 過す るに 若く はない。 無窮の 榮 光に 其 希 を 鬚ぐ ィ H スの 弟子と 雖も、 亦惡を 取扱 ふに 此 技術が 必 

要で ある。 

曾て 米國の 大說敎 家なる ビ ー チヤ ー が 言 ふた 事が ある、 

人 は 一 事を爲 すに 方て 三度 苦勞 する、 爲す 前に 失敗せ す やと 憂慮 ひて 苦勞 する、 爲 すに 方て 勞カ 

消費の ために 苦勞 する、 而 して 爲 して 後に 其 結果 如何に やと 憂慮 ひて 苦勞 する、 故に 一 事 を爲す 

に 方て 苦勞を 三度 重ぬ る を 以て 恆 とする、 然れ ども 余 は 唯一 囘苦勞 する に過ぎない、 余 は 爲す時 

に苦勞 する に 止まり、 ：！^^ハ前にも後にも苦勞しなぃ、 是れ 余が 普通の 人よりも 三倍の 事業 を 爲し得 

るの 祕訣 である  . 

と。 實に 智慧の 言 辭と稱 せざるを得ない。 ィ H スは 曾て 弟子 等に 敎 へて 曰 ひ 給 ふた、 

人、 汝等を 解 さば^ 何に 何 を 言 はんと 憂慮 ふ 勿れ、 蓋 其時汝 等の 言 ふ ベ き 事は汝 等に 賜 はるべ け 

れば也  ： 

と (馬 太 傳十章 十九 節〕。 信者が 神の 爲 めに 事を爲 すに 方て 世の 所謂 「準備」 なる 者 は I- らたいの である。 

「汝の 齢に 應 じて 能力 は汝に 加へ ちる， べし」 との 察で ある。 人生の 苦 勞は免 かる 能 はす， V 雖も P 計の 

苦勞は 決して 求む べきで ない。 信仰 は 信頼 を 意味し 信賴は 時に 應ふ 能力 の 供給 を 意味す るの である。 

信者が 前 苦 勞を爲 し 又 後 心配 を 爲すは 彼の 信仰の 足りない 何よりも 善き 兆候で ある。 

の處分  . 一 ：- ハ七 
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ち り  ラっ は. 9 

塵埃と 梁木 

惡は 苦勞の 素因と して 身に 現 はれる。 惡 は叉惡 心と して 又は 品性の 缺點 として 他人に 現 はれる。 惡 

が 憂患と して 自己に 臨まん 乎、 成るべく 輕く之 を 受けて 其 苦痛 を 減すべき である。 短處、 性癖 又は 過 

失と して 他人に 現 はれん 乎、 宽大 以て 之に 處 すべきで ある。 他人の 缺點を 針 小 棒 > ^に 視るは 不信者の 

常で ある。 信者 は 其反對 に、 自己の 缺點は 塵埃の 小なる も 之 を 梁木の 大 に視、 他人の 過失 は 梁木の 大 

な る も 之 を 塵埃 の 小に ii るべき である。 信者 は 自己 を责む る に 嚴密 に て 他人 を む るに 寬大 であるべ 

きで ある。 自己 を 精 太：：： する に檢微 鏡の 緻密 を 以てし、 他人 を 月旦す るに an 还鏡を 逆 にした る 遠視眼 

を 以てすべき である。 此 世に 在りて 惡は 到底 之 を 認めざる を 得ない、 然れ ども 之 を 自己に 認む るに 於 

て は 精密に、 他人に 認む るに 於て は 疎漏に すべきで ある。 信者 は パリ サイの 人に 做 ひ 孑孑 を灑て 駱駝 

を 呑んで はならない (馬 太傳 二十 三 章 二十 四 節 )o 卽ち、 他人の 過失と あれば 孑孑の 小 を も 漉さん とし、 

自己の 賴 科と あれば 賂駝の 大をも 呑まん とする 其 偽善に 傚 ふて はならない。 我等 は 他人 を議 する (寐 

判く) が 如くに 自己 も議 せられ、 他人 を 量る が 如くに 自己 も 量らる \ の である (lis 太傳 十八 幸 二十 三 

節 以下 「惡 しき 家來」 の 譽を參 照せ よ)。  , 

犬と 豚 

然し 乍ら 寬大 にも 極度が あるので ある。 他人の 惡事は 之 を輕視 すべき も 否認すべき ではない。 世に 

は 寛大に 失して 他人の 惡 事と あれ ぱ 全然 之 を 認めざる 者が ある。 甚だしき に 至て は其惡 事が 增 長して 


神 を 嘲け り 聖名を 瀆すも 敢て問 はざる 信者が ある。 而 して 斯 かる 極端の 寬大 (若し 之 を 寛大と 稱し得 

ベく ば) を誡 めた る ものが 左の 有名なる 言で ある、 

よき. 0 の  ぶ t  しんじゅ な： &あ. a 

犬に 聖物 を與 ふる 勿れ、 又 豚の 前に 汝 等の 眞珠 を投與 ふる 勿れ、 恐らく は 彼等 足に て 之を踐 み、 

振囘 りて 汝等 を噬 まん 

と (七 食 六 節 )o 玆に謂 ふ 犬と は 何で あら ふ 乎、 多分 鄙 俗の 屮に 沈淪 して 聖 物の 何たる 乎 を 辨ふ能 は ざ 

る 不信者で あら ふ (馬 太傳 十五 章廿六 節參考 )o 然 らば 豚と は 誰の こと を 言 ふので あら ふ 乎、 疑 もな 

く墮落 信者で ある、 

きょ いましめ すて  よ 

彼等 義の 道を識 りて 尙 ほその 俥 へられし 所の 聖き誡 令 を棄ん より は 寧ろ 義の道 を識ら ざり し を 善 

しとす、 犬，、 歸來 りて 其 吐きた る 者 を 食 ひ、 豚 洗 潔 めら れて復 た 泥の 中に 臥す と 云へ る 諺 は眞に 

して 彼等に 應 へり 

と ある 北 ハ&: 落 信者で ある (彼 得 後書 ニ章廿 一、 サニ 節〕。 敬虔の 念な き 不信者、 一た び 救 濟の恩 惠に與 り 

をし な i: すて 0  0  0  0 

て惜氣 もな く 之 を 投棄し 堕落 信者、 卽ち 犬と 膝、 信者 は 之に 對 して 如何なる 態度に 出ん 乎、 是れ イエ 

スが兹 に 敎へ給 ふ 所で ある。 

イエ スは玆 に 不信者と 交 はる 勿れと は 敎へ給 はない、 叉 落 信者な りと て 之を窘 迫し めよ と は吿げ 

給 はない。 如何に 凡俗の 不信者な りと 雖も叉 如何に 陋劣なる 嚷落 信者な りと 雖も、 ィ H スの 弟子た る 

者 は 之 を 愛し、 其 最善 を 計らなければ ならない。 然し 乍ら、 兹 處にィ H スの^^子たる者が 「犬」 と稱 

すべき 是 等の 不信者と 「膝」 と稱 すべき 等の 墮落 信者と に爲 して はならない 事が 一 ッ ある。 共れ は 

神聖の 何たる 乎 を 知らざる 不信者に 聖き眞 理を說 く 事と、 一た び 光明 を 得、 天の 賓賜を 受けし 後に 祌 

惡の處 分  •  一  六 九 
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. の 子 を 再び 十字架に 釘け し墮落 信者に、 義と聖 と 贖と に， 關 はる 福音の 奥義 を 語る 事と、 其 事 は 之を爲 

. す 勿れと イエス は兹に 1:;^ め 給 ふたので ある。 殊に 慎むべき は 「豚」 である。 r 隊」 に 救 濟の眞 珠を與 

ふる も f 等 は， 之 を 斥く るに 止まらない、 足に て， 之を踐 み振囘 りて 之を與 へし 者を噬 むので ある。 隨 落 

信者が 惡， む ものにして 福音め 眞理の 如き は 無い。 一 たび は 蜂の 蜜の 甘き に 比べられし 此腐理 は 彼等の 

不信の 故 を 以て 今や 茵 魔の 苦き に 化した ので ある。 不信者の 福 昔に 對 して 無頓着な るに 對 して K 落 信 

者 は 之 を 忌 嫌 ふので ある。 隊 に眞珠 を投與 ふる は 無益で あるの みならす 危險 である。 福 昔 は 彼等に 由 

て濱 され、 傳道者は彼等の！^かしむる所となるのでぁる。 

ど 5  しんじん-  こ 刀い i しめ 

而 して 實 際の 真實は 如何で ある 乎と いふに、 信者に して ィ H スの此 禁誡を 守る 者 は 至て 尠 いので あ 

でん .00  - .  かん  ，  む さ べつて さ でん, た -フ 

る。 傳 道の 責任 を 感じない 者 は 措て 問 はすと して、 之を感 する 者 は 大抵 は 無差別 的 傳道を 試む るので 

ある。 彼等 は 基督 敎は 善き 者で あると 思 ふが 故に、 之れ は 何人に 說 いても 善き 者で あると 思 ふので あ 

る。 彼等 は 道を說 くに 人を擇 ばない ので ある。 犬 も 隊も之 を 聞けば 何時か 其 功 德に與 かるべし と 信す 

みち  い  ふ ill  き  そのし んゲ 5 その. 

るので ある。 殊に 一 たび 道 を 信じて 敎會に 入りし 者に 再び 不信者の 名 を 被せる に 忍びす、 其 信仰 其 行 

爲の 明白に i^: 落 を 示す に關 はらす、 彼を稱 ぶに 兄弟 を 以てし 彼と 交 はるに 聖徒の 交際 を 以てし、 彼と 

. 語 るに 福音の 歡 喜と 希望 を 以てする ので ある。 然し 乍ら 是れ 彼の 喜ばざる 所、 1^ な、 甚だ 厭 ふ 所で あ 

る。 彼 は 自己が 斥けし ii 音の、 辭を卑 うして" 懇願 的に 彼に 薦めら る、 を 見て、 福音に 對 して 益々 輕侮 

の 念 を 起し、 自己の 傲岸 を增 すと 同時に 又签々 深く 不信の 淵に 沈む ので ある。 彼に 對 する 好意と 寬大 

^  かへ つ その, 0 けん >乂 ，つ  けが 

と は 少しも 彼をハ する 事な く、 福音 は是 がた めに 反て 其 威 權を傷 けられ、 主の 名は是 がた めに 濟 さる 

るに 至る ので ある。 隊の 前に 眞珠 を投與 ふる は贩を 益す る ことなき と 同時に 叉 M 珠をも 害 ふので ある。 


愼む ベ き は 實は墮 落 信者 の隊に 貴き 福音 の 眞理を 提供す る 事で あるひ 

人 は 何人 を も 愛すべき である。 我等 は 叉 容易に 人 を 犬と 稱び 豚と 稱 びて はならない。 然し 乍ら 不信 

者の 中に 「犬」 の 有る こと、 信者と 稱 せらる X 者の 中に 「隊」 と稱 して 誤らざる 者の 有る こと は 疑 ひ 

しか  でん"！ -3  く べつ  ！-^だ 

なき 事實 である。 而 して 傳 道の 熱心に 驅られ て 人と 「犬」 と を 一?!； 別せ す、 交友の 情 實に胖 されて 信者 

と 「豚」 と を 判別せ す、 犬に 聖物 を與 ベ、 隊 に眞珠 を投與 へて、 信者 は 反て 神の 聖名 を瀆 し、 福 昔の 

貴 尊 を 傷け るので ある。 ィ H スは今 日と 雖も猶 ほ 盛に 思慮な き 信者の 間に 行 はる の 思慮な き威權 

でん- いまし  二の，、 ん かい 

なき 無意義の 傳道 を禁 めんがた めに 玆に此 訓誡 を 下し 給 ふたので ある。  . 

悪 は 無限で ある。 我等 は惡の 世に 遣られた ので ある。 而 して 惡が 身の 不幸 患難と して 臨む 場合に は 

成る 可く 輕く之 を 受け、 一 日の 苦勞は 一 日に て 足れり となし、 歡 喜の 中に 一 生 を 送るべき である。 

惡が 他人の 缺點 又は 過失と して 現 はる & 場合に は寬大 以て 之に 處し、 自己 を 貴む るに 厳密に して 他 

人を亂 すに 寬容 であるべき である。 

然し 乍ら、 寛大に も 極度が あ マ。 聖の觀 念な き 者に イスラ H ルの 聖者 を 紹介すべき でない。 又 一た 

び 潔め られ しも 再び 不信の 泥に 塗る- 墮落 信者の 豚に 福音の 眞珠 を投與 ふべき でない。 是 れ主ィ H ス 

め 禁じ 給ふ& あろ I  .  .  —    I  ：: .  —tL_  I 
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祈 禱の效 力 

馬 太 傳七章 七 ，ー 十二 節の 研究 

ィ ェ スの宜 たま ひし 天國の 律法 はモ ー セ に 由り て傳 はりし 舊 約の 律法よりも 遙に嚴 格で ある。 循っ 

て 前者 を 守る の 困難 は 後者 を 守る の 困難の 及ぶ 所でない。 天國の 祉福 は 慕 ふべき ものであるが、 之に 

入る の 困難の 殆んど 無^なる を 知れば、 天國は 我れ 如き 凡夫に 取りて は 有りて 無き に 等しき 者で ある。 

我 は 天 國の巿 民た らんと 欲する も 之れ に 入る の 能力な きを 奈何 せんと はィ H スの 山上の 說敎を 開い て 

何人に も 起る 感想で ある。 r 然 らば 誰か 救 はる \ を 得ん」 と は 此の 場合に 於ての みならす、 他の 場合 

に 於ても 屢 々弟子 等の 心に 起り し 疑問であった (馬 太傳 十九 章サ- 五節)。 イエ スの宜 ベ 給 ひじ 天國 のき 法 

は 肉 を 具へ たる 我等に 取りて は餘 りに 純潔で ある。 其 實行は 我等の 荏 弱 を 以てして は 到底 及ぶべく も 

ない。 「誰か 之れ に 堪えん や」 である。 ィ H ス の 要求と 我等の 能力との 間に 天地 霄壌 も啻 ならざる 相 

遠が ある。 

而 して 此疑膨 懸念 を 除かん がた めに ィ H スは 最後に 左の 一首 を 述べ 給 ふたので ある。 之 は"！^ れ 「山 

上の 乘訓」 の總 括と も稱 すべき 者で ある、 

さあに  -め  .u、  そ は 

求めよ、 然 らば與 へられん、 尊ね よ、 然 らば 會 はん、 (門 を) 叩け よ、 然 らば 開かれん、 蓋す ベて、 


求む る 者 は 得、 尋 ぬる 者は會 ひ、 (門 を) 叩く 者 は 開かる ベければ 也 

と。 ィ H スは玆 に 言 ひ 給 ふたので ある、 

汝等、 ■ 我が 福音 を 開いて 敢て失 るに 及ばす、 我が 要求に 應 する は 實に 困難な り。 我 は 一一-; "へり 

r 汝 等の 義 にして 藥 者と パリ サイの 人の 義に 勝る にあら すん ば汝等 は必す 天國に 入る 能 はす」 と、 

然れ ども 人に は 能 はざる 所な りと 雖も 神に は 能 はざる 所な し。 汝等は 自己の 能力に 依頼り て 我が 

訓誡 を 守る 能 はす、 然れ ども 天に 在す 汝 等の 父 は 汝等を 助けて 汝等 をして 能く 此 至難の 業 を 就げ 

しめ 給 ふ。 求めよ、 然 らば 與 へられん。 尋ねよ、 然 らば 會 はん。 叩け よ、 然 らば 問 かれん。 汝等 

の 能力の 不足 をば 父に 祈りて 補へ よ。 彼 は 喜び て汝 等の 祈禱に 答へ 給 はん 

と。 天國の 律法 は 正さに 嚴格 である。 是れ 生れな がらの 人の 能く 守る ことの 出來る 者で はない。 然れ 

ばと て 人の 守る 能 はざる 者で はない。 神の 能力に 託り て 守る ことの 出来る 者で ある。 イエスの 訓誡 を 

聽 いて 其嚴 格なる に 怖て 之 を 守る の 責任 を 避けん とする は 未だ 福音の 眞髓に 達しない からで ある。 山 

上の 垂訓 は 祝福 を 以て 始 つた、 而 して 祈禱を 以て 終って 居る ので ある。 祝福 を 以て 始まり、 1^ 禱を以 

て 終る、 "li! れ福 昔の 福 昔た る 所以で ある。 始めが 恩惠 であって 終りが 恩惠 である。 神の愛 を 以て 始ま 

つて 神の愛 を 以て 終るべき 者で ある。 ィ H スは 人が 祌の祐 助に 依らす して 實 行し 得べき 者と して 天國 

の 律法 を宣べ 給はなかった。 神に 求めて、 彼に 尋ねて、 彼の 聖 意の 門 を 叩いて、 右の 頻を批 たる &時 

に 叉 左の 頰を も轉 らして 之に 向ける の 忍耐、 我等 を詛 ふる 者 を 祝し、 我等 を 迫害る 者の ために 祈る の 

愛 心 を も、 我 有と なす 事が 出來 るので ある。 ィ H スの 弟子た る 者 は 其 祈 禱の範 園 を 善心の 祈 求にまで 

擴 張すべき である。 我等 は 善事 を ぼして 善心 を 賜 はるので はない、 先づ 祈りて 善心 其 物 を 賜 はり、 之 
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に. m りて 心より する 善事 を爲 すので ある。 山上の垂訓 を 以て イエスの 純 道德と 見做す 者 は、 彼が 新禱 

の 歡吿を 以て 之 を 結び 給 ひし ことに 氣の附 かざる 者で ある。 

求めよ …… 尋ねよ …… 叩け よと 云 ふ。 「求めよ」 は 言辭を 以て 求めよ との 事で ある、 「尋ねよ」 は 

足 を 運びて 尋ねよ との 事で ある、 「叩け よ」 と は 手 を 擧げて 叩け よとの 事で ある。 口 を 以て 1^ 求へ よ、 

若し 聽 かれす ば 足 を 運. びて 祈 求へ よ、 若し 猶ほ聽 かれす ば 手 を 伸べ て 祈 求へ よとの 事で ある。 祈禱は 

せっく 

切々 ならざる ベから すとの 事で ある、 然 らば 必す與 へらる べしとの 事で ある。 祈禱は 聽 かる X まで 忍 

耐を 要する ので ある。 「ひたすら 請 ふが 故に 其 需に從 ひ 起て 予ふ べし」 と ある (路加 博 十一 章 八 節 )o 求 

めて 聽 かれ ざれば 尋ねよ、 尋ねて 猶ほ聽 かれ ざれば 叩け よ、 然 らば 父は汝 等が ひたすら 請 ふが 故に 汝 

も1」 め  ？  X  ち か ら 

等の 需に從 ひ、 汝 等が 守る に 難しと する 我が 高き 聖き天 園の 律法 を 行 ふに 足る の 能力と 精神と を汝等 

に 與へ給 はんと ィ H スは玆 に 敎へ給 ふたので ある。 

而 して 祈 禱の聽 かる，^ 理由 を 述べて イエ スは曰 ひ 給 ふたので ある、 

汝 等の 中、 誰か 其 子が パン を 求めん に 石を予 へん や、 叉 魚 を 求めん に 蛇を予 へん や、 然 らば 汝等 

あしき も 0  よ. 3 もの  ** し  、.**  よ きら の 

惡 者なる に 善 物 を 其 子に 與 ふる を 知る、 况て 天に 在す 汝 等の 父 は 求む る 者に 善 物 を 賜 は ざらん や 

と。 祈禱が 神に 聽 かる、 理. m は是れ である。 若し 是れが 理由に ならないならば、 人の 祈禱が 神に II か 

る k 理由と て は 他に は 無い ので ある。 祈 禱の效 験 は 之 を科學 的に 證明 する こと は 出来ない。 祈禱は 何. 

故聽 かる i か 之 を 論理的に 證據 立つ る こと は 出来ない。 然れ ども 父の 親心に 訴 へて 見て 神が 祈 禱を聽 

き 耠ふ其 理由 は 判明る ので ある、 

父が 其 子を憐 むが 如く. 


H ホバ は 己 を 長る  >- 者 を 偶み 給 ふ 

ら と/ V- 

と ある (詩篇 百 11 ー篇 十一 一一 節 )o 人なる 父が 其 子 を 憐む心 は 固々 神より 出た 者で ある。 原 H は 結 菜より 小な 

る 能 はすで ある。 人なる 父に 子を憐 むの 心が あると すれば、 其 心 を 人に 賜 ひし 神に は 其れ 以上の 憐澗 

の 心が 無くて はならない。 「子 を 持て 知る 親の 恩」 と 云 ふ、 然り、 「親と なりて 知る 神の愛」 である。 

我れ にさへ 子を憐 むの 愛が ある、 況して 天に 在す 我が 父に 於て を や、 祈禱が 神に 聽 かる.^ 理由 は是れ 

で 充分で ある。 是れ 以上に 所謂 「祈禱 の 哲學」 を 攻究す るの 必要 は 無い。 

「汝 等惡 者なる に」 とィ H スは其 弟子 等に， 對 つて 言 ひ 給 ふた。 「惡 者」 と は r 惡 魔の 同類」 とい ふ 

と 同じで ある。 此は 過激の 言で は あるまい 乎。 ぺ テロ、 アンデレ、 ヤコ ブ、 ヨハネ 等 は して 「惡 者」 

であった ので あらう 乎。 而 かして ィ H スは 彼等 を 恁く稱 びて 渾 かり 給はなかった ので ある。 「善 者 は 

唯 一 人、 神の み」 と は 聖書 全 體が敎 ゆる 所で ある。 聖書 は 近代 人の 如くに 人の 性の 善を說 いて 世の 歡 

迎を博 せんと はしない。 聖書 は 明， 日に 人の 性來惡 者なる を 唱 へて、 彼 を 根本的に 惡 より 拯 はんとす る。 

r 汝等惡 者なる に 猶ほ其 子 を 憐むを 知る」 とィ H スは言 ひ 給 ふた。 惡 者なる に猶ほ 善性の 存るを 知る、 

況して 絕對 的に 善 者なる 天に 在す 汝の父 は 云々 と。 ィ H ス の論證 に强 硬に して 5^ すべから ざる 所が あ 

る 0 

ィ H スは祈 禱の效 力に 就き 更らに 語 を 緩け て 曰 ひ 給 ふた、 

是 故に 汝等 凡て 人に 爲ら れんと 欲する こと は 亦 人に も 其 如く 爲ょ、 是れ 律法と 預言者た る 也 

と。 己れ の 欲せざる 所 は 之 を 人に 施す 勿れと は 孔子の 金言で ある。 己れ 人に 爲ら れんと 欲する こと は 

亦 人に も 其 如く 爲 すべし とはィ H スの玉 詔で ある。 前者 は 消極的に 害 を 他人に 加 ふる 勿れと 誡め、 後 

新？ おの 效カ  ！七五 
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者 は！！ W 極 的に 善 を 他人に 施すべし と敎 ゆ。 人の 道の 終局 は 無害なる ことで ある、 神の 道の 終局 は 至善 

なること である。 退いて 己 を 潔う する 道と、 進んで 愛 を 完全う する 道と、 其 間に 天地の， おな 別が ある。 

共 事 は！： 明った として、 何故の r 是 故に」 である 乎。 進んで 人に 善 を爲す ことが 祈 禱の效 力に 何の 

關 係が ある 乎， 是は 人に 對 する 事であって、 彼 は 神に 對 する 事で はない 乎、 是れと 彼れ と は 全く 別の 

事で はない 乎。 

ょ>ら0  ひ と よさ 二と 

雨う ではない ので ある。 神に 善 物 を 求む る 事 (祈 禱) と 他人に 善事 を爲す 事との 問に 最も 密接なる 

關 係が あるので ある。 故に ィ H スは 「是 故に」 と 言 ひ 給 ひて、 效カ ある 祈禱の 必要 條件 として 善事 實 

行の 玉 詔 を 下し 給 ふたので ある。 彼 は 曰 ひ 給 ふたので ある、 

汝は 自己の 努力 を 以て 天 國の巿 K たる 能 はす、 其 资格を 得ん と 欲して 汝は祌 の 佑助 を 仰がざる ベ 

からす、 汝は 祈りて 善心の 恩賜に 與 からざる ベから す、 是 故に、 汝は祌 に爲ら れんと 欲する が 如 

くに、 人に 爲さ るべ からす、 「汝が 人 を 量る 如く 己 も 量らるべし」 と 我が 一 百 ひし は此 事な り、 

よきち の  よ/ r:PQ  せいれい おんし ぁづゲ 

は 人に 汝の 有する 善 物を與 へ て 神の 有する 善物卽 ち架靈 の 恩賜に 與ら ざるべ からす 

と。 恁 くして 道德 は宗敎 に結附 けられた ので ある。 新禱は 人が 祌に對 して 取るべき 態度であって、 0 

行 は 人が 人に 對 して 爲 すべき 事で ある。 而 して 人の 祌に對 する 態度 は 彼が 人に 對 する！^ 度に 由 て^ま 

るので ある。 人 を 悪まん とする の 態度 は 神にま^ まる、 の 態度と 成り、 人を憐 まんと する の 熊 度 は祌に 

W まる k の 態度と 成る ので ある。 是 故に 使徒 ヤコ ブは n ふた、 

憐 むこと をせ ざる 者は鞫 かる、 時 また 憐 まる、 こと 無 からん 

さ i,^  、 つ 

と (雅各 書 二 章 十三 節 )o 而 して 「糊 かる X 時」 に^らない、 何時 にても 祌に憐 まれん と 欲する 者 は 人 を 


憐 むべき である。 神に 我が 祈 禱を聽 かれんと 欲すれば、 人が 我に 祈 求 はざる 前に 自 から 進んで 我が 欲 

する 所 を 人に 施す ベ きで ある。 

「汝等 凡て 人に 爲ら れんと 欲する こと は 云々」 と ある。 其 「人」 と 云 ふ 中に 神 も 含まれて あるので 

ある。 此 場合に 於て 「人」 は 「他者」 の 意で ある。 「汝 以外の 者」 の 意で ある。 故に ィ H ス の此官 を 

左の 如くに 變 へる も 其 根本の 意味 は變ら ない ので ある、 

汝等 すべ て祌に 爲ら. T: んと 欲する こと は 亦 人に も 共 如く 爲ょ 

と。 六 章 十 四、 十五 節に 

汝等もし人の3^^-を免さば天に在す汝等の父も亦汝等を免し給はん、 然れど 若し 人の 罪 を 免す ば汝 

等の 父も汝 等の 罪 を 免し 給 はざる べし 

と あると 其 意義 は 同じで ある。 汝等祌 に爲ら れんと 欲する 如くに 人に 爲 すべ しと 云 ひて 基督 信者の 道 

德の 原理 は 明お に 言 表 はさる \ の であると 思 ふ。 

r 是れ 律法と 預 一一 百 者た る 也」、 是れ舊 約の 全部た る 也、 神 を 愛す、 神 を 愛する の途 として 人 を 愛す、 

祌に 愛せら る \ の條 件と して 人 を 愛す、 舊約 全部の 敎 ふる 所 は 之に 過ぎす とのこと である。 而 して 天 

國の 福音 も 亦つ 畢. 党る 所 之に 外なら ない ので ある。 r 是れ 律法と 預言者た る 也」 と 首 ひて ィ H ス は祈禱 

の效 力に 關 はる 彼の 訓誡 を 終へ 給 ふたに 止まらない、 是を 以て 山上の 說敎を 終へ 給 ふたので ある。 彼 

は 初めに 言 ひ 給 ふた、 

我れ 律法と 預言者 を 魔る ために 来れり と 思 ふ 勿れ、 廢る ために 來 りしに 非す 成就 せん ためなり 

と (五 章 十七 節 )0 而 してん？' や 當に說 敎を終 へんと して 言 ひ 給 ふたので ある、 

祈 禱の效 力  1 七. V 
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nli- れ 律法と 預言者た る 也 

まこと 

と。 我が 玆に宣 べし 此言、 是れ實 に 律法と 預言者た る 也との ことであった。 愛、 神 は 父と して 人 を 愛 

し 給 ふ、 人 は 子と して 神 を 愛すべき である、 而 して 神 を 愛する の 愛 を 以て 他の 人 を 愛すべき であると。 

是れ 律法と 預言者と である。 而 して 叉ィ H スの福 昔で ある。 天の 高き も 地の 深き も是れ 以外に は 達し 

ない ので ある。 


山上の垂訓の 讀方 

信者に 取りて は 神と は 他の 者で はない、 キリスト である。 天 國とは 他の 者で はない、 キリスト であ， 

る。 キリスト を 見た 者 は 神 を 見た ので ある。 神 を識る こと 是れ 永生で ある。 而 して 神を識 ると は キリ 

スト を II る ことで ある。 世の 罪の ために 十字架に 釘 けられし キリ. ストが 信者の 神であって 叉天國 であ 

る。 信者の 最上の 幸福 は. 彼れ キリスト を 己が 救 主として 仰ぎ 瞻る ことで ある。 而 して 此心を 以て 山上 

の 垂訓 を 讚んで 其 意味が 一き 深く 味 はれる ので ある。 

心の 貧しき 者 は 福 ひな リ、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也、 卽ち 自己の 衷に 何の 善き もの を 認めす、 

自己に 何の 敏る 所な く、 又 何の 誇る 所な く、 心靈 的に 癒し 難き 空 乏を感 する 者 は 福な り、 キリスト は 

卽ち其 人の 有 なれば 也、 彼 は キリスト を 己が 救 主として 有つ こと を 得べ ければ 也。 


心の 淸き者 は 福 ひな リ、 其 人 は 神 を 見る こと を 得べ ければ 也、 卽ち 正直に して 偽 はらざる 者、 罪 は 

罪と して 認め、 不義 は 不義と して 告白し、 直 道 を 歩む を 以て 何よりも 幸福な りと 做す 者 は 福 ひなり、 

其 人 は キリストに 在りて 神 を 見る こと を 得べ ければ 也、 自己の 不淨 を覺認 する の 結 架、 終に 神の 儲へ 

給 ひし 義 また 聖 なる キリスト を 仰ぎ 瞻る こと を 得べ ければ 也。 

平和 を 求む る 者 は 福 ひなり、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ 也、 神と 離絕 せる 賴の狀 態に 在る に 

堪えす して 彼と 和らがん と 欲して 止ます、 ヨブの 如くに 仲保者の 出現 を 絶叫して 止まざる 者 は 福 ひな 

り、 其 人 は キリストの 弟妹と なる を 得て、 彼と 等しく 神の 子と 稱 へらる ベければ 也。 

義 のために 責めら る. -者は 福 ひな リ、 天 國は卽 ち 其の 人の 有 なれば 也、 正道 を踐 むが 故に 此 世と 此 

世の 敎會 とに 責めら る i 者 は 福 ひなり、 殊に 祌の義 たる キリストの 聖 名のた めに 資 めら る、 者 は 福 ひ 

なり、 キリスト は 益々！： く 其 人の 有と なる ベければ 也。 衷に 己が 心靈的 空乏を 感じて 天 國卽ち キリス 

トを 己が 有と なす を 得、 斯くて 得し キリスト を 信 得する が 故に 外より 世の 資 むる 所と なりて 益々 ra: く 

彼 を 己が 有と する ことが 出來 るので ある。 

キリスト である、 キリスト である。 キリスト は 信者の 神で ある 天國 である。 叉 信者の 安 慰、 飽滿 

(飽 くこと)、 富貴 (地 を嗣ぐ こと)、 矜恤 とて キリスト を 除いて 他の 者で はない ので ある。 gfi 曰 は 

特に キリストに 就て 記す 書で ある。 馬 太 傳五章 とても 勿論 爾ぅ である、 我等 は 偶像 信者 ゃ敎會 信者に 

傚 ひ 幸福の 所在 を キリスト 以外に 於て 求めて はならない。 . 


山上の 垂馴 の證方  .  1 七 九 


R  Si  0  0  w 究  1 <p 


毒麥の 比喩 

馬太傳 十三 章廿四 In 一十 節。 同卅六 IEI 十三 節 

ィ H ス 他の 比喻を 彼等に 提供して 曰 ひける は、 天 國は其 畑に 良き 種 を播く 所の 人に 啓 へらるべし。 

人々 の， おんたる il に 其歒來 り麥の 中に 毒 麥を播 きて 去れり。 苗 生 出て 實 りたる 時に 毒 麥も亦 現 はれた 

り。 キ； 人の 俊來 りて 曰 ひける は、 主よ、 汝は 良き 種 を 播き給 ひしに あらす や、 毒麥 は何處 より 來り 

し 乎。 彼れ 僕に 曰 ひける は 敵人此 事を爲 せり。 僕、 主人に 曰 ひける は然 らば 我等の 往 きて 之 を刈敛 

めんこと を 欲し 給 ふ 乎と。 彼れ 曰 ひける は、 否な、 恐らく は汝 等毒麥 を刈斂 めんと して、 之と 共に 

麥 をも拔 かん。 牧穫 まで 雨つな がら 共に 生長た しめよ。 牧穫の 期に 我れ 刈 者に 曰 はん、 先 づ毒麥 を 

刈斂 め、 之を駿 かんた めに 束に 束ねよ、 而 して 麥 をば 之 を 我が 倉に 牧め よと。 

群衆 を 去りて 後に 彼れ 家に 入り 給へ り。 弟子 等 彼に 進 来り 曰 ひける は、 畑の 毒麥の 比喩 を 我等に 

解き 給へ と。 彼れ 答へ て 曰 ひ 給 ひける は、 良き 種 を 播く者 は 人の子たり、 畑 は^ 界 なり、 良き 種 は、 

是れ 天國の 子等な り、 毒 麥は惡 魔の 子な り、 之 を 捲く 歒は惡 魔な り、 牧種は 世の 終末な り、 刈 者 は 

天使な り。 毒 麥の斂 めら れて 火に て燬 かる \が 如く、 世の 終末に 於て 其 如くなる べし、 人の子 其 使 

者 等を遗 らん、 而 して 彼等 其 固の 中より すべて 礙 となる 者、 又 惡を爲 す 者を斂 めて 之 を 火の 爐に投 


；, 八るべし、 其處 にて 哀哭と 切齒と あるべし。 其 時 義者は 彼等の 父の 國に 於て 太陽の 如く 輝かん。 聽 

くた めの 耳 をお つ 者は聽 くべ し。 

玆に 比喩と 其解釋 とが ある。 故に 比喩 其 物 は 余輩の 解 釋を俟 すして 瞭か である。 解らない の は 比喩 

其 物で はない、 ィ H スが此 比喩 を 以て 敎へ給 はんとせ し 人生の IBM 莨で ある。 余 載 は玆に 少しく 此事赏 

に 就て 語り、 以て 此 比喩 をして  一 is 明瞭たら しめんと 欲する。 

先づ 第一 に 比喩と 云 ふ 事に 就て 知る の 必要が ある。 比喩と は關 係の ない 事 を 比較して 云 ふ 事で はな 

い。 比喩と は顯 明なる 惠實を 以て 幽玄なる 理を說 明す る ことで ある。 二者の 問に 根本的の 一致が あ 

るので ある。 唯、 顯 明なる は 外に 顯 はれて 何人に も 解り 易く、 幽玄なる は 中に 隠れて ^だ 解り難い の 

である。 而 して 比喩と は 解り難い 眞理を 解り 易い 事實を 以て 語る ことで ある。 眞理に 難易の 刖 はない 

ので ある。 唯 顯密の 差が あるの みで ある。 其顯 はれた る や、 人 之を稱 して 解し 易しと 云 ひ、 其 隱れた 

る や、 人 之 を 呼んで 解し 難しと 云 ふので ある。 麥の 畑に 生 ゆる 事實は 何人も 能く 之 を 知る。 然れ ども 

善根の 人心に 植えら る \ 事 實は之 を 知る 者が 勘い。 然し 二者 は 異なりた る享實 ではない。 同一 の事實 

である。 其 問に 唯 顯密の 差が あるの みで ある。 二者 を 支配す る 天然の 法則に 何の 異なる 所 はない。 物 

, rl. ； - ' ： y  ,  .  ,  >  .  000000000 〇 0000000  OO00000O 

界と靈 界とは 元是れ 同一 界 である。 而 して 霊界の 事 を 語る に 物 界の事 を 以てする、 是れが 比喩で ある。 

畑が ある。 農夫が ある。 麥が ある。 麥の 間に 生えて：^ 葉と 宽とを 以てして は麥と K 別し 難き ジザ 一一 

ャ草卽 ち 毒麥が ある。 播種の 春が あり、 生長の 夏が あり、 牧穫の 秋が ある。 而 して 牧穫の 時に 麥と毒 

麥 との 擇 分が ある。 是れパ レ スチナ の 田舍に 於て 何人も 能く 知る 事實 である。 事實は 甚だ 明白で ある。 

毒 麥の比 1 八 一 
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而 して 明 {a なる が 故に 何人も 之 を 以て 其 不調和 を怪 まない。 人 は 之 を 當然の 事と 見做し、 之が ために 

失け S もしなければ、 亦懷 疑に も陷ら ない。 

■ 然し 玆に 之に 似た る 事實が ある。 人批が ある。 キリストが ある。 信者が ある。 信者の 問に 在りて 其 

風采 言語 習慣に 於 て 信者と 少しも 異な らざ る 偽 信者が ある。 傳道 の 時期が ある。 信仰 隆盛の 時期が あ 

る。 隨て奠 偽 判^の 時期がなくて はならない。 畑と 世と 異なる 所 は、 畑 は 僅かに 一 年に して 實 るに"； 

ベて 世は實 るに 數 千年 叉 は 數萬年 を 要する ので ある。 唯 時期に 長短の 差が あるの みで ある。 其 他の 事 

實 はすべ て 同様で ある。 恰 かも 人の 一 生 を 草の 一 期と 見る ことが 出來 ると 同然で ある。 一 年 も 七十 年 

も 榮枯、 盛衰、 生死の 事實に 至て は 草と 人との 間に 何の 異なる 所 はない。 

然れば 畑 を 見て 人世 を 知るべき である。 畑 は 人世で ある。 良き 種 を 播く者 は キリスト である。 其 間 

に惡 しき 種 を 播く者 は 彼の 敵なる 惡 魔で あ る。 而し て 良き 種と 惡 しき 種と は 其 生 出し 苗を以 て は見刖 

くる ことが 屮： 來 ない。 ジザ 一一 ャ 革の 能く 麥に 似る が 如く 偽 信者 は 能く 信者に 似る。 否な、 事 は 玆に止 

まらない。 雜 草の 勢力 は 優に 禾穀の 上に 3^ で、 北 ハ根を 張る こと 强く其 ぎ を 仲す こと 長し。 故に 偽： 一:;^ 者 

は 信者の 問に 跌 厘し、 其敎師 となり、 長老と なりて 權カを 揮 ふ。 而 して 之 を 見て 農事に 經験 なき 者 は 

驚いて 曰 ふ、 

主よ、 汝は 畑に 良き 種 を 播き給 ひしに あらす や、 毒麥 は何處 より 来りし 乎、 我等 往 きて 之 を拔取 

り 火に て燬 くべき や 

と。 然しながら 經驗に 長け たる 農夫 は 之に 答へ て 曰 ふ、 

否な、 之 を爲す 勿れ、 恐らく 汝等毒 麥を拔 かんとして 麥を も亦祓 かん、 牧穫の 時まで 俟っ べし、 


其 f 麥と 毒麥と 判然と 相 分れて、 而 して、 其 時 我 は 刈 者 を 遣り、 麥は之 を 我！！？ に牧 め、 毒 麥は之 

を 束と なして 火に て燬 かん 

と。 主從 の此對 話に 麥を 信者と 讀み、 偽 信者 をジザ II ャ草卽 ち毒麥 と讀ん で、 靈界の 事 實は物 界の事 

い ひ あ ら 

寳を 以て 正確に 言 表 はさる X ので ある。 

現 時 は 人世の 夏で ある。 草木 繁茂して、 善樹 と惡樹 と、 麥 と毒麥 とを區 別す るに 難き 時期で ある。 

今や 山の 雜木も 香 柏と 異ならざる 綠を装 ひ、 勢 を 誇り、 權を揮 ふ 時期で ある。 然れ ども S は 永久に 績 

かないの である。 秋 は 遠から すして 来る。 其 時 樹は其 結ぶ 實を 以て 知らる \ の である。 卽ち善 樹は善 

を 結び 惡樹は 惡菜を 結び、 森の 香 柏 は 常 盤の 色を顯 はし、 雜木は 调れて 冬枯の 淋し さ を 示す ので あ 

る。 誠に 奇 ぎなる は 秋の 顯像 力で ある。 

ね 露の 色 は ひとつ をい かにして 

秋の このは をち に そむら む。 

(『古今 集』) 

然 らば 何ぞ憂 へん 世に 偽善者 多き を。 世 は 未だ 終結 を 告げた ので はない。 今や 猶ほ夏 の 中半で ある 0 

或 ひ は 中半 は旣に 過ぎて 秋風 旣に戰 ぐ 時期で ある。 結 實の秋 は 遠から すして 来る。 其 時 主は顯 はれ 給 

ひて 我等 も 亦 彼の 前に 顯 はるる ので ある。 彼 は 其 時 牧者の 綿羊と 山羊と を 別つ が 如く 我等 を 別ち 給 ふ 

(馬 太傳廿 五章卅 一節 以下 を 見よ。) 其 時眞の 信者と 偽の 信者と は 明。 に 別た る \ の である。 而 して 

かなしみ はが ふ  くら 

1 方 に は^ 哭 と切齒 とが あ るに 較べ て 他方に は 感謝と 歡喜 とが あるので ある。 

故に 憂 ふべき は 今の 世に 偽 信者の 多き ことで はない。 我れ 自身の 誠實 足らす して 偽善者の 群に 加 は 

？ IS 麥の 比^  1 八 一二 
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らんこと である。 此 世の 危險 は玆に 在る。 卽ち眞 善と 偽善との 區 別し 難き に 在る、 我れ 偽善者た る も 

善人の 如くに 己 を 人に 示す ことが 屮 I 來る。 此 世に 在りて は 人の ぼ： 偽 は 其 外形 を 以てして は 判^らない。 

故に 當 にならない 者に して 人の 評判の 如き はない。 

そ と かにち 

人 は 外の 貌を 見、 

ェ ホバ は 心を觀 るな り、 

と ある (撒 母 耳前窨 十六 章 七 節 )o 令の 世に 在りて は 人が 正確に 他の 人の 心 を觀ん こと は 不可能で ある。 

今 の^は 欺く に 至て 易い 所で ある。 

我等 は惡魔 に 注意す べきで ある。 彼 は 人々 の 寢る 間に 惡 しき 種を播 いて 良き 種の 成長 を 妨害す る。 

而 して 彼れ 自身が 光明の 天使の.. 貌に變 する が 如くに (哥林 多 後書 十一 章 十四 節)、 彼の 子供 も 亦 其 外貌 は 

はか. りごと  ，U  くみ  い. U づら ちの  拳 9曹9，誊誊9 

能く 天國の 子供に 似る ので ある。 彼 は 詭計に 富む。 彼 は 最も 巧なる 惡戲 者で ある。 彼 は 世の 所謂 惡人 

ではない。 彼 は 世の 所謂 紳士で ある。 彼に 才學が ある。 威嚴が ある。 然り、 時には 信仰が ある。 神學 

さへ も ある。 彼 は 一 見して 善き 信者で ある。 彼が 世に 現 はるる や、 アンチ クリスト として 現 はれる、 

(約 翰 第 壹書ニ 章 十八 節 を 見よ)、 卽ち 似而非なる キリスト として 現 はれる。 サタンの サタンた る は 

彼の 外貌、 舉說、 信仰 箇條を 以てして は 判明らない。 雨 刃より 利き 神の 靈を 以てする にあら ざれば 到 

底 彼 を 看破す る こと は 出来ない。  > 

玆に 於て か 謙遜と 祈禱 との 大 なる 必要が 起る ので ある。 サタンの 詭計に "他ら ざらん が爲 に、 己に 欺 

かれて 自身 彼の 子と なら ざらん がた めに、 我等 は 常に 醒め、 常に 1； 誡 する 必要が ある。 

今の 世に 大 なる 危險が ある。 敵 味方と 混合す る此 世に 眞の 平和と 安心と はない。 然れ ども 惡魔は 如 


何に 其 詭計 を逞 くす ると も 神の 聖業を 毀つ こと は 出来ない。 麥は 終りまで 麥 であって、 毒麥は 終り ま 

で毒麥 である。 毒麥は 終に 麥を 化して 自己と 同じき 毒麥 となす こと は 出来ない。 

主 は 己に 屬 ける 者 を 知り 給 ふ 

と ある (テ モテ 後書 二 章 十九 節 )0 叉 

我 羊 は 我 聲を聽 く、 我 は 彼等 を識 る、 彼等 我に 從ひ、 我れ 彼等に 永生 を 賜 ふ、 彼等 いつまでも 亡 

0000000000000 

びす、 亦 彼等 を 我 手より 奪 ふ 者な し 

と ある (ョハ 太傳十 章サ七 * サ八節 )o 神 は 其 類に 從 ひて 草と 樹とを 造り 給へ りと ある (創世記 一章 十一 節)。 

又 

土に 屬 ける 者に 凡て 土に 屬 ける 者 は 似、 天に 屬 ける 者に すべて 天に 屬 ける 者 は 似るな り 

と ある (コ リント 前書 十五 章 3 十八 節 )0 卽ち 天性の 根本的 變 化なる 者 は 無い とのこと である。 此點に 就 

て は 聖書の 敎 ふる 所はダ ー ゥヰ ンの唱 へし 所と 全く 異なる。 聖書 は 云 ふ、 時と 境遇と は 終に 物の 天性 

を變 する 能 はすと。 麥は いつまでも 麥 である。 如何なる 境遇に 置かる.^ も麥 である。 惡 魔の 巧妙と 毒 

麥の壓 迫と を 以てし、 之 を 全生涯の 長き 間鑌 くると も、 麥を變 じて 麥 以外の 物と なすこと は 出来ない。 

是れ大 なる 慰藉で ある。 

彼等 を 我 手より 奪 ふ 者な し 

と。 善と 善人と、 義と 義人と は 神の 手に 存す、 惡魔は その 詭計と 抑 壓とを 以てする も 之 を 己が 有と な 

す こと 能 はすと。 

然 らば 我等 は 毅然として 曰 ふべき である、 

毒麥め 比^  1 八 五 
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主我 を 助く る 者 なれば 恐怖な し、 人我に 何 をか爲 さん 

と (ヒ ブライ 書 十三 章 六 節 )o 又 

我等の 心に 善業 を 始め 給 ひし 者 は 之 を主ィ H ス キリストの 日までに 全うすべ しと 我れ 深く 信す 

と (ピリ ビ書 一章 六 節〕。 惡 魔と 其 子供 は强く 且つ 巧で ある。 然れ ども、 

汝等は 神より 出で 叉 彼等に 勝つ こと を 得たり、 そは汝 等の 衷に 居る 者 は 世の 衷に 居る 者よりも 大 

なる に 因りて 也 

と (ヨハネ 第一 書 四 章 四 節 )o 我等 は自 から 求めて 主 を 信ぜし にあら す、 彼に 選 まれ、 然り 彼に 强 ひられ 

て 彼に 從 ひし 者で あれば、 彼 は必す 我等 を 再た び 彼の 敵の 手に 附し給 はすと、 我等 は 固く 信すべき で 

ある。 

主に 選 まれし 我等 は 安全で ある。 叉 我等が 主に 依りて 爲す事 f はすべ て 安全で ある。 主が 我等 を以 

て 播き給 ふ 良き 種 は、 縦し 一時 は 毒 麥の蔽 ぐ 所と なり、 生命 覺束 なく 見 ゆる こと ありと 雖も、 永生 を 

其 中に 宿す 所の 福音の 種 は、 是れ亦 永久に 消 ゆべき 者で ない。 是れ亦 何時か 何處 かにて 生長し、 を 

結びて 主の 榮を顯 はす 者で ある。 縱し 人生の たる 現 時の 時に 方て は眞理 の苜は 偽善の それと 外形 上 

何の 異なる 所な しと 雖も、 而 かも 時 到れば 我等の 勞は 明お に 報 ひらる- -の である。 

汝の種 を 水の 上に 蒔け よ、 然 らば 多くの 日の 後に 汝再 たび 之 を 得ん、 

と 智者 は 曰 ふ (傳道 之 書 十一 章 一節)。 叉 

我 愛する 兄弟よ、 汝等 堅く して 動かす 恆に勵 みて 主の 業を務 むべ し、 そ は汝等 主に 在りて 汝 等の 

爲す 所の 勞 働の 徒勞 ならざる を 知れば なり 


と 使徒 パゥ n は 曰 ふた (. コ リント 前誊 十五 章 末節)。 ； 古の 詩人 も 亦 我等 を勵 まして 曰 ふた、 

よろこび  か， りと 

淚 と共に 播く者 は、 歡喜 と共に 穫 らん、 

.U づ. 3  いで き 

其 人 は 種 を 携へ淚 を 流して 出 行し かど 

禾束 を携へ 喜びて 歸り來 らん 

と (詩篇 百 二十 六篇、 五、 六 節)。 然 らば 蒔かん かな、 牧穫の 秋を樂 しみて 蒔かん かな、 毒草 茂リ、 偽善 

者跌扈 すると も 希望 を 懐いて 蒔かん かな。 

地上の 敎 會に關 する ィ ェ ス の 比喩的 豫言 

馬 太傳第 十三 章の 硏究 

福音の 眞 理を講 する に 方て、 何にも 必 しも 聖 句と 稱 して 聖書の 一節 叉は數 節に 依る の 必要 はない。 

其 一 窣に 依る も 可な りで ある、 其 一 書に 依る も 可な りで ある。 聖書 は豐 富なる 金鑛の 如き 者で ある。 

鑛山 として 貴く ある、 叉鑛 脈と して 貴く ある、 叉 金塊と して 贲く ある。 聖書の 言 は 一 言 一 句 悉く 純金 

である。 

是を 黄金に 較 ぶる も、 

まじ， リた きこが ，3 

多くの 純 精 金に 較 ぶる も、 

地上の 敎 食に すろ イエスの 比 接 3  一八 七 
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いや 優りて 慕 ふべ し 

である (詩篇 十九の 十〕。 然し 金塊 は 相 連り て 鑛脈を 成して 居る ので ある。 或 ひ は  一 il4 を 成し、 或 ひ は 

つ.； *  くび ケ ざり  あ ひよ 

數 章に 涉 りて 金言 玉 語 は相繁 がりて 眞理の 頸 飾 を 成して 居る ので ある。 而 して 鎮脈 は相禁 つて 理の 

驟山を 成して 居る ので ある。 馬 太 傅と 云 ひ、 路加 傳と云 ひ、 羅馬 書と 云 ひ、 哥林多 前書と 云 ひ、 約 翰 

モれ. 

書と 云 ひ、 默示錄 と 云 ひ、 夫々 a 呉 理の鑛 山で ある。 我等 は 其 採掘に 從 事して 眞理の 無 盡藏に 接せざる 

を 得ない。 

今 鼓に 研究 せんとす る 馬 太 傅 第 十三 章の 如き も 亦 價愤？ w き眞 理の鑛 脈の 一 つで ある。 兹に 地上の 敎 

會に關 する ィ H スの敎 訓が順 をな して 示されて あるので ある。 言 ふまで もな く 共 五十 三 節が 悉く 金 科 

玉條 である。 乍然、 全 章に 涉 りて 一 大敎 訓が傳 へられて あるので ある。 全 章が 一 大說敎 である。 余 は 

今玆に 字句の 詳細に 入りて 之 を說明 せんと 爲 ない、 全 章の 意義 を瞭 かに せんと 欲する。 

ィ H スは 彼の 名に 因て 建てられん とせし 天國、 卽ち此 場合に 於て は 地上の 敎會 の^ 設、 組織、 成長、 

變體、 復興、 貴 尊、 終局 等に 就て 如何に 観ぜられし 乎、 是れ此 章の 傳 ふる 所で ある。 而 して ィ H スは 

此重大なる16^項を傳ふるに方て比喩を以てせられたのでぁる。 堂々 たる 議論 を 以てせす して 卑近の 比 

へ ほな し 

喩談を 以てせられ たので ある。 馬 太傳第 十三 章に 基督 敎會 過去 一 一 千年間の 歷史 が沌れ なく 豫言 されて 

あると 言 ふこと が 出来る、 又未來 終末に 到る までの 成 行が 悉く 示されて あると 云 ふこと が出來 る。 

敎會 建設 は 如何にして 成る 乎と は 播種の 比喩の 示す 所で ある。 此 比喩の 示す 所に 從 へば、 人は悉 

く 福 昔を聽 いて 之 を 信す る 者で はない、 或る人 は、 然り、 多数の 人 は、 福音 を 耳に する も 之 を 受けす * 

或る人 は受 くる も 直に 之を棄 て、 或る 他の 人 は 信す る も實を 結ぶ に 至らす して 枯る、 而 して 極めて 少 


數 のみ 信じて 百倍 或 ひ は 六十 倍 或 ひ は 三十 倍の 實を 結ぶ に 至る と。 卽ち世 を驅て 悉く 信者に 成さん こ 

と は是れ むべ からざる 事で ある。 召さる、 者 は 多くして 擇 まる \ ^は Si く ある。 ー國を 擧げて 基督 

信者と 成さん とする が 如き は 無謀の 企畫 である。 傳道 如何に 善く 功 を 奏する も 社 會を擧 つて キリ ス ト 

に從 はしむ る こと は 出来ない。 光 は 暗に 照り 暗 は 之 を隨ら ざり きと は 古今東西に 亙りて 變ら ざる 眞理 

である。 基餐 者が 國 民の 多數を 占む るに 至る が 如き は是れ 未来永劫に 至る も 望むべからざる 事で ある" 

豫霄者 ィザャ の 言 ひしが 如く 「唯 少数者の み 救 はるべし」 である。 我等 は 何故に 然る 乎 を 知らない、 

イエ スは爾 う 言 ひ 給 ふた。 而 して 今日までの 專實が 雨う である。 神 はすべ ての 人の 救 はれん こと を 欲 

し 給 ふと 雖も、 事實 はた 5^ 少數 者の み 救 はる & こと を 示す ので ある。 

然 らば 世より 擇 まれし 少數者 を 以て 組立ら れし 敎會は 義人 聖徒の み を 以て 成る 圑體 である 乎、 此事 

を說 明せ し 者が 次ぎに 來る稗 子の 比喩で ある。 詳しき 事 は 曾て 之 を 『聖書 之 硏ぷ』 第 百 三十 一 號 

「毒麥 の 比喩」 に 於て 述べて 置いた、 之に 就て 讀 まれん こと をび マ-む ま 巧)。 稗 子の 比喩 は敎會 

の 不純 を 示す 者で ある。 卽ち其 純潔 無垢の 者で 無い こと を 示す 者で ある。 其 中に 眞の 信者が ある、 同 

時 二 叉 似而非なる 信者が ある。 而 して 眞の 信者と 偽の 信者 は 八 マの 期に 方て は 之 を 刺 別す る 能 はすとの 

事で ある。 U 子 は 其實の 熟する まで は 之を眞 正の 麥と 15!: 別す る ことが 來 ない。 眞偽 混合 は此 世に 於 

て 免 かれざる 所で ある。 而 して 基督 敎會も 亦其數 に；^ れ ない。 多くの 狼 は 羊の 皮 を 被りて 主の 群羊の 

中に 居る。 而 して 其 神 舉を以 つて、 忠實 らしき 正統派の 信仰 を以 つて、 單純 にして 正直なる 信者 を 欺 

く。 敎會は 偽善者の S 果窟 なりと は 余輩が 始めて 言 ふたこと ではない、 中： ィ H ス キリストが 豫め、 然か 

も、 明かに 唱へ給 ふたる 事で ある。 稗 子の 比喩に 由て 地上の 敎會の 決して キリストの 花嫁で ない 享を 

M 上の 教な J に S1 すろ イエスの 比， W 的豫 g  1 / リ 
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知る ので ある。 以弗所 書 五 章 二十 七 節に 謂 ふ 所の 

汚點 なく 皺な く聖 にして 瑕な き敎會 

は 未だ 曾て 地上に 在った こと はない。 叉 在り 得べ からざる 者で ある。 地上の 敎會 はすべ て 悉く 玉石 泯 

合で ある。 而 して キリスト は 始めより 明かに 此事を 示し 給 ふたので ある。 

而 して 此 玉石 混合、 偽善者 潜伏の 敎 會は此 世に 於て 如何に 發 達する ので あら ふ 乎、 是れ 第三の 比. i 

卽ち芥 種の 比喩の 示す 所で ある。 此 比喩に 從 へば 敎 會は此 世に 在りて ふ 速に 成長す る、 芥 種の 成 S 

からし く さ  ひ々 だ  そ 

する 如くに 成長す る。 芥は 草木で ある、 然し 一年に して 樹の 高さに 迄 達する、 而 して 共 枝は擴 りて 天 

空の 鳥來 りて 其 中に 宿る に 至る。 其 如く 敎會も 亦 始めは 極く 微々 たる 者で あるが、 然し 數十年 又は 數 

百年なら すして (歷 史的 短 時期に 於て) 大 制度と なり、 終に 王侯贵 族 をして 其 中に 宿らし むる に 至る 

.U と へ  - ひ.！、 ひす は ゆ 

と。 此 比喩に 「天空の 鳥」 と ある は 篤、 駒鳥 等の 羽毛 美く して 聲麗 はしき 鳥類 を 指して 言 ふので はな 

い。 聖書に 於て は 鳥 は 大抵の 場合に 於て は惡 しき 意味に 於て 用 ゐられ て 居る。 此 章の 節に 於て 「天 

空の 為来りて 啄み盡 せり」 と ある。 而 して 眞理の 種 を 食 ひ盡す 所の 此鳥の 惡魔を 示す 者で ある こと は 

つかさど 

第 十九 節に 於け る キリストの 說 明に 由て 明かで ある。 叉 以弗所 書 二 章 二 節に 「空中に ある 諸 權を宰 る 

者」 なる 言が ある。 而 して 前後の 言に 照らして 見て 北ハ、 また 惡魔を 指す 者で ある こと は 明かで ある。 

故に 「天空の 鳥」 とい へば、 鷲、 ミサ ゴ、 兀鷹の 如き 猛禽 を 指して 云 ふので ある。 人に 益 を爲す 鳥に 

非す して 害 を 爲す鳥 を 指 して 云 ふので ある。 而 して 敎會が 成長して 終に 天空の 鳥の 宿る 所と なると 云 

ふの は、 終に 此 世の 權者、 富者、 政治家 等 下民 を應 する 者の 住所と 成る と 云 ふこと である。 默示錄 記 

者 の 一一 目 を藉り て 言 へば、 敎會は 終に 


悪魔の 住處、 又稷々 の 汚れた る靈、 及び 機れ たる 憎むべき 鳥の 巣と なる 

とのこと である (十八 章 二 節)。 芥 種の 比喩 は 敎會の 与ん 速なる 成長に 伴 ふ 其 俗化 を 示した る 者で ある。 

此 世の 權者、 政治家、 新聞記者 輩の 侮蔑 嘲弄 を 以て 始まりし 基督 敎會は 遠から すして 彼等の 住處、 隱 

s^5r 所と 化り 了らん との ィ H ス の豫言 である。 而 して 此 比喩的 豫言は 到る 所に 於て 適 中した ので ある 0 

羅 馬に 在りて は 大帝 コ ン スタン チン は自 から 基督 信者と なり、 敎會を 其 保護の 下に 置いて 彼の 爾制を 

施した ので ある。 新 敎が獨 逸に 於て 起れば、 是れ叉 遠から すして 政府の 機關 となった ので ある。 英國 

に 於け る聖 公會、 露國に 於け る 正 敎會、 孰れ も 天空の 鳥の 宿る 所と なりて 眞理と 自由との ffi 制 機關と 

成ら ざり し はない。 而 して 若し 歷史は 共れ 自身 を 繰 返す 者であるなら ば、 同じ 事が 日本に 於ても 行 は 

れな いと は 限らない。 曾て は賤 しめられし 基督 敎會が 社會の 尊敬 を惹 くに 至り、 政治家 宗敎の 必要 を 

唱へ、 新開 紙 之に 和す るに 至て、 基督 敎會は ー轉 して 世の 謂 ゆる 上流 社 會の慕 ひ 求む る 所と なり、 終 

に 彼等 群 をな して 其 中に 巢を 作る に 至る、 是れ 最も 恐るべき 時で ある。 而 して 余 は 旣に斯 かる 微候を 

今日の 我國の 基督 敎會に 於て 見る ので ある。 「我 敎會に 刺 任官 あり」 と 云 ひて 誇る 者、 「我 敎會に 陸 

海軍 將官 の家挨 出席す」 と 云 ひて 得々 たる 者、 是れ 皆な 知らす 識ら すの 間に キリストの 芥 種の 比喩 を 

實 現しつ \ ある 者で ある。 微々 たる * 督 敎會、 社會 の歡迎 する 所と なりて 急速に 成長し、 贵顯 紳士 等 

天空の 鳥の 住む 處 とならん と、 是れ芥 種の 比喩が 明白に 傅へ し 所の 豫言 である。 

基 蝥敎會 は 外に 成長して 此 世の 權 者の 宿る 所と なるべし とは芥 種の 比喩の 敎 ふる 所で ある。 而 して 

同じ 敎會 が內に 腐敗し、 其 腐敗 全身に 及ぶべし と は 第 叫の 比喩、 卽ち. 酵の 比喻の 示す 所で ある。 

イエ ス叉 比喩 を 彼等に 語りて 曰 ひける は 天國は 1； 酵の 如し、 婦之を 取り 三 セァの 粉の 中に 藏 せば 
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悉く 脹れるな り (笫卅 三 節) 

1! 酵は 聖書に 於て は 常に 惡 しき 意味に 於て 用ゐら る。 イエ スは 弟子 等を戒 しめて 曰 ひ 給 ふた、 

汝等 パリ サイと サド カイの 人の 夠陈 を愼 めよ 

と (馬 太傳 十六の 六 )o 而 して 彼等に 夠酵の 何たる 乎 を 問 はれて、 彼 は 其の パリ サイと サド カイの 人の 

敎 である こと を 以て 答へ 給 ふた。 路加 傅に 依れば 

汝等 パリ サイの 人の！； 酵を愼 めよ、 是れ 偽善な り 

と ある (十二  13- 一節)。 叉パゥ 口 はコ リン ト 人に 書 送って 曰 ふた、 

汝 等の 誇る は 宜しから す、 少 許の 夠酵全 圑を脹 發すを 知らざる 乎、 汝等 は麪酵 なき 者 なれば 舊き 

麪酵を 除きて 新ら しき 團塊 となるべし 

と S3 林 多 前書 五の 六、 七 )o 叉 同じ 事が 加 拉太書 五 章 九 節に 書いて ある。 惡 しき 精神、 惡 しき 主義、 偽 

善、 傲慢、 誤謬、 是れル W な 1； 酵 である。 故に 1： 酵の 比^ は 天國、 卽ち此 場に 於て は 地上の 敎會 の惡し 

き 方面 を 示す 所の 比喩で ある こと は 明かで ある。 

夠酵の 比喩 は 敎會の 腐敗 を 示す 者で ある。 夠酵は 敎會を 腐らす る 者で 此 世の 精神で ある。 芥穩の 比 

喩に 由て 此 世の 精神の 旣に 敎會に 入りし ことが 示された。 而し， て 辆酵の 比喩 は 更らに 明 {n に此 腐敗の 

普及 を 示す 者で ある。 敎會は 俗化す るで あら ふ、 此 世の 精神 を 以て 其 精神と なし、 此^の 方法 を 以て 

俾 道に 從 事し、 此 世の 理想 を 以て 其 理想と なし、 而 して 牧者 も 羊 も、 導く 者 も 導かる X 者 も 終に 之 を 

窓と せざる に 至り、 敎會は 俗 了して 此 世と 何の 異なる 所な きに 至る であら ふと は 夠酵の 比喩の 示す 所 

である。 


婦之を 取り 三 セァの 粉の 中に 投 すれば 悉く 脹れるな り 

と。 r 婦」 は敎會 である。 麥粉三 セァは 其 一 一斗 一 一升 五合 餘 であって 婦人の 手に て揑ね 得る 適 直の 量で 

ある。 其 中に 夠 酵 一 匙を投 すれば、 全圑は 之に 化せられて 醱酵 すると 云 ふ。 徇に少 許の 夠酵全 圑を脹 

らす である。 敎會の 俗化す る は 車の 坂 を 下る が 如くに 易く ある。 信仰 は 努力 を 要し、 問斷 なき 警戒 を 

要する。 而 して 一朝 臂戒の 弛む 時に 俗氣 入り 来る。 富に 頼む、 權に 阿る、 學識を 街 ふ、 策略 を 弄ぶ、 

信、 愛、 は^^以外のすべての權能を用ゐんとする、 是れが 俗化で ある。 醱酵 である、 腐敗で ある、 墮落 

である。 聚蒈の 明. E なる 敎訓は 

此 まに 效ふ 勿れ、 汝等 神の 全く 且つ 善に して 悅 ぶべき 3 曰 を 知らん がた めに 心 を 化へ て 新たに せよ 

と あり (羅馬 書 十二の-二)、 叉 

此世或 ひは此 世に 在る 物 を 愛する 勿れ、 人 もし 此世を 愛せば 父 を 愛する の 愛 その 衷に 在るな し 

と ある (約 翰 第一 書 二の 十五 )0 然るに 其 精神に 於て、 其 手段に 於て、 全然 此 世に 效 ふに 至て 敎會は 全然 

此 世の！； 酵に 化せられ たので ある。 

敎會 は腐败 する であら ふ、 眞理 は俗氣 の隱蔽 する 所と なりて、 萬 正の 信仰 は 敎會の 中に 在りて さへ 

嘲 けらる、 に 至る であら ふ、 然 らば 福 昔の 眞理は 終に 此 世より 失する 乎と 云 ふに 決して 雨う ではない。 

而 して 俗 了せ る 敎會の 中に 眞现の 新發見 ある こと を 示した る 者が 第五の 比喩、 卽ち 藏れ たる 寶の 

比喩 である。 

み いだ  か C  もちら の 

叉 天國は 畑に 藏れ たる 寶の 如し、 人、 看 出さば 之 を秘し 喜び 歸り其 所有 を 盡く賣 りて その 畑 を 買 

ふなり (第 四十 四 節)、 
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神の 畑た る 敎會は 今 は 俗人の 踐 荒す 所と なり、 眞理は 其 上に 繁茂す る 能 は， すして 土中に 塊沒 せらる、 

に 至らむ、 眞の 福音 は 今や 敎會に 在りても 藏れ たる 寶と 成らむ、 然れ ども 匿た るに して 顯 はれざる は 

ともしび  *1 す 

無しで ある、 燈火は 永久に 斗の 下に 置かるべき ではない、 或 人 は 終に 之 を 看 出す であら ふ、 而 して 看 

出さば 喜びの 餘り 之を秘 し、 其 所有の すべて を 投じても 之 を 己が 有と なさん とする であら ふと。 敎會 

に 於け る眞理 の新發 見、 H ル フルトの 寺院に 於て ル ー テルが 藏れ たる 聖書 を發 見せし 時、 其 時に 敎會 

內に 於て 藏れ たる 駕理 の新發 見が あつたの である。 而 して 彼れ ル ー テルが 千 五 百年 來在來 りし 樂誓を 

抱きて、 r 是れ 我が 書な り」 と 言 ひて 新たに 寶を據 しが 如くに 喜びし 時に、 其 時に キリストの 此 比喩 

は 文字通りに 成就され たので ある。 而 して ル ー テ ルの 聖書 發 見に 類す る 事 は 其 後と 雖も幾 罔 もあった。 

聖公會 の 腐敗が 其 極に 達せし 時に、 ゥ H スレ ー 兄弟の 聖書の 研究に 由て 福音 は 新たに 英國に 起った。 

敎 會が此 世の 哲舉 と社會 改良と 儀式と 交際と に心醉 して キリストの 福音 を 其 下に 埋沒 する 時に、 神 は 

或 人 を 起し、 彼 をして 新たに 之を發 見せしめ 給 ふので ある。 禍 ひなる 哉 荒 si- てた る 敎會、 贲 ぶべき 哉 

藏れ たる 福音、 而 して 福 ひなる 哉 其の 新發 見の 榮譽 に與 りし 人。 藏れ たる S の 比喩 は 暗 黑の裡 に 光明 

を 認め、 絶望の 裡に希 を傳 へし 激勵 慰藉の 言葉で ある。 豫言者 ィザャ の 曰へ るが 如く (n^wi 書サ 一 

章 十 r 十二 節〕、 

人 あり 我 を 呼びて 曰 ふ、 斥候よ、 夜 は 今 何時 ぞと、 答へ て 曰 ふ朝來 ると、 

ィ ェ スは此 比喩 を 以て ィザャ の 此心を 宣べ給 ふたので ある。 敎會の 俗化 其 極に 達する 時に 福 昔の 新發 

が ある。 朝 は 夜に 次いで 來 ると。 バウ 口 も 亦 此感を 述べて 曰 ふた 

夜す でに 央 けて 日 近け り、 故に 我等 喑昧の 行 を 去り て 光明の 甲 を 衣る ベ し 


と c 羅馬書 十一 1 一章 十二 節)。 敎會の 腐收は 歎すべし とする も、 神 は 腐敗 を 以て 其 聖業を 終り 給 はない。 信 

仰の 復興 は 必す來 る。 而 して 眞理は 埋れて 腐欣の 下に 在る。 其發 昆の特 權に與 かる 者 は 誰 ぞ？ 

藏れ たる 眞理 の發 掘が ある、 而 して 其眞理 は 優れて 贵き 者で ある、 すべての 他の 寶に勝 さりて 貴き 

者で ある。 而 して 福 昔の 眞理の 貴 さ を 示した る 者、 是れが 第 六の 比喩、 卽ち 眞珠の 比喩で ある。 

义天國 は 好き 眞珠を 求めん とする 商人の 如し、 一 つの 價愤 高き 眞珠を 看 出さば その 所有 を 盡く赍 

りて 之を賈 ふなり (笫 四十 五、 四十 六 節〕、  ， 

眞 珠に大 なる が ある、 小なる が ある。 純なる が ある。 不純なる が ある。 一個の 好き 眞珠は 干 百の 尊 《は 

の眞珠 よりも 貴く ある。 其 如く 眞理 に又大 なる が ある、 小なる が ある。 絶好なる が ある。 零 常なる が 

ある。 哲學が ある、 詩歌が ある。 科學が ある、 美術が ある。 廣 现は 一 にして 足りない。 然れ ども キリ 

ストの 福音 の 眞理に 較べて 見て 他の 眞理 はす ベ て 悉く 平 凡の 眞理 である。 地上の 眞理 である、 此^の 

眞理 である。 肉と 北ハに 消失す る眞理 である。 福音の 眞理 のみ 惟り 天圃 の眞理 である。 永久の 眞理 であ 

る。 靈 と共に 不滅なる 眞理 である。 此 世の すべての 智識、 すべての 技術 を 合 はして、 北 ハ價使 は 福 昔の 

それに 當 るに 足りない。 宇宙 唯一 の眞现 とは是 れ である。 神が 人の 雜を赦 し、 彼 を： 冉 たび 子と して 扱 

ひ 給 ふとの 眞理 である。 之 を 看 出して 何人も 之に 全 注意 を拂 ひ、 全身 全力 を 獻げて 其 理解 會得を 計ら 

ざる 者 は 無い。 ^に 研究の 種類 多し と 雖も福 昔卽ち 聖書の 研究の 如く 深く して 廣き者 はない。 人 は 神 

學の 研究と 稱 して 笑 ふならん も、 而 かも 神學は 今に 至る も尙ほ 「智識の 女王」 である、 世界最大の 智 

識は 神學の 上に 法 がれた。 ん類 最大の 問題 は宗敎 問題で ある。 而 して 宗敎 問題 は 畢る所 基督 敎 問題で 

ある。 世に 神學が 棘ぜら る、 時がない ではない。 今の 時の 如き は 共 一 つで ある。 今や 科舉と 社會攀 と" 
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政治 學と 理財 學とは 祌舉を ffi 倒しつ.， ある。 然れ ども 此狀態 は 永く 緩くべき ではない。 

人 はパ ン のみに て 生く る 者に 非す、 唯祌の n より 出る すべての 言に H る 

との 露 理は今 も尙 ほ變ら ない。 キリストの 幅 昔 は 遠から すして 復 たび 文明 世界の 研究の 最大 题目 とな 

るに おって 2$ る。 ァゥ ガス チン、 アン セル ム、 ト ー マス.、， テ • ァク イナ ス 等の 如き 謂 ゆる 智的 人が 

： 科た び 其 巨大なる 頭腦を 絞りて 基督 敎の 諸問題 を 研究す るに 至る 其 時の 到来 は 決して 遠く は 無い" m 

よ、 今や 旣に獨 逸に 於て はル ー ドルフ. オイ ケ ン の 如き、 佛圃に 於て は ヘン リ • ベ ルグソ ン の 如き 硯 

舉の 出る ありて キリストの 福 昔 は W たび 北ハ 根柢より 攻究せ られつ k あるに 非す や。 骨界唯 一- の 價爐高 

き 珠 はん：' も尙ほ キリ ス トの福 昔で ある。 而 して 露现と 自由と 永生と を 愛する 者 はん/も 尙ほ其 所有 を 

盡く賣 りて 之 を 買 はんとしつ 、ある。 敎會の 腐敗の 如き 敢て之 を 眼中に 置く に 足らない。 

失 t に を 以て 始まりし 中： ィ H スの 此豫言 は 希 t_r: を 以て 終った。 ^は 容易に-斗 を 福 昔に 倾 けざる べし、 

唯 其少數 者の み 信者 たるべし と は 第 一 の豫 言であった。 此少數 者に 由て 成りし 敎會は 終りまで 偽へ 丄： 者 

の奥窟 として 存 するな らんと は 第一 一の 豫言 であった。 此敎き は 急速に 成長して 此 世の 權者 富者 等、 雲 

上の 鷲、 sr, A きの 律む 所と なるべし と は 第一 二の 豫ー 一一 一口であった。 內の 腐敗 は 外の 成長に 伴 ひ、 敎會全 

體が俗 了し 世間 化すべし と は 第 1： の 豫霄 であった。 然し 腐收は 永 久 に 眞 现 を 隱蔽す る 能 はす、 俗氣に 

塊れ る！ i 音の 眞理は 終に 再た び發 掘せられ て 骨に 光明 を 放つ に 至るべし と は 第五の 像 實 で あ つ た 而 

して 囘復 された る 福 昔の 眞理は 宇宙 唯一の 眞现 として 尊重せられ 义 攻究 せらる ベ しと は 第 六の 豫 首 で 

あった。 然 らば 事の 終： S は 3： ん である 乎、 是れ第 七の 比喩、 卽ち引 網の 比^の 示す 所で ある、 

又. 1KW は 海に 打て 备 様の 魚 を 漁る 網の 如し、 旣に，匆服れば=」^^に引上げせ>て其善きぉは之を器に入 


れ、 惡 しき 者 は 之 を；^ るな り、 I の 終末に 於ても 此の 如くな らん、 ； 大使 等來 りて i^ik; の屮 ょり惡 

とり わ  た i; い  そこ  なしみ は , だ み 

者 を 取 別け 之を爐 の 火に 投入るべし、 其處に て 哀哭 切齒す る 事 あ らん (四 十七— 五 十 節 >0 

『： 大國卽 ち 地上に 於け る 敎會は 是れ现 想の 天の ホ ー ム ではない、 各 様 の 魚 を 漁る 網の 如き 者で ある、 

i ハ 中に 善き 者 も 入れば 惡 しき 者 も 入る、 而 して 惡 しき 者 は 終に 燒 かれて 善き 者 は 保^ さる、 理想の- rK 

1； は 善 惡の分 刖を經 て 後に 臨る、 今 は 忍耐の 時で ある、 試練の 期で ある、 靈魂 研磨の 期で ある、 ん， の 

期に 完全 をが S んで 我等 は 失び 1- せざるを得ない、 「終末まで 忍ぶ 者 は 福 ひなり」、 牧 擭 は 播種の ra に&上 

むべ からす、 成長の 期に 雜 草の 妨寄は 免 かるべ からす、 終末、 役活、 裁判、 新ら しき H ルサ レム …… 

信者の 希^ は玆に 在る、 彼の 忍耐 は 之に 基づく、 慰めよ 汝等 小なる 群よ』 と は 虫が 特に 其 弟 f 等に 向 

て 語り 給 ひし 此 比喩の 意義で ある。 使徒 ャ コ ブの言 を 以て 言へば 

兄弟よ 忍びて 主の 臨る を 待つべし、 覜 よ 農夫 地の 貴き 產を 得る を-ば- A みて 前と 後との 雨 を 得る まで 

久しく 忍びて 之 を 待てり、 汝等も 亦 忍べ、 汝 等の 心 を 堅く せよ、 そ は 主の 臨り 給 ふこと 近-けば 3 

となる ので ある (雅 各き 五 章 七 、八 節)。 引 網の 比喩 は 信者 慰藉の ための 比喩で ある。 不；^ 者に 其 永久 的 

刑罰 を 知らす るた めの 比喩で はない。 我等 は 第二 十六 節に 「遂にィ ェ ス衆人を^へして-；！^に人り云々」 

と あるに 由り 第五 以下の 比喩の 弟子に 向て 語られし 者なる こと を 忘れて はならない。 屮： ィ H スは 不信 

者を嚇 して 悅び給 ふやうな る敎師 ではない。 彼 は玆に 弟子 等に 來 らんと する 敎會の 困難と 危險と 落 

と 腐敗と を 豫め吿 げ給ひ て 、 彼等が 之 を 以 て 失び" A 落膽 せ ざらん がた めに； 史らに 此獎働 の 比喩 を： おり 給 

ふたので ある。 

驚く ベ きかな 此豫 一一： 一 ：！、 七つの 比喩 は 默示錄 に 於け る 七つの 卷物乂 は 七つの 筑乂は 七つの 金 椀の £w 象 

地上の 敎 食に S1 す-, 0 イエスの 比 ％ 的报 S 
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め 如き 者で ある。 地上に 於け る 敎會の 進路 を 七 段に 分ち て觀 察した る^で ある。 而 して 我等 は 過去の 

歷史 に. m て 其 第 七 段 を 除く の 外 は 悉く 文字通りに 實 現された の を 見た。 乂我國 に 於け るが 如く 敎會^ 

設の日 尙ほ淺 き 所に 於て は、 其、 徐々 として 實 現されつ、 あるの を 見る ので ある。 ィ H スは 所謂 樂觀 

i ではない。 彼 は 始めより 彼が 地上に 植え 給で し 福音が 遭遇すべき 困難 を 知り 給 ふた。 彼 は 其 最後の 

勝利 を 信じて 疑 ひ 給はなかった、 然し 勝利 は輙く 得らる &者 でない こと を 知り 給 ふた。 始めに 不信者 

に 擯斥せられ、 次ぎに 信者に 誤 表せられ、 更らに 不信者に 利用せられ、 信者に 埋沒 せられ、 然る 後に 

.冉 たび 麵 へりて 1K 上 天 下 の 最大 勢力た るべき こと を 前 知せられ た。 之に 類した る豫言 は 聖書 の 他 の 

にも 有る、 默示錄 の 如き は 其 始めより 終りまで 同一 の 豫言を 詳細に 述べた る 者で あると 言 ひても， ャ な-支 

は 無い。 深く 架 書 を 探り て 我等 は 福音 の眞理 のために 如何な る 困難に 遭遇す るも敢 て 失 5-.- した いので 

ある。 
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汴怠， 讀者 は此篇 を讀む 前に 書 の 本文 を兩三 ：i;S? 讀す る を 要す 


馬太傳 十三 章 は. H.: として ィ H スの 語り 給 ひし 七 個の， 比喩 談を 載せた る 章で ある。 - r5- して 比喩 談を. 

かき あ つ 

書 第め し 者の やうに 思 はれる が、 然し 深く 其 順序に 注意して、 其 決して 偶然に 成りた る 比^の 鬼壤で 

わか  0  0000O0OO0OO00000OOOO00O 

無い ことが 判明る。 是は 寧ろ 比喩 を 以てせる 一 の說敎 と； 3^ るが 當然 である。 七の 比喩 は 前後 相 速 緩せ. 

る 思想 义は敎 訓叉は 預ー 一一 一口 を 語 る 者で あって、 其の 相互の 關係を 明か にして 始めて 各個の 比喩の 意味 を- 

明かに する ことが 出來 るので ある。 七の 比喩 を擧 ぐれば 左の通り である。 

第 一 播種の 比喩 (三— 二三 節) 

か.， M,.pv』 

第二 稗 子の 比喩 (二  SI  — 三 0 節。 一一 一六— s 三 節，) 

第三 芥 種の 比喩 (三 II 一一 三 節) 

第 四 夠 種の 比喩 (一一 一三 I 三 五節) 

第五 藏れ たる 寶の 比喩 (gr 四 節) 

第 六 好き 眞珠の 比喩 (四 五、 四 六 節)  . 

ひきあみ 

第 七 引 網の 比喩 (四 七— 五 0 節) 

七 個の 比喻は 一幅 昔 史の七 段落 を 語りた る 者で ある。 或は 之 を 敎會史 の 七 章と も 見る ことが 出来る。. 

キリストの 傳 道を以 て 始まりた る 福 ffjE の 官- 傅よ り^の 終末に 至る までの 基督 敎歷史 を 七 段に 分ち て 論 

じたる 者と して 見る ことが 出来る。 故に 語體は 比喩で あるが 主 32 は豫 言で ある。 生ィ H スは兹 に 比喩 

を 以て 彼の 傅へ 給 ひし 福音の 將來を 明かに 示し 給うた ので ある。 馬 太傳第 十三 章 は 同 第一 一十 M 章と 同 

じく ィ H ス の大豫 言と 見て 其 意味が 明瞭になる ので ある。 

たね ** き.；，： とへ  . 

第一 播種の 比^ は 福昔傳 播に關 する 豫ー 一まで ある。 「稀 捲く 者播 きに 屮 I でしが」 と ある 其 「稀播 く 

禹太 .fe- 第 十 一 一一 の W 究  1 九九 


s: お 音番 S 究  二 00 

者」 (fhe  §.3 と は 或る 特別の 一 人の 播报^ を 指す^ であって ィ H ス御 QI 身で ある。 ィ H ス はに 取 

初の 傳道 者であって 又 最後の 傳 道^で ある。 傳道 はすべ て 彼に 由り て 行 はる、 ものである。 我等 傳道 

師 はすべ て 彼の 器具た るに 過ぎない。 播種 者 は實に 彼れ 一 人で ある。 而 して 彼れ ィ H スが播 き 給 ふ： g 

fpiB の 稀が 悉く 生る かと 云 ふに 決して 雨う ではない。 其 或 者 は路の 傍に 遺ち て 空の 鳥の 啄み盡 す 所と な 

い し ぢ はえいで  .IP.  い； i-i ら  お 

り、 或^は 磽 地に 遺ち 直に 萌出 たれ ども 根な きが 故に 枯れ、 或 者 は 棘の 中に 遺ち その 蔽ふ 所と なりて 

ゆ 、 只 沃壤に 遺ち たる 者の み 生長て 實を 結び 或は 百倍 或は 六 十 悟 或は 三十-! の 實を 結ぶ と 云 ふ。 斯 

くて 福音 宣傳は 其 初めより 失^ 的 事業で ある。 主ィ H スが 下し 給 ふ 眞理の 種な りと 雖も其 すべてが 生 

長す るので はない。 天然の 草木に 於け るが 如く 遺つ る 種 は 多くして 其 中の 生長つ 者 は 極めて 少數 であ 

おのれ  -7 

るので ある。 「彼れ 己の 國に來 りしに 其 民 之 を 接け ざり き」 とは此 世に 於け る イエスの 運命であって 

叉 八， 口に 至る も^ ほ 彼の. 幅 音の 運命で ある。 所謂 傳 道の 失敗 は 單に傳 道師の 無能に のみ 歸 すべきで は. 

ない。 假べ リイ H ス キリストが 直接 行 ひ 給 ふと 雖も傳 道の 失敗 は 免 かれない ので ある。 夫れ は 接く る靈 

魂が 惡 いからで ある。 一 i 音 は 純正で あらねば ならぬ。 其れと 同時に 靈 魂が 善良で あらねば ならぬ。 種 

に 適應す る 十： 地が あって 始めて 植生 は 生長して 實を結 ぶので ある。 是れ 誠に 歎 か はし き 一 賞で あ る 、 

IM 時に 义 慰安に 富める 事實 である。 ィ H スが播 き 給 ふ 種で すら 枯死す る 者が 多くして 生長す る^ は尠 

しと 云 ふ。 然 らば 失ば！？； せす して 播 くべき である。 「淚 と共に 播く 者は歡 喜と 共に 獲らん、 其 人 は 稲 を 

ヒづさ  いで. はけ £i  .u ね 

携 へ-お を 流して 出 往ど禾 束 を携へ 害 びて 歸り來 らん」 と あ る 「詩篇 百 サ六篇 y 傳道卽 ち 理の 播種 は 必- 

然  の  作  ふ 事業で  ある。 

掭 かる」 械は 多くして 生える 種 は； い。 而 して 生える 種 は 安全に 生長つ 乎と； ーム ふに 決して 爾ぅ では 


ない。 u: 化れ 第二の 比 喰 卽ち稗 子の 比^の 敎 ゆる 所で ある。 麥の屮 に 稗 子が 生長す る。 稗 子 卽ちパ レ ス 

チ十 地方に 產 する ジザ -ー ャは 外形 は麥 に似て 而 かも 全く 其 性質 を 異にする 雜草 である。 農夫 は 是と彼 

と を 1^^ する 能 はす、 故に 結實 まで は敢て 二者 を 分離 せんと 努めす、 草禾 熟して 二者 判然す る を 侠て 

稗 子 は 之を拔 集めて 焚き、 麥 をば 之を食 に收 むる ので ある (二十 節以 ドー 二十 節まで、 並に 三十 六 節 

以下^ 十一： 一節 ま で を 見よ ：lo 而 して 福 昔 の 結 ベ る實な る 信者 も 亦 此狀態 に 於て 在る ので ある。 福 昔と 

沒交涉 なる 此世 全體 と、 一 度 福 昔 を 接け て 後 之を棄 て し 多数の 噴 落 信者と に園繞 せらる、 のみなら す 

多く の 偽 はりの 信者と 混合し て 其 信仰的 生 泥 を 送らねば なら ぬので ある。 不信者 噴 落 信者 を 相手に し 

て戰 ふの 困難の 外に 偽 はりの 信者と 共に 立たざる を 得ざる の 言 ひ 難き の 苦痛が ある。 實 にパゥ 口が 彼 

の 遭遇せ し 困難 を算へ 立て & 「河の 難、 盜贼の 難、 同族の 難、 異邦人の 難、 城裡の 難、 野中の 難、 海 

巾の 難」 と 書 列ね て 更らに 「偽の =  も 弟の 難」 と 書 加へ し を 見て、 彼の 時代に 旣に稗 子 卽ち偽 信者の 敎 

會.？ ： に 繁茂して 居った ことが 判明る 林 多後窨 十一 章 二十 六 節)。 何故に 然る か、 我等 は 其 现由を 知ら 

ない。 畑の 主人 は 僕の 問に 答へ て 「敵 人 之 を 行せ り」 と 云 ひしの みで ある。 惡 魔が 此 事を爲 すので あ 

る。 外より 信者 を破壞 せんとて 努めし も 能 は ざり しかば i:E 者に 似た る 者 を 其 中に 遣りて ：2： より 之を滅 

さんと しつ、 あるので ある。 信者の 在る 所に は 必す偽 信者が 在る。 而 して 外形 上 二者 を區^ する こと 

は 能ない。 稗子の麥に似る如くに惡魔の子類は天國の^^.^に似る。 而 して 現世に 於て 强 ひて 二者 を 分 

^せんと 欲して 反て 大な る 害毒 を 信者 の 上に 招く ので ある。 故に 收接ま で 之 を 放棄 し 置け よと 中： は 命 

じ 給 ふので ある。 悲 むべき 車實 である、 然し 乍ら 避け 難き 止む を 得ざる 真實 である。 人生 は 現世に 於 

て は 到底 完成 せらるべき おで はない。 牧獲 期に 人り て 卽ち此 *1 の 終末に 於て 稗 子は斂 めら れて 火に 焚 

s 太 齒第十 三 章の W お  二 〇1 
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.ut. し/ r- ひと 

かれ、 義人 は 共 父の 國に 於て rn の 如くに 輝く ので ある。 其れまで は 待まで ある。 

福音の 種は播 くに 難く 生長に 難し。 種 は 鳥に 啄 まれ 易く 日に 灼れ 易く、 禾は他 草の 擬似す る 所と な ■ 

りて 其 生長 を 妨げら る。 然れ ども 一 たび 擬似 草の 混合す る 所と なるや 其 生長 は 迅速で ある。 而て悪 魔 

こど， 0. ゥ  ち *♦  こ の よ 

の 子 類の 混合に 由り 世界 精神の 注入 を 受けて 信者の 團體 たるべき 地上の 天 國は倏 ち 生長して 現世の 大 

勢力と なる に 至る。 此事を 語りた る 者が 第三の 比喻 卽ち芥 種の 比 1* である。 「天 國は芥 種の 如し、 人 

よろ づ  ち ひさ  そ だ ち  そ ら 

之 を 取りて 畑に 播 けば 萬の 種よりも 小 けれども 生長て は 他の 草よりも 大 なる 者と なりて、 天 {4- の i| 來 

りて 其 枝に 宿る 程の 樹 となる 也」 と ある。 實に 小なる 福音の 禾 は *1 界 精神の 注入に 由り 倏ち 生長し 

て大 なる 樹 となり、 卽ち大 なる 敎會 となり、 而 して 天空の 鳥、 卽ちさ 中 を宰る 者、 卽ち惡 魔 彼れ 自身 

0  0  、ひぐ ひす 二 まどり ぺ にす •、 め はと ひ , り 

が來 りて 其 枝、 卽ち敎 會の薩 に 宿るな りとの 事で ある。 兹に 鳥と 1 る は鶯、 駒鳥、 紅雀、 鴻、 雲雀 等 

の 美く しき 愛らしき 鳥 を 指して 云 ふので はない。 驚、 鷹、 蔦、 梟 等の 嫌 ふべき 惡 むべき 鳥 を 指して 

云 ふので ある。 聖書 は 鳥の 美に 就て 語る こと は 稀で ある。 「空中の 鳥來 りて (種 を) 啄み盡 せり」 と. 

云 ひ (四 節〕、 空中に ある 諸權を 總宰る 者と 云 ひ GU 弗 所 書 二 草 二 節)、 「{ や： 中に 飛ぶ 鳥に 大 なる 聲 にて 呼び. 

曰 ひける は ：：： 凡の 人の 肉 を 食らへ 云々」 と 云 ふ (默 示錄 十九 章 十七 節)。 卽ち すべて 惡 しき 意味に 於て 

の 鳥で ある。 シリャ の大鷹 又は 兀 鷲の 類で ある。 小羊 を 浚 ひ 去り 砂漠に 死せ る 路駝の 肉 を啖ふ 肉食 鳥. 

である。 而して斯かる鳥が^^んに生長せし樹の枝に來りて宿ると云ふのでぁる。 疑 ひもな く惡 魔が <!. わに 

<1*1 厶  <"厶<3厶<" 厶厶  r-?  こど.？. f  二 ども 

勢力 を 得し 敎會に { 俩 ると 云 ふこと である。 前に は惡 魔の 子 類 をして 天阈の 諸子の 中に 混入せ しめ、 幅 

音 を滑亂 さしめ 聖徒の 團體を 俗化せ しめ、 而 して 終に 北ハの 化して 俗 的 勢力なる 敎會 となりて 現 はる ト 

や {ゃ： 中の 諸 權を總 宰る惡 魔 彼れ 自身が 降り 来りて 共の (敎會 の) 屮 におる と 云 ふ。 是 れが此 比喩の 明 


白なる 意味で あると 思 ふ。 福音 は 其れ 0 體 にて は 決して 急に 生長して 社會的 勢力と なる 者で はない。. 

世に 嫌 はれ 人に 憎まる. 1 が 福音の 特性で ある。 然れ ども 一 朝惡 魔の 子 類の 混入に 由り て 福音が 化して- 

敎會と 成る や 其 生畏 は^ 劇で ある。 而 して 芥 種が 一夜に して 萌 出で、 數 日なら すして 樹の 如き 者と な 

るが 如くに 敎 會は數 年なら すして^ 界的 勢力と なり、 政治家、 實業 家、 高等官 吏、 曲學 阿^の 學者 等. 

が爭 ふて 其內に 入り 來り、 祌聖を 街 ふと 同時に 聖 所の 安全 を 利用して 自己の 安全 を 計らん とする ので 

ある。 實に 驚くべき 意味深長の 比喩で ある。 神の 子に 非 ざれば 語る 能 はざる 比喩で ある、 而 して 主ィ 

H スの此 比喩的- m 言 は 彼の 福音の 宣 ベら る、 所に は 世界 到る 所に 實現 せられ、 天地 は 魔る とも 主の 聖 

語の 魔れ ざ る こ とを證 して 餘り あるの である。 歐洲に 於け る 基督 敎が此 預言 通り に實 現した こと は 人 

の 能く 知る 所で ある。 羅馬天 虫 敎會が 一時 惡 魔の 大奥 隨 たりし こと は 歷史の 明かに 示す 所で ある。 法- 

王 巾に  正さに 惡 魔の  體 現と 見  る ベ き 者の 在 つ た 事 は 何人も 否認す ベ か ら ざる 事實で あ る。 然し 乍ら 事 

は羅馬 天主 敎會に 止まらな いので ある。 其反對 として 起り し 新 敎諸敎 食に 於ても 同一 の 現象が 現 はれ 

たので ある。 惡魔 は羅馬 天主 敎會に 病り しのみ ならす 叉英國 聖公會 にも つたので ある。 英國 史を讀 

みし 者 は 知る ので ある、 英阈 聖公會 に 敎權を 握りし 監督 其 他 の役惯 の： に 多くの 惡 魔の 權 化の 居りし 

こと を。 彼等 は 政府と 給 托して 神の 名に 由り て K の 自由 を 奪 ひ 神の 敎 として 迷信 を傳へ 無辜 を齊 しめ、 

聚徒を 殺した ので ある。 然し 乍ら 新敎 諸敎會 中英闽 聖公會 のみが 此雜を 犯した ので はない。 若し其5^^- 

を札彈 するならば 長老 敎會、 組合 敎會、 バプテスト 敎會、 メソヂ スト 敎會、 其 他 有りと 有らゆる 凡て 

の 敎# は 無罪た る を 得ない ので ある (罪に 輕 重の 差 こそ あれ)。 敎會の 淸きは 貧に して 無勢 力なる 間 

丈け である。 一 朝 勢力 を 得る に 至れば 孰れの 敎會 も！ K 空の 鳥 卽ち惡 魔の 宿る 所と なる ので ある。 米 W 
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人， -n の 新敎， ぉ敎 食の 腐收 落の 如き 最も 明. n に 此の 眞理を 語る ものである。 而 してせ 人 はん/や 同 一 の. 

現象 を 我國に 於ても ん としつ、 ある。 今や 我 W に 於ても * 赞敎 食の 迫害 時代 は 過ぎて 其 勢力 時代 は 

來 らんと しつ M ある。 而 して 此 時代に 際して 今や 天空の，： なる 惡魔は 我 園の 敎會 にも 宿らん としつ i 

ある。 所謂 大敎會 なる 者に 注意せ よ。 其 中に 出入す る 者 は 誰ぞ。 政治家 は 入りつ、 ある、 大 商人 は 人 

りつ k ある、 ^！门てはキリ ス トの僕を國賊視して之を窘めて得意たりし者は今ゃ 「求道の 志 を 起し」 信 

者の 籍に 入りつ K ある。 今や 此日 木國に 於ても 基督 信者 (寳 は敎き 信者) たる は社會 的名譽 たるに 至. 

つた。 「耳 ありて 聽 ゆる 者は聽 くべ し」 である 「第 四 三 節 )o 

下 

1=5 太傳第 十三 章 は 七の 比喩 を 以てせる 福音の 求來史 である。 播 かる.^ 種 は 多し と雖も 生える 種は齡 + 

仁.； N4 さ  いつはり  み V：  からすむぎ 

しと は播 極の 比喻の 語る 所で ある。 生えし 純正の 幅 音 は 偽 の 信者 を 清亂す 所と な ると は 稗 子の 比瑜の 

示す 所で ある。 而 して 俗人の 混 人に 由り て 信者の W 體は 敎會と 化し 此 世の 大勢 力と 成りて 終に-大空の 

からし； i ね 

卽ち惡 魔の 宿る 所と なると は芥 種の 比喩の 敎 ふる 所で ある。 以上 は 前篇に 於て 余 sa- の敍述 せし 所の. 

大略で ある。 

然 らば 第 Z の 比喩 卽ち 種の 比哈は 何 を 語る ので ある 乎。 、 

尸、 §： は 夠 種の 如し、 婦之を 取り 三 斗の 粉の 中に 葳 くせば 悉く 脹發 すなり 

と 云 ふ ニー 一十一 一一 節 )o 而 して 普通の 解 釋に循 へば 是は 小なる 敎會が 終に 大 なる 状 界を敎 化する に 至る を. ^ 

示す の比瑜 であると 云 ふ。 實に 十二使徒 を 以て 始まりし 微々 たる 敎會 がヶゃ 世界の 大勢 力と なり、 所. 


謂 架. 将敎 文明の 恩 化の 至らざる 所な きに 至りし を 見て、 キリス 卜の 此 比喩の 此事を 預言せ る 者なる を 

想 はざる を 得ない。 然 し 乍ら 斯く 解して 之 を 其 前後の 比瑜 と關聯 して 考 へる ことが 出來な い。 前の 三 

简の比喩は悉く福音史の暗黑面を！^！^る者でぁる。 故に 此 比喩 も 亦 同 方面 を 語る 者でなくて はならない 9 

福 昔せ-傅 は 失敗 多くして 成功 齡く、 眞 信仰 は 偽 信仰の 偽 和す る 所と なり、 敎會は 終に. 惡 魔の 巣窟と 化 

する に ：ム.- ると 述べ 來て、 倏ち玆 に 論ぽを 一 變 して 此敎會 が 全世界 を敎 化する に 至るべし と 云 ふは自 * 

撩 翁の 首で ある。 而 して 叉 其 他に 猶ー つ 注意すべき 事が ある。 夫れ は 聖書に 在りて は 夠種は 常に 惡し 

き 意味に 於て 用ゐら る、 と 云 ふ 事で ある。 イエスが 弟子 等に 「戒心して パリ サイと サド カイの 人の 夠 

稀を愼 めよ」 と誡 めし 時に、 彼 は 彼等の 誤れる 敎 (主義) を指してー^|1り給ひし事を弟子等は後に至て 

悟った ので ある (Hit 太傳 十六 章 を 見よ)。 ィ H スは义 或 時に パリ サイの 人の！； & の 何で ある 乎 を 其 弟子 

等に 齿げて 一一 目 ひ 給 ふた、 「汝等 パリ サイ のん の 酵を愼 めよ 是れ 偽善な り」 と 「路加 傳 十二 章 一節 )o パ 

ゥ 口 は 义铜酵 に 就て 左の 如くに 語て 居る、 

汝 等の 誇る は 宜しから す、 汝等少 許の 辆酵全 團を脹 發すを 知らざる 乎、 汝等 は夠酵 なきが 如き 者 • 

なれば 舊 き！； 酵を 除きて 新しき W 塊と なるべし、 夫れ 我等の 逾越卽 ち キリスト は旣に 宰られ 給へ 

り、 然れば 我等 舊き 夠酵 を用ゐ す、 又惡 毒暴很 の夠酵 を用ゐ す、 實至 誠の 無酵 辆 を 用 ゐて節 を. 

{寸 るべ し 

と (哥林 多 前書 五 章 六— 八 節 ) 0 此 場合に 於て^ 稀 は 凡て惡 しき 意味に 於て 用 ゐられ て- i5 る。 舊 き！； 雜と 

云 ひ、 惡毒暴 很の夠 稱と云 ひ、 而 して 之に 對 する HH 莨 至誠の 無 酵夠と 云 ふ。 信者が 其 M 體 (M 塊) の 

中より 除くべき 者 は 舊き魏 種で あると 云 ひて、 ィ H スが其 弟 千 等に パリ サイと サド カイの 人 等の！；！ 
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を愼む ベ しと 敎 へ 給 ひし 意味が 稍 明瞭になる ので ある。 而 して 此 意味 を以 て^ 種 の 比瑜を 解し て 其 意 

味 を 探る に 難くない ので ある。 此 場合に 於て 夠種は 異端で ある、 腐敗 である、 此^の 精神で ある。 卽 

ち パリ サイと サド カイの 人 等の 主義で ある。 卽ち舊 き 種で ある、 肉の 心で ある、 暗黑の 勢力で ある „ 

而 して」 はに 「犬 國」 と 云 ふは芥 種の 比喩に 於て 見た る 俗化せ る 夭國、 卽ち 所謂 敎會 である。 ィ H スは 

玆に 弟子 等に 敎 へて 首 ひ 給 ふたので ある、 

天圃 の^ 化せる 者、 地上の 敎會、 偽 信者の 混入に 由り て 地上の 大勢 力と 成り 惡 魔の 接 息す る 5^ と 

むぎこ  ほん * たね 

成りし 者、 我れ 之 を 何に 喩 へん、 婦の 取りし 三 斗の 麥 粉の 中に^ 種の 藏 されし が 如し、 共 麼醉を 

受けて 全 團醱酵 膨脹す る 也 

oooooooooooc  000000000  0  000 つ 00OC-0O0OO0OPOC 

と。 卽ち芥 種の 比^ は敎會 外側の 擴張を 語りし に對 して 夠 種の 比喩 は 共 内部の 俗化 を 示す ので ある 

敎會は 外に 勢力 を 得て 內に俗 了す と は 是等ニ 筒の 比喩の 明かに 吿 ぐる 所で ある。 殊に 「婦」 之 を 取り 

と 云 ふ。 r 婦」 と 云 ふ 文字 も r 夠種」 と 云 ふ 文字と 同じく 聖書に 在りて は 多く は惡 しき 意味に 於て 用 

ゐら る。 キリストが 使徒 ヨハネ を 以て テア テラの 敎會を 責め 給 ひし 一一 一一 口に 「我が 僕， を敎 へ、 之 を 惑 はし- 

姦淫 を 行 はせ、 偶像に 獻 げし 物 を 食 はしむ る婦ィ H ザべ ルを容 置け り」 と 云 ふが ある (默示 錄ニ章 二十 

節)。 叉 同じ 默示錄 の 第 十七 章に 「多くの 水の 上に 坐す る大 淫婦の 審判」 に 就て 示されて ある。 而 して 

此 淫婦 は r バビ a ン、 地の 淫婦と 憎むべき 者の 母」 であると 言 ひて 墮 落せる 敎會を 表示す る 者で ある 

と は 註解 者の 一致す る 所で ある。 故に 「婦夠 種 を 取り 三 斗の 粉の 中に 蔵せば 云々」 と讀 みて 我等 は 何 

か 特^に. 惡 しき 事の 爲 されし こと を 玆に認 むる ので ある。 而 して 其惡 事の 何たる 乎 は 之 を 探ぐ るに 難 

厶厶厶 厶厶 厶厶厶 <3厶<3<3 厶厶  <1厶<1厶<"  <3<3<"<1<" ム ん 

くないの である。 ffl^ 落せる 敎會が パリ サイの 人の 夠钝 なる 偽ぶ：： と、 サド カイの 人の 夠 種なる 異端..，^, 


A<1 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 AAO  <3 厶厶 <d<:<:<"<a<lAA<3<1<3<3<1A 

へ デ の！： 稲なる 政治的 宗敎 (馬 可 傳八章 十五 節 以下 を 見よ) と を 其 信者の 團 塊の 中に 投じ たれば 全 

15 悉く 之に 酵 化されて 脹發 せりとの ことで ある。 「視ょ 微小の 火い かに 大 なる 林 を 燃す を」 と は 使徒 

ャ コ ブ の 雷で あ る (雅各 書 三 章 五節)。 「視 ょ少 量 の 麪種、 少數 の 偽善、 簡短 にして 害な きが 如くに 見 ゆ 

る 異端、 愛國 的に して 社交的な るが 如くに 見 ゆる 世俗的 精神、 視ょ 少量の 毒素の 如何に 全 敎會全 基督 

敎界を 毒す る 乎 を」 と は キリストが 此の 簡短 にして 意味 深遠なる 比喩 を 以て 敎 へんと 欲し 給 ひし 所で 

ある。 而 して 敎會歷 史は此 比喩的 預！ P が 告げし 通りに 行 はれた ので ある。 敎 會は芥 種の 比喻の 如くに 

んは激 に 生長し、 惡 魔と 其 卷屬 との 宿る 所と なりし と 同時に 义其 道德と 信仰と 行爲 とに 於て 全く 俗化 さ 

か ぶ  ミら  かしら 

れ 、 今や 預霄 者ィザ ャ の 曾 に 合 ひて 足 の觥 より 頭に 至る まで 健全なる 所な きに 至った ので ある。 放て 

此事を 過去の 敎會に 於て 探ぐ るの 必要 はない。 現今の 敎會に 於て 明々， B 々である。 偽善 は 敎會の 特質 

である。 £^ て 力 ー ライルが 言 ひし 如く 偽善と 知て 行 ふ 偽善に 恕 すべき 所が ある、 然れ ども 最も |5 むべ 

き は 美德と 信じて 行ふ僞 善で ある。 而 して 斯 かる 「正直なる 偽善」 が 敎會に 於て 行 はる \ の である。 

普通の 社會に 有て は 明白なる 不德と 思 はる \ 事 も敎會 に 在りて は惡 事と して 認められな いので ある。 

殊に 其 不德が 牧師 神 擧者等 敎權を 握る 者に 由て 行 はる i 場合に は 特に 然り である。 敎會は 或る 欺 事 を 

祌 より 委ねられ しが 故に 或る 種の 罪 は 之 を 犯す の 特許 を 得しが 如くに 信す るので ある。 敎會は 共 所謂 

傅 道 を 行 ふに 方て 手段 方法 を擇 まない。 如何なる 種類の 商人よりも 寄附 金を懇 求し、 如何なる 性質の 

政治家よりも 其權 カを藉 らんと し、 如何なる 人物 を も 信者と して 牧容 する。 奸策を W ゐ、 擠を敢 し- 

譜媚を 恥と しない。 然 かも 彼等 は如斯 くにして 神に 仕へ っ& あると 信す る。 r 満く 水陸 を歷 巡り 一 人 

もも 己が 宗 3a に 引 入れん とし、 旣に引 入 るれば 之 を 己れ に 倍す る 地獄の 子と 爲 せり」 との 偽善なる 舉 
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者と パリ サイの 人の 辆稲は 敎會の 全 w を麪 化し、 ；！；！者は之に惯れて自ら舊き麪稷の害^；母を感じなぃの 

である。 而 して パリ サイの 人の 夠稱に 加へ て サド カイの 人の 麪 種が 俊 人した。 サド カイの 人 は-お 沾を 

否. ：！^ した (蹈太 傳サニ 章 サ三節 以下)。 其 如く 今の 敎會は 復活 を 以て 信仰の 根本的 要義と？^ I めない。 「若 

し 甦る ことなく、 叉 キリスト 甦ら ざり しなら ば汝 等の 信仰 は 徒然」 と バウ a が 言 ひし 此敎義 は 个ゃ敎 

.<k に 於て 重視せられ す、 ん 若し 神 を 信じ 正義 を 信す と稱 すれば 復活 を 信ぜす とも 敎きは 喜んで 之を迎 

へて 信者の 数に 加 ふるので ある。 今や サド カイ のん の 辆 種は敎 會を醉 化して、 一 仪活は 否- せられ、 

. 臨 は 嘲笑 せら 化、 肯^ は 主として 肉と 現， とに 關 する 事と して 取极 はる. も； ii^ 者 は 反て 之 を 喜び キリ 

ス 卜の 福音と は斯く あるべき 者で あると：； ：3 する ので ある。 而 して へ 口、 デの 辆種卽 ち 政治的 宗敎 の细ぉ 

に . や： て は 首 はすし て 明かで ある。 政治家の 側に 在りて は 宗敎は 政： m 的 問題 として 取极 はれ、 宗 敎ク扒 の 

謂に 在り て は 宗敎 が 政 ュ？ 的 勢力 を-：: む る に 至 て 其 成功 が 確かめら る、 ので ある。 所謂 「基督 敎の 終世 

的 使命」 を 唱 へ、 政治に 入る の 心 を 以て 宗教に 入り、 敎界の 牛耳 を 採る を 以て 天 下の 大權を 握る が 如 

くに 信す。 或 ひ は 三 敎<& 協力して 天下 を 三分す べしと 稱し、 恰 かも 露獨 填が 共謀して 波 蘭 を：：： 分せ し 

が 如き 計 策を唱 ふ。 或は 政權と 結んで 新 領土の 傳 道を圖 り、 或は 大敎堂 を 建築して 大ド の： 斗 目 を 驚か 

さんと す。 雷 ふ、 sf^ 子 若し 政界に 雄飛し 得すん ば 宜しく 敎界に 人心 を牧攬 すべし と。 い 心す 所 功 に 在 

り、 代議士た る も祌舉 者た る も 其 根本的 精神に 至て は 何の 異なる 所 は 無い ので ある。 イエス は 其 あ 子 

等を誡 めて 言 給 ふた 「汝 等へ 口 ヂの夠 種 を 慎めよ」 と (馬 可 傳八章 十五 節 )o 然るに 大洋 婦 なる. パ ビ 口 ン、 

. 地上の 敎< ^は 此惡 むべき 辆極を 取り 之 を 三 斗の 粉、 卽ち 彼女が _揑 る (牧 する) 信者の 巾に 投じ たれば 

if, 闻 悉く 脹發 して 八 r- ゃ敎 41； は 政治的 闹體の 一種と 化し 了った ので ある。 如斯 くにして 「： 人國は 夠械の 


如し、 it 之 を 取り 三 斗の 粉の 中に 藏 せば 悉く 脹發 すなり」 との ド： ィ H スの 比喩的 預言 は 其 通りに 實说 

された ので ある。 パリ サイの 人の 夠極、 サド カイの 人の 夠極、 へ 口、、 テの辆 極、 卽ち夠 稀と いふ 夠權は 

悉く 醱酵 して 健全な りし 信者の 團體は 悉く 北ハ醉 化する 所と なった ので ある。 「粉」 は储全 分子 を ii^^ 

し、 夠極は 腐敗 分子 を 代表す る。 而 して 敎^ の 場合に 於ても 少數の 腐敗 分子が 多数の 健全 分 f を 感化 

し 去て 全 團卽ち 全 敎會が 偽善 的 異端 的 政略 的の W 塊と 成り 了った ので ある。 

以上が 地上に 於け る 幅 音の 歷史 である、 福音 は播 くに 難く  (第 一 比喩)、 生長つ に 難く  (第一 ； 比喩)、 

•  惡糜に 利用せられ (第二 比喩)、 腐敗し 了 はんぬ (第 M 比 喻〕。 之を讀 みて 我等 は 祌の聖 業が 全然 失敗に 

了り し 乎の 如き 感を 起さ る を 得ない。 恰も 彼が 其獨子 を^に 遺り 給 ひしに^ は 之 を 捕 へ ト字 架に 釘 

け 墓に 葬りし が 如くで ある。 然し 乍ら 神の 聖業は 失敗に 終らない ので ある。 神 は^と 惡 魔の 反 對に 反 

して 其 聖意を 遂行し 給 ふので ある。 始めの M 筒の 比喩 は 地上の 敎< ^に 關 はる； g 一一： 一 II であ る (聖喾 に在リ 

て は 四 は 地の 數で あるに 注意せ よ)。 而 して 之に 次いで 終りの 三 筒の 比喻 は！ K の敎 \ 煮に 關 する 一一. n で 

ある (三 は 天の 數 である)。 地が 幅 昔 を 俗化し 去り て 後に 天の 生命が 現 はる、 ので ある。 

第五が 蔵れ たる 寶の 比喩で ある、 臼く 

又 天國は 畑に 藏れ たる 齊の 如し、 ん看 出さば 之 を：. i し、 喜び 歸り其 所有 を 盡く寶 りて その 畑 を 1は 

ふなり 

と ある (四 四 節 )o 比喩の 詳細に 就て は 兹に語 る こと は 出来ない、 暗 Ml の裡に 此發見 ありし こと を：^ 

逃す こと は 出来ない。 敎會に 福 昔の 絶えし 時に 福 昔の 大發 見が あるので ある。 而 して 资とは 次ぎの 比 

-喩に 在る が 如き 眞珠 と稱 する が 如き 一箇 又は 一 種の 寶を 指して 云 ふので はない。 13! は資 物の 集 八 〔であ 
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る。 累積せ る s お 銀 K 玉で ある。 「寶 の函」 と 謂 ふなら ば 意味が 一 層 明瞭で あらう。 而 して 「畑に 藏れ 

000  00OOO0O00  000000000000 

たる 寶」 と は 神の 聖書で あると 云 ひて 此 比喩の 意味 は 判明す るで あらう。 腐れた る 敎會の に 聖書の 

0  0  0  0  0  のこ 

發 見が あるとの 事で あると 思 ふ。 聖書 は 敎會の 屮に存 りし も 敎會は 之 を 忘却して 之 を， H 中に めた の 

である。 然るに 神の 默 示が 或 者に 臨んで 其 者が 此藏れ たる 聖書 を發 見す るな らんと 云 ふので ある。 而 

して 此事 は旣に 一 囘 福音の 歷史に 於て 有った ので ある。 今より 凡そ 四百 年 前に ル ー テルが H ル フルト 

の 寺院に 於て 古き 拉典 語の 聖書 を發 見せし 時に 此大發 見が あつたの である。 上に 法王 あり、 其 周 園に 

十二の 副 法王 あり、 其 下に 大 監督、 監督、 長老、 牧師、 傅 道師、 神學 者と 限りなき 職業的. お 敎，； あり 

しと 雖も、 其 一 人 だ もが 彼等の 間に 此寶 の函の 有る こと を 知らなかった ので ある。 而 かも  一 M のァゥ 

ガス テン 派の 僧 マルチン • ルー テル は此 寶を發 見し、 彼 は 之 を 己が 胸に 當て、 富 ふたので ある、 「這 

もの 

は 我が 書な り」 と。 而 して 彼 は 一 切 を 棄て& 之 を 己が 有と なした ので ある。 彼の 一 生 は 此寶の 開發に 

費され たので ある。 而 して 彼の 此發 見に 由り て 奮き 敎會は 壌れ 新ら しき 神の 家 は 地上に 現 はれた ので 

ある。 寳に 人類の 發見 にして ル ー テルの 聖書の 發 見に 勝 さる 者 は 無った ので ある。 コ 口 ム ブスの 亞米 

ッ午 ス 

利 加 大陸の 發見 も、 グ ー テン ベルグの 印刷機の 發見 も、 其 他 近^に 於け る 電氣、 蒸汽、 X 光線、 ラヂ 

ュ ム の發見 も、 其の 人類 全體に 及ぼせし 感化 力に 至て は 逸に ル ー テルの 聖書 發 見に 及ばない ので ある。 

實に 神の 建て 給 ひし 天國は 聖書と して 地に 藏れ たので ある。 而 して ル ー テル は 之を發 15- して： 大 國は實 

に 地上に 現 はれた ので ある。 

ル ー テルの 聖書 發 見に 由て 地 は ー變 した。 然し 乍ら 敎會は 今尙 聖書 を藏 さんと 爲 しつ & める。 之 を 

神 畢と稱 する 思索の 下に 埋めん と爲 しつ \ ある。 之 を社會 事業と 稱 する 行爲の 下に 匿さん と爲 しつ- - 


ある。 之 を 國家道 德と稱 する 政略の 下に 蔽 はんと 爲 しつ、 ある。 敎會は 曰 を 尊 奉す ると 稱 しながら 

書 を 第 一 位に 置かない。 其 説教なる 者 は 多く は演說 である。 其祌學 なる 者 は 哲學の ： 種で ある。 敎 

龠は 昔時の ユダヤ人が モ， 'セの 律法 を 契約 の 櫃 の中に 牧め て之を祟拜せ しが如くに^^書 に金緣 の 表装 

を施し て 之 を商擅 の 上 に 安置 し て 信徒 の 服從を要 め つ ぁ る。 玆 に 於 て か s^itf 科度 の 發見 の 必要 が ぁ 

るので ある。 聖書 は 今 泡 ほ 萬 民の 書で ない。 架 書 は今猶 監督の 書、 監督の 免許 を 得た る敎 職の 書で あ 

つて、 平民の 書、 平信徒の 書で ない。 然り、 聖書が 敎會の 書で ある II は、 囚 はれた る 書、 蔵れ たる 書 

である。 神の 僕 は 幾度 か 之を敎 職て ふ獄 司の 乎より 救出し 之 を 光明と 自由の 地に S かねば ならぬ。 ル 

1 テルの 授かりし 名 春と 事業 は 未だ 盡 きない。 吾人 も 亦 之に 與 かる ことが 出来る。 畑に 蔵れ たる 寶の 

發見、 敎會に 匿れ たる 聖書の 發見、 之に 勝りて 喜ばしき 大 なる 發見は 無い。 而 して 神 は 今日 猶其 愛子 

より 斯 かる 發見を 待ち 給 ひつ \ ある。 勵 めよ 我 友！ 

齊の發 見に 次いで 寶 玉の 發 見が ある。 好き 眞珠の 比 1* の 示す 所が 是れ である。 

あ. U ひ  ちち もの 

叉 天國は 好き 眞珠を 求めん とする 商人の 如し、 一 の 値 高き 萬珠を 見屮： さば その 所有 を 盡く賣 りて 

之を賈 ふなり 

と ある (四 五、 四 六 節)。 前に 述べた 通り 寶は 寶の函 である、 多くの 齊を 集めた る 者で ある。 其 中に 金 

が ある、 銀が ある、 瑪？ が ある、 ルビ ー が ある、 アメシストが ある、 ジャス パ ー が ある、 而 して 又眞 

珠が あるので ある (默 示錄廿 一章 十八 節 以下 參 照)。 3： れも 貴き 赍 であって 彼 を 排し是 を 搾む こと は 

出来ない。 然れ ども 共 中に 中心的 齊 玉と も稱 すべき 者が あるので ある。 卽ち寶 石の 女王と も稱 すべき 

者が あるので ある。 珠玉 界の 花形 役 若、 彼女 あるが 故に 全 15： 燦然と して 光彩陸離たる を 得る 者が ある。 
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今や 寶 石の 女王と 言へば 勿論 ダイヤ モ ンド である。 然れ ども キリストの 時に 朱 だ ダイヤ モ ンド はな か 

つた (默 示錄に 金剛石と ある は誤譯 である、 碧玉と 譯 すべきで あらう)。 當時 珠玉の 女王 は露珠 であ 

つた。 當時大 なる 眞珠 は實に to 高き 者であった。 シ ー ザ ー が 其 友 ブル ー タスの 母に 送りし と 云 ふ 一個 

の^^珠は今日の金に算りて四十八萬圆餘の者でぁった。 佛國 有名の 旅行家 タグ -ー HI が波斯 王に 資り 

し眞珠 は其侦 百 八十 萬 簡 の 者で あつたと 云 ふ。 以て 古代に 於け る眞 珠の價 値が 推知 せらる、 ので ある „ 

而 して 斯か る WI! 珠を發 見 せる 商人の 驚愕 歡喜は 察する に餘り あり、 彼が そ の 所有 を 盡く資 り て 之 を 買 

ふ 也と ある は敢て 怪しむ に 足りない。 

畑に 藏れ たる 寶が 聖書で あるならば 値 高き 眞珠は 何で ある 乎。 寶の 中の 寶、 珠玉 界の 女王と して 見 

れば、 玆に云 ふ大』 呉珠は の 中心的 眞理を 表示す るので あると 思 ふ。 卽ち之 を 中心として 聖書に 示 

された るすべ ての 智惹と 知識と が 一 の 完全なる 組織 體を 成す 者、 恰かも太陽の太陽系中の^^遊„生に於 

ける が 如く 其 中心たり 聯結 たる 者、 共れ が 此眞理 の眞珠 であると 思 ふ。 而 して 架 書に 斯 かる 屮 心的 大 

S 呉理の 在る こと は 敬虔 以て 此書 を學 びし 者の 何人も 知る 所で ある。 之を發 見して 聖書 は 解明る ので あ 

る。 聖書 研究の 目的 は此眞 理の發 見に 在る ので ある。 際限な き 註解 書を讀 了す る も 聖書 は 少しも 靜明 

らな いので ある。 大抵の 註解 書 は 寧ろ 之を讀 まざる を 以て 可とする ので ある。 然れ ども の 御 指導 

に 由り て 幸に して 共 中心的 眞 现を發 見す る を 得ん 乎、 聖書 は 瞬 にして 光明 耀き 渡る 神の 城邑と 化す 

るので ある。 共 時 註解 書に 依る ことなくして 聖書 其 物が 無限の 光 を 供給す るに 至る ので ある。 其 時 

「彼 處に夜 ある ことなく、 燈の 光と 日の 光と を 川ゐる ことなし、 蓋 神 御自身 彼等 を 照らし 給へば 也」 

と あ る 祝福され たる 狀 態が 吾 人 の 架： 書 研究 の 上に 臨む ので ある。 此 ぼ： 现 は寳に 寄なる 神の 知識の 资 


庵 を 開く 爲の 鍵で ある。 最上の 註解 書で ある、 然り 解釋其 物で ある。 此 眞理、 此眞 珠を据 るまで は聖 

書 は 暗 黑の邑 である C 燈の 光、 卽 ち祌學 者の 力 を藉る こと 如： E に 多く あると も此 现 なくして 人は聖 

書の 門に 入りて 北ハ 街に 彷椅 はざる を 得ない ので ある。 

然 らば 使 高き 腐珠、 卽ち 聖書の 中心的 眞理は 何で ある 乎。 ル ー テルの 場合に 於て は是は 「人の 義と 

せらる X は 行爲に 由る に 非す 信仰に 由る」 との 敎義 であった (羅馬 書 三 章 廿八節 )o 彼 は 此敎義 を 鍵と し 

用ゐて 聖書 を 開きし に 聖書 は窮 りなき 智惹と 知識との 寶を 彼に 與 へた。 而 して 此鍵を 以て 開かれた る 

聖書に 由て 十六 世紀に 於け る 宗敎大 改革が 起った ので ある。 而 して 單 に宗敎 に 止まらす、 政治、 法律、 

經^、 文物、 人生の 全體に 涉る大 改革が 實 行され たので ある。 實に 法理 舉者 マツ キン トツ シが言 ひし 

如く、 近世 史に 於け る 自由 政 體 なる 者 は 素々 人の 義 とせら る&は 信仰に 由る との ル ー テルの 中： gi に 由 

りて 起った ので ある。 聖書の 中堅 は 新約に 在り、 新約の 眞髓 は羅； 書に 在り、 羅馬 書の 屮心は 其 第三 

章に 在る。 故に 聖書 を 解す るに 羅馬書 殊に 其 第三 章 を 以てせざる ベから すと はプ 口 テスタ ン トド. # 我の 

立脚地で ある。 トル ス トイの 如くに 山上の垂訓 を 聖書の 中心的 S 典现と 見做して 聖書 は 不可解の 書たら 

ざる を 得ない。 聖書 は 道德の 書で はない、 信仰の 書で ある。 信仰に 導く ための 道德 であって、 道 管 

助く るた めの 信仰で はない。 羅_£11書を鍵として持ちて§^書に臨んで§,^^5は資の山と化してに1:人を迎ふ 

るので ある。 

然し 乍ら 信仰に 由て 義 とせら るとの 敎義が して 高き 眞珠の 比喩が 示さん とする^ 喪の 中心的 眞 

理 である 乎、 其事を斷定することは3^來なぃ。 sfis の 中には 此敎義 を 以てする も iEi^ する 能 はざる 眞 

理が ある。 E:,! は 之れ SSi 書の 根抵的 腐理 也と 稱 する を 得ん も 中心的 眞 理と稱 する には辆 足りない やうに 
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思 はれる。 玆に 於て か 近世に 至りて キリストの 再臨が 此の 中心的 露现 であると 信す る 者が 益々 多き を 

加 ふるに 至った。 此 事に 就て 詳細 を 論す るは此 論文の 許さ r る 所で ある。 然れ ども キリスト W 臨の 觀 

察^|に立ちて§^書を見て、 其の 更らに 一 暦圓滿 なる、 始終 一 貫せ る、 各部 整頓せ る 書た るに 至る こと 

を 否定す る こと は出來 ない。 新約聖書 中 明かに キリストの 再臨に 就て 示す 所の 聖語は 四百 八十 箇所の 

多き に 達すと 一 おひ、 全 聖書 を 通じて 此敎義 に 就て 直接 間接に 啓示す る 所の 三 萬 有餘の 章句が あると 云 

ふ、 以て 共の 聖書に 在りて 如何に 重要なる 敎義 である 乎が 判明る。 實に キリストの W 臨 を 無視して 聖 

書 は 解らない。 若し 再臨が 迷信で あるならば 聖， 書 は 迷信の 書で ある。 聖書の 信仰 も 希 も道德 もす ベ 

もとづ  I 

て キリストの 再臨に 基ゐて 居る。 W 臨 を信受 して 聖書 は 光明の 書と なる。 キリストの W 臨が 聖 W の屮 

心的 现 であると 云 ふ說に 多くの 固き 根據が ある。 是は或 ひは此 比喩が 預言す る 所の 値 高き 眞珠 であ 

る 乎 も 知れない。 余輩 は 有力なる 假定說 として 此說を 本誌の 讀 者に 提供す る。 

近頃に至り8^書の中心點を哥羅西書に移さんと欲する者がぁる。 彼等の 言 ふ 所に 循 へば 北ハ第  一 liH 十 第 

十 節より 第 十九 節まで が 梨 書の 中心的 眞理 であると。 或は 雨う である 乎 も 知れない。 然れ ども 問题は 

だ 遠大 にして 余輩 は玆 に 之 を 詳論す る の 場所 を 有たない 。 唯此說 ある を揭げ て讀者 の 參考 に 供す る 

を 以て 足れり とする。 

露珠 の 比喩が 示さん とする 屮 心的 眞理 の： 1： である 乎 を玆に 決定す る こと は 出来な い。 是は 多分 今猶 

未お の 問題と してれ るので あらう。 キリストの 預言 は 未だ 悉く 事實 となりて 現 はれない。 預雷は 時 を 

待ちて 開示 せらる、 ものである。 我等 は 心の 腰に 帶 して 其 明かに 示さる、 時 を 待つべき である。 

In 黑に 次いで 光明が 臨む、 暗黑の 勢力が 其 極に 達する 時に 眞现の 寶の發 見 あるべし と は 第五、 第 六 


の 比喩の 敎 ふる 所で ある。 然 らば 此發 見に 由り て 暗黑は 悉く 取 除かる i 乎と 云 ふに 決して 雨う ではな 

い、 暗黑は 依然として^す るので ある。 光 は 暗の 裡に 輝る も 暗 は 取 除かれな いので ある。 聖書の 發見 

と北ハ 中心的 眞 理の發 見と に e りて 天國の 子等 は 信仰 を强 うし 希； ば K を 固う して 歡 ぶと 雖も、 而か も^は 

依然として 暗黑の 世と して ー仆 し、 敎會は 依然として 惡 魔の ss!^ 窟 として^す るので ある。 眞 理は贵 しと 

雖 も眞理 丈け では 世 は 改まらな いので ある。 玆に 於て か 最後に 眞理 以外、 他に 祌の大 能の 發顯の 必要 

が あるので ある。 終末の 審判 是れ である。 是れ 最後の 比喩 卽ち引 網の 比^の 示す 所で ある。 、 

叉 天國は 海に 投 ちて 各 様の 魚 を 捕る 網の 如し、 旣に盈 れば岸 に 引 揚げ、 坐りて 善き もの は 之 を 器 

に 入れ、 惡 しき 者 は 之 を 菜るな り。 揪の 終末に 於ても 此の 如くな らん、 天使 等 出で &義 者の 中よ 

り 惡者を 取 分け、 之 を爐の 火の 中に 投入るべし、 其處 にて 哀哭 切齒 する こと 1? らん 

と ある (四 七— 五 〇 節)。 玆に 比喩と 其解釋 とが ある。 故に 其 意味 は 明瞭で ある。 是が萬 事の 終結で ある 一 

神の 捲き 給 ひし 稀 は如斯 くにして 其 結果 を 彼の 藏に牧 めら る、 ので ある。 福 昔の 宣傳に 由て 地上に 演 

ぜらる k 悲劇 喜劇 は如斯 くにして 終結 を 告げて 萬 事 は 祌の榮 光に 歸す るので ある。 地上に 於け る 福 昔 

の 經路は キリストの 御 生涯と 等しく 多事多難 にして 妨害 多く ある。 其 種は播 くに 難く、 生 ゆるに 難く _ 

保つ に 難い。 而 して 漸くに して 生長ち し 樹は空 天の 鳥 卽ち惡 魔の 宿る 所と なり、 麪種 卽ち此 世の 精神 

の 毒す る 所と なる。 然れ ども 神 は 其 植ゑ給 ひし 眞理の 絡滅を 許し 給 はない。 彼 は 時に 到りて W び 光明 

を 喚起し 袷 ふ。 暗黑 は^に 普し と雖 も、 暗 黑の裡 に 在 リて眞 理の證 明 は 絶えない。 而 して 世 は 如斯く 

にして 其 終末にまで 及ぶ ので ある。 而 して 最後に 神の 大藩 判が 行 はれて 玆に 始めて 偽の 刺刖を 見る 

ので ある。 玆に稗 子 は燒棄 られて 眞の麥 のみが 殘 るので ある。 玆に 山羊 は逐 はれて 純， HI なる 神の 小羊 
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のみが 殘 るので ある。 宇宙の 祝日 は 最後に 來 るので ある。 共 日の 到る まで 試 誘の 日 は 綾く ので ある リ 

「今 は汝 等の 時 暗 mi の 勢力な り」 と 主が 言 ひ 給 ひし 其 時 は 終末まで 績 くので ある (路加 傳サニ 章 五十 三 

節)。 然れ ども 何 を か 恐れん、 光明の 暗 黑の裡 に 輝く あり、 而 して 最後に 主の 臨り 給 ふて 萬 物 を 完成 

し 給 ふ あり、 彼の 宣べ給 ひし 比喩的 預言 は 着々 として 實 現されつ. - ある。 我等 耐 忍びて 彼の 再臨 を 待 

つべき である。 


マル n 傳硏究 

吾人の 馬可傳 

敢て新 改譯を 卅に供 せんとして 成りし 者に あらず、 曰々 の 課業と して 己が ために 作りし 者な り， 誌 友 諸氏の 

研究の 參考 とならば 宰 なり。 

福 音 の 始 

笫 一草 

1 神の 子 ィヱス キリストの 福音の 始めは 左の 如し 

ふみ しろ 

。- 預言：^ の 書に 錄 して、 

視ょ 我れ 汝の 面前に 我が 使者 を 遺さん、 

彼れ 汝の 前に 其 道 を設く ベ し。 

3 喊 野に 叫べる 人の 聲 あり、 n く 

汝等 主の 道 を備へ 

二み ち 

其徑を 直く せよ と  . . 

かぶ  あれの  5 るし 

と 有る に 合 ひ、 i ハプ テス マの ョ ハネ嗔 野に 現 はれ、 の赦を 得ん ための 悔改の パプ テス マ を {=: 傅へ 

吾人の 馬 13  ： 博  ニー  七 


ra  s 音番 w 究  一 二八 

たり 5 ユダヤの 全國 及び エルサレムの 全市民 彼 に來 り、 其 罪 を 表白して ヨルダン 河に て バ プ テ ス マ を 

行 はれたり 6 ョ ハネは 駱^の 毛 衣 を 着、 腰に 皮帶を 束ね、 蝗蟲と 野 蜜 を 食へ り 

"彼れ 宜傳 へけ る は、 

我より 勝れる 者が 我 後に 来らん、 

我 は 屈みて 其 履の 紐 を 解く にも 足らす、 

S 我 は 水 を 以て 汝 等に パプ テス マ を 行 ひたり、 

然れど 彼 は 聖靈を 以て バ ブテ ス マ を 行 はん。 

と 0 

バ ブ テス マ 

9 せ 田時ィ ェ ス、 ガリ ラャ のナザ レ より 來り、 ヨルダン に 入りて ョ 、ノ ネに 由て バ ブ テ ス マ を 行 はれたり、 

S 直に 水より 上りければ 天 開き 靈 鴉の 如く 共 上に 降る を 見たり、 n 天より 聲 あり 日く 汝は 我が 愛子な 

り、 我が 悅び來 りし 所の ものな り。 と。 

野の 試 誘 

。し而 して 又靈 直に 彼 を 野に 驅逐れ り、 B 彼れ 十日 サタナ に 誘 はれながら 野に 在りたり、 彼れ け i 。と 共 

にあり たり、 而 して 天使 等 彼に 事へ たり。 


； 傳 道の 開始 

"ョ ハ ネの囚 はれし 後 イエ ス、 ガリ ラャ に往 き、 神の 福音 を宣傳 へて 口 ひける は、 

！ S 期 は 到れり、 

神の 國は 近づけり、 

悔 改めよ、 

而 して 幅 昔 を 信ぜよ。 と。 

ぺテ 口 兄弟の 聖召 

^^彼れガリラャの海に沿ふて歩みし時に、 シ モンと シモ ンの 兄弟 アン デ レの 海に 網を投 する を见 たり 

(彼等 は 漁夫たり しなり) "ィ H ス 彼等に E ひける は、 

我に 從へ、 我れ 汝等を 人 を^る 者と なさん、 

と、 W 彼等 直に 其 網 を棄て 彼に 從 へり S 尙ほ此 より 少し 進行き しに、 彼れ ゼべ グイの 子 ヤコ ブと 北ハ 兄 

弟 ヨハネの 亦 舟に 在りて 網 を 繕 ふ を 見たり、 彼れ 直に 彼等 を 召び しかば、 彼等 其 父ゼべ ダイ を赌人 

と共に 舟に 遺しで 彼の 後に 從 へ り。 

最初の 奇蹟 

彼等 カペル ナウ ムに 入る、 彼れ 直に 安息日に 會堂 にて 敎 へたり しが、 人々 其 敎に駭 きたり、 そ は 
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畢者 の 如くなら す 權威を 有 つ 者の 如く 敎 へたれば なり、 ぬ 其會堂 に 不潔の 靈 にて 充てる 人 ありけ るが 

？. - 彼れ 叫びて 口へ り、 

我等 汝と 何の 關係 あらん や、 ナザレの イエスよ、 汝、 我等 を § さんため に來 りし 乎、 我 は 汝の誰 

なる を 知る、 神の §A 者な り、 と、 

ィ H ス之を 叱責して 曰 ひける は 

默 せよ、 而 して 彼 を よ、 と、 

S 不潔の 靈彼 を拘攣 け、 大聲に 叫びて 彼 を 出たり、 -。， -人々 i^:: な 驚き 相 問 ふて E ひける は 

是れ 何事 ぞ、 權威を 以てする 新ら しき 敎！ 

彼れ 不潔の 靈に命 すれば 彼に 從 ふ！、 と、 

？ 5 兹に 於て 彼の 聲名 直に 桐く ガラ リャの ra: 方に 播 がりぬ。 

意の 喚起 

し it* 

M 彼等 直に 會党を 出で、 ャ コ ブ 及び ョ ハ ネ と共に シ モンと ァ ンデ レ の {\ ぶに 入れり、 ぉシモ ンの liw 母 教-: 

を 病みて 臥ゐ ければ 彼等 直に 之 を 彼に 吿ぐ、 、，- 彼れ 往 きて 其 手 を 握り 彼女 を 起しければ、 熟 彼女 を 去 

りぬ、 斯くて 其：^ 彼等に ii へ ぬ -日暮 になり 日旣に 入りければ 人々 すべ ての 病を忠 へ る 者 又 鬼に f めれ 

たる 者 を 彼に 携へ來 り、 其邑擧 りて 戶 口に 集れり。. - 彼れ 様々 の 病 を 患へ る 多くの 人を醫 し、 又 多く 

の 鬼を逐 出したり、 彼れ 鬼 等 をして 語る を 許さ、. - りき、 そ は 彼等 彼を識 りたれば 也。 


人望の 囘避 

ぉ昧 早に 彼れ 起きて 屮：； で、 人な き 所に 往 きて 其 處に 祈りつ、 ありし が、 r ン モン 及び 彼と 共に 在りし 

者 等 彼の 迹を逐 ひ W 彼 を 看 出して 日 ひける は、 人々^ な 汝を尋 ぬ、 と、 お 彼れ 彼等に ni ひける は 

我等 をして 他の 所に、 附近の 邑々 に往 かしめ よ、 我れ 亦彼處 にても 究傳 へんが ためなり、 我れ 是 

れが ために 出で 來り しなり、 と、 

斯くて 彼れ ガリ ラ ャの 全土 を 行り、 其 會 堂に て宣傳 へ 又 鬼を逐 出せり。 

沈 默の嚴 命 

«痴 病の 者 彼に 來り、 願 ひ 且つ 跪きて 口 ひける は、 汝 若し 意に 適 は 我 を 潔め 得べ し、 と、 "彼れ 憐 

偶の 情 を 以て 動かされ、 其 手 を 仲て 彼に 按け、 彼に 曰 ひける は、 

我が 意に 適 ふ、 汝潔 めら れょ、 と、 

"而 して 癩病 直に 彼 を 去り、 彼 は 潔め られ たり ，4 彼れ 厳しく 彼に 命じて 彼 を逐攘 ひて 曰 ひける は 

"注意して 何人に も 何事 を も 語る 勿れ、 但往 きて 己が 身 を 祭司に 示し、 汝が 潔め られ しこと に 就 

て 彼等に 證明 せんがた めに 乇-ゼ が 命ぜし 所の 物 を獻げ よ、 と、 

"然るに 彼れ 出往 きて 盛に 此事を 貧 觸 らし 且つ 廣め 始めければ、 ィ H スは此 後 t; はに 城 W に 入る 能 

はすして、 人な き 所に 北ハ 外に 居たり、 而 して 人々 ra: 方より 彼の 許に 来れり。 
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藝瀆の 非難 

第二 章 

1 數 日の 後 彼れ 投た 力べ ルナ ゥムに 人り ければ 彼の 家に 在る こと 聞え たり 2 多くの 人々 ffi ひ 來り、 戶 

口の 外にて さへ も 立つべき 所な きにまで 至れり.、 彼れ 彼等に 敎を宜 べつ & ありたり、 3 時に 中風 を 病 

む 者 四 人に 异 がれ 彼に 来る、 4 彼等 群集の 故に 彼に 近づく 能 はざる を 見て取りければ、 彼が 在りし 處 

の 屋极を 剝ぎ之 を 破りて 中風 忠者 を擔 架の ま \ 釣 下げたり 5 ィ H ス 彼等の 信仰 を 見て 中風 患者に 曰 ひ 

ナる. Hi、 

汝の 罪は赦 されたり、 と、 

G 擧者の 或 者 此處に 坐し 在りし が、 共 心の中に 思惟して 曰 ひける は、 -, 此人 何故に 斯く言 ふや 彼は祌 

を濟 すなり、 唯 一 人 卽ち祌 を 除いて 誰か S§ を赦し 得ん や、 と S ィ H ス 直に 其 心に 於て 彼等が 其 心の中 

に斯く 思惟す るを識 りて 彼等に 曰 ひける は、 汝等 何故に 汝 等の 心の中に 斯 かる 事 を 思惟す る や、 n. 屮 

風 患者に 汝の s^si; は赦 されたり と 言 ふと 起て 汝の檐 架 を 取 上て 往 けと 言 ふと 孰れ か 易き や、 S 然 れど汝 

等が 人の子の 地に て S§ を赦 すの 權能を 有する こと を 知らん がた めに、 とて、 彼れ 中風 忠 者に 向て 曰く 

"起てよ、 汝 の！^ 架 を 取上げよ、 而 して 汝の 家に 往け、 と、 

U 彼れ 起ち、 直に 擔架を 取上げ、 人々 すべての 前に 出往 けり、 恁り しかば 人々 な 駭き神 を 崇めて 曰 

へり、 我等 未だ 斯く ありし を 見す、 と。 

不規律の 非難 


"彼れ 復た海 邊に往 けり、 群衆 擧て 彼に 来りければ、 彼れ 彼等 を敎 へたり、 "彼れ 道 を 歩みつ、 あり 

し 時に アル パ ョの子 レビの 牧稅 所に 座す る を 見たり、 彼に 曰 ひける は、 我に 從へ、 と、 彼れ 起て 彼に 

從 へり、 断くて 彼れ 其 家に て 坐して 食し っ& ありし が、 多くの 稅吏幷 に 罪ん も亦ィ H ス 並に 其 „s 子 

等と 偕に 坐せ り、 5^ パリ サイの 人の 擧者等 彼が 稅史 並に 罪人と 偕に 食す る を 見て、 彼の 弟子に 曰 ひけ 

る は、 何事 ぞ稅吏 並に 罪人と 偕に 食す ると は、 と、 "イエ ス之を 聞き 彼等に E ひける は、 

强 健なる 者 は 醫者を 要せす、 

た 病 者の み 之を需 む、 

我 は 義人 を 招かん ために 来らす、 

た i-ls 人 を 招かん ために 來れ り、 と。 

斷貪不 行の 非難 

Si 時に ョ ハネ の"； 子と パリ サイの んは斷 食し つ k ありたり、 彼等 來り 彼に 曰 ひける は、 ョ ハネの 弟子 

と パリ サイの 弟子と は斷 食す るに、 汝の 弟子 は 何故に 斷食 せざる 乎、 と、 S ィ H ス 彼等に 日 ひける は、 

新郎の 友 は 新郎が 彼等と 偕に 在る に斷 食す る を 得ん や、 彼等 新郎と 偕に 在る 間は斷 食す る 能 はざる 

なり、 加 然れど 新郎の 彼等より 取 去らる、 日 来るべし、 其 日に 至らば 彼等 斷 食すべし、 M 人 も舊き 

衣の 上に 未だ 曾て 晒さ る 布の 斷片を 線が じ、 若し 然 かせば 新ら しき 補 緩は舊 きを 收 縮め 更ら に惡し 

き 破綻 を 生すべし、 ？ー义 3： 人 も舊き 革囊に 新ら しき 葡萄酒 を 盛ら じ、 若し 然 かせば 新ら しき 葡萄酒 は 

舊き 革囊を 破裂せ しめ、 葡萄酒と 革 囊とは 共に 魔るべし、 と。 
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安息 律 違犯の 非難 其 I 

つま 

お 彼れ 廿て安 n に麥の 畑に 添 ふて 行き し 時 其 弟子 等 歩みな がら 德を 摘み はじめたり、 ？ I 時に パリ サ 

ィの人 彼に ni ひける は、 ^よ、 彼等 何故に 安息日に 爲す まじき 事 を爲す 乎、 彼れ 彼等に n ける は、 

汝等 未だ 贫て讀 まざる 乎、 ダビデが 自身 及び 己に 從 ひし 者が 乏しく して 飢えし 時に 爲 せし 事 を 

り J 卽ちァ ビヤ タルが 祭司の 長たり し 時に 彼が 神の 宮に 入り、 祭司の 外 は 食 ふべ から ざり し 所の 聖 

前の パ ンを 食ひ而 して 义之を 彼と 偕に 在りし 所の 者に 與 へし 事 を、 と、 

"斯くて 彼等に 曰 ひける は 

安息日 は 人の ために 在り、 人 は 安息日の ために 在らざる なり、 ？ S 然れば 人の子 は义 安， の 小-た 

る 也、 と。 

安息 律 違犯の 非難 其 二 

第一 一一 章  ： 

1 彼 また 會 CD- に 入れり、 其 處に片 乎 _1 ^へたる 人 ありたり、 2 彼等 彼が 安， 口に 此人 を醫 すならん かと、 

彼に； 目せ り、 れ彼を 罪に 訟 へん ためなり、 3 彼れ 手の 萎へ たる 人に 臼 ひける は、 巾に 立てよ、 と、 

4 而 して 彼等に 曰 ひける は、 安 ま 日に 善を爲 すと 惡を爲 すと、 生命 を 救 ふと、 之 を 殺す と 何れ か 正し 

きか、 と、 然るに 彼等 默然 たり、 5 彼れ ぼ 怒 を 以て 彼等 を 見廻し、 彼等の 心の 頑 硬なる を 歎き、 北 ハん 

に ：！： ひける は、 汝の乎 を 仲べ よ、 と、 彼れ 仲べ ければ 其 乎； 兀の 如く 成れり、 G 玆に 於て パリ サイの 人 

人^にへ G ヂ 《ゆ-の 人々 と共に 出 行き、 如何にして 彼 を 除かん かとて 共に 議 りたり。 


名望の  一 w 集 

7 ィ H ス其 弟子と 共に 海の 方に 退きし に、 多數の 人々 ガリ ラャ より 彼の 後に 從 へり、 又 ユダヤより、 

S エルサレム より、 イド マ ャ より、 ヨルダン の 彼方より、 ッ 口と シ ドン の 邊 より、 多数の 人々 、 彼の 

おし. U1 ふ 

爲 しつ、 ありし こと を 聞きて 彼に 來れ り、 9 彼れ 其 弟子に 命じ、 群衆の 彼を壓 倒さ ざらん がた めに 彼 

のために 小舟 を備へ 置かし めたり、 S そ は 彼れ 多くの 人 を 癒し たれば なり、 疾病 を 有て る ほどの 者 は 

お ちか さ 

彼に 觸 れんと て 彼の 上に 落 重なる 程な リき、 n 不潔の 靈も亦 彼 を 見る や 彼の 前に 平伏し 叫びて n へり、 

汝は 誠に 神の 子な り、 と、 K 彼れ 厳しく 彼等 を禁 め、 彼 を 世に 顯 はさ らしめ たり。 

十二 人の 撰定 

n 彼れ 山に 登り、 彼の 意に 適 ふ 者 を 己に 招きければ、 彼等 来りて 彼に 就けり、 "彼れ 十二 人 を 作れり、 

彼等が 彼と 偕に 在り、 叉 彼が 穴傳 のために 彼等 を 遣 はし、 1- 义 彼等が 鬼を遂 出す の 氣能を 得ん がた め 

なり、 W 彼れ シ モンに ぺ テロの 名を附 したり、 n ゼべ ダイの 子 ヤコ ブ、 ヤコ ブの 兄弟 ヨハネ、 彼れ 彼 

等に ボア ネル ゲスの 名を附 したり、 卽ち 「雷の 子」 なり、 S アンデレ、 ピリ ボ、 バルト 口 マイ、 マタ 

ィ、 アル パョの 子 ヤコ ブ、 タツ グイ、 力 ナン 黨のシ モン、 S 及び 彼 を 敵に 付せ し 者なる イス カリ 才テ 

の ュ ダ れ なり。 

學 者の 反對 
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S 彼れ 〔， ^に 人れ り、 群衆 復 たび 築ひ來 り、 其れが ために 彼等 食す る こと さへ 爲し得 ざり き、 M 彼の.！ 

族の 者 此事を 聞き、 彼 を 抑 へんと て 出で 来れり、 そ は 彼等 言 ひたれば なり、 彼 は 狂 せりと、 M 又ェ 

ルサ レムより 下り 来りし 舉者等 は 言へ り、 彼 は ペルゼ ベル を 宿すな りと、 义 一一 一一 n へり、 彼 は 鬼の 首長に 

出り て 鬼 を逐ひ 出すな りと、 - 彼れ 彼等 を 己に 招き 比喩 を 以て 彼等に 語りけ る は、 

サタン^で サタン を逐ひ 32 し 得ん や、 ^^國若し內に相分れなば北ハ國は立っこと能はす、 ！ 55 又 家 若 

し： e: に 相 分れな ば 其 家 は 立つ こと 能 はす、 S サタン 若し 己に 對 して 起た ば 彼 は 分れて _ ；-っ こと 能 

はす、 反て 亡ぶべし、 "誰 にても 勇者の { 尿に 入りて 先づ 彼れ 勇者 を 縛る にあら ざれば 其 器具 を 奪 

ふ 能 はす、 然る 後に 其 家 を 掠む るな らん、 誠に 我れ 汝 等に 告げん、 人の子 等の すべての 罪は赦 

さるべし、 叉 彼等が 誹る 其 誹謗 は 何れも 赦 さるべし、 "然れ ども 靈を 誹る 者 は^りな く赦 され 

す、 汉 て^りな き 凍に 當る なり、 と、 

™ 断く 一 H ひし は 彼等が、 彼 は 不潔の 靈を 宿す と 1  一一 一口 ひたる に 由る。 

骨肉の 反對 

S 斯く ありし 所に 彼の 兄；；^ と 母と は來 り、 外に 立ち 人 を 遣して 彼 を 呼べり、 ？，〕 群衆 は 彼を繞 りて 座せ 

り、 彼等、 彼に 一一 K ひける は、 汝の 母と 汝の 兄弟と は 外に 在りて 汝を尋 ぬと、 彼れ 彼等に 答へ て 曰 ひ 

ナろ. H 

我が 母と は 誰ぞ、 我が 兄弟と は誰ぞ 

と、 "而 して 彼を繞 りて 坐せ る 者 等 を 數囘視 廻 はし、 曰く 


視ょ 我が 母と 我が 兄弟と を、 おそ は 何人 にても 神の 聖意を 行 ふ 者 は、 其 者 は卽ち 我が 兄弟 又 我が 

姉妹 又 我が 母 なれば なり。 と。 

比 喻敎育 

第 四 章 

1 彼れ 又 海の 邊 にて 敎へ 始めたり、 最も 大 なる 群衆 彼に 集ひ來 りければ 彼れ 舟に 入りて 海の 上に 坐し 

たり、 而 して 群衆 は 诲に對 して 陸の 上に 立てり、 2 彼れ 多くの 比喩 を 以て 彼等 を敎 へたり、 彼等 を敎 

へて 曰く 

た ね まくら の  こみち ほとり 

3 聽 けよ、 播種 者 種を播 かんとて 出 行けり、 4 播 くに 方て 或 種 は徑の 傍に 落ちたり、 而 して 鳥來 

りて. 之を啄 めり、 5 又 或 種 は 土 多から ざる 巌の 上に 落ちたり、 而 して、 土 多から ざるが 故に 直に 

萌 出た ね、 G 然れど 日出る ゃ燒 け、 根な きが 故に 枯れたり、 7 叉 或 種 は 棘の 中に 落ちたり、 而し 

て 棘 長 じて 之を壓 したれば 實を 結ば ざり き、 S 叉 或 種 は 善き 土の 上に 落ちたり、 而 して 伸び 叉擴 

がりて 實を 結べり、 而 して 結びて 三十に 達する も あり、 亦 六十に 達する も あり、 亦 一 百に 達する 

も ありたり n- 

9 彼れ 叉 彼等に 曰 ひける は、 

聽く ための 耳 を 有する 者は聽 くべ し。 と。 . 

S 彼れ 二人に なリし 時、 十二 人と 共に 彼の 周圍に 在りし 者、 比喩に 就て 彼に 尋ねたり、 n 彼れ 彼等に 

曰 ひける は 

汝 等に は 神の 國の 奥義 は 授けられたり、 然れ ども 彼等 外に 立つ 者に は 萬 事 は 比喩 を 以て 臨むな り、 
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S 是れ 

彼等 見て 見れ ども 認めす、 

聞て 聞け ども 悟らす、 

恐く は 彼等 飜 へりて 赦 さる \ こと あらん、 と、 

あるが 如し、 

n 叉 彼等に 曰 ひける は 

いか  iraic ちの  こと^4 

汝等此 比喩 を 知らざる 乎、 然 らば 何です ベての 比喩 を 知らん や、 W 播種 者 は 言 を播 くな り、 ：s 言 

の播 かる X 徑の 傍の 者と は是れ なり、 卽ち 彼等 聞く や 直に サタン 來 りて 彼等の 衷に播 かれし 言 を 

Ihk るな り、 W 之と 等しく 巖 地の 上の 者と は是れ なり、 卽ち 彼等 言 を聽 くや" 直に 歡喜を 以て 之 

を受 く、 然れ ども 己に 根な きが 故に 唯 暫時の み、 後、 言の ために 患難 叉 は 迫害の 起る や 直に 頸く 

なり、 "又 棘の 中に 播 かる i 他の 者と は是れ なり、 S 彼等 は卽ち 一一 目 を 聞く 者な り、 然れ ども 此世 

の 配慮と 富の 誘惑と 其 他 の 事に 關す る 執念 と は 入り 來 りて 曾 を壓 し、 之 をして 實を 結ば ざら しむ、 

？-而 して 叉 善き 土の 上に 播 かれし 者と は是れ なり、 彼等 は 卽ち言 を 聞き、 之 を 受けて 實を 結ぶな 

り、 或 ひ は 三十、 或 ひ は 六十、 或 ひ は 百。 と。 

S 彼れ 叉 彼等に 曰 ひける は、 燈 火の 點 さる \は 何のた めなる 乎、 枕の 下に 置かれん ためなる 乎、 叉 は 

床の 下に ii?- かれんた めなる 乎、 燭臺の 上に 置かれん ためなら す や、 ？ー そは顯 はれん がた めなら すして 

隱 くる V, 者な く、 又顯 されん がた めなら すして 隱 さる、 者なければ なり、 人 若し 聽く ための. 斗；^ ら 

ば聽 くべ し。 と。 


彼れ 叉 彼等に 曰 ひける は、 汝 等が 聽 くこと に 注意せ よ、 等が 度る 其 度量 を 以て 汝 等に 度ら るべ し、 

叉 加 へらるべし、 ！^,^そは有てる者は尙ほ與 へ られ、 有たぬ 者 は、 其 有て る もの を も 取上げら るべ けれ 

ば 也 Q 

S 彼れ 叉 曰 ひける は、 祌の國 は 此の 如き 者な り、 卽ち恰 かも 人、 稀 を 地に 下せし が 如し、 彼れ 夜螯 

寢ね叉 起きつ \ ありし 間に 種 は 生え 叉 仲び るな り、 何故か 彼 は 知らす、 ？-地 は自づ から 實を 結ぶな り、 

初めに 莖、 次ぎに 穗、 然る 後に 穢の 中に 熟した る穀を 結ぶな り、 S 而 して 貴の 許す や、 彼 は 直に 錄を 

遣るな り、 牧穫 時の 旣に 到りし に 由て なり。 

抑 彼れ 叉 曰 ひける は、 我等 神の 國を 何に 比へ、 叉 何なる 比喩 を 以て 之 を 示さん や、 "芥租 の 一粒の 如 

し、 其 地に 播 かる X や、 地上の すべての 種よりも 小な りと 雖も、 S 播 かる、 や 生え 出で、 而 してす ベ 

ての 野菜よりも 大 となり、 犬なる 枝 を 出し、 空の 鳥來 りて 北ハ 藤に 樓 むに 至るな り。 と。 

彼れ 叉 多くの 斯 かる 比喩 を 以て 彼等に 道 を 語りたり、 彼等 之を聽 くに 堪えし に 由る、 M 比喩 を 以て 

せす して は 彼れ 彼等に 語ら ざり き、 然れ ども 衆 を 離れて 己の 弟子 等に 對 して は 彼れ 萬 事を說 明したり。 

暴風の 鎭靜 

お 共 日、 日暮 になり ければ 彼れ 彼等に 曰 ひける は、 我等 をして 對 岸に 濟 らしめ よ、 と、 。^ 彼等 群衆 を 

去り、 彼が 舟に 在りし ま&に 彼に 伴へ り、 叉 他の 舟 も 彼と 共に ありき、 W 時に 犬なる 暴風 起り、 浪、 

舟に 打 入り、 舟 旣に滿 てり、 彼れ 艫に あり 枕して 寢 たりし が、 彼等 彼 を 起し 彼に 曰 ひける は、 

師ょ、 汝、 我等の 死す るに 氣附 かざる か 
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と、 お 彼れ 起き 上り、 風 を，. 責め、 . 

II まれ、 默 まれ 

と 海に 曰 ひければ、 風 止みて 大に a: ぎたり、 ？ 彼れ 彼等に 

汝等 何故に 懼る X や、 汝等尙 ほ 信ぜざる 乎 

と 曰 ひければ、 "彼等 大に 恐れ、 相互に 曰 ひける は 

此人は そ も， 誰-なる 乎、 風と 海と も 亦 彼に 從 ふと は！ 

十 二 弟子 の 選 定 

馬 可 傳三章 十三.— 十九 節 

十一 二、  r ィ H ス 山に 登りて 云々」 イエ スは 神と 天然と を證 人に 立て X 十二 弟子 (後に 十二使徒 ：> 

を 定め 給へ り。 彼は會 堂に 於て 人を證 人に 立て k 彼等に 傳 道の 職 を 授け 給 は ざり し 也。 〇「 其 意に 適， 

ふ 所の 者 を 召し- - かば 云々」 自身 欲し 給 ふ 所の 者 を 前に 召び 給 ひし かばと 改譯 すべし。 ィ H スは共 

弟子 を 簡び給 ふに 方て、 弟子 等の 意に 循ひ給 はすして、 自己の 意 を 行 ひ 給へ り。 聖 父の 意 を 受け 給 ひ 

し 彼 は 「惠 まんと 欲 ふ 者 を 惠み憐 まんと 欲 ふ 者 を憐み 給へ り」 (羅馬 書 九 章 十五 節 )0 彼 は 又 曰 ひ 給へ り、 

「汝等 我 を 選ばす、 我れ 汝等を 選べり」 と (約 翰傳 十五 章 十六 節 〕o 豫定の 敎義に 就て 疑 を 懐く 者 は あら 


ん、 然 ども ィ H ス の 弟子た る 者は自 から ィ H スを師 として 選びし 者に 非す して、 イエス に 弟子と して 

選ばれし 者なる こと は 聖書が 所々 に 示す 所たり。 故に 聖マカ は 特に 語 を 強めて 言へ り、 「御自身 欲し 

給 ふ 所の 者 を 云々」 と。 

十五、 多くの 信頼すべき 謄本に 從ひ 「病 を 翳す」 の 字を脫 すべし、 卽ち此 一節 を單に つ 鬼を逐 

出す の權 威を授 く」 と改 むべ し。 

十六 以下、 十二 弟子の 名、 之 を M 人づ X の 三組に 分つべし、 

シ モン (ぺテ 口)、 ヤコ ブ (ゼべ ダイの 子)、 ヨハネ、 アンデレ。 

ビリボ 、バルト 口 マイ、 マ タイ 、トマス。 

ヤコ ブ (アル パョの 子)、 タツ ダイ、 シ モン (力 ナン 派の)、 ュダ。 

中に 一 一組の 兄弟 ありたり、 卽ちシ モン (ぺ テロ) とァ ン デレ、 ヤコ ブとョ ハ ネ。 

1 一人の ャ コ ブ ありたり、 ゼ ベ ダイの 子ャ コ ブと アル パ ョの子 ヤコ ブ。 

1 一人の シ モ ン ありたり、 シ モンべ テ 口と 力 ナン 派の シ モ ン。 

二人の ュダ ありたり、 タツ グイ 一名 レツ バイ (馬 太 傳十章 三 節)、 ヤコ ブの 兄弟に して： H ハ 本名 を ュグと 云 

へ り (行傳 一章 十一 一一 節〕、 イス カリオ テのュ ダ。 

ビリボ は 始めて ィ ェ スに 召されし 弟子な り (約^ 傳 一章 四十 三 節 )0 

バル 卜 ロマ ィは ナタナ H ル なるべし (約 翰傳 一 章 四十 五節〕 0 

マ タイ は レビに して 稅 吏な り。 

ト マ ス に 就て は 約 翰傳十 1 章 十六 節、 同廿 一 章 一 一節 を 見 る ベ しひ 
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其 職業に 就て 云 はん 乎、 ra 人 は 漁夫な りし、 一人 は稅 吏な りし、 他の 一人 (力 ナン 派の シ モン) は镇 

夷 派の 愛國 者な りし。 其他の^！^の職業に就ては知る所なし。 然れ ども 十一 一 弟子の 中に 一 人の 祭司、 一 

△  <JA 厶厶 厶厶厶  <1 厶厶厶 厶厶  ぢきで し 

人の 祌學 者な かりし は 明かな り。 イエス は 其 直弟子 を 純 平民の 中より 選び 給へ り。 彼の 立てん とする 

敎會 なる 者 は 其 始めより 純 平民 的の 者な りし。 之に 法王、 監督、 祭司 等の 僧侶 的 階級 は あら ざり し 也。 

然り、 絕對 的に あら ざり し 也。 

十七、 「雷の 子」 愛と 平和の 化身と して 認めら る i 使徒 ヨハネ は 其 始めは 「雷の 子」 たりし 也、 

卽ち 劇 火 性の 靑 年たり し 也 (路加 傳九章 五十 四 節 を 見よ)。 

十八、 「力 ナンの シ モン」 力 ナン 人なる シ モンに 非す、 カナ ン派卽 ち、 當 時の 攘夷 黨の 一人な り。 

此 派に 屬 する^ を 一 名ゼ ロテ とい へり 〔行傳 一章 十三 節)。 

十九、 「イス カリオ テの ュダ」 r ケ リオ テ のん ュダ」 の 意な り。 ィ H スは彼 を 直弟子の 一人と して 

選び 給 ひて 自己の 不明 を 表 はし 給 ひしに あるざる 乎、 ィ H ス 若し 神の 子なら ば 如何で 始めより ニグの 

終に 自己 を 敵に 賫る 者なる を 知り 給 はざる の理 あらん や、 或は ィ H スはュ ダを惡 人と 知りつ、 故意に 

十二 弟子の 中に 加へ 給 ひしなる 乎、 是れ大 なる 疑問な リ。 

ュ ダの聖 召に 就て 

余 は 思 ふ、 ィ H スはュ ダの惡 人なる を 識て彼 を 十一 一 弟子の 中に 加へ 給 ひしに あらざる こと を。 彼れ 

ュダが 完全の 人に あら ざり し は 言 ふまで もな し。 彼に 一大 缺點 ありたり • 貪婪 是れ なり。 然れ ども 十 


二 弟子の 中、 何人 か 完全なる 人な りし ぞ。 彼等 は 其師が 敵に 捕 はれて 行く を 見て 皆な 逃 去りし 者に あ 

らす や。 ぺテ a の 如き は三囘 まで 「我れ 彼 を識ら す」 と 曰 ひしに あらす や。 イエ スが イス カリオ テの 

ュダを 招きし は 其 善人たり 得る の 可能 力 を 信じ 給 ひて なり。 人に 自由意志の 存 する？ 1 は 神な りと 雖も 

絕對 的に 其將 來を豫 知す る 能 はす。 人 は 何人も 自 から 選んで 善人と 成る を 得べ し、 又惡 人と なる を 得 

べし。 ュダは 神が ィ H スの 反逆人と して 豫 め.；； えめ 給 ひし 者に あらす。 彼はィ H スの 忠僕と ならん と 欲 

して 成る を 得しな り。 故に ィ H スが彼 を 己が 直弟子の 一 人と して 選びし とて 決して 怪しむべき にあら 

す。 ュ ダの聖 召に 由て ィ H スは其 不明 を 示さ りしな り。 善人が 惡 人と 化する は是れ 天然の 顯 象の 如 

くに 豫 測し 得べき ことに あらす。 人 は 自由なる 實在 者な り。 彼が 善 を 棄て惡 を 擇ぶは 彼の 自由意志の 

選 擇に存 す。 祌 たりと 雖も 之を豫 測す る 能 はす。 そ は 豫测し 得る は 自由に あら ざれば 也。 

ィ ェ スの 門下より 一 人の イス カリオ テの ュダ 出たり。 我等の 門下より 十 人 百 人の ュグの 出る ある も 

敢て 驚く に 足らざる なり。 我等 は 勿論 ィ H スの 如き 聖く 且つ 全き 者に あらす。 然れ ども 我等 とても 亦 

ちと 

た 我等の 許に 來る 人の 善 惡を豫 測す る 能 はざる 也。 人が 惡 人と 化し たれば とて 是れ 彼が 始めより 惡人 

たりし との 證據 にあら す。 彼 は 始めは 善人たり しならん、 然れ ども 後に 惡 人と 成りし ならん。 我等が 

彼 を 招きし 時に 彼 は誠實 なる 善人たり しならん、 然れ ども 年 を 經て惡 魔の 誘 ふ 所と なりて 惡 人となり 

しならん。 我等が 彼に 欺かれし にあら す。 亦 彼が 故意に 我等 を 欺かん とせし にも あらざる べし。 彼が 

一時 は 善人たり し は車實 なり。 後に 惡人 となりし も 亦事實 なり。 人 は 善惡を 選擇し 得る 自由意志 を 具 

へたる 者な り。 故に 何時たり とも 惡人 となる を 得べ し。 ュダの 墮落を 以て ィ H スを责 むる に 其 不明 を 

以 てす る 能 はす。 余 鬻も亦 多く の 場合に 於 て 同様の 詰責より 免る X を 得 ベ し と 信す。 
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種 蒔 の 譬 ， 

譬 の 意味 

へ  あ 4 一つ さ 

種 蒔の 譬は キリストが 爲 されし 多くの 譬の 中で 最も 解し 易い ものである。 之に は剩 へ キリスト 御自 

身の 註解が 付いて 居る。 然し 解し 易い 此譬の 中に も 多くの 深い 深い 腐 理が 含まれて ある。 余の 如く 二 

三十 年間 も 聖書 を讀み 綾け た 者で さへ も 近頃に 至て 漸く 其 小口が 解かって 来たと いふても 可い。 歳漸 

く 三十 を 過ぎ、 ^に舉 問と 云ふ舉 問を爲 ない 人が 新 かる 深い 曾 葉を發 せられし を 見て 其 人が 尋常 一 様 

の 人でなかった 事が 解かる。. キリストの 神性 は 彼の 話されし 言葉に 由て 解かる。 

キリスト は 何故に 譬を 以て 敎 へられし 乎。 普通の 解釋に 由れば、 是 れ其當 時の 人が 無學 であり、 六 

ケ 敷い 事 は 解し 得 ざり しが 故に、 キリスト は 深い 理を 卑近の 譬を 以て 敎 へられた ので あると。 然し 

是れ 鬼して 譬の眞 意で ある 乎。 

啓と は 希伯來 語で 「マ シ ャル」 と 云 ふ。 隱 語の 意で ある。 物 を 明ら さまに 言 はすして、 H ま を 他の 事 

に 寄せて 語る、 是れが マ シャル 卽ち譬 である。 故に 玆に云 ふ 譬とは J 具理を 明かに 示さん がた めで はな 

くして、 其 正 反對に 之を隱 さんが 爲 めの 言葉で ある。 故に マ シャル 之 を 隠喩と 譯 すべきで ある。 それ 

が の 0 的であった こと は キリストの 御言 葉に 照らして 見ても 解かる。 


ィ ェ ス 彼等に 曰 ひける は 神の 匪の 奥義 を汝 等に は 知る こと を 賜へ ど 他の 者に はすべ て譬を 以てす、 

是れ 彼等 視る とも 視す、 聽 くと も聰ら す、 心 を 改めて 其. 罪の 赦を得 ざらん 爲め なり (馬 可傳 BI 章 十 

一、 十二 節)。 

然 らば ィ H スは 何故に 斯 かる 隱語を 以て 神の 國の 奥義 を傳 へられし 乎と いふに、 夫れ は 彼が 當 時の 

聽衆、 殊に ユダヤ人に 就て 失望され たからで ある。 ィヱス は 終に 當 時の ユダヤ人に 明白の 眞理を 明白 

に 語る の 無益なる を 覺り給 ふた。 否な、 是れに 止まらない。 彼等 心の 顽剛 なる ユダヤ人 は キリストの 

首 葉 を 聞けば 聞く ほど 其 心 を頑剛 にし、 彼に 對 する 反抗の 度をハ 化々 加へ 来った。 叉 他の 一方に は イエ 

スの 盲信 家 は 彼の 言葉 を 悉く 曲解し、 天 國の敎 を 現世 的に 解し、 終に はィ H スを 立て \ 此 世の 王と 成 

さんとまで 爲 した。 斯る聽 衆に 對 して 赤裸々 の 眞理を 語る の は 甚だ 危險 である。 恰 かも 利刀 を 彼等の 

手に 渡た すが 如くで ある。 故に 眞理は 之 を 響の 鞘に 牧 めざる を 得 なくなって 来た。 玆に 於て か 隱語を 

以て 道を說 かる. --の 必要が 起った ので ある。 

斯くて キリストの 譬は 決して 解し 易い もので はない。 試に 第三 十 節 以下の 芥種 の譽を 見よ。 是れ決 

して 解し 易い 一一 目 葉で はない。 今日の 吾人に 取て さへ 雨う であるから、 當 時の 聽 衆に 取て は 更らに 雨う 

ひとつぶ からし だ VS ろづ  ち ひ 

であった に 相違ない。 神の 國は 一 粒の 芥 種の 如し、 之 を 地に 播く時 は 萬の 種より 微 さけれ ど、 旣に播 

きて 萌 出れば 萬の 野菜より は 大きぐ 云々 と。 當 時の 聽衆は 之を聽 いて 何の 事 か 少しも 解らなかった で 

あら ふ。 祌の國 と は 人の 國に優 さりて 大 なるべき 害の 者で あるに、 是れは 始めに は 最も 小なる 者で あ 

ると 云 ふ。 聽衆は 之 を聽て 嘲った であらう、 ィ H スは戲 語 を 語って 居る ので あると。 

然るに 其 後 は 更らに 解らない。 此， 芥 種の 如き 神の 國は 終に は 犬なる 樹と なりて、 巨い なる 枝 を 出し 
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て 空の 鳥、 其 蔭に 棲む ほどに 及ぶ と。 是れ 確かに 隱語 である。 ィ H スの聽 衆の みならす、 彼の 直弟子 

すら 之 を 解し 得なかった に 相違ない。 然 かし ィ H スは 殊更ら に 此譬の 意味 を說 明し 給はなかった。 彼 

は 寧ろ その 営 時の 人に 解せられ なかった こと を 喜び 給 ふたで あらう。 イエ ス は此譬 (他の 譬も爾 うで 

ある) を說 きつ パナシ にして 「時」 をして 之を說 かしめ 給 ふた。 此譬の 深い 意味 はニト 世紀 八 マ 日の 我 

等 基督 者に 少 しづ 、解つ て 来た ので ある。 

神の 國は 3 呉に 芥 種の 如くで ある。 其 始め や ヨセフの 子ィ H ス 一 人で ある。 而 かも 彼 は 罪人と して 十 

字 架に 釘 けられた。 彼の 後 は 無名の 漁夫 ゃ稅 吏で ある。 初代の 基督 敎は歷 史家の 記錄に 載る の 必要が 

ない 者と 認められた。 然るに 小なる 者 は 段々 と大 なる 者と なった。 終に は 世界最大の 勢力と なった。 

雨う して 終に 空の 鳥が 其 枝の 薩に樓 むに 至った。 サテ、 空の 鳥と は 何で ある 乎。 林に 囀る 鶯で あるか、 

空 を 翔ける 雁で ある 乎。 雨う ではない、 サタン 卽ち惡 魔で ある。 第 節に 於け る 「空の 鳥來 りて 之 を 

食へ り」 と ある 所に 於て は その 惡魔 である ことが 能く 解かる (第 十五 節 を 見よ)。 以弗所 書 二 章の 二 

節に ある 「空中に ある 諸權」 とは是 れ である。 故に 空の 鳥が 来りて 其 枝に 樓 むと は樹が 茂りて 烏が 其 
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枝に 止まりて 囀る と 云 ふこと ではない。 惡 魔が 来りて 敎會を 占領す るとの 意で ある。 神の 國は 終に 勢 

力 を 得て、 惡 魔にまで 其 強大 を 認められ、 終に は 其樓む 所と なる に 至る とのこと である。 

雨う して 基督 敎會の 歷史が 能く 此事を 示して 居る ではない 乎。 羅馬 天主 敎會 が惡 魔の 奥と 成った ば 

かりで はない、 聖公會 も、 メソヂ スト 敎會 も、 バ プチ スト 敎會 も、 長老 敎會 も、 敎會と 云ふ敎 會で此 

世に 勢力 を 得た 者で 空の 鳥 卽ち惡 魔の 奥と ならなかった 者 はない。 此 小なる 敎友會 とて 決して 此危險 

より 免 かる X こと は屮： 來 ない てめ 「1? ね I は 歡 ^1 お ifitf"i?p。 是れが 少し 此 世に 


勢力 を 得る に 至れば 惡魔は 直に 其 利用す ベ きを 知て、 美き 敎 友と 化し て 其 中に 入来る。 芥 種の 譽は僅 

僅 三 節の 中に 基督 敎 の 經歷を 書き 盡 くし て 餘 ます 所が な い 。 實に深 い 驚く ベ き 言葉で あ る。 

共 他の 譬 とても 同じで ある。 之 を 悉く 解し 得る 人 は廣ぃ 世界に 一 人 もない。 祌の聖 語 は其聖 業の 如 

く、 其 片言たり と 雖も之 を 解き 盡 くす こと は出來 ない。 

馬 可 傳四章 三— 九 節 ま で 

三 節。 「ii けよ」 とは聽 衆の 注意 を惹 いてい ふ。 「耳 を 掘りて 聽 けよ」、 「よく 考 へて 見よ」 との 

意で ある。 後に ある 「耳 ありて 聽く 者は聽 くべ し」 と あるに 同じで ある。 〇「 種播く 者」 は キリスト 

御自身で ある。 福 昔 を 人に 傳 ふる 者 は 常に 彼で ある。 彼が 傳道師 の 言葉 を 以て 人に 臨み 給 ふので ある。 

四 節。 r 路の 傍」 大道で はない、 人に 踐附 けられて 堅くな りし 野お の 小路で ある。 或械 は浙. かる 

小路に 添 ふて 落ちた とのこと である。 爾 うして 地の 固き が 故に 根 を 出す ことが 出来す、 左う 右う する 

内に 空の 鳥が 來て種 を 食 ふて 仕舞 ふたとの ことで ある。 

固い 地 は 硬い 心で ある。 人に 踐 まれて 情 は 薄らぎ、 愛 を も眞理 をも納 けざる に 至った 者で ある。 斯 

ぜん 

る 者 は 善き 事 は 何 を 聞いても 信じない。 彼等 は 善に 對 して は 全く 無感覺 となった。 キリストの 福音 を 

以てする も 彼等の；^ 剛の 外皮 を 破る こと は 出来ない。 爾 うして 左う 右う する 內に惡 魔 は 舞ひ來 つて 

现の種 を 奪 ひ 去る。 受けざる 心と. 惡 魔の 妨害、 兩 者相援 けて 播 かれし 福 昔の 種 は 無 效に歸 すので ある。 

五節。 「礎 地」 とは碟 まじりの 土地で はない。 固い、 水を通さない 岩の 上に 薄き 沃土の 置かれし 

所で ある。 故に 雨 降る も 下に 透 うらす、 曰 照る も 深く 溫 めす、 日光の 反射に 由て 雨水 は蒸發 して 甚だ 
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しく 種の 萌芽 を 促す。 然れ ども 土地 淺 きが 故に 乾燥す る こと も 亦 I： 十い。 溫 氣と濕 氣の饒 多き が 故に 急 

速に 發 生し、 炎熱と 乾燥に 遭へば 直に 枯れる。 

淺ぃ 土地 は淺ぃ 心で ある。 眞理 を受く る こ と n 十く して 之 を 梨 つ る こと も 亦 早い。 共 始め て 之を受 く 

る や、 歌 ひ、 叫び、 躍り、 歡ぶ、 曰く ハレルヤ、 曰く ァ I  メン と。 然し 是れ 暫時で ある。 少しの 迫害、 

少しの 患難、 少しの 障礙に 遭へば 直に 信仰 を棄て 元の 狀 態に 還へ る (十六、 十七 節 )0 彼に 根がない か 

ら である。 彼 は 深く 究めす して 信じた からで ある。 彼 は！ i 音の 快樂的 半面 をのみ 味 はんとして、 之に 

伴 ふ 苦痛と 犠牲と を 計算し なかった (路加 傳十 ra 章 二十 五節 以下 參照 )o 雨う して 斯 かる 人 は 甚だ 多 

い。 殊に 此 日本 園に 多い。 ml 五 年を經 すして 所謂 「基督 敎を 卒業して 仕舞 ふ 者」 は此 W の 基将敎 信者 

の 中に 甚だ 多い。  -- 

七 節" 第一 は 全く 萌 出ぬ 種、 第二 は萌 出る も 直に 枯 る-" 種、 雨う して 第三 は 萌し も 貴らぬ 種で ある。 

土地 は沃く ある。 能く 眞理の 種 を 受けて 能く 之を發 生せ しむ。 然し 彼 は 善き 種を受 くると 同時に 惡し 

き ti を棄 てなかった。 彼 は r 廣量」 に 過ぎて 善惡 二つながら を嚥 した。 故に 福音の 種の 育つ 頃に は 

斯 世に 屬 ける 多くの 主義 や 野心 も亦發 生し、 前者 は 終に 後者の 蔽ふ 所と なりて 彼は綠 かに 纖 弱なる 信 

仰 的 生命 を 保つ に 至る。 政治的 野心 を棄て 得すして 傳 道を廢 めて 政界の 走狗と 化せし 者、 社會 に貢獻 

する を 名と して、 道 を 等閑に 附 して 財 を 求む る 者、 智識 を 探る と稱 して 基督 者た る を 恥て 哲學 者た る 

を 以て 誇る 者、 小兒の 玩具に 等しき 位階 勳章を 得ん がた めに キリストの 爲 めに 受 くる， 詬誶を 避けし^、 

是等は $1 な此 世の 思慮と 貨財の 惑、 又备 様の 情 愁いり 來 りて 道を蔽 ぐに より 終に 實を 結ばざる 者で あ 

る (十九 節〕。 雨う して 斯 かる 類 は 我國の 基督 信者の 巾に 決して 齡 くない。 之 を 思 ふて 我等 は 装 心せ ざ 


る を 得ない。 
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八 節。 斯くて 大抵の 種 は實ら ない。 然 かし 少數の 極は實 る。 爾 うして 實る者 は 或 ひ は 三十 倍、 或 ひ 

六十 倍、 或 ひ は 百倍の 實を 結びて、 資ら ない 種の 損失 を 補って 尙ほ餘 りが ある。 r 沃壤」 と は軟か 

い 土地で、 深い 土地で、 雜 草の 種 を 留めない 土地で ある。. 卽ち 申命記 十. 一 章 十一、 十二 節に 云へ る や 

うな 土地で ある。 

, 汝 等が 往 きて 獲る 所の 地 は 山と 谷の 多き 地に して 天よりの 雨水 を 吸 ふなり、 その 地 は 汝の神 エホ 

バ の 顧み 給 ふ 者に して 年の 始 より 年の 終まで 汝の祌 H ホバ の 目、 常に その上に あり。 

斯 かる 土地と 心と に播 かれし 種 は必す 善き 實を 結ぶ。 爾 うして 其 實は 何う いふ 者で ある 乎と 云 ふに 使 

徒 パゥ& の 言に 由れば 左の 如き 者で ある、 

聖靈の 結ぶ 所の 果は 仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐、 慈悲、 良 善、 忠信、 溫柔、 撙節 (加 拉太書 五 章 二十 

二 節) 

是れ である。 雨う して 斯 かる 實は之 を 結びし 者の 心に のみ 留ら ない。 廣く 他人の 心に 傅 はる。 一人の 

基督 者 は 蕃殖して 三十 人、 六十 人、 百 人、 然り、 或る時 は 千 人 萬 人の 基餐 者と なる。 雨う して：：； れ何 

にも 必 しも 彼が 傳道師 となりて 傳 道を努 むる からで はない。 蕃殖 は 眞理の 天然 性であって、 之れ は 人 

が 努めす とも 自然に 傳播 する 者で ある。 然り、 眞理を 受けし 人 は 其の 傳播を 努め ざらん と 欲する も 得 

ない。 

福音 を聽く 者に 是 等の 四つの 階級が ある。 昔 もあった、 今 も ある、 叉 後々 まで も あるに 相 遠ない。 

みの 

我等 は キリストが 我等に 由て 孫き 給 ふ 種 は 必す發 生し 必す實 るべき 者で あると 思 ふて はならない。 や： i ャ 
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木の 種に 於て すら 雨う である。 槲ゃ楓 の 種で すら、 その 地に 墜る數 は 幾千 萬 を 以て 算 ふる なれ ども、 

北ハ萌 えて 終に 實を 結ぶ に 至る 者 は 極く の 極く の少數 である。 況して 腐 理の稷 に 於て を や。 誠に 招かる 

る 者 は 多くして 選 まる、 者 は 齡 ない。 基督 者と なる は 容易の ことで はない。 循て 基督 者と 成る を^ 

特權は 叉 非常の ものである。 種 蒔の 譬は 最も 解し 易い 者で あるが、 併し 其傳 ふる 眞理 は聖 め. 1>れ ざる 

股 を 以て 見て は 甚だ 解し 難い ものである。 

馬可傳 四章廿 一 —廿 五節 

ともしび  ます  ね -たぃ 

二十 一節。 又 彼等に 曰 ひける は 燈火を 持 来りて 枕の 下、 或 ひ は 寢臺の 下に §id く 者 あらん や、 之 を 

燭臺の 上に 置くなら す や。 

キリスト 在^ 當 時の ユダヤ人の 家庭の 狀を畫 いた ものである。 如何に 貧しき 家と 雖も麥 を 量る ため 

の 析と 床の 上 に寢 るた めの 粗 造な る 寢臺を 具 へ た。 燈火 は我國 の カンテラの やうな る 者で あ つて ォレ 

ブ 油を點 した 者で ある。 燭臺は 勿論 蠟燭臺 ではない、 カンテラ を 置く ための 臺 である。 雨う して ュダ 

ャ國 の家婦 にし て 燈火を 持來り て 之 を 折の 下 或 ひ は寢臺 の 下 に 置く 者 はな かった。 必す 之を燭 a の 上 

に S いた。 況して キリスト を や。 彼れ 隱語を 語り たれば とて 豈か之 を 永久に 隱し 置き 給 はんや。 是れ 

之 をして 終に は 地の 極まで を 輝ら さし めんがた めなら す や。 彼の 弟子 等 は隱語 なれば とて 之 を 不問に 

附し 置くべき ではない。 

二十 二 節。 隱れて 明瞭に ならざる はなく、 藏 まれて 露 はされ ざる 者な し。 

何事 もこの 通りで ある。 天然 界の 事物に 就て 見る も、 隱れ たる 者に して 終に 明かに たらざる もの は 


ない。 其 秘密 は 終に 探り出されて、 人類の 智識 は 日々 に增し 加へ られつ \ ある。 神 は 永久に 祕密を 守 

らんた めに 何事 を も 藏み給 はない。 藏 まれし は 終に 之 を 露 はさんが ためで ある。 終に 之 を 露 はして 彼 

の 子供 を 喜ばせん がた めで ある。 隱 語なる マ シャル 卽ち譬 に 於ても 其 通りで ある。 是れ當 時の ユダヤ 

人、 舉者、 パリ サイ 人 等に 取て は 確かに 隠語であった。 然し 信仰の 眼 を 以て 見る 者に 取て は 決して 隱 

語で はない。 是れ亦 終に は 信仰の 子供に 露 はさ れんがた めの 秘密で ある。 彼等 は 終に 其 奥義 を 示され 

て 喜ぶ であら ふ。 天地の 主なる 父が 之 を 智者と 達者と に隱 して 赤子に 顯 はし 給 ふ を 感謝す るで あら ふ 

(馬 太傳 十二 章 二十 五節)。 

二十 三 節。 耳 ありて 聽 ゆる 者は聽 くべ し。 

聽 くべき-斗 を 持つ 者 は 聽 くべ し。 其聽き 取り得る 量に 從 ひて 聽 くべ し。 智者 は 智者の 耳 を 以て 聽く 

べし、 愚者 は 愚者な りに 覺る べし。 福音 は 人？' は隱 語と して 與 へらる。 人の 之 を 如何に 解し 得る や、 如 

何程 深く 解し 得る や は 之 を聽く 人の 耳 6 聽取 力の 如何に 由る。 卽 ちその 心の 理解力の 如何に 由る。 

二十 四 節。 叉 彼等に 曰 ひける は 汝等聽 く 所の 事 を 熟慮せ よ、 汝 等が 度る 所の 量 を もて 汝 等に 度ら 

るべ し、 叉汝 等に 加 へらるべし。 

汝等聽 く 所の 事 を 熟慮せ よ、 之 を聽き 流しに なす 勿れ、 之に 深き 注意 を 加へ、 其 中より 能 ふだけ の 

眞理 を攝取 せんこと を 努めよ、 そは汝 等が 度る 量目 を 以て 眞理 は汝 等に 度ら るべ ければ 也、 叉 同じ 量 

目に 順って 眞 理は汝 等に 加 へらる ベければ 也と。 卽ち 一 合の 析を 以て 神に 至る 者 は 一 合の 符を 以て 度 

り與 へられ、 一 升の 树を 以てする 者に は 一 升の 符を 以て 與 へらる とのこと である。 神の 理は 大海の 

水の 如き 者で ある。 之 は 何人と 雖も之 を 汲取る 量目の 大小に 由り 幾許で も 汲取る ことの 出來る 者で あ 
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る。 ィ H スの譬 の 如き も 共通り である。 其 意義 に^り はない。 深く 解し 得る 者 は 之 を 深く 解す る を 得、 

^く 解す る 者 は 僅かに 之 を淺く 解す る。 故に 我等 は 神に 向て 更らに 深き 眞理を 示し 給 へ と 祈る \ きで 

はない。 唯 我等の 聽く耳 を 深く せよ、 之を慧 くせよ と 祈るべき である。 我等の 耳に して 慧 からん 乎、 

我等の 悟る 心に して 廣且 深な らん 乎、 我等 は 神の 聖書より いくらでも 深い 多くの 眞理を 得る ことが 出 

44  二.. J  ArrJ  と さ 

来る。 聖書 は實に 誠に 眞理の 無盡藏 である。 んが之 を 知り 盡 したと いふ 時期 は 決して 来らない。 ^^は 

汲めば 汲む ほど 淸水を 供 へ て 止まない。 我等 は單 へ に 汲 器の 量の 益 々 大 ならん こと を 祈る ベ きで ある。 

二十 五節。 そ は 有て る 者 は 尙ほ與 へられ、 有たぬ 者 は 有て る 者 を も 取らる ベければ 也。 

聽く 所の 事に 注意せ ざるべ からす、 そは眞 理は斯 世の 財貨の 如く、 有て る 者 は 尙ほ與 へられ 云々 と。 

富者の 富 は 益々 增 すに 引換へ て 貧者の 貧 は 益々 甚だし。 有て る 者 は 其の上に 加 へらる、 に、 有たぬ 者 

は旣. に 有. てる もの を も 奪 ひ 去らる。 殘 酷なる 斯 世なる かな。 然れ ども 慰めよ、， 生命 を 得ん とて キリス 

トに來 りし 者よ、 信仰 も 亦 財貨の 如し。 信仰 も 亦 有て る 者に は 益々 加 へられ、 有たぬ 者より は 旣に有 

てる 者 を すら 奪 ひ 去らる。 十 圓の金 を 善く 利用す る 者 は 終に 之 を 百 圓と爲 し 得る やうに、 小なる 信仰 

なりと 雖も之 を 以て 忠實に 神に 事 ふる 者 は 終に 大 なる 信仰 を懷き 得る に 至る。 大小の 問題で はない、 

有る 乎 無い 乎の 問題で ある。 一 合の 祈 なれば とて 賤んで 之を棄 つる 者 は 終に 何物 を も據る ことが 出來 

ない。 感謝して 一. 合の 析を 利用して こそ 終に 一 升 又は 一 斗の 析を與 へられる ので ある。 故に キリス 卜 

の聖 語が 悉く 解らない とて 之 を棄て はならない。 我等 は 我等の 理解力 相應に 之を舉 ベば 宜 いので ある。 

然 らば、 我等 はより 多く、 より 深く、 より 明かに 示さるべし とのこと である。 

神の 眞现 を舉 ぶに 此 謙遜がなくて はならない。 キリストの 首 葉 は 解し 難い、 然しながら 誠實を 以て 


之 を舉ぶ 者に して 少しも 解らない 者と て はない。 我等 は 解し 得る 其 少し を 以て 滿 足すべき である。 雨 

うして 更 らに大 なる 默示を 待つべき である。 

キリストが 隱語 として 譬を 語り 給 ふに 方て 此 深い 注意 を 子 をに 與へ 匿き 給 ひし は：， M に现. e の ある 

ことで あると 思 ふ。 殊に 彼等が 種 蒔の 譬を 解す るに 方て 宿命 說に陷 るの 虞れ があった。 彼等 は 或お は 

固った る 小路、 或 者は磽 地、 或 者 は沃壤 と、 すべて 前以て まって 居る 者で あると E 心 ふの 虞れ が あつ 

た。 雨う して キリス トは斯 かる 謬 說を取 除かん ために 有て る 者 は 云々 の 語 を 述べられ たので あると 思 

ふ。 磽 地は磽 地な りに 極を受 くれば 可い ので ある。 神は繞 地より 沃壤 同様の 牧接を 要求し 給 はない。 

神 は 固い 小路 を柘 いて 之 を沃壤 となす ことが 出来る。 祌は磽 地に 於け る淺き 十； を 深く なすこと が出來 

る。 神 は 患難の ダイナマイト を 用 ひて 傲慢の 1  ぉを碎 くこと が 出来る。 神に. m て 如何なる 硬 地 も、 如 M 

なる 磽地も 沃饒の 地と なすこと が 出来る。 祈禱と 忍耐、 是れは 自己の 信仰 を增す 上に 於ても、 亦 他人 

を キリストに 導く 上に 於ても すべての 事に 優 さりて 旰 要で ある。 

鹽と 平和 

馬 可 傳九章 四十 九、 五十 節の 研究 

すべ て の 人 は 火 を 以て 磐 つけら る 

連と 平和  二  r: 三 
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「火」 は 艱難で ある。 r,M」 は 厳正なる 正義の 道で ある。 r 鹽 つけら る」 と は 正義 を 尊重し 之に； ぬ 

ひて 歩まざる を 得ざる に 至る ことで ある。 すべての 人 は 生れながら にして 我儘で ある、 竹く ある。 明 

S  かって おこな  つ  -  V- い 

,:n なる 正義の 道に 由ら すして 氣儘 勝手に 行 はんとす る。 而 して 艱難の 辛ら き經 験に 由て 我意の 到". « 之 

を 遂行す る 能 はざる を 知り、 終に 已むを 得す 正義に 服從 する に 至る ので ある。 艱難の 火 は 入. を 殿 格に 

する。 彼に 義の 鹹味 を 加へ、 彼 をして 味の ある 人たら しむ。 艱難の 火に 毅 へられて 彼の I れる は 

直く せられ、 緊縮な き 心 は 固く せられ、 彼は淚 ある 人となりて 自己 を資 むる に嚴 にして 他ん を 物く に 

宽な る^となる。 資に すべ て のん は 火 を 以て， M つけら る \ の である。 

ii は 善き 者な リ、 然 れど鑾 もし 其 味 を 失 は 何 を もて 之に 味 を 加ん や 

み ぢ  .U す 

「善き 者な り」 健康に 宜しき 者な り。 竊は 食物に 味 を 加 へ 、 其 消化 を 促し、 健康 を 助く。 おれ ども 

0 に して 若し 其 滅味を 失 は 3;- 何 を もて 之に 鹹味 を 加 へ ん や。 昔時 の 簡單な る庖廚 に 鹽 の 代用 物と て は 

無かった。 故に， M もし 鹽 たらざる に 至て は 料理の 方面に 於て は 萬 事 休せ りであった。 其 如く 艱難の 火 

に 巾て 加 へられし 正義の 念に して 失する に 至て は 策の 施すべき なしで ある。 曾て 詩人の 歌 ひしが 如く 

基礎 もし 壞 れんに は 

義者は 何に 依て 立たん や 

である (詩篇 十一の  一一 一 )o 凡ての 魔物に 利用の 途 あらん も、 廢れ たる に 利用の 途 はない。 「後 は 用な 

し、 外に^られ て 人に 踐 まる、 のみ」 と 馬 太 傳は謂 ふ。 信仰の 失せた るは復 たび 之 を 挽 1^ "する ことが 

出来る、 愛の 冷めた るは復 たび 之を溫 める ことが 出来る、 然れ ども 正義の 念の 失する に ：4^ つて は 之 を 

する の途 はない。 正義、 公道、 明々，： n 々の 道理、 E だれが 失せて 萬 事が： する ので ある。 故に； 5 一 百 


^ィ ザャは 叫んで 首 ふた、 

禍 ひなる 哉、 惡を稱 びて 善と 做し、 善を稱 びて 惡 となし、 暗を稱 びて 光と なし、 光を稱 びて 暗と 

二.， S  あ まし 

なし、 苦き を 甘と なし、 せ をよ びて 苦き と 做す 者よ 

とぐ ¥赛亞 書 五の 二十 )o 明白なる 正義 を 正義と 認 むる 能 はすして 却て 之 を 不義と 認め、 權 勢に 阿りて 共 

悪事なる を 認めす、 策略 を 弄して 却て 大功 を 奏せる が 如くに 信す。 正道 は 之 を 極端と 稱し、 義愤は 之 

を 不遜と 稱び、 因循に して 阁陋 にして、 馴良 にして 從 順なる を稱 して 是れ 篤信な り、 忠實 なりと 謂 ふ。 

寳に r 禍 ひなる 哉 惡を稱 びて 善と 做し、 善を稱 びて 惡と 做す 者よ」 である。 彼等 は 正義の 鹹味 を 去て 

信仰 傳道を 語る 者で ある。 彼等に： i き 所が 無い。 彼等 は 悉く 甘く ある。 萬 事が 圓滑 にさへ 行けば、 北ハ 

れで 彼等 は滿 足す るので ある。 「彼等に 在りて 鹽は其 鹹味 を 失 ふたので ある。 義憤の 火 は 彼等の 衷ょ 

り 消去った ので ある。 彼等の 唱 ふる 愛 は 憤怒の 伴 はざる 愛で ある。 喊 味 を 加へ ざる I 味で ある。 故に 

食 ふに 堪 へざる 者で ある。 

正義 は 低い 道德 であって、 愛 は 高い 道德 であると 謂 ふ。 或 ひは然 らん。 然れ ども 巖の 堅い 基礎の 上 

に 立たざる 高山 は： 處に 在る 乎。 富士山 は 空中に 浮かんで 居る 者で ある 乎。 其 如く^き 正義の 上に 立 

いちぢん  二， は， リ  さ r ん 

たす して 愛 も 信仰 も 浮 雲の 山で ある。 一陣の風 之 を吹拂 へば 消えて 跡な き 者で ある。 正義の 念の 熾 盛 

なる 所に 於ての み 愛 も 信仰 も繁榮 るので ある。 正義 は 健全なる 空氣 である。 其 乾きた る 冷たき：. 1-闺 の 

屮に 在りての み 信仰 は 其 健全なる 發達を 遂げ 得る ので ある。 

鹽 若し 其 味 を 失 は^ 何 を もて 之に 味を附 けんや。 空氣 若し 腐敗せば 何 を もて 之 を淸潔 めん や。 正義 

若し 正義と して 認められ ざるに 至らば 何 を 以て 正義の 正義た る を證明 せんや。 自明 现を疑 ふて 數學は 
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其 根 板より 壌る。 大義名分 を輕 じて 宗敎も 道德も 其根抵 より 崩る &の である。 而 かも 斯 かる 事 は 決し 

て 無い 事で はない。 公道の： i けたる 所に 宗敎 かれ ：！：^ 仰 は 薦めら る \ の である。 ィ H スの此 一一 一一：： たる 

簡短 にして 意味深長 である。  .i. 

汝等 己が 衷に鹽 を 有つべし、 而 して 相互に 睦み 和らぐべし 

公道 を 以て 自 から 持すべし、 而 して 相互に 睦み 和ぐべし とのこと である。 平和の 途は之 を 除いて 他 

に 無い ので ある。 卽ち 各自が 己が 衷に镜 を 有つ ことで ある。 卽ち 各自が 公道の 示す 所に 遵 つて 歩む こ 

とで ある。 他人の 權利を 侵さない 事で ある。 自己の 人 權を恪 守す る ことで ある。 自侗を 守る に嚴 格な 

る 事で あ る。 所謂 元始 的 公義 を嚴 肅に實 行す る ことで ある。 永久の 平和 は如斯 くに して 臨る ので ある。 

平和 は 公義の 默 過に 由て 臨る と 思 ふ は 犬なる 誤謬で ある。 平和 は 安 協で はない。 平和 は 神の 干 和で あ 

つて、 永久の 平和で ある。 平和 は叉必 しも 戰 はない 事で はない。 平和 は 公義の 實現 である。 故に 人々 

各自が 己が 衷に 廬卽ち 公義 を 懐く まで は 世に 完全なる 平和 は 臨らない。 イエ スの此 一一 百に 乎和實 現の 

秘訣が 遺憾な く 示されて ある。 

公義の 抱！^、 其實 行、 之 を 以て 己 を 責め、 之 を 以て 他 を 論し、 公平な らんこと をお. め、 偏頗な らん 

こと を 避け、 熙々 たる 神の 光明の 下に 萬 事 を 行 はんとして 永久の 平和 は 吾人の 問に 臨み 來 るので ある。 

平和 は 隱密の 間に 来らない、 光明の 間に 臨む。 平和 は 砂糖 を 以て 来らない、 鹽を 以て 臨む" 世の 所謂 

平和 策なる 者 は 皆な 平和 破壞 策で ある。 曰く 妥協、 曰く 讓歩、 曰く 和談、 曰く內^^と。 是れ 皆な 甘味 

を 以てする 平和 策であって 惡 魔の 平和で ある。 

汝 等唯然 り、 然り、 否な、 否な と 首へ、 之より 過ぐ るは惡 魔より 出るな り 


とィ H スは曰 ひ 給 ふた (，K ^太 傳五章 一一 一十 七 節 )o 善 は 善、 惡 は惡、 光 は 光、 暗 は喑、 廿 はせ、 jfn は 苦、 是 

れル： ： な 鹹味 を 以てする： 个和 策であって 神の 平和 策で ある。 俗人の 眼より 見て 平和 攪亂 策の 如くに； ゆ 

る なれ ども、 ず 1 かも 永久の 平和 は斯 かる 「乾燥せ る 光の 下」 に 於ての み 結ばる、 ものである。 

ii- と 平和、 鹹き 公義と 潔き 交際、 嚴 格なる 家庭と 深き 愛情、 1^ 實の 纏綿 を 許さ る 敎會と 常に-; iu- へ 

ざる 徵 盛なる 信仰、 閥族の 跌愿を 許さす、 民の 權利を 保護して 渝ら ざる 國家 とその 隆々 たる 画 運の 進. 

歩、 然り、 平和と 富 强と貴 尊と は鹽を 以て 自 から 持す るに 因りて 臨む。 人生に 公義の 鹹味が 缺 けて、 

(？！^岡紛亂永久に竭きすでぁる。 感謝す、 平和の 主なる ィ H スは此 世の 政治家 又は 宗敎 家の 如くに 婉言. 

敏腕の 主にて 在 はし まさ ざり しこと を。 彼 は 平和の 途 としてせ き 蜜 を 主張し 給 はすして 喊き， M を if: 張 

し 給へ り。 借問す、 彼の 名に 依て 立つ 監督よ、 牧師よ、 傳道師 よ、 汝等 は鹽を 以てする 平和の 確立 を 

計りし こと あり や。    ml 


附 言 

如ト： の 叙述 を爲 すに 方て 余輩 は 日本 譯聖 書の 本文に 依らす して 自侗 の譯 文に 據 つた。 第 w 十九 節 

すべての 人 は， M をつ くる 如く 火を以 せられ 

は 確かに 誤譯 である。 此れ は 原文 の^りに 

すべての 人 は 火 を 以て 磐つ けらる 

と譯 して 其 意味 は 明瞭で ある。 又 
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す ベ て 祭 物 は ，M を もて， M つけら る 

の 一句 は 多くの 古代の 寫 木に 循ひ、 之 を 除く を 可とする。 現に改正英譯&^書の如きは之を除ぃてほる。 

解釋 者の 傍註が 終に 本文に 記入 せらる るに 至った もので あら ふとの 事で ある。 此 一 句 を 除いて イエ ス 

の 言 は  一 簡潔に なり、 隨て其 意味が 强 くなる と 思 ふ。 

第五 十 節の ド半部 

汝等 心の中に， M を 有て、 又 互に 睦み 和ぐべし 

は 甚だ 弱くなる。 原文に 「心の中」 なる 文字 は 無い。 唯單に 「自身に」 と ある。 又 原文に 依れば、 「お 

て」 叉 「和ぐべし」 と 二 個の 命令が あるので はない、 「有って 和ぐべし」 との 一個の 命令が あるの み 

である。 ィ H スは玆 に盥の 必要に 就て 語り 給 ふ 序に 平和 實 現の 祕訣に 就て 敎へ給 ふたので ある、 

汝等 自身の 中に 疆を 有つ べし 而 して 互に 睦み 和らぐべし 

と。 新の 如くに 改譯 して 冗漫なる 日本 譯 聖書の 本文 は 簡潔に して 氣勢强 き 者と 成る と覺 ゆ。 左に 余葷 

の譯 文の，， や-部 を揭 ぐ。 

すべての 人 は 火 を 以て 鎏 つけら る、 鹽は 善き ものな リ、 然れ ども 璺 もし 其 味 を 失 は V 何 を もて 之 

に 味を附 けんや、 汝等 自身に 鹽を 有つべし、 而 して 相互に 睦み 和らぐべし 

宗敎 竹學者 H ブル ト n く、 イエ スの 一一-一 "は 悉く 宗敎的 意識の 源泉より 直に 湧 る淸 水な りと。 塞が 

兹に 小釋を 試みし 彼の 言の 如き も 亦 其れで ある。 簡單 にして 透明、 淸澄 にして 深淵、 註釋を 加へ て 却 

てル淸 淨を燭 すの 虞れ が ある。 但、 餘 りに 透明に 過ぎて 人の 其 深義を 逃す の 虞れ あるが 故に、 玆に 

彼等の 注意 を惹か ん までに 少しく 余 の 考察 を述 ベ た 次第で あ る。 
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や W を 讀む者 は先づ 始めに 馬 太 傳を讀 むを恆 例と する。 而 して 始めに 馬 太 傳を讀 むが 故に 終りまで. 

之 を讀み 緩け る。 馬 太傳は 彼れ が 基督 敎に 入る の 門であって、 又 彼の 基督 敎 である。 彼 は 終生 太傳 

に 由て 得し 最初の 印象 を 去らない。 彼の 信仰 は 自然と 馬 太 式になる。 彼 は 最も 厘々 馬 太 傳を讀 む。 彼 

の キリス トは馬 太傳の キリ ストで ある。 彼 は 終に は 基督 敎とは 馬太傳 である 乎の やうに 思 ふに 至る。 

是れ 決して 惡ぃ 事で はない。 馬 太傳は 偉大なる 書で ある。 お 名なる 『學者 ルナン は 曰 ふた、 

_ぉ 太傳は 基督 敎が產 せし 最も 重要なる 書で ある 

と。 而 して 此 書に 由て 基督 敎を 學ん で、 誤^に 陷 るの 虞 はない。 太 傅 は 能く キリストの 精 祌を傳 へ、. 

彼の 敎 旨 を 明かに する。 人に 基督 敎を 紹介す るに 方て 多分 之に 優 さりて 貴い 書 は 無いで あら ふ。 馬 太 

傅が 新約聖書の 首に 置かれし は 決し て 意味の 無い 事で はない。 乍 然首 ふまで もな く 馬 太傳は 聖書 の 全 

體 ではない。 其 大切なる 部分で あるが、 而 かも 其 一部分た るに 過ぎない。 馬 太傳は 或る 方面より 觀た 

る キリ ス 卜觀 である。 故に 其方 面 は 善く 盡 して 居る が、 然し 他の 方面より する 觀 察に 於て 缺 けて 居る。 

キリ ス トを 完全に 觀んと 欲すれば 馬太俾 丈け では 足らない。 我等 は 他の 方面より せし 觀察を 以て 馬 太 

馬 太 la-  I； 路加 二  £ 九 
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傅の 観察 を 補 はなければ ならない。 主として 馬 太傳に 由て 成りし 基督 敎の 信仰 は 偏頗なら ざらん と 欲 

す る も 得な い。 而 して 大抵の 場合に 於て 見る 所の 基督 敎 の 信仰 は 馬 太傳的 の 偏頗 を 免 かれな いと 思 ふ。 

其 理由 は 之 を 知る に 難くない。 馬 太 傳はィ H スを ユダヤ人に 紹介 せんた めに 著 はされ たる 書で ある。 

而 して 共著者 は 使徒 マ タイであって、 彼 は 使徒 ヤコ ブと 同じく ユダヤ 的 傾向の 人であった。 ユダヤ 的 

倾，； I； の 著者に 由て ユダヤ人 のために 著 はされ し此 書が ユダヤ 的 色彩 を帶 びて 居る こと は 敢て怪 むに 足 

りない。 馬 太傳に 由る ィ H スは ユダヤ人の 受膏 者で ある。 彼はァ ブラ ハ ム の裔 であって 又 ダビデの 裔 

である (一章 一節 )o 卽ち ユダヤ人の 理想 を 身に 體 して 世に 生れ 来りし 者で ある。 循て イエ スの唱 へし 

福 昔 は 律法と 預言と を 離れた る もので はない。 せ ハ連績 である、 共 頂點に 達した る ものである。 イエ ス 

は^に 新ら しき 敎を傅 へんと して 世に 来たので はない。 舊き敎 を 完成 ふせんた めに 来たので ある。 

我れ 律法と 預言者 を廢 る. ために 來れ りと 意 ふ 勿れ、 我が 来りし は 之を廢 るた めに 非す 成就 せんた 

めな り 

と ある (五 章 十七 節)。 所謂 山上の垂訓なる もの は是れ 新ら しき 敎訓 ではない。 奮き 敎訓の 新 註解で あ 

る。 .il 太條に 由る ィ H スは新 宗敎の 創設者で はない。 舊宗敎 の 改革者で ある。 彼 は那逾 まで も ユダヤ 

人で ある。 ョ セ フの 子と して 認められし ィ H ス である。 敎會の 基礎 を 純粹の ユダヤ人なる シ モン • ぺ 

テ 口 の 上に 篮 いた 者で ある (十六 章 十八 節)。 

馬 太 傅の ィ H スは 律法の 完成 者で ある。 故に 其 一 i 昔 は 律法の 更らに 完全なる 者で ある。 使徒 ヤコ ブ 

の 所謂 r 自 出なる 全き 雜法」 である (雅各 書 一 のサ 五)。 キリストの 福 昔 は 律法で はない、 律法 以上で 

あって 恩惠 である；！；^ g: であるとの パゥ ：1 の 立場 は マ タイと ャ コブ との 齊 しく 肯 はなかった 所で あるに- 


相 1 ない。 マ タイの 解した る 所に 從 へば、 福 昔 は 律法の 更らに 高き、 更らに 深き、 更ら に聖き 者で あ 

る。 而 かも 辆ほ 律法で ある、 肉の 律法た るに 止まらす して 叉靈の 律法で ある。 行爲を 支配す るに 止ま 

ら すして 叉 意志 を 主 どる 律法で ある。 モ ー セの 法の 靈 化せし 者、 それが キリストの 福音で あると は 

山上の垂訓の 要 3 曰で ある。 

占への 人に 告げて 畜淫 する 勿れと ある は汝 等が 聞きし 所な り、 然れど 我れ 汝 等に げん、 凡そ 色情. 

v ん；， * 

を 起さん ために 婦を 見る 者 は 心中 旣に 姦淫した る 也 (五 章サ 七、 サ八 節)。 

如浙 くにして ィ H スに 由て 律法 は 一 暦 精細に、 一 暦嚴密 に、 一 lis 鋭敏に なった ので ある。 使徒 ヤコ ブ. 

の 一 百 を 以てすれば、 

人、 律法 を 悉く 守る とも 若し 北ハ 一 に 躓かば 是れ其 全部 を 犯すな り 

と 一： ム ふこと になる ので ある (雅 各窨 二の 十)。 若し 律法 は 殺す 者な りとの バウ 口 の 一 W にして a; 理 である. 

とすれば、 馬 太傳に 由て 傳 へられた るィ H スの 敎訓は 古き モ ー セの 律法に 優 さりて、 

もろは つるぎ  ふしん、  わか  おら ひ こゝ ろざし みわく 

刃の 劍 よりも 利く、 靈と魂 また 關 節と^ 髓 まで 职 し^ち， 、七の 意と 志 とを鑒 察る もの 

であるの であ る (希 伯 來書四 章 十 二 節)。 

玆に 於て 主に 馬 太傳を 以て 養 はれた る 信仰の 如何なる 者で ある 乎、 共 事 を 知る に 難くない ので ある。 

馬 太傳 はより 高き モ ー セの 律法 を傳 ふる 者で あるが 故に、 之に 由て 養 はれし 信者 は 律法の 嚴.. 汁 者た る 

をせ かれない ので ある。 

汝 等の 義 にして 學 者と パリ サイの 人の 義に 勝れす ば汝等 は必す 天圃に 入る こと 能 はす 

と あるが 故に (五 章サ 節)、 信者 は パリ サイの 人 以上の 義人と ならん と 欲して、 聖き 全き 律法の 實行を 
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n  iffi  fi  %  0 お  二 だ 二 

.勉 むる ので ある。 H;^! れ 誠に 賞むべき こと、 獎勵 すべき ことで ある は 一一 u ふまで もない。 者 は-止 凝の 實. 

行に 於て パリ サイの 徒の 背後に 落ちて はならない。 

然しながら 律法 は 如何に 高き 者と 雖も 律法で ある。 而 して 律法 はパゥ a の 首 ひしが 如く 「肉の 故に 

？；：ぉ く」 ある (羅 £5 畨 八の  一一 一 )o 雜法は 弱き 人が 守らん と 欲して 守り 通う せる 者で ない。 然り、 ^法 はや 

く あれば ある 程 之 を 守る に 難い ものである。 而 して モ ー セの 律法で すら 之 を 守る に 難い 者が、 之に S 

さ る の 法 を 完全 に 守り 得 やう 害 は 無い ので ある。 我等 は 救 はれん がた めに は 律法 以外の 或 物 を： 耍す 

るので ある。 若し ィ H ス がより 高き 律法 を宜 布す るに 止まりし ならば、 我等の 救扬は 前よりも 更らに 

一^ W 翁に なった ので ある。 而 して ィ H スの幅 音 を 馬太傳 丈け に 解して 我等 は此 困難に^る ので ある „ 

卽ち 我等 は パリ サイの 人 以上の パリ サイの 人と 成り 易く あるので ある。 自己 を責 むる に更 らに嚴 格に- 

隨て 他人 を狗 くに も更 らに峻 酷に、 身に 於て 缺 くる 所な からん と 欲する のみなら す、 心に 於て ー點の 

汚^ を W めざらん と 勉めて、 我等 は 自他 を 潔う せんた めに 孜々 勉ロも 亦 足らざる の狀 態に 陷 るので 

ある。 鼓に 於て か 自由の 福音 は 束縛の 律法と して 存し、 我等 はィ H スの 弟子と 成る も 身に 快活 を感す 

る こと 尠 なく、 心に 寛容の 念 乏しく して、 福音の 恩惠を 僅かに 消 極 的に のみ 感じて、 之 を 枝 極 的に 味 

ひ 5；：! ない ので ある。 主に 馬 太俾を 以て 養 はれて 我等の 信仰 は sKii し = ^く ある。 基督 信者と 稱 せらる- 

人の 屮に戰 々兢々 として 薄氷 を践 むが 如きの 感を 以て 僅かに 北ハ 微かなる 信仰 を 維持す る^の 多き は、 

其 原 闪 を 馬 太 傳多讀 の 害に 歸 せざるを得ない。 

然しながら 馬 太 傅の みが 唯一 の 福 昔で はない。 祌は之 を！ if ふために 他に： i 昔 を 備へ給 ふた。 可俾 

が ある、 路加 傅が ある、 約 翰 傅が ある、 羅馬 書が ある、 林 多 前後 書が ある、 化れ ル = な 馬 太傳义 は 共. 


れと：！：^^類の書なる雅备書とは全く^の方面ょりィ H ス と共敎 3:: を觀 たる 書で ある。 我等 は 聖書 全體 

の 立 51- より ィヱ スを觀 なければ ならない。 然ら ざれば 彼 を 誤解す るの 虞が ある。 而 して ィ H スを 誤解 

し て 我等 は 自己 を 誤解し、 長く 誤謬 の 迷路に 彷徨し て 無益 の 苦悶 を繼 核す る の 愚を演 する の で あ る。 

而 して； it 太 傅の 缺を怖 ふに 最も 力 ある 者 は 路加 傅で あると E 心 ふ。 路加 傅 は 馬 太 傅と は 全く 違った る 

方面より ィ H スを觀 i^. かした る 書で ある。 馬 太 傳がィ H スを ユダヤ人に 紹介 せんとし たに 對 して、 路加 

傅 は！ I じ 事 を ギリ シャ 人に 爲 さんと した。 隨て馬 太 傳は囘 顧 的で あるに 對 して 路加 傅 は 前進 的で ある 。- 

馬 太 傅 は 律法 的で あるに 對 して 路加 傳 は預霄 的で ある。 馬 太 傳は國 { 水 的で あるに 對 して 路加 傅 はゅ界 

的 人類 的で ある。 ルカ 自身が 異邦人で ありし が 故に 彼 は マ タイと は 全く 違った る 眼 を 以て ィ H スと共 

事^と を觀 たので ある。 路加 傅に 現 はれた る イエ スは馬 太 偉に 現 はれた る 彼れ と は， 服 人の 感 がする。 

隨て 路加 傅に 由て 養 はれて 我等 は、 馬 太傳に 由て 養 はれた ると は、 全く^ 種の 信者と 成る ので ある。 

一、 路加 傅 は 詩的で ある。 其 第一章に マリヤの 讚美歌が ある。 之に 次いで ザ カリヤの 頌歌が ある U 

天使は，欲を以て|,^子の誕生を牧羊者に吿げ、 シメ オン は 歌 を 以て 彼 を s^, 殿に 迎 へた。 其 文體に 於て 路 

加 傳は遙 かに 爲太傅 以上で ある。 然り、 ルナン は E ふた 「路加 傳は 人に 由て 記 かれし 書の 屮で 最も 美. 

くしき； である」 と。 

一一、 路加 傅 は 女性的で ある。 馬 太 傅が ヨセフ に 重き を！ くに 對 して 路加 傳は マリヤに 市. きを^い て. 

居る。 Bit 太 傅に 在りて は聖子 降誕の 吿知を 蒙りた る 者 は ヨセフで ある 二 章 二十 節 a 下〕。 路加 傅に 在 

りて は 天使 は 直に マリヤに 臨んで 彼女に 此 慶事 を 傅へ た。 系 を 重んぜし ユダヤ人 のために^ かれた 

る H.^ 傅 は ョ セ フの 系統 を 摘げ、 女性 を 重んぜし ギリ シャ 人の ために 書かれた る 路加 傅 は マリヤの 系 
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統を 明らかにせん としたら しく ある。 玆 處に此 事に 就て 詳細 を 語る こと は屮： 來 ない。 然し 路加 傳の馬 

太 傅に 比して 全體に 女性的 なること は 聖書 研究者の 齊 しく 認 むる 所で ある。 

一二、 路加 傅 は； i 昔 的で ある。 此點に 於て 路加 傅 は 著る しく； Sit 太 傅と 違 ふ。 路加 傳に馬 太 傅の 法的 

なる 所 は 甚だ 齡 ない。 路加 傳の 示す ィ H スはモ ー セ 律の 革新 を 目的と して 世に 現 はれた る 者で はない。 

も； i ら 

彼はモ ー セ の 裔し得 ざり しもの を齎 して 世に 臨んだ る 者で ある。 

よろこび .Hi づ， S 

我れ 萬 W にか i はりた る大 なる 喜 の 音 を汝 等に 吿ぐ べし、 夫れ 今日 ダビデの 村に 於て 汝 等の 

ために 救 主 生れ 給へ り、 是れ 主なる キリスト なり、 

と は 大使が 牧羊者に 吿 げし 言 辭 である。 兹に 神の 攝现に 於て 新 事業が 創始った ので ある。 人類 は玆に ■ 

新たに 始祖 を 得た ので ある。 第二の アダムが 生れた ので ある。 パゥ a の 言 を 以て 曰へば 玆に r 舊は去 

りて 离物 皆な 新ら しく 作」 つたので ある 23 林 多 後書 五の 十七〕。 路加 傳の傳 ふる 所に 從 へば 基督 敎は猶 

太 敎の後 を 受けて 之 を 完成 せんた めに 出た 者で はない。 基督 敎は 猶太 敎に 代るべき 者で ある。 某督敎 

が m て 猶太 敎は不 W に 成った ので ある。 

に- うむ ャこ .；』 ：レ へ 

路加 傅の 精神 を 最も 善く 傳 ふる 者 は 其 第 十五 章で ある。 有名なる 放蕩 子の 比喩 は 路加 傳の 眞髓 と稱. 

すべき ものである。 玆に 神と 人間との 關 係が 能く 示して ある。 同時に 叉 神の 如何なる 者で ある 乎が 明 

かに 示して ある。 而 して 叉 人 は 如何にして 神に 救 はる 、乎、 其 事 も亦瞭 かに 敎 へられて ある。 放蕩 子 

は 其行爲 に. a て 救 はる &の ではない。 單に 父の 愛 を 信す るに 由て 救 はる、 ので ある。 放蕩 子 は 罪の 身 

ちと 

其 儘 を 父の 許に 持來 りて 其の 信顿 心に 由て 救 はる &の である。 而 して 叉 父に 在りて は 其 子が 斯く爲 さ 

んことをび一!|んで.^:^まなぃ のでぁる。 父が 其 子の 救 はれん こと を 望む 其 情 は 子が 自 から 救 はれん と 欲す 


る 情よりも 遙 かに 切なる ので ある、 

其 父、 彼 を 見て 偶み 趨り往 き 其 頸 を 抱きて 接吻し 云々 

と ある (二十 節〕。 是れが 父が 其 迷へ る 子に 對 する 情で ある。 而 して 是れが 又 神が 迷へ る 人類に 對 する 

情で あると 路加 傅の ィ H スは敎 へ 給 ふたので ある。 路加 傳は 神の 無條 件の、 全然 恩惠 的の 赦免 を 傅へ 

る。 路加 傳の傳 ふる 神は嚴 格なる 立法者で はない、 又 刻薄なる 裁 刺 人で はない。 慈愛の 父で ある、 ゆ：：^ 

大 なる 君で ある、 親しむべき、 近寄り. 易き 人類の 友で ある。 

霄 ふまで もな く 路加 傳の傳 ふる キリスト は 使徒 パゥ 口の キリスト である 。バウ 口 が 其 書翰に 於て 三 

度 「我が 福 昔」 と 言 ひし は 路加 傳を 指し て 言 ふたので あると は 古代より 註解 者 の 唱へ來 りし 所で ある 

(羅 sfi 曰 二の 十六. 仝 十六の サ五、 提摩太 後書 二の 八)。 バウ 口の 路加 傳に 於け る は ヤコ ブの馬 太傳に 於け る 

が 如くで ある。 若し 路加 傅 を バウ n の 福 昔 書と 稱 ふこと が 出来るならば 馬 太 傳をャ コブ の； i 音 W と稱 

ふこと が 出来る。 信仰の 稱讚 者と 行爲 の稱揚 者、 福音の 唱道 者と 律法の 宣傳 者、 二者 は 全然 其 资質を 

異にして 各自 能く ィ H スの 半面 を 代表した ので ある。 

故に 信者が 馬 太 傳を讀 むが 如くに 路加 傳を讀 むと せん 乎、 其 情 性、 共 信仰が 全く 一  變 する こと は 曾 

ふまで もない。 路加 傳を 以て 養 はれて 我等 は 端厳 一方の 信者と 成る 虞 はない。 路加 傅 は 我等 を i£ しく 

する、 自由にす る、 寛大に する。 自己に 省みて 其 汚據を 歎く に 止めす して、 神 を 仰ぎて 其 愛を樂 まし 

む。 路加 傳は 我等 を 畏縮せ しめない。 我等 を 伸張す る。 我等 をして 已れに 足らし めて 他 を 精く に寬大 

厶厶 <"0 厶厶厶 AAA 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶<3  厶厶  <1厶<1 厶厶  <1<3 厶厶 △ 厶厶厶 <3 

ならしむ。 路加 傳を 以て 養 はれて 今 口の 基督 敎會の 如き 冷淡、 刻薄、 殆んど 小 地獄の 觀 あらしむ る 制 

<IA 厶 △△△△△△△ 

度の 起り やう はない。 
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elissB^SKW"  二 五六 

勿論 馬 太 傳多讀 の 害が ある やう に 路加 傳多讀 の 害 も あら ふ。 聖愛は 愛情と 變じ 易く、 寬容は 放縦と 

化し 易く ある。 我等に 路加 傳 と共に 馬 太 傳を讀 むの 必要が ある。 然しながら 最も 大 なる 者 は 愛で ある 

が 故に、 愛 を 某-礎と する 路加 傳は義 を 根本と する 馬 太 傅よりも 大 なる 喾 であると 思 ふ。 キリストの 幅 

音 の 髓 はより 明，：：： に 路加 傅に 於て 示されて ある。 基督 敎と首 へば 馬太傳 であるより は 寧ろ 路加 俾で 

ある。 若し 或る 非常の 場合に 處 して 聖書 中 唯 一 の 書を擇 ぶべ く餘 儀な くせら る V ならば、 < ^輩 は 勿論 

太 傅 を 措て 路加 傅 を 揮ぶ 者で ある。 

^に 我等 口 本人に 取りて 路加 俾は 最も 解し 易き 書で ある。 其史譚 的なる と、 詩歌 的なる と、 人 的 

なると は强く 我等の 特性に 訴 へて 我等 を し て 之を感 賞す るに 甚だ 易から しむ。 余 は 特に：：： 本人の 幅 音 

書と して 路加 傳を 余の 邦人に 推薦 せざるを得ない 者で ある。 


懐胎の 告知 

路加 傅 一 章 一 一十 六 1 三十 八 節 (改譯 ) 

此れより 六ケ H: に當り ガブリエルと 云 へ る 天使 神より ナザレと 云 へ る ガリ ラャの a に 在る ダビデの 

ふ 氷の 者なる ヤコ ブと 名け たる 入に， 聘定 けせられ たる 處 女の 所に 遺されたり、 共處 女の 名 は マリヤと 云 

へり、 天使、 彼女に 來り 日 ひける は、 


芽屮 いたし、 惠 まれし 者よ、 主、 汝と 偕に 在す。 

と、 處 女^た く 其 言を訏 り、 その 問 安 は 如何なる 事なる ぞと思 ひ めぐらせり "大 使 彼女に； 1 ひける は" 

灌る、 勿れ、 マリヤよ、 

汝は 神に 在りて 惠を 受けし 也、 

g_ よ、 汝 孕みて 男子 を 生まん、 

其 名 を イエスと 稱 すべし、 

彼は大 なる 者と なる ベ し、 

叉 『至上 者』 の 子と 稱 へらるべし、 

主な る祌は 彼に 其父ダ ビデ の 位 を 賜 ふべ し、 

彼は窮 なく ャ コブの 家 を 治む ベ し 、 

而 して 彼の 治世に 終な かるべし。 

ャリャ 天使に 曰 ひける は 

我れ 未だ 夫に 適かざる に 如 M にして 此事 あらん や。 

夭 使 彼女に 答へ て 曰 はく、 

i ゃ靈 汝の 上に 臨むべし、 至上の 能 汝を 庇ぶべし、 是 故に 生まる k 所の 聖 なる 者 は 神の 子と 稱 

へらるべし、 視ょ、 汝の 同族 エリサべ ッ、 彼女 も 亦 其 老年に 於て 男子 を 孕めり、 石 婦と稱 へられ 

し 彼女に 此事 ありて 旣に六 ヶ月に 及べり、 そ は 神に 於て は 能 はざる 事なければ 也。 

やリャ HI ひける は、 

S3 胎の 告知  二 五 七 
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視ょ、 我 は n だれ 中： の 使 女な り、 汝の  一一 H へる 如く 我に あれ かし。 

1?| に 於て 天使 彼女 を.^、 れり。 

マリヤの 讚美歌 

路加 傳 一 章 四十 六 節より 五十 五節まで 

キリスト は 勿論 ヨセフの 子でなかった。 然れ ばと て 彼 は 亦 マリヤの 子で もなかった。 マリヤ を稱ん 

で 「我が 主の 母」 と 云 ふたの は H リサべ ッの 迷信に 因った ので ある (路加 傳 一章 四十 一： 一節)。 キリストの 

屮 H 生 は ヨセフに 何の 干與が 無かった と 同じく 亦 マリヤに も 何の 干與 がなかった。 故に 後に 彼女が 彼 を 

彼女の 子と 思 ふて 彼に 或る 事 を 命じた 時に、 彼 は 明白に 彼女に 告げて 曰 ふた、 

婦ょ、 汝と 我と 何の 干與 あらん や (約 翰 傳ニ章 四 節) 

と。 眞、 に マリヤ は 人と して は キリストに：！： の關係 もなかつ たおで ある。 彼女 は 彼の 母で あるより は -Ih 

しもめ  V れ 

. ろ 彼の 婢 であった。 故に 彼女 も 後に 此事 を覺 つて 自 から： 子の 群に 加って 彼を拜 した (使徒 行傳 丁； N. 

十 四 節 を よ〕。 

斯 かる 次第で あれば 普通の 意味に 於て マリヤが キリス トを 生んだ と 一 K ふこと は 出来ない。 彼女 はキ 

しもべ しもめ 

リスト 出生の 機械と して 神に 使 はれた まで 5- ある。 其點に 於て 彼女 は 神の 他の 僕婢 等と 少しも 異らな 


かった。 彼等 はすべ て 己の 意志 を 行 ふに あらす して、 神の 聖 3 曰 を爲す 者で ある。 然 り、 爲さ しめらる 

る 者で ある。 祌は マリヤ を 以て 共 子 を 世に 遺し 給 ふたので ある。 彼は眞 に肉體 に^て 生れた ので はな 

い、 聖靈に 由て 生れた ので ある。 故に 天使 は 彼女に 告げて 曰 ふた、 

0  0  き. U  いと. U か もの  お ほ  •  }^  , 

聖靈汝 に 臨る、 至上 者の 大能汝 を 庇 はん、 此 故に 汝が 生む 所の -なる^ は 神の ザと 稱 へらるべし 

(路加 傳 一 章 三十 五節) 

と。 路加 傅の 始めの 三 章に 聖靈 なる 言葉が 十二 囘使 はれて あるの を 見ても、. 記者が 如何に キリストの 

出世に 就て は 此聖靈 の 力に 重き を 置て 居った か^ 判明る。 キリスト は 特に^ 靈の 子であった ので ある- 

故に 兹に 研究 せんとす る マリヤの 讚美歌なる 者 は、 M だれ は 彼女が 救^ 屮： の 母た る の 名 譽に與 つ た 故 

に、 共歡 喜の 餘り 彼女の 口より 溢れ出た る もので はない。 斯 かる 事 は謙遞 なる 彼女に 取りて 思 ひも 寄 

ら ざる ことであった。 彼女 は兹に 彼女が 祌の聖 3n を爲 すため の 機械と して W ゐられ し を歡び 感謝 の 餘 

り此 讚美の 聲を 揚げた ので ある。 故に 彼女 は 曰 ふた、 

我 は是れ 主の 使 女な り、 汝の言 へ る 如く 我に あれ かし (一一 一十 八 節) 

おとめ,..)、 ろ  わきいで  きょ 

と。 是は 神の 選 擇に當 りし 時の 感謝の 首辭 である。 處 女心より 湧出し 最も 聖き 感謝の 一一- := 辭で ある。 

我心 は 主 をせ； -め まつる、 

我 靈は我 救 主なる 神に よりて 喜ぶ、  . 

. 撒 母 耳 前書 一 一章 一 節に ある H ル カナの 妻ハ ンナの 歌に 

我心 は エホバに よりて 害び、 

マリヤの S 一美 欧  二 K 九 
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我灼は ェ ホバ によりて 高し 

と ある。 マリヤの 歌 は ハンナの それに 似る も 其 意は遙 かに 深く して 変い。 「我心」 とい ひ、 「我 靈」 

と 云 ふ。 心の 衷 より、 精神 を 籠め て 主 を め まつる との 意で ある。 「角 は 高し」 と は 「世に 向て 誇る 

を 得べ し」 との 意で あるが、 マリヤ は謙遞 にして 「我 救 主なる 神に よりて 喜ぶ」 と 曰 ふ。 「救 主」 と 

は此 所に 於て は 敵より 救 ふ 者の 意で あるが、 敵に 對 して 一 百 はすして、 敵の 手より 救 ふ 神に 對 して 言 ふ 

は 奥ゆかし くも あり 亦 優 さしく も ある。 niw  (讚美) め まつる」、 「喜ぶ」、 此歌は 其 端より 感謝の 

歌で ある。 

彼 は 其婢の 卑賤 を眷 顧み 給 へ り、 

； g よ、 ケ より 後、 萬 世まで も、 

人々 我 を 惑 まれし 者と 稱 へん  ) 

感謝の 理由 は是 である。 主なる 神 は 彼女の ギ賤 きに も關 はらす、 却て 彼女 を眷 顧み 給へ りと。 イス 

ラエルに 彼女の 外に 多くの 婦女子が あった。 綺羅 を 被ぐ 者 は 王の 宮殿に 在った。 書に 精し き^は 敎 

師の衆 庭に 在った。 然るに 是等を 簡び給 はすして 大工 職工の 妻た るべき 地-似な き才 なき 彼女 を 搾らみ 

給 ふた。 特に 感謝すべき は此 事で ある。 視ょ、 今より 後、 萬 世まで、 人々、 我 を * 然り、 此 碑^し き 

婢 なる 我 を 祌に惠 まれし 者と 稱ふ べしと。 處女 マリヤの 美質 は 其 謙遞 にある。 神が 特に 彼女 を 簡み給 

ひし は 彼女の 此 美質に W るので ある。 後 の； 術 〔永 は 常に 彼女 を现 想の 美人と して 畫 かんとした。 ^ 

し 彼女の 美 は 決して 外形的でなかった。 マリヤ は實に イスラ H ルの现 想 的 51 人であった" 使徒べ テロ 


の 言なる 

汝 等の 妆飾は 髮を辮 み、 金 を 掛け、 叉 衣 を 着る が 如き 外 * 向の 妝飾 たるべ からす、 た 心の 巾の 隱 

れ たる 人、 卽ち壤 る 事な き 柔和に して 靜 かな る 靈を以 て 妝飾 とす ベ し r 彼 得 前書 三 章) 

と ある は 多分 マリヤ を, 範 として 曰 ふたので あると 思 ふ。 「柔和に して 靜 かなる 靈 」、 是れが マリヤ 

であった。 神 は 此靈を 嘉し給 ひて、 彼女 をして. お 人と して 與 かる を 得べき 最大の 榮 譽に與 からしめ 給 

ふたので ある。 

大能^ は 我に 犬なる 事 を 成し 給へ り、 

其 名 は 架し！ 

も は 7.  -* 

其 憐偶は 骨々 彼 を畏る 、おに 及ばん。 

r 大 なる 事 一 K々」 奇 ぎなる 事を爲 し！^ へり、 奇跡 を 行 ひ 給へ り、 モ ー セを 以て イスラ H ルの ため 

に エヂ ブトん の 前に 爲し給 ひしに 等しき 赛、 人の 爲す能 はざる 事、 一大 使が 彼女に 告げて 「そ は 祌に於 

て は 能 はざる 事なければ 也」 と 言 ひし 事 0 一一 十七 節) は實 際に 彼女に 於て 行 はれたり、 io 〇 「其 名 は 

聖し」 感嘆 の 意 を 強めて H ふ。 驚く ベ き聖 業、 fs. 美す る の 外な しと 云 ふが 如し。 C. 「其 憐憫 は 云 々 」 

詩篇 第 百三篇 十七 節の 言 辭 である、 

M ホバ の 憐簡は 永遠より 永遠まで H ホバ を る、 者に 至る。 

憐偶は 貧^と 弱者と に 臨む 恩寵で ある。 〇「 畏る」 は恐權 ではない、 肅ん で服從 する の 意で ある。 

〇「 永遠より 永遠まで」 神の 恩寵に 常に 變化 はない。 彼を畏 る、 者に は 常に 降る。 ^も 雨う であつ 

マリヤの a 美 歌  二，： ハ 1 
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た、 今 も 爾 うで ある、 後 も 必す爾 うで あら ふ。 

彼..^ 其 腕 を 以て 大能を 現 はし 

高慢る 者 を 其 心の 計略 を 以て 散らし 

是れ より 以下 三 節に 渉りて マリヤ は イス ラ H ルの歷 史に顯 はれし 神の 聖業を 記念して 其 德を頌 め 奉 

つた。 〇 「其 腕 を 以て 云々」 詩篇 第 八十 九篇十 節に 一； ムふ、 

汝、 己の 敵 を 力 ある 腕 を 以て 打 散し 給へ り- 

と。  邦語に て 「腕 を 振 ひて」 と 云 ふに 等し。 特に 其 時、 力 を 出して との 意で ある。 〇 「大能 を 現し」 

奇 しき 跡 を 行 ひ 給へ り。 埃 及 王の 逐擊軍 を 紅海の 底に 沈めし 類。 イスラ H ルの 歷史に 神が 異能を 現し 

すく ひいだ 

て 選民 を 其 敵の 手より 救出し 給 ひし 例 多し。 〇 「高慢る 者 云々」 H ホバは 大能を 現 はし、 起て 選民 

を 撃たん とせし 其 勁敵 を 挫き、 坐して 之 を 侮る 者 (高慢る 者の 意) は 其 心の 計略 を 以て 之 を 散らし 給 

へりと。 詩篇 第. K 簏 十六 節に 曰 ふ、 

M ホバは 己 を 知らし め 審判 を 行 ひ 給へ り 

悪しき 人 は 己の 手の 業なる 羅に 摧れり 

と。 又 箴言 五 章の 二十 二 節に 曰 ふ 

惡者 はお のれの 想に 擄 へられ、 その 罪の 繩に繁 がる 

と。 神 は 高慢る 者 を 罰し 給 ふに 方て 常に 此方 法 を 採り 給 ふ。 卽ち 彼等 をして 北 (俗 卜 世智を 以て 已を縛 

り、 己 を 亡 さしめ 給 ふ、 自繩 自縛の 災害に 陷ゐ らしめ 給 ふ。 


權 ある 者 を 位より 下し、 

卑しき 者 を 上げ、 

約 百 記 十二 章ト 九， 節に 曰 ふ、 

祭司 等 を裸體 にして 擄へ 行き， 權カ ある 者 を滅し 

と。 同じく 五 章 十 一節に 曰 ふ、 

卑しき 者 を 高く 擧げ、 

憂 ふる 者 を 引 興して 福なら しめ 給 ふ 

と。 祭司 H リの 子等 を 魔して サム H ル をして 之に 代らし め、 サゥロ を ii:! より 下して ダビデ をして 之に 

卽 かしめ 給へ り。 使徒 ヤコ ブは此 等の 事 實的敎 訓を總 括して 曰へ り、 

神 は 驕傲 者 を み、 謙卑 者に 恩寵 を 施し 給 ふ 

と (雅各 書 四 章 六 節 〕0 

飢えた る 者 を 美食に 飽かせ 

富める 者を签 しく 還らせ 給へ り。 

飢えた る 者 来れば 美食 を 以て 之 を 飽かせ、 富める 者 來れば 何物 をも與 へす して 之 を 還らせ 給へ りと- 

詩篇 第 百 七篇九 節に H ふ、 

エホバ は 渴き慕 ふ靈魂 を 足ら はせ、 

マリヤ S  S3 美 歌  二 六 2 


飢えた る靈 魂を嘉 物に て 飽かしめ 給 ふ 

と。 Jn: 女 ルツの 如き 其 一例で ある。 飢えた ると は 飢え 渴く 如く 心に 義を慕 ふ 者で ある。 富める と は 其 

富を顿 みて H ホバ を 畏れざる 者で ある。 貧富 の^は 其 源 は 謙 EI の^で ある。 

以上 は歷 史的 專{ 莨で ある、 又 人生 日常の 實驗 である。 人.'、 處女 マリヤに 特殊の 恩惠の 臨みし も亦此 

天道に 準じて 5- ある。 神が 選 ！}i- を 其 塗炭より 救 はんがた めで ある。 高き をド し、 低き を 上げ、 飢えた 

る を 飽かせ、 充 ちた るを虛 しく せんがた めで ある。 マリヤに 現 はれし 祌の大 能 は 彼女 一. に 限りて 現 

はれた ので はない。 是れは 選！ £^ の 歴史の 連績 である。 之に 類した る 事 は 前に も 幾度と なくあった。 故 

に 八.'、 之 を 彼女の 身に 赏驗 して、 彼女 は敢て 之を怪 まなかった。 彼女 は 組 先の 歷史に 鑑みて、 彼女に 

臨みし 奇跡 を：！ じた。 

しらべ  . た 1* 

彼 は 其僕ィ スラ H ル を 抉け 給 へ り、 

I. ルれ アブ ラ ハ ム と 其裔に 

我等の 祖先 等に 告げ 給 ひしが 如くに 

なく 憐憫 を 忘れ ざらん が ためなり。 

r^」 .；}^ 奴で ある。 愛情 を 含めた る 語で ある。 〇 「扶 け」 支持し給 へり、 校ひ給 へりと云ふに均し。 

^！^に负ふの意にして保育撫愛の意を含む。 〇 「アブ ラ ハ ムと 北ハ裔 云々」 イスラ H ルに 臨みし すべての 

S 惠は エホバ が 黄て ァ ブラ ハ ム に 爲し給 ひし 契約に 應 はんため である r 創世記 二十 二 章 十七- 十八 節 )o 

然れど 我 僕 イスラ H ルょ …… 我れ 誠に 汝を 助けん、 誠に 我が ii^ しき 右 \f、 汝を支 へん r 以赛亞 s 十 


一章 八、 十 節)。 

其 憐润を イスラ H ルの 家に 向 ひて 記念し 給 ふ (詩篇 九十 八 三 節 )o 

汝、 昔の n、 我等の 先祖に 脊 ひたりし、 その 眞實を ヤコ ブに賜 ひ、 憐 簡をァ ブラ ハ ム に Eg はん 

(. 米 逸書 末 章 末節」。 

とこし へ めぐみ 

グ ビ ヂ と 其 裔に永 遠 に 恩惠 を 施し 給 ふ (撒 母 耳 後書 二十 二 章 末節 )o 

マリヤ は獨 りきめて 此 讚美歌 を 作 つたので はない。 古 き §^.:書 の 言 を藉り 、 之 を 以て 己が 感謝 を 表 はし 

たので ある。 彼女 は 平民の 娘で あつたが、 イスラ H ルの. 冢 庭に 成育し 者と して 養く 書の 首 葉 を 暗誦 

ん じて 居った。 故に 卽 座に 之を綠 りて 此美 はしき 欲 を^へ たので あると S ふ 0 

ダ 0 

^ 我心 は 主 をせ &め まつる、 

^ 我 靈は我 救 主な る祌 によりて 喜ぶ、 

し. i) め いやしき ケ へ，.；' 

つ 4 彼 は 其婢の 卑賤 を眷 顧み 給へ り、 

視ょ、 今より 後、 萬 世まで も 人々 我を惠 まれし 者と 稱 はん 0 

^ 大能者 は 我に 大 なる 事 を 成し 給へ り 0 

其 名 は 紫し、 

^ 其 憐澗は 世々 に涉リ 

マリヤの， 還美駄  二 六；？ J 


H  SI 音 « ta 究  二 六 六 

彼 を 長る、：^ に 及ばん。 

^ 北 ハ腕を 以て 力 を 現 はし、 

レ". ？， ふるもの  はかりつ- i 

傲 者 を 其 心の 計略 を 以て 散らし 

'OV.H*«^.b.-^  -, やしき，， 0 の 

權 者 を 位より 下し、 卑 者 を 上げ 

i めろ もの 

お 飢 者 を 美食に 飽かせ 富者 を 空しく 還らせ 給へ り。  - 

^ 共 家僕 イスラ H ルを扶 け 給 ヘリ、 

i 二し へ  ナる 一 

永久に ァ ブラ ハ ム と 其裔に 

一：？ 我等の 祖先に 告げ 給 ひしが 如くに 

其 恩惠を 忘 れ ざらん が ためなり。 

^に 深い 歌で はない。 然し 天眞 有の 儘で ある。 「マリヤ 闩 ひける」 と あれば、 歌 ふたので はなく し 

て、 心に 念じた ので あらう (四十 六 節 )o 彼女の 親戚 エリサべ ッが 「聖 靈に滿 たされ 大聲に 叫び 闩 ひけ 

る は」 と あると は 全く 趣き を 異にして 居る。 マリヤの 讚美歌と は 云 ふ もの、 實は 彼女の 默 想であった- 

然ら ざれば 彼女の 低吟であった。 之 を 詩人の 作った 歌と 見て 其 眞意を 解す る こと は 出来ない。 其 歌な 

る 所以 は 其 意に おて 共 文に 於て 無い。 すべての 眞情は 歌で ある。 マリヤの 處 女心 を 動かせし 情、 それ 

が此 歌なら ざる 優れたる 歌と なって 現 はれた ので ある。 


人生に 悲痛 多し。 之. に 友人の 疑 察と 裏切と あり。 之に 死 あり、 愛別 あり。 其 義人 は 惡相を 以て 顯は 

れ、 其 惡魔は 天使の 如き 貌を 以て 世に 臨む。 圃民 相互に 食み、 同胞 相互に 虐ぐ。 干戈 絡 ゆる 間な し。 

詐欺^ 弈は 曰々 の S 來事 なり。 誰か 云 ふ、 人生に 喜樂 多し と。 耳 を 土に 附 けて 閜 けよ、 寡婦と 孤兒 と- 

が 天に 向て 訴 ふの  聲は 地の 極より 極まで 達する に 非す や。 

天道 は 是か非か。 人生 は 悲か歡 か。 哲學 者の 解明 賴 むに 足らす、 詩人の 夢想 はへ：： て ども 就ら す。 閣 

黑 四面 を掩 ふて 天上 天下 一 點の 希び K を 留めざる が 如し。 

然れ ども 余 は 失ば-.: せざる なり。 光明 は旣に 世に 臨みたり。 改造 は旣に 始まれり。 濁 まの 掃 鎮は旣 に 

北ハ 端緒 を 開かれて、 天國は 日々 に 此^に 近き つ i あり。 

千 九： C 年 餘の昔 、 ユダヤの 山地なる べッレ ヘム 附近の 牧場に 於て、 貧しき 牧者の 一群が 羊を牧 ひつ 

つ ありし 時に、 主の 榮光は 四 近を充 し、 天よりの 聲 あり. て 曰く 

最高き 所に は榮光 神に あれ 

地に は 平安、 人に は恩澤 あれ 

< ^は 今 少 しく 天使 の 此肯 に 就て 余の 註解 を 試み ん と 欲す。 

ei 誕告. S の 解  二 六 七 
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"：.!.;^ 责に ダビデの 裔 にして ヨセフの 子なる ィ エス の 降誕 を吿 知せ し 天使の 聲 なりし。 排難^ は 云 は 

ん、 ： 大使に n なし、 彼れ 如何で か 聲を發 する を ？：： ん やと。 然れ ども 祌其 S まお を 人に 傅 へんと する に 方 

て 彼は必 しも 盤 昔 を發 する の 要な し。 祌は靈 なれば 彼 は 直に 人の 靈に眞 现を傅 ふる を 5$ るな り。 此架 

き 夜に 於て 牧者が 受けし 天よりの 吿知は 客 觀 的たり しか 主 觀 的たりしかは-^！ぃ入の深く探究するの 

要な きなり。 

要は 吿知其 物 の 意を尋 るに あり。 是れ實 に 驚く ベ き ilc 知たり しなり。 是れ實 に 無意味 の せ 知 に は 

あら ざり しなり。 cli- れ實に 人の 捏造に よりて 成り 5^ る 者に あらざる なり。 如何にして 牧者が 此！^ に 接 

せし や は科舉 卜-の 問题 として ：！^ す るな らん も、 其 量 るべ からざる 深遠 の 意味に 於て； 人 は 確かに 其：. K 

よりの. 湾な りし を 知る をお るな り。 

キリ ストの 出生 は實に 入. 類の 歷史に 於け る 最大の 屮： 來卒 なり。 彼が 此 世に 臨り しが 故に 人生 は實に 

ー變 し、 且つ ー變 しつ k あり。 總 ての 善き 事 は 彼の 敎訓と 生；^ とに 依て 人類の 中に 注入せられ、 閒黑 

は 彼の 前より 小一り、 惡と 苦痛と は 彼の 感化に 依て 減少し つ-あり。 人 は 彼の 祌の 子た る を 信じ 能 は 

ざらん。 然れ ども 何.^ も 彼の 事業 を 疑 ふ 能 はす。 天 使 は 實に此 き 夜に キリストの 架 業の 3； たる か を 

:5fC げしな り。 

天 上 に は榮光 神に あれ 

rMi^ と 高き 所」、 勿論 神の 在す 處を意 ふなり。 ュ ダャ 人の E わ 想に 從 へ ば 一大に 三階 ありて 神の ^は 共 

最高 所に ありし との 事 なれば、 或は 北ハ 意味に て 斯く傳 へられし ならん。 天 は 地 ™^-tf 上、 叉 は 天文 學上 

那邊に 在る ものなる や、 £ だれ 勿論；^:: 人の 知る 所 にあら す。 


然れ ども キリストの 降^に 依て 天上に 於て は榮 光の 祌に歸 する は 明かな り。 祌は 宇宙 物 を 造りて 

よ；  らろ/ >>-G てん  お； -u」 ら  みて わざ 

之 を と觀 給へ り。 諸 天 は 神の 榮 光を顯 はし、 弯蒼はその手の事を示すとなり(詩篇十九篇 一節)。 空 

のロ^^^と野の花と、 rtl と獸 と^ 行者と は 神に 榮光 を歸 せざる はなし。 然れど 神の 最も 大 なる ェ はんに し 

て、 んの 中に 最も 大 なる 者 は キリスト なり。 神の 造り 給 ひし ものにして 英雄 偉人 烈婦 潔士 ほど 祌の榮 

たを顯 はす もの あるな し。 キリストに して^に 降り 給 は ざり しならん か、 造化の 惮業は 値 かに^ば 比： 

功 を ij^ 、せし に 止て 神 は 朱 だ 以て 神た るの 本性 を 全く 自顯し 給 ひしと 言 ふ を 得 ざらん。 野の 百 合 花 は-^:: 

ばし きも、 络 の 鳥は麗 はしき も、 物質的 造化に 一 つの 缺 くる 所な きも、 人に して 死の 恐怖 あり、 悲歎 

の熟淚 あり、 友人の 離 11 あり、 „.-^^の謀叛ぁり、 1^ 父の^ 制 あり、 獰 人の 跋愿 ありて、 造化 は 未だ 完- 

全なる ものと 稱ふを  5£  す。  然り、 人生の 完成 は 造化 最終の 目的 なれば、 此 目的に して 建せられ ざらん 

に は祌は 無益に 字 宙萬物 を 造り 給 ひしと 云 ふ を 得ん。 キリス ト 救世の 事業 は 造化の 最大 最終の 事業に 

して、 之れ 就て 祌は總 ての 榮光を 彼に 納め 得 給 ふべ し。 夭 上是 が爲 めに 天使の 讚美の 聲を 以て 響き 亙 

るに： ム-- らん。 

祌昔は 多く の lEii 刖を たし、 多くの 方を以 て w  一一  H 者に より 列 祖に齿 げ給ひ しが、 この 末 n に は 北 ハ子. 

に >i ^りて 我 に 告げ 給へ り、 神 は 彼 を 立て 萬 物の 嗣 とし、 且つ 彼 を 以て 諸の 世界 を 造りたり、 彼 

は 神の 榮の 光輝、 その |只 の眞 象に て 己が 權 能の 一一： 一口 を 以て 萬 物 を 扶持ち 我 儕の S§ の淨め をな して. H 

, 天に 在す 威光の 右に 座し ぬ (希 伯來書 一章  一、 二、 三 節)。 

「榮 たは 神に あれ」、 人に 在る 勿れ。 又 キリスト も 之 を 己に 4^ め 給 はす。 救^の 大事 11^、 彼 は 儿ハ成 

效の榮 を ゆ I な 神に 奉れり。 

»  it 知の 解  二 六 九 


キリストの 神なる の證は 彼の，： 兀 全なる 謙德に 在り。 彼れ 十-:?^ 架に 釘 けられて、 人類 悔改 の途を き. 

神と 人との 間に： する 離乖を 癒して、 彼 は 自己に 其 功 を 收め給 はす、 その 榮光を 凡て 父なる 神に 歸 

せしめ 給 ふ。 

鲁鲁 • 參 • 

地に は 平安 

灭 上に は榮 光の 神に 歸 する あれば 地に は 平安の 臨む あり。 上に 對 して は 榮光を 奉り、 下に 對 して は 

平和 を 供す、 是 を^の 知府 たり 太守た る 者の 職と なす。 地に 平和 を 来す 者 は 天に 榮光を 奉る 者に して- 

和平 を 求む る に あ ら ざれば 神の 子と 稱 へ られす (馬 太 傳五章 九 節〕。 

然れ ども 地の 平安と は 何 を 意味す る ものなる や。 是れ必 しも 戰爭の 停 息に 止らざる は 勿論な り。 基 

督敎 傳播の 結果が 終に 戰爭 の廢 止に 至る は 何人も 豫期 する 所に して、 基督 敎國 と稱 する 歐米諸 邦に 於 

て 軍 俯に 汲々 たる は 某餐の 敎訓に 全然 背戾 する ものなる 事 は 言 ふを耍 せす。 「彼等 は その 劍を 鋤に 打 

ちかへ、 その 鎗を 鎌に 打ち かへん、 國と國 と は 劍を舉 げて相 攻めす、 また 直ね て戰 爭を智 はじ」 と は 

Klw 者の 預ー百 せし 所に して、 其 終に 赛實 となりて 此^に 顯 はれん こと は、 將軍 グラントの 如き、 大砲 

製造 を 以て 世界に 有名なる ァ —ム スト 口 ング 氏の 如きす ら猶ほ 且つ 疑 はざる 所な りしと 云 ふ。 

然れ ども 平安 は單 に戰爭 の廢 止に 止ま ら ざるな り。 地の ： 午 安 は 全地 の 平安に し て 惟り 人類の 平安 に 

止まらす。 知らす、 火山 は 噴火 を 止めて 地 は 震動の 災を免 かる X に 至らん か を。 知らす、 「狼 は 小羊 

と共にお り、 豹 は 小山 羊と 共に 臥し、 _ 模、 牡 獅子、 肥えた る 〔K ぶ畜 共に 居て 小き 童子に 導かれ、 牝牛と 

わら  ちのみご 

熊と は 食物 を 同う し、 熊の 子と 牛の 子と 共に 臥し、 獅子 は 牛の 如く 藁 を 食 ひ、 ^兒は 毒蛇の ほらに た 

はふれ、 乳ば なれの-:: 儿は手 を 嫂の 穴に 人」 (以 赛亞書 十一 章 六 * 七、 八 節) る \ に 至る や を。 平安と は必レ 


も 賜 風の 停止に は あらざる べし、 波濤の 聲を牧 むる 事に は あらざる べし。 然れ ども 地 は 人の 完全なる 

發達を 侯て 始めて 完全なる を 得る もの なれば、 人類が キリストの 救^に 依て 罪の 線 練より 脫し、 其完 

全の 域に 達する に 至て、 地が 彼に 依て 發達を 全 ふす るに 至る は理の 最も^: きものな り。 しかの みな 

らす、 罪 惡は人 を 通して 萬 物に 及び、 山林の 濫伐が 洪水 を 惹起す るが 如き、 S 漁が 介 族の 減少 を來し 

て爲 めに 海中の 動 植生に 異動 を 生す るが 如き、 野に 禽鳥 を 狩り 盡 して 田 畝に 蟲害を 招く が 如き、 皆な 

人類の 道德と 天然の 現象との 間に 緻密なる 關係 ある を 示す 者に して、 人の 革らざる 以上 は 地に 災害 を 

絕 つに 至らざる を證 して 餘り ある ものな り。 保羅 曰く  • 

それ 受造 者の 切 は祌の 諸子の 顯 はれん こと を俟 てるな り、 そ は受造 者の 虚空に 歸 せらる- -は 

其の 願 ふ 所に 非す、 卽ち 之れ を歸ら する 者に 因り、 また 受造 者み づ から 敗 壞の 奴た る こと を 脫れ、 

神の 諸子の 榮 なる 自由に 入らん こと を 許されん との 望み を 有た されたり、 萬の-^.5造者は今に至る 

まで 共に 歎き 共に 勞苦 むこと ある を 我 倚 は 知る (羅馬 書 八 章 十九 I  ニニ 節) 

虐待なる も の 悉く 廢ん で 禽獸は 人に 馴れて 彼 を 恐れざる に 至らん。 奢侈 悉く 魔んで 幾犬尙 ほ 餘食ぁ 

るに 至らん。 知らす や 若し 日本人に して 悉く 酒を禁 する に 至らば 全 帝國に 一 人の 貧者の 空腹 を訴 ふる 

者な きに 至らん こと を。 米國人 にして 若し 悉く 禁酒 を實 行す るな らんに は 數年を 出す し て 共资を 以 て 

其 市府の 道路に 布く に 大理石 を 以てし、 亦 其 住民 をして 悉く 大理石の 家屋に 住せし むる に 至る を 得ん 

と。 人世より 罪惡を 取り去り 見よ、 其 病院と 裁判所と は 無用に 歸し、 共 監獄 は空屋 となり、 其藥 店、 

其 酒造 倉、 其烟草 培養の 爲 めに 使用 せらる & 何千 萬 町歩の 耕地、 其粧飾 の 過半、 然り其 政府まで も 

皆 悉く 用 無き に 至て、 人 は 住する 衆 屋の缺 乏を感 するな く、 惡意を 以てする 競 ( 命 は 4- み、 怨恨 は 其 根 
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を 絶 たれ、 萬 物 はん 類の 社會 と共に： 个 安に 歸 して、 秋の タ 落葉 地に 達して-吾人の 之 を-斗に する が 如き 

の淸 康を此 地に 於て 感す るに 至らん。 

言 を 休めよ、 是れ 詩人の 夢想な りと。 キリスト 降臨の 目的 は 之より 以下の ものに あらす" 此平安 を 

期 すれば こそ 吾人 は 日夜 祌に懇 求し つ- - 働く なれ。 其 日 は 未だ 遠き 未来に ありと 云 はん、 然れ ども： 

れ 吾人が 想 ふが 如くに 遠から ざるべし。 中： の 日 は 近し、 吾人 努力せ ざるべ けんや。 

鲁 鲁鲁鲁 き參參 

人に は恩澤 あれ 

天に は榮 光、 地に は 平安、 人に は 恩澤、 キリストの 恩惠は 三界に 達せん となり。 

「恩 澤」 と譯 せられし 原語 は 亦 「好意」 を 意味す。 恩澤と 云へば 必す 神より 來 るが 如くに 思 はる 

れ ども、 此 場合に 於て は必 しも 其 意 を 示さす。 「人に は恩澤 あれ」 と 有って 「神の」 又は 「彼の」 恩 

澤と云 はざる を 見て 此 一 句の 意義 を 少しく 變更 して 解す るの 必要 ある を感 す。 

「人に は」 卽ち 人の 中には 恩澤 あれ、 卽ち 相互に 對 しての 恩澤を 云へ るが 如し。 故に 之 を 前述の 

好意と 讀んで 意義の 更に 一 Is 明瞭なる を覺 ゆ。 神の 恩澤は 創造の 始めより 人の 上に ありし もの、 勿論 

キリス トの 降臨 を俟て 最も 優渥に 彼の 上に 下りし ものな りと 雖も、 而も 特に 此 時に 至て 下りし やうに 

解す る は 少しく 祌恩を 減す るの 感 なき 能 はす。 殊に 原語に 於て 人に はのに はは 地に はのに はとは 全く 

異 りたる 前置詞 を S ゆるに 於て を や。 

「たの 中には 好意 あれ」、 是れ キリスト 降臨の 最大 目的の 一たり しに 相 遠な し。 s 冗れ 前 句に 於て 述 

べし 地上に. 午 安 を來す *WI の 一 にして、 ん類 ii に 好意な くして 地に 平安 あるべき 苦な し。 

々は 人 を；^ とし、 同胞 相 窘め、 兄弟 相爭 ひ、 子 を 苦界に 沈む るの 父母 あれば、 民 を 苦しめ 己れ 樂し 


むの 贵 族と 政治家と あり。 行路 難、 山に あらす、 河に あらす、 た 人情 反覆の^ にあり。 W は^を 敏 

と し 黨は黨 を 敵と し、 眞现を 傳へ祌 の 仁愛 を 世 に 宜 ぶる を 以て 職と す る敎師 牧師す ら 尙ほ且 つ 北ハ s;.;^ 

の 噴 落と 失敗と を悅 ぶ。 若 し祌 の恩惠 にして 特^に 吾人々 類の 懇 求す ベ きもの あ らば、 是れ實 に 人類 

問に おする 惡 意の 取り去られて 好意の 其 場所 を 取らん ことなり。 而 して キリスト 降 世の 最大 目的の 一 

は實に人類問に^^^する此憎惡、 譲 I 敵、 措 抗の念 を 取り去らん とする にあり し。 

預言者 馬拉 基、 メシャ (救世 中：) の 真 業の 一 つなり とて 申べ て 曰く、 「彼 は 父の 心に その子 女 を 慈 

はせ、 子女の 心に その 父 を 思 はし めん」 と (馬 拉基書 第 四 章 五節 )0 是 をー讀 して 救世主の 事業と なすに 

足らす と 云 ふ 者 も あらん かなれ ど、 而 かも、 人情の 深奥に 人て、 父 は 子 を 愛する と稱 して、 實 は先づ 

自已の 便 {且 を 謀て、 子女 數十 年の 未來 を鬮ら す、 子 は 父 を 思 ふと 稱 して、 實は 外^の 孝を呈 する に 止 

て、 心に 父の 永久の 善 を 企てざる を 知て、 預言者 の 此 一一 一一 E の 能く 人類の 眞情を 穿ち しもの な る を 知る を 

得べ し。 人 は 家庭の 圏變を n: にす と雖 も、 父子 相 和し、 夫 it 相睦 み、 天 國の狀 態を此 世に 移した る 信 

賴 和平の 〔お 靡 は 天下 幾千 か ある。 人 は 同胞 を唱 へ、 同祖 を說 く、 然れ ども 妬 忌、 凶 殺、 爭鬪、 詭認、 

讒害、 毀 謗 は 同胞 問 日々 の 出来事なら す や。 名 は 君子 國 にして 實は 小人 國、 名 は 大節を 重ん する の：^ 

にして 實は 小利に 走る の 民、 吾人 日常の 不平なる もの は 同胞 肉の 輕薄 無情に 依らざる はなし。 

然れ ども キリス トは 人類の 此 大患 を 癒す の 大能を 以て 生れ 給へ り。 彼 は 大滿足 を 人の 心に 與 へて、 

举鬪怨 恩 を 其 根抵に 於て 絶つ の途を II き 給へ り。 救濟の 美果は 一 にして 足らす と雖 も、 人、 北 (隣.^ を 

自 己 を 愛す るが 如くに 愛す るに 至る は 其 最も 大な る ものな りと 云 はざる ベから す。 聖誕の 當夜 -大 よ り 

の聲 ありて 此幅昔 を 牧者に 傳ふ。 昔 はべ ッレ へ ム より 延びて 全世界に 傳 はり、 一 一む ゅ紀に 人らん とす 
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る 八 /!::、  一:!: 人 絡 束の 此 孤島に ありて、 なほ 其聲を -p^ にして 天 を 仰て 躍り 喜ぶな り。 

神に は  榮光 

地に は  平安 

人に は  好意 

基督 敎宣傳 の 目的 は此 三者に あり、 而 して 余輩の 事業の 如き、 元より 小の 小なる ものな りと 雖も其 期 

する 所 は亦此 三者に 外なら ざるな り。 

H に 記す。 末 句 「人に は恩澤 あれ」 の 原文に 就て は 註釋者 中に 異說 多し。 或は 「地に は. 个安、 恩澤 

に與 かれ るん の 中に あれ」 と讀 むべ しと 云 ひ、 或は 「地に は 彼 (神) の 心に 適 ふ 人類の 巾に 平安 あれ」 

と讀 むべ しと 云 ふ。 若 し斯く 解せ んには 天使の 吿知は 左の 如き 聯句と して 讀 むべき ものな らん。 

夭 上に は榮光 神に あれ 

地に は 平安 神の 恩 澤に與 かれる 人に あれ 

然れ ども 何れの 讀方を 取る も 其 大意に 於て は 異る所 あるな し。 余 は 余の 常に 使 川す るスク リベ ナ I 氏 

の 校訂に 係れる 希臘文 聖書に 依て 余の 註釋 をな せり。 


基督 傳 研究 

一 ィヱス 其 居 村 を 去る 

路加 傳第四 章 十六 節より 卅 節まで 

十六 イエ ス其 成育し 所なる ナザレに 來り、 《€ 例の 如く 安息日に 會堂に 入りて 聖書 を讀 まんと て 立ちければ、 

卜 七 預言者 ィザャ の 書を與 へられし に、 イエス 其 書を展 きて 斯く錄 された る 所 を 看 出せり、 ト 八 主の 靈、 我に 

在す、 そ は 彼れ 貧者に 福音 を宜傳 へんが ために 我に 膏を 注ぎ 給へば なり、 囚人に 赦免 を 宣告げ、 瞽者の 眼 を 開 

き、 K 制ら る X 者 を 縦ち、 卜 九 主の 禧 年 を宣潘 めんがた めに、 彼 は 我 を 遣し 給へ り (以1«.*^?六トー の 1 、 二」。 

二十 ィ ヱ ス書を 捲き 之 を 役 者 に 渡して 坐し ければ 會堂に 在る 者、 皆な H を 注ぎて 彼を視 たり。 廿ー イエス 彼 

等に 曰 ひける は 此に錄 された る 言 は 今 曰 爾曹の 前に 應驗 り。 廿ー 一人々 皆 彼のた めに 證し、 其 口より 出る 恩惠の 

言 を 奇み曰 ひける は、 此は ヨセフの 子に 非ず やと。 廿三 イエス 彼等に 曰 ひける は爾曹 必ず 該を 引きて 我に 曰 

はん 「醫 者よ、 自身 を醫 せ」 と、 又 云 はん 我 倚が 聞きし 所の 汝が カペナ ゥン にて 行せ し 所の 事 を汝の 家郷なる 

此 地に 於て 行すべし と。 廿 w 又 曰 ひける は 我れ 誠に 爾曹に 告げん、 預言者 は 其 家鄕に 於て 敬 重る V 者に 非ず、 

サ 我れ 誠 を： 13- て 爾曹に 告げん、 エリヤの 時に 三年と 六 ヶ月 間、 天閉て 全地に 犬なる 饑饉 ありし 其 時、 イスラ 

ェ ル の 中に 數 多の 寡婦 ありし と雖も 廿六 エリヤ は 其 一 人へ だに 遣され ず、 只シド ン なる サレパ なの 一 人の 寡婦 
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にの み 遣され たり、 廿七又 預言者 ヱ リシ ャの 時に イスラ ェ ルの 中に 数多の 癩病患者 ありし と 雖も其 一人 だに 

潔め られ ず、 淮スリ ャのナ ー マンの み 7 めら れ たり。 廿<  書 堂に 在りし 者、 此言を 聞て 皆な 大に 怒り、 サ九起 

つて イエ スを邑 の 外に 放 1^ し、 其邑の 立た る 山の 崖にまで 携行き て其處 より 彼を投 落さん とせり、 讲 然るに ィ 

i. 丄り すぎ 

ェ スは 彼等の 中 を 通 過て 去れり。 

あれの  こ，， * ろみ  ， - - r) 

イエス、 ヨルダンの 岸に ョ ハネの 洗 f を 受け、 瞎 野に 惡 魔の 試 誘に 勝ち、 紫 靈に充 たされて 故鄉に 

歸り、 暫 らく ガリラヤ湖 畔に 滞留し、 今や 救世主と して^に 顯 はれん とする に 方て、 訣^ を 故 奮に 吿 

げんた めに 家鄕 に歸れ り。 今や 大 なる 光明 は此 僻陬の 地 を 出て 全世界 を 照さん とす。 三十 年の 久しき 

人類の 救 主に 宿所 を 供せ し ナザレの 小 村 も、 一度び は 其， 幅 昔に 接する の 機 會を與 へられ ざらん や。 然 

れ ども 憐 むべ し、 光明 を 宿せし 者 は 返て 光明 を 認めす、 暗黑 なりと 稱 して 之 を 斥けたり。 不幸なる は 

英雄 を 生みし 家な り、 其 成育の 地たり し 土地な り。 彼等 は其產 出せし 傑物の 恩 惠に與 かる 能 はすして 

却て 其 敵と なりて 之 を 排斥す。 吁。 (笫 十六 節 )o 

安， m 心 日毎に 會 堂に入て 聖書 を讀 むは ィ H スの 常例な りき。 我 儕 も 彼に 傲 ふて 斯く爲 すべきな り。 然 

れ ども 彼 は 今や 腐敗せ る ユダヤ人の 會堂 と 絕緣す ベ き機會 に 遭遇せ り。 新ら しき 葡萄酒 は 永く 古き 革 

襄の 中に ある 能 はす、 舊は 終に 新に 堪 ゆる 能 はざる に 至りぬ。 故に 新 を 其 中より 放出し ぬ。 語 あり、 

E く、 物の 精神 を 語る 者 は 終に 其 物 を破壞 すと。 ィ H スは ユダヤ 敎の 精神 を 語りて 之 を破壤 せり。 預 

言 者 ィザャ の 一節 を. 心靈 的に 解釋 して、 ユダヤ人の 斥く る 所と なれり C 第 十六、 十七 節 

「書」 は卷 物たり しなり。 故に 「展 き」 しと は卷物 を仲展 せし との 意な り。 r 觀 屮： せり」 と は 偶然 

に 之に 當 りしとの 意に は あらざる べし。 特に此恥^：語を引て語りしとの意に解するも難からす。 或は 


ィザャ 書の 是 等の 数 節 は 安森 日當 30 課業の 一 部分な り しゃも 知れす。 何れに する もィ ヱ スの： E たる 

乎 を 故舊に 紹介す るに 方て は 最も 適當 なる 聖語 なりし なり (十七 節)。 

第 十八、 十九の 二 節 は 以賽亞 書 六十 一章 一、 一 一節より 引きし ものな り。 而 かも 文字通りに 之 を 引き 

しに 非す、 其 意義 を 引きし なり。 キリスト は 聖書の 5<義 を 重んじ 給 ふて 其 文字に 拘泥し 給 は ざり し。 

彼は聖 語の. 文字 其 儘に あら ざれば 聖語 にあら すと は 見做し 給 は ざり し。 然 かも 聖 語の sm 義 以外の 意味 

に 於て 之 を 濫用し 給 は ざり しこと 言 ふまで もな し (第 十八、 十九 節 )0 

ィザャ は 自身に 就て 是 等の 語を發 せり。 然れ ども 其 語の. 眞 義はィ H ス キリスト を 待て 始めて 專寳と 

なりて 顯 はれたり。 ィ H ス キリストに のみ 聖靈 は充實 せり。 彼は眞 個の r 膏を 注がれし 者」 卽ち キリ 

スト (受膏 者の 意) なり。 彼に 由て 始めて の赦 おの 福音 は說 かれ、 瞽者の 眼 は 開かれ、 壓 制の 覊^ 

は 根本的に 絶 たれたり。 「主の It 年」 とは扠 S!f 放免の 年な り。 债務 抹殺の 時な り (利 未記廿 W 章 八，— 一 

〇 節 )0 神が 彼 を 世に 遣し 給 ひし は 人類 を 罪の 竊^: より. 股して、 彼等に 心靈の 自由 を 供せ ん爲 めな り。 

キリス トは 最大の 放免 者な り。 預言者と 云 ひ、 ^命 者と 云 ひ、 傲 かに キリストの 片影た るに 過ぎす (第 

十八、 十九 節)。 

今 は 立て 語り、 昔 は 坐して 語れり。 立て 威嚴 あり、 坐して 溫容 あり。 福 昔 宣傅は 重に 坐談に 由る を 

可とす (第サ 節 7-  _ 

イエ スは 坐し 給へ り。 而 して 衆目、 皆な彼に：1^1げり。 如何なる 容貌よ。 「，の 罪 を 任 ふ 神の 羊を觀 

よ」。 勇氣 あり、 確信 あり、 慈悲 あり、 決心 あり。 〈且 ベな り、 人々 ii" な 彼 を 愛せ ざり しも 彼のた めに 

證し、 其 n より 出づる 神の 恩 惠を傳 ふる 一一- n を奇 みし は。 辯 は 言の みに あらす、 容姿に あり。 福 昔 は U 
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より で、 乂 服より、 义 顔より 出づ。 ィ H スの 說敎に 於て は 恩惠は 彼の 全身より 放射せ り (廿ニ 節 )o 

聽衆は 驚け り。 然れど 彼の.〕 旦傳 へし 教訓に 感 する こと 尠 くして、 彼の 言の 彼の 身に 不相應 なりし に 

(彼等の 俗眼より 見て) 愕 けり。 r 此 はノ丄 Km セ フ の 子に 非す や」 と。 若し 同 一 の 言 をェ ルサ レムに 

^る^^上の 门ょり聞きしならん乎、 彼等 は 之を稱 讚して 止 まざりし ならん。 然れ どもへ：'、 之 を 彼等の 

鄉 の^の 一 ん より 聞て、 彼等 は 深く 之を奇 みたり。 

旰、 」」：： 者よ、 俗漢 よ。 彼等 はん を 見て、 眞理 を曉ら す。 光明に 餘 りに 近く 在りし が 故に せられ 

て 光明 を.？ I むる 能 は ざり し。 波 等 は 曰 へり、 「彼 も 我等の 一 尺な り、 如何ん ぞ大 直、 を 知る を 得ん や、 

彼の 知る 所 は 我等 も 知る、 我等 彼に 聞く の 要な し」 と (廿ニ 節 )o 

丫 エス、 . ^だ 開かざる に 彼等の 心 を 透察して n く、  r 汝等は 我が 他鄕に 於いて 爲せ しが 如く 故鄉に 

於いて すべし と 我に 對 つて 云 ふならん。 然れ ども 我は汝 等に 告げん と 欲す、 預言者 は 其 {| 鄉に 於 て 

敬 重 まる、 者に 非す と。 汝等は 我が 肉に 接せし が ゆ ゑに 我 を識ら す。 而 して 我 は 我 を識ら ざる 者の た 

めに 何事 を も爲す あた はす。 骨肉 何物 ぞ、 鄉拔 何物 ぞ、 今 は 信仰に 依て 合すべき 時な り。 血緣に 由て 

共同なる べき 時 は 過ぎ去れり。 我 を識ら ざる 者 は 我が 兄弟に 非す、 我が 同 鄉の士 に 非す。 我 は 天國の 

建^者に して、 天國の 市：^ のみ 我が 兄弟たり、 同胞た るな り。 然り、 醫者は 自身 を 醫す能 はす、 預言 

者 は 自家の 人 を 救 ふ 能 はす。 我れ 汝 等の 中に 大 なること を 爲し能 は ざれば とて、 我の 救世主た る こと 

を 疑 ふ， 叨れ。 そ は 我れ 我が 業を汝 等の 中に 爲し能 はざる は 我の 無能に 由る にあら すして 汝 等の 不信に 

由れば なり」 と (廿 一一 一、 廿四 節)。 

イエス 又 語を繼 けて 曰く、 汝等舊 約 聖書に 於て 讀 まざる か、 預言者 H リャの Is- に 三年と 六ケ =^ に涉 


りて 天 閉ぢて 全國に 大饑媒 ありし 時に、 イスラ H ル の 屮に數 多の 寡； t ありし と雖 も、 其 一 人も預  一一 ーーロ 者 

の 救^ に與 かる ことなくして、 却て 異邦 シ ド ン の 一 巿な る サレ。 ハタの 一人の 寡婦 のみ 其の 恩 鹿 を 受け 

しこと を (列 王お 略 上 十七 章 )o 汝等は 亦 預言者 H リシ ャの 時に 於け る 異邦 シリャ の 人なる ナ ー マ ン のこ 

と を 知る (列 王 紀略下 五 章 )o 視ょ、 往昔に 於ても 異邦の 人 は 却て 祌の 遺せし 預言者の 救 濟に與 かりて 約 

束の 民なる イスラ H ルの民 は 返て 之 を 逸せし に 非す や。 今に 於ても 亦然ら ざらん や。 汝等十 ザ： -の衬 

民 は 其 一人な りし。 我の 何たる 乎 を 識る能 はすして、 我が 萬 民に 施さん とする 大 なる 天の 恩惠を 逸せ 

ん とす。 入：' より 後、. 汝 等が 侮蔑して 止まざる サマリ ャ人は 我が 一. i 昔 を 聞いて 神の 休息に 入らん。 汝等 

の 隣邦 シリャ の 人 も 我が 救 扬を閒 いて 速 かに 我に 來る べし。 然り、 西より、 東より、 北より、 南より 

未だ 曾て 我が 名 を 耳に せし ことなき 者 は 多く 來 て其靈 魂の 救扬を 全うす ベ し。 然れ ども 汝等は 終に 汝 

等の 罪に 死なん。 汝等は 我が 同族たり し の 幸運 を^ て 却 て 我 を 遠く るが 故に に 神の 榮光を 見す し ご 

母： を 終らん。 吓、 憐 むべき 汝 等よ。 若し 我に して 汝 等の 中に 成長せ す、 汝等にして遠く我を^11-むを得 

て、 近く 我に 接せ ざり しなら ば、 汝等も 我が 救 扬に與 かりし ならん。 そ は 靈は之 を 包む 肉を距 るに あ 

0 つ 0  0  c-  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  >.■■-  C-  0  0 

らざれ ば 之を認 むる こと 1^ だ 難ければ なりと 「廿ニ 節より 廿八 節まで し 0 

之 を 聞きし ナザレの 村 ni< は 怒れり、 非常に 怒れり。 彼等 はな， ゃィ H スを村 外に 逐 放す るより 他に 餘 

念 あら ざり し。 否な、 之に 止まら ざり しなり、 彼等 は 彼 を 殺さん とせり。 彼等 は 思へ り、 他鄉 他人の 

ために 善事 を 爲すを 得て、 骨肉 同族の ために 之 を爲し 得ざる が 如き 者 は是れ 人倫 を 破る 者に して、 ゆ 

に 生， るの 權利 なき 者な りと。 故に 彼等 は イエ スを ナザレの 邑の 立た る 山の 廣 にまで^ 行きて 其處 

より 彼を投 落して 彼 を 殺さん とせり。 鳴 呼 無情なる 同鄕 の士、 彼等 は 眞理の 主 を 殺さん とせり。 然か 
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も 彼に 何の 抓 ありし にあら す。 彼 は 惟 大國の 福音 を 一説き しのみ。 彼 は 彼等 を 憎みし に 非す、 否な、 熟 

情 を 以て 彼等 を 愛せり。 彼等 は 一二 十 年の 久しき 彼の 無言の 說 敎を閜 けり。 彼等 は 彼に 在て 天使の 如き 

生. 泥 を たり。 然 かも 彼の n 的が 地方 的なら ざり しが 故に、 彼の 幅 昔が ま 埃 的なら ざり しが 故に、 彼 

等 は 彼の 才能 を 見て 却て 彼 を \： ^けたり。 んの罪 惡は其 利 慾 心に 存す。 彼等 は自國 又は 自. il^ の 利^ を 計 

る 者 を 愛す。 世界 义 はん 類の 利" 故 を 計る 者の 貴重なる 所以 を 知る 能 はす。 故に 祌 より 世界的の 人物 を 

彼等の 中に^ はりて、 彼等 は 之が ために 感謝せ すして、 却て 之 を？ 权 さんと す。 i 、一 かも 是 れん 情なり。 

此故を 以て 十 ザ レの村 尺 をのみ 貴むべからざる なり。 

然れ ども ィ H スの生 iiX せし ナザ レの 5: はィ H スを 放逐せ しがた めに 其 高名 を 失 は ざり し。 批に村 は， 

多し と雖 ども ガ" ラャの 十 ザ レの 付の 如くに ゆ： 界！ -3.- に 名高き はなし。 羅馬 何物 ぞ、. 雅典 何物 ぞ、 倫 

動 H 物ぞ、 巴 何物 ぞ。 十. ザ レ の 僻村 は ヨセフの 子 イエス の 成育の 地たり しが 故に、 其 名 は 世界と 共- 

に 消えす。  ナザ レ人は イエス を遂 放せり、 而 かも イエ スは ナザレの 名 を 世界 萬 邦に 很 からしめ たり。 

イエス は 他の 英雄と 等しく 德を 以て 恨に 報 ひたり。 ナザレ 人はィ H スを 殺さん として、 イエス はナザ 

レの名 をして 神聖た る 者と ならしめ たり。 

jTK はィ H スの 直言に 激 せられて 彼 を 殺さん とせり。 然れ ども ィ H スは 彼等の 乎より 逃遁 せんと は 

せ ざり し。 「彼 は 彼等の 中 を 通過て 去れり」。 悪しき 者 は逐ふ 者な けれども 逃げ、 義 しき 者 は 獅子の 

如くに まし { '後 言 廿八章 一節」。 ィ H スは 公然と ナザレの 付 を 去れり。 そ は 彼の 殺さるべき 時、 未だ 到 

ら ざれば なり (卅節 JO 

「ィ H スは …… 去れり」、 永久に 去れり。 W び 還ら ざらん がた めに 去れり。 ィ H スは ナザレの 付 民 


に 彼の 口より 福 昔 を 聞く の ！^！^後 の 機 會を俱 したり。 然 かも 北： 受 けられ ざ る を 見 て 永 〃へ に 彼の 故 鄕の地 

なる ナザレ を 去れり。 吁、 不幸なる ナザレよ、 汝が 1^ 界に 供せ し 世界最大の 豫言者 は 今 は 永久に 汝に 

辭去を 告げ て 去れり。 彼 は. 4 マより 萬國の 民に 彼の 福 昔を傳 へ ん とす。 然れ ども 彼 は 搏び汝 に 還り 來ら 

ざるべし。 汝は 最終の 好機 を 逸せり。 吁、 ナザレよ、 ナザレよ (笫 三十 節： _o 

二 イエス 汚れた る 鬼の 靈を逐 ふ 

路加 傳第四 章 * 一  より 卅七 節まで (： 馬可傳 一 章廿 一 より 廿八 節まで 參考 ) 

苎渐 くて 彼れ ガリ ラャの 力べ ナウ ンと 云へ る 市に 至り 安息 曰每に 衆々 を敎 へたり。 卅 一一 衆人 彼の 敎に 驚け り、 

そ は 彼の 言葉に 權威 あり たれば なり。 卅 一一： 會堂に 汚れた る 鬼の 靈に 憑かれた る 人 あり、 大 聲に喊 叫びて 言 ひけ 

る は 册 噫 ナザレの イエ スょ、 我 倚、 爾と 何の 關係 あらん や、 爾來 りて 我俾を 喪す か、 我れ 爾は 誰な ろか を 知 

る、 卽ち 神の 聖 なる 者な り卅五 イエ ス之を 責めて 曰 ひける は、 聲を 出す こと 勿れ、 其處を 出で よと。 惡魔 終に 

ひとん、  Ai ふ  そこ.；？  ひとん、， おどろ  けん, 0 ち か り もつ 

其 人 を 衆人の 中に 仆し、 彼 を 傷 はずして 出づ。 W 六 衆人 皆な 駭き 互に 語り 言 ひける は、 權 威と 能力 を 有て 汚れ 

たる 鬼に 命ぜし かば 彼れ 出で 去れり、 是れ 如何なる 道ぞ やと。 卅化是 に 於て イエスの 聲名 徧く此 四方の 地に 揚 

がりぬ。 

イエス、 其 故 鄉ナザ レ より 逐 はれて 異鄕 力べ ナウ ンに來 りて 住めり。 力べ ナウ ンは ガリラヤ湖の！ e 

岸に あり。 Z 通. へ 達の 地に して 字 に 廣く， 一 i 音 を 傳播す るに 適せり。 其 繁昌なる 商業地 なりし は此所 

^^0.0^  ニム 一 
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に 關 ありし を 以て 知る を 得べ し。 聖マ タイ は 元、 稅吏 にして 此 所に イエスに 召されし 者な り (te 太 

is- 九. 九 節 )o キリス トの福 昔 は宇內 的の ものな り。 之 を宣傳 する に 成るべく 丈け 繁榮の 地を擇 ぶべき 

なり。 斯く する は 勿論、 傳道 者の 聲名を 揚げん がた めに 非す、 一人 も 多くの 人の 救 はれん が ためなり 

(第卅 一 節， )o 

國民敎 育 の機關 として 安息日 制度 の 如く 善き はなし。 此日 あり て 衆人 齊 しく 賢者 の 教訓に 與 かる を 

55- るな り。 ィヱ スは此 日 を 利用し 給へ り。 我 倚 も 亦 彼に 傚 ひ、 此日 をして 聖， なる 勞 働の 日と なすべき 

也 (第 希 一 節 )0 

「衆ん 彼の 敎に 驚け り， f 之に 敬服せ しに あらす。 之に 就て 驚 せし のみ。 其 奇異た-るに 驚きし の 

み。 其 常人の それの 如くなら ざり しを怪 みしの み。 說敎は 多く は 演劇 視 せらる。 昔 調と 態度と は. J;^ 鋭 

せられて、 生命の 福音 は聽 取せられ す。 我 倚 今日の 傳道者 も辯士 として 迎 へら るん こと 多くして、 靈 

魂の 醫師 として 接 けらる、 こと 稀な り。 歎すべき かな (第 卅ニ節 )o 

イエ スの 言葉に 權威 ありたり。 彼は學 者の 如くに 敎へ給 は ざり しと 云 ふ r 馬 太 傳七章 廿九節 )o 舉 者と 

は 「書籍の 人」 の 意な り。 自己の 意見 を 語らす して 古人の 言 を 引用す る 者な り。 「有名なる 誰々 は 何 

と 曰 へり」 と 曰 ひて、 「我 は斯く 信す」 と 言 ひ 得ざる 者な り。 卽ち 言責 を 古人に 嫁して 自己 は？ に 引 

用 者の 地位に 立つ 者な り。 「學 者」 は 腐儒な り、 「雇 はれた る傳 道師」 なり、 書籍の 背後に 隱 れて自 

己の 人格 を顯 はさ る 者な り。 「學 者」 は キリスト 在世の 時に のみ 眼ら す、 S 十の^ にも あり、 , 人 r- の 基 

督敎界 にも あり。 舉者、 ソフ H リ ー ム、 書籍の 人、 能く 彼に 注意せ よ 卅ニ 節」。 

然れ ども ィ H スは舉 ^に はおら ざり し。 彼 は勞働 者に して 神の！.^ たりし なり。 彼 は 聖書 を 引 ひて： ぼ S 


り 給へ り。 然れ ども 是れを 自己の 語と して 用 ひ 給へ り。 彼の 口より 出し 言葉 は な 神の 一一 一一 口 葉に して、 

彼の 心の 實驗 の堝 爐を經 過して 來り しもの なり。 故に 之に 權威 ありたり、 之に 杭すべからざる の 確信 

ありたり。 而 して 人 を 感化す るの 一一 一一 n 葉 は 凡て 斯の 如き ものな り。 古人の 言語 は 如何に 美な りと 雖も之 

を 我が 言と して 一語る にあら ざれば 之に 樣威 ある ことなし。 言 ふ を： めよ、 ミルトン はかく 一一-一 E へり、 ゥ 

みづ 

エス レ ー は^く 言 へりと。 自 から 小ミ ル ト ン叉 は小ゥ H スレ ー と 成らん こと を 努めよ。 而 して ミ ル ト 

ン叉は ウェス レ— に 類す る 事業 を爲 せよ (第 箭ニ節 )o 

會 堂に 汚れた る 鬼の 靈 に-憑かれ たる 人 ありたり。 彼れ 默 して ィヱ スの 說敎を 聞き 居りし が、 其 架貌 

と淸 音と に堪り 兼ねて 終に 大聲 を發 して 曰へ り、 ナザレの イエスよ、 我れ 爾は 誰なる 乎 を 知る、 

卽ち 神の 聖 なる 者な り」 と。 一見して ィ H スの 誰なる 乎を認 むる 者 はシメ オンの 如き 聖者に あら ざれ 

ば、 汚れた る 鬼の 靈 なり C 路加 傳ニ 章廿 五節 以下 參考 )。 「惡魔 も 亦 信じて 戰慄 けり」 と 雅^ は 言へ り 0 

イエ スに邂 返して 惡魔は 大敵の 彼の 目前に 迫り 來るを 知るな り。 故に 若し 彼 を滅じ 得すん ば 彼の 聖前 

を 避けん と 欲す。 r 亞； J 者は審 執に 堪えす」 (詩篇 第 一 篇 五節)。 イエス の顯 はれざる 所に は 魔 類、 形狀を 

變 へて 跋扈す。 然れ ども 彼の 顯 出に 遇 ふて、 蝙蝠の 日光に 遇 ひしが 如くに 逃 去る (A 赛 S 書 二 章サ節 

是れ 彼等が ィ H スを嫌 ふの 所以 (卅三 *  * 四 節)。 

r 喧ナザ レのィ H スょ、 我 儕、 爾と M の關係 あらん や」 と。 憐 むべき 魔 族、 彼等 はィ H スとは 3： の 

關係 もな きなり。 世の 富者 を 姻戚と して；？： ち、 ，の 權者を 友人の 中に 數へ 得る と雖 も、 彼等 は イエ ス 

に 遇 ふて 彼と 何の 關 係な きこと を 自白せ ざるべ からす。 イエ スの降 世、 彼の 受難、 彼の 昇天、 彼の； 冉 

來、 是れ 皆な 人生の 最大 事實 たるに 關 はらす、 富の 增殖 と、 名譽の 掌握との 他に 餘念 なき 魔 挨は之 を 

！ *  e  . 髂硏究  二  < 三 


歷史に 讀むも w の 興味 を も 感ぜす、 之 を 以て 迷信な りと 稱し、 不用 文字な りと k 一 ひて 之に 對 して 寸 ！：ぉ 

の 注意 だも拂 はざる なり。 然れ ども 彼等 魔 诶も亦 其 心底に ィ H スの 神の 聖 なる 者なる を 知るな り。 彼 

等 は 彼が 彼等の 汚れた る 社 會叉は 家庭に 臨む 時に、 彼等の 蓄妾の 罪 惡は嗥 露され、 彼等の 强飮 の惡習 

は攻 せらる、 を 知るな り。 故に 被 等 は 全力 を義 して ィ H スを 排斥 せんと 努む るたり。 若し 其 子に ィ 

ェ スを 信す る 者 あれば 彼 を 不幸の 子な りと 稱 して ィ H ス より 離さん とする たり。 若し 其 臣に彼 を 信す 

る 者 あれば 彼 を 不忠の 臣と稱 して ィ H スを國 外に 放逐 せんとす るな り。 彼等 魔挨は 勿論 ィ H スの傳 へ 

し 敎理を 知らす。 然れ ども 彼等 は自 から 心に (本能 的に) イエスの r 切の 惡 事の 大敵なる を 知るな り- 

世の 「耶蘇 敎」 嫌 ひなる もの、 本源 は 重 もに 玆 に^す。 卽ち魔 族が ィ H スの 神性 を 本能 的に 承認す る 

に 在り (卅四 節)。 

悪魔 は 一 人なら す、 萬 軍な り。 故に 「我」 と 言 はすして 「我 儕」 と 言へ り。 イエ ス 曾て 鬼に 憑かれ 

たる 者に 雨の 名 は 何と 問 ひ 給 ひしに、 「我 倚 多き が 故に 我 名をレ ギヨン (軍 團) と 云 ふ」 と 答へ たり 

(馬 可傳 五の 九 )o 以て 魔 族の 大勢 力なる を 知るべし。 彼 は 一 人に あらす、 萬 軍な り。 而 かも ィ ェ スは此 

萬 軍を滅 さんが ためにせ に來り 給へ り。 貪婪の 魔、 娼嫉の 魔、 好色の 魔、 醉 酒の 魔、 偽善の 魔、 褻漬 

の 魔 其 他總べ て 有りと 有らゆる 魔 を 亡さん がた めに 來り 給へ り。 而 して 魔の 種類 は 多し と雖 ども 其 本 

質 は 一 なり。 故に 貪婪 魔はィ H スに遇 ふて 魔 族 全體の 滅亡の 近づきし を 知るな り。 好色の 魔、 醉 酒の 

^も 亦然 かり。 一 つの 罪惡を 攻撃す る 者は總 ての 罪惡 を攻擊 する 者な り。 故に 酒造家 は 娼{ 水を拨 けて 

錢娼 運動に 反對 し、 娼 i 巧 又洒造 •>= に 同情 を 寄せて、 禁酒の 「熱狂」 を塑 せんとす。 血に 渴す るの！ Sf 

人、 樣に饑 ゆるの 政治 {.r 利に 敏き實 業 9^ は 皆な 相 合し、 相援 けて イエ スと其 弟子と に反對 す。 而し 


て 軍人、 聲を 揚げて ィ H ス を國賊 なりと 唱 ふれば、 政治家、 之に 和し、 文士、  i^z 舉者 之に 雷同し、 以て 

彼 を 撲滅 せんと 計るな り。 そ は 彼等 總體は イエ スの 彼等 を 喪す 者なる を 知れば なり。 卽ち利 慾と 虛名 

との 上に 建てられ たる 彼等の 王 國のィ ェ ス の顯 出に 遇 ふて 大 なる 危機に 迫りし を 知れば なり (： 措 四 節 )o 

時に ィ H スは 鬼の 靈を 斥めて 曰く  r 聲を 出す 勿れ、 其處を 出で よ」 と。 「口 を 襟げ」、 「靜 まりて 穏 

かに 爲れ」 と。 同 一 の聲に 由て 湖上に 風 やみて 大に 和ぎ たり (馬 可傳 四の 卅九 )。 後年 ル ー テルせ て斯か 

る聲を 讚へ て 曰く 「 一 言 以て 彼 (魔 挨〕 を 殺すべし」 と (『愛吟』 を 見よ )o 祌の聖 なる 者が 惡魔を 沈 

默せ しむる に 議論 を w ふるの 用な し。 一言に て 足れり。 權威 ある 詰責に て 足れり。 何ぞ飮 酒の 經濟的 

害毒 を說 くを須 ゐん。 何ぞ 蓄妾の 生理的 危害 を述 ぶる を須 ゐん。 神の 權威を 以て 叱 すれば 足れり。 此 

權 威な くして 惡魔は 退去せ ざるな り。 卅. 1 に 愚かなる 事に して 惡魔 を說服 せんとす るが 如き こと あるな 

し广 * 五節 jo 

單に 沈默を 命じ 給 ひしの みならす 退去 を 命じ 給へ り。 「其處 を 出で よ」、 「神の 宿るべき 人の 心 を 

出で よ」 と。 然れ ども 惡鬼は 容易に 彼が 捕虜と せし 人の 心 を 立 去らざる なり。 而 して 彼れ ィ H スの叱 

責に遇 ふて 此事 を爲 さぐる を 得ざる に 至る や、 其ん の 衷に大 擾亂を 生ぜす して は 彼 を 放擲せ ざるな り。 

r 惡魔 終に 其ん を 衆人の 中に 仆 して 出づ」 と。 んと 偕に 在る 間 は 其 人 を 害 ひ、 彼 を 去る に 及んで 彼 を 

仆し 去る。 是れ惡 鬼の 所業な り。 ィ H スの 時に 然り、 今の 時に 然 り.。 レ ギヨンと 稱 ばれし 惡鬼然 り、 

「基督 信徒」 と稱 する 惡鬼 亦然り (W 五節 )o 

ィ H スの權 威 ある 一 言に 惡鬼は 憐れむべき 斯んを 離れたり。 而 して 衆ん の 中に 彼 を仆し 彼に 大 危害 

を 加 へんと 欲せし と雖 も、 ィ H スの 彼と 偕に 在り 給 ひしが 故に、 惡鬼 はさ を 傷 ふこと 能 は ざり し。 其 
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人 を 殺さん こと は惡鬼 退去の 際の 願 なりし や 敢て疑 ふべき に 非す。 彼 は 衆人の 前に 人の 彼れ 惡 鬼と 

離る k の 如何に 危險 なる 乎 を 示さん とせり。 而 して ィ H スの其 人と 偕に 在す を 知ら ざり し^は 彼の 彼 

等の 目前に 仆れし を 3^ て、 心、 私 かに 一一 一一 C ひしな らん、 呼、 危險 なる かな、 惡 鬼と 直に 絕緣 する こと 

は、 惡鬼は 和むべし、 之 を 怒らす ベから すと。 然れ ども ィ H スに. m て惡 鬼を逐 ふに 何の 恐る、 ことか 

あらん。 我れ 北： ために 一 時 は 衆人の 前に， 仆 されて 多少の 恥辱 を 蒙る こと ある も 彼れ 惡性は 我 を 傷 ふ 能 

はす。 我 は 我が 實， 験に 由て 此事 を. S れり (箭 五節；. - 

衆人 化：： な 腐け り。 單に 彼の 說敎を 聞きし 時の 如くに 其 火？ 異なる に 感ぜし のみに あらす、 彼の 行せ し 

奇跡 を て 震駭せ しなり。 彼 は 腕力 を 揮 ひしに 非す、 世の 權カ を藉 りしに あらす、 唯一 一一 1  一 c を 以て 惡魔 

を驅逐 し、 人 を 本心に 立 返らし め；.；； i: へり。 是れ 如何なる 道ぞ や。 是れ單 に 「言の葉」 にあらざる たり。 

之に 〈千 の 能力の 伴 ひしが 如くに えたり。 之に 祌の權 威の 含まれし が 如くに 聞え たり。 神の 言葉 は 

寳カ なり。 北 ハー 度び 發 せらる、 や 何 束 をか爲 さすして 歇 まざ るな り。 惡魔 は 之を聽 いて 是れ §5- に 「聲」 

なりと て 之 を^むな らん。 然れ ども 之 を- pir にして 惡魔は 終生 之 を 忘れざる なり。 神の 言葉 は惡 魔の 耳 

に；！ i して^^ か 彼に 大 打撃 を 加 ふるに 至るべし。 惡魔は 勿論、 神と 祌の霄 紫と を 憎む。 然れ ども 神の 

言 紫は惡 魔に 附隨 して 其 心 を 離れす。 首 ふを沐 めよ、 神の 言葉 は 弱くして 惡 魔は强 しと。 終に 惡魔を 

殺す 者 は 弱き が 如くに 見 ゆる 神の 言 葉たり。 汝、 神の 言 葉 を宣傳 する こと を 怠る.， 刃れ (卅六 節 )o 

r 是に 於て ィ H スの聲 名、 徧く此 四方の 地に i がりぬ」。 イエ スは 勿論 聲名を 求む る 者に あらす、 

否な、 彼 は 茶 だしく 之 を 嫌 ひ 袷へ り。 然れ ども 此大 奇跡 ありて 彼の 名 は揚ら ざる を はす。 此に • ん の 

惡 人の ィ H スの 一言に 由て 其 本心に 復り しあり。 彼が-水 年の 友と せし；.^ れ たる 鬼の 靈の 此^ 者の 命令 


に 由て 彼の 衷 より 逐 はれし あり。 誰か 此事を 聞いて 駭 かざらん や。 水の 葡萄酒に 化せられし を 見て 環 

きし 者 は 之 を 冃 撃せ しィ H ス の 弟子の みなりき。 イエス に 手 を ii^, けられて 其 瘤 病 を 癒されし 者の あり 

し を 聞いて 癤病 患者 は 總てィ H スの名 を 口にせし ならん。 而 かも 悪鬼の 靈に 憑かる k は 心の 疾病たり" 

ん として 多少 之に 侵されざる はなし。 而 して 其 難病た る や 何人も 能く 知る 所な り。 而 して 今や 玆に人 

類 通有の 疾病 を 一 富 を 以て 癒す 者の 顯 はれし を 聞いて 何人 か 心に 大 感動 を 受け ざらん や。 ィ H スの聲 

名の 編く 四方に 揚 りし は 彼が 今や 全人 類の 救 主として 顯 はれ 給 ひしが 故なら ざるべ からす。 路加 傳記 

者が 此 奇跡 をィ H ス の 行し 給 ひし 最始の 奇跡と して 記載せ し は 之に 深意な くんば あらす (讲七 節〕。 

鬼の 靈とは 何ぞ。 之に 憑かる &とは 何ぞ。 是れ 3： 人に も 起る 問題なる べし。 是れ 普通の 祌經 病に し 

て斯く 人格 的に 敍述 せられし はィ H ス 在世 當 時の ュダ 人の 迷信に 基く ものに あらざる 乎。 或は 惡 鬼な 

る實在 物の ある ありて 聖靈が 善人の 心に 宿る が 如くに 惡 人の 心 を 占領す るに は あらざる 乎。 吾人， が i 論 

今日に ありて ニ說 孰れが 眞 なる 乎、 知る 能 はす。 唯 知る 新約聖書 記者の 殆んど 總體は 人格 的惡 鬼の 寳 

在 を 認め、 彼 を 滅すを 以てん 類 救^の 一大 要點と 見做せし こと を。 

"惡 の 原理 は 深遠な り。 容易に 之を究 むべ からす。 然れ ども 只 一 事の 明瞭なる あり、 卽 ち/、 格 (ベ ル 

ソナ) を 離れて 惡 (Kvno なる 者の 存在せ ざる こと 是 なり。 惡は 道徳的な り。 而 して 人格の 無き 所 

に 道德と 其反對 なる 罪惡 あるな し。 惡を單 に 原理と 見做して 惡は惡 ならざる に 至る。 而 して 聖書 記者 

は 惡に對 して 常に 此の 見解 を懷 けり、 卽ち 惡の靈 ありて 惡の心 生す と。 

惡 鬼の 實 在を證 明す る は 勿論 天使の 實 在を證 明す るが 如く 難し。 然れ どもん 生の 事 寳に惡 鬼の 實在 

を證 明す るに 足る もの 多から ざる 乎。 惡は理 と 見て 之 を 平ぐ る こと 難く して、 靈と て 之 を 征服す る 
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こと 易き に 非す や。 我 儕 は 亦惡を 木石 叉 は 動物に 於て 05- るに 非す して 人に 於ての み 之を視 るに 非す や。 

卽ち惡 人に 於ての み惡 は表顯 する に 非す や。 「惡 魔と は墮 落せる 天使な り」 と は 陳腐の 言の 如くに 聞 

ゆる も、 然れ ども 未だ 之に 代って 人生の 慘 事を說 明し 盡す 一一 一一 口の 他に 出で ざる を 如何せん。 世に 惡鬼 

舉 者なる もの ありて、 魔 鬼に 關 する 宗敎 的の 寨實を 悉く 神經 病理 學 的に 解釋 せんと 努 むる 者 あり， 0 雖 

も、 其 解釋の 未だ 學者 を滿 足す るに 足らざる 者なる は 心现寧 者の 齊 しく 認 むる 所な り。 心理 舉は朱 だ 

幼稚なる 科舉 なり。 吾人 は 容易く 其 聲言を 採用す る 能 はす。 惡魔を 靈的實 在 物と 解して 未だ 遽 かに 迷 

信 家 を 以て、 稱 せらる べきに 非す。 


y ィ H ス各樣 の 病 を醫す 

路加 傳第四 章册八 節より 四十 四 節まで  ， 

卅八ィ ェ ス會堂 を 出て シ モン の 家に 入りし にシ モ ン の 妻 母 重き 熱病 を 患 ひ 居たり き。 卅九衆 入 之が 爲にィ ェ ス 

に 求 ひければ 其 傍に 立ちて 熱 を 斥めし に 熱 返け り。 婦、 直に 起て 彼等に 事へ り。 5： 十日の 入る 時、 各 樣の病 を 

患 ひたる 者 を 有て る 人々 皆 其れ をィ H ス に携來 りければ 彼れ 一 々其 上に 手を按 きて 醫 せり。 W 一  惡鬼も 亦 多く 

の 人々 を 出 去り、 喊 叫びて 爾は 神の 子 キリスト 也と 云へ り。 然るに 之 を 斥めて 言， ふこと を容さ ざり き、 惡鬼其 

あくる あ？  ひ と 人..、 にづ- な？. a  .r り， ゆ 

キリストなる を 識れば 也。 g!  ニ明且 イエ ス 出て 入な き 處に往 きければ 衆人 尋來 りて 其 去 行く こと を 止む。 3： 三 

ィ ェ ス曰 ひける は 我 は 亦 他の 村々 にも 神の 國の 福音 を宣傳 へざる を 得ず、 そ は 我れ 之が ために 遣され たれば 也 


と。 斯くて ガリ ラャ の諸會 堂に て 道 を宣傳 へたり。 

シモ ンは， 刃 論 使徒べ テ ：！ なり。 而 して 彼に 妻 ありたり と錄 さる。 彼 は 亦 妻を携 へて 傳 道に 從ー Ef- せり 

と 云 ふ (kb 林 多 S 書 九 章 五節 )o 妻 帶は惡 事に 非す。 敎師に 無 妻を强 ふるが 如き は S 赞敎の 精神に 反す 

(卅八 節 )o 

病 を li^ むる と は 之に 勝つ の 謂 ひなるべし。 卽ち病 者に 生命の 過分 を 供して、 疾病 を驅逐 する の 意な 

るべ し。 ^の 醫師は 藥劑を 以て 疾病 を 消さん とし、 キリスト は 新たに 生命 を 注入して 之 を 排除し 給 ふ。 

恰 かも 淸水を 多量に 注いで 汚物 を 排除す るが 如し。 是れ 彼の 施せし 治癒の 卽 時に 效を 奏せし 所以なる 

べし (* 九 節〕。 

婦疫 されて 直に 起きて 人々 に 事へ たり。 其 恢復の 速 かさよ。 然れ ども 怪む 勿れ、 祌の 施し 給 ふ 治癒 

は 常に 斯の 如き ものな り。 十二 年 血 漏 を 患 ひし 婦もィ H スの 衣の 祸に捫 りて 直に 痊 されたり 〔八 章 四 四 

節)。 生来の 瞽 すら 彼に 目 を 啓かれて 直に 視るを 得たり (約 翰傳九 章)。 人 は 病 源 を 語り、 固 疾を唱 へ、 

經過 を稱ふ も、 神に 在りて 之 を 語る の 要 あるな し。 「彼れ 語りて 事 成る」。 彼に して 若し 卽時的 治療 

を 施し 得すん ば 彼 は 神に して 祌に 非す。 1^: 人 は 奇跡の 不可能 を說 いて キリストの 祌性を 否む ベ か ら す。 

寧ろ 奇跡の 寨實を 知て キリストの 神た る こと を認 むべき なり (卅九 節)。 

今の 時に 在て は 卽時的 治療 は 病める 身 儼に 於て よりも 多く 歪める 靈 魂に 於て 行 はる。 十一 一年間の 血 

漏に は あらで 十数 年間に 涉り 薄志弱行 のために 惱 みし 人 も、 聖 J3 の 一句に 接して： s!^ 敢自 直の 人と なる 

を 得たり。 肉眼の 盲せ るに は あらで、 靈眼閉 ぢて眞 と 偽と を til^ つ 能 は ざり し 人 も、 一度び ィ H スの 

聖名を 耳に してより 眼より 鱗の 脫 しが 如く 感じて 卽 時に 光明の 域に 人り しあり。 世の 所謂る 社會 改良 

基 !i  W 究  二八 九 


{ まなる 者 は 習慣 性の &し 難き を說 き、 Ms- の 惰力の 消し 難き を ^一 ふ も、 基督 敎の傳 道 師は罪 惡の卽 時 的 

改善 を 昌\ て歇 ます。 キリストに 由て 重き 熱病なら で、 重き 憂慮と 辛ら き 悲痛と より 痊 されて、 自己 

の 苦悶 を 悉く 忘却して、 直に 起て 世の 痛め るん、 悲む 人に 事へ し婦 たの 如何に 多 かりし よ (卅九 節 S 

^^「こはき堂に汚れたる鬼の靈に憑れたるんを痊し、 晝 にはシ モ ン の 家に 其 妻の 母の 重き 熟 病を痊 し、 

今や また 日の 人らん とする 時、 人々、 备樣の 病を忠 ひたる 者をィ H スの 許に 携來 りければ 彼れ 一 々其 

上に を!^ きて 彼等 を 醫し給 ひしと 云 ふ。 ィ ヱ ス の 善行の 一 日 は 如何に 多忙なる 一 日な りしよ。 彼れ 

善 を  > 行 しつ 々、を 經 行り、 到る 處に善 を 施し 給へ り。 神の 人に 虚日 あるな し。 彼の にがる こと は 

t の 幸 一 p.! なり。 彼の 蔭 影に 功德 あり、 彼の 言語に 能力 あり。 彼 は 身に！ K の 恩惠を 運ぶ^ なれば、 到る 

所に 之 を 撒布す (四十 節^ 

イエス、 病 者の 上に 手 を. 按き 給へば 其病痊 えたり。 然れ ども. 惡 鬼はィ H スに逐 はれざる に自 から ィ 

ェ スの 神の 子 キリストなる を 知りて 喊 叫て 多くの 人々 を 出 去りたり と 云 ふ。 イエ スの 出現に 遭 ふて 醜 

類 は 其 置 位に 堪 ゆる 能 はす。 故に 悲鳴 を發 して 彼の 面前 を 去る。 神が 其 子 を 此^に 遣し 給 ひし は 善ん 

を 救 はんがた めの みに あらす、 亦 悪 入を逐 はんが ためなり。 ィ H スの 巡行 は 1? 者の 凱旋の 如くな りし。 

弱者 は扶 けられて 强者は 挫かる (四十 一 節、。 

冶^の 施行 は 延びて 夜半 を 過ぎたり。 而 して 東天 將 さに. E まんと する 顷 群衆の 彼の 身 を 離れ 去る に 

及し で イエ スの休 の 時 は 到れり。 而 して 彼に 取りて はんな き 時 は 父と 交 はる 時に して 祈禱 の^な り。 

んを 愛する 切なる 彼 は 人な き 堪に往 きて 獨り 父と 倍に 語る を^め り。 彼も總ての^^んの如くに寂(答に 

新生 氣を 得て 熱 鬧に之 を 衆人に 分配ち しならん (四十 二 節 >o 


然れ ども 慰藉に 渴する Sf: 人は大 なる 訓慰師 の 跡を逐 ふて 止ます。 彼 を 祈禱の 山に 求め、 彼に. 水く 彼 

等と 偕に i まらん こと を 願へ り。 彼等 は 未だ 大 光の 宇宙の 共有物なる を覺ら す。 之を專 有して 惟り 共 

SS, に 浴 せんとせ り。 彼等の 志ゃ憐 むべ し、 然れ ども 彼等の 要求 ゃ納 るべ からす。 傳道師 は 天下の 傅 

道師 なり。 一地 方の 傳道師 にあら す。 情 實の覊 畔に繁 がれて、 一 隅に赘3^5して大光を八紘に放ち得ざ 

る 者の 如き は 神の 忠實 なる 傳道師 に 非す (四十 三、 四十 四 節)。 

故に 光の 在らん 時、 之に 聞け よ。 彼 は 長く 汝と 偕に 留ら ざるべし。 夜 は 速に 來 らん、 北ハ 時汝、 彼 を 

求 むれ ども 遭 はざる べし。 彼は汝 のために のみ 世に 臨みし にあら す。 汝は唯 一 囘 彼に 遭遇す るの 好機 

會を與 へられし のみ。 彼の 跡を遂 ふ 勿れ。 彼 は 今より 彼が 汝に與 へしと 同一 の 機會を 他の 者に も與へ 

ん とて 5,r 去れり。 ィ H ス今は 湖畔 を 去て く ガリ ラャ の諸會 堂に て 道 をせ ー傳へ 給へ り (ra- 十 W 節)。 


四ィヱ ス其 弟子に 傳 道 成功の 祕訣 を傳ふ 

路加 傳五章 一 節より 十 一 節まで 

1 衆 入神の 道を聽 かんとて 彼に 擁し 逼り ける 時、 イエス、 ゲネ サレの 湖水の， 濱に 立ちて 二 磯に 二 艘の舟 あろ を 

見る。 漁 者 は 舟 を 離れて 網 を 洗 ひ 居れり。 一一： 其 一艘 はシ モンの 舟な りしが、 イエ ス 之に 乘り、 請 ふて 岸より 

. ^人 Ik り 離れ、 坐して 舟の 中より 衆人 を敎 ふ。 £ 敎へ畢 りて シ モンに 曰 ひける は澳へ 出で 網 を 下ろし て^れ。 一.^ 

シ モン 答へ ける は、 師ょ、 我 倚 終 夜 働ら きて 得る 所な かりき、 然れ ど爾の 言に 從 ひて 網 を 下さん。 六 旣に下 
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ろして 魚を圜 める こと 甚だ 多く、 網 裂け か、 りければ、 七い ま 一艘なる 舟の 侶 を 招きて 來り 助けし めしに、 彼 

等が 来りし 時、 其 魚 ニ艘の 舟に 滿 ちて 沈まん ばかりな りし。  < シ モンべ テロ 之 を 見て イエ スの 足下に 俯して、 

主よ、 我 を 離り 給へ、 我 は 罪人な り、 と 曰へ り。 九 是れシ モン 及び 偕に 在りし 者、 皆な 漁りし 所の 魚の 夥しき 

に 驚け る 也。 十シ モンの 侶なる ゼべ ダイの 子 ヤコ ブと ヨハネ も亦然 り。 イエス、 シ モンに 曰 ひける は、 懼 る、 

勿れ、 汝、 今より 入 を 漁るべし。 彼等 舟 を 岸に 寄せ 置き 一 切 を 捨て イエ スに從 へり。 

天 國の福 昔を說 くに、 何ぞ必 しも 敎會の 高 擅より する を 要 ゐん。 山上の 岩 頭より する も 可な り、 ^si 

者の 拾 小 がより する も 可たり。 風琴の 歌に 和す るな きも、 松籟の 樂を 奏する あり。 厘 人の 聲を 供す る 

なき も、 漣 波の 岸に 躍る あり。 風 をして 理を途 らしめ、 水 をして 救 を 運ばし む。 ィヱ スの傳 道に 

歌人の 風雅なる が 如き あり (一、 二、 三 節/ 

舟 中の 傅 道 終りて 後に ィ H スは其 弟子に 俾道 上の 大敎訓 を 下し 給へ り。 而 かも 之を爲 すに 言語 を以 

てせ すして 寨實を 以てし 給へ り。 天然 物 は 神の 暗示 的 一一 百 語な り。 祌は之 を 以て 犬なる 眞理を 人に 傅へ 

給 ふ。 而 して 眼に 由り て傳 へらる i 與理は 耳に 由り て傳 へらる k 者に 優りて 有力な り。 fl 業の 術を以 

て 漁 者に 傳 道の 秘訣 を 敎へ給 ふ。 イエ スは 確かに 最上の 敎師 なり (四 節し。 

r 澳へ て 網 を 下して 漁れ」 と。 大海に 出て 大漁 を 試みよ との 意な り。 何故に 水淺 くして、 風靜か 

なる 所に 於ての み、 小 漁を營 みて 滿足 する や、 何故に 大能 者の 援助 を 得て、 深 所に 大魚を 探らざる や 

と。 信な き 者 は小瞻 なり。 彼等 は隱 所に 在て 小事 をな す を 以て 足れり とす。 故に 神 は 時に 彼等に 大事 

を 促して 其 信仰 を 試み 給 ふ (四 節」。 

漁夫 シ モン は 終夜の 業に 失望せ り。 彼 は W び 之を爲 すの 徒勞 なる を 思へ り。 然れ ども 師の 命に 逆 ふ 


を 恐れて、 無な 仗な りと は 知りながら 命ぜられ しが 儘を爲 せり。 シ モン は 半ば ィ H スの 一一- n を 信ぜり。 而 

して 信じて 之 を 行せ り。 而 して 成功せ り。 信じて 之 を 行へば 半 信 も 全 信の 功 を 奏す。 我 倚 は 多少の 疑 

念を排 して 斷 じて 主の 命 を 行 ひ、 以て 我 倚の 信 を 全うすべ きなり (五節 )o 

終夜の 失 耽に. h 八で 明且の 大成功 は來れ り。 魚 を 園め る こと 甚だ 多くして 網 は 張り裂けん とせり。 主 

は 牧穫の 主な り、 亦豐 漁の 祌 なり。 彼に して 與 へんと 欲せば 空 倉に 禾穀 溢れ、 空 網に 魚介 滿っ" 神と 

偕に 働ら きて 我 倚 は 永久の 失敗 を 歎つ 要な きなり (六 節 )o 

網滿 ちて 獨手之 を 引 上ぐ る 能 はす、 侶 を 呼び 来りて 其 援助 を 乞 はざる を 得ざる に 至れり U ド： の 命に 

從ひ てより 来りし 成效は 普通の 成效に 非す、 非常の 成效 なりし。 一人の 力と 一艘の 舟 を 以てして は當 

る 能 はざる の成效 なりし。 成 效の大 と 小と は 信仰の 大と 小と に 由て 分かる。 而 して 芥械の 如き 仰 を 

以てする も、 其 效菜は 吾人 豫 想の 外に あり (七 節〕。 

大成 效に 遭遇して シ モン は 自己の 罪 を覺れ り。 彼 は大能 者の 彼の 前に 立てる を識れ り。 彼 は 今まで 

イエ スを 以て 單に 道德 上の 敎師 なりと 思へ り。 然るに 今 は その 宇宙の 主宰なる を 知. て、 自己の S 據を 

恥 ぢて其 前に 堪ふ能 はざる に 至れり。 「我 を 離れ 給へ 我 は 罪人な り」 と。 彼れ 遁が れんと 欲-して 途な 

し。 故に 主の 彼の 汚れた る 身 邊 を 離れ 給 はんこと を 願へ り。 吾等 主の 恩惠を 耳に する も、 その 實 際に 

著しく 吾 儕の 身上に 顯 はる. -を 見て、 今更な がらに、 主の 聖 きに 驚き 吾 倚の 卑しき を恥づ るな り。 祝 

すべき かな、 刑罰の 嚴し きを 以てせす して、 恩惠れ 著しき を 以て 吾 倚の 罪を顯 はし 給 ふ 主 は (八、 九 節)。 

直接に 恩惠を 蒙りし 者はシ モンべ テ。、 之 を 目撃し、 彼を援 けて、 同じ 敎訓 に與 かりし 者 は 彼の 侶 

なる ゼべ ダイの 子、 ヤコ ブと ヨハネな りき。 三人 齊 しく、 カナの 酒 筵に 水の 葡萄酒に 化せられし を ar 

1*- it  W 究  こ 九 一二 
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ャ イロの 女の 死の 牀 より 起てる を 見、 又 變貌の 山に ィ H スがモ ー ゼ、 エリヤと 偕に 語る を 見たり" ィ 

ェ スの奇跡にミ^^、深き意義在て存す。 而 して 傳道 成功の 秘訣に 就て は 三人 齊 しく 之 を ガリラヤ湖 畔に 

於け るシ モンに 賜 はり し 大漁の 奇跡に 由て 學 ベ り (十 節〕。 

「懼 る.^ 勿れ 汝、 今より 人を瘦 べし.」。 汝、 今より 後、 汝が 今、 魚 を 漁りし が 如くに/、 を 漁るべし 

となり。 而 して 其 秘訣た る や、 彼が 今、 玆に 主より 敎 へられた るが 如くなら ざるべ からす。 卽ち 自己 

の 知 H 覺に頓 る ことなく、 過去の 失敗に 懼る ことなく、 只 主が 命じ 給 ふ 儘 を 信じ、 直ね て失收 ならん と 

は 思 ひつ i も、 大瞻に 網 を 世の 大海に 投じ、 以て 大漁 を 計る にあり。 イエ スは此 奇跡 を 以て 傳道 成功 

の罩に 信仰の 一 事に 在る を敎へ 給へ り。 世 を 恐れ、 自己に 省み、 業の 難易 を 計算して、 之に 成 效の希 

あるな し。 只 信ぜん のみ。 信じて 行 はんの み。 而 して 網の 張り裂け、 舟の 沈まん とする の 壯觀を 目 

せんの み (十 節)。 

人 を 漁す るの 職 を 授けられて 彼等 は 魚 を 漁す るの 業を棄 てたり。 彼等 は 網と 舟と を il^ て ぶれり。 是 

れ 勿論 漁業の 惡 事なる が 故に 非す。 總 ての 職業 は 神聖な り、 漁業 豈 惟り 聖 からざる の现由 あらん や。 

彼等が 之を棄 てし は 一 つ は 主の 命に 從 つてな り。 二に は 彼等が 世の 烦累を 絶ち、 專心、 傳 道に 從泰せ 

んが ためなり。 然れ ども 忘る \ 勿れ、 彼等 はィヱ スが世 を 逝り し 後、 再び 此 業に 復り しこと を (約 翰 

傳廿 一章 一 節 以下 を 見よ)。 主の 命に 從 つて 世の 職 を て、 主の 許可 を 得て 再び 之に ー仅 る。 より 高き 

業の ために はより 低き 業を擲 つ。 而 かも 如何なる 場合に 於ても 瀕惰 無職 業の 地位にまで ドら す。 我 倚 

は 血： 湫に 駅ら れて漫 りに^の -冢業 を 放 .1 せざる べし。 然 れ ども 大な る 使命 を 受け て 批の萬 事を捨 つる 

の？ K 菊な かるべ からす。 吾 儕 は玆に 一；： 人の 靑年 漁夫に 學ぶ所 あり。 深く 思 ふて 强く行 ふべき なり (十 


Bo 


善き サマリ ャ 人の 話 

路加 傳十章 二十 五節より 三十 七 節まで 

ぉ爱に 一 人の 敎 法師 あり、 起て 彼 (ィ ヱ ス) を 試み 口 ひける は、 師ょ、 我れ 何を爲 さば 永 生 

を受 くべき 乎。 

「敎 法師」 と は法學 者であります。 雨う して 當 時の 猶太 國の 法律と 云へば 舊約 聖書に 保^され たる ■ 

^,1£の|^!^でぁりましたから、 法學 者と 云へば 勿論 聖- 書學 者で ありました。 摩 西 律の 研究 並に 適用に 

身 を 委ねた 者であります。 「 學^」 と 云 ふのと は 少し 違 ひます。 學-. ^は 主として 文字の 研究者で あり 

ました。 然し 實 際に 於て は 二者の 相違 は 至て 僅かで ありました。 〇 「起て」 會 衆の 中に 立て。 此の 

質問 は 多分 會 堂に 於て なされた ので ありませ う。 〇 「試みて」 イエスの 舉カを 試ん とて 此の 質問 を 

W けたので あら ふと 思 ひます。 彼を雜 に陷 れんとの 奸 策ではなかった らふと 思 ひます。 イエス の 答 辯 

が 北 ハ_6 ^を 示します。 〇 「師 よ」 先生よ。 〇 「我れ 何を爲 さば」 何を爲 したらん に は。 我が 爲 して 

之に 由て 永生 を受 くるに 足る の 事業 あり や、 慈善 か、 傳道 か、 敎育 か。 世に 何に か 之を爲 して 永久の 

報 {A に與 かり 得る の 事業 あり や。 r 爲 さば」 は爲し 了って 共 報 ひとしての 意であります。 〇 「永生」 

sn き サ マリヤ 人の 二 力 五 
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来らん とする メシャ の國に 於け る 幸； i。  時の 猶太 人が 神の 下し 給 ふ 最上 最大の 恩惠と 信ぜし もの 9 

〇 「受 くべき や」 繼 承すべき や。 權利 として 享 おすべき や。 

^ ィ H ス答 へて 曰 ひける は 律法に 錄 されし は 3： ぞ、 汝 如何に 讀 むか。 

イエ ス答 へて 曰 ひ 給 ひける は、 我れ 汝に答 ふるまで もな し、 汝 は法學 者な り、 汝が專 門と する 摩 西 

の 律法 は此 事に 就て 汝に 何と 敎 ふるや、 汝は 聖書に 於て 此 事に 就て 如何に 讀む や。 or 汝、 如何に f お 

むか」 とは^^書の言辭如何と云ふに同じでぁります。 昔時の 猶太 人 は 今の 或 種の 基督 信者の やうに 

如何なる 問題に 會 します る も、 必す 之を證 明す る §A 書の 語 を 引用し ました。 故に r 汝、 如何に 護む か」： 

と は 彼等が 議論 を 闘 はす 時に 相互に 對 して 常に 發 した 言葉であった とのこと であります。 

こ、 ろ & せ 

S 答へ て n ひける は、 汝心を 一一-し、 精 祌を盡 し、 カを盡 し、 意 を盡 して 中： なる 汝の神 を 愛すべ 

し、 又 己の 如く 隣 を 愛すべし。 

法 蓽者は 直に 聖 害の 語 を 引いて 答へ ました。 その 第 一 は 之 を 申命記 六 章 五節 幷に同 十一 章 十三 節よ 

'IU  てのひら 

り、 第二 は 之 を 利 未 記 十九 章 十八 節より 引きました。 書に 精し き法學 者は聖 語の 引用 は 掌 を 反すが 

如く 容易で ありました。 汝、 全身 全力 を靈 して 主なる 汝の祌 を 愛すべし、 是が 第一 の 訓誡で ありまし 

た。 「己の 如く 隣人 を 愛すべし」 是が 第一 一の 訓誡で ありました。 

？-ィ H ス n ひける は、 汝 の答然 り、 之 を 行 は 生くべし。 

r 汝 の答然 り」 汝は 正當に 答へ たり。 〇 「之 を 行 は^ 生くべし」 之 を 行ぶべし、 然 らば 汝は生 

くべ しと。 法舉 おの 問に 對 する ィ H スの 答は是 でありました。 汝が唱 へつ k ある 律法の 訓誡 を 行 ふべ 

し、 g ゆに 之 を リ に ふるに 止まらす、 単に 之 を 人に 敎 ふるに 止まらす、 之 を 行ぶべし、 常に いて-! si 
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を 行 ふべ し (原語 は 現在 動詞でありまして、 此 意味が あります)、 然 らば 汝は八 /直に 生くべし とのこ.. 

とで ありました。 與， f 者は來 らんと する メシ ャ阔に 於て 幸福 を受 くるの 资 格に 就て 問 ひました。 然し ィ 

H スは來 世を俟 たす して、 現世に 於て ゲ 時より 生く るの 道を傳 へられました。 イエスの 敎 訓に從 へば 

永生 は 死して 後に 未来の ゅ界に 於て 與 ベら れる もので はない、 今^に 於て 八/直に 之を受 くる ことの 屮 r 

來る もので あり ます。 〇 法 舉者は 如何な る 大 事業 を爲 したら んには 其 報赏 とし て 永生 を受 くべき やと 

問 ひました。 ィ H スは 之に 對 して 「愛 祌 愛人の 普通 道德を 行へ、 然 らば 八.' より 直に 生くべし」 と 答へ 

られ ました。 ィ H スに 取りて は 永生 を承繼 ぐに 足るべき 特^の 大事 業と てはなかった のであります 。- 

C-COO  0  0  0  0  0  0  0  0000000  0OO000O0  さ T， 

神 を 愛し、 人 を 愛する こと、 それが 生命であった のであります。 世 が 普通 道德 と稱 して 蔑視み しもの、 

それが ィ H スに 取りて は 最大 道德 でありました。 人 は 永生 を來^ に 於て みました に 代へ てィ H スは 

今に 始まる 生命 を說れ ました。 法學 者は舉 者で ありながら 永生の 何たる、 之 を 承 繼ぐ途 の 何たる を少 

しも 知りませんでした。 彼はィ H スに 質問 を 掛けて 意外の 答に 接しました。 然しながら 意外で はあり 

ましたが、 其 iw なること を 否む こと は 出来ませんでした。 

？ 5 彼れ 自身 を 罪な き 者に なさん とて ィ H ス に！： ひける は、 我が 隣と は 誰なる 乎。 

法舉 者はィ H スの 答への 簡單 にして 透明なる にあつ けに とられました。 彼は斯 かる 分り切つ たる 事 ■ 

を 問 ふたと 思 ふて 自分な が ら 甚だ 間が 惡く 感じ ました。 然し 彼 も 學者を 以て 自か ら任 する 者で ありま. 

す、 2" ルれ なりに ィ H スに 屈伏して 其 前 を 退く こと は 出来ません。 依て 尙ほ 更らに 一問 を 試みました。 

〇 「自身 を 罪な き 者に 爲 さんと て」 は 多分 誤譯 であら ふと m わ ひます。 彼 は兹に 自身の を蔽 はんと 

したので はない と 思 ひます。 彼は學 者であります、 ィ H スの 如き 平信徒に 說 伏されて 甚だ もどかしく 

善き サ マリヤ 人の S.S  二 九 七 


M お 0  s  w 究  ：： 九 八 

感じた のであります。 故に 「自身 を 正しき^ とせんと て」、 卽ち斯 かる m 純なる 質問 を 提出せ し S 己 

の 浅 簿を蔽 はんがた めに、 更らに 質問 を績 けたので あります。 〇r 我 隣と は 誰なる 乎」 と、 彼は此 

間 を 掛けて 更 らにィ H スの學 力 を 試る と 同時に、 衆人の 前に 於け る畢 者た る 自己の 面目 を 維持 せんと 

しました 0 

加ィ H ス答 へて 曰 ひける は 或 人 エルサレムより M リコに F る 時 强盜に 遇へ り、 强盜 その 衣服 を剝 

，こ  -フ ち. a  、 

取りて 之 を 打擲き 死ぬ ばかりに なして 去りぬ。 

イエ スは此 質問に 接して 前の やうに &?- 書の 語に 訴 へて 答 へられませんでした。 彼 は 之に 代って 一 つ 

の 審寳談 を 語られました。 之れ が卽ち 有名なる 「善き サ マリヤ 人の 話」 であります。 是は譬 話で はな 

いと 思 ひます。 描 寫が餘 りに.；：！ 實 的でありまして 作 話と は 思 はれません。 是れは 多分 其當 時に おった 

|5^實 でありまして、 ィ H スは之 を 聞かれて 說敎の 善き 材料と して 藏ひ かれた も の であり ませう。 

〇 「或 人」 或る ユダヤ人。 〇「H ルサ レムより エリコ」 距離 は您 かに 二十 哩 なる も、 道は斷 絶 

w^- の 問 を 縫 ひ、 强盜の 窟に 適し、 共 出沒に 便利なる 所であります。 故に 今日に 至る も尙ほ 同じ 此邊 

に 於て 强盜、 追剝の 難に 邀ふ者 は 絶えません。 干 八 k;: 二十 年に 英 M の赏族 F、 へ ン 一一 ッカ ー なる 人 も 

亦此 道に 於て 强盜の 殺す 所と なりました。 

"斯る 時に 或 祭司 この 路 より 下りし が 之 を 見過しに して 行けり。 

「斯る 時に」 此時， 4^ かも。 〇 「或 祭司」 同闺 人に して 而 かも 宗敎の 職 を ：15- る 祭司。 〇 「之 を 

過し にして 行けり」 彼 を 見ながら 過 行けり。 心に 多少 同情の 念を懷 きしな らん も、 實 際に 援 けんと 

はは さすして 彼 を 避けて 過 行けり。 而 して 注意せ よ、 彼 は 祭司たり しなり と。 


お 又 レビの 人 も此に 至り、 進 見て 同じく 過 行けり。 

「レビの 人」 祭司の 下に 附て 神殿に 奉 ii する 人、 神殿の 下役 人と でもい ひませ う 乎。 〇 「進 見て」 

同情に 索 かれて か 又は 好奇心に 驅られ て か、 遭難：^ に 近寄て 見ました。 然 かし 面倒と 入費と、 特に： i: 

じ 危險の 己が 身に 及ばん こと を 遺 ひて 祭司 同様 過 行きました。 

Jr.- 或る サ マリヤの 人 旅して 此に來 り、 之 を 見て 憫み、 近より て 油と 酒 を 其 傷に 注ぎて 之を裹 み、 

己が 驢 lit に乘 せ、 旅 邸に 携往 きて 介抱せ り。 

「サマリ ャ のん」 ユダヤ人が 賤んで 止まざる サ マリヤ 人。 彼等 は 常時 は 相互と 交際 を爲 ませんで 

した (約 翰 傳四章 九 節 )o 〇 「旅して 此に來 り」 祭司と レビの 人と は エルサレムの 神殿に 奉 力 仕へ、 其歸 

路に此 所に 來 合した ので ありまし たが、 此サ マリヤ 人 は^に 宗敎 上の 職務 を帶 びて 5- はなく、 唯の 狡 

行 巾 偶然に も 此所を 通り か& つたので あります。 彼 は 多分 商人であって、 商用 を帶 びて H リコより ェ 

ルサ レムに 上らん とする 旅程に 在った ので ありませ う。 〇 「之 を 見て 憐み」 心 動き。 惻隱の 情を發 

し。 $e 時の 人械的 怨恨 を 忘れて。 〇「 近より」 祭司と レビの 人と が 過 行きた るに 反して。 〇 「油と. 

1^」 橄欖 油と 葡萄酒。 當 時；？^ 觸の 緩和 劑 でありました。 〇 「沃 ぎて 裹み」 藥を沃 ぎ 傷を裹 み。 

〇 己が 驢 に 助け 乘せ、 旅館に 携往 きて 介抱し ました。 

つ y  つ ひえ 

お 次の 日出る 時、 銀 二 枚 を 出し、 館主に 與 へて 此人を 介抱せ よ、 費 若し 增 さば 我れ 還りの 時汝 に- 

償 ふべ しと 曰 へり。 

「銀 二 枚」 我國 今日の ニ圓餘 り。 〇 「我れ 汝に俊 ふべ し」 入費 を 一;^ 人より 請求す る 勿れ、 我れ 

彼に 代て 汝に愤 ふべ しと。 實に 深切の 極であります J 

善き サ マリヤ 人の 話  二 九九 
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ぉ然 らば 此ー 二人の 中 誰か 强盜に 遇 ひ し 者 の 隣な ると 汝意 ふ や。 

r 此 三人」 宗敎 (玖の 祭司と、 殿 守の レビ 人と、 異邦人の サ マリヤ 人と。 〇 「隣なる」 では 足り 

ませ せん、 隣と なりし であります。 イエス の敎 訓は此 一 語に 存 して 居る のであります。 斯 かる 場合に 

於け る譯 字の 不完全 は 殆んど 免せ ません。 〇 隣と は 誰なる 乎との 舉 者の 問に 對 して、 ィ H スは 隣と な- 

りし は 誰なる 乎と 反問され ました。  隣家に 住って 居る 者必 しも 隣人で はない、 又國を 同う し、 鄉を 

うする 者、 必 しも 隣人で はない、 隣人と は 我より 進んで 善を爲 して 成る 者で あると。 是れが イエ スの 

隣人の 定義で ありました。 彼より 我に 接近す る 者 は 隣人で はない、 我より 彼に 近より 投助を 供して 彼 

の 隣ん となるべき であるとの ことで ありました。 實に It 態なる 隣人の 定義であります。 然し 實に 深い 

ぉ義 であります。 ^ の 人 は 隣人 を 求めます、 然か し 基督 者 は 我より 進ん で 人の 隣人と な る ベ き で あ り 

ます。 〇 「然 らば 此 一一 一人の 屮、 誰か 自 から 進んで 强盜に 遇 ひし 者の 隣人と なりし と汝意 ふや」 と、 

ィ H スの此 反問に 會 ふて 學者は 更らに 己が 無學を 感じた であり ませう。 

- ""彼れ n ひける は 其 人を矜 * みたる 者な りと。 イエ ス rn ひける は 汝も往 て 其 如く 爲 よと。 

「共 人 を矜恤 みたる 者」 矜 恤を爲 したる 者、 矜恤の 業を爲 したる 者。 〇 彼れ 學者は 己に 恥 ぢて. 

か、 或 ひ は 今 尙ほサ マリヤ 人の 名 を n にす る を 版 ふて か、 「サ マリヤ 人な り」 と は 言 はすして 「其 人 

に矜 恤を爲 したる 者」 と 遠 廻りに 答へ ました。 彼 は 議論に 負けても 己の 偏執 を棄て 得ませんでした。 

〇 「汝も 往て 云々」 往て汝 も 人の 隣人と なれよ、 隣人の 誰なる 乎に 就て 論す る 勿れ、 汝は 苦む 者に 

投 助を與 へて 共の 隣人と なる を 得べ しと。 

^の學 者の 考 へと ィ H スの考 へと は斯も 全く 遠 ひます。 「何 を爲 して 永生 を 交くべき 乎」 との 學者 


の 問に 對 して、 イエス は r 祌を 敬し 人 を 愛して 个 より 生くべし」 と 答 へられました。 「隣人と は 誰ぞ」 

との 問に 對 して r 汝 より 進んで 苦む 人の 隣人と なれよ」 と 答 へられました。 意外と 云 ひませ-つ 乎、 深 

遠と 云 ひませ う 乎、 敬 嘆す るの 外はありません。 


路加 傳に 由て 傳 へ られ たる 主の 祈禱 


書 は 二 個の 主の 祈禱を 吾人に 傅 ふ、 馬 太 傅に 由る 者と (六 章 九 十三 節) 路加 傳に. ffl る 者と (十 

一章 二  — 1： 節) 是れ なり。 二者 要目 を 共に すと 雖も 文に 長短 繁簡の 別 あり。 而 して 近世 舉 きの 研 

究に 依れば、 路加 傳に 由る 者の、 其 簡潔なる が 故に、 始めて ィ H スの 口より し 者なる が 如しとの 說 

多し。 馬 太傳に 由る 者はィ H スの 原始の 言 辭に 修飾 を 加へ し 者に して、 禮拜 用と して は 優美なる も、 

祈禱 の 精 祌を傳 ふる 者と して は 反て 前者 に 劣る 所 あるが 如し。 今、 最も 信憑す ベ き 古代 謄 一お 本 に .S り. 

路加 傳十 一 章 一 一節 以 f^-g: 節まで を邦譯 すれば 左の 如し、 

イエ ス曰 ひける は、 汝等 祈る 時 は 一 百 ふべ し 

父よ、 御名 を 架め 給へ、  ， 

御國を 臨ら せ 1 へ、 

我等の 必要の 糧を rii 毎に 我等に 與へ 給へ、 

路加 俥に 由て 博 へられた る 主の 祈 SS  ー1!01 
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我等の SS: を赦し 給へ、 そ は 我等 さへ も 亦 我等に ft; ふ 所の すべての 人を赦 せば なり、 

我等 を 誘惑に 放 i し 給 ふ 勿れ。 

略 註 (ゴ- デ-氏 許 解に 依る 所 多し) 

祈る 時 は 祈らん と 欲する 心の 起る 時 は、 必 しも 時 を 定めて 祈る に 及ばす、 叉 職務に 强 ひられて 祈 

るべ からす、 祈る の 必要 を 感じ、 祈りた く 欲 ふ 時 は 下の 如くに 祈るべし。 

斯の 如くに 馬 太 傅に 此 文せ あり、 然れ ども 路加 傳 にあるな し。 蓋し 此所も 亦 此意を 加へ て讀 むべ 

き^ならん。 卽ち、 此 一一： K 葉 を 繰り返す べしと 一一 目 はす、 之 を 模範と して 祈るべし と 言 ふ。 我れ 汝 等に 祈 

f おの 校範を 示さん、 其 精神 を 以て 祈るべし との 意な らん。 

いひ あら は  こゝろ 

言 ふべ し 之 を 言葉に 言 表すべし。 汝等、 心に 祈らん と 欲する 時、 其 意 は 下の 例に 傚 ひ、 之 を 言葉 

に^ はすべし。 

父よ 「； 人 地 萬 物の 造屮： なる 眞の 神よ」 と 一一 H ふに 及ばす、 叉必 しも 「天に 在す 我等の 父よ」 と 一 

まこと 

に 及ばす、 「父よ」 の 一言に て 足る。 天地の 造 主なる 眞の神 は 今 は 其 愛子 を 以て 汝 等の 父と して 顯は 

れ給 へり。 彼 は 叉 人類の 父なる のみなら す叉汝 等の 父な り。 萬 人の 父に して 又汝 一 人の 父な り。 故に 

彼と 語る に單に 「父よ」 と 雷 ふべ し。 彼 を龥び まつる に 方て 彼に 長き 肩書 を附 して 彼 をして 汝 より 

と は- ごか 

遠 らしむ る 勿れ。 

御名 人が 神に 附し 奉る 名な り。 或は H  a ヒムと 云 ひ、 或は アド ナイと 云 ひ、 或は H ルシャ ダイと 

云 ひ、 或は エホバと 云 ひ、 或は 神と 云 ひ、 或は 怫と云 ふ。 名 は 思想の 表彰な り。 人が 神に 就て 思 ふが 


i  ちか.，. - ある もの  め？ みある few 

如くに 彼 は 彼 を稱び まつる たり。 力 者 と 思 ふ 時に H  B ヒム と稱び まつり、 恩惠 者と W 心 ふ 時に エホバ 

と稱び まつるな り。 御名 は 神に 就て 人が 懊く 思想な り。 

聖め 給へ 我等が 汝に 就て 懐く 思想 を 架め 給へ。 我等 をして 正 當に汝 を 解し 得させ 給へ。 汝の聖 く 

在し 給 ふが 如くに、 我等 汝に關 し て 懐く 思想 をして 聖 からしめ 給へ。 我等 をして 卑く汝 を 解 さしめ 給 

ふ 勿れ。 異邦人が 汝を 解す るが 如くに 解 さしめ 給 ふ 勿れ。 萬 軍の 神と 稱び まつりて 汝を： 本祌 又は 勢力 

の 神と 解 さしめ 給 ふ 勿れ。 或は 恩惠の 神と 稱び まつりて 汝を； i 神乂は 幸運 を 人に 下し 給 ふ 神と 解 さし 

め 給 ふ 勿れ。 我等 をして ィ H ス キリストの 御 父と して 汝を M さしめ 給へ。 卽ち 純愛の 神、 權牲 の祌と 

して 汝を識 らしめ 給へ。 我 名 は 彼に 在りと 汝は言 ひ 給へ り (： 出 埃 及..？" 廿 一一； 章サ 一節)、 卽ち汝 の 何たる 乎 

は 彼れ ィ H スに 於て 完全に 顯 はると なり。 我等 は 未だ 汝を 識ら す、 我等 は 自身が 意 ふが 如くに 汝を解 

し 易し。 願く は 我等に 在りて 御， 名 を 紫め 給へ。 我等 をして 預雷 者ィザ ャが聖 殿に 於て 間し が 如くに、 

聖 なる 哉、 聖 なる 哉、 萬 軍の M ホバ として 汝を識 り、 又 汝を龥 び まつらし め 給へ。 以 書- パ章。 

御國 祌の國 は祌の 政治な り。 而 して 神の 政治 は 人の 政： m と 異なり、 之に 國土 あるた し、 法^5^ぁる 

なし、 警察 あるな し、 兵力 あるな し。 神の 政治 は 愛と 義と 聖； 靈とを 以て 人の 心の 衷に行 はる。 t 右し 共 

效 5^ の 外に 顯 はる \ こと あれば、 そ は 先づ其 能力の 衷を聖 めた るに K るな り。 人の 政：！ E は 權威を 以て 

外より 衷に 及ぼさん とし、 神の 政治 は 之に 反して 衷 より 外に 顯 はれん とす。 

臨ら せ 給へ 布き 給へ と 言 はす、 臨ら せ 給へ と 云 ふ。 韩政 を壓抑 的に 施し 給へ と 言 はす、 を自 

.E 的に 行 ひ 給へ と 言 ふ。 卽 ち聖靈 を 降し 給へ と 言 ふに 同じ。 神の 國は 降臨すべき 者な り。 先づィ エス 

. の 靈卽ち St 靈 として 人の 心に 臨む ベ き 者な り。 甘露の 牧場 を 潤す が 如くに、 靜 かに 靈 魂に 降る ベ き 者 

路加 に e て傳 へられれ ろ の 祈？ お  一二  01 一： 
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4^ り。 「御 圃を 臨ら せ 給へ」。 聖霊 を 降し 給へ。 而 して 我等の 衷 なる 靈を 化して 終に 外なる 肉と 社メま 

とに 及び 給へ。 議會を 以て 法律 を 改め 給へ と 祈らす。 警察 を 以て 風紀 を 正し 給へ と 祈らす" 或は 敎，^ 

を 以て 又は 文增： を 以て、 聲と 筆と を 以て 社會を 改良し 給へ と 祈らす。 神に 應 はしき 方法 を 以て、 彼の 

取り 給 ふ 唯 一 の 方法 を 以て、 卽ち 御子 ィ H ス の靈、 卽 ち聖靈 を 我等の 靈に 降し、 以て-;^ と" せとの 政 

を 1K に 行 ひ 給 ふが 如く 地に も 行 ひ 給 へ と 祈る。 

我等の …… 我等に …… 我等 を 先づ 神の 事 を 祈るべし、 是れ 第一な り。 先づ 祌の眞 正に 人に 識られ 

ん事 を、 义 神の 政治の 人の 問 に 行 はれん こと を 祈るべし。 而 して 後に 人の 事 を 祈るべし。 而 かも 我が 

事 を 祈る ベから す。 我等の 事 を 祈るべし。 人類 全體 のために 祈るべし。 祌を 愛する 者總體 のために 祈 

るべ し。 「我の、 我に、 我 を」 と 言 ふべ からす。 「我等の、 我等に、 我等 を」 と 一 百ぶべし〕 卽ち 異邦 

ん幷に 偶像 信者が 祈る が 如くに 祈る ベから す。 彼等 は 自己の ために 祈りて 他人の ために 祈らす。 尺の 

ために 祈りて 神の ために 祈らす。 然れ ども 汝等 はぎ かなすべからざる なり。 汝等 は先づ 第： に 神の た 

めに 祈るべし、 次ぎに 人の ために 祈るべし。 而 かも 自己の ために 祈らす して、 同志 同類の ために 祈る 

べし。 汝等 我れ ィ H スの 弟子た る 者は爾 かなすべき 也。 

糧 受造 物た る 人に 糧の 必要 あり。 肉 體の糧 の 必要 あり、 .ii ま 魂の 糧の 必要 あり。 彼は糧 なくして 一 

口 も： 在す る 能 はざる 也。 故に 我等 糧 のために 祈る は 善し。 然り、 其た めに 祈らざる を 得ざる a。 我 

等は樂 まんがた めに 生きん こと を 欲せす、 役 へんが ために 養 はれん こと を 祈 求 ふ。 神が 其 政 を 行 ひ 

給 ふに 方て、 我等 を 使役し 給 はんがた めに、 我等 は糧を 得て 健な らんこと を 願 ふ。 

必要の 糧 糂 のために^るべし。 然れ ども 餘分 (pericuHiosJ の糧 のために 祈る ベから す。 糢は必 


要 (epioljsics) の 分 あれば 足る。 人が 全 體に富 を 要求す る は 彼が 必要 以上の 糈を 要求す るに 內る。 然 

れ ども 我等 大 なる 父に 信賴 する 者 は 必要 以上 の 糧を疲 るの 耍 なし。 而 して 祌は必 すし も 入に 富を與 へ 

給 は ざれ ども、 彼に 依頼む 者に 必す 必要の 糧を賜 ふなり。 

日毎に 我等に 與へ 給へ 必要の 糈を與 へ 給へ、 而 かも 一年の 精、 又は 十 年の 糧を與 へ 給へ と 祈らす、 

日毎に 之 を與へ 給へ と 祈るな り。 令 日 は 令 日、 明日 は 明日と、 神が 空の 鳥 や 野の 獸を養 ひ 給 ふが 如く 

に 我等 を 養 ひ 給へ と 祈るな り。 而 して 斯く蕭 りて 我等 は 心に 寡愁 ならん と 欲するな り。 祈禱の 目的 は 

客觀 的に して 又 中 -觀 的な り。 我等 は 最少 額 を 祈て、 之 を 神より 得る と 同時に 叉 彼に 由て 我等の 慾 心 を 

減殺 せらる、 なり。 我等の 必要の 糧を 日毎に 我等に 與へ 給へ と 祈て 我等の 肉 體を養 はる、 と！ 1： 時に 乂 

我等 の 靈魂を 潔 めら る、 也。 

我等の 罪 を赦し 給へ 肉體の 生きん こと を 祈て 次ぎに 靈 魂の 活 きんこと を 求む。 S§ の價は 死なり。 

を 除かれ ざれば 靈 魂は活 きす。 而 して 罪 を 除かれん と 欲して 祌に 之を赦 さる、 の 一途 あるの み。 故 

に 一一 目 ふ、 我等の を赦し 給へ と。 而 して 神に 我等の 犯せし すべての 罪を赦 すに 足る の 恩寵 在 て^す。 

我等 は單に 父の 仁慈に 訴 ふるのみ。 我等に 雜を赦 さる、 の 一 の權利 あるな し。 我等 は單 へに 父の 宽裕 

を 乞 ふて 曰 ふの み、 「父よ 赦し 給へ」 と。 

そ は 我等 さへ も 亦 我等に 負 ふ 所の すべての 人 を赦せ はな リ 父 は 我等の 罪 を赦し 給ぶべし、 そ は 我 

等 都に 生まれ、 惡に 成長し 人間 すら 我等に 物 を 負 ふ 者 あれば、 之を赦 すの 憐愁の 心を存 すれば 也。 主 

は 曰 ひ 給へ り、 汝等惡 しき 者なる に 善き 物 を 其 子等に 與 ふる を 知る、 況して 天に 在す 汝 等の 父に 於て 

を やと C 路加 傳十 一章 十一 一一 節 )o 我等 si- に 沈める 人 問に すら 人を赦 すの 心：；^ す、 ？れして光の中に在して^^; 
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を 知り 給 はざる 汝 S 一 U 乂に 於て を や。 我等の 衷に 憐愍の 心 を 植ゑ給 ひし 汝 はいかで 我等の 祈願に 應 じて 

$ の 5# を赦し 給 は ざらん や。 

我等 を 誘惑に 放任し 給 ふ 勿れ 我等の 罪 を赦し 給へ。 而 して 我等 をして： 冉 たび に陷 らしめ 給 ふ 勿 

れ。 我等 は 知る、 汝は人 を 惡に誘 ひ 給 はざる を (雅各 書 一章 十一 一一 節 )o 我等 を 誘 ふ 者は惡 魔な り" 而 して 

我等が 惡 魔に 誘 はれ ざらん がた めに は 我等 は汝の 常時の 保護 を 要するな り。 汝 にして 一た び汝の 愛護 

の 架 手 を 放ち 給 は. A か、 我等 は 直に 惡 魔の 捕 ふる 所と なり、 北ハ誘 ふ 所と なりて 汝に反 ひて， を 犯す に 

至るな り。 故に 祈 求 ふ 我等 を して 故意なる 罪 を 犯して 汝 をして 聖額を 我等より 反け しめ まつる に 至ら 

ざらん こと を。 祈 求 ふ、 我等 高ぶりて 自己に 賴り、 我等の 不信 時代に 於け るが 如く、 汝が 我等 を 共 心 

. の 慾を縱 雞 にす るに 住 かせて 汚 據に附 し 給 は ざらん こ と を (確お 書 一 章廿四 節. )o 

*  本 

路加 傅に 由て 傳 へられた る 中： の 祈禱を 約言す れば 左の 如し、 

一 、 神の ためにす る祈禱 

ィ、 祌の聖 33 の眞 正に 人に 識ら れんこと を 祈る、 

口、 斯くて 聖 3in の實際 的に 人の 間に 行 はる、 に 至らん こと を 祈る。 

1 ；、 ん のために 祈る、 

ィ、 必要 缺 くべ からざる 肉 體の 糧の與 へられん こと を 祈る、 

e§ を赦 されて 死せ る靈 魂の 活 きんこと を 祈る、 

、へ 祌の聖 手 を 離れて W たび 罪 を 犯す に 至ら ざらん こと を 祈る。 


祈禱の 要目 は 僅かに 五箇 條、 而 してんの 祌に訴 るべき こと を 言ひ盡 して 餘り あり。 我等 は此祈 It に则 

りて 祈らざる ベから す。 而 して 斯 かる 祈 禱の必 す 神の 聽き納 れ給ふ 所と なる は 言 はすして 明かな り。 一 

父よ、 御名 を聖め 給へ、  j 

御國を 臨ら せ 給へ、  _ 

必要の 糧を 日毎に 我等に 與へ 給へ、  ， 

神人 共通の 御 憐愁を 以て 我等の 罪 を赦し 給へ、  - 

而 して 我等 を 護り 給 ひて 我等 を惡 魔の 誘惑に 放任し 給 ふ 勿れ、 ァ ー メン。  - 

祈禱の 模範 

路加 傳十 一章 一— 四 節 

いの  を丄  i ち  もと 

イエスが 或る 所に て 祈 禱り給 ひし 時に 其畢る を俟て 弟子の 一人 彼の 許に 来りて 言 ひける に は 「中-よ、 

ョ ハネが 其 弟子に 敎 へしが 如くに 我等に ► も 祈る こと を敎へ 給へ」 と。 ィ H ス、 其 乞に 應 じて 左の 祈禱 

の 模範 を 供し 給 ひぬ。 

み な  きょ 

父よ、 繭 名の 聖 めら れんこと を、 

雨國の 臨らん こと を、 

新 f おの 模 e  1  一： C 七 
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我等の 日用の 糧を 日毎に 與へ 給へ、 

^る 

我等の S§ を赦し 給へ、 我等 も 亦 我等に 負 ふ 者 をす ベて 免せば、 

一一 ゝ ろみ 

我等 を 試 誘に 附し給 ふ 勿れ。 

自譯 (英譯 聖書、 ネストレ -氏編 寡 希臘語 新約聖書 等參 照) 

甚だ 簡單 なる 祈禱 である。 馬 太傳に 記されし 所の ものよりも 更 らに簡 S 取で ある。 然れ ども 簡單 なる 丈 

け 夫れ 丈け 意味深長 である。 沟に 祈禱の 模範と して 奉戴すべき 者で ある。 

神に 喚 求む るに 止 「父よ」 と 叫ぶ。 是 にて 充分で ある。 日本 譯の 「天に 在す 我 倚の」 の 文字 は 多分 

将 くべき 者で あらう。 今日の 宗敎 家が 爲 すが 如くに 「宇宙 萬 物 を 造り 給 ひし 天に 在す 眞の 神よ」 と 叫 

びて 地の 低き より 天の 高き に 向て 絶叫すべき でない。 「父よ」 で 充分で ある。 「我が 側に 在し 給 ふ 父 

よ」 である。 「我れ 祈 求 はざる 前にす ベて 我が 祈 求 を 知り 給 ふ 「父よ」 である。 「懷 しき 慕 はしき 父 

よ」 である。 神 を單に 「父よ」 と 呼ぶ を 得て、 我等 ほ 揮ら すして 彼の 膝下に 近づく を 得、 其處に 我が 

すべての 祈願 を 披瀝す る ことが 出來 るので ある。 

「名」 は 性格で ある。 「雨 名」 は 神が 人に ぎ 示し 給 ひし 所の 御自身の 性格で ある。 聖書の 示す 所で 

あって、 殊に ィ H ス キリストの 顯 はし 給 ひたる 所で ある。 「爾 名の 聖 めら れんこと を」 と は 「ィ ェ ス 

ま- TJ  あき.，？ か  ，ひ ひ  まこと 

キリストの 御 父なる 眞の 神の 何たる 乎が 人の 心に 明瞭に 成らん こと を」 と の 祈，；^^ で ある。 神が S 呉に 人 

に 知られん 事と、 人が 眞に神 を 知る に 至らん 事と である。 世に 之に 勝りて 願 はしき 事 はない ので ある- 

ィ， ェ スが此 事 を 祈 禱の第  一 ^に 置き 給 ひし は 故 あるので ある。 而 かも 人 は祌 の子ィ H スに 依らす して 

如何で 斯 かる 祈 求 を 思附き 得ん やで ある。 而 して キリスト 降 世 千 九 百年 後の 今日、 此祈求 は 今 猶ほ最 


も 必要で あるので ある。 人 は 未だ 神の 御 性格 を 知らないの である。 基督 敎國の 民と 稱 する 者まで が 未 

だィ H ス キリストの 御 父なる 眞の祌 の 御 性格に 就て 多くの 誤解 を懷 いて 居る ので ある。 彼の 御 性格の 

何たる 乎 を 知って 自 から 基督 敎國を 以て 稱 へながら 他 國に 向て 戰 (；！^ を宜吿 する が 如き は 到底 屮 H 来ない 

普で ある。 然り、 爾 名の聖 めら れんこと を。 神に 關 して 人の 懐く 思想の 聖 めら れんこと を。 人が 眞に 

祌を 了解す るに 至らん こと を。 彼 は 武力の 神に 非す、 智略の 神に 非す、 愛の神 なること を らんこと 

を。 自 から 人類の 罪を擔 ひて 十字架に 釘 けられ 給 ひし ィ H ス こそ 最も 完全に 神を顯 はす 者なる こと を 

知る に 至らん こと を。 傳 道の 目的 は 之に 外なら ない ので ある。 人類の 進歩 は 彼等が 神に 就て 懷く觀 念 

の 進歩に 外なら ない ので ある。 然り、 繭 名の 聖 めら れんこと を。 人類が 一 日 も 早く 神の 1 眞に 何たる 乎 

に 就て 奠 に知覺 るに 至らん こと を。 

祈願 第一 は 神の 聖 名の 聖 めら れんこと である、 卽ち 人の 心に 祌に關 する 眞 正しき 思念の 廣 かれん こ 

-- r,  3  -r  Irr  -  -  -、 ー!-  い /  00O000O000OOO00OO0000 

とて ある。 祈願 第二 は 繭國の 臨らん ことで ある、 卽ち 心に 懍 かれし 聖き 思念の 事實 となりて 現 はれ， P 

0  0  0  0  0 

ことで ある。 

第 一 は 內に聖 めら れんこと である。 第一 一は 外に 聖 めら れんこと である。 靈に 於て 神 を 宿し 奉らん こ 

とで ある。 肉 を 以て 彼 を 現 はし 奉らん ことで ある。 爾國の 臨らん こと をとの 祈禱の 中に、 我が 行爲の 

改まらん こと を、 社會に 正義の 行 はれん こと を、 世界に 平和の 臨まん こと を 等の 祈願が 含まれて ある 

ので ある。 

此 地が 化して 天國と 成らん 事と、 內に 始まりし 聖靈の 感化が 外に 及ばん こと をとの 祈願で ある。 而 

して 是れ亦 我等の 切なる 祈願で ある こと は 言 ふまで もない。 夫れ 受造 物の 切なる 望 は 神の 諸子の 顯は 
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れんこと 也 广羅馬 書 八 章 十九 節 )o 敕^ はんの 心靈 にの み 限らない。 彼の 肉體、 社き 國 .；^、 全 ゅ界、 入"： 卞 

(.5 にまで 及ぶべき ものである。 爾國の 臨らん こと を、 肉體 の役活 せんこと を、 萬 物の 復興 せんこと を、 

〈チ 苗の 改造 せられん こと を、 此 世の 諸 國は 我等の 屮： キリストの 霉 となり、 キリスト 世々 おな く 之 を 

治め 給 はんこと をとの 祈願で ある (W? 示錄 十一 章 十五 節 )0 實に 偉大なる、 莊 美なる、 去 遠なる 祈願で あ 

る。 此 世と 萬 物と に關 はる 祈願で は あるが、 然し、 現世 的なら ざる、 物質的 ならざる、 肉 慾 的なら ざ 

る 祈願で ある。 而 して 此 祈願が 今日 摘 ほ 非常に 必要なる は 言 ふまで もない。 第 二十^紀の^ は 決し 

て キリストの 治め 給 ふ 世界で はない ので ある。 其 内に 多くの 非 キリス ト 的の 宗敎 と道德 とが 行 はる. - 

のみなら す、 其 基督 敎會 と稱 する 者、 並に 基督 敎國 と稱 する 者まで が 今猶ほ 甚だ 非 キリスト 的 又は 反 

キリス ト的 であるの である。 彼等 は 主よ 主よ と 呼び まつりて 彼を拜 する なれ ども 彼の 聖旨 を 知らす、 

之 を 行 はない ので ある。 彼等 は此 世の 賞 讚 を 喜び、 此 世の 精神に 循 ひて すべての 事 を爲 すので ある。 

故に 「爾國 を 臨ら せ 給へ」 との 祈願 は r 敎會の 勢力 を 世に 及ぼさせ 給へ」 との 祈願で はない。 先づ第 

み な  とな  ，ひく  ii き， U  ひや リ 

一 に爾名 を， 以て 稱 へらる、 敎會の 中に 爾國を 臨ら せ 給へ との 祈願で ある。 其 俗 氣を掃 ひ 給へ、 其哩想 

とする 所 を更へ 給へ 、 其の 世に 阿ねる ことなくして 之に 反抗して 之に 勝つ こと を 得ん こと をとの 祈願 

である。 雨國の 臨らん こと を、 新 天地の 舊 天地に 代らん こと を、 新ら しき エルサレムの 備整 ひて 神の 

所 を 出で 天より 降らん こと を、 主ィ H スょ 臨り 給へ と …… 耽壞の 中に 在りて 復活の 曙光 を俟ぱ H む 者 

の 祈願に して 之よりも 切なる 者 は 無い ので ある。 

第一 は 神に 就ての 祈願で ある、 第二 は受造 物、 卽ち 人類と 宇宙 萬 物に 就ての 祈願で ある、 而 して 第 

三 以下が 我等 自身に 就ての 祈願で ある。 而 かも 我に 就ての 祈願で はない、 我等に 就ての 祈願で ある。 


我 を 惠み耠 へ と 一一 目 ふので はない、 我等 を 惠み給 へ と 言 ふので ある。 我等 全 體を惠 み 耠 へ と 一一 一一 n ふので あ 

る。 信者 (眞の 信者) 全體を 代表しての 祈願で ある。 我が 一身の ため、 お：！ 家族の ため、 &l,i、l の 

ためと 言 ひて、 我れ 一 人の ための 祈願で はない。 總てィ H スを 愛し 彼の 顯は れんこと を俟 望む 者の た 

めの 祈願で ある。 聖 父の 聖 3h に 適 ふ 祈願 は 私慾 を 全然 脫 したる 祈願でなくて はならない。 

而 して 信者の 祈願 は 信者 自身の ための 祈願で はない。 聖 名と 聖 一圃との ための 願で ある。 我等の 日 

用の 糧を與 へ 給へ との 祈願 は 我等 をして 生存 を續 けて 人生 を樂 しませ 給へ との 祈願で はない。 日毎の 

精 を 賜 はりて 聖 名と 聖國と のために 働かし め耠 へとの 祈願で ある。 信者に 取りて は 生命の 責き は是が 

ためで ある。 神に 使 はれん がた め、 其聖業 を扶け まつらん がた めに 生命 は 無窮に 尊い ので ある。 -，1 し 

て 信者の 此 祈願に 應 へて 神が 降し 給 ふ糧は 單の糧 ではない ので ある。 か！^、 を 養ふ糧 であって 同時に 又 

靈 を 活かす 糧 である。 天國 建設の ための 兵糧で ある。 米の 飯、 麥のパ ン では あるが、 之 を 食 ふ 者 を 

して 永生に 至らし むる 糧 である。 而 して 父 は 信者の 此 祈願に 應 へて 豐に之 を 賜 は ざらん やで ある。 食 

物の 缺乏は 之 を 自己の ために 消費 せんと 欲する 者に のみ 有る ので ある。 此 身の 聖國 建設の ために 扶持 

せられん こと を 欲 ふ 者に 食 を 絶た る \ の 憂 あるべ けんやで あ る。 誰か 軍に 出て 己の 財 を 費す 者 あらん 

やで ある (： 哥林多 前書 九 章 七 節〕。 神の， 軍に 出 でんと 欲する 者 は 神より 糧の 供給 を受 くるので ある。 神よ 

り糧の 供給 を 祈りて 之 を 獲な いのは 之 を 自己の ために 消費 せんとす るからで ある。 聖 名と 聖國の ため 

に 起ちて 糧食の 供給 は確實 である。 敎會の 補助 を俟 つの 必要 はない。 神 は 敎會义 は 宣敎師 の 手 を經す 

して 直に 之 を 我等に 與へ袷 ふ。 

我等の 日用の 糧を 日毎に 與へ 給へ。 今日は 今 口の 糧を與 へ 給へ。 明日 は 明日の 糧を與 へ 給へ。 s;:^ 
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として 與へ給 ふ を 要せす、 年俸と して 與へ給 ふ を 要せす、 勞働 者が 日毎に 貧 銀を與 へらる るが 如くに、 

我等 聖 名と のために 働ら く 者に 日用の 糧を 日毎に 與へ 給へ。 祖 雨が 我等に 賜 ふ糧の 天より 降りし 

マ ナ の 如くに からん こと を。 其の 此 世の 政 _ ^が 政略の ために 與 ふる 汚穢の 糧 にあら ざらん こと を。 

义は敎 < ^が 敎勢擴 張の ために 與 ふる 偽善の パ ン にあら ざらん こと を。 若し 聖旨に 適 ふなら ば、 其の、 

ひた ひ あせ  かせ  おくりら の 

我等 自身が 額に 汗して 稼ぎ 得た る勞 働の パ ン ならん こと を。 若し 然ら すば 純粹の 愛の 贈物な らんこと 

厶<3厶<3厶厶厶厶<:厶<1<1<-.1厶厶厶<3<1<1<3厶.1厶 <3AA 厶  <：<1<1< "厶 厶 △△△△△ 

を。 我等 は惡 魔の パン を 食 ふて 祌の聖 業に 從事 する 能 はす。 我等が 食 ふ パンの 性質 はやが て 我等が 從 

厶厶 厶厶厶 1.;  ,; ム厶厶 △  厶厶 △<! 厶  <1<1<1<3 厶厶厶 厶<3 厶.， 〕△ 厶厶厶 △△ 厶ム 

1sf_ する 事業に 感染せ ざらん と 欲する も 能 はす。 我等 は聖き 事業に 從事 して 之に 成功 せんがた めに は斷 

厶厶厶 <"<-<3<1 厶厶厶 <"<"△△△ 

じて 不潔の パ ンを 斥けざる を 得す。 

こと  きょ 

實に 地の 產 する 食物の 量 は 多く ある。 然れ ども 聖き 食物の 量 は 多くない。 我等 を 養 ふ 少量の 食物た 

りと 雖も、 聖き物 を 獲ん と 欲して その 困難た る や 實に大 なりで ある。 鼓に 於て か 我等の 日用の 糧を日 

毎に 與へ 給へ との 祈願の 必要が 切に 感ぜら るるので ある。 「如何なる 糧 なる も 可な り」 と 言 ふので は 

ない。 神の 僕 を 養 ふに 適した る 糧を與 へ 給へ と 言 ふので ある。 而 して 是れ 決して 璲 るに 容易い 糧 では 

ない。 此の？ § の 世に 在りて 汚點 なき 糧を瘦 るの 困難 は 曠野に 在りて 徵 ざる パ ンを璲 る 丈け 夫れ 丈け ra 

難で ある。 故に 我等 は聖き 福音の ために 働かん と 欲する に 方て 食物 充足の 今日の 社會に 在る も、 天よ 

り 降りて 生命 を 人に 與 ふる マ ナを祈 求めて 止まない ので ある。 我等 は 交涉を 重ねて 政府 义は 敎會 より 

確る ことの 出来る 糧とパ ンとは 要らない ので ある。 我等 は 神の 聖 手より 出て 直に 我等の 手に 達する 奇 

» の マナ を！^ 求す るので ある。 

我等の 日用の 糧を 日毎に 與へ 給へ。 然り、 ミシ シピの 平原に は麥は 黄金の 波 を 揚げ、 牛と^と は大 


群 をな して 山と 丘と に 彷徨 ふ、 然れ ども 是れ聖 き 神の 聖き 事業に 從寨 せんと 欲する 者 を 養 ふに 適した 

る 食物で はない。 祌の人 は 令 も猶ほ 昔の 如くに、 或 ひはシ ナイの 山麓に 朝 毎に 降りし マナ を 以て、 或 

は ケリテ の 川 遷に稳 の 運びし パ ンと 肉と を 以て 養 はるべき 者で ある (列 王 紀略上 十七 章 )o 單 にぎの 祈 求 

ではない。 獲る に 難き 聖き糧 の 祈 求で ある。 故に ィ H スは此 祈 求 を 第三の 祈 求と して 敎へ給 ふたので 

ある。 

我等 卽ち 信者に 關 はる 第一 の 祈 禱は聖 き糧の 日毎に 與 へられん ことで ある。 而 して 第二の 祈 禱は我 

等の 罪の 赦 されん ことで ある。 我等の 罪 を赦し 給へ と、 是れ 第一 の 祈願と 同じく 自己 本- U の 祈願で は 

ない。 我等の 罪 を赦し 我等に 關 はる 雨の 怒 を 除き 雨の 惠を 我等に 降し 給へ と 言 ふ 意味の 祈願で はない。 

信者の 祈禱 はすべ て祌 本位でなくて はならない。 爾 名の 聖 めら れん 事 をと 言 ふ 祈願 を 以て 始まりし 祈 

禱は 終りまで 神の ための 祈禱 でなくて はならない。 我等の 罪 を赦し 給へ と 一一 m ふ は 我等 を聖め 給へ と 一一：  一 n 

ふと 同じで ある。 疵 なき 汚な き 小羊と なし 給へ と 言 ふと 同じで ある。 而 して 斯 くな して 我等 を聖 名の 

ために、 又聖國 のために 善き 器と して 使 ひ 給へ と 言 ふので ある。 聖 名に 應 はしき 僕と 成らん がた めに、 

我等 は 我等の 罪を赦 るされ、 聖き 者と 爲ら る.^ の 必要が あるので ある。 聖軍は 聖兵を 要す。 罪に 汚れ 

し 我等 は 此身此 儘に して 聖國 建設の 聖 業に 就く 能 はす、 故に 我等の 罪を赦 し、 我等 を 洗ひ淸 め、 我等 

をして 聖職に 就かし めんた めに、 其の 资格を 我等に 與へ 給へ と 一一 目 ふ祈禱 である。 而 して 此 精神 を 以て 

する にあら ざれば 此祈 禱は聽 かれない ので ある。 神の，. 怒 を 避けん がた めに、 自 から 聖人と なりて 永遠 

の 幸福に 與 からん がた めに 罪の 赦免 を 祈 求めて 其 祈願 は聽 かれない ので ある。 

聖國 建設の 聖 業に 就かん と 欲する 者 は先づ 第一 に 神に 自己の 罪を赦 されざる ベから す、 然る 後に 相 
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互の 罪を赦 さぐる ベから す。 赦 されざる 罪と 赦 さ^る 罪と ありて 我等 は聖 軍の 聖 兵と 成る こと は出來 

ない。 罪は榮 へる 重 負で ある、 之 を 除かす して 我等 は 前に 置かれた る馳場 を趨る ことが 出来ない r 希 伯 

來書 十二の 一)。 故に 一一 一一 口 ふ 我等の 罪 を赦し 給へ、 我等 も 亦 我等に 負 ふ 者 をす ベて 免せば と。 ，罪 は 人の 祌 

に對 する 負 债 である。 而 して 此負债 を 免除され て、 彼 は 他の 己に 對 する 負債 を 免除 せざるを得ないの 

である (馬 太 傳六章 十二 節參考 )。 赦 すと 赦 さる k と は 同時に 行 はる、 ので ある。 赦 されて 赦 すので 

ある。 赦す 心が ありて 赦 さる、 ので ある。 而 して 赦 しまた 赦 されて、 我等 は 自身 祌の聖 兵と なり、 又 

堅き 愛の 圑體 となる こと を 得て、 惡 魔を戰 場より 驅逐 する ことが 出來 るので ある。 信者の 活動 を妨ぐ 

る 者に して 相互に 赦さ 5- る 罪の 如き は 無い ので ある。 { 有 恕の德 の缺乏 よりして 信者 は 敵と 相對 して 厦 

次 見苦しき 敗北 を 取る ので ある。 神に 我が 罪を赦 された 丈で は 足りない、 我 も 亦 他の 罪 を 赦すを 得て 

我 は イスラ H ルの 勇者と 成りて、 一人に て 千 人を逐 ひ、 二人に て 萬 人 を 破る ことが 出來 るので ある。 

(ま 命 記 三十 二 章 三十 節 )o 寬仁 大度 は 勇者の 特性で ある。 聖 軍の 聖 兵は此 特性 を缺 いて はならない。 ィ 

H スが 祈禱の 模範 を 其の 弟子 等に 示し 給 ふに 方て、 此 祈願 を 其 中に 加へ 給 ひし 理由 は兹に 在った ので 

あると 思 ふ 0 

罪を赦 され 罪を赦 して 玆に 神の 聖兵 となる を 得て、 信者 は 更らに 自己の 荏 弱 を 感じ、 再び 罪に 陷る 

の 危險を 感ぜざる を 得ない ので ある。 玆に 於て か 彼は績 いて 祈らざる を 得ない ので ある、 

我等 を 試 誘に 附し給 ふ 勿れ 

と。 兹に言 ふ 「試 誌」 は 「試練」 ではない。 試練 は 善事で ある。 信仰 を毅 ふるため に 必要で ある。 故 

に 言 ふ、 「神 アブラハム を 試み 給へ り」 と (創世記 サニ章 一節 )o 之に 反して 「試 誘」 は惡 事で ある。 故 


に 言 ふ 「神 は 人 を 試み 給 はす」 と (雅各 書 一章 十三 節、 英譯參 照)。 故に 日本 譯に循 ひ 

我等 を 試 探に 遇 はし 給 ふ 勿れ 

と 讀んで 其 意味 を 解す るに 難くなる。 試練 は 之 を 避くべき でない。 進で 之に 當 るべき である。 神 は 決 

して を 遣り 給 はない。 故に 彼の 我等 をして 之に 遇 はしめ 給 は ざらん こと を 祈る の 必要 はない ので 

ある。 然 らば 我等 は 何 を 祈る ベ き 乎と 言 ふ に 、 我等 を惡 魔の 試 誘に 附さ れざ らん こ と を 祈る ベ き で あ 

る。 我等が 恐れても 尙ほ陲 る ベ き 事 は 我等が 罪 に附 されん ことで ある。 

よく ほしい **、  まか  JU が ひ  けがれ 3  0© 

是 故に 祌は 彼等 (異邦人) を 其 心の 慾 を縱肆 にす るに 任せて 互に 其 身 を 辱 かしむ る 汚 據に附 せり 

と ある (羅馬 書 一 のサ 四)。 而 して 神が 人 を" に 附し給 ふと は 御自身 手づ から 附し給 ふと 言 ふこと ではな 

い。 恩 惠の聖 手 を 引き 給 ふて 人の 彼を棄 去る こと を 止め 給 はない と 云 ふ 事で ある。 故に 我等 を 試 誘に 

附し給 ふ 勿れと 言 ふ は、 恩 惠の聖 手 を 放し 給 ふ 勿れと 富 ふと 同じで ある。 ダビデの 懺悔の 歌に 

我を聖 前より 棄た まふ 勿れ、 

きょ み. U**  , 

雨の 聖き靈 を 我より 取り 給 ふ 勿れ、 

と ある は 此事を 一一 一一 a ふたので ある (詩 五十一 篇 十一 節)。 罪 は 人 を 神より 離す 者で ある。 而 して 人 は 祌を離 

れて 罪に 陷ら ざる を 得ない ので ある。 彼 は 神と 惡 魔との 間に 立て 中立 を 維持す る こと は 出 來な いので 

ある。 祌を 離れん か、 惡 魔に 腸く ので ある。 神に 牽 かれん 乎、 惡魔を 離れざる を 得ない ので ある。 人 

は斯 くも 弱い者で ある。 彼 は 一度 罪を赦 されて 信者と なる を 得る と 雖も亦 再た び 罪 を 繰返して 元の 彼 

に歸り 易き 者で ある。 故に 彼 は 終末まで 我等 を 試 誘に 附し給 ふ 勿れと 祈る の 必要が あるので ある。 危 

險は 永久に 絕 えない と 首 へ ば 甚だ 不安 で あるが、 然 し 此危險 を自覺 し て 此祈 禱を繼 接け て 永久に 此危 
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^より 免 かる \ ことが 出来る ので ある。 神 は 我等の 父で あり、 我等 は 彼の 子供で ある。 而 して 我等が 

絡對に 彼より 獨 立して 彼の 援助 を 要せざる に 至る 時と て は 無い ので ある。 是れ 不幸の 如く 見えて 不幸 

でない。 否な、 大 なる 幸 幅で ある。 そ は斯く ありて こそ 神と 我等との 父子の 關 係が 永久に 絕 えない か 

ら である。 

「父よ」 と 呼 掛けて 始まりし 祈禱は 永久 も 我 を 去り 給 ふ 勿れとの 祈願 を 以て 終る。 模範：^ 祈 禱の題 

目 はすべ て 五ケ 條、 前の 二 ケ條は 祌に關 はる 祈願、 後の 三 ケ條は 神の 子供 全 體に關 はる 祈願、 而 して 

一 雷 も 自己の 幸福 安全に 就て 述る 所な し。 爾 名の 聖 めら れんこと をと 祈りて 人の 心に 神 を 知る の 11m の 

智識 を 植附ら れんこと を 祈^ ひ、 爾國の 臨らん こと をと 祈りて 斯 く植附 けられし 眞の 智識の 寨實 とな 

りて 現 はれん こと を 祈願 ふ。 而 して 信者 全體 のために 祈る に 方ても、 彼等 自身の 利益の ために 祈る こ 

となく、 聖 名の 揚 らんた めに、 聖國の 臨らん ために 彼等の 使役 せられん ことと、 其 使命 を 全うせん が 

ために 適當 なる 能力と 資格との 供 せられん こと を 祈る。 曰く、 聖者 を 養 ふに 足る の 聖き糧 を 日毎に 我 

等に 與へ 給へ と。 曰く、 我等の 罪 を 赦し叉 我等 をして 相互の 罪 を 赦すを 得しめ 給 ひて、 我等 をして 聖 

名 宣揚、 聖國 建設の 聖職に 堪 ふる 者と 成らし め 給へ と。 曰く、 我等 は 我等の 荏 弱 を 知れば 我等 を 永久 

に聖 手に 保留め て惡 魔の 試 誘に 附與し 給 ふ 勿れと。 私慾の 痕跡 を だ も 留めざる 祈禱 である。 祌を 前に 

してん を 後に する 祈禱 である。 自分 一 個人の 事に 思 ひ 及ばざる 祈禱 である。 神と 宇宙と に 全心 を 籠め 

たる 祈禱 である。 實に 模範的 祈禱 である。 ィ H スの 弟子 は斯 かる 祈禱を 日に 3 に 神に 捧げ 得る 者で な 

くて はならない 0 「爾 の^の 爲の熟 心 我 を 蝕 はん」 と云ふ^4^の者でなくてはならなぃ(約ゃ5傳ニ の十七)。 

而 して 斯 かる 祈禱を 捧げ 得る 者に 聖父は 彼等が 祈 求めざる ものまで を 盡く與 へ 給 ふので ある。 卽ち家 
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宅、 兄弟、 姉妹、 母、 兒女、 田畑 を 迫害と 共に 與へ給 ふので ある。 而 して 叉 後の世に 於て は窮 りなき 

if<i を 與へ給 ふので ある (馬 可 傳十章 三十 節，)。 (後篇 『最善の 賜物』 に 接く) 

最善の 賜物 

『祈禱 の 模範』 の镜き 

路加 傳十 一 章 十三 節はィ H ス の 首と して 傳 へて 曰 ふ、 

汝等惡 者なる に 善 賜を汝 等の 兒 等に 與 ふる を 知る、 況んゃ 天に 在す 汝 等の 父 は 求む る 者に 聖靈を 

與へ ざらん や 

と。 此 一節の 重要なる 部分 は 其 後半 部で ある。 而 して 註解 者 は 之 を 左の 如くに 解譯 する を 常と する、 

.,卽 ち 

況んゃ 天に 在す 汝 等の 父 は 聖靈を 求む る 者に 之 を與へ ざらん や 

と。 然し 乍ら、 是れィ H スの 一一 一一 n はんと 欲し 給 ひし 所でない こと は 前節との 關 係より 見て 明かで ある。 

此 世の 父 さへ も其兒 等に 善 物を與 ふる を 知る、 況んゃ 天に 在す 汝 等の 父 は 求む る 者に 彼の 最善の 物な 

る聖靈 を與へ ざらん やとの ことで ある。 聖靈を 祈 求む る 者に 之を與 ふとの ことで はない。 父に 祈 求む 

る ik? に對 して は、 彼 は 最善の 賜物なる 聖靈を 以て 應へ給 ふとの ことで ある。 
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人 に 兹に聖 父に 此 世の 幸福 を 祈 求る 者 ありと せん 乎、 或 ひ は 〈氷 宅、 或 ひ は 田嘻、 或 ひ は 事業、 或 

ひ は 健康 を 彼に 祈.， 求む る^ ありと せん -、 聖父は 時には 之 を 與へ給 ふと 雖も、 亦 時には 之 を 與へ給 は 

ない ので ある。 聖父は 祈 求む る 者に は 何物な りと もす ベ て 之 を 與へ給 ふべ しと は 約束し 給 はない ので 

ある。 然れ ども 彼 は 祈禱を 以て 彼の 寶 座に 近づく 者 をば 決して 空手に て は 還し 給 はすと 約束し 給 ふた 

ので ある。 而 して 人の 祈 求に 應する 神の 賜物 は 神 相應の ものであって、 其れ は聖靈 であるとの 事で あ 

る。 此 世の 父 は 元 來祌の 前に は 罪人で あり、 罪の 中に 生長し、 罪 を 其 特性と なす 者な りと 雖も、 其 子 

が パン を 求む る 時に 石を與 へす、 魚 を 求む る 時に 蛇を與 へす、 卵 を 求む る 時に 蝎を與 へす、 必す其 子 

の 求む る 物を與 ふ。 增 して 况んゃ 御自身 愛と 光と 眞と にて 在し、 光 を 衣の 如くに 纏 ひ (詩篇 百 四の 二〕、 

愛 を 其，， 旗印と なし 給 ふ 天に 在す 汝 等の 父は汝 等に 云々 との 事で ある (雅欲 二の 四)。 -.^ の 父 を^の 父に 

比べて、 • は 人の 如しと 一一 一一 n. ふたので はない。 人なる 父に して 北ハ 子の 求む る 物を與 ふとなら ば、 增 して 

況んゃ 天の 父 は 其 子の 求む る 物より 以上の 物 を 賜 は ざらん やと、 ィ ヱ スは玆 に 敎へ給 ふたので ある。 

增 して 況んゃ 天に 在す 汝 等の 父 は 求む る 者に 聖靈 を與へ ざらん や。 

聖 父に 祈 求めん 乎、 彼 は 祈 求む る 者の 要求 以上の 物 を 以て 其の 祈 求に 應じ給 ふので ある。 卽ち s^i 靈 

を 以て 之に 應じ給 ふので ある。 富 を 求む る 者に 富 を 與へ給 はない 乎 も 知れす、 然れ ども 聖父を 愛し 彼 

を 言 じて 彼に 祈 求む る 所 ある 者に は 其の 祈 求む る 富 を 與へ給 はざる も、 此 世の 富よりも 遙 かに 貴き 生 

命の 跪なる 聖靈を 與へ給 ふ。 或 ひ は 智識 を 祈 求めて 智識 を 得す、 或 ひ は 平安 を 祈 求めて 平安 を 得す、 

或 ひ は 健康 を 祈 求めて 健康 を 得す、 否な、 其 正反對 に、 富 を 祈 求めし 時に 貧來 り、 平安 を 祈 求めし 時 

に 悲痛 來り、 健康 を 祈 求めし 時に 疾 1^ の來る 場合 ありと 雖も、 然れ ども 是れ 愛なる 父が 一概に 其 子等 


の 祈願 を担絕 して 彼等 を 斥け 給 ふからで はない、 否な、 彼 は 彼等の 祈願 以上に 彼等 を惠 み、 聖靈を 彼 

等に 賜 ひて、 彼等 を 喜ばし 給 ふので ある。 

實に 我等 は 何 を 祈 求むべき 乎 を 知らないの である。 唯 目前の 要求に 迫られ、 彼れ 是れと 欲する が 儘 

に 祈 求む るので ある。 然れ ども 天に 在す 我等の 父 は 精確に 我等の 要求 を 知り 給 ふので ある。 彼 は 我等 

の 生命より もより 善き 物の ある こと を 知り 給 ふので ある。 其れ は 彼れ 御自身で ある、 生命の 靈 である、 

聚靈 である。 窮 りなく 生く る靈 であって、 之 を 賜 はりて 人 は 此^より して 不滅の 域に 入る ので ある。 

實に 

神の 己 を 愛する 者の ために 備へ給 ひし もの は 目 未だ 見す、 耳 未だ 聞かす、 人の 心 未だ 念 はざる 者 

なり 

である (哥 林 多 前書 二の 九 )o 神 は 己 を 愛する 者に 意外の 賜物 を 下し 給 ひて 彼 を 驚かし 給 ふので ある。 彼 

は 信者に 聖靈を 賜 ひて 彼 をして 豫期 以上に、 然り、 遙 かに 豫期 以上に、 滿 足せし め 給 ふので ある。 

然れば ま 禱が聽 かれす とて 何 をか悲 まんで ある。 神 は 祈る 其 心 を 嘉し給 ひて 之に 報 ゆるに 彼が 神と 

して 與へ給 ふ 最大の 賜物なる 聖靈を 以てし 給 ふので ある。 神に 惠 まる- -と惠 まれざる とは此 賜物の 有 

無に 由て 判明る ので ある。 富める 者必 しも 惠 まれた る 者に 非す、 貧しき 者必 しも 惠 まれざる 者に 非す。 

OO000O0000000O0O00  0OOO0OO0O000OO0000O 

聖靈を 賜 はりし 者が 惠 まれし 者であって、 之 を 賜 はら ざり し 者が 惠 まれざる 者で ある。 世に は 科學と 

學 との 知識に 足りて 聖靈を 受け ざり しが 故に 神の 事に 就て は 全く 闇き 者が ある。 然り、 神學に 深く 

して 信仰に 淺き 基督 信者 も亦徵 くない。 然り、 聖霊の 賜物に 比べて 見て 生命 其 物 も 之に 優りて 貴くな 

い。 縦し 我等の 愛する 者が 我等の 切なる 祈願に 反して、 疾病に 斃れて 死に 就く とも、 若し 其 最期の 際 
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に 其 m に 天使の 光 を 映し、 聖靈の 確かに 其 心に 降りし 事を證 するならば、 我等 は 彼の 場合に 於て 死の 

A へ.、 み  0  0 

生に 優 さるの 恩惠 である こと を 信ぜざる を 得ない ので ある。 神に 祈りて 聽 かれたり とて 喜ぶ 者 は. 》^ 

に聽 かれし 乎、 其 事に 就て 深く 考 ふべき である。 事業の 成功 を 祈りて 成功せ しが 故に 喜ぶ 者、 疾病の 

快 (5? を 祈りて 快復せ しが 故に 喜ぶ 者、 生涯の 平安 を 祈りて 平安 を 得しが 故に 喜ぶ 者 は、 其 子の 榮達を 

イエ スに 祈りし ゼべ ダイの 子等の 母の 如くに 祈 求る 所 を 知らざる 者で ある (-ぉ 太傳 二十 章 二 十 節 下 )o 

而 して 若し 天に 在す 我等の 父 は 其 子の 祈る が 俊 を 聽き給 ふ 者で あると ならば、 彼 は沟に 最も 無慈悲な 

る 父であって、 父と して 仰ぐ に 足りない 者で ある。 

然し 乍ら 祝 ひなる かな ィ H ス キリストの 御 父なる 我等の 神、 彼 は 祈 求む る 者に は 聖靈を 賜 ふとの 15^ 

である。 1; を 潔む るの 靈、 祌を識 るの 靈、 死に 勝つ の靈、 窮 りなく 愛する の 靈を賜 ふとの 事で ある。 

0  0  0  *r.- ーゝろ 0O0O00OO00O0O00000000O0000O  t  、  -  -  . 

而 して 露 心 を 以て 神に 從 ひし 者に して 此 賜物 を 逸した 者 は 無い ので ある。 神 を 信じて 必 しも 富貴 は 臨 

ひん いやしき  さに  vc^i 

らな いので ある。 大抵の 場合に 於て は 其 正 反對の 貧と 賤 とが 臨る ので ある。 神 を 信す るの 報は必 しも 

家庭の 幸福、 事業の 成功、 此 世の 稱揚 ではない ので ある。 多くの場合に 於て は 其 正 反對の 不幸の 連 後、 

事業の 失敗、 此 世の 擯斥が 信仰の 結果と して 我等の 身に 臨む ので ある。 然り、 信仰 は必 しも 疾病 を 

さない ので ある、 生命 を延 さない ので ある。 信仰 は是 等の 物 を 祈 求めて 其 一 つ を も 得ない 場合が ある 

ので ある。 然 らば 彼の 祈禱は 無益であった 乎と 云 ふに、 決して 雨う では 無い ので ある。 神 は 靈の賜 

物 を 以て 彼のす ベての 耕 求に 應じ給 ふので ある。 彼の 祈 禱は聽 かれざる 間に 益々 聽 かれつ，^ あるので 

ある。 §^靈は彼の心に降りっ、ぁるのでぁる。 彼の 心の 眼 は徐々 と閒 かれつ-あるの である。 彼 は 地 

の 物 を 失 ひつ X ある 間に 天の 物 を錢っ X あるので ある。 彼は此 世の 友より 離れつ \ ある ii に 神 キリス 


ト とに 近づきつ 、あるので ある。 彼 は 人に 嫌 はれつ、 ある 間に 聖 父に 愛せられつ 、あるので ある。 彼 

の 肉が 壞 ちつ k ある 間に 彼の 靈は 生れつ k あるので ある。 祌は 己に 祈 求む る 者に 聖靈を 賜 ひつ、 ある 

ので ある。 而 して 此 事に 於て 彼 は 決して 錯り給 はない ので ある。 聖靈の 瘦得は 信仰 必然の 報 賞な りと 

見て 決して 誤らない ので ある。 

玆に 於て かィ H スが厘 次 弟子 等に 祈禱に 忍耐の 必要なる を 說き給 ひし 其 理由が I： 明るので ある。 E 

じ 路加 傅の 第 十 一 章 五節 以下 八 節まで が 此敎訓 の 一 である。 同 第 十八 章 一 節 以下 八 節まで が 其 一 一で あ 

る 0 

我れ 汝 等に 告げん、 其 友なる に 由り て 起て 與へ ざれ ども、 ひたすらに 請 ふが 故に 其 要求に 從ひ起 

きて 與ふ べし 

と ある。 叉 

神 は晝夜 祈る 所の 彼の 選びた る 者 を 久しく 忍ぶ とも 終に 之 を 救 は ざらん や  、 

と ある。 「與 ふべ し」 と は 「聖 靈を與 ふべ し」 とのこと である。 「救 は ざらん や」 と は 「其 祈禱に 聽 

きて 聖靈を 降して 其す ベての 要求 を充 たさ^らん や」 とのこと である。 神 は 能く 人の すべての 要求 を 

充 たす の 途を 知り 給 ふ ので ある。 而 して 人は祌 より §v」 靈を賜 はり て 始めて 眞の 意味に 於 ての 滿 足の 何 

たる 乎 を 知る ので ある。 全世界 を 我 有と なすと も 瘦る能 はざる の 滿足を 彼 は 聖靈を 賜 はりて 始めて 知 

るので ある。 詩人 ゲ ー テの 才能と 蓄積と を 以てすら 常に 心の 空虚 を 歎いて 止 まざりし に對 して、 キリ 

ストの 無舉 なる 僕の 一 人 は 心に 聖靈の 恩賜 を 受けて 充溢る &の歡 喜と 滿 足と を感す るので ある。 

然 らば 祈らん かな、 弛ます、 沮喪 さす、 惡 魔と 世と 薄 信者と に 笑 はれながら も 祈らん かな。 
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*  *  *  * 

人 は 祈りて 富者と 成る こと は 出来ない。 叉 祈りて 學 者と 成る こと は 出來な い。 叉 祈りて 權 者と 成る 

こと は 出来ない。 叉 祈りて 勇士と 成る こと は出來 4^ い。 然れ ども 彼 は 祈りて 基督 者と 成る ことが 出來 

る。 神より 聖靈を 賜 はりて 神の 子と 成る ことが 出来る。 祈禱の 特^の 效カ は玆に 在る ので ある。 聖靈 

を 賜 はらんと 欲せす して、 其 他の もの を 祈 求めて 我等 は 失望 せざるを得ないの である。 而 して 敎會は 

我等 をして 聖靈 以外の もの を 祈 求めし めて、 幾囘か 我等 を 信仰の 危地に 陷 いれた ので ある。 


ほん だね 

パ リ サイの 麪酵 

偽善 主義の 排 

(路加 傳 十二 章) 

(一) イエ ス其 弟子に 曰 ひける は爾曹 パリ サイの 人の^ 酵を 謹めよ。 

人の 飼^ は 其 主義な り。 少量の 辆酵が 其 中に 多量の 麥粉 を酸酵 せし むる の 力 を 具 ふるが 如く、 尺の 

^義は 共 行 爲の總 を 支配す。 人 は 其行爲 行動に 於て 凡て 其 主義の 如し。 彼 は 實に其 抱懐す る 主義の 化 

身なり。 〇 「偽善」 は パリ サイ 人の 主義たり しなり 。パリ サイ 人と は 偽善の 化身たり しなり。 彼の 

首 ふ 所、 行す所は凡て^^«な此主義の發動せしものなりし。 僞 善と は 勿論、 表裏 の^ある ことなり。 外 


なる 装飾 を 以て 內 なる 腐蝕 を 覆 ふこと なり。 卽ち キリストの 言 ひ 給 ひし、 白く 塗りた る 墓な り (馬 太傳 

二十 一一 一章 二十 七 節 )o 劍を懷 に 蔵して 口にせ 露 を 供す る ことなり。 殊に 宗敎 の 善美 を 以 て 政治家 の 野心 を 

覆 ふこと なり。 小 兒の無 邪氣を 切愛せ しィ H スは パリ サイ 人の 偽善 を 憎んで 止み 給 は ざり し。 

ニー〕 それ 掩 はれて 露れ ざる 者 はなく、 隱れて 知れざる 者 はなし。 

是 れ恩惠 深き 天然の 法則な り。 世に 永久の 隱蔽 なる もの あるな し。 隱蔽は 凡て 暫時 的な り。 或は 三 

年、 或は 五 年、 或は 十 年、 或は 二十 年、 其の 長き は 時に 或 ひ は 三百 年に 達する こと あり。 然れ ども 眞 

相の 必す顯 はる &は 水の 低き に 就き、 火の 子の 上に 飛ぶ が 如く 確かな り。 眞 人は眞 人と して 顯 はれ、 

偽 人 は 偽 人と して 顯 はる。 是れ 僅かに 時間の問題 なり。 誤解 は 暫時 的な り。 神の 造り 給 ひし 此 宇宙に 

在て 永久の 誤解なる 者 あるな し。 

C  i  S  あかるき  ひそ  へ C-  つ. さい  わ-. j: のうへ ひろ 

(三) 是 故に 爾曹 幽晴に 語りし こと は 光明に 聞 こ ゆべ し、 密かなる 室に て 耳に 附言 ひし こと は dIi 上に 潘 まるべし。 

幽暗に 語りし こと は 一一 一一 II 辭其 俊に 蓄昔器 を 以て 傳 へらる \ が 如くに は傳 へ られ ざるべ し。 然れ ども そ 

れ よりも 遙 かに 明瞭なる 首辭を 以て、 或は 言辭に 優りて 遙 かに 確 實 なる 事跡 を 以て 衆人の 眼に 觸れ、 

萬 人の 耳に 響くべし。 主義 は 言辭を 出し、 亦、 品性 を 作る。 故に 一一 一一 n 辭 として は 傅 はらざる 主義 も 品性 

として は 人の 認識す る 所と なる。 主義 は 終に 之 を 包む ベから す。 言 辭を 以て 傳 はらざる も 行爲を 以て 

終に 八紘に 播 まるべし。 

現世に 於て 然 かり、 来世に 於て は更 らに然 かり。 千年 も 一 日の 如くに 見 ゆるの 神の 眼中に 隱 蔽內密 

の祕事 あるな し。 来世 は 現世 を 更に 延長せ し 者な り。 而 して 現世、 旣に 明確なる 神の 裁判 あり、 來世、 

亦 之に 優 さるの 明斷 なくして 可な らん や。 故に キリスト は 曰 ひ 給 はく、 偽善 主義に 則る 勿れ、 蓋、 是 

パリ サイの 酵  ご 三 一二 


れ其 n 的 を 逢す る こと 能 は ざれば なりと。 祌の 本性と 宇 苗 の 構造と を 知る 者 は 北ハ良 心に 訴 ふるまで も 

なく、 其 常識に 照らして、 偽善の 無益なる を 知る が 故に、 是を其 生涯の 主義と 爲 さぐるべし。 

(四 我 友よ、 我、 爾曹に 告げん、 身體を 殺して 後に 何 を も 爲し能 はざる 者を懼 る、 勿れ。 

「我 友よ」。 敵なる パリ サイ 人と 相對 して 言 ふ。 我と キ： 義を 同う する 者よ、 偽善 主義 を 奉ぜざる 者 

よ。 〇 悄 るべ からざる 者 は 身體を 殺す の 外、 何 事 を も 爲し能 はざる 者な り。 卽ち、 世の 殘虐 者の 如き 

者な り。 彼等 は 猛獸の 類な り。 人の 鹿 を 掠め、 其 生命 を 奪 ふの 外、 其れ 以上の 事 を 爲す能 はす。 彼等 

は 生命 與 奪の 權を 握る を 以て 人間 至大の 權能 なりと 思惟す。 然れ ども 彼等 は 吾人の 最も 權 るべき 者に 

非す。 ^に は 彼等よりも 更 らに懼 るべき 者 在 て^す。 

(五、 我れ 懼 るべき 者 を 爾曹に 示さん、 殺した る 後に 地獄に 投入る 權威を 有て る 者 を懼れ よ、 我 誠に 爾曹 に吿げ 

ん 之を懼 るべ し。 

懷 るべき 者は惡 しき 人に 非す、 惡 しき 主義な り。 惡虐の 王 も 其爲し 得る 所 は 民の 生命 を 奪 ふに 過ぎ 

す。 然れ ども 陋悪の 主義に 至て は 其 爲す所 永遠に 至る も滅 えす。 惡 しき 主義 は 靈魂を 毒して 朱來 永劫 

に 及ぶ。 故に キリスト は 語 を 重ねて 言 ひ 給へ り、 「我、 誠に 爾曹 に吿 げん、 之を權 るべ し」 と。 

ニハ、 七) 五の 雀 はニ錢 にて 售 るに 非ず や、 然るに 神に 於て は 其 一 だ も 忘れ 給 はず、 爾 盲の 首の 髮 また 皆な 算へ 

らる、 故に 懼る、 勿れ、 爾曹は 多の 雀よりも 貴れ り。 

權 るべき 者 を 懼れ、 懼 るべ からざる 者 を懼る k 勿れ。 人 あり、 若し 我が 名のた めに 爾の 生命 を 奪 は 

ん とする^ あらば、 之 を！！ る、 勿れ。 一 1^ の 雀 さへ 神の！^ 可な くして 地に 墜る ことたし。 況して 爾を 

や。 神の 允許な くして 何ん も 雨の 生命に 手 を觸る 、能 はす。 祌は 雨の 首の 毛 髮の數 さへ も 悉く 知り、 


t:^ ゥ之を 護り 給 ふ。 況して 爾の 全身 を や。 神 は 非常なる 理由な くして、 之 を 雨の 敵の 乎に 附 たし 給 は 

ざるべし。 雨の 生命 は 祌の屬 なり。 神が 之 を爾の 手より 要求し 給 ふまで は 何ん も 之 を 雨より 奪 ふ 能 は 

す。 爾、 此事を 深く 心に 留め、 惯 るべ からざる 人の 乎より 免 かれんた めに、 權 るべき 偽善の 6^ を 犯し- 

汝の 信仰 を 人の 前に 蔽 ふて 神と 自己と を 欺き、 以て 地獄に 投 入れら る k の 不幸に， S る 勿れと。 

九 ，} 又 我、 爾 曹に吿 げん、 我 を 人の 前に 識 ると 言 はん 者 をば 人の子 も 亦 神の 使者の 前に 之を識 ると 言 はん、 

我 を 人の 前に 識ら ずと 言 はん 者 は 神の 使者の 前に 彼 も識ら ずと 言 はるべ し" 

キリス トに識 ると 言 はる、 は祌の 休息に 入る ことなり。 之に 反して 彼に 識ら すと  一-一一 一口 はる、 こと は 神 

の聖 前より 逐 はれて、 m の 幽暗に 投 入れら る k ことなり (十三 章 二十 八 節〕。 而 して 斯^に 在て、 キリス 

トを識 る も、 世の 迫害 嘻笑 を惯れ て、 偽善の 罪 を 犯して、 彼 を識ら すと 言 ふ 者 は、 末の 裁判の □ に 於 

て、 もも 卞 キリス ト に識ら すと fB はるべし となり。 必要なる 場合に 於け る 信仰の 表白 は 偽善 主義の 非 

認 なり。 之 を爲さ る は 我 儕に 未だ 尙ほ パリ サイの 麪酵 のがす る あるが 故な り。 ^俗の 方便 主義に 則 

り が 衷心の： 一:! 仰 を隱蔽 する の 結 ST 終に 之 を 失 ふて 祌の聖 前より 逐 はれざる やう 愼 むべ きなり。 

(十〕 凡そ 人の子 を 謗る 者は赦 さる 可し、 然れど 聖靈を 罵る 者は赦 さるべからず。 

「人の子 I は 勿論 人類の 王た る イエスキリスト なり。 彼 を 誇る と は 彼 を識ら すして 誹るな り <  未 

IS 者の 誹謗なる もの は 多く は此 類な り。 而 して キリスト は此 稀の 誹謗 者に 就て 言 ひ 給 ふ、 「我れ 之 を 

欧 すべし」 と。 然れ ども 聖靈を 罵る (褻す に 非す) 者 は 全く 之と 異なる。 「架 靈を 篤る」 と は 其聲を 

S ^一迫し、 其 命に 抵. 一 几 J し、 其 光明 を遮斷 する ことなり。 而 して 之を爲 して 止ま ざれば 靈は 終に 之を爲 

す 者の 心 を 去る に 至る。 ^^靈は神が人に賜ふ最善最美の恩賜なり。 而 して 共 撒囘は 生命の 襪 奪に 均し 
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「赦 さるべ からす」 と は 救 はれざる べしと 云 ふと 同じ。 祟むべき g ま 1 チど篤 音し 其 聲を媳 して、 我意 を 

張らん とする もの は 終に § で 靈の棄 る 所と なる。 赦免の 1^  §1- の斯 かる 者に 在る ことなし。 Iv! 靈の 全く 彼 

を 去りし 當 時に 彼 は旣に 彼の giJi: を 判 定められ しなり。 

宽大 なる ィ H スは 自由に、 ：：：^っ快く、 彼 を識ら すして 彼 を 謗る 者 を 赦し給 ふ。 故に 我 倚 も 亦 彼に 傚 

ひ 我が 信仰の 何たる を 解せ すして 我 倚 を 誇る 者 は、 自由に、 はつ 快く、 之を赦 すべきな り。 C 一れ ど. も 

最も 憐 むべき 者 は キリストの 何たる 乎 を智覺 して (卽ち^靈の^^明を得て) 而 して 後に 彼 を 護り、 义 

は 彼を棄 つる^な り。 断 かるき に 就て 使徒べ テ 口 の闩 ひし 一一-一口 は 過激に あらす、 卽ち 左の 如し C 

彼等 義の道 を 識 りて 尙 ほその 傳 へられし 所の 聖 *u 命を棄 てんより は 寧ろ 義の道 を識ら ざる を， L  J 

すべし。 犬、 還へ り來 りて 共 きたる 物 を 食 ひ、 豚、 ^ひ 潔 めら れて復 た 泥の 屮には 十と-: ム へる 

讓は眞 にして 彼等に 應 ベり (彼 得 後書 二 章廿 一、 ザ： 一節」。 

(十一、 十二 X、 爾曹 を會堂 、 又 is- 政、 又權 ある 者の 前に 曳 is れ なば 如何に 應へ何 を か 言 はんと 思 ひ 頃 ふ 勿れ、 

其 時に 說 ふべき 言 は聖靈 爾曹に 示すべし。  . , 

キリスト 信者 は會 堂、 又は 執政 叉は權 ある 者の 前に. s> ？携れ 行かる べしと 云 ふ。 彼 は卽ち 彼の 信仰の 

ために 宗敎家 並に 政 治 家 の 詰問 迫害 を受 くべ しとな り。 而 して 斯 かる 場合に 處 して 彼 は 前以て 答 辯 の 

富 辭を 作り 置く の 必要なし。 そ は 聖靈に 反かざる 彼 は 其 時に 貴き 此靈 の授 助を受 く ベ ければ な り と レ 

パリ サイの 偽善 主義 を排 し、 是を是 とし 非 を 非と し、 んを 憤れす *  Si§ を 懼れ、 翼、 キリスト のた 

めに 立たん に は、 我 倚 何 物 をも懼 る、 に； ：4- らす。 神の 我 倚の 身 を 1； り、 其靈を W て 湾に 智蓑 の 一 W 辭 


を 校け、 我 倚 をして 死すべからざる 所に 於て 死な ざら しめ、 理に窮 して 敗 を 取る が 如き ことな からし 

め 給 ふ。 失 肷は谊 に 1^ 心なる より 來る。 單心を 以て 神に 仕へ て 恐怖 あるな し、 敗北 あるた し。 
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其 弟子 對 ふの 岸に 到りし にパ ンを携 ふる 事 を 忘れたり。 イエ ス 彼等に 曰 ひける は、 心して パリ サイと サド 力 

ィの 人の 酵を愼 めよ。 弟子 互に 論じて 曰 ひける は、 是れパ ンを携 へ ざり し 故な らん。 イエ ス之を 知りて 曰 ひ 

ける は、 信仰 薄き 者よ、 何ぞ； 》| にパ ンを携 へ ざり しこと を 論ずる 乎。 ……是 に 於て 弟子 その 麪酵に は あ.，： でパ 

リ サイと サド カイの 敎を 謹め と 05 へ るなる を 悟れり ( 馬 太傳 十六 章 五— 十 二 節，)。 

イエス 弟子に 曰 ひける は、 汝等 パリ サイの^ 酵を 謹めよ * 是れ 偽善な り (路加 傳 十；： 章 一節」。 

イエス は パリ サイの 人 を 嫌 ひ 給 ふた。 其れ は 勿論 彼等 を 人と して 嫌 ひ 給 ふたので はない。 パリ サイ 

の 人 は 當時 の 淸敎 徒で あって、 彼等の 間に 多くの 貴む ベ き 愛す ベ き 點がぁ つ た。 -宰 -ー コ デ モはパ リサ 

ィの 人であった。 イエ スは彼 を 愛し、 彼 は 最期まで ィ H スを 尊敬した。 イエ スは又 パリ サイの 人シモ 

ンの 招待に 1,^ じて 其 客と たり 給 ふた <  ^加 傳七 章)。 又ィ H スの 死後に 其 弟子 等 を 辯 護し、 彼等の 身に 危 

害 を 加へ ざら しめし 者はパ リ サイの 人に て 衆 民の 中に 尊ばれし 敎 法師 ガ マリ H ル であった ハ行 傳五 章， >u 

而 して 最後に ィ H ス の 最大 弟子と なりて 其 福 昔 を 全世界に 傳 ふるに 至りし 者 は 11； じガ マリ H ルの 弟子 
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の 一 々なり —パリ サイ 派の バウ 口であった。 ユダヤ 歷史 を讀む は パリ サイの たは 當時 の^太 人中 设 

も" B 问潔 n 優 あなる^ でありし； を 知る。 パリ サイ のん と 云へば 偽 〈丄 1 者 の 代 名， 1 である 乎の 如くに ふ 

は大 なる §^ 遠で ある。 

然 らば ィ H スは 何故に パリ サイ のん を 雄 ひ 給 ふた 乎と 云 ふに、 其れ は 彼等の r 敎」 の 故であった。 

人， u の  一 he 葉 を 以 て 言 ふな ら ば 其 主義 精神 の 故であった。 パリ サイの 人 は黨ん であった。 而 して 黨ん根 

^を 最も 明 { ^に發 揮した ik; であった U 彼等は^！く水陸を應巡り 一 人 を も 己が 宗派に 引 人 れんと した。 

r お 太傳廿 十 4i 節 )o 彼等 は火國 をん の 前に 閉ぢて a: らも 人ら す 人らん とする 者の 人る を も 許さな 

厶 厶.； 1<:<:<"<1<:<"<"厶<： 厶厶 <!<：<1<3 厶 <!厶<3<3^<1—  -_；  [-  -  -  -  J  ) - - 

か つ た r 同 十 三 節 )o 卽ち 彼等 は 信仰の..^ であるより は 寧ろ 宗派 の. <^ であった。 彼等の 傳道 は祌 の？ を 

傅 ふる 爲の傅 道で なくして 自分の 勢力 を擴 張す る爲 の 傅 近であった。 彼等 は 人が パ リ サイ 派に 人ら ざ 

る 限り は 神の 道 を 聞か ざらん 事 を 欲した。 故に 彼等に 由り て 信者と なりし 者 は 彼等よりも 倍した る 地 

獄の 子と なった (同 十五 節、)。 嫉 ：^、 陷辦、 暗闘、 結黨は 彼等の 常 性であった。 彼等の 信仰なる 者は宗 

敎の 名の ドに 政治的 野心 を 行 ふに 過ぎなかった。 

以上が パリ サイの 夠 I である。 其 「敎」 である。 其 主義 精神で ある。 而 して 是れ あるが 故に イエ ス 

は よりも パリ サイの 人 を 嫌 ひ 給 ふたので ある。 イエ スの 精神 は パリ サイの 人の それと 正反對 であ 

つた。 一 一 者は兩 立し 得る 者で ない" ィ H スに 政略 は 毛頭なかった。 彼 はすべ て 正直 率直で あつ た。 

「然 り然 り？^ な 否な、 此 より 過る は惡 より 屮 H るな り」 と は 彼の 敎 であって、 义 彼が 常に 實 行し 給 ひし 

所であった (お 太 傳五章 三十 七 節. >。 イエ スに疑 ふの 心はなかった。 彼 は 雲^の如くに 曰 光 を 愛し 給 ふた- 

嫉^、 . 陌鬪、 結黨の 如き は 暗黑を 愛する- 蝙：^ 拔の爲 す 所であって、 常に日光の.5:に接^«心する雷«族の 


王の 堪 ゆる 能 はざる 所であった。 ィ H スの 立場より 昆て 最も 嫌 ふべき 者 は 無知 無能 無藝の K ではなが 

つた。 彼 は 能く 大抵の，^ 惡に堪 へ 給 ふた。 然れ ども パリ サイの 夠 醉に 至って は、 政治的 野心 を 以て 行 

ふ 宗教に 至て は、 神の 名 を 用 ひて 人の 益 を 計る に 至て は、 信仰の 名の 下に 自黨の 利害 を 語る に 至て は 

 イエ スは 之に 對 する 憎惡 の 念を發 表す るに 足る の  一一-一 G 紫 を 持 ち 給はなかった。 故 に 彼 は 彼等に 對 

する に 彼の 感情 有の 儘を發 露す るより 他に 途 がなかった。 曰く 「ゥ I アイ 嫌 ふべき 者よ」 と。 和譯の 

「喧 汝等禍 なる 哉僞 善なる 學 者と パリ サイの 人よ」 と は 弱い 譯字 である。 「蛇 の 類」 と は 彼が 彼等 

に 與へ給 ひし 名稱 である (馬 太 傳サ三 章 三十 一一： 節/" 暗黑を 愛する 蝙蝠 族、 棄を藏 す蛇經 類、 吏よりも、 

娼婦よりも 憎む べき 嫌 ふ ベ き 政治的 宗教家 … • ： イエ スは パリ サイの 人の 前に 立ちて 純潔の 處 女が 惡漢 

の^に 立ちし やうに 感じ 給 ふたので ある。 

而 して パリ サイの 人の 夠酵、 是れ 何時の 世に も 在る 精神で ある。 惡 魔は必 す宗敎 家と なりて 世に 顯 

はる &の である。 卽ち パリ サイの 人となりて 現 はる \の である。 彼 は 誠に 宗敎 {J^ らしく ある。 彼に 神 

學が ある、 聖書 知識が ある、 熱心が ある、 謙遞が ある、 所謂 社會 奉仕の 心が ある。 外見に 現 はれた る 

彼 は 立派なる 宗敎 家で ある。 故に 多くの 人 は 彼に 歸服 する。 彼れ 自身 も 多分 惡 魔なる こと を 知るまい。 

然れ ども 其れ あるに 係らす 彼 は 蝮の 裔 である。 彼 は 光明 を 嫌 ふ。 自黨を 愛する。 他 を 指導 せんと 欲し 

て 指導 せらる 事を好まない。 正義に 訟 へない、 愛を說 いて 感情に 問 ふ。 自黨 確立の 爲に 一致 協同の 必 

要を說 く。 怒らない、 穩 健なる 君子で ある。 他 を 稱んで 蛇 蝮の 類と 云 ふが 如き 事は斷 じて 爲 さない。 

立派なる 基督 敎的 紳士で ある。 常に 聖書の 1  一一 ill を 引いて 語る。 何人が 見ても 校範的 基督 者で ある。 

然し 乍ら 神の 子ィヱ スは斯 かる 「完全なる 人」 を 嫌 ひ 給 ふ。 斯 かる 入 は； H 、外 觀の美 はしき に らす 
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の裔 である。 故にべ テ。 の 如き 正直者が 此 JS; &の 毒す る 所と なり、 正義 を 念と せす して 利害 を 思 ひ、 

イエ スの エルサレム に 上りて 身 を 危險に 曝さん とし 給 ふ を 見て、 彼 を 引 留めて 「主よ 宜 からす 此事汝 

に來 るべ からす」 と 言 ひしゃ、 ィ H スは 彼の 愛する 弟子に 惡 魔の 乘 移りし を 認め、 彼 を 叱責して 言 ひ 

給 ふた 「サタンよ 我が 後に 返け、 汝は 我に 礙く 者な り、 汝は 神の 事 を 思 はす、 人の 事 を 思へ り」 と。 

(馬 太傳 十六 章廿 一節 以下」。 イエ スは玆 に パリ サイの 夠酵の 彼の 率ゐる 小圑體 の^に 人らん とする を認 

め 給 ふたので ある。 故に 大喝 一 聲之を 斥け 給 ふたので ある。 べテ 口 は此際 確かに サタンと 化した ので 

ある。 ィ H ス にして 此際 若しべ テ n の 此行爲 を 許し 給 ひしなら ば 彼の 福音 は 其 源に 於て 毒され たので 

ある。 事 は 小事に 見えて 重大 事であった。 パリ サイの 人の 夠薛は 其 痕跡 だ も 弟子 團の 中に 入る を 許さ 

れ なかった ので ある。 

「神の 事 を 思 はすして 人の 事 を 思 ふ」 と 云 ふ。 正義 を 思 はすして 政略 を 思 ふ。 斯く なす は 宜し 斯く 

爲すは 宜しから すと 云 ふ。 社會の 手前 を渾 り、 自己 自黨の 安全 を 計る、 是れ パリ サイの 人の 夠 i であ 

る。 而 して 此麪酵 の 犯す 所と なりて キリストの 福音 は 其 根柢より 滅びる ので ある。 今日の 所謂 敎會何 

者ぞ。 パリ サイの 人の 麴酵の 脹發す 所と なり し 三 斗の . 麥 粉た るに 過ぎない ので ある ( お 太 十 三 S 十 

節」。 パリ サイの 人の 11 に 行 はれし 弊害 は 悉く 令 日の 基督 敎會 の， £ に 行 はる。 基督 5!<J、 き： & 4i 

パリ サイ 敎會 と稱 すべきで ある。 昔の パリ サイの 人の 美點 も汚點 も、 長所 も 短所 も 悉く 之 をん マ 日の 基 

督敎會 に 於て 明に 認 むる 事が 出来る。 余輩 は 今日の 基 蝥敎會 の缺點 のみに 注目して 其 美點を 見逃さん 

と はしない。 な マ 日の 基督 敎會 の內に 少数の 一一 コ. デモ、 ガ マリ H ル、 义 タル ソの サゥロ の 在る^ を余輦 

は 疑 はない。 余輩 は 人と して 敎會 信者 を 尊敬し 又 彼等 を 愛する 0. 然し 乍ら ィ H ス にして 今日 彼の 名に 


て 立つ 敎會を 見 給 ひしなら ば、 彼 は 其內に 於て 彼れ 在世 當 時の パリ サイの 人の 間に 働きし と 同樣の 

夠酵の 盛に 働きつ、 ある を 認め 給 ふに 相違ない。 令 日の 俾 道に 競 爭の 盛なる、 敎師 問に 嫉妬 暗闘の 成耻 

に 行 はる、、 r 徧く水 ii を歷 巡り (： 外 國傳道 を 行 ひ)、 一 人 を も 己が 宗旨に 引 入れん とす ( 一 人 も 多 

く 洗禮を 授けて 之 を 已が敎 會の會 員たら しめんと す〕、 旣に引 入 るれば 之を汝 等よりも 倍した る地欽 

の 子と 爲 せり (旣に 信者と なし 敎會 員たら しむれば 宣教師 同様 或は 彼等 以上の 地獄の 子 卽ち黨 派の 人 

となして 嫉 陷擠 離叛等 有りと 有らゆる 黨 人の 罪 惡を行 はしむ)， f 是れ 今日の 基督 敎會に 於て 何人も 

y 撃す る事實 である。 卽ち パリ サイの 名 は 絶えし も、 其！： 酵は絕 えない ので ある。 蛇腹の 類 は 依然と 

して 蕃殖し、 0. 婦の. 冢を吞 み 偽 はりて 長き 祈禱 をな し、 人々 より ラビ (神舉 博士) と稱, y ら て 上ぶ 钆 

社會と 交際して 得意 然 たるので ある。 而 して ィ H スの心 を 以て 心と する 者は是 等 近代の パリ サイの 人 

に對， L てィヱ スが當 時の パリ サイの 人に 對せ しと 同様の 態度に a; ざる を 得ない ので ある。 「ゥ I アイ 

嫌 ふべき 者よ」 と、 「噫 汝等禍 ひなる 哉 偽善なる 舉者 (神學 者) と パリ サイの 人よ」 と。 ^し キリス 

トの福 昔と 全然 正反對 なる 者が ありと すれば、 其れ は 今日の 宗敎 界 に彌漫 する 宗派 心で ある。 是は预 

一 百 者 を 殺しながら 其 墓 を 建て 義人の 碑 を 飾る 精神で ある。 福音に 似て 最も 非なる 者、 キリストの 名の 

下に サタン の 意志 を： 订ふ 者で ある。 

而 して 斯く唱 ふる 余輩 も 亦 稍 も すれば パリ サイの 人と 成り 敎會 信者と 化する ので ある。 我 は 彼等の 

如くなら すと 唱 ふる 時に 余輩 も 亦 非 パリ サイ 的 敎會を 形作り 易くなる。 余輩 も 亦べ テ a の 如くに 純 福 

昔を唱 へながら 神の 事 を 思 はすして 人の 事 を 思 ひ 易くなる。 我が 團體 が責 くなる。 其 社交的 體面を 維 

持 せんとす る。 福音 の 純潔 を 守る と稱 して 他人の 主義 主張 を 異端 親し、 是と. j ハす ベ からす 彼と 偕な る 

ペリ サイの I： 酵  三 三 1 


M  «  ^.  0  ™^  さ ニニ 

ベ しと 云 ふ。 祌の 真现は 太陽 の 光の 如 き 者な る こと を 忘れて、 自分の 書齋を 照す ランプの 光を以 て 全 

を 照さん とする。 寳に愼 むべき は此 時で ある。 一 や，' を 過 まれば 余輩 自身が 蛇螺の 類と なる ので あ 

る。 余^ は 2 心 ふ イス カリオ テのュ ダは此 淵に 沈みし 者で ある こと を。 ュダ は^に 所謂る 惡人 ではな か 

つた。 彼 も亦ィ H スを思 ふの 一 人であった。 彼の 離 叛は惡 意より 出た と 云 ふ 事 は 屮： 來 ない。 彼 は 多分 

思 ふたで あらう、 イエ スは % 時まで 待っても 身 を 起して 世界の 王と なり 給 はない、 故に 若し 彼 を 敵 人 

に附 さば 彼 は奇積 カを發 揮して 自己 を 救 ひ 敵 を 亡ぼして 弟子 一 同が 期待す る 世界 王國を 建設す るに 至 

り 給 ふで あらう、 是れィ H スに 取ての 利益、 又弟子 團に 取ての 幸福な りと。 斯 くして ュ ダは師 と團體 

との 爲を 5 心 ふて 彼の 大瞻 なる 行爲に 出た ので ある。 然し 乍ら 彼の 目的 は 達せられ すして 師は 十字架に 

ハ玎 けられ W 體は 1： 散した ので ある。 ュダの 動機に 同情すべき 所が あつたと 云 ふ を 得 やう。 然し 乍ら 彼 

も 亦 神の 事 を 思 はすして 人の 事 を 思 ふた。 彼 も 亦 パリ サイの 人の 辆酵の 化する 所と なりて 其 マ 生 を 過 

つたので ある。 憐 むべき である、 然し 慎むべき である。 而 して イエスと して は パリ サイ 主義の 體得者 

なる ュダ と斷 ちて 彼の 弟子 圑の 純潔 を 維持す るより 他に 途 がなかった、 パリ サイの 精神が ィ H スを十 

字 架に 釘け たので ある。 


大 盡 と 乞 食 

路加 傳 十六 章 十九 節 以下 (改譯 ) 

十 丸玆に 或る 富める 人 ありたり、 紫 袍 と 細 布 を 衣、 日々 奢！！ を 極めたり、 叉 或る 貧しき 者 

ありたり、 其 名 を ラザロと 云へ り、 彼れ 其 入の 門に 11^ かれ、 身體 爛れ 廿 一富め る 入の 食卓より る. 餘 

暦に て 養 はれん と 欲へ り、 }ra 巳なら す、 犬來 りて 其爛傷 を^め たり。 

せ 一時 經て 後に 貧しき 者 死たり、 彼 は 天使 等に 由て アブラハムの 懷に 運ばれたり、 富め るん も 亦 死 

たり、 彼 は 葬られたり、 廿ー-:陰」^!に於て、 彼れ 背責の 中に 在りて、 其 目 を 揚げ、 遠くより ァ ブラ ハ ム 

と其懷 にある ラザ n を 見たり、 廿 S 彼れ 聲を 揚げて 曰 ひける は、 父 アブラハムよ、 我 を憐み 又ラザ 

口 を 遣せ よ、 彼れ 其 指の を 水に 浸し、 我が 舌 を 冷さん ためなり、 我れ 此火焰 の 中に 在りて 苦めば な 

り、 廿五 アブラハム 曰 ひける は、 子よ、 汝は^ 命中 汝の福 を 充分に 受けたり、 而 して ラザ 11 は 苦み を 

受けたり、 依て 今 玆に彼 は 慰められ、 汝は苦 めら る- - なり、 2 ハ而已 ならす、 我等と 汝 等との 間に は 

深淵の 定め 置かれし あり、 是 れ此處 より 汝 等の 所に 涉 らんと 欲する も、 亦彼處 より 我等の 所に 來 らん 

と 欲する も、 爲す能 は ざらん ためなり、 サセ 彼れ 答へ ける は、 然 らば 父よ、 我れ 汝に乞 ふ、 彼 を 我が 

父の 家に 遣 されん こと を、 甘へ そ は 我に 五 人の 兄弟 あれば 也、 彼等 も 亦 此背責 の 所に 來ら ざる やう、 
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彼等に 證明 せんが ためなり、 サ九 アブラハム 彼に 答へ ける は、 彼等に モ ー セと預 首 者 等と あり、 彼等 

之に 聽く べし、 ーュ千 彼れ 答へ ける は、 否ら す父ァ ブラ ハ ムょ、 若し 死より 彼等に 往く者 あらば 彼等 悔 

改む べし、 ^一  アブラハム 曰 ひける は、 彼等 若し モ ー セと預 首 者 等に 聽 かざれば、 縱へ 死より 蹈る者 

あると も 彼等 は其說 服す る 所と ならざる べし。 


パ リ サイの 人と 稅 吏の 譬 

路加 溥 十八 章 九— 十四 節 

. . 九 叉み づか ら義と 意 ひ 人を輕 ろしむ る 或 人に ィ H ス此譬 を Isfw れり 0 

「意 ひ」 は 「信じ」 と 緣 すべきであります。 「みづ から 義と意 ひ」 は 「自己 一 人 義人な りと 信じ」 

との 謂であります。 「人」 では 足りません、 「すべて 他の 人」 であります。 「輕 ろしむ る」 と は强ぃ 

首辭 でありまして、 「甚だしく 輕蔑 せし」 とで も譯 しませう 乎。 卽ち 自己 一 人 義人な りと 信じ、 すべ 

て 他 のん を 蔑視せ し 人に 對 して ィ H スは 次の 如き 譬を 語られた とのこと であります。 

十 二人 祈らん とて 殿に 登りし が 其 一人 は パリ サイの 人、 一人 は稅 吏な りき。 

「殿」 と は エルサレム の 神殿であります。 山の 上に 建ら れて在 りました から 「登り」 と あるので あ 

ります。 「パリ サイの 人」 は 所謂 宗敎 家であります。 信仰の 高き と 道德の 潔き を 以て 自 から 任じた 者 


であります。 「税^」 は 俗人であります。 信仰 上、 道德 上、 何の 资格を もお しない 者であります C 人 

の 眼より 見て 「パリ サイの 人」 は 正義 高德 の士、 「稅 吏」 は 不義 劣等の 人で ありました。 

十一， パリ サイの 人た ちて 自 から 如 此 祈れり、 神よ 我 は 他の 人の 如く 强索、 不義、 姦淫せ す、 亦 

此稅 吏の 如くに も あらざる を 謝す。 

, 「たちて」 は 「傲然と して 起立して」 の 意であります。 十三 節に ある 「遙 かに 立て」 と ある 言 辭と 

は 違 ひます。 「自 から」 は 原語の 儘に 「自己に」 と譯 する のが 當然 であると W 心 ひます。 此 パリ サイの 

人 は 神に 祈る やうで 實は 自己に 祈った のであります。 偽善者の 祈禱 はすべ て如此 き祈禱 であります。 

卽ち 祌に對 しての 祈願で はなく して、 自己に 對 しての 自賞自 讚であります。 彼 は 「祌ょ 云々」 と 言 ひ 

ます。 然し 實は 自己に 語て 居る のであります。 「他の 人」 は 九 節に 於け るが 如く 「すべて 他の/、」 と 

譯 すべきであります。 彼 は 其 祈禱に 於て 自己 一人の 正義 を稱 へつ、 あります。 w}^ は 左の 如く 改譯す 

ベ きで あら ふと 思 ひます。 

祌ょ我 は汝に 感謝す、 我 はすべ て 他の 人の 如くに あらざる を、 強奪者、 不義の 人、 姦淫 を 行 ふ 者 

にあらざる を、 乂此稅 .Is- の 如くに あらざる を。 

此 パリ サイの 人 は 自己 一人 を 除く の 外 はすべ て 強奪者、 不義の 人、 ， 症 淫を行 ふ 者で あると 5 心 ひました、 

彼 は 叉 特に 彼の 傍に 立ちし 稅吏を 指して 首 ひました、 我 は此稅 吏の 如くに あらざる を 感謝す と。 實に 

失敬なる 巾 分であります。 

十二 我れ 七日 間に 二次 斷 食し、 又す ベて 獲る もの、 十分の ーを獻 げたり。 

パリ サイ 人 は先づ 自己の 潔白 を唱 へました。 次に 自己の 高德を 列べ ました。 他 のん の 如く ァ i 爲さ 

パリ サイめ 人と. 史の 一二 一  1ー 五 


H  SB 普.；^  S  gfl  一三 一一 六 

す、 加 之、 他の 人に 優 さりて 善を爲 せりと。 モ ー ゼの 律法に 依れば. 猶太 人た る 者 は 年に 一 囘、 卽ち贖 

罪の 日に 斷食 すれば 可い ので ありました。 然るに 此人は 一週に ニ囘斷 食した とのこと であります。 又 

同じ 法に 依り ますれば、 人 は 何物に^ら す 其 確し 物の 十分の ーを獻 げすと も宜 かった のであります。 

然るに 此 パリ サイの 人 は 薄荷、 茴香、 馬 芹な ど琪 細の 蔬菜までの 十分の 一 を 獻げて 其 信仰 厚き を 誇つ 

たとの ことであります (1^ 太傳 二十 三 章 二十 三 節、 0 斯くて 彼 は 神に 對 して (實は 自己に 對 して) 自己の 

1：3 仰と 道德を 誇りました。 彼 は 密かに 心の中に 意 ふたで ありませ う。 我 は 實に立 な 信者で ある、 神 

は さぞ かし 我に 就て 滿 足し 給 ふで あら ふ、 我れ が 神に 謝する より は 神が 寧ろ 我に 謝すべき であると。 

十三 稅 吏は遙 かに 立て 天 を 仰ぎ見す、 其 胸を拊 て、 神よ 罪ん なる 我 を憐み 給へ と 曰へ り。 

パリ サイの 人 は 祈りました、 實は 自己に 對 して 自己の 潔白と 高 德とを 述べた てました。 然るに 稅吏 

は 祈る こと さへ 出来ません. でした。 彼 はた 「曰 ふ」 た而已 であります。 此節は 「然るに」 を 以て 始 

むべき であります。 「遙 かに」 は自稱 義人 パリ サイ 人より 遙 かに 離れて との 意であります つ 卑しき 稅 

吏 は 高き パリ サイ 人に 近づく 事が 出来ませんでした。 「立て」 は 「佇立」 であり ませう。 パリ サイ 人 

の 傲然たる 起立ではありません。 「天 を 仰ぎ見す」 は 原文の 通り 「天に 向て 眼 を さへ 揚げ 得す」 と譯 

すべきであります。 「胸 を拊 て」 は 「胸 を 撃つ けて」 であります。 彼の 悲痛の 狀が 察せられます。 

「神よ、 罪人なる 我 を憐み 給へ」、 「唯一 の S 非人なる 我 を 云々」 と。 此稅吏 は 自己 こそ 世界 唯一 の 罪人 

であると 信じました。 パリ サイ 人が 唯一 の 義人で あると 信じた と 正反對 であります。 彼 は 又 「我 を惠 

み 給へ」 と は 曰 ひませんでした。 r 憐み 給へ」 と 曰 ひました。 彼 は 自己 は 神の 憐愁 を. I 乙 ふの 外、 神に 

近寄る 何の 资格も 無 い 者で あると 感じ ま した。 全 節 を 左の 如く 改譯 します。. 


然るに 稅 吏は遙 かに 離れて 立ち、 天に 向て 眼 を さへ 揚げ 得す、 北 ハ胸を 打ちつ けて R へり、 祌ょ、 

唯 一 の 罪人なる 我 を 憐み給 へ と。 

十四 我れ 汝 等に 告げん、 此人は 彼 人より は義 とせられて .！1^ に £1 りたり。 夫す ベて 自己 を 一 ¥ る 者 

は卑 られ、 自己 を 卑す者 は 高ら るべ し。 

始めに 先づ 私の 改譯を 申 上げます。  - 

我れ 汝 等に 吿 げん、 此者は 彼 人より は義 とせられて (VA に 下りたり、 夫れ すべて 自己 を 低く する^ 

は 高く せらる ベ し、 然れ ども 自己 を 高く する 者 は K くせら るべ し。 

是れ此 譬に對 する キリストの 敎訓 であります。 「此 者」 パリサィの人は無禮千萬にも稅^-を指して 

此稅 吏と 曰 ひました。 依て 主ィ H スは パリ サイの 人の 言 其 儘 を 以て 曰 はれました、 此者は …… (「此奴」 

と譯 したら 更ら に適當 であり ませう) …… パリ サイ 人の 指した 此奴 は 彼れ 「正義の 士」 より は義 とせ 

られて 山 を 下て 家に 歸 りたり と。 爾 うして 此事 たる ィ H スが 度々 繰 返されし 「自己 を 低く する 者 は 高 

くせら る 云々」 なる 敎訓 の例證 であります。 (十四 章 十一 節、 馬太傳 二十 三 章 十二 節 を參考 なさい 〕。 

以上 數節は 基督 者の 謙遜の 何たる 乎を敎 ふる 者であります。 是れ は儒敎 などで 云 ふ謙德 とか 謙讓と 

か 云 ふ ものと は 全く 其 趣き を 異にします。 基督 者の 謙 遞は禮 節ではありません。 是れは 謙虚で ありま 

して 心の 事であります。 自己の 眞 價を認 むる ことであります。 自己が 唯一 の s!^ 人、 罪人の 首で ある こ 

とを認 むる 事であります。 此覺認 なくして 神が キリス トに 由て 下し 給 ふす ベての 恩惠に 接する こと は 

出来ません。 最も 低く せられて 最も 高く せらる \ のであります。 自己 を打碎 かれて 新たに 自己 を 賜 は 

るので あります。 我等 は 飽くまで 低く せられて 飽くまで 高く せらるべき であります。 

パリ サイの 人と. 枚 もの S  1 二  S 七 


福 誉 ^-5  0 究 


ョ  <  ネ 傳硏究 


約 翰傳は 何を敎 ゆる 乎 

是れは 神 奈川縣 大津に 於て 開かれし 第二 十四 K 基督 敎夏 學 校に 於て 講演 せんとて 成りし 腹案で ある、 其^ 

る 都 分 はこの 通りに 述べた、 ^^る他 の部八刀は^^^ いた。 

一 約 翰傳の 著作 問題 

t":^ 傳， は 何人の 作で ある 乎、 仲 時 書かれし 乎、 是れ 聖書 擧 上の 大 問題で ある 0 約 翰 傅と あるから 使 

1 約 翰の 書いた 者で あると 謂 ふが、 是れ 敎會の 傳說に 由て 雨う 謂 ふので あって、 近世の 聖書 舉者 は、 g 

易に 此說 を容れ ない ので ある。 實に約 翰 傅の 著作 問題 は 之 を 聖書 研究の 關ケ 原と 稱 する ことが 屮 U 來る 0 

之に 約 翰傳は 使徒 ヨハネの 作に 非す と唱 ふる 西 軍が あれば、 之に 對 して 約 翰傳は 使徒 ョ ハネの 作な り 

と唱 ふる 東軍が あるので ある。 敎會の 宣教師に 由て 基督 敎を學 びし 我國の 基督 信者の 眼から 見て、 約 

翰傳は 使徒 ョ ハネの 作に 非す と唱 ふる 聖書 擧 者が 有る と 聞いて 甚だ 不思議に S はる、 た，： ども、 然か 


も 事 實は爾 うで あるので ある。 約翰傳 の非ョ ハネ 說を唱 ふる 西 軍の 巾に、 ysKS、  甲 0 

秀 家なら で、 近世 聖書 學 者の 中に 録々 の名聲 ある 驍將が あるので ある。 其 中に 近世 聖書 學の 元祖と 唱 

へ ら る.， チ ュ 1 ビ ンゲ ン大擧 の 神 學敎授 フェル. チ ナン ド . クリスチャン . バウルが ある (Fer<linaud 

Christian  Biul-.)o 彼 は 科 學界に 於て ダル ウィンが 有する 地位 を 神 學界に 於て 有する 者で ある。 一 千 

八 百 三十 五 年に 彼の 大著 『使徒 保羅』 が 出て 神 擧界は 震動した ので ある。 敎會の 監督と 牧師と は 一一 目 ふ、 

バウルの 學說 は旣に 破棄せられ たりと。 然り、 其 一部分 は旣に 破棄せられ たに 相違ない、 然れ ども 共 

根本 は 動かない ので ある。 ダル ウィン 出す して 今日の 科學の 無かった やうに-バヤ お！ 3 で ケ^^!^ 

書 f; &究 はなかった ので ある。 バウルの 擧說を 其儘受 くると 受けない と は 各自の 自. m である、 然， ども 

バウル 其 人に 對 して は 何人も 深き 尊敬 を拂 はざる を 得ない。 敎會の 宣教師が 聖書 學界 の此 偉人 を 我等 

に 紹介 しないの は、 彼等の 偏狭に 由る にあら ざれば 彼等の 無學に 由る と 言 はざる を 得ない。 而 して； ffi- 

學 界の此 革命 者 は 大膽に 且つ 明白に 約翰傳 の非ョ ハネ 說を唱 へたので ある。 

バウルに 次いで カイ ム crheslor  Keim) があった。 カイ ムの 『ナザレの イエス』 といへ ば 第 十九 

世紀に 於て 顯 はれし 最大の 基督 傅で ある。 博識、 敬虔 全 世紀に 冠たり と稱 せらる. -は此 書で ある。 而 

して カイ ムも 亦其師 バウルと 共に ソ約 翰傳 の非ョ ハネ 說を唱 へたので ある。 此人 にして 此說 ありて、 西 

軍の 威力の 悔 るべ からざる 事が 判明る。 

北ハ 他に ヴ アイツ ゼ ッケル ( weizs^tcker) が ある、 ショル テン (scholten) が ある、 ホルツマン (Holtz- 

が ある、 ルナン (Kellan) が ある、 サバ ティ ヱ. I  (sabfltier) が ある、 ハ.. 'ゼ (Hase) が ある、 

孰れ も 第一流の S\ ？書學 者で ある。 而 して 彼等 は 筆 を 揃へ て、 約 翰 傅の 非ョ ハネ 說を唱 へたので ある。 
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我等 は 所謂 正統 敎會 の宣敎 師に效 つて 西 軍 振 はす、 非ョ ハネ說 採る に 足らすな ど唱 へて はなら ヒぃ。 

余 一 低 人の 見る 所 を 以てするならば、 若し 學識を 以て 言 ふなら ば、 優 は 西 軍に 在て 東軍に 無い と m:- 

ふ。 殊に 東軍に 敎會の 後援 あるに 對 して、 西 軍に 是れ 無き のみなら す、 却て 其 反對 あるに 徴 して 見て、 

西 軍の 勢力の 更らに 尊敬すべき を認 むる ので ある。 

まこと 

實に 東軍に 敎會の 後援 ある は大 なる 弱點 であると 言 はざる を 得ない。 敎 會に權 力が あり 又 金力が あ 

る。 其 贄成を 得て 權カ 阿從の 嫌疑 を 蒙らざる を 得ない。 故に 公平なる 舉 者の Id 心むべく してぎ くべき は 

敎 會の贊 成で ある。 彼 は 敎會を 離れて 彼の 學究 に從 事すべき である。 殊に 彼の 唱 ふる 學說が 不幸に し 

て敎 <p の傳說 に 符合す る 場合に 於て 然るので ある。 敎 會は舉 問の 大 なる 誘惑 者で ある。 其 捕 ふる 所と 

たりて 學 問の 獨立を 維持す る は 甚だ 困難で ある。 

^し 乍ら 約 翰 傅の ヨハネ 說を 維持す る 者、 必 しも 敎會 の被赌 者で はない。 世に は 純 粹の學 問の 立場 

よりして 約 翰 傅の ョ ハネ說 を唱ふ 者が 尠 くないの である。 殊に ュ 二 テリアン 主義の 學者 にして 此 主張 

を唱 へし 者 ある は 注意すべき 寨實 である。 米 國は學 者の 乏しき 國 であるが、 然し 其 エズラ. ァ ホット 

(Ezra  Abbct) は 世界的の 聖書 舉者 であった。 彼はュ -ー テリアン 主義の 人であって ハ ー ヴァ ー ド大學 

の敎授 であった。 而 して 此 人が 約 翰傳ョ ハネ說 の 熱心なる 主張者で あつたので ある。 (彼の 著作 Tke 

き ーー囊 一一, P  。！ さ。 さ 寒 m  Gospel を 看よ )o ュ 一一 テリアン たり し 彼 は 敎會に 遠慮す る 所 はな か つた。 坡 

の 信仰と して は非ョ ハネ說 こそ 最も 都合が 好かった に 相違ない。 然 かも 彼 は 公平なる 學者 として 約 翰 

傅の ョハ ネ 著作 說を く 執った ので ある。 

英國に 在りても 亦、 ュ -ー テリアン 主義の 碩學ジ ヱ I ムス. ヅ ラモンド (Ja ョ esl>nm-mc-l 二) は、 約 


翰傅ョ ぐ不 著作 說を唱 へたので ある。 彼と 併んで 牛 津大學 敎投ゥ イリヤ ム • サン デ. -の此 を唱ふ 

るが ある。 歐洲 大陸に 在りて はル I トハ， ト (Luthal.dt)、 パイシ ユラ —グ (Beyschlagy ヱヴ ハル 

ト (E さ tlld)、 ブン セン (Bunseny ネアン デル (Ne§del.)、 ゲッ ス (Gess)、 ゴ， デ， (Godet,)、 シ 

ユラ ッ テル (Schlatter) 等の 雄將 は^ 東軍に 與 する 者であって、 該博なる 識と 深遠なる 信仰と を以 

て 約 翰傳ョ ハネ說 を 維持す る 者で ある。 ョ ハ ネ說必 しも 敎會の 要求す る 信仰 茵條の 一 つで はない。 之 

に 又 深き 固き 論據が ある。 我等 は 異端 を 以て 非ョ ハネ說 を 待遇 ふて はならない と 同時に、 また 迷信な 

りと 稱 して ョ ハネ說 を 斥けて はならない。 玆に 勝敗の 未だ 決せざる 聖書 學 上の 關ケ 原が あるので ある „ 

我等 は 虚心 平氣、 キリスト 的擧 者の 態度 を 以て、 論 戰の成 行 を 目撃す ると 同時に 又、 备自 相應の 信仰 

と 智識と を 以て、 東西 孰れな りと、 其捧 ぐる 所の 旗 機 を 鮮明に すべきで ある。 

二 約 翰傳の 價値 

約 翰 傳は其 名 の 通り 使徒 ヨハネの 著作で あるとの 敎會の 傳說は 今や 多くの 正直に して 博舉 なる 學者 

の 否認す る 所と なった。 然 らば 其 爲に此 書の 價 値が 減じた 乎と 謂 ふに 決して 雨う ではない" 書物の 價 

値 は 其 著者の 何人なる 乎に 由て 定まらない。 r 讀む人 しらす」 と ある 日本 歌の 中に 多くの 名吟 秀句の 

有る こと は 我等の 善く 知る 所で ある。 聖書の 中に 在ても 著者が 不明に して、 著作の 偉大なる 者 は 幾許 

も ある。 我等 は 約 百 記の 著者の 誰なる 乎 を 知らない、 然 かも 力-ライル は此 書に 就て 一一 目 ふた 「是れ 人 

の 手 を 以て かれし 最大の 書で ある」 と。 我等 は 以賽亞 書 四 卜 H 早 以下の 何人の 作た る 乎 を 知らない、 

約；； g  ® は 何も 1® ゆる 乎  一一： W1 
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然し 乍ら、 豫赏屮 の 最大 豫首 は 著者 不明の 所謂 以賽亞 書の 後半 部に 於て 在る ので ある。 我等 は义^ 伯 

來 書の 何人の 擎に 成りし^ たる 乎 を 知らない、 其の パ ゥ n の 作で たい 事 は n}^ くより W 明つ て： W つた、 

然 かも 此 書の 新約聖書 中、 羅馬 書と 併んで 雙璧 の 觀 ある は 何，^ も認む る 所で あ る。 著者に 由 て 著作 の 

價値 をお むる は 俗人の 爲す 所で ある。 著作の 價値は 其れ 自身の 價値を 以てお むべき である。 必 しも 使 

徒ョ ハネが ず いたから 貴い ので はない。 約 翰傳其 物が 貴重の 作で あるが 故に 責 いので ある。 我等 は 其 

著者の 何人で ある 乎 を 問 ふ 前に 先 づ誠實 も て 著作 其 物 を讀む べきで ある。 約 翰傳其 物が 其れ 自身に 關 

はる 最上の 信任 狀 である。 

故に 約 翰 傅の ョ ハ ネ的 起源 を 疑 ふ 者と 雖も共 最上の 價條を 疑 はない。 彼等 は 一一 H ふ、 「_ き 者 は 不明で 

ある、 然し 此著 をお せし 者 は 無名の 偉人で ある」 と。 カイ ムの 如き、 非ョ ハネ說 の驗將 たるに 關 はら 

す、 此 書の 善と 美と 優と を 讚へ て. まない。 余 は 正直なる 舉者 にして 未だ <|b て 一 んも 「約 翰傳は 詰ら 

ない 書で ある」 と 云 ふんの ありし 事 を 聞かない。 如何なる 點 より 見る も 約 翰 傳は偉 著で ある。 誠實を 

以て 此害を 研究して、 其 偉大、 莊美、 深遠に 驚かない 者 は 無い 害で ある。 

余 自身と して は 余 は 東軍の 一 兵卒 を 以て 自 から する 者で ある。 余 は 約 翰傳を 使徒 ョ ハネの 作と 見 

るより 外に 其 起源 を說 明す るの 途は 無い と m わ ふ。 余 は 敎會が 此著を 使徒 ョ ハネの 作な りと 唱 へて 自己 

に對 して 重傷 を 食 はせ るので は あるまい 乎と 思 ふ。 余の SID^ る 所 を 以てすれば 約翰傳 ほど 純心靈 的の 書 

は 聖書の 巾に 無い ので ある。 約 翰 俥 は 水の 洗 禮を敎 へない。 其 三 章 五節に 「水と 靈と」 ある 其 水なる 

文せ は 取 除くべき 者で あると 云 ふ (ブル キット 著 T】J.e  GCS づ p1 History  an<l  Its  Tmnsmissks 第 

二百 二十 六 頁 を 見よ)。 叉 約 翰 傳の傅 ふる 晚餐式 は 儀式で はなく して、 普通の 晚餐 である。 約 翰傳ぉ 


恰 かも 其 著作 時代に 於て 普通 敎會に 於て 旣に行 はれし 所謂 「二 大禮 典」 の 迷信と 弊害と を 矯めん がた 

めに 記 かれし 書なる が 如くに 見える。 約 翰 傳に據 りて 余 は 無敎會 主義 を唱 ふるに 難くない。 約 翰俾は 

使徒 ョ ハネの 著作な りと 唱 ふる は 決して 敎會の 利益で はない。 

然し 乍ら i 右し 約 翰 傅が 使 ョ ハネの 作で ない と 謂 ふなら ば 其 事 は 何を敎 ふる 乎。 其 事 は 重要なる 享 

0  0  0  0  00000000000  0-000000  0  0  0  0  0  0 

を 我等に 敎 ふるので ある。 卽ち、 使徒 以外、 使徒 死して より 七十 年 或 ひ は Ic 年の 後に、 人に 知られ ざ 

0  0 ゥ C- ゥ 00000  O0OOOOO0C  000 つ C-C000O0O00OOO0  00O0OO 

る 多分 敎會の 外に 於て、 キリストの 心 を 最も 善く 了解せ し 偉大なる クリスチャンの 在った 事 を敎ふ 

るので ある。 而 して 是れ 決して 有り得べ からざる 事で はない ので ある。 キリストの 心 を 最も 善く 了解 

ぢ きで し  わ 

せし 者が 彼の 直弟子に 限らない 事 は 使徒 パ ゥ 口 の 場合に 由て 見ても 判明る ので ある。 彼れ パ ゥ 口 は 多 

分 肉に 於て はィ ェ スを 見し ことな かりし も、 屮； の 十一 一 弟子に も擾 さりて より 深く 且つ より 鮮 かに 彼 

の 性格と 使命と を 認めた ので ある。 使徒 以外、 敎會 以外の 信者に して、 彼等に も擾 さりて、 く心靈 

的の 救 主 をナザ レの イエ スに 於て 發 見せし^ あり たれば とて 決して 怪しむ に 足りたい ので ある。 

生命 を 賜 はる 者 は (聖) 靈 なり、 肉 は 益な し、 我が 汝 等に 一一-;" ひし 一 百 は、 是れ靈 たり、 生へ 叩な り 

との 言 を傳へ し 約翰傳 著者 は、 必 しも 肉に 於て ィ H スに 接せし 者で あると 首 ふの 必耍 はない。 著者 は 

バウ 0 の 如くに 肉に 在りて ィ H ス の 敎訓に g ハら ざり しが 故に 却て 深く ィ H ス の內的 生命に 接し、 其靈 

を 受けた ので は あるまい 乎。 而 して 敎 會は斯 かる 大著 作の 自己 以外より 出で し を 見て 不安に 堪えす、 

終に 之に 附す るに 「約 翰傳」 の 名 を 以てし、 を 使徒 ョ ハネの 老年の 作な りと 稱 して 紹介し、 以て 自 

己の 權能を 維持 せんと f^" みたので は あるまい 乎。 而 して 悲 むべき 事に は、 敎 會は爾 來幾囘 となく 之に 

類した る 事を敢 てしたの である。 H^lハ端は塑し5.^る限りは之を壓せんとし、 而 して 終に 北 ハの應 し 難き を 

約！； g  Igj は 何を教 ゆる 乎  三 B- 一  一 一.. 


'卞 


h; 福音 * ほ究  一-; g!ra 

0- る や 之 を 納れて 自己に 同化し 去らん とする は 软會が 自己 以外 の^の 功 镜に對 して 取り 来りし 常 手 ほ 

である。 使徒 時代に 在りても、 所謂 「約 翰傳」 の 著者の 如き、 使徒に も 優 さりて 深く キリスト を 了解 

せ し 信者 の敎舞 以外に 在りし を 聞いて 余輩 は 昔 もん，' も變ら ざる 至 上 の 深慮 に 驚かざる を 得ない ので 

ある。 依て 知る、 若し バウル、 カイ ム、 ホルツマン 等の 持說 が眞理 であって、 「約 翰傳」 は 使 ョハ 

ネ Q 著作 で な い 事が 事實で あ る た ら ば 、 此書 の 價値は 之 れが ために 高ま る こと は あると も、 决 して 減 

する こと はない と 思 ふ。 若し 嚴密 なる 研究 を 外にして、 余輩の 倾 向に 從 はんと 欲するならば、 余， も 

亦" に與 みして 約 翰 傳非ョ ハ ネ！！ ^を 維持した く 欲 ふので ある。 余輩 はより 深き 劇詩 的 興味 を： Jit ョ ハ 

ネ；^^の中に認めざるを得なぃ のでぁる。 

一一 一 約 翰. 傅の 敎訓 

必 しも 愛 一 方の 書に 非ず 

約 翰 傅の M 人の 著作なる 乎 は 刺 明らない。 然し 乍ら 其の 何を敎 ゆるの 書なる 乎 は 明 £n である。 是れ 

學 者の 說明を 待た すして 何ん にも 解かる 事で ある。 著者と 時代との 問題 は 之 を 後 廻し になして 宜しい、 

我等の づ 第一 に 求むべき は 其 明かに 傳 ふる 所の 敎訓 である。 約 翰傳は 如何なる 大眞理 を 我等に 俾へ 

ん とする v^、 我等 は先づ 第一 に此仕 |# に取掛 るべき である。 

約 翰俾は 何を敎 ゆる 乎との 問 ひに 對 して 普通 與 へらる.^ 所の 答へ は 「神 は 愛な りと 敎ゅ」 と 言 ふに 

ある。 使徒 パゥ ロは嚴 しき 人で あってんの 救扬を 信仰に 於て 求めし に反して、 使徒 ョ ハ ネは擾 さしき 

人であって、 特に 神 とんとの 愛を說 いたと は 我等が 普通に 閜 かさる、 所で ある。 然し 享實は 決して 爾 


うでない ので ある。 使徒 バウ n も 愛を說 き、 使徒 ョ ハ ネも 信仰 を說 いたので ある。 バウ n の說 きたる 

神はョ ハ ネの說 きたる 神に 劣らざる 優 さしき 神で ある。 

頌 美べき かな 我等の 祌、 卽ち 我等の 主ィ H ス キリストの 父、 慈悲の 父、 すべての 安 慰 を 賜 ふの 神 

と パゥ口 は 首 ふて 居る (哥林 多 後書 一 の 三 )o 是れ 「神 は 愛な り」 と 首 ふよりも 更らに 優 さしき 神 を 紹介 

する 首辭 である。 哥林多 前書 十三 章が 愛の 讚美歌で あり、 路加 傅 第 十五 章に 於け る 放蕩 兒の譬 談が 

愛の神 を傳 ふること は 何人も 能く 知る 所で ある。 「神 は 愛な り」 との 言葉 は 約 翰 書 (約 翰傳 ではない) 

に 於ての み 見る ことが 出來 るが、 r 祌は 愛な り」 との 事實は 新約聖書 全 體の傳 ふる 所で ある。 

S 己なら す、 。ハウ 口が 信仰 を 高調した るに 對 して ョ ハ ネは愛をカ？^^したと官ふも亦大なる間違でぁ 

る。 信 は 約 翰傳に 於け る 最も 顯 著なる 言葉で ある。 

彼 を 受け、 其 名 を 信ぜし 者 は 權能を 賜 ひて 此れ を祌の 子と 爲 せり 

と 其 始めに ある (一章 十二 節)。 而 して 其 終りに 方り て 其の 著 はされ し 目的 を 述べ て 言 ふて 居る。 

此 書を錄 せる は汝等 をして ィ H スの 神の 子に して キリストなる 事 を 信ぜし め、 之 を 信じ 其 名に 由 

りて 生命 を 得させん が爲 めな り 

0  0  しる 

と (二十 球 三十 一節〕。 卽ち約 翰 傳は信 を 以て 始まり 信 を 以て 終って 居る。 其錄 せる ィ H ス の奇蹐 なる 者 

はすべ て 人 に 信 を 起さ んが ためであった。 若し 信な る 文字の 使用 さ れ し 度数より 言 ふなら ば 約翰俾 こ 

そ 特に 信仰の 書と 稱 へらるべき である。 而 して 約 翰 書に 於て  . 

我等 をして 世に 勝た しむる 者 は 我等が 信な り _ 

と 言 ひて 著者の 決して 信仰 を輕ん じた 人で ない 事が 判明る ので ある (第一 書 五 章 四 節)。 パゥ a は 信仰の 

釣 翰 it は 何も！ £5 ゆる 乎  1  一一 0 五 
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使徒であって、 ヨハネ は 愛の 使徒で あつたと 言 ふ は、 バウ 口、 ヨハネ 雨 人ながら を 誤解す るよ ひ 起る 

富 葉で あると 思 ふ。 

而 して 約 翰傳の 決して 優 さしい 愛 を說く 書で ない こと は 之 を 一 讀 して 見で 明かで ある。 約 翰 傳の傅 

ふる イエ スの傳 道が 所謂 「聖 殿の 洗淸」 を 以て 始まりし 事 は 注意すべき 事實 である。 

ィ エス、 H ルサ レムに 上り、 聖殿 にて 牛、 羊、 鳩 を賣る 者と 兩替 する 者の 坐せ る を 見、 繩を もて 

鞭 を 作り、 彼等 及び 羊 牛を聖 殿より 逐 出し、 兩替 する 者の 金 を 散らし、 其 案 を 倒し、 鴻を賫 る 者 

に 一一 E ひける は、 此れ を 取りて 注け、 我が 父の 家 を 商賣の 家と なす 勿れと (二 章 十三— 十六 節 

是れ 決して 優 さしい ィ H スを傳 ふる 言葉で はない。 恐るべき イエス を傳 ふるもの である。 沟に 約翰傳 

全體に 亙りて 傳 へらる \ィ H スは 最も 威權 ある 厳格な 人で ある。 「彼れ 涕を 流し 給へ り」 との 文字 は 

あるが、 彼が ユダヤ人の 不信 を 憤り 給 ひし 首 葉 は 殆んど 全篇に 亙りて 充ち 盈ちて HIP ると 首 ふこと が屮- 

-  t_) と  す： ひ， 3 し  さ お きね し 

來 る。 寳に約 翰 傳は救 主としての ィ H スと 同時に 審判 主としての 彼を傳 ふるの 書で ある。 之れ は是れ 

默示錄 と 相 併 はせ て讀 むべき 書で ある。 火と 煙と、 其 中に 輝く 愛の 慈 光と を傳 ふるの 書で ある。 

約 翰 傳はー 一箇 或 ひ は 三箇の 大切なる 事を敎 ゆる。 其 第 一 は 神の 子の 自顯 である、 其 第一 一は 世の 之に 

對 する 態度で ある。 而 して 神の 子の 自顯 に對 する 態度に ニ箇 ある、 其 第一が 不信で ある、 其 第二が 信 

仰で ある。 故に 約 翰 傳八. -體は 三箇の 大切なる 事を敎 ゆると 云 ふ 事が 出来る、 卽ち 

「第 一 、 神の 子の 自顯 

/ 第二、 不信と 共 結果 


第三、 信仰と 其 結果 

其 冒頭より 末尾に 至る まで 約 翰 傳は此 三茵の 重要なる 事に 就て 敎ぇ るので あると 思 ふ。 

以上の 約翰傳 三大敎 3 はと も稱 すべき 者 は 之 を 其 冒頭の 序文に 於て 見る ことが 出来る。 共 第 一 節より 

第 十 g: 節までに 於て 著者 は 全篇の 要略 を 揭げて 居る ので ある。 (一」 神の 子 は 初めに 宇宙の 原理 <f 道) 

6LC  t こ-と 

であった、 彼 は 神と 偕に 在りて 素より 神であった、 彼 はすべ ての 人 を 照らす 眞の 光であった、 彼 は 肉 

體を 取りて 人類の に 宿った、 彼に 實に聖 父の 生み 給へ る 一 子の 榮 光が 輝いて 居った、 (二) 然るに 

y かり ，c 一  おのれ  -> 

世 は 光 を 認めたかった、 彼 は 己の 國に來 りしに、 其 民 は 彼 を 接け なかった、 (三 J> 然し 世の すべてが 

彼 を 斥けた ので はない、 世に は 少数の 彼 を 信じ 彼 を 接く る 者が あった、 而 して 斯 かる 者に 神 は 權能を 

賜いて 之 を 己が 子と 爲し給 ふたと。 以上が 第 一 章 一節より 十 節に 至る までの 約翰傳 序文の 大意で あ 

る。 〕J:b 文と 謂 はんより は 寧ろ 摘要で ある。 全篇の 縮寫 である。 約 翰 傅の 敎 ゆる 所 は是れ である。 イエ 

スの 何者た る、 彼 は 世に 在りて 何 を爲し 給へ る、 世 は 如何にして 彼 を 接け たる、 不信の i に 少數の 信 

者の 在りた る、 是れ約 翰傳が 特に 敎 えんと 欲する 所で ある。 著者 は 末尾に 更らに 明白に 此 書の 目的 を 

示して 首 ふて 居る、 

しる  . 5 

此 書を錢 せる は汝等 をして ィ H スの祌 の 子 キリストなる 事 を 信ぜし め、 之 を 信じ 其 名に 由り て 生 

命 を 得させん が爲 なり 

と C 一十 章 三十 1 節)。 

如斯 くにして 約 翰 傳が敎 えんと 欲する 所 は簡單 である。 然し 乍ら 簡單 であると 同時に 深大 である。 

ノ- -1 スは 人の子で はない。 神の 子で あると 云 ふ。 祌が 肉體を 取りて 人の に 宿りし 者で あると 云 ふ。 

約 翰 igi は； ？  教 ゆる 乎  一一； £ 七 


s: 福音書 ほ究  一二 ra 八 

{Ha は 彼に 由て 遣られ、 萬 物 は 彼の 命に 服 ひたりと 云 ふ。 車實 か、 奇談 か、 感史 か、 物語 か。 若し 事 

實 であり、 歷史 であると ならば 全 宇宙に 之よりも 重大なる 問題 はない ので ある。 神 は して 人と 成り 

て 世に 降りし 乎、 ィ H スは 果して 神の 子 キリストなる 乎、 問題 中の 問題、 全 宇宙の 最大 問題 は 是れで 

ある。 而 かも 約 翰 傳は此 問題 を 捕へ 来りて 簡單に 明白に 大膽に 確信 を 以て 語る ので ある。 約 翰 傳が崇 

高 の 書な る は 其 題目が 崇高な るからで ある。 神の 子 と其榮 光と に 就て 語りし 此 書が 其 終 尾に 於て 左 の 

一 首 を 載せて 居る の は敢て 怪しむ に 足りない ので ある。 

イエ スの爲 し、 事 は此 等の 外に 尙ほ許 多 あり、 若し 之 を 一 々錄 しなば 其書此 世に 載盡す こと 能 は 

じと s ふ 

と (末 章 末節〕。 是れ 如何なる 人に 就ても  一一 一一 E ふことの 出来な い 言辭 である。 如何なる 英雄 も 如何なる 聖 

入 も 「此^に 載盡す こと 能. はす」 と 思 はる X 事躊を 遺した る 者 はない。 宇宙 唯一 者、 神の 子の み、 約 

翰傳 著者の 此終 尾の  一一 一一 5 を 其 儘、 其 生涯の 事 積に 適用して 誇大の 言と して 見做されな いので ある。 

而 して 神の 子に 對 する 人類の 態度、 是 れ亦大 問題で ある。 人類 は 正義 を 貴ぶ と 云 ふが、 果して 雨う 

である 乎。 人類 は 正義の 實現 者なる 神の 子の 出現に 遭 ふて、 之に 對 して 如何なる 態度に 出し か" 奉迎 

か、 排斥 か、 問題 は 單にィ H ス對當 時の ユダヤ人の それで はない、 神對 人類の それで ある。 人類 全體 

に關 はる 問題で ある。 其 天然 性に 關 する 問題で ある。 若し 沙 翁の 劇詩が 能く 人情 を 穿つ が 故に 世界的 

大著 作で あると 云 ふなら ば、 約翰傳 は 能く 人類 の 本然 性 を 穿 つが 故に 宇宙 的大 著述 で あると 云 ふこ と 

が 出来る。 

罪の 定まる 所以 は是れ なり、 光、 世に 臨り しに々 (人類〕 は 光 を 愛せす して 反て 暗 を したり、 


是れ 其行爲 の惡 しきに 由る 

と。 イエ スの此 言に 由て 人類の 本然 性 は闈^ せられ、 其 罪 は斷定 せられた ので ある (11 一章 二十 節 )o 人 は 

生れながら にして 神の 味方で はない、 其 敵で あるし 人の 性は惡 であると 云 ふに. まらない、 預ー百 者 H 

レ ミヤの 首 を 以 て すれば 絶望的に 惡 である (耶 利米亞 記 十 七 章 九 節 )0 約 翰傳は 神の 子 の 自 i に 就 て 語り 

て 神の 性 を 間 明に すると 同時に、 神の 子に 對 する 人類の 態度に 就て 述べて 人の K を閬 にす る。 こ 

かうる； んきは *4 り 

虬書は 高遠 窮 なき 書で あると 同時に また 深淵 量るべからざる 書で ある。 神 を 其 愛の 高き に 於て 示し、 

んを其 の 深き に 於て 露 はす 書で ある。 其 著者の 如何 を 問 はす、 其歷 史的 價 値の 程度 を 問 はす、 約 翰 

傳の 宏遠 絶大の 書なる こと は 敬虔 以て 之 を 研究す る 者の 何人も 疑 はんと 欲して 疑 ふ 能 はざる 所で ある。 

約 翰 傳のニ 大要 目 は 神の 子の 自顯と 之に 對 する 世の 態度と である。 而 して ii 顯は 一 時に 行 はれな か 

つた。 徐々 として 順序 的に 行 はれた。 之に 發展的 進歩が あった。 ィ H スは 順序 的に 其從 能と 恩 惠とを 

世に 顯 はし 給 ふた。 而 して 自顯の 程度に 從ひ 之に 對 する 世の 態度に も亦變 化が あった U ィ H スが 

を顯 はし 給へば 給 ふ 程、 世の 彼に 對 する 反對 (不信) は 激烈に なった。 又 少数の 彼に 對 する^ 慕 (信 

あ. a ゝ まり  i3i つち 

仰.) は 深厚に なった。 恰 かも 太陽が 其 和煦を 放てば 放つ 程、 固くなるべき 粘土 は 益々 固くなり * 柔か 

になるべき 蜜蠟は 益々 柔 かくなる と 同じで ある。 神の 子の 自顯 は單 に自顯 として 4- まらなかった。 

：らき ひかり  >v J 

す 之に 對 する 相當の 世の 反應 があった。 暗 は 光の 前に 散 じなかった。 其反對 が事實 であった。 光が 增 

せば 增す 程、 暗 は 益 々暗くな つた 眞理の 出顯は 罪の 此 世に 在りて は必 す此 結果 を 生す るので ある。 而 

して 此事を 最も 明白に 示した る 者が 約翰傳 である。 

約 翰 S. は 何 も 敎 ゆろ 乎  一一 一 8 九 
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ィ H スは 自己 を^に 顯 はし 給 ふ 前に 先づ其 愛と 恩 惠と權 能と を 彼の 母と 彼に 從 ひし 少數の 弟子と に 

顯 はし：^ ふた。 彼 は ガリ ラャの カナに 於け る婚 筵の 席に 於て 水 を 化して 葡萄酒と なして、 彼の たる 

と、 彼の 事業の 何たると を 彼の 近親の 者に 示し 給 ふた。 彼は歡 喜の 主で ある、 彼の 建設 せんとす る 神 

の 國は王 の 饗宴で あ る とは此 奇蹟の 示す 所で ある (二 章 一 節、 W 下，)。 是れ 彼が 行し 給 へる 休 徵の始 であつ 

て 「彼れ 其 榮を顯 はせ り」 と ある。 是れ 神の 子の 自顯の 序幕と も稱 すべき 者で ある。 勿論 此自 顯に對 

して^に 反對は 起らなかった。 そはィ H スの 母と 弟子と を 除いて 他に 玆に大 なる 奇 積の 行 はれし 事 を 

知らなかった からで ある。 筵 を 司 る 者 を 始めと して、 來客 一 同、 唯 葡萄酒の 旨き を 味 ひしに 止まり- 

其 如何にして 成りし 乎、 如何なる 意味の 其 中に 籠りし 乎に 少しも 氣が附 かなかった からで ある。 說敎 

と 訓誡の 伴 はない 奇 鑌に對 して 此 世の 人々 は 何等の 反 對をも 試みない。 ィ H ス にして 若し 是れ 以上に 

自己 を顯 はし 給 は ざり しなち ば、 彼 は社會 の寵兒 として 存し、 十字架の 苦 JI^ を 味 ふこと なくして 彼の 

一 生 を 終り 給 ふたで あら ふ。 

イエス は 第一に M ルサレ ムの聖 都に 於て 神の 聖殿を 潔め 給 ひて、 公然と 神の 子の 權能 を顯 はし 給 ふ 

た (二 章 十三 節 以下 )o 而し て 彼 の 此 傍若無人 の 行爲 に 對し 驚鬆と 不平 の聲 は揚ら ざる を 得なかった。 

汝、 此 等の 事を爲 すから にば 我等に 何の 休徵を 示す や 

と ユダヤ人 はィ H スに對 して 言 ふた (二 章 十八 節， )o 卽ち r 汝、 何の 權威を 以て 此事 を爲す や」 とのこ 

とであった (馬 太 傳廿 一章 サ三 節)。 玆に イエスと ユダヤ人との 間に 最初の 衝突が あつたの である。 衝突 

は 咬き の聲に 過ぎなかった、 然し 遠雷 轟 て、 暴 雨の 襲 來を吿 ぐるが 如くに、 玆に 始めて ィ H スに對 


して 揚 りし 眩き の聲は 纏て 反對の 霹靂と なりて 彼の 頭上に 臨むべく あった。 イエ スは繩 を もて 鞭 を 作 

り、 祌の聖 殿より 賫愤偽 預言者の 類 を 逐ひ給 ひしに 由り 玆に 始めて 隱密の 敵 を 作り 給 ふた。 ユダヤ 敎 

會の敎 職 連 は爾來 猜疑の 眼 を 以て 彼 を 見る に 至った" イエ スは 政略と して は此 事を爲 すべから すで あ 

つた。 然し 祌の 子と して 彼 は此事 を爲さ る を 得なかった。 彼 は 敵 を 作らざる を 得なかった。 故に 敎 

職の 不興 を 冒して 大膽に 此事を 爲し給 ふた" 

玆にィ H スに對 して 不平の 聲が揚 つた。 彼に 對 する 不信の 徵 候が 現 はれた。 然し 不信と 同時に 信仰 

が 現 はれた。 ユダヤ人の 宰 にて パリ サイ 派の 敎師 なる 一一 コ デモと 云へ る 者、 夜、 密かに ィ H スの許 を 

訪 ふて 彼に 對 する 深き 尊敬の 意 を 表した。 彼れ -ー コ デモに 起り し 信仰 は 決して 完全なる もので なかつ 

た。 彼 は 終りまで 公然と ィ ェ スを 彼の 救 主として 仰ぎ 得なかった 广 十九 章 三十 九 節 )o 然し 弱きながら 

も 信仰 は 信仰であった。 彼の 同位が 悉く ィ H スを排 lit した 時に 彼 は獨り 立て 彼のた めに 辯 護した。 聖 

殿 廓 淸の勇 行に 由り ィ H スは少 くと も 一人の 信者 を 作り 給 ふた。 ユダヤ 敎會全 體の怨 を 買 ひ 給 ふと 同 

時に、 一人の 密に彼 を 慕 ふ 者 を 獲た まふた。 友 を 獲る 實に 難しで ある。 百 人 干 人の 敵 を 作る にあら ざ 

れば 一人の 友 を瘦る こと は出來 ない。 H ルサ レムの 聖 都に 神の 聖殿を 潔め 給 ふに 由り て、 ィ H スはュ 

ダャ 敎會の 不興に 觸れ て、 同時に 叉 一 人の 敬慕 者 を 獲た まふた。 

斯くて 神の 子の 權 能の 自顯は 不信の 發端を 惹起せ しと 同時に 又 信仰の 萌芽 を 促した。 約 翰 傅 三 章 一一 

n デモ 物語 は 世の ィ H ス に對 する 此關 係に 於て 解すべき である。 

イエス は H ルサ レムに 上り、 聖殿を 潔め、 其 腐敗 を 除きて、 心密かに ユダヤ 敎會全 體の歡 迎を豫 期 

し 給 ふた。 然し 事實は 全く 彼の 豫 想に 反した。 國民 信仰の 府 たる 敎會は 彼に 對 して 隱れ たる 而 かも 深 

約 翰 使 は 何も 敎 ゆる 乎  一二 五 1 
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き 反對を 表した。 而 して 聖 都の 市民 は 彼に 對 して 反對を 表せ ざれば 全然 冷淡であった。 「彼れ 己の 國 

に來 りしに 其 民 之 を 接け ざり き」 であった a 章 十一 節 )o 彼 は 失望し 給 ふた。 眞の 信仰 は 神の 選民の 問 

に^ 出されなかった。 唯一 人の 一一 コ， デモ を 除いて は H ルサ レム 全部 は 彼れ 神の 子に 對 して 反對 にあら 

ざれば 冷淡であった。 此狀態 を 見た まひし 彼 は 

子 を 信す る 者は窮 なき 生命 を 得、 子に 從 はざる 者 は 生命 を 見る こと を 得す、 神の 怒 その上に 留ま 

らん 

との 一言 を 遺し 一た び H ルサ レム を 去り 給 ふた a 一 一 章 三十 六 節 )o 而 して 去って 北方 ガリ ラャに 到らん 

とし、 傳 道の 失筌と 旅行の 疲倦 とに 由り、 途中 ヤコ ブの 井の 傍に 坐し 給 ひし 時に、 玆に 計らす も、. 思 

はざる 所に、 思 はざる 人の 間に 眞の 信仰の 表現 を 目 顰し給 ふて、 斜 ならす 歡び 且つ 自 から 慰め 給 ふた 

ので ある。 彼が 出會 ひし 者 は ユダヤ人が 常に 賤 みて 止 まざりし 所の サマリ ャ 人であった。 而 かも 其婦 

人であった、 婦人 も 婦人、 五 人の 夫 を 持った と 云 ふ 淫婦であった。 其 行 爲は嫌 ふべ く、 其 罪 は 摘 指す 

ベく 且つ 詰責すべく あった。 然し 乍ら 彼女の 靈 魂に 貴むべき 信仰の 胚種 があった。 彼女 は ユダヤ 敎會 

の敎職 等と 異なり 救 はるべき 靈性を 具備へ て 居った。 故に ィ H スは玆 に 御自身の 疲勞と 飢渴と を 忘れ 

給 ひて、 此ー 婦人、 而 かも 異邦 サ マリヤの 婦人、 而 かも 姦淫の 婦に對 ひて 彼が 曾て 爲し給 ひし 所の 最 

も 高遠なる 說敎を 爲し給 ふたので ある。 場所 はサ マリヤの スカルの 邑、 ャ コブの 井の 傍、 敎師は 神の 

子、 聽衆は 唯一 人、 異邦の 婦人、 而 かも 淫婦、 題 は 神と 被に 近寄り まつる の途、 

夫れ 祌は靈 なれば 拜 する 者 も 亦靈と 眞實を もて 之 を拜す ベ き 也 

と (四 章 二十 四 節 )o 玆にィ H ス 御自身に 由て 異邦 傳 道の 初 幕が 演ぜられ たので ある。 而 して 其 初穗は 


婦人、 而 かも 噴 落 婦人で あつたので ある。 神の 選民に 失ば I- し 給 ひし ィ H スは兹 に此罪 ある 婦人に 於て、 

神の 子と なる のぎ 能 を賦與 する に 足る の 信仰 を 看 出し 給 ふたので ある。 之 を 看て 歡 びに 堪えす、 彼 は 

身の 飢渴を 忘れて 彼の 弟子 等に 言 ひ 給 ふた、  i 

我に 汝 等の 知らざる 食物 あり、 …… 我 を 遣 はし、 者の 3 曰に 隨ひ其 業 を 就 成る こと、 是れ梦 力 食物 

なり 

と (一一 一十 二、 三十 四 節〕。 彼の 滿足想 ふべ しで ある。 玆に イスラ ェ ル の師 たりし 一一 コ デモに 優 さるの 信仰 

があった。 彼 は アリマ タヤの ョ セフと 同じく ユダヤ人 を 懼れて 隱にィ H スを 信ぜし に 4- まりし も、 彼 

女 は i がに 彼 を 信じ、 往 きて 彼女の 邑に 到り、 村民 を 招きて 彼の 許に 携來 り、 彼の 訓諭に 與 からしめ 

た。 

彼女の 證 せし 言に 因りて 其 邑のサ マリヤ 人 多く ィ H スを 信ぜり 

と ある (三十 九 節)。 兹に ユダヤ人と サ マリヤ 人、 選民と 異邦人、 義人と 罪人との 善き 對 照が ある。 ィ 

H スの聖 殿 廓 淸に遭 ひて、 唯一 人の 一一 コ デモ を 除く の 外 は、 選民の 彼 を 彼と して 迎 ふるな きに 對し、 

異邦の サ マリヤ は 歡んで 彼を迎 へ、 彼に 聽 き、 彼の 救 濟に與 からん とした。 ィ H スは アブラハムの 子 

孫 を 以て 自 から 任ぜし ュ ダャ 人に 迎 へ られ すして 異邦の サ マ リャ 人に 迎 へられ 給 ふた。 彼 は エル サレ 

ム に.. り 得 ざり しも、 スカルの 民の 乞 ひに 應 じて 二日の 間、 彼等の 間に 滞留り 給 ふた。 イエスの 自顯 

の 結果 は斯 くの 如くに して 現 はれた。 選民の 冷遇、 異邦人の 歡迎。 教師の 半 信、 罪人の 篤信。 _ 

彼れ 己の 國に來 りしに 其 民 之 を 接け ざり き、 然れ ども 彼 を 接け、 その 名 を 信ぜ し^に は 權能を 賜 

ひて 之 を 神の 子と 爲 せり。 

fssss- は 何も 敎 ゆる 乎  一一 ー3- 一一 
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サ マリヤ 人の 無畢 も、 婦人の 過去の 汚條も 彼等が 神の 子た るの 權能を 賜 はるた めの 障碍と ならな かつ 

た" 彼等 は iilH 仰の 故 を 以て 選民の 與かり 5 & ざる 權 能の 附 與に與 かる を 得た" 

.** こと さ i5 力 1 

浙 くて 神の 子の 自顯に 遭 ふて 世 は眞に 鞠れ た。 選民 は 反て 衆ら れ、 異邦の 人 は 反て 選 まれた J 兹に 

於て か  . 

我れ 憐 まざりし 者を憐 み、 我 民なら ざり し 者に 對 ひて 「汝は 我 民な り」 と 言 はん、 彼等 は 我に む 

かひて 「汝は 我 神な り」 と 言 はん 

との jS 首 者の fB が審實 とたり て 現 はれた ので ある (何 西 阿 書 二 章 二十 三 節ソ。 實に 神の 自顯 は^の ま 刺で 

ある。 神が 自己 を顯 はし 給 ふ 時に、 信者 は 反て 不信者と して 顯 はれ、 不信者 は 反て 信者と して 顯 はれ 

るので ある。 ニー！' 年 前の ユダヤと サ マリヤと に 於て 雨う であった。 今日の 荚阈と 米 B と rn 本と、 比 〔他 

のす ベての 所謂 基督 敎國叉 は 君子 國に 於て 爾ぅ である。 ハレルヤ、 ァ ー メン、 主よ 臨— り 給へ である。 

自顯第 一 囘は斯 の 如くに して 終った。 ィ H ス は 更らに 進んで 自己 を， に顯 はし 給 ふた。 彼 は ュ ダャ 

人の 或る 節 筵の 時に (多分 プリムの 節 筵であった らふ ：- w たび エルサレムに 上り 給 ふた。 而 して 其 羊 

門の 邊な るべ テ スダの 池に 於て 三十 八 年間 病みた る 者 を li し 給 ふた (第五 章)。 是れ前 囘に擾 さる 彼の 

さかえ  たん  ^  C み  いや 

榮 の表顯 であった。 鞭 を 以て 聖殿を 潔め たので はない、 恩惠を 以て 癒し 難き 患者 を 癒し 給 ふたので あ 

る。 彼 は 今や 權咸を W て 選民に 臨み 給はなかった、 恩惠を 以て 臨み 給 ふた。 彼 は 心の中に 密かに 想 ひ 

給 ふたので あら ふ、 今 こそ は 我 國民は 我が 使命 を 解し、 我 を 信じ 我 を 接く るで あら ふと。 然し， びら m 

實は乂 彼の 豫 想に 反した。 常に 猜疑の 眼 を 以て 彼を監 親せ し ユダヤん 等 は 彼の 施し 給 ひし 恩惠を 讚め 


すして、 彼が 安息日に 治癒 を 施したり との 故 を 以て 律法 違反の 罪 を 以て 彼 を 貴め た。 

兹に 於て ユダヤ人 ィ H スを窘 迫て 彼 を 殺さん と 謀る、 そ は 彼が 此事を 行せ し は 安息日な りければ 

也 

と ある (十六 節)。 治癒の 仁 惠には 目 を 注がす して、 敎则 違反の 罪に 彼 を 問 ふた。 彼等の 不明 や 寳に驚 

くに 堪えたり である。 而 かも 是れ 身は敎 職に 在りて、 民の 指導 を 以て 自 から 任す る 僧侶 階級が、 神の 

人に 對 して 執る 常 手段で ある。 人の 救濟は 彼等の 敢て問 ふ 所でない。 敎 則の 厳守、 敎權の 維持、 彼等 

の宗敎 なる 者 は 主として 兹に 在る ので ある。 故に パリ サイ 派の 敎師 等はィ H スの病 者 を 癒し 給 ひし を 

見て、 其 苦痛の 除かれし を 喜ばす して、 彼等が 設けし 敎 則の 破れし を 怒かった ので ある。 世に 無 1^ 悲 

なる 者に して 實は敎 職の 如き はない ので ある。 人 は 彼等の 目的で ない。 寺院で ある 敎會 である。 彼等 

に 取りて は 人 は敎會 維持、 敎勢擴 張の 機械た るに 過ぎない。 故に 人 を 救 ひたれば とて 彼等の 賞 讚 を 得 

る こと は 出来ない。 否な、 敎會 本位の 彼等に 取りて は 敎會を 離れて 直に 人 を 救 ふこと は大 なる 惡 事で 

ある。 彼等 は斯 かる 行 爲に對 して 否認の 聲を 揚げざる を 得ない。 而 して 令 や 彼等の 目前に 於て、 彼等 

の 免許 を 得る ことなくして、 惠 仁の 業が 行 はれた ので ある。 愛の 發 意に 出し ィ H スの 此奇睛 は、 敎職 

の 立場 を 毀たん とする 犬なる 打撃の 如くに 感ぜられ たので ある。 パリ サイ 派の 敎師 等が ィ H スを 殺さ 

んと 欲せし までに 怒りし 理由 は、 彼の 此行爲 を 以て 敎權 侵害と 認めた からで ある。 

而 して 彼等 は 彼等の 感覺に 於て 誤らなかった ので ある。 此 所に 彼等の 前に 犬なる 裁判人が 立った の 

である。 彼の 行爲其 物が 明かに 彼等 を { さ 判いた ので ある。 ィ H スは其 榮を顯 はし 給 ひて、 彼 を 信ぜし 

^人 は 癒され、 彼 を 信ぜ ざり し ユダヤ人 は.：^ 判 かれた ので ある。 ィ H ス 御自身 は人を ま 判き 給 はない、 

釣 翰 俊 は 何も 一教 ゆる 乎  一;1 五 五 


ra  £ 一音 0  0 究  1 二 五六 

彼の 語り 給 ひし 言と 彼の 行し 給 ひし 事と が 人 を 審判いて 誤らない ので ある。 

斯くて 自顯 第二 も 亦 審判 を 以て 終った。 信仰 は義 とせられ、 不信 は 審判 かれた。 而 かも 自顯の 進歩 

に 伴 ひ、 世の 之に 對 する 態度に も發展 があった。 隱れ たる 不平 は 公け なる 反對 となりて 現 はれた。 ィ 

ェ スを 殺さん とする の 心 は 此時旣 に 彼の 敎 敵の 中に 起った。 神の 子 は 自己 を顯 はし 給 ふに 方り、 人 を 

救 ひつ- - あると 同時に 又 敵 を 作りつ \ あり 給 ふので ある。 

ィ ェ スは旣 に 一 ー囘 エルサレム に 於て 自己 を國 人に 顯 はし 給 ふた。 而 して 一 一 囘はー ー囘 とも、 自顯は 其 

效を 奏しなかった。 ユダヤに 信仰 は 起らなかった。 其 反 對に國 民 全體は 反對の 態度に 立った。 旣に彼 

を 殺さん とする 徴候 さへ 現 はれた。 神の 子 は 善事 を 選民の 間に 行なって 其 嫌 ふ 所と なった。 

兹に 於て かィ H スは 再た び 聖都を 去って、 ガリ ラャの 僻陬に 退かれた。 而 してお の 間に 働ら いて 彼 

等の？！ にぽ 〈の 信仰 を 起さん とし 給 ふた。 彼 も 亦 都會傳 道に 失望して 田舍傳 道に 轉じ給 ふたので ある。 

彼 は 想 ひ 給 ふたので ある、 都會 人士 は 其 受けし 敎化 のために 反て 彼 を 接く る 能 はす、 敎 法師の 感化よ 

り 遠 かれる 質樸の 田舍 人士 こそ 反て 信仰 を 起すな らんと。 神の 子 も 亦 人と 成りし 以上、 我等 人- と问 

じく 失 耽に 由て 智慧 を 學び給 ふので ある。 、  . 

時は踰 越の 節 筵に 邇く、 所 は テベ リオの 湖の 對岸 である。 ヘル モンの 「5S が 湖水の 面に 映り、 草靑く 

して 天然の 絨氍を 以て 野 を 敷きつ めし 所に、 許 多の ガリ ラャ 人はィ H スの 許へ と 集 ひまった。 此 群衆 

を 見 給 ひし 彼 は 玆に叉 彼等の 前に 神の 榮を顯 はさ る を 得な か つた。 彼は兹 に踰， 越の 祝 節 の 筵 を 設け 

給 ふた、 大麥の パン 五片と 小さき 魚 二 尾と を 以て 其 所に 集まれる 五 干の 群衆 を 饗應し 給 ふて、 彼等 を 


して 飽き 足らし め 給 ふた 事は大 なる 奇蹟で ある。 神の 子 を 待て 始めて 見る ことの m 來る 奇蹟で ある。 

全く 彼の 愛より 出た る 奇蹟であって、 敢て 群衆の 驚愕 を惹 かんが 爲 めではなかった。 イエ スは 兹に自 

己の 生命の パ ン なること を 彼等に 示さん がた めに、 此 不思議なる 事 を 行 ひ 給 ふたので ある (第 六 章〕。 

然るに 其 結果 は 如何？ 質樸なる ガリラヤ湖 畔の 民はィ H スの此 奇婧の 訓示 を 受けし 1。 彼等 は 彼等 

に 供 へられし 朽る パンの 朽ちざる パンの 表號 なる を 了り し 乎。 否な、 彼等 も 亦 靈感に 鈍き 肉の 子供で 

あった。 彼等 はィヱ スを 執りて 彼等の 王に 爲 さんと した (十五 節 )o 彼を靈 魂の 救 主として 迎へ すして、 

パ ン の 供給者と して 戴かん とした (二十 六 節)。 彼等 は ユダヤ人の 如くに 彼に 對 して 反 對を表 はさな か 

つた。 然し 乍ら 全く 彼の 天職 を 誤解して、 大 なる 慈善家と して 彼を迎 へんと した。 此狀態 を 見て イエ 

スは 甚く 歎き 給 ふた。 

イエ ス答 へて 曰 ひける は、 誠に 實に汝 等に 告げん、 汝 等の 我を尋 ぬる は 休徵を 見し 故に 非す、 唯 

パン を 食して 飽きた るが 故な り、 汝等 朽る糧 のために 勞 かすして、 永生に 至る 糧、 卽ち 人の子の 

與 ふる 糧 のために 勞く べし、 

と 言 ひ 給 ふて 彼の 失望の 意 を 表し 給 ふた (二十 六、 二十 七 節)" 敎會の 要求む る 者 は 敎權、 社會の 要求む 

る 者 は パン、 宗敎 家に あら ざれば 政治家、 都會 人士 も田舍 人士 も 其 要求む る 所 は 多く 異ならな いので 

ある。 眞の 福音 を 要求め す、 神の 人を迎 へざる の點に 於て は 都鄙 _| れも 同一で ある。 都會に 激烈なる 

反對 あり、 田舍に 際立ちた る反對 なき を 見て、 田 舍は都 會に優 さりて 傳道 的に 有望で あると 云 ふこと 

は 出来ない。 唯 だ 雨 者の 趣味が 違 ふまでに ある。 人の 譽を責 び、 靈の糧 を輕ん じて 肉の 糧を 重ん する 

の點に 於て 田舍は 都會と 少しも 異ならな いので ある。 而 して 崇 むべき ィ H スも亦 彼の 實驗に 由り て此 
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悲 むべき 事 實を發 見し 給 ふたので ある。 彼 は M ルサ レム の 市民に 失 §K し 給 ひしと 同じく ガリ ラャの 農 

夫と 漁夫と に 失^し 給 ふたので ある。 彼 は ガリラヤ湖 畔に 於て パ ンと 魚との 增 の奇跨 を：：：： ひ 給 ふて、 

更らに 人の子 等の 根本的に 神より 離れた る 者なる こと を 覺り給 ふたので ある。 

斯くて ィ H スの 第三 囘の 自顯に 由て 世の 彼に 對 する 態度 は 益々 瞭 かにな つたので ある。 都會に 在り 

て は 冷遇に あら ざれば 反對、 地方に 在りて は 肉愁的 歡迎、 能れ も 彼の 心 を 傷まし むる に 止まって、 彼 

に滿 足を與 へなかった。 彼 は 此時旣 に 人の子と なりて 天より 降り 来りし 神の 子に、 地上 枕す る 所な き 

を： 徒々 深く 感じ 給 ふたので あら ふ。 今や ガリ ラャの 田 舍も亦 信仰ぎ 起の 所と して？ 5?^ を囑 する に 足りな 

かった。 然 らば 如何に せん、 民 は 悉く エホバ を棄 去り、 其靈は 鈍りて、 光の 降臨 も 之を覺 ますに 足ら 

ざれば、 八.' より は 更らに 三次、 或 ひ は 四 次、 H ルサ レムに 上り、 其 所に 語るべき 丈け を 語り、 顯 はす 

べき 丈け を顯 はし、 而 して 終に 地より 擧 げられ、 萬 民 を 引きて 自己に 就 せんに はとは (十二 章 三十 二 節： >、 

蓋し 此 時に 於け るィ H ス の覺 悟であった であらう。 

イエ スは旣 に 三囘、 自己 を 世に 顯 はし 給 ふた。 聖殿 を廓淸 むる 事に 由て 彼の 正義 を顯 はし 給 ふた。 

病 者 を 癒す. 第に 由て 彼の 仁慈 を顯 はし 給 ふた。 而 して 群衆 を 養 ふ 事に 由て 彼が 生命に 至る 眞のパ ン 

(糧) なる 事を顯 はし 給 ふた。 而 して 自顯の 結 菜 は 常に 多数の 反對と 少数の 信仰と であった。 イエ ス 

は 彼の 善行に 由て 益々 世の 反對を 招く と 同時に、 少数の 信者の 信仰 を 强め給 ふた。 

イエ スは 入の 靈魂を 養 ふ眞の パンで ある。 彼は乂 すべての 人 を 照らす 眞の 光で ある。 彼 はべ/は 入の 

光と して 自己 を 額 はすべく あった。 


ィ ェ スは 三た び エル サレ ム に 上り 給 ふた。 時 は ユダヤ人の 構廬 節であった。 彼れ 其 市街 を 歩行み 

給 ひつ \ ありし 時 一人の 瞽 目の 乞食 を 見た まふた。 「ィ H ス 行く 時 生れつきなる 瞽 目を昆 しが」 と あ 

る (九 章 一節 )o 「見し が」 と は 「見つめし が」 との 意で ある、 彼 は 特^の 注意 を拂ひ 給へ りとの 意で あ 

る。 彼 は 選民の 中に 玆に 彼の 恩惠を 受納る k に 足る 一 個の 器を發 見し 給 ふたので ある。 而 して 其 人 は 

祭司で も 無く、 民の 宰 でも 無く、 生 來の瞽 であって 乞食で あつたとの 事で ある。 實に神は人を偏^^る 

者に 非す である。 前に は 異邦の 婦人に、 而 かも 淫婦に、 自己 を顯 はし 給 ひし 彼 は、 今 は 玆に瞽 の 乞 貪 

に大 なる 能力 を 以て 顯 はれ 給 ふた。 簡單 なる 方法と 一 言の 命令と に 由て 瞽の眼 は 開かれた (六、 七 節 )。 

玆 に叉大 なる 奇廣は 行 はれて、 ィ H スは更 らに其 榮を顯 はし 給 ふたので ある。 

而 して 其 結 raK は 前と 同然であった、 信仰 は 益々 進み、 反對は 益々 其 激烈の 度 を 加へ たので ある。 眼 

を 開かれし 乞食 は 始めに ィ ェ スを預 富者の 一 人と して 解したり しが (十七 節)、 ユダヤ人の 詰問と 迫害 

とに 由り、 ィヱ スに關 する 彼の 思 意 は 益々 閬明 にせられ、 彼の 信仰の 故 を 以て、 ユダヤ 敎會の 逐ふ所 

となる や、 彼 は 終に 「キ： よ 我れ 信す と 曰 ひて 彼を拜 せり」 と ありて、 彼はィ H スを拜 すべき 神の 子と 

して 信す るに 至った 0 一一  十八 節， )o 而 して 信ぜし 乞 貪の 信仰の 進歩に 伴 ひて ユダヤ人の 不信の 發展も 亦 

著明く あった。 ユダヤ 敎會の 役員 等 は 今や ィ H スを 「罪人」 と 呼ぶ に 躊躇し なかった (二十 四 節 )o ィ 

H スは兹 に 旣にー 一； II 安息日 を 破りて モ， -セの 律法 を 犯した ので ある。 曩には 安息日に 三十 八 年 病みた 

る 者 を 癒し、 玆には 叉！^ じく 安息日に 生来の 替の限 を 開き 給 ふた。 彼の 罪ゃ赦 すべから すで ある。 

「彼等 ィ H スを執 へんと したりし が、 彼れ 其 手 を 脫れて 去れり」 と ありて、 玆に ユダヤ人の 反 封 は 公 

然と 彼に 手 を 下す に 至った。 
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然し ィ H スは 恐れ 給はなかった。 彼 は 今 は 彼の 善行 を 以て 彼の 國人 を^ 度す る ことの 出来ない こと 

を 覺り給 ふた。 然れ ばと て 彼 は 彼の 衷に 在る すべて を 世に 顯 はさす して は 止み 給はなかった。 彼は最 

後に 彼の 最善 を 世に 顯 はし 給 ふた。 而 して 其 結果と して 彼 は 彼の 生命 を捐 るに 至った。 

而 して 斯 かる 機 會は 彼の 友人なる ベタ 一一 ャのラ ザ 口 の 死に 由て 供 へられた (約 翰 傳第十 一章)。 彼れ 其 

姉妹より 「主の 愛する 者 病めり」 との 報知 を 受けし 時に、 玆に 最後の 顯榮の 撵會の 彼に 與 へられし こ 

と を 知 覺し給 ふた。 

イエ ス之を 聞きて 曰 ひける は、 此は 死ぬ る 病に 非す、 神の 榮の ためなり、 神の 子 をして 之に 由り 

て榮を 得し めんが 爲 なり、 

と ある (四 節)。 而 して 是れ 彼に 取り 大 なる 危險の 伴 ふ機會 でありし こと は、 彼 も 亦 彼の 弟子 も 能く 知 

つて 居った。 故に 弟子の 引留 むる にも 拘 はらす、 强 いてべ ター 一 ャに 行かん とし 給 ひしゃ 弟子の 一 人な 

る トマ スは曰 ふた、 

我等 も亦往 きて 彼 (ィ H ス， } と 偕に 死すべし 

と (十六 節 )o ィ ェ スは玆 に 死 を 決してべ タ 一一 ャに往 き 給 ふたので ある。 

前に は ガリ ラャの カナに 於て、 婚 筵の 席に 於て 水 を 葡萄酒に 化して 彼の 榮を顯 はし 給 ひし ィ H スは、 

今兹に M ルサ レム に 近き ベ タ 一一 ャに 於て 友人 を 死より 廳 らして 彼が 神の 子た るの 最大の 證據を 供し 給 

ふた。 カナの 奇蹟 を 以て 始まりべ ター ーャの 奇镇を 以て 終った。 始めに 萬 物の 造 主として 自己 を顯 はし 

給 ひ、 終りに 生命の 主として 其 大能を 示し 耠 ふた。 


我 は 復活な り 生命な り 

と (二十 五節)、 ラザロの 復活の 意味 は兹に 在った ので ある。 萬 物の 造 主たり し 彼 (カナの 奇廣の 意お」 

神の 正義の 體得 者たり し 彼 (聖殿 廓淸の 意味 r 神の 慈愛の 實現 者たり し 彼 S 者 治癒の 意味 21 生 

命の パ ン たりし 彼 「群衆 給養の 意味)、 世の 光たり し 彼 (瞽者 開眼の 意味) は、 凡ての 生命の 源に し 

て 永遠に 生く るが 故に、 永遠に 生く るの 能力 を 人に 賜 ふ 者で あるとの ことが 兹に 明かに 示さえ たので 

ある。 ベター ーャに 於け る 死者の 復活 はィ H スが行 ひ 給 ひし 最大の 奇蹟であった。 ィ H スは 是れ 以上に 

iflJ を 世に 顯 はすこと が 出来なかった。 人 は 又是れ 以上の 神の 啓示 を 要， ましない。 死者 は 死して 死せ 

す、 ィ H スを 信す るに 由り て 死より 甦りて 永遠に 生く る こと を 得べ しと 啓示され て、 人が 神に 就て.^ 

らんと 欲する 全部が 彼に 示された ので ある。 

ラザロの 復活 は 勿論 友人の 死を悲 むより 出た るラザ n 一人の ための 復活ではなかった。 一時 死 を 免 

かる、 は大 なる 恩惠 であるに 相違ない が、 然し 最大の 恩惠 でない 事は瞭 である。 イエス は ラ_*^' 、を 11 

らして、 ^れ ラザロと、 彼の 二人の 姉妹なる マルタと マリヤと、 彼に 從 ひし 彼の 弟子 等と、 兹虚に 集 

まりし 多くの ユダヤ人と、 而 して & まき，。 つい ^や 彼れ ィ H スに 復活の 能力と； 1 の 

:t_K& との る こと を 示さん がた めに 此 奇蹟 を 行 ひ 給 ふたので ある。 卽ち 此奇. 亦 他の 奇  1;:」 ひ 等 ，0 し T 

S に 不思議なる ではなく して、 意味の 存 る休徵 である。 イエス は ラザロ を 甦らして 彼が 末日に づべ 

0 彼 を 信す る 者 を 甦らし 給 ふ 其 能力と 事業と を 示し 給 ふたので ある。 

S  いつ ♦* で し；！ 

凡て 我 を 信す る 者 は 永遠 も 死る ことなし  . 

と (二十 六 節)。 是 れが此 奇蹟 を 以てせられし 大說敎 の 主題であった。 

釣翰傳 は 何も 敎ゅ る 芋  一一 一六 一 
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而 して 此 啓示に 接して ユダヤ人の 反對 は其絕 頂に 達した ので ある。 

是に 於て 祭司 長 等と パリ サイの 人 等 會議を 開き 曰 ひける は、 我等 如何にすべき 乎、 此人 多くの 奇 

積 を 行へ り、 若し 彼を此 儘 に棄 置ば 人 皆な 彼 を 信す るに 至らん …… 此 日より して 彼等 ィ H スを殺 

さんと 共に 議る (四十 七 I 五十一 一 us)o 

うく  じ けん そのき よく  二， ゝ しふ 

斯 して 神の 子の 自顯が 其 極に 達した 時に、 世の 彼に 對 する 憎 惡も亦 其 極に 達した ので ある。 イエスに 

在りて はラザ & の 死 は 彼の 最大 最高の 能力 を顯 はすの 璣會 となった が、 彼の 敵に 在りて は 是れが 彼 を 

殺す の璣會 となった ので ある。 ベター 1 ャの 奇蹟 はゴ ルゴ タの 悲劇と 相關聯 して 解すべき 者で ある。 前 

者 は 後者の 直接の 原因と なった ので ある。 イエ スは 彼の 友人 を聽 らし 給 ひしに 因て 祭司 パリ サイの 人 

等の 執 ふる 所と なり 終に 彼等の 殺す 所と なり 給 ふたので ある。 

是を 不思議と 云へば 不思議で ある。 然し 祌の 何たる 乎と 世人の 何たる 乎 を 知て 此事は 決して 不思議 

でない ので ある。 正義 は 最後の 勝利者な りと 云 ふが、 然し 正義 は 輿論の 贊成を 得る が 故に 最後の 勝利 

者な りと 云 ふので ない。 世人の 輿論 は 常に 正義に 反き 不義に 與す るので ある。 若し ィ H スとバ ラバと 

勃れ を擇ぶ 乎と 問 はる-. ならば、 輿論 は 常に 「此 人に 非す バ ラバ を釋 せ」 と 叫ぶ ので ある (十八 章 四十 

,  ；; ャび LJ  そむ  むし ねャび i  ，.？ る 

節 )o 而 して r バ ラバ は 盗賊なる 也」 と ある。 祌に 反き し此 世の 人 は 寧ろ 盗賊 を 釋すも 祌の子 は 之 を 許 

さまい ので ある。 耶蘇の 名 は 信者に 取りて は 神と 等しき 名で ある。 然れ ども 不信者に 取りて は 國賊親 

不孝、 すべての 惡 事を踪 合した る名稱 である。 我等 は此日 此國に 於ても 此 事の 事 實 なる を 知って 居る。 

斯の 如くに して ィ H スは 前後 五 III に 亙りて 自己 を 世に 示し 給 ふた。 而 して 其 結果 は^ 人全體 の反對 


と 少数の 信者の 敬 仰と であった。 彼の 自顯は 彼に 死 を持來 した。 約 翰 偉 記者 は 此事を 書き終て 自己の 

觀察を 述べて 口 ふた、 

イエ ス 彼等 (世人、 殊に ユダヤ 敎會の 役員と 信者 等) の 前に 斯く 多くの 休徵 (深き 意味 を A;n める 

奇缓) を 行 ひ 給へ り。 然れ ども 彼等 は 尙ほ彼 を 信ぜ ざり き。 是れ 預言者 ィザャ が 曰 ひし 言に 

我等の ifn げし 一一 ま を 信ぜし 者 は誰ぞ や、 主の 手 は 誰に 顯 はれし 乎 

と あるに 應 へり。 ィザ ャは復 曰へ り 

彼等 目に て 見、 心に て 悟り、 改めて 醫 さる \ こと を 得 ざらん が爲 めに 彼れ (神) その 目 を瞽く 

し、 其 心 を頑梗 にせり 

と。 此 故に 彼等 は 信す る こと 能 は ざり し 也。 ィザャ は 彼 (ィ H ス) の榮を (豫 め) 見し により 彼 

に 就て 斯く 語りし なり、 然れど 有司 等 (政治家、 宗敎 家、 所謂 上流 社 會の人 等) の 中に 多く 彼 を 

信ぜし 者 ありし かど も 彼等 は パリ サイの 人 (敎權 を 有する 宗教家) を 恐れて 明に 彼 を 11115 すと 言 は 

ざり き。 其會 堂より 黜 けられん こと を 恐れた るに 因りて なり。 是れ 等の 人々 は 神の 榮譽 よりも 人 

の 榮譽を 喜べる に 因るな り 

と (十二 章 三十 七 節より 四十 三 節まで〕。 貴き ィ H スの 三十 三年の 此 世の 御 生涯 は 約翰傳 記者の 此ー 一一 一口 を 以て 

盡 きて 居る ので ある。 大多數 の反對 極めて 少數の 信仰、 有司 等の 中に 信者 は 起ら ざり しに あらす と雖 

も、 人 を 恐れて 隱密に 彼 を 信ぜし に 過ぎす、 彼 を 信じ 憚らす して 彼 を 世に 紹介せ し 者 は 異邦の 婦人、 

而 かも 墮落婦 人に あら ざれば、 瞽 目の 乞食 等であった。 此 世の 政治家 宗敎家 等 は 極く 少數を 除いて は 

擧 つて 彼に 反對 し、 罪人と して 彼 を 政府に 訴へ、 彼 を絕滅 せす して は 止まなかった。 約 翰 傅が 明， ほに 

約 翰傳は 何も 敎ゅ る 乎  三 六 一二 
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我等に 敎 ゆる 所 は此 事で ある。 此 書が 一 種の さびしみ を帶 びて 居る 事 は 何人も 認 むる 所で ある。 「光 

は 暗に 照り、 暗 は 之 を曉ら ざり き」、 「彼れ 己れ の 國に來 りしに 其 民 之 を 接け ざり き」、 r 玆に 於て 

人々 彼 を if んと石 を 取れり」、 r 此 日より して 彼等 ィ H スを 殺さん とて 共に 議 る」、 「世 もし 汝等を 

惡む 時は汝 等よりも 先に 我を惡 むと 知れ」 云々、 約 翰傳の 記せる ィ H スの 生涯 は 決して 幸福の 生涯、 

成功の 生涯、 名譽の 生涯でなかった こと は 何よりも 明かで ある。 イエ ス對此 世 は 乖離、 衝突、 決闘に 

終った。 而 して 勝ちし 者 は 勿論 此世 であって、 食け し 者 は 勿論 ィ H スで あった。 

イエスの 一 生の 顯榮 と傳 道と に 由て 彼が 得し 者 は 僅かに 十一 一人であった。 其 他に 少數の 信者 はあり 

しも、 是れ 彼の 福音 を委 ぬるに 足る 者ではなかった。 而 して 十二 人 は 悉く 眞の 信者ではなかった。 其 

中の 一人 は； 惡 魔であった (笫六 章 七十 節)。 第 十三 章 以下 十七 章に 至る まで は、 ィ H スが此 小なる 信者 

の 一 群 を敎へ 且つ 慰め 給 ひし 記事で ある、 

踰 越 節の 前に ィ H ス此世 を 去りて 父に 歸 るべき 時 到れる を 知り、 世に 在りて 己の 民 (弟子 を 指 

して 云 ふ) を 愛し たれば 終りまで 之 を 愛せり 

と ある (十三 章 一節〕。 十二 人 は少數 である (而 かも 其 中の 一人 は惡 魔で ある )o 而 かも 此少數 こそ 彼 

の 一生の 勞 働に 由て 牧 接れ 給 ひし 者、 故に 彼に 取て は 目の 瞳の 如くに 貴く あった。 故に 彼が 今や 彼等 

と 相^ れんと する に 方て、 彼等 を敎へ 慰む るの 首 辭は i 勤 を 極めた。 人の 筆 を 以て 書かれし 一 百 辭の屮 

に 約 翰 傅 第 十三 章 以下の ィ H スの 弟子に 對 する 離別の 首辭 よりも g 且つ 切なる 者 はない。 此處に 愛の 

生粹が ある。 イエ スは彼 を 信ぜ ざり し ユダヤ人に 向って は 謎 を 以て 語り、 譬を 以て 諭し 給 ひしと 雖も. 


彼 を 信す る 弟子に 向って は 明白に 事實其 ま-. を 語り 給 ふた。 此狀を 見て取りし 弟子の 一人 は 彼に 曰 ふ 

た、 

雨 今 明かに 言 ひ 給 ふ、 譬喩 を 言 ひ 給 はす 

と (十六 章 サ九節 )o 我等 は 十三 章 以前に 於て ィ H スが此 世に 對 して 取り 給 ひし 態度 を 見、 十三 章 以下 

に 於て 彼が 彼の 愛する 弟子に 對 して 取り 給 ひし 態度 を 見る ので ある。 世に 對 して は 雲霧の 捕捉し 難き 

所が ある。 然し 弟子に 對 して は 日光の 明白なる が 如くに 明白で ある。 誠實は 不信に 對 して 其 實體を 示 

す こと は 出来ない。 唯 信仰に 對 しての み 赤裸々 の 眞美を 示す ので ある。 

而 して ィ H スは 彼の 眞美 を顯 はし 給 ふに 先 だち 最後の 淸洗を 行 ひ 給 ふた。 悪魔の ュダは 弟子の 仲間 

を 去るべく あった。 彼れ 其 中に 在て ィ H スは 己が 眞美 を顯 はすこと は 出来なかった。 不信の 前に 誠實 

は 冷却 せざるを得ない。 不信 は 信仰 發展の 犬なる 妨害で ある。 ュダ にして 去らざる 限り はィ H スは弟 

子等に 向って 彼の 最善 最美を 語り 得な か つ た。 

ひとつまみ  いでゆ  000000 

彼 (ュダ ) は 一 撮の 食物 を 受けて 直に 出 行けり、 時 は旣に 夜な りき。 彼の 出し 後に、 ィ H ス曰ひ 

ける は 今、 人の子 榮を受 く 云々 

と (十三 章 三十、 三十 一節〕。 世 は ィヱス を棄、 ィ H ス 御自身 はい ま 世の 最後の 分子 を 彼の 身邊 より \16 け 

給 ひて、 彼 は 生れて 始めて 兹に 神と 神 を 愛する 者との み 立ち 給 ふたので ある。 廣き 世界に 自己 を 合せ 

て 僅かに 十二 人、 是 れが當 時の ィ H スの 仲間で ある。 地上の 天國 である、 世の 夠 ^ を 混合ざる 無酵 

である。 神の 子の 降 世と 彼の 三十 三年の 貧しき 生涯と は 此小群 を 作らん がた めであった。 貴い かな 祌 

、の 敎會、 敎會と は 如斯き 者で ある。 如斯 くにして 作り、 如斯 くにして 成立す る 者で ある。 我等と 雖も 

約 翰 は 何も a ゆる 乎  1 一一 六 五 
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斯か る 意味に 於ての 敎會は 之 を 排斥し な い 0 

而 して 此 小なる 羊 群 を 率 ひて ィ H スは此 世と 最後の 衝突 を 爲し給 ふたので ある。 約 翰傳第 十八 章以 

下はィ H ス對此 世の 最後の 決戰を 記した 者で ある。 暗黑は 政權と 敎權と 背信者の 嚮導 を 得て 光明に 向 

つて 攻 寄せた。 光明 軍 中に 大 なる 動 搖 があった。 兵卒 は 其 君主 を 一 人续 して 皆な 逃げ去った (憐 むべ 

き 弱卒よ)。 然し 救 扬の主 は獨り 立って 益々 强 くあった。 彼 は 一人、 敵の 强壘を 冒し、 其據て 立つ 所 

の 基礎 を粉碎 した。 然し 彼れ 自身 は 敵 鋒の 滴と なって 消えた。 世人の 眼より 見て、 戰鬪は 全然 神の 子 

の 敗北 を 以て 終った。 暗 黑軍は 凱歌 を 揚げて 喜んだ。 彼等 は 彼の 屍 を アリマ タヤの ョ セ フの 墓に 葬つ 

た。 思へ らく 「我等 は 斯くて ナザレ 人の 狂的 福音 を 封 込みたり、 今や 我等に 永久の 平和 臨れ り」 と。 

然れ ども 視ょ、 一 婦人の ィ H スの 復活 を吿 ぐる 者が あった。 逃 去りし 彼の 弟子 等は復 たび H ルサレ 

ム に 歸り來 つた。 玆に此 世の 理論 を 以てして は 到底 解く ことの 出来ない 不思議なる 大 運動が 始まった。 

而 して 半 百年 を經 ざるに ィ H スを 殺した 者 は 悉く 亡ぼされて、 殺されし ィ H スの 福音 は 全地に 宣傳さ 

る、 に 至った。 ィ H スの 生涯 は 失敗に 終った。 然し、 其 終極 は 死で はなく して 死の 反對の 生であった。 

ィ ェ スは 世に 棄られ た、 然し ィ H スは を棄. ずして 徐々 として 之 を 自己に 收め給 ひつ、 ある。 現^に 

在りて は大 失敗、 後世に 在りて は 大成功、 世に 憎まれて 世に 勝つ、 是れが 約 翰傳が 我等に 敎 ゆる ィ H 

ス の 生涯の 責 き敎訓 である。 

偉大なる 哉 約 翰傳！ 然れ ども 現今の 基督 敎會は 如何に？ 現今の 基督 敎靑 年會は 如何に？ ィヱ 

スの 如くに 世に 僧 まれす して、 反て 世の 歡迎 する 所た る を 求め、 且つ 之 を 喜び、 且つ 之 を 誇りと なす。 


ィ ェ スは 彼の 一 生の 間に 十 一 人の 信者 を 牧め給 ひしに 過ぎざる に、 現今の 敎會と 靑年會 と は 一 囘の說 

敎會に 3： 十 百 人の 信者 を璲 たりと 言 ひて 喜ぶ。 ィ H スは 有司の 中に 一 人の 公的 信者 を；^ せ ざり しに、 

現代の 所謂 基督 信者 等 は 公爵、 伯爵の 贄成 援助と あれば 天地の 贊同を 得しが 如くに 喜ぶ。 貴むべき 哉、 

約 翰 傳の傳 ふる ィ H ス。 卑 むべき かな、 現代の 敎會の 監督と 牧師と 傳道師 とよ。 彼等 は 聖書 を 學び約 

翰 傳を頌 讚しながら、 其 明白なる 敎訓に 反き つ V あるので ある。 余輩 は玆に 新たに 約 翰傳を 彼等に 薦 

めて 彼等の 改 1^ を 促さぐ る を 得ない。 余輩 は 斯く首 ひて 自身 彼等 を 呪う ので はない と 信す る。 或る 他 

の 者が 余輩の 背後に 立て 余輩 をして 此事を 彼等に 言 はしむ るので あると 信す る。 


神の ことば 

太初に 道 あり 道 は 神と 偕に あり 道 は卽ち 神な り (約め ゆ 傅 一 章 一 節) 

「太初に」 造化の 太初に。 卽ち 宇宙 萬 物の 未だ 造られ ざり し 前き に。 Sf ち 未だ 物質なる ものな か 

りしが 故に、 空間 並に 時間の 觀念 さへ も あら ざり し 時に。 卽ち 時の 太初に、 其 第 一朋に 人ら ざり し 時 

に。 〇 「道」 キリスト を 指して 云 ふなり。 後に 翁な り。 〇「 あり」 ありな り、 造られし にあら す。 

キリス トは其 時旣に 在せ しなり。 ァ ブラ ハ ム の 有ら ざり し iy. きょり 在る 者なる 彼 は 時の 太初に 於て 旣 

に 「在る 者」 なりし。 〇 「神」 此 場合に 於て は 父なる 神な り、 卽ち 造化の 主動 者な り。 造化 は 父の 

神の こと は  一一： 六 七 
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意志 を 以て 始まり、 子 を 以て 聖靈に 依りて 實 行され たり。 〇 「偕に あり」 父と 偕に 存在し 給へ り。 

父 在て 子の あら ざり し. なし。 父と子と§^靈とは神の赏在の様式(30010 なり- 祌は斯 く あら ざれば 

賁在 せざる 者な り。 三位 ー體の 神の みが 唯一の 神に して 眞 個の 神な り。 or 道 は卽ち 神な り」 父と 

偕に 在りし キリスト は卽ち 神な り。 神の みが 神と 偕に 在る を 得るな り。 而 かも 二 神 ありし に 非ら す。 

神 は 一な り。 而 かも 神 は 三位と して 實 在し 給 ふ。 是れ 神の 奥義な り。 論理 を 以て 解す ベから す。 是を 

知る に默 示と 靈の 實驗に 由る 外な し。 or 道」 希臘 語の liogos なり。 或は A^ersum 卽ち 「一一 一一 口 葉」 

と譯 し、 或は Ratio 卽ち 「道理」 と 解す。 蓋し Logds は 言語と して 外に 顯 はれし 道理の 意なる べし。 

或は 約 翰俾の 著者 は 此語を 埃及ァ レキ サン ドリ ャ府に 於て 行 はれし フィ u 1 (philo) の X 布 臘哲擧 より 

藉り來 りしと 首 ふ も あり。 或は ァラ マイク 語 (Arasaic 希伯來 語の 變種) の Memra の譯 字に して、 

人類と 意 を 通す る 神 を 示す ために 使用せられ し官辭 なりと 言 ふ も あり。 其 語原に 就て は 異說紛 々とし 

て 其 孰れ を擇 むべき や 知る 能 はす。 然れ ども 其 キリス トを 指して 1 百へ る言辭 なる は 明かな り。 Ifegos 

卽ち道 は 非人 格 名詞 なれ ども 此 場合に 於て は 神格 を 具へ たる 實在者 を 指す 者な り。 斯く 解せ すして 全 

章の 意 を 解す る 能 はす。 

キリスト は 神の Ifegos なり。 彼 は 其 Katie  (道理) なり。 我 は眞理 なりと 彼 は 言 ひ 給へ り (ョ ハネ 

傳 十四の 六 )o 彼 は 殊更ら に北ハ versus  (言葉) なり。 卽ち 神の 眞理が 形體を 取りて 世に 顯 はれし 者 

なり。 故に 彼 を 見し 者 は形體 的に 神 を 見し 者な り。 故に 使徒 ョ ハネは 他の 所に て 言へ り、 

我 倚が 聞き、 また 見、 懇切に 觀、 我が 手捫 りし 所の もの、 卽ち 元始より 在りし 生命の 道 を 爾曹に 

專ふ (ヨハネ 一書 一の 1 ) 


と。 神の 形 體に顯 はれし もの、 是れ 「コ トバ」 なり、 道の 字、 之 を 「ミチ」 と讀 めば 能く Logos の 意 

を 示し、 之 を 「コ トバ」 と讀 めば 能く 共 外形 を 表 はす。 道の 言葉と なりて 顯 はれし もの、 是れ！ iogo-s 

の 原意に 最も 庶幾 からん か。 


世界最大の 言 辭 

約 翰傳第 一 章 第 一 節の 默考 

世界最大の 一一 目辭は 新約聖書 約 翰傳第 一 章の 第 一 節に 於て 在る。 此ー 百辭 より 大 なる 言 辭は 論語に も、 

孟子に も、 古事記に も、 法華經 にも、 プラト ー にも、 ァ リスト ー トルに も、 ダンテに も、 シ H! クス 

ビヤに も、 ゲ ー テ にもない。 是は實 に 世界、 否な、 宇宙 最大の 言 辭 であって、 此 ー百辭 こそ 實に 世に 戴 

盡 する こと 能 はざる ものである (約 翰 傳末章 末節 )0 

太初に 道 在り、 道 は 神と 偕に 在り、 道 は卽ち 神な り。 希臘 原語で は 十七 文字であって、 

日本 譯 では 假名 共に 一 ！十 一 文字で ある。 然し 能く 其 意味 を 嚼训れ ば 一 字 千金 は 愚か、 其 一 字 毎に 深遠 

無量の 一 大眞理 が 籠て 居る。 此ー 二- 一  文字 を 完全に 註解し 得る 聖書 學者は 全世界に 居らない。 余輩 は 

玆に 余輩が 知り 得し 唯 極く 僅少の 眞 理を讀 者の 前に 陳ぶ るまで ある。  、 

太初に、 是れは 創世記 第一章 第一 節に 元始に と ある 言辭 である。 「太初に」 と は 宇宙 萬 物の 未 
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だ.^ ら ざる 前にとの 意で ある。 人 未だ 在らす、 獸 未だ 在らす、 禽 未だ 在らす、 魚 未だ 在らす、 海. v、. だ 

在らす、 陸 未だ 在らす、 星 未だ 在らす、 Eill 雲 さへ 未だ 其 微光 だ も 放た す、 光 さへ 未だ 暗黑の 中に 輝か 

ざる 時に、 道 は旣に 神と 偕に 在りとの 意で ある。 何ん と 奮い 古い ことで はない か。 歷史 以前 は 勿論、 

造化 以前、 未だ 空間 も 時間 もなかった 時に 云々 との 意で ある。 支那が 古い、 日本が 古い、 埃 及が 古い- 

バビロンが 古いと て、 決して 是 ほど 古く はない。 聖書の 記事 は、 特に 約 翰傳の 記事 は其發 端を此 太古 

では、 此 太初 を 以て 起して 居る ので ある。 我 倚 は 聖書 を 研究す るに 方て 此 一 事 を 忘れて はならない。 

卽ち 聖書 は 「時」 の 制限の ない 書で ある。 是は 永遠に 始まって 永遠に 終る ものである。 

道 在り、 - 道と は 何んで ある 乎。 道 は 讀んで 字の 如く 道理で はない。 道理 は理 であって 死んだ も 

ので ある。 然し 玆に言 ふ 道と は 神と 偕に 在りて 神で あると い へば、 活 きたる、 而 かも 性格 を備 へたる 

者で ある。 然 らば 「ことば」 と は w ん である 乎。 「ことば」 は 英語の H キス ブ レツ ショ ン である。 卽 

ち 思想の 表顯 である。 見えざる 靈の 外に 現 はれた る ものである。 言語 (ことば) は 音響 を 以てする 思 

想の 表顯 である。 然しながら 音響の みが 思想 表顯の 手段で はない。 我 倚 は 手 眞似を 以て、 或 ひ は綺畫 

を 以て、 或 ひ は 彫刻 を 以て 我 儕の 思想 を 外に 顯 はすこと が 出来る。 爾 うして 心の中に 隱れ たる 思想 を 

外に 顯 はす S, めての 手段 を、 之を稱 して 「ことば」 とい ふので ある。 ミルトンの 思想 を顯 はした もの は 

き- 3 

彼の 作った 詩と 文と である。 ミケル アン ゼ n 1 の 思想 を顯 はした もの は 彼の 刻んだ 彫刻物で ある。 ラ 

フハ H ルの 思想 を顯 はした もの は 彼の 畫 いた 綺畫 である。 雨う して 詩文 は ミルトンの 「ことば」 であ 

つて、 彫刻物 は ミケル アン ゼロ ー の 「ことば」、 鎗畫は ラフ ハ H ルの 「ことば」 である" 「ことば」 
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言語に 限らない。 心 を 外に 顯 はす もの、 是れ が卽ち 「ことば」 である。 


雨. うして 神に も 「ことば」 が ある。 彼に も 亦 思想が あり、 愛が あり、 智慧が あり、 權 能が あるから、 

彼 も 亦 之を顯 はすた めに 「ことば」 を 要する。 然 かし 是れ 如何なる 「ことば」 でなくて はならない 乎。 

言語 か？ 言語 も 勿論 必要で ある。 聖書の 如き は 實に其 意味に 於て 神の 「ことば」 である。 然 かし 言 

語 だけで は 足りない、 言語に 添 ふに 何に か實 物が 要る。 雨う して 天然が 斯 かる 實 物であって、 又實物 

を 以て 祌の 心を顯 はす 彼の 「ことば」 である。 岩 も 木 も、 動物 も、 人類 も、 皆な 神の 心を傳 ふるため 

の 「ことば」 である。 我 倚 は 謹んで 之 を 讀んで 神の 聖意を 悟らなければ ならない。 

然しながら 神の 深遠 限りない 思想 を顯 はすた めに は 聖書と 天然と では 猶ほ 不足で ある。 祌を 表出す 

る 者 は 言語 以上、 天然 以上の ものでなくて はならない。 祌は 自己 を顯 はすた めに 自己に 似た、 而 かも 

自己 を 離れた る、 或る 實在者 を 要する。 是れ卽 ち 聖書に 謂 ふ 所の 「神の 榮の 光輝、 その 質の 眞像」 (希 

伯來書 一章 三 節〕 でなくて はならない。 卽ち 「我 を 見し 者 は 父 を 見し なり」 と 言 ひ 得る 者で なければ な 

ら ない (約 翁傳 十四 章 九 節〕。 神の 「ことば」 は是れ でなくて はならない。 是れ 以下の もの は 神 を 完全に 

顯 はすに 足りない 者で ある。 此 「ことば」 は 言語 以上、 卽ち 言語 を發 する 者、 天然 以上、 卽ち 天然 を 

造った 者でなくて はならない (哥羅 西 書 一 章 十六 節〕。 

故に 玆に 一一 一一 a ふ 「道」 と は 道理で もなければ、 亦 言 語で もなければ、 亦 言語 を說 明す るた めの 责 物で 

もない。 「道」 は少 くと も 性格 (personality) を備 へた 者であって、 人に 似、 又 神に 似た る 者で なけ 
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れ ばなら ない。 

道 は 神と 偕に 在り、 此ぺ ル ゾ ナ性を 有した る 「道」 は 神と 偕に 在りたり との ことで ある。 神の 

何者で ある 乎 は 聖書 は 決して 之を說 明し ない。 そ は 神 は 何よ リも 最も 知り 易い 者で あるから である。 

世界最大の 霍 薛  一 11 七 1 


H:  M 音 ^^5  w 究  三 七 二 

創世記 第 一 隶第 一節に、 「元始に 祌 天地 を 造り 給へ り」 と ありて、 神 は旣に 在る 者と して 記されて あ 

る。 .： 千宙 在ての 神で はなく して、 祌 あっての 宇宙で あるから、 萬 有 何物 を 以てしても 神の 何たる 乎 を 

lif^ 明す る こと は 出來た い。 神 は 實に寳 在の 原理 (The  First  principle  of  Existence) である。 神 は 

在って 在る 者の 中で 最も 確實 なる 者で ある。 

繭う して 「道」 は此 神と 偕に 在りたり と 言 ふ。 「偕に 在り」 と は 抑々 何う 云 ふ 事で あらう 乎。 原語 

の 聖書に は 四つの 異 つたる 詞が 「偕に」 とい ふ 意味に 於て 使って ある。 其 第一 は SUU とい ふ詞 であ 

つて、 馬太傳 二十 六 章 三十 五節に あるべ テロの 首辭 に、 「我 は 主と 偕に 死ぬ ると も 云々」 と ある は此 

詞 である。 此 場合に 於て は 「偕に」 は 行動 を 偕に する の 意で ある。 生涯の 方針 を 偕に すると 云 ふ^に 

は必す 此詞が 用いて ある。 雨う して 約翰傳 第一章の 此 所に 用いて ある 「偕に」 と は 行動 を 偕に する 意 

味の 「偕に」 との 詞 ではない。 

其 一 一は 之 を meta と 云 ふ。 太傳 一 章 一 一十三 節に 「インマ ヌェ ル …… 其 名を譯 けば 神、 我 倚と 偕に 

在る との 義 なり」 と ある は此詞 である、 此 場合に 於て は 「偕に」 と は 所 を 同く するとの 意であって、 

居住の 地 を 偕に するとの- 義 である。 然しながら 「道、 神と 偕に 在り」 との 「偕に」 は此 「偕に」 でも 

ない。 

其 第三 は ず ra である。 約 翰 傅 十 §： 章 十七 節に 「彼 (聖靈 ) 雨曹と 偕に 在り 云々」 と ある は 此詞で 

ある、 此 場合に 於て は 「偕に」 と は 側に 在り 叉 は附添 ふの 意味で ある、 然しながら 「道、 神と 偕に 在 

り」 との 「偕に」 は此 「偕に」 でもない。 

共 第 は 玆に用 ひて ある 詞 であって、 之 を prs と 云 ふ、 此詞は 極く 《 ^れに 「偕に」 と譯 して ある、 


馬太傳 十三 章 五十六 節に 「其 (イエ スの) 妹 等 は 皆な 我 倚と 偕に 在る に 非す や」 と あるの は此詞 であ 

る。 然し 同じ 詞が 路加 傳 一章 十九 節に 於て は 僅かに 「に」 と譯 して ある。 卽ち 「天使 答へ て 曰 ひける 

は 我 は ガブ リ H ル とて 神の 前に 立つ 者な り、 爾に (對 して) 語りて この 喜びの 音 云々 と。 此 場合に 於 

て は 人に 對 して 語る の 意であって、 亦 彼と 偕に 語る とも 云 ふこと が出來 る。 哥林多 前書 十三 章 十二 節 

に 言へ る 「彼の 時には 面を對 (あは) せて 相 見ん」 と あるの も 亦此詞 である。 

之に 由て 此を 觀れ ば、 「道、 神と 偕に 在り」 と は 何う 云 ふ 事で あら ふ 乎。 單に 神と 行動 を 偕に した 

と 云 ふこと ではない。 其 意味に 於て は我祷 普通の 信者 も 亦 「神と 偕に 勞く 所の」 者で ある (哥後 六 章 一 

節 )0 叉 神と 同所に 在る と 云 ふこと でもない。 其 意味に 於て は 神 は 在 さ る 所な き 者 なれば 彼 は 何人 

とも 偕に 在 まし 給 ふ 者で ある。 又 神の 側に 在る と 云 ふこと でもない。 其 意味に 於て は 神 は其聖 靈を以 

て 世の 終まで 我 儕 信徒と 偕に 在り 給 ふと 約束し 給 ふた。 「道が 神と 偕に (pros) 在りたり」 と は 最も 

深い、 且つ 威權 ある 意味に 於て 偕に 在りたり との 意味で あると 思 ふ。 卽ち 天使 ガブ リヱ ルが處 女 マリ 

ャ と相對 して 語りし やうに、 道 は 神と 同等の 態度 を 以て 交際せ りとの 意でなくて はならない。 面と 面 
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と相對 して 見る とい ふの が 此詞の 意味であって、 「道 は 神と 偕に (pros) 在り」 と は、 彼 は 神と 對し 

て 相 li り、 相 交 はり、 相 計り 給 ひたりとの 意で なければ ならない。 

「道 は 神と 偕に 在り」。 イエス、 父に 言 ひ 給 ひける は 「世の 基 を 置 かざりし 先き に、 雨、 我 を 愛し 

給へ り」 (約 十七 章 二十 四 節)。 宇宙 創造 以前よりの 神との 交際、 是 事を爲 したる 者が 「道」 である。 ナ 

ザ レのィ H ス である。 如何なる 人ぞ、 如何なる 祌ぞ。 深遠に して 又 深遠、 玄妙に して 又 玄妙、 量り 知 

るべ からす、 而 かも 驚くべき 事實。 驚かん のみ、 讀美 せんの み m 
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道 ま 卽ち祌 なり、 斯 かる 實在者 は 神なら ざる を 得ない。 彼 を 人と 稱 すべから ざる は， 刃 論、 彼 は 

天使と も稱 する を 得す、 「政」 とも 「權 威」 とも 「能力」 とも r 宰治」 とも 稱 する を 得す (：w 弗 所 書 一 

章サ 一 節)。 ァ ブラ ハ ム の 在ら ざり し 時に 旣に 在りた る 者 は 之 を 神と 稱し 奉る より 他に 適 當の稱 なし。 

神の 「ことば」 は 神性 を備 へた もので 神で ある。 彼 は 神の 獨子 である。 神の 生みし 者であって、 彼の 

造りし 者で はない。 神 在る と 同時に 在りし 者であって、 神の 無限なる が 如くに 無限なる 者で ある。 祌 

は先づ 神と 其 道と である、 卽ち 父と 子と である。 爾 うして 父 あり 子 ある 以上 は 二者の 中に 聖靈の ある 

の は 必然で ある。 神 は 三位で ある。 余輩が 曾て 論述せ しが 如し。 面う して 三位の 神の み _ が 其れ 自身 を 

以て 完全す る 神で ある。 斯 かる 神に 由ての み 萬 物 は 造られ、 雜は頃 はる、 願く は榮光 長久に 父、 子、 

聖靈 にあれ、 ァ ー メン。 


カナの 婚筵 

約翰傳 第二 章 一節 I 十一 節 

第三 日に ガリ ラャの カナに て婚筵 ありし がィ ェ スの母 も此に 居れり (一節) 

「第三 日に」 ヨルダンの 彼方なる ベタ バラの 地に 於て ィ H ス、 ヨハネより 洗禮を 受けられ、 其處 

にべ テロ、 ピリ ボ、 アン ヂレ、 ナタナ エルの 諸 弟子 を 獲られし 後、 居 村 ナザレに 向け 歸途に 就かれし 


より 第三 日。 故に ィ H スに此 時旣に 五六 人の 弟子 ありし と 知るべし。 

「ガラ リャの カナ」 ナザレ の 東北 四 五 哩の處 にある 小 村な り、 使徒 ナタナ H ル 生育の 地な り、 彼 

れ ナタナ H ルが 「眞の イスラ エルの 人に して 其 心詭譎 なき 者」 と キリストに 評せられし を 見て 其 村民 

の 如何に 純樸な りし 乎 を 知る を 得べ し。 

r ィ H スの 母」 勿論 マリヤな り。 勤勉なる 貧家の 主婦。 口碑に 依れば ィ H スは 十八 歳に して 其 父 

を 失 ひしとの 事 なれば 此時 彼女 は 寡婦と なりてより 旣に 十三 四 年を經 過せ しならん。 r 此に 居れり」 

と は カナの 村に 居 合せし とのこと ならん 乎。 或は 手傳 ひの 爲 めに 其 地に 至りし と 見る も 差 支な けむ。 

ィ ェ スも其 弟子と 婚 筵に 請 かる (第二 節)  . 

小 村 カナの 婚筵、 是れ 王侯貴族の 宴席と 異る。 ィ H ス 之に 請 かれて 喜んで 行けり。 行て 其 喜 樂を援 

けんため なり。 若し 紳商 公吏の 婚筵 なりし ならん に は 彼 は 決して 之に 臨み 給 は ざり しならん。 彼 紳商 

公吏の 類に 貴賓の 阿 訣を述 る ある、 樂 人の 樂を 奏する あり、 酒の 磐き るの 患 あるな く、 從てィ ヱ スの 

之に 臨む の 要 あるな し。 せの 註解 者はィ H スが此 筵に 臨まれし を 以て 婚姻の 神聖 を 認めん ためなりし 

となす。 然れ ども 余 は 信す、 是れ 婚姻の 神聖 を 認めん より は 寧ろ 貧の 神聖 を 認めん ためなりし を。 此 

一 事 を 心に 留めす して 前後 數 節の 眞意を 解す る 難し。 

葡萄酒 罄 きければ 母ィ ヱ スに曰 ひける は 彼等に 葡萄酒な し 〔第三 節〕 

貧者の 宴會、 察する に餘り あり。 如何に 豫想 外の 客 を 請き たれば とて 忽 にして 葡萄酒の 飮み盡 され 

んとは 空乏の 悲しき 亦 推量すべき にあら す や。 是れ 家主の 恥辱、 若し 此事 にして 暴露 せられん に は 一 

座興 を 失 ふて 佳燭の 興樂も 失意 を 以て 終らん。 言 ふ を 休めよ、 是れ 僻村の 一 小 1* のみと。 家主 彼 自身 
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に 取て は是れ 終生の 一大事な り。 雷 ふ を 休めよ、 天の 神 は 小 民の 私事に 疼痛 を 感じ 給 はすと。 彼れ 或 

は 帝王の 大^の 危機に 迫る 時に 一指 を 舉げて 之 を 援け給 はざる こと も あらん、 然れ ども 辜な き 村民の 

此<& 八：： に 彼れ 彼等の 中に 在りて 一 大 奇蹟 を 施さす して 4- まん や。 

イエ ス 彼に 曰け る は、 婦ょ爾 と 我と 何の 與 あらん や、 我 時 は 未だ 至らす (第 四 節) 

E だれ 彼が 其 母に 對 する 言 として は 少しく 無禮の 言 なる が 如し。 何ぞ 母御と 言 はざる。 「雨と 我と. 1： 

の與 あらん や」 と は 母子の 情と して は 忍び 難き の 言なら す や。 然り、 是れィ H スが 尋常一様の 人に あ 

らざ りし 主なる 證據の 一な り。 マリヤ は 彼の 生母な りし。 故に 彼 はよ く 彼女に 「順へ り」。 然れ ども 

彼 は 亦 神の 子な りし。 故に 彼 は 彼女の 救 主な りしな り。 人類の 救 主としての ィ H ス は北ハ 公職 を 何 に 

も 左右 せらるべき にあら す。 マリヤ は 如何なる 場合に 於ても 共 子の 超自然的 能力 を 私用すべからざる 

なり。 然るに 彼女 目前の 繁劇に 逐 はれ、 彼女の 聖 子の 何たる か を 忘れて、 彼より 非常の 援助 を藉 らん 

とせり。 彼 は 勿論 之 を 貸す に吝 ならざる べし、 然れ ども 之を爲 すに 方て 彼 は此軟 かき 譴責の 言 を 以て 

彼女の 注意 を 促せり。 r 婦 よ」、 (希臘 語の g.lmai 英語に て woman と 云 ふが 如き 激烈なる 言に あら 

す)、 汝は單 に 我が 母の みなりと 思 ふ 勿れ、 汝は 我の 何たる を 知る、 我に は 我の 天與の 公職 あり、 是 

れ 人の 私用すべき ものに あらす、 汝 繁劇の 裡 にある も 此事を 忘る、 勿れと。 

イエ スに 於て 然り。 吾人 平凡 人に 於ても 亦 或る 度合まで は然ら ざらん や。 吾人 も 亦 父母の 遺體 のみ 

にあら す。 吾人 も 亦 或る 天職 を 以て 此 世に 生れ 來 りし 者な り。 吾人 は 勿論 及ぶべき 丈け 吾人の 父母に 

服從 すべし。 吾人 は 私慾 私情の ために 彼等に 逆 はざる べし。 然れ ども 歳旣に 三十に 達し、 略 ぼ 吾人の 

公職 を自覺 する に 至て、 吾人の 能力 は 吾人 自身の ためにの み 私用 さるべき ものに あらざる は 勿論、 吾 


人の 父母たり と雖も 彼等の 便益の ために 吾人 を 使用す るの 權利を 有せす。 子 は 牛馬 機具と 異なり 私有 

品に あらす。 之れ 養育の 任 を 以て 神より 托せられし 者、 旣に其 天よりの 使命 を 果たすべき 時に 方て は 

父母た る 者 は 謹んで 其 聖職 を翼贊 せんこと を努 むべき なり。 眞 正の 孝道と は 父母の 命 唯 維れ 從ふ 事の 

み を 謂 ふに あらす。 我れ 我が 天與の 公職に 忠實 にして 始めて 眞 正の 孝子た る を 得るな り。 ィ H スの此 

首、 吾人の 敬讀 深 思す べき ものな らす や 。 

「我が 時 は 未だ 至らす」 公然 救 主として 世に 顯 はる、 の 時 を 云 ふ。 ィ H スは 母の 願を聽 けり、 然 

れ ども 彼の 這 般の行 爲は彼 を 弟子 達に 顯 はすに 止て 廣く彼 を 世に 紹介す るに 至らざる べし。 

その 母 僕 等に 向て 彼が 爾曹に 命す る 所の 事 を 行よ と 曰 ひおけり (笫 五節) 

イエ スの其 母に 對 する 一一 一一 u に 少しく 平常なら ざる 所 ありたり。 然れ ども 母なる マリヤ は 直に 其 子の 眞 

意 を 解せ り。 彼女 は 彼が 非難の 聲を 揚げし と 同時に 彼女の 願意 を 納れら れしを 見たり。 故に.； M 人に 命 

する に此言 ありし なり。 「彼が 雨 酉に 命す る！^ の 事 を 行よ」、 我が 子の 爲す 所に 誤謬 あるな し、 彼の 

命 維れ 從へ となり。 〇 善良なる 母よ、 汝は 其の 子の 非難の 聲を 聞て 恚ら す、 返て 彼 を 信じ てん をして 

彼の 命に 從 はしむ。 世に 汝の 如き 母 ありて 眞 正の 求 子 はあり 得るな り。 子の 眞意を 察する に 速に、 付 

て 彼 を 怒らせる ことなく  (以弗 所 書 第 六 章 ra 節 參考) 其 善を勵 まし、 職を赞 く。 願く は 我利 私 愁を以 

て充 たされた る此 世に 汝の 如き 母 多 かれ かし。 〇「 僕 等」 希臘 語の diakonoi の譯 字な り。 下僕 义 

は扠 僕の 意に あらす。 敎會の 執事 も 後に は 此名を 以て 呼ばれたり。 卽ち事 を處理 する 者の 稱 にして 此 

場合に 於て は 手 傳人を 指して 云へ るな り。 故に 此內 にィ H ス の 弟子 を も 含み 居りし を 知るべし。 是を 

「僕 等」 と 讀んで 家主の 貧 を覿ふ 難し。 
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ユダヤ人の 潔め の 例に 從 ひて ffl 五斗 盛りの 石 甕 六つ かしこに 備へ 有しが ィ H ス 彼等 (僕 等) に 水 

を 甕に 滿せ よと 曰 ひければ 彼等 口まで 滿 せたり、 叉 之 を今挹 取て 持 行き 筵 を 司る 者に 與せ よと 曰 

ひければ 彼等 わたせり (第 六、 七、 八 節) 

「潔め の 例」 ユダヤ人 は 日 木 人と 同じく 淸潔を 愛せし 民な り。 彼等が 食前に 手足 を 洗 ひし は 聖書 

の 厘ば 記載す る 所な り。 此 所に い ふ 石 甕なる 者 は 食前に 手 を 洗 ふために 用 ひられし 者な らん。 

「四 五斗 盛りの 石 甕」 少しく 大に 過る が 如し。 希躐 語の  ーメ トレ ー テ スを英 量 八 ガル a ン半 程に 

見 積ての 計算な り。 古代の 度量 權衡を 今日の それに 換算す るの 難き は 何人も 知る 龜 なり。 

「彼等 口まで 滿 せたり 云々」 ィ H スの 命令 は 總て行 はれたり。 助手 等 は その 何のた めなる を 知ら 

ざり し。 其 葡萄酒に 變ぜら れんこと は 勿論 何人も 豫 想せ ざり し 所な り。 然れ ども ィ H ス 自身 は 水に 手 

を 觸れ給 は ざり し。 これ 彼が 之に 施せし 奇續の 完全 明瞭な らん ためなり。 

筵 を 司る 者 酒に 變 りし 水 を 嘗めて 其何處 より 来りし を 知らす、 然れど 水を挹 みし 僕 等 は 知れり (第 

「筵 を 司 る 者」 必 しも { 永 主 にあら す、 亦 新郎に あら ざり し は 勿論な り。 婚 筵の 席の 如きに 於て 

は斯の 如き 役目の 特^に 設けられし ならむ。 

「酒に 變 はりし 水」 此時 はや 旣に水 は 葡萄酒に 變 りしな り。 其 如 i: にして 變 りし 乎 を 問 ふ を 止め 

よ、 そ は是れ 無益の 問題 なれば なり。 水 は 水素と 酸素との 化合物な り、 而 して 葡萄酒に は アル コ ホル 

なる 炭素 物 あり、 糖分 あり 脂肪 ありて 其 中に 亦 窒素 物の 痕迹 を留る あり、 如何 たれば 水素 を變 じて 炭 

素 窒素と なし 得ん 乎、 妄誕、 迷信、 化學の 法則に 戾り、 出來 得べ からざる ことなり とて 嘲け る 者 多 か 


らむ。 然れ ども 「如何にして」 は 吾人の 玆に 攻究すべき 問題に あらす ひ 科學の 進歩 は 未だ 其 終り を吿 

げす。 凡ての 元素 は 水素 叉 は アルミ 一一 ゥム の變 形な りと は 曾て 或る 有力なる 科學 者の 唱 へし 所、 水素 

を變 じて 炭素と なすの 術の 發 見せら る X 時な しと 今日 斷定 する は 難し。 要は 兹に 一大 實を認 むる に 

ふる- ** ひ つかさ 

あり。. 卽ち 無味の 冷水 の 忽に變 じて 甘味 嗜む ベ き の 葡萄酒と なりし こ と是れ なり。 筵の 司 は 之 を め 

て 喜べり。 新郎新婦 は 之 あるに 由て 恥辱 を 免れたり。 客 は 悉く 之 を 賞味して 家主 を頌揚 せり。 一大 慈 

善的奇^^は行はれたり。 而 して 宴に 與 かりし 者 は 一 人 も 殘らす 滿足を 得たり。 

懐疑 者 は 吾人に 問 ふて 曰 ふ、 「何故に」 と。 吾人 は 彼等に 答へ て 曰 ふ、 「味 ひ 見よ」 と。 無爲 平凡 

の 人が キリスト を 信す るに 由て 忽 にして 有爲 非凡の 人と なるや、 哲畢 者と 比較 宗敎擧 者 は 驚て 曰 ふ、 

「何故に」 と。 彼等 は 順序 を 知る にあら ざれば 結果 を 信す る 能 はす。 彼等 は 彼等の 哲學に 適 はざる 事 

實と あれば 死者が 更生す る こと ある も 之 を 信ぜざる なり。 

「筵 を 司る 者 は …… 知らす、 然れ ども 水 を 抱み し 者 は 知れり」 飮む者 は 只 其 味 を 知る に 止て 其 何 

人の 手に 依て 如何にして 造られし 者なる や を 知らす。 然れ ども 水を挹 みし 者 は 之 を 知れり。 傳 道に 從 

事せ ざる 者 は 懺悔 悔改の 何たる を 知らす。 只 前の 放蕩 子が 今 は 謹直に して 祌を 讚美す る 者と なりし を 

見る のみ。 直に ィ H スの 命に 聽き、 直に 彼に 役 せらる、 にあら ざれば 彼の 功績の 絶大なる を 知る 能 は 

す。 世 は 僅かに 基督 敎の 結果 を 見る のみに して 其 行動の 祕訣を 知らす。 憐 むべき かな。 

筵 を 司る 者 新郞を 呼て 彼に 曰 ひける は 凡そ 人 はま づ 旨き 酒 を 進し、 酒酣 なる に 及びて 魯き酒 を 進 

すに 爾は 旨き 酒 を 今まで 留め置け り (第 十 節) 

主に 惠 まる、 者 は總て 皆な 斯の 如し。 先に 魯き物 ありて 後に 旨き 物 あり。 是れ 世の 吾人 を 待つ 法と 
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正反對 なり。 黄金時代 を 約^せる 政治 {\K は 概ね 嚷落 敗滅 を 以て 終り、 先に 平民主義 を唱 へし 者 は 後に 

は 閥 埃の 奴 僕と 成り、 希望 を 以て 敎 會と宣 教師と に迎 へられし 青年 は 汚 俗に 沈淪 して 主の g^, 名 を濟す 

に 至る。 希^ を 以て 始め 失意 を 以て 終る、 龍 頭に して 蛇 尾、 世間 萬 事 皆な 是れ ならざる はなし。 

然れ ども 主の 法 は 全く 是と異 る。 例へば 彼の 忠僕な りし 英の 宰相 故グ ラッド スト ー ン 氏の 如し。 彼 

れ靑 年に して 保守主義 を唱 へ、. 老年に 及びて 進步 主義に 移る。 又英の 無冠 王コ II ムゥ H ルの 如し。 彼 

は國賊 として 其 墓を發 かれ、 而 して 三百 年後の 今日 大愛國 者と して 彼の 國 人の 心に 祀ら る。 先に は敎 

會を 毀つ 者と して 斥けられし 者が 後に は 之 を 築く ための 礎と なる。 前に は豺 狼と して 避けられし 者が 

後に は 聖者と して ii- + めら る。 前に 旨き 物 を 約束す る 者に 注意せ よ。 そ は 彼 は 俗人 なれば なり。 死に 近 

くに 隨て 香氣を 放つ こと 益々 多き 者、 是れ眞 に 主に 惠 まれし 者な り。 かの 始めて 世に 臨む や 拍手喝采 

を 以て 歡迎 せらる、 もの 、- ^き は 前に は 3 曰き 酒 を 供して 後に は魯き 酒を飮 ましむ る 無情 不實の 〔I 主の 

類の み。  し 

此 事をィ H スが ガリ ラャの カナに 行る は 休 徵の始 にして 其 榮を顯 はせ り、 弟子 彼 を 信ぜり (第 十 

一節) 

「休 徴」 奇 接の 謂 ひなり。 之 を 休 徵と謂 ふは奇 接はィ H スの キリストなる を證據 立る 者 なれば な 

り。 イエス の 神性 を證明 せんた めに は 奇蹟 は 不必要な りと 云 ふ 者 は 未だ 奇壞 キリス ト兩 つながら を 解 

せざる^ なり。 

「其 榮を顯 はせ り」 如何なる 榮ぞ、 王侯の 前に 於て 顯は せし 榮光 にあら す、 民の 舆 ひれ を 博せ し榮 

光に あらす、 貧家の 实 席に 於て、 而も 婚 筵の 席に 於て、 新郎新婦 を 恥辱より 救 ひ 出さん ための 超大然 


的 行爲を 以て 顯 はされ し此榮 光、 是れ實 に 神た る 者の 行爲 にして 亦 彼の 榮 光なら す や。 ィ H ス をして 

若し 此 偉功 を エル サレ ム なる へ n デの 宮殿に 於て 奏せられし ならば 是れ 彼に 取て は榮 光なら ざり しな 

り。 榮光は 奇蹟の 偉大なる よりも 寧ろ 其 之 を 施されし 場合 如何に 存 せり。 其大 慈悲 的行爲 なりし が 故 

に 榮光は 之に 仲 ひしな り。 水 を 酒に 變 する は 偉績な りしに 相違な し。 然れ ども 之 を 貧家の 婚 筵に 於て 

新郎新婦に 赧顏 なから しめんが ために 行 はれて、 イエ スは 自身 キリスト にして 神の 指名せ し 人類の 救 

主たる を證 明せられ たり。 
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「弟子 は 彼 を 信ぜり」 酒 を 味 ひし 者 は 筵の 司 を 始めと し 新郎新婦、 家主、 賓客 等 其數 決して 少小 

なら ざり しなら む。 然れ ども 水を變 じて 酒と なせし イエ ス キリスト を 信ぜし 者 は 機に 彼の 弟子の みな 

りき。 憫 むべき 人達よ、 酒 は 一夜の 快に 過す、 然れ ども ィ H スを識 る は 永遠の 生命な り。 是を味 ふて 

彼 を 信す る 能 はす、 彼等 は 奇蹟 を 見る に 單に實 利の 一 方より せり。 

然れ ども 愚かなる 者 は 彼等に 留ら す、 世人 概ね 告な 彼等の 類の み。 彼等 は 此壯大 なる 宇宙に 栖. H もし 

て其實 利に のみ 注目して 之 を 造り 給 ひし 祌を 知らん と 欲せす。 神の 之 を 造り 給 ひし は 彼の 聖意 をん に 

傳 へ ん ためなり。 而も 人 は 其 金銀 寶玉 穀類 を 愛して 之 を 彼等に 授けし 神 を 愛せす。 一一 一一 n ふ を 休めよ、 「我 

等 も 若し 眼に 奇積を 見る を 得ば 神 を 信ぜん」 と。 神 を 信ぜざる 者 は 千度び 百度び 奇蹟 を 目 14^ る も 彼 

を 信ぜざる なり。 先づ 信す るの 心を祌 より 求めよ、 然 らば 奇 接なら ざる 宇宙の 此大奇 接 を 見て 直に 祌 

を 信す る を 得む。  ， 
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イエスの 最初の 奇蹟 

約 翰 傳ニ章 一— 十一 節 

是はィ H スが行 ひ 給 ひし 最初の 奇壞 であった。 彼は此 前に 奇续を 行 ひ 給はなかった。 彼は此 後に 多 

くの 奇蹂を 行 ひ 給 ふた。 ィ H スの 奇續は カナに 於け る 水 を 葡萄酒に 化せる 奇蹟 を 以て 始まった ので あ 

る 0 

最初の 奇 踵であった、 故に 模範的の 奇蹟であった。 イエ スの行 ひ 給 ひし 數 多き 奇蹟の 意味と 精神と 

は 最も 明かに 彼の 此 最初の 奇蹟に 於て 顯 はれた。 

みと  二，. J  .U とへ なし 

先づ 第一 に認 むべき は此 事の 實に 奇蹟であった 事で ある。 此事は 比喩で はない。 又 善意に 出た る 眩 

惑 的行爲 ではなかった。 實に 奇蹟であった。 水が 葡萄酒に 化した ので ある。 卽ち キリスト とぎ へられ 

し イエスの 造物主で ある ことの 休徵 として 行 はれし 事で ある。 「萬 物 彼に 由て 造らる、 造られた る 者 

に 一として 彼に 由ら で 造られし は 無し」 と ある 其 首 詞の證 明と して 行 はれし 事で ある (一章 三 節 )o 

「萬 物 彼に 由り て 造られたり」 と は 初代の 信者が ィ H スに 就て 公言して 少しも 撣ら なかった 所で ある 

(哥羅 西 書 一章 十六 節 )o イエス は 人類の 救 主であった。 而 して 造物主 以下の 者が 人類の 救 主たる jei^ は 可 

能ない ので ある。 人 は 新たに 其靈を 造られて 救 はる、 ので ある。 「人 キリストに 在る 時 は 新たに 造ら 


れ たる 者な り」 と 云 ひ、 「我 倚 (信者〕 は 神の (新たに) 造り 給へ る 者な り」 と云ふ0:^弗所書ニ章十節)0 

萬 物 を 造り 得る 者で なければ 新たに 靈魂を 造る 事 は 可能な い 。 造 物と 救靈と の 間に 離る ベ から ざ る關 

係が あるので ある。 ィ H スは 罪人 を 救 はんがた めに 世に 降り 給 ふたので ある。 而 して 今や 其 救 濟の聖 

業 を 開始し 給 ふに 方り 兹に造 物の 大能を 示し 給 ふて 彼が 實に 人類の 救 主で ある こと を 表現し 給 ふたの 

である。 

イエ スは玆 に 水 を 化して 葡萄酒と 成し 給 ふたので ある。 無味なる 水 を 化して 甘味なる 葡萄酒と 成し 

給 ふたので ある。 是れ 平々 凡々 {4- の 空なる 人生 を 化して 意味 ある 與味 ある 者と なさん との 休徴 である。 

ィ H スに 化せられ すして 人生 は 淡き こと 水の 如き 者で ある。 人 は 生れながら にして 水で ある。 イエス 

に 新たに 造られて 旨き 味の 有る 葡萄酒と なる ので ある。 我 は 此事を 我が 新生の 實驗に 由て 知った。 我 

はィ H スに 化せられし 前の 我が 生涯と 其 後の それと を 較べて 見て 實に其 間に 水と 葡萄酒との 相違の あ 

るの を 知る ので ある。 如何にして 爾 うなりし 乎 を 我 は 知らない。 我 は 唯 バウ a と共に 首 ひ 得る ので あ 

る。 「我が 斯の 如くなる を 得し は 神の 恩惠に 由り てな り」 と (哥林 多 前書 十五 章 十 節 )o 

葡萄酒 は 勿論 「人の 心を歡 ばし むる 葡萄酒」 である (詩篇 百四篇 十五 節 )o 而 して ィ H スに 化せられて 

人は歡 喜の 人と 成る ので ある。 基督 者 は 厭世家で はない。 悲憤慷慨 家で はない。 恆に 己に 省み 罪を悲 

み 不義に 泣く 者で はない。 彼は雜 より 救出され し 者で ある。 故に 歌 ふ 者で ある。 時には ダビデの 如く 

に 神の 前に 躍る 者で ある。 感謝す る 者で ある。 讚美す る 者で ある。 哲人 パ スカル は 神に 醉 ふたる 人で 

あつたと 謂 はる i が、 基督 者 は 哲人に 似て 神の 子の 與 ふる 歡 喜の 靈に醉 ふ 者で ある。 「淡き 物 あに 镜 

,u*i ご しろみ  な ゆ 

なくして 食 ふ を 得ん や、 蛋の白 あに 味 あらん や」 と ヨブの 歎きし 無味の 人生 も、 ィヱス の 新生の 奇 65 
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を； 施されて、 飮 みて 厭きざる $1 ほき 葡萄酒と 成る ので ある。 

--ん 之ん  t  二と  ヒな； J  二  はなよめ 

イエ スは 彼の 最初の 奇 婧を婚 筵の 席に 於て 施し 給 ふた。 實に 彼れ 自身が 新郎であって 新婦 を迎 へて 

婚禮の 筵 を 設けん ために 世に 臨み 給 ふたので ある。 而 して 彼 は 此時旣 に 新たに 五 人の 弟子 を 得て 新婦 

を迎 へしが 如くに 喜び 給 ふたので ある。 婚 筵の 席と 之に 歡喜を 供す るた めの 葡萄酒 …… ィ H スの 一生 

を 表現す る 者に して 之に 愈り て 適切なる 者 は 無い。 彼れ 自身が 新郎、 彼の 弟子が 新婦、 彼の 福音が 葡 

萄酒 …… 彼が 彼の 此 世の 生涯の 終に 方り て 一時 弟子 等と 別れん とし 給 ふや 「我れ 汝 等に 告げん、 ケょ 

り後汝 等と 偕に 新ら しき 物 を 我 父の 國に 於て 飲まん 日まで は 再び この 葡萄に て 造れる 物を飮 まじ」 と 

一一 目 ひ 給 ひし は カナに 於け る 彼の 此 最初の 奇廣を ■ 想 出して 一 百 ひ 給 ふたので あると 思 ふ C 馬 太 傳廿六 章 二 九 

節)。 

殊に 注意すべき はィ H スが此 奇蹟 を 施し 給 ひし 其方 法で ある。 彼 は 玆に大 なる 奇度を 施し 給 ふた。 

然し 乍ら 彼と 彼の 母と 彼の 五 人の 弟子と を 除いて は 何人も 其 奇蹟なる こと を 知らなかった。 僕 等 は 唯 

命ぜられ しが 儘に 新たに 造られし 葡萄酒 を 運んだ まで ある。 司 會者は 「酒に 化り し 水 を 嘗めて 其 何 

處 より 来りし を 知らす」 と ありて 唯 之 を 味 ひしまで あって 其の 如何にして 造られし 乎 を， it ねな かつ 

た。 新郎 も 新婦 も、 来賓 一 同 も、 唯 3 曰き 葡萄酒の 饗應 に與. "りしまで であって、 一 人 も 其 由来 を 採らん 

とは爲 なかった。 實にィ H スは恆 に 隠れて 奇 iSf を 施し 給 ふたので ある。 神の 榮を 世に 顯 すと 稱 して 人 

に 見せん がた めの 奇臻 ではない、 信者 (弟子) の 信仰 を 助けん ための 奇 壞 である。 不信者 を 驚かさん 

ための 奇 ではない。 不 者に 認められす とも 可い ので ある。 彼等 は 唯 其 恩 惠に與 かれば 善い ので あ 

る。 「汝等 人に 見せん 爲 に其義 (善行) を 人の 前に 爲す こと を 慎むべし」 と 敎へ給 ひし ィ H スは、 兹 


に 御自身 人の 榮を 得すして 隱れて 施 濟を爲 し 給 ふたので ある (馬 太 傳六章 1 1 三 節 )0 

場所 は婚 筵の 席であった。 而 して 之 を 設けし 者 は 信者なら で 普通 一般の 人であった。 而 して 之に 供 

ふるに 33 き 葡萄酒 を 以てした りと 云 ふ。 是れィ H ス たる 者の 爲 すべき 事であろう 乎。 酒 は 毒物で はな 

い 乎、 饗宴 は 物資の 浪費で はない 乎、 ィ H スは 之を禁 すべきで はない 乎、 眉を攀 めて 之に 對 すべきで 

はない 乎、 然るに 弟子と 偕に 之に 臨み、 奇蹟 を 施して まで も 其與を 助け 給 ひしと 云 ふ、 實に 解す ベ か 

ら ざる 事で ある。 然し 海よりも 廣き心 を 有ち 給 ひし ィ H スに 取りて は是れ 決して 不思議で はなかった。 

彼 は 彼の 善意より して 自發 的に 之 を 爲し給 ふたので ある。 世に 困惑の 事 多し と 雖も客 を 招き 置きな が 

ら之を 饗應す 料の 盡 きたる が 如き はない。 是れ 困惑の 極で ある。 事 は 一家の 小事で あると 雖も、 其 面 

目に 關 はる 重大 事で ある。 而 して ィ H スは 好意 を 以て 彼と 彼の 弟子と を 請き し此 一家の 4マ ゃ此 困惑に 

陷 りし を 見て 之 を 救 はすに は 居られなかった ので ある。 此時 彼の 善意 は 彼の 「主義」 に 勝った ので あ 

る。 彼 は 能く 酒の 害 を 知った。 r 是は 終に 蛇の 如くに 嚼み、 Ji! の 如くに 刺すべし」 と は 彼が ソロモン 

の 箴言に 於て 讀んだ 所で ある。 此 所に ィ H スと 彼の 弟子と が 他の 賓客と 共に 葡萄酒 を 飲んだ と は 記て 

ない。 彼等 は 多分 之に 手 を觸れ なかった のであろう。 然れ ども 今 は 禁酒 論 を 主張す る 時ではなかった。 

葡萄酒 磐て 家の 主人 は 面目 を 失 ひ 饗宴 は大 失敗に 終 はらんと する 危急の 場合であった。 ィ H ス たる 者 

之を默 過し 得べ けんやで ある。 人の 歡喜 をす ベて 喜び 給 ふ 神の 子 は 玆に其 大能を 域 ひて 彼等の 歡喜を 

封 巾け 給 ふたので ある。 彼 はん を 審判く ために 世に 来り 給 ふたので はない、 救拯 るた めに 臨り 給 ふたの 

である。 彼 は 叉 世界の 大救 主で あると 云 ひて 個人の 困惑 を 省ない やうなる 者で はない。 カナの 婚 筵の 

席に 於て 水 を 化して 葡萄酒と 成して 一家の 面目 を 維持し 給 ひし 彼 は 今 も猶ほ 我等の 家事に 携 はり、 我 
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等の 日々 に陷り 易き 多くの 困惑より 我等 を 救 ひ 給 ふので ある。 ィ ェ ス は{是 に 人の 友で ある。 大 is^ に 際 

しての 友で ある。 小事に 際しての 友で ある。 彼 は 人生 全體を 祝福 せんた めに 世に 臨み 給 ふたので ある。 

而 して 此事を 弟子 等に 敎 へんた めに、 又弟子 等 を 通う して 我等に 敎 へんた めに 彼 は カナに 於て 此 最初 

の 奇鑲を 行 ひ 給 ふたので ある。 

「此事 を イエスが ガリ ラャの カナに 於て 行せ る は 休 徵の始 にして 其 榮を顯 はせ り」 と ある。 「榮」 

と は 彼が 世の 基の 置かれ ざり し 前より 彼の 聖父 と共に 有ち 給 ひし ものであって 彼の 神性で ある。 r 顯 

はす」 は 「外に 顯 はす」 であって、 弟子の 觀 察に 供し 給へ りと 云 ふ 事で ある。 而 して 榮卽ち 神性 は 能 

に 限らない、 德性を も 含む ので ある。 ィ H スは玆 に 造化の 能を顯 はして 彼の 神性 を 示し 給 ふた、 同 時 

ぜんせい  も か  しるし  ちから  あ.. f 14 

に 叉 彼の 善性 を顯 はして 神の 心 を 明し 給 ふた。 奇廣 は休徴 である、 神の 能と 心と を 外に 表現す もので 

ある。 瞬間に 水 を 化して 葡萄酒と 成す を 得る の 能、 之に 合せて 善を爲 して 之 を 隠し 他ん をして 唯 其 恩 

惠に與 からしめ、 自身 は 善行 を 認められざる を揿 ぶの 心、 此 二が 此 奇蹟に 顯 はれて 之に 由て ィ H スは 

其 榮を顯 はし 給 ふたので ある。 如斯 くにして ィ H スの榮 は 人の 榮と異 う。 人の 榮は 人に 認めら る \ の 

榮 である、 然れ ども ィ H スの榮 は 人に 認められ ざるの 榮 である。 大成功よ 大事 業よ と 云 ひて 人に 譽め 

られ 社會に 認めら る.^ 榮はィ H スの榮 ではない。 今日の 基督 信者、 基督 敎會 が大 なる 榮 光と 見做す 者 

は 決して イエ ス の榮 ではない。 

「弟子 彼 を 信す」 と ある。 是 れで奇 積の 目的 は 達せられ たので ある。 ィ H スは 弟子に 彼 を 信じて 貰 

ひたかった ので ある。 是れ 勿論 彼のた めに 必要ではなかった、 彼等の ために 必要であった。 ィ H スを 

識る こと 是れ眞 の 生命で ある。 而 して 实に 列り し 主客 一 同に 旨き 葡萄酒 を 供す ると 同時に 彼の 弟子に 


永遠 罄 きざる 生命の 水を與 へんた めに 彼 は 兹に此 奇蹟 を 行 ひ 給 ふたので ある。 「弟子 彼 を 信ぜり」 と 

云 ふ。 彼 を 幾分 了解した ので ある。 彼の 能と 心と を 知った ので ある。 眞の メシャ (救 主) の 何たる 乎 

を 解した ので ある。 彼が 能力 ある、 仁愛 ある、 謙遜た る 者なる こと を 示された ので ある。 讚美すべき 

かな 主ィ H ス！ 


約 翰 傳三章 十 六 節 

ひかり ころも  と  み C ら もと ゐ 

神 は 光 を 衣の 如くに 纏 ひ、 義と 公平と を其寶 座の 基と 爲し給 ふ 神 は。 詩篇 九十 七 篇ニ節 * 仝 百 四篇ニ 

貧 

愛し 給へ り W き 給 はすして 愛し 給へ り。 

世 を 己れ に 背き、 暗 を 愛して 光 を 憎む 世 を。 

其 生み 給へ る I 子 ァ ブラ ハムに 一 子 ありし が 如くに； w にも 亦 一 子 ありたり。 彼は聖 父の 榮の 光輝 

にして 其 質の 眞像 なりき。 希 伯來書 一章 三 節。 

賜 ふ ほどに 其 一子 を 賜 ふ ほどに 罪の せ を 愛し 給へ り。 單に彼 を 遣り 給 ひしに 止まらす、 彼 を與へ - 

給へ り。 彼 を 世に 賜へ り。 彼 をして 其 神と 匹し く 在る 所の 事を棄 て、 己 を， 虚 うし、 僕の 貌を とりて 人 

の 如くに なり、 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至らし め 給へ り。 宇宙の 大帝 は 其 一人の 皇子 を 庶民に 下し、 

約 翰 傳ーー一 章 十六 節  一 11 八 七 
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彼等 を 救 ふの 途を 開き 給へ り。 是れ 如何ば かりの 愛ぞ。 人 は是れ 以上の 愛 を 想像す る 能 はす。 子を棄 

る は 自己 を棄 るよりも 難し。 況して 一子 を や。 然るに 神 は 此爲し 難き を爲し 給へ り、 而 かも 自己に 背 

きし 世の ために。 鳴 呼是れ 如何ば かりの 愛ぞ。 徘立比 書 二 章 六、 七、 八 節。 

此は 斯る 絶大の 愛を顯 はし 給 ひし 其 理由 は。 

凡て 何人た るに 拘 はらす、 その ユダヤ人な ると ギリシャ 人なる とに 拘 はらす、 その 義人なる と 罪 

人なる とに 拘 はらす、 敎會 信者なる と 無敎會 信者なる とに 拘 はらす、 舉 者なる と無學 者なる とに 拘は 

らす、 凡て、 然り、 人と 云 ふ 人 は 凡て、 然り、 凡て、 凡て。 

彼 を 信ずる 者に 彼 を 知識 的に 理解す る 者に 非す、 道義 的に 彼に 傚 ふ 者に 非す、 彼 を 信す る 者に。 

嬰兒の 如くに 彼に 依賴 する 者に。 大人 も小兒 も、 男子 も 女子 も、 智者 も 愚者 も、 義人 も 罪人 も、 何人 

も 容易に 爲し 得る 信頼の 途に 由る 者に。 

亡る ことなくして 人間 最大の 不幸なる 靈 魂の 滅亡に 遭 ふこと なくして。 

永生 を 受けし めん 爲なリ 人間 最大の 幸福なる 靈 魂の 永生 を 受けし めん ためなり。 目的 は 人生 最大 

の 幸福なる 永生の 授與。 之に 達する の途 は、 人に 在りて は 最も 容易なる 信賴 の途、 神に 在りて は 最も 

最も 困難なる 一 子の 下賜。 人 を 無限に 惠 まんがた めに、 神に 在りて は 無限の 檨牲、 人に 在て は 最も 簡 

易なる 方法、 是れ 何人も 其恩惠 に：^ れ ざらん が ためなり。 すべて 信す る 者の 救 はれん 爲 なりと 云 ふ。 

愛の 極、 惠の 極、 神 は 如斯き 者な り。 神の愛と は 如斯き 愛な り。 而 して キリストの 福 昔と は 如 斯き神 

の 如斯き 愛を傳 ふる 者な り。 

それ 神 は、 愛し 給へ り、 世 を、 其 生み 給へ る 一 子 を 賜 ふ ほどに、 


此は彼 を：；； H する 者に 亡ぶ る ことなくして 永生 を 受けし めんが 爲 なり。 

神、 愛、 世、 一 子、 賜 ふ、 ほどに、 信、 亡、 永生、 孰れ も 重き 言辭 なり、 天の 高き も 地の 低き も 

以て 之 を 納る能 はざる なり。 


約 翰傳第 六章大 意 

約 翰 傳解釋 の 鍵 鎗は其 序文 卽ち 一 章 一 節より 五節までに 於て 在る。 

太初に 道 ありき、 道 は 神と 相對 して 在りき、 道 は 卽ち祌 なりき。 

此道は 神と 相對 して 在りき、 萬 物 彼に 由り て 造られたり、 造られた る 者に して 一 として 彼に 由ら 

で 造られし は 無 かりき。 

彼に 生 ありき、 此生は 人の 光な りき、 光 は 暗に 照る、 而 かも 暗 は 之 を曉ら ざり き。 

「道」 は 萬 物の 靈 である、 故に 宇宙の 在りし 前に 神と 相對 して 在りし 者であって、 彼れ 自身が 神で 

ある、 此靈に 由て 萬 物 は 造られ、 萬 有 一 として 彼に 由ら すして 造られた る はない、 此靈が 肉體を 取り 

て 現 はれた る 者が ナザレの ィ H スで ある、 彼 は 生命の 源であった、 實に 生命 其 物であった、 生命で あ 

つて 又 光であった、 其 光が 暗ら き 此世を 照らした ので ある、 而 して 今猶ほ 照らしつ k あるので ある、 

而 かも 悲しむべき 事に は 暗に 沈む 此 罪の 世 は 光 を 光と して 認めなかった ので あると。 約 翰 傅が 語らん 
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と 欲する 事は此 事で ある。 更らに 之 を 約め て 首へば ィ H スに 就て 左の 三 大事 實を 述べん としたの であ 

る、 

第一、 ィ H スは 神であって 萬 物の 造 者で ありし 事。 

第一 一、 彼 は 生命で あり 叉 光で ある 事。 

第三、 彼の 體 現に 會 ふて 世 は 彼 を 接け すして 却て 彼 を 斥けし 事。 

注意 し て 約 翰 傳を讀 む 者 は其备 章に 涉り て 以上の 三 大事 實の 實證を 見る ので ある。 

常に 難解 を 以て 稱 せらる、 約 翰 傳第六 章も此 事 を 心に 止めて 讀 めば 解す るに 難くない ので あ る 。 

ち、 著者が 目的と する ィ H スに關 する 以上の 三 大事 實を 表明す る 者と 見て 其 意味 を 探る こと は 難くな 

いので ある。 約 翰傳は 新約聖書 中に ありて 最も 組織 だち たる 書で ある。 一定の 趣向 は 其 全篇 を 通う し 

て 貫徹して 居る ので ある。. 其 第 六 章 も亦此 趣向の 表現に 過ぎない ので ある。 

しる  ふ t つ  みっつ 

ィ H スは萬 物の 造 者で ある こと は此 章に 記された る 一 一箇 (或 ひ は 三箇) の 奇跡に 由て 示された ので 

ある。 ィ H スは 少量の パンと 魚と を 倍 增し之 を 以て 約 そ 五 干 入 を 養 ひし ことに 由て 彼が 明かに 萬 物の 

造 者で ある こと を 現 はし 耠 ふたので ある。 「萬 物 彼に 由て 造られ、 被 造 物にして 一 つと して 彼に. S ら 

で 造られし は 無し」 との 事は此 奇跡に 由て 能く 證 明され たので ある。 ィ H スは玆 に 彼が 萬 物の 造 者た 

るの 資格と 實 力と を 表明され たので ある。 此 奇跡た る是れ 太初より 神と 相對 して 在り、 卽ち祌 なる も 

のに あら ざれば 行す 事の 出来ない ものである。 然し 乍ら 神なる ィ ェ ス に 取りて は^々 たる 業であった 

に 相違ない。 

イエス、 パ ンを 取り 祝 謝りて 弟子に 予へ 弟子 之 を 坐し 人々 に予 ふ、 


と ある (十一 節 )o 其 間に 何の 騷 がしき 所 はない、 仰々 しき 所 はない。 驚くべき 奇跡 は靜 かに 易々 と 何 

の 努力 を も 要せざる が 如くに 行 はれた ので ある。 而 して 神が 萬 物 を 造り 給 ひし 時 は如斯 であった に 相 

違ない。 彼れ 言 ひ 給へ ほ 成れり と ある (詩 W 三 篇九節 )o 人が 物 を 造る 時に 騷 音が 多い。 製造 場の 煙が 

揚る、 其 器械が 運轉 る、 製造 人 は 汗 を 流して 働く、 盛に 製品 を廣吿 する、 喧々 囂々、 人 は變を 立る に 

あら ざれば 何事 を も爲し 得ない ので ある。 之に 反して 御自身の 衷に すべての 能力 を 保有し 給 ふ 祌は物 

を 造らん と 欲して 直に 之 を 造り 給 ふので ある。 彼 は 天然の 順序 を逐 ふの 必要 は 無い ので ある。 恰 かも 

人が 一語らん と 欲して 語る が 如くに 神 は 造らん と 欲して 造り 給 ふので ある。 r ィ H スパ ンを 取り，, 謝り 

て 弟子に 予へ」 と ある。 實に 神ら しき 行爲 である。 人の 立場より 見れば 驚くべき 奇跡で ある。 然し 乍 

ら神 として は當然 の行爲 である。 而 して イエ スは此 所に 此行爲 に 出た まふて 彼の 實に 神なる こと を 現 

し 給 ふたので ある。 

パ ンを 造り 又 魚 を 造りて 我が 萬 物の 造 者なる こと を 證し給 ひて 後はィ H スは 更らに 水上に 歩 を 運び 

船 を 行り て 彼が 宇宙の 主宰者 なること を 示し 給 ふたので ある。 「一 里 十 町ば かり 漕 ％ せる 時ィ H スの 

海 を 行み 船に 近づく を 見る」 と あり (十九 節：)、 又 「彼れ 船に 登りければ (船 は) 直に 其往 かんとす る 

所の 地に 着きぬ」 と ある (二十 一節 )o 天然の 主 は 天然の 法則に 縛られす して 之 を 支配し 給 ふので ある。 

彼 は 水の 上を步 行み て 其 呑む 所と ならない の である。 彼 は 風と 梶 とに 依る ことなくして 船 を 行る こと 

が出來 るので ある。 不思議と い へば 不思議で ある。 然れ ども 「萬 物 彼に 由り て 造らる」 と 一 百 はれし 共 

者の 行爲 として は 決して 不思議で はない ので ある。 斯 かる 行 爲を 目撃し たれば こそ 約 翰 傅の 記者 は 言 

ふたので ある、 . 
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夫れ 道 肉體と 成りて 我等の 間に 寄れり、 我等 その 榮を 見る に實に 父の 生み 給へ る 一 子の 榮 にして 

恩 惠と眞 理 とに 充てり 

と (一章 十四 節」。 イエ スの行 ひ 給へ る 奇跡 は 彼が 神の 子た るの 證據 であった。 其榮の 表現であった。 

太初に 神と 相對 して 在し、 萬 物 を 造り 給 ひし 者が 人類の 救 主として 世に 現 はれ 給 ひし 休徵 として 是等 

の 奇 跡 を 行 ひ 給 ふたので ある。 

ィ ェ スは萬 物の 造 者で ある、 宇宙の 主宰者で ある、 是れ約 翰 傳の言 はんと 欲する 第一 である。 而し 

て 其 第 六 章に 於て は 此事は ニ箇の 奇跡 を 以て 示された ので ある。 パンと 魚との 倍增の 奇跡と、 水上 歩 

行、 短艇 着岸の 奇跡と を 以て 示された ので ある。 次ぎに 示さるべき は イエスの 生命と 光なる 事で ある- 

而 して 玆には 彼が 生命で ある 事が 殊に 示された ので ある。 彼が 光なる 事 は 別の 奇跡に 伴 ふて^の 所に 

於て 示された ので ある (約 翰 傳第九 章が 其れ である)。 

神の パン は 夭より 降り て 生命 を 世に 與 ふる 者 也 (卅 三 節 )o 

ィ ェ ス曰 ひける は 我 は 生命の パ ン 也と (卅 五節.)。 

我 は 天より 降りし パ ン也 (四十 一 節)。 

我 は 生命の パ ン也 (四十 八 節)。 

ィ H ス曰 ひける は 誠に 實に汝 等に 告げん、 若し 人の子の 肉 を 食 はす 其 血を飮 まざれば 汝 等に 生命 

なく、 我 肉 を 食 ひ 我 血 を 飲む 者 は 永生 あり、 我れ 末の 日に 之 を ill ら すべし (五十一 二、 五十 四 節 )o 

斯の 如くに して ィ H スは 生命で あるとの 事が 幾多の 方面より 叙述され たので ある。 生命 はィ H スに 

1^、 て 在る ので ある、 彼 を 離れて 生命 は 無い ので ある、 彼 は 神の パンで ある、 生命の パンで ある、 天よ 


り 降りし パンで ある、 而 して 彼 を 食 ふこと に 由て 永生が ある、 復活 は 彼に 由ての み 行 はる \ の である 

と。 事 は 殆んど 諄 々しと 思 はる、 程までに 綿密に 述 ベ られ たので ある。 然れ ども 其 中に 無益 の 重複と 

て は 一言 も 無い ので ある。 眞の 生命 はすべ ての 方面より 截然と して 叙説され たので ある。 殊に 生命の 

頂. ^ とも 稱 すべき 復活に 就て 叙說 された ので ある。 我れ 末日に 之 を 甦らす べしと、 ィ H スは 三度 重ね 

，ひな もと  ； 1>  つきり 

て兹に 述べ 給 ふたので ある。 生命の 源なる 彼で あれば こそ 斯く 明確と 此 事に 就て 述 ぶる ことが 出来た 

ので ある。 人の 復活 はィ H ス獨特 の 事業で ある。 是れ彼 を 離れて 行 はる- "事で はない。 人 は 天然 的に 

復活す るので はない、 ィ H スに 由て 復活せ しめらる、 ので ある。 故に 首 ふ 

我れ 末の 日に 之 を 甦らすべし 

と。 「彼に 生命 あり」 と 言 はれし 彼れ イエ スが、 彼が 甦らす べしとの 事で ある。 復活 を 自然 的 現象と 

解して 之 を 解す る こと は 出来ない。 復活 は 生命の 新 供給で ある、 其 新發展 である。 故に 生命の 源なる 

神の 子ィ H スに 由ての み 行 はる k 事で ある。 「我れ 末の 曰に 之 を 甦らすべし」 と 云 ふ、 人の霄 として 

は 妄言の 極で ある、 然れ ども 生命の 源なる 神の 子の 言と して は 當然の 一一 目で ある。 ィ H スは 天より 降り 

し 生命の パンで ある、 彼 を 食 ひて 人 は 生長して 終に 永生に 達する ので ある。 パンと 魚との 倍增の 奇跡 

を機會 として ィ H スは玆 に 彼れ 御自身が 生命で あり 給 ふ 其 事 を 敍說し 又 力 說し給 ふたので ある。 

I の 如くに して 「萬 物 彼に 由て 造られたり」 と 云 ふ 事に 續 いて 「彼に 生命 あり」 と 云 ふ 事が 述べら 

れ たので ある。 而 して 之に 糗 いて 「光 は 暗に 照り、 暗 は 之 を隨ら ざり き」 と 云 ふ 事に 就て 述べられる 

べき 順序で ある。 而 して 其 事が 六十 節 以下に 於て 述べられて あるので ある、 

弟子 等の 中、 多くの 人、 之 を 聞き 曰 ひける は此は 甚だしき 言な り、 誰か 能く 之を聽 かんや 
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と (六十 節： _o 是れ懷 疑の 始 である。 

此後 その 弟子 多く 返 往てィ H スと 偕に 行 まざりき 

と (六十 六 節」。 是れ懷 疑の 實現 である。 心中の 疑惑 は 玆に背 叛の實 行と なりて 現 はれた ので ある。 

彼 (イス カリオ テのュ ダ) は 十一 一の 一 人に して ィ ェ スを賫 らんと する 者な り 

と (七十 一節)。 是 は背叛 の極點 である。 玆にィ H スの 直弟子の 一 人 は 彼の 敵と 結んで 彼 を 十字架の 上 

に 曝し、 彼 をして 屈辱の 死 を 遂げ しめたの である。 實に 「暗 は 之 を曉ら ざり き」 である。 世人 は 萬 物 

の 造 者、 宇宙の 主宰者、 生命と 光の 保有者の 體 現に 會 して、 之を榮 光の 主として 仰が ざり しのみ なら 

す、 却て 之 を 辱 かしめ、 之 を 殺し、 之 を 人類の 記憶より 葬り去らん としたの である。 罪の 罪、 惡の惡 

とは此 事で ある。 世の 罪の 深さ は 其の 斥けし 光の 如何に 由て 定めら る、 ので ある。 世 は 生命 其 物 を 担 

み、 光 其 物 を 斥けた ので ある。 彼等が 罪せら るべき は當然 であった。 イエ スは 後に 曰 ひ 給 ふた、 

我れ 若し 来りて 語ら ざり しなら ば 彼等 罪な からん、 然れ ども 今 は 其 罪 辯 明くべき やうな し (十五 聿 

二十 二 節 Jo 

我れ 若し 他の 人の 行 さ りし 事 を 彼等の 間に 行 さ りしなら ば 彼等 罪な からん、 然れど 彼等 は旣 

に 我れ と 我 父と を 見て 之を惡 めり (同 サ四節 )o 

玆に ユダヤ人 はィ H スの 奇跡 を 見、 im 辭を 聞て 彼 を 信じなかった ので ある。 彼等の 罪 や 實に大 なりで 

ある。 

ホ  *  -. 

今や 基督 信者と 稱 する 者まで がィ H スの 奇跡 を 疑 ひ 又は 否認す るの が 普通で ある。 殊に 此 章に 記さ 


れ たる 奇跡の 如き、 事實 として 之 を 信す る 者 は 識者 を 以て 自 から 任す る 者の 中に 甚だ 稀で ある。 然し 

乍ら、 他の 場合 はさて 措き、 此 場合に 於て ィ H スが行 ひしと 云 ふ 奇跡 を 否認して 全 章の 構成 を 壞たざ 

る を 得ない ので ある。 問題 は 科擧上 又は 歷 史上の それで は 無い ので ある。 信仰 上の それで ある。 イエ 

攀攀曹 99 曹警嘗 9， 奮 999 曹警， 9  9  9999 曹曹嘗 99  9，  99,  もと 

スが 奇跡 を 行 ひ 得 ざり しとなら ば 彼が 救 主たるの 資格 は 消滅す るので ある。 彼 は 生命の 源であって 永 

生の 供給者で あるとの ことで ある。 信者 は 彼より 復活 を 要望し、 靈魂を 彼に 委ねて 死に 就く ので ある。 

然るに 若し 此 イエ スが 奇跡 を 行 ふ 能力 を 有ない と 云 ふなら ば 信者の 希望 は 全く 徒然なる ので ある。 信 

者 は 末日に 彼より 最大の 奇跡の 施されん こと を 望みて 死に 就く ので ある。 信者が 「主に 在りて 眠る」 

と 云 ふは此 事で ある。 而 して 最大の 奇跡なる 復活 を 行 ふ 者 は 地上に 在りて より 小なる 奇跡 を 行 ひ 得 ざ 

る 理由 は 無い ので ある。 信者の 復活に 比べて 見て パ ンと 魚との 倍增は 小なる 奇跡で ある。 此のより 小 

なる 奇跡 を 易々 と 行 ひ 得し 者で あるが 故に、 信者 はィ H スを 崇めて 救 主と なし、 彼に 靈魂を 委ね まつ 

り、 彼の 復活の 約束 を 信じ、 彼に 在りて 安き 眠に 就く ので ある。 

若し ィ H スが此 章の 始めに 記せる が 如き 奇跡 を 行 は ざり しなら ば、 彼 は 後に 至りて 「我れ 末日に 之 

を 甦らさん」 と 幾度 繰返して 言 ふと も 何の 效カも 無い ので ある。 パンと 魚と を さへ 造る ことの 可能 ざ 

りし 者が 死者 を 復活し 得る の理 あらん やで ある。 ィ H スに 奇跡 を 行 ふの 能力が 無くして、 彼 は 人類の 

救 主で は 無い ので ある。 善き 道德 の敎師 だけで は 人 を 永遠に 救 ふこと は 可能ない ので ある。 救 濟は靈 

の 事で ある。 又體の 事で ある。 人に 完全なる 靈を與 へて 之に 加 ふるに 永久 朽 ざる 完全なる 體を 以てし 

て 救濟は 完成 せらる- -の である。 而 して 此 完全なる 救濟を 施すべき 者 は 萬 物の 造 者 以下の 者であって 

はならない ので ある。 而 して ィ H スは 自由に 奇跡 を 行 ひて 彼が 人類の 要求す る 完全なる 救 主で ある こ 
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と を 示し 給 ふたので ある。 

奇跡 を 否定す るは學 者ら しく 見える。 勿論 意味の 無い 奇跡 は 悉く 否定すべき である。 然し 乍ら イエ 

スの 奇跡 は 意味の 無い 奇跡で はない、 之に 人類の 永遠の 希 S ェが 繋がる ので ある。 彼に 此 能力が あった 

からこ そ、 而 して 今猶 有る と 信す るから こそ 死 は 萬 事の 終焉で 無い 事が 信ぜら る  >- ので ある。 我等 は 

奇跡 を 行 ふことの 可能ない やうな、 そんな 弱き 救 主 を 信す るので はない。 我等が 信 賴る救 主は强 者で 

ある。 彼 は 萬 物 を 己が 掌中に 握り 給 ふ 者で ある。 而 して 此權能 を 有する が 故に 彼 は 言 ひて 撣り給 はな 

すべ  を はり G ひ 

かった ので ある。 「凡て 父の 我に 賜 ひし 者 は 我れ 一 を も 之 を 失 はす、 末日に 之 を 甦らすべし」 と (一一 一十 

九 節」。 

ィ H スの 血と 肉 

約 翰 傳六章 五三- 五 五節の 硏究 

030030000000  きょ 

ィ ェ スの血 は 彼の 死で ある。 「其 子ィ H ス キリストの 血す ベて 罪より 我等 を 潔む」 と ある 其 血で あ 

る。 又 「我等 敵たり し 時に 其 子の 死により て 神に 和ぐ こと を 得たり」 と ある 其 死で ある。 「血 を 流す 

ことおら ざれば 赦 さる、 ことなし」 と ありて 血と 云へば 血 を 流す こと 卽ち 死で ある。 犧牲の 死で ある- 

iK 然 的に 自づ から 来たる 死で ない。 他者の 罪の ために 強暴 的に 受 くる 死で ある。 故に イエ ス キリスト 


の 血と 云へば 彼が 人類の 罪の ために 强 ふ 的に 受け 給 ひし 十字架 上の 死 を 指して 謂 ふので ある。 而 して 

「其 血を飮 まざれば 汝 等に 生命な し」 と 云 ふ は 「イエ スの 受け 給 ひし 死 を我受 くべき 死と して 認 むる 

にあら ざれば 我に 生命 あるな し」 と 云 ふこと である。 我が 罪の ために 我が 流すべき 血をィ H スが 我に 

代りて 流し 給 ひし こと を覺認 する 事で ある。 而 して 此覺認 なくして 罪の 赦免 ある ことなく、 又 其 結果 

として 永遠の 生命の 我衷に 臨む こと は 無い。 己が 罪 を自覺 して 鹿の 溪水を 慕 ひ 喘ぐ が 如くに 神の 義を 

i こ..」 のみもの 

慕 ふ 者に 取りて はィ H スの血 は 眞の飮 料で ある。 故に 彼 は 首 ひ 給 ふたので ある、 

人 もし 渴 かば 我に 來 りて 飮め  ■ 

と (七 章 三十 七 節」。 靈 魂の 渴を 癒す 者に して 實にィ ヱ スの 血に 如く 者 は 無い ので ある。 「血 を 飲む」 と 

云へば 如何にも 血 腥く感 する なれ ども、 然れ ども 信者の 靈的實 験 を 首 表 はす 言 辭 にして 之よりも 適切 

なる 者 は 無い ので ある。 基督 者 は實に 時々 刻々 ィ H スの血 を飮む 者で ある。 

イエ スの肉 は 彼の 生命で ある。 肉と 云 ふは體 とい ふと 同じで ある。 而 して 體は 生命の 體現 である。 

故に 肉と 云 ふ は 叉 生命と 云 ふと 同じで ある。 而 して 人の 生命 は 彼れ 自身で あるから、 己が 肉を與 ふる 

と 云 ふ は 自己 を棄 つると 云 ふと 同じで ある。 斯く 解して ィ H スの 左の 首辭の 意味が 判明る ので ある。 

我 は 天より 降りし 生ける (生命 を與 ふる」 パ ン なり、 若し 人此パ ンを食 は 窮 なく 生くべし、 我 

が與 ふる パ ンは我 肉な り (我が 生命な り、 我れ 自身な り)、 我れ 世の 生命の ために 之を與 へん。 

而 して 彼の 聽 衆が 彼の 言 辭を 誤解せ ざらん がた めに、 ィ H スは 之に 附加 へて 言 ひ 給 ふたので ある、 

生 <i を與 ふる 者は靈 (聖 靈〕 なり、 肉 は 益な し、 我が 汝 等に 語りし 一一 百は靈 なり、 生命な り (靈に 

就て 語りし なり、 生命に 就て 語りし なり 〕。 
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如此 して ィ H スの肉 を 食 ふと 云 ふこと は 彼の 生命 を攝 取す る ことで ある、 聖靈の 恩賜に 與.， る ことで あ 

る。 「彼れ 我に 居り、 我れ 彼に 居る」 と 云 ふ 密接なる 關 係に 人る ことで ある。 而 して 信者が ィヱ スと 

此關 係に 人る こと を 得る は、 ィ H スが自 から 進んで 自己 を 菜て、 其 肉 を 十字架に 釘け 給 ひしに 因る が 

故に、 其 意味に 於ても 信者 はィ H スの肉 を 食 ふの 必要が あるので ある。 

イエスの 血と 彼の 肉、 …… ィ H スの 血に 由て 罪 を 洗ら はれ、 彼の 肉 を 以て 生命 を 供 せらる、 先づ罪 

せんでき けんしん 

を赦 るされ、 然る 後に 生命 を 賜 はる、 洗 淮と堅 信、 …… 完全に 敕 はれん がた めに は 此ニ箇 の 徑路に 由 

ら ざる を 得ない ので ある。 イエ スの 血を飮 ますして、 直に 彼の 肉 を 食 ふこと は出來 ない。 然れ ばと て 

血 を 飲みた 丈け で 彼の 救濟に d 一 かる 事 は 出来ない。 血を飮 むの 實驗 を經て 後に 肉 を 食 ふて 始めて 眞正 

しき 彼の 救 濟に與 かる 事が 出来る の， である。 祌がィ H スを 以て 我等の ために 備へ給 ひし 救濟に 入る の 

途 として 希 伯 来書 記者 は 左の 如くに 言 ふて 居る、 

是 故に 兄弟よ、 我等 ィ H スの 血に 由り て 其の 我等の ために 開き 給 ま へ る 新ら しき 生ける 路 (生命 

に 人る の途) より (神と 人との 間に 張られた る) 幔 なる 其 肉體を 通り、 揮ら すして 至聖 所に 入る 

事 を 得べ し 

と (十 章 十九 節 )o 卽 ち至聖 所、 卽ち 神の 寶 座の 在る 所、 卽ち 天國に 入らん と 欲せば、 イエ スの 血に 由 

り、 其 肉體を 通過せ ざるべ からすとの 事で ある。 言辭に ユダヤ 的 臭味 ありと 雖も、 救お の 實験を 語る 

言辭 として 深き 眞理を 語る 者で ある。 

「我が 血 を 飲み 我が 肉 を 貪 は ざれば 汝 等に 生命な し」 とィ H スは 明白に 言 ひ 給 ふたので ある。 我が 

十字架の 血に 由て 汝 等の 罪を赦 され、 我に由りて赦されし者に我が降す^^靈を身に受けすして、 汝等 


は 我が 救 濟に與 かる 能 はすと 一一 百 ひ 給 ふた。 £ 非の 赦免と 聖靈の 恩賜、 救 商の 二 大要 件 は 此の 二 個で ある。 

共 一 を缺 いて 救濟は 無い ので ある。 ィ H スは此 言 辭を發 して 彼の 幅 音の 特徴 を 示し 給 ふたので ある。 

此 せの 宗敎の 或 者 は 罪の^ 免を缺 き、 或 者 は 生命の 供給 を缺 いて 居る。 佛敎の 如き 甚だ 貴き 宗教で 

あるに 相違ない が、 然し 其 喚起す る 罪の 觀念 たる、 實に 微弱な りと 雷 はざる を 得ない。 共^ 土 門の 如 

き 如來の 慈悲 を說 いて 餘 ます 所な しと 雖も、 人 をして 其 罪 を自覺 せしめ、 自己の 汚據に 堪え 得すして、 

至 聖者の 前に 平伏して、 

みづ から 

我れ 自己 を 忌み嫌 ひ、 灰 を 被りて 汝の 前に 悔ふ 

と 一一 一一 n ふが 如き 深き 悔恨の 聲を 揚げし むる 事 は 出来ない と 思 ふ。 勿論 悔恨 其 物 は救齊 ではない。 然し 乍 

ら、 救濟の 深淺は 悔恨の それに 由て 定まる ので ある。 深く 罪 を 悔いての み 深く 救 商の 恩惠を 感じ 得る 

ので ある。 

而 して 此 世の 宗敎の 特質と して 罪を責 むる こと 甚だ 寬大 である。 人 は 何人も 己が 雜を 曝露 さる こと 

を 嫌 ふが 故に、 神に 遣され ざる 宗教家 は 厳く 罪 を 追究せ すして 彼 を 救濟に 導かん とする。 故に 此 世の 

宗教に 在りて は 罪の ^eK 除の 設備が 甚だ 不完全で ある。 而 して 基督 敎に 在りても 亦、 世の 歡迎 をび-じんで 

其 趣味に 會 はんと 欲する や、 必す キリストの 十字架 を 以て 表現され たる 罪の 義 罰の 事 實を 隠蔽し、 十 

字 架 除きの 福 昔を說 いて 却て 廣量を 誇る に 至る。 所謂 人情 的 基督教の カ說 する 所 は 「生命、 生ん 叩」 で 

ある。 彼等 は 如何にも 生命 は 神より 直に 何人の 心に も 降り 來る やうに 說く。 彼等 は 神と 人との 間に 罪 

と 云ふ大 なる 障害物の 存 する 事を說 かない。 彼等 は 人 は 生れながら にして 神の愛 子で あると 云 ふ。 彼 

等 は祌は 御自身 無限の 苦痛 を 嘗めて 人の 罪 を 取 除き 給 ひし 事 を 語らない。 彼等 は 人に r ィ H スの血 を 
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飲ません」 と爲 ない。 彼等 は斯 かる 一一 一一 a 葉 を 以て 迷信の 極な りと 嘲笑 ふ。 

然し 基督 敎の 貴き は兹に 在る ので ある。 人に ィ H ス の 血と 合せて 其 肉 を 供 ふるに 在る ので ある。 罪 

の 頃の 血と 合せて 役 活の體 の 素 ぼと なるべき 肉卽ち 生命 を與 ふるに ある。 人 は 實にィ H スの血 を飮ま 

す 其 肉 を 食 はすして は 救 はれない ので ある。 人 は 死して (血) 復活へ りし (肉) ィ H スを實 得し (飮 

み 叉 食 ひ) ての み眞の 生命に 入る ことが 出來 るので ある。 

まこと のみ *p の  こと 

イエ スの 血と 彼の 肉 ：：： 彼の 血 は 眞の飮 料で ある。 彼の 肉 は眞の 食物で ある。 一 i 昔の 眞髓は 今 も尙 

ほ是れ である。 

福 音 大 觀 

約 翰 傳三章 十六 節の 註釋 

神 驚くべき 名で ある。 「我等 は 彼に 賴 りて 生き 又 動き 叉存る こと を 得るな り」 と 云 ふ 其 神で あ 

る r 行傳 十七の 二十 八 「萬 *1 の 王 卽ち朽 す 見えざる 一 の 神」 と 云 ふ 其 神で ある r 提摩太 前書 一章 十七 節 )o 

「萬 物 は 彼より ir 彼に 倚り、 彼に 歸る」 と 云 ふ 其 神で ある (羅馬 書 十 一 の卅六 )o 萬 物の 起 元にして 其 

終局、 萬 物 を 支え 之を充 たす 者、 宇宙が 倚て 立つ 其 根抵、 それが 神で ある。 

愛し 給へ， 0 此神 は單に 統治る 者で ない、 單に 審判く 者で ない、 全智 全能で あると 同時に 亦 愛 


する 者で ある。 愛 は 彼の 特性で ある。 故に 「神 は 愛な り」 と 云 ふ。 彼 は聖く ある、 義 しく ある、 永遠 

の 光で ある。 然れ ども 特に 愛であって 人に 近づき 給 ふ 者で ある。 祌は 愛し 給 ふと 云 ふ、 是れ旣 に大な 

る 福音で ある。 人類 は キリス トに 由り て 初めて 明白に 此事を 聞いた ので ある。 

世 此 罪に 沈める 世と 其 中に 在る すべての 人。 誰れ 彼れ の 差^ はない。 全世界の 人 を祌は 愛し 給 

へり 叉 今猶ほ 愛し 給 ふと 云 ふ。 神 は 善人 を 愛して 惡人を 佾み給 ふと 云 ふので はない。 彼 は 叉 義人 を 近 

づけて 罪人 を 斥け 給 ふと 云 ふので はない。 彼 は 世 を 愛し 給 ふたと 云 ふ。， 衆生、 全人 類、 全世界の すべ 

ての 人 を 愛し 給 ふと 云 ふ。 神の愛 は 普遍的で ある。 彼の 愛に 善人 惡 人の 區別 はない。 ほ 人、 -55^ 人、 黑 

人の 差^ はない。 神 は 世 を 愛し 給へ りと 云 ふ。 卽ち 全人 類 を 其 愛の 中に 抱み 給へ りと 云 ふ。 世に 一 人 

も 神の愛に 漏る、 者 はない ので ある。 神 は 世 を 愛し 給へ りと 聞いて 亦 我 を も 愛し 給へ りと 言 ふこと が 

出来る。 萬 人 救濟の 眞理は 斯くて 明白に 聖書に 示されて あるので ある。 

其 生た まへ る 獨子を 賜 ふ ほどに 神 は 愛な り、 彼 は 全世界 全人 類 を 愛し 給へ り、 而 して 其の 

愛の 程度た る や 「其 生た まへ る 獨子を 賜 ふ 程に」 之 を 愛し 給へ りと 云 ふ。 我等が 知る 愛の 中に 人が 其 

子 を 愛する に 優る の 愛 はない。 人 は 自分よりも 其 子 を 愛する ので ある。 縱し 彼に 二十 人の子が あると 

する も 彼 は 其备々 を 自分よりも 愛する ので ある。 而も 神が 世 を 愛し 給 ふ 愛 は 其 一 人 子 を 捐ても 猶ほ惜 

しと 思 ひ 給 は ざり し 程の 愛で あると 云 ふ。 全 宇宙に 之よりも 切なる、 之よりも 深き 愛 はない ので ある- 

神 は 其 生み 給へ る 一 人 子 を 愛し 給 ふ 愛 を 以て 世 を 愛し 給へ りと 云 ふので はない。 北 ハー 人 子 を 指る も 之 

れを惜 み 給 は ざり し 程に 之 を 愛し 給へ りと 云 ふので ある。 嗚呼、 奴 何ば かりの 愛ぞ。 我等 は是れ 以上 

の 愛に 就て 思惟す る こと は 出来ない。 無限大の 神が 罪に 沈める 世 を 無限に 愛し 給へ りと 云 ふ、 驚く ベ 
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き 幅 昔と は此 事で ある。 神 は 何故に 斯 くまで 世 を 愛し 給 ふので ある 乎、 世に若し不思議がぁれば此13^^ 

である。 神 は 其 生み 給へ る 一 人 子 を 賜 ふ 程に 世 を 愛し 給へ りと 云 ふ。 而 して 我 も 亦 一 人と して 彼の 此 

愛 を 蒙れり と 云 ふ。 若し キリスト 以外の 者が 此事を 吿 ぐるならば 何人も 之 を 信じない であらう。 然れ 

ども 聖子 御自身が 此事を 吿げ給 ふが 故に、 我等 は 喜ばしく も 恐れ 慄 くこと なくして 憚らす して 之 を 信 

ぜんと 欲する ので ある。 

斯くて 神の 側に 在りて は 彼 は 極度の 愛 を 以て 全人 類 を 彼の 愛の 懷に藏 め 給 ふたので ある。 神の 立場 

より 見て 人 マ や， 詛 うべき 罪に 定 むべき 人と て は 一 人 もない ので ある。 祌は旣 に 其 極度の 愛 を 以て 世 を 己 

れと 和が しめ 給 ふたので ある。 然し 乍ら 和平の ことに 於て は 神と 雖も唯 一 方の 愛 を 以てして は 之 を 成 

就す る こと は 出来ない ので ある。 人の 側より 神の愛に 應す るの 必要が あるので ある。 祌は旣 に 全.^ 類 

を 愛し 給 ひたれば 人 は 其 愛 を 認めす とも 其 恩 化に 浴す る ことが 出來 ると 思 ふの は、 愛の^ 質 を 解せ ざ 

るより 起る 誤謬で ある。 愛 は 相互 的で ある。 愛し 愛せられて 愛 は 成立す るので ある。 祌は其 生み 給へ 

る 獨子を 世に 賜 ふて、 世人 何人に も 愛せら るべき 態度に 御自身 を 置き 給 ふたので ある。 平和 は 神より 

中 出されて、 彼 は 人の 之に 應す るの を 待ち 給 ふので ある。 

約翰傳 第三 章 十六 節 は 其 上半 節に 於て 神が 人に 對す るの 態度 を 示し、 下半 節に 於て 人が 神に 對 して 

採るべき の途を 示す ので ある。 神 は 彼の 側に 於て 其 極度の 愛 を 以てすべ ての 人に 臨み 給 ひたれば、 人 

は 其 信 を 以て 神の愛に 應 じて 滅亡 を 免 かれて 永生に 入るべし との 事で ある。 

凡て 何人で あれ、 聖人で あれ、 俗人で あれ、 義人で あれ、 罪人で あれ、 ユダヤ人 であれ、 ギリ 

シャ 人で あれ、 モ ー セの 律法 を 守る ユダヤ人 であれ、 之 を 守らざる 異邦人で あれ、 人と 云 ふ 人 は 何人 


であれ。 

彼 を 此 驚くべき 愛 を 現 はして 世 を 御自身に 和らがし め 給 ひし 神 を。 其 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ 程 

に此 罪の 世 を 愛し 給 ひし ィ H ス キリス トの御 父なる 眞の神 を。 

信す る 者 神の 此 極度の 愛 を 信す る 者。 道德 的に 完全に 成れる 者で はない、 或る 一 定の 儀式 を 

缺 けなく 守る 者で はない、 バプテ マス を 受けて 敎會に 入りし 者で はない、 神の 此愛を 信す る 者に は 云 

云との ことで ある。 神の愛に 對 する 人の 信で ある。 神 は 其 愛 を 以て 世に 臨み たれば 人 は 其 信 を 以て 之 

に應 じて 永生に 入るべし とのこと である。 信 は 神が 人より 要求し 給 ふ 永生 獲得の 唯一 の條 件で ある。 

先 づ行爲 を 改めて 然る 後に 信ぜよ と 云 ふので はない。 パプ テス マの 式に 與り 敎會に 入りて 信 を 表 はす 

べしと 云 ふので はない。 信に 前提 はない ので ある。 信は單 純で ある。 只 信す る ことで ある。 懷式 にも 

道德 にも 何の 顧る 所な くして 信す る ことで ある 一- 然 らば 亡る ことなくして 永生 を受 くべ しとの ことで 

ある。 實に簡 短で ある。 實に 平易で ある。 而 して 亦 何人も 爲し 得る 所で ある。 信ぜよ、 然 らば 救 はる 

べしとの ことで ある。 神の 御 申出の 餘 りに 偉大なる が 故に、 人の 之に 對 する 應 酬は餘 りに 輕微 である。 

祌は其 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ 程に 汝を 愛し 給 ひたれば 汝は只 其 愛 を 信じて 救 はれよ と 云 ふので ある。 

愛 は實に 相互 的で ある。 然れ ども 祌と 人との 間に 在りて は 神に 重く して 人に 輕 くなる。 神は贵 任の 全 

部 を 荷 ひ 給 ひて、 人 は 之に 對 して 只應諾 (信) を與 ふれば 濟 むので ある。 愛、 愛、 神の愛、 キリスト 

の 愛、 愛なる が 故に 人より 或 物 を 要求し 給 ふ。 然り、 單に信 を 要求し 給 ふ、 應諾を 要求し 給 ふ。 而し 

て 責任の 全部 は 神 御自身 之 を 荷 ひ 給 ふ。 f に斯 くも 「割りの 善い」 取引が あるで あらう 乎。 而 かも 是 

れ 神が 人 を 救 ひて 彼に 永生 を 賜ふ途 である。 驚くべき 哉。 
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亡ぶ る こと 無くして 其 生命 を 喪 ふこと なくして。 人と して 固より 有すべき 不滅の 生 を 棄るこ 

となく して 0 

永生 を 受けし めんが 爲 なり キリストと 偕に 輕 へり、 その 萬 物 を 己に 服 はせ 得る 能に 由り て 

此 卑しき 體を 化して 其榮 光の 體に 象らされて、 神の 子と して 達し 得べき すべての 完全に 達せし めんが 

爲 なりとの ことで ある。 一言に 約め て 云へば、 救濟を 完成 せんがた めで ある。 

實に キリストの 福音の すべて は 約 翰 傳の此 一 節の 中に 含まれて ある。 天の 高き も 地の 低き も 之に は 

及ばない。 驚くべき 神の愛と は此 事で ある。 我等が すべて 求 ひ 叉 思 ふ 所に 過ぎて 貴き は此 li 音で ある。 

神 は 愛し 給へ り 此世を 其 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ 程に 

凡て 彼 を 信す る 者に 亡ぶ る ことなくして 永生 を 受けし めんが 爲に。 

一字一句に 純金の 重量が ある。 冗漫の 文字 は 一字 もない。 上下の 二 半に 分かれ、 上なる 者 は 神の 行 

爲を 示し、 下なる 者 は 人の 態度 を 明かに す。 全 節が 大福 音で ある。 而 して 其 一字一句に 宇宙の 響きが 

ある。 神なら では 此言 を發 する ことが 出来ない。 而 して 此 一一 目を發 したる 者 は 神より 出た る 者であって、 

祌 でなくて はならない 0 
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序 詞 

人 は 可 人と 雖も キリス ト傳を 書く こと は出來 ない。 キリス ト 御自身の み 能く キリス 

ト傳を 書く ことが 出來 る。 そして 彼 は旣に 聖靈を 降して 之 を 書かし め 給うた。 馬 太傳、 

馬 可傳、 路加 傳、 約翰傳 がそれ である。 後世に 成りし 如何なる キリスト 傳と雖 も是等 

の 最初の 傳 記に 改良 を 加 ふる 事が 出來 ない。 我等 は 新た に キリス ト傳を 編まん と 欲し 

て單に 最初の キリス ト 薄に 註 釋を加 ふるまで、、 ある。 

お 書 は キリス ト傳の 一部に して、 キリストの ガ リラ ャ傳 道の 記事で ある。 史家 カイ 

ムの 所謂 「ガリ ラャの i 難」 の 記事で ある。 ガリラヤ湖 面に 未だ 十字架の 影 は 映らす、 

へ \ モンの 通より 恩惠の 露が あ？ i く 其畔を 潤せし 時の 記錄 である。 四 福音書の 本文に 著 

者の 観察と 默 想と 體驗と を 加 へたる ものである。 滾々 として 流れて 盡 きざる 生命の 泉 

に 讀者を 導く ための 手引に 過す と雖 も、 爲 さ、：/ るに 滕 さる 試みで あると 思 0 之 を 世 

序詞  - S じ ， 


に 提供した る 次第で ある" 

神の 祝福の 之に 伴 はんこと を 祈る 

j 九 一 一 五 年 七月 十六 日 
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馬 可傳第 一 章 第 一 節。 

何れの 著書に 於ても 最も 大切なる は卷頭 第一 の 言で ある。 其れ は 問題の 提出で あり、 其 解答の 豫吿 

であり、 其 精神の 發表 であり、 其 全部の 縮寫 でなくて はならない。 大 著述の 特徴 は 其の 深き、 重き、 

短 かき 卷 頭の 一 言に 於て ある。 

そして 此點に 於て 聖書 六十 六卷は 何れも 大著 作の 模範で ある。 創世記 第 一 章 一 節 は 創世記の 縮寫で 

あって、 同時に 叉 全 聖書の 豫首 である。 故に ユダヤ人 は此 書を稱 ぶに 其卷頭 第一 の詞 なる バ レシ ー ス 

(始 にの 意味) を 以てする。 出 埃 及 記、 民 數紀略 等 皆な 同じで ある。 新約聖書に 至って は、 馬 太傳第 

一 章 一 節 は 全篇 を豫 表し、 有名なる 路加 傳の 序文 は 著者の ィ H ス傳の 如何なる もの 乎 を 紹介して 餘す 

所な し。 約 翰傳卷 頭の 一言に 至って は、 其の 深さと 廣 さと は 全 宇宙と 其 大さを 共に すると 言 ふ 事が 出 

来る。 若し 聖書の 大意 を 知らん と 欲せば、 备書卷 頭 第一 の 語 を 研究す るに 如かす。 聖書が 神の 言なる 

證據の 一 を此點に於ても亦見ることが3^來る。 

「神の 子ィ H ス キリストの 福音の 始」、 是が馬 可 傳卷頭 第一 の 首で ある。 原語に 於て は 冠詞 を 合せ 

て 僅に 七 言、 四 福音書 中 最も 簡單 なる 緒言で ある。 然し 乍ら 簡單 では あるが、 意味深長 にして、 簡潔 
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なる 馬 可 傅に 最も 應 はしき 緖首 である。 馬 可 傳全體 は 此の 短き 一 首の 內に 籠れり と 云 ふ 事が 出来る。 

原語の 順序に 從 へば r 始、 福音、 ィ H スキ リスト、 神の 子」 である。 何れも 重い 詞 である。 r 始」 

「始 に祌 天地 を 造り 給 へ り」 と 創世記 一 章 一 節 は 首 ふ。 「始に 道 あり、 道 は 神と 偕に 在り、 道 は卽ち 

神な り」 と 約翰傳 一章 一節 は 言 ふ。 「始」 は實に 重い、 意味の 深い 詞 である。 始」 は 新ら しい 始で 

ある。 未だ 曾て 在った ことの 無い ものが 在り 始めた と 云 ふ 事で ある。 萬 物に 始が 在った と 云 ひ、 福音 

に始 があった と 云 ふ。 詞其 物が 有神論 的で ある。 無神論 又は 近代 流行の 唯 物的 進化論に r 始」 なる も 

の はない。 彼等 は 曰 ふ 「物と して 原因な き はなし。 宇宙 は 原因結果の 連檨 である。 始とは 宇宙 以外よ 

り 來る新 勢力の 注入で ある。 斯 かる 事 は 在り 得べ からす」 と。 然るに 聖書 は 言 ふ 「始 あり」 と。 宇宙 

は 神が 始め 給 ひし 者、 キリストの 福 昔 もまた 神が 始め 給 ひし 者、 而 して 人が 基督 者と 成る たび 毎に 新 

O0OOO00OOOO0OOOOOOOOOOOO00 

らしき 創造が 行 はる k ので あると。 聖書 は 無限に 其れ 自身 進化 發 達する 宇宙の 存在 を 認めない。 宇宙 

は 造られし もの、 故に 始 ありし もの。 福音 も亦歷 史上の 必要に 强 ひられて 自づ から 現れし 者に 非す、 

神の 聖旨に 從ひ、 彼が 選び 給 ひし 時に 於て、 彼の 遣し 給 ひし 人に 由て 始っ たもので あると は、 聖書が 

明白に 敎 ふる 所で ある。 事 は哲學 上の 大 問題で ある。 然れ ども 聖書の 此敎示 を 受けす して 信仰的 生命 

なる もの はない。 .亩 禱と云 ひ、 攝理と 云 ひ、 救 扬と云 ふ は 皆な 神の 特別の 干涉を 信す るに 依る 事で あ 

る。 若し 之れ なからん 乎、 祈らざる に 如かす である。 神の 存在 を 信す る 以上、 宇宙 を 「永久に 自 から 

囘轉 する 機械」 として 見る 事 は 出来ない。 之に 新しき 勢力の 注入が ある。 新しき 活動の 開始が ある。 

之 あるが 故に 我等に 希望が 起る ので ある。 神 は キリストの 福音 を 始め 給うた。 而 して 令 猶ほ之 を 緩行 

し 給 ひつ-ある。 而 して 始めの 內に亦 始めが あって、 彼 は 基督 者 各自の 心の中 心に 善き ェを 始め 給 ひ 


て 之 を主ィ エス キリス トの nl までに 完成 せんとし 給 ひつ 、ある (ピリ ビ書 一章 六 節 )o 「此 故に 人 キリス 

トに 在る 時 は 新たに 造られた るな り。 奮き は 去りて 皆な 新しくなる 也」 と ある は 此の 事で ある (コリ 

ント 後書 五 章 十七 節 )o 進化論の 言 を 以て 一一 目へば mutation である。 絕對的 新種の 現 はれで ある。 而し 

て 天然 界に此 事 ある や 否や は 未決 問題で あると する も、 心 靈界に 此實驗 ある は 夥多の 基督 者が 證 明し 

て 止まざる 所で ある。 

第二の 重い 詞は 「福音」 である。 原語の ュ ー アン ゲ リオン、 「喜ばしき 音 SJB」 の 意で ある。 歡天喜 

地の 天来の 音信で ある。 福音の 文字が 甚だ 輕く用 ひらる & 今の 世に 在りて 我等 も 亦 之 を淺く 解す るの 

虞が ある。 然れ ども 「幅 音」 は 重い 深い 詞 である。 クリスマスの 夕、 天使が 牧羊者に 告げて 「我れ 萬 

民に 關 はる 大 なる 喜びの 音を汝 等に 吿ぐ べし」 と 一一 一一 II ひしが 此 福音で ある。 卽ち 神が 人となり、 此 世に 

現 はれ、 その 罪 を 任 ふて 十字架の 死に 就き、 死して 甦り、 而 して 再び 来りて 萬 物の 復興 を 行 ひ 給 ふと 

云 ふ、 其の 事が キリストの 一 i 音で ある。 斯 くして 福 昔と 云 ひて 單に 音で はない。 キリストの 福音 は 美 

き音樂 ではない。 歌で はない。 理想で はない。 歷史 である。 固き 事實 である。 確に 在りし 事で ある。 

喜ばしき 事實の 音信で ある。 故に 本當の 福音で ある。 故に ィ H ス キリストの 幅 音と 云 ひて、 其 歷史又 

は傳 記と 云 ふ も 差 支ない ので ある。 馬 可傳は キリストの 生涯に 關 はる 寨實 の記錄 である。 而 かも 簡潔 

にして 理想化 されざる 事實其 儘の 記錄 である。 馬 可傳の 貴き は 之が 爲 である。 之を佛 敎の經 典に 比べ 

て 見て 天地の 差が ある。 福音 は 比喩に 非す、 また 哲學に 非す。 地上に 於け る 神の 子の 生涯 を、 人類 歷 

史の 一 部分、 然り其 中心として 錄す 者、 其れが ュ ー ァ ンゲ リオン 卽ち 福音で ある。 

福音の 歷 史的 性質 を 認めて、 之 を 解す るに 信仰の みならす 叉 所謂 史的 感 能の 必要なる 事が 判る。 能 

第一 罔 iss 音の 始  TOn 一 


く史寳 の眞爲 を辨刖 する の 能力 を 有する 者、 其れが 本 當の史 {15- である。 英 のフリ ー マン、 獨の モムセ 

ン、 伊の フ H レ n 1 等 はすべ て此 能力 を 有せる 人で ある。 奇跡 を 載す るが 故に 史實に 非す と斷 する は、 

史學 ではなく して 哲擧 である。 史家は^a^K莨を判斷する者でぁる故に在りし事實は史的事實として之を 

取扱 ふ。 一一 一一 C あり 曰く 「地理と 年代と は 歴史の 兩 眼な り」 と。 キリストの 歷史 たる 福音 を 研究す るに 方 

て、 地理と 年代と を 怠る 事 は 出来ない。 我等 は 备自單 に 信仰 養成の 爲 のみに 非す、 世界 歷史 修得の 爲 

に、 备自 相應の 史的 感能を 利用して、 福音書の 研究に 當る 可き である。 

第三に 重い 詞は 「イエスキリスト」 である。 イエ スは 人名であって、 キリス トは 職名で ある。 キリ 

ストなる イエスで ある。 キリスト は 希 伯 來語メ シャの 希臘譯 であって 受膏 者の 意で ある。 アブラハム 

以来、 預言者 等 を 以て、 神が 其 選民 イスラ H ルに 就て 約束し 給 ひしす ベての 約束が 充 たさる、 者で あ 

る。 ダビデの 子と 稱 して ィ. スラ H ルの 民の 理想の 王で ある。 イスラ H ルを噴 ふ 者と 稱 して 彼等に 完全 

の獨 立と 無窮の 榮 光と を 與 ふる 者で ある。 而 して ィ H ス キリストと 稱 して ナザレの ィ H スは此 王で あ 

ると 云 ふので ある。 事 は イスラ H ルに 取りて は 最大 問題であった。 ィ H スは預 1  一一 一口 者の 一 人で あると は 

彼等 は 信じて 疑はなかった。 然れ ども 彼が キリストで あると は、 昔 も 今 も イスラ H ル 人の 多数が 否定 

して 止まざる 所で ある。 そしてべ テロが 十一 一 弟子 を 代表して ィ H スに對 つて r 汝は 神の 子 キリストな 

り」 と 雷 ひし 時に 彼 は大吿 白を爲 したので ある。 ィ H ス キリスト 論 は 異邦人に 取て は 小 問題であった 

が、 ユダヤ人に 取て は 最大 問題であった。 而 して 今日と 雖も ユダヤ人と 基督 者と の^る &所は 此點に 

於て 在る。 基督 者はィ H スは キリスト であると 云 ひ、 ュ ダャ人 は 非す と 云 ふので ある。 そして マ 力 は 

基督 的歷 史家と して 大膽 に、 明白に、 ィ H ス キリストと 稱 して 其 驚くべき 生涯の 事 積 を 記述した ので 


ある。 

第 四 に 重き 詞は r 祌の 子」 である。 是は單 に ダビデの 子と 云 ふが 如き メシ ャ卽ち キリストの 別名で 

ない。 馬 可 傅の 記事 其 物が 明に ィ H スが 人の子に あらす して 神の 子なる 事 を 示す ので ある。 若し ィ H 

スを祌 の 子と 呼びし 者が マコ 一人に 限るならば、 或は 之 を キリストの 別名と 云 ふ 事が 出来る 乎 も 知れ 

ない。 然れ ども 新約聖書 は 他の 多くの 箇所に 於て 明に ィ H スの祌 性を唱 ふるので ある。 「道 は 卽ち祌 

たも 

なり」 と 云 ひ、 「萬 物 彼に 由り て 造られ、 又 彼に 由り て 存っ事 を 得るな り」 と 云 ふ。 其他ィ H スの先 
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在 並に 萬 能 性に 就て 述る 一一 一一 口 は 多く ある。 馬 可傳は 人なる ィ H スの傳 記で ない。 神の 子の 福音で ある。 

さう 見す して 難解 百出、 到底 其 眞意を 探る ことが 出来ない。 神の 子の 傳記 である。 故に 其內に 奇蹟の 

ある は當然 である。 我等 は其覺 悟で 研究に 取掛ら ねばならぬ。 


第二 囘 先 驅者ョ ハネ 

馬可傳 一章 二 I 八 節。 路加 傳三章 一 —一人 節。 約翰傳 一章 一九 I 三 七 節。 

バブテ ス マの ヨハネ、 彼 は 如何なる 人で ありし 乎。 ィ H スは 彼に 就いて 曰うた 「誠に 汝 等に 吿 げん 

婦の 生みた る 者の 中に 未だ バプ テス マの ョ ハネ より 大 なる 者 は 起ら ざり き」 と (馬 太傳十 H 早 十一 節)。 

卽ち彼 は 入と して 最も 犬なる 者で あつたと。 果して さう である 乎。 
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ョ ハネは 第 一 にィ H スの 紹介者であった。 「世の 罪 を 住 ふ 神の il! を視 よ」 と 曰 ひて ィ H スを 世に 紹 

介した 者 は 彼であった。 紹介の 任た る 最も 重い 者で ある。 先づ 第一 に 紹介すべき 人の 誰なる 乎 を 充分 

に 知悉さねば ならぬ。 第二に 己が 全責任 を擔 ふて 紹介の 任に 當ら ねばならぬ。 第三に 彼と 我と 責を分 

ちて 事業に 臨まねば ならぬ。 紹介 は 容易に 爲 すべき 事で ない。 而 して 爲 した 以上 は 其 責任 を 避けて は 

ならない。 ョ ハ ネはィ H スを キリス 卜と して 彼の 不信の 國 人に 紹介した。 せ-ハ行 爲 の大膽 なる、 後に 至 

て 弟子 等が 彼 を キリス ト なりと 認めて 世に 唱道した に 遙に勝 さる 者で ある。 當時 天下に ィ H スの 誰な 

る 乎 を 知った 者 は唯ョ ハ ネ 一 人であった。 偉人の み 偉人 を 知る。 大工の 子ィ H スを捉 へ て 「我 は 屈て 

其 履の 紐 を 解く にも 足らす」 と 言 ひし 彼 は 能く ィ H スを 知った 人であった。 ィ H スはー 人の 知己 を以 

て 世に出で 給うた。 彼に 取り 如何に カ强 かりし よ。 獨り高 壇に 立つ さへ 苦しい ので ある。 縱令 イエス 

と雖も 世に 現 はる &に 方て 紹介者 を 要し 給うた。 其 紹介の 任に 當 りし 者が バプ テス マの ョ ハネ であつ 

た。 彼 はたし かに 婦の 生みし 者の 中に 最も 大 なる 者であった。 

ヨハネ は 第二に ィ H スの 先驅 者であった。 「野に 呼べる 者の 聲 あり、 曰く 主の 道 を 倫へ、 其 道筋 を 

直く せよ」 と ある 預言者の 言に 適 ふ 者であった。 是れ亦 大役で ある。 戰爭で 云へば 先陣で ある" 文化 

事業で 云へば 開拓者で ある。 暗黑大 陸 發 見の 途に 上りし コ 0 ン ブスで ある。 勇ましく も あれば 亦 困難 

でも ある。 そして バプ テス マの ョ ハネは 神の 國 建設の 先驅 者であった ので ある。 單獨 で、 勇敢で、 世 

け： ろ も 

に 一 人の 同情者 あるな く、 獨り 視て獨 り-ば み、 獨り 歎きて 獨り 泣く。  r ョ ハネ 野に 在りて^ 駝の毛 衣 

を 着、 腰に 皮帶を 束ね、 蟲と野 蜜 を 食へ り」 と。 當 時の 社 會と敎 きと は 彼に 就て 言うた であらう、 

彼 は 不平 家で ある、 隠遁 者で ある、 自 から 神の 恩惠を 斥けて 無益に 難 業苦 行す る 者で あると。 彼等 は 


彼の 不平の 理由 を 知らなかった。 彼 は 世に 容れ られ ない とて 歎かなかった。 王公 貴族に 愛せられない 

とて 憤らなかった。 彼に 不平が あつたが 夫れ は聖ぃ 貴い 不平であった。 彼 は 神の 國を 示された。 其實 

現を§1^-"んだ。 而 して 大 理想、 大希 望に 壓 せられて 平らか なること 能 はすであった。 人 は 彼が 抱く 理想 

の 高き 丈け 其れ丈け 孤獨 である。 大 なる 詩人、 宗敎 家、 政治家 は 凡て 孤獨 であった。 彼等 は 所謂 宇宙 的 

悲歎に 捉れ たる 者で ある。 今や 社交的なる を 以て 文化 生活の 第一 要素と 見做す と雖 も、 すべての 大 な- 

る 進步、  又は 向上、 又は 發見は 孤獨の 人に よって 爲 された ので ある。 パプ テス マの ョ ハ ネの眞 價の認 

めら れ ざる 社會 より 大人物 は 決して 起らない。 

ョ ハネは 如何にして ィ H スの爲 に 道 を 備へ其 徑筋を 直く した 乎。 嚴 格なる 正義 を唱 へ、 之 を 行 ふ 事 

に 由て ある。 「鳴 呼， M 蛇の 裔ょ、 誰が 汝 等に 来らん とする 怒 を 避くべき 事を吿 げしゃ。 然 らば 悔 改 

に符 へる 果を 結ぶべし" …… 今や 斧 を樹の 根に 置かる、 故に 凡て 善 を 結ばざる 樹は 伐ら れて 火に 投 

入らる k 也」 と (路加 傳三章 七 I 九 節〕。 之 は 審判であって 恩惠 でない。 嚴 格なる 正義の 唱道 ズ あって 罪 

△  △ 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 △<"△△  厶 △△△△△△ 厶厶厶 <1厶<1厶<3 

の赦 しの 福音で ない。 然れ ども 正義の 無き 所に 福音 は 有り得ない。 審判の 無き 所に 罪の 赦しは 說き得 

ない。 斯 くして ョ ハネ 有っての ィ H ス である。 預言者な くして キリスト は 世に 現 はれ 給はなかった。 

イエスと ョ ハネを 比較て、 二者の 優劣 を 論す る は 無益の 業で ある。 神 は 先づョ ハネ をして 殿 格なる 正 

義を說 かしめ て、 然る 後に ィ H スを 以て 罪の 赦 しの 福音 を傳 へしめ 給うた。 先づ 美き 土壌 を 作らし め、 

然る 後に 善き 種を播 かしめ 給うた。 故に 三十 倍、 六十 倍、 百倍の 果を 結んだ ので ある。 

嚴 格なる 正義の 準備な き 所に キリストの 福音の 榮 えた 例 はない。 其 意味に 於て ョ ハネ のみなら す 凡 

ての 預言者 はィ H ス の先驅 者であった。 祌の子 は 恩惠の 福音 を蘅 らして、 峻嚴 なる 道 德の行 はれざる 

第二 回 先麋者 ヨハネ  四 1 五 


ガサ テャの s  s 1 六 

所に 現 はれなかった。 モ ー セと エリヤと エレ ミヤと バプ テス マの ョ ハネと は、 イエ スの現 はる k が爲 

に 必要であった。 舊 約を排 して 新約 は 解らない。 シ ナイ 山の 焰を 以て 燬盡 されす して、 ガリラヤ湖の 

水の 潤 ひに 與 かり 得ない。 ピュ ー リタ ン道德 があって 健全なる 英米の 基督 敎が 有り得た ので ある。 今 

ゃ是れ 無き に 至って 眞の福 昔 は 地を拂 ふに 至った。 日本に 於ても 最も 善き 基督 者 は 厳格な 武士の 家に 

起った。 「上のお 情」 ある を 知って、 道の 犯すべからざる を 知ら ざり し 所謂る 町人 百姓 は、 キリス 卜 

の 福音に 接する も、 唯 愛の 甘き を 喜ぶ に 止って、 義の 辛く して 贵 きに 堪へ 得ない。 其 意味に 於て 純潔 

△ 厶厶厶 厶厶厶 A  △ 厶厶 △△<"△△  △△△△<"  もと， ゲ"。 ， り.； ケ， ズ 

なる 儒教と 公正なる 神道と は キリストの 福音の 善き 準備であった。 伊藤 仁齋、 中 江 藤樹、 本居宜 長、 

平 田 篤 亂等は 日本に 於て 幾分 にても パプ テス マの ヨハネの 役目 を 務めた 者で ある。 之と 較べて、 佛敎、 

殊に 淨土 門の 佛敎 は、 阿 彌陀の 慈悲 を唱 ふる 事餘 りに 切なり しが 爲に、 却て 神の 義に 基く キリストの 

福音 を 正解す る 上に 於て 多くの 妨害 を爲 した。 

むち い ** しめ  こゝ ろの **、 

「鞭と 譴責と は 智慧 を與 ふ、 任意に なし 置かれた る 子 は 其 母 を 辱 かしむ」 と ある (箴言 サ九章 十五 節 )o 

嚴 格なる 父と 母と 師とを 有ち たる 子 は 福 ひで ある。 自由 解放と 稱 へて 「鞭と 譴責」 と は 之 を 其 凡ての 

形に 於て 排斥す る 者は眞 理の饗 筵に 與る事 は 出来ない。 近代 人 は パブ テス マの ョ ハネを 嫌 ひ、 彼 を 避 

け、 彼に 依らす して 直に ィ H スに 至らん と 欲して 其 目的 を 達し 得ない。 先づ 正義の 小 學に學 ばす して 

福音の 大學に 入る こと は 出来ない。 アンデレの 如く 先づ ヨハネの 善き 弟子で ありし 者が、 イエスの 最 

も 善き 弟子と 成った ので ある (約 翰傳 一章 卅 五節 以下)。 イエ スの 地上の 御 生涯が 福音の 始 でありし が 如 

くに、 其 福音 は又ョ ハネ の峻嚴 にして 犯すべからざる 生涯 を 以て 始 つた 者で ある。 


第三 囘 イエスの パプ テ ス マ 

馬可傳 一章 九— 十一 節。 馬 太 傳三章 十三 I 十七 節。 

路加 傳三 章廿 一、 廿ニ 節。 約翰傳 一章 卅ニ— 卅四 節。 

バブ テス マはョ ハネ 又は 基督 敎を 以て 始 つた 者で はない。 是は 古代 民族の 間に 廣く行 はれし 儀式で 

あった。 そして ユダヤ人の 間に 在ても 亦 入 會叉は 入門の 式と して 一 般に行 はれた。 異邦人が ユダヤ 敎 

に 入る 時に 此 式が 行 はれた。 又 ユダヤ人 にして 凡俗 以上の 新 生涯に 入らん と 欲する 者 は 此式を 受けた。 

故に ョ ハネ はバプ テス マ を 施して、 其當時 一般に 行 はれし 入門 式 を 採用した に 過ぎなかった ので ある。 

彼の 特徵は バブテ マ ス の 式に 於て 在った ので はない。 式の 目的に 於て 在った ので ある。 將 さに 顯 はれ 

ん とせし 祌の國 に納ら れんが 爲に 罪の 悔 改を 表する 爲の バプテ ス マであった ので ある。 夫 故に 之 を 

稱 して 「罪の 赦しを 得させん が爲の 悔 改 のバ プテ ス マ」 と 云うた。 又は 單に r ョ ハ ネの バプテ ス マ」 

と 云うた (行傳 十八 章廿 五節 )o そして イエ スは兹 に此ョ ハネ のバプ テス マ を 受けん として、 ガリ ラャの 

ナザ レ より ョ ル ダンに 來り 給うた ので ある。 

故に 問題 は 「イエ スは 何故に ョ ハネの パプ テス. マ を 受け 耠 ひし 乎」 と 云 ふに 在る。 イエ スは キリス 

しろ  ニ^^とき 

ト であって 神の 子であった。 彼に 悔改 むべき 罪はなかった。 馬 太 傳は此 事に 關し 記して 言 ふ r 此時ィ 
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エス、 ヨハネに パプ テス マ を 受けん とて ガリ ラャ より ヨルダンに 來り給 ふ。 ヨハネ 辭 みて 口 ひける は 

我は汝 より バブ テス マを受 くべき 者なる に汝 反って 我に 來る 乎。 ィ H ス 答へ ける は 暫く 許せ、 如此凡 

て義 しき 事 は 我等 盡す 可き なりと。 玆に 於て ョ ハネ 彼に 許せり」 と Q 一章 十三 I 十五 節， y- 

「凡て 義 しき 事 は 我等 盡す べきたり」 と。 r 義は 凡て 應に之 を 行 ふべ し」 との 意で ある。 純 聖のィ 

上きこと 

エスが ョ ハネの 施せる 罪の 赦 しの パプ テス マを受 くる は 善事で ある。 故に 彼 は 之 を 受け 給うた ので あ 

る。 (聖書の 語法に 由れば 善 はすべ て義 である。 義 しき 事と 云 ふ は 善き 事と 云 ふと 同じで ある )o 第 

一に ョハ ネは獨 り 天下に 向って ィ H スを キリスト として 紹介した。 ィ H スは 之に 對 して ョ ハ ネと 彼の 

パプ テス マ を 認めざる を 得ない。 是れ 友誼の 命す る 所、 義 である、 善で ある。 ィ H スは祌 の 子た るの 

榮光を 賭して ョ ハ ネの傳 道に 裏書きし 給うた ので ある。 ィ H スは 最良の 友人であった。 故に 友誼に 酬 

ゐ るに 厚く あった。 ヨハネ は 其 預言者た るの 名譽を 賭して 大工の 子ィ H スを 神の 子、 イスラ H ルの王 

として 世に 紹介した。 彼の 此 勇敢なる 行 爲に對 して 酬ゐる 所な からざる ベ けんや。 玆に 於て か イエス 

厶 厶厶< "厶厶 △ 厶厶厶 △<:△ 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <3厶<" 厶厶  <"<1厶厶<1厶<3厶厶<"厶厶<3厶*1<1厶<".^ 

は 神の 子た るの 榮光を 賭して ョ ハネ より パプ テス マ を 受けて 彼と 彼の パプ テス マとの 神より 出た る 事 

を證し 給うた ので ある。 世に は 自分の 地位の 傷 けられん 事 を 虞れ て、 善と は 知りつ、 も 公然 立って 友 

人と 彼の 事業と を證 する 者 甚だ @1 きに 省みて、 ィ H スの此 行 爲の美 はし さが 思 ひやら る \ の である。 

衆人の 間に 隠れて 竊に彼 を 讚美す るので はなく、 人知れ すして 同情の 寄附 を爲 すに 止まらす、 公然 身 

を 以て 彼の 敎訓 指導に 與る。 矛盾と 云へば 矛盾で ある。 純潔 は 洗 はる V の 必要なしと 云へば 云へ よう。 

然れ ども 友誼に は 友誼の 法則が ある。 義を 見て 爲 ざる は 勇な き 也。 ィ H スは此 場合に 自己 を 忘れて ョ 

ハ ネの バプテ ス マ を 受け 給うた ので あると 信す る。 而 して ョ ハ ネはィ ェ ス の 比 行爲に 由て 如何に カ附 


けられし よ。 ィ H スー 人の 證明 を受 くる は ユダヤ 全國の 承認 を受 くるよりも カ强く 感じた に 相違ない" 1 

神の 人 は如此 くにして 相互 を援 くべき である。 世の 認めざる 者 を 認め、 其 事業に 參 加し 以て 神の 榮光 

の 宣揚 を 計るべき である。 然れ ども 事實は 如何。 「君 不， 見 管 鲍貧時 交、 此道 今人 11^ 如」 土」 と 杜子美 

の 詩に 云 ふが、 ィ H スとョ ハネ との 聖き交 も 亦 八 マの 基督 信者 は棄て X 泥の 如しで はない 乎。 

第二に、 ィ H スが ョハ ネの 施せる 罪の 赦 しの バプテ ス マ を 受け 給 ひしに は 他に 猶 理由が あった。 罪 

を 知ら ざり しィ H スに 悔改の パプ テス マを受 くるの 必要はなかった。 乍 然ら彼 は 「世の 罪 を 任 ふ 神の 

Jfny として^に 現 はれた 者であった。 故に 其 資格 を 以てして ョ ハネ のバプ テス マに 與り 給うた ので あ 

る。 「神 は 罪 を識ら ざる 者 を 我等の 代りに 罪人と なせり、 是れ 我等 をして 彼に 在って 祌の義 となる 事 

を 得しめ ん爲 なり」 と バウ 口が 曰 ひしが 如くに、 イエ スは此 場合に 於ても 亦 罪人に 代り 彼等 を 代表し 

て 罪の 赦 しの バプテ ス マ を 受け 給うた ので ある (コ リント 後書 五章廿 一節)。 死す るの 必要な き 者が 罪/. 

厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 △  厶<"<3 厶厶 △△ 厶厶厶 <!△△△<: ム厶厶 △ 厶厶厶 

に 代って 死にし やうに、 悔 ゆるの 必要な き 者が 玆に 悔改を 表し 給うた ので ある。 是れ 彼に 取り 至大の 

謙遞 であった。 然れ ども 謙遜 は 彼の 全生涯の 特徵 であって、 此 場合に のみ 限った ことで はない。 イエ 

スの パプ テス マ は 彼の 十字架 上の 死の 前兆であった。 彼は聖 善の 神の 子なる に自 から 選んで 罪人と 運 

命 を 共に し 給うた。 ィ H スの パプ テス マの 意義と 其 美し さと は玆に 在る ので ある。 

此 意義 ある パプ テス マ、 之 を 受けて 「水より 上れる 時 天 裂け、 御 靈鸽の 如く 己に 降る を 見 給 ふ。 且 

天より 聲出づ 曰く 汝は 1 子な り 我れ 汝を悅 ぶ」 と。 是 は事實 文字通り にあった 事で ある 乎、 或は 靈的 

實驗を 物的 事實 として 書記した る 者で ある 乎、 之 を 確定す る 事 は 出来ない。 然れ ども 其確實 なる 事實 

でありし 事 は 確で ある。 玆に 勇敢なる 信仰的 行爲が 遂げられ たので ある。 そして 之に 對 して 父なる 神 

00 イエスの パブ テス マ  B1 九 
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の 嘉^が あつたの である。 父 は 子の 行を嘉 し、 聖霊に 由て 二者の 關 係が 一層 密接に せられた ので ある。 

「天 裂け」 と 云 ふ。 今まで 閉 されし 天が 神の 子の 贖罪 的 行爲に 由て 4. ふに 開かれ、 拾 かも 天 慕の 覆 ひに 

裂 目 を 生じ、 日光が 之 を 通う して 慕內を 照せ しが 如くであった U 殊に 美 はしき は聖靈 鶴の 如くに 降れ 

；^, L 一? f おきで ある。 靜 かに、 濕 やかに へ ル モ ン 山の 露が M ルサ、 ムに 降る が 如くに、 此時聖 靈がィ H 

スの 上に 降った ので ある。 聖靈の 降臨と 云へば ベ ンテコ ステの 日に 於け るが 如くに、 「天より 迅 風の 

如き 響 ある の 如き もの 現 はれ 分れて 各人の 上に 止まる」 と 思 はる、 のが 常で ある (行 傳ニ章 二、 一一 一節 )o 

然るに ィ H スの此 場合に 於て は 之と 全く 異なり r 聖靈鵠 の 如く 己に 降る を 見 給 ふ」 と ある。 そして 閱 

き 給 ひし 語 はべ テロに 由て 引用され し 「我れ 上なる 天に 奇跡 を 現 はし、 下なる 地に 休徴を 示さん。 卽 

ち 血 あり 火 あり 烟 あるべし」 との 預言者 ョ H ルの言 にあら すして、 r 汝は 我が 愛子、 我れ 汝を悅 ぶ」 

との 父の 聲 であった。 聖靈の 降臨の 必 しも ペンテ コステ の 日の それに 傚 ふ 者に あらざる 事 は、 イエス 

の此 場合に 見て 明白で ある。 

そして 如何にし て 我等 も 亦此靜 かな る 聖靈 の 降臨に 與る 事が 出來 る 乎 と 云 ふ に其途 は 明瞭 である。 

OO0000O0O0  000000  0,  O00O0  0  000000 

卽ち イエスの 跡に 從ひ、 彼が 行 ひ 給 ひしゃう に 行 ふ 事に 由て W 、ある。 卽ち 己が 地位と 名 譽とを 賭して 

友人の 高貴なる 事業に 參與 し、 叉 他人の 罪 を 己が 身に 撸 ひて 彼に 代りて 苦しむ 事に 由て、 我等 も 亦 父 

なる 祌 8 嘉^に 與り、 r 汝は 我が 愛子な り」 との 彼の 賞辭に 接する 事が 出來 るので ある。 聖靈 は祌が 

人の 祈 求に 應 へて 與へ給 ふ 最大の 賜物で ある。 そして 祈 禱に言 葉 を 以てする と 行爲を 以てする との 一 一 

が ある。 そして 若し 一一 一一 n 葉 を 以てする 祈 禱に應 ふるに ベ ンテコ ステの 日に 於け るが 如き 迅風列 ^ 火の 如き 

変靈の 降臨が あるならば、 高貴なる 行爲を 以てする 祈 禱に應 ふるに ョ ル ダン 河の， 畔に 於け るが 如き^ 


の 如き 聖靈の 降臨が あるので は あるまい 乎。 私 は 在る と 信す る。 私の 短き 仰 的 生涯に 於ても 斯 かる 

降臨が 幾度と なく 私相應 にあった と 信す る。 恥を忍んで 者の 爲に盡 す 時に、 神の愛に 勵 されて 少許 

りの 隱れ たる 善 を爲す 時に、 殊に 自分 は 刖に罪 を 犯したり と 思ふ覺 えなき 時に、 或は 他人の 爲に 或は 

同胞の 爲に、 或は 祖先 遺 傳の爲 に、 彼等に 代りて 苦しみ を受 くる 時に、 而 して 苦しみて 眩 かす、 我 を 

鞭ち 給 ふ 父の 聖名 を頌讚 ふる 時に、 靜か なる^の 如き 聖靈 の 降臨 を實驗 した 事が あると 信す る。 

是に 由て 觀^ ば、 人 はバプ テス マの 式に 依て 救 はる」 ので はない。 之 を 受けし 精神に 依て 救 はる、 

ので ある。 バプ テス マの 式 はどうで も 可い。 キリストの 精神 を 以て 人生に 對 する、 それが 木當の パプ 

テス マで ある。 


第四囘 野の 試 誘 (上) 

馬可傳 一 章 十二、 十三 節。 馬 太 傳四章  一 I 十 一 節" 路加 傳四章  一 I 十三 節。 

他の 福音書に 較べて 馬 可 傅の 特徵は 第一 に 順序 的なる 事、 第二に 簡潔に して 寫實 的なる 事で ある。 

其 事 は 最も 明白に 野の 試 誘の 記事に 於て 現 はる。 イエ ス はバブ テス マをョ ハネ より 受けて 新たに 聖靈 

と 能力 を 授かり 給うた。 そして 其 後 直に 彼に 臨みし 者が 野の 試 誘であった。 「斯くて 御靈 直に ィ H ス 

を 荒野に 逐 ひやる」 と あるが 如し。 能力が 加 はりて 後に 試 誘、 其れが ィ H ス の 場合に 於て 順序で あつ 
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た。 すべての 人の 場合に 於て さう である。 此 順序 其 物が 火なる 眞理を 我等に 傳 へる。 

馬 可傳の 記事 は 簡潔で ある。 故に 之 を 補 ふに 他の 福音書 の 記事 を 以てする の 必要が ある。 そ して 馬 

太 傅の 記事 は 路加 傅の 記事と 其 要點に 於て 一致す る。 只 試 誘の 順序に 於て、 馬 太 傅が 第二と して 錄す 

^を 路加 傳は 第三と して 揚げる。 そして 此 順序の 變 化に 由て 誘の 意義に 多少の 變化を 生す る 事に 就 

て は、 後に 至て 述べようと 思 ふ。 私 は 玆に三 福音書の 記事 を棕 合して、 ィ H スの御 生涯に 於て 最も 重 

大 なる 此 出来事に 就て 成るべく 丈け 精細に 考 へ て 見ようと 思 ふ。 

ドスト H フス キ ー が 會て言 うた 事が ある、 若し 試に ィ H スの言 行に 關 はる 記事が 盡く 消滅 せらる- - 

とも、 若し 荒野の 試 誘の 記事が 殘 るなら ば、 基督 敎は 世に^る であらう と。 ^ち 野の 試 誘 f 化れ 基督 敎 

であると 見ても 差 支ない との ia^ である。 又 詩ん ミルトンが 『樂 園の 11： 復』 を 歌 ふに 方て 彼 は 野の 試 誘 

以外に 涉 るの 必要 を 感じなかった。 彼に 取りても 亦 野の 試 誘 は 基督 敎の すべて^あった。 ィ H スは之 

を 以て^に 勝ち 惡魔を 減し 給うた と 信じた ので ある。 序に 曰 ふが 私の 知る 範圍に 於て ミルトンの 『樂 

園の 囘復』 は 野の 試 誘に 關 する 最大 最良の 註解で ある。 其 文の 莊高 優美なる は 首 ふに 及ばす、 其； 仰 

は 英國淸 教徒の 信仰の 最高潮に 達した 者であって、 多分 此 場合に 於け るィ H ス の 心理 狀態を 最も 正確 

に 窺うた ものであると 田 心 ふ。 

先づ馬 可傳の 記事に 就て 述べん に、 「直に」 と は 前に 首うた 通りで ある。 「御 靈ィ H スを遂 ひやる」 

と は 種々 に 解す る 事が 出来る。 ィ H スは 自身 好んで 荒野に 入り 給うた のでない。 聖 父の 靈に强 ひられ 

て 他動 的に 往き 給うた ので ある。 外部の 壓迫を 云うた ので ある 乎、 义は內 心の 刺戟 を 指した ので ある 

乎、 勿論 知る 事 は出來 ない。 彼が 此時大 問題に 遭遇して 其の 解決 を 得ん が 爲に人 を 避けて 聖 父との み 


共に 在らん 事 を 求め 給 ふた 事 は 確で ある。 或 人が 言うた 事が ある、 「イスラエル の歷史 は 荒野 を 離れ 

て考 ふべ からす」 と。 荒野 は實に イス ラ H ル の 偉人の 養成 所であった。 モ ー セも H リャ もァ モ スもバ 

プ テス マの ョ ハネも 其 他す ベて 親しく 神と 交 はりし 者、 深く 人生に 就て 考 へし 者 は 荒野に 之 を 探ぐ る 

が恆 であった。 誠に 荒野 は生產 的に は 無用の 地で あるが、 信仰的に は 最も 有用の 域で ある。 H ルサレ 

ム より 東南 數十 哩に涉 り、 急傾斜 をな して 死海に 下る 所、 是れ， 謂 「ュダ の 荒野」 であって、 神が 己 

を 探ぐ る 者の 爲に備 へ 給 ひし 天然の 修道院であった。 貴き は磽确 不毛 無人の 地なる 荒野で ある。 

r 聚靈ィ H スを 荒野に 逐 ひやる」 と 云 ふ。 神の 靈亦 度々 ィ H スの 弟子 を 荒野に 逐 ひやり 給 ふ。 或は 

大責任 を 彼に 擔 はせ、 或は 大 思想 を 彼に 與へ、 或は 大 疑問 を 彼の 衷に 起して、 彼 をして 止む を 得す 寂 

寞の內 に 光明 を 探らし め 給 ふ。 荒野 は 時には 深山で ある、 沙漠で ある。 或は 人の 作りし 修道院で ある „ 

而 して 亦 山に 退かす とも、 叉 は 寺に 隱れ すと も、 心の：^ に 荒野 を 作られて、 身 は 都 會雜沓 の 地に 在る 

と雖 も、 靈は 荒野に 彷徨て 惡 魔に 試みら る&の である。 基督 信者 は 誰でも 一度 は必. f. 荒野に 逐 ひやら 

れ るので ある。 

其 時 彼 は 何となく 不安に 感 する。 人生が 懑ら なくなる。 恐れる。 戰慄 く。 眞 暗になる。 其 時 種々 の 

囁 が 心の 耳に 聞え る。 寳に 彼に 取り 人生の 危機で ある。 私 は 偉人の 傳 記を讀 み、 事の 兹に 至る 時、— 

彼の 將來に 就て 大 なる 疑懼 を懷 かざる を 得ない。 荒野の 試 誘— 彼に も 有った とカァ ライル は 彼の 『衣 

服 哲學』 に 於て 曰うて 居る。 ヮル ヅヮス にも 有った 事 は 彼の 名作 『序 首』 に 明かで ある。 「貴女 は 私 

はん マ 何處に 居る 乎 を 知る。 私 は 个メ セクに 宿る。 メセク は 長引く を 意味す ると 云 ふ。 私 は叉ケ ダルに 

居る。 ケ ダル は 暗黑の 意で あると 云 ふ」 と 彼の 從 妹に 書 贈りし ク ti ムゥ H ルは たしかに 此時 荒野に 居 
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つたので ある" 我等 はすべ て备自 一度 は 荒野に 逐ひ やられる ので あると 知って、 孤獨寂 寞を感 すると 

雖も 決して 失望して はたらない。  * 

「お 野に て 1： 十日の S1 サタンに 試みられ、 獸 と共に 居た まふ」 と ある。 モ ー セが エホバと 共に i: 十 

= 叫 十 夜、 ン ナイの 山の 巔に 於て 在りし が 如くに、 ィ H ス も亦此 所に 1： 十日 悪魔に 試みられて 荒野に 居 

つたので ある。 然し 「サタンに 試みられ」 と は 何の 事で ある 乎。 罪 あれば こそ 惡 魔に 試みられ るので 

ある。 ィ H スが 試みられ たりと ある は 彼 も 亦 罪 《< ^であった 證據 ではない 乎と 云 ふ 者が ある。 之に 對し 

私 は 後に 答 ふる 所 あらんと 欲する。 .6 は 唯 希 伯 來書第 四 章 十五 節 を 引 W する を 以て 足れり とする。 

IT く 「我等の 荏 弱 を 思 ひやる こと 能 はざる 祭司の 長 は 我等に 有らす、 彼 はすべ ての I に 於て 我等の 如 

く 誘 はれ たれ ども 罪 を 犯さ^り き。 是 故に 我等 憐愍 を 受け 機に 合 ふ 助けと なる 恩惠を 受けん 爲に 揮ら 

すして 恩寵の 唯に 來 るべ し」 と。 自身 罪な きに 罪の 赦 しの バプ テス マ を 受けし ィヱ スは、 罪人に 同情 

を 寄せん 爲に サタンに 試みられ 給うた と 云 ふので ある。 彼は自 から 試みられて、 試みら る、 事の M た 

る 乎 を 知り 給 ひ 又 試みに 勝つ の途を 示し 給うた。 彼 は 如何に 試みられて 如何に 勝ち 給 ひし 乎 は 他の； 幅 

昔 書の 示す 所で ある。 私 は 順に 從 ひて 其 事を說 明しょう と 思 ふ。 

「獸 と共に 居 給 ふ」 と は 何で ある 乎。 荒野に 棲息せ し野獸 と共に 居 給へ りと 云 ふ 事で ある 乎。 ii^ し 

さう であると すれば、 獅子が ダ  一一 H ルを 傷け ざり しゃう に、 ュダの 荒野 特產の 獅子 や 熊 ゃ蝎ゃ 峻が柔 

和なる ィ H スに 何等の 害 を 加へ なかった と 云 ふ 事で あらう。 或は 「獸」 と は サタンの 種々 の 現 化で 

はなかった らう 乎。 享は 宗教心 理學の 領分に 靄す る ことであって、 單に之 を 物理的に のみ 說 明すべき 

でない。 そして 荒野が 荒野に 非ざる 場合に 於て、 獸 も亦獸 でない ので ある。 コ" ムゥ H ルの 如くに 長 


引く メセク の 地に 暗 黑のケ ダルの 幕屋の 內に 宿る 時に、 我等 は獸の 如き 人 又は m より 惡 しき 人 等と 偕 

に 居るべく 餘儀 なくせら る、 ので ある。 試 誘の 辛 さは 荒野に 在り、 又 荒野の 獸に 在る ので ある。 彼等 

は 我等 を 嘲け り、 罵り、 偽 はりて 様々 の惡 しき 事 を 云 ふ。 然れ ども 天の 父の 許な くして 寸毫 たりと も 

我等 を 傷く る 事が 出来な い 。 

荒野に 在りて サタンに 試みられ 獸と 偕に 居る と 云 ふ。 すべてが 暗黑 である。 すべてが 傻恰 である。 

然れ ども 「御 使た ち 之れ に 事へ ぬ」 と ある。 玆に 光明が ある。 歡 喜が ある。 天使 は 美 はしき 形 を 以て 

イエ スの 目に 見えた であらう 乎。 或は 靜 かなる 細き 聲 として 彼に 懾 くに 止まった であらう 乎。 是れ亦 

私の 知る 所でない。 然し 乍ら 形の 問題で ない、 事實の 問題で ある。 祌は御 自分 を 愛する 者 を 御 使た ち 

を 遣して 守り 給 ふと 云 ふので ある。 そして 其 事はィ H ス の此 場合に 於て 真實 であった。 多くの 聖徒の 

場合に 於て 真實 である。 基督 者に は 人の 知らない 味方が ある。 サタンが 其 全軍 を 率 ゐて彼 を 攻め、 社 

會 にも 敎會 にも 亦 彼の 同志と 稱 する 者の 內 にも 一 人の 同情者な き 時に も、 御 使た ち は 彼 を 護り、 神 命 

一た び 降れば 助けて 彼 をして 安全なら しむ。 馬 可 傅の 記事に ィ H スが 如何にして サタン を擎 退し 給 ひ 

し 乎 其 事 は 書いて ない。 然し 乍ら 天使が 彼に 事へ たと あって、 我等 は サタンの 試 誘 は 全然 失敗に 終つ 

た 事 を 知る ので ある。 記事 は 甚だ 簡短 である。 然れ ども 大家の 筆に 成りし 綺の 如くに、 一 點 一 叢 悉く 

要點を 描いて 眞 相の 目前に 躍如たる を 見る。 

「天使た ち 彼に 事 ふ」 と ある。 天使 は 時には 嬰兒 である。 其 微笑に 天父の 愛が 讀 まれて 憂愁の 惡魔 

の 散す る を 見る。 或は 預言者 H リャを 助けし が 如き 貧しき 寡婦で ある。 彼女の 信仰に 懷 疑の 雲 は晴 る- 

夭 使 はぎ 處 にも 居る。 
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第五 囘 野の 試 誘 (中) 

馬 太 傳四章 一— 十一 節。 

ィ H スの 野の 試み を硏究 する に 方て 一 ニニの 先決問題が ある。 其 一 は 人 は して K 十日 間斷 食し 得る 

乎で ある。 其 一 一は サタンなる 者 は 某して 實在 する 乎で ある。 第三 は 奇跡 は して 行 はれし 乎で ある。 

然し 今は是 等の 問題 を 研究す る 場合で ない。 我等 は 聖書の 記事 其 儘 を事實 として 受けて、 目前の 研究 

に取掛 るべき である。 

試み は 凡ての 人に 臨む が、 人に 臨む 試み は 其 人に 由て 違 ふ。 青年に は靑 年の、 大人に は 大人の、 老 

人に は 老人の、 5„ ^に は 男の、 女に は 女の 試みが 臨む。 そして イエ ス にはィ H ス相應 の 試みが 臨んだ の 

である。 所謂 「野の 試み」 はィ H ス の 試みと して 臨んだ のであって、 我等 は先づ 之をィ H ス 特有の 試 

みとして 研究すべき である。 而 して 後に 其內に 試みの 通有性 を發 見して、 之 を 我等 各自に 臨む 試みに 

適用して 機に 合ふ敎 訓に與 るべき である。 

イエス はョ ハネ のバプ テス マ を 受けて 水より 上りし 時に r 此は 我が 心に 適 ふ 我が 愛子な り」 との 大 

よりの 聲に 接した。 今日の 一一 m を 以て 云 ふなら ば、 彼 は此時 確かに 神の 子た る 事 を自覺 したので ある。 

然るに. 惡魔は 此聲を 打消さん としたの である。 是が 試みの 要點 である。 ィ H スは 天よりの 聲を 信す る 


や 否や、 其 事 を 試みら れんが 爲に、 彼 は 荒野に 逐ひ やられた ので ある。 故に 惡魔 は先づ 第一 に 曰うた 

ので ある、 r 汝 若し 神の 子なら ば 此石を パンと 爲ょ」 と。 「汝 若し 神の 子なら ば …… 」 「若し」 は 疑 

ひの 言で ある。 ィ H スは 確かに 「汝は 我が 愛子な り」 との 神の 一一 目に 接した。 然るに 惡魔は 彼に 疑を懷 

かし めんと 欲して r 汝 若し 神の 子なら ば」 との 語 を 以て 言 ひ 掛けた。 而 かも 要點は 食物 問題に ある 乎 

の 如くに 見せかけて、 ィ H スの 注意 を惹 かんとした。 其 巧み ゃ實に 驚くべき である。 「汝 若し 神の 子 

ならば 此 石をパ ンに爲 よ」 と。 娥を充 たす は惡 事に 非す、 イエ スに今 や 石をパ ンに爲 すの 能力が 在つ 

た。 彼 は 今 何故に 此 能力 を 用 ひて、 パ ンを 作り 彼の 貴重なる 生命 を 保存せ ざる。 然れ ども ィ H スは直 

に惡魔 の 暗 示 の 眞意を 看破 し 給うた。 是は 彼の 生命 を 助けん と の 助 一一 一一 n ではな い 。 之 を 毀たん 審は 彼れ 

厶 △△<"<!△ 厶厶厶  <-<1 厶 <!△ 厶厶 △ 厶厶  厶 △△<! 厶  <1<3厶<1 厶 

惡 魔の 最大の 希望で ある。 惡 魔の 目的 はィ H スが 神の 命 を 待た すして、 悪魔の 一 百に 耳 を 傾けて、 彼 を 

A 厶  <-<"<-< "厶 厶厶厶 厶厶厶  <1<1 厶  <;<1.1 厶厶厶 <：< ！厶 厶.； ！△<: 厶 ムム厶厶 厶厶 

して 玆に 正當の 理由 ある 奇接を 行 はしめ 神と ィ H スとを 離間 せんとす るに 在った。 故に ィ H スは 之に 

答へ て 曰 ひ 給うた、 「人 は パンの み を 以て 生く るに 非す、 神の 口より 屮： る 凡ての 首に 由る」 と。 (「惟 

神の 口より」 と舊譯 にある 「惟」 の 字 を 除くべし ：}。 ィ H スは玆 に舊約 聖書 申命記 八 章 三 節の 言 を 引 

いて 答へ 給うた ので ある。 其の 意味 は 普通に 解 せらる k が 如く 「人 は 肉體を 養ふパ ン のみ を 以て 生く 

るに 非す、 靈魂を 養 ふ 神の 1  一一 一 n を 以て 生く」 と 云 ふ 事で ない。 イエス の此 一一： 5 の 意味 は、 「人 はパ ンを以 

て 生く るが パ ン丈 けで 生く るので はない、 神の 口より 出る 凡の 一一 目、 卽ち祌 の 命に 由て 與 へられた る。 ハ 

ンを 以て 生く るので ある」 と 云 ふので ある。 パン は パンで さへ あれば 其 出 所 を 問 はす、 其の 之 を 得る 

方法 を 問 はす、 パ ン は道德 問題 又は 信仰 問题を 離れて 考 ふべき であると 云 ふ は 間 普通の 考 へに 對 して、 

イエ スは此 言 を發し 給うた ので ある。 イエ スは此 時 飢えて 非常に パン を 要求し 給うた。 そして 彼に 亦 
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之 を 造る の 能力が あった。 然れ ども 祌の 口より 出る 言 を 聞かす して 此 能力 を 使用す る 事は屮 I 來 ない。 

神の 許し 給 はざる パ ンを食 ふ は 餓死す るに 若 かすと 彼 は 堅く 立って 動き 給はなかった。 要は 神に 封し 

たるの 關係を 維持す るに あった。 祌の 敵なる 悪魔の 曾と あれば 縱令 正當の 理由 ある 者と 雖も 斷然之 

を 斥く るに あった。 神との き 關係を 保つ 爲に惡 魔との 關 係を斷 つに あった。 r 汝は 我が 愛子な り」 

との 神の 首 を 信じて 動か ざらん が爲に イエ スは兹 に 娥死を 決心し 給 ふたので ある。 

惡魔は 第 一 の 試みに 於て 失敗した。 故に 第二の 試み を 試みた。 彼はィ ヱスを H ルサ レム に携へ 行き、 

聖 殿の 顶 上に 立た せて 曰うた、 「汝 若し 神の 子なら ば 己が 身 を 下に 投げよ 云々」 と。 其 目的 は 前囘と 

M じく、 天よりの 聲に對 し 疑を懊 かしめ、 父と 子と を 離間 せんとす るに 在った。 然し 目的 は 同じで あ 

つたが 方法 は異 つた。 前に はィ H ス をして 己の 能力 を 試さし めんと したが、 今 は 彼に 對 する 父の 愛 を 

試さし めんと した。 此 場合. に 於て 試み は 父の 愛の 試みであった。 そして 是れ亦 正當の 試みで あるまい 

乎。 ィ H スは 神の愛 子で あると 云 ふ。 然し 此事 を傳 へし 者は聲 たるに 過ぎない。 聲に 誤りな しとせ す、 

聲は其 事實を 試みる の 必要 あるに 非す やと 惡魔は 玆にィ H スに懾 いたので ある。 聖書 は錄 すに 非す や、 

汝 若し 高き 所より 落ちん 時、 神 は 天使 を 遣りて 汝の身 を 支へ、 汝 をして 石の 上に 落つ る も 無難なら し 

め 給 ふと。 聖書の 此首 を實験 的に 試みて 然る 後に 救世の 途に 就く、 是れ志 を 固め、 確信 を 以て 働く の 

途に 非す やと 云 ひて、 惡 魔はィ H スの 大業 を翼贊 する が 如くに 見せかけて、 彼に 冒險を 促した ので あ 

る 0 

然れ ども ィ H スの 之に 對 する 答 も 亦 明白であった。 惡魔は 詩篇 九十 一 篇十 一 節に 依りて ィ H スを誘 

ひしが、 イエ スは 申命記 六 章 十六 節 を 以て 之に 答へ 給-つた。 曰く 「主たる 汝の祌 を 試む ベから す」 と。 


其 意味 は 「神 は 其 雷に 由り て 信すべし、 之 を 試む るの 必要なし、 神の 富 を 聞けば 足る、 奇廣と i 徴を 

見る にあら ざれば 信ぜす と 云 ふ は、 是れ 不信な り、 罪な り」 と 云 ふので ある。 イエ スは旣 に 明かに 天 

よりの 聲を 聞き 給うた。 其事實 を 試す に 及ばす。 人間の 場合に 於て すら 其 富 を 信ぜす して 其證據 とし 

て 實物を 要求す る は無禮 である。 ？ 伏して 神に 對 して を や。 親しき 家庭の 關係 はすべ て 信用に 由て 徘持 

せらる。 然るに 祌の 子が 父なる 祌の首 を 信す る 能 はすして、 其證 據を奇 跨に 求む るに 至る、 玆に 三位 

の 聖き關 係が 其 一 方に 於て 破れる のであって、 ィ H スに 取りて は此 上な き 重大 事件で ある。 ィヱス の 

聖眼 (炯眼と 云 はす) 能く 悪魔の 譎計を 見拔き 給うた。 故に 一富 以て 之 を 喝破し 給 ふた。 

悪魔 はィ H スを 試みて 二度 失敗した。 彼はィ H ス の 神に 對 する 子た るの 態度 を 少しも 動かす 事の 出 

來 ない 事に 氣附 いた。 兹に 於て か 全然 手段 方法 を變 へて ィ H スに 臨んだ。 惡 魔はィ H ス に 曰うた、 

r 汝の 神の 子た る 事、 イスラ H ルの王 キリストなる 事 を 我は認 む。 而 して 我 も 亦 世界 萬 民と 共に 汝の 

大業の 成らん 事 を 願 ふ。 然れ ども 事 は 難事で ある。 而 して 民 は 塗炭に 困んで 一 日 も 早く 救 はれん 事 を 

望んで 止ます。 善 は 急げ。 汝の 場合に 於て 成功 一 日の 遲滯は 萬 邦 百年の 災厄に 當る。 何ぞ 少しく 我 を 

利用して 汝の 成功 を 早めざる。 短時日の 間に 國を救 ひ 世 を 治む る は 政治に 由る に 若 かす。 汝の 天職と 

才能と を 以てして イスラ H ルを 率ゐて 世界 を 統御す る は 易々 たるべし。 見よ 全 I 界は汝 の 蹶 起 を 持つ 

に 非す や。 先づ 兵力、 外交、 內治を 以て 世界 を 統一 して 然る 後に 汝の 救世 的 事業 を 行 ふ" 是れ 最も 早 

く、 又 最も 容易く 世 を 救 ふの 道に 非す や。 た 少しく 我に 聽き、 我 を 重 じ、 我 を 用 ふれば 足る。 汝、 

我が 此提首 を 採用せ す や」 と。 

イエ スは惡 魔の 此瑜 きを 聞き て^に 之に 答 ふるの 必要はなかった。 惡魔は 玆に惡 魔た るの 正體^ 現 
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はした。 一 首 之 を叱咜 すれば 足る。 「サタンよ 退け 主たる 汝の神 を 拜し唯 之に のみ 事 ふべ しと 錄 され 

たるに 非す や」 と。 神の 國を 建設す るに 方て 惡 魔の 力 は寸毫 之を藉 るに 及ばす、 只 神の 力、 卽ち義 と 

愛と を 以ての み 行 ふべ し。 時 は 縦し 長く か、 ると も、. 道 は縱し 遠くして 難く とも、 神の 國は 神の 示し 

給 ふ 道に 由ての み 建つ る 事が 出來 る。 前に は ネブカ ドネ ザル、 ァレキ サン ドル、 シ ー ザ ー、 後に は、 ン 

ャ— レ マン、 ナボレ オン、 カイ ザルの 取りし 途、 是は サタンの 示す 道に して 誤りた る途 である。 イエ 

スは 神の 子に して、 寸毫惡 魔 の 途卽ち 此 世の 途に 由ら すして 神の 國の 建設 を 始め 給う た。 嗚呼 聖き偉 

大 なる ィ H スょ、 若し 汝の 弟子と 稱 する 者が 悉く 汝の 取り 給 ひし 道 を 取り 來 りしなら ば、 世 は 今頃 は 

旣に祌 の國と 成った であらう。 然るに 審實は 之と 正反對 である。 基督 敎會 と稱 する 者 は 此世卽 ちサク 

ンの道 を 取りて 世界 敎化を 計りつ、 ある。 憤慨 何ぞ 堪えん。 


第六囘 野の 試 誘 (下) 

路加 傳四章 II 十三 節。  ， 

所謂 「荒野の 試 誘」 は 神の チイ H ス キリス 卜に 臨みし 試 誘であった" 故に 之に 普通の 人に 臨む 試！ 

がなかった。 惡 魔はィ H スの 利欲に 訴 へて 彼 を 試みなかった。 斯く爲 す も 無益で あると 知った からで 

ある。 惡魔 は亦ィ H スの 情欲に 1^ へなかった。 是れ 特に 注意 を 要する 事で ある。 大抵の 人の 場合に 於 


て 「試 誘」 と 云へば 情欲の 試み を 云 ふ。 釋. i! 牟 尼の 場合に 於て すら 試み は 此形を 取った と 記されて 居 

る。 惡魔は 美人の 形 を 取って 聖者に 顯 はれた と は 凡て 名 I？ 聖人 傳の i す 所で ある。 然るに ィ H スの場 

合に 於て は此 試みがなかった。 彼 は 此試誘 を 以て 試みら る、 には餘 りに 聖 くあった。 ミルトンの 『樂 

園の 囘復』 に 魔界の 王、 サタンが ィ H ス試 惑の 方法に 就き、 魔 族の 意 la を 叩きし 時に、 色魔べ リアル 

は 助 首を提 して 曰うた 「彼の 眼に 婦人 を 示せよ。 彼の 行く 所に 婦人 を据 よ。 人の子の 內に 最も 美しき 

婦人 を 求めて 之 を 彼の 前に 置け よ」 と。 然るに サタン はィ H スの 場合に 於て 此の方 法の 全然 無 效に終 

るを說 いた。 ィ H スの 目的 は餘 りに 高く、 彼の 眼は餘 りに 聖 くして、 彼の 到底 情欲の 誘惑 を W て 近づ 

くべ からざる を陳 ベた。 そして サタン をして 此 陳述 を 爲 さしめ しミ ル ト ンは 能く 主ィ ェ ス の 心 を 知つ 

たので ある。 其點に 於て 佛人 ルナンが 其 小 說的ィ H ス傳に 於て、 ィ H ス をして ナザ レに续 せし 彼の 戀 

おも  ろ 

人 を 懐 はしめ し 一 段 は、 小 說とは 云へ、 良く 著者 自身の 心理 狀態を 暴露し、 信仰の 享に 於て 佛國 文豪 

の 到底 英國 詩人に 及ばざる を 示して 餘り あるので ある。 

イエ スに 低い 卑しい 情 は 無った。 然し 乍ら 彼に 高い 貴い 情 は 有った。 彼 は 婦人の 内に 愛人 を 持ち 給 

はなかった が、 彼に は 婦人 以上の 愛人が あった。 それ は 神の 民であった。 神に 選ばれし 人の子 等で あ 

つた。 彼 は 彼等 を 思 ふこと 熱く、 彼等に|1^^6れ、 彼等の 救 拯の爲 に 動かされた。 如何にして 彼等 を 救 

はん 乎。 其 手段 方法 如何。 此 問題 を 心に 藏 して 彼 は 荒野に 往 いたので ある。 そして 路加 傳のィ H ス の 

二、 ろ ふ 

野の 試 誘に 關 する 記事 は 此方 面より 見た る 記事で あると 思 ふ。 ィ H ス の 心 を 占領せ し 者 は 唯一 一つで あ 

つた。 其 第 一 は 神に 對 する 愛であった。 其 第一 一は 神の 民に 對 する 愛であった。 そして 野の 試み をィ ェ 

000OOOO0000000O0000000000  0  00O00000O0O0000OO 

スの 祌に對 する 愛の 試みと 見た 者が 馬 太傳の 見方で ある。 入、 殊に 神の 民に 對 する 愛の 試みと た 者 
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が 路加 傅の 見方で あると 思 ふ。 勿論 同一 の 試みが 同一 時に ィ H スの 愛の 兩 方面に 訴 へたので あるが、 

兩傳の 著者 は备 自己に 最も 强く訴 へた 方面 を記錄 したので あると 思 ふ。 

ィヱ スは娥 え 給うた。 そして 娥ぇ給 ひしと 同時に 感じ 給 ひし 事 は 飢娥の 苦痛と 食物の 要求と であつ 

た。 悪魔 は 其時ィ H ス 0 心 裏に 攝 いて 曰うた ので ある。 「汝 神の 子た るの 能力 を 以て 石 を 化して パ ン 

と 成し、 先づ汝 自身の 餓を 癒し、 然る 後に すべて 汝の民 を 養うて は 如何。 人生 最大の 問題 は 食物 問題 

である。 先 づ民を 養 はすして 何事 も 始まらす。 見よ 世に 飢餓に 苦しむ 民の 如何に 多き を。 娥 えたる 

に 良 政 を 施す 能 はす、 娥 えたる 民 は 福 昔 を 聞く 爲の • 斗 をお せす。 貪 物に 豐 富なら すして 順良 高 德の民 

あるな し。 故に 汝 若し 神の 子なら ば 兹に意 を 決して 食物の 供給者と なれよ。 是れ 最も 實際 的の 意味に 

於ての 世の 救 中： たる 事な りと。 そして 斯 かる 誘惑 は 愛情 鋭敏たり しィ H スを强 く 動かした に 相違ない" 

空の 鳥の 養 はる i を 見て 喜び 給 ひし 彼 は、 人の子の 食物 足らす して 苦しむ を 見て 如何 計り 苦み 給 ひし 

よ。 然れ ども 彼の 深き 愛 は淺き 愛に 勝った。 彼 は 聖書の 首 を 思 出し 給うた、 「人 はパ ン のみに て 生る 

者に 非す」 と。 パ ンは 確に 必要で ある。 然し 乍ら 人はパ ン丈 けにて 生る 者に 非す。 パ ン 以外に 猶ほ多 

くの 必要物が ある。 政治 も 必要で ある。 思想 も 必要で ある。 殊に 神 を 知る の 知識 は 最も 必要で ある。 

人 各自 其 天職 あり。 食 を 民に 給す るの 業 は 之 を 他人に 讓 らん。 我 は 神の 子と して、 天の 父 を 人に 示し- 

彼の 義と 愛と を， に傳 へて、 永遠に 生く るに 必要なる 生命の パ ン となりて 終らん と。 ィ H スは. 、略 如 

斯に曰 ひて 惡 魔の 此 誘惑 を擊 退し 給うた ので あらう 3 

玆に 於て 惡魔は 第二の 救世 手段 をィ ヱ ス に提赏 したので ある。 卽ち大 政治家と なりて 世 を 救へ と 云 

うたので ある。 政治 必 しも 惡 事に 非す。 世に 神 架なる 政治な きに 非す。 ダビデ 王 自身が 大 軍人で あつ 


て 同時に 大政 治 家であった。 イエ スは 何故に 「神が 我が 心に 適 ふ ダビ、、 テ」 と 稱び給 ひし 彼の 大 なる a 

先 ダビデに 傚 ひて 王たら ざる 乎。 世 を 救 ふの 捷徑は 王た るに 在り。 前に は 彼斯王 クロス、 バビロン を 

滅し、 世界に 王たり て 神の 民 を 救 ひ、 良き 平和 を 廣き國 土に 施した。 ィ H スは 何故に、 神が 預首者 を 

以て 「彼 は 我が 牧者す ベて 我が 好む 所 を 成らし むる 者な り」 と 曰 ひ 給 ひし クロス 王に 傚 ひ、 より 大な 

るク n ス となりて 萬民を 救 はざる (以赛 Jc- 書 四十 四 章 サ八節 )o 世の 所謂 政治家の 野心 を 離れて、 神の 政 

事 を 世に 施して 民 を 救 はんとの 心の、 時に ィ H ス に 起った こと は 疑 ひない 事で ある。 

然し 乍ら 政治 は 政治であって 此 世の 事で ある。 循 つて 文字通りに 惡魔 を伏拜 むに は 及ばす とする も、 

彼 を 利用す る は 免 かる 能 はざる 所で ある。 最も 神聖なる 政治家と 雖も此 意味に 於て 或 種の 罪 を 犯さす 

して 功 を 遂げ 名を擧 げたる 例 は 無い。 縱し叉 完全なる 政治 を 行 ひ 得る とする も、 政治 は 民 を 其 外部に 

於て 救 ふに 止まり、 其 內心を 潔む るに 至らない。 心に 奴隸の 民た る 者 は、 縦し 政治的に 自由た る も、 

尙ほ 依然として 故の 奴隸の 民で ある。 神の 子は惡 魔と 何等の 關 係な き途に 由り、 人の 衷 なる 靈 魂の 深 

き 所に 福祉と 自由と を與 へざる ベから す。 ィ H スは 人類の 靈 魂の 王た らんが 爲に、 兹に亦 世界の 王た 

れ との 惡 魔の 懾を 打消し 給うた ので ある。 

然 らば 靈 魂の 王た らんと 欲して 其途 如何 は 次に 起る 問題で ある。 そして 此途に 就て 叉惡 魔はィ H ス 

に 示す 所があった。 彼 を rn ルサ レムに 撒れ 往き聖 殿の，， 頂に 立せ て 曰 ひける は 云々」 と ある は惡 魔が 

ィヱ スに 示せし 傳道 法を錄 した 言で ある。 卽ち 民衆 注視の 間に、 殊に 祭司、 長老、 ； の舉者 等の 前に 

於て 奇踏を 行 ひ、 被 等 を 驚かし、 彼等の 心 志 を 奪 ひ、 彼等 をして 彼に 跪 伏せざる を 得ざる に 至らし め 

て 然る 後に 彼等に 道を說 く、 ルれ 彼等の 靈魂を 救 はんが 爲に 最も 有力に して 確實 なる 途 であると、 惡 
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魔 はィヱ スに敎 へたので ある。 然し 乍ら ィ H スは亦 此途を 斥け 給うた。 是れ祌 を 試む る途 であると 知 

り 給うた からで ある。 神 を 試む ると は 神 を I まし 奉る 事で ある" 巾 命 記 六 章 十六 節に r 汝 マッサに 於 

て 試みし 如く 汝の神 エホバ を 試む る 勿れ」 と ある 其 意味に 於て 神 を 試み 奉る 事で ある。 卽ち救 扬の奇 

踌を 神に 迫りて 彼の 御 心を惺 まし 奉る 勿れとの 訓誡で ある。 ィ H スは玆 に傳道 用と しての 奇 を斷然 

排斥し 給うた ので ある。 

^を 救 ふの 手段 方法と して 惡魔 はィ H スに 第一 に 慈善、 第二に 政治、 第三に 奇蹟 を勸 めた。 然し 乍 

ら 何れも 担 結せられ て此上 彼に 施すべき 手段が 無くなった。 玆に 於て r 惡魔是 等の 試 誘 をみ な 終りて 

暫く 彼 を 離れたり」 と ある。 然り 「永久」 にで はない、 「暫く」 である。 後に はまた ベ テ 口 を 以て、 

イス カリオ テの ュダを 以て、 最後に は 十字架の 死 を 以て 彼 を 試みた。 然し ィ H スは 最後まで 勝ち 給う 

OOOOOO00OO00O0OC  0  0  0  0O000OO  00O000OOOO00OO00 

た。 ィ H スは 弱き 人類 を 救. ふに 方て 其 弱 點に乘 じ 給はなかった。 却て 人の 强 所に 訴 へて 彼 をして 强か 

らしめ 給うた。 ィ H ス こそ は 本當の 世の 救 主で ある。 

慈善に 由ら す、 政略 を 用 ひす、 奇蹺を 以てせす して、 ィ H スは 何に 由て 世 を 救 はんとし 給 ひし 乎。 

単純なる 祌の言 を 以てして ある。 そして 之を證 明す るに 御 自分の 生命 を 以てして f ある。 誠に 「生 

八 叩に 入る の 門 は 狭く 其 道 は 細し」 である。 惡 魔の 勸を盡 く 拒絶して ィ H ス に 淺るは 唯 一 本の 道で あつ 

△ 厶厶  <1厶<1<1厶<1  △ 厶厶 <3 厶厶 △△ 厶厶  <1 厶厶 △< "厶厶 

た。 卽ち 十字架の 道であった。 神の 言と 之に 印す るに 己が 血 を 以てす、 之より 外に 彼の 取るべき 救世 

の 道はなかった。 偉大なる ィ H スょ。 


第七囘 傳 道の 開始 

馬可傳 一章 十四、 十五 節。 馬 太 章四傳 十二— 十七 節。 

路加 傳三 章廿三 節。 同 章 十六— 卅 一節。 

とら は ' ' -  ときみ て  ち？' づ 

ヨハネの 囚れ し後ィ エス、 ガリ ラャに 至り 祌の國 の 幅 昔を傳 へて. 曰 ひける は 「期 は滿り 神の 國は近 

けり、 汝等悔 改て 福音 を 信ぜよ」 と。 

イエ スは 神の 國の 何たる 乎、 之 を宣傳 ふる 方法 如何 を 野の 試 誘に 由て 確め 給うた。 神の 國とは 人が 

神に 對し 子た るの 關係を 維持す る 事で ある。 此 事を言 に 表 はした る 者が 福音で ある。 此事を 世に 傳ふ 

るが 傳道 である。 福音 は簡 短、 之 を宣傳 ふる 途も 亦簡 短、 大眞理 はすべ て簡 短で ある。 眞理 中の 最大 

眞理 たる ィ H スの 福音 は 最も 簡短 である。 唯 之 を 信じ、 之 を 行 ひ、 之 を 他に 傳 ふるに 强き 決心が-勢る 

のみで ある。 思想が 簡 短に 成る まで は 活動 は 始まらない。 其點に 於て 一一 ュ ー トン も アインスタイン も、 

ル ー テル も カント も 皆 同じで ある。 そして ィヱ スは 「神 は 我 父、 我 は 我が 生命 を 賭して 此關係 を 維持 

すべし」 との 簡短 極まる 思想に 達して 今や 起たざる を 得なかった ので ある。 

路加 傳の 記事に 從 へば 「時に ィ H ス年 凡そ 三十に して 福音 を 宣べ始 む」 と ある。 人の 三十 歳 は 彼の 

自覺の 時期で ある。 肉體 が其發 達を遂 ぐる も此 時、 意 氣が其 狂 盛 を 極む る も亦此 期で ある。 神の 子 も 
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人と して 生れ 給 ひて 人の 取る 常道に 傚 ひ 給うた。 世に は 三十 歳 以下に して 大事 を 成就た 人が 無いで は 

ない。 歷山王 は 二十 二 歳に して 歐亞 征服の 途に 就いた。 ウィリアム * ビット は 二十 s: 歳に して 英帝國 

の總理 大臣と 成った。 然れ ども 是れ呰 例外で ある。 神の 子 は 齢 三十に 達する まで は 世に 現 はれ 給 はな 

かった。 今 は 時な りと 自 からお めて、 身心 共に 熟せざる に 社會敎 化の 途に 就く 者はィ K スに學ぶ4^〔な 

かるべ からす。 早く も 三十 歳、 EI 十 歳に 達する も遲 からす。 神の 命 を 待って 起つ。 準備 は 充分なる を 

要す。 幅 昔の 眞髓を 解し、 惡魔 を先づ 己が 心の 衷に 征服し、 然る 後 救世の 途に 就く。 神の 子の 取り 給 

ひし 途は 我等の 取るべき 途 であらねば ならぬ。 米國 人の 勸 言に 從ひ 「王の 事 は 急なる を 要す」 との サ 

ム H ル 前書 二十 一章 八 節に 於け る 人なる 王に 就て 曰へ る 一 百 を 引いて、 之 を 神なる 王に 應 用して、 彼が 

招き 給 はざる に 彼の 御 事業に 就きて はならない。 

r ョ ハ ネの 囚れし 後」 ィ H スは ガリ ラャに 於て 傳道を 始め 給へ りと 云 ふ。 此はィ エスが ョハ ネの例 

を 恐れ、 ユダヤ を 避けて ガリ ラャに 退いた ので あると 解す る 註解 者が ある。 然し 私 はさう 思 はない。 

OO0O00000O0OOOO00000000 

ィ H ス の ガリ ラャ傳 道 は 彼の 主義に 依った ので ある。 ョ ハ ネの 投獄 はィ ェ ス の 傅 道 開始 を 促した ので 

あって、 其方 針 を 變へ丄 めた のでない。 ョ ハネは ガリ ラャの 分封の 君へ 口 デの囚 ふる 所と なりて、 彼 

がィ H スの 紹介者、 其先驅 者た るの 天職 を 終へ たので ある。 而 して 福 昔 宣傳は 中絶 を 許さす、 先陣 斃 

れて 後陣 之に 代った ので ある。 ョ ハネ囚 はれて ィ H ス 起ち 給 ふ。 福音 宣傳は f 奥 者の 從 事すべき 事業で 

ある。 徒らに 時勢に 省み、 危險は 成るべく 之れ を 避け、 水の 低き に 就く が 如くに 成るべく 抵抗 gi き途 

を 取る。 是れ 近代 傳道師 の爲す 所たり と雖 も、 主ィ H スの爲 し 給 ひし 所でない。 英國 人の 阿弗利加 偉 

道に、 一人の ハン-一 ング トン 斃れ て數 人の 彼に 代る 者 ありし が 如きが 本営の 基-せ 敎傳 道で ある。 「ョ 


ハ ネの囚 はれし 後ィ H ス、 ガリ ラャに 到り 神の 面の 福音 を宣傳 ふ」 と ある。 我が II?- れし後 我に 代りて 

起つ 者 は 誰ぞ。 

0O0OO00OOOOOO0O000O  O000O0O0OOOO00OO  ちか-, 

イエス は 俾道を ガリ ラャに 於て 始め 給うた。 H ルサ レムに 於て 始め 給はなかった。 彼の 能力 を 以て 

して 直に 效 最も 多き 中央 傳道を 開始し 得 ざり し 理由 はない。 然れ ども 是れ 彼の 選び 給 ひし 途で なか 

つた。 彼 は 田 舍傳道 を 以て 始め 給うた。 ガリ ラャに 始め 給うた。 而 かも 其 首府た るチ ベリオに 於て に 

あらす、 小都會 たる 力べ ナウ ムに 於て 始め 給うた。 そして 是が 本當の 順序で ある。 護に 曰く 「神 は 田 

舍を 造り、 惡魔は 都會を 作る」 と。 我等 田舍傳 道の 經驗を 有ち し 者 はすべ て 知る、 最も 確實 なる 信仰 

は 田舍に 起て 都會に 起らざる 事 を。 ィ H スの 世界 敎 化が 「ガリ ラャ より 何の 善き もの 出ん や」 と 云 は 

れし其 ガリ ラャ より 始まりし を 知て、 我等 も 亦 中央 傳 道と 稱 して 多く を 之より 望み、 過大の 重き を 之 

に 置いて はならない。 

そして ィ H スの俾 道 は 福音 卽ち 神の 御言の 宣傳を 以て 始 つた。 奇瞋を 以て 始ら なかった。 福 昔の 耍 

部 は 御言で ある。 奇積 は其附 添た るに 過ぎない。 ィ H スは 其傳 道に 於て 決して 奇蹟 を 重要視し 給 はな 

かった。 彼は惡 魔の 誘 ひに 從ひ、 先 づ奇廣 を 行 ひて 人の 注意 を惹 き、 後に彼等に道を；^^き給はなかっ 

た。 「時 は滿 てり、 祌の國 は 近づけり、 汝等悔 改めて 福音 を 信ぜよ」 と。 是がィ H ス の傳 道の 眞髓で 

ある。 r 悔 改めて 福音 を 信ぜよ」。 神に 對 して 反逆の 罪 を 繼け來 りし 態度 を 改めて、 天の 父 は 汝の歸 

り來 る を 待ち受け 給 ふとの 言 を 信ぜ よと。 是が 福音 の 3 具髓 である。 

「時 は滿 てり」。 人類が 世に 現 はれて より 長い 時が あった。 人類 學者は 云 ふ、 多分 八/より 二十 萬 年 

前であった らうと。 舊 石器時代に 旣に祌 を 探る の 兆候が 現 はれた。 エジプト、 ギリシャ、 パピ 口 ンと 
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長い 時代が 績 いた。 そして イスラ H ルの 間に 在りて、 神 は 昔 多くの 區別 をな し 多くの 方法 を もて 預首 

ナる IG ひ  よ 

者た ちに より 先祖た ちに 吿げ給 ひしが、 終に この 末日に 於て 其 子に 託り て 語り 給うた (へ ブライ 書 一章 

1、 二 節 ：}o ん類發 達の 極 はんが 神に 對し 子た る を自覺 する 事で ある。 そして 此自覺 が 最も IjIi ィ H ス 

に 於て 現 はれた。 詩人 ゲ ー テが曰 ひし 通りに、 人類の 發達は 如何なる 程度に 達する も、 其 道德的 秀 

の點に 於て ィ H ス 以上に 達する 事 は 出来ない。 ィ H スが其 福音 を窟 して ガリラヤ湖 畔に傳 道 を 開始し 

給 ひし 時に、 人類の 到達すべき 最 高嶺が 見えて、 神の 國は 地上に 臨んだ ので ある。 $ は 後に 到りて 明 

かで ある。 

「神の 國は 近け り」。 神 を 父と して 有つ 心、 其れが 神の 國 である。 イエ スに此 心が 有った。 悪魔 は 

イエ スの此 心 を 動かさん と 欲して 反て 彼の 確信 を强 めた。 死す とも 父の 入 叩に 順 ふべ し、 父の 1 一 H を 試み 

ん とて 奇籩を 要求せ ざるべ じ、 惡 魔の 途は 一切 取らざる べしとの 決心 ありて、 神の 國は 旣にィ H スの 

心に 臨んだ ので ある。 故に ィ H スに 在りて は 神の 圃 は 近づいた ので はない、 旣に 臨んだ ので ある。 彼 

は 己が 衷に祌 の國を して 世に 臨み 袷うた ので ある。 

神の 圃はィ H ス に 於て 在った。 そして ィ H スを 以て 状に 近づきつ i あった。 後に 彼が 「神の 圃は顯 

はれて 來る 者に 非す、 此 所に 見よ 彼 所に 見よ とい ふべき 者に 非す、 神の 國は汝 等の 内に 在り」 と 云 ひ 

給 ひし は 此事を 意うた ので ある r 路加 傳 十七 卓廿 * 廿 一節 jo 「汝 等の 內」 と は 「心の 內」 と 云ふ享 では 

たい。 r 汝 等の 間」 と 云 ふ 事で ある。 神の 國はィ H スを 以て パリ サイの 人 等の 間に 在った ので ある。 

彼等 は悔 改めて 卽ち 心を變 へて、 彼の 首 を 信 すれば、 それで 神の 國は 彼等に も 亦 臨んだ ので ある。 

そして 今日の 我等に 取っても 祌の國 は 近く あるので ある。 今や 神の 國は 肉^と なりて 顯は. e し 神の 


子 を 以て 我等の 間に 在らす して、 神の 1 一目なる 聖書と して 我等の. 手の 內に 在る。 其內に 神の 國は 明かに 

示して 在る。 取て 以て 我 有と なす 事が 出来る。 ィヱ スの 野の 試 誘 は 明かに 神の 國の 何たる 乎 を 我等に 

示した。 然し 其れ丈け では 足りない。 試み は惡 魔に 對 する 試みであって、 主として 祌の阈 の 肖. 極 的ぶ 

面 を 示した。 今より 後 我等 は 其 積極的 方面 を 窺 ふで あらう。 然し 何れの 方：. g より 見る も 神の 國はィ H 

•Itr  ：  »)  O0O00OO0000 

スを 離れて はない。 ィ H ス卽ち 神の 國 である。 

「悔 改」 は 新約聖書 中の 深い 辭 である。 單に罪 を 悔いて 之を改 むる 事で ない。 原語の 5_neta:n ィ era は 

心意 一 變の 意味で ある。 人生 觀の 一 變と 解して 間違が なから う。 ィ H ス の 御 父なる の 神 を識ら すし 

て 人生 觀 全部が 誤って 居る ので ある。 故に 心を變 へて 福 昔 を 信ぜよ と 云 ふ は、 福音 を J1  一一 n じて、. 3 を變へ 

よと 云 ふと 同じで ある。 ィ H スは萬 物の 見方 をー變 せよ と敎へ 給うた。 彼 は 單に心 を 新たに せよ との 

み敎へ 給はなかった。 萬 物の 見方 卽ち 意を變 へよ と吿げ 給うた。 玆に 於て 所謂 「悔 改」 は單に 情の 事 

でな く 叉 知識の 事で ある 事が 判明る。 悔改は 萬 物 を 見る 心服の 一新で ある。 「福音 を 信ぜよ JO 祌の 

御 心 を 現 はした る 其 言 を 信ぜよ。 神が 萬 物を觀 たま ふ 其 見方 を 以て 觀ょ。 神と 心意 を 共に する 者と な 

れょ。 
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第八囘 弟子の 選擇 

馬可傳 一章 十六— 二十 節。 馬 太 傳四章 十八 I 廿ニ 節。 

參考 路加 傳五章 一— 十一 節。 約翰傳 一 章卅 五— 五 一 節。 

祌の W は (f;-- 一" せられて 將 さに 建^せられん とす。 ィ H スは其 保有者で あり 又 其 建設者であった。 そ 

して 此 場合に 於て 画の 建^者が 其 王であった。 神の 國は 臣下の 援助に 依て に 非す 王 一 人 を 以て 始 つた 

者で ある。 神の 圃は 初めより 共和 國に 非す 王國 である。 共 建設 も 維持 も 完成 も 王 一 人の 能力に 因る。 

佛國の 大王 ルイ 第 十 四 世 は 「國 { 象卽ち 朕な り」 と 云うた が、 此言は 其嚴密 なる 意味に 於て 唯 神子ィ H 

ス ；ん のみに 當 嵌る 者で ある。 神の 國卽 ちィ H スで ある。 此 事が 解ら すして 墓 督敎は 解らない。 

王 は 其 臣下 を 選びて 之 を 召し 給うた。 そして 第 一 に 其 選 擇に與 つた 者が 一 ー對の 兄弟であった。 第 一 

對は シ モ ン (ぺ テ 口) と 其 兄弟 (多分 兄〕 ァ ン デレ、 第一 ー對は ヤコ ブと其 兄弟 (多分 弟 ：>  ョ ハ ネ であ 

つた。 ィ H スは唯 彼等に 命じて 曰 ひ 給うた 「我に 從へ」 と。 そして 其 聲に應 じて 「彼等 直に 之に 從へ 

り」 と ある。 玆に唯 命令に 尉す る服從 があった ので ある。 主權 者と 市民との 間に 協約が 成立した ので 

はない。 又は 弟子が 師の I： に 人り て 師弟の 關係を 給んだ ので はない。 王が其！^..>上植を以て臣を召して、 

臣は其 服役に 就いた ので ある。 如斯 くにして ィヱ スは國 の 王と して 無類の 王で ある。 人の 師 として 無 


類の 師 である。 イエス は單に 我等の 支配人で ない。 又 先生で ない。 神の 子に して 受膏者 キリスト であ 

る。 彼 を 人と して 見る 時 は 彼 は 最大の 摩： 制 家で ある。 神の 子と して 兑て のみ 彼の 至大の 權能を 承認す 

る 事が 出来る。 

そして 基督 者 は 凡て 此權能 を 以て キリストに 選ばれ 叉 召された る 者で ある。 r 汝等我 を 選ばす 我れ 

汝等を 選べり」 と 彼が 言 ひ 給 ひし 其 言 は 信者 何人に も 當嵌 る 者で ある (約 翰傳 十五 章 十六 節〕。 そして 神 

の 子に 選ばれ て 何. < も辭退 する 事 は 出来な い 。 恰 かも 天皇陛下の 召集 を 受け て 日 本臣 何人も 之 を 担 

む 事が 出来ない と 同然で ある。 そして ィ H スに 召さる、 は 最大の 名譽叉 幸！ t5 である。 彼に 召されて ガ 

リラ ャ 湖の 漁夫 は 人類の 敎師、 世界の 改造 者と なった。 然れ ども 世人 はさう 思 はない ので ある。 イエ 

スに 召さる k は 貧に 居り、 恥を忍び、 惡戰 苦闘の 間に 一 生 を 送る 事で あるとの み 彼等 は 思 ふ。 彼等 ィ 

H スの 臣下た るの 患 苦 をのみ 見て 其 榮光を 知らないの である。 ィ H スに 召されん 乎、 我等 も 亦 稼業 を 

菜て、 然り日 木 臣民が 陛下の 召集に 接して 家 を 棄て國 家の 難に 赴く が 如くに、 我等 も 亦す ベて を 菜て 

て イエス の聖 召に 應 すべきで ある。 

ィ ェ ス は 如何なる 階級より 其 弟子 を 選び 給 ひし 乎。 イスラエル の師は 所謂 有望の 學 生の 間より 其 弟 

子 を 選んだ。 ガ マリ H ルの 門下に クル ソの サゥ 口が 有りし 如きが 其 一例で ある。 日 木が贵 族國 である 

やうに、 イスラ H ルは 祭司 國 であった。 故に イスラ H ルの師 たる 者 は 其 弟子 を 祭司 階級 又は 之に 從屬 

する 者の 內 より 選ぶ を 常と した。 然れ ども ィ H スは 全く 其敎を 異にした。 故に 全く 異なりた る 階級よ 

り 其 弟子 を 選び 給うた。 彼 は 後に 敎 へて 曰 ひ 給うた 「新しき 葡萄酒 を舊き 革囊に 人る \ 者 あら じ、 若 

し然 せば 新しき 葡萄酒 は その 囊を 破裂き て 葡萄酒：^ れ 出で 革 囊も亦 壌るべし。 新しき 葡萄酒 は 新しき 
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革襄に 盛るべき 也」 と-馬 可 傳ニ章 サニ節 )o イエスの 敎卽ち 福音 は 新しき 葡萄酒で あれば、 之 は 舊き革 

囊 なる 祭司、 パリ サイの 人、 民の 畢者 等に 注入すべき 者に 非す。 若し 然 せば 福音 は その 澳を 破^き、 

福音 は 失 せ 之 を 授かりし 人々 も 亦 亡びる であらう。 福 昔 は 福音に 相當す る 器に 注 込ね ばな らぬ。 そし 

て 其 器 は 所謂 宗敎 家に 非す、 神舉者 聖書 學 者と 云 ふが 如き 類に 非す、 漁夫 を 以て 代表され たる 勞 働の 

子供で あると は、 最初の 弟子 選 擇に關 する 記事が 明に 示す 敎訓 である。 ィ H スは其 弟子 を 選ぶ に 方て 

之 を 博士、 舉士、 書 を 讀むを 以て 最高の 業な りと 思 ひし 人 等の 間に 探り 給 はすして、 之 を ガリラヤ湖 

畔に 漁業に 從事 せし 漁夫の 間に 求め 給うた と 云 ふので ある。 ィ H スが傳 へ 給 ひし 基督 敎の 何たる 乎、 

彼が 作り 給 ひし 基督 信者の 如何なる 者な りし 乎は此 一 事に 由て 見て 一 目 瞭然で ある。 

眞理は 眼 を 通して より は 手 を 通して 入り 易しと は フレ ー ベ ル 幼稚園 敎 育の 原理で ある。 そして 神の 

子供 は大 とたく 小と なくす ベ て 最も 善く 手 を 通して 敎 へらる。 讀書は 眞理を 知る 道と して 決して 最上 

の 者で ない。 眞理は 最も 善く 手 を 通う して、 手 を 以て 働いて、 手 を 以て 神の 天然に 觸れて 知る 事が 出 

來る。 是れ勞 働に 敎育上 最大の 價航 ある 理由で ある。 殊に 福音の 眞理に 於て 然り とする。 キリストの 

敎 丈け は、 書 を 讀んだ 丈け では 解らない。 神 學校は 決して 最上の 神擧 校で はない。 最上の 神 舉校は E 

圜 である。 漁場で ある。 神の 指導の 下に 働く 工場で ある。 神 は 働いて 知る 事が 出来る。 讀ん で、 考へ 

て、 議論して 解る 者で ない。 ィ H スは其 最初の 弟子 を勞働 者の 內 より 選び 給うた。 彼 はフレ —ベル 以 

上の 敎育 家で あり 給うた。 故に 彼の 福音 を 主として 勞働 者に 委ね 給うた。 キリストの 敎は 何の 方面 か 

ら 見ても 神學 者、 聖書 舉者、 言語 擧者 等の 解し 得る 敎 でない。 誠に 基督 敎を 最も 甚だしく 誤解し 又 曲 

解す る 者は是 等の 人々 である。 


イエ スの 最初の 弟子 は勞働 者であった。 乍然 彼等 は 今日 所謂 ブ a レ タリ アト 卽ち 無産階級の 人で な 

かった。 ヤコ ブとョ ハネ とはィ H スに 召されて 直に 「其 父ゼべ グイ を赌 人と 共に 船に 遣して 彼に 從へ 

り」 と ある。 鳙人を 使 ひ 舟 を 所有し 得し 彼等 は 決して 單の勞 働 者ではなかった。 シ モン も 亦 アンデレ 

と共に 一家 を 構へ し 人であって、 彼等 も 亦 今日 世に 稱 する 勞慟 者ではなかった。 彼等 は 皆 中流 獨 立の 

民であった。 富ます 貧しから す 自己の 正直なる 勞 働に 由て 尊敬すべき 生涯 を 送る 者であった。 そして 

ィヱ ス 御自身が 此 地位に 在る 人であって、 彼 は 叉 其 弟子 を此 階級より 選び 給うた ので ある。 基督 敎は 

其 初めより 特に 中流 階級の 宗敎 であった。 是れ令 日に 至る も、 一方に は 貴族 富豪に 納 れられ す、 他の 

一 方に 於て は 過激派 社會 主義者に 嫌 はる & 理由で ある。 

ィ H スは漁 者なる シ モ ンと アンデレ を 見て 言 ひ 給うた 「我に 從へ 我れ 汝等を 人 を 漁る 者と 爲 さん」 

と。 私 も靑年 時代に は 北海の 漁 者であった。 水產を 起して 我 國富强 の 基 を 築かん と は 私の 青年時代の 

理想であった。 然るに 私 もべ テ n と 同じく ィ H スに 見出され、 其 召す 所と なった。 彼 は 私に も 告げて 

曰 ひ 給うた r 汝 網と 舟と を棄て 我に 從へ、 我れ 汝を人 を 漁る 者と 成さん」 と。 然し 私 はべ テ の 如く 

に 直に 彼に 從ひ 得なかった。 私はィ H スの聲 を 私自身の 聲 であると 思うた。 故に 永の 間 彼の 命 を 拒み、 

何を爲 しても 人 を 漁る 者と 成る まじと 努めた。 然し 乍ら 彼の 命 は 到底 担み 難く あった。 ィ H スは 遂々 

私 を 彼が 欲 ふが 儘に 成し 給うた。 そして 今日 此 所に 於て 彼が ガリラヤ湖 畔 力べ ナウ ムの 町に 於て 傅へ 

給 ひし 喜びの 音 を 私の 國 人に 傳 ふる 者と なった。 「父よ 然り、 それ 此 くなる は 聖旨に 適へ る 也」 であ 

る (馬 太傳十 一章 サ六 節)。 然し 乍ら 「人 を 漁る 者」 と 成り たれば とて 私 は 敎會の 牧師、 傳道師 と は 成ら 

なかった。 私の場合に 於て 「人 を 漁る」 と は 信者 を 作りて 之 を敎會 に牧容 する 事で はない。 「人 を 漁 
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る」 と は 其 本當の 意味に 於て 人に ィ H スの首 を 傳へ彼 を 其忠實 なる 臣下 叉 は 弟： すと なす 事で ある。 私 

は此 事業に 召されし 事 を 最上の 喜び 又 最上の 名譽 なりと 信す る。 そして 人 を 漁る 者と 成り たれば とて 

私 は 今日に 至る も 魚と 之 を 漁る 業 を 忘れない。 魚と 聞いて 私の 與 味の 振 ひ 起る を覺 ゆ。 ガリラヤ湖に 

1 一十一 一種の 魚が 蕃殖して、 其內七 種が、 ク n 1 ミ ス屬 であって 阿弗利加 ナイル 系に ® する 河 湖に 库す 

る 魚類で あると 知って 人の 知らざる 與 味を感 する。 馬太傳 十三 章 四十 七、 四十 八 節に 魚に 善 き^と 惡 

き 者が あって、 其 善き 者 は 以上の ク £1 1 ミス 屬で あって、 惡 しき 者と は我國 の^の 類であって、 其 長 

さ 時に 五 尺に 達する 者が あると 聞いて、 身自 からべ テ a  、 ョハ ネ と共に 網 を 湖水に 打つ が 如くに 感す 

る。 私 は 彼等と 同じく 會堂 ゃ祌學 校に 於て に 非す して、 海の 畔に 於て ィ H スに 召されし こと を 最大の 

名譽又 幸福な りと 認 むる。 そして^ のみでない、 神が 私 を 以て 召き 給 ひし 最も 善き 信者 は 海 か 畑に 於 

て祌を 知った 者で ある。 學校、 殊に 祌學校 は 私に 緣の 遠い 所で ある。 

第九囘 ガリラヤ湖 畔の 一 日 

馬可傳 一章 廿ー I 卅四 節。 馬 太 傳八章 十四 I 十七 節。 

路加 傳四章 * 一— 四十 一節。 

^に 果して 奇跡 あり やとの 質問に 對し私 は 答へ て 首 ふ 「有り」 と。 見る 眼 を 以て 視れば 萬 物 悉く 奇 


跡で ある。 自然 其 物が 不思議で ある。 鐵が 不思議で ある。 紛が 不思議で ある。 地が 不思議で ある。 天 

が 不思議で ある" 我が 存在 其 物が 不思議で ある。 天然の 法則と 稱 する おは 人類の 經 驗を說 明す る爲の 

假ぉ的 法則に 過ぎない。 今や 奇跡 は 有り得な いと 云 ふ 者 は 寧ろ 宗敎家 叉 は祌舉 者で あつ て、 理. 舉者又 

は 天然 舉者 でない。 人類が 天然に 就て， 邪る 事は餘 りに 僅少で ある。 此 僅少なる 知識に 基いて、 如何な 

る舉 者と 雖も 奇跡 は 有り得な いとの 斷定を f す 1$ は 出来ない。 

萬 物 は 不思議で ある。 之に 併せて 人の 能力 は 無限で ある。 「入 は 弱き者な り」 と 云 ふ は、 罪 を し 

神 を 離れた る 人に 就て 云 ふので あって、 I 非 を 知らす 能力 の 源なる 神に 繁 がる 人に 就て 云 ふので ない。 

人 は 如何にして 造られし 乎 は 別問題と して、 人が 人と 成りし 時に 彼 は 超自然 者と 成った ので ある。 神 

に 象り 其の 像の 如く 造られし 人 は 神に 似て 自然 を 支配すべき 者であって、 自然に 支配 せらるべき 者で 

はない。 天地 寓物 悉く 不思議で あるが、 其 内 最も 不思議なる 者 は 人で ある。 彼 は 神の 子と して 造られ 

たる 者で ある。 故に 神に 似て 神の 爲す事 を爲し へき 害の 者で ある。 然るに 專寳 如何と 云 ふに、 人 は 

祌に 似る よりもより 多く 獸 に似て、 神の 子と 稱す るより は 寧ろ 獸の 子孫と 稱 すべき 者で ある。 然れど 

も是れ 人の 天性が 然 らしむ るに 非す して、 彼の 犯せし 罪が 然 らしむ るので あると 聖書 は 明白に 敎 うる 

ので ある。 罪 を 犯さ 5- る 人、 神が 造り 給 ひし 其 儘の 人、 父の 懐より 出し 神の 子卽 ち純淸 なる 人の 能力 

は 無限で ある。 斯 かる 人 は 人心 を 支配し 得る のみなら す 天然 を も 支配し 得る ので ある。 人 は s§ を 犯し 

て 天性の 能力 を 失うた ので ある。 罪是れ 能力の 消滅 者で ある。 佛國 革命 史に 於て 偉人 ミラ ボ ー が、 勢 

力の 筢 頂に 達して 自己の 能力の 不足 を 歎じ、 其壯年 時代に 於て 身の 淸潔を 守り 得 ざり し 事 を 痛く 悔い 

て.^ まざりし との 一事 は、 以て 此事 を證 明す るに 足る。 人の 可能性 は單に 彼の 肉 體の储 全と 頭 腦の强 
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健と を 以て 計る 事 は 出来ない。 彼が 其 人格に 於て 聖き 神の 子と 成る を 得し 時に、 彼 は 本當の 意味に 於 

て 萬 物の 靈長 となり、 一一 一目 以て 病 を 癒し、 ー聲 以て 波 を靜め 得る ので ある。 

ィ H スは祌 の 子と して 生れ、 野の 試 誘に 打 勝ちて 更に 能力の 供給に 與 つた。 r ィ H ス 聖霊の 能力 を 

以て ガリ ラャ に歸 り」 と 路加 傳は 記して 云 ふ (四 章 十四 節： P 彼 は 自己に 充溢れ る此 能力 を 以て 俾道を 

始め 給うた。 先づ 第一 に 四 人の 弟子 を 召して 彼等 をして 聖 業の 目 擎者又 共働 者たら しめ 給うた。 そし 

て 多分 共 次ぎの 安息日に 公然 メシャ たるの 御 事業 を 始め 給うた ので あらう。 朝 は 力べ ナウ ムの ユダヤ 

人の 會 堂に入りて 敎を爲 し、 其處に 汚れた る 鬼に 憑れ たる 人 あり たれば、 權 威の ニー 一一 I！ を 以て 其 鬼を逐 

ひるす し- ソと^ 

ひ 出し 給うた 。其 日の 午後に はシ モン、 アンデレの 家に 至り、 シ モンの 岳 母の 熱 を 病みて 臥し 居る を 

見た まひし や、 彼れ 彼女の 手 を 取りて 起し たれば、 熱 直に 去りて 彼女 は 起て 彼の 一行 を 接待した。 夕 

暮 になり たれば 人々 すべて. の 病 を 息へ る 者、 鬼に 憑れ たる 者 を イエスに 携へ來 る。 その 邑 こぞり て 門 

に 集り、 彼れ 多くの 人々 を醫 し、 叉 多くの 鬼を逐 出せり と ある。 實に忙 はしき 一 日であった。 盛なる 

傅 近の 首途 であった。 此事を 最も 生々 と畫 いた 者が レム ブラントの 作 「キリスト 病 者 を 起し 給 ふ」 で 

ある。 見れば 見る 程 其 意味の 深さが 見取れる。 何人も 其 一葉 を窒 內に揭 ぐべき である。 

何の 爲の 奇跡であった 乎。 勿論 人 を 驚かす 爲の 奇跡でなかった。 若し 然り とすれば サタンの 勸 めに 

從 つて、 僻陬の 力べ ナウ ムに 於て 爲 さすして、 首都の エルサレム に 於て 爲 したで あらう。 叉 人心 を收 

する 爲の 奇跡でなかった。 若し 然り とすれば 彼 は 其の 廣く 世に 知られん 事 を 求めた であらう。 ィヱ 

スの 奇跡 は自發 的に 彼の 善意より 出た る 者で ある。 彼に 醫 すの 能力 あり たれば、 彼 は 病 者 を 見て 同情 

に堪 へす、 前後 を 忘れ、 利害 を 顧みす、 爲 さんと 欲する 事 を爲し 給うた ので ある。 是れ すべての 善人 


の爲す 所であって、 刖に 敎理的 又は 哲學的 意義の 其內に 在った ので はない。 普通の 善人と ィ H スの異 

なる 點は、 不思議 を 行 ふ 能力の 有無に 在って、 善 を 行 ふ 動機に 於て は 二者 何の 異なる 所 はない。 善 を 

爲 さんと 欲する の 心、 是れ すべての 善人に 在る 所の 者であって、 殊に 著る しく ィ H スに 於て 在った の 

である。 「イエ スは 神より 聖靈と 能力 を沃 がれ 周く 遊り て 善事 を 行 ひたり」 と 後に ベ & テが言 ひしが 

如くに、 ィ H スは此 日 又 人々 に 善事 を 行 ひ 給うた ので ある (行 傳十章 一一 一十 八 節)。 斯 くして ガリラヤ湖 畔 

の 一 日 は 奇跡の 一 日と して 見るべき に 非す して、 善行 連續の 一 日と して 解すべき である。 此 記事 は特 

にィ H スの 奇跡 を 示す 者に あらす して、 神の 子と しての 彼の 聖 善の 璽の 働き を錄す 者で ある。 

神 はすべ ての 人に 奇跡 を 行 ふの 能力 を 與へ給 はない。 然し 乍ら 其 他の 種々 の 才能 を 與へ給 ふ。 或は 

美を觀 るの 能力 を 與へ給 ふ。 斯 かる 者を稱 して 美術家と 云 ふ。 或は 天然の 秘密 を 探ぐ るの 能力 を與へ 

給 ふ。 之を稱 して 天然 學 者と 云 ふ。 其 他 文學者 あり、 政治家 あり、 ェ擧者 あり。 賜物 は 異なれ ども 聖 

靈は 一な りで ある。 そして 如何なる 動機に 由り て是 等の 才能 を 用 ひん 乎、 問題 は 兹に存 する ので ある。 

そして 神より ィ H ス の靈を 受けて 人 は 备自、 ィ H スが 奇跡 を 行 ひ 給 ひしと 同じ 精神 を 以て 其 才能 を顯 

はすので ある。 卽ち 善心に 驅られ て、 苦しむ 者に 對 する 同情に 堪へ すして 自發 的に、 多くの場合に 於 

て は 利害 を 省みす、 前後 を 忘れ、 唯、 善を爲 すの 嬸 しさに 之を爲 すので ある。 カイ ムはィ H スの此 時 

を稱 して 「ガリ ラャの 春 時」 と 云うた。 其 理由 は 一 にはィ H ス の傳道 開始が 多分 紀元の 三十 四 年の 春 

彌 生の 頃で あつたが 故に、 二に は 人と しての ィ H スの發 育が 其 頂點に 達し、 愛 は 動け ども 反對は 未だ 

起ら す、 能力 は 溢れて 恩惠 周く ガリラヤ湖 畔に 行渡った が 故で ある。 そして 我等 も 亦 神の 聖旨に 從ひ、 

惡 魔と 戰 つて 勝ちし 後に、 聖靈 我等の 靈に 降り、 筋肉 は 躍り、 頭腦は 明晰に、 詩人 は 其 歌 を 以て、 音 
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樂者は 其 樂と聲 と を 以て、 醫師は 其 醫術を 以て、 其 他 备自、 其の 賜 はりし 才能 を 以て 神と 人と に 仕 ふ 

る 時に、 我等に も 亦 我等 相應の 「ガリ ラャの 春」 が あるので ある。 奇跡 は イエスの 本職でなかった。 

彼の 本職 は 別に 在った。 神の 御言 を傳へ 之に 殉 する 事であった。 然し 乍ら 聖 父より 奇跡 を 行 ふの 能力 

を 賜 はりて、 彼 は 愛の 爲に之 を 使用せ ざる を 得なかった。 卽ちィ H スに 取り 奇跡 は 第 了 必要で はな か 

つた。 然れ ども 神の 子た る 彼に 在りて は、 奇跡 は 之 を 行 はざる を 得なかった。 我等 も 亦 其 精神 を 以て、 

神より 賜 はりし 各自の 才能 を 用 ふべき である。 

注意すべき はィ H ス の 行爲の 徹底的なる 事で ある。 彼れ 鬼を逐 出し 給へば 鬼に 憑れ たる 者 は 完全に 

癒さる。 彼れ 熱 を 癒し 給へば 病 者 は 起ちて 直に 彼に 仕へ る。 其 他 すべてが さう であった。 彼の 癒し は 

迅速に して 完全であった。 其 故 は 彼に 能力が 充溢れ たからで ある。 そして 今 も猶ほ 天に 在りて 彼 は 其 

癒しの 奇跡 を 繼續し 給 ふ。 多くの 信者 は 迅速に 完全に 其 困難き 肉 體の病 を 癒された。 そして 神の 深き 

聖旨の 故に 肉 體の病 は 癒されざる 場合に 於ても、 靈 魂の 病の 癒し、 人と しての 生命の 根本 を 犯す 病の 

癒し は 同じく 迅速に して 完全に 行 はれた。 唯 彼 を 仰瞻る 事に 由て 完全なる 平和 は 彼に 臨んだ。 唯 信す 

る 事に 由て 恐怖と 不安 は 完全に 取 除かれた。 奇跡 は 有り得る 乎と 近代 人 は 問 ふて 云 ふ。 そして 「有 

る」 と 基督 者 は 答へ て 曰 ふ U 彼 は 身に 奇跡 を 行 はれた 者で ある。 彼 も 亦 身に 「ガリ ラャ の赛」 に 遭う 

た 者で ある。 故に 氷雪 天地 を 閉す此 冷たき 社會に 在りて 幾分 か溫 かき 春風 を 起し 得る ので ある。 奇跡 

問題 は 畢竟る 所實験 問題で ある。 身に 恩惠の 奇跡 を 施されし 者 は、 哲學叉 は 神 舉叉は 心理 學の說 明な 

くして 容易に ィ H スの 奇跡 を 信じ 得る ので ある。 


第十囘 傳 道と 奇跡 

馬可傳 一章 三 五 I 四 五節。 馬 太 傳八章 II 四 節。 

路加 傳四章 四 二、 四 三 節。 同 五 章 十二— 十六 節。 

イエスの 目的 は 宣敎に 在った。 「我 は敎 を宣傳 ふが 爲に 来れり」 と は 彼が 御 自分の 天職に 就て 深く 

自 覺し耠 へる 所であった。 然るに 彼に 充溢れ る 能力が あり、 抑へ 難き 同情 在りし が 故に、 恩惠 …… 多 

く は 治癒 …… の 奇跡が 宜敎に 伴うた。 然れ ども ィ H スに 取りて は敎が 主であって 奇跡 は從 であった。 

彼 は 民が 先 づ其靈 魂 を 救 はれん こと を 欲し 給 ひて、 其 肉體の 癒されん 事 は 彼の 主なる 目的でなかった。 

玆に 於て ィ H スと 民との 間に 要求の 衝突が あった。 民 は 敎を傳 へられん よりも 奇跡 を 施されん と 欲し、 

靈魂を 救 はれん よりも 肉體を 癒されん と 欲した。 イエ スの欲 ふ 所 は 民の 求む る 所でなかった。 斯くて 

失望の 影 は傳道 開始 第一 日に 旣に 彼の 心 を 曇らせた。 ガリ ラャ の赛は 日本の 春の 如くに 短く あった。 

三日 見ぬ 間の 樱 かなで ある。 ガリラヤ湖 畔の 一 日 は 失望 を 以て 終った。 

「昧 爽にィ H ス 早く 起き 人な き 所に 往き 其處 にて^ 禱り せり」 と ある。 早起き は 多分 ィ H ス の習惯 

であった らう。 然し 此 場合に 特に 其の 必要が あつたで あら-つ。 神の 子と 雖も 能力の 消盡 なくして 不思 

議 なる 業 を 行 ふ 事 は 出来ない。 り 傳道は 最大の 努力 を 要する。 是は 自己 を 他に 與 ふる 事で ある。 單 
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に 筋肉 又は 腦髓 の疲勞 を感す るに 止まらす、 自己中心の 消耗 を覺 ゆる。 而 して 之 を 癒し 叉充 たす 者 は 

唯祌 のみで ある。 斯 かる 場合に 於て 祈 禱は祈 求で ない、 靈の 交通で ある。 我が 靈、 神の 靈に 接して、 

我が 空しき を 神の 充足れ る を 以て 充 たさる、 事で ある。 ィ H ス の 場合に 於ても 常に 此の 靈の 再充實 の 

必要が あった。 朝早く 起きて 人な き 處に往 きて 祈る。 人に 能力 を 奪 はれて 神に 之 を 補 はる。 神の 人 は 

如斯 くにして 其 事業 を繼 接する ので ある。 

さび  なか t 

ィ H スは人 を 避けて 寂しき 處に獨 り 神と 偕に 在り 給うた。 而 して シ モ ンと其 仲間と は 彼の 跡 を逐ふ 

て 注いた。 「慕 ひて」 ではない。 「跡 を逐 ひて」 である。 恰 かも 赞{ にが 犯人の 跡を逐 ひかけ しが 如き 

熱心 を 以て ある。 イエ スが其 影 を 隱し給 ひし 後の 群集の 狀 態が 讀 まれる。 彼等 はィ H スを 見失 ひて 

絶望に 瀬した。 弟子 等 は 彼等 を靜 めんと 欲して 能 はす、 兹にィ H スを 探し出して 彼等の 不穏に 備 ふる 

の 必要 を 感じた。 曰く 「人み な 汝を尋 ぬ」 と。 福 昔を聽 いて 靈魂を 救 はれん が爲に 非す、 奇跡 を 施さ 

ち *4 な こ  △ 厶 厶厶 厶厶厶 

れて肉 體の病 を 癒されん が爲に 彼等 は 血眼に なって ィヱ スを 尋ねた ので ある。 實 に危險 なる 事と て祌 

癒の 恩惠を 施す が 如き 事 はない。 之が 爲に傳 道の 目的 は 全く 誤解せられ、 民 は 其 施行 を 要求して 止ま 

す。 若し 其 要求に 應ぜ ざらん 乎、 彼等の 怨みと 憤りと を 買 はざる を 得ない。 イエ スは 此の 危險を 冒し 

て 恩惠の 奇跡 を 施し 給うた。 彼 は 他の 苦しむ を 見て 助けざる を 得なかった。 彼の 愛は强 くして 自己の 

利害 を 顧る の遑 がなかった。 然し 乍ら 彼の 施せし 恩惠の 事業が 終に 民 をして 彼に 叛 かしめ、 彼れ 御自 

身の 死 を 早む る 原因と なりし 事 は 明かなる 事實 である。 祌の 心と は斯 くも 美しき 者、 人の 心と は斯く 

も 接き 者で ある。 

イエ スは 彼を逐 ひかけ 來 りし シモ ン 等に 告げて！：： ひ耠 うた 「我れ 今より 再び 力べ ナウ ムに往 くの 要 


な I、 敎 を宣傳 へん 爲に汝 等と 偕に 附近の 村々 に 柱くべし、 我 は 是が爲 にお 来りし 3」 と。 傳 道が 我 

が 目的で ある。 我に 治癒の 奇跡 を 要求す る 者の 許に 還る の 必要 はない。 我が カぺ ナウ ムを 出來 りし は 

是が爲 である。 卽ち其 民が 生命の 言葉 を 求めす して、 肉體の 平安 を 欲する からで あると。 憐 むべき か 

な カペナウム、 彼等 はが K 叩の 主の 最初の 傳道を 受けながら、 福 昔を聽 かんと 欲せす して 肉體を 癒され 

んと 欲した。 主 は 彼等に 就て 失 a- し 給うた。 後に 至りて 彼 をして 彼等に 就き 悲痛の 言を發 せざる を 得 

ざら しめた、 曰く 「旣に 天にまで 舉 げられ し 力べ ナウ ムょ叉 陰府に 落さる ベ し」 と (馬 太傳十 一 章サ三 

節)。 恩 惠に遭 ふ は特權 にして 又危險 である。 愼 むべき である。 

カペナウム を 去り、 コ ラジン、 べテサ イダ 等 附近の 村々 に傳 道し 給 ひつ.^ ありし 間に、 癩病患者の 

一 人ィ H スに來 りて 跪き 願 ひて 曰うた 「汝 若し 聖 意に 適 は 我 を 潔く 爲し 得べ し」 と。 彼 は 「是非 癒 

して 下さい」 と は 曰はなかった。 「聖 意なら ば贵神 は 私 如き 者 を 癒す 赛 が出來 ると 信じます」 と H ひ 

てィ H スに對 する 彼の 信仰 を 言 表 はした。 イエ スは 癩病患者の 此 態度 を 甚く 喜び 給うた。 同時に 又 彼 

の 強き 憐愍の 心が 動いた。 彼 は 前例に 懲りす して 兹に復 た 癒しの 奇跡 を 行 ひ 給うた。 「我が 心に 適へ 

り、 潔く なれと 言 ふや 否や 直に 癩病 はなれ 其 人 潔 まれり」 と ある。 癒す に 最も 困難なる 癩病が 神の 子 

の 一 言に 由って 直に 完全に 癒えた ので ある。 

「イエ ス嚴 しく 戒 しめ …… 彼 をして 去らし めたり」 と ある。 何れも 激しき 言葉で ある。 「睨み 附け 

て 突き出したり」 と譯 して 稍 や 原語の 意味 を 通す るで あらう。 イエ スは 何故に 御 自分の 癒し 給 ひし 者 

に對 して 斯 くも 激烈なる 態度 を 取り 給うた ので ある 乎。 玆に 我等 は 「優き ィ H ス樣」 を 見す して 手荒 

き 短氣の 先生 を 見る ではない 乎。 然し 事 實は覆 ふべ からすで ある。 イエ スは兹 に 確かに 怒り 給うた の 
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である 乎。 私 は 思 ふ、 御 自分の 思慮な きを 怒り 給うた ので あると。 歎 喜と 憐愁 とに 驅られ て 癒しの 奇 

跡 を 行 ひたりと は雖 も、 其 結果の 御自身の 御 事業に 取り 決して 好ましき 者に あらざる 事 を 後に 至りて 

悟り 給うた。 「此 恩堪は 施さ りし もの を」 と 彼 は 御自身に 應 へて 言 ひ 給うた。 然し 乍ら 能力 は旣に 

出て 病 者 は 癒された。 恩惠 はも はや 撤囘 する 事 は 出来ない。 兹に 於て か 荒々 しき 態度 を 以て 癒されし 

者 を 戒め、 此事を 何人に も 告げて はならぬ、 唯 自然に 癒されし が 如くに 装 ひ、 舊 約の 律法に 從ひ、 祭 

司に 己が 身 を 示し、 獻 ぐべき 物 を獻げ て、 嫌 ふべき 病 を 癒された りし 公認 を 得よ と 言 ひ 給うた ので あ 

る。 そして 斯く言 ひて 後に 御自身 手 を 下して 會 堂より 其 人 を 突出し 給へ りと ある。 

矛盾で あると 云へば 矛盾で ある。 然し ィ H ス たる 者が 如斯き 事を爲 すべき 害 はない と 誰が 曰 ひ 得る 

厶 厶厶厶 <"△△△<" 厶厶厶 厶厶厶 厶< "厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

乎。 感謝す 福音 記者 は 大抵の 基督 信者よりも 遙に 正直で ある 事 を。 彼はィ H スが 怒り 給 ひし 時には 怒 

れ りと 記いて 居る。 そして. 其 正直なる 記事に 由て 我等 はィ H ス の 御 心中 を 窺 ふ 事が 出來 るので ある。 

人と して 生れ 給 ひし 彼 は 神の 子であって 同時に 叉 人の子であった。 彼 は 或 時 は 過失に 陷り 給うた。 然 

し 乍ら 罪の 人が 陷る やうな 過失に 陷り 給はなかった。 愛の 爲に、 眞恫の 信仰に 遭 ふて 嬉し さの 餘 りに、 

抑へ 難き 同情の 念に 驅られ て 後に 至って r 爲 さ^れば 宜 かりし に」 と 思 ふ 善事 を 行 ひ 給うた。 支那の 

聖人 さへ 「人の 過失 を 見て 其 仁 を 知る」 と 曰うた。 ィ H スの陷 り 給 ひし 幾多の 善行の 過失、 其れ はィ 

エスの 仁の みならす 又 其 聖をも 示す 者で ない 乎。 私 はさう であると 思 ふ。 近代 人の 言葉 を 以て 云 ふな 

らば、 道德 にも 靜止的 (static  morality) なると 活動的 (dynamic  Incrality) なるとの 一 一種が あるり 

所謂 道德、 敎會の 道德、 牧師 傳道師 の說く 道德は 大抵 は 前者 卽ち靜 止 的道德 である。 卽 ち祌學 者と 道 

德家 とが 坐して 考 ふる 道 德 である。 卽ち實 際の 場合に 於て は 行 はれざる 道德 である。 而 して ィ H スの 


此 場合に 於け る 行爲の 如き、 是は 後者 卽ち 活動的 道德と 見て、 機に 合 ひたる 最も 美 はしき 行爲 として 

受取る 事が 出来る。 

そして ィ H スが 怒り 給 ひし 理由 は 事實に 由て 證 明され た。 彼 は 癒されし 人に 沈默を 命じ 給 ひし も、 

其 人 は 其 命に 從 はす、 「彼れ 出て 先 づ此事 を大に 言ひ傳 へ、 語り 廣 めければ、 ィ H ス此後 あら はに 邑 

に 入る 能 はす、 獨り 人な き 所に 居 給 ひし かば 人々 四方より 彼に 来れり」 と ある。 是れ 確かに 傳 道の大 

妨害で ある。 癒されし 人 は 今日の 多くの 淺 薄なる 基督 信者が 爲 すが 如くに 「證 明」 と稱 して、 誇り 顏 

に、 己が 癒されし 事 を 「大に 言 ひ 傅へ 語り 廣 めた」 ので あらう。 然し ィ H スは此 事 を 嫌 ひ 給 ふ。 彼の 

福 昔 は 福音と して、 卽ち祌 の眞理 として 宣傳 へらるべき 者で ある。 そして 時に 奇跡の 伴 ふ ある も、 是 

は單に 信者の 信仰 を强 むる 爲の 者で ある。 不信者に 信仰 を勸 むる 爲の 者で ない。 イエスが 沈默を 命じ 

給 ふ 場合に 我等 は 之 を 公言して はならない。 


第 十一 囘 赦 しと 瘡し 

馬 可 傳ニ章 一— 十二 節。 馬 太 傳九章 一 —八 節。 路加 傳五章 十七— 廿六 節。 

イエス 一た び カペナウム を 去り、 附近の 村々 に 傅 道し 給 ひしが、 (仪た 舟に て 故の 邑に 歸り來 り、 ベ 

テロの 家 を 己が 家と 定めて 其 所に 居た まうた。 其 事邑に 聞え ければ 直ちに 多くの 人々 集り 來り、 鬥の 
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内外に 立つべき 場所 さへ なきまでに 詰 合うた。 ィ H スは 彼等に 敎を宣 ベ 給うた。 神の 固の 一 Si 音 を傳へ 

給うた。 彼が 到る 所に 於て 先づ 第一 に 爲し給 ひし 事は此 事であった。 

時に 人 あり、 瘦痕を 病みた る 者 を 人に 异せ、 癒されん とて ィ H スの 所に 來た。 然るに 群集の 故に 

よりて 近づき 難 かりければ、 彼の 居る 所の 家の 屋根 を 破り、 癬疯患者を^^£のま\に釣下してィ H スの 

前に 置いた。 卽ち 如何なる 非常手段 を 取りても 癒され ざれば 止ます との 決心 を 示した。 ィ H ス 彼等の 

信仰 を 見て 患者に 對 ひて 曰うた 「我 子よ、 汝 の罪赦 されたり」 と。 彼 は 前の 凝 病患 者の 場合の 如くに、 

憐愍に 動かされて 直に 病 を 癒さなかった。 r 汝 の罪赦 されたり」 と 曰 ひ 給うた。 病 を 癒す 前に S ^の赦 

し を 宜吿し 給うた。 而 かも 單に r 汝」 と E はすして 「我 子よ」 と 呼 掛け 給うた。 彼が 如何に 此病入 を 

愛し 給 ひし かが 窺 はれる。 「我 子よ、 汝 の罪赦 されたり」 と。 若し 此 病人に 本當の 信仰が 有ったなら 

ば 彼 は是れ 丈け で滿 足した であらう。 賴 を赦 さる、 は 病 を 癒さる k 以上の 恩惠 である。 而 かも 唯； 一:H す 

る 事に 由て 赦 さる.^ と 云 ふ。 福音の 根本が 玆に 示された ので ある。 

然るに 此 所に 数人の 舉者、 卽ち 職業的 宗敎 家が 坐して 此事 を目擊 して 居った。 彼等 は パリ サイ 派の 

しる 

人であって、 ガリ ラャの 諸鄕、 ユダヤ、 H ルサ レムより 来れる 者な りと 路加 傳に錄 して 言 ふ (五 章 十七 

節，)。 彼等 はィ H スに敎 へられん と 欲して 来たので はない。 彼の 缺點を 看 出し、 過失 を捉 へ、 おの 心 

を 彼より 引離さん とて 来たので ある。 職 を 宗敎に 執る 者に 此 fill はしき 心の 在る 事 は 古今東西 異なる 所 

なしで ある。 彼等 はィ H ス の！！ 疯忠 者に 對 する 言 を 聞き 心の中に 云うた r 此人は 何 を 曰う か、 彼 は 神 

を濟 すので ある」 と。 何事 も 善意に 解せ すして 惡 意に 解す る是 等の 宗敎家 は、 ィ H スの此 一一-; ：! に 褻 治の 

6^ を 看 出した ので ある。 此發 見を爲 して 彼等 は 得意 然として 心の中に 云うた ので あらう 「ナザレの ィ 


ェ ス 何者 ぞ、 祌を湞 す 者た るに 過ぎす」 と〕 而 して ィ H スも亦 聖者に 非す と 解って 彼等 は大に 安心し 

たで あらう。 

然るに ィ H スは 直に 彼等の 心中 を 見 透し 給うた。 今や 彼等と 議論す る も 無益で ある。 唯 事實を 以て 

彼の 言の 空言に あらざる 事 を 彼等に 示す までで ある。 癱瘋の 人に 對 つて 「汝 の罪赦 されたり」 と は 彼 

等と 雖も言 ふ 事が 出来よう。 然し 乍ら 「起て 汝の床 を 取りて 行け」 と は 神より 權威を 賜 はりた る 者で 

なければ 言 ふ 事が 出来ない。 そして ィヱ スは 世の 所謂 「宗敎 家」 と 異なり、 一一 一一 11 葉の 人に 非す して 權威 

の 人で ある 事 を 彼等に 示さん が爲 に、 卽ち 彼れ 人の子 は 神に 代り 地に て S 非を赦 すの 權 威 ある こと を 彼 

等に 知らせん が爲 に、 遂に 癱瘋息 者に 對 ひて 言 ひ 給うた 「我れ 汝に吿 ぐ、 起きて 床 を 取り 汝の 家に 歸 

れ」 と。 而 して 其 聲に應 じて 彼 は 直に 起きて 床 を 取り、 衆人の 前 を 通りて 屮 Z 行いた" 之 を 見し 群衆 は 

^な駭 いた。 彼等 は 神 を 崇めて 曰うた 「我等 は 未だ 曾て 斯の 如き こと を 見す」 と。 治癒 は 例の 通り^ 

時 的で 且 完全であった。 患者 は 立 所に 完全に 癒されて 歡び 勇んで 家に 歸 つた。 實に祌 に相應 きが 癒の 

業であった。 

此處に 多くの 大切なる 事が 敎 へらる。 第一 に 疾病 は 罪の 結果で あると 云 ふ 事で ある。 少 くと も此人 

の 場合に 於て さう であった。 而 して 又 多くの 人の 場合に 於て さう である。 故に 完全に 根本的に 疾病 を 

癒されん と 欲せば、 先づ 郭を赦 されなければ ならたい。 罪を赦 された 時に 疾病の 根本が 絕 たれた ので 

あって 、其の 何時か 必す 癒さる i は 最早 疑 ひない ので ある。 「エホバ は汝 のす ベての 不義 を赦 し、 汝 

のす ベての 疾を 癒し 給 ふ」 と あるが 如し (詩 第 百 三 篇三節 )o そして 多くの場合に 於て、 縦し 疾の 癒し を 

見る 能 はざる も、 罪の 赦し を實 験した 丈け で、 基督 信者 は ヨブの 如くに 癒し を 未来の 希 としてお し 
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て、 疾に耐 へ、 死に 就く ことが 出來 るので ある。 

第二 はィ H スに S§ を赦 すの 權 力が あると 云 ふ 事で ある。 ィ H スは單 に 最大の 宗敎 家、 最高の 道德の 

敎師 でない。 彼 は 神の 子に して 人の 罪 を赦す 者で ある。 其れ故に 彼 は疾を 癒す 事が 出來 るので ある。 

神 は 彼に 由り て義に A りて 人の 罪を赦 すの 途を 設け 給うた。 そして 叉 彼に すべての 人を蕃 判く の權能 

を 授け 給うた。 ぺテ C が 曰へ る 如く 「此 ほか^に 救 ある 事な し、 そ は 天下の 人の 中に 我らが 依賴 みて 

救 はるべき 他の 名 を 賜 は ざれば 也」 である (行 傳四章 十二 節)。 事 は 良心に 關 はる 問題で ある。 理論 は训 

として、 人 は 未だ 曾て ィ H スに 依らす して 我 罪 は 確かに 赦 されたり との 確信と 之に 伴 ふ 欣喜と を 得た 

事 はない。 我等が 羅馬書 三 章 一 一十 五節の 研究に 於て 舉んだ 通りで ある。 

OOOOO00OO0O000O0O0O0O0000OOO0OO 

第三 は sill の赦 しと 之に 伴 ふす ベ ての 恩惠は 信仰に 由る と 云 ふ 事で ある。 信仰に 由て 救 はると はパ ゥ 

口が 初て 敎 へた 事で ない。 ， 初より ィ H スが敎 へ 义行ひ 給うた 事で ある。 信仰に も 勿論 程度が ある。 

「若し 聖 意なら ば 汝我を 潔く 爲し 得べ し」 と 言 ひし 癩病 者の 信仰 も 信仰であった。 「唯一 言 を 出し 給 

へ、 然 らば 我 僕 は 癒えん」 と 云 ひし 百 夫の 長の 信仰 も 信仰であった。 何れに しろ 信仰 は 信仰であって、 

「信仰な くして 神を悅 ばす こと 能 はす」 である (希 伯來書 十一 章 六 節 )o 人の 救 はる k は 信仰に 由る 0 知 

識に 由ら す、 舉究に 由ら す、 叉 所謂 道德 倫理に 由ら す、 信仰に 由る。 神 ある を 信じ、 且神は 必す己 を 

求む る 者に 報 賞 を 賜 ふ 者なる を 信じて、 神に 來る 者に 赦 しと 癒しと、 其 他す ベての 恩惠が 下る ので あ 

る。 若し 舉 問の 祕訣 が考證 であるならば、 宗敎の 秘訣 は 信仰で ある。 依賴む 心で ある。 此心 ありて 神 

を 動かす 事が 出来る。 そして 神に 依りて 宇宙 を 動かす 事が 出来る。 宗敎 に. ffi りて は 信仰 第一 である。 

そして 信仰 は必 しも 自分の 信仰で なくと も 可い 0 他人の 1!;^ 仰 も 亦 我 を 助く るので ある。 擁.；^^^5者を 


四 人に； ！：开 せて ィ H スの 所に 携れ來 りし 者 等 (多分 其 親戚であった らう) の 信仰に 感じて 彼は此 病人 を 

癒し 袷うた。 百 夫の 長の 信仰に 感じて 其 僕 を 癒し 給うた。 サイロ ピ -ーケ の iS の 信仰に 感じて 其 癒 

し 給うた。 斯 くして 我等 は 自分の 信仰 を 以て 他人 を 助く る 事が 出来る。 又 他に 乞 ふて 其 信仰 を 以て 自 

分 を 助けて 直 ふ Is!^ が 出来る。 何故に 然る 乎、 北 ハ现由 は 判らない。 人 はすべ て相對 的の 者であって、 す 

ベての 事に 於て 相互に 關聯 する 者で ある。 神 は 絶對的 個人主義 を 認め 給 はない。 誠に 有難い 事で ある。 

信す る 者と 相對 して 疑 ふ 者が あった。 パリ サイ 派の 學者 等はィ H ス の 缺點を 探らん とて 遠く ユダヤ、 

N ル ナサ レムの 地より 来た。 彼等 は 病人が 癒された とて 歡 びて 祌を崇 めなかった。 彼等 はィ H スが祌 の 

名を瀆 したりと て 彼 を 責めた。 彼等 は 後に 安息日 を瀆 したりと て、 叉 は 罪 ある 者と 共に 食したり とて、 

イエ スを 責めた。 彼等 は 全然 消極的 人物であった。 善事 は 見えす、 惡 事に のみ 菊が 附 いた。 神 は 預言 

者 ホゼァ を 以て 「我れ 矜恤を 欲み て 祭祀 を 欲ます」 と 曰 ひ 給 ひしが、 是 等の 擧者達 は 其 反對に 祭祀の 

細事に のみ 意 を 注いで、 義と 愛と 信と に 重き を 置かなかった。 ィ H スと 彼等との 間に 天地 雲泥の差が 

あった。 二者の 分離 衝突 は此 時に 始 つた。 そして 終に 十字架に 達した。 1^か51^£か、 信仰 か祌舉 か、 

二者の 相違 は 根本的であって、 到底 調和し 得べき でなかった。 

イエ スと 病人と 宗敎 家、 癒し 得る 者と、 癒されん と 欲する 者と、 疑の 眼 を 以て 傍觀 する 者と。 此の 

三つ は 常に 在る ので ある。 そして 牧師、 傳 道師、 神舉者 等、 宗敎を 本職と する 者の 陷り 易き 危險 は、 

以上 第三者の 地位に 立つ 事で ある。 信仰 は 神 を 動かす 力であって、 懷疑 は祌を 敵に 持つ 心で ある。 溫 

き 心 は 萎へ、 熱き 信仰 は 失せ、 唯 冷たき 鋭き 批評の 眼の み存 りて、 人 は パリ サイの 人となりて イエス 

を 敵に 持ちて、 終に 彼 を 十字架に 釘け るに 至る ので ある。 

第 十 1 赦 しと 疲し  R 五 七 
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第 十二 囘 稅吏マ タイの 聖召 

馬 可 傳ニ章 十三— 十七 節。 馬 太 傳九章 九 I 十三 節。 

路加 傳五 章廿 七— 舟 二 節。 

S で J り  ヒめ し 

人類の 信仰的 革命が 湖水の 畔 より 始まりし 例 は 二つ ある。 其 一 つ は 勿論 ガリラヤ湖 畔に 始まりし 基 

督敎 の發祥 であって、 其 第二 は 瑞西國 ジネバ 湖畔に 於け る カル ビン 主義の 濫觴で ある。 先づ 第二の も 

のに 就て 云 はんに、 ジネバ 湖 は ガリラヤ湖 に比べ て其廣 さに 於ても 深さに 於ても、 叉 風光の 明媚に 於 

ても遙 かに 勝る 湖水で ある。 而 して 其 湖水 尻に 建てられし ジネバ の 市に ジョン • 力 ルビンが 來 りしよ 

り、 ；！^ に ガリラヤ湖 畔に 於て 始められし イエスキリストの 福音が 近 世紀の 初期に 於て 復興し、 其 生命 

の 水 は 流れて 和 蘭に 及び、 英國に 渡り、 終に 大西洋 を横斷 して 亞米利 加 大陸に プ „ "テス タント 敎の大 

勢力 を 作る に 至った。 第 十六 世紀 以後の 世界 歷史は ジネバ 湖と カルビ ン 主義と を 離れて 論す る 事 は 出 

來 ない。 ジョン. ノック スは玆 に カルビ ン より 純 福音 を 授かり、 彼 は 之を裔 して 故國ス コット ランド 

に歸 り、 其 民の 間に 之を播 きたれば、 美 種は沃 壤に播 かれて 六十 倍 百倍の 果を 結び、 今や 英國、 濠 洲、 

北 ハ他英 民族の 到る 所に、 カルビ ン 主義の 隆盛 を 見る に 至った。 

ジネバ 湖に 比べて ガリラヤ湖 は 逸に 劣りた る 湖水で ある。 然れ ども 北 ハ畔に 始まりし *1 界 運動 は 其 結 


果たる 永久 的に して 亦字宙 的で ある。 人類の 歷史に 於て 最も 廣く 知られた る 名 は、 此 小なる 湖水に 漁 

業に 從事 せし 漁夫の 名で ある。 ベ テロと ヨハネ、 其 兄弟 アンデレと ヤコ ブ、 彼等 は ガリラヤ湖の 漁夫 

であった。 彼等 はィ H スに召 かれて 其 弟子と なり、 福音の 官ー傳 を 委ねられ しが 故に、 人類の 敎師、 世 

界の i 表と なった。 基督 敎 徒の 迫害者 を 以て 有名なる 羅 馬の 大帝 ジ ュ リ ヤン は 死に 臨んで 叫んだ との 

事で ある 「ガリ ラャ 人よ 汝 我に 勝てり」 と。 誠に 世界 は ガリ ラャ 人に 由て、 キリストの 福 昔 を 以て 征 

服され、 叉 征服され っ& あるので ある。 ガリラヤ湖 は 其 長さ は 十三 哩、 幅 は 八哩、 深さ は 百 五十 呎を 

越えす、 湖水と して は 最小き 者の 一 なりと 雖も、 其 世界的 感化 力た る ゃ實に 無類 絶倫で ある。 

そして ガリラヤ湖 畔は 更に 尙ほ 一 人の 世界的 人物 を貢獻 した。 其 人 は マ タイと 稱 ばれし アル パ ョ の 

子 レビであった。 彼 は 身 は ユダヤ人で ありながら 敵國羅 馬の 政府に 雇 はれて 己が 國 人より 稅を 徴牧す 

る 業に 從事 する 者であった。 國を賣 り 民を賣 りて 恥と せざる 最も 卑しき 者の 仲間に 入った 者で ある。 

故に 當時牢 しき 者と 云へば r 稅 吏と 娼妓」 と 云うた ので ある (馬 太傳 二十 一章 三十 一節 「ィ H ス曰ひ 

ける は 誠に 汝 等に 告げん、 稅 吏と 娼妓 は汝 等より 先に 神の 圃に 入るべし」 と を參考 せよ〕。 然るに ィ 

H ス は此稅 吏の 內 より 彼の 弟子の 一 人 を 選び、 後に 彼 を 擧げて 十一 一 使徒の 一 人と なし 給うた ので ある- 

大膽と 云へば 大膽、 物 好と 云へば 物 好で ある。 「人 も あらう に」 と 人はィ H スの此 行爲を 評した であ 

らう。 特に 漁夫 を 選んで 其 弟子と なした 事 さへ, しきに、 更に 稅吏を 召き て隨 身の 一 人と なすに 至つ 

て は、 狂 か 偏 か、 唯 驚く の 外ない ので ある。 而 かも ィ H スは敢 て此事 を爲し 給うた ので ある。 彼れ 湖 

畔を 歩み 給 ひしに レビ (一名 マ タイ) と 云 ふ 者の 稅 吏の 役所に 坐し 居た る を 見て、 我に 從 へと 曰 ひけ 

に-) か みつ V 、とり  まね  * 

れば 彼れ 起ちて 從 へりと ある。 玆に 確に 稅吏は パリ サイの 畢者 等に 先ち て 神の 國に召 かれた ので ある _ 
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「神 は 偏らざる 者な り」 である C 行 傳十章 骨 四 節 )o 神 は顏に 由て 人 を 受け. 洽は すとの 意で ある。 「ェ 

そと か ち 

ホバ 、サム H ルに曰 ひける は ：.：• 我が 視る所 は 人に 異なり、 人 は 外の 貌を 見、 H ホバ は 心を觀 るな り」 

と ある (撒 母 耳 前書 十六 章 七 節 ソ。 人の 職業 何者 ぞ、 其 外の.， 貌 に過ぎない。 遣傳、 階級、 是れ亦 肉の 事で 

あって、 外の 貌 である。 人の 人た る 價値は 其 心 卽ち靈 魂に 於て 在る。 人の 見る マ タイ は稅 吏であって 

最も 卑しき 者であった。 然し 乍ら 神の 子ィ H ス の視 たま ひし マ タイ はァ ブラ ハ ム の裔 であって、 神の 

國の 福音 を委 ぬるに 最も 適した る 器であった。 稅吏 たれば とて 此 貴き 器を棄 つべき ではない。 故に ィ 

H スは 「我に 從へ」 と 云 ひて、 此賤 しめられし 者 を 己が 弟子と して 召き 給うた ので ある。 

そして 此召 きに 與 りし マ タイの 喜び は 非常であった。 彼は玆に生れて初めて自己を知って吳れる^|<？ 

に 遭うた ので ある。 彼 は元來 人が 見る 如き 卑しき 者でなかった。 彼 は 或 境遇に 强 ひられて 止む たく 羅 

馬 政府の 官吏と なった ので ざる。 然れ ども 彼の 心に は眞 の愛國 心が 燃えて 居った。 イスラ H ルの噴 は 

れん 事 は 彼の 衷心の 祈願であった。 彼 は 人知れ す 神の 人の 来って 彼 を 召かん 事 を 待って 居た。 然るに 

計ら ざり き 兹に大 敎師ィ H スの 自分の 名 を 呼んで 「我に 從へ」 と 言 ひ 給 ひしに 會 した。 彼の 歡 喜に 物 

の， ふべき がなかった。 彼 は 「我 時 至れり」 と 思うた。 故に 路加 傳の 記す が 如くに 彼れ 一 切 を 捨て 起 

て イエ スに從 つた。 玆に 召き しィ H スの大 さ に^せて 召 かれし マ タイの 責 さが 讀 まれる ので ある。 

そして 此マ タイが 後に 何を爲 した 乎 其 事に 就て 聖書に 何の 錄す 所がない。 唯 彼の 名が 十一 一 使徒の 名 

簿錄 に^する のみで ある。 然し 乍ら 第一 福音書が 彼の 名 を 以て 後世に 傳 へられし が 故に、 彼 は 世に 最 

も廣く 知れ渡り たる 人の 一 人と なった。 縦し 所謂 「馬 太傳」 は 使徒 マ タイの 筆に 成りし 誓に 非す とす 

る も、 彼に 或る 密接の 關係 ある 書で ある 事 は 明かで ある。 マ タイの 如何なる 人な りし 乎 は 馬 太 傅に 由 


て 略 ぼ 知る 事が 出来る。 「マ タイの 福 昔 書 は、 凡ての 點 より 觀 察して 基蝥敎 が產み 33 せし 最も 大切な 

る 書で ある。 未だ 曾て 是れ以 上の 書の 世に出し ことなし」 と は ルナンの 批評で ある。 斯 かる 書に 北ハ名 

を結附 けられし マ タイの 性格 は 推して 知るべし である。 彼 は 厳格の 人であった。 特に ィ H ス の 敎訓に 

意 を 注いだ 人であった 3 ィ H スを ユダヤ人の 待 Sif: みし メシャ と 見た、 亦 彼に 人類の 王た る 權能を 認め 

た。 マ タイ は 何を爲 さなく とも、 馬 太傳を 世に出す の 原動力 又は 史料の 供給者た りし 丈け にて 永久 的 

大事 業を爲 した。 稅吏マ タイに 由ら すして 馬 太 傅の 世に出で ざり し 事 を 知って、 ィ H スは彼 を 召き て 

ガリラヤ湖 畔の 砂の 中より 價値 いと 貴き 一 侗の眞 珠を發 見し 給 ひし 事 を 知る ので ある。 

マ タイ はィ H スに 知られ 彼に 召 かれて 後は稅 吏の 職に 止まらなかった。 彼 は 一 切 を 捨て ィ H スに從 

つた。 而已 ならす 彼 は 公け に 彼の 稅吏廢 業の 宣言 をな した。 卽ち 留^の 筵 を f 一はけ、 舊友 同僚 を 之に 招 

き、 之に ィ H スの 53 席 を 乞 ひて、 彼 を 彼等に 紹介した。 自己の 改 信を吿 白す ると 共に、 彼等の 爲に傳 

道の 途を 開いた。 誠に 愛すべき 男らしき 行爲 である。 信仰 は 心の 事で あると 稱 して 之 を 世に 吿 白せ ざ 

る は、 誠實の 人の 潔し とせざる 所で ある。 

そして マ タイ は 筵 を^け て^を 世に 告げて ィ H スに從 つた。 彼は佛 徒が 出家す る 時の やうに 5:^ を以 

て 世 と^れなかった。 新 嫁が 新郎の 家に 往く 時の やうに 賀筵を 設けて 新 生涯に 入った。 「レビ 己の 家 

にて ィ H ス の 爲に豐 盛なる 筵を設 く」 と ある。 マ タイ は 大宴會 を 開いて 世 を 去て ィ H スに 就いた ので 

ある。 痛快 此上 なしで ある。 
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第 十三 囘 舊き 人と 新しき 人 

路加 傳五 章廿七 I 卅九 節。 馬 可 傳ニ章 十五— 廿ニ 節。 

馬 太 傳九章 九— 十三 節。 

ィ ェ スは 人と して 最も 著る しき 人であった。 故に 彼 は 到る 所に 著る しい 言 を發し 給うた。 彼が ヤコ 

fn  をん な 

ブの 井の 畔 にて サマリ ャの婦 に 語り 給 ひし 言 は 永久 不變 の眞理 であった。 其 如く 彼が マ タイが 設けし 

宴會の 席上に 發し給 ひし 一 一三の 言 は、 是れ又 偉大 深遠の 言であった。 實に 恩惠の 一一： 111 は 甘露の 如くに 到 

る 所に 彼の 口より 落ちた。 そして 之 を記錄 した 福音書 は 人類が 有する 價値 いと 貴き 智慧の 寶庫 である。 

そして ィ H ス より 著しき 一一 一一 11 を 引出す に 方て 最も 有力な りし 者 は、 常に 彼の 批評家と して 彼の 跡に 隨 

ひ、 彼に 何 か 落度 あれ かしと 批評の 眼を睜 つて 彼の 言行に 注目せ し パリ サイ 派の 人々、 並に 其 學者達 

であった。 ィ H スが發 し 給 ひし 最も 驚くべき 言 は是 等の 職業的 宗敎 家に 答へ、 又 彼等 を誨 へんが 爲に 

發 せられし 者であった。 世に 實は 批評家 程 有益なる 者 はない ので ある。 彼等の 疑 察 又は 攻擊 があって 

深い 11 典 理は打 出され、 芳ば しき 香 は 放た る、 ので ある。 人類が 有する 貴き 露理の 半ば 以上 は 反 對の批 

評に 答 ふ る爲 に^に 出し^なる を 知つ て 、 眞理閣 明 の爲に 批評 反對の 如何に 必要なる 乎が 推量 か ら る 

るので ある。 


悔 改めし 稅商マ タイが 設けし 宴會の 席上に 於て 學 者と パリ サイの 人はィ H ス の 弟子に 恨 言いて 曰う 

た 「汝 等稅吏 また 罪 ある 人と 共に 飮食 する は 何故 ぞ」 と。 民の 敎師を 以て 自 から する 者が 俗吏 俗人 

と共に 飲食す る は 何故 ぞ との 詰問で ある。 之に 答へ てィ H スは曰 ひ 給うた r 康强 なる 者 は 醫者を 要せ 

と 

す 惟 病 ある 者 之を需 む」 と。 是は 諷刺であって 同時に 敎訓 である。 汝等 パリ サイの 敎師等 は 健康者で 

ある、 故に 我 を 要せす。 稅吏マ タイ は 病人で ある、 故に 我を需 むとの 意で ある。 然し 是は 確かに アイ 

n 一一  ー (反語) である。 本當の 病人 は是 等の 宗敎 家であって、 比較的 健全なる は マ タイと 其 同僚と で 

あった。 ィ H スは兹 に 確に アイ n  -1 1 (皮肉) を 語り 給うた ので ある。 皮肉 必 しも 惡 事で ない。 預言 

者 は 多く 之 を 用 ひた。 寢れる 良心 を 喚起す 爲に 皮肉 は 度々 有效 である。 强康 なる 者、 我 は 罪 を 犯した 

る覺 えなければ 必す 大往生 を途 ぐる を 得べ しと 言 へりと 云 ふ 故大隈 侯の 如き 人、 其の 他 罪の 赦 しの 福 

音を閜 くも 何等の 喜び を も 感ぜざる 我 國多數 の 所謂 紳士と 淑女、 斯 かる 人 等に 向って ィ H スは 同じ 事 

を 言 ひ 給 ふ 「我 は汝 等に 用な し、 我 は 己が 罪に 悶えて 赦 しを需 めて 泣 叫ぶ 者を訪 はん」 と。 そして 若 

し是 等の 「俯仰 天地に 恥ぢ す」 と 言 ふ自稱 君子が ィ H スに 向て 「我 は 果して 醫者を 要せざる 强康 なる 

者で ある 乎」 と 問 ふなら ば、 彼 は 答へ て 曰 ひ 給 ふで あらう r 汝 は强康 なりと 言 ふが 故に 病人で ある。 

汝 等の 罪 は存れ り」 と (ョ ハ ネ傳丸 章 四十 一 節參考 )。 

次ぎ は斷食 問題で ある。 パリ サイ 人 等はィ H スが 俗吏 俗人 輩と 飲食 を 共に する 所に 彼の 缺點を 見た。 

彼等 は 叉 彼が 豐 盛なる 饗宴に 招かれ 快飮 飽食す る 所に 缺點を 見た。 缺點 义缺點 である。 彼等の 眼は缺 

點を 見る に銳く ある。 彼等 はィ H スに問 ふて 曰うた 「ョ ハ ネの 弟子 は 屢斷食 をな す、 我等 パリ サイの 

弟子 も亦然 り、 然るに 汝の 弟子 は 飲む こと 食 ふこと を 爲すは 何故 ぞ」 と。 言 を 代へ て 云へば 「汝 の宗 
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敎には 節制 斷食 なき 乎」 との 問 ひであった。 そして ィ H スは 之に 答へ て 曰 ひ 給うた 「無し、 我が 宗敎 

に 規則と して、 又は 修養 手段と して、 神の 特別の 恩惠に 與る途 としての 斷食 はない。 神の 國は難 業苦 

行して 得らる.. - 者で ない。 卽ち斷 食に 何の 功德 もない。 然れ ども 爲さ る を 得ざる が 故に 爲す斷 食が 

ある。 新郞の朋友が新郞と刖かる\時に悲哀の極に飮>^^&廢するが如き斷食はぁる。 卽ち 自然 的の 斷 

食 は ある、 人工的の 斷食 はない。 そして 我が 弟子が 其 新郎なる 我と^ かる.^ 時 は 必す來 る。 其 時汝等 

は 彼等が 本 當に斷 食す る を 見る であらう」 と。 (馬 太傳 十七 章 一 一十 一 節、 馬 可 傳九章 一 一十 九 節に 「祈 

禱と斷 食」 と ある r 斷食」 の 二字の 改譯 聖書に 除かれて あるに 注意せ よ。 ：> 

パリ サイ 人並に 擧者 等の ィ H スの行 爲に關 する 敵意 的 批評 は 何 を 示す 乎。 ィ H スと 彼等との 間に 根 

本 的 相違の ある 事 を 示す。 イエス は 新ら しき 人なる に 彼等 は舊き 人で ある。 故に 彼等 はィ H ス の敎を 

受 くる 能 はす。 ィ H スが 弟子と して 彼等 を 選ばす 却って 漁夫 並に 稅吏を 選びし は 之が 爲 である。 若し 

强 ひて 彼等 を 弟子と せんか、 是れ 彼の 不幸に して 又 彼等の 不幸で ある。 恰も 新しき 布 を 以て 奮き 衣 を 

補 ふが 如く、 叉 は 新しき 葡萄酒 を 奮き 革袋に 盛る が 如し。 新舊相 合ざる が 故に 害あって 益な し。 ィ H 

ス の 福音 は パリ サイ 人並に 學者、 今日の 言葉 を 以て 言 ふなら ば 官僚 的宗敎 家並に 學閱 的祌學 者と 相 合 

はす。 之 は 好く 政府 叉 は 敎會を 離れて、 普通の 生涯 を 送る 者、 卽ち 平民 叉 は 平信徒に 適する 者で ある 

との 事で ある。 

新と 云 ひ 舊と云 ふ。 靈の 事に 於て は 時の 問題に 非す して 質の 問題で ある。 說の新 舊を云 ふに 非す、 

勿論 流行の 新 舊と云 ふに 非す、 靈 肉の 關係を 云 ふので ある。 靈は 永久に 新しき 者、 肉 は 永久に 奮き 者 

である。 「儀 文の 舊 きに 由ら す靈の 新しき に 由り て 事 ふ」 とパゥ 口が 曰 ひしが 此區 別で ある。 政府と 


云 ひ 敎會と 云 ひ、 規則と 云 ひ 儀 文と 云 ひ、 敎 派と 云ひ學 派と 云 ひ、 是れ^ 肉の 事であって 奮い 事で あ 

る。 之に 靈の 自由 はない。 永久に 生々 したる 所 はない。 パリ サイ 人 如何に 熱心なる も、 其 熱心た る 主 

義 又は 敎義の 熱心であって、 生命の 温き 所がない。 靈 に比べて 肉 は義く 機械的で ある。 人工的で ある。 

朋黨 的で ある。 因襲 的で ある。 其 奉す る 主義 は 如何に 新しく あると も 其 維持す る說は 最新の 說 なりと 

雖も 主義と 云 ひ 法式と 云 ひ 系統と 云 ひて、 閥 を 作り、 派 を 爲す者 はすべ て 肉に 屬 する 者に して 舊くぁ 

る。 之に 反して 靈は 永久に 生きて 永久に 新しく ある。 生命 は 之に 定義 をす ら附 する 事が 出来ない。 如 

何な る 黨派も 生命 を專 有する 能 はす、 如何な る 學說も 生命の 意義 を 言 盡す事 能 はす。 靈は靈 であ る。 

生命 は 生命で ある。 理化學 の 術語 を 以て 生命 を 言 表さん と 欲して 能 はざる が 如く、 敎義 义は祌 學を以 

て 靈を說 明す る 事 は 出来ない。 生物に 對 して 礦物 並に すべての 無生物 は舊く ある。 靈に對 して 肉 並に 

すべての 肉 性 は舊く ある。 

以上の 意味に 於て パリ サイ 人並に 學 者は舊 くあった。 同じ 意味に 於て 今日の すべての 政府 者 並に 敎 

會者、 擧者 並に 博士、 文學 博士、 法學 博士、 神學 博士、 牧師、 宣 敎師、 社會 主義者、 ボルシェ ビ ス ト、 

な 悉く 舊く ある。 彼等 は 其 奉す るキ： 義を 異にし、 其據て 立つ 主張 を 異にする と雖 も、 共 根本の 精神 

に 於て 同じで ある。 卽ち 彼等 はすべ て 肉の 人であって 舊く ある。 神に 反き し アダム 丈け、 兄弟 を 殺せ 

し 力 イン 丈け 舊く ある。 恰も パリ サイ 人と サド カイ 人と へ B デ黨 とが 黨を 異にしながら、 根本の 精神 

を 共に せし が 故に、 ィ H スに對 して 一 致した と 同じで ある。 

そして 此 世の 政治家、 宗敎 家、 學者、 主義者 は盡く 奮く あるに 對 して ィ H ス 一人 は 常に 新しく ある。 

せに 本當に 新人と 稱 すべき 者 は唯ィ H ス 一 人で ある。 彼 は 純なる 靈の 人、 永遠の 生命の 保有者で ある 
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からで ある。 今や 新 說は數 限りなく 唱 へらる k が、 ん として に 新しき 者 は 唯 イエス 一人で ある。 他 

は 悉く 舊く ある。 團體を 作り、 多 數を其 內に引 入れて、 勢力 を 世に 張らん と 欲する 者 は 悉く 舊く ある。 

舊神舉 も 奮く ある、 新 神 學も舊 く ある。 肉 は 悉く 舊く ある。 此世は 恆に舊 く ある。 新しき 者 は 唯一 つ、 

靈 なる 神是れ である。 そして 此の 靈を迎 へ 之 を 心に 宿した る 者の みが 本當の 新人で ある。 他 は 悉く 舊 

式で ある。 靈 界のバ ン カラで ある。 奮き アダムの 舊き 子供で ある。 

斯く曰 ひて ィ H スは舊 き 人達に 向って 一 片の 同情な き 能 はすであった。 「奮き 葡萄酒 を 飲みて 直に 

新しき 葡萄酒 を 好む 者 は 有ら じ、 是れ舊 き は 最も 好し と 云へば なり」 と。 舊人は 直に 新人た る 能 はす、 

舊 きを 慕 ふ は 人の 自然で ある。 舊宗敎 に 縫る 人、 舊 思想に 捉 はる.. -人、 彼等に 對 して 同情な き 能 はす 

である。 ィ H スは御 自分が 新人の 模範であった とて、 舊 式の 人 を 蔑む が 如き 狭き 人でなかった 。彼 は 彼 

等が 彼の 福音 を 容易に 解し 得ざる 理由 を克く 解し 給うた。 彼 は 敵に 對 して さへ 深き 同情 を懷き 袷うた。 


第 十四 囘 安息日 問題 

馬 可 傳ニ章 二三 I 二八 節。 馬太傳 十二 章  一 I 八 節。 路加 傳六章 一— 五節。 

ィ ェ スは靈 の 人であって 新しき 人で あるに 對 して、 パリ サイ 人 は 律法 的 規則的の 人であって 舊き人 

であった。 故に 雨 者の 衝突 は 免れなかった。 旣に 罪の 赦 しに 就て、 弟子の 選擇に 就て、 俗人と 飲食 を 


共に する 事に 就て、 斷 食の 事に 就て 意見の 衝突が あった。 そして 今 又 安息日の 事に 就て 衝突が 起った。 

信仰の 根本に 於て 相違が あって、 人生す ベての 事に 於て 衝突が 起らざる を 得ない" 

お^  きょ 

十誡 第 四 條に曰 ふ 「安息日 を 憶えて 之 を聖く 守るべし」 と。 安息日 聖 守の 必要に 就て は 十誡 研究の 

時に 述べた から、 今 は 之 を 繰 返さない。 然れ ども 如何に 之 を 守るべき 乎 は 決して 容易い 問題で ない。 

そして 之 を 律法， 力に 解釋 する のが 當 時の ユダヤ人の 立場であって、 精神的 卽ち靈 的に 解釋 する のが ィ 

H ス の 主張であった。 當 時の ユダヤ人の 規則に 從 へば 人 は 安息日に 一 一千 キ ビット (八 町 二十 間) 以上 

の 距離 を 旅行して はならない。 之はシ ナイの 荒野に 於て イスラ H ルの 民が 彼等が 住ゐし 天幕より 神の 

幕屋に 到りし 距離であった。 人 は 安息日に 麥を 刈って はならない。 又 打穀て はならない。 野に 在りて 

麥を 摘みて 食 ふ は 刈って 打つ に 等し。 故に 安息日に 之 を 爲すは 同時に 二つの 罪 を 犯す ので ある。 人 は 

安息日に 普通 行 はる k 以外の 事を爲 して はならない。 例へば 齒痛を 病む 場合に、 水 を 以て 嗽 _ ひする は 

可 なれ ども、 ， 痛 を 止めん とて 酢 を 以てして はならない。 安息日に 特別 療法 を 行 ふ は 罪で ある。 其 他す 

ベて が此 類で ある。 安息日の 聖 守に 關し 三十 九 ケ條の 禁令が あって、 其 各 條に又 細則が 附 せられた と 

云 ふ。 其煩瓚 たる や 思 ふべ しで ある。 

如斯 くして、 歡 喜の 曰、 感謝の 日、 讚美の 日で あるべき 安息日が、 重荷の 日、 困苦の 日、 憂悶の 日 

であるに 至った。 人 を 救 はん 爲に 世に 現 はれ 給 ひし 神の 子 は 安息日 を 偽善者の 手より 救出して、 之 を 

あけの ほし 

元始の 平安に 還す の 必要が あった。 天地の 成りし 時に 「晨星 相 共に 歌 ひ 神の 子た ち 皆な 歡 びて 呼 はり 

ぬ」 と あるに (ヨブ 記 三十 八 章 七 節〕 何故に 之 を 記念す る 日に 感謝と 歡 喜と を 以て 溢れざる。 安息日 

を聖 むる と 云 ふ は 之を歡 呼の 日と 爲す 事で ある。 聖 むは 其 一 面に 於て 言祝ぐ である。 英語に 在ても、 
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liallow は r 聖む」 を 意味し、 又 「叫ぶ」 の 意で ある。 

安息日に 天然 を樂 しむ は雜 でない。 安息日に 痛み を 去り 病 を 癒す は 神の 喜び 給 ふ 所で ある。 安 e. わ 日 

は 神の 子た ちの 祝日で ある。 是は 規則 を 以て 人 を 縛る 日で ない。 自由 を與 へて 彼 を 放つべき 日で ある- 

安息日 は 神が 此 自由、 此歡喜 を 人に 與 へんた めに 設け 給 ひし ものである。 そして 人の子 は 人の 主で あ 

るが 故に、 同時に 安息日の 主で ある。 「安息日 は 人の 爲に 設けられ たる 者に して、 人 は 安 自§ 日の 爲に 

^けられた る 者に 非す。 然れば 人の子 は 安息日に も 主たる 也」 と 云 ふ。 實に 深い 言で ある。 

此 世の 國の場 合に 於ても 法律 は 民の 爲 であって 民 は 律法の 爲 でない。 故に 法律が 民の 安寧 幸福 を妨 

ぐる 場合に は、 國王は 其 至上 權を 以て 之 を變更 する 事 も、 中止す る 事 も、 或 ひ はまた 廢止 する 攀も出 

來る。 神の 國の 法律に 於ても 同じで ある。 神の 子に して 人類の 王なる 人の子 キリスト は、 其 至上 權を 

以て 神の 國の 法律 を變更 す. る 事 も、 改正す る 事 も 出来る。 斯く曰 ひて キリスト は 御自身に 就て 驚く ベ 

0OO000O0OO0OO0O0O0OOOOO000 

き 事 を 曰ひ耠 うたので ある。 安^^^日問題は玆に至てキリス ト神性問題に移ったのでぁる。 

しら 

四 ， 幅 音 書の 記す 所に 依れば、 ィ H スは 七囘 ユダヤ人の 安息日に 係 はる 法则を 破って、 故意に 此 問題 

に 就て 彼等に 戰を 挑み 給 ひしゃう に觀 える。 然し 乍ら 是れ戰 を 好んでの 挑戰 ではなく して 自己 證 の 

爲の 最良 手段で あつたと 思 ふ。 安息日 問題 はィ H スの 神の 子と しての 至上 權を證 明確 立す る爲に 最も 

適當 なる 問題であった。 彼 は 事實を 以て 安息日に 主たる 事を證 明して、 御自身が 誠に 神の 獨子、 舊約 

の撒廢 者に して、 新約の 設置 者、 人の 義 とせら る气は 法律の 行に 依らす 信仰に 依る と 云 ふ、 所謂 「新 

しき 誡」 を 世に II す爲に 臨り し 者なる 事を證 明し 給うた ので あると 信す る。 

私 は 主の 此 言に 由り て、 私が 過去 千 九 百年 間 基督 信者が 取り 來 りし 慣例に 從ひ、 日曜日 を 以て 私の 


安自 b 日と 定め、 之 を 守りて 今日に 至りし 私の 立場 を 辯 明す る。 基督 信者の 安幸^ 日 は 一週の 第一 日、 卽 

ち 日曜日な りと は 明白の 事であって、 別に 其 可否 を 論議す る 必要な き 事と 思 ひしに、 近頃 米國 より 末 

世 之， 幅 音なる 者 入り 来りて 此在來 の 慣例に 反對 し、 安息日 は 第 七日 卽ち 土曜日で ある、 日曜日 を 安息 

日と して 守る 者 は 聖書に 戾り祌 に 反く 者で あると 唱へ、 其 攻撃の 鋒 を 私にまで 向ける を 見る。 米國は 

敎 派の 發 生地であって、 其處に 起り し 敎派は 數百を 以て 箅 へらる。 孰れ も 我 こそ は 聖書 的であって、 

他 は盡く 異端で あると 唱へ、 福 昔の 平和 を亂 せし こと 實に甚 しい。 末世 之 福音の 如き 米國 基督 信者の 

意見の 一 と 見れば それまで ある。 只我國 人中、 安息日 問題の 爲に惱 まされ、 部分的 問題 を 以て 全體 

問題と 見做し、 無用の 波満 を我國 信者の 間に 起す は 最も 悲 むべき 事で ある。 私 は 基督 信者の 安息 H は 

OO0000000000O000000000O0000O00OO0O 

日曜日で あると 信す る。 其 理由 は キリス トは 週の 第 一 日卽ち 日曜日の 朝 墓より 復活し 給うた からで あ 

る。 聖書に 他の 何の 證 言が なくと も 此 明かなる 事實に 由て、 基督 信者が ユダヤ人の 安息日なる 土曜 ：！； 

を 守る を 止めて 日曜日 を 聖日と なして 守る に 至った 理由 は 充分で ある。 私 は 日曜 曰 を 守りて キリス ト 

の 復活 を 記念す るので ある。 そして 安息日に 主たる キリストが、 安息日 を廢 する に 非す して ユダヤの 

土曜日 を 改めて 基督 信者の 日曜日と 爲し給 ひたれば とて、 少しも 不思議 はない ので ある。 是れ 人が 爲 

したる 事で はない。 安自心 日に 主たる 者が 爲し給 ひし 事で ある。 神の 御 眼より 見た まひて キリストの 復 

活は 天地の 創造 以上の 出来事であった。 そして 造化 完成 を 記念す る 爲の安 息 日 を 改めて、 キリスト 役 

活を 記念す る爲の 安息日と 爲し給 ひしと は、 キリス トの御 父なる 眞の 神の 御 事と して 最も 應 はしき 事 

である。 

私 は 基督 信者の 安幸^ 日と して 週の 第一 日 を 守る。 然し 乍ら 守る と 言 ひて ユダヤ人が 第 七日 を 守りし 
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やうに 法律 的に は 守らない。 罪を赦 された る 恩惠の 子供と して 感謝と 歡甚を 以て 之を聖 守す る。 「神 

の 法 の 命 す る 第 七 = 安 息 曰 」 と 云 ふ が 如 き 者 は 墓 督 信 者 と し て の 私 の 安 息 日 で は な い 。 末 骨 之 ； i  .ぜ 

信者 は 例規 叉 は 法律、 又は 法度 义は誡 命と 云 ふが 如き 首 葉 を 使 ひて 第 七日 安息日の 聖守を 以て 我等に 

迫る と雖 も、 c|i{ は 全く 舊 約の 一一 目 葉であって、 新約に 在りて は 誠に 意味の 輕ぃ 言葉で ある。 畢竟す るに 

英米人、 殊に 米國 人せ 實利 主義の 民であって、 何よりも 外面 的の 秩序 卽ち 法律 を 愛する ので ある。 故 

に 彼等の 信仰が k 時と なく 律法に 後展 りする ので ある。 メ ソヂス ト敎 < ^が アル ミ 一一 ァ ン 同義であって 

信仰よりも 行 を 重ん する 傾きが ある。 ュ 一一 テリ ヤン 主義、 ホ リネス 運動、 而 して 又此第 七日 安息日 聖 

守の 主張、 其唱 ふる 敎義は 異なれ ども 其 根本 は 英米人の 律法 的 思想で ある。 我等 は バウ B に 傚 ひ、 

等の 法的 信者に 言 ふべき である、 r 汝等 何ぞ今 si^ き賤 しき 小擧に 返りて 役び 之に 僕た らんこと を 欲 

ふや。 汝等愼 みて と 日と 節と 歳と を 守る。 我れ 汝 等に 就て 危む」 と (加 拉太書 四 章 九、 十 節： >o 末^ 之 

よろ づ  をが み 

福音 信者 は 「エホバ 首 給 ふ、 新月 毎に、 安息日 毎に 萬の 人我が 前に 来りて 5 へ A 拜を なさん」 との ィザャ 

書 六十 六 章 卄三節 を 引いて 余輩に 土曜日^ 守 を 迫る と雖 も、 余輩の 彼等に 1 ねたき は 彼等 は 同時に 新 

月 (月 朔) の 聖守を 主張す るので ある 乎。 畢竟す るに 彼等の 信仰 は 新約より 舊 約への 背馳で ある。 余 

輩 は 單に安 日 問題に 就て 彼等と 意見 を 異にする ので はない。 信仰の 根本 を 異にする ので ある。 m: 書 

を 尊び、 キリストの 再臨 を 信す る點に 於て 彼等と 信仰 を 同う する やうに 見 ゆれ ども、 之 は單に 外面の 

類似に 過ぎない。 余輩 は 1^ び バウ & の 首 を 引いて 此 問題に 關 する 余輩の 立場 を 明かに する、 曰く 「是 

故に 或は 飲む 事、 或は 食 ふ 事、 或は 期 節、 或は 月朔 (新 =0、 或は 安 串 5 日の 事に 由り、 々をして 汝等を 

議せ しむる 勿れ」 と (コ。 サイ 書 二 章 十六 節)。 


第 十五 囘 山上の垂訓 

馬 太 傳五章 I 七 章。 路加 傳六章 二十— 四 九 節。 

r ョ ハ ネの囚 はれし 後ィ ェ ス、 ガリ ラャに 至り 神の 國の 福音 を傳 へ」 たりと 云 ひ r 馬可傳 一章 十 g! 節 y 

0  0  0  0  わ **  i 

一 力べ ナウ 厶に 至り ィ H ス安息 日に 會 堂に入りて 敎を爲 し」 たりと 云 ひ (S サ 一節)、 「ィ ェ ス徧く ガリ 

ラャの 國を經 めぐり 其會 堂に て 敎を宣 ベ」 たりと 云 ひ (同 卅九節 y 「ィ H ス復び 力べ ナウ ムに來 りしに 

彼の 家に 居る こと 聞え ければ 直に 多くの 人々 集 ひ來れ り、 ィ H ス 彼等に 敎を {.I 一ぶ」 と 云 ふ (二 章  一、 二 

節ソ。 「ィ H ス また 海 邊に往 きしに 人々 彼に 來 りければ 是 等を敎 ふ」 と 云 ふ (同 十三 節 )o 敎 ふるのが ィ 

エスの 第一 の 目的であった。 然るに 馬 可 傳はィ H ス の敎に 就て 多く を it へない、 ト- として 彼の 行 動 こ 

し る  -( 

就て 錄す。 故に 敎は之 を 他に 求めなければ ならぬ。 そして 馬 太傳と 路加 傅と は 馬 可 傳の此 缺乏を 補 ふ 

ものである。 

ィ H スの敎 の 最も 善き 模範 は 山上の垂訓 である。 馬 太、 路加 兩傳が 之を傳 ふ。 馬 太の 分 は 其 五 章よ 

り 七 章に 至り 百 七 節より 成る。 路加の 分 は 其 六 章 二十 節より 四 十九 節に 至り 二十 九 節 を 以て 了る。 故 

に 一 讀 して 其 大意 を 知らん と 欲せば 路加 傅に 依る を 宜しと す。 然し 普通 「山上の垂訓」 とい ゝ ば 馬 太 

傳 所載の もの を 指して 云 ふ。 その 諄々 として 天國の 市民の 資格、 義務、 警誡 を說く 所、 他に 其 類 を 見 
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す。 *lflsc 大憲章と ぎ ばれ、 至大 至 重の 文字で ある。 

山上の Iffil 訓を 研究す るに 方て、 たづ 第一 に 我等の 心に 留め置くべき は、 其れが 天國の 福音であって、 

キリス 卜が 宜吿し 給 ひし 新しき 律法で はない 事で ある。 多くの 人 は 之 を 天國の 律法と 見る が 故に 全然 

其 意味 を 取 違へ るので ある。 是はィ H スが傳 道の 首途に 於て、 ガリ ラャの 春に 際し、 歡喜 の餘 りに 述 

ベ 給 ひし 福音 卽ち 喜びの 音 s| である。 其 事 は 明かに 其發 端の 一一 一一 口 葉 に 由て 示さる。 「福な り 心の 貧しき 

者 は」。 「幅 ひなり、 福 ひなり」 とィ H スはロ を 開く や 否や 八囘 繰返し 給うた。 聖 アム ブ 口 ー スは之 を 

一- piH ま； -の八 昔 を 鳴らす 八 衝の美 はしき 鐘の 昔に 譬 へた。 「幅 ひなり」 を 以て 始められた 此大 5^ 敎 がん を 

威嚇し 义は 判く 者で ない に 相違ない。 モ ー セの 律法 はシ ナイ 山上、 火の 堙の揚 る 所に 雷鳴 を 以て 授 

けられた。 之に 反して ィ H スの 山上の垂訓 は、 ガリラヤ湖 畔の風 涼しき 所に 青葉" 萌 出る 小山の 上に 與 

へられた。 山上の垂訓 をより 嚴 しき ィ H ス の 律法と 見る 者 は 全然 之 を 誤解す る 者で ある。 我等 は恩惠 

の 主より 恩惠 の 言葉 に與 かるの 態度 を 以て 其 研究に 取 掛からねば ならぬ。 

馬太傳 所載 山上の垂訓 は 三 章 百 七 節より 成る 大說敎 である。 そして 其 一 字 一 句が 悉く 重要 文字で あ 

るが、 然し 其內に また 輕 重の 差な き 能 はすで ある。 何れの 說敎 にも あるが 如くに、 ィヱスの此のた^^ 

敎 にも 亦 頂 點 があった。 そして 其の 頂點を 知る に 由て 其 全 體を窺 ふ 事が 出来る。 そして 其 頂 點は七 

章 十二 節で ある。 卽ち 

是 故に 凡て 人に 爲ら れんと 欲 ふ 事 は汝等 また 人に も 其 如く 爲ょ 

と。 「福 ひなり」 との 喜ばしき 一 聲を 以て 麓を發 足せし 此 信仰的 大 登山 は、 黄金1^として全世界に讚 

えらる X 此 一節に 到て、，. 嶺の 頂點に 達した ので ある。 之 を 富士山に 譬 へん 乎、 八 箇の祝 は 之 を 麓の 


八 湖と 見て 可ら う。 そして 登り 登って 登り詰め たる 所、 卽ち 富士山で 云へば 劍ケ峯 と 云 ふ 所が 山上の 

垂訓に 於け る 黄金律で ある。 其 間に 胸 突 八 町と 云 ふが 如き 絶壁に 類した る 所 も ある。 律法 も ある。 審 

刺 も ある。 然し 乍ら 山 は 恩惠の 山であって、 其 麓 は 祝福の 湖、 其嶺は 愛で ある。 我等 は 中 の互巖 凄 

愴 たるに 氣を奪 はれて 全山の 麗姿 を 見逃して はならない。 

第五章初のニ節は此大說敎が爲されし場合を記した^1<?でぁる。 ィ H ス の聲名 凶 方に 擴 りければ ガリ 

ラャ、 デカボ リス、 エルサレム、 ユダヤ、 ヨルダンの 外より 多の 人々 來 りて 彼に 聽 かんとした (四 章 末 

節 )o 今や カペナウムに 於け るべ テロの 家は此 群集 を受 くるに は餘 りに 狹く あった。 又邑と 湖との 問 

に 彼等 を容 るるの 場所がなかった。 此有樣 を 見て ィ H スは 彼等 を 導きて 背後の 山に 登り 給うた。 そし 

て 原語に 在りて は 山 は 特別の 山、 卽 ちかの 山で あれば、 イエスが 祈 禱の爲 め 又は 四方 展望の 爲に 置々 

登り 給 ひし 彼れ 特 愛の山であった らう。 彼 は 其虚に 坐し 給うた と あれば、 彼 は 暫く 彼等 を敎 へんと て 

着席し 給うた ので ある。 聽衆 山上の 高臺に 集り 弟子 等 は 彼の 足下に 坐す。 春旣に 半ばに して 靑草軟 き 

敷物 を 給へ、 花 は 笑 ひ、 鳥 は 囀りて、 垂訓 最良の 材料 を 供した。 此聽 衆と 天然と ありて、 彼 は 口 を 開 

き、 肅然 沈默を 破って 語り 出し 給うた 「福 ひなり」 云々 と。 

五 章 三 節 以下 十一 一節まで は 垂訓の 序言と して 見る ことが 出来る。 福音の 紹介の 辭 であると 同時に 其 

縮寫 又は 梗概で ある。 若し 基督 敎を 凝結した る 者が 山上の垂訓であるなら ば、 其 精 要は 其 冒頭 を 飾る 

是等 祝福の 辭 である。 

(一) 福な り 心の 貧き 者 は、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也。 

(二) 福な り 哀む者 は、 其 人 は 安 慰 を 得べ ければ 也。 
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福な り 柔和なる 者 は、 其 人 は 地 を嗣ぐ こと を 得べ ければ 也。 

福な リ娥 ぇ渴く 如く 義を慕 ふ 者 は、 其 人は飽 くこと を 得べ ければ 也。 

福な リ矜恤 ある 者 は、 其 人 は 矜恤を 得べ ければ 也。 

福な り 心の 淸き者 は、 其 人 は 神 を 見る こと を 得べ ければ 也。 

福な り 和平 を 求む る 者 は、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ 也。 

福な り義き 事の 爲に 責めら る \ 者 は、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也。 ：_ 

以上 祝福の 辭は八 節で ある。 孰れ も 驚くべき 言で ある。 初めて 之を聽 きし 者 は 驚 駭の感 に 打 たれた 

であらう。 祝福 は 慕 ふべ く あれ ども、 其條 件が 意外で ある。 ィ H スが福 ひなり と 稱へ給 ひし 者 は 孰れ 

も此 世が 不幸と 見做す 者で ある。 此世は 云 ふ、 富める 者 は 福な り、 位 ある 者 は 福な り、 智慧 ある 者 は 

福な り、 舉識 ある 者 は 福な り、 天才 ある 者 は 福な り、 權カ ある 者 は 福な りと。 然れ ども ィヱ スは其 何 

れをも 福と 稱し 給はなかった。 其 反 對にィ H スが 福と 稱へ給 ひし 者は此 *1 が 不幸と 稱 ふる 者であった _ 

貧しき 者、 哀む 者、 人に 責めら る k 者、 幾え 渴く 如く 富貴なら で 義を慕 ふ 者、 柔和なる 者、 斯 かる 者 

が 幅な りと 云 ふ。 愚か 狂か聖 か、 聽者は 其 意味 を 探る に窮 したで あらう。 而 かも ィ H スは權 威 を 以て 

是 等の 言 を發し 給うた ので ある。 是は 勿論 ィ H ス の 確信で あつたので ある。 卽ち 世の 云 ふ 幸 幅 は 不幸 

である。 世の 云 ふ 不幸 は 幸福で ある。 此の世と 天 國とは 全然 性質 を 異にする とィ H スは敎 へ 給うた の 

である。 垂訓 發 端の 首が 旣に 革命的で ある。 誰か 之に 堪へ 得る 者ぞ。 世が 之に 堪へ 得ない は 勿論の 事- 

所謂 基督 信者 さへ 之を聽 くも 信じない。 貧の 幸福、 悲哀の 幸 幅、 饑渴の 幸福、 迫害の 幸福、 ィ H スは 

開口 一番 斯 かる 幸 幅 を 述べ 給うた。 山上の垂訓の 何たる 乎は此 驚くべき 序言に 由て 略 ぼ 推測す る 事が 


出来る。 

山上の垂訓 又は 說敎の 名 は 英語の ，ts  senmm  cll the ョ cunt 叉獨逸 語の tie  Bei お predigt の 

譯字 である。 然し 是れ 適當の 名で はない。 馬 可傳が 記す が 如く  r 祌の國 の 福音」 と稱 ぶが 本當 である- 

訓誡 叉 は說敎 でない。 福音で ある。 ィ H スが 夭 上より 持 來り給 ひし 喜ばしき 音 is である。 名 は 實を示 

す を 要す。 之 を 福音と 稱せ すして 垂訓と 呼びし が 故に 多くの 有害なる 誤解 を 招いた ので ある。 

「ィ H ス許 多の 人 を 見て 山に 登り」 と ある。 「見て 之 を 避けて」 と 解す る 事 も 出来る。 卽ち 群衆 を 

避けて 弟子 等 を 伴 ひて 靜 かなる 山に 登り 其 所に 彼等 (弟子 等) を敎へ 給へ りと. 解す る 事 も 出来る。 私 

も 曾て 此の 解釋を 取り 之 を 世に 紹介した 事が ある。 然し 乍ら 遠き 國々 より ィ H スに聽 かんとて 來 りし 

聽 衆が、 彼が 山に 登り 給 ひたれば とて 麓に 殘り居 やう 害がない。 故に 「見て」 は 「伴て」 と 解す るの 

が當然 であると 思 ふ。 正誤の 意味に て此 事 を 附記す る 。 


第 十六 囘 祝福の 辭 (上) 

馬 太 傳五章 三 —十 節。 路加 傳六章 二十—  二三 節。 

祝福の 辭は八 音で ある。 其 ^ 個が 美しく ある。 其 全體が 美しく ある。 或は 巧みに 刻まれた る ダイヤ 

モンドの 如くに、 福音の 光 は 燦然と して 其 各面より 照り 輝き、 全面 は 相互に 調和して 一大 寶石を 形成 
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する。 

「福たり」 とず ひて ィ H スが 神の 子た るの 權威を 以て 祝福 を 宣告し 給うた ので ある。 其 人が 祝福 を 

感じた ので はない。 彼は哀 み、 幾え 渴 きつ、 あるので ある。 然し 人が (彼れ 自身 も 其-一人 である〕 不 

幸と 思 ひつ 、ある 時に、 イエス は 「福な り」 と 宣吿を 下し 給うた ので ある。 誤らざる ィ H ス の 御意 見 

である， - 祝福 は實 現した ので はない、 預 首され 約束され たので ある。 人の 評價 ではない、 神の 首で 

ある。 故に 信仰 を 以て 受 くべき 者で ある。 

「心 (又は 靈) の 貧しき 者 は 福な り」 と 云 ふ。 心より 贫 しき 者、 靈 魂の 根 抵 より 貧しき 者 を 云 ふ。 

物に 貧しく して 心に 驕る 者が ある。 此 世の 貧者に 此 類が 多い。 然し 乍ら 本當の 貧者 は 物に も靈 にも 貧 

しき 者で ある。 卽ち 「我に 頼るべき 何物 もな し」 と感 する 者で ある。 淸 貧を樂 しむ 者の 如き 此 種の 貧 

者で ない。 我に 誇るべき 義. も 愛 も 信 も、 德は 勿論の 事、 何物 もない と感 する 者、 卽ち 根本的に 貧しき 

者、 斯 かる 者 は 福な りと ィ H スは 宣告し 給うた ので ある。 此 一 節の 最も 善き 註解 は 路加 傳 十八 章 九 節 

より 十七 is まで ある。 就いて 見るべし。  - 

「天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也」。 「天 國」 は 神が 人に 與へ給 ふ 幸福の 全部で ある。 其 半面 は 心の 

狀 態で あり、 他の 半面 は 境遇の 實現 である。 天國は 完成され たる 靈 魂と 完成され たる 宇宙と より 成る。 

故に 天國 は今旣 に 在る 者であって、 又 後に 現 はるべき 者で ある。 「神の 國は汝 等の 內に 在り」 との ィ 

エスの 言に 鑑みよ。 そして 心の 貧しき 者に は 天國は 今、 此 世に 於て 與 へらる べしとの 事で ある。 未來 

の 事で はない、 現在の 事で ある。 心の 空虚き 者、 根本的に 謙遜なる 者 は、 令、 未来に 於け る 神の 圃の 

實現を 待た すして、 夭 國を其 有と する 事が 出來 るとの ィ H スの 宣言 又は 約束で ある。 「神の！； は飮食 


に 非す 義と 和と 聖靈に 由る 歡樂 にあり」 との 羅馬書 十四 章 十七 節に 於て パゥ tl が唱 へし もの を 云 ふ。 

此は 確かに 信者が 今の 生涯に 於て 授かり 得る 天國 である。 天國の 全部で はない が 然し 天國 たるに 相違 

ない。 

「哀む 者 は 福な り」 と 云 ふ。 すべての 悲哀が 福なる ので はない。 「それ 祌に循 ふ 憂 (悲しみ」 はぎ 

なきの 救 を 得る の 悔改に 至らし む。 然れど 世の 憂 は 死に 至らし むる 也」 と ある (コ リント 後書 七 章 十 節)。 

事業 失敗の 悲しみ、 罪 惡露顯 の 悲しみ、 其他此 世の すべての 悲しみ、 是は 皆な 肉 を 減じ、 骨 を 枯らし、 

死に 至らし むる 悲哀で ある。 そして 之に 對 して 神に 循ふ 悲哀が ある。 己が 罪を悲 み、 缺點 多き に え、 

光 を 仰ぎながら 猶ほ 暗き に 彷徨 ふ を 歎く。 又 世が^ 時まで も 神に 叛き、 其 結 として 何時までも 禍患 

困窮の 內に 苦しむ を悲 む。 己が 爲に悲 み、 世の 爲に悲 む。 斯 かる 者 は 幅な りと ィ H スは宣 ベ 給うた の 

である。 所謂 高貴なる 悲哀 (noble  sorrow) である。 然れ ども 高貴なる が 故に 其れ丈け 深く ある、 激 

しく ある。 ル ー テル、 コ 0 ムゥ H ル、 パン ヤン 等が すべて 實験 せし 所の 悲哀で ある。 幾年 も 眞喑黑 に 

彷徨 ふ 苦痛で ある。 自分と して は 不幸の 頂上で ある。 此 世の 冷笑、 敎會の 疑 察を受 くるに 至らし むる 

悲哀で ある 。然るに ィ H スは宣 ベ 給うた ので ある 「其 人 は 福な り」 と。 

「其 人 は 慰安 を 得べ ければ 也」 と。 人間の 一一 一一 n 葉と して 「なぐさめ」 は 意味の 輕ぃ詞 である。 日本；^！叫 

の 「なぐさめ」 は 「投 ぐ」 叉 は 「和ぐ」 より 出た 詞 である。 「憂 を 投げ」 叉 は 「和ぐ る 事」、 卽ち 「夏 

f  .  '  ,  Jul.  かな レ& な さ 

晴 し」、 其れが 「慰め」 である。 卽ち 悲哀の 宥め 叉 は 緩和で ある。 之 を 取 除く 事で ない。 然し 乍ら 神 

に 在りて 慰め は 深い 重い 意味の 詞 である。 本當の 慰め は悲 みの 取 除で ある。 悲哀の 原因 を 取 去りて 之 

に 代る に 歡喜を 以てする 事で ある。 そして 神 は如斯 くにして 悲む者 を 慰め 給 ふとの 事で ある。 實に偉 
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大 なる 御 約束で ある。 罪 を 悲しむ 者に 其 罪 を 取 除き 之に 代る に義を 以てし 給 ふとの 事で ある。 死を哀 

む 者に 死を滅 して 之に 代る に 再び 死なざる 生命 を 以てし 給 ふとの 事で ある。 是が 本當の 慰めで ある。 

「歎き 悲み、 甚く 憂 ふる 聲 ラマに 聞 ゆ、 ラケル 其 兒子を 歎き、 其兒 子の 無き によりて 慰め を 得す」 と 

ある 「マ タイ 傳ニ章 十八)。 そして ラケル を 慰む る 唯一 の途 は、 彼女が 失 ひし 兒子を 再び 彼女に 與 ふるに 

ある。 其れ 以外の 途を 以て 彼女 を 慰む る 事 は 出来ない。 そして 祌は此 意味に 於て ラケル を 慰め 給 ふと 

の 事で ある。 そして ラケルの みならす、 すべて 兒子を 失 ひて 歎き 悲み、 甚く 憂 ふる 此 世の 母と 父と を 

慰め 給 ふとの 事で ある。 子 を 再び 其 親の 懷に 返して 彼等 を 慰め 給 ふので ある。 玆に 於て か 復活の 希望、 

キリスト 再臨の 希望、 萬 物 復興の 希望が、 ィ H スの傳 道の 初期に 於て 旣に 提示され たので ある。 

故に 「慰め を 得べ ければ 也」 である。 未来 動詞で ある。 天 國は此 世に 於て 人 マ與 へらる と 云 ふに 對し 

て、 慰め は 未来に 於て 施さる と 記さる。 勿論 此 世に 於ても 信者に 慰めがないで はない。 然し 乍ら 是れ 

約束の 慰めで ある。 「神 彼等の 目の か" を 悉く 拭 ひ 取り 復た死 あらす 哀み 痛み 有るな し」 との 慰めの 御 

一一 m 葉で ある r 默 示錄サ 一 章 四 節〕。 然し 御言 葉であって 事實 ではない。 そして 神の 約束の 御言 葉が 事實と 

なりて 現 はる & 時に、 其の 時に 本當の 慰安が あるので ある。 

「柔和なる 者 は 福な り」。 註解 者 は 言 ふ、 玆に云 ふ 柔和 は 祌に對 する 柔和であって、 人に 封す る柔 

和で ない と。 卽ち 原語の prals は宗敎 的の 詞 であると。 若し さう であると すれば 「柔和なる 者」 と 

は 眩く ことなくして 神の 降し 給 ふ 凡ての 困苦 を受 くる 者 を 云 ふので ある。 卽ちィ H ス 御自身が 此 意味 

に 於ての 柔和なる 者の 模範であった。 「彼 は 苦しめら るれ ども 自 から 謙 下りて 口を^ かす、 屠場に 引 

かる &羔の 如く、 毛 をき る 者の 前に i す 羊の 如くして 其 口 を 開 かざりき」 と 彼に 就いて 預 一一 一一 E せられし 


が 如くに 彼 は 行 ひ 給うた (ィ ザャ書 五十一 一一 章 七 節 )o 愛の神 を 信じながら 身に 災禍が 臨む も 能く 之に 堪へ、 

反て 神 を 讚美す るの 心、 それが 柔和の 心で ある。 そして 斯 かる 心 を 持った 者 は 幅で あるとの 事で あるつ 

神に 對 して 柔和なる 者 は 勿論 人に 對 しても 柔和で ある。 默 して 神の 鞭 を 受け 給 ひし ィ H ス は 亦默し 

て 人の 詬をも 受け 給うた (ベ テ 口 前書 一 一章 廿 一— 廿四節 を 見よ)。 故に 柔和なる 者 は 此^に 於て 虐げ 

らる、 者、 常に 劣敗 者の 地位に 置かる、 者で ある。 然るに ィ H スは 宣告して 一一 m ひ 給 ふ 「其 人 は 地を嗣 

ぐ 事 を 得べ ければ 也」 と。 玆に 明かに ィ H スの 終末 觀が 示されて ある。 信者 は 單に靈 的に のみ 恵まる 

る 者で はない、 物的に も 亦 終に は 世界の 持主と なる ので あると。 驚くべき 宣告で ある。 祌が爲 し 給 ふ 

がま i に 自己 を委 ぬる 者、 此 世に 在りて は 本當の 意味に 於ての 無産階級、 常に 割の 惡ぃ 地位に 居る 者、 

其 者が 終に は 全地 を 神より 賜 はると 云 ふので ある。 此事を 知る が 故に 本當の 基督 信者 は 財 產爭ひ をし 

ない。 又 殊更に 社會 主義 を唱 へて 責挨ゃ 富豪に 富の分配 を 迫らない。 信者 は 静に祌 が 全世界 を 彼に 賜 

ふ 其 時 を 待つ ので ある。 


第 十七 囘 祝福の 辭 (中) 

「幾え 渴く 如く 義を慕 ふ 者」。 「義に 饑え 叉渴く 者」 と譯 すべきで ある。 利に 饑え 愁に？ S くが 人の 

常で ある。 稀れ に は 知識に 饑え 渴く 者が ある。 然れ ども 義に 機え 渴く者 は 更に 稀で ある。 人に 義人と 
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して 崇めら れんと 欲する ので はない。 叉 自分の 良心 を滿 足させん と 欲する に 止まらない。 神の 前に 義 

たらん と 欲する ので ある。 是れ 人が 懷き 得る 最高の 欲望で ある。 そして 此 欲望 ありて 初めて 本 當の宗 

敎 心が あるので ある。 宗敎 他な し、 完全の 義に 達する 事で ある。 「天に 在す 汝 等の 父が 完全き が 如く 

汝等も 完全く 成るべし」 と 云 ふの がィ H スが其 弟子より 要求し 耠ふ 所で ある。 そして 此 要求に 應 ぜん 

として 努力 奮闘した 者が あった、 叉 あると は實に 人類の 名譽 である。 「鹿の 溪河を 慕 ひ 喘ぐ が 如く 我 

靈 魂は渴 ける 如くに 神 を 慕 ふ、 活ける 神 をぞ慕 ふ。 何れの 時に か 我れ 往 きて 神の 聖 前に 出ん」 と イス 

ラエルの 詩人 は 歌うた (詩 四十 ニ篇 )o そして 單に 遠方より 義の 神に 愫憬 る& のみなら す、 直に 共臺前 

に 達せん と 欲して 勇進した 者が あった。 そして 其の 最も 好き 例が タル ソの パゥ 口 である。 羅馬書 第 七 

章 は 最も 鮮 かに 此 精神的 狀態を 示す 者で ある。 r 镜 我れ 困苦る 人なる 哉、 この 死の 體 より 我 を 救 はん 

者 は誰ぞ や。 是れ 我等の 主ィ H ス キリストな るが 故に 神に 感謝す」 と。 そして ル ー テル、 バ ン ヤン、 

コ n ムゥ H ル、 ブレ ナ ー ド 等に 皆な 此ぼ 苦が あった。 近代 人の 知らざる 困苦で ある。 彼等の 所謂 

Sturm  imd  Draiig と は 質 を 異にし、 自己の 完成 を 欲求す る 困苦に 非す して 神に 肖ん と 欲する 努力で 

ある。 人類の 奮 鬪史に 於て、 クリスチャンが 神の 義に 達せん と 欲して 鬪 ひし 其 戰 よりも 激烈なる もの 

はない。 如斯き 者に 對 して ィ H ス はまた 「其 人 は 福な り」 と 宜吿し 給うた ので ある。 此は 無益の 褒鬪 

に 非す、 無謀の 欲求に 非す と 彼 は敎へ 給うた ので ある。 實に 驚く 可き、 思 ひ 切った る 宣告で ある。 義 

に 饑え、 完全に 渴 する 者 は、 其 欲求 通りに 飽く事 を 得べ しとの 宣吿 である 3 

人 は 問 ふで あらう、 然 らば 人 はは H んで 完全の 義人たり 得る ので ある 乎と。 「然 り」 と 聖書 は 答る の 

である。 そして 多くの クリスチャン は 其 事の 實 である 事 を實驗 した。 義に飽 く途に 二つ ある。 其 第一 


は義 とせら る \ 事、 卽ち 義人なら ざるに 義人と して 認めら る、 事で ある。 其 第二 は實 質的に 義 たらし 

めら る \ 事 である。 第 一 は 罪の 此 世に 於て、 罪の 身此 儘に て、 信仰の 故に 由り て、 義 とせら る k 事で 

ある。 第二 は 信仰の 結果と して 榮化 復活の 恩 惠に與 り、 神の 子 キリストが 完全き が 如く 完全く せらる 

る 事で ある。 第 一 は 現世の 事で あり、 第一 一は 來 世の 事で ある。 そして 祌の爲 し 給 ふ 事なる が 故に 二者 

何れも 確實 なる 事で ある。 罪の 此 身に 宿る 間、 我等 は 完全に 義 たる 事 を 得ない。 然れ ども 我が g§ ；を十 

字 架に 釘け 給 ひし キリスト を 仰瞻る 事に 由り て、 彼の 義を 我が 義 となす 事が 出来る。 又 神 は キリスト 

に 在りて 我等 を 看た まう が 故に、 我等 信仰 を 以て 自己 を キリストの 衷に 置く 時に、 祌は 我等の 罪を定 

め 給 はない。 事 は 理論で はない、 實驗 である。 神の 義に逐 立ら れて キリストの 十字架の 影に 隱る、 時 

に、 罪 はも はや 我 を 困し めす、 我が 心 は 平安なる を 得る ので ある。 義に 饑え 渴 くの 必然の 結 raj- は 十字 

架 贖罪の 信仰で ある。 そして 此 信仰 を 得て、 此世 此體に 在りながら 我 は 義に飽 く 事 を 得る ので ある。 

然し 乍ら 信仰に 由る 義は 完成せられ たる 義 ではない。 信者 は 今 世に 於て 信仰的に 義 とせられて、 來 

世に 於て 事實 的に 義 とせら る- -の である。 r 汝 等の 心の中に 善き ェを 始め 給 ひし 者、 之をィ H ス キリ 

ストの 日までに 全うすべし」 と ある (ピリ ビ書 一章 六 節〕。 「我等の 命なる キリストの 顯 はれん 時 我等 も 

之と 偕に 榮の 中に 顯 はる k 也」 と あり (コ 。サイ 書 一一 一章 四 節)、 又 「愛する 者よ 我等 今 神の 子たり、 後い 

かん 未だ 露 はれす、 彼れ 顯 はれん 時には 必す 神に 肖ん こと を 知る」 と ある (ヨハネ 第一 書 一一 一章 二 節 )o 信 

者の 義は 未だ 完ぅ せられた ので はない。 之 は キリストの 再臨 を 待って 全うせら る、 ので ある。 斯 くし 

て義に 饑え 渴く事 は 決して 無益の 欲求で ない。 天然の 萬 事に 於て 欲求 は 充足の 預言で ある。 視る 物が 

ある 故に 視る 眼が あるので ある。 聽く 音が ある 故に 聽く 耳が あるので ある。 人の 義の 欲求 ある は 其の 
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充 たさる、 證據 である。 そして 罪に 沈みし 人類の 義の實 現 を 不可能 視す るが 故に、 ィ H スは 此の 驚く 

ベ き 宣 言 を 爲 して 義の 追求と 實 行と を 獎勵し 給うた ので ある。 

r 矜恤 ある 者 は 福な り 云々. T 其 字義 は 明瞭で ある。 事實 果して 如何が 問題で ある。 此 世に 在りて 

は矜恤 ある 者は必 しも 福で あると は 首 ひ 得ない。 多くの場合に 於て 矜恤 ある 者 は 不幸で ある。 そして 

大抵の 場合に 於て 矜恤 ある 者 は 損で ある。 矜恤は 成功す るの 途 でない。 自分の 利 S を 省みす して 他人 

の 利益 を 計りて 此 世に 於け る 成功 は 甚だ 覺束 ない。 殊に 國 家の外 交 政略に 於て 矜恤は 禁物で ある。 弱 

國を 憐れみ、 其責尊 利益 を 思 ふて 富强を 致した 國家は 一 つもない。 其點に 於て 英國、 伊國、 佛國、 米 

國、 日本、 孰れ も 擇む所 はない。 外交的に 見て 矜恤 ある 者 は 不幸な り、 其國は 侮辱 せらる ベければ 也 

である。 そして 今や 基督 敎會に 於て すら 矜恤は 矜恤を 以て 報いられない。 弱き 他敎 會を壞 して 强き自 

分の 敎會を 盛に する 事 は、 刖に惡 い 事で あると は 思 はれない。 優勝劣敗が 進化の 理 であると 信ぜら る 

る 今日、 矜恤は 軟弱であって 排斥すべき である。 11 イチ H の 哲學が 近代 人に 歡 ばる、 理由の 一 は、 確 

に矜 恤と稱 する が 如き 女性的 性格の 排斥に 於て あるので ある。 

然るに ィ H スは敎 へ 給 ふ 「矜恤 ある 者 は 福な り、 其 人 は 矜恤を 得べ ければ 也」 と。 憐む 者は憐 まれ 

る。 誰に？ 何處 で？ 此 世に 於ても 多少 はさう である。 然れ ども 殊に 著る しく、 神に、 未来の 裁判 

の 場に 於て である。 r 憐 むこと をせ ざる 者は鞫 かる 11 時 また 憐 まる、 こと 無 からん。 矜恤は 箱に 勝つ 

なり」 と 使徒 ヤコ ブが敎 へし 通りで ある (雅各 書 二 章 十三 節 )o そして 信者 は 何よりも 此韓 きを a れ、 

安全に 之 を 通過 せんと 欲する ので ある。 此は 無用の 恐怖で あると 言 ふ 者 は 誰か。 自分の 罪に 覺 めた 者 

は此 恐怖 を懷 くが 當然 である。 「汝の 僕の 審判に 關係ひ 給 ふ 勿れ、 そ は 活ける 者 一人 だに 8,5: 前に 義と 


せらる、 はなし」 とは聖 詩人の 叫びであった (詩 百 四十 三 篇ニ節 )o そしてす ベての 聖徒に 此 叫-びが ある 

ので ある。 「神 は 徵盡す 火な り」 と は 狂人の 腦 裡に畫 かれた る 想像で はない。 睡眠 狀 態より 覺め たる 

時の 人の 實驗 である。 そして 自身 審判 かるべき 地位に 在る 者 は 他人 を 審判く に 寛大なら ざる を 得ない。 

此 審判 を 目前に 置いて 人に 對 する 矜恤は 自然に 起る。 損益 又は 成功 失敗の 問題で はない。 我が 靈魂永 

遠の 運命に 關 はる 問題で ある。 そして 本當の 矜恤は 未來裁 刺の 觀 念より 起る 者で ある。 強き 未 來觀念 

のな き 所に 本當の 深き 同情 は 起らない。 情 は 人の 爲 ならす 自分の 爲 である。 審判 を 父に 委ねられ 給 ひ 

しィ H スは宣 ベ 給うた r 矜恤 ある 者 は 福な り、 共 人 はま 判る、 時に 矜恤を 得べ ければ 也」 と。 ダビデ 

は 曰うた 「エホバよ 汝 は矜恤 ある 者に は矜恤 ある 者と なりて 現 はれ 給 ふ」 と (詩篇 十八 篇サ 五節〕。 人 は 

自分が 爲 すが 如くに 神に 极 はる i ので ある。 


第 十八 囘 祝福の 辭 (下) 

「福な り 心の 淸き者 は、 其 人 は 神 を 見る こと を 得べ ければ 也」 と。 神 は淸く ある、 彼に 接する に 心 

の淸 きを 要す。 「人 もし 潔ら すば 主に 見 ゆる こと を 得ざる 也」 と ある (希 伯來書 十二 章 十四 節 ：)。 主に 見 

ゆるの 資格 は 是れ。 冥想 も、 工夫 も、 難行 苦 業 も、 心を淸 くせす して 神 を 見る こと は出來 ない。 人 は 

曰ふ淸 水に 魚 棲ます と。 魚 は 棲まない、 然れ ども 神 は 宿り 給 ふ。 「心の 淸き」 と は淸淨 潔お、 ー點の 
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汚な きを 云 ふので はない。 もし 雨 なれば 神 を 見る ことの 出来る 者 は 一 人 もない。 或は 曰 ふ是れ 性的に 

純潔なる の 意で あると。 卽ち 男子と して は 修道士の、 そして 女子と して は 童貞 (尼) の 生涯 を 送る 事 

であると。 然れ ども 僧尼 必 しも 心の 淸き 者で ない 事 は 多くの 事實に 由て證 明 せらる。 其 反對に 多くの 

淸き 生涯 は 結婚 生活に 依て 營 まれた。 性的 關係を 不潔と 見る は 多くの 不潔 を 醸す の 原因と なる。 「汝 

等 婚姻の 事 を 凡て 責め、 神 は苟合 又奸淫 する 者 を 審！： き 給 ふ」 と ある (希 伯來書 十三 章 四 節)。 聖書 は淸 

潔と 獨身 生活と を 同一 の 事と して 見ない。 

「心の 淸き 者」 と は 心に 僞は りなき 者で ある。 其 好き 例 は ナタナ エルで ある。 イエ ス 彼の 己が 所に 

來るを 見、 彼 を 指して 曰 ひける は 「眞の イスラ H ル人 にして 其 心詭譎 なき 者ぞ」 と (ヨハネ 傳ー^ 四 七 

節 )0 斯 かる 人 は 日本人の 內 にも ある。 r 眞の 日本人に して 其 心詭譎 なき 者ぞ」 と稱 して 間違な き 者 

々 リ スチ ヤン. 

が ある。 其 人 は 勿論 基督 者で はない。 然し 基督 者た るの 最も 善き 資格 を 有する 者で ある。 世人 は 彼 を 

呼んで 「正直者」 と 云 ふ。 正直で ある 事の 外に 何の 取 所な き 者と して 賤視 めら る。 然れ ども ィ H スは 

彼 を 祝して 曰 ひ 給 ふ 「汝は 福な り」 と。 

「神 を 見る」 と は 現世に 在りて はィ ェ ス キリストの 面に ある 神の 榮光 を拜 する 事で ある C コ リント 後 

書 四 章 六 節)。 其 結 * として 來 世に 在りて は 面前 再臨の キリストに 接する 事で ある。 「彼の 時には 面 を 

對 せて 相 見ん」 と あるが 如し (同前 書 十三 章 十二 節 )o 所謂 「見 祌」 と稱 へて 漠然として 神 を 冥想す る 事 

ではない。 歷 史的 ィ H スに 師事す る こと- -、 再び 顯 はれ 給 ふ 彼に 主として lei!- ふること である。 

「和平 を 求む る 者 は 福な り、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ 也」 と。 「平安 (和平) の 祌汝等 凡 

の 者と 共に 在さん こと を 願 ふ」 と はパゥ 口が 置々 ffl ひし 言葉で ある (。 マ 書 十五 章 一一 ニー 一節、 コ リン 卜 後書 


十三 章 十 一節 * ビリビ 書 四 章 九 節 等 )o 「我等の 主 イエスキリスト を 死より 甦らし i 平安の 神」 とヒ ブラ 

ィ書 記者 は 一一 一一 II ふ (十三 章 二十 節 )0 又 「神 は 混亂の 神に 非す 和平の 神」 なりと パゥ 口 は 曰うた (コ リント 

前 十四 章 三 三 節 )0 ィ H ス キリストの 御 父なる 眞の神 は 特に 和平の 神で ある。 戰爭、 爭鬪は 彼の 忌み嫌 

ひ 給 ふ もの、 故に 爭鬪を 好む 者に して 彼の 子た る こと は 出来ない。 勿論 時には 義の爲 に (サ はざる を 得 

すと 雖も、 それ は 和平 を 求む る 爲の爭 ひであって、 爭 ひの 爲の爭 ひで ない。 和らぎ は 最も 神ら しき 行 

爲 である。 

「和平 を 求む」 は 「和平 を 行 ふ」 である。 「平和 を 計る」 と 云 ふの が 普通で ある。 人と 人との 間の、 

1 - II  -  -  I  ,  >  ：:  9-0P0O0000000000000000 

國と國 との 間の； や 和 を 計る が 常で ある。 然し 乍ら 最も 貴き 和らぎ は 神と 人との 間の 和らぎで ある。 福 

音 他な し 此の 貴き 和らぎで ある。 

一 切の もの 神より 出づ。 彼 は キリストに 由り 我等 をして 己と 和らがし め且 その 和らがし むる 職 を 

我等に 授け 給へ り。 卽ち神 キリストに 在りて 世 を 己と 和らがし め、 其 罪 を 之に 負 はせ す、 且 和ら 

がしむ る 言 を 我等に 委ね 給へ り。 是 故に 我等 召されて キリストの 使者と なれり。 卽ち祌 我等に 託 

り 汝等を 勸め給 ふが 如し。 我等 キリストに 代りて 汝 等に 求 ふ、 汝等 神と 和らげよ。 

と (コ リント 後書 五 章 十八 節 以下 )o 是れ が本當 唯一 の 和らぎで ある。 此 和らぎが ありて すべて 他の 和ら 

ぎが あるので ある。 そして 和平 を 求む る 者 はすべ て 福で あるが、 兹に 示された る 和平 を 求む る 者は特 

さい は， レ  0O0OO0O0OOOO0OOO00OOOO00O0 

に 福で ある。 傳 道の 福は是 である。 神が 提出し 給 ひし 條 件の 下に 人 をして 彼と 和らがし むる 事、 其 事 

が傳 道で ある。 そして 此 に從 事す る 者 は 福で ある。 所謂 信者が 出來 やうが 出来まい が、 社會が 改ま 

らうが 改まる まいが、 事 其 事が 福で ある。 「喜びの 音 % を傳 へ、 平和 を 吿げ、 善き 音信 を傳 へ、 救 ひ 
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を 告げ、 シ オンに 向 ひて 汝の祌 は 統治め 給 ふと 曰 ふ 者の 足 は 山の 上に ありて 如何に 美 はしき 哉」 と あ 

るは此 事に 從車 する 者の 福祉 を 述べた る 曾で ある (ィザ ャ書五 二 章 七 節、 n マ 書 十 章 十五 節 )0 傳道 にも 種 

種 あらう が、 神と 人との 間の 平和 を 計る 爲の傳 道 ；… 世に 之に 優りて 幸 幅なる 者 はない。 そして 此事 

を 行 ふ 者 は 神の 子と 稱 へらる べしと 云 ふ。 父母の 志 を 遂げん とする が 子の 志望で ある。 地上に 在りて 

神の 子と 稱 へらるべき 者 を 見ん と 欲せば、 本 當の傳 道師を t?- ぬべき である。 天上に 於け る 彼の 福祉に 

就て は 言 ふまで もない。 

r 義の爲 に 責めら る i 者 は 幅な り」。 凡ての 義に 就て さう である。 然し 次 節に 「我が 爲に入 汝等を 

跪誶乂 迫害」 と あれば、 特に 祌の義 たる キリストの 福音 を 指して いうた に 相違ない。 「幅 昔 を^ じ 之 

を唱 へしが 爲に 責めら る X 者 は 福な り」 との 意で ある。 「凡て キリス トイ H スに 在りて 神 を 敬 ひつ i 

世 を 渡らん と 志す 者は窘 (迫害) を受 くべ し」 と ある (テ モテ 後書 三 章 十二 節 )o 迫害 は眞福 昔の ぼ隨物 

である。 是れ バウ n の 所謂 身に 佩びた る イエスの 印 記で ある (ガラ タヤ 誊六章 十七 節 )0 眞の 信仰に 生る 

證據は 身の. に 於て は 靈の 結ぶ 所の 菜た る 仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐、 慈悲、 良 苦、 溫柔 等で ある。 

そして 身の 外に 於て は 不信者 並に 偽の 信者より 受る 迫害で ある。 前者 は 主觀的 設據、 後者 は 客 觀的證 

據 である。 tM: に 在る 者 は 外に 現 はれざる を 得ない。 眞 信仰が 傳 つて 迫害の 起ら ざり し 例 はない。 迫害 

は 我が 信仰の 實質を 確む る 者で ある。 故に 或る 種の 迫害に 遭 はすして 人 はま だ 本當の 基督 信者で たい 

ので ある。 故に 「福なる 哉 義の爲 に 責めら る、 者 は」 である。 其 反對に ルカ 傳に 示す が 如くに 「凡て 

A 汝 等を譽 めな ば禍 なる 哉」 である (六 章 二十 六 節し。 眞 福音 は 肉の 入に は 必す嫌 はる、 素質 を帶 びた る 

者で ある。 所謂 「枕に 歡迎 せらる i 宗敎」 は惡 魔の 宗敎 である。 其 に 就て は 古今東西 變る ことなし 


である。 

天國は 心の 貧しき 者の 有たり 又 義の爲 に 責めら る、 者の 有たり と 云 ふ。 心の 空虚、 卽 ち絕對 的謙遞 

は 基督 信者の 內的狀 態の 總稱。 義の爲 に 責めら る &事卽 ち 迫害 は 外的 狀 態の 總稱 である。 內に 謙遞に 

して 外に 責めら る， 其 人が 天國、 卽ち 神が 人に 降し 給 ふ 福祉の 總を、 今此 世より 受 くる 審 の出來 

る 者で ある。 そして 天 國は令 世に 始 つて 来世に 完成 せらる。 そして 基督 信者の 凡ての 欲求 は 天 國の實 

現と 共に 充 され、 其 苦み も 亦 之と 共に 慰めら る (除かる)。 祝 幅の 辭は 基督 信者 を 八方より 觀 察し、 

叉 天國を 八方より 說 明して、 兩 者の 符合 一致 を 示す 者で ある。 誠に 基督教の 縮寫 圖 と稱 すべき もの、 

福音 的眞 理の寶 玉で ある。 基督 信者 は 世の 所謂 聖人、 俯仰 天地に 恥ざる 人で はない。 己が さ乏を 感じ、 

罪を哀 み、 柔和に して 平和 を 愛し、 義に 餓え 渴き、 心詭譎 す、 而 して 世に 嫌 はる k 者で あると 示され 

て、 我等の 人生 觀は ー變 する， ので ある U 同時に 叉 キリス トの 基督 敎と 敎會の それとの 間に 大 なる 差違 

の ある 事が. f 明る。 


第 十九 囘 鹽と光 

馬 太 傳五章 十三— 十六 節。 

祝福の 辭を 以て 北： の 何たる 乎 を：： 小され たる ィ H スの 弟子 は、 一 面に 於て は 地の 鹽 であると r ムひ、 又 
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他の 一 面に-おて は 世の 光で あると 云 ふ。 攮 であり 义光 であると 云 ふ。 反 對性を 佩びて 而 かも 必要 缺く 

クリスチャン 

ベから ざ る 者で あると 云 ふ。 基督 者 の 世に 對 する 地位 を 語る 言葉に して 之よりも 深い もの はない。 

鹽は 地に 普通なる 者の 一 である。 海水の 三 • 三 三 ％ は鹽 であって、 若し 全世界の 海水 を 煮詰めて 其 

>M 分を间 めるならば、 四百 五十 萬 立方 哩の鹽 の 塊が 出來る だら うとの 事で ある。 卽ち 歐羅巴 大陸 を 十 

w 箇 半作り 得る 丈け の 量で あると 云 ふ。 其 他 岩 魔と して^す る もの 無量。 土中に、 水中に、 動植物の 

體 中に^ 在せ ざるな き は ii: である。 人畜の 生活に 必要 缺く ベから ざる 物と て 水と 日光と を 除いて gi: に 

及ぶ もの はない。 「汝等 は 地の 鹽 なり」 と 宣べ給 ひて ィ H スは 彼の 弟子の、 地に 取り 此必要 性 を 佩ぶ 

る 者なる 事 を 明に 示し 給うた ので ある。 世 は 信者 を 要せす 信者 は 世 を 要せす と 云 ふが 如き は、 イエス 

の 全然 承認し 給 はざる 所で あ る。 

そして 古代ん， の 生活に 於て、 鹽は 現代人の それに 於け るよりも 遙に 重要なる 地位 を 占めた。 鹽は第 

一 に 味を附 ける もの、 第一 一に 腐敗 を 防ぐ ものであった。 卽ち 古代人 唯 一 の 味 料で あり 又 防腐 劑 であつ 

た。 彼^に 取り 鹽 なくして 生活 は絕暂 的に 不可能であった。 彼等 は 今日の 我等の 如くに 鹽に 代るべき 

柯物を も 有たなかった。 故に 鹽の塊 は 貨幣と して 用 ひられた。 ベ マ 日給 料 を Salary と 云 ふ は 其 事の 遺 

跡で ある。 堕 在て 物に 味 あり、 鹽 在て 腐敗 を 防ぐ。 そして 基督 者 は 地に 在りて 鹽の 役目 を爲す 者で あ 

ると 云 ふ。 ん 生に 意味 を與 ふる 者、 其 腐敗 を 防ぐ 者、 眞の 基督 者な くして 人生 は 無味 淡々 义 腐敗 百出 

して 其 底 4- する 所 を 知らす。 事は歷 史が證 明して 餘り あり。 我 Ik た 日の 狀 態の 如き、 亦ィ H スの此 言 

に 多くの；^ 明 的 事實を 提供す る 者で ある。 

鹽は 地の 加味 劑又 防腐 劑、 實に 生命 其 物で ある。 然れ ども 盥 若し 其 味 を 失 は 5- 如何？ 何 を 以て か 


ら と 

故の 味に 復 へさん？ 後 は 用な し 外に 棄られ て 人に 踐 まる、 のみと ィ H スは宣 ベ 給うた。 遛が味 を 失 

ふと は鹽 より 其 鹽分を 去りたら ばと も、 又は 鹽 若し i ュ たるの 效カを 失 ひたらば とも 解す る 事が 出來る „ 

原語 の 意味 を 強き 日 本 語 に譯 する ならば 、 「鹽 若し 馬鹿 になら ば」 と 云 ふが 最も 適當 であると 思 ふ。 

,M 若し 腐敗 物に 接す る餘 りに 長き に涉 りて、 自體 腐氣を 佩び て 加味 防腐 の 用 を爲さ るに 至らば 如： r 

*1 に 魔に 味附 ける 物な し、 故に 「馬鹿に 成りた る」 鏖は 外に 棄られ て 人に 踐 まる \ のみで ある。 イエ 

ス は 當時 の ガリ ラャ 人の 日 常 生 活に 於け る盥に 關す る 事實有 の 儘 を 語り 給う た ので ある。 そ し て 鹽 に 

關 する 事 實は亦 基督 者に 關 する 事實 である。 信仰 を 失 ひたる 基督 者 は 味 を 失 ひたる 鹽 である。 後 は 用 

なし 人に 踐 まれん のみで ある。 ん卽ち 不信者に 踐 まれん のみで ある。 世に 憐れなる 者に して 俗化せ る 

厶厶  <"<1厶.，1<1<- 

信者の 如き はない。 

,gE」 は 如何にして 永久に 味 を 保存す る を 得る 乎。 盥の 上に 無限に 鹽を加 ふるに 由て e ある。 糠 味嗜の 

保存 法が 亦 信仰の 保存 法で ある。 魔の 上に 镜を 加へ て 糠 味 が 永久に 其 效カを 失 はざる が 如くに (反 

て舊ぃ 丈け 善くなる が 如くに)、 信仰の 上に 信仰 を 加へ て 信者 は 永久に 信仰 を持鑌 し、 のみなら す舊 

A<I.d ム厶 △ 厶厶 厶 △△△△<" 厶<" 厶厶 △△△<! 厶ム 厶厶 

い 丈け 其れ丈 善く ある。 聖書の 研究 も 緩け す 祈禱會 にも 出席せ すして 社會 運動に のみ 從事 する 信者 は- 

<Jl<iAAA 厶厶 厶厶厶 <3  厶ム厶 A 厶厶厶 A 厶厶 ム厶厶 ム厶厶  <" 厶厶厶 

味 を 失 ひたる 鹽の 如くに、 用な くして 社會其 物にさへ 棄 てらる k に 至る。 

地の 鹽 である 信者 は 叉 世の 光で ある。 藤 は 地に ありて 之 を 加味し 其 腐败を 防ぐ もの、 然るに 光 は *1 

を 離れて 遠く 上より 之 を 照す 者で ある。 信者 は 世に 在りて 世の 屬に 非す との 眞理を 更に 明白に 說 明し 

たる 譬 である。 信者 は 世に 接觸 せざる ベから す。 然れ ども 世 を解脫 して 高き より 之 を敎へ 導かざる ベ 

からす。 常に 鹽 たるべ からす 又 常に 光た るべ からす。 鹽 たると 同時に 光た るべき である。 
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信者 は *1 の 光た る 者で ある。 故に 公 聞 公視 を 避けて はならない。 叉 避く る 事が 出来ない。 山の 上に 

建てられ たる 城 は 隱る& こと を 得す。 燈を 燃して 斗の 下に 置く 者 はない。 必す燭 裏，. の 上に 置いて 家に 

在る すべての 物 を 照らさし むる。 神 は 人 を 召して 信者と なして 彼 を 社會の 隅に 隱し 置き 給 はない。 彼 

を 人の 視る 所に 置きて 世の 暗き を 照 さしめ 給 ふ。 公開 を 揮り、 之 を fil 心 嫌 ふ 信者 は 神が 自分 を 信者と 成 

みこ ゝろ わ- vi*  ともしび i,0 

し 給 ひし 其 聖旨 を辨 へざる 者で ある。 世に 燈を 燃して 之 を 斗の 下に 隱 すが 如き 愚者な きに、 多くの 所 

か やき うつ は  くわ-？ 3 

謂 信者 は 自分が 天の 光 を 受けて 其 輝 の 器と 成りし は獨り 人な き 所に 隱れて 其 光輝 を樂 しまん 爲 であ 

ると 思 ふ。 斯 くして 彼等 は 神様 を 愚人 极ひ にす るので ある。 神の 賜物 は 凡て 神の 爲の 賜物で ある。 之 

を 我が 爲の 賜物と して 樂 しまん とする 時に、 神 は 直に 之 を 撒 囘し給 ふ。 神の 最大の 賜物た る 信仰 も 亦 

神の 爲に用 ふべき である。 自 から 神の 置き 給 ふ 所に 立ちて 世 を 照し 敎へ 導くべき である。 然 かせす し 

ひそか 

て 謙遜 を 装 ひて 逃げ 隱れ、 何よりも 公 聞 を 嫌 ひ、 信仰 は竊に 之を懊 き、 竊に 信じ 竊に 父の 懷に往 かん 

と 欲す。 是 は謙遞 ではない 自分勝手 である。 神は斯 かる 者に 長く 信仰 を 授け 給 はない。 或る 程度まで 

の 警戒 を 加へ て 之に 應ぜ ざれば、 彼より 信仰の 賜物 を撤囘 して、 彼 を 故の 暗黑の 器と 成し 給 ふ。 世に 

天の 光に 點ぜら れし者 かざる に關 はらす、 世 は 依然として 暗黑の 世なる は 何故なる 乎。 是 等の 人達 

あかし  や. VI もて 

が 人に 見られん 事 を 恐れて 逃げ 隱れ、 信仰の 證 明を爲 さす、 傳 道の 矢面に立 たす、 自分 は 信者なる に 

お， ち **, と 

努めて 不信者 を裝 ひ、 如何にもして 人の 注意 を 避けん として 怖 惑 ふからで ある。 神の 御 歎き、 信者 自 

身の 不幸 此上 なしで ある。 

「此の 如く 人々 の 前に 汝の光 を 輝かせ」。 山の 上に 建てられ たる 城の 如くに、 叉 燭臺の 上に 置かれ 

たる 燈の 如くに 汝の 光を耀 かせよ。 然り 汝を耀 かせよ と 曰 はす、 汝の衷 に 點ぜら れし汝 の 光を耀 かせ 


よと 言 ふ。 之 を 包み 隱 して 己れ 一 人 其 光 を 浴びん と 欲する 勿れ。 然 かすれば 人々 汝 等の 放つ 光 を 仰い 

で、 汝 等を譽 めすして、 天に 在す 汝 等の 父を榮 むる であらう と。 

基督 者 はすべ て 世の 光で ある。 彼等な くして 或は 彼等が 其 光を耀 かさす して 世 は暗黑 である。 試に 

思へ、 若しす ベての 基督 者が、 多くの 信者が 爲 すが 如くに 絕對的 沈默を 守りたら ば 其 結果 如何と。 然 

らば 責下も 私 も 福音の 歡喜を 知らす して f を 終った に 相違ない。 彼等が 大膽に 其 信仰 を唱 へ て 吳れた 

れば こそ 我等 は 4! '日の 福祉に 居る ので ある。 何故に 授けられし 光を蔽 ひながら 世の 暗黑を 歎く ので あ 

る 乎。 「起きよ、 光 を 放てよ、 汝の 光き たり、 H ホバの 榮光汝 の 上に 照 出たり。 視ょ、 暗き は 地 を 覆 

ひ、 闇 は 諸々 の 民を蔽 ふ、 然れ ど汝の 上に は H ホバ照 出た まひ、 其 榮光汝 の 上に 顯 はる」 と ある C ィ 

ザャ書 六十 章  一、 二 節 )o 祌は其 遣 はし 給へ る 人 を 以て 今 猶ほ此 事 を 我等に 吿げ給 ふ。 若し 全世界の タリ 

ス チャンが 一 緒に なって 戰爭 に反對 するならば、 戰爭は 立 所に 止む であらう。 若し 日本中の クリス チ 

ヤンが ー齊に 起て 福音 を唱 へるならば、 日本 國は數 年なら すして キリストの 國と 1^ るで あらう。 


第二 十囘 キリス ト 復活の 實證 

復活祭の 音信 = 

時 恰も 復活祭に 會 せし 故、 山上の垂訓 解說の 中途で は あるが 特に キリストの 復活に つ いて 講じた。 左揭は 
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その 大意で ある。 

キリスト 聖書に 應 ひて 我等の 罪の ために 死に、 また 聖書に 應 ひて 葬られ、 第三 曰に i!l り 給 へり 

(甦りて 4 マ 曰に 至り 給へ り.)。 コ リント 前書 十五 章 三、 四 節。 

基督 敎は キリスト 復活の 享實の 上に 立つ 宗敎 である。 此事實 なくして 基督 敎は 起ら す、 叉 維持 せら 

れす、 叉 今日 在る を 得ない ので ある。 パゥ Q が 曰 ひし 通り 「キリスト 若し 廳ら ざり しなば 我等の 宣る 

所 (福音) は 徒然、 また 汝等 (信者) の 信仰 も 徒然らん …… 若し キリスト 甦ら ざり しなば 汝 等の 信仰 

は {4- しく、 汝等 は尙ほ 罪に 居らん」 である。 使徒 等の 傳 へし 基督 敎は 誠に 一 目 瞭然で ある。 

然るに 人 f の 人 は 一一 一一 n ふ、 キリスト 復活の 事 實は 有っても 可し 無くても 可し、 無くて ならぬ もの は キリ 

ストの 精神で ある。 是れ さへ あれば、 キリストが 葬られ、 共の 肉體が 墓の 內 より 甦りたり と 云 ふが 如 

き は、 信す る も 可な り、 叉 信ぜざる も 不可なら すと。 其點に 於て 現代人の 基督 敎と 使徒 等の 宣 べし 原 

始の 基督教との 間に 根本的の 相違が ある。 敎會 歷史の 泰斗 ハ ー ナック は 言 ふ 「我等 現代の 基督 信者に 

復活祭の 信仰 は ある、 然し 乍ら 復活の 事實の 信仰 はない」 と。 そして +ゃ 復活の 事實の 信仰な くと も 

立派なる 基督 信者たり 得る ので ある。 

然し 乍ら キリストの 復活 は 單に敎 義叉は 信仰 茵條 ではない。 是は 道理と 實験 とに 反し 無理に 信す る 

事で はない。 是 はまた 歷 史家の 研究 を 待て 證明 せらる X 單の歷 史的 事實 ではない。 是は 信者の 八？' 日の 

實験、 今日 人類の 間に 働く 所の 否認し 難き 事實 である。 キリスト は 釋迦ゃ 孔子、 又は ソクラテスと 稱 

ふが 如き、 一度 在って 今 は 過去に 屬 する 人物で ある 乎。 さう でない と 基督 者 は 信す るので ある。 キリ 

00000000000  OO00O000O0OO0O0O00  v,、，  .  :x 

スト は 今生き て 人類の 間に 强く 働き 耠 ふと 我等 は 信す るので ある。 「我れ 生れば 汝等も 生くべし」 と 


彼 は 曰 ひ 給うた (ヨハネ 傳 十四 章 十九 節〕。 また 「夫れ 我 は 世の 終末まで 常に 汝 等と 階に 在るな り」 と 言 

ひ 給うた (馬. K 庳宋章 末節)。 ぺ テ 口 は 曰うた r 汝等ィ H スを見 ざれ ども 之れ を 愛し、 今 見す と雖も 信じ 

て 喜ぶ」 と 二 、テ。 前書 一章 八 節 )o ィ H スは 今尙ほ 生きて 居た まふ。 我等と 偕に 在りて 働き 給 ふ。 眼に 

見えす と雖 も 其 存在 は 確實で あると は 基督 信者 全體が 信じ て 疑 はない 所で ある。 斯く 云へば 多くの 人 

？  一一  0Q00OOOO0OOOOOOOO0O0OO0O0O0 

に は 不思議に 聞え るが、 然し 現在 生き 給 ふ キリス ト なくして 活動の 基督 敎は 無い ので ある。 有名なる 

ジ ョ ン • ヮナメ ー 力 ー は港澤 子爵 を 彼の ヒ ラデル ヒャ なる べサ 一一 ー 日曜 擧 校に 迎 へ、 キリス 卜と 孔子 

を 較べて 曰うた との 事で ある 「孔子 は 死して 墓に 在り、 然れ ども 我が キリスト は 生きて 人 マ ゃ此 堂に 在 

し 給 ふ」 と。 實に 儒教と 基督教との 間に 此 根本の 相違が あるので ある。 前者 は 孔子の 遺訓で ある。 後 
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者 は キリスト 直接の 指導で ある。 死せ る 敎師と 生ける 救 主、 孔子と キリストとの 間に 死と 生との 差違 

が ある。 

若し キリストが 生きて 在さないならば、 彼の 福音 は 決して 發展 しないの である。 此 世の 腐敗に 伴 ふ 

に 所謂 基督 敎會其 者の 腐敗 を 以てして、 如何して 基督 敎の 如き 超自然的 宗敎を 維持して 行く 事が 出來 

よう。 日本に 於け る 基督 敎の 如き、 維持す るに 最も 困難で ある。 米國 人の金ぐ らゐを 以て 到底 之れ を 

維持す る 事 は 出来ない。 然し 乍ら 復活せ る キリストが 御自身で 其 傳道を 指揮し 給 ふので ある。 夫れ 故 

に內 に敎會 はいくら 腐敗しても、 外に は文學 博士、 理舉 博士と 稱 して 反 對 者が 何百 何千 人出で i も眞 

の 基督 敎は 少しも 恐れない ので ある。 キリスト は 今日 此堂 にも 在し 給 ふ。 我等 彼 を 見 ざれ ども 之 を 愛 

し、 今 見す と雖も 信じて 喜ぶ、 其 快 樂は言 ひ 難く、  a っ榮光 ありで ある。 キリスト 復活の 證據は 現在 

に 活動し 給 ふ キリスト である。 此 活ける 證據が あるが 故に、 我等 は 聖書の 復活に 關 する 記事 を 讀んで 
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之 を 信す る 事が 屮： 來る ので ある。 此事實 を實驗 せす して、 神舉の 泰斗と 雖も キリストの 復活 を證 明す 

る 事が 出來 ない。 復活祭に 會 して 我等 は此 希望 を囘復 すべきで ある。 


第二 十一 囘 基督 敎對 舊道德 

馬 太 傳五章 十七— 四 八 節。 

イエス は 初めに IK 國の 民. の 何で ある 乎 を敎へ 給うた。 天 國の民 は 心の 貧しき 者、 柔和なる 者、 義に 

娥ぇ叉 渴く者 云々 である。 又 世に 對 して は 應叉は 光た る 者で あると 敎へ 給うた。 ィ H スは 次に 天國の 

何でな き 乎 を 示し 給うた。 其 理想 を 在来の それと 較べて 遙 かに 優る 者た る を 示し 給うた。 「我れ 汝等 

に吿 げん、 學 者と パリ サイの 人の 義 しきよりも 汝 等の 義 しき 事 勝れす ば、 必す 天國に 入る 事 能 はじ」 

と敎へ 給うた。 

先づ 第一 に 注意すべき はィ H スが權 威 を 以て 語り 給へ る ことで ある。 我が 来れる は 律法と 豫言者 を 

廢 する 爲に 非す 成就せ ん爲 なりと 曰 ひ 給うた。 唯の 人の 曰 ひ 得る 事で ない。 「古の 人 は 言へ り ：.：. 然 

-d ども 我れ 汝 等に 吿 げん」 と 繰返して 霄ひ 給うた。 御自身 を當 時の すべ て の 敎師又 昔時の すべ て の預 

おどろ 

言 者 等に 較べて、 彼等 以上の 權威 ある 者と して 敎へ 給うた。 「人々 その 敎に鬆 き 合へ り、 そは學 者の 

如くなら す 權威を 有て る 者の 如く 敎へ 給へば 也」 と ある 通りで ある (馬 可傳 M 早 廿ニ節 )o ィ H スは玆 に 


御 自分の 何で ある 乎を說 明し 給はなかった。 然れ ども 神の 子の 如くに 語り 給うた。 「我れ 来れり」 と 

云 ふ は 「生れたり」 と 云 ふと 異なり 彼の 先在 を 示す。 ィ H スは 「來 るべき 者」、 イスラ H ルの 民が 待 

望みし 者で あると は 彼れ 御自身が 自覺し 給へ る 所で ある。 我等 は玆に 彼に 於て イスラ エ ル の 教師の 一 

人 を 見る のでない。 律法と 預言者に 超越して 之れ を 成就す る 者を拜 する ので ある。 

第二に 注意すべき は舊約 聖書の 權威 である。 「我れ 誠に 汝 等に 告げん、 天地の 盡 きざる 中に 律法の 

一 點 一 畫も 遂げつ くさす して 魔る ことなし」 とィ H スは言 ひ 給うた。 一 の權 威が 他の 權威 を證 明した 

ので ある。 神の 子が 神の 首を證 したので ある。 聖書 は 天壌と 無窮 を 共に する 書で あると 云 ふ。 果して 

然る 乎。 現代の 所謂 高等 批評家 は 此點に 於て ィ H スと 意見 を 異にする。 天地 文け 共れ 文け 確實 なる i.- 

書！ ィ H スの 聖書 は斯 かる 聖書であった。 我等の 聖書 は 如何。 

イエス は破壞 者に 非す、 建設者な り、 建設者た るに 止まらす、 完成 者な りと 云 ふので ある。 ィ エス 

は 安息日 を 破りた るに 非す、 本 當に之 を 守り 給うた。 共 他す ベて 然り である。 律法 を 成就す る こと は 

文字通りに 之を實 行す ると 云 ふ 事で はない。 文字 以上に 實行 する 事で ある。 其の 精神 を體 得して 之 を 

實現 する ことで ある。 語 を 代へ て  一一 一一 a ふなら ば、 天に 在す 我等の 父の 完全き が 如く 完全くなる 事で ある。 

そして 愛 は 律法 を 完全す と 云へば 神に 對し 人に 對し 愛の 人と 成る 事で ある。 最高の 程度に 於て 義を行 

ふ 人に 成る 事で ある。 律法 を 成就す ると 云 ふ。 實に 人と して 懷き 得る 最高の 欲望で ある。 そして 肅然 

として 其 實行を 宣言せ し イエ ス はんで はない、 神の 子で ある。 

律法の 成就 を說明 せん 爲に五 茵の實 例 を擧げ 給うた。 十誡 第 六條の 「殺す 勿れ」、 同 第 七條の 「姦 

淫 する 勿れ」、 之に 加へ て 「偽の 誓 を 立る 勿れ」、 「目に て 目 を 償ひ齒 にて 齒を 憤へ」、 「汝の 隣 を 
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愛 みて 其 敵を憾 むべ し」 との 在来の 誡 命の 解 釋說 明是れ である。 勿論 完全なる 律法 は 之 を 以て 盡き 

ない。 然し 乍ら 其の 何たる 乎 を 示す に は 之で 充分で ある。 新道 德の舊 道德に 優る は、 其 筒條の 多き に 

於て はない、 其 精神の 徹底した るに 於て 在る。 地球 面 上 何れの 地點 より 井 を 穿る も 終に 其 中心に 達す 

るが 如く、 律法 を 何れの 箇條 より 究 むる も 終に 其 中心た る 愛に 達せざる を 得ない。 山上 之 垂訓 はより 

高き 律法 又は 道德 ではない。 律法の 精神で ある。 故に 新しき 誡 である。 之に 律法 を 見ん と 欲して はな 

ら ない、 福音 を 探らなければ ならない。 

殺す 勿れと は 憎む 勿れと 云 ふ 事で ある。 憎む 者 は 殺す 者で ある。 憎惡を 去り 之に 代 ふるに 愛 を 以て 

する まで は 殺す 事 は 止まない とィ H スは敎 へ 給うた ので ある。 

态淫 する 事 勿れと は 心に 邪念 を藏す 勿れと 云 ふ 事で ある。 婦 (他人の 妻) を 見て 色情 を 起す 者 は 心 

の 中に 旣に 姦淫した る 也との 事で ある。 卽ち 心を淸 くす るに あら ざれば、 态淫の 罪 を る こと 能 は 

すとの 敎 である。 

神に 祈る に 方て 誓 を 立つ る 勿れと 云 ふ。 然れど 誠實の 神に 誓 を 立つ るの 必要 はない。 言葉 丈け で充 

分で ある。 然り然 り、 否な 否な、 此 より 過ぐ るは惡 より 出る たりで ある。 

悪に 報 ゆるに 悪 を 以てすべ しと 云 ふ は 誤りで ある。 惡に歒 する 勿れ。 惡 人の 要求 はすべ て 之 を納れ 

よ。 是れ惡 に 勝つ 最善の 道で ある。 自己の 所有に 對し 慾の 絕 ゆる 時に 惡に對 する 反抗 心 は 無くなる の 

である。 

隣人 は 愛すべし 敵 人 は 憎むべし と 云 ふ は 足らす。 すべての 人 を 愛すべし。 敵 も 亦 隣人で ある。 神の 

心 を 以て 心と すべし。 神 は 其 日光 を 善 者に も惡 者に も 照らし、 雨を義 しき 者に も義 しからざる 者に も 


降せ 給 ふ。 此 心に 成りて こそ 我等 は 神の 子と 稱 へらる.^ の 資格 を 得た ので ある。 神 は 愛で ある。 我等 

ooooooooool* つ- uooooooooooooo  oooooo 

は 愛の 人と 成りて 神の 完全き が 如く 完全く 成る ことが 出來 るので ある。 

以上が ィ H ス の敎訓 である。 簡短 明瞭で ある。 問題 は 唯 「是れ 茶して 實 行し 得る 乎」 である。 實行 

し 得と 云 ふが 一 方の 見方で ある。 トル ス トイの 如きが それで ある。 實 行し 得すと 云 ふが 他方の 見方で 

ある。 そして 基督 敎國 並に 基督 敎會全 體は此 見方 を 取って、 實際上 之 を 無視す るに 至った。 然し 乍ら 

之はィ H ス の敎訓 であって 其 弟子た る 者の 现想 である。 そして 理想 は 何れの 場合に 於ても 可能 不可能 

を 以て 取捨すべき 者で ない。 美術家 は實 現し 得ない とて 其 理想 を棄 てない。 失敗す るに 關 せす 之に 向 

つて 進す る。 基督 者 も亦然 かすべし である。 

そして 可能 不可能 は 能力の 問題で ある。 人と して は 爲す能 はざる 事 も 神と して は 容易く 爲す 事が 出 

来る。 「我れ 汝を棄 す、 我れ 汝を 助く」 と 神 は 言 ひ 給 ふ。 我 は 律法 を 成就せ ん爲 に來れ りと キリスト 

は 曰 ひ 給うた。 律法 を 成就す る 者 は 彼で ある。 我等 彼の 弱き 弟子で ない。 彼れ 我等に 在りて 律法 を 成 

就す る 事が 出来る。 そして 今日まで 多くの 信者が キリストに 在りて 自身 爲す能 はざる 審を爲 した。 キ 

リス トは 我等 を 單に責 任 者と 見て、 彼の 此 高遠なる 誡 命を實 行し 得ざる 者 は 之 を 地獄に 墮 して 永遠の 

刑罰に l^ij ぬべ しと は 曰 ひ 袷 はない。 「我 を 仰 瞻ょ而 して 救 はれよ」 と 臼 ひ 給 ふ。 惡人 にも 日 を 照らし 

ほろぼ 

雨 を 降らす 者が、 今日 直に 彼の 誡を實 行し 得ない とて 我等 を滅 しゃう 害 はない。 

又 神 は 我等の 弱き を 知り 給 ふ。 叉此 世の 罪の 世なる を 知り 給 ふ。 道德 は相對 的で ある。 完全なる 道 

德は 完全なる 世に 於ての み 行 はる。 罪の 世に 在りて 罪の 人と 共に 行 ふ道德 は、 基督 者の 道德と 雖も不 

完全なら ざる を 得ない。 
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r 是 故に 天に 在す 汝 等の 父の 完全き が 如く 汝等も 完全すべし」 と ある は 「完全く 成るべし」 と譯す 

べきで ある。 命令で はない。 未来の 希望で ある。 神に 依賴 まば 終に は 神の 如くに 完全き 者と 成して 下 

さるとの 御 約束で ある。 完全 は 今 旣に行 はれつ k ありて かの 日に 成就 せらる V ので ある J  r 汝 等の 心 

の 中に 善き ェを始 し 者 之 を主ィ エス キリス トの 日までに 全うすべ しと 我れ 深く 信す」 との バウ 口 の 言 

を參考 せよ (ピリ ビ書 一 章 六 節)。 

信者 は 終に 完全く 成るべき 能力 を旣に 己が 衷に蓄 ふる 者で ある。 彼の 完全 は主ィ H ス キリストに 於 

て 在る。 ィ H スは 信者の 義 また 聖 また 暧、 卽ち 完全で ある。 彼が 彼 を 信ぜし 時に、 彼 は 聖靈を 賜 はり 

て 完全 卽ち 全き 救扬を 約束せられ たので ある。 故に 彼 はま だ 完全の 域に 達しない が、 日に日に 完全に 

向って 進み 行きつ \ ある 者で ある。 卽ち彼 はま だ實 質的に は 完全で ない が、 信仰的に は 完全で ある 

完全 を 望み、 之に 達する の 能力 を 賜 はり、 そして 日に日に 完成せ られつ、 ある 者で ある。 ィヱ スは祌 

の 子に して 天に 在す 彼の 父が 完全き が 如く 完全き 者で ある。 そして 信仰 を 以て 彼に 繁 がる 信者 は 終に 

彼が 完全き が 如く 完全く ならざる を 得ない。 イエス は 人より 完全 を 要求し 給 ひて、 完全に 達する の途 

を備へ 給うた。 彼 は 單の嚴 格なる 立法者で はない。 己が 定め 給 ひし 律法 を 行 ふの 途を備 へ 給 ひし 者で 

ある。 


第二 十二 囘 隱れ たる 宗敎 

馬 太 傳六章 一 —十八 節。 

「汝等 は 世の 光な り。 山の 上に 建ら れ たる 城は隱 る、 事 を 得す」 とィ ェ スは其 弟子に 曰 ひ 給うた (五 

章 十四 節 )o 同じ ィ H スは又 曰 ひ 給うた r 汝等 人に 見せん 爲 に其義 しき を 人の 前に 行す 事 を 慎むべし」 

と。 卽ち隱 る k こと を 得す、 隱る べしとの 事で ある。 父 を 世に 示さん 爲に は隱る X 勿れ、 自己 を 世に 

示さ らん 爲に 隱れ よとの 事で ある。 信仰に 公的なる と 私的なる との 雨 面が ある。 隱れて はならない 

場合が ある、 隱れ すば ならない 場合が ある。 隱 るべ からざる 時に 隱れて 信仰 は 萎靡して 振 はす、 隱る 

べき 時に 隠れす して 信仰 は 放散して 消失す。 ィ H スは 弟子 等に 信仰の 此兩面 を 示して 其の 健全 を 計り 

給うた ので ある。 

「義」 は 善行で ある。 善行 はすべ て 隱れて 行 ふべ しとの 事で ある。 支那 人の 言葉 を 以て 曰 ふなら ば 

德 はすべ て陰德 として 施すべし との 事で ある。 そして 其 事 を說明 せん 爲にィ H スは玆 に 三ッの 場合 を 

てきし  i どこし  ， 

摘 示し 給うた。 施濟 (慈善)、 祈禱、 斷食、 是れ である。 施濟は 人に 對 する 善行、 祈禱は 祌に對 する 行 

爲、 斷食は 自己に 對 する 行動で ある。 慈善、 祈禱、 斷 食と 稱 して 善行の 全部 を 云 ふこと になる。 そし 

て 孰れ も 隠れて 爲 すべし との 事で ある。 施 濟を爲 す 時に 右の 手の 爲す事 を 左の 手に 知らせざる 程 秘密 
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に爲 すべし との 事で ある。 又 祈る 時には 厳密なる 室に 入り 戶を 閉ぢ て隱れ たるに 在す 汝の 父に 祈る ベ 

しとの 事で ある。 復た斷 食す る 時には 面 を 洗 ひ 首に 膏を 塗り、 汝の斷 食 狀態を 人に 見られ ざらん 様に 

爲 すべし との 事で ある。 卽ち 善行 はす ベ て 善行と 意識せ すして 爲 すべし との 事で ある。 

善行の 場合に 於ても 理想の 場合に 於け るが 如く、 「是れ 果して 行 ひ 得る 乎」 との 問題が 起る。 而し 

て 我等 は此 問題に 對 しても 他の 問題に 對す るが 如くに、 「是れ 人に は 能 はざる 所な り、 然れど 神に は 

能 はざる 所な し」 との 主 御自身の 御 一一 一一 n 葉 を 以て 答 ふるのみ である (馬 太傳 十九 章 サ六節 )0 人 は 道 德的努 

力に 由て 此 完全に 達する 事 は 出来ない。 然し 乍ら 神より キリストの 靈卽ち 聖靈の 恩賜に 與 りて 斯 かる 

心の 狀 態に 成る 事が 出来る。 世に は實 際に 右の 手の 爲 した 事 を 左の 乎の 知らざる 慈善家が ある。 而し 

て斯 かる 慈善家が キリストの 靈 に觸れ たことの ない 人の 內に 在る 乎、 是れ大 なる 疑問で ある。 少 くと 

も 私自身 はィ H ス の 弟子 以外に 斯 かる 人に 會 うた 事 はない。 如何なる 形に 於ても 報 賞 を 要求す る 慈善 

は 慈善で ない。 唯 爲す事 を 喜ぶ 慈善、 其れが 本當の 慈善で ある。 慈善 は 最大の 贅澤 である。 そして 世 

に 赘澤に 對し報 賞 を 要求す る 者 はない。 そして 慈善 を瞀澤 にす るまでに は 聖靈の 力強き 御 働き を 要す 

る。 先づ 己が 罪人の 首なる を 示され、 又此 罪を赦 さる &途を 示され、 其 上に 更に 信仰 を 賜 はりて 贖罪 

の恩惠 を 我 有と なし 得る に 至りて 我 は 初めて 慈善 を n 取 上の 贅澤 として 樂 しみ 得る に 至る ので ある。 德 

でもない、 義務で もない、 グレ ー ス である。 恩惠 として 始まり、 優美に、 深切に 行 はれ、 行爲其 物に 

最大の 報赏 を認 むる 事、 其 事が 基督 者の 善行で ある。 クロム ゥ H ルが 曰うた 事が ある 「我れ 旣に 神よ 

り澤 山に 給料の 前拂を 受け たれば、 何を爲 しても 之 を 償 ふ 事 は 出来ない」 と。 そして 此 心に 成りて 何 

人 も 施 濟を爲 して 之に 對 して 何等の 報 賞 を も 求めざる に 至る。 イエ スは 我等に 誡 命をド して 單に 我等 


に 其 實行を 迫り 給 はない。 之を實 行し 得る の途を 設け 叉 其途に 歩む の 力 を 下し 給 ふ。 ィ ヱ ス の 誡命は 

すべて 恩惠 下賜の 御 約束と して 解すべき である。 

今や 善行 は 益々 組織化 叉 は 制度 化されて、 1^ れ たる 善の 實行は 益々 稀れ になった。 善行 はすべ て 事 

業と 成りつ & ある。 慈善事業、 傳道 事業、 社 會察業 すべてが 此類 である。 故に すべてが 公的であって、 

祕密 的なる は 益々 Si なくなった。 是れ 能率 を 增す爲 であると 云 ふ。 然し 乍ら 慈善 は單に 空腹 を充 たし、 

裸體を 掩ふ爲 めば かりで ない。 寂寥 を 慰め、 冷淡 を溫 むる も 亦 慈善の 目的で ある。 然り其 主なる 目的 

である。 慈善 は 物 を 以てする 愛の 傳達 である。 而 して 此 目的 を 達せん が 爲には 現代の 社會 事業と して 

の 慈善 は 甚だ 微弱で ある。 恰 かも 社會 化された る 家庭の 如くに、 家庭が 家庭でなくなる ので ある。 斯 

く 言 ひて 私 は社會 事業の 不用 を唱 へない。 之 を 柳 ふに 舊 式の 施 濟を 以てする 必要 を 主張す る。 そして 

すべての 大 慈善家 は 慈善家た る 前に 貧者の 善き 友人であった。 先づ 善き サ マリヤ 人た る を 得て、 然る 

後に 善き 慈善家 又は 社會改 良家たり 得る ので ある (路加 傳十章 一 一十 五— 三十 七 節 を 見よ)。 

祈禱に 就て 曰 はんに、 世に は 祈禱專 門の 行者が ある。 又 所謂 「お祈りの 上手なる」 信者が ある。 祈 

禱は 宗敎に 無くて はならぬ 者、 故に 自づ から 信仰 を 言 表 はす 機關 として 使用 せらる。 パリ サイ 人の, 

禱の 一 例と して ィ H ス の 擧げ給 ひし 者に 曰く 「神よ 我 は 他の 人の 如く 强奪 不義 赛淫 せす、 亦此稅 吏の 

如くに も 有らざる を 謝す、 我れ 一週に 二次 斷 食し、 又す ベて 獲た る 者の 十分の ーを獻 げたり」 と (路 

加傳 十八 章 十一. 十二 節 )o 是れ 神に 對 して 爲 せる 演說 である。 又 感謝の 辭を藉 りて 爲 せる 自己 賞 讚で あ 

る。 そして 今日 敎會に 於て 爲 さる &祈禱 に 之に 類した る 者が 尠 くない。 善き 祈 禱を獻 ぐる 事 は 決して 

容易い 事で ない。 
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すべての 公的 祈禱は 決して 偽善で ない。 多人数 栢會 して 共同の 祈 求 を 祌に獻 ぐる 時に 公的 祈 禱の必 

要が ある。 「天に 在す 我等の 父よ」 と 云 ふ。 此 任に 當る者 は 熱誠 を罩 めて 會衆を 代表して 祈るべき で 

ある。 實に 祭司の 任に 當 るので あって、 彼に 對 して 篤き 同情と 尊敬と を 表すべき である。 そして 人 は 

祭司の 任に 當 りて 大 なる 危險を 冒す ので ある。 自己の 信仰が 職業 化せられ、 其 職務が 藝術 化せら る- - 

の 虞が ある。 誠に 同情すべき 地位で ある。 彼の 僞善 を責 むる よりも 彼の 爲に 祈るべき である。 議に 

偽善 多き は 聖職 其 者の みの 罪で ない。 

祈禱の 幸福 は獨り 神と 相對 する 所に 在る。 叉 は 二人 三人 主の 名に 由り て 集まる 所に 在る。 神と 靈魂 

との 關係 は戀 愛の 言葉 を 以てする より 他に 之を說 明す の 言葉がない。 「我が 愛する 者 は 我に 屬き、 我 

は 彼に 屬 く/ 彼 は- rC 合 花の. 中に て その 群を牧 ふ」 と あるが 如し (雅^  二  十六 節)。 人間が 綠 りし 文字の 

.2: で、 其 切なる 事に 於て、 己に 覺め し靈 魂が 其 造 主なる 神 を 慕 ふの 情 を 首 表 はせ し 文字に 勝る もの は 

ない。 此點に 於て 如何なる 戀 愛文 舉も 到底 ァゥ ガス チン、 パスカル、 デビ ッ ドブレ ナ ー ド 等の^ 禱の 

首 葉に 及ばない ので ある。 神 を 本當に 愛して 偽善 は 全然 不可能で ある。 彼と 相對 して 語る 時に、 嚴密 

なる 窒に 入り 戶を 閉ぢ て、 隱れ たるに 在す 天の 父に 語る は當然 である。 r 昧爽に イエス 早く 起き 人な 

き 所に 往き 其處 にて 禱 せり」 と ある (馬 可傳 一章 世 五節 )o 祈禱 せん 爲に 朝早く 起る 價愤が ある。 登山 

も 之が 爲に爲 すべし、 旅行 も 之が 爲に 企つべし。 神と 密會の 場所 を 選む。 是れ 信仰 養成の 爲の 大要 件 

である。 河の 畔、 山の 巔、 海の 岸、 ^&も神と語るに宜し。 幸に して 人 は 社交 を 求めて 都 食に 集合す。 

我等 は 此機を 逸せす、 僻陬ん なき 所に 往き、 天然 を 通う して 天然の 父と 交 はるべき である。 天然 も 亦 

；！；^者の祈禱を以て聖められて 一 曆美 はし さを增 すので ある。 


附言 「主の 祈躊」 はィ H スが 山上 之 垂訓の 一部分と して 弟子 等に 敎へ給 ひし 者で はない と 思 ふ。 

路加 傳十 一 章 一 節 以下 十三 節まで が 彼が 之 を 彼等に 授け 給 ひし 場合 を 記して 明で ある。 馬太傳 記者 は 

祈 禱に關 す る 中： の敎訓 を揭ぐ る 序に 之を此 所に 記入した ので あると 思 ふ。 故に 七節以 下 十 丘 節 ま で を 

除いて 讀で六 章 前半 部の 意味 は 明白になる ので ある。 前の 施濟と 後の 斷 食に 關 する 敎訓は 何れも r 隱 

れ たるに 鑑た まふ 汝の父 は 明 顯に報 ひ 給 ふべ し」 との 言 を 以て 終って 居る を 見れば、 祈 禱に關 する 敎 

訓も亦 同 一 の 言 を 以て 終る と 見る が當然 である。 そして 如斯 くに 見て 一 節 以下 十七 節まで が 「汝等 人 

■a*- しき  P か 

に 見られん 爲に其 義 を 人の 前に 行 ふ 勿れ」 との 一 おの 敎 訓を傳 ふる 者で ある ことが 判明る。 「+: の 

祈禱」 の 尊き は 一一 m ふまで もない。 然し 之 は 之と して 別に 研究すべき である。 此 はまこと に 基督 信者の 

祈禱の 模型で ある。 自己の 爲に 祈る に 非す して 神の 爲に 祈る ので ある。 故に 必す聽 かる、 ので ある。 


第二 十三 囘 空の 鳥と 野の 百合 花 

馬 太 傳六章 十九— 三 四 節。 路加 傳 十二 章 十三 I 三 四 節。 

十九 II 一十 一 節。 此 ゆに 絕對的 安全 はない。 金庫 製造 術 は 如何に 進歩せ る も、 之 を 破る の 術も^ 

同時に 進歩した。 ァセチ リン 瓦斯 を 使用して 鋼鐵を 切る こと 洋刀を 以て 蠟を 切る 丈け 容易で ある。 銀 

行 制度 は 如何に 完備せ る も 銀行 破綻 は 決して 珍ら しい 事で はない。 殊に 獨 露の 場合の 如く 國家其 物が 
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破ャ する 場 八：： に は 蓄財 は 國{豕 と共に 消滅す る。 此世其 者が た危險 なる 者で ある。 之に 我が 生命 財產 

を^^して我は不安ならざらんと欲するも得なぃ。 然れ ども 物 は 移り 世 は變れ ども 動かぬ は天國 である。 

我等 は絶對 的に 安全なる 天國に 我が 財貨 を 積みての み絕對 的に 安全なる ことが 出來 る。 死 は 近し。 岩 

崎 も 安田 も 其 積める 鉉 萬の 富 を 遺し、 自身 は 一 錢をも 運び 得すして 此世を 去った。 故に ィ H スは敎 へ 

給うた 「我れ 汝 等に 告げん 、不義の 財 を 以て 己が 友 を 得よ、 此は 乏し からん 時 彼等 汝等を 永遠の 宅に 

接 へんが 爲 なり」 と (路加 傳 十六 章 九 節)。 我等 は 勿論 慈善 を 以て 天 國を購 ふ 事 は 出来ない。 天國は 神の 

子が 其 血 を 以て 購ひ給 ひし 者であって、 我等 は 信仰に 由り て 之 を 彼より 授かる より 他に 途 がない。 然 

れ ども 天國に 入る に 空 乎に て 入る と、 貯蓄 を 持って 往く との^が ある。 彼 所に 彼等 を 接 ふる 者 あると 

無き との^が ある。 夭 國の財 寶とは 救 はれし 靈魂 である。 拭 はれし 淚 である。 我等 は 天國に 入る に 

仰が 要る。 天 國を樂 しむに 善行が 要る。 財の 在る 所に 心が 在る。 何故に もっと 組 織 的に、 一 生 懸命に 

來 世の 事 を 研究し、 其 幸福 を 得ん 爲に計 畫し叉 努力せ ざる 乎。 傳道會 社 設立の 如き、 其點 から 見て 必 

要で ない 乎。 

一 一十一 一、 一 一十三 節。 身の 光 は 眼な り。 身の 明るき も 暗き も 眼 如何に 依る。 靈魂 もまた 同じで ある。 

若し 中なる 光、 卽ち靈 魂の 眼が 暗からば、 其の 暗き こと 肉眼の 暗き に 比ぶべく もない。 人生 を 如何に 

見る 乎。 何人に 取りても 之に 勝 さりて 大切なる 問題 はない。 利 慾の 眼 を 以て 見る 乎、 正義の 眼 を 以て 

見る 乎、 信仰の 眼 を 以て 見る 乎。 見る 眼に 由て 宇宙人 生 は 一 變 する。 哲學 宗敎の 必要 は兹に 在る。 其 

目的 は 人に 瞭 なる 善き 眼 を 供す るに ある。 其 意味に 於て、 人 は 何人も 生れながら にして 瞽 である。 彼 

は キリストに 眼 を 開かれて 初めて 見る 事 を 得る ので ある。 約 翰 傳第九 章 を 見よ。 


二十 ra 節。 健全なる 瞭 なる 眼 は單 純なる 眼で ある 。希^ 語の liaplous は此 意味で ある。 「若し 

汝 の眼單 純に して 單ー の 目的に 向って 法が る k ならば」 と譯 する ことが 出来る。 英譯の If  thine  eye 

be  single を參考 せよ。 瞭 なる 善き 眼は單 純の 眼であって、 暗き 惡 しき 眼 は 不純なる、 複雜 なる 眼で 

ある。 卽ち兩 つ 或は 雨つ 以上の 目的に 向て 注がる、 眼で ある。 かるが 故に 人 は 二人の 主に 事 ふること 

能 はすで ある。 神と 財 (財 祌) とに 兼ね 事 ふる 能 はすで ある。 若し 事 へんと 欲するならば 彼の 眼 は 暗 

くなる。 所謂 「慾に 晦 されて」 其 身 を 誤 まる。 天國 にも 往 きたし、 金 も 欲しい と 云 ふ。 是れニ 夫に 見 

ゆるの 女、 二君に 事 ふる 士の 意で ある。 神 は 何よりも^ 心 を 嫌 ひ 給 ふ。 彼れ 御自身が 單純 であり 給 ふ 

が 故に、 彼に 父と し 事 ふる 者の 單 純なる を 要求し 給 ふ。 然るに 事實は 如何？ 

二十 五節。 「是 故に …… 思 ひ 煩 ふ 勿れ」。 地上の 萬 事盡く 不安に して、 神の み 惟り 信るべき 者な 

れば、 汝等思 ひ 煩 ふ 勿れとの. 事で ある。 全く 思 ふ 勿れと は 言 ひ 給 はす。 「思 ひ K ふ 勿れ」 と 三十 一 節 

までに 三度 繰返して 言 ひ 給 ふ。 徘立比 書 四 章 六 節 「何事 を も 思 ひ 煩 ふ 勿れ 云々」 のパゥ & の 言 を參考 

せよ。 原語の ヨ erimna5 意 を 分つ、 心 を 配る、 心配す るの 意味で ある。 何 を 食 ひ 何 を 衣ん とて 汝の 

意 を、 地と 天と、 財と 神との 間に 分つ 勿れとの 事で ある。 神が 助け 護り 給 ふ 事 は確實 である。 生命が 

神より 出た る 事 は確實 である。 之 を 養 ふ 爲の糧 を 賜 は ざら.^ や。 神が 身體を 護り 給 ふ は 確 である。 

之 を 被 ふ 爲の衣 を 賜 は ざらん や。 旣 により 大 なる 生命と 身 體とを 賜へ る 者が、 ，でより 小なる 賜物 を 

賜 は ざらん や。 「衣食 は 人間の 附物 である」 との 諺 を 信仰的に ーー目 表 はした る 言で ある。 

二十 六 節。 「汝等 空の 鳥 を 見よ」。 路加 傳には 「鴉 を 見よ」 と ある (十二 章 二 四 節)。 最も 普通に し 

て卑 めら る、 鳥なる が 故に、 特に 之 を 選んで 一一 =11 ひ耠 うたので あらう。 鸦は 稼す 穑す食 を も 納屋 を も 有 
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せす、 然れ ども 汝 等の 天の 父 は 之 を 養 ひ 給へ り、 況して 汝等を やと。 此は 鴉に 做 ひて 耕す 勿れ 蓄 ふる 

勿れと いふ 意で はない。 之に 傚 ひて 思 ひ 煩 ふ 勿れとの 意で ある。 鳥に 夫々 本能 あるが 如く 人に も 亦 そ 

れが ある。 耕作と 貯藏は 人の 本能で ある。 而 して 鳥が 其 本能に 循 ひて 思 ひ 短 はざる が 如くに、 人 も 亦 

其 本能に 循 ひて 思 ひ 煩って はならない。 そして 人 は 神の 命に 循 つて 決して 食物に 不足し ない。 南洋 諸 

島 並に 南米 諸國に 於て は 令 日と 雖も 食物 問題なる もの はない。 そして 歐米 諸國に 於ても 食物 問題 は大 

戰爭 を以 つて 始 つたので ある。 日本に 於ても 平和主義 を 執り、 酒と 煙草と を廢 止す るなら ば、 今日： a 

に國 民に 有り 餘 るの 貧 物 を 供給す る 事が 出來 る。 そして 個人と 雖も 大抵の 場合に 於て 食物に 缺乏 する 

事 はない。 殊に 福 昔の 爲に 働いて 日本の 如き 基督 敎反對 の國に 於て すら、 神 は 其 僕 婢 をして 磯え し 

め 給 はない 事 を 私自身が 實驗 した。 

二十 八 節。 衣の 事に 關 しても 亦 同じで ある。 イエス は此時 春の 小山に 於て 遙に ヘル モン 山 を み、 

足下に ガリ ラャの 湖を瞰 下ながら 敎を 垂れ 給 ひつ，^ あつたの である。 そして ：へロ となく 丘と なく パ レス 

、- き. r,- 

チナの 春の 野に^ 亂 れつ i ありし ァネ モネ、 擧名 Anenlcue  ccronal.ia を 指して、 或は 北ハ 一輪 を 手に 

取りて 此美 はしき 敎を 述べ 給うた ので あらう。 大王 ソ 口 モ ン が其榮 華の 極みの 時に 装 ひたりと 云 ふ は、 

昔の 王 衣た る緋 の外袍 であった らう。 其の 染料 は 海螺の 一 種より 取りた るフィ 一一 シャ 國特產 の 色素で 

あって、 當時 世界に 鳴 渡りた る 者であった。 而 かも ィ H スは 曰ひ耠 うたので ある。 人工の 極を盡 した 

る 大王 ソ n モンが 玉座に 卽 きし 時の 服装 も、 此ァネ モネの 花の 一 輪に 及ばなかった と。 ィ H スは 誠に 

天然 を 見る の 眼 を 有し 給うた。 彼 は 野草 を 見上げて 大王 を 見下げ 給うた。 そして ィ H スの眼 は 誤らな 

かった ので ある。 我等 八/日 の 天然 舉者は 顯微鏡 下に ァネ モネの 一 輪 を 置 いて、 イエスの 此ラ ：！ の 眞现な 


るを證 明す るので あるひ 

「今日 野に 在りて 明日 爐に投 入れら る&」 と 云 ふ。 克く 所謂 「地中海 沿岸 地方」 の 天然 を 語りた る 

言で ある。 彼 得 前書 一章 二 w 節 「それ 人 は旣に 草の 如く、 其榮は 凡て 草の 花の 如し、 草 は 枯れ 其 花 は 

落つ」 を參考 せよ。 聖書の 此言を 心に 藏 して 三越 又は 白木屋に 行けよ。 ィ エス や 使徒 等 を 待た すして 

路傍の 野草が 此 世の 流行 男女 を 辱 かしむ るで あらう。 外 を 飾る 者 は 大抵 は 內に淺 い 者で ある。 内なる 

美に 憧憬る、 時に 人 は 自づと 外に 質素に 成る。 野の ァネ モネに ソ Q モ ンの榮 華 以上の 美 を II め 給 ひし 

ィ H スは 御自身 人類の 王であった。 王の 臣下が 王 以上の 5|i 活を爲 す は 恥辱で ある。 ィ H スは 御自身 簡 

易 生活 を 營み給 ひて 其の 神の 子に 最も 相應 はしき 者なる 事 を敎へ 給う.. 5J0 


第二 十四 囘 基督 信者の 簡易 生活 

馬 太傳六 章十九節2^下の 再研究。 

イエスの 垂訓に 對し 反對を 試みて 試み 得られない 事 はない。 先づ 第一 に、 鳥 は^く ことなく || る こ 

とを爲 さす 倉に 蓄 ふること なしと 云 ふが、 それ は必 しも 事實 でない。 成程 烏 や 雀ば 蓄 /ない が、 蓄ふ 

る 鳥 はないで はない。 伯勞は 蛙の 千 物 を 作りて 之 を 保存す る。" 亦 其巢に 食物 を貯 ふると 云 ひ、 卞 

國產の 豚 木 鳥に 其 彫りし 木の 洞の 內に 緣實の 類を蓄 ふる 者 ありと 云 ふ 。其 他に カケス、 ヒ ガラ、 ゴジ 
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フガラ の 類に 貯蓄 性の 發 達して ゐる事 は 鳥類 學 者の 傳 ふる 所で ある。 殊に 叉 鳥類 全體に 貯蓄 性の 乏し 

き は 之に 飛翔 機が 供へ て あるから である。 鳥類に 移轉 力が 在る 故に 彼等に 一定の 場所に 食物 を蓄 ふる 

の 必要がない。 故に 人に 鳥に 傚へ と 云 ふ は 無理で あると 云 ふ 事が 出来る。 然し 乍ら 是れ 垂訓の 主意 を 

厶厶厶  <1 厶厶 厶厶厶  <1厶<1<1 厶厶厶 厶厶厶 △<!△< "厶厶  <1<1ム<"< ！厶 

解せ ざるより 出る 反對 である。 主意 は 貯蓄に 於て 在る ので はない 思 煩 ひ卽ち 心配に 於て 在る ので ある。 

用意 貯藏の 必要に 就て は、 ィ H スは 箴言 第 六 章に 於け るソ a モ ンの言 を 忘れ 給はなかった。 曰く 

な. .itjij の あり  .K し-つ  つか？  き み 

惰 者よ 蟥に 行き 其 爲す所 を觀て 智慧 を 得よ。 蟻 は 首領な く 有司な く 君主な けれども 夏の 中に 食 を 

供へ、 牧穫の 時に 糧を歛 む。 惰 者よ 汝 何れの 時まで 臥自 心む や、 何れの 時まで 睡 りて 起きざる や。 

i づ しさ び. -J  i,0 し，？ つ **も の 

…… 然 らば 汝の 貧窮 は 盗人の 如く 来り、 汝の 缺乏は 兵士の 如く 来るべし 

と。 神の 嫌 ひ 給 ふ 事に して 浪費 濫用の 如き はない。 餘る 物を貯 へて 後日の 用に 供す、 此は 決して 惡ぃ 

事で はない。 但し 貯蓄 は 神 を 信ぜざる より 起る 將來を 慮 る 心より 出る もので あ つて はなら な い。 

「ためる」 ので はなく して 「たまる」 のでなくて はならない。 「少しも 廢 はざる やうに 其の 餘 りの 屑 

を 拾集め よ」 との ィ ェ スの 言に 從 ひて 行 ふ ものでなくて はならぬ (約 翰 傳六章 十二 節 )o 世に は 高貴なる 

貯蓄が あるので ある。 

「誰か 能く 思 ひ 煩 ひて 其 生命 を 寸陰も 延べ 得ん や」 と は 果して 事實 なる 乎。 人 は 衛生 養生に 由て 其 

生命 を延す 事が 出来る ではない 乎。 人の 命 數に定 限が あると 云 ふなら ば、 彼 は 向 ふ 見す になって 死 を 

早む るで はない 乎と。 ィ H ス の此 言が 文字通りに 眞现 である 乎 否や を定 むる 事 は 出來な い。 然し 乍ら 

其 身 を 神に ねし 信者 は 神の 聖旨 以上に 生き もせす 叉 それ 以内に 死に もしない 事 を 知る C 「一 一羽の 雀 

は ー錢 にて 售 るに 非す や、 然るに 汝 等の 父の 許しな くして 其 一 羽 も 地に 隕る ことなし …… 故に 懼る >- 


勿れ 汝等は 多くの «i より 勝れり」 との ィ H ス の 言 は克く 信者の 確信 を 語る 者で ある (馬 太傳十 章廿九 * 

世 一節 )。 此 確信 ありて こそ 彼に 眞の 勇氣が 起る ので ある。 「人 は 其 天職 を 終る まで は 不滅で あるが 如 

くに 見 ゆ」 との リビ ングス トン の 曾 を參考 せよ。 何も 科學 的に 一 分 一 秒 も 延ばす ことが 出来ない と 云 

ふので はない。 實際 的に 人の 生命 は、 殊に 信者の 生命 は、 神の 御手に 於て 在る ので ある。 然れ ばと て 

信者が 衞生を 怠らない は 云 ふまで もない。 誠に 眞の衞 生 思想 は 福音が 信ぜら るる 所に 起る。 

以上 を 述べた 後に、 「野の 百合 花は勞 めす 紡がす」 に 就て 語る 必要 はない。 要するに ィ H スは 弟子 

0000000  0  0O00OOOO  シム ブル ライフ 

等に 簡易 生活 を勸め 給うた ので ある。 チヤ ー ルス • ヮグナ ー が 其 名著 『簡易 生活』 を 以て 近代 人に 此 

生活 を 鼓吹せ し 前に、 ィ H スは 更に 深い 意味に 於ての 簡易 生活 を 示し 給うた ので ある。 そして イエス 

のみなら す、 すべての 偉大なる 人た ち は 簡易 生活の 實 行者 叉 唱道 者であった。 ソクラテス、 ス ピノ ー 

ザ、 ヮ ー ヅヮス (低き 生活と 高き 思想)、 ト B1 (ワルデ ン 湖畔の 生活)、 一一 コ ライ、 孰れ も 簡易 生 

活の 人達であった。 誠に 簡易 生活 は 偉大の 特徵の 一 である。 人 は衷に 足りて 外に 簡略なら ざる を 得な 

い。 大 思想に あら ざれば 大 希望、 是れ ありて 其 餘の事 は 如何で も 可ので ある。 文明の 進 步と唱 へて 生 

活の 益々 複雜 になる は 決して 眞の 進歩で ない。 複雜 なる 近代 生活の 內に懼 るべき 革命と 之に 拌ふ 破滅 

が 孕まれて 居る。 單に 生存 競爭の 立場より 見る も、 簡易 生活の 民が 常に 複雜 生活の 民に 勝ち、 之に 代 

り來 つたので ある。 若し 我等の 信仰が 我等の 生活 を 簡易に しないならば、 此は僞 りの 信仰で あると 云 

ひて 間違 はない。 

然し イエス は 單に欲 を 減じて 生活 を 簡易に せよ と 曰 ひて、 消極的 簡易 生活 を敎へ 給はなかった。 彼 

は 曰 ひ 給うた 「汝 等先づ 神の 國と其 (神の) 義とを 求めよ。 然 らば 此 等の もの は 呰な汝 等に 加 へらる 
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べし」 と。 此は 簡易 生活の 原理 を說 いて 其 働き を 示す 霄 である。 卽ち 積極的 簡易 生活と 稱 すべき 者で 

ある。 簡易に も 程度が ある。 帝王の 簡易 生活 は 平民の それと は 違 ふ。 勞働 者の 簡易 生活 を 以て 舉 者に 

そとが は 

迫る こと は 出来ない。 簡易 生活 は 外側の 問題で ない、 內 心の 問題で ある。 簡易 生活に 標準 はない。 然 

し 之 を 支配す るの 原理が ある。 そして ィ H ス の此 言が それで ある。 

祌の國 と 其 義とを 目的と して 生活 は自と 簡易になる ので ある。 卽ち 見る 眼を瞭 かにして、 卽ち單 純 

にして、 生活 は自づ から 單純卽 ち 簡易なら ざる を 得ない ので ある。 人生 は 一 種の 込 入りた る 機械で あ 

る。 之 を 欠：！ 部训々 に運轉 せんと 欲して 複雜を 極む。 然れ ども 動力 を 其 中 |£ に 注 集して、 全部が 簡單容 

易に 運轉 する。 全 注意 を 神の 國と 其義 と. に拂 ふて 人生の 機械 も 亦圓ぎ 無碍に 運轉 する。 ィ H ス御 自身 

の 御 生涯が 此 意味に 於て 簡單 圓滿 であった。 そして 此 意味に 於て 彼の 忠實 なる 弟子 等の 生涯が 單 純で 

あった。 アルフレッド 大 i は 基督 的國 王と して 簡易 生活 を營ん だ。 哲舉者 カント は 基督 的哲舉 者と し 

て 簡易 生涯 を途 つた。 或は 藝術 として、 或る 特別の 場合に 於て は 俳優と して さへ も、 基督 者 は 簡易 

生活 を 送る を 常例と する。 神の 爲の 政治、 祌の 爲の舉 問、 神の 爲の藝 術、 神の 爲の すべての 事業 …… 

簡單 なら ざらん と 欲する も 得ない。 外 を簡單 にせん と 努めて 無理が ある。 時には 偽善が 生す る。 然れ 

ども 内 を簡單 にして 萬 事が 調和 的に 簡單 になる。 そして 此簡單 は又單 調に ならない。 無限の 變 化の^ 

に 美 はしき 一 致 を 維持す る。 卽ち 自由なる 生命の 進化 發達 である。 

「神の 國と其 義とを 求めよ、 然 らば 此 等の もの は 皆な 汝 等に 加 へらるべし」 と 云 ふ。 生活 上の 必要 

物 は 信者が 自 から 進んで 求むべき もので はない。 異邦人 卽ち 不信者 は 然か爲 すが 信者 は 然か爲 して は 

ならない。 此等 はすべ て 神より 信者に 加 へらるべき ものである。 自 から 求めざる に祌 より 賜 はるべき 


ものである。 斯くて 信者に 生活難 叉 は 生存 競爭 はない 害で ある。 そしてす ベて 眞の 神に 賴 りし 者 は 生 

活 上の 此 安定 を實驗 した。 獨逸ピ ー チ スト 派 祖先の 一人なる A  .H  • フランク、 彼に 傲 ひし 英國 のジ 

ョ ー ジ. ムラ ー、 支那 内地 傳 道の 創立者 ハドソン . テ ー ラ ー 等 は 皆な 著しき 程度に 於て 此眞理 を實驗 

した 3 エホバ ^^ レー、 祌は備 へ 給 ふ。 生活 問題に 心 を 配ば るに 及ばない。 只 神の 國と其 義とを 求めて 

此 問題 は 自然に 解決 せらる。 

そして 之 は 決して 倘 人に 限る 事で ない。 國 家に 取り 社 |h に 取り 亦 同様で ある。 國が 神と 其 義とを 求 

むる は 其國は 物質的に も榮 ゆる。 是を 求めす して 彼 を 求める 時には 窮乏 は 平 かれ 遲 かれ 必す 之に 臨 

む。 是は舊 い 經濟學 であるが 誤らない 經濟學 である。 我國に 於て は 二宮 尊德、 佐 藤 信 淵 等に 由て 唱へ 

られ たる 經濟 論であって 萬 世 不易の 眞理 である。 宗敎 道德の 上に 立たざる 經濟學 は 砂上に 建てた る 家 

である。 和 蘭、 英國、 米 國が人 マ 日の 繁榮に 達した のも此 理由に 依る。 國 民が 何 を 信す る 乎 は經齊  1 的に 

考 へて 決して 小 問題で ない。 實に 最大 問題で ある。 アルゼンチン 共和 國大 統领の 一 人が 嘗て 彼國 駐在 

の米國 公使に 曰うた 事が ある。 曰く 「責國 の 建設者 は祌を 求めて 米 大陸に 来た。 然るに 弊國の 建設者 

は 金 を 求めて 此 地に 来た。 責國 と弊國 との 間に 經濟 的に 今日の 懸隔 ある は 之が 爲 である」 と。 實に其 

通りで ある。 神 を 求む る 者 は 終に 金 を 加 へられ、 金 を 求む る 者 は 終に 之 を も 失 ふ。 神と 金、 日本人 は 

今 何れ を 求めつ k ある 乎。 神の 福音 は 無くと も 可し、 只 我等に 富を與 へよ と 其 識者と 稱 する 者 さへ 叫 

びつ \ ある。 識者に して 尙ほ 且つ 然り、 まして 一般の 民衆の 心の 如何に 低き か は 想像す るに あまり あ 

る。 日本の 將來に 寒心すべき 者が ある。 
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第二 十五 囘 審く 勿れ 

馬 太 傳七章 一— 五節。 路加 傳六章 三 七、 三 八 節。 

大體の 意味 は 明白で ある。 然し 乍ら 明白なる が 故に 誤解され 易く ある。 叉 無視され 易く ある。 之 を 

文字通りに 解して 如何なる 審判 を も 行 はざる 人が ある。 又實行 不可能の 敎訓と 解して 自由に 之に 反く 

人が ある。 聖書の 一一 一一 n を 前後の 關 係より 離して 讀んで 其 意味 を 取 違へ、 其 目的 を 誤り 易く ある。 

第一 節。 r 汝等審 く 勿れ、 審 かれ ざらん 爲 なり」 と 云 ふ。 「幕く」 と は 廣ぃ詞 である。 批評、 批判、 

刺斷、 塞 茶、 鑑定、 孰れ も 「審 く」 である。 そして 「審く 勿れ」 を 文字通りに 解して 以上 孰れに も從 

事す る 事が 出来なくなる。 斯 くして 法律上の 裁判 を 初めと して、 文學 美術 上の 批評、 道 德上善 惡の判 

刖 までが 罪惡視 せらる \ に 至る。 誠に 若し 審 いて 惡 いならば、 人類の 進步 改善 は 直に 止る ので ある。 

哲學は 知能の 審き であり、 道 德は行 爲の審 きで あり、 宗敎は 心の 審き である。 我等 は 常に 審き 义寐か 

れつ k あるので ある。 そして 進歩し つ i 又 救 はれつ 、あるので ある。 所謂 「批評の 火」 の 燃えざる 所 

に 生命 も進步 もない ので ある。 

然れ ども 我等が 爲 してなら ぬ審 きがある。 それ は自 から 神の 座に 上りて 人 を 罪に 定める 1^ である。 

希臘 語の katakl.ineiu 英語の condemnation の 意味に 於ての 審き である。 是は 神の 權 能に 馬す る 


事、 人の 爲 して はならぬ 事、 叉爲す ことの 出来ない 事で ある。 卽ち 人の 意志 を審 き、 或は 神の 人と し 

て 救扬に 定め、 或は 雜の 人と して 滅亡に 定 むる 事で ある。 而 かも 是れ パリ サイの 人の 爲 した 事、 又 多 

くの 宗敎 家の 爲す 事であって、 特に 宗敎 家の 陷り 易き 罪で ある。 此 種類の 人に 對 して バウ 口 は 曰うた 

r 汝 何人 なれば 他人の 僕を審 刹す るか、 彼の 或は 立ち 或は 倒る、 は 其 主に 由る。 彼れ 又必す 立てられ 

ん、 祌は 能く 之 を 立 得れば 也」 と (羅馬 書 十四 章 四 節)。 使徒 ヤコ ブも亦 曰うた 「律法 を 立て 人を議 する 

は 5 ろ， d  A! れ  1- なり 

(塞 判く) 者 は 惟一 なり。 彼 は 救 ふこと 滅す こと を爲し 得る 也、 汝 何人 なれば 隣を議 する (審判く) 

乎」 と (雅各 書 四 章 十二 節 )o 人 は 何人も 「他人の 僕」 卽ち 神の 屬 である。 故に 祌 以外の 者が 彼 を 罪に 走 

めて はならない 0 

第二 節。 審く 如くに 審 かれる。 人世に 於ても 亦 此の 如し。 世に 天罰なる 者が ある。 己に 出て 己に 歸 

る。 人世 は 己が 反射鏡で ある。 赦す 者を赦 し、 赦 さ^る 者を赦 さす。 ルカ はィ H スの此 言を此 意味に 

解した (路加 傳六章 三 八 節)。 然し 乍ら 世の 反響 は 不完全で ある。 叉 不公平で ある。 神 は然ら す、 神 は 希 

臘 人の ネメ シス 以上の 報復の 神で ある。 ダビデが 歌 ひし 如くで ある。 曰く  r 矜恤 ある 者に は 汝矜恤 あ 

る 者の 如くし、 完全き 者に は 完全き 者の 如くし、 潔き 者に は汝 潔き 者の 如くし、 邪曲る 者に は 汝嚴し 

き 者の 如くし 給 ふ」 と (サム H ル 後書 サニ章 廿六節 )o 或る 意味に 於て 人 は 己の 如くに 祌を 化る ことが 出 

來る。 慈愛の 神 ともなす 事が 出来る。 淺 酷の 祌 とも 爲す ことが 出来る。 r 矜恤は 審判に 勝つな り」 と 

ありて、 他に 對 する 矜恤の 行爲に 依て 神の 己に 對 する 審判 を 翻す 事が 出来る。 誠に 有難い 事で ある。 

第三、 四 節。 塵と 譯 されし 希臘 語の karplios は 木屑 叉 は 木片と も譯 する 事が 屮 I 來 ると 云 ふ。 然し 

意味 は 大同小異 である。 そして 人 は 何人も 自己に 醒めて、 先づ 第一 に 自己の 罪の 犬なる を 知る。 他の 
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罪 は 個々 に 之 を 見る のであって 木片た るに 過ぎない。 然れ ども 己の 罪 は 塊と して 見 ゆるが 故に 梁木で 

ある。 客觀 的に a る 他人の 扉と、 主觀 的に 見る 自己の 罪との 間に 此^ ある は當然 である。 パゥ 口が 己 

かしら 

を稱 して 「罪人の 首」 なりと 云 ひし は 決して 偽りの 謙邏 ではない。 すべての 義 しき 人 は 最も 多く 己の 

罪に 就て 知る。 故に 他人の 罪を審 くの 舆味を 感じない。 自分 は 罪人の 首、 +は 恩惠に 由り て 神の 子と 

稱 せらる、 然れ ども 赦 された る 罪人た るに 過ぎない。 故に 人 を 罪に 定む るの 資格 は絕對 にない。 バ ン 

ヤンが 刑場に 牽 かる、 罪人 を 見て 「若し 祌の 恩惠に 依る にあら ざれば、 彼 所に 往く者 は ジョン .バ ン 

ャ ン なり」 と 云うた との 事 は克く 基督 信者の 實驗を 語る 者で ある。 

ヒ ポク リテ —ス 

第五 節 「偽善者」。 「假面 を 被る 者， r 俳優の 意で ある。 舞臺の 上に 神の 人を演 する 者で ある。 卽 

ち 他を審 いて 己が 完全 を 装 ひながら 自分 は 罪に 滿 ちて 審く 資格の 毛頭な き 者で ある。 r 嚓 汝等禍 ひな 

る 哉 偽善なる 學 者と パリ サイの 人よ、 汝等は 白く 塗た る 墓に 似たり、 外 は 美しく 見 ゆれ ども 内 は 骸骨 

と 諸の 汚據 にて 充っ」 とィ H スは 後に 言 ひて 偽善者の 何たる 乎 を 明かに し 給うた 广馬太 傳廿三 章廿七 節」。 

彼 は 山上の垂訓 を 述べ 給 ひし 時に 眼中、 旣に パリ サイの 人 を 置いて、 彼等に 對し て此言 を發し 給うた 

ので は あるまい 乎。 「先づ 己の 目より 梁木 を 取れ」 と 云 ふ。 「取りて 試よ」 である。 而 して 取る 能 は 

すして 神に 還り、 彼に 由て 取 除かれて、 而 して 後 初めて 兄弟の 目より 木片 を 取り得る やう 明かに 見る 

べしとの 事で あらう。 謂 ふ 意 は 罪を赦 された る 者の みが 正 當に罪 を審く 事が 出來 るとの 事で ある。 信 

者が キリス トと 偕に 世を赛 くと か、 十一 一 使徒が イスラ H ルの 十一 一の 支 派を審 くと か 云 ふは此 意味に 於 

あはれ ，"  0000000000000000000000  r-ii き 

て あるに 相違ない。 矜恤を 受けた る 者が 矜恤 ある 者と 偕に 世を蕃 くと 云 ふ。 キリストの 審判の、 此 

世の 裁判官 や、 敎會の 役員た ちの 施す 審判と 如何に 異なる 者なる 乎は此 一 事に 由て 解る。 


我等 は 人と して 又 基督 者と して. きを 絕對 に辭 する 事 は 出来ない。 然し 乍ら 我等 は 第一 に審 きを 好 

まない。 第二に 審 かざる を 得ざる 場合に 於て は 己 も亦審 かる k 者と して 薪く。 故に 無慈悲なる { 称 きを 

爲さ る やうに 努 むる。 第三に 人 を 罪に 定めない、 卽ち 最後の 裁判 を 下さない。 人の 下す 裁判 はすべ 

て假定 的で あらねば ならぬ。 最後の 裁判 は 神が キリスト を 以て 下し 給 ふ。 「夫れ 審判 は 神 イエス キリ 

スト を 以て 人の 隱微 たる 事を鞫 かん 日に 成るべし」 と あるが 如し (羅馬 書 二 章 十六 節〕。 何れに しろ 審き 

は 慎むべき は 言 ふまで もない。 批評、 評判、 惡ロ、 陰口 は 縱し審 きに あらす とする も、 之に 近き 者で 

ある。 プ a テス タント 敎が 所謂 個人的 判斷を 許した 結果と して、 信者 相互 を 自由に 批判す るに 至り、 

人：' 日の 敎會內 の 冷酷、 暗闘、 紛爭を 引致す るに 至りし は 明白なる 事實 である。 

「審く 勿れ、 審 かれ ざらん 爲 なり」 と は 未来の 裁判 を 示されて 神より 降る 訓誡で ある。 「， 藩く 勿れ、 

審 くこと 能 は ざれば 也」 と は 自分の 判斷 力に 限り ある を 知て 自 から 覺 る眞理 である。 深き は 人の 侗性 

である。 「各自の 衷の 意と 心と は 深し」 と 詩篇 六十 四篇六 節に 在る が 如し。 叉 遺俾の 無限に 複雜 なる 

あり。 人 一 人 を 完全に 知り 得る 智者 も 學者も ある ことなし。 人物 批評に して 當れる 者 一 も あるな し。 

批評 は 批評家 自身の 告白た るに 過す。 人 は 人を審 かんとして 不可能 を 企つ るので ある。 

審き は敎會 特有の 罪で ある。 人が 人 を審く 時に 聖靈は 彼 を 去り 給 ふ。 信仰 を 冷却す る 者に L て 審判 

並に 之に 近き 人物 批評の 如き はない。 舉 者と パリ サイの 人と がィ H スを 評して 「此人 は 鬼の 王 ペルゼ 

ブル を 役 ふに 非れば 鬼を逐 出す ことなし」 と 云 ひしに 對し、 彼 は 彼等に 告げて 曰 ひ 給うた、 「人々 の 

凡て 犯す 所の 罪と 神 を瀆す こと は赦 されん、 然れど 人々 の聖靈 を瀆す (罵る) こと は赦 さるべ からす」 

と (馬 太傳 十二 章 二十 四 節 以下)。 之に 依て 觀 るに、 恐るべき 聖 靈を濱 すの 罪 は 人 を く 罪の 一種で ある 
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事が 判明る。 其れが 如何なる 程度に 達して 此 となる 乎 は 知る 能 はすと 雖も、 すべて 人 を まくの 罪 は 

之に 類す る靠 である 事 は 明かで ある。 縱 し絕對 的に 赦 されざる 雜 でない としても、 神が 非常に 之 を 嫌 

ひ 給 ひ、 此罪を 犯す 人と 敎會 とより 聖靈を 取り去り 給 ふ 事 は事實 である。 多くの場合に 於て 敎會 衰退 

の 原因が 兹に 在る 事 は 確かで ある。 我等が 兄弟 を議 する 事を廢 むる にあら ざれば 聖靈は 再び 我等に 還 

り 給 はない。 米國に 於け る 急激の 信仰 S 落の 如き、 其 原因 は 國を擧 げて敵 國獨逸 =實 は 信仰 上の 兄弟 

國= を審 きし 事に 在る ので あるまい 乎。 戰爭 中に 於け る 米 國の獨 逸に 對 する 憎 惡と惡 口と は、 實に激 

烈の 極と 云 ふべき ものであった。 何れに しろ 人 を審く は審く 人に 取り 危險 極まる 罪で ある。 而 かも 敎 

會の 敎師も 信者 も 自由 勝手に 此 SI を 犯す ので ある。 私が 敎會を 避ける の は 之が 爲 である。 私が 此の パ 

リ サイの 麪^に 化せられ ざらん が爲 である。 


第二 十六 囘 豚に 眞珠 

馬 太 傳七章 六 節。 

紫く 勿れ、 寛大 なれ、 神が 汝を极 ひ 給 ふが 如くに 他を极 ふべ し。 然れ ども 人に 由て 善 を 行 ふべ し。 

ii  .Hi なし  rii 

鴻の 如く 馴良 かれ、 同時に 又 蛇の 如く 智く あれ (十隶 十六 節〕。 犬に 聖き 物を與 へざる やう、 また 豚の 

前に 眞珠を 投げざる やう 慎むべし と 云 ふの が 此敎訓 である。 


此 一 節 は 左の 如くに 排列して 讀 むべ し。 

犬に 聖物 を與 ふる 勿れ、 

叉 豚の 前に 露珠を 投與る 勿れ * 

恐らく は 足に て踐 み、 

振 返りて 汝 等を噬 破らん。 

足に て踐 みつける のは隊 である。 噬破 るの は 犬で ある。 パ レス チナ 地方の 犬の 惡性 を克く 語って 誤ら 

ざる 言で ある。 「猫に 小判」 と 云 ふが 如くに 豚に 眞珠 である。 然れ ども 野犬よりも 惡 しき 東方の 犬 は- 

聖 物の 自己に 用な きを 見る や、 振 返りて 之を與 へし 者に 噬 つくので ある。 言 ふ 意 は 不當の 慈善 を 行 ふ 

ベから すとの 事で ある。 人 を 見て 法を說 くが 如くに、 人 を 見て を 行 ふべ しとの 敎訓 である。 

聖 物と は祌の 道で ある、 眞珠と は キリストの 福音で ある。 「天國 は 好き 眞珠を 求めん とする 商人の 

如し、 一つの 値 高き 眞珠を 見出さば 其 所有 を 盡く賫 りて 之 を 買 ふなり」 と ある 眞珠 の寶 玉で ある (馬 

太傳 十三 章 四 五、 四 六 節)。 之に 對 して 豚 は 慾に 支配され たる 肉の 人 を 指して 謂 ふので あらう。 そして 犬 

は 豚よりも 更 らに惡 しき 者であって、 背 敎者卽 ち 噴 落 信者と 解すべき であらう。 豚は聖 物の 價他を 知 

ら ざる 者、 卽ち此 世の 俗人で ある。 犬 は 福 昔 を 嫌 ふ 者 卽ち墮 落 信者で ある。 豚は踐 みつけ、 犬 は 怒 

ス。 二者の 間に 明白なる 程度の 差別が ある。 

豚は賤 しき 穢れ たる 動物で ある。 故に 之 を 避くべし と雖も 憎むべき でない。 故に 聖書 は 豚 を 以て 惡 

人 を 言 表 はさない。 「美 はしき 婦の 謹慎な き は 金の 環の 豚の 鼻に あるが 如し」 と 云 ひて ヒュ ー モ ー を 

以て 語る (箴盲 十一 章サニ 節)。 犬に 就て は然ら す。 犬 は 偽善者で ある、 背敎 者で ある。 惡と 知りつ \ 之 
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を 行 ふ 者、 善と 知りつ、 之 を棄る 者で ある。 「汝等 犬を愼 めよ、 惡を行 ふ 者 を 慎めよ、 割 禮を行 ふ 者 

を 慎めよ」 と バウ 口 は 叫んだ (啡立 比 書 三 章 二 節 )0 叉 「犬 は 城の 外に 居るな り」 と ありて 聖き 城なる 新 

しき M ルサ レム に 偽りの 者の 人る 能 はざる 事が 示されて ある (W- 示 錄サニ 章 十五 節〕。 腋は 肉の 人 を、 

犬 は 意志の 罪人 を 代表す る。 罪人に 此ー 一種 ある は 明かで ある。 

人 を 稱に獸 の 名 を 以てする は惡 しき 習慣で ある。 ィ H スが玆 に此言 を 發し給 ひたれば とて 我等 は 彼 

に 傚うて はならない。 父より 審判 を 委ねられ 給 ひし 彼と、 審刹 かるべき 我等との II に大 なる蒂 別が な 

くて はならない。 そして ィ H スは 叉玆に 殊更に 人を稱 ぶに 獸の名 を 以てし 給うた ので はない。 之 は 多 

分當時 民間に. 1= 通 W ひられし 諺であって、 ィ H スは其 儘 を 取て 一 の 大切なる 眞现 を敎へ 給うた ので あ 

ると 思 ふ。 恰も 我國に 於て 「猫に 小判 を與 ふる 勿れ」 と Iw ひたれば とて、 悪しき 感じ を 惹起さない と 

问然 である。 ィ H スが人 を 呼ぶ に 獸の名 を 以てし 給 ひし 事 は 唯一 囘 ある。 それ は パリ サイの 人 々會て 

來 りて 「へ デ王汝 を 殺さん とす」 と 曰 ひて 威嚇せ し 時に 彼 は 答へ て 曰 ひ 給うた。 「汝 等往 きて 其 狐 

に 告げよ 云々」 と。 然し 之に は 深き 理由が あった。 玆には 之 を 言 はない。 唯ィ スに 取って 大膽 極ま 

る 言であった 事 だけ は 何人に も 判明る (路加 傳 十三 章 一二 十 一節 2- 下〕。 

然し 用語の 問題で はない、 事實の 問題で ある。 そして 世に は隊と 犬と を 以て 代表され たる 人の ある 

事 は事實 である。 そして 肉の 人に 神の 道を說 けば 踐 つけられ、 一た び 信仰に 入りて 後に 之を棄 てし 人 

に 福 昔 を 語れば、 其 忌み嫌 ひ、 罵詈 讒誇 する 所と なる も 亦事實 である。 福 昔 は 人 を 救 ふの 能力で ある 

が 故に 何人に も說 くべ しで あると 云 ふ は 誤りで ある。 福音 を說 くに 人を擇 まねば ならぬ。 隊の 前に 眞 

珠を與 ふれば、 其 踐附 ける 所と なる。 豚に 何の 益を與 へす、 眞 珠は损 はれる。 其 如く、  M 理の價 値 を 


辨へ 難き 人に 眞理 を說 けば、 人 は 之が 爲に 悟らす、 眞理は 之が 爲に 蔑視 まる。 犬に 至て は 更に 甚だし 

きものが ある。 犬 は聖物 を踐附 ける に.^ まらない、 之れ を 蹴る、 呪 ふ。 福音 を 嫌 ふ 者に して 背敎 者の 

如き はない。 彼等 は 之 を 聞かされて 己 を 審判 かる- -が 如くに 感 する。 使徒べ テ 口 は其狀 態に 就て 書記 

して 言うた、 

彼等 もし 我等の 救主ィ H ス キリスト を識 るに 因りて 世の 汚 を I れ、 また 之に 累れて 勝た る k 時 は、 

其 後の" 狀態は 前に 愈り て 更に 惡し かるべし。 彼等 義の 道を識 りて 尙 その 傳 へられし 所の 聖き誡 命 

を棄 てんより は、 寧ろ 義の道 を識ら ざる を 美と す。 犬 返り 來て其 吐きた る 物 を 食 ひ、 豚 洗 ひ 潔め 

られ てまた 泥の 中に 臥す と 云 へ る 諺は眞 にして 彼等に 應 へり (彼 得 後書 二 章サ節 2- 下) 

と。 强ぃ 言葉で は あるが、 その 事實 なる を 如何せん である。 

人を掙 ますして 爲 せる 傳道、 是が人 マ 日の 敎勢 衰退 を持來 せし 重なる 原因の 一 である。 一一 イチ H が 「基 

督敎は 凡の 物の 內で 最も 惡 しきもの である」 と斷 首せ しは此 理由に 依る ので ある。 基督 敎を 無能なら 

しむる 者に して 所謂  pl-ctnlscuous  pl.ea -。 h-llls*  nls^y さ 力 ひ. &^. Ise や il^ ら の 女  き はない。 福 昔 は 神 

の ものである 故に 大切に 极 ふべき 者で ある。 之 を安賫 りして はならない。 俗ん、 惡人、 背敎 者の 侮蔑、 

，に-  は 二  っゝ しみ おそれ をの、. さ 

嘲弄に 曝して はならない。 昔の イス ラ ヱ ル 人が 神の 契約の 櫃を极 ひしが 如くに、 敬虔と 恐 惶 とを以 

て极 はなければ ならない。 靳く云 ひて 我等 は 不信者と 背敎 者と を 憎みて 彼等 を 罪に 定む るので はない。 

彼等 は 彼等と して 愛し、 時と 撵會と を 見て 彼等 を敎へ 導くべき である。 我等 は 殊更に 犬と 呼んで 彼等 

を 斥けす 豚と 呼んで 彼等 を賤 しめない。 唯 神が 我等に 爲し給 ひしゃう に 彼等に 爲 さんと 欲する。 卽ち 

我等 自身が 犬た る 時に、 又 豚たり し 時に、 我等 を憐 みて、 機に 叶 ひて 我等 を 導き 給 ひしゃう に、 我等 
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も 亦 彼等 W 當の 途に從 ひ眞理 より 眞理 へと、 恩惠 より 恩惠 へと、 彼等の 手引きた らんと 欲す。 

そして ィ H ス 御自身が、 與ふ べき 場合に は 犬に 聖物 を與 へて 惜み 給はなかった。 彼が ッ 口と シ ドン 

の 地に 往き給 ひし 時に、 異邦 力 ナンの 婦の 一人が 來 りて、 彼女の 女の 鬼に 憑れ たる 者 を 癒されん こと 

を 願うた。 然るに 彼 は 彼女の 願 を^け て 曰 ひ 給うた 「イスラ H ル の 家の 迷 へ る 羊の 外に 我 は 遣 はされ 

す。 …… 兒 女の パ ンを 取りて 犬に 投與 ふる は 宜しから す」 と。 之に 對し婦 は 答へ て 曰うた 「主よ、 然 

れど犬 も その 主人の 膳より 落る 暦 を 貪 ふなり」 と。 ィ H ス は此 信仰と 謙遍 とに 對し 恩惠の 蔵の 戶を？ E 

かすに は 居られなかった。 彼 は 答へ て in ひ 給うた 「婦 ょ汝の 信仰 は大 なり、 汝が願 ふが 如くに 汝に成 

るべ し」 と。 そして 其 時より 彼女の 女 は 癒えたり と ある (馬 太傳 十五 章廿 一— 廿八 節， }o 犬と 呼ばれ 豚と 

いはる、 もん はんで ある。 彼の 內に は靈 魂の ある ありて 彼に も 亦 恩 惠を受 くるの 資格の 與 へらる、 場 

合が ある。 此 場合に 遭うて 我等 は 傲然 起て 彼等に 對し 永久の 呪 ひ を 宣告して はならない。 但し ィ H ス 

に敏ひ 犬に は 犬た る を自覺 せしめて 然る 後に 聖物 を授與 すべきで ある。 

然れ ども 最も 扱 ひ 難き は玆に 犬と 呼ばれし 背教者で ある。 彼等 は 背敎を 以て 誇りと し、 今 は 眞珠以 

上の 寶石を 握れり と 自信す る。 彼等 は 反て 信者 を憐 み、 我等 を誨 へんと して 我等に 敎 へられん としな 

い。 何れの 宗敎に 於ても 其 宗敎の 最大の 敵 は 其背敎 者で ある。 人 あり 會てモ ハ メット に 問うて 曰うた 

「神の 最も 好み 給 ふ 者 は 何で ある 乎」 と、 答へ て 曰うた r 悔改 たる 罪人な り」 と。 更に 叉 問うて 曰う 

た 「神の；！ 取 も 嫌 ひ 給 ふ 者 は 何で ある 乎」 と、 答へ て 曰うた 「背敎 者な り」 と。 そして 歐米 諸國に 於て 

多くの 背敎 者が 出た のみなら す、 我 國 に 於ても 亦旣に 多くの 背 敎者を 出した。 多くの 畢丄、 博士、 髙 

等官、 所謂 民間の 敏腕 (氷 は 神の 最も 嫌 ひ 給 ふ背敎 者で ある。 我等 は 彼等 を 憎まない。 時に 彼等の 爲に 


祈る。 然れ ども 彼等に 復び 福音 を說 かない。 彼等が 選み し 不信に 彼等 を委 ぬる。 そして 不信の 必然の 

結果た る 耐え 難き 寂雾が 彼等 を • 竹 び 父 の 懷に追 返す 其 時 を 待 つ 。 


第二 十七 囘 黃 金 律 

馬 太 傳七章 七— 十二 節。 路加 傳六章 三十 一節。 同 十一 章 五 I 十三 節。 

第 七、 八 節。 「求めよ。 然 らば 與 へられん。 ^ねよ、 然 らば 見出さん。 門 を 叩け よ、 然 らば 開かれ 

ん。 そ はすべ て 求む る 者 は 得、 lit ぬる 者 は 見出し、 門 を 叩く 者 は 開かる ベければ 也」。 求めて 得 ざれ 

ば 尊ね よ、 尋ねて 得 ざれば 叩け よと 云 ひて、 ィ H スは玆 に 「人の 恆 に祈禱 して 沮喪す まじき」 事を敎 

へ 給うた ので ある (路加 傳 十八 章 一節 以下 參 考〕。 然し 此は 何人が 何物 を 求めても 與 へらる べしとの 

事で はない。 後 節に 云へ るが 如く、 子が 父に 對 する 態度 を 以て 善 物 を 求む る 時に 之を與 へらる べしと 

の敎 である。 我等 は 第一 に 善 物の 何たる 乎 を 知るべき である。 而 して 後に 弛まざる 熱心 を 以て 之 を 祈 

り 求むべき である。 路加 傳十 一章 十三 節の 「天に 在す 汝 等の 父 は 求む る 者に 聖靈 を予へ ざらん 乎」 と 

あるに 注意すべし。 聖靈は 人が 神に 求むべき 至上 善で ある。 

第 九、 十 節。 鳥獸 且つ 恩 を 知る、 況んゃ 人に 於て を やと 云 ふ。 人で すら 其 子に 善き 物を與 ふる を 知 

る、 ？m んゃ祌 に 於て を やと イエス は 曰 ひ 給うた ので ある。 石 は パンに 似、 蛇 は 魚に 似る。 より 惡 しき 
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物を與 へす、 其反對 に，^ り 善き 物を與 ふ。 玆に 「蛇」 と 云 ふ は ガリラヤ湖 產の i1 を 指す と 云 ふ 說がぁ 

な。 或は さう 乎 も 知れぬ。 親が 子 を 思 ふ 心が 祌が人 を 思 ふ 心で あると 云 ふ。 神 は 愛な りとの 事 を 親子 

の 愛情 を 以て 言 表 はした る 言 紫 である。 

第 十一 節。 「汝 等惡 しき 者なる に」 と 云 ふ。 ィ H スは人 は 生れながら にして 惡 者なる 事 を 一一 一一 c ひて 撣 

り 給はなかった。 之 は 勿論 人に は 善き もの 絕對に 無しと 云 ふ 事で はない。 親子の 情の 如き 善性の 一 で 

ある。 然るに も 係 はらす 神の 子の 御 眼より 見て、 人 はすべ て惡 者で ある。 自己中心 である。 吝嗇で あ 

る。 己が 子に さへ 予 ふる を 惜む 者で ある。 然るに その 汝等 さへ 善 物 を 其 子に 予 ふる を 知る、 沉 して 天 

に 在す 汝 等の 父に 於て を やと 云 ふので ある。 人に 在る 善心が 神に 無き 害 はない。 「父が 其 子を憐 むが 

如く エホバ は 己に 親る 者 を 憐み給 ふ」 と 曰 ひて 聖 詩人 は 神の 此心を 歌うた ので ある。 

第 十二 節。 r 是 故に 凡て 人に 爲ら れんと 欲 ふこと は汝等 また 人に も 其の 如くせ よ」。 之 は 有名なる 

黄金律 Golden  Kulc である。 山上の垂訓の 登り詰め たる 所、 其絡顶 である。 隨 つて 亦 基督 敎道德 

の 極致で ある。 神に 對 する 義務 は 別と して 人に 對 する 義務、 卽ち 道德は 之に て盡 きて 居る ので ある。 

おも ひいだ 

其 大體の 意味 は 明瞭で ある。 そして 之に 由て 想 出す は 「己の 欲せざる 所、 之 を 人に 施す 勿れ」 との 孔 

子の 敎 である。 そして 孔子の 敎と 同じ 事が キリスト 以前の ユダヤ人の 敎師に 由ても、 亦 希職羅 馬の 哲 

舉者 等に 由っても 敎 へられた。 然し 乍ら キリストの 敎と、 是 等の 敎師の それとの 間に 明白なる 差違が 

ある。 前者 は 積極的な るに 對 して 後者 は 消極的で ある。 そして 此 場合に 於て 積極 消極の 差違 は 天地の 

差違で ある。 「爲 すべし」 の內に 「爲 すべから す」 は 入って 居る が、 「爲 すべから す」 の內に r 爲す 

べし」 は 入って 居ない。 r 惡を 避けて 善 を 行 ひ」 との 敎訓は 同一 の 事の 繰 返で ない。 善 を 行 ふ 者は惡 


を 避く るが、 惡を 避く る 者 は 多くの場合に 於て 善 を 行 はない。 論より 證據 である。 東洋 道 德は惡 を 避 

くるに 於て 有效 であるが、 善 を 行 ふに 於て は 至て 微弱で ある。 人に 迷惑 を 掛け ざらん とは努 むる も、 

進んで 善を爲 さんと はしない。 故に 有力なる 慈善 叉 は社會 改良 は 行 はれない。 外國傳 道の 如き、 兑る 

に 足るべき 者 はない。 自分の 安全 を 計り、 他人に 迷惑 を 掛け ざれば、 それにて 人生 足れり と 思 ふが 東 

洋人全 體の氣 風で ある。 

然れ ども キリストの 敎は 全く 之と 異なる。 彼の 弟子た る 者 は 進んで 隣人 を 愛せねば ならぬ。 己の 欲 

する 所、 之 を 人に 施さねば ならぬ。 愛 は 活動的で ある。 隣人 を 初めと して 全人 類 をして 神の 恩 惠に與 

らしめ ねば 止まぬ。 人に 迷惑 を 掛けざる は 勿論で ある。 彼 をして 幸福なら しめんと 努 むる。 キリスト 

の 幅 昔 を 信じて 人の 人に 對 する 態度が ー變 する。 軍に g: 海 皆 兄弟な りと 言 ひて 哲舉的 平安に 耽らない。 

兄弟た るの 實を擧 げんと する。 リビングストン、 ジャド ソン、 H リザべ ス. フライ、 フ 口 ー レンス. 

ナイ チン ゲ ー ル 等の 如き 人 を 起して、 神の愛 を 以て 全人 類 を 抱擁 せんとす る。 

更に 悉 しく 黄金律の 文字 を 研究す る 必要が ある。 日本 譯の 僮に 讀んで 之 を 誤解す る 虞が ある。 之 は 

「人に 爲ら れんと 欲する 事 は 凡て (何でも) 人に 爲ょ」 と 云 ふ 事で はない。 若し さうならば 多くの 害 

を爲 す。 此敎訓 の 重心 は 「其 如く」 なる 文字に 於て 在る。 「凡て 人に 爲ら れんと 欲する こと は 汝等も 

亦 人に 爲 すべし」 ではない。 「其 如く 人に 爲 すべし」 である。 汝 等が 欲する 其 心 を 以て 爲 すべし とも 

解す る 事が 出来る。 問題 は爲す 事で はない、 事 を爲す 心の 狀態 である。 簡 短に 云へば 愛 を 以て 爲 すべ 

しと 云 ふ 事で ある。 己 を 愛する が 如く 隣人 を 愛すべ しと 云 ふと 同じで ある。 

然し 乍ら 意味 は それ を 以て 盡 きないと 思 ふ。 「其 如く」 は 七 節より 十一 節まで を 掛けて 云うた 言 衆 
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であると 思 ふ。 神が 汝等を 扱 ひ 給 ふ 如く 汝等も 亦 人を极 ふべ しとの 事で あると 思 ふ。 卽ち 天に 在す 父 

の 完全き が 如く 汝等も 完全くなる べしと 云 ふと 同じで ある。 信者の 模範 は キリスト である。 そして キ 

リスト は 神の 子で ある。 神に 傚 ふが 信者の 本分で ある。 「汝 等の 父の 憐润 むが 如く 汝等 も憐 偶むべし」 

と 云 ふ r 路加 傳六章 三 六 節 ソ。 r 汝等 愛せら る、 子の 如く 神に 傚 ふべ し」 と 云 ふ っ以 弗 所 書 五 章 一節〕。 神に 

微 ふて 人に 爲 すべし、 「凡て 人に 爲ら れんと 欲する 事 は汝等 神が 汝 等に 爲し給 ふが 如くに 人に 爲 すべ 

し」 と 云 ふの が 黄金律の 意味で あると 思 ふ。 そして 如斯 くに 解す る 者 は 私 一 人で はない。 有名なる 註 

解 者べ ン ゲル も斯く 解した ので ある。 そして 如斯 くに 解して 其 意味が 一 曆 深く、 宏く、 高くなる ので 

ある。 

神に 傚 ふと は 到底 人の 及ぶ 所でない と 云 ふの が 普通で ある。 然し 乍ら 道德其 物が 到底 達し 得ざる 理 

想で ある、 其 故に 尊い ので あると 哲舉者 カント は 曰 ふ。 而已 ならす 神 は 傚 ふに 最も 易き 者で ある。 我 

等 は 智慧と 能力と に 於て 神に 傚 ふ 事 は 出来ない。 然し 乍ら 愛に 於て 傚 ふ 事が 出来る。 神の愛 を 以て、 

卽ち 神が 我等 を 愛し 給 ふ 其 愛に 傚 ひて 人 を 愛する 事が 出来る。 そして 是れ 決して 難い 事で ない。 「神 

の誡を 守る は 是れ卽 ち 神 を 愛する 事な り、 その 誡は 難から す」 とョ ハネが 曰うた 通りで ある (約 翰笫ー 

書 五 章 三 節，)。 

* 此は萬 入に 當 はまる 敎で ある。 然し ィ H スは之 を 特に 彼の 弟子 等に 說き 給うた のであって、 之は特 

に 信者 道德 として 解すべき 者で ある。 基督 者 は 人に 何 を爲ら れんと 欲する 乎。 財 產を頒 けて 貰 はんと 

は 欲しない。 北ハ他 身に 關 する 世話 をして 貰 はんと は 欲しない。 彼等 は 己が 罪を赦 して IX はんと 欲する。 

そして 更に 進んで 祌の a; 理を傳 へて 貰 はんと 欲する。 是 故に、 彼 は先づ 入の 罪を赦 す。 叉 己が 受けし 


神の 恩惠を 彼等に 頒 たんと 欲する。 そして 此 事を爲 すに 方て、 其 精神と 方法と は 神が 彼 を 极ひ給 ふ 精 

神と 方法と である。 「其 如く」 である。 「神に 傚 ふ」 て f ある。 神が 我が 罪を赦 し、 我 を 惠み給 ふ 其 

精神 方法に 從 ひて 人の 罪を赦 し、 彼等 を惠み 助けん と 欲する。 是が 黄金律の 特別の 敎訓 であると 思 ふ。 

そして 神が 我等 を 惠み給 ふ 方法 を 我等 は克く 知る Is! が 出来た。 神 は 老婆が 其 孫 を 愛する が 如くに 我 

等 を 愛し 給 はない。 或 時 は 其 聖.. 額 を 隱し給 ふ。 或 時 は 痛き 鞭 を 加へ て 我等 を 懲らし 給 ふ。 彼 は 多くの 

場合に 於て、 惠む 露に 非す して 燒盡す 穴で ある。 それで あるに 係 はらす 彼 は 愛で ある。 然り、 眞の愛 

であるが 故に 彼 は如斯 くに 我等 を 极ひ給 ふ。 我等 も 亦 神の 其 愛 を 受け、 其方 法に 由り て 人 を 愛すべき 

である。 そして 浙 かる 愛 はた 抵の 場合に 於て 人に 喜ばる. 愛でない。 然れ ども 其 愛が 眞の 愛と して 人 

に 認めら る、 時 は 必す來 る。 黄金律 は 行 ふに 容易き 敎 でない。 それが 爲に或 種の 十字架に 上らねば な 

<：<；<1 厶  <1<3<1<1 厶厶， J ん， 3厶<！ 厶厶  <1 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <"<:△<!,-: 

らぬ。 人に 憎まる、 までに 人 を 愛せねば ならぬ と 云 ふの が 人生の 最大 悲劇で ある。 


第二 十八 囘 生命に 人る の 門 

馬 太 傳七章 十三、 十四 節。 路加 傳 十三 章 廿ニ ー 廿四 節。 

山上 之 垂訓 は 七 章 十一 一節 黄金律の 宣言 を 以て 終る。 凡そ 人に 爲ら れん 事 を 神が 汝 等に 爲し給 ふ 心と 

方法と を以 てまた 人に も爲 よと 云 ひて 實踐 道德は 其絕頂 に 達した ので ある。 詩人 ゲ ー テが曰 ひ し 如く、 

第二 十- <囘 生ム S に 人-りの 5：  五 二 五 . 


ガリ ラャの 透  五 二 や， 

人類の 知識 は 如何程 進歩しても 其 道 德はィ H ス 以上に 達し 得ない ので ある。 之を稱 して 神の 國の 福音 

と 云 ふ。 卽ち 天國に 入る の 道で ある。 之 を また 生命に 入る の 門と 稱 する 事が 出来る。 

第 十三 節 以下 は 垂訓の 追加で ある。 福音の 性質、 之 を 看 出す の途、 之 を 行 ふの 必要 を 述べた る 一一 一一 a で 

ある。 而 して ィ H スの雷 なる が 故に、 例に 依て 簡短 明瞭に して、 其 意味 は 深遠で ある。 卽ち 左の 如し。 

狭き門より 入れよ。 沈 倫に 至る 門は廣 く、 其 路は濶 し、 而 して 此 より 入る 者 多し。 

生命に 至る 門 は 狭く、 其 路は窄 し。 而 して 之より 人る 者 少し。 

第 十三 節。 「狭き門より 入れよ」。 ィ H スの 言と して 驚くべき 一一 目で ある。 神の愛 は 天の 濶 きが 如く 

濶し。 故に 生命の 源なる 神に 至る の 道 も亦廣 大無邊 ならざる ベから すと は 何人も 思 ふ 所で ある。 君子 

は 行く に ^ 路に 由ら すと 云 ふ。 狭き は 正さに 小人の 道で ある。 然るに ィ H スは其 弟子に 敎 へて 「狭き 

門より 入れよ」 と 曰 ひ 給 ふ。 彼 はまた 後に パリ サイの 人 等に 吿げて 曰 ひ 給うた 「誠に 實に汝 等に 告げ 

ん我 は卽ち 羊の 門な り」 と 「ヨハネ 傳十章 七 節)。 之 はまこと に 神の 道 は 狭し、 我 も亦狹 しと 云 ふに 等し 0 

之 を 聞いて 3： 人 か 驚か ざらん やで ある。 

而 して 其 反對は 如何と 云 ふに、 沈淪に 至る 門は廣 く、 其 路は濶 しと 云 ふ。 生命に 入る の 門と 路とは 

狹く、 其 反對の 永遠の 死滅に 入る の 門と 路と は廣 しと 云 ふ。 兹に 於て か狹 隙はィ H スに 由て 稱揚 せら 

-、？ 5  くわつ 

れ、 廣濶 は 却て^ 斥せられ し を 見る。 宏量 大度 を 以て 誇りと する 東洋の 君子 豪傑 また 額 色な しで あ 

る 0 

而 して 事實は 如何？ 眞理 11 常に 狹 くして 誤謬 は 常に 廣く あるで はない 乎。 此 世に 在りて は 眞理は 

僅に 少數 にの み歡迎 せられ、 誤 謹 は 常に 多數に 喜ばる、 ではない 乎。 迷信の 勢力の 如何に 强き乎 を 


よ。 之に 反して 明々 白々 の 眞理は 世の 所謂 識者にまで 顧みられない ではない 乎。 3典 理は 最後の 勝利で 

あると 云 ふが、 其 最後の 來る何 ぞ遲き や。 事物の 眞偽 を多數 決に 由て おむ る 程 間違った る 方法 はない。 

盗賊の バ ラバと 神の 子ィ H スと孰 をか釋 さんと ピラトが 會 衆に 尋ねし 時に、 一 同 は聲を 合せて 曰うた 

「バラ バを釋 せ、 ィ H スは之 を 十字架に 釘け よ」 と。 而 して 千 九 百年 後の 今日、 開明の 日本に 於ても、 

亦 所謂 基督 敎國 の英國 又は 米國に 於ても 同一 の 事が 行 はる X ので ある。 聖書の 明 訓に從 ひ 戰爭の 害と 

惡 とを唱 ふる 者 あれば 全國擧 つて 之を壓 迫し、 其 基督 敎會 までが 監督、 牧師、 神擧 博士 等の 指導の 下 

に 戰爭を 謳歌し、 流血 を義 としたで はない 乎。 而 して 之 は 不信の 日本に 而已 あった 事で はない。 今よ 

り 僅か 七 八 年 前に 熱 信の ピ ュ ー リタ ンを 祖先と して 有すと 云 ひて 誇り、 我等 東洋人が 暗き に 迷 ふを憐 

むと 稱 して 我等に 許 多の 宣教師 を 送る 所の 米國 人に 由て 爲 された る 事で ある。 平和の 道は狹 くして 戰 

爭の 道は廣 くあった。 而 して 今や 戰爭は 其 目的と 正 反對の 結果 を 生みし こと を覺 るに 至りし も、 平和 

論者 は 崇められす、 主戰 論者 は 罰せられな いので ある。 そして 之 は 世界 第一 の 基督 敎國 と稱 せらる \ 

米國に 在った 事で あると 知って、 他 は 推して 知るべし である。 罪の 此 世に 在りて、 社 會多數 に 眞理と 

して 歡 ばる X 道は僞 はりの 道で あり、 其 少数者の みが 看 出し 得る 道が 眞の 道で あると 稱 して 間違 はな 

いので ある。 

沈 倫に 至る 門と 路と は廣 し、 生命に 至る 門と 路と は狹 しと 云 ふ。 之 は 地獄 は廣ぃ 所、 天 國は狹 い 所 

であると 云 ふので はない。 ィ H スは 「我 父の 家に 第 宅 多し」 と 曰 ひて 天 國の廣 さ を 示し 給うた。 イエ 

スの此 言 は 狭き 地獄に 至る 路は 潤く して、 廣き天 園に 至る の 路は狹 しとの 事を敎 ゆるので ある。 偽善 

いかめ  もん.， へ  や ふい しゃ  ナ もり 

者の 門は廣 くして 嚴し。 醫 者の 門 構と 云 ふ、 藪醫 者の 特徵 である。 昆と 網との 入口 は廣 し、 獸と 魚と 
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を 捕 へんが 爲 である。 內の狹 き 者 は 外 を 繕 ひて 人 を 引かん とする。 之に 反して 內の廣 き 者 は 外 を狹く 

して、 人る 者 を 淘汰 せんとす る。 之 はすべ て 自然の 法則で ある。 ソクラテス、 ダンテ、 カン 卜、 力 ー 

ライル、 彼等 はすべ て 內に廣 くして 充滿 して 居た 故に、 外 は 狹く叉 見すぼらし くあった。 然れ ども 一 

たび 其 狭き 醜き 門を排 して 內に 入らん か、 金玉の 殿堂、 寶 石の 山、 我を迎 へて 盡 きないの である。 

人なる 敎師に 於て 然り、 沉 して 神の 子に 於て を や。 眞のィ H スは 近づく に 難く、 其 福 昔 は 看 出す に 

難く ある。 「其 路は窄 く、 其 門 は 小さし」 である。 政府 も 社 會も之 を 示して 吳れ ない。 智者 も 舉者も 

之 を說 かない。 北ハ 前に 十字架が 横た はる。 恰 かも 「之より. 2： 人る ベから す」 との 標札 を 見る が 如しで 

ある。 父兄 も 親戚 も 之 を 喜ばない。 立身の 途が 阻止 せらる k が 如くに 思 はる。 然れ ども、 鳴 呼 然れど 

もで ある。 此 狭き門の 內に 更に 窄き路 を 過ぎて、 北ハ 奥に 眞の 自由、 眞の 生命、 眞の 幸福が あるので あ 

る。 「之 を 看 出す 者 少なし」 と 云 ふ。 門の 狹 きが 故に、 其餘 りに 見すぼらし きが 故にで ある。 

天 國卽ち 生命に 入る の鬥は 斯く狹 かるべき 者で あるに、 之を廣 くな して 多數 を收容 せんと 計る 者 は 

誰 乎。 天國の 門は廣 からざる ベから すと 云 ひし 者 は イエスキリスト ではない。 彼の 弟子な りと 自 から 

稱 する 此 世の 智者、 卽ち 俗人で ある。 彼等 は 曰 ふ r 敎會の 門 戶を廣 くせよ」 と。 而 して 廣 くせられ し 

門戶を 通う して 入来り し 者 は 誰か。 俗人で ある。 神の 恩惠の 何たる 乎 を 知らす、 此^の 智慧 を 神の I：： 

慧 なりと 解し、 之を傳 ふる を俾 道な りと 稱す。 世界 备國、 殊に 米 國に於 て、 而 して 重に 米 s; んに 由て 

基督 敎を俾 へられし 我 日本に 於て、 今日の 信仰 墮落 はィ H ス の此 明. cn なる 敎訓に 背きし より 来たので 

あると 信 する。 

斯く 云へば 或 人 は 私に 亂問 する であらう 「然 らば 少数者の み 救 はれて 多數は 亡びる ので ある 乎」 と。 


ィ ェ ス御 在世 當 時に 同じ 質問 を 以て 彼に 迫った 者が ある。 路加 傅 十三 章 廿ー 一節 以下に CI く 「ィ H ス敎 

へつ k 町々 村々 を 過ぎ H ルサ レムに 向 ひて 旅行し 給へ る 時、 或 人 曰 ひける は、 救 はる k 者 §1 き 乎と。 

イエス 彼等に 曰 ひける は、 汝等 カを盡 くして 窄き 門より 入れよ、 我れ 汝 等に 告げん、 入らん 事 を 求め 

て 能 はざる 者 多し」 と。 ィ H スの御 心 は 多分 左の 如くであった らう。 

汝等 何故に 此 質問 を 我に 向って 發 する や。 是れ汝 等に 取り 何の 關係 なき 問題に 非す や。 我れ 汝等 

に 曰 ふ、 汝 等は斯 かる 問題に 頭 腦を用 ふるに 及ばす、 只 行いて 汝等 自身が 窄き鬥 より 生命に 入ら 

ん やう 努力せ よ、 そ は 努力の 足らざる より 入らん と 欲して 入る 能ざる 者 多し。 汝 等が 斯 かる 質問 

を發 する 其 事が 汝 等の 心に 緩み あるの 證據 である。 汝等 にして 若し 眞實に 生命に 人らん と 欲する 

熱心 あらば、 斯 かる 問題に 心 思を勞 する 暇な き 普で ある 

と。 多 數が救 はれ やうが 救 はれまい が、 そ は 尋ねて 益な き 問題で ある。 され ど 我 は 救 はれざる ベから 

すで ある。 「汝等 …… 然 り汝ら 自身 は カを盡 くして 窄き鬥 より 入れよ」 である。 他人 は 如何で も 付い- 

そして 此 努力 を爲す 者の み 他人 を も 亦 生命に 導き 得る ので ある。 キル ケゴ ー ド 曰く 「基督 敎は 信す る 

に 最も 難き 宗敎 である。 人 は 容易に 其 信者た る 能 はす。 然れ ども 其 事 は 余が 基督 信者たり 得すとの 理 

△  A 厶厶 厶厶厶 厶厶 厶ム厶  <"厶厶<" 厶厶 厶厶厶 <JA 厶  <1厶厶厶厶厶厶<3 厶厶厶  <1 

由と は 成らす。 若し 未だ 曾て 一 人の 基督 信者 ありし ことなし とならば 余 は 4^ 初の 基督 信者と 成る であ 

らう」 と。 眞の 熱心 は 常に 人 をして 此 態度に 居らし むる ので ある。 

狹ぃ點 に 於て はィ H ス の敎は パリ サイの それと 異ならない。 唯狹ぃ 種類が 違う ので ある。 後者 は 人 

種 的に、 儀式 的に 狭く あるに 對 して、 前者 は道德 的に、 實行 的に 狹 いので ある。 低い 狹 溢と 高い 狭隘 

との 差別で ある。 そして 其 差別 は 無限 的で ある。 
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生命に 入る の途は 十字架の 途 である。 


第一 一十 九囘 僞 はりの 預 言 者 

馬 太 傳七章 十五— 二十 節。 路加 傳六章 四 三 I 四 五節。 

山上 之 垂訓に 附錄 として 三つの 訓誡が 加 へられた。 其 第一 が 「狭き門より 人れ よ」 と 云 ふ である。 

第二が 「偽 はりの 預昏者 を 慎めよ」 と 云 ふ 事で ある。 第二 は 第一 の續 きと 見る 事が 出来る。 預言者 は 

眞理 の門衞 である。 眞の 預言者 は 狭き門 を 守り、 僞 はりの 預言者 は 廣き門 を 守る。 故に 沈淪に 至る 廣 

き 門より 入る 勿れと 云 ふと、 偽 はりの 預首者 を 慎めよ と 云 ふと 其 根本の 意味 は 同じで ある。 乍然 門と 

門衞 とに 就て 注意 を 加へ て 注意 は 一 曆 深く 成る ので ある。 

預言者と は 前以て 預め言 ふ 者に 限らない。 神の 聖旨 を傳 ふる 者 はすべ て 預言者で ある。 牧師、 傳道 

師、 監督、 神舉 者、 すべて 預霄 者た るべき である。 玆に偽 はりの 預霄 者と 云 ふ は 偽 はりの 基督 敎の敎 

師を 指して いふので あると ドクトル マイヤ ー は 言 ふ。 ィ H スは兹 に 彼の 名 を 以て 稱 ばる、 敎會の 内に 

斯 かる 者の 起るべき こと を 御自身が 預言者と して 預言し 給うた ので あると (馬 太傳廿 四章廿 三— 廿八 

節參考 )。 さう 見る のが 多分 眞理 であらう。 

僞 はりの 預ー 一目 者 は 如何なる 者で ある 乎と 云 ふに 「彼等 は 綿羊の 姿に て (衣 を 着て) 來れ ども、 ^は 


残き 狼な り」 と。 外面 は 罪な き 柔和なる 羊の やうに ゆれ ども 內面は 貪焚飽 くこと を. g ら ざる， S であ 

ると。 卽ち外 は眞の 預言者の やうに 見えて 內は 神の 敵で あると。 そして 偽 はりの 預言者に 限らす、 偽 

はりの 忠臣、 僞 はりの 愛國 者す ベて 然り である。 仙 臺获に 於け る 原 田 甲斐、 加賀 騒動に 於け る 大槻傳 

藏 はさう であった。 彼等 は 最も 忠心 らしく 見 ゆる 人であった。 然れ ども 實は 大逆 無道の 臣 であった。 

基督 敎の敎 師も亦 同じで ある。 最も 柔和なる、 愛の 權化其 物で ある 乎の やうに 見える 人で、 キリスト 

の 敵、 信仰の 破壤 者で ある 者 は 世に 決して 數 くない。 然れ ども 之に 依る 者 多し であって、 キリストと 

彼に 特^に 選 まれし 者の み、 彼等が 偽 はりの 預言者で ある 事 を 知る。 更に 注意すべき は僞 はりの 預言 
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者 は 果して 己が 僞 はる 者で ある 事 を自覺 する や 否やの 問題で ある。 狼 は 己の 殘 忍なる を 知らない。 殘 

忍 は 彼の 生れつきの 性質で ある。 唯 狼 以外の 者が 之 を 知り 惡み 恐れる ので ある。 其 如く 眞 個の 偽善者 

は 自分の 偽善者た る を 知らない。 彼等 は 或 時 は 神の 民 を 殺して 自 から 神に 事 ふると 意 ふ (ョ ハネ傅 十六 

章 二 節)。 偽善 は 彼の 生れつきの 性質で ある。 彼は眞 個の 偽善者で ある。 常に 自己の 偽善に 氣附 きて 祌 

と 人の 前に 慄 へる 者 は 決して 偽善者で ない。 眞の 偽善者に 徹底した る 所が ある。 彼が なく 人 を 欺き 得 

る は 彼の 統 一 せる 思想と 始終 一 貫した る 行爲に 因る。 

僞ま署 は 自分の 偽善者なる を 知らない。 故に 人 は 彼 を眞の 善人と して 受取り 易く ある。 然れ ども 祌 

は 彼の 偽善者なる を 知り 給 ふ。 神 は 彼に 就て 宣吿し 給 ふ 「彼 は忠實 なる 神の 僕の 如くに 見 ゆれ ども 實 

は殘き 狼な り」 と。 恰も 哀む者 は 自分 は 不幸なる 者な りと 思へ ども、 キリスト は 其 人 は 幅 ひなり と宣 

, ' ^  ,  エキス. 7 レヅシ ヨン 

吿し給 ひしと 同じで ある。 人の 何なる 乎 は 其 表 現 では 判明らない。 亦 其 自覺 でも 判明らない。 神 

のみ 之 を 知り 給 ふ。 そして 其 生涯が 結ぶ 果に 由ての みん は 此事を 知る ことが 出來 るので ある。 
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「その^に 由て 知るべし」。 「彼等の 結ぶ 果に 由て 汝等 彼等 を 知る に 至らん」。 「夫れ 樹は 其果に 

由て 知らる & なり」 とィ H スは 後に 曰 ひ 給うた (十二 章 世 三 節，)。 果は 生涯の 總括 である。 單に 事業と 

云 ふて は 足りない。 惡 人が 善事 を 爲す事 も あり、 善人が 過って 惡事を 爲す事 も ある。 誠に 事業 は僞善 

者が 人 を 欺く 爲に用 ゆる 最良の 手段 方法で ある。 「その 果に 由て 知るべし」。 其 生涯の 大方 針に 由て、 

.  000OOO0OOOOOO0O000OO0O0O0 

其 事業の 性質に 由て、 殊に 最後の 裁判に 於け る 神の 判決 如何に 由て 知るべし である。 「知るべし」 は 

未來 動詞で ある。 Hlmll  1S5V である。 今 は 知る 能 はざる も 後に 明白に 知る を 得べ し。 「夫 日 之を顯 

はすべし、 此は 火に て顯 はれん、 其 火 各人の ェの 如何 を 試むべし」 とパゥ 口が 曰 ひしが 如くで ある 「コ 

リント 前書 三 章 十一 1 一節 )o 其 時まで は 我等 は 確然と 敎師の 眞僞を 判別つ 事が 出来ない ので ある。 故に 又 

曰 ふ 「主の 臨らん 時まで、 時 未だ 至らざる 間 は 審判す る 勿れ」 と (同 S 章 五節 )o 

確然と 判斷を 下す こと は 出来ない が 大略 は輒 る。 先づ 第一 に 果は樹 の 種類に 由て 違 ふ。 茨より 葡萄 

を 取る 者な く、 薊より 無花果 を 採る 者 はない。 其 如く 怫敎 より 基督 敎の果 を 摘む こと 能 はす、 此 世の 

哲擧 より 神の 福音の 結ぶ ra ^をび-お むこと は 出来ない。 宗敎は 何でも 可し、 敎育 さへ あれば 信仰の 有無 を 

問 はすと 稱 して、 純福音と其基礎の上に行はれたる敎育との結びしと同じ某を非基督敎的敎育に^3}-む 

も 失 ェに 終る は當然 である。 種類が 違う のみなら す 性質 も 亦 違 ふ。 同じ 種類の 樹 にても 善惡の 相違が 

ろ， 0 じクく 

ある。 善き (健全なる) 樹は 善き (健全なる) 果を 結び、 惡き (羸弱なる) 樹は惡 き (羸弱なる) 果 

を 結ぶ。 樹の 良否に 由て 成る 果が 異なる。 そして 善き 某 を 結ばざる 樹は 听れて 火に 投入ら る。 

預言者 又 信仰の 敎師も 亦斯の 如し。 其神學 又は 敎會關 係 は 如何で あると も、 聖靈に 由て 導かる k 人 

と 否らざる 人との 間に は 亥と 葡萄 樹 との 枏 違が ある。 又 同じ 信仰の 教師の 內 にも 强 いと 弱い と、 生命 


に 溢れた ると 涸れた るとの 相違が ある。 そして 其 事 は 皆な 其 結ぶ 果に 於て 顯 はる。 その 果に 由て 知る 

べし。 其 雄 辯に 由て に 非す、 其 風采に 由て に 非す、 其 標榜せ る 信仰 箇條に 由て に 非す、 其 所謂 事業に 

依て に 非す、 其果に 由て、 其 感化の 力に 由て、 AsiM が 彼に 在りて 結び 給 ふ 所の 果、 卽ち 仁愛、 喜樂、 

；个 和、 忍耐、 慈悲、 良 善、 忠信、 溫柔、 據 節に 由て 知るべし (加 拉太書 五 章 サニ節 )o 之 を 除いて 他に 預 

一一：  一口 者卽 ち敎師 の 眞僞 善惡を 見 分く るの 途 はない。 

敎師 の眞僞 は、 すべての 信者の 眞偽 と共に 最後の 審判 を 待た すして は 判明し ない。 故に 我等 は此事 

に 關し其 時まで 最後の 刹 決 を 下して はならない。 然し 乍ら 神 は 偽 はりの 預言者 を 慎む 丈け の 途を備 へ 

給うた。 神 は 聖書に 於て 多くの 預言者の 實例を 示し 給うた。 眞 なる 者と 偽なる 者との 模範 を舉げ 給う 

た。 ィ ザャ、 H レ ミヤ、 H ゼキ H ル、 ァ モス、 ミカ 等 は 孰れ も眞の 預言者であった。 そして H レ ミヤ 

に 對しパ シュル が あり、 ァ モスに 對し アマ ジャが ありし やうに、 眞の 預言者と 相對 して 僞の 預言者 を 

示し 給うた。 そして 眞の 預言者 は 如何なる 者で ある 乎と 云 ふに、 先づ 第一 に自 から 預言者たら ざらん 

こと を 求めた 者で ある。 第二に は 自己の 弱き を 知り、 到底 其 任に 耐えざる 者で ある 事 を自覺 したる 者 

である。 第三に 神に 倚る 外 全然 人に 賴ら す、 政府 叉 は敎會 より 何の 保護 を も 受けざる 者で ある。 之と 

相對 して 偽の 預言者 は 政 權の辯 護 者であって 敎權の 維持 者であった。 パ シ ュルは 祭司 イン メルの 子で 

あって ェ ホバ の i, 至の 宰の 長で あつたと 云 ふ (H レ ミヤ 記 二十 章 一節， )o ァ マジ ャ はべ テルの 祭司であって 

王ャ ラベ アム の 配下で あつたと 記さる (ァモ ス書七 章 十 節〕。 眞 預言者と 偽 預言者と の^は 一 目 瞭然で あ 

る。 舊約 聖書 擧の 泰斗 A  •  B  • デビ ッドソ ンが 曰うた 事が ある、 「偽 はりの 預言者 は當 時の 愛國 者で 

あって、 眞の 預言者 は 其 反 對に當 時の 亂臣 國賊 である」 と。 令 日で こそ ェ レ ミヤ、 ァ モス 等 を 眞の预 
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曾 者の 模範と して 仰ぐ が、 彼等が 預 一一： 一 c せし 當 時には 亂ほ として 獄に せられ、 國^ として 放逐せられ 

たる 者で ある。 僞の预 一一 =n 者に 關 する ィ H ス の此 訓誡 を 解す る爲 に、 我等 は 5« 約の 預言者 等の 精し き 研 

究を 必要と する。 

沈 倫に 至る 門は廣 く、 偽の 預言者 は 羊の 姿 を 装 ひ、 謙遍、 柔和、 溫 良の：？？； 子と して 現 はれ てん を 欺 

くと 云 ふ。 此世 はまこと に 試 誘の である。 そして 試 誘 を經て 善と せらる \ 時に 生命の 毚を與 へらる 

るので ある。 試 誘 は 神 を 識る爲 に、 又 靈魂を 完成す る爲に 必要で ある。 人生 萬 事讓く 不安な りと 雖も 

唯一 の 安全なる 者が ある。 それ は 祌が据 たま ひし 救扬の 磐で ある。 人 は 盡く我 を 欺く も 彼 は 欺き 給 は 

ない。 我等 は ダビデの 一一-一 II を藉 りて 歌 はん 

我心く づ ほる、 時 地の はてより 汝を 呼び 奉らん、 願く は 我 を 導きて 我よりも 高き 磐に 至らし め 給 

へと。 汝は 我が 避 所、. 我 を 仇より 遁れ しむる 堅 岡なる 捲な り US 篇 六十 ー篇ニ  * 三 節 )o 

偽 はりの； ぬ 言 者 を 避く る Is?- は 出来ない が、 彼が 欺く ことの 出来ない 所に 己 を 置く 事が 出來 る。 

第三 十囘 言 表 と 實 行 

馬太傳 七章廿 一— 廿七 節。 路加 傳六章 四 六 —四 九 節。 

廣き路 に. B らす狹 き路に 由るべし。 二 僞 の 教師に. m らす眞 の 敎師に 由るべし。 3 自身 一一 一一 口 表 者と 


ならす 寳 行者と なるべし。 ィ H スは 口 ひ 給うた 「我 は 道な り眞 なり 生命な り」 と (ョ ハネ傳 十四 章 六節ソ ひ 

イエス は眞の 道、 眞の 敎師、 叉 生命 卽ち眞 理の實 行者な りと 彼の 此 言の 意味 を 解す る ことが 出来る。 

單に眞 の敎師 に從ふ 丈け では 足りない、 彼の 敎の實 行者 たるべし との 事で ある。 

眞理は 聞いた 丈け では 解らない、 實行 (實驗 ) して 見て 初めて 解る。 すべての 眞理に 於て さう であ 

る。 殊に 信仰の 眞理に 於て さう である。 まこと は 事であって 一一 一一 a でない。 最も 確かなる 眞理は 乎 を 以て 

觸れ たる 眞理 である。 聞く のみに して 行 はざる もの は、 終生 眞理を 解し 得すして 終る。 力 I ライル n 

く lu.sluce,  produce  (生 產 せよ、 生產 せよ) と。 生產 せす して、 @1 くと も眞 面目に 生產 せんと 努力 

せす して 眞理は 解らない。 己が 弱き を 標榜して 實行を 避く る 者 は 眞理を 解し 得ない まで ある。 讀書 

又は 聽講を 以て 眞理 把握の 唯一 の途 となす 者 は 終生 理を 把握し 得すして 終る。 ィ ヱ ス曰ひ 給 はく 

「人 もし 我 を 遣し k 者の 旨に 從は (行 は i-) 此敎の 神より 出づ るか 又 己に 由り て 言 ふなる か を 知る 

べし」 と (ヨハネ 傳七章 十七 節 T 基督 敎を 自己に 證據 立つ る 唯一 の 途は之 を 行 ふに 在る。 

「行 ふ」 とは必 しも 「完全に 實現 する」 と 云 ふ； * でない。 イエ スは玆 に 「我が 汝 等に 傳 へし 父の it 

を 完全に 體 現せす ば 天國に 入る 能 はす」 と敎へ 給うた ので はない。 「行 ふ 者」 であって 「行 ひし 者」 

ではない。 行 を 主眼と し、 目的と し、 努力と し、 又 習慣 性と する 者で ある。 卽ち 信仰 を 言語 的に 叉 は 

思想 的に 解 せんとす る 者に 對 して、 實行 的に 解 せんとす る 者 を 指して 云 ひ 給うた ので ある。 斯 かる^ 

は眞に 彼の 敎を 解し、 叉 之を實 行す る を 得、 或は 實 行す るの カを與 へられ、 而 して 終に 天國に 人る を 

得べ しと 敎 へられた ので ある。 睛書家 叉 は 辯 論 家 又は {呈 言 者 は 天國に 入る 能 はすして、 著 竄 なる 赏行 

者の み 入る を 得べ しと 敎へ 給うた ので ある。 そして 事實其 通りで ある。 
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言表必 しも 無效 でない。 ィ H ス の 聖名其 物に 大 なる 能力が 伴 ふ。 不信者 も僞 信者 もィ ェ スの聖 名 を 

唱へ、 彼の 敎を傳 へて 多くの 善事 を爲す 事が 出來 る。 かるが 故に 彼等 は 己 を 欺き 又 他 を 欺く ので ある。 

鳥は自 から 計らす して 種子 傳播の 機械と なる。 偽 信者 も 亦 自分 は 救 はれす して 他人 を 救 ふ爲の 機械と 

なる 事が 出来る。 ィ H スの名 は 美 はしく ある。 其 福音 は 美 はしく ある。 我等 は單に 美的 觀 念に 驅られ 

て 頗る 好き 傳道 者た る 事が 出来る。 然れ ども 人 は 其 美的 觀 念に 由て 救 はれない。 美の 實行、 卽ち靈 性 

の 美化に 由て 救 はれる。 ゴ ー ル ドス ミ スが曰 ひしが 如く  weautiflll  is  that  beautiful  does  (美 を爲 

す 者卽ち 美な り) である。 「人 を敎 へて 自ら 棄 てられん 事 を 恐る」 と バウ 0 が 曰 ひしが 如くに、 我等 

人に 福音 を說 きながら、 自分 は 其 救に 與り 得ざる の 立場に 立 つ の， k が ある (コリ ン ト 前書 九 章 廿七節 )o 

「多 からん」。 「多くの 人々 其 日 我に 語りて 云々」 と讀 むべ し。 最後の 審 制の 日に 於て 斯 かる 人々 

は 多 かるべし との 事で ある •。 一一 百 表 的 信者 は 多 かるべし 實行的 信者 は 寡 かるべし との 事で ある。 そして 

實 際の 所、 今日と 雖も 信者と 云 ふ 信者、 敎會と 云 ふ 敎會、 基督 敎國と 云 ふ 基督 敎國は 其 多分 は 言 表 者 

か》 びす 

であって 實 行者で ない。 キリスト 神性 論、 聖書 神 言 說等は 彼等に 由て 喧しく 且つ 熱心に 唱 へらる \ と 

雖も、 一朝 實 行と 云 ふ 場合に は 彼等の 多數は 不信者と 異ならす、 然り黡 々不信者 以下に 下る ので ある。 

其 事 は 最も 明白に 戰爭の 時に 現 はる。 其 時に 山上 之 垂訓 も 何もあった 者に 非す。 米國に 於て は 平和 を 

唱 へし 牧師 は 信者に 家を燒 かれ、 或は 郊外に 引出されて 木に 括られた。 敵 を 愛する 所ではない、 敵 を 

憎まざる 者 は 基督 者で ないやう に 思 はれた。 誠に 「多 かるべし」 である。 彼等 は 外 國に傳 道す る も、 

渡り鳥が 無意識に 種子の 播布を 行 ふが 如くに、 異教の 民を敎 へて 自 から は 棄 てらる、 ので ある。 

最後に 審判が 來る。 そして 寒 判く 者はィ H ス 御自身で ある。 「それ 父 は 誰 をも歸 かすま 判 は 凡て 子 


に *^ 女ね たり」 と 彼 は 曰 ひ 給うた (ョ ハネ傳 五 章サニ 節」。 ィ H スは 御自身が 人類 最後の 審 主で ある 事 を 

毛頭 疑 ひ 給はなかった。 「尺の 子 己の 榮光を もて 諸の 聖 使 を 率 ゐ來る 時 は其榮 光の 位に 坐し 云々」 

と 彼 は 後に 曰 ひ 給うた (馬 太傳サ 五車卅 一節 以下〕。 是れ 人なる 敎師の 到底 曰 ひ 得ない 事で ある。 我等 は 

勿論 ィ H ス をん 類の 審判 者と しての み 見ない。 彼 は 救 主で あり、 慰 主で あり、 叉 助 者で ある。 然し 乍 

ら 我等 は 彼が 審判 主で ある 事 を 忘れて はならない。 ィ H スに此 恐るべき 方面が あった。 夫れ 故に 彼の 

恩 惠の辭 が 深く 聽 衆の 心に 沈んだ ので ある。 ィ H スは 慈悲 一方の 阿 彌陀樣 でない。 彼に：！ の 怒が あつ 

た。 山上 之 垂訓 はィ H スの 此方 面 を 示さす して は 終らなかった。 祝福の 辭を 以て 始まりし 此大 說敎は 

大 審判の 豫吿を 以て 終った。 「我等 主の 恐るべき を 知る が 故に 人に 勸む」 と バウ P は 曰うた C コ リント 

後書 五 章 十 一節〕。 ィ H スも亦 御自身の 恐るべき を 知り 給 ひしが 故に 此敎訓 を 垂れ 給うた ので ある。 

そして 判 は 或は 水 を 以て、 或は 火 を 以て 臨む。 水 は壞ち 火は盡 す。 初めに 壞 倒の 審判が あり、 終 

りに 燼滅の 審判が 臨む ので ある。 然れ ども 水と 云 ひ 火と 云 ひて、 敢て 物質的の 水 叉 は 火 を 指して 云う 

たので はない と 思 ふ。 未来の 事に 關 して ィ H スは 表號を 以て 敎へ 給うた。 又 表號を 以てする より 他に 

途 がない ので ある。 训 世界の 事 を 語る に 方て 何人も 此 世界の 事 を 以て 語る より 他に 途 がない ので ある- 

然れ ども 表號は 想像で ない、 確實 なる 事實 である。 唯 言 表 はすに 辭 なきが 故に、 此 世の 事實を 以て 雷 

表 はさんと する ので ある。 其 事が 表號 である。 ィ H ス の 最初の 說敎に 於て 旣に此 種の 辭を 見る ので あ 

る 0 

雨降り 大水 出で 云々 は 克く小 亞細亞 シリャ 地方の 氣象を 語る 言で ある。 事實其 通りで あるとの 事で 

ある。 建築 も 農業 もす ベて 此事實 を 基礎と して 行 はる \ と 云 ふ。 ィ H スは表 號を使 ひつ i ある 閒 にも 
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事 實を變 へ 給はなかった。 御自身 眞 であり 給 ひし 彼 は、 天然の 事 實を述 ぶる に 方ても 精密で あり 給う 

た。 

審判 は 必す來 る。 r 自 から 欺く 勿れ、 神 は 侮るべき 者に あらす」 と ある (ガラ テャ書 六 章 七 節)。 其 時 

言 表 又は 思索に 由て 得し 信念 は 役に立たぬ。 唯 愛に 由て 働く 所の 信仰の み 益 ありで ある。 勿論 外面に 

現 はれた る lli^ 爲が救 ふと 云 ふので はない。 善き 行爲を 生す る樣な 信仰が 救 ふと 云 ふので ある。 そして 

断 かる 信仰 は讀 書して、 默 想して、 思索して 得らる \ 者 でない。 行って 見て 得らる \ 者 である。 人 は 

K^ll に 由ら す 信仰に 由て 義 とせら る- -と云 ふ 信仰 は、 一 生 懸命に 行 はんと 欲する 者に 神より 賜 はる 信 

仰で ある。 信仰 は行爲 の精粹 である。 思索なら で行爲 に出發 して 到達した る靈 魂の 狀態 である。 

ィ ェ スは傳 道の 初めに 於て を宣言 し 給うた。 然し 乍ら 宣言 を 以て 止め 給はなかった。 彼 は 人が 

審判に 應 する の途を 設け 給うた。 彼の 御 生涯と 死と 復活と 昇天と は 凡て 人が 彼の 審判に 會 ふて 滅び ざ 

らんが 爲の途 であった。 ィ H スは 眞理 なると 同時に 道で あり 又 生命で ある。 永生に 入る 必要 條件 とし 

て 完全なる 行爲を 要求し 給 ひし 彼 は、 叉此條 件を充 たし 要求に 應 する の途を 設け 給うた。 山上 之 垂訓 

を 聖書の 他の 部分より 惟り 離して 讀む 時に、 モ，' セの 律法の 更に 嚴 格なる 者の 如くに 聞え る。 然れど 

も 「律法 を 立つ る は 罪を增 さん 爲な り、 然れど 罪の 增す 所に は 恩 もい ゃ增 せり」 と あるが 如くに (。 

マ 書 五 章 二十 節)、 ， ^ぃ設 しき 律法に 應 ぜんが 爲 により 犬なる 恩惠の 途が備 へられた ので ある。 神の 怒 

の"！^ に 觸れて 我等 はた^ 怖て はならない。 更に 高き 磐へ と 走らねば ならない。 山上 之 垂訓 は 之 を キリ 

ストの 十字架の 下に 立て 讀ん で、 其 恐怖 は 化して 獎勵と 成り、 其 威 鞋の辭 は 希望の 聲と なりて 聞 ゆる 

ので ある。 Si は 十字架 を "1. じ 十字架 は 訓誡 を說 明す る。 そして 訓誡と 十字架の 間に 立ちて. 我等 は 


神の に狎 れす义 其 怒に 壓 せられす、 謙遞 りて 其 恩 惠に與 り、 感謝し つ &其聖 313 に從 ふこと が出來 

る 0 

第三 十一 囘 イエ ス の 奇蹟と 其 模範 

馬 太傳八 章、 九 章。 同 八 章 一— 四 節。 馬可傳 一章 四 〇 — 四 五節。 

路加 傳五章 十二  I 十六 節。 

イエス は 奇廣を 行 ひ 給うた" ィ H スの 場合に 於て は 奇蹟 は單に 不思議なる 行ではなかった。 父 精神 

療法と か 暗示 療法と か稱 して、 心现舉 的に 說明 する 事の 出來る ものでなかった。 叉當 時の 奇康 であつ 

て舉術 進歩の 後世に 於て は、 科學の 示す 方法に 從ひ、 何人に も 操 返す 事の 出来る 事蹟ではなかった。 

ィ ェ ス の 場合に 於て 奇蹟 は 「神の 作爲」 であった (ョ ハネ傳 九 章 三 節， )o 祌 ならでは 爲す能 はざる 作爲で 

あった。 「若し 我れ 神の 指 を もて 惡鬼 を逐 出し たるならば 祌の國 は 旣ゃ汝 等に 来れり」 と 彼が 曰 ひ 給 

ひしが 如くに、 ィ H ス の 指 は 神の 指であって 彼の 作 爲は祌 が 造化に 於て 現 はし 給 ひし 作爲 であった。 

如斯 くに 奇蹟 を 見て、 ィ H スの 奇蹟が 解る ので ある、 叉 彼の 奇 遣が 彼が 祌 たる を證 しする ので ある。 

ィ H スの 敎訓を 重く 視て、 彼の 奇廣を 輕く視 る は 聖書の 視方 でない。 敎訓は 奇蹟 を說 明し、 奇蹟 は敎 

訓を證 明す る。 奇蹑を 行 はざる キリスト は の キリスト でない。 我等 ィ ェ ス の 奇蹂に 就て 讀んで 之に 
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鑕く間 は、 未だ 彼 を識ら ない ので ある。 

馬 太 傳は五 章より 七 章までに、 主として イエスの 敎 訓を傳 ふ。 八 章と 九 章と に 於て 主として 彼の 奇 

鑌を 記す。 彼 は 多分 玆に錄 せる が 如くに 一時に 連繽 的に 九 囘の奇 積 を 行 ひ 給うた ので は あるまい。 是 

專は 多分 記者なる マ タイが ィ H ス の 代表的 奇蹟と して 兹に之 を 編輯した 者で あらう。 ィ H スは 肉體を 

宰 り 給 ふ、 天然 を 支配し 給 ふ、 靈界を 統治め 給 ふと は是 等の 奇壞が 示す 所で ある。 彼は此 外に 多く 

の 奇壞を 行 ひ 給うた。 然れ ども 是等は 其の 最も 代表的の ものである。 馬 太 傳第八 章、 九 章の 研究 は、 

イエス の奇廣 を總括 的に 知らん と 欲する に 方て 最も 有益で ある。 

ィ H スが癞 病の 者 を 癒し 給 ひし 事に 就て は、 我等 は旣に 馬可傳 一章 四 〇| 四 五節に 依て 述べた (本 

研究 第 十 囘)。 今 之 を 馬 太 傅の 記事と して 見る 時 は 其內に 別の 意味 あるが 故に m 複を 顧. び 之に 就 

.  もろ，、 や まひ 

て 述べる。 之 は 馬 太 傅に 依れば ィ H スが 初めて 行 ひ 給へ る奇饋 である。 彼 は 「民の 中なる 諸の 病 

諸 の 疾を醫 しぬ」 と あるが (四 章サ 一一 一節)、 其 最初の ものが 此 癩病で あつたので ある。 最初の 奇 接で 

ありし が 故に、 最も 代表的であった。 奇 積と は、 此 目的 を 以て、 此の 如くに 行 はれた と敎 ふるので あ 

る 0 

癩病 は 今日と 雖も 不治の病 である。 布哇產 大楓子 油が 其 特效藥 であると 稱 せらる k が、 未だ 其 必治 

は保證 されない。 所謂 熱帶 病の 一 であって、 最も 頑固なる、 最も 素質 的の 疾病で ある。 多分 醫 學が痴 

に 打 勝つ 時に、 其 最後の 凱歌 を擧 ぐるので あらう。 然るに ィ H スは 今より 干 九 百年 前に、 唯 手を觸 

れた 丈け で、 卽 時に 此 難病 を 癒し 給うた ので ある。 之 は 大喝 一 聲 以て 精神病 者 を 癒した と 云 ふと は 全 

く 類 を 異にする。 之 はたし かに 「神の 作爲」 である。 奇蘧を 越えて 改造で ある。 醫舉の 進歩が 其 極に 


達しても 斯くは 癒し 得ない ので ある。 ィ H スは 易々 と卽 坐に 醫し 給うた。 彼 は r 康强 なる 者 は臀 者の 

助を需 めす」 と 曰 ひて 御自身 を醫 者に 譬へ給 ひしと 雖も、 彼 は 人なる 醫 者でなかった。 彼 は 肉 體の疾 

病 を 癒す に當 つても、 神が 癒す が 如くに 癒し 給うた。 

そして 人に は 癩病よりも 更に 頑间 なる、 更に 素質 的なる 疾病が ある。 それ は 罪で ある。 罪 は 人の 生 

命の 根 木 を 犯す 疾病で ある。 善な らんと 欲する も 善なる 能 はす、 惡を 憎みながら 之 を 行 ふ。 「人の 心 

は 萬 物の 中に て 最も 偽 はる 者に して 甚だ 惡し、 誰か 之 を 知る を 得ん や」 との H レ ミヤの 言 は 深く 人生 

と 自己と を 究めし 者の 何人もが 爲す僞 はらざる 吿白 である。 「噫 我れ 困苦め る 人なる 哉、 この 死の 體 

より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や」 と は 癩病患者の 叫びであって、 同時に 亦 己が 罪に 覺め たる 者の 叫びで あ 

る。 そして 罪の 人が 「來 りて 拜し、 主よ 若し 聖 3 ほに 適 ふなら ば 我 を 潔くな し 得べ し」 と 言 ふ 時に、 ィ 

H スは手 を 仲べ、 彼に 接け て 我が 旨に 適へ り、 汝 潔く なれと 曰 ひ 給 ひて、 癩病に 等しき 罪 は 直に 潔く 

なる ので ある。 事 は 議論で ない、 實驗 である。 自分が 不治の 疾病に 摇り、 人の 援助の 效な きを 知りて、 

神の 子の 足下に 伏し、 謙遞以 つて 治癒 を 求む る 時に、 此實驗 が あるので ある。 「若し 聖旨なら ば」 で 

ある。 無理に 祈 求 ふに 非す、 旣に罪 を 犯せる 者 は 救 を 要求す るの 資格な し、 然し 若し 聖旨なら ば爾は 

我 を 潔くな し 得べ し、 爾に 能力の 在る こと を 我 は 信じて 疑 はすと 云 ふので ある。 そして 人が 神に 對し 

て此 態度に 立つ 時に、 祌は 彼に 對 して 奇蹟 を 行 ひ 給 ふので ある。 神に 於け る 能力の 有無の 問題で はな 

い、 人に 於け る 信仰の 有無の 問題で ある。 人に 信仰 ありて 神の 能力の 表現 は 確かで ある。 すべての 奇 

蹟 が此條 件の 下に 行 はる。 此條 件を缺 いて 奇饋を 見る こと は 出来ない。 此 意味に 於て 此奇接 は 模範的 

である。 信仰の 無い 所に 奇蹟 は 起らない。 
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ィ ェ スは肉 體の醫 者に 非す、 靈 魂の 醫 者で ある。 「其 名をィ H ス と名づ くべ し、 そ は 其： を， si^ より 

救 はんと すれば 也」 と あるが 如し r 馬太傳 一章 サ 一節 T そして イエスの 奇廣 はすべ て此事 を證明 せん 

である。 そして 此事 を證明 せんが 爲に、 癩病 は 最も 好き 實例 であった。 癩病 は 多くの 點に 於て 罪 を 例 

證 する 疾病で ある。 故に 癩病 を 癒し 得る 者 は 罪 を 除き 得る と 信じて 多く 誤らない ので ある。 故に ィ H 

スは 幾囘か 癩病 を 癒し 給うた。 馬 太 傳十章 八 節、 同 十一 章 五節、 同 二十 六 章 六 節、 殊に 路加 傳卜七 章 

十二 節 以下 等が 此事 を證 する ので ある。 癩病 を 潔く せらる と 云 ふ、 罪 を 潔 めら ると 云 ふ。 罪な き 者と 

して 神の 前に 立つ こと を 得 しめらる と 云 ふ。 人と しての 最大 幸福 又 最大 特權 である。 そして 容 HIP く 

病 を 潔め 得る 者の みがん に此事 を爲し 得る ので ある。 此點 から 見る も 亦、 ィ H スの 最初の 奇蘧は 模範 

的であって、 意味深長 である。 

r 愼 みて 入に 吿 ぐる 勿れ」 と闩ひ 給うた。 神の 恩 惠は輕 々しく 廣吿 すべき 者で ない。 之 を 語る にん 

を擇 むべき である。 豚の 前に 眞珠を 投げて 眞珠は 汚され、 又 失 はる k の 虞が 多い。 「救 ひの 證 しを爲 

す」 と稱 して 廣く 恩惠を 人に 告げて 之 を 失 ひし 例 は 決して 尠 くない。 信仰 は. 秘傳 ではない が ^ し 奥義 

である。 之 は 何人に も 解る もので はない。 「慎んで 人に 吿 ぐる 勿れ」 である。 絕對に 半：： ぐる 勿れと r ム 

ふので はない、 慎んで 語る 勿れ 叉 語れと 云 ふので ある。 所謂 リバ ィバ ル 運動に イエ ス の此 訓誡が 守ら 

れ ない 事 は 甚だ 歎すべき である。 

「唯 往 きて 己 を 祭司に 見せ 云々」。 ィ H スも 亦モ— セの 律法 を S んじ 給うた ので ある。 彼 は 時には 

： ^を」 えたす に 之に 超越し 給うた が、 然し 普通の 場合に 於て はよ く 之に 服從し 給うた。 此 場合に 於 

て も、 痴 病に 乎を觸 るの は 律法の 禁する 所で あるが、 然し 病 者 を 癒さん が 爲には 敢て此 禁令 を 犯し 給 


うた。 然れ ども 癒されし 者に 對 して は 規定の 法則 を 守るべく < 叩 じ 給うた。 是れ 矛盾の 如くに 見えて 少 

しも 矛盾で ない。 すべての 健全なる 改革者に 此兩 方面が ある。 彼 は 進歩 であって： M 時に 保守 〔水で あ 

る。 必要 止む を 得ざる 場合に は 古例 舊慣に 超越す る こと ありと 雖も、 大抵の 場合に は 之 を 重んじ、 之 

に服從 する。 「愛 は 律法 を 完全す」 である ( 。 マ 書 十三 章 十 節 )o 愛の 命す る 時に 律法に 超越す る こと あ 

りと 雖も …… 叛き叉 は 破る ので はない …… 命ぜざる 時には 敢て自 から 之 を 犯さん としない。 懷式其 物 

は 決して 惡ぃ 者で ない。 之 を 形式と 稱 して 一 概に之 を 排斥すべき でない。 「凡て 義 しき 事 は 我等 簾す 

可き なり」 とィ H スは洗 禮のョ ハネ に吿げ 給うた。 凡て 敬 ふ 可き 事 は汝等 心に 留めて 之を爲 すべし と 

パゥ ti は敎 へた。 基督 者 は 反抗 を 愛する 不法の 民で はない。 樣法は 爲し得 る^り 之に 服從 する。 

r 往 きて 己 を 祭司に 見せ、 モ ー セが 命ぜし 禮物を 獻げて 彼等に 證據 をせ よ」 とィ H スは 彼に 由て 癒 

されし 癩病患者に 告げ 給うた。 愛 を 行 ふの 外 は 普通の 人 たれとの 意で ある。 騒 擾を 避けよ、 奇を好 

む 勿れ、 成るべく 丈け 世と 共に 歩むべし と は 聖書 全 體の敎 ふる 所で ある。 パゥ ri が テサロ  一 I ケの 信者 

に敎 へて 「汝等^^靜ならんことを務め、 己の 事 を 行 ひ、 手づ から ェを爲 すべし、 此は汝 等外 人 (狀 人) 

に 向 ひて- ti: しく 行 ひ、 亦自 から 乏しき ことな からん 爲 なり」 と 害 贈りし は、 信者た る 者の 此 態度 を：： 小 

したる 者で ある。 
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第三 十一 ー囘 軍人の 信仰 

馬 太 傳八章 五— 十三 節。 路加 傳七章 一 —十 節。 使徒 行傳十 章。 

馬 太傳の 記事に 依れば、 第一 に 癒されし 者 は ユダヤ人であって、 其 疾病 は痴 病であった。 ィ H スは 

之に 手 を按て 癒し 給へ りと 云 ふ。 之に 次いで 第二に 癒されし 者 は 異邦人であって、 彼 は羅馬 軍隊に：； § 

する 百 夫の 長の 僕であった。 そして 其 疾病 は撫疯 であって、 ィ H スは 遠くより 首 葉 を 以て 之 を 癒し 給 

へりと 云 ふ。 同じく 神の 能の 表現であって、 天の^、 地の 上の すべての 權 能を聖 父より 賜 はりし 神の 

子の 行と して 見て 少しも 不思議 はない ので ある。 問題 は奇廣 ではない、 之に 伴 ふ事實 である。 奇镜を 

以て 現 はれた る イエスの 性格、 主義、 信仰で ある。 

百 夫の 長 は 今日で 云へば 小隊 長 叉 は 中隊長で ある。 訓練され たる 羅馬 軍隊に 於け る 少尉 又 中尉で あ 

る。 低級 士官で はあった が、 克く羅 馬 軍人の 精神 を 現 はし、 規律 正しく、 威權 あり 嚴肅 であって、 克 

く 上官の 命に 服す ると 同時に 又た 部下 をして 克く 己が 命に 從 はしめ た。 羅馬 帝國の 偉大 は 此嚴肅 なる 

軍隊に 由て 得られ 又 維持せられ たので ある。 軍隊 は必 しも 壓 制の 道具で ない。 克く之 を 使 川して-十 和 

は 確立せられ 义 支持 せらる。 羅 馬帝國 四百 年の 平和 は 其 一 面に 於て かに 其 有力なる 取隊の 賜物で あ 

つた。 其 保護 ありし が 故に 使徒 等 は 比較的 短時日に 當 時の 文明^ 界を 福音 化する 事が 出来た ので ある 一 


秩序 法律 は 基督 敎 の 重す る 所で ある。 隨 つて 其 維持 の 任に 當り し羅馬 軍人 は自づ から 福音に 惹か さ れ、 

其 尊崇 家 叉 は 求道者であった。 福 昔 書の 此 場合に 於ての みならす、 使徒 行傳十 章に 於け る 百 夫の 長な 

る コ ルネ リオの 場合の 如き、 同一 一十一 一章に 於け るパゥ B を 保護せ し 百 夫の 長 並に 千 夫の 長の 場合の 如 

き、 其 他 二十 三 章、 二十 四 章、 二十 八 章 等に 現 はれた る 百 夫の 長 は、 すべて 福 昔の 保護者であった。 

使徒 等 殊に パゥ U が 彼等 を 重んぜし に 深き 理由が あつたの である。 斯 くして ィ H スは 軍人 を 愛し、 軍 

人はィ H スを 愛した。 軍人が 若し 眞の 軍人なら ば斯く あるが 當然 である。 馬 太傳に 由て 傳 へられし 第 

二の 奇積を 研究す るに 方り て此 事に 注意す るが 必要で ある。 

此 異邦人、 而も 此 異邦の 軍人に、 稀に 見る 篤き 信仰が あった。 そして 其 信仰た る簡短 極まる 者で あ 

つた。 まことに 軍人の 長所 は その 簡 短なる に 在る。 命令に 從ひ、 命令 を 行 はし むれば、 それで 萬 事 は 

足りる ので ある。 理窟と 議論の 必要 は 少しもない。 命 維れ 從ふ、 それが 軍人の 生命で ある。 詩人 テ 一一 

スンの 「輕 騎兵の 突撃」 の 歌に 云へ るが 如く、 「我等 は 何故と 問 ふに 及ばす、 我等 は從 うて 死 すれば 

足る」 と 云 ふので ある。 百 夫の 長は此 精神 を 以て ィ H ス に 臨んだ ので ある。 

百 夫の 長、 人 を 遣 はして ィ H スに曰 はしめ ける は、 主は自 から 御 出 下さる に 及ばす。 貴師を 我が 

屋の 下に 入れ 奉る は 恐れ多し。 私が 贵師の 前に 出る も 亦 恐れ多し。 唯  一 一一 一一 n を發し 給へ、 然 らば 我 

僕 は 癒 ゆべ し。 そ は 私も亦 權 威の 下に 屬る 者に して、 私の 下に も 亦 兵卒 ありて、 私が 此に往 けと 

命 すれば 往き、 彼に 来れと 命 すれば 來る。 私が 僕に 之を爲 せと 命 すれば 卽ち爲 せば なり (路加 傳七 

章 六 —八 節〕。 

何事 も 命令と 服從 とを以 て 行 はる i 軍隊に 生く る 者 は、 何人 に對 して も此精 祌を以 て 臨む ので ある。 

第一 一一 十二 0 軍人の 信仰  五 Em 


•  力 リラ ャの道  五 £ 六 

そして ィ H スは此 精神 を 愛た まうた。 百 夫の 長の 此言を 聞いて 彼は從 へる 人々 に 曰 ひ 給うた 「我れ ま 

ことに 汝 等に 告げん、 イスラ H ルの中 にても 未だ 斯 かる 信仰に 遇 はざる なり。 我れ 汝 等に 吿 げん、 多 

くの 人々 東より 西より 來 りて アブラハム、 イサク、 ヤコ ブ と共に 天國に 坐し、 國の 諸子 は 外の 幽暗に 

逐 出されて 其處 にて 哀哭 切齒 する こと 有らん」 と。 ィ H スは羅 馬 軍人の 武士道 を 愛で 給 ひて 此言 を發 

し 給うた ので ある。 

そして ィ H スの此 言 を 聞きし ユダヤん、 殊に 其 宗敎家 等 は 如何に 怒った 事で あらう。 異邦人が、 而 

かも 異邦の 軍人 等が、 束より 西より 來 りて アブラハム、 イサク、 ヤコ ブ と共に 天國に 坐し、 ユダヤ 國 

K は 外の 幽暗に 逐 出される であらう と 云 ふ。 是れ 約束の 地と 其 民 を 侮辱す るの 一一 一一 n であって、 其 無禮ゃ 

赦す ベから すで あると 云 ひて 彼等 は 甚く 憤った であらう。 然し 乍ら ィ エスの ィ H ス たる は玆に 在る。 

彼 は 眞善を 愛する に 方て 國 の- s: 外 民の 異同 を 問はなかった。 善き 事 は 何ん に 由て 何 處に行 はれても 善 

き 事で ある。 ィ H ス の 道德は 彼の 愛國 心に 超越した。 羅馬 人た れサ マリヤん たれ 善人 は 善んで ある。 

ユダヤ人 たれ パリ サイん たれ 惡尺， は惡 人で ある。 ィ H スは 人類の 敎師 である。 特に ュダ 人に 遣され た 

る 所謂 「民の 舉者」 ではない。 ィ H ス の此 人類 的 態度 は 彼の 奇瘦 丈け それ 丈け 偉大で ある、 然 り奇蹑 

以上に 偉大で ある。 

そして ィ H スは 鼓に 彼の 理想 を發 表し 耠 うたに 止まらない。 彼 は先づ 直に 百 夫の 長の 僕の 疾病 を 癒 

そのと？  あ t た 

して 彼の 言 を實 行し 給うた。 そして 當 時より 今日に 至る まで 東西の 軍. <^ 階級より 許 多の 忠實 なる 弟子 

を 選び 給うて 此言 を實 行し 給うた。 キリストの 地上の 敎 會を稱 して chm.dl  iiiilitaiit  (戰 闘の 敎會 ：> 

と 云 ふ。 某- 督敎の 信仰 は 一 百 ふまで もな く 戰鬪の 一 稀であって、 闘志な き 者の 維持す る^の 出來 ない 者 


である。 其 意味に 於て 敎會は 軍隊の 一 種で ある。 之 は 法律 や 思想家の 辯論會 でない。 汝往 けと 命す 

れば往 き、 来れと 命 すれば 来る 者の 衆 合で ある。 卽ち權 威の 行 はる.^ 所であって、 議論の 行 はる、 所 

でない。 玆に 於て か 其の 指導の 任に 當 りし 者 は 多く は 軍人の 家に 生れし 者 か、 又は 軍人 氣 質の 人で あ 

つた。 今 兹に其 二三の 例を擧 ぐれば、 使徒 以後の 初代の 基督 敎會に 於て、 信仰 學識 一頭 地を拔 いて、 

旣に 腐敗せ る 敎會に 於て、 純 福音の 信仰に 據て動 かざりし ジ ョ ン • クリソ スト ムは 羅馬將 軍の 遺子で 

あって、 又 母と して は 武士 氣 質の 賢 婦人 ァ ンッ ー サを 有った 人であった。 タリ ソス トムの 一 生涯が 實 

に 武士 的 基督教の 好 模範であって、 其の 當時 並に 後世に 及ぼせる 感化 力た る 殆んど バウ の それに 匹 

敵すべき ものが ある。 又 近く は 英國の 說敎師 にして 今に 至る も尙ほ 多くの 景慕者 を 有し、 日本の 基督 

信者に して 其 感化 を 蒙りし 者 も 亦 齢から ざる フ レ デリ ツキ .w  .  B バ ー トソ ンは 陸軍 砲兵 士官の 子で 

あって、 彼の 一生涯が キリストに 仕 ふるに 車， への 精神 を 以てした 者で ある 事 は、 彼 を 知る 者の 克く知 

る 所で ある。 カトリック 敎會に 在りて はゼス ー 卜 派の 創設者 ィ グナシ ウス • ロヨ ラは 軍人が 宣教師に 

化した 者であって、 彼の 精神 を 受けて 有名なる ザビ H 1 は 遠く 我 日本に 傳 道し、 我國に 於て 初めて キ 

リストの 聖 名が 稱 へらる i 其 基ゐを 開いた 者で ある。 共他數 ふるに 遑 がない。 そして 我國に 於て プ& 

テス タン ト 主義の 基督教が 傳 へらる \ や、 初めて 之 を 受けて 其 信者と なりし 者が 鍋 島の 臣 であった 村 

田 若 狭と 云 ふ 武士であった。 其 後 同じく 福音 を 受けて 日本 國の敎 化に 其 一 身 を 委ねし 者に 新島襄 君、 

本 多 庸ー君 等、 同じく 武士の 家に 生れし 人々 があった。 そして 更に 不思議なる は、 日本に 福音 を傳ふ 

るに 方て、 其 感化 力の 最も 偉大な りし 者の 二人 は 自身 軍職 を 身に 帶 びし 人であった。 卽ち熊 木の カブ 

テ ン ニン ェ. I ンス、 札幌の コロ ネル • クラ ー ク がそれ であった。 卽ち 日本に 在っても、 福音 は 軍人に 
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傳 へられて、 軍人に 由て 受けられ たので ある。 まことに 「多くの 人々 東より 西より 來 りて アブラハム、 

イサク、 ヤコ ブと 偕に 天國に 坐し」 である。 ィ H スは 平和の 君で あるが、 其 部下と して 忠實 なる 軍人 

を 求め 給 ふ。 そして 軍人が 福音の 戰士と 化せし 時に、 最も 有力なる 平和の 使者と 成る ので ある。 

そして 其 理由 は 知る に 難くない。 福音 は簡 短で ある、 明瞭で ある。 そして 多く は 命令に 由て 行 はる 

る 事で ある。 ィ H スが 昇天に 際し 最後に 弟子 等に 語り 給 ひし 言 は、 馬 太傳末 章の 終に SJ^ された る 左の 

言で ある。 

天の 內、 地の 上の 凡ての 權を 我に 賜 はれり、 是 故に 汝等往 きて 萬國の 民に パブ テス マし、 之 を 父 

と 子と 聖霊の 名に 入れて 弟子と なし、 且つ 我が 凡て 汝 等に 命ぜし 言 を 守れと、 彼等に 敎 へよ、 夫 

れ我は 世の 末まで 常に 汝 等と 偕に 在るな り 

と 3 之 は大將 軍が 部下に 發 する 命令で ある。 我 は 大權を 賜 はれり、 我が 命令 を 全世界に 傳へ よとの 言 

である。 之 は 「何故」 にと 云 ひて 問題 を 設けて 攻究すべき 一一 一一 11 でない。 預言者 ィザャ の 如くに 「我れ 玆 

に 在り、 我 を 遺し 給へ」 と 曰 ひて 直に 服從 すべき 命令で ある。 基督 敎は 哲學 的宗敎 なりと 稱し、 先づ 

其の 哲學的 根 抵を究 はめて 然る 後に 起つ と 言 ふ 者の 如き は、 到底 ィ H ス の忠實 なる 弟子た る 能 はざる 

者で ある。 百 夫の 長 は 一 面して ィ H ス の 何者なる 乎 を 知った。 彼 は 直に 其 足下に 伏して 曰うた 「主よ 

我れ 汝を 我が 屋 下に 人れ 奉る は 恐れ多し、 唯一 言 を 出し 給へ、 然 らば 我が 僕 は 癒 ゆべ し 云々」 と。 眞 

の 信仰 は如斯 くして 起る ので ある。 ィ H スに遭 ひ 奉りし 其 日 其 時に 起る ので ある。 福音書の 記す 所に 

從 へば、 ぺテ n と 其 兄弟 アン. チレ、 ヤコ ブと其 兄弟 ヨハネが ィ H スに從 ひし も 亦 瞬 問 的 決心に 依れり 

との 事で ある rt^ 太 傳四章 十七 節 下 )o 法學士 又は 思想家 叉 は藝術 家が 一生 か K つて ィ H スを 究めて 彼 


を 識る能 はざる は、 彼等に 軍人 其 他 凡ての 僞 はりな き 人々 にある 此信賴 の 心がない からで ある。 「ィ 

エス、 ナ タナェ ルの 己の 所に 來るを 見、 彼 を 指して 曰 ひける は、 視ょ眞 の イスラ H ル の 人に して 北ハ心 

詭譎 なき 者ぞ」 と (ョ ハネ傳 一章 £ 七 節)。 そして 眞の羅 馬 人、 眞 の希躐 人、 眞 の英國 人、 眞の 日本人 は 

凡て 如斯 くにして ィ H スの 許に 往 いたので ある。 諄い 理窟と、 廻り 遠い 議論と、 煩 はしい 說 明と は 武 

士の 禁物で ある。 敢て 哲舉を 恐る、 に 非す、 科 學は之 を歡迎 する、 然れ ども 眞理は 眞理、 一 g 瞭然た 

りで ある。 君命 維れ 從 ふの 外、 何事 を も 知らざる 心 を 以て ィ H スに 臨んで こそ、 彼が まことに 神の 子、 

人類の 王、 我が 全身 を 捧げて 誤らざる 者で ある 事が 刺 明す るので ある。 

此點 から 見て 貴き は 日本の 武士道で ある。 武士道 は 福音 を 接 木す るに 最も 良き 臺木 である。 此 木に 

接ぐ に 此嫩枝 を 以てして、 良き 果を 結ばざる を 得ない。 日本に 於け る武 士道 の 衰退 は 福音 のために 最 

も 歎 はしき 事で ある。 之 は 日本の 精華であって、 多分 亞細亞 文明が 生んだ 最善の もので あらう。 願 ふ 

其の 全く 絶えざる に 方て 福音 を 接受す るに 至らん 事 を。 
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馬 太， 傳八章 十四、 十五 節。 馬可傳 一章 二 九 ー 三 一節。 

路加 傳 s 章 三 八、 三 九 節。 
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ィ H スがぺ テ B の 妻の 母の 熱病に 惱 める を 癒し 給へ りと は 初代の 敎會に 於て 甚だ 大切なる 事で ある 

と W 心 はれた と见 え、 三幅& 書 共に 其 記事 を报げ て-おる。 其 內で馬 可が 最も 1^ しく、 路加 之に 次ぎ、 馬 

太が 最も 簡短 である。 ィ H スは 無暗に 奇蘧を 行 ひ 給 はす、 之 を 行 ふに 深き 理由の 有りし 事 を 知り.' 三 

福音書が 擧 りて 此奇 跨を傳 ふる を 見て、 其 内に 何 か 深き 意味の 有った 事が 推量 せらる i ので ある。 そ 

して 其 意味 を 探る に 方て 最も 善き 手引と なる 者が 簡 短なる 馬 太 傅の 記事で ある。 記者が ィ H ス の 行 ひ 

給 ひし 許 多の 奇蹟の 內 より 代表的の 九 箇を擇 び 其 內に此 奇蹟 を 加へ しに 由て 見て、 その 何の 爲の奇 

であった 乎 を 略 ぼ 知る 事が 出來 ると 思 ふ。 ， 切論 我等に 取り 奇積 はまこと に奇 接であって、 近世 科舉を 

以て 說 明し 去るべき 者で ない 事 は 言 ふまで もない ので ある。 

第一に 注意すべき は 癒されし 者の ベ テロで もな く、 叉 彼の 妻で もな くして、 彼の 妻の 母卽 ち， 岳 母で 

あった^で ある。 卽ちィ H スに 取り 緣の 遠い 者であって、 彼の 傳道 事業に は關 係の 至て い 者で あつ 

た。 我等 は 唯一 囘此 所に 於て 彼女に 會ふ のみであって、 其 後の 彼女の 生 避に 就て 聖書 は 何の 記す 所が 

ない ので ある。 ベ テ II の 妻 は 彼と 偕に 傳 道に 從事 したと は コ リン ト 前書 九 章 五節に 於け るパゥ n の 一ぎ 

に 由て 知る を 得る と雖 も、 ィ H スに 癒されし 彼女の 母 は 如何に 成行きし や、 杏と して 消息な しで ある 0 

彼女 は傳道 史上 甚だ 小なる 地位に 立った 者で ある。 

然るに 此 婦に此 奇蹟が 行 はれた ので ある。 そして 其す ぐ 後に 記さる.^ 奇蹟が ィ H スが 大風 を 靜め給 

へ りと 云 ふ 宇宙 制御 を表號 する 奇蹟であった 事 を 知って、 我等 は此 小なる が 如くに 見 ゆる 奇蹟の 內に、 

深き 犬なる 意味 を發 見せねば ならぬ ので ある。 ィ H スは ガリラヤ湖 畔の 活動の 一 日、 彼が 本陣と 定め 

給 ひしべ テ & の儉き { 豕 庭に 於て、 多分 其 炊事の 住に 當 りし 彼の 妻の 母が、 其 地の 風土 1^ なる 熱病に 惱 


まされ 居る を 見て 同情に 堪 へす、 手 を 伸べ て 之に 們り給 ひければ 熱 は 直に 退きて 彼女 は 直に 起きて 彼 

等に 事 へ たりと 云 ふ。 事 は H ルサ レム 郊外べ タ -1 ャに 於け る マルタ、 マリヤの 姉妹に 關 はる 記事と 

じく、 ィ H スの 家庭 味 を 示す ものであって、 之 を 美 はしき 家庭 小說の 一節と 見て 純金の 憤 値が あると 

云 ふこと が 出来る。 然し 乍ら 神の 子に して 人類の 王なる ィ H スが爲 し 給 ひし 事で あ^ば、 之に はモッ 

ト 深い 意味がなくて はならない。 其 意味 を 探る のが 我等の 義務 叉 gil である。 

私 は 思 ふ 主 は 家事 を 祝福す る 爲に此 奇蹟 を 行 ひ 給うた ので あると。 恰 かも 結婚 を 祝 幅す る爲 に、 力 

ナに 於て 水 を 葡萄酒に 變へ るの 奇蹟が 行 はれた と 同じで ある。 ィ H スは素，^家庭の人でぁり給ぅた。 

，の^かなる ナザレの 家庭 は 彼の地 上の 天國 であった。 彼 は克く 家庭の 勢力 を 知り 給うた。 是は國 の 

基、 敎會の 礎で ある。 イスラエル の 歷史は アブ ラ ハ ム の 天幕の 內 より 始 つた 者で ある。 そして 家事 整 

理の 任に 當る 者、 其 者 は 地上に 於け る 神の 國の 搖籃を 司る 者で ある。 そして 母と 妻と が 其 任に 當 るの 

であって、 其 意味に 於て 人類 は 繊弱き 婦人の 手に 委ねられ たので ある。 そしてべ テ 口 の 家の 場合に 於 

て 此任は 彼の 妻の 母の 擔ふ 所であった。 彼女 は 何れの 國に 於ても 見る 事の 出来る ill- やかなる 老熟の 

婦人であった。 彼女 あるが 故に 家庭 は淸 潔に、 秩序が あり、 家人 全體が 飢えす 义 いので ある。 ソ 

P モ ンが 彼女 を 讚え し 一一-一 n に 曰く 

彼女 は 羊の 毛と 麻と を 求め、 喜びて 手づ から 働く。 彼女 は 商 賢の 舟の 如し、 遠き 國 よりその 糧を 

運ぶ。 彼女 は 夜の 明けぬ 先に 起き、 その 家人に 糧を與 ふ。 彼女 は 其 手に tt^y^ を 執り、 其 指に 紛 

錘 を 握る。 彼女 は 家人の 爲に雪 を 恐れす、 そ は 彼等 は 皆 紅 の 衣 を 着れば 也。 

と §14-ー章}0 彼女 ありて 家庭 あり、 彼女な くして 家庭 はない ので ある。 そして 
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.^  0  0  0  ^0  ^  0  0  0  0  0  0  000000000  000000000000000000003 

特に 貴く ある 理由 は、 彼女 自身 は 己の 貴 尊 を 思 はす、 世 も 亦 全體に 彼女の 貴 尊 を 認めざる が 故で ある 0 

炊事で ある 裁縫で ある 是れ 雇人の 爲し 得る 所、 敢て 主婦た る 淑女の 之に 當るを 要せす と 云 ふ 者が ある。 

然し 乍ら ィ H スは 其ナザ レ の 家庭に 於て その 然ら ざる を克く 知り 給うた。 炊事 も 愛 を 要し、 裁縫 も 愛 

を 要す。 愛な き 食物に 味 はなし、 愛な き 着物に 溫 味なし。 味なき 冷たき 社會 抵に 於て 味と 熟と を 

&ぁ  V  ，、- 

供す る 者 は 家庭であって、 其 源 は 主婦で ある。 世 は 「ぉ媼 さん」 「お 神さん」 と稱 して 彼女 を賤 しむ 

る も、 すべての 眞の 幸； i は 彼女の 手より 出る ので ある 0 

此事 を克く 知り 給 ひし ィ H スは、 湖畔の 傳道を 終へ てべ テロの 家に 歸り、 彼の 岳 母の 熟に 惱むを 見 

たま ひしゃ、 彼が 祌 たるの 能 を 現 はし、 彼女 を 癒して 彼女の 仕事 を 祝福し 給うた ので ある。 是れィ H 

ス ならす ば爲さ る 行で ある。 世界の 任 を 身に 撸ひ給 ひし 主が、 家庭の 小事に 一身 を委 ぬる 賤 しき 婦 

人に 意 を 留め 給 ふ理ゃ あると 問 ふが 世の 人の 常で ある。 然し 乍ら 人類の 救 主で あるが 故に 彼 は 彼女に 

能 を 注ぎ 給うた ので ある。 そして ィ H ス の當 日の 場合に 於て ぺ テ & の 岳 母 は 最も 重要なる 地位に 立つ 

た 者で ある。 「彼女 直に 起きて 彼等に 事 ふ」 と ある。 ィ H スと其 弟子と に 食 を 供し 平 息 を與 ふる 者 は 

彼女 を 措いて 他に 無かった ので ある。 傳道 は單に 思想 あり 辯 舌 ある 所謂 傳道師 の 事ば かりで はない 3 

彼等 を 養 ひ、 彼等に 安き 住居 を 供 ふる 者 も 亦、 傳 道の 大任に 當る 者で ある。 ィ H スは此 日 界敎 化の 

重要 機關 としての 婦人 後援の 必要 を 認め、 之 を 祝福 せんが 爲に此 奇廣を 行 ひ 給うた ので あると 思 ふ。 

ィ ェ ス の 御 生涯に 於て 此 事が や、 大規模に 現 はれた のが 路加 傳八章  一 I 三 節で ある。 就いて 見るべし。 

イエス、 べテ n の 妻の 母の 病 を 癒し 給 ふ。 前に は羅馬 軍人の 信仰 を 愛し、 其 僕の 病 を 癒し 給 ひ、 後 

に は ガリラヤ湖 面に 吹き荒ぶ 大風 を靜 めて 弟子 等の 生命 を 救 ひ 給うた。 事 は 相關聯 して 主ィ K ス の 御 


心と 其御敎 との 性質 を 示して 誤らない ので ある。 萬 物 を 主宰し 給 ふ 彼に 人種 國 民の 差別 はなく、 又 事 

業 尊卑の 相違 はない ので ある。 彼の 目に は 最も 賤 しく 見 ゆる 者が 最も 尊く、 必要なら すと 見 ゆる 者が 

必要で ある。 ィ H スが其 母 マリヤに 對 して 孝養 を盡 したりと 別に 聖書に 記いて ない が、 然し 乍ら ぺテ 

n の， 岳 I に 施し 給へ る 奇蹟の 如き、 たしかに マリヤに 對 する 尊崇の 念を發 表せし ものと 見て 間違ない 

と 思 ふ。 ル ー テルが 宗敎 改革 を 起した ので はない、 彼 を 生み、 彼に 溫き 家庭 を 供せ し 彼の 母 マ ー ガレ 

ットが 起した ので ある。 ゥ H ス レ ー 兄弟に 由て メソ ヂス ト敎會 が 起った ので はない。 彼等の 敬虔 ある 

母なる ス ー ザ ンナに 由て 起った ので ある。 そしてべ テ 口 の 妻の 母 を 癒せし ィ H スは、 今尙 多くの 隱れ 

たる 妻と 祖母と を 癒し 給 ひつ、 ある。 ィ H スは 宇宙の 主で あると 同時に 又臺 所の 神で ある。 彼の 眼 は 

其 所に 注がれ、 彼の 愛 は 其 所に 働く 所の 者の 上に 現 はれる。 事 は 小事 < 非す して 大事で ある。 初代の 

基督 信者が ィ H ス の 此奇臻 を 重要視した 理由 は此に 在った と 信す る。 基督 敎は臺 所の 宗敎 であると 聞 

いて 笑 ふ 者 は、 未だ 其 如何なる 宗敎 である 乎 を 知らざる 者で ある。 臺所は 之 を 下女 任せに して 自分 は 

書 を 讀み文 を 作り、 樂を 奏する を 以て 高尙 なる 女で あると 思 ふ 者 は、 未だ マリヤの 子なる 主ィ H スの 

心 を 知らざる 者で ある。 貴き はィ H スの御 敎と御 業と である。 其 すべてが 意外で ある。 之 を 聞いて 喜 

ぶ 者 はすべ て 世に 虐げられし 者叉賤 しめられし 者で ある。 そして 喜ばざる 者 はすべ て^に 持 離されし 

者 叉 尊 まれし 者で ある。 此 奇蹟 一 つが 世の すべての 下女下男、 其 他 ドメスチック スと稱 して 家庭の 小 

事に 年百年中 其 一 生を委 ぬる 人の 妻 叉 母 等に 取り 慰安に 充 つる 大福 音で ある。 家庭の 改良 は 勿論の 事 

社會の 改良 も國 家の 改造 も此 福音な くして 始まらな いので ある。 臺 所に 働く お母さんと お祖母さん を 

尊敬せ よ、 又 自分 も それに 成る こと を 恥と する 勿れ。 ぺテ ti の 妻の 母 を 憶へ よ。 主 は 彼女 を惠 みて、 
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すべ て 彼女と 地位 を 同う する 者 を 祝福し 給 へ りと は、 三 福音書が 特に 此 記事 を 揭げて 後世 を敎 へんと 

せし 所で あると 田 ふ。 

キリスト 傳を 研究す るに 方て 大抵の 人の 陷る誤 護 は、 彼 を 世の 所謂 偉人と 見て、 彼が 恰 かも 大 革命 

を 起し 給 ひしゃう に 思 ふこと である。 イエス は 決して 「偉人」 でなかった。 彼 は 革命 を 起さなかった。 

寧ろ 革命 は 彼に 由て 起った ので ある。 彼 は 當然の 事を敎 へ、 當然の 事 を 行 ひ 給 ひしに 過ぎない。 其 意 

味に 於て 彼 は 凡人であった。 然るに 世が 擧 つて 不當の 事 を 行 ふが 故に、 ィ H スが 不思議の 人に 見え、 

彼に 躓き、 彼に 刺戟 せられて 大 革命が 始まった ので ある。 ィ H スは 決して 世に 戰を 挑み 給はなかった。 

世が 若し 世なら ば、 卽ち 罪の 世に 非す して、 義の 世で ありし ならば、 彼 は ガリ ラャ のェ： M として、 其 平 

和なる 一 生 を 終り 給うた に 相違ない。 人なる ィ H ス の 立場に 立ちて、 世が 彼に 就て 騷ぎ 立ちし 事 を 見 

て、 彼 は 不思議に 思 ひ 給 ひしに 相違ない。 彼 は 家庭の 人、 勞勸の 人、 信仰の 人、 平和の 人、 滿 足の 人で 

あった。 世に 騷動を 起す が 如き は 彼の 最も 忌み 給 ふ 所であった。 然るに 世が 彼と 正反對 であった 故に、 

彼 は： 个 和を來 たさす して、 劍を來 す 原因と なりし 事 を 見て、 彼 は 非常に 其 心 を 痛め 給 ひしに 相違ない 0 

キリスト がさう であった。 基督 信者 も 亦 さう. である。 彼 は 何よりも 平和 を 愛し よりも 騷動を 嫌 ふ。 

然るに 世が 彼に 當 つて 騷 動が 起る ので ある。 自國人 同様に 外國人 を 愛する と 聞いて 愛國 者が 怒り 立ち、 

神の 恩 惠は臺 所に 臨んで、 深窓 や 化粧室に 臨まない と 聞いて 奥樣ゃ 令嬢が 騒ぎ 立つ ので ある。 ィ エス 

は贵挨 でもな く、 富豪で もな く、 叉擧 者で もな く、 唯の 人であった。 そして 餘 りに 人ら しき 人で あり 

しが 故に、 世 は 彼 を 祭り 上ぐ る 乎然ら ざれば 彼 を 十字架に 釘け たので ある。 然し 乍ら 批は 如何で ある 


とも 我等 は何處 まで も 基督 者で あらねば ならぬ。 卽ち 徹底した るた の 人 たるべく 努めねば ならぬ。 

第三 十四 囘 宇宙の 制御 

馬太傳 八章廿 三— 廿七 節。 馬可傳 四章卅 五— 四 一節。 

路加 傳八 章廿ニ —廿 五節。 

ィ ェ スは 奇臻を 以て 病人 を 癒し 給うた。 た 手を按 けた 丈け で 靡 病患 者 を 癒し 給うた。 遠方より 聲 

を發 した 丈け で 百 夫の 長の 僕 を 癒し 給うた。 ぺ テ 口の 岳 母の 熱病 を 癒し 給うた。 是れ 丈け でも 大 なる 

奇蹟であった。 然し 彼の 奇蹟 は 之に 止まらなかった。 彼 は 亦 大風 を靜め 給うた。 鬼を逐 出し 給うた。 

を赦し 給うた。 卽 ち.： -H 由 を 制御し、 靈界を 支配し、 良心 を 主宰す るの 權能 ある を 示し 給うた。 イエ 

スは單 に 個人の 救 主で ない、 宇宙の 主宰者で ある。 「或は 天に 在り、 或は 地に 在る 萬 物 を キリストに 

於て 一 に歸 せしめ 給 ふ」 と ありて、 彼 は 天上 天下、 萬 物の 中心的 勢力で ある (H ぺソ書 一章 十 節 )o 

ィ ェ スは 果して 斯 かる 筢大の 奇蹟 を 行 ひ 給 ひし 乎。 彼が 病人 を 癒し 給 ひたりと は 信す るに 難くない。 

大人 格の 精神的 感化に 非常なる 者が あるが 故に、 之が 原動力と なりて 終に 肉體の 疾病が 癒 ゆるに 至れ 

りと 聞いて、 我等 は 別に 怪 まないで あらう。 然し 乍ら 一 首 を 以て 人の 病 を 癒す と、 一 一一 111 を 以て 海の 浪 

を靜 むる と は 全然 別種の 事で ある。 前者 は 之 を 信す るに 難から すと 雖も、 後者 は事實 として 受取る 事 
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は S, ぃ來 ない。 ィ H スが 天然 界に 施せり と 云. ふ奇廣 は、 之 は事寳 として は 有り得べ からざる 者と 見て 差 

支ない と 云 ふが、 多くの 有力なる 神舉^ の 意見で ある。 有名なる カイ ム 先生の 如き は 此說の 維持 者で 

ある。 

事實 果して さう である 乎。 福音書の 記事 其 物が 全然 寫實 的で はない 乎。 之に 何の 無理なる 所がない。 

装飾 もなければ 形容 もない。 事實 有の 儘で ある。 颶風の 起り し 時に ィヱ スは艄 の 方に て 枕して 寢て居 

たまうた。 弟子 等 危險の 己が 身に 迫る を 見 たれば 彼 を 起して 曰うた r 師ょ 我等が 溺る& を も 顧み 袷 は 

ざる 乎」 と。 此聲を 聞きて ィ H スは 立上り、 風 を iif; めて 曰 ひ 給うた r 靜 まれ ロを緘 よ」 と。 玆に 於て 

風 止みて 大に 和たり と 云 ふ (馬 可傳の 記事に 依る)。 是れ 丈け である。 斯 かる 絡 大の奇 積 を 記す るに 

方て 何ん と簡短 極まる 記事で はない 乎。 若し 他の 人が 斯 かる 大 奇蹟 を 行うた とするならば、 其 記事 は 

數萬語 を 費す も尙ほ 足りない であらう。 預言者 H リャが カルメン 山上に 雨 を 祈りし 記事で すら、 列 王 

記 略 上 第 十八 章 全部に 涉 つて 居る。 日蓮 上人の 相 州田邊 ぎに 於け る 雨 乞 ひの 記事の 如き、 血 沸き 魂 躍 

るの 概が ある。 然れ ども 神の 子が 湖上の 颺 風 を Si むる の狀は 全く 之と 異なる。 「ィ H ス 起きて 風 を 斥 

め、 海に 對 ひて 靜 まれ ロを械 よと 曰 ひければ 風 止みて 大に 和ぎ たり」 と 云 ふに 過ぎない。 恰 かも 權威 

ある 父が 其 子に 靜肅を 命じて 共 命が 行 はる i と 同然で ある。 宇宙の 主宰者が 風と 海と に 靜肅を 命じて、 

其 如くに なった ので ある。 當然の 事で ある。 之を錄 すに 長き を 要せす 簡 短の 記事に て 足る。 然れ ども 

弱き 人間の 眼 を 以て 見て、 簡短 にして 莊大 である。 我等 も 亦 之 を 讀んで 使徒 等と 同じく 「風と 海 さへ 

も 順 ふ、 是れ 誰なる 乎」 と 一一 一一 n はざる を 得ない ので ある。 

而 して 又ィ H スは斯 かる 事 を爲し 得る 者で あるべき ではない 乎。 彼 は 神の 子で あり、 人類の 王で あ 


り、 萬 物 を 復興し 死者 を 甦らす 者で あると 云 ふの が 聖書の 主張で ある。 彼 は 小なる 救 主で はない、 大 

なる 救 主で ある。 彼 は 孔孟 釋 基と 稱 して 孔子 や 釋迦と 類 を 同う する 者で はない。 彼 は 神が 肉體を 取り 

て 現 はれ 給うた 者であって、 世の 基の 置かれ ざり し 前より 聖 父と 榮光を 共に し 給 ひし 者で ある" 斯か 

る 者で あり 給 ふが 故に、 世 を 救 ひ 义我を も 救 ひ 得る 者で ある。 人なる 救 主 は 幾人 あっても 世 を も 我 を 

も 救 ふ 事 は 出来ない。 孔子 は 偉人な りと いふが、 彼が 世界 はさて 措き、 彼の 生國 たる 支那 を も 救 ひ 得 

ない 事 は 何人も 認 むる 所で ある。 死に 臨んで 「大山 壌なん 乎、 梁柱摧 けなん 乎、 哲人 萎なん 乎」 との 

悲鳴 を發 せし 彼が 如き 者に 東洋の 運命 を 託する 事 は 出来ない。 プラト ー、 ァ リスト ー トル、 カント、 

へ ー ゲル、 ミル、 スべ ンサ ー、 孰れ も 偉大 は 偉大な りと する も 「鼻より 息す る 人」 たるに 過ぎない。 

彼等 は 天然 を舉 びし 者であって、 天然 を 支配せ し 者で ない。 そして 斯 かる 者より 救扬を 望む 事の 出来 

ない 事 は 何人が 見ても 明かで ある。 人類 は 一 度 は米國 前大統領 ウィルソンより 世界の 救 ひ を 期待した。 

然るに 彼の 事業 は大 失敗に 終り、 彼れ 自身 すら 失意 失望の 終焉 を 遂げた。 レー ーン、 クレマ ンソ -1、  口 

イド. ヂョ— ジ、 人類の 救 主として は 如何に 弱き 人達で あるよ。 唯一 人 ナザレの ィ H スは 宇宙 を 制御 

する の 能力 あるが 故に 人類 を も 我 を も 救 ふ 事が 出来る。 彼に 賴 つて 我等 は 失望し ない。 彼に 任 かせて 

我等 は 安全で ある。 彼 は 風と 海と を鎭 むる の 力 あるが 故に、 我 は 彼が 末の 日に 我 を 甦らし 給 ふと 信す 

る。 萬 物 彼の 命に 從 ふが 故に、 我 は 新しき 天と地と が 現 はれて、 祌 我等の 目の 涕を 悉く 拭 ひとり、 復 

死 あらす、 哀み哭 き 痛み 有る ことなき 輻 ひなる 狀 態の 實現 する 事 を 信す。 ィ H スを 信す る 我等に 取り 

て は、 此奇廣 は 有って はならぬ 奇蹟に 非す して、 無くて はならぬ 奇蹟で ある。 

斯 かる 信仰の 今日の 日本人 全體に 由て 受けられない 事 を 私 は克く 知って 居る。 日本人の みならす 西 
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洋 人の 多 數も亦 之 を 信じない。 然り 今や 基督 敎會に 於て すら 此 信仰 を唱 ふる 者 は 甚だ IJl い。 然れ ども 

是が^ 書の 信仰で ある こと、 又 今日まで 基督 敎會 全體の 信仰で ありし 事 は 疑 ふの 餘 地がない。 我等 は 

ョ ハ ネ傳發 端の 言が 此 信仰 を 傳 ふる 者で ある 事 を 知る。 曰く 「太初に 言 あり 言 は 神と 階に 在り、 言 は 

卽ち 神な り、 此 言 は 太初に 神と 偕に 在りき。 萬 物 之に 由り て 造らる、 造られた る 者に して 一 として 之 

に 由ら すして 造られし は 無し」 と。 そして 第 十四 節に 至りて 「言 肉體と 成りて 我等の 間に れり」 と 

ある を 見て、 以上の すべて イエスキリストに 就て 云へ る 言なる を 知る。 ィ H スは萬 物の 遣ギ- であると 

の 信仰で ある。 驚くべき 信仰で ある。 然れ ども 凡ての 基督 者の 信仰で ある。 そして 此 信仰が 新約聖書 

を 貫徹して 居る ので ある。 殊に H ぺソ 書、 コ II サイ 書、 ピリ ピ書は バウ II の 信仰と して 此 信仰 を 高調 

し、 ヨハネ 傳 並に 默示錄 は ヨハネの 信仰と して 此 信仰 を 傳 へて 居る。 キリス 卜 を單に 偉大た-る 人格者 

と 見る 丈け で 聖書 は 解らない。 「我 は アル パ也、 オメガ 也、 首 先な り 末 後な り始 なり 終な り」 と は 彼が 

己に 就て 曰 ひ 給 ひし 言であって、 干 九 百年 間の 基督 信者 全 體は此 言 を 文字通りに 信じ 來 つたので ある。 

物質 科學の 立場より して 此 信仰 を說明 する は 難く ある。 然れ ども 徹底せ る 信仰生活 は此 信仰の 上に 

のみ 行 はる。 我が 救 主 は 宇宙 萬 物の 主宰者で ある。 物と して 彼に 由ら すして 造られた る はなし、 事と 

して 彼に 由ら すして 行 はる、 はなしと 解して、 我に 眞侗の 平安が あるので ある。 風の 吹く も、 浪の立 

つも 地震の 起る も 雷 S の 鳴る も、 皆な 彼の 知 食す 所、 彼れ 之 を 起し、 彼れ 之 を 止め 給 ふと 知りて、 我 

は危險 多き 此 世界に 在りて、 永遠の 平安に 居る ことが 出來 るので ある。 信者 は 「神と 天然」 と稱 して、 

天然 を 神の 對手 として 見ない ので ある。 「彼 は 風 を 使者と なし、 火焰を 役者と なす」 と ありて、 天然 

を 神の 使者 又 役者と 見る ので ある (ヒ ブライ 書 一章 七 節： y リ 故に 天然 を 恐れす、 却て 之 を 征服 せんとす る 


ので ある。 今の 人 は 天然の 征服と 云へば 天然 科學を 以て 始 つた 者で あると 思 ふが、 事實 は然ら すして、 

基 餐敎の 信仰 を 以て 始 つた 者で ある。 「誰か 能く 世に 勝たん、 イエス を 神の 子と 信す る 者に 非す や」 

との 使徒 ョ ハネの 言 は、 人類の 思想 發達史 より 見て 意味 深き 者で ある (ヨハネ 第一 書 五 fi. 五節)。 「世」 

は 原語の コスモスであって、 天然 界をも 含む 辭 である。 まことに ィ H スを 神の 子と 信ぜし 者が 天然 界 

に 勝つ を 得て、 近代 科擧の 基礎 を 据えた ので ある。 天然 科擧 が、 怫敎國 の 印度 や、 儒 敎國の 支那に 起 

ら すして、 基督 敎國 の歐 米に 起り 叉榮 えし 事 は、 其 内に 深き 信仰 上の 理由が 在って 存す るので ある。 

又ョ ハネ傳 十六 章册三 節に 於け る r 汝等 世に 在りて は 患難 を 受けん、 然 れど懼 る、 勿れ、 我れ すでに 

世に 勝てり」 との 主ィ H スの 言の 如き 單に靈 的に のみ 解すべき でない、 亦 物的 卽ち 天然 的に も 解す ベ 

きで ある。 ィ H スは 天然に 勝ち 給うた。 故に 我等 所謂 天災に 遭 ふと も懼 る、 に 及ばない。 天災 も 亦 彼 

の 掌中に 存す。 彼の 許可な くして は 起ら す、 叉 我等 を i 小： ふこと は 出来ない。 ィ H スが 天地 萬 物 を 主宰 

し 給 ふと 信じて、 我 も 亦 彼と 共に 大風 荒れす さぶ 浪の 上に 靜 かに 枕して 寢り 得べき 害で ある。 

基督 信者の 此 信仰に 對 して 人 は 言 ふで あらう 「若し 然り とすれば 今度の 地震の 如き は 之 を 如， ぎ 見る 

乎。 之 も亦ィ H スが 起した とする 乎。 縱し之 を 起した のでない とする も、 何故に彼は之を止め5^^か 

つたので ある 乎」 と。 若し 斯 かる 質問 を バウ。 に 掛けたならば、 彼 は n マ 書 九 章 十九 節より 二十 九 節 

までの 首 を 以て 答へ たで あらう 「あ \ 人 ょ汝 何人 なれば 神に 一一-一 C ひ 逆 ふや、 造ら 比し is^ は 造りし 者 こ， 向 

ひて 汝 何故に 我 を此く 造りし と 云 ふべ けんや 云々」 と (， 二十 節 )o ィ H スは 人であって 又 神で ある。 そ 

して 神の 見る 所 は 人の 見る 所と 異る。 人 は 目前の 事の 外に 見る 事が 出来ない。 神 は 永遠の 未来 を 見 透 

し 給 ふ。 我等 信者と 雖も祌 が 何故に 此 災害 を 日本に F し 給 ひし 乎 を 知らない。 然れ ども 我等の 心の 深 
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おもん ii か 

い 所に 於て、 「之に は 深い 意味が ある。 日本の 爲に 計り、 人類 全 體の爲 に 慮 りて 此く あるが 善しと 

御 欲 刀：： されし が 故に 此 くあった ので ある」 と 信す る。 然り 信す るので あって 判った ので はない。 我等 

自身に も此 事に つき 多くの 疑が 起る が、 然し 聖書の 敎に循 つて 此く 信す る。 そして 此 信仰 は 誤らない 

と 信す る。 最後の 塞 判 を 待た すして、 今より 百年 叉 は 二百 年 を 經て後 を 振 返って 見て、 思慮 ある 日本 

人 は 悉く 此 大地震の 意味 を 明かに 悟る であらう。 そして パゥ 口と 共に 叫んで 曰う であらう 「あ k 神の 

智と識 との 富 は 深い かな、 其 審判 は 測り 難く、 其 踪跡は 索ね 難し。 誰か 主の 心 を 知りし や。 誰か 彼と 

共に 謀る こと を爲 しゃ。 誰か 先づ 彼に 與 へて 其の 報い を 受けん や。 そ は 萬 物 は 彼より 出、 彼に 倚り、 

彼に 歸れ ばな り、 榮光窮 りなく 彼に あれ、 ァ ー メン」 と (羅馬 書 十一 窣 三十 一一 一節 以下〕。 

第三 十五 囘 ガダラの 出来事 

馬 太 傳八章 二八— 三 四 節。 馬 可 傳五章  一— 二十 節。 

路加 傳八章 二 六 —三 九 節。 殊に 馬 可傳の 記事に 注意せ よ。 

イエス は 單に大 なる 教師でなかった、 亦大 なる 有能 者であった。 彼に 天然 を 支配す る 能力が あった、 

亦 靈界を 主宰る の權 威が あった。 風 も 海 も 彼に 從 うた。 惡鬼も 亦 彼に 從 はざる を 得た & かった。 イエス 

は 單に其 高潔な る 敎訓を 以て 人 を 導き、 世 を 感化した に 止まらな い 。 彼 は 神の 大能 を以 て 疾病 を醫し 


惡鬼を 征服し 給うた。 「若し 我れ 神の 指 を もて 惡鬼 を遂 出し たるならば 神の 國は 旣ゃ汝 等に 来れり」 

と 彼 は 曰 ひ 給うた (路加 傳十 一章 サ節 )o 我等 ィ H スを學 ばんと 欲して 彼の 此方 面 を 忘れて はならない。 

彼を單 に道德 の敎師 なりと 思 ふ て 彼を實 世界より 葬り去り て はならない。 「是 故に 我等 矜恤を 受け、 

機に 合 ふ 助と なる 恩惠を 受けん 爲に 憚らす して 恩寵の 座に 來 るべ し」 である。 

兹に此 驚くべき 記事が ある。 記事 其 物の 意味 は 至って 明瞭で ある。 共 地理 歷史 等は當 時の 狀況其 俊 

である。 膝の 群が 山 坂より 海に 落ちて 溺れし と 云 ふ 所 は、 今 はケル サと稱 へられて 湖水に 直面せ る斷 

崖で ある。 「デカ ポリスに 言揚 し」 と 云 ふ は 十 巿と稱 へられて ガリラヤ湖の 束 南に 當り、 希臘 風の 小 

都會十 市が 一 團を なして 一 地方 を 形成せ し 所で ある。 玆に行 はれし 不思議の 業 を 除いて は、 記事 其 物 

の內に 不自然なる 所 は 少しもない。 故に 問題 は 單に行 はれし 事の 事實 如何の それで ある。 斯 かる 事 は 

果して ありし 乎、 或は 有り得る 乎、 單に それで ある。 

而 して 私 は 此事は 福音書の 記す が 如くに 有った と 信す る。 惡 鬼に 憑かれる と は 今 は 無い と 一 百 ふは當 

ら ない。 之 を單に 精神病の 一 種と 見做す も、 斯る 精神病が 其 時に 限りて 有った と 信す る は 少しも 迷信 

でない。 多くの 疾病が 地理 的で あり 叉 時代 的で ある。 阿弗利加 內 地に 流行す る 睡眠 病の 如き、 熱帶地 

方 以外に 之 を 見ない やうに、 千年 前に 流行した 疾病に して 今 は 消えた 者が ある。 殊に 精神病 は 主と し 

て 文明 病で ある。 故に 異なる 文明に 依て 異なる 精神病が ある。 人 マ 日の 日本に 流行す る戀愛 病の 如き、 

之 はたし かに 時代 的 疾病で ある。 之 は 日本人の 情 性に、 日本 近代の 特殊の 文明 を 施せし 結果と して 起 

つた 者であって、 多分 他の 國叉は 他の 時代に 於て 見る ことの 出来ない 疾病で あると 思 ふ。 其 如くに 

ECHEIN  DAIMONION  (惡 鬼に 憑れ る) と は 其當時 ユダヤ 地方に 突發 せし 精神病の 一 種と 見て、 醫學上 
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何の 不思議 はない と 思 ふ。 

然し 乍ら ガダラの 狂人 は舉の 狂人ではなかった。 彼 は單に 精神病 患者と 稱 して、 精神 叉 は 神 經の狂 

ひし 者ではなかった。 彼 は 鬼に れし 者であった。 或る 他の 靈が 彼の 衷に 人り 来りて、 彼の 身 體を占 

領し、 彼 をして 己が (其 靈の) 欲する が 儘 を 行 はし めんと せし 場合であった。 そして 斯 かる 場合が 他 

にも 多くあった 事 は 聖書の 明に 示す 所で ある。 所謂 「鬼に 憑れ たる 者」 を 悉く 精神病 者と 解して 聖書 

の此 事に 關 する 記事 を 解す る は 非常に 困難で ある。 鬼に 憑れ たる 者 は 文字通りに 鬼に 憑れ たる 者で あ 

る。 鬼と は惡 ぃ靈 であって、 それが 人の 靈に 宿りて 之 を 己が 儘に 使役 せんとし たので ある。 そして 斯 

かる^ は 有り得な いと 誰が 一一： 一 n ひ 得る 乎。 精神病 其 物が 近代 醫學の 未 解の 大 問題で ある。 精神 は 神經の 

作用であって、 神經 さへ 健全なら ば 精神病 は 有り得な いと 云 ふ は醫舉 上の ドグマに 過ぎない。 多くの 

精神病 擧者は 神經の 作用 以外に、 或る 他の 勢力の 働き を認 むる。 それが して 聖書の 記す ダイ モ  一 I ォ 

ン である 乎、 其 事は训 として、 神經 丈け を 以て 精神 を說 明す る 事の 屮： 來 ない 事 は 明かで ある。 そして 

聖書 は 明かに 示して 言 ふ、 「人の 衷に は靈の 在る あり、 全能者の 氣息 (靈) 人に 聰明 を與 ふ」 と (ョ 

ブ S 三十 二 章 八 節 )o 之 は 勿論 善き 靈に 就て 言うた ので ある。 バウ 口 は 曰 ふ r 汝等惡 魔の 奸計 を禦 がん 

爲に 神の 武具 を 以て 装 ふべ し、 我等 は 血肉と 戰 ふに 非す、 政事 また 權威 また 此 世の 閬 黑を宰 る 者、 ま 

た 天の 處に 在る 惡の 靈と戰 ふなり」 と (ェ ベ ソ書六 章 十 一、 十二 節 )o 之は惡 魔と 其 眷族と に 就て 言うた 

ので ある。 そして 聖書の 此 見方 は 奮い 見方であって、 今や 心理 學の 研究に 由て 舉 者の 否定す る 所と な 

りたり と 云 ふと 雖も、 事 實は容 に 斯かる 否定 を 許さない ので ある。 悪魔なる^ は ある。 悪^なる^ 

は ある、 惡の靈 なる 者 は ある。 そして 人 を 欺き、 圃 1^ を 欺き、 舉者を 欺き、 大戰爭 を 起し、 文明 を 


ち、 世界の 破滅 を 早めた ではない 乎。 トラ イチ ュ ケ ー、 ヒ ン * テンべ ルグ、 クレマ ンソ ー、 大統領 ウイ 

ル ソン、 西 園 寺 公爵 …… 彼等 は 皆な 或 者に 欺かれて、 世界 戰爭 の大 悲劇 を演 する の 媒介 者， こ 成った で 

はない 乎。 世に 惡魔は 無い と斷言 し 得る 者 は 何處に 居る 乎。 「此 世の 暗 黑を宰 る 者 また 天の 處に 在る 

惡 の 靈」 は 今猶 世界 到る 所に 於 て 働いて ゐる ではない 乎。 人類の 最大 努力 を 以 て し て も 絕滅す る > . 一 と 

の 出来ない 此暗黑 の 勢力、 人類が 今日 有する 知識 を 以てして は說 明す る 能 はすと 雖も、 そのたし かに 

惡の 最大 勢力で ある 事 は 疑 はんと 欲する も 能 はすで ある。 

そして 此暗黑 の 勢力が、 光の 主なる ィ H スキ リストが 世に 現 はれ 給 ひし 時に、 特別の 勢力 を 以て 号い 

に 現 はれた ので ある。 そして 其 現 はれの 一 が 「鬼に 憑かれる」 事で あつたと 見る が當然 であると 思 ふ- 

そして ガダラの 出来事 は 其  一  であった。 それが 福 昔 書の 此 所に 記された るが 如くに 起った ので ある。 

所謂 「厥 事件」 に 就て 辭を 費す の 必要 はない。 之 は 有名なる グラッドストン 翁が 『十九 世紀 雜誌』 

紙上に 於て 博士 ハ ク ス レ ー と數囘 に涉り 議論 を鬪 はせ し 問題で ある。 今や 人は斯 かる 問題 は 之 を 一 笑 

に附 する に 止まる。 然れ ども M 十 年 前の 當 時に 在って は、 眞劍 なる 問題であった。 大舉 者が 全勢力 を 

注いで 聖書の 此 記事 を 辯 護した 時代が 在った と 思 ふと、 當 時を囘 想して 今昔の 感に堪 へない。 

而 して 豚 事件よりも 大切なる は 豚の 如き 人の 心で ある。 ガダラ の 人 等はィ H ス の 此事廣 を 見て 彼に 

「其 境 を 出ん 事 を 求め」 たと ある (馬 可 傳五章 十七 節 )o 彼等に 取りて は隊は 人よりも 大切であった。 人 

の 癒されし を 見て 喜ばす して、 豚の 失 はれし を 見て 悲ん だ。 そして 財產を 毀ちし 理由 を 以て ィ H スが 

彼等の 土地 を 去らん こと を 求めた。 憐 むべき 哉 ガダラ 人よ。 然し 斯 かる 人 は 世界 何れの 所に も 在る。 

然り 日本に も 在る。 ィ H スに 由て 自分の 子等 を 救 はれし を 感謝せ すして、 自分の 財産の 多少 損害 せら 
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れしを 悲しみ、 イエスと 其 使者との 己が 家 を 去らん こと を 求めた 日本人 を 私 は 幾人 も 知って 居る。 神 

の 子よりも 豚、 それが 此 世の 人 等の 心で ある。 ガダラ 人 等に 斷 はられ 給 ひし ィ H スは 船に 乘て復 た 力 

ペナ ゥンの 方へ と歸り 給うた。 其 時の 彼の 心 は 如何であった らう。 「父よ 彼等 を赦し 給へ、 彼等 は 何 

を 爲す乎 を 知ら ざれば 也」 と は、 彼が 此時 にも 亦 發し給 ひし 祈禱 であった らう (路加 傳サ 一一 一章 卅四 節) 

更に 大切なる は 我等 自身に 係 はる 問題で ある。 我等 も 亦 度々 惡 鬼に 憑かれる ので ある。 何處 より 來 

る 乎 知らす と雖 も、 惡 しき 思想 又 暗示が 我等の 心に 臨む ので ある。 そして 之を逐 へど も 去らす、 抑へ 

んと 欲して 能 はす、 我等 は 甚く 其 惜 ます 所と なる。 又 思 ひ 掛けな き惡 人が 我等の 間に 現 はれ 家庭 を棄 

こ丄  あ ひせめ 

し、 敎會を 毀ち、 兄弟 相鬩 ぎ、 友人 相反く に 至る。 我等 其 說明を 得ん と 欲して 能 はす、 罪 を 相 }^ に歸 

して 自 から 責任 を 免れん とする も當ら ざる 場合 多し。 何に 由て 然る 乎。 我等の 內或 者が 悪鬼に 憑れ た 

りと：； 3- るが 最も 正當の 見方で ある。 故に 信者の 生涯に 於て 惡 鬼に 注意す る は 最も 大切で ある。 r 是れ 

我等 サタンに 勝れ ざらん 爲 なリ、 我等 彼の 詭計 を 知らざる に 非す」 と バウ a が 曰 ひし 通りで ある (コ 

リント 後書 二 章 十一 節 )o 信者 は 神 を 知る と 同時に 惡鬼を 知る を 要す。 敵 を 知らざる は 敗北の 基で ある" 

我等 は サタンと 其 詭計と を 知らす して 常に 失敗 を 重ねつ、 ある。 サタン は 無しと 云 ひ、 人に 惡意 を歸 

する は 罪な りと 稱 して、 我等 は 時には 明白なる 雜を 是認す る。 又 サタンの 罪 を 彼に 憑れ し 人に 歸 して 

其の 人 を 誤解す る。 是れ 皆な サタンと 其 詭計と を 知らざる より 來る 過誤で ある。 斯 かる 場合に 於て ィ 

ェ スは單 刀 直 入、 其 原因 を 示して 曰 ひ 給 ふ 「敵 人 之を爲 せり」 と (馬 太傳 十一 一一 章 二八 節 )o 此 所に 「敵 人」 

と ある は惡 鬼の 首なる サタン である。 

斯 かる 場合に 處し 我等 如何にして 敵に 勝つ ことが 出來る 乎。 敵 は 人よりも 遙 かに 強く ある。 クレマ 


ンソ ー、 ウィルソン、 大隈侯 を さへ 欺く を 得し サタン は 容易に 我等 を 欺く 事が 出来る。 ガダラの 惡鬼 

に イエス 其 名 を 問 ひ 給 ひしに 「我等 多き が 故に 我 名をレ ギヨンと 云 ふ」 と 答へ たりと ある。 レ ギヨン 

は羅馬 軍隊に 於け る 六 千 人より 成る 一 軍圑 である。 魔 軍 は 其數に 於て 又 其 強さに 於て レ ギヨ ン である 

とい ふので ある。 そして 我等 何人が 此大 軍に 勝つ こと を 得ん や。 玆に 於て かル ー テルの 信仰が 必要に 

なる ので ある。 

若し 我等の 力に 頼まば 我等 は 直に 失 はれん 

然れど 一人の 聖き 者の 我等の 爲に戰 ふ あり 

彼れ 何人と 尊ぬ る 乎 ィ H ス キリスト 其人 なり 

サ バオ スの 神に まして 彼の 他に 神 あるな し 

彼れ 我等と 共に 戰ふ。 (『愛吟』 より) 

サタン は强く ある、 然れ ども キリスト は サタンよりも 強く ある。 彼が 人類の 救 主たる 證據は 主として 

玆に 在る。 「誰 にても f 男士の 家に 入りて 其 家財 を 奪 はんとせば 先 づ男士 を 縛ら ざれば 能 はじ、 縛りて 

後 その 家 を 奪 ふべ し」 と ある (馬 可 傳三章 二 七 節)。 此所 にて 「勇士」 は サタンで あり、 之 を 縛る 者 は 

キリスト である。 そして 彼に サタン を 縛って 戴いて 我等に 眞の 平安が あるので ある。 故に 人の 側に 在 

りで は惡 鬼を逐 出す の途 として は 唯祈禱 あるの みで ある。 r 此族は 祈 禱と斷 食と に 由る に 非 ざれば 逐 

出す こと 能 はざる 也」 と あるが 如し (同 九 章 二 九 節)。 そして 此祈禱 の 如何に 必要なる 乎 は、 人， の 如 

何に 困難なる 乎 を 知る 者の 何人も 切に 感 する 所で ある。 そ は 所謂 人世の 行路 難の 大部分 は サタンと 其 

詭計に 由る からで ある。 
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第三 十六 囘 ャ イロの 痕 

馬 可 傳五章 二  一  ，1 四 三 節。 馬 太 傳九章 一 八— 三 一 節。 

路加 傳八章 四 〇| 五六 節。 

ィ ェ スが會 堂の 宰ャィ a の 女 を 死より 甦らせ 給へ ると 云 ふ 聖書の 此 記事 は、 多くの 親逮を 慰めし と 

同時に 叉 多くの 親 達 を 苦め し 記事で ある。 病める 子 を 有つ 多くの 親 達 は 之に 由て 力 を 得、 ャィ。 と： 1： 

じく ィ H スの 足下に 伏し、 切々 に 其 癒えん こと を 祈 求めて、 其 祈願の 聽れ しに 會 うて 喜んだ。 それと 

同時に 又、 此 奇蹟に 勵 まされて、 病める 我 子の 癒されん こと を 求め、 力 を 籠め、 意力 を 注いで 祈りし 

ra. 斐 なく、 其 子の 死す るに 會 うて 大 なる 失望に 陷り、 祌を疑 ひ 祈禱を 蔑し、 終に 信仰 を棄 つるに 至つ 

た 親 達 も 掛 くない。 之 は 恩惠の 記事であって、 同時に 又 呪， 詛の 記事で ある。 ャィ D の 女の 場合 をよ く 

究めす して、 我等 は 信仰 上、 大 なる 危險 に陷る 虞が ある。 

之はィ H スの爲 し 給 ひし 事であって、 彼が 「周く 遊り て 善事 を 行 ひ」 給へ る 其 善行の 一 と 見れば 其 

れ までであって、 我等 は 其れ 以上の 深い 意味 を此 記事の 內に 探る に 及ばない と 云 ふ 事が 出来る (行 傅 

十 章 一二 八 節〕。 ィ H スに 疾病 を 癒す の 能力が あった。 そして 彼 は兹に 一 人の 女 を 失 はんとす る 親の 苦境 

に 在る を 見て、 同情の 念に 禁 すして、 ^癒の 能力 を 露して 彼等 を 救 ひ 給へ りと 解 すれば、 此_8^-に鑭し 


:H ハれ 以上に 彼の 聖意を 付 度す るの 必要 はない。 ィ H スの 同情 發 露の 一例と 見て、 ャ イロの 娘の 場合 は 

彼の 美 はしき 性格の 一 面 を 我等に 示す ものである。 我等 は 之 を 知らされた 丈け で 感謝 滿 足しなければ 

ならぬ。 

然し 乍ら 子 を 持ちし 親の 心 は それ 丈け では 滿 足しない ので ある。 若し ィ H スがャ イロ の 娘 を 癒す こ 

とが 出来たならば 何故に 我 子 を 癒す ことが 出来ない 乎。 彼 は 今 猶ほ活 き 給 ふ 者であって、 「若し 汝等 

何事 にても 我 名に 託り て 求 はぐ 我れ 之 を 行さん」 と 彼 は 弟子 等に 約束し 給うた ではない 乎 (ョ ハぇ傳 十 

四 章 十四 節 )o 人の 切なる 祈 求に して、 其 子の 生命の 助からん こと を 欲する に 勝 さる 祈 求 はない。 此祈 

求に して 聽 かれ ざらん 乎、 他の 祈 求は聽 かれざる も 可な りで ある。 此 はまこと に 一 生 懸命の 祈 求で あ 

る。 祈禱の テスト は兹に 在る。 主 は 菜して 信者の 祈 禱を聽 き 給 ふ 乎。 祈禱は 果して 有效 である 乎。 信 

仰 上の 此 問題 を 解決す る 者は此 場合で ある。 

ィ ェ ス はャィ 11 に 乞 はれて 彼と 共に 往 いた。 然し 途中、 十二 年の 間 血 漏 を 患へ る 婦に會 ひ、 彼女 を 

癒す が爲に 大分に 手間取り 給うた。 一 刻 を 爭ふ此 場合に 此猶豫 はャィ II に 取り 絶望的であった。 5^ し 

て會 堂の 宰の 家より 使者 は來 りて 曰うた 「汝の 娘旣に 死にたり、 何 ぞ師を 煩 はす 乎」 と。 他の 婦を癒 

さんが 爲に我 女 は 手 後に 成りて 死んだ ので ある。 殘念 である、 然し 止む を 得ない。 我れ 一 人の 爲の先 

生で はない。 我は諦 むる より 他に 途 がない と、 ャ イロ は 心の 內 にて 言うた であらう。 然るに ィ H スは 

使者の 言に 耳 を 傾けす して 會 堂の 宰に曰 ひ 給うた 「懼る \ 勿れ 唯 信ぜよ」 と。 信仰 を 持 接せよ との 謂 

である。 生命の 主の 彼と 偕に 在る あり、 死 は 敢て懼 る \ に 足らす とのこと であった。 主の 此官 に勵さ 

おそる/、  あと つ 

れて、 ャィ II は 唯兢々 彼の 後に 從 いて 往 いたで あらう。 

第一 二十 六囘 ャ イロの 娘  五六. t 


ガリ ラャ の？？ 3  £ 六 八 

イエス はべ テ B と ヤコ プ及 びその 兄弟 ョ ハ ネの外 は 誰に も 共に 往 くこと を 許し 給はなかった と ある 一 

何故に 然る 乎。 他の 弟子 等 は 將に行 はれん とする 奇蹟 を 目撃す るに 堪 へなかった 故で あらう。 奇睫は 

何人が 見ても ハ盐 ある 事で ない。 之 を 見て 益す る 人が ある、 叉 躓く 人が ある。 イス カリオ テのュ ダの如 

き、 彼 をして 若し 此 場に 在らし めしなら ば 彼の 叛逆 を 一 層 早めた であらう。 奇瘦 は單に 不思議なる 業 

シ ム， ホレ  000000O00000OO0000O0000 

ではない、 神の 奥義 を 示 すがため の表號 である。 ィ H スは 玆に單 にャィ B の 娘 を 助けん として DiS たま 

0  0  D  0  0  0  0  0OO0000OO00OO0OO00000  OOO0OOO0OOOOOOO 

うたので はない、 彼の 女 を 以て 犬なる 奥義 を 三人の 弟子 等に 示し、 而 して 彼等 を 通して 後世す ベて 彼 

を 信す る 者を教 はんとし 給うた ので ある。 後に 變貌の 山に 於て、 彼が 以上の 三人に 限り、 彼が 將に取 

らんと する 榮 光の 容貌 を拜 する を 得しめ 給 ひし も亦此 理由に 因る ので ある。 三人 は此 時た に 不思議な 

る 業 を 見て 人々 と 同じく 甚だ 駭 いたで あらう。 然し 乍ら 後に 至り 此 奇蹟の 意味が 解って、 之 は單に 一 

の 慈善事業 でない 事 を 悟った であらう。 

O0OOOO0000OO0O  OO0O00O0O0OOOOOO 

そして 共 意味と は是 である。 卽ちィ H スは 生命の 主であって、 彼 は その 聖 3 日の ま &に之 を 何人に も 

與 ふる 事が 屮 I 來 ると 云 ふ 事で ある。 卽ち彼 は 「我 は 復活な り 生命な り」 と 云 ひ 給 ひし 者 それで ある。 

叉 「凡そ 子 を 見て 之 を 信す る 者 は 永生 を 有す、 我れ 復た之 を 末の 日に 甦らすべし」 と 云 ひ 給 ひし 者 そ 

れ であるとの 事で ある (ヨハネ 傳 十一 章サ 五節、 同 六 章 四 〇 節 等 )o 此事を 示さん 爲の 此奇蹑 であった。 そ 

して 其 奥義が 會 堂の 宰 のャィ rt の 娘の 場合に 於て 示された ので ある。 卽ち第 一 に 弟子 を敎 へん 爲の奇 

踌 であって、 女 を 救 ふ は 第一 一の 目的であった。 すべて ィ H スを 信す る 者に 永遠の 希望 を懊 かし めんと 

する が此奇 の 主眼であった。 ャィ 51 を 目的と する 奇蹟で あると 思 ふが 故に、 我等 は 之に 由て、 或は 

10 分の 祈禱 がその 如くに 聽 かれたり と 思 ふて 得意がり、 聽 かれす と 思 ふて 失 tl 主す るので ある。 


斯く云 ふ 私自身が 一 度ャィ n の 立場に 立った 者で ある。 そして 聖書の 此 記事に 就て 深く 考へ ざり し 

私 は、 ャィ a の實驗 が必す 私の場合に 於て 繰 返さる、 事で あると 信じた。 私 は 私の 娘の 不治の 疾病が 

必す 癒さる i 事と 信じた。 故に 醫師に 見放さる \ も 私 は 見放さなかった。 危篤に 迫る も 危篤 は 却て 御 

榮を顯 はすの 機と 成る こと、 信じた。 私の 耳に 響きし は唯ィ H スのー 百であった。 「恐る、 勿れ 唯 信ぜ 

よ」 と。 然れ ども 私の 信仰 は 終に 無 效に歸 した。 私の 娘 は 醫師の 診察の 通りに 死んだ。 ャィ 11 の實驗 

は 私の 實驗と 成らなかった。 私 は 非常に 失望した。 私に は 其 時に 世の 神 を 信ぜざる 人に 無い Sn 痛が あ 

つた。 それ は懷 疑の 苦痛であった。 私の 信仰 は 其 根柢より 動ぎ だした。 私 は 暗黑の 淵へ と投 込まれた。 

そして 敎會の 批評家 は 一 暦 私の 此 苦痛 を增 した。 彼等の 或 者 は 曰うた 「彼に まだ 神に 赦 されない 罪が 

^る 故に 此 苦痛が 臨んだ ので ある」 と。 或る 他の 者 は 言うた 「彼の 信仰に 大 なる 缺點 あるが 故に 彼の 

祈 禱が聽 かれなかった ので ある」 と。 其 他 種々 雜 多の 批評 を 加 へられて、 私 は 血ば しる 傷の 上に 熱錢 

を當 てらる、 やうに 感じた。 實に 一 生 忘る \ ことの 出来ない 辛ら ぃ經驗 であった。 

然し 乍ら 私 は 後に 獨 りで 靜に考 へた。 私よりも 遙に 信仰の 高い 人で 私と 同じ 經驗を 有った 多くの 人 

の 實驗を 讀み叉 聞いた。 殊に 叉 更に 深く 聖書 を 研究した。 そして ャィ u の 娘の 此 場合 は 決して 何人に 

OOOO0OOO00OOOO0OOO0OO0O00O0O 

も 繰 返さる k 者で ない 事が 解った。 之 は 信者の 復活の 敎義を 示す 爲の大 なる 奇蹟で ある 事が 解った。 

路加 傳七 章に ある ナインの 邑の 鼓の 獨 子を睦 らし 給 ひしが 他の 例で ある。 ョ ハネ傳 十 一 章に 記さる k 

死せ るラザ n の 復活の 場合 は 其 最も 著しき 者で ある。 何れも ィ H スに 祈る 者に 死の 苦しき 經驗 はない 

と 云 ふ 事を敎 へん 爲 でない。 「末日に 我れ 之 を輕ら すべし」 との 敎訓 の實 物敎訓 である 事が 解った。 

卽ち 私の 娘の 場合に 於ても 私の 祈 禱が聽 かれなかった ので はない、 聽 かれつ、 あるので ある。 末日に 
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於て ィ H ス がすべ て 彼 を 信す る 者 を II らし 給 ふ 時に、 彼 は 私の 娘に 向っても タ リタ • クム、 娘よ 起き 

よと 曰 ひ 給 ふので ある。 而 して 娘は此 驟に應 じて 甦り、 彼女が W び 私 等 夫婦の 手に 渡さる k ので ある。 

其 時まで は 批評家が 何と 言 はう と 私 は 懼れす 唯 信すべき である。 勿論 私が 斯く 云へば 世人 は 勿論の こ 

と、 敎會の 人まで が哂笑 ふで あらう。 然し 私はィ H スを 信す る。 「我に 就り し 人 は 末日に 之 を 輕らす 

べし」 と 曰 ひし 主ィ H スの 一一 一一 n を 信す る。 而 して 斯く 信じて 日に日に 其歡 喜の 日の 到る を 待つ。 

そして 是 が本當 の解釋 であらねば ならぬ。 ィ H ス の 奇蹟 はすべ て 奇蹟 以上の 高き 眞理 を敎 ふる 爲で 

あった。 パン 五と 小魚 二 を 以て 五 千 人 を 養 ひし 奇蹟 は、 肉の 食物 を 以て 人 を 養 はんが 爲の 奇鑌に 非す 

して、 「我 は 生命の パ ン なり」 と 云 ふ 御自身に 係 はる 大 なる 眞 理を敎 へんが 爲 であった (ョ ハ ネ傳六 

章 を 見よ)。 ャィ a の 娘の 復活に 於て、 すべての 信者 は 其 祈禱に 由て 其の 愛する 者の 疾病 を 癒され 死 

者 を 甦ら さるべし と 信す る は、 すべての 信者 は奇壞 的に 其 肉 體を養 はるべし と 信す ると 同じで ある。 

死 は 末日まで 取 去られな いので ある。 故に 令 此肉體 に 於て 甦ら さる k も 再び 死 を 味 はねば ならぬ は 勿 

論で ある。 ャィ n の 娘 もべ ター 一 ャのラ ザ B も、 ィ H スに 死より 甦らされて 永久に 死 を 免 がれた ので は 

ない。 朽 つべき 肉體の 復活 は 最も 望むべき 復活で はない。 最も 望むべき 復活 は 再び 死ぬ る ことなき S 

活 である。 そして イエス は 己に 此 能力 ある を 示さん が爲 に、 此奇積 を 行 ひ 給うた ので ある。 

然し 乍ら 此 奇蹟 は 末日の 復活 を敎 ふる 爲の作 話で はない。 之 はまこと に 有った 事で ある。 其 事 は 記 

事 其 物が^ 明す る。 ィヱ スは此 時に ァ ラメ ャ語を 用 ひて タ リタ. クミと 言 ひ 給 ひしとの 如き、 殊に 最 

後の 一節に 叉 「娘に 食物 を與 へよ と 命じたり」 と あるが 如き、 此 は目擊 者に 由って 傳 はりし 事實其 

と 見る より 他に 見方がない。 ィ H スは 神の 子であって 同時に 又 人の子であった。 彼 ：2 一 人間味が たつぶ 


りと 有った。 彼 は 多くの 宗敎 家が 爲 すが 如くに 呪術 を 少女に 施し 給はなかった。 彼女の 解し 得る 首 葉 

を 以て 彼女に  一一 一一 n 掛け 給うた。 娘に 食物 を與 へよ と 命じ 給うた。 神ら しき 人ら しき 彼で ある。 夫 故に 我 

等 弱き者 を 救うて 之 を 御自身に 肖た る 神の 子供と なすこと が出來 るので ある。 而 して 又 有った 事で あ 

る、 故に 叉と 復 たび 有り得ない 事で はない。 ィ H スは今 猶ほャ イロの 娘に 施し 給 ひし 治療と 同様の S 

療を 施し 給 ふ。 我等 は 彼の 能力 を 末日に 限って はならない。 然し 乍ら 末は大 であって 今 は 小で ある。 

0  0  0  0  0  0  0  C-  C.  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0-0  0  0  0  0-  0  0  0  0  r 」 "く 5,^ 1?、-  0\  ,5-  0 

我等に ャ イロ 以上の 信仰がなくて はならない。 卽ち我 娘 は さる k も^されざる も 最後の 癒し 卽ち 

信じ、 感謝して 其 日 を 待たねば ならない。 我等 愛する 者の 死に 面して 此の 信仰 を 抱く は 甚だ 難く 

ある。 然れ ども 神 は 我等の 信な きを 憐み給 ふ。 「主よ 信な きを 助け 給へ」 との 祈りに 應へ給 ふつ 馬可傳 

九 章 二 四 節 )0 

第三 十七 囘 眼 を 開かれ 舌を釋 かる 

馬 太傳九 章ニセ —三 四 節。 馬 可傳八 章廿ニ  I  二 六 節。 

同 十 章 四 六 節 以下。 同 九 章 十四 節 以下。 

ナザレの ィ H スは 如何なる 人で ありし 乎。 彼が 偉大、 高潔なる 人格者で ありし は 云 ふまで もない。 

彼は義 しい、 聖ぃ、 班な き 人であった。 何人も 彼に 於て 道德的 缺點を 指す ことが 出来なかった。 然し 
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彼 は 其れ丈け ではなかった。 彼 は德の 人で ありし と 同時に 叉 能力の 人であった。 彼の 身 體の屮 に 我等 

の 推量る ことの 出來 ない 能力が 籠って 居た。 彼れ 手 を k れば病 者 は 癒え、 死者 は 甦り、 風と 波と さへ 

も 其 命に 服した。 斯 かる 率 はあり 得べき 乎と 我等 は 疑 ふ。 有り得る と 神 は イエス を 以て 答へ 給うた の 

である。 ィ H スは 御自身 を 「人の子」 と 呼び 做し 給うた。 「狐 は 穴 あり 天空の 鳥は巢 あり 然れど 人の 

子 は 枕す る 所な し」 と。 「それ 人の子 地に て 罪 を 赦す權 (能力) ある こと を 知らせん とて 云々」 と。 

「人の子」 は單に 「人」 と 云 ふこと である。 模範的の 人で ある。 完全なる 人で ある。 罪に 汚されざる 

人で ある。 第一 一の アダムで ある。 人 はすべ て 素々 イエ スの 如き 者であった 害で ある。 卽ち 神の 子で あ 

つて 神に 肖て 自己の 中に 萬 物 を 支配す るの 能力 を 有った 者で ある。 然るに 雜の結 raK として、 卽ち 能力 

の 源なる 神 を 離れし 結果と して、 今日 我等が 見る が 如き 弱き 援 けなき 者と 成った ので ある。 然し 神 は 

素々 斯んな 弱い者と して 人 を 造り 給うた ので はない。 アダムが 若し アダムであった ならば、 卽 ちサタ 

ンの 聲に聽 かすして 神の 命に 從 ひしなら ば、 彼と 彼の 子孫と はィ H スの 如き 者で あり 得た ので ある。 

イエ スは 罪の 世に 在りて 人の子の 中の 唯一 の 例外で あるが、 神の 創始の 御 計畫は 凡ての 人が ィヱ スの 

00  0  000000000000000000000000 

如き 者で あるべき 害であった。 卽ち罪 を 知らざる のみなら す 能力に 充ち 溢れた る 者であった。 天然の 

子と して 地上に 現 はれし も、 天然の 上に 立ち 天. 然を 支配す るの 權能を 具へ たる 者であった。 まことに 

ィ ェ スは 人の子であって 人の 模範で ある。 人の 如何に 尊き 乎はィ H スを 知りて 知る ことが 屮： 來る。 卽 

ち 人 は 疾病 や 死の 奴隸に 非す して 之に 打 勝つ ことの 出来る 者で ある。 詩人 テ 一一 ソ ン の 所謂 

Tlie  Strong  Son  of  God, 

Tliou  I ョ nlm.tal  JJOVe, 


汝、、 死なざる 愛の 所有者なる 

能力 ある 神の 子よ 

と ある 其 者、 ィ H ス がそれ でありし が 如くに 人 は元來 さうな る 害の 者で ある。 而 して 「彼 を 接け その 

名 を 信ぜし 者に は 能力 を 賜 ひて 神の 子と 爲 せり」 と あるが 如くに、 人はィ H スを 信じて 彼の 如き 者と 

なる ので あると は 聖書の 明に 示す 所で ある。 我等 はィ H ス の 行し 給へ る 奇蹟の 記事 を讀 むに 方て、 此 

心 を 以て 讀 まなければ ならぬ。 主 は 能力 ある 者、 而 して 我等 彼 を 信じて 彼と 同じく 能力 ある 者と 成る 

ので ある。 

人類 は 知識 を 研き、 科擧の 力に 由て 天然 を 支配す る 事が 出来る、 其 意味に 於て 人 は 神の 子で あると 

は、 我等が 常に 聞かさる、 所で ある。 然し 神の 子の 能力 は 單に其 知識に 於て 在る に 非す して 彼 自身に 

於て あるので ある。 方法に 由ら す 機械 を 用 ひすして、 ィ H スの 如くに 自身に 能力 を 具へ 自由に 之 を 使 

W し 得る に 至って、 人 はまこと に 神の 子ら しくなる ので ある。 斯る事 を 述べて 私 は 夢 を 語る やうに 思 

はる i であらう。 然し 乍ら 夢で ない。 人の 如何に 强き 乎、 又 如何に 强く 成り 得べき 乎 は 未だ 研究され 

ざる 問題で ある。 然し 信仰の 結果が 單に 道德の 改善に 止まらす して、 能力の 增加 を來す こと は 幾度 か 

實驗 された る事實 である。 そして 幾分な りと も此事 を科學 的に 證明 する 者が 最近の 心理 學 ではない 乎 _ 

マインド (心) の 能、 之 は實に 著しい 者で ある。 理化舉 者 は旣に 物質の 偉大なる カを認 むる に 至った 

が、 心理 擧者 はべ マ や 精神の 能力に 氣附 いたので ある。 人の 今旣に 有する 精神の 能力に 驚くべき 者が あ 

る。 罪 を 除かれた る 人の 精神に 奇蹟 的 能力の 籠る を 察する に 難くない。 神 は. F である、 そして 靈は聖 

ばかりで ない 又 能力で ある。 そして 人 は 神 を 信じ クリスチャンと 成りて 單に聖 い 者と なった ので はな 
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い、 能力 ある 者と 成った ので ある、 然り 成らなければ ならない、 然り 成るべき である。 「能 ブ" を 賜り 

て 神の 子と 爲 せり」 と ある。 r 聖靈汝 等に 臨む に 因りて 汝等 能力 を受 くべ し」 と ある。 「神の 國は言 

に 在る に 非す 能力に 在り」 と ある。 能力！ 神 は キリスト を 以て 我等に 能力 を 賜 はんとし 給 ひつ k あ 

るので ある。 自己に 勝つ の 能力、 患難に 堪 ゆるの 能力、 凡て 善事 を爲 すの 能力 …… 我等 は キリストに 

.E り 神より 之 を 賜 はる ことが 出来る。 ィ H ス の 奇鑌の 記事 を讀ん で單に 之を靈 的に のみ 解して はなら 

ない。 人の子の 能力の 表現と して、 我等 も 亦 之に 與か らんと 欲する の 祈 求 を 以て 其 研究に 當ら なけれ 

ばなら ない 0 

ャィ a の 娘 を 癒し 給 ひし 後に ィ H スはー 一人の 瞽者 を 癒し 給うた。 「ィ ヱ ス 彼等の 目に 手 を 按け給 ひ 

ければ 北ハ眼 開けたり」 と ある。 眼 は 外界の 印象 を受 くる 爲の 器官で ある。 「身の 光 は 眼な り 若し 汝の 

眼 あ 1.^ ならば，， <t ^體も 亦 明かなる べし」 と ありて、 人の 見る 外界の 如何 は 其 眼の 如何に 因る ので ある。 

神に 眼 を 開けて 戴く こと、 叉瞭 かに 見る 眼 を 戴く こと、 之に 勝 さるの 必要 又 幸福 はない。 そして イエ 

スは 瞽者の 眼 を 開き 給 ひし 其 能力 を 以て 多くの 明と M の 眼 を 開き 給 ふ。 萬 物 を 見る の 眼 は 單に其 形と 色 

と を 見る に 止まらす、 其 意味 を 見る の 眼でなくて はならぬ。 聖書の 文字 を讀 むの 眼 は 幾多で も あるが 

之 を 理解 的に 讀 むの 眼 は 滅多にない。 是を思 ふて 我等 何人も 「ダビデの 裔ょ我 を憐み 給へ」 と 叫ば ざ 

る を？ 付ない。 そして 多くの 人は此 祈願 を 受納れ られて 其 眼 を 開かれた ので ある。 實に 不思議で ある。 

先輩の 說明を 聞きし に 非す、 大 なる 註解 書を讀 みしに 非す、 唯 熟 心に 祈りし に 由り て、 今日まで 不可 

解の 文字 も 深き 虞 理を傅 ふる 者と して 現 はれ、 感謝の 淚に 咽ぶ ので ある。 天然 亦然 りで ある。 花は單 

に i 匕に：^ す、 詩で ある、 又 js? 音で ある。 本 當に花 を 觀る眼 を 有つ 者 は 至って 稀で ある。 聖書 あり 夭^ 


ある も 大抵の 人 は 之に 對 して 盲人で ある。 ダビデの 裔 なる ナザ レのィ H スに眼 を 開けて" m くの 必要が 

ある。 ブラウ 一一 ングと 云ひヮ ー ズヮス と 云 ひ、 特^の 人で はない。 凡て 人が 眼 を il かるれば 詩人なら 

0000000O00C0  0OO00000O 

ぬ 詩人と 成る ので ある。 之 を 他人の 事と 思 ふ 勿れ、 ィヱ スを^ じて 求めて 見よ、 n 眼の 奇赜は 我等 W 

OO0OO000OOO 

人に も 施さる \ であらう。 

瞽者 を 癒して 後に ィ H スは 鬼に 憑れ たる 暗啞を 癒し 給うた。 暗啞は 叫ばん と 欲する も 能 はす 人に 携 

ら れて來 た。 「鬼逐 出されて 暗啞 ものい へり」 と ある。 眼 は 外界の 印象 を受 くるの 器官であって、 咽 

喉と 舌と は衷 なる 思想 を 外に 表 はす 器官で ある。 眼に 由て 外の 者 は內に 入り、 舌に 由て 內の者 は 外に 

出づ。 今日の 言葉 を 以て 云 ふなら ば 眼 は impression  (印象〕 の 器官、 舌 は expression  (表現) の 

器官で ある。 そして 人 は 誰も 眼 を 癒さる、 と共に 舌 を 癒さる、 の 必要が ある。 單に 受納れ る 計りで は 

足りない、 又 吐出す の 能力が 必要で ある。 そして 多くの 人は受 くるに 鋭く して 表 はすに 純く ある。 彼 

等 は 沈默の 美德と 利益と を 知って、 時には 沈默 の罪惡 であり 損失で ある こと を 知らない。 祌に惠 まる 

る も 其 恩 惠を言 表 はすの 心 も 一一 目 もな く、 沈 默の惡 鬼に 其 舌 を 縛られて、 祌を 讚美せ す 其 恩惠を 他に 頒 

たんと しない。 他の 事に 於て は 立派の 基督 者に して 人の 前に 語る 事 丈け は絕 對に爲 さす、 牧師 傳迸師 

をして 其 事を爲 さしめ て、 自分 は 所謂 「黄金の 沈默」 を 守る 人が 多い。 彼等 は 曰 ふ 信仰 は 心の 內の事 

にして 外に 現 はすべき 事に 非す、 故に 沈 默は眞 の 信仰の 特徵 であると。 然 らば 福 昔の 宜傳者 は 如何。 

彼等 は 物 i きに 喋る ので ある 乎。 人望 を 博 せん 爲の演 說說敎 である 乎。 喋 ベるべく 雇 はれし が 故に 止 

む を 得す 喋べ るので ある 乎。 如 斯き人 は 無い と は 言 はない、 然れ ども 本當の 傳道師 はそんな 者で はな 

い。 彼 は 救 はれし が 故に 其 救 を宣傳 ふので ある。 彼 は 多くの場合に 於て 沈默 又は 酌 辯の 人であった。 
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然るに 神に 其 鈍き 舌 を 鋭く せられて 大傳道 師又大 說敎師 となった ので ある。 神の 人モ ー セが其 一 人で 

あった。 彼は傳 道を辭 して 曰うた 「主よ 我 はもと 言 辭に敏 き 人に 非す、 我 は 口重く 舌 重き 者な り」 と 

(出 埃 及 記 四 章 十 節)。 預言者 ェ レ ミヤ も 亦 預言 を辭 して 曰うた 「あ、 主 エホバ よ、 我 は 語る 事 を 知らす」 

と (耶利 米亞記 一章 六 節ソ。 其 他 近代に 於て ビ ー チヤ ー、 ブルックス 等 何れも 生れつきの 訥辯 家で あつ 

た。 彼等 は 神に 其 訥辯を 癒されて 大敎 師大說 敎師と 成った ので ある。 信者の 內 にもの 一一 一一 n はぬ 惡 鬼に 憑 

れ たる 啞 ぁ何ぞ 多き やで ある。 彼等 は歡 喜に 溢れて 大聲を 揚げて 神 を 讚美す る 能 はす、 叉 人の 前に 立 

ちて 己が 施されし 恩 惠の數 々を 語る 能 はす、 唯 沈默、 表顯さ f る を 以て 自分の 職分な りと 信じ、 乞 は 

れ ても勸 めら れて も內 なる 恩惠を 外に 表 はさんと しない。 そして 事玆に 至って 沈默は 美徳に 非す して 

不具で ある。 首 語 は 人間の 名譽 である。 獸 類に 言語な し。 人類 は 神 を 讚美し、 相互 を勵 まし 慰む る爲 

に 一 W 語の 才能 を 賜 はる。 之 を 適宜に 使 はで や あるべき。 我等 は 眼と 耳と を 通う して 外より 一 父く るの み 

であって、 口 を 通う して 內 より 與 ふる 能 はざる 狀 態に 在って はならない。 「我れ 常に エホバ を 祝 ひま 

つらん、 その 頌歌 は 我 口に 絕ぇ じ」 と 詩人 は 曰うた (詩 一一 一十 四篇 一節 )o 叉 曰うた ホバは 新しき 歌 を 

我 口に 人れ 給へ り、 此は 我等の 神に 捧 ぐる 讚美な り」 と (同 四十 篇三 節)。 「我 口 を 問く tiic を 賜 はり 憚 

ら すして 福音の 奥義 を 示さん こと を」 と は バウ B の祈禱 であった (エペ ソ書六 章 十九 節 )o 願く は 我 tr 見 

る 眼 を 賜 はると 同時に 語る 舌と 番とを 賜 はらん こと を。 

「イエ ス遍く 鄉邑を 廻り 其會 堂に て敎 をな し 天 國の福 昔 を宣傳 へ、 諸の 痫、 諸の 疾を 癒せり」 と あ 

る。 そして 其 能力 ある 者が 今猶ほ 我等と 偕に 在し 給 ふと 云 ふの が 聖書の 敎 である。 我等 は に^みて 

自己の：^ きを 歎く に 及ばない。 直に 彼の 許に 注いて 眼 を 開かれ、 舌を釋 れんこと を 求むべき である。 


敎を爲 せし 主 は 病 を 癒せし 主で ある。 我等 は醫 者と しての ィ H スを 忘れて はならない。 彼 はたぐ に 我 

等の 敎師 ではない、 救 主であって 能力の 供給者で ある。 彼 は 我等の いと 近き 援助 者で ある。 我等 はィ 

H スの 奇绩を 否認して 彼 を 弱き 救 主と 成して はならない。 天の <M:、 地の 上の 凡ての 權を 握り 給 ふ 者と 

して 彼に 賴り、 聖き敎 に 添えて 强きカ を 彼より 賜 はるべき である。 

ゆ 

第三 十八 囘 ミッションの 開始 

馬 太 傳九章 三 五節 以下。 

ミツ シ ョ ンは 英語であって 旣に 日本語と 成った 者の 一 である。 之に 特^の 意味が ある。 其 第一 は 派 

遣で ある。 遣る 者 あり 遺ら る&者 ありて ミツ ショ ンが あるので ある。 ー國 の主權 者が 他國の if^ 權 者に 

使節 を 遣る を ミツ ショ ンと云 ふ。 其 第二 は 奉仕で ある。 單に 遣る ので はない、 好意 を 表せん 爲に、 愛 

を 施さん 爲に 遣る を 云 ふ。 故に ミツ ショ ンに權 威が 伴 ひ、 同時に 叉 愛が 伴 ふ。 美 はしい 辭 である。 キ 

リストの 福音の 出現 を 待って 初めて 成りし 辭 である。 其の 何で ある 乎 を 明かに 示す 者 は 羅馬書 十 章 十 

四、 十五 節に 於け る バウ a の 首で ある。 曰く 

未だ 信ぜざる 者 を！： で！！ 求む る 事 を 得ん や。 未だ 聞かざる 者 を 何で 信す る 事 を 得ん や。 未だ 宣る 

者 あらす ば 何で 聞く 事 を 得ん や。 若し 遣され すば 何で 宣る事 を 得ん や。 錄 して 平和なる 言 を 宣 ベ 
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叉 善き 事 を宣る 者の 其 足 は 美 はしき 哉と あるが 如し。 

眞の 福音の 在る 所に ミ ッショ ンは必 す 行 はる。 今や 世界 到る 所に 福音の ミ ッショ ンが行 はる。 之 を 

傳 道と 稱 して 誤解され 易い。 道を傳 ふる は 其 一 部分で ある。 愛 を 施す が 主眼で ある。 そして 此 尊き 事 

業 はィ H ス 御自身が 創始め 給 ひし 所の 者で ある。 

イエス 御自身が 遣され し者卽 ちミシ ョナリ ー (宣 敎師) であった。 彼が 宜敎師 の 模範で ある。 そし 

て 彼は此 時まで 御 一 人で 宣 敎に從 事し 給うた。 弟子 達 は 其傍觀 者た るに 過ぎなかった。 然るに 今 神に 

遣され し 彼が 人 を 遣さねば たらぬ 時が 到来した" 「牧者な き 羊の 如く 衆人 惱み叉 流離に なりし 故に 之 

を： て 偶み 給 ふ」 と ある。 救扬を 要す るん は 衆多 ある。 そして 彼等 孰れ も惱 み、 傷 を 食 ひ、 甚く 虐げ 

られ、 而已 ならす 一 群と なって 豺 狼の 徒に 當る能 はすして、 流浪 離散して 其の 困惑す る 所と なる。 之 

を 毘てィ H スの心 は 痛まざる を 得なかった。 世に 憐 むべき 者に して 羊の 如き はない。 彼に 自衛の 武器 

あるな く、 只 牧者の 保護に 依ての み 完全で ある。 そして 人 はすべ て 羊で ある。 天國の 市民たり 得べき 

性質 を 有する 者 は 殊に 然り である。 そして 人の 場合に 於て は 彼 は 自分が 憐 むべき 者で ありながら、 其 

事 を 知らす、 其 反 封に 自分 は强く ある 安全で あると 思 ふ點に 於て、 羊よりも 一 看 憐 むべき 者で ある。 

此狀 態を昆 て靈 魂の 牧者なる ィ H スの 心に 强き 憐愍の 情 は 起らざる を 得なかった。 牧者が 離散せ る 羊 

i 對 する 憐愍の 情 …… それが 動機と 成りて 兹に 十二使徒の 派遣 卽ち クリスチャン ミツ ショ ン、 人：' 日 所 

謂 基督 敎傳 道が 始 つたので ある。 

牧者な くして 悔み 離散せ る 羊に 對 する ィ ェ ス の 憐愍の 心 (希 隙 語の Mplanclma, 脾據、 古人に 由て 

情の 出 所と して 思 はる) より 基督 敎傳 道は始 つたので あると 此 所に 記さる。 そして 此の 淸き 泉より 發 


して、 凡ての 傳道 は淸く 又有效 的で ある。 そして 此泉 以外より 發 する 傳道は 凡て 濁り 隨て 無效 である。 

今や 冷靜 なる 頭惱が 何よりも 貴 まる &が、 頭惱 より 出た る傳 道は效 掛 くして 失敗に 終る が 常で ある。 

況んゃ 敎勢擴 張の 爲の傳 道、 國威 宣揚の 爲の傳 道、 社會 奉仕の 爲の傳 道、 其 他す ベて 政治的 野心 を雜 

へたる 傳道、 今日 此 i に 行 はる \ 多くの 所謂 傳道 …… 是 等の すべてが ィ H スの 開始し 給へ る傳 道と 全 

く 性質 を 異にする は 言 はすして 明かで ある。 內 臓の 深き 所より 湧き出 づる憐 憨の情 …… 世に 實は 之に 

勝りて 深き 淸き 動機 はない ので ある。 「父が 其 子を愍 むが 如くに、 H ホバは 己れ を 長る &者を 憐み給 

ふ」 と ある (詩 百 三篇十 三 節 )o 父なる 祌の憐 愁の心 … … 人類の 救 扬は此 心 を 以 つて 始 つたので あって、 

ミツ ショ ン卽ち 今人の 所謂 傳道も 亦 此心を 以て 始まらねば ならぬ。 

そして イエスの 心 を 以て 今日の 世界 を 看て 憐愍の 心 は 起らざる 乎。 敢 て野蠻 人と 云 はす、 所謂 文明 

國の 民なる 者が 祝すべき 幸福なる 者で ある 乎。 更に 問 ふ 我等 自身が 憐愁を 要せざる 者で ある 乎。 我等 

は 自由 を 誇る と雖 も、 其 自由た る ゃ眞の 自由に 非す して 奴隸ゃ 囚人が 束縛に 慣れて 之 を 自由と 稱 する 

に 至りし の 類なら す や。 其 證據に は 我等 何人も 福音に 由て 自己に 覺 めて、 まことに 惱み叉 虐げら る、 

者なる を 悟る ので ある。 殊に 流離 散 亂の妝 態に 至って は 何人も 其事實 なる を 否む 事 は出來 ない。 牧者 

を 離れた る 我等 は テン デンバ ラバ ラ である。 隣人 相 知らす、 兄弟 相援 けす、 一 圑 となりて 動く の 利益 

と 快 樂とを 知らない。 天より 此狀態 を 見て 神 は 我等 を 憐み給 はないで あらう 乎。 殊に 基督 信者の 離散 

に 至って は實に 憐愁の 極で ある。 此 枕の 狼 等に 追 立てられながら、 彼等 は 相 共に 援 けて 自己 を 護り 敵 

に 當るを 知らない。 甚だしき に 至って は 相互 を 苦め て其疲 勞困備 r 失敗に 泣く を視て 喜ぶ の狀 態で あ 

る。 沟に 離散せ る 人類 は 牧者 を 要す。 我等 相互に 一 つの 牢の 内に 一 の 群と 成らん が爲に 一 人の 善き 牧 

第一 一一 十八 罔 ミッションの 開始  五 七 九 


ガリ ラャの «  -Ac 

者 を 要す。 神 は 其 目的 を 以て 其 獨子を 世に 遣 はし 給うた。 ィ H スも亦 其 目的 を 以て ミツ ショ ン 郎ち宣 

敎を 始し たま ひて 今日に 至った ので ある。  ； 

憐愍の 情に 動かされて ィ H スは 弟子 等に 曰 ひ 給うた r 收稼は 多く ェ 人 は 少し、 故に 其牧 稼の 主に 

はみ？.：^ の を 稼 募 に^らん 事 を 願 ふべ し」 と。 多くの 人はィ H ス の此言 を通讀 して 其 意味の 在る 所に 注意 

しない。 抑 も g 稼と は 誰の ものである 乎。 我等の もの、 我が 敎會の ものと 多くの 人 は 思 ふ。 敎勢擴 張 

の機會 多し、 然し 之 を 利用す るの 人物に 乏しと 彼等 は 主の 此言を 解 せんとす る。 然し 勿論 さる ことで 

はない。 「牧 稼の 主」 は 神で ある。 神 は 己が 田圃の 牧稼を 要求し 給 ふ。 之 は 正當の 要求であって、 之 

を 拒む は 人の 罪、 叉 彼の 犬なる 不利益で ある。 事 は 馬 太傳ー 一十 一 章 三 三 節 以下 其 他に 於て 記された る 

驚 の 主人の 場合で ある。 神 は 己が 設けし 果 園の 果を 要求し 給 ひつ k ある。 然るに 人 は 之 を 担んで- 

持主の もの を 己が ものと 爲 さんと しつ、 ある。 此狀態 を 目撃して 神の 爲に 熱心 (聖 憤) の 起るべき が 

當然 である。 而 して ィ H スは ガリラヤ湖 畔に 於け る數 ヶ月に 涉る傳 道の 結果と して 此 熱心 を 起し 給う 

たので ある。 羅 馬の 軍人 百 夫の 長、 鬼に 憑れ たる ガダラ 人、 彼に 癒された る 癩病患者、 瞽者、 啞者 等- 

何れも 神の 善き 收稼 たらざる はなし。 之 を 放棄し 置けば 異邦人、 狂人、 不具者と して 人に 賤視 めら れ 

踐 みつけら る、 のみ。 然れ ども 之 を援け 導けば 神の 倉庫に 牧 めら るべき 貴き 牧穫 物で ある。 之 を 思へ 

ば 祌に對 する 熱心に 驅られ て、 更に {ー= 一 敎を機 緩し 叉擴張 せざるを得ないと 云 ふの がィ ヱ ス の此 言葉の 

意味で ある。 卽ち 人に 對 して は 憐愍の 情、 神に 對 して は 忠誠の 心、 此の 一 一つが 動機と なりて ィ H ス の 

宣 敎は始 つたので ある。 

「收稼 は 多く 工人 は 少し」、 「少なり」 と讀 むべ し。 牧 稼の 村 料 は 何れの 處 にも 存す。 「邑 の衢巷 


に往 きて 貧者、 癡疾、 跛 者、 瞽者な どを此 所に 携 来れよ」 と 主 は 曰 ひ 給うた (路加 傳 十四 章サ 一節)。 彼 

等 は 何れも 貴き 牧稼 として 父の 食 靡に 牧 めら るべき 者で ある。 之 を 思 ふて、 金銀 寶 石の 我が 足下に 轉 

がるの 觀 ありで ある。 所謂 求道者の 少 きを 歎つ 必要 は 毫もない。 「目 を舉 げて觀 よは や 田 は，. 熟き て牧 

穫 時に なれり」 と イエスが 他の 所に 於て 言 ひ 給 ひしが 如くで ある。 救 はるべき 者、 救 はれん と 欲する 

者 は 多で も ある。 唯 工人が 少なる ので ある。 全く 無いで はない が、 甚だ 稀なる ので ある。 イエスの 

心 を 以て ミツ ショ ンに從 事す る 者が 少ない ので ある。 夫 故に 牧穫 が擧ら ない ので ある。 所謂 傅 道師は 

イエスの 時代に 於ても、 今の 時代に 於け るが 如くに 多くあった。 然れ ども 彼等 は 孰れ も 雇 はれた る牧 

羊 者であって、 己が 收瘦を 計る 者であって、 神の 牧穫を 目指す 者で ない。 故に 羊 は 其 聲に從 はす、 田 

は 熟け る も牧穫 はない ので ある。 人に 對 する 憐愁と 神に 對 する 熱心と に勵 まさる、 工人、 卽ち 眞の傳 

道師、 之 はまこと に 稀れ である。 そして 牧 接の 多き に對 して 工人の 少き は、 實に 悲歎の 極みで ある。 

玆に 於て か 切なる 祈願が 起る ので ある、 「牧 獲の 主が 工人 を牧稼 場に 送らん 事」 をとの 其祈禱 であ 

る。 單に 善き 傳道師 の 起らん 事で はない、 神が 善き 傳道師 を 起して、 之 を 御自身 所有の 園に 果を收 め 

ん 爲に途 り 給 はん 事で ある。 傳道師 は 求めて 得べ からす、 祈って 與 へらる。 路加 傳六章 十二 節 以下に 

依れば、 r ィ H ス祈禱 の爲に 山に 柱き 終夜 神に 祈れり、 夜明けて 彼れ 弟子 を 呼び その 中より 十二 人 を 

選びて 之 を 使徒と， 1 く」 と ある。 ィ H ス 御自身が 祈禱に 由り て 十二使徒 を 得 給うた ので ある。 況して 

我等に 於て を や。 

人の 立場より 見る も、 叉祌の 要求し 給 ふ 所に 因る も 眞の傳 道師の 出現 ほど 必要なる 者 はない。 我等 

OOOOO000O0000O00O0O0OOO00O000OOO 

之が 爲に 祈る は當然 である。 然れ ども 更に 適切なる 祈禱は 我等 各自が 自身 神の 選びに 當 らん 事で ある。 
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或は 我が 子、 我が 娘が 其 選びに 與 らん 事で ある。 預者者 ィザャ の 合の 如くに、 我れ 若し H ホバ の^ 

として 「我れ 誰 を 遣 はさん、 誰か 我等の 爲に往 くべき 乎」 との 霄 を 開かば、 我 も 亦 若き 預言者と 共に 

心に 答へ て 曰 ふべき である、 「我れ 此 にあり、 我 を 遣 はし 給へ」 と (ィザ ャ書六 章)。 歐米 詣國に 於て 

多くの 有 爲の靑 年が 此聲を 聞いて 如此 くに 答へ た。 そして 彼等の 或 者 は 萬 難を排 して、 或は 北氷洋の 

沿岸に、 或は 阿弗利加、 支那、 蒙古 等、 人生の f 福と 稱 すべき 何物 も 在らざる 所に 往 きて、 神の 牧稼 

の 業に 從 事した。 偉大と 稱 すべし、 名 譽と謂 ふべ しで ある。 單に 一 葦帶 水を隔 つる 我が 隣邦 支那 を 

る も、 數 干の 歐米人 は 福 昔の 使者と して、 政治 上、 商業 上、 何の 目的と する 所な くして、 靈 魂の 牧！ S! 

に： 事し つ、 ある。 誠に 羡 ましき 至りで ある。 「故に 收 稼の 主に 工人 を 牧^ 5? に途 らん 事 を 祈り 求む 

くし」。 而 して 其 工人の 自分なる 事 を 祈るべし、 或は 自分の 最も 愛する 者なる 事 を 祈るべし。 そして 

之 は義牲 であって 決して 犧牲 でない。 歡 喜の 極で ある。 r 穫る者 は 其 ェ錢を 受けて 永生に 至るべき 實 

を^む、 斯くて 播く者 (祌) と穫る 者と 同に 喜ばん」 と 主 は 曰 ひ 給うた。 人生の 幸福 は 結婚と 成功と 

なりとの 近代 人の 思想の 如き、 ィ H スの 眼の 前に は 一 顧の 價値 なき 者で ある。 私は斷 言して 惮ら ない- 

人生 大の 幸福 は、 人に 對 する 淸 き憐愁 の 情と、 神に 對 する 熟き 忠誠の 心と に驅ら れてィ H スの 如く 

に 夭 國の 福音 を宣傳  < -、 叉 民の 中なる すべての 摘、 すべての 疾を 癒す ことで ある 事 を。 


第三 十九 囘 十二使徒の 選任 

馬 太 傳十章 一— 四 節。 馬 可 傳三章 十三— 十九 節。 路加 傳六章 十二— 十六 節。 

馬 太 傳十章 二 節 は 左の 如くに 讀 むべき であると 思 ふ。 

十一 一 使徒の 名 は 左の 如し。 第 一 にべ テ 口と 呼ばれし シ モ ン とその 兄弟 ァ ン デレ、 ゼパ ダイの 子ャ 

コブと 其 兄弟 ョ ハネ、 ピリ ボとバ ル トロ マイ、 トマ スと稅 吏 マ タイ、 アル パイの 子 ヤコ ブと タツ 

ダイ、 カナ ン黨の シ モ ンと イス カリオ テ の ュ ダ是れ 卽ちィ H スを賣 りし 者な り。 

兄弟 一組、 シ乇ン 一 一人、 ャ コ ブ 二人、 また 路加 傳六章 十六 節に 「ャ コ ブの 兄弟 ュ ダ」 と 云 ふ 名 を 見れ 

ば、 ュダも 亦 二人あった 事 を 知る。 十二 人の 中に、 よく 知られた る 者 はぺテ n  、 ヨハネ、 その 兄弟 ャ 

コブ、 並に イス カリオ テのュ グの四 人で ある。 少しく 知られた る 者 は アンデレ、 ピリ ボ、 マ タイ， 卜 

マ ス の g 人で ある。 少しも 知られざる 者はバ ル トロ マイ、 アル パイの 子ャ コ ブ、 タツ グイ (ヤコ ブの 

兄弟 ュダの 別名で あらう)、 力 ナン 黨のシ モンの E 人で ある。 十二使徒の 中に すら 其 名の 外に 行動 功 

績の 少しも 傳 へられざる 者が g: 人あった 事 を 知りて、 無名の 信者 も亦祌 の 前に 無爲 無能 の 信者で ない 

事が 判る。 使徒 は 重職な りと 雖も 神の 器た るに 過ぎす。 祟むべき は 神であって、 器で ない。 其 功镜の 

現 はる \と 否と は 小なる 問題で ある。 ィ H スは 北ハ弟 子等に 告げて 曰 ひ 給うた 「惡 鬼の 汝 等に 服し \  IB!!- 
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は甚 びと する 勿れ、 汝 等が 名の 天に 錄 されし を 立： びと すべし」 と (路加 傳 十章サ 節)。 ィ H スの 十一 一 使徒 

として 其 名 を； 大に錄 されし 事が 最大の 名譽 叉特權 である。 新ら しき H ルサレ ム の 「城の 石垣に 十二の 

基址 ありて、 其 上に： ftlw の 十二使徒の 名 あり」 と 云 ふ (默 示錄サ 一章 十四 節 )o 天の 記錄に 於て は、 使徒 中 

第  一 ：^-を占めしシ モ ンぺ テ 11も、 無名に 等しき カナ ン黨 のシ モン も 其 賜 はりし 榮光は 同じで ある。 乾 

燥 無味な るが 如くに 見 ゆ る 使徒 名簿 錄 の 中に、 慰安の 福音 の 伏在す る を 見る。 

h: 洋の 諺に 曰く 「我に 人の 友人 を 示せよ、 我 は 之に 由て 其 人の 何たる 乎 を 示さん」 と。 卽ち人 は 其 

友人に 由て 知らる との 事で ある。 同じく 師は其 弟子に 由て 知らる。 ィ ェ ス の 選びし 十一 一 弟子に 由て、 

00000000  0000  0-00000  0  00000 

ィ ェ スと 其の 敎の 3： たる 乎が 明かに 示さる。 第 一 に 明かなる は、 十一 一 使徒の 中に 一 人の 舉者义 贵挨又 

富者 又宗敎 家の なかった 事で ある。 孰れ も 勞働叉 は 事務の 人、 平民 叉 中流 以下の 人、 特に 信仰 篤き 平 

信徒であった。 其 中の 四 人 はたし かに 漁業 家、 日 雇の 漁夫ではなかった が、 自 から 漁撈に 從事 する 者 

であった。 マ タイ は稅 吏であって 小官 吏であった。 其 他の 者に 關 して 其 職業 を 知る 能 はすと 雖も、 ぺ 

テ II を； t: に 有ち し 使徒 圑の 中に 專 門の 舉者 又は 宗敎 家が 在った と 思 はれない。 而 かも 時代 は 決して 無 

學の 時代ではなかった。 キリ キヤの タル ソに 於て、 エヂ ブトの ァレキ サンド リャに 於て、 盛なる 大舉 

があって、 祈 r- 學、 文學、 政治、 經濟、 墓 術が 其 最高の 形に 於て 攻究 せられた。 殊に 闕都 エルサレムに 

於て、 高遠なる ユダヤ 神學 は、 ヒレル、 ガ マリ H ル 等の 碩擧に 由て 講ぜられ、 衆多の 學生は 其 足 F に 

坐して 天啓の 奥義に 達せん とした。 ィ H ス は 其 弟子 を學 者の 中より 選ばん として 適材 を 得る に 決して 

難くなかった。 然し 乍ら ィ H ス 御自身が 學 者で なく、 彼の 福音が 學 者に 合はなかった。 御自身が 勞働 

の 人であって： 其 福音 が勞 働に 由ての み 解 せらるべき 者であった。 彼 は 彼の 福音 が此 世の 智者 又は 識 


者に 由て 受けられ すして、 却て 無識 階級に 由て 迎 へられし を 喜びて 曰 ひ 給うた 「天地の 主なる 父よ、 

かしこき もの ？ l->io  か，、  を さな ご  みこ ゝろ かな 

此事を 智者と 達者と に隱 して 赤子に 顯 はし 給 ふ を 感謝す、 父よ 然り、 それ 此の 如き は聖 33 に 適へ るな 

り」 と (；： 路加 傳十 章サ 一 節)。 學問を 輕んじ 勞働を 重す る點に 於て ィ ヱ スは 例外で ある。 釋迦も 孔子 も、 

プラト ー も アリス ト，' トル も、 弟子と 云 へば 學 問の 弟子で ありし に對 し、 惟り ィ ヱ ス の 弟子 は 學問を 

離れて 行爲の 人であった。 ィ H ス の 弟子と 稱 して 彼の 門下生ではなかった。 彼と 偕に 働く 者、 彼の 如 

くに 行む 者、 彼の 如くに 神に 事 ふる 者であった。 彼 は 弟子 を 召く に 方って 「我に 從へ」 と 云 ひ 給うた。 

我れ と 思想 を 共に せよ、 我が 人生 觀、 宇宙 觀、 藝術 觀を懷 けよ と は 云 ひ 給はなかった。 ぺテ n とョ ハ 

ネとマ タイ、 彼等 を 以て 代表 せらる V 人が 彼の 意に 適 ふ 人であった。 

基督 敎會は 素々 十二使徒 を 以て 始 つた 者で ある。 故に 文化的で なく、 舉問 的で なく、 勿論 藝術 的で 

なく、 ガリ ラャの 田 舍漢を 以て 代表され たる 團體 であった。 彼等の 中 カリオ テ 人の ュダ 一 人が ユダヤ 

成育の 者であって、 其 者が 師を賫 りし 者であった。 然るに 今 は 如何。 今の 基督 敎會は ガリ ラャ 人の 敎 

會 である 乎。 その 然ら ざる を 何ん も 知る。 「先 づ 第一 にべ テ 。と 呼ばれし シ モ ン」 と 云 ふ。 然し 乍ら 

ぺ テ a は 今の 敎會の 首たり 得べき 者で ない。 其 監督、 牧師、 傳 道師、 執事、 長老 は 孰れ も 漁夫 叉は稅 

吏の 階級に 屬 する 者で はない。 ィ H ス の 設け 給 ひし 敎會と 今日の それとの 間に 天地 雲泥の 相違が ある。 

十一 一 使徒の 一 人 を カナ ン黨 一 名ゼ 口 テ黨の シ モ ンと稱 した。 力 ナン 黨とは 八 マ 日で 云 ふ 過激派で あつ 

た。 過激 手段に 訴 へて 革命 を實行 せんと 計った 黨 派であった。 其 中の 一 人が ィ H スに 召されて 其 弟子 

となり、 終に 選ばれて 使徒の 一人と なった ので ある。 勿論 クリスチャンと 成りて 過激 思想 を糠鑌 した 

のでない。 然れ ども ィ H スは 彼が 過激派の 一 人で ありし の 故 を 以て 彼 を 斥け 給はなかった。 其 手段 は 
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誤って 居た、 然れ ども 其 精神に 採るべき 所があった。 聖靈の 恩 化に 由り 過激派の シ モン もィ H ス の溫 

良なる 使徒と なった。 過激の 人と 云 へば 蛇蝎の 如くに 忌み嫌 ふ 4マ の 基督 敎會は 此點に 於ても 大 に^み 

る 所がなくて はならぬ。 

イエス は 断 かる 人 等 を 以て 世界 敎 化の 大事 業 を 始め 給うた。 此 事に 關 しパゥ a は 曰うた 「兄^5-ょ、 

召 を 蒙れる 汝 等を視 よ、 肉に よれる 智慧 ある 者 多から す、 能 ある 者 多から す、 貴き 者 多から ざる 也。 

神 は 智者 を愧 しめんと て 世の 愚なる 者 を 選び、 强き 者を愧 かし めんと て 弱き者 を 選び 給 ふ …… 是れ凡 

ての 人の 神の 前に 誇る 事な からん 爲 なり」 と (.哥 林 多 前書 一章 サ六— サ九 節〕。 神が 事 を 爲し給 はんが 爲 

に は、 舉問、 敎養、 地位、 所有 は 却て 妨害で ある。 眞の 天才 は 却て 器の 劣りた る を 以て 現 はる- -が如 

くに、 神の 能 は 却て 平凡 無能の 人 を 以て 揚がる ので ある。 

そして 今日に 於ても 猶ほ眞 の 敎會は ガリ ラャ 人の 敎會 である。 卽ち 世の 賤 しき 者、 貌視ら る \ 者、 

卽ち 無き が 如き 者 を 以て 成る 敎會 である。 キリストの 敎會は 依然として 平信徒の 敎會 である。 智者、 

學者、 敎會者 は 之に， 與 する 能 はす、 彼等 は 敎會を 主宰す ると 稱 して 實は其 外に 立つ 者で ある。 若し 彼 

等が 眞の敎 會に加 はらんと 欲せば、 先づ 智慧と 知識と 才能と、 之に 由て 得し 地位と を キリストの 臺前 

にさ \げ て、 自 から 赤子と 成りて 彼の 祝. 一幅に 與 からねば ならぬ。 無學は 勿論 誇るべき に 非す と雖 も、 

舉問も 亦 頼るべき でない。 そして 多くの 誤謬が 學 問に 由て 傳 へらる、 今日、 我等 は 擧問を 過 重視して 

はならない。 最も 健全に して 確實 なる 知識 は 眼 又は 耳 を 通う して 來ら すして、 手と 足と を 通う して 來 

る。 最良の 敎育は 信仰 を 以て 行 はる、 筋肉 勞働 である。 ィ H スが其 福音 をガ リラ ャの勞 働 者に 委ね 給 

ひし は、 其 中に 深き 理由が 在って 在す。 世界が 今や 勞働 者の 手に 歸 しつ.^ ある は、 ィ H スの御 乎に 歸 


しつ k ある 前兆. である。 英國に 於け る 勞働黨 の 勝利の 如き、 此點 より 見て 意味深長 である。 今日まで 

政治と 云へば 牛津、 劍橋兩 大學の 出身者に 限られた 者が、 今 は 唯の 勞働 者の 手に 渡った ので ある。 そ 

して 彼等の 爲す 所が 遙に 政治 舉專門 家の 爲す 所に 勝 さると 云ふ狀 態で ある。 宗敎に 於ても 同じで ある。 

今や 宗敎は 祌學者 卽ち宗 敎專鬥 家の 手 を 離れて、 是亦 平信徒の 手に 渡りつ & ある。 大學の 教授に 重き 

を 置く の 時代 は 去りつ k ある。 ナザレの ィ H スを 主として 仰ぐ ぺ テロ、 ヨハネ、 ヤコ ブの 徒が 世界 を 

支配 せんとし つ、 ある。 人類の 幸幅此 上な しで ある。 人世 最も 頼るべき もの は學 校と 書籍と より 得た 

る 知識で はない、 活動と 實驗 とより 得た る 常識で ある。 思想家に 導かれて 國は 亡びて 了 ふ。 


第 四十 囘 傳道師 と 其 責任 

馬 太 傳十章 五— 十五 節。 路加 傳十章 11 十二 節。 

十二使徒 は 模範的 信者で あり、 叉 模範的 傳道師 である。 彼等 は 專門的 宗教家に 非す して 平信徒 卽ち 

普通 信者であった。 知識階級の 人に 非す して 勞働 階級. の 人であった。 彼等 は 孰れ も 不完全の 人で あつ 

，  ， ，  >  .  0  0000000000000000000  0  0000000 

て、 性來の 聖人 叉 は 君ーィ でなかった。 殊に 注意すべき は 彼等が 自 から 擇んで 使徒と 成った ので はない 

事で ある。 彼等 は 今日の 所謂 傳道 志願者でなかった。 「ィ H ス 山に 登りて 其 意に 適 ふ 所の 者 を 召び し 

かば 來 りて 彼に 就り」 と ある (. 馬 可 傳三牽 十三 節 )o  r 汝等我 を 選ばす 我れ 汝等を 選べり」 と 彼 は 明確と 

SS£ 十！！ li 道 師と其 責任  五- <七 


ガ リラ ャの道  五八 八 

一一-一口 ひ 給うた (ヨハネ 傳 十五 章 十六 節 ：>o 使徒 は アポ スト ロス、 「遣 はされ し 者」 の 意で ある。 パゥ 口が 自 

己 を 「ィ H ス キリストの 僕、 召されて 使徒と なり」 と稱 せし は此 事で ある。 使徒 は 召されし 事に 就て 

は 自己に 責任がなかった ので ある。 唯 委ねられし 職責 を 全うする 事に 於て 彼等の 責任 は存 したので あ 

る。 「この 世に 在りて 家宰に 求む る 所 は その 忠信な らん 事な り」 とパゥ 口が 一一 一一 n ひし 通りで ある (哥林 多 

前書 四 章 二 節 )o 此 事を辨 へす して 使徒の 何たる 乎、 基督 敎傳 道師の 何たる 乎が 解らない。 傳道師 は 慕 

ふべき 敬 ふべき 理想的 人物で はない。 又 人の 萬 事に 干涉 して 其 指導者た るべき 者で ない。 障 道 師の責 

<3 厶厶 △ 厶厶 厶厶厶 △< ：厶厶 <3 厶厶 厶厶厶 △△△<"△△  厶 <!△△△△ 厶 厶厶厶  <"厶<1厶< 

任 は 彼 を 選びて 遣 はし 給 ひし 神に 對 して 在る のであって、 遣され し 人に 對 して 在る のでない。 傅道師 

の 謙遜 又： S 氣又 安心 又權威 は兹に 在る。 

八 節。 「汝 等價 なしに 受け たれば 價 なしに 施すべし」。 傳道師 は眞理 の受次 人で ある。 神より 授け 

られ しもの を 人に 授 くる 者で ある。 第二 十七 節に 於て 「我れ 幽暗に 於て 汝 等に 告げし 事 を 光明に 於て 

述べよ。 耳 をつ けて 聽 きし 事 を 屋上に 宣播 めよ」 と ある は此 事で ある。 自分の 理想 又 研究の 結果 を宣 

播 める のでない。 神の  一一 一一 II を宣傳 ふるので ある。 舊約 の豫言 者が 「エホバ 斯く曰 ひ 給 ふ」 と 言 ひし 其植 

威 を 以て 人に 臨む ので ある。 故に 之に 世の 所謂 報酬の あり やう 害がない。 福音 は 無代 惯 である。 傳道 

師の 報酬 は 神 御自身が 之 を 拂ひ給 ふ。 然れ ども 價 なしに 施す と 云うて 「施し」 卽ち 慈善事業 でない。 

神の 御言 葉の 傳達 である、 故に 祌を 長れ て 人 を撣ら ない。 パゥ n が 曰 ひし 如くで ある 「我等 神の 選び 

を 得 福音 を傳 ふる 事 を 託 ねられた るに 因りて 語るな り、 此は 人を悅 ばす るに 非す、 我が 心 を 察し 給 ふ 

神を悅 ばす る 也」 と 0 アサ。 -ーケ 前書 二 章 四 節〕。 傳道師 は 人の 友で ある 前に 先づ 神の 僕で ある。 ； K に 人 

の 批評 を 恐れな， い、 又 其 好意に 投 ぜんとし ない。 


たびぶ くろ  は il ら きびと 

九 節。 「汝等 金 叉 は 銀 叉 は 錢を帶 る 勿れ。 旅囊、 二 枚の 下 衣、 履、 杖 も亦然 り、 そ は勞働 人の 其 食 

T  .  ：  .  ,  O  000000000OO  O000O0OOOOO0000O0 

物 を 得る は適當 なれ ぱ 也」。 衣食の 準備 は爲 すに 及ばす、 之 を 求道者より 仰ぐべし との 事で ある。 糧 

は 之 を 敵に 仰ぐ が ナボレ オンの 軍略であった。 前に は價 なしに 施すべし と 命じ 給 ひ、 直ぐ 後に は糧を 

徴發 すべし と 敎へ給 ふ。 矛盾の 如くに 見えて 矛盾で ない。 福音 を賣 るので はない、 之 を 求む る 者に 與 

ふるので ある。 而 して 喜んで 傳道 師を迎 へざる 者 は 福 昔 を 求む る 者で ない。 求道者に 取りて は 物資の 

提供 は 義務で あるの みならす、 福 昔 要求の 證據 である。 故に 斯 かる 者 を 尋ねて 道を說 くべ し、 若し 普 

通の 待遇 を 担む 者 あらば 足の 塵を拂 ひて 其 家 を 去るべし との 事で ある。 是れ 苛酷なる が 如くに 見えて 

實は 最も 賢明なる 途 である。 如此 にして 犬に 聖物 を與 へ、 膝の 前に 眞珠 を投與 ふるの 危險を 避く る 事 

が出來 るので ある。 ィ H ス御 自身が 決して 福音の 安賫り を爲し 給はなかった。 彼 を 信す る 者に は惜み 

なく 與へ給 ひしと 雖も、 信ぜざる 者に は 慎んで 御自身 を顯 はし 給はなかった。 「彼等が 信ぜざる に 由 

りて 多くの 異なる 能を此 (ナザレ) に 行し 給 は ざり き」 と あるが 如し。 

斯くて 基督 敎傳道 は 其 初めより 自給 傳道 であった。 ナボレ オンが 戰爭 をして 其れ 自身の 代 價を拂 は 

しめし やうに、 ィ H スは傳 道 をして 其れ 自身の 代 價を拂 はしめ た。 福音 は 大勢 力で ある。 之を傳 ふる 

に 方て 必要なる 物資の 缺 乏を吿 ぐるが 如き 事の あり やう 害がない。 父の 園に 働く ので ある。 故に 金銀 

又は 衣類 食糧 を 特別に 準備して 勞 働に 從 事す る 必要 はない。 r 勞働 者が 其 食物 を 得る は適當 なり」。 

そして 祌は勞 働に 與 かる 者 をして 其 代 價を拂 はしめ 給 ふ。 斯 くして 播く者 も 穫る者 も 共に 喜ぶ ので あ 

る。 そして ィ H ス 御自身が 此傳道 法 を 採用し 給うた。 使徒 も 亦 此途に 依て 倒いた。 彼等 はん：' 日の 傳道 

師が爲 すが 如くに 敎會 より 旣定の 体 給 を 受けて 之を賴 りに 傳道 しなかった。 彼等の 倚賴は 彼等に 託ね 
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られし 神の 言に 在った。 是れ ありて 彼等 は 聖靈が 導く 儘に 行き、 何の 不自由な くして 傳 道に 從 事した。 

今日の 傅 道に 失敗 多き は、 ィ H ス の 示し 給 ひし 此簡單 なる 途を 採らない からで ある。 

神 は 傳道師 を 養 ひ 給 ふ。 好き 求道者 を 起して 彼等 を 以て 彼 を 養 ひ 給 ふ。 恰 かも ザ レプタ の 鼓 を 以て 

預言者 H リ ャ を 養 ひ 給 ひ しが 如く、 叉プ リス キラと アクラ を 起し て バウ 口 を 其 家に 迎 へ しめ 給 ひしが 

如くで ある。 不信者 も 亦 神の 掌 の 中に 在る。 彼 は 容易く 不信者 を 以て 傳道師 を まえ 給 ふ。 

福 昔 を 安く 寳る 勿れ、 福音 を 安く 買 ふ 勿れ。 眞 理の價 値は拂 ひし 代價に 由て 定まる。 多く 拂 ひし 者 

は 多く 之 を ft び、 少なく 拂 ひし 者 は 少なく 之 を 貴ぶ。 高き 代 價を拂 ひて 幅 昔 を 求め 得し 者に して 之 を 

△  A 厶厶 厶厶厶  <-<,1<1<1 厶 ムュ. -; 

棄 てし 者 ある を 聞かない。 背 敎者は 大抵 は 安く 福音 を 買 ひ 求めし 者で ある。 

第 四十 ー囘 迫害の 途 

馬 太 傳十章 十六 —廿三 節。 馬可傳 十三 章 九 I 十三 節。 

路加 傳廿 一 章 十二— 十九 節。 

第 十六 節。 r 視ょ、 我れ 汝等を 遣 はす は 羊 を 狼の 中に 遣 はすが 如し。 故に、 蛇の 如く 智く、 鴻の如 

く 素直 なれ」。 實に 著しき 言で ある。 羊と 狼、 蛇と^、 四の 動物 を 以て 現 はされ たる 二の 對照 である。 

夭 然は 最良の 表號的 文字で ある。 羊と 云 ひ 狼と 云 ひて 深い 意味が 一 百 表 はされ る。 人 は 狼、 信者 殊に 傳 


道 ：g は 羊、 故に 或る 場合に は 蛇の 如く、 或る 他の 場合に は^の 如くに 行 ふべ しとの 敎 である。 

人 は 狼で あると 云 ふ。 果して 爾ぅ である 乎。 世に は少數 なりと 雖も眞 の 善人が 有る ではない 乎。 不 

信者 社會を 一 概に 狼と 稱 する は 酷評の 甚だしき 者で はない 乎。 然り人 は 普通の 場合に は 其 狼 性 を 現 

はさない。 自分が 强 者で 弱者に 對 する 時には 慈悲 良 善の 性 を 具 ふるが 如くに 見える。 然し 乍ら 一 朝自 

分の 利益 を 侵害 せらる.^ や、 殊に 北 ハ揮を 指摘 せらる- -時 は、 忽ちに して 狼と 化し、 其 悪魔 性を發 揮す 

る。 慈愛に 富める 父母 も 其 子が キリスト を 信す るに 至りし 時に、 之 を 窮迫す るの 狀態 は、 狼が 羊を窘 

<J<J 厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 <"△ 厶厶 <3厶<3ム<1<"<： 

める 狀 態に 異ならない。 人の 如何に 惡 しき 乎 は キリストの 幅 音 を 以て 之に 臨む 時に 判明す る。 「凡て 

惡を爲 す 者 は 光 を惡み 其の 行 を 責められ ざらん が爲に 光に 就ら す」 とィ H スが首 ひ 給 ひしが 如くで あ 

る (ヨハネ 傳三章 二十 節 ソ。 人に は 生れながら にして 何人に も 狼 性が ある。 其 性が 福音に 接して 殊に 著し 

く發 揮す るので ある。 口く 「基督 敎 以外に 迫害な し」 と。 「罪の 定まる 所以 は是. なり、 光、 世に 臨り 

しに 人 その 行の 悪き に 因り 光 を 愛せす、 反て 暗き を 愛したり」 と あるが 如し (同 十九 節 )。 自己の 罪 を 

定めら る \ 時に 人 は 怒りて、 狼が 羊を窘 しめる 如くに、 神の 子供 を窘 しめる ので ある。 それが 基督 敎 

の 迫害で ある。 

性 來の人 は 狼で あるに 對 して、 再生の 恩 惠に與 りし 信者 は 羊で ある。 彼は惡 魔性 を 除かれし と 同時 

に、 防衞 攻撃の 武器 を盡く 取上げられ たので ある。 彼 は 神に 在りて 強くな らんが 爲に 自己 は 弱くせら 

れ たので ある。 動物の 中に 羊 ほど 弱き者が 無い やうに、 人の 中に 眞の クリスチャン 程 弱き者 は 無い の 

である。 彼 は 乘 たれても 叩かれても 抵抗す る 事が 出来ない ので ある。 意氣 地な しと 云へば 意氣 地な し 

である。 然れ ども 事實 である。 「我 は 寧ろ 欣 びて 自己の 弱き に 誇らん」 と バウ 口が 首 ひし 如くで ある 
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(コ リント 後書 十二 章 九 節 故に 不信者が 喜ぶ 事に して 信者 を窘 むる 事の 如き はない。 玆に聖 んを氣 取 

る！ 1^ き 者が 在る ので ある。 彼 を 如何に 扱 ふと も 自由 勝手で ある。 彼が 若し 反抗し 又は 抗議 を 巾 込めば、 

愛の 缺乏を 以て 却て 彼を責 む。 信者 は 不信者に 對 しすべ て 負 ふ 所があって、 不信者 は 信者に 對し 何の 

負 ふ 所がない。 人類の 歷史に 於て、 殘忍 酷薄の 極と は 世の 人 等が ィ H スの 弟子 を 极ふ途 であった。 事 

は羅 馬の 昔に 限らない、 日本の 今日に 於ても 然り である。 人の；^ 性 を 充分に 味 はんと 欲せば 自身 神の 

羔 の n 典の 從 者と 成らねば ならぬ。 之を稱 して 「キリストに 定まれる 患難」 と 云 ふ。 特： 殊の 患難で あ 

る。 人が 眞の 基督 者と 成る 時に、 世 は 彼に 對 して 狼と 成る ので ある。 我等 は 信仰 上の 此事贲 を 忘れて 

はならない 0 

I  はと  す なほ  じ *• 

それ故に 蛇の 如く 智く、 鵠の 如く 素直でなくて はならぬ。 「蛇の 道 はへ ビ」 と 云 ふが、 基督 者 も 亦 

蛇の 途を 知らねば ならぬ。 バウ n は 「我等 サタンに 勝れ ざらん 爲に 彼の 詭計 を 知らざる に 非す」 と 云 

ふたが、 我等に も亦此 智慧がなくて はならぬ。 基督 者と して 人 を 疑 ふ は 最も 辛ら い 事で あるが、 然し 

サタン は サタンであって、 彼 を 天使と 誤りて 彼 を 益せ す、 我 は 彼の 滅す 所と なる。 信者に 惡 意が あつ 
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て はならぬ、 それと 同時に 彼に サタンの 詭計 を 看破る の 智慧がなくて はならぬ。 愛しながら 威嚇され 

す、 欺かれざる 途を 取らねば ならぬ。 實に， 困難し ぃ途 である。 然し 乍ら 十字架の 途 であって、 榮 光に 

到る の途 である。 

r 賴の 如く 素直 なれ」。 奮き 邦 譯には 「馴良 かれ」 と ある。 原語 は 「無害 なれ」 との 意で ある。 文 

字に 依りて 其 意味 をお むる は 頗る 困難で ある。 然し 乍ら 前後の 關 係より 見て、 又ィ H ス御 自身の 御 生 

西より 見て、 「惡 に抗 する 勿れ」 と 解す るが 最も 適當 であると 思 ふ。 雄？ の 如く！ 1,!- 和 なれ。 二十 三 節に 


云 ふ 「この 邑 にて 人 汝等を 責めな ば 他の 邑に 逃れよ」 との 態度で ある。 ィ H ス御 自身が 逃れる 丈け 逃 

れて 終に 御自身 を 敵の 手に 渡し 給うた。 此 世の 人の 立場から 見て 最も 意氣 地な き 態度で ある。 然し 乍 

ら之は 實に大 者に あら ざれば 取る 能 はざる 態度で ある。 「柔和なる 者 は， 幅な り、 其 人 は 地 を 嗣ぐこ 

と を？ *- ベければ 也」 と ある。 r 汝等 (逃れ 遁れ て) ィ. スラ H ルの邑 々を 廻盡 さ^る 間に 人の子 は 来る 

べし」 と ある。 ii::^;t^i.&f4s?。 此 信仰の 勇氣 ありて 我等 は 優に サタンと 其從 者と に 勝つ ことが 

出来る。 信者. H 自分の 信仰 を 守る 爲に は鬪 ふが、 人 を 仆す爲 には戰 はない。 敎會の 基督教が 千 九 百年 

の 歷史を 有しながら 今猶ほ 世に 勝つ 能 はざる は、 其傳 道の 方法と して ィ スが玆 に 示し 給 ひし 途に佼 

ら たかった からで ある。 
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馬 太 傳十章 二 四— 三 三 節。 

懼る. 1 事は必 しも 悪い 事で はない。 恐怖 は 意志 健全の 證據 である。 狂人に 恐怖 はない。 恐怖 は惡に 

對 する 天然の t 〔吿 である。 死の 恐怖 ありて 死 を 避けん とし、 惡の 恐怖 ありて 惡を 避けん とする。 眞の 

勇者に 大 なる 恐怖が あった。 德川 {豕 康の戰 場に 於け る 戰慄は 有名で ある。 主ィ H スの ゲッセ マネの 園 

に 於け る 恐怖 は 我等の 克く 知る 所で ある。 「我心 甚く 憂へ て 死ぬ ばかり 也」 と。 又 曰 ひ 給うた 「我 父 
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よ 若し 叶 は 此杯を 我より 離ち 給へ」 と。 人 は 雷 ふィ H スは死 を 恐る ^怯 者な りと。 然ら す、 怯 者で 

にない、 眞の 人で ある。 此 恐怖 ありて 之に 打 勝って 眞の ss^ 者た る 事が 現 はれた ので ある。 コ ロム ゥェ 

ル、 ワシントン、 孰れ もさう であった。 死 を 遊戲の 如くに 思 ふ 者の 內に眞 の 房 者の 在り やう 害がない- 

fl^ る、 の 理由な きを 知 つて 恐れざる に 至って、 逸 者 の 勇者た る 事が 判明す るので あ る。 

眞の 信仰に 多くの 恐怖が 伴 ふ。 伴 ふが 當然 である。 單に 人の 面を懼 る、 の 恐怖ば かりで ない。 我れ 

聖 3 曰に 反く に 非す やとの 危惧より 起る 恐怖で ある。 世 は 正しくして 我れ 獨り 誤れる に 非す やとの 心. 配 

である。 神 は 我 を 怒り 給 ふに 非す やとの 懸念で ある。 之 は W れも 恐怖の 因 である。 そして ィ H スは斯 

かる 恐怖 を懷 かんとす る 場合に、 弟子 等 を 慰めん 爲に此 敎訓を 垂れ 給うた ので ある。 人 は 基督 者と 成 

りて 良心が 一 暦 鋭敏に なり、 其 結果と して 何事に も權れ P がくなる ので ある。 隨て 人の 聲を祌 の I 鹭 とし 

て 聞き違へ 易く ある。 或は 災害の 身に 臨む 時に 之 を 神の 刑罰と して 取り 違へ 易く ある。 そして 斯 かる 

危惧 懸念 を取拂 はんが 爲 めに、 ィ H スは 鼓に 三の r 懼る、 勿れ」 の 論し を發し 給うた ので ある。 

其 第一 は 人の 誹謗 を懼 る- - 勿れとの 諭しで ある。 基督 者 は 正義と 仁愛 を 追求す る 者で あれば、 人に 

稱揚 せらる べきが 當然 である やうに 思 はる. -が、 事 實は其 正反對 である。 世が 嫌 ふ 者に して 實は 基督 

者の 如き はない ので ある。 人生 實は 之に 優 さるの 不思議 はない ので ある。 然し 事實 である〕 人 は 神の 

子 をべ ルゼ ブル 卽ち惡 魔の 首と 呼んだ ので ある。 單に 狂人と か、 危險 人物と か、 平和の 攪亂 者と か稱 

したので はない。 惡人、 而 かも 惡魔、 惡 魔の 首と 呼んだ ので ある。 ィ H ス 御自身が 此 事に は 驚き 給う 

たので ある。 然し 乍ら、 それが 人 問 である。 光 を 呼んで 暗と 云 ふ、 それが S§ii 人の it 人た る M よりも 好 

き證據 である。 故に 人に 辭られ たりと て 基督 者 は 恐れて はならない。 此 事に 就て は 人の 聲は 決して 神 


の聲 ではない。 まこ r^J に 其 反對 が眞理 である。 人の 聲は惡 魔の 聲 である。 たと ひ 社 會の舆 論な りと 雖 

も、 國 民の 聲 なりと 雖も、 キリストと 其 弟子と を國賊 又は 逆臣 叉 は 不孝の 子と 呼ぶ 聲は惡 魔の 變 であ 

る。 故に 懼る、 勿れと ィ H スは 諭し 給うた ので ある。 斯く 誹られた 信者 は、 主が 誹られ 給 ひしゃう に 

誹られた に過ぎない。 故に 恐る X に 足りない。 反て 感謝すべき である。 

斯る 場合に 殊に 注意すべき は 「掩 はれて 露 はれざる 者な く、 隠れて 知られざる 者な し」 との 諺に 現 

はれた る眞理 である。 世 は 汚名 を附 して 光を掩 はんとす る も、 光 は 終に 光と して 露 はれざる を 得ない。 

此 *1 に 於て 大抵 然り である。 來 世に 於て は 確 然然り である。 「ャソ は國賊 なり、 親不孝な り」 との 誹 

謗 は 我國に 於て さへ 旣に 殆ど 消滅す るに 至った。 私の 如きす ら隨 分と 思 ひ 切った る 誹謗 を 受けた" 然 

るに 今や 未だ 格に 入らざる 前に 其 大部分 は旣に 消散す るに 至った。 世の キリストと 其眞の 弟子と に關 

する 批評 ほど 間違った る もの はない。 然るに 多くの場合に 於て、 基督 敎會其 物 が^の 眼 を 以て 信者 相 

互 を 視て大 なる 罪 を 犯す ので ある。 

第一 一は 迫害 を懼 る、 勿れとの 論し である。 身 を 殺して 魂 を 殺す こと 能 はざる 者 は懼る 用に足りない。 

懼 るべき 者 は 魂と 身と を 地獄に 減す 者で ある。 其 者 は 何で ある 乎、 判明らない。 或 人は祌 であると 曰 

ひ、 或 他の 人は惡 魔で あると 曰 ふ。 然れ ども 其の 何れで あるに もせよ 恐るべき 者は是 である。 卽ち身 

と共に 魂 を滅す 者で ある。 不義、 利 慾、 怯懦、 是れ 何れも 魂 を滅す 者で ある。 娥死は 恐る、 -に 足りな 

い、 恐るべき は 娥死を 恐れて 言 ふべき 事 を 言 はす、 爲 すべき 事を爲 さない 事で ある。 今 囘の對 米 問題 

の 如き も、 此 精神 を 以て 當ら なければ ならない。 博士 ァレキ サン ダ ー • ブル，" スは r 此は 安逸 を 欲す 

る惡 魔で ある」 との 解釋を 下して 居る が、 此際 殊に 注意 を 要する 解釋 であると 思 ふ。 
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第三 は 不時の 災難に遭 ふ を 恐る k 勿れとの 諭しで ある。 災難 は 何人に も 臨る。 然れ ども 災難 其 物 は 

天罰で はない。 惡 人に 臨めば 天罰で ある。 善人に 臨めば 恩惠 である。 殊に ィ H スを 信じて 神の 子と せ 

られし 信者に 取. 9 て、 無意味に 災害の 臨む 理由 はない。 「二 羽の 雀 はー錢 にて 售 るに 非す や、 然るに 

汝 等の 父の 許しな くして 其 一羽と 雖も 地に 隕る ことたし、 汝 等の 頭の 髮 また 皆な 數 へらる、 故に 權る 

る 勿れ、 汝等は 多くの 雀より 優れり」。 實に 深い 美 はしい 論し である。 


第 四十 三囘 愛の 衝突 

馬 太 傳十章 三 四— 三 九 節。 

キリストが 世に 降り 給 ひし 目的の 一 はたし かに 「地に 平和 を 出さん ため」 であった。 クリスマスの 

夕、 牧羊者 は 天使の 歌 ふ を 聞いた 「地に は、 平和、 人に は 恩寵 あれ」 と。 然るに 主 は玆に 「地に 平和 

を 出さん 爲に 我れ 來れ りと 意 ふ 勿れ、 平和 を 出さん とに 非す、 刃 を 出さん 爲に 来れり」 と 日 ひ 給うた 

矛盾で ある やうに 見える、 然し 矛盾で ない。 平和 は 最後の 目的であって、 刃 は 之に 達する の途 である 

そして 其 途上に 在る 時に、 信者 は 主の 降 世 は 刃 を 來す爲 ではなかった 乎と 思 ふので ある。 「十字架な 

き 所に 冠 なし」 との 言の 如き 此事を 云 ふので ある。 「婦、 子 を 産まん とする 時は劬 む、 然れ ど已に 

生めば 前の 劬を 忘る、 世に 人の 生れた る 喜びに 因りて 也」 と 主の 霄ひ給 ひし も 亦 此の 事を敎 へん 爲で 


ある (ヨハネ 傳 十六 章廿 一節 )0 平和 は高價 である。 刃 を 通 うらす して 眞の 平和 は 来らない。 

玆に 刃と ある は戰爭 の 意で はない と 思 ふ。 勿論 宗敎 戰爭 なる 者はなかった ではない が、 然し 信者が 

進んで 刃 を 取って 不信者と 戰 ふと 云 ふ 事の あり やう 苦がない。 路加 傅 十二 章 五十一 節に 依れば、 ィ H 

スは此 場合に は 「刃」 と は 言 ひ 給 はすして 「分 (サ」 と 言 ひ 袷うた と ある。 卽ち 「我 は 安全 を 地に 與へ 

ん とて 來 ると 意 ふや、 我れ 汝 等に 告げん、 然ら す、 反って 分爭 しむ」 と ある。 そしてへ ブライ 書 四 章 

十一 一節に 兩 刃の 劍の克 く 物 を斷っ ことが 記されて あるが 如くに、 馬 太 傳の此 場合に 於て 刃 は 分 爭と解 

する が正當 であると 思 ふ。 有名なる 和 蘭の 公法 學者 にして 聖書 舉 者なる グ ゥシ ウス (Grctius) が 

此辭 を解釋 して non l^ellum,  II dissidium  (戰爭 に 非す 分裂な り) と 云 ひし は 誠に 當を 得た る 者 

である。 ィ H スの 世に 來り給 ひし 結 茶と して、 人の 間に 一致が 破れて 分爭の 起る の は 信者 何人もが 實 

驗し 又目擊 する 所で ある。 之 は實に 止む を 得ない のであって、 此途を 通らす して 眞の 平和 は 地に 臨ま 

ない ので ある。 

第三 五節。 「夫れ 我が 来る は 人 を 其 父に 背かせ、 娘 を 其 母に 背かせ、 媳を其 姑 に 背かせん が爲な 

り」 と ある。 甚だ 穩か ならぬ 言で ある。 「背かせ」 の譯 字は强 過ぎる。 改譯の 「分たん」 の 方が 眞意 

に 近い。 子 を 其 父より、 娘 を 其 母より、 媳を其 姑より 分たん 爲 なりと 云 ふが 原語の 意味で あると 思 ふ" 

そして 注意すべき は、 子、 娘、 媳 等のより 若き 者が、 父、 母、 姑 等より 老いた る 者と 分かる &に 至る 

との 事で ある。 ィヱ スは 御自身の 說き給 ひし 福音 を 新しき 布 叉 は 新しき 葡萄酒に 譬へ給 ひしゃう に、 

之 は元來 若き 心に 受納れ られ 易き 者で ある。 古今東西 を 問 はす 基督 敎は 特に 靑年 5R 女の 宗敎 である。 

是れ 其の 常に 生 氣澄剌 たる 所以で ある。 儒敎が 老爺に 喜ばれ、 佛 敎が老 媼に迎 へらる X と は 全く 共 性 
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^を 異にする。 故に 子 は 其 父より 分れ、 娘 は 其 母より 分る k に 至る のであって、 定に. む を 得ない 次 

第で ある。 そして 基督 敎に 限らない、 すべての 進歩 思想が 然ぅ である。 改革 は 常に 靑 年より 始まる。 

縱し 齢に 於ての 靑 年なら すと 雖も、 心に 於ての 青年 を 以て 始まる。 實に歳 は 取りたくない 者で ある。 

そして 永遠に 生き 給 ふ 復活れ る キリスト と共に 在りて、 我等 は 常に 若く して- 世の 老人 等と 相對 する 

ことが 出来る。 

第三 七 節。 「我よりも、 父母 を 愛する 者 は 我に 協 はざる 者な り」 と。 斯く言 ひ 得し ィ H スは 唯の 人 
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ではない。 人に 父母 以上の 權威を 以て 臨む 者 は 祌の權 能 を 具へ たる 者でなくて はならない。 イエス は 

地上に 於け る 神の 代表者、 故に 彼のみ、 惟り 彼のみ、 父母に 對 する 以上の 服從を 人より 要求す る こと 

が出來 る。 之 はまこと に 重い 言で ある。 先づィ H スの 何人た る 乎 を 深く 究めす して は 解す る ことの 屮： 

來 ない 首で ある。 信仰の 故に 父母より 分れざる を 得ざる 子 も、 亦 其 故に 子を責 むる 父母 も、 先づ 深く 

此事を 究めなければ ならない。 然る 後に 問題 は 容易に 解決 せらる i ので ある。 

「父母 を 愛し、 子女 を 愛す」 と 云 ふ。 何れも 希臘 語の pllile「>  であって a お lpa。 でない。 前者 は 情 

の 愛であって、 後者 は 道理の 愛で ある。 ィ H スは兹 に、 父母 叉 は 子女に 對 する 情愛の 故に 我に 服 は ざ 

る 者 は、 我が 意に 協 はざる 者な りと 曰 ひ 給うた ので ある。 實に然 りで ある。 ァシシ の フランシスが 父 

に 分れ、 ル ー テルが 父の 命に 從は ざり し は、 全人 類の 爲に 最も 善き 事であった。 勿論 情 は 容易に 傷け 

べき もので ない。 然し 道理 はたし かに 情 以上で ある。 今 囘の對 米 運動の 如き 此明 C なる 敎に從 つて 從 

すべきで ある。 情に 於て は 多くの 忍び 難き 所が ある。 然し 明. E なる 正義の 道が 躁躪 せられし 其の 場 

<^"に、 我等 は 愛情に 惹 かされて 爲 きべき 事 を 避けて はならない。 クリスチャン は ii? の 人で あるより は 


道理の 人で ある。 バウ 口が 雷 ひしが 如くに 「我等 眞理に 逆 ひて 能力な し、 眞理に 順 ひて 能力 あり」 で 

ある コ リント 後書 十三 章 八 節 30 そして 「我 は眞理 なり」 と 言 ひ 給 ひし イエス は 我等より 絕對的 服從を 

要求し 袷 ふ。 八 マ 日の 場合に 主 は 我等の 內の 多くの 者に 曰 ひ 給 ふと 信す る、 「我よりも 米 國叉は 米國人 

を 愛する 者 は 我に 協 はざる 者な り」 と。 愛情 はより 低い 愛で ある。 信者 は ァガぺ ー 卽ち聖 愛に 從 つて 

歩まねば ならない。 

第三 八 節。 「其 十字架 を 任て 我に 從 はざる 者 は 我に 協 はざる 者な り」。 十字架 他な し、 情 を 棄て道 

に從ふ 事で ある。 ィ H スの 十字架 も 亦 他の 事ではなかった。 情愛 か、 聖愛 か、 一 一 者の 內 孰れ を擇 むべ 

き 乎、 人の 永遠の 運命 は 其選擇 如何に 依て 定まる ので ある。 此 世の 平和 は 情愛に 從 ふこと に 巾て 得ら 

れ、 神の 國の 平和 は聖 愛に 身を獻 ぐる i5_f に 由て 與 へらる。 十字架 は此に 在る。 之を撸 はすして 我等の 

父なる 祌 及び 主 ィ H ス キリス ト より 恩寵と-甲 和と を 賜 はる こと は 出来ない。 人生 は 辛ら く ある、 然れ 

ども 榮光は 十字架に 在りで ある。 十字架で ある、 劍 でない。 惡に耐 ふる 事であって、 之に 抗 する 事で 

ない。 惡は 自滅 的で あれば 我れ より 進んで 之を滅 すに 及ばない。 然れ ども 惡に從 うて はならぬ。 明か 

に 之 を 惡と稱 ばねば ならぬ。 さう して 惡の 犧牲 となりて 其 絕滅を 計らねば ならぬ。 是が キリス 卜の 十 

字 架で ある。 

義と 情と、 二者 孰れ を 選ぶべき 乎。 婦人と 小兒と 小人と は 情 を 選び、 偉人と クリスチャン は 義を榨 

ぶ、 不人情な るが 如くに 見 ゆる 義人、 それが 本當の 人で ある。 我等 何人も 斯 かる 人 たるべく 努めねば 

ならぬ。 

傳1: 十一 一； 罔 愛の 衝突  S 九九 
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第 四十 四囘 冷水 一杯 

馬 太 傳十章 四 〇— 四 二 節。 馬 可 傳九章 四 一節。 

信者に 患難 多し。 彼 は 世人に 不忠の 臣、 不^の 子、 逆臣、 國賊、 惡 魔の 挨 とさへ 呼ばれる。 彼 は 其 

•i^ の 者 を さへ 敵と して 持たねば ならぬ。 彼の 生涯 は 十字架で ある。 常に 聖 愛の 爲に 情愛 を 殺さねば な 

ら ない。 然し 乍ら 彼 は 全然 孤獨 でない。 德 孤なら す必す 隣 ありと 東洋 道 德が云 ふが 如くに、 nils 仰 孤な 

らす必 す 友 ありで ある。 信者 を 接る 者が ある。 福音の 使者 を迎 ふる 者が ある。 我等 は 單獨を 歎つべき 

でない。 

そして 感謝すべき は 神 御自身が 信者と 利害 榮辱を 共に し 給 ふ 事で ある。 「汝等 を 接る 者 は 我 を 接る 

3、 また 我 を 接る 者 は 我 を 遣 はし &者を 接るな り」 と 主 は 曰 ひ 給うた。 信者と キリストと 父なる 神と 

は同體 であると 云 ふ。 如何 計りの 榮譽、 如何 計りの 福祉 ぞ。 其 事 を 示された 丈け で 充分で ある。 そし 

て 勝利 は 旣に我 有で ある 事が 判明る。 信者 は キリストと 苦難 を 共に する が 故に、 亦 榮光を も 共に する 

の である。 

そして 主 は 信者 を 接る 者に 報い 給 ふ。 信者 は祌の 使者で あれば、 使者 を犒 ふの 報 賞 は 神 御自身 之 を 

ぬひ 給 ふ。 そして 人 は 種々 の资 格に 於て 神の 使者 を 接け る。 或は 預言者と して 或は 義人と して 或は 福 


昔の 傳 達者と して 彼 を 接け る。 そして 接く る资 格の 如何に 由て 報 賞 は 異なる と 云 ふので ある。 傳道者 

が 世人に 如何に 接 けらる、 乎、 其 事はィ H スが豫 め 吿げ給 ひし 所で ある。 

人 は 多くの場合に 於て 福音の 使者 を 預言者と して 接け る。 ィ H ス 御自身が 彼の 國 人に 預言者と して 

接 けられた。 ィ H ス其 弟子に 問 ふて 「人々 は 人の子 を 誰と 一一 一一 n ふや」 と 曰 ひければ、 彼等 は 答へ て 曰う 

た、 「或 人 はバプ テス マの ヨハネ、 或 人 は エリヤ、 或 人はェ レミ ャ叉 預言者の 一 人な り」 と (馬 太傳十 

六 章 十三、 十四 節 )o 祌の聖 皆を傳 へ、 公義に 由て 世 を 審判く 者、 聖 憤に 燃 ゆる 人、 罪 惡を假 借せ ざる 

者、 ィ H スと 彼の 使者と は斯 かる 者で あると 思 ひ、 其资 格に 於て 彼等 を 接く る 者が ある。 そして 彼等 

は 誤らない ので ある。 福音の 傳 達者 は 其 一面に 於て はたし かに 預言者で ある。 彼 は 罪 を 憎み、 惡を嫌 

ふ。 イエスの 爲し給 ひし 事に 「爾の 窒の爲 の 熱心 我 を 蝕 はん」 との 言に 適 ひし 者が あった (ヨハネ 傳ニ 

章 十 七 節 )o そして 預言者と し て 傳道者 を 接く る 者 は 預言者 の 報 賞を受 くと 云 ふ。 卽ち預 首 者より 學 

び 得る 事 を 彼より 學ぶを 得べ しと 云 ふ。 ィ H スを パブ テス マの ヨハネと 同じ 者と 見る 者 は、 ヨハネの 

弟子が 其師 より 與 りしと 同じ 感化と 敎訓 とに ィ H ス より 與る ことが 出来る。 然し 乍ら ィ H スは預 首 者 

であると 同時に 亦 それ 以上であった。 彼 は 罪の 贖 主であった。 永生の 供給者であった。 彼 を單に 預言 

者と 視て 僅かに 其 一 面 を 見る に過ぎない。 然れ ども 一 面たり とも 見る は遙に 見ざる に 勝 さる。 イエス 

と 其 使者と を 預言者と して 接け て、 之に 相應 する 恩 惠が伴 ふ。 

ん はまた 多くの場合に 於て 幅 昔の 使者 を 義人と して 迎 へる。 卽ち 道德の 先生と して 尊敬す る。 是れ 

また 誤りた る 見方で ない。 傳道師 (信者 全體 も亦然 り〕 は 其 一 面に 於て たしかに 道德 家で ある そし 

て 道德家 として 彼 を 接く る 者 は 潔き 高き 道德に 就て 大に 彼より 敎 へらる。 然し 乍ら 傳道 師は單 に道德 
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家で ない。 彼 は 郭の赦 しの 福音の 傳 達者で ある。 神と 人との 和平の 美き 音の 告知 者で ある。 福音の 使 

者より 道 德を舉 んで滿 足す る 者 は、 未だ 彼の 與へ 得る 最大 最善の 物 を 受けざる 者で ある。 然れ ども 道 

德と 雖も受 くる は 受けざる に 勝 さる 萬々 である。 基督 敎道德 は 最高 最 美の 道德 である。 之 を 學んで 多 

くの 人が 基督教の すべて を 知り 悉 したりと 思 ふ は 怪しむ に 足りない。 義人なる の 故 を 以て 信者と 傳道 

,師 と を 接く る 者 は、 之に 相應 する 報 賞を受 くべ しで ある。 

然し 乍ら 預言者と しての みならす 叉 義人 卽ち 道德 家と しての みならす、 福 昔の 使者と して ィ H スの 

弟子 を迎 へ、 之に 冷水  一 if: なりと も與 ふる 者 は、 必す 之に 相應 する 報 賞を祌 より 受く べしとの 事で あ 

△  △ 厶厶厶  <1<1<1厶<1<1 厶厶厶 厶厶厶 <"<3<-厶<"厶<"<1< ：厶ム <J<I<1 厶 "厶 厶厶厶 < ^厶、 厶 

る。 冷水 一 杯と は 小 慈善と 云 ふ 事で はない。 世に 嫌 はる、 者に 好意 を^す る 事であって . ^に tJE て賓 

は大 なる 善行 を 指して 云 ふので ある。 世に ベ ルゼ ブル、 國賊、 逆臣と 稱 せらる k 者に、 ィ ヱ ス の 弟子 

なる の 故 を 以て、 此 弱き 小さき 者の 一人に、 冷水 一杯 を 惠む者 は 必す其 報 賞 を 失 はじと ィ H スはカ を 

籠め て 述べ 給うた ので ある。 そして 斯 かる 人 は實 際に 甚だ 稀で ある。 世と 共に 讚め、 共に 裁る が 人情 

である。 然るに 輿論に 反し、 大 瞻にィ H スの 弟子に 對し 同情 を 表する 者 は、 神の 子 御自身に 仕へ まつ 

るので あって、 斯 かる 者 は 其行爲 に相應 する 報 {a^ に與 るべ しと 云 ふので ある。 そして 共 報 賞と は 何 か 

と 問 ふに、 r  H スを 知る の 知識 是れ である。 そして 彼 を 知る は窮 りなき 生命で ある。 援助な きィ ェ ス 

の 弟子 を援 けて、 其 報 賞と して 永生の 恩賜に 與 ると 云 ふ。 冷水 一 杯の 報 賞と して は 過大なる が 如しと 

雖も、 神の 子を勞 はり まつりし 報 賞と 思へば、 決して 過大で はない ので ある o 

まことに 福 昔の 使者 は預霄 者で あるが、 而 かも 預言者 以上で ある。 義人 卽ち道 ilB ぶで あるが、 而か 

も 道德家 以上で ある。 彼 は 神に 遣され し 平和の 使者で ある。 パゥ が 曰 ひしが 如くに 「神 キリストに 


在りて 世 を 己と 和が しめ、 其 罪 を 之に 負 はせ す、 且つ 和らがし むる 一一 百」 を 委ねられ たる 者で ある。 ir>: 

かる 者と して 彼 を 接け し 者が、 神より 最大の 恩 惠に與 るべ しとの 事で ある。 


第 四十 五囘 イエス： パブ テス マの ョハ ネに疑 はれ 給 ふ 

馬太傳 十一 章 二— 六 節。 路加 傳七章 十八— 廿三 節。 

空の 鳥 ^y、 野の 百合 花の^く ガリラヤ湖 畔の樂 しき 福音 官ー 傳は 長く 繼か なかった。 完全き 人ィ ェ 

スの 生涯に 於ても 蔭の 映る 時が 來た。 そして 其 蔭 は 段々 と 濃くな つて、 終に は ゲスセ マネの 園の 暗き 

夜と なった ので ある。 然し 今 はま だ 夜が 来たので はなかった。 然し 乍ら 蔭 は 蔭であって 夜の 來る豫 兆 

であった。 そして^ 煌々 たる ィ H スの 御身に 取りて は隆は 如何に 辛ら くあった であらう。 况んゃ 其 疑 

の 蔭が 彼 を 最も 善く 解したり と 思 はれし バ プ テス マの ョハ ネに 由て 投げられ しに 於て を や。 ィ H スは 

先づ 彼の 親友に 疑 はれた ので ある。 そして 終に 其 弟子の 裏切る 所と なりて 十字架の 死 を 遂げ 給うた の 

である。 悲慘と 云へば 悲慘 である。 然し 乍ら 復活の 朝に 遭 はんが 爲に は是が 必要で あつたので ある。 

「诸ョ ハ ネ獄 にて キリス トの 行し 業 を 聞き、 その 弟子 一 一人 を 彼に 遣して 言 はせ ける は、 來 るべき 者 

は汝 なる 乎、 又 我等 他に 待つべき 乎」 と。 ョ ハネが 分封の 君へ a デに 由て 獄に投 ぜられ し 事に 就て は、 

馬 可 傳六章 十四 節 以下に 審か であれば 玆には 語らない。 彼 は 義を唱 へし 結果と して、 死海の 東岸 マケ 
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1 ラス 城內の 暗ら き 牢獄に 投 ぜられ たので ある。 彼 は 彼 所に 梨 がれて 種々 の 思案に 耽った であらう。 

そして 其內 最も 犬なる もの は、 彼が キリスト として 彼の 國 人に 紹介せ しィ H ス に關 する 事であった.' 

彼 は 田 3 うた。 ィ H スは ra^ して キリス ト である 乎。 若し さうならば 何故 キリス ト たるの 實 を擧げ ない の 

^»  r.  まつり-ご i ほろぼ 

である 乎。 何故 彼 は 大能を 現 はして 異邦人の 政 を滅 して 國を イスラ H ル 人に 返さない ので ある 乎。 

罪 は 依然として 世に 践屋 する ではない 乎。 へ 0  ..テ • アンチ パスの 如き 劣等の 人が 王と して 國を 支. 配す 

るで はない 乎。 ィ H スが 世に 現 はれて 以來 差した る大 改革 は 國に行 はれない ではない 乎。 「手に は箕 

を 持ちて 其 禾 場を淨 め、 麥は斂 めて 其 倉に 納れ、 糠は媳 えざる 火に て燒 くべ し」 と は ヨハネが キリス 

卜に 就て 述べし 言で はない 乎 (馬 太傳 n 一章 十二 節：)。 然るに ィ H ス の爲 せる 所 を 見る に此 言に 適 ひし 所な 

く、 義人 は 崇められす、 惡人は 罰せられす、 世 は 依然として 罪. の 世と して 存る ではない 乎。 殊に ョ 、ノ 

ネ 自身に 就て 思 ふに、 彼れ 義の爲 に獄に 入れられ しも、 ィ H スは 彼の 爲に 一臂の 力 を 貸す ことなく、 

彼を惡 人が 极 ふが 儘に 任 かして 顧みす。 是れ 果して キリストの 行爲 として 見る ことが 出来る 乎。 自分 

が 神の 羔 として 世に 紹介せ し 者 を 疑 ふ は 恐るべき 罪で ある。 然れ ども 疑 は 疑と して 感ぜら る、 を 如何 

せんと。 ヨハネ は斯く 思うて、 罪と は 知りつ &も、 意 を 決して 二人の 弟子 を 遣 はして ィ H スの 解答 を 

求めた ので ある。 彼の 心中た る ゃ實に 推察すべき である。 

此 疑問に 對 して ィ H スは 答へ て 曰 ひ 給うた、 「瞽者 は 見、 跛 者 は 歩み、 癩病 人 は 潔 まり、 襲 者 は 聞 

き、 死た る 者 は 鯉され、 貧者 は 福音 を 聞 せらる」 と。 言は簡 短で ある。 之が 我が キリスト たるの 證據 

である。 此事を 聞き 又 見て 我 を 疑 はざる 者 は 福 ひなり とィ H スはョ ハネに 言 ひ 遣 はし 給うた。 其 意味 

は 「我 は 奇跡 を 行うた、 我が 奇積を 見て 我が キリストなる を 信すべし」 と 云 ふ 事で はない.。 此 場合に 


於て 奇跡 は 問題で ない、 奇蹟 を 施されし 人の 種類が 問題で ある。 瞽者、 跛 者、 癩病 人、 聾者、 之を總 

稱 すれば 貧者、 彼等が 癒され、 福音 を 聞かせら る、 是 はたし かに キリストが 顯 はれし 證據 ではない 乎。 

王と か 政治家と か、 大臣と か、 縣 知事と か、 擧者 とか、 博士と か、 富者と か、 高位 高官の 人と か、 そ 

んな 人達が 顧みられ すして、 貧者が 惠 まれし と 云 ふ 事、 其 事が キリストの 出現の 誤りな き證據 ではな 

い 乎と、 イエス はョハ ネに首 ひ 遺 はし 給うた ので ある。 

r 婦の 生みた る 者の 中に 未だ バ プ テス マの ョハ ネ より 犬なる 者 は 起ら ざり き」 と イエス は 後に 曰 ひ 

給うた。 然れ ども 此 最大の 偉人 ョ ハネ と雖も 人た るの 範圍 を脫し 得なかった。 彼の 理想 も 亦 人間的で 

あった。 彼 も 亦 今日の 多くの 所謂 基督 信者の 如くに キリス ト より 此 世の 驚天動地 的の 大 改革 を 要望し 

た。 然し 乍ら 眞の キリスト はそんな 者で はない。 彼が 目 を 注ぎ 給 ふ 所 は 世の 見る 所と 全く 異なる。 貧 

者、 卽ち 病人、 不具者、 此 世と 此 世の 敎會 とが 無き に 等しき 者と 思 ふ 者、 救 を 彼等に 施す のが キリス 

トの キリスト たる 所以で ある。 ヨハネ は 未だ 此率 を覺ら なかった。 今日の 信者 も此 事を覺 るに 甚だ 難 

く ある。 「傷める 葦 を 折る ことなく、 煙れる 麻 を熄す ことなし」 と 云 ふの が キリス 卜で ある (十二 章サ 

節)。 鳴 呼 我等 も亦ョ ハネ と共に キリスト を大 改革者、 大政 治 家、 大 活動家と 解して 彼 を 誤解し、 彼 

に 就て 躓く ので ある。 

一一 目 ふまで もな く キリストの 感化 力 は 普遍的で ある。 彼 は 世の 光であって、 人と して 彼の 和煦を 蒙ら. 

ざる はない。 然れ ども 彼の 感化 は 最下 曆 より 始まる。 故に 我等 彼の 恩 惠に與 らんと 欲すれば 自身 貧者 

とならなければ ならたい。 卽ち謙 下りて 瞽者たり 啞者 たる を自覺 しなければ ならない。 

第 K 十五 囘 イエス， パプ テス マの ヨハネに. 疑 はれへ，^ 二  六 0 五 


ガリ ラャ の？ g  六 CH, 


第 四十 六囘 ィヱス 、ョハ ネを辯 護し 給 ふ 

馬太傳 十一 章 七 —十五 節。 路加 傳七 章廿 四— 廿八 節。 

イエスが ョ ハネの 使者 を け 給 ひし も、 叉 其 質問に 答へ 給 ひし も、 彼が 群衆と 共に 在って 彼等 を敎 

へ 給 ひつ. - ありし 問 であった。 そして 「彼等の 歸れる 後」 正確に 言へば、 使者が 歸途に 就く やい なや" 

未だ 彼等の 姿が 消えざる に、 彼 は ョ ハ ネの辯 護 を 始めた まうた。 ィ ヱ ス の 言の 簡短 にして 深刻な り 

し は、 彼が ヨハネ を 輕視ん だからで はない。 其反對 が事實 であった。 ヨハネ は イエス を 疑うた が、 ィ 

^  ，ぉ.^&5?>!&:§.&トケ|^。¥に彼を責めながら、 裏に は 彼 を 辯 護し 給うた。 眞の女 人 はすべ 

て如此 し。 人が 其 友 を 辯 護せ し 言に して、 ィ H スの ョハ ネの辯 護に 擾 さるもの はない。 

第 七 節。 「汝 等^ を 見ん とて 野に 出で 往 きしゃ、 風に 動 さる \葦 なる か」。 ヨハネの 勢力が 一時 は 

たれ  うれ  あ. W の 

非常に 偉大な りしが 故に、 彼の 說敎を 聞く 事が 一 種の 流行と なり、 誰も 彼 も 彼 を 見ん とて 喊 野に 往ぃ 

た。 然し 彼等の 多く は ョ ハ ネの 誰なる を 知らなかった。 ヨハネ はョ ル ダン 河の 畔に 風に 動かさる \ 葦 

の 如き 者ではなかった。 彼 は 世論に 動かされて 起った 說敎師 ではなかった" 約翰傳 U 早 第 六 節に 「兹 

に 神の 遣 はし 給へ るョ ハネと 云へ る^ あり」 と あるが 如くに、 彼 は 誠に 神の 人であった。 人の 要求に 

由て 動かす、 ； &の聖 ほに 由て 行 ふ 人であった。 彼 を 「風に 動かさる i 葦」 卽ち 此^の 人び W 家の 如くに 


見し は大 なる 誤解で ある。 

第 八 節。 風に 動かさる i 葦に 非す、 然 らば 權 者に 阿る 懦夫 でありし 乎。 然ら すと ィ H スは 答へ 給う 

た。 「軟き (美く しきで はない〕 衣 を 着た る 者 は 王の 宮に 在り」 と 彼 は 曰 ひ 給うた。 原語の ま、 に譯 

すれば r 軟を纏 ふ 者は權 者の 家に 在り」 となる。 そして パプ テス マの ョ ハネ はたし かに 軟弱、 他に， ゆ 5 

るの 人ではなかった。 彼は此 世の 權 力の 庇 保の 下に 動く 說敎師 ではなかった。 彼 は 義の爲 に は 王 を 面 

責 して 憚から ざる 剛直、 磐の 如き 人であった。 

風に 動く 葦に 非す、 權に 阿る 弱者に 非す。 然 らば 何 乎。 預曾 者なる 乎。 然り 預言者 以上で ある。 彼 

は婦の 生みた る 者の 中、 卽ちァ ブラ ハ ム の裔の 中に て、 最も 大 なる 者であった。 最後に 現 はれ L 預言 

者であって、 舊 約に 終り を 告げて 新約 を 紹介せ し 者で ある。 キリストの 前に 現 はるべく 言 はれし エリ 

ャ である。 彼に 由て 天國は イスラエルに 紹介され、 彼に 敎 へられて 多くの 人々 は勵 みて 天國に 入らん 

とし、 又 入る こと を 得た ので ある。 實に 偉大 人物、 神の 使者で ある。 然るに イス ラ H ルは彼 を 如何に 

极 ひし 乎。 其 王 は 己が 不義 を 覆 はんが 爲に彼 を ig. に 投じた。 其 民の 多 數は奇 らし 半分に 彼の 敎を 聞き、 

暫 らく は 彼を譽 立て、 直に 彼 を 忘れ、 彼を棄 てた。 「耳 ありて 聽 ゆる 者は聽 くべ し」 である。 彼等 は 

神が イスラ H ルに與 へ 給 ひし 此偉 大人物、 此大 光明 を 如何に 极 ひし 乎。 深く 己に 省みて 恥ぢ、 改 むべ 

きで あると。 イエス は如此 くに バ プ テス マの ョハ ネを辯 じて、 彼の 國人を 詰責し 給うた。 まことに ィ 

エス を 知りし 者 は ヨハネ、 ヨハネ を 知りし 者 は イエスで ある。 ヨハネに して 若し 自己に 關 はる イエス 

の此辯 護の 一一 目 を 聞きし ならば、 彼 は 感謝の 淚に 咽び て、 曾て 一 囘 たりと もィ H スの キリス ト たる 率 を 

疑 ひし 輕率淺 慮 を堪へ 難き 程に 恥ぢ たで あらう。 
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寛大なる ィ H スょ。 彼 は如此 くにして、 我等 各自 を 神と 人との 前に 辯 護し 給 ふ。 彼 は 我等の 惡 しき 

に 由て 我等 を 鞫き給 はす、 善き に 由て 我等 を 執 成し 給 ふ。 彼 は 今日の 宣敎師 ゃ敎會 信者の 如くに、 我 

等の 缺點 を捉 へて 我等の 價^ を 定め 給 はたい。 面前に 在りて は强く 我等に 當り給 ふと 雖も、 蔭に なり 

て は强く 我等 を 辯 護し 給 ふ。 彼 は 友人の 模範で ある。 彼の 如くに して、 世の 所謂 友人 を 多く 有つ 能 は 

すと 雖も、 本當の 友人 は如此 くにして 有つ ことが 35 來る。 我等 はィ H スが 我等 各自 を 极ひ給 ふが 如く 

に、 相互 を极 はなければ ならない。 

イスラ ヱル 人と しての ヨハネに 缺點の 指摘すべき 所はなかった。 「彼 は 預言者 以上の 預言者、 エリ 

ャの W 生と も稱 すべき 者であった。 然れ ども 天國の 最も 小なる 者 は 彼よりも 大 なり」 とィ H スは曰 ひ 

給うた。 最も 小なる 者 は 最も 大 なる 者よりも 大 なりと 云 ふ。 之はョ ハネを d くな さんが 爲に發 せられ 

し 言で はない、 神の 子の 救. ひに 與 りし 者の 光榮 如何に 大 なる 乎、 其 事を吿 げんが 爲に、 ョ ハネ賞 讚の 

辭の 內にィ H スが 加へ 給 ひし 言で ある。 そして 之 は 事實を 誤らない ので ある。 まことに 天國の 最小な 

る 者はョ ハネ よりも 大な るので ある。 そはョ ハネは 51 の 生みた る 者で あるに 對 して、 天國の 子供 は靈 

に， m て 生れし 者で あるから である (約 翰傳三 章參考 )。 質が 全然 異 ふので ある。 「人、 キリストに 在 

る 時 は 新たに 造られた る 者な り」 と バウ 口 が 言 ひし 通りで ある 哥林多 後書 五 章 十七 節 )o 恰 かも 最も 卑 

しき 人と 雖も、 最も 高價 なる 馬 又は 犬よりも 貴く あるが 如しで ある。 ョ ハネ 自身 も 多分、 殉敎の 死 を 

ぐる 前に i 光 榮に與 つたので あらう。 然し 之 は 彼と 雖も自 から 勵 みて 達し 得る 境涯で はない。 神の 

恩惠に 由り 入る ことの 出来る 福祉で ある。 「汝等 恩惠に 由り て 救 を 得、 是れ 信仰に 由り てな り、 己に 

由る に 非す、 神の 賜な り」 と バウ B が 曰 ひし 通りで ある (エベ ソ書ニ 章 八 節 )o 縱ひョ ハ ネと雖 も、 恩惠 


に 出る 信 CT: に 由ら すして は 夭國の 民と なること は 出来ない ので ある。 クリスチャン は 最大の 人よりも 

大 なりと 曰 ひて、 イエ スは 深い 犬なる a 與理を 述べ 給うた ので ある。 
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キリストの 十字架に 基督 敎は 在る。 十字架の 道 是れ， ぉ督敎 である。 基 脊敎に 他に 何 

が 在っても、 若し キリストの 十字架がないならば 墓督敎 はない ので ある。 基督 敎は道 

德の 道に 非す して 贖罪の 道で ある、 そして 贖罪 は 十字架の 上に 行 はれた ので ある。 キ 

リ スト は 人に 人道 叉 は 天道 を敎 へん 爲に 世に 臨り 給 ひしに 非す、 人類の 罪 を 負 ひて 之 

を 除かん 爲に來 り 給うた ので ある。 キリストの 十字架に 此 深い 普遍的の 意味が ある。 

此の 意味に 於て 十字架 を 解して 聖書と 人生と を 解し 得る ので ある。 私 は 斯く曰 ひて 誇 

張 を 言 ふので はない、 眞 面目の 眞理を 語る ので ある。 私の 全生涯の 硏究 と實驗 との 結 

果を 語る ので ある。 故に 如何なるべ ンも此 至大 至高の 問題に 就いて 書盡す こと は出來 

ない。 哲學的 詩人 ゲ ー テが言 ひしが 如くに、 唯 悲哀の 殿堂に 於ての み 之 を 了解す る 事 

が出來 る。 私の 了解 は 極めて 淺 いもので ある。 一 たび 維 誌に 揭げ しもの を 一 書に 纏め 


个 % の 道 

て、 求道の 友の 道し る ベ たらん 事 を 期す るので ある。 

昭和 三年 ( 一 九 二八 年) 十 一 月 二十日 
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第一 囘 イエスの 都人り 

馬 太傳廿 一章 一— 十一 節。 

ィ H スの傳 道 的 御 生涯 は 之 を 三部に 分つ ことが 出来る。 其 第一 は ガリ ラャ傳 道、 第二 は 異邦 傳道、 

第三 は H ルサレ ム傳 道で ある。 第三 は 傅 道と 稱す るよりも 寧ろ.^ 敎と云 ふべき である。 ィ H ス は 民 を 

敎 ふる 爲に エルサレムに 登り 給 ひしに 非す して、 死ぬ る 爲に往 き 給うた ので ある。 馬太傳 二十 章 十七 

節 以下に 曰く 

イエス、 エルサレム に 上る 時、 途上に て 人 を 離れ、 十一 一 弟子 を 伴 ひて 彼等に 曰 ひける は、 我等 ェ 

ルサ ルムに 上り、 人の子 は 祭司の 長と 舉者 等に 賣 されん、 彼等 彼 を 死罪に (- えめん、 また 凌辱、 鞭 

ち、 十字架に 釘け ん爲に 異邦人に 附 すべし 

と。 死はィ H ス の覺 悟し 給へ る 所であった。 然れ ども 「預言者 は M ルサ レム の 外に 殺さる る ことな 

し」 と 彼が 言 ひ 給 ひしが 如く、 彼 は エルサレム に 於て 死すべく 心 を 定め 給うた (路加 傳 十三 章 三 =1 節)。 

故に 彼 は ガリ ラャ 並に 異邦の 傳道を 終へ た 後に、 殊更に 自ら 求めて M ルサ レム に 上り 給うた ので ある 

ルカ はィ H スの此 決心 を 記して 曰うた r ィ H ス 天に 擧 げらる、 時滿 ちんと したれば、 御顏を 堅く M ル 

サ レ ムに 向けて 進まん とし 給へ り」 と 广同九 章 五 一節 改 譯〕。 常人の 心 を 以てして 解し 難き はィ H ス の此 
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都 上りで ある。 彼は自 から 死 を 求め 給うた ので ある。 聖都 M ルサ レムに 於て 死す るの 必要 を 感じ 給う 

たので ある。 3： の爲に 然る 乎。 肉の 人 は 今に 至る も 其 理由 を 知らない。 然れ ども 靈の人 は 克く之 を 知 

る。 ィ H ス御 自身が 明かに 其 理由 を 示して 曰 ひ 給うた、 

つか  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  C  0  0  0  0  A な ひ 

人の子の 來るは 人 を 役 ふ爲に 非す、 反って 人に 役 はれ、 义 多くの 人に 代りて 生命 を予 へ、 其 噴 

0  0  0  0  0  0  0 

とならん 爲 なり 

と (馬 太傳 二十 章 二八 節 )o 人類の 歷史に 於て、 イエ スの都 上り 程 意味深長なる 者 はない。 其 記事の ドラ 

マ 的なる は 之が 爲 である。 人生の 悲劇 喜劇 を總 合した る 者が H ルサ レムに 於け るィ H ス最 後の 一週間 

である。 

太 傳に循 へば ィ H ス の 都入り は 左の 如くであった (二十 一章 一— 十一 節)。 

彼等 エルサレムに 近づき、 橄^ 山の べテ バゲに 至りし 時、 イエス 二人の 弟子 を 遣さん として 彼等 

に 曰 ひける は、 汝等向 ふの 村に 注け、 直に 紫ぎ たる 驢馬の 其 仔と 共に 在る に 遇 はん。 之 を 解きて 

我に 牽き 來れ。 若し 汝 等に 何 か 言 ふ 者 あらば 「主の 用な り」 と 言へ、 然 らば 之 を 遣すべし。 此く 

なせる は 預言者の 言に 應 はせん 爲 なり、 卽ち 

シォ ン の 女に 告げよ 

汝の王 汝に來 り 給 ふ 

彼 は 柔和に して 驢馬に 乘り給 ふ 

荷 を 負 ふ 驢馬の 仔に 乗り 給 ふ。 

弟子 往 きて ィ H スの 命ぜし 如くな し、 驢馬と 其 仔 を 牽き來 り、 その上に 己が 衣 を 置きければ、 ィ 


H ス 之に 乗り 給へ り。 群衆の 多 數は其 衣 を途に 布け り、 又 或 者 は 樹の枝 を 研り て 之 を途に 布け り。 

而 して 前に 行ける 群衆と 後に 從ふ 群衆と は 叫んで 言 へ り 

ホ ザナ、 ダビデの 子に、 

福 ひなり 主の 名に 託り て來る 者. は、 

ホ ザナ、 いと 高き 處に。 

斯くて 彼れ H ルサ レムに 入り 給 ひける 時、 全都 擧 りて 騷 立ち、 曰 ひける は r 此人は 誰なる 乎」 と。 

群衆 答へ ける は 「彼 は 預言者 ィ H スな り、 ガリ ラャの ナザレの 人な り」 と。 

以上 をィ H スの 凱旋 的 入城 式と 見る 事が 出来ない ではない。 群衆が 衣 を 布き 青葉 を 撒い てホザ ナ 

Gs? 歳) を歡 呼して 彼を迎 へたので ある。 彼の 得意 思 ふべ しで ある。 山地 將軍ゃ 乃木將 軍が 陷 落せる 

旅 順 城に 乘 込んだ 時も此 くあった ので は あるまい か。 ィ H スは 今や ダビデの 裔 として、 王 都 H ルサレ 

ム 受取の 爲に 入城 式 を 行 ひ 給うた と 云 ふ 事が 出来る。 

然し 乍ら 是れ此 世の 君 等の 入城 式でなかった 事 は 明かで ある。 ィ H ス 御自身が 是れ 死を迎 ふる 爲の 

都 上りで ある 事 を 知り 給うた。 且又 彼 は 群衆の 歡迎 を欣ぶ やうな 方で はない。 ^人の 所謂 公的 承認 は 

彼が 最も 嫌 ひ 給 ふ 所であった。 故に 此 場合に 於け る 群衆の 歡 迎はィ H スが 期待し 給 ひし 所でなかった 

に 相違ない。 彼に 若し 入城 式 執行の 意志が ありし ならば、 其れ は 彼の 少數の 弟子 等と 共に、 肅々 と 行 

はるべき 者であった らう。 然るに 意外に も 群衆の 加 はる 所と なりて 彼 は 掛からす 聖意を 痛め 給うた で 

あらう。 實に 聖者の 目より 見て 群衆の 萬 歳の 如く 厭ら しき 者 はない ので ある。 

ィ H ス の來城 式であった。 正統の 王 は 其 都 を 受取るべく 進み 給うた。 然れ ども 一 劍を 腰に 佩ぶ るな 
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く、 一兵の 彼の 身 を 守るな く、 平和の 君 は 故意に 馬に 乘ら すして 驢馬に 乘り 給うた。 「彼 は 柔和に し 

て驢. おに 乘り給 ふ」 と 預言者が 曰うた 通りで ある。 實に美 はしき 崇 むべき 王で ある。 彼に 比べて 此， 

の 王 等 は 額 色な しで ある。 

イエ スの人 城 式で ある。 凡ての 基督 信者 は 彼に 倣 ふべき である。 勝って 甲の 緖を 締める では 足りな 

0  0  0  0  0  0 ゥ 0  0  0  0  0 ゥ  てき  へり-、" 

い。 勝たん が爲に 負ける ので ある。 威 權を繕 ひて 敵を嚇 さない ので ある。 反って 謙遜り て 弱き を 示し 

て 恐れない ので ある。 ィ H スは H ルサ レム 入 都の 際、 柔和に して 驢馬に 乘り 給うた。 其處に 神の 子の 

姿が 現 はれた。 

福音書に 於け る 受難週 間  ， 

ィ H スの御 生涯の 內に、 最後の 一週間 は 其の 最も 大切なる 部分であった。 其 事 は 福音書 記者が 其大 

部分 を 其の 記事に 供して 居る ので 判る。 馬 太 傳はー 一十 八 章であって 其 內八章 は 所謂 受難週 間の 記事で 

ある。 簡潔なる 馬 可傳は 十六 章の 內六章 卽ち三 割 七 分 を 之に 與 へて 居る。 路加 傳は 二十 四 章であって、 

共 內六章 は 受難週の 記事で ある。 約 翰傳の 如き は 二十 一章の 內九章 卽ち四 割 三分 を 之に 割 宛て ゐる。 

依て 知る 福音書 記者 等の 眼に 映 じたる ィ H スの 受難 は 如何に 重大で ありし 乎 を。 ィ H スは 誠に 死ぬ る 

爲に 世に 來り 給うた ので ある。 「人の子の 來るは …… 多くの 人に 代りて 生命 を予 へ、 其 贖と ならん 爲 

なり」 と 彼れ 御自身が 曰 ひ 給 ひし 通りで ある。 


第二 囘 ィヱス の 殿 潔め 

馬 太傳廿 一章 十二  I 十七 節。 馬可傳 十一 章 十五— 十八 節。 

路加 傳 十九 章 四 五— 四 六 節。 約 翰 傳ニ章 十三— 廿ニ 節。 

g: 福音書に 依れば ィ H スは 二度 殿 潔め を 行 ひ 給うた。 傳 道の 初めと 其 終りと に 於て 之 を 行 ひ 給うた， 

前者 を 記す 者が 約翰傳 である。 後者 は 三 福音書に 依て 記さる。 一 一度で あるか 一 度で あるか 能く は 執 明 

ら ない。 然し 二度と 見て 差 支ない と 思 ふ。 馬 太傳に 依れば イエ スは都 上りの 當 日に 之 を 行 ひ 給うた と 

あり、 馬 可 傅に 依れば 翌日 行 ひ 給うた と ある。 卽ち當 日 は 調査に 止め、 翌日 決行し 給へ りとの 事で あ 

る。 故に 一 時の 怒りに 依て 爲 した 事に 非す、 深慮の 結果 爲し 給へ りとの 事で ある。 神殿の 俗用 を 深く 

憤り 給うた からで ある。 四つの 記事の 內で 最も 活氣 ある は 約 翰 傅の それで ある。 「繩を もて 鞭 を 作り 

云々」 と ある。 實に 「雨の 家の 爲の 熱心 我 を 蝕 はん」 との 慨 があった。 

何人も 玆に 看遁す ことの 出来ない 事はィ H スは 決して 「優しい ィ H ス樣」 でなかった 賓 である。 兹 

こひつじ 

に 所謂 「羔の 怒」 が 遺憾な く發 揮せられ た (默示 錄六章 十六 節)。 ィ H スは羔 であった。 然れども此„||^-に 

怒が あった。 彼 は 救 主で あると 同時に 審判 人で ある。 彼の 眼 は 明白なる 不義 を容 すに は餘 りに 聖くぁ 

つた。 凡て 誠實 なる 人 は 怒る。 怒らざる 人 は 不實の 人で ある。 力 ー ライルの 英雄 崇拜 論に モ ハメット 
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の 「額の 靑筋」 の 一條が ある。 モ ハメットの 誠實は 之れ に 現 はれた と 云 ふ。 況んゃ 神の 子に 於て を や。 

眞の愛 は 怒る。 路加 傳に從 へば 殿 潔め は 「噫 エルサレムよ *  M ルサ レムよ」 の 歎 聲を發 し 給 ひし 後に 

行 はれたり と ある。 r 旣に 近づける 時、 城 中 を 見て 之が 爲に哭 き 曰 ひける は」 と ある (十九 章 四 一節) G 

此 愛が ありて 此怒 があった ので ある。 

殿 潔め は 單に殿 潔め でなかった、 神殿の 奪還 又は 其の 占領であった。 ィ H スは玆 に 神の 正子と して 

父の 家 を 要求し 給うた ので ある。 「我が家 は 祈禱の 家と 稱 へらるべし」 と 云 ひ (馬 太)、 我が 父の 家 を 

貿易の 家と する 勿れ」 と 云 ふ (約 翰 )o 我が 父の 家で ある、 故に 我が家で あると 云 ふが 彼の 主張で あ 

つた。 ィ H スは玆 に 彼が 神の 子た るの 權利を 主張し 給うた ので ある。 而 して 此權利 を 主張し 得る 者 は 

天上 天下、 彼 を 除いて 他に 一 人 もない。 故に 彼が 爲 した 如くに 殿 潔め を爲し 得る 者 は 他に 一 人 もない 

害で ある。 ならざる 我等 は r 羔の 怒」 其傣を 繰返して はならない。 

イエ スの 要求 は納 れられ なかった。 祭司と 學 者と は 神殿 を 私用して ィ H スは 彼等の 除く 所と なった。 

然し 乍ら 彼 は 彼の 神聖に して 正當 なる 要求 を 撤囘し 給 はない。 彼 は 再び 殿に 現 はれ 給 ふ、 而 して 之 を 

御自身の 手に 牧め給 ふ。 彼の 再臨が 其 時で ある。 

舊約馬 拉基書 三 章に 曰く、 

汝 等が 求む る 所の 主 は 

忽然 その 殿に 来らん。 

汝 等が 喜ぶ 所の 契約の 主 は、 

視ょ彼 は 来り 給 はんと、 


萬 軍の M ホバ 言 ひ 給 ふ。 

彼れ 来る日に 誰か 堪へ 得ん や。 

彼れ 顯 はる、 日に 誰か 立ち 得ん や。 

彼 は 金 を 吹き わくる 火の 如し、 

又 布 晒の 使 ふ 灰汁の 如し。  . 

彼 は 銀 を 吹 分け 之 を 潔む る 者の 如く 坐 せん。 

彼 は レビの 子等 を 潔 めん、 

金銀の 如くに 彼等 を淨 めん。 

斯 くして 彼等 は M ホ バに獻 ぐるに 至らん、 

義を もて 獻物 を獻 ぐるに 至らん。 

其 時 ュダと エルサレムとの 献物 は  . 

ェ ホバ の 悅び給 ふ 所と ならん。 

古き 日に 於け るが 如く、 

先き の 年に 在りし が 如く、 

エホバ の 悅び給 ふ 所と ならん。 

ィ ェ ス は如此 くして 再び 現 はれて 徹底的に 殿 を 潔め 給 ふ。 而 して 彼の 初めの 殿 潔め は此 終りの 潔 

めを豫 表して 爲 された 者で ある。 預言 は 成就され すして は 止まない。 神の 殿 は必す 神の 子に 依て 潔め 

らる k に 定まって 居る。 
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殿 潔め は 今日の 言葉 を 以て 言へば 敎會 改革で ある。 敎會は 神の 殿であって、 此は 地上に 在って は 神 

の 子に 屬 する 者で ある。 而 かも 其 內に 在りて 彼の 聖 名のみ が稱 へられて、 彼の 聖旨 は 行 はれない。 敎 

會は 大體に 於て 令 猶ほ盜 賊の巢 であり、 叉 貿易の 家で ある。 之 を 潔む るの 困難 は 昔の H ルサ レムの 殿 

を 潔む るの 困難と 同じで ある。 そして 幾囘 か敎會 改革の 聲は擧 つたが、 其 徹底的 實行は 今 猶ほ行 はれ 

ない。 ハツ ス、 サ ボナ a  1 ラ、 ウィクリフ 等が 之 を 試みて 敎 會の燒 殺す 所と なった r.) 敎會 改革 は 今の 

時代に 於ても ィ H スの殿 潔 丈け 其れ丈け 無效 である。 然し 敎會 改革が 徹底的に 完全に 行 はる X 時が あ 

る" 其れ は 契約の 使者 卽ち キリストが 忽然 その 殿に 来り 給 ふ 其 時で ある。 敎會 改革 は キリストの 再臨 

を 待って 行 はる &の である。 我等 は 其 時まで 俟 てば 可い ので ある。. 但し ィ H スに傚 ひ、 生命 を 賭して 

福音 の 眞理 の 證明を 爲す事 を 怠 つて はならない。 

第三 囘 はれし 無花果 樹 

馬可傳 十一 章 十二— 十四 節。 同 十九 I 廿六 節。 

馬 太傳廿 一 章 十八— 廿ニ 節。 

此 奇跡 はィ H スが爲 し 給 ひし 他の 奇跡に 比べ て大に 異なる 點が ある。 第一に ィ H ス の 奇跡 は 大體に 

於て 生かす 奇跡で あるに 對 して 此は 殺す 奇跡で ある。 第二に 春 まだ 早くして 無花果 樹の實 るべき 時に 


非ざる に果を 要求して 之 を與へ ざれば とて ー迅 ひしと 云 ふ は、 是れ 無理の 要求であって、 神の 子の 行爲 

として は 受取り 難き 節が ある。 此の 一 一の 點 より 考 へ て此 奇跡 は 解す るに 最も 難い 者で ある。 

然し 乍ら 難解の 主なる 理由 は 之 を單に 奇跡と して 見る からで ある。 此は 奇跡で あるより は 寧ろ 比喩 

である。 簡 短なる 奇跡 を 以て 示された る 比喩で ある。 葉 ある も なき 樹は 棄ら るとの 事實を 以てして、 

表白す るも實 行なき 信仰 は 斥けら るとの 敎 訓を傳 へんとの 比喩で ある。 所謂 s-tcd  parable である。 

演ぜられ たる 比喩で ある。 舊約 聖書に は此 種の 比喩が 許 多 載せられて ある。 ァガ ボスと 云 ふ 豫言者 あ 

りて ユダヤより カイ ザリ ャに來 り、 バウ a の帶を 取り 己の 手足 を 縛りて、 如此 M ルサ レム に 在る ュダ 

ャ人は 此帶の 持主 卽ち バウ n を 縛りて 異邦人の 手に 渡さん と 曰 ひたりと ある は、 此 種の 比喩で ある。 

(使徒 行傳廿 一章 十一 節 )o 最も 力 强きー 百方で ある。 言葉 を 以てする よりも 遙に强 い 一一 m 方で ある。 イエス 

は 兹に豫 言 者と して、 此演ぜられたる比喩を以て ^^ ルサ レム の 近き 將來に 就て 豫 一一： in し 給うた ので ある。 

當時ィ H ス の 目前に 横た はりし エルサレム は 實に葉 ありて ra^ なき.， 無 花 果樹であった。 卽ち 信仰の 外 

形 は 盛で あつたが 全然 其 內容を 缺く狀 態であった。 神殿 は 高く 天に 聳え、 儀式 は嚴 格に 日々 行 はる。 

然れ ども 祌を敬 ふの 敬虔な く 人 を 愛する の 愛がなかった。 白く 塗りた る 墓の 如くに、 外 は 美 はしく 見 

ゆれ ども 內は骸 と 様々 の 汚穢に 充 ちて 居た (馬 太傳サ 一一 一章 サ七 節〕。 學 者と パリ サイの 人 等と は 口に は 

盛に 信仰 を唱 へ、 傳 道と 稱 して 敎勢擴 張に は 熱心で あつたが、 信仰の 根本た る 愛と 謙遜と 慈悲と に は 

全然 缺 けて ゐた。 神 は 凡ての 燔 祭と 禮 物よりも 愈り て 己れ の 如く 隣 を 愛する こと を 好み 給 ふと は 知り 

つ k も、 H ルサ レムの 宗敎家 等 は祌を 祭る に忙 はしく して 隣人 相互 を 愛する こと を 忘れた。 卽ち 彼等 

は 葉 は繁れ ども 果を 留めざる 無 花 果樹であった。 斯 かる 者 は 長く 地 を 塞ぐべき でなかった。 研って 棄 
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られ 火に て燒 かるべき であった。 葉は繁 りて 偽 はりの 希 を 人に 與へ、 近づいて 之に 到れば 一 物の 身 

を 養 ふなし。 一一 一一 n 葉と .iw 式と 敎義と 制度と は 完備し 且つ 美 はしく ある も寶 行を缺 ける 宗敎 は如此 し。 此 

は 研り て 直に 燒 かるべき 者、 而 して H ルサ レム は 葉は繁 りて 果を 留めざる 無花果 樹 である。 故に 神 は 

之 を 詛ひ給 ふと 言 はんと 欲して、 ィ H スは 玆に此 小に して 而 かも 意味 深遠なる 奇跡 を 行 ひ 給うた ので 

ある。 

斯く 見れば 樹 一 本 枯らし たれば とて 決して 惡ぃ 事で ない。 人生の 大眞 理を敎 へん 爲に 無花果 樹 一 本 

を 失 ひたりと て 少しも 惜 むべき でない。 勿論 樹の罪 を 罰せん 爲 ではない、 樹を 以て 信仰の 大眞 理を敎 

へん 爲 である。 此 奇跡の 故 を 以て ィ H スを資 むる 者の 如き、 信仰の 初 步だも 知らざる 者で あると 謂 は 

ざる を 得ない。 

ぺテ a を 以て 代表され たる 弟子 等 は此時 未だ 此 奇跡の 意味 を 解せ すして、 イエ スの 不思議なる 能力 

に 驚いた。 一 一一 目 を 以て 樹を 枯らす ことの 出 來るィ H ス の大 なる 能力に 驚いた。 主は此 弟子 等の 見解の 

淺 きを 責め 給はなかった。 唯 彼等の 疑問に 應 じて 祈 禱の效 力に 就て 敎へ 給うた。 信じて 祈れば 必す聽 

かる。 聽 かれんと 欲せば、 旣に聽 かれたり と 信じて 祈らざる ベから すとの 事であった。 眞の祈 禱は預 

言で ある。 神の 聖旨に 由り 必す 成る 事 を 神に 向って 訴 ふる 事で ある、 故に 聽 かる &の である。 聽 かれ 

ざる を 得ない ので ある。 

而 して 眞 の祈禱 に 愛が 必要で ある。 愛に 缺 けて 祈！ t は聽 かれない。 故に ィ H スは敎 へて 曰 ひ 給うた。 

叉汝等 立ち ズ祈禱 するとき、 若し 人 を 恨む こと あらば 之を赦 すべし。 そ は 天に 在す 汝 等の 父に 汝 

等 も 亦 その 短を赦 されん 爲 なり。 


是れ が效カ ある 祈禱の 必要 條件 である。 此の 條 件に 缺 けて 祈禱は 神に 受けられな いので ある。 先づ心 

より 他の 我に 對 して 犯せる 罪 を赦す 事で ある。 而 して 其 心 を 以て 祌の臺 前に 立ちて 祈る 時に 祈 求は必 

す 受納れ ら ると 云 ふので ある。 而 して 事 實は其 通りで ある。 ィヱ スの祈 禱に大 能の 伴 ひし は 是が爲 で 

O0O000O0OO00OOOOOOOOC00O000OO0O00 

ある。 而 して 注意すべき は ユダヤ人 を詛 ひし ィ H スの此 奇跡 も 亦 彼等 を 愛する の 愛より 出し 事で ある。 

イエ スは 祭司 並に パリ サイの 人 等 を 怒り 又 責め 給 ひし も 彼等 を惡み 給はなかった。 「父よ 彼等 を赦し 

給へ、 彼等 は 何を爲 せし 乎 を 知ら ざれば なり」 と は 彼が 十字架の 上より 發し給 ひし 言葉であった。 我 

等 は 主が 敎敵 を詛ひ 給へ りと 讀んで 我等の 敵を詛 うて はならない。 公義の 爲に惡 人は惡 人と して 扱 は 

ざる を 得すと 雖も、 彼等に 對し 「恨み」 卽ち惡 意 を 懐いて はなら たい。 爲 すに 難い 事で ある、 然れど 

も爲 さねば ならぬ 事で ある。 

第四囘 イエス の敎權 問題 

馬 太傳廿 一 章廿三 I 廿七 節。 馬 可傳十 一 章廿七 I 卅三 節。 

路加 傳廿章 ： I 八 節。 

イエ スは H ルサ レムに 上りて 大に敎 權を揮 ひ 給うた。 第一 に 殿 を 潔め て 之 を 「我が 父の 家」 叉 は 「我 

が 家」 と稱し 給うた" 叉 殿に 入りて 祭司、 學者、 長老 輩より 何の 許可 を も 受けす して 公然 公衆 を敎へ 
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給うた。 玆に 於て か、 敎 職の 側より 彼に 對 して 「何の 權成を 以て 此 I5t^ を爲す や」 との 質問が 起らざる 

を 得なかった。 玆に云 ふ 「權 威」 と は 人より 來る權 能で ある。 昔 も 今と 異なる ことなく 敎職は 凡て 敎 

會が 授けた 者であって、 敎 .1! の 許可な き 者は傳 道の 權能 なき 者と 思 はれた。 然るに ィ H スに此 敎會の 

許可がなかった。 彼 は 僻陬 ナザレの 大工の 子で あ. つて、 規則 立ち. < ^る 宗敎 々育 を 受けす、 循 つて 正當 

の敎會 より 傳道 免許 を 受けざる 者であった。 然るに 斯 かる 者が 田舍に 在りて 傳 道に 從 事す るに. まら 

す、 信仰の 本山に 来りて、 其 腐敗 を 詰り、 神殿に 坐して 民を敎 ゆるに 至って は、 敎職 たる 者 は 起って 

之 を 責めざる を 得ない。 彼等が ィ H スの敎 權の出 所 を 問 ひし は 誠に 當然の 事で ある。 

「何の 權威を 以て 此事 を爲す や、 誰が 此權威 を 汝に予 へし や」 との 敎 職の 問に 對しィ H スは 「我 は 

神の 子た るの 權威を 以て 此事 を爲 す、 天に 在ます 我 父 は、 我に 此權威 を予へ 給へ り」 と 答 ふれば 車 は 

至って 簡 短であって、 問題 は 直に 解決され る やうに 見える。 然れ ども ィ H スは斯 かる 道 を 取り 給 はな 

かった。 彼 は 質問に 答 ふるに 質問 を 以てし 給うた。 此は 勿論 確答 を 避けん が爲 でなかった。 其 反 封に 

最も 徹底せ る 答を爲 さんがた めであった。 第一 にィ H スは 神の 子で あつたが 故に 謙遜の 人であった" 

故に 自分で 自分 を 辯 明す る を 好み 給はなかった。 自分 は 他人 を 讚め も すれば 辯 護 もす る。 然し 乍ら 自 

分の 資格 又は 權能を 述る事 は 出来ない。 第二に、 此 場合に 於て 斯 かる 陳述 を 爲すも 全く 無益で ある" 

祭司と 長老 等と は 旣にィ H スを 排斥 せんと 心 を 定めて 居た のであって、 如何なる 辯 明 も 彼等 を 動かす 

事 は出來 なかった。 此事 を克く 知り 給 ひし ィ H スは 御自身の 何たる を 打明けて 彼等 を說服 せんと 爲し 

給はなかった。 法 は 人に 循て說 くと 云 ふ。 イエ スは單 に 善人でなかった。 彼 は 智者であった。 彼 は 敵 

に 答 ふる に其途 を 以てし 給うた。 


「ョ ハネの パプ テス マ は 如何。 此は 天よりか 人よりか」 と 彼 は 彼等に 問 ひ 給うた。 此は 彼等に 取り 

大 なる ヂ レム マ 的 質 11 であった。 「天より」 と 答 ふれば 「何故に 從 はざる」 と 云 ひて 卞： 凤 めら れ、 「人 

より」 と 答 ふれば 奥 論の 反對 する 所と なる。 神 を も 恐れ 人 を も 恐る、 是 等の 宗敎家 は、 イエ スの此 質 

問に 對し 明答 を予 ふる 事が 出來 なかった。 故に 「我等 知らす」 と 答へ た。 ィ H スは 彼等に 對し、 「我 も 

亦 何の 權威を 以て 之を爲 すか 知らす」 と は 答へ 給はなかった。 r 汝 等に 語らす」 と 答へ 給うた C  .is ち 

汝 等が ョ ハ ネの權 能の 由來を 究めざる §1 は、 我が 事 を 語る も 解す 能 はざる が 故に 語らす との 意で ある。 

自分の 立場 を 辯 護す るに、 能く 知れ渡り たる 他人の 場合 を 以てする。 イエ スが兹 に 取り 給 ひし は此 

論法で ある。 此は反 對者を i§ 地に 逐 込めて 彼等 を 言 籠ん 爲 ではない。 彼等に 我が 立場 を 明かに 示さん 

爲 である。 敎權の 事に 就て はィヱ スの 立場 はョ ハネの 立場と 同じであった。 ョ ハネ にも 亦 人より 出で、 

义 人に 由て 来りし 敎權 はなかった、 然れ ども 彼の 行爲が 彼の 神に 遣され し 預言者た る 事を證 明して 誤 

ら なかった。 彼が 殉敎の 死 を 遂げて 以來、 ユダヤ 全 圃は舉 りて 彼が の 預言者た る 事 を 認めた。 而か 

も 彼れ ョ ハネは H ルサ レム 本山より 預 一一 百の 免許 を 受けた 者でなかった。 彼 は 香 通の 人であった。 宗敎 

{| ならざる 信仰 家であった。 そして 若し ョ ハネ にして 彼の 敎權を 域 ひ 得たならば、 何故に ィ H スも亦 

己が 敎權を 採 ひ 得ない か。 殊に 此 神の 人はィ H スを祌 の 子、 我よりも. V なる 者と して * に 紹介した で 

はない か。 故に 若し ョ ハネを 信す るなら ばィ H スをも 信すべき である。 敎職 等が ョ ハネを 尊崇す ると 

稱 して イエ スを 排斥 せんとす る は 明. 0： なる 矛盾で ないかと、 彼 は 玆に曰 ひ 給 ふので ある。 

イエ スは玆 に 叉敎職 等が 人 を 恐る &の弱 點を爆 露し 給うた" 彼等 は 自己の 確信に 由て 步 ますして、 

の舆 論に 從 つて 行った。 斯 くして 彼等 は 自己の 敎 權を滾 して 居る。 「我等 民 を 長る。 そはル "なョ ハ 
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ネを ig 首 者と す れば 也」 と 彼等 は 心の中に 言うた。 斯 かる 者 は 他の 敎權 を云爲 する 權 能な きぶで ある。 

イエ スは せて 彼等に 對 して 曰 ひ 給うた、 r 汝等は 互に 人の 榮を 受けて 神より 屮 H る榮を 求めざる 者なる 

に、 何で 能く 信す る こと を 得ん や」 と (ヨハネ 傳五章 四 四 節」。 說敎傅 道を此 世の 榮 職と 思 ひ、 敎<& は 之 

を 教師に 授け、 敎師は 之 を敎會 より 受く、 如斯き 者が 何で 信仰の 事 を 知らん や。 敎權は 人が 直に 祌ょ 

り 授かる 者で ある。 ヨハネ は如此 くにして 授かり、 イエス も 亦 同じで ある。 「人よりに 非す 又 人に 由 

らす」 と 云 ひて パゥ a も如此 くにして 神より 直に 使徒 職 を 授かった。 そして 大 なる 信仰.： ぶ は 凡て 敎會 

に. e ら すして 直に 神に 遣され たる 者で ある。 古い 事 は 措いて 問 はすして、 比較的に 新ら しい 時代に 於 

て、 厕の 信仰 を 人類に 吹 入れた 者 は 大抵 は 敎會に 由ら す、. 又は 敎會に 排斥され た 者で ある。 新 敎は舊 

敎を 離れて 起り、 メソヂ スト 敎會は 英國聖 公會 より 分離して 成った。 其 他 机 合 敎會、 バ プチ スト 敎會 

等、 其 起原 を 尊 ぬれば 何れも 今日で 云 ふ 無敎會 であった ので ある。 而して新たなる！：^仰の現はるぇ& 

に舊ぃ 敎會は 之に 對 して 問 ふて 曰 ふので ある r 汝は 何の 權威を 以て 此事 を爲す や、 誰が 此の 權成 を汝 

に與 へし や」 と。 然れ ども 如此 くに 他 を 詰問す る 敎會は 自己に 問 ふべき である 「我が 敎會は 如何にし 

て 起り しか」 と。 凡ての 敎會 は舊ぃ 敎權を 離れて 起った 者で ある。 基督 敎其 物が 如此 くにして 起った 

者で ある。 殊に プ 口 テスタ ン ト 主義の 諸敎 會は然 りで ある。 

敎灌は 神が 人に 賜 ふ 者であって、 人が 授け 得る 者で ない。 然 らば 人 は 如何にして 敎權を 認識し 得る 

かと 云 ふに、 其 行動に 由て 5- ある。 神の 業 を爲す 者が 神が 遣し 給へ る 人で ある。 神 は 其 遣し 給へ る 人 

に 能力 を 賜 ひ、 彼 をして 其聖 3s を 行 はしめ て 彼の 敎權 を證 明し 給 ふ。 


第五 囘 惡 しき 農夫の 譬 

馬 太傳廿 一 章 三 三— 四 六 節。 馬可傳 十二 章  一 I  一  二 節。 

路加 傳 二十 章 九 I 一九 節。 賽亞書 第五 章。 

祭司の 長 及び 民の 長老 等の 「汝は 何の 權威を 以て 此事 を爲す や、 誰が 此權威 を 汝に予 へし や」 との 

問 に^し、 ィ H スは 直接の 答 を予へ 給はなかった。 唯 問 を 以て 問に 應 じて 彼等の 反 翁 を 促しへ；^ ぅヒ。 

彼 は 他の 方法 を 以て 彼の 何者た る 乎、 如何なる 權 能の 所お 者なる 乎 を：： 小し 給うた。 彼 は 問 妾 

に 譬話を 以て 彼等の 問に 答へ 給うた。 此は此 場合に 於て 最，^ 每/ き 方法であった。 彼等 は；！： だが 故に 直に 

芋 を 彼に 觸れる こと は 出来なかった。 同時に叉彼の答の意義を看l^^ことは出來なかった。 大敵 を 仏 =- 

に控 へて ィ H スが 取り 給 ひし 途は 凡て 適切であった。 死に 臨んで 餘 裕^々 たる 彼の 態度に 人 の 到」 fer 

及ばざる 所が ある。 

ぶ . た -i の 

敎會は 葡萄園、 神 は 其 持主、 敎職は 之 を 借 受けし 農夫で ある。 而 して 時 を鴕れ ども 農夫よ 持屮： に& 

料を拂 はざる が 故に、 彼 は厦々 僕 を 遣して 之 を 要求した。 然るに 農夫 等 は 此正當 なる 要求 を^み、 僕 

の 一人 を 鞭ち、 一人 を 殺し、 一人 を 石に て擊 ち、 叉 後に 遣され し 多くの 僕 等に 封し 同一 の, 匕お 度に 出 ヒ。 

最後の 手段と して 持主 は 彼の 銅 子た る 一 子 を 造した。 然るに 農夫 等 は 之 を 機會に 嗣子 を 除いて 全 財 .趙 
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を 己が 手に 牧 めんと し、 終に 彼 を 園より 逐 出して 殺した。 そして： が イスラエルの 藤史を 語る 者で な 

いか。 僕 は 預言者、 子はィ H ス である。 而 して M ルサ レム 敎會の 敎職等 は 今や 惡 しき 農夫に 傚 ひ、 祌 

の 最後の 使者た る 北 ハー 子 を 殺さん として 居る。 r 汝 等の 何たる か、 我の 何たる か、 叉汝 等が 今 我に 何 

を爲 さんと して ゐ るか、 此譬に 由て 明なる べし」 と >  イエ スは玆 に 祭司の 長 及び 民の 長老 等に 吿げ給 

うたので ある。 如何なる 答 も 之に 勝 さりて 深刻なる 能 はす。 

第一 に學 ぶべき は 持主の 寛大なる 事で ある。 彼 は 「葡萄 を 作り 籬を瑗 し、 其 中に 酒 搾 を 掘り、 塔 を 

建て 豊夫 に货 して 他の 國へ往 けり」 と 云 ふ。 彼 は 用意周到に 成れる 完備せ る 田園 を 農夫の 一 園に 货渡 

し、 彼等 を 信賴し 彼等の 行爲に 干涉せ ざらん が爲に 故意に 土地 を 離れて 他 國に往 いた。 以爲 へらく、 

彼等 は 彼 の 意氣に 感じ 克く 田園 を 耕し、 喜ん で 納貢 の 義務 に應す るで あら うと。 然 る に 其 結 ra^ は 正 反 

對 であった。 農夫 等 は 持主の 寛大 を 彼の 軟弱と 解し、 彼 を 愚弄し、 彼に 對し勝 乎 放題 を爲 した。 而し 

て 終に 彼の 嗣子 を 殺して 田園 全部 を 横領 せんとした。 然れ ども 彼等 は 全然 彼 を 誤解した のであった。 

彼 は 愛の 故に 寬大 であった のであって、 軟弱の 故に 寛大であった ので はない。 彼の 寛大 は義を 以て 制 

限 せらる。 寛大なる 條 件に 加 ふるに 寛大なる 手段 を 以てする も、 猶ほ 正當の 要求に 應ぜ ざれば、 餘す 

は義の % 判 である。 「此 等の 惡人を 甚く 討 減.^、 期に 及びて その 菜を納 むる 他の 農夫に 葡萄園 を 貸し 

予ふ」 まで 1^ ある。 

第二に 學 ぶべき は 夫 等の づ うづう しさ 加減で ある。 彼等 は 持主の 愛に 狎れ其 寛大 を 利用し、 安心 

して 不義 を繼績 した。 彼等 は 思うた、 持主 は 國に往 いて 歸ら す、 多分 永久に 歸ら ぬで あらう。 而 して 

葡萄 園 は as^ 與 なる も實は ii 與 に異ら す。 故に 持 中： の 名に e て 納貢を 要求す るが 如き、 是れ潜 越と 稱す 


ベ きで ある。 率 我等 其 使者な りと 稱 する 者 を 殺して 其 產業を 我等の 有と すべ しと。 彼等 は 互に 斯く言 

ひて 北ハ 如く 行った。 彼等 は 共 心に 自己の 罪 を 感じないで はなかった。 然れ ども 一 に は 愁に驅 られ、 二 

に は 持主 を 侮る の餘 り、 淺簿 なる 理由 を附 して、 自己が 欲する 儘を爲 した。 彼等 は 持主の 「愛」 を唱 

へた。 此は 如何なる 場合に 於ても 決して 怒らざる 絶對 無^の 愛で あると 思うた。 彼等 は 自己が 欲する 

が 如くに 主人 を 解し、 勝手 放題に 彼 を 扱 ひて 少しも 自己の 心 を 咎めなかった。 

イスラ H ルは 其屮： 人なる エホバ と 彼の 使者に 對 して 如 此 くに 行った。 而 して 終に 共 一 子 を 十字架に 

釘け て 萬 事 己が 欲 ふやう に 成る と 思うた。 然れ ども 神 も 亦 其 聖旨 を 遂げ 給うた。 聖書に 錄せ るが 如く 

に 「工匠の 棄 たる 石 は 家の 隅の 首 石と 成」 つた (詩篇 百 十八 篇 ニニ 節 )o イエス は 殺されて 實は 殺されな 

かった。 新ら しき イスラ H ル 棄られ て、 新ら しき イスラ エルの 家長と 成った。 そして 彼を棄 てし 者 は 

棄 られ、 「甚く  滅 され」、 「壞 れ」、 叉碎 かれた。 「是 れル n な 主の 爲し 給へ る にして、 我等の 目 

に奇 とする 所な り」 である。  . 

イスラ H ルの 歷史は 人類の 歷史 である。 H ルサ レムの 敎職等 は イスラ H ルを 代表して 神と 其 使者と 

に 此く行 ひしが 如くに イスラ H ルは 人類 を 代表して 神と 其 一 子と に對 して 此く 行うた ので ある。 他人 

の 事 は 措いて 問す として、 日本人が 神と キリストに 對 して 爲 せる も 亦 此譬の 通りで ある。 祌を慢 り、 

キリスト を 蔑視む 事に 於て 日本人 は イスラ H ルに 異ならない。 日本人 も 亦 祌を慢 り、 キリスト を 嘲り 

て 今 n に 至った。 其 事に 於て イスラ H ルと 同じ 報 を 受けざる を 得ない ので ある。 
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第六囘 王の 婚 筵の 譬 

馬 太 傳廿ニ 章 一 —一 四 節。 路加 傳， 十四 章 一 五 I 廿 四節參 照。 

祭司の 長 及び の 長老の 詰問に 對し、 イエ スは 三の 譬を 以て §1 接に 之に 答へ 給うた。 第一 に 二人の 

子の 譬、 第二 は惡 しき 農夫の 譬、 第三 は 王の 婚 筵の 譬 である。 第一 は パプ テス マの ョ ハネに 就て、 第 

二 は聖子 御自身に 就て、 第三 は 使徒 等に 就ての 譬 であった。 而 して 又 第一 第二が 天國を 正義の 道と 見 

ての M 「ュ じある に 比して (i- 一. 章 三 一 一節 「夫れ ョ ハ ネは義 しき 道 を 以て 來 りし 云々」 を參 照せ よ)、 第 

一二 は 天 國 又は 福 昔 を 饗宴と 見ての 譬 である。 福 昔に * 判の 一 面 は あるが、 其 他の 一 面 は 確かに 幾 宴で 

ある。 キリストの 福音 は 神が 賜 ふ 犬なる 御馳走で ある。 正義の 要求に 應ぜ ざるが i 非で あると 同時に、 

好意の 提供 を 斥く る も 亦 罪で ある。 そして ユダヤ人 は祌の 正當の 要求に 應ぜ ざり しのみ ならす、 其 慈 

愛の 招待 を 斥けた ので ある。 彼等が 終に 神に 棄ら れ、 國を奪 はれ、 巿を燒 かる k に 至る は當然 である 

と、 イエ スは是 等 三つの 譬を 以て 敎へ 給うた ので ある。 

MA の 家に 取り て も 婚姻 は.： M の 慶事 である。 故に 自ら 喜び 人 に 喜び を 共に して 货 ひたき は 自然 の 情 

である。 故に 何れの 圃に 於ても 婚姻 は 祝賀の 絕頂 として 認めら る、 が、 殊に ユダヤ 並に 近 束 諸 國全體 

に 於て 然り である。 人 は 其 產を盡 して 婚姻に 伴 ふ變宴 を 盛に する。 況して 酋長 又は 王に 於て を や。 彼 


は 皮が 招きし 人 等の 全部が 彼の 招きに 應 じて 来って 彼が 供 ふる 變 筵に 與 からん こと を 欲す。 此 場合に 

於て 招待 を辭 する は無禮 である。 重き 现由 なきに 婚 筵の 招待 を辭 する 事 程、 人の 感情 を 傷く る もの は 

ない。 イエ スは玆 に 一一 一一 11 葉 を 以て 人 11 の此 情を畫 いて、 神と ユダヤ人との 關係を 明かに し 給うた ので. あ 

る 0  i 

神 は 其 僕なる 使徒 等 を 以て ユダヤ人 を 其 子の 福音に 招き 給うた。 然るに 彼等 は懑 ない 现 由の 故に 之 

を辭 した。 辭 して 或 者 は， 田に 跳に 柱いた、 或る 他の 者 は 商 賣に往 いた。 是れ 旣に大 なる 侮辱で ある。 然 

るに 或 者 は 更に 進んで 王の 使者 等 を 執らへ、 辱 かしめ 叉 殺した。 ユダヤ人 等 は 夭 國の福 昔 を 至って 輕 

いおらない 者と して 取扱った。 斯くて 彼等 は 神の 怒. れ ざる を 得なかった。 「王 之 を 間き て 怒り、 

眾勢を 遣 はして 使者 を 殺せる 者 を 亡し、 又 其 邑を燒 けり」 と ある 通りの 運命に 遗 うた。 尺の 不幸、 王 

の 失^、 此上 なしであった。  、 

然し 婚 筵の 準備 は旣に 成った、 何人 か 之に 招かれざる-ベから す。 然れ ども 招か 水. L 者カ辭 したれば. 

招かれざる 者が 招かれざる ベから す。 デ、 タヤ 人が 辭 したれば 異邦人が 彼等に 代って 招かれた ので ある 一 

卽ち羅 馬 書 九 章 一 一十 五節に 於て パ ゥ が 述べ し 

神、 ホセ ャの i に 「我 は 我 民なら ざり し 者 を 我 民と 稱べ、 愛せ ざり し 者 を 愛する 者と 稱 へん」、 

又 汝等我 民なら すと 言 はれたり し 其處の 彼等 も 活ける 神の 子と 稱 へ ら るべ し」 と官 へ るが 如し。 

と の 一一 m が事實 となりて 現 はれた ので ある。 
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第七囘 カイ ザルの 物と 神の 物 

馬可傳 十二 章 十三— 十七 節。 馬 太 傳廿ニ 章 4" 五— 廿ニ 節。 

路加 傳廿 章卄— 廿六 節。 

パリ サイ 派 は國權 主義の 獨立黨 であった。 羅馬 政府の 保護の 下に 存立す るへ 口 デ 王朝に 反對 し、 

「阔を イスラエルに 還さん」 と稱 し、 ユダヤ 國の獨 立 を 期待した るお であった。 へ 口 デ黨は 其 正反對 

であって、 羅 lil 皇帝の 權 威に 賴 りて へ n デ 王朝 を 維持 せんと 欲する 者であった。 故に 不斷は 氷炭 相容 

れ ざる 黨 派で あつたが、 イエスに 對 して は ニ黨が 結合した ので ある。 此の^の 黨派は 凡て 如此 し。 彼 

等 は 利 の爲 に相爭 ふが 故に、 利益の 爲 には容 Bf- に 一致す る。 ィ H スは兩 派に 取り 共同の 敵であった。 

北ハ當 時の 人に 取りて、 パリ サイの 人と へ 11 デの黨 とが 提携した りと は、 ん：' n の n 本に 於て 憲政^と 政 

友 < ^とが 提携した りと 云 ふ 以上の 奇觀 であった らう。 然し 怪しむ に 足らす。 此^の 人 等が 聖 善の 屮-な 

る キリストに 對 する 時 は、 常に 此途を 取る ので ある。 

n:!: を カイ ザ ルに納 むる は 善き や 否や」 と。 實 に陰險 極まる 質問で ある。 イエ スを 苦め る爲の 質問 

として 之れ 以上の 者 はない。 「善し」 と 答 ふれば 獨立を 熟 tlS する 《^ を 怒らせ、 「惡 し」 と 答 ふれば 叛 

逆の 故 を 以て 政府に 訴 へらる。 尺の 敵 か 政 "村の 敵 か、 イエス は 其 態度 を 明かに すべく 迫られた ので あ 


る。 ねか も 我國の 官吏 敎育家 等が 基督 信者 を 苦しめん とて 「基督 敎と 我國々 體 との 關係如 3:」 との 質 

問を歷々提屮^^ると同じく、 惡 意より 出た る 質問であった。 神の 子なら ざる 我等 は此 質問 を 懸けられ 

て 如何に 苦しめられし 乎 を 知って、 ィ H スの此 場合に 於け る 困難 を椎 量る 攀が屮 Z 來る。 

然し イエ スは 我等と 異なり 立派に 之に 應 する の途を 知り 給うた。 彼 は 質問者に 向 ひ、 彼等が 納稅 W 

として 使 S すべく 命ぜられし 羅馬 政府 禱 造の 銀貨 デナ リを 持來 るべ く 彼等に 要求した" 而 して 彼等に 

之 を 示して 其 货幣に 打 込まれし 像と 其 周圍の 文字との 誰 を 現 はす 乎 を 反問し 給うた。 而 して 「カイ ザ 

. 'なり」 との 答 を 得て 之に 對 して 答へ 給うた。 

カイ ザ ルの物 は カイ ザルに 返し、 神の 物 は祌に 返すべし 

と。 贲に 驚くべき 言葉であった。 反 對者は 之に 對し 一 言 も 返す 言葉がなかった。 

.,チ ナ リ は羅馬 皇帝き 命 の 下に 鑄 造せられ し貸幣 であって、 帝 國に納 むる 諸稅は 凡て 此貨^ を 以 て 爲 

された。 れ カイ ザ ルの物 を カイ ザ ル に 返す のであって 帝國の 統治 を受 くる 者の 何人も 爲 すべ き 事で 

あった。 納稅は 臣民 第一 の 義務で ある。 故に 納^と 稱 して 貢 を獻納 する ので はない、 惜 りし 物 を 返へ 

すと 同然で ある。 カイ ザ ルが受 くべき 物 を 彼に 返す ので ある。 服從獨 立の 問題に 非す、 義務 實 行の 問 

題で ある。 カイ ザルは 秩序 を 供し、 民 は 之に 對 して 貢と して 稅を拂 ふ。 惜關 係の 實行 である。 質問 

の (loumi き men  (納 む、 予 ふる) に對 し、 ィ H スは ilpodote  (返へ せ、 拂へ) を 以て 答へ 給うた ( 

カイ ザルの 物に 對し祌 があった。 當 時の ユダヤ人の 問に 二種の 銀貨が 流通した" 一 は デナ リ であつ 

て、 政府に 納稅 の爲に ffl ゐられ た。 北ハ 他の 者 は シケル であって、 是は 神殿に 獄 金の 爲に川 ゐられ 

た。 其 意味に 於て. デナ リは 皇帝の 物、 シケル は 神の 物であった。 イエ スは兹 に 「デナ リは之 を 政府に 
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納めよ、 シケル は 之 を 神殿に 獻ぜ よ」. と 一一 一一 口 ひ 給 ひたりと 解して 多く 誤らない ので ある。 故に 或 人 は ィ 

ヱ スは玆 に政敎 分離 を敎へ 給うた ので あると 解す るが、 其 意味 も 或は 其 に 含まれて ある 乎 も 知れぬ- 

ィ ェ スが 鼓に 敎へ給 ひし 事 を 更に 精細に 傳 へし 者が、 羅， 馬 書 十三 章 六— 八 節に 於て パゥ が 述べし 霄 

である。 曰く 

汝等貢 を 納めよ。 彼等 { ^有司) は 神の 用人に して 常に 此職を 司れり。 汝等 負债は M 人に も 之れ を 

返すべし。 貢を受 くべき 者に は 貢 を、 稅を受 くべき 者に は稅 を、 畏 を受 くべき 者に は畏 を、 敬 を 

受 くべき 者に は 敬 を 返すべし、 汝等 互に 愛 を 負 ふ 外 は 何人に も 何物 を も 負 ふ 勿れ 

と。 そして 人に 對 しての みならす 祌に對 しても 負 愤は之 を 償却せ ざるべ からす。 神 も 亦 我等より 要求 

し 給 ふ 所の 物が ある。 神 は 我等に 凡て を 賜 ひたれば、 我等 は 彼に 凡て を惯 却せ ざるべ からす。 神に 對 

して 我等 は此は 「我 有な り」 と稱 すべき 一物 を も 有しない。 故に 凡て を獻ぜ ざるべ からす。 而 して 先 

づ 第一 に 我が ハ ー ト を獻ぜ ざるべ からす。 我が 所有 は 勿論、 我れ 自身が 汝の 有な りと 稱 して 彼の 聖前 

に 全心 全 靈を獻 げざる ベから す。 實に バウ 口が， 曰へ るが 如く、 此身を 神の 意に 適 ふ聖き 活ける 祭 物と 

して 彼に 默げ まつる は r 是れ 當然の 祭な り」 である (， 掘 馬 害 十二 章 一節 )o カイ ザ ルの物 は カイ ザル に、 

神の 物 は 神に、 比 正當の 要求に 應じ 得る 者 は何處 た 在る 乎。 パリ サイ 1^ とへ II デ黨の 者 等はィ H スに 

あやし 

此 質問 を發 して、 自己 等の 傷 を 指摘せられ たので ある。 故に 「彼等 は 之を奇 とせり」 と ありて. イエ 

ス の 智慧と 權 威と 洞察と に駭 いたので ある。 國體 問題 を， 以て 我等に 迫る 我國 の偽忠 e と 偽愛國 者に 對 

しても、 我等 は 同一 の 筆法 を 以て 彼等 を說 服すべき である。 


第八囘 復活に 關 する 論 戰 

馬 太 傳廿ニ 章 二三 I 三 三 節。 馬可傳 十二 章 一 八 I 二 七 節。 

路加 傳廿章 二 七— 四 〇 節。 

パリ サイ 派と へ 口、、 テ黨の 人 等 は納稅 問題 を ィヱス に 持 掛けて 撃退せられ ければ、 次ぎに サド カイ 派 

の 人が 彼等に 代りて 彼に 論戰を 試みた。 サド カイて W の 中： 張の 一 は 復活の 否定であった。 彼等 は 復活に 

關 する 難問題 を 提示して ィヱ ス を沈默 せしめん とした。 問題 は 巾 命 記 廿五章 五— 十 節に 揭 げられ たる 

モ ー セ 律の 一 ケ 條に關 する 者であった。 若し 復活が 實際 にある とすれば、 死後に 於て 有 妻 者が 無 妻 者 

とならね ばなら ぬと 云 ふ 假定的 場合で ある。 當 時の 神舉者 は斯 かる 問題 を圃 はして 樂ん だので ある。 

後， に 於ても 之に 類す る 者が あった。 小兒が 豚の 募に 繩を 穿して 引く、 豚 は繩に 引かる &乎將 た 又 小 

兒に牽 かる- - 乎との、 中古 時代の 1^ 琅祌舉 者の 提出せ る 問題の 如きが 北 ハー である。 眞劍に 答 ふるの 必 

耍 なき 問題で ある。 若し 私であった ならば、 餘 りに 馬鹿らしき 問題で あるが 故に 取合はなかった であ 

らう-" 

然し ィ H スは 深切で あり 給うた。 そして 彼 を 苦しめん とする サド カイ 派の 人々 の爲 のみなら す、 共 

處に居 合 はせ し 他の 人々 の爲 に、 殊に 又 後世の 我等の 爲に此 馬鹿らしき 問題 を捉 へて、 之に 深き 有意 

第 八 同 復活に 開す， oiJSBf  六 一二 七 


,1 ネ の S!  六 1,- 八 

義の說 明を與 へて 彼等と 我等と を敎へ 給うた。 イエ スに 觸れて 何物 も 大敎訓 の 題目と ならざる はな か 

つた。 K に 無比の 大敎師 である。 假令大 ソクラテスと 雖も、 此ナザ レ 人に は 及ばなかった。 

ィ H スは 答へ て 曰 ひ 給うた、 サド カイ 派の 學者 等が 此の 愚かなる 質問 を提屮 いする は、 彼等が 「§f 書 

を も 神の 能力 を も 知らざる に 由る」 と。 神舉者§^|書を知らすと大ェの子に敎 へらる。 斯 かる 神舉者 は 

何時の 世に も ある。 時には 聖書 を 知らざる のみなら す、 聖書 を輕 蔑し、 之 を 度外^す る 祌舉^ さへ あ 

る。 故に 彼等 は 信仰の 深い 事 を 解し ない ので ある。 舊 新約聖書 を 深く 究めた 者 は 復活 を 疑 はない。 パ 

ゥ 口が コ リン ト 前書 十五 章に 於て 述べ しが 如くで ある。 

架 書に ひて キリスト 我等の 罪の ために 死し 聖書に 應 ひて 葬られ、 第三 日に 甦り (第三、 ££) …… 

|も 書に 錄 して 死 は 勝に 吞 まれん と 有る に應 へり (第五 四 節〕。 

ナザレの ィ H スは M ルサ レムの 神 墨 者 以上の §^^書藥者で あ つ た。 而し て 多く の 平信徒が 祌學博 十： 以 上 

の^ま t* 者で ある。 

ィ H スは是 等の 祌學 者に へて E ひ 給うた。 復活と は 彼等が 思 ふが 如き、 此身此 が 生き返へ る 

でない。 さう 思 ふが 故に 斯 かる 馬鹿らしき 問題が 起る ので ある。 復活 ANASTASIS は g:! り (陰府 より 

歸る) に 非ら すして 新たに 造らる、 事で ある。 人 は 来^に 於 てん r 世の 生涯 を 緩け るので はない、 神よ 

り 新たな る 體を賜 はり て 全然 別種の 生活 狀 態に 入 るので あ る。 故に 復活 を 解す るに 聖書 知識と 共に 神 

の 能力 を 知る の 知識が 要る。 バウ：： はコリ ントに 於て 信者の 復活の 信仰 を轉 覆せん と 計る 者 を 指して 

「汝 等の 內に神 を 知らざる おあり」 と 云うた (コ リント 前書 十五 章 三 四 節)。 祌を 知らす、 聖書 を 知らす- 

故に 復活が 解らない ので ある。 八/も 猶ほ然 りで ある。 


人 は 神の 能力に 由り 復活 狀 態に 入って 娶らす 叉 嫁がす 又 死ぬ る；？^ なし、 「そ は： 大の 使者と 等しく 復 

活の 子に して 神の 子 なれば 也」 と あるが 如し (ルカ 傳 二十 章 一一 一六 節)。 生殖の 必要な きに 至って 性的^^ 

の 必要な きに 至り、 爲に 結婚 生活の 必要な きに 至る と 云 ふので ある。 而 して 然 うなくて はならない。 

我等 は來^ に 於て 今， の 糰緩を 願 はない。 我等 はん ：< 世に は旣に 厭々 したので ある。 我等 は 新ら しき 灭 

と 新ら しき 地と をび 一 A む。 そして 之に 應ふ 新ら しき 生活 を 望む。 二 骨 を 契る と稱 して、 今 世に 於て- M け 

る戀 愛を來 世に 於て まで 樂 まんと 欲する が 如き、 北ハれ こそ 愚の 極、 迷信の 極で ある。 

馬 可 傅に 依れば、 ィ H スは此 質問に 對し 最後に 左の 如くに 答へ 袷/りと 云 ふ。 

レ a  *i さ 

死し 者の 甦る 事に 就きて はモ ー セの書 棘 中の 篇に、 神 彼に 語りて 「我 は アブラハムの 神、 イサク 

の 神、 ヤコ ブの祌 なり」 と 5 ひ 給 ひし を 汝等讀 まざる 乎祌は 死し 者の 神に 非す 生ける 者の 神な り。 

0  0  0  0  0  0  0 

汝等大 に 謬れ り。 

と。 「棘 中の 篇」 と は 出 埃 及 記 第三 章で ある。 ：：：だ れ祌舉 者 等の M 人 も 暗誦 ぜる 所、 然れ ども 共 眞の意 

^を 彼等 は 知らなかった ので ある。 「我 は アブ ラ ハ ム の祌 云々」 と M ホバが モ，' セ に^げ 給へ りと-!; f 

ふ は、 今 も猶ほ 多くの 基督 信者が 思 ふが 如くに、 我 はせ てァ ブラ ハ ムを 守り 導き 惠 みし 祌 なりと. ぶふ 

霧で はない。 若し 然 うであるなら ば 「我 は アブラハムの 神たり き」 と 云 ふが 本當 である。 エホバ は玆 

に 「我 は 在る アブ ラ ハ ム の 神で」 と 言 ひ 給うた ので ある。 高調して 讀 むべき は 「我 在」 の 二字で ある。 

EGCEIMI 我 は 在る。 「祌モ ー セに言 ひ 給 ひける は 我 は 有りて 在る 者な り」 と ある 共 is^ である (出 埃 及 

記 三 章 十四 節)。 「我 は 在る アブラハムの 祌で、 叉 イサクの 神で、 叉 ヤコ ブの种 で」 と。 共^ は W を 示 

0O000000O0000O00O0000000 

す 乎と 云 ふに：； 一疋 等の 列 祖は祌 に 在りて 今生き て 居る と 云 ふ 事 を 示す。 列祖が 生きて is ると 云 ふ は 神が 
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生きて 在し 給 ふ證據 になる が、 其れよりも 更に 强ぃ 論法 は 神が 生き 給 ふが 故に、 彼に 倚 i みし 列祖は 

生きて； 15 ら ねばなら ぬと 云 ふ 事で ある。 ィ H ス が^れに 臨んで お 子等に ：！ ひ 給 ひしと 同 じで ある、 口 

く 「我れ 生 くれば 汝等も 生くべし」 と (ョ ハ.^ 博 十四 章 十九 節〕。 

祌は言 ひ 給うた 「我 は 在る」 と。 彼 は 有て 在る 者卽ち 永遠の 實在 者で ある。 故に 彼に 賴り、 又 彼に 

.！；^ りて 生く る^ は、 彼に 肖て 生く る 者でなくて はならぬ。 如斯き 者が 妻を爭 ふと 云 ふが 如き は 背理の 

極で ある。 實に 「汝 等大に 謬れ り」 である。 此 明晰 深刻なる 解答に 接して 「人々 之 を 間き て 其 訓を驚 

けり」 と 云 ひ (Kll 太 傳)、 r 舉者等 答へ て 曰 ひける は師ょ 善く 言へ り、 此後敢 て イエ スに問 ふ 者な かり 

き」 と 云 ふ (路加 傳)。 イスラ H ルの舉 者に して 如此 くに 聖書 を 解した 者はなかった。 今 ほで 一一 in へば 

イエス は n 取大の exegete  (註解 者) であった。 エルサレム を擧げ て、 此 人に 常るべき 舉 おはなかった。 

「先生 善く 一一 IE はれました」 と、 共れ 以上 彼等 は 言 ひ 得なかった。 實に氣 持の 好い 論戰 であった。 

第九囘 第一の 誡 

.  馬 太 傳廿ニ 章 三 四 —四十 節。 馬可傳 十二 章 二八— 三 四 節。 

路 W 傳十章 二 五 I 三 七 節 參考。 

せ t 

パリ サイ 派の 人 等 はへ 二 ァ黨の 人 等と 與 みして 納稅 問題 を 以て ィ H スに逼 りて、 その 乘退 する 所と 


なった。 次いで サド カイ 派の， 舉者等 は 復活 問題 を 以て 彼 を 試みて、 返って その 啓發 する 所と なった。 

最後に パリ サイ の 學者等 は 首 を 鳩め て 凝議す る 所 あり、 終に 彼等の 一人 をして 更に ィ H スに問 ふ 所 

あらしめ た、 曰く 「師ょ 律法の 內 何れの 誡か大 なる」 と。 是れ 彼等に 取り 難問題の 一であって、 之 を 

イエ スに問 掛けて 彼 を 苦しめん とした。 聖書に 六 百有餘 の蕭誡 ありて 其內 何れ か大 なると は、 當 時の 

祌學者 等の 頭 腦を惱 ませし 議題であった。 ナザ レの 預言者 は此 問題に 對し 如何なる 解答 を與 ふるで あ 

らう 乎。 

然し 乍ら 問題 は 至って 明お である 0 實は之 を 問題と なすに 足りない。 パリ サイ 派の 人 等 自身が 毎朝 

毎夕 繰返して 一一； E ふで はない 乎。 

イスラ H ルょ聽 け、 我等の 神 H ホバは 唯一 の H ホバ なり、 汝心 を盡し カを盡 して 汝の祌 H ホバを 

愛すべし 

と (申命記 六 章 四. 五節)。 是が 第一 にして 大 なる 誡 である。 第二 も 亦 之に 同 じで ある。 

己の 如く 汝の隣 を 愛すべし 

と (利 未 記 十九 章 十八 節 〕。 そして 以上 は 律法 部類に 屬す るが、 律法に 止まらす 預ー H も 亦 之に 繁 はる。 卽 

ち舊約 全體が 以上 ニケ條 の誡に 依て 立つ ので あると。 まことに 明々，： ：！ 々である。 敢て 問題と なすに 足 

りない。 之 を 問題と なす は 彼等の 心が 曲って 居る からで ある。 偽な き 純正の 人は斯 かる 明，：： なる 問題 

に對し 何の 疑義 を も 挾 さまない。 そして 斯 かる 問題に 對 して 「一一 一一 C ふ は 答 ふる」 である。 驚 は 驚、 鸦は 

鸦と言 へば 問題 は 解決す るので ある。 世の中に 自明の 眞理を 問題と たす が 如き 愚かなる 一 はない。 然 

れ ども 人 は往々 にして 此 過誤に 陷 るので ある。 祌を 離る \ の 結 として 心 狂 ひて 其判斷 までが 狂 ふの 
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である。 「律法の. 2： 何れの 誡か大 なる」 と。 Eg 問で ある。 問 ふ 者の 愚 を 露 はして 誤りない ので ある， - 

問題 は 明白で ある、 同時に 义 深遠で ある。 「祌は 一 なり」 と 云 ふ は 單に神 は 一 位な りと 云 ふ 事で は 

O0O00000  00  0000OOO  000  O00000 

ない。 祌は ー體 であって、 其內に 分離 矛盾 あるな しと 云 ふ 事で ある。 單 に多祌 敎に對 して 一 神 敎を唱 

へたので はない。 不完全なる 祌に對 して 完全なる 神を唱 へたので ある。 私 は 一人で あるが 一 つで ない。 

私に. 2： 心の 分離が ある。 S 非の 人 は 凡て 二重人格 叉 は 三重 人格で ある。 然れ ども 神 は 一 である。 神 は，： 兀 

全に 調和せ る 一 體 として 倒き 給 ふ。 齊 一 である。 祌は 一 なりと云ふ事の內に我等の凡ての希ぼ^：が籠っ 

て ほる。 彼 は 一 なる が 故に 共 唯一 の 目的、 卽ち 全^界に 於け る義の 完全なる 實 現に 達せす して は.^ み 

給 はない ので ある。 

此神は 愛すべき 者で ある。 「主なる 汝の神 を 愛すべし」 である。 神 は 單に畏 るべき でない。 研究し 

て 探り 求むべき でない。 祭^！をもて仕ふべ きでなぃ。 愛すべき である。 子が 恩愛の 父母 を 愛する が 如 

くに 愛すべき である。 神の 大な るに 怖て 彼より 遠 かりて はならない。 或は 彼の 聖 なる を 溜れて 彼 を 祭 

り 上げて はならない。 萬 物の 造 主なる 眞の神 を 父と して、 最善の 友と して 愛すべき である。 實に 深い 

美 はしい 贵ぃ誡 である。 而 して 此祌を 愛する に 全身 全靈 全力 を竭 くして 愛すべ きで ある。 馬 可^に 從 

こゝ ろざし 

へば 「心 を盡し 精神 を靈し 意 を盡し 力. を靈 して 愛すべし」 とのこと である。 或 人 曰く、 心 は heart 

であって 人の 内的 能力の 全部 を 指し、 精神 は さ ul であって 情 性 を、 意 mind は 知能 を、 力 stl.ens.tll 

は 意志 又は 意力 を 指して 云 ふと。 或は さう である 乎 も 知れない。 神の 一 體な るに 對し人 も 亦 一 體 とな 

り て 彼 を 愛す べしとの ことで ある。 愛が 忌む 者に して 戒心の 如き はない。 心 丈け で 愛して 頭腦は 之 を 

承知せ ざるが 如き は 本統の 愛でない。 智 情意 合致して 愛する 愛 こそ 眞の 愛で ある。 そして 神 は 如此く 


にして 愛すべ き 者で ある。 全身 全力 を 籠め て 愛すべ き 者で ある。 詩人が 彼 を 讚め まつる 時の 心の 狀態 

も 亦 それで ある。 

我が 靈 魂よ エホバ を 讚め まつれ、 

我衷 なる 凡ての ものよ 其 聖き名 を 讚め まつれ 

と (詩篇 百三篇 一節)。 統一 せる 心理 狀態を 以て 神に 仕へ よと 云 ふので ある。 

第 一 の誡は それで ある。 之 を 示して 答 は濟ん だので ある。 然るに イエ ス は 之に 第一 一 を 加へ 給うた。 

「己の 如く 汝の隣 を 愛すべし」 と。 彼 は 玆に問 はれし 以上 を 答へ て、 反對者 をして 立つ に處 なから し 

め 給うた。 第一 一は 第 一 に 依って 立つ のであって、 其れよりも 局限せられ たる 誡 である。 神 は 全身 全力 

を 擧げて 愛すべし、 卽ち 自己 以上に 愛すべし、 隣 は 己の 如くに 愛すべし と 云 ふので ある。 己 を 棄て隣 

を 愛すべし と 云 ふに 非す、 己 を 愛する が 如くに 愛すべし と 云 ふので ある。 祌は 人が 自己 を 愛する こと 

を 許し 給うた。 自愛 は 罪で はない。 然れ ども 自己 を 愛する の 愛 を 以て 隣 を 愛すべき である。 ィ H スは 

兹に 彼が 傳 道の 初めに 於て 敎へ給 ひし 事 を 繰返し 給うた ので ある。 卽ち 黄金律と 稱 せらる、 山上 之垂 

訓の 一 節で ある。 

是 故に 凡て 人に 爲ら れんと 欲 ふ 事 は 汝等も 亦 其 如く 人に 爲ょ、 是れ 律法と 預言者なる 也。 

第一 の誡は 宗敎。 第二の 誡は 道德。 第二 は實は 第一 の 一部で ある。 然れ ども 第一が 實際 的に 現 はる i 

時に 必す 第二の 形 を 取る。 道德 は宗敎 ではない が、 眞の宗 敎は必 す 道德と 成りて 現 はる。 

全身 全力 を擧げ て祌を 愛すべし、 己の 如くに 隣 を 愛すべし。 是で 基督 敎は盡 きて ほる。 然るに 事寳 

如何？ 今日の 基督 敎界に 於ても 昔の パリ サイ 人の 内に 於ての 如くに 愛 神 愛人 は 決して 第一 の誡 でな 

第九囘 fiSl の：^  六 Hill 


十字 S< め/! 1  六 

い。 彼等 は 他の 問題 を 以て 爭ふ。 彼等 は 人が 神 を 信じ 他 を 愛する 丈け で 喜ばない。 自分の 敎會に 人り、 

自分と 同じ 意見 を懊 いて 同じ 滴 式に 與るを 見て 初めて 滿 足す る。 然し 眞の 基督 敎は 一 目 瞭然で ある。 

祌を 愛する 事が 第一 、 隣 を 愛する 事が 第二で ある。 其 他 は 如何で も 可い 問題で ある。 

第十囘 ダ ビ デ の 主 

馬 太 傳廿ニ 章 四 1 1 四 六 節。 馬可傳 十二 章 三 五 I 三 七 節。 

路加 傳廿章 四  一 t 四 四 節。 

イエ スは 今まで は 彼の 反對 者に 對 して 守勢に 出で 給うた。 彼等 をして 彼に 對し 質問 を發 せしめ、 徹 

底 的に 之に 答へ て、 彼等 を敎へ 給うた。 而 して 彼等が 此上 更に 質問の 矢 を 放つ の勇氣 なき を 看て 取り 

給 ふや、 彼 は 守勢より 攻勢に 轉じ 給うた。 彼 は 今より 自 から 質問 を發 して 彼等 をして 彼に 對し 答へ し 

め 給うた。 而 して 答 ふるの 一一 一一 n なき を 看た まふ や、 彼等 を 責め、 彼等の 虚偽 を 場 露し、 彼等の 滅亡 を宣 

吿し、 彼等 をして 彼に 對し 暴力 を以 つて 爭 ふより 途 なきに 至らし め 給うた。 衝突 は 終に 此に 至らざる 

を 得なかった。 光明と 暗黑 との 衝突であった。 そして 暗黑は 光明 を 呑み 去った。 然れ ども 光明 は 消 ゆ 

るが 如くに 見えて 再び 暗 黑の裡 より 生れ 出た。 論爭は 十字架 を 紹介す る爲の 序幕であった。 必然の 死 

を 前に 控 へての 論爭 であった。 其 處に其 重みと 深みと が ある。 人の 將 さに 死なん とす 其の 言 ふや 善し 


と 云 ふが、 神の 子が 將 さに 死なん として 發し給 ひし 言で ありし が 故に、 悉く 眞を 穿ち、 底に 徹した の 

である。 

質問 戰は r 汝は 何の 權威を 以て 此事 を爲す や」 との 問 を 以て 始 つた。 ィ H スは 直接に 之に 答へ 給 は 

すして 間接に 答へ 給うた。 然れ ども 更に 明. m に 之に 答 ふるの 必要が あった。 ィ H スに 屬る權 能の 何た 

る 乎 を 知らん と 欲せば 彼の 何者なる か を 知らざる ベから す。 然れ ども 今 直に 「我 は キリスト なり」 と 

言 ひ 給 ふと 雖も、 彼等 は 之 を 受納る 事が 出来ない。 故に 玆に 質問 を發 して 彼等の 反省 を 促し 給うた。 

r 汝等 キリストに 就て 如何に 思 ふや、 彼 は 誰の 子なる か」 と。 「ダビデの 子な り」 と 彼等 は 答へ た。 

「然れ ども 聖書 は ダビデが キリスト を 呼んで 主と 云って 居る ではない か、 詩篇 第 百 十篇を 見よ、 ダビ 

デが 主として 崇めし 者が 何で 其 子たり 得ん や、 如何？」 と イエス は 反問し 給うた。 此 問に 對し學 者 並 

に パリ サイの 人 等に 答 ふるの 言葉がなかった。 

イエス は 反 對者を 苦しめる 爲に此 問 を發し 給うた ので はない。 彼等 をして キリストの 誰なる か、 而 

して 彼れ 御自身が キリス ト なる 事 を敎 へん 爲に此 く 彼等に 問 ひ 給うた ので ある。 キリス トは ダビデの 

裔 として 生るべし と は 聖書が 示す 所であって、 其 點に 就て ィ H スは學 者 等と 爭ひ 給はなかった。 ダビ 

デの 子で あるが 更に 其れ 以上で ある。 ダビデの 主で ある。 恰 かも マリヤの 子で ある 以上に 彼女の 主で 

あると 同じで ある。 其 事が 解ら すして キリストの 誰なる か は 解らない。 學者等 は 聖書 を 暗誦ながら 此 

事が 解らなかった ので ある。 隨 つて ナザレ 人ィ H スが キリストなる 事に 到底 氣附き 得なかった ので あ 

る 0 

キリスト は 大王 ダビデが 主として 崇めし 者で ある。 そして 我 は 其 者な りと ィ H スは霄 はんと 欲し 給 
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うたので ある。 聖か狂 か。 曾て 中 江 藤樹が 釋迴の 「惟 我獨 尊」 の 一一 一一 n を 評して、 此 首を發 せし 人 は 最も 

傲慢なる 者な りと 云 ひたりとの 事で あるが、 自己 を 大王の 主な りと 稱 へし ィ H ス も亦此 批評に 當る者 

では あるまい か。 近代 人はィ H スの此 問に 對し、 反って パリ サイの 擧者 等に 同情して、 此 かる 難問 を 

發 して 彼等 を 困らせし ィ H スに 對し竊 かに 反對を 懐く であらう。 

人 は 曰 ふ、 聖書の 內にィ H スが 明白に 「我 は 神な り」 と 曰 ひ 給 ひし 一一 一一 n はない と。 然れど 彼 は 玆にキ 

リスト は 大王の 主な りと 明言し 給うた。 そして 他の 箇所に 於て 我 は キリスト なりと 明言し 給うた。 聖 

か 狂 か は 別問題と して イエ スが自 から 神の 子 キリスト なりと 信じ 給 ひし 事 は 疑 ふ 事が 出来ない。 そし 

て 事 は 信仰 叉 思想 問題で ない、 實際 問題で ある。 ダビデが 彼の 裔 として 生るべき キリスト を 己が 主と 

して 崇めし に 止まらす、 「汝 等の 先祖 アブ ラ ハ ムは我 日 を 見ん こと を 喜び、 且之を 見て 樂 しめり」 と 

イエス が 言 ひ 給 へ りと あるが 如くに、 アブ ラ ハ ム も 亦 彼 を 主として 仰いだ ので ある e ョ ハ ネ傳八 章 五六 

節 )0 そして ィ H スが此 驚くべき 言 を 發し給 ひし 以来 千 九 百年、 多くの 國王、 大帝、 大舉 者、 大 美術 

〔豕、 大と稱 せられし 凡ての 階級の 人 等が 彼 を 主として 崇めた ので ある。 アル フ レッド 大王、 コ ロム ゥ 

ェ ル、 ヴィク トリ ャ 女王、 彼等 も 亦 ダビデ 王 同様に ィ H スを 主として 崇めた ので ある。 そして ヨセフ 

の子ィ H スを 主として 崇 むる 事 は 恥辱で なくして 無上の 光榮 である。 迷信で はなく して 最上の 智慈で 

ある。 まことに 國家 人類の 運命 はィ H スに對 する 其 態度に 依て 定まる ので ある。 祌は 預言者 ィザャ を 

以て 此 人に 關 して 宣べ 給うた。 

汝に 察へ ざる 國は 亡び 

その 國々 は 全く 荒れ 廢る べし 


と (お 赛亞書 六十 章 十二 節) * 「神の 子 キリストなる ィヱ スに 事へ ざる 國は 亡ぶべし」 と 云 ふので ある。 

不道理 千 萬で あると 人 は 言 ふで あらう。 然れ ども 土 耳 古 を SJ- よ、 埃 及 を 見よ、 印度 を 見よ、 波 斯を見 

よ、 思 ひ 半に 過ぐ るで あらう。 敢て 所謂 基督 敎國が キリストの 聖旨に 適 ふ 完全なる 國 であると 云 ふの 

ではない。 然れ ども 不完全 極まり 乍ら もィ H スに 主として 事 ふるの 點に 於て はより 善き 國と！ ^せざる 

t  _,J.<- 厶厶厶 厶厶厶 厶.； 1 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <J 厶厶 A 厶厶  <<1,,： 厶厶 厶厶厶 d 厶 AAAA.:" 

を 得ない。 國の 興る も 亡る も 畢竟る 所 ナザレ 人 イエ スに對 する 其 態度に 由て 定まる とは不 議 なる、 

<!<:厶<3 厶厶厶 △△△△△△△△  , 

而 かも 爭 ふべ からざる 事實 である。 

ィ ェ ス は 如何にもして 祭司の 長 並に 民の 學者等 をして 御自身に 關 する 此事を 知らし めんと 欲し う 

た。 然れ ども ィ H スと雖 も 御 自分の 事 は 語る に 甚だ 難く あった。 故に 間接に、 遠 廻し に此 事に 就て 語 

り 給うた。 福 昔 書 の此窗 所は此 心を以 つて 讀ま ねばならぬ。 

夫れ ダ ビ デ 聖靈 に 由り て 自ら 一 百 ふ 、 「主我が 主に 曰 ひける は 云々」、 此く ダビデ 自ら 彼 を 主と 稱 

そのこ 

へたり、 然れば 如何で 其裔 ならん や 

と (馬 可傳 十二 章 三 六、 三 七 節 〕0 是れ反 對者を 苦しめん 爲 めの コ ナン ドラム (謎) ではない、 彼等の 1- 

康に關 はる 大 問題で ある。 詩篇 第 百 十篇の 意味の 解った 者が、 己と 己が 屬 する 國家 民族との 救 ひに 關 

はる 大 問題の 解った 者で ある。 「爾の 遣 はし 給 ひし 者 を 識るは 是れ窮 りなき 生命な り」 である。 「汝 

等 キリストに 就て 如何に 思 ふか」 と。 主 は 今日 も 我等に 此 質問 を 發し給 ひつ-ある。 我等 は 之に 對し 

如何に 答へ っ& あるか。 
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第 十 ー囘 パ リサ ィ 人と 基督 敎會 

馬太傳 二十 三 章  一 j 十二 節の 研究。 馬可傳 十二 章 三 八 ー 四 〇 節 參考。 

イエ スと敎 職，， 'の 衝突に 於て 彼 は 最後まで 忍耐の 態度 を 取り 給うた。 彼等の 責 問に 遭うて 彼 は飽ま 

で^^^明誘導の途に出で給ぅた。 彼 は 彼等の 亡びん こと を 欲し 給はなかった。 故に 如何に かして 彼等 を 

して 彼の 誰なる か を 知らし めて、 終に 神の 子 を 十字架に 釘け るの 大罪 を 犯す こと 莫ら しめんと 努め 給 

うた。 然れ ども ィ H スの 努力 は無效 であった。 彼は敎 職との 間に は 了解の 橋 を 架す る ことの 出来ない 

深い 廣ぃ 溝が 横 はった。 答 は 終に 破裂に 達せざる を 得なかった。 而 して 十字架 は 歩 ー步と 近づいて 

来た。 

而 して 破裂に 先立って 注意が あった。 最早 敎 職に 注意す るの 必要はなかった。 寧 者と パリ サイの 人 

等に 就て ィ H スの 弟子 等に 注意す るの 必要が あった。 人が 其 罪を悔 改めざる 場合に は、 彼に 鑑みて 其 

罪 を 避く るの 必要が ある。 「汝等 パリ サイの 夠酵を 慎めよ 是れ僞 善な り」 との 敎訓 は此 事で ある (路 

加傳 十二 章 一節 )o 舉 者と パリ サイの 人に 傚 ふ 勿れ。 ィ H スの 弟子た る 者 は 彼等と は 全然、 其 行動 を異 

にしなければ ならない。 

厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶<1 

第一 の 注意 は 偽 はりの 敎師を 排斥せ ざる 事で ある。 


墨 者と パリ サイの 人と はモ ー セの 位に 坐す。 故に 凡て 彼等が 汝 等に 言 ふ 所 を 守りて 行 ふべ し。 然 

れ ども 彼等が 行 ふ 所 を爲す 勿れ。 そ は 彼等 は 言 ふの みに して 行 は ざれば 也 

と。 敎 職は敎 職と して 尊敬すべき である。 モ ー セの權 威 を 以て 語る 者に モ ー セに對 すると 同じ. 尊敬 を 

以て 對 せざる ベから す。 神の 言 は 何人 を 通う して 臨む も 神の 言で ある。 故に 謹んで 之に 服從 すべきで 

ある。 然れ ども 敎師の 行 爲に傚 ふと 否と は 我等の 自由で ある。 而 して 偽 はりの 教師の 場合に 於て は、 

彼が 傳 ふる 神の 言 は 守りて 其 行 爲は傚 ふべ からすとの 敎 である。 眞に 深い 智慧の ある 敎 である。 敎師 

の 行爲を 以て 其敎 を刹斷 して はならない。 ィ H スの 此敎 にして 服膺 せられん か、 夥の敎 會騷動 はなく 

して， 濟 むので ある。 多くの場合に 於て 最も 惡き 敎師が 最も 善き 敎を傳 へる。 水 を 運ぶ 管を飮 むので は 

厶厶 △△ 厶厶 <3<3<J 厶厶  厶 厶厶厶 △ 厶厶 厶厶厶  <厶< "么 <^<1 

ない、 生命の 水を飮 むので ある。 管の 善惡に 由て 水の 善 惡を審 いて はならない。 

然し 乍ら 行動 は „が^ である。 人 は 何人も 神の 言 を 受けて 之 を 行動と して 現 はさなければ ならない。 そ 

して 行動に 於て 我等 は パリ サイの 人に 傚うて はならない。 彼等 は 重く 且つ 負 ひ 難き 荷 を 人に 負 はしめ 

て、 己 は 指 一 本 を 以て 之 を 動かさん と爲 ない。 卽ち誡 律 を 下す のみに して 之 を 行 ふの 能力 を 供へ ない。 

爲 すべ し爲 すべから すと 命じて 善 を 爲し惡 を 避く るの 動機 を與 へない。 然れ ども ィ H スは斯 かる 敎師 

でなかった。 彼の 誡令 は嚴 格であった、 彼 は 其れと 共に 之 を 行 ふの 能力 を 賜うた。 彼れ 御自身が 我等 

の 罪 を 負 ひ 給 ひて、 我等 をして 彼の 御 足の 跡に 從ふ事 を 得しめ 給うた。 約め て 言へば パリ サイの 人の 

敎は 律法であって 福音でなかった。 恩 惠の伴 はざる 道德 であった。 彼等 自身す らも 撸ふ能 はざる 重荷 

であった。 我等 は 彼等の 跡 を 踐んで 十字架の 救の 伴 はざる 山上 之 垂訓 を說 いて はならない。 

所謂 パリ サイ 宗とは 人に 見られん 爲の 宗敎、 社會に 認めら れんが 爲の 宗敎、 敎師と 云 はれ、 師父と 
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云 はれ、 博士と して 崇められん 爲 の宗敎 であった。 卽ち 全然 俗化せ る宗敎 であった。 そして イエ スは 

燒盡 すの 熱心 を 以て 此宗敎 を 排斥し 給うた。 彼は舉 者と パリ サイの 人の 宗敎 と、 御 自分の 宗敎と を 狡 

ベて、 御 弟子 等に 敎 へて 曰 ひ 給うた。 

汝 等の 內大 なる 者は汝 等の 僕た るべ し。 凡そ 自己 を 高う する 者 は 低く せられ 自己 を 低く する 者 は 

髙 くせら るべ し 

と。 意味 は 最も 明瞭であって、 何人も 之 を 誤解す べきに 非す。 佩 經とは 聖書の 句 を 記いて 之 を 守 札の 

如くに 額 又は 腕に 結んだ 者で ある。 

解し 難き はィ H スの 御言 葉の 意味で なくして 彼の 弟子な りと 稱 する 者 等が、 此の 明白なる 彼の 御 一一-一 n 

葉に 文字通りに 背いて 今日に 至った 事で ある。 今日と 雖も 基督 敎國に 於て、 基督 敎會に 於て、 而 して 

や、 とも すれば 我等の 間に 在りて パリ サイ 宗が 文字通りに 實 現す るので ある。 敎會は 何よりも 人に 見 

ら れん 事 を 欲する。 社會に 認めら る \ を 以て 勢力 を 得たり と 言 ひて 喜ぶ。 日本 基督 敎會と 組合 敎會 と、 

日本 メソヂ スト 敎會 と、 日本 聖公會 とが 日本の m 大敎會 であって 宗敎的 日本の 天下 は 彼等の 間に 叫 分 

さるべき 者で あると 公言して 揮らない。 「汝等 は ラビの 稱を受 くる 勿れ」 とィ H スは 明かに 敎へ給 ひ 

しに 拘 はらす、 敎會は 神 * 士、 神學 博士、 監督、 長老 等の 稱を 設け、 そして 敎師等 は 之 を 受けて 喜び 

又 誇る ので ある。 「地に 在る 者 を 父と 稱 ふる 勿れ」 との 明訓 あるに 拘 はらす、 羅馬 天主 敎會は 其 首長 

を稱 して パパ 又は ボ— プと云 ふ。 「法王」 は意譯 であって、 「父」 と 云 ふが 其字譯 である。 ィ H スは 

人 を 父と 稱ぶ 勿れと 敎へ給 ひしに 對 して、 天主 敎會は 「否な 我等 は 我等の 敎會の 首長 を 父と 呼ぶ」 と 

明 さまに 反對を 表して 居る。 ィ H スは 明かに 「導師の 稱を受 くる 勿れ」 と 誡め給 ひしに 拘 はらす、 凡 


ての 基督 敎會 は恰 かも 主の 此御 誡 に 正 反對を 表する が 如き 態度 を 以て 其 敎師を ぶに li2 あ l.ena の 

敬 稱を以 つてす る。 如此 くにして 馬太傳 二十 三 章 五節 以下 十一 節までの 主 ィヱス の 御言 葉 は、 全部 一 

一 彼の 聖名を 以て 稱 へらる k 敎會に 由て 破られて 居る。 世に 不思議なる 事と て 如 此き事 はない。 

斯く あらぬ が 基督 敎會 の特徵 であらねば ならぬ。 そして 斯く あらしむ る は單に 敎師の 罪で ない、 所 

謂 平信徒 も 亦 大に與 かりて 力 あるので ある。 彼等 は 福 昔の 眞意を 解せ すして、 自身 直に キリストに 導 

かれんと せす して 敎師に 倚る が 故に、 敎 師は自 から 「舉者 叉 は パリ サイ 人」 と 成る ので ある。 キリス 

卜の 敎會に 於て は師は 一人 卽ち キリスト である。 而 して 信者 は 皆 同等の 兄弟 姉妹で ある。 此 事の 解ら 

ない 者 は 基督 信者で ない。 故に 敎會に 列なる 資格の 無い 者で ある。 人の 弱き を唱 へて 敎職 制度の 必要 

厶厶厶 厶厶厶  A 厶厶 A 厶厶厶 △ 厶厶 <:△ 厶厶厶 厶厶厶 △△△△<"△ 厶< ！ 

を唱 ふる 者 は、 未だ 福音 は 人の 弱き に 勝つ の 能力なる を 知らざる 者で ある。 


第 十二 囘 羔 の 怒 

馬 太 傳廿三 章 一 三— 三 六 節。 路加 傳 十一 章 三 九 I 五 二 節 參考。 

こひつじ 

默示錄 六 章に 「羔の 怒」 と 云 ふ 事が ある。 其 十七 節に 曰く 「羔の 怒の 大 なる 日す でに 至れり。 誰か 

之に 抵る こと を 得ん や」 と。 羔の 怒と は 稀代な 言 方で ある。 柔和なる が羔の 特性で ある。 「世の 罪 を 

任 ふ祌の 羔を觀 よ」 とバプ テス マの ョ ハ ネはィ H スを 指して 曰うた (ョ ハネ傳 一章 二 九 節 )o 「彼.^ 詬れ 
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て， 流ら す、 苦しめられて 激しき 言 を 出さす …； 彼れ 木の 上に 懸 りて 我等の 罪 を 自ら 己が 身に 任 ひ 袷 へ 

り」 とべ テロ は 彼に 就て 曰うた (彼 得 前書 ニ章サ 三、 廿四節 )o 如此き 者に 怒が あると は 矛盾の やうに 閒 

える。 無限の 愛に 怒が 在り やう 害 はない。 神の 蒸に 怒が あって はならない と 多くの 人 は 曰 ふ。 然れど 

も 聖書 は 明かに r^Hi- の 怒」 と 云 ふ 文字 を 載せ、 而 して 馬 太 傳廿三 章に 其 實例を 示して 居る。 ィ H スは 

怒り 給へ りと は 福音書に 一 一三 囘錄 して あるが、 此處に は 彼が 非常に 怒り 給 ひし 事實が 詳細に 記載され 

る。 「噫 汝等禍 ひなる 哉 偽善なる 學 者と パリ サイの 人よ」 と 七囘繰 返されて 在る。 人の 口より 出た る 

最も 激烈なる 呪詛の 一一 一一 n である。 此 言が ィ H ス樣の 言と して 受 得る ことが 出來 やう 乎。 然れ ども 事實は 

掩 ふべ からすで ある。 愛の 源なる 神 は 怒って はならない と は 人が 勝手に 定た 事であって、 事實 はさう 

で 無い ので ある。 縱し 聖書の 此 言が 道理に 合 はない とすると も、 神 は 時々 雷靈 となりて 蟲き、 地靈と 

なりて 蹄 ひ 給 ふので ある。 祌は 人の 意見に 從 ひて 行 ひ 給 はない。 彼 は 怒るべき 時には 怒り 給 ふ。 そし 

て 祌の羔 が 怒る 時に 誰か 之に 抵る こと を 得ん や。 神の 義憤の 現 はれで ある。 其れ故に 恐ろしく ある。 

神を慢 りて 止ま ざれば 終に 此 怒に 觸れ るので ある。 

を さ  としより 

ノ ィ H スは此 時まで 忍びに 忍び 給うた。 祭司の 長 及び 民の 長老た ちの 質問に 對し 柔和に 且 親切に 答へ 

給うた。 彼は此 時まで 未だ &3 て 一 囘も旣 成敎會 に對し 攻撃的 態度 を 取り 給はなかった。 然れ ども 彼の 

愛が 悉く 蹂躪せられ、 彼の 忍耐が 悉く 嘲弄 せらる &を 看て 取り 給 ひしゃ、 彼の 聖憤は 終に 發 せざる を 

なかった。 此 はまこと に羔の 怒で ある。 怒の 爲の 怒で ない、 愛の 爲の 怒で ある。 愛が 執拗なる 抵抗 

に會 うて 熟して 火と 成った 者で ある。 故に 徹底的に 怒り 得た ので ある。 聖く 怒る は聖く 愛する 丈け 其 

れ 丈け 困難く ある。 聖書 はィ H スに 就て 錄 して 曰 ふ 「未だ 此 人の 如く 言 ひし 人 あらす」 と (ョハ え 七 


章 四 六 節 )o 又 「如何ば かり 之 を 愛する 者ぞ」 と (同 十 一 章 三 六 節 )o 未だ ィ H ス の 如く 語りし 人な し、 

又 未だ 彼の 如く 愛せし 人な し。 而 して 又、 未だ 彼の 如く 怒りし 人な し。 我等 は イエスに 於て 愛の 模範 

を 見る のみなら す 又 怒の 模範 を 見る ので ある。 馬太傳 第一 一十三 章 は 怒の 模範 を 示す 者と して 貴く ある。 

人 は 怒る 時に 如此 くに 怒る ベ きで ある。 

「喷禍 ひなる 哉汝等 偽善なる 舉 者と パリ サイの 人よ」。 原語 を直譯 すれば 左の 如くに 成らう。 

ゥ， I アイ 汝 等に 

舉 者と パリ サイ 人よ 

偽善者 等よ" 

「ゥ ー アイ」 と は 災禍と か 苦難と か 云 ふべき 雷で ある。 英語の Woe と 同じく 意義の 外に 感情 を 現 は 

す 言で ある。 オノ マト ー プ卽ち 擬聲辭 の 一で ある。 「噫 禍災汝 等に 到らん とす」 と譯 して 眞意を 通す 

るで あらう。 災禍 汝等 にあれ かしと 云 ふ呢， 詛 ではない。 到らん とすと 云 ふ 預言で ある。 彼等の 罪を擧 

げて其 必然の 結果と して 彼等に 臨まん とする 災禍 を 指した ので ある。 「ゥ ー アイ、 噴 我れ 之 を 言 ふに 

忍びす、 災禍 汝 等に 臨まん とす」 とィ H スは玆 に 言 ひ 給うた ので ある。 

「學 者と パ リ サ ィ 人」。 職業的 聖書 學 者と 職業的 宗敎 家、 今日で 云 へ ば祌學 者と 牧師 傳道 師、 宗敎 

舉と傳 道 敎會を 職業と する 者で ある。 故に 其內に 祭司 も あれば 敎 法師 も ある。 宗敎を 職業と して 极ふ 

者の 總稱 である。 そして ィ H スが嫌 ひ 給 ひし 者に して 宗敎 業者の 如き 者はなかった。 學 者と 敎 法師と 

は 聖書の 文字と 誡 律と を、 祭司と パリ サイ 人と は 祭事と 信仰 を 弄ぶ 者で ある。 彼等 は 孰れ も 神の 聖事 

を 輕く极 ふ 者であって 其 罪 は 最も 重く ある。 彼等 は 活ける 神の 活ける 言 を 死せ る 文字 又は 機械に 化す 
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る^で ある。 「それ 儀 文 は 殺し 靈は 生かす」 と あるが 如くに、 彼等 は 儀 文 を 以て 人の 霊魂 を 殺しつ k 

ある。 之 を 見て 神の 羔は 怒らざる を 得なかった。 學 者と パリ サイ 人 は 今 も 在る。 聖書 を 言語 舉と考 古 

舉と 文舉的 批評の 材料と して 使 ふの 外、 之 を 用 ふるの 途を 知らざる 者、 な r 日の 歐米諸 大學に 設けられ 

たる 聖書 舉 講座が 取扱 ふ 問題 は 概ね 是 である。 そして パリ サイ 人！ 彼等 は 自己 擴 張の 爲に宗 敎を用 

ひと 

ふる 者で ある。 宗敎界 に 於け る帝國 主義の 應用 者で ある。 他の 敎會を 倒して 己が 敎會 を與 さんと する。 

傳 道と 稱 して 水陸 を歷 巡りて 一 人 を も 己が 敎會に 引 入れん とする。 己に 從ふ 者が 信者、 從 はざる 者が 

異敎 徒。 誠實 もなければ 親切 もない。 彼等の 傳 道の 唯一 の 目的 は 己が 後 從者を 作る にある。 彼等 は 信 

仰箇條 とバプ テス マと 聖餐式と を 之が 爲に 利用す る。 彼等 自身が 地獄の 子であって、 彼等に 由て 所謂 

信者に 成りし 者 は、 彼等よりも 倍した る 地獄の 子と せらる。 政治家の 壓制は 憎むべし とする も、 宗敎 

家の それ は 優に 其れ 以上で ある。 彼等 は 祌と來 世と を 利用して 己が 勢力 を 張らん とする。 

「偽善者よ」。 神と 人と を僞 はる 者なる が 故に 此く稱 す。 ギリシャ 語の ヒボ タリ テス は 俳優の 意で 

あると 云 ふ。 舞 裏の 上に 善人 を演 する 者で ある。 偽善者 必 しも 根本的の 惡人 でない。 世に は 無意識の 

偽善者が ある。 自身 偽善者な りと 識ら すして 僞善を 行 ふ 者が ある。 然し 乍ら 偽善者 は 偽善者であって- 

祌は之 を 嫌 ひ 給 ふ。 偽善者 は 白く 塗りた る 墓で ある。 外 は 美 はしく 見 ゆれ ども 內は 骸骨と 樣々 の汚據 

にて 充っ (二 七 節 內と 外と が 全く 異ふ。 寡婦の 家 を 呑みながら 偽 はりて 長き 祈禱を 爲す广 十四 節.；。 

其 信仰 はすべ て 言葉と 習慣と 思想との 信仰で ある。 


第 十三 囘 「禍 なる 哉」 七囘 

馬 太 傳廿三 章 十三 節 下。 路加 傳十 一 章 三 七 節： 下。 

禍 なる 哉 第一。 人の 敎師 たらん と 欲する 者 は 先づ自 から 救 はれざる ベから す。 自 から 救 はる、 は 人 

を 救 ひ 得る 资 格の 第一 である。 然るに 多くの 敎 師は自 から 救 はれし 實驗を 有せざる に 人の 救、  1! に從事 

す。 斯くて 彼等 は 天國を 人の 前に 閉ぢ て自 から 入らす、 且 入らん とする 者の 入る を 許さない ので ある 0 

自 から 救 はれざる は大 なる 禍 である。 然れ ども 人の 救 はる、 を妨 ぐる は禍の 極で ある。 そして 自 から 

救 はれ し 確實な る實驗 をせ せざる 者が 傳 道に 從 事して 此禍 に陷ゐ るので ある。 自身 平安 を 獲る 能 はす、 

故に 人に 平安 を與へ 得ざる は 勿論、 彼が 平安に 入る を 喜ばす、 更に 進んで 平安に 入る の途を 塞いで 彼 

をして 入る 能 は ざら しむ。 

禍 なる 哉 第二。 人 を 平安に 導く 能 はす、 故に 己が 黨派 を樹て 一人な りと も 己に 肖た る 者 を 作らん と 

す。 其 目的 を 達せん が 爲には 徧く水 g を歷 巡り 一人 を も 己が 宗旨に 引 入れん とす、 而 して 旣に引 入る 

れば之 を 己に 倍した る 地獄の 子と 爲す。 世に 嫌 ふべき 者に して 黨 人の 如き はない。 而 して 其內 最も 嫌 

ふべき 者は宗 敎的黨 人で ある。 信仰な き 傳道は 所謂 改宗 勸誘 運動に 化し 易く ある。 何時の 世に 於ても 

斯 かる 運動が 傳 道の 名の 下に 行 はれた。 人の 靈魂を 救 はんとす るに 非す、 我が 敎會の 勢力 を 張らん と 
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す。 此 EI 的に 由て 成りし 所謂 信者 は 天國の 民に 非す して 地獄の 子で ある。 共 熱心 は 神と 眞理 とに 對す 

る 熱心に 非す して、 己が 屬 する 敎 會に對 する 熱心で ある。 斯 くして 宗派 戰を起 七て、 信者 相互 を排 り、 

篤り、 呪 ひ、 殺して、 神に 奉仕した りと 思 ふ。 若し 主ィ ェ スが 彼の 聖名を 以て 稱 へらる k 今日の 敎會 

を 着た まひし ならば 彼 は 如何に 怒り 給 ふで あらう。 偽善なる 舉 者と パリ サイの 人に 對し 蒸の 怒 を發し 

給 ひし 彼 は、 必すゃ 其れ 以上の 怒を發 して 彼の 敎會內 に 行 はる 、偽善 を 燒盡し 給 ふで あらう。 

禍 なる 哉 第三。 誠 實の人 は 誓約 を 慎む。 彼の 言葉 其 物に 誓約の 惯 値が あるから である。 i を 指し、 

祭壇 を 指し、 天 を 指して 誓 はざる を 得ざる に 至りし は 彼の 誠 寳が滅 退せ し 何よりも 好き 設據 である。 

誓約に 區 刖を爲 し、 其 間に 有無 輕重 を認 むる に 至りて 誠實は 地を拂 ふに 至れり と 謂 ふべ し。 かも 八.' 

日の 社會に 於て 證 文の 益々 煩 雜を加 ふるが 如き 類で ある。 印鑑 を 要し、 牧入 印紙 を 要し、 人の 速 印 

を 要し、 更に 進んで 公正 證 書と 爲すを 要す、 而 して 尙ほ安 心する 能 はす。 誠 實を缺 いて 約束の 履行 を 

誓約に 求む る 時に、 事の： に 至る は 當然の 順序で ある。 「然 り然り 否な 否な、 此 より 過ぐ るは惡 より 

中： る 也」 である。 單 純なる ィ H スは 複雜 なる パリ サイ 人の 敎に堪 へなかった。 

禍 なる 哉 第 四。 偽善なる 學 者と パリ サイの 人 は 小事に 嚴 にして 大事に 寬 であった。 彼等 は 律法の 言 

に 從ひ確 荷、 茴香、 馬 芹と 云 ふが 如き 小なる 野菜に 什一 の稅を 課して、 義と 仁と 信と 云 ふが 如き 大事 

は 之 を 顧みなかった。 「是れ 行 ふべ し、 彼 も亦廢 すべから す」 である。 小事 は 之 を 行 ふべ し、 然れど 

も 大事 は 之を廢 すべから すで ある。 仁義 を 怠りて 小事に 如何に 忠實 なりと 雖も 神に 對し 人に 對し 忠實 

なる 能 はす。 小事 は爲 し！：！^ し、 大事 は爲し 難し。 nl 曜日に 代へ て 土曜日 を 以て 安息日と なすが 如き 何 

人 も爲し 得る 所で ある。 然れ ども 正義に 依て 動かす、 全國を 相手に 福音の 爲に鬪 ふが 如き、 是れ眞 の 


勇者に あら ざれば 爲す能 はざる 所で ある。 學 者と パリ サイの 人 は 小人であった。 故に 小善に 忠實 であ 

り 得 て大善 に 忠實 で あ り 得な かった。 而 して 惡 事に 對 して は 其反對 に、 小惡を 避け て 大惡を 犯 した。 

孑孑 を 漉 出して 路駝を 呑んだ。 小なる 負 使 は 之を慣 還して 大 なる 負 债は 之を践 倒した。 而 して 偽善者 

の爲す 所、 今日 も 猶ほ然 りで ある。 

禍 なる 哉 第五。 偽善者 は 外 を 潔め て內を 怠る。 器に 注意して 內容を 顧す。 食器の 淸潔 ならん に 心 

を 用 ひて 之に 盛る 飮 食物の 性質 如何 を 問 はす。 惟 ふ 器に して 淸 からん か、 內 容も自 から 潔 まるべし と。 

瞽者よ、 其反對 が眞理 である。 先 づ內容 を 潔め よ、 然 らば 器 も 亦 潔 まるべし。 會 堂の 壯嚴な るに 依て 

信者 を 潔 めんと する も 能 はす。 信者 を 潔 めんか、 會 堂は自 から 潔 まるべし。 器 を 重大視して 之 を 使用 

する 精神 を輕 祿 する が 偽善者の 特性で ある。 制度、 方法、 組織、 團體、 是等は 皆な 器た るに 過ぎす。 卽 

ち 杯と 盤と である。 之に 充た すに 貪欲と 淫欲 (放縦) と を 以てして、 如何なる 用器 も聖 潔なる 能 はす。 

禍 なる 哉 第 六。 偽善者 は 外 を 飾り 內を愼 ます。 白く 塗りた る 墓に 似て 外 は 美 はしく 見 ゆれ ども 骸骨 

と樣々 の 汚穢と にて 充っ。 此 世の 聖人 君子 は 凡て 此類 である。 彼等 は 努めて 外 を 飾る に 止まる、 ft は 

不平、 傲慢、 嫉妬に て充 つ。 所謂 修養 は 修飾に 過す。 人の 努力 は 自己 を改 むる に 足らす。 先づ 己が 汚 

據を 認め、 神の 大能を 以て 我衷に 新たなる 心 を 造り、 彼に 自己 を 潔め て 戴く より 他に 潔く せらる &の 

途 あるな し。 學 者と パリ サイの 人と は、 今の 多くの 道德家 又宗敎 家と 同じく 神の 子の 贖 の 恩 惠に與 

らんと せ ざり しが 故に、 彼等の 偽善 狀 態より 脫出 する ことが 出来なかった ので ある。 

禍 なる 哉 第 七。 偽善者 は 建碑の 民で ある。 己が 義を 義人の 墓碑に 現 はして、 きつ 己 は義に 背きて 怪ま 

す、 曰 ふ 「我等 若し 先祖の 時に 在らば 豫言 者の 血 を 流す ことに 與せ ざり しもの を」 と。 然れ ども 若し 
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厶 △ 厶厶 A  あかし 

豫 言 者に 直面 せん 乎、 彼等 は 之 を 殺して 豫言者 殺しの 裔 なること を證 す。 ィ H スの 前に 立ちし 畢者 ..-」 

パリ サイの 人と が 其 人であった。 而 して 古への 聖人、 義人、 殉教者に 對 して は 赏 讚の 辭を 重ねて 惜ま 

へび i むし 

ざる 人 も、 眞の 聖人の 己が 前に 立つ あれば、 之 を讒誇 罵詈して 止まざる が 常で ある。 「蛇 蝮の 類よ、 

汝等 いかで 地獄の 罰 を 免れん や」 と イエス は 彼等に 對 して 曰 ひ 給 ふ。 邪智に 富める が 故に 蛇で ある、 

毒 を 蔵す るが 故に 腹で ある。 而 して 蛇と 腹と が 叢 を 燒盡す 火に て燒 かる &が 如くに、 是 等の 爲善者 等 

は 地獄の 刑罰に 會ふ であらう。 然り會 ふが 當然 である。 

玆に r 禍 なる 哉」 が 七囘繰 返された。 始めの 三囘は 其敎の 誤りた るが 故に、 終りの 三！： は 行の 惡し 

きが 故に、 而 して 中の 一 囘は敎 と 行と が 二つながら 悪しき が 故に。 

第 十四 囘 ィ H スの 愛國心 

馬 太 傳廿三 章 三 七 I 三 九 節。 路加 傳 十三 章 三 四、 三 五節。 

同 十九 章 四  一 I 四 四 節。 

イエスに 愛國 心が あった。 彼 は 唯の 個人主義者でなかった。 彼 は侗人 さへ 救 はるれば 國は 如何で も 

可い と 云 ふ 個人主義者でなかった。 彼 は 國を國 として 愛し 給うた。 彼 は イスラ H ルに關 はる 祌の聖 ：33 

を 信じ 給うた。 「救 は ユダヤ人より 出づ」 と 云 ひて、 ユダヤ 國の 天職 を 信じ 給うた。 S にィ H スの愛 


國 心に 接さる 聖き 正しき 愛國 心はなかった。 我等 は 凡ての 事に 就て 彼より 學 ばねば ならぬ が愛國 心に 

就ても 彼より 學 ばねば ならぬ。 我等 はィ H スが イスラ H ルを 愛し 給 ひし 心 を 以て 日本 國 を 愛さねば な 

らぬ。 

そして ィ H ス の 愛 國心は 彼の 凡ての 行爲に 於て 現 はれた が、 殊に 彼が 國都 エル サ レム に 到りし 時に 

現 はれた。 凡ての イスラ H ル人は H ルサ レム を 愛した。 H ルサ レム は 彼等の 愛國 の目檫 であった。 豫 

曾 者 は 凡て 熱烈に エルサレム を 愛した。 ィ ザャ、 H レミ ャ、 H ゼキ H ル 、ダニ  H ル 等の W 大豫言 者殊 

に然 りで ある。 彼等に 取り イス ラエルと 云へば エル サレ ム であった。 單に屮 央集權 と 云うた 丈け では 

足りない、 中央 生命で ある。 H ルサ レム は イスラ H ル の H の隨 であった。 祌の聖 殿の 所在地であった。 

「エホバ は其聖 殿に 在ます」 と 云 ひて、 エルサレム は エホバが 其 尺の に i5 り 給 ふ 時の 地上 最も^き 

ー點 であった。 

イスラ H ルが 如何に H ルサ レム を 愛した か、 其 情熱 を 歌った 者が 詩篇 第 百 三十 七篇 である。 多分^ 

界文學 の 中で 愛國 の 至情 を 述べ た 雷 葉で 之よりも 痛切なる 者 は あ るまい。 

エルサレム よ 若し 我れ 汝を 忘れな ば 

我が 右の 手に 其 巧 を 忘れし めよ。 

若し 我れ 汝を思 ひ 出です 

我れ 汝を 我が 凡ての 歡 喜の 極と なさす ば 我が 舌 を 我が 1^ にっかし めよ。 

rV して 此 情が 福音 化されて 基督 信者の 讚美 散と なりて 現 はれし 者が 「喧 母なる H ルサ レムよ」 の ー篇 

である。 
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o  motlier  dear  Jelnlsalem, 

.\vnen  shall  I  come  tc  thee  ？ 

.\vllen  shall Jny  sorrows  have  an  slcl, 

Tliy  joys  .when  shall I  ！ se  ？ 

喧懊 かしき 母なる エルサレムよ、 

何時 我れ 汝に 到る を 得ん。 

何時 我が 悲しみ に^れ を 告げて、 

汝の供 ふる 喜び を 見ん。  、 

イスラ H ル の甚 ひし エルサレム が 基督 信者 の^む 天國の 型と 成った。 「我れ 聖き 城なる エルサレムの 

備 整 ひて 神の 所 を 出て 天より 降る を 見たり 云々」 の 一一 一一 n 葉が それで ある。 豫言 者が 慕 ひし M ルサ レム、 

イエ スが 愛して 淚を 魔ぎ 給 ひし H ルサ レム、 基督 信者が 待 む H ルサ レム、 古今東西 を 通う して 人類 

の X 布 を繁ぐ M ルサ レムで ある。 ィ H スは H ルサレ ムを 愛して 國を 愛し 叉 世界 を 愛し 給うた ので ある。 

「噫 エルサレムよ エルサレムよ、 豫 一一 H 者 を 殺し、 汝に遣 さる、^ を 石に て 撃つ 者よ」 と 云 ふ (三 六 

節)。 聖き城 は 盗賊の m となった。 神の 城は惡 魔の ト ：！ 領 する 所と なった。 祌 殿は存 し、 祭儀 は 行 はれ、 

祭司と 民の 長老 等 は 敎を說 くと 雖も、 H ホバの 神 は 聖山を 去り 給 ひて、 今や 遣され し 其」 子 を さへ 殺 

さんと して 居る。 之 を 見て ィ H スは 泣か ざらん と 欲する も 能ばなかった。 悲劇 は 危機に 臨む も 危檨を 

覺ら ざる 事で ある。 神殿 あり、 禮拜 あり、 敎職 あり、 祌學 あるが 故に、 神の 恩寵 は 絶えす、 信者 は 安 

全な りと 思 ふ 事で ある。 祭司の 限に 榮 光が 輝きし 時に、 ィ H ス御ー 人の 御 眼に は 滅亡が » かに 映った。 


淚は 衆人と 共に 流す 時 は 左程に 辛ら くないが、 一人で 流す 時に 堪へ 難く 辛ら く ある。 滅亡 は 確に 目前 

に 横た はる、 然るに 宗敎家 は 政治家に 和して 曰 ふ 「康 し战 し」 と。 此. s: に 在りて 神の 子 は 獨り胸 を 打 

ちて 叫び 給 ふ r 喷 M ルサ レムよ、 H ルサ レムよ」 と。 天ドの 憂に 先 じて 憂 ふ 位で はない、 天： 卜が 憂へ 

ざる 先き に 泣く ので ある。 都人 は 彼 を 見て 嘲け つたで あらう 「泣蟲 よ」 と。 曾て 私の 愛國 心が 今より 

も遙 かに 熱烈な りし 時に、 故 大隈重 信 侯が 私 を 評して 口うた との 事で ある、 「內 村と 云 ふ 奴 は 多分 御 

膳に 茶 を 注る 代りに 淚を 注て 食 ふので あらう」 と。 そして 今より 二十 年 前の 私の- 淚 です ら如此 くに 嘲 

けられた ので あるが 故に、 ィ H スの聖 き 御 淚が當 時の エルサレム の 政治家 等に 如何に 談られ 笑 はれし 

かが 推量され る。 おは 樂 大家 を 愛して 悲觀者 を 嫌 ふ。 ィ H ス は豫雷 者 M レ ミ ャ の 後 を受， けて エル サレ 

ム の 滅亡 を豫ー H し 給うた。 是が 彼が 十字架に 釘 けらる &キ： なる 原因と なった。 そして 一 ； 人の 場合に 於 

て 滅亡 は 排斥の 後に 來 つた。 

「母 鶴の 雜を 翼の 下に 集む る 如く 我れ 汝の 赤子 を 猿 めんと せし こと 幾 次ぞ ゃ然れ ども 汝等は 欲せ ざ 

りき。」 ィ H スは 他の 所に 於て 曰 ひ 給うた 「我と 偕なら ざる 者 は 我に 背き、 我と 偕に 猿め ざる 者 は 散 

らす 也」 と CE! 太 傅 十二 章 三十 節)。 イエスと 偕に i% まりての み眞 個の S 合が ありい 結合に 伴 ふ 救 扬がぁ 

る。 ィ H スが民 を 其 翼の 下に 集めん と 欲し 給 ふ 共 御 目的 は兹に 在る。 故に 彼 は 幾 次 か H ルサ レムに 上 

り (約 翰 傅が 此事を 記す〕 其 1^ を 御 翼の 下に 集めん とした。 菜 めんと 欲して 努力し 給うた。 然れ ども 彼 

等 は 欲しなかった。 原語 は 特に (ehthelehsa  elithelehsate を S ゆ )o 中： は 欲し 給うた、 は 欲しな か 

つた。 兩 者の 意志に 根本的 相違が あった。 故に 主の 努力 は 無 效に歸 して 民は往 くべき 所に 往 いた。 ィ 

エス は 救 はんと 欲し、 は 救 はれん と 欲しなかった。 それ は兑 る^が 異 つたから である。 ィ H スは信 
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仰 を 以て 見、 おは 肉 吸を以 つて 見た からで ある。 是非 もな き 次第で ある。 然れ ども 悲歎の 極みで ある。 

rii ょ汝 等の 家 は 荒 地と なりて 遺されん」。 「汝 等に 遣 されん」 と 護むべし。 「{ 永」 とは祌 殿、 宮 

殿、 市 銜 全部 を 含む 都 城で ある。 「視 ょ汝 等の 家は汝 等に 遣され て 荒 地と 成らん」 と 一 S むこと が出來 

る。 r 汝 等に 遺さる」。 汝 等の 自由に 委せら る。 祌は汝 等の 爲す 事に 關涉 せざる べしと。 寳に 恐ろし 

い 穴 小 〔である。 神に 蕃 めら れ、 鞭打た る、 間 は 希望が ある。 然し 乍ら 神に 見放され、 我が 忍 ふが ま& 

に爲 すべく 放任され て 我 は 滅亡に おめら れ たので ある。 斯 かる 場合に 於て 地が 荒 地と なる はま 然の成 

行で ある。 其 場合に 祌が 特別に St を 罰し 給 ふので はない、 彼が 聖手を 引き 給 ひし 結 として 荒 廢が自 

から 臨む ので ある。 「汝 等の {kA は汝 等に 遺されん」 と。 罪人 は 曰 ふで あらう 「誠に 結構で ある、 我 は 

我が， 欲 ふ 通りに 爲 さん」 と。 そして 其 道が 诚亡 である。 神 を 求めす、 神 を 斥く る國が 亡び、 〈仗が 傾き、 

身が 亡ぶ るの は 是が爲 で あ る。 

三 九 節。 主が 最後に 都に 上り 給 ひし 時に、 群衆 は 弟子 等と 共に 叫んで 曰うた 「ダビデの 裔 ホザナ よ、 

主の 名に 託り て 來る者 は 福な り」 と (サ 一 章 九 節〕。 そして 祭司、 舉者、 民の 長老 等はィ ヱ スに C おする 

民の 此歡迎 を 嫌 ひ、 如何に かして 之 を 打消さん と 計った。 彼等 は 正 當の王 を 拒否し つん ある。 覆滅 之 

が爲に 彼等の 上に 臨まん として 3. る。 然し 乍ら 彼等が ィ H ス を歡迎 すべく 餘^ なくせら る i ゆが 來る 

であらう。 彼等 も 亦 貧しき 群衆と 共に 彼に 對 して 「主の 名に 託り て 來る者 は； i なり」 と 云 はざる を 

ざる 時が 來る であらう。 其れ は 何時で あるか 主の. 再臨の 時で ある。 其 時 彼 を 十字架に 釘け しおまで が 

彼 を ^めざる を 得ざる に 至る であらう。 默示錄 一 章 七 節に 言 へ るが 如し。 

彼 は 雲に 乘 りて 来る、 衆の 目 彼 を！ 3- ん、 彼 を 刺した る 者 も 之 を 1:^ るべ し、 且 地の？ is 族 之が 爲に哀 


と。 ィ H スは肷 北の 後に 勝利 を 期し 給うた。 そして 彼の 再臨 は {恭 判の 時で なく 赦免の 時で あるで あら 

う。 H ルサ レムの 減 亡 は (仅 興と 成りて 現 はる k であらう。 「地の 諸 族 之が 爲に 哀哭ん」 と ありて、 彼 

等 は W 臨の ィ H スを拜 して 己が 罪 を 悔いて 彼を榮 光の 主として 迎 へまつ るで あらう。 恩 惠の主 は 滅亡 

の黑 雲の 彼方に 悔改 復興の 光 を 認め 給うた。 

イエ スは 情の 人であって 熱烈なる 愛國 者で あり 給うた。 彼 は 神の 子で あり たれば とて 冷靜 なる 審判 

人ではなかった。 彼 は 凡て の^人 を 代表して 泣く こと を 恥と し 給はなかった。 「旣に エルサレムに 近 

づける.， 吋、 ィ H ス城中 を 見て 之が 爲に哭 き 言 ひける は 云々」 と 路加 傳 十九- J! 早 四 一 節 以下 は 記す。 人生 

に  一 W 葉を以 てして は 到底 言 表 はすこ と の 出来な い 悲歎が あ る。 北ハ 時に 淚が之 を 一ず 表 はす ので ある。，^? 

獸に淚 はない。 淚は 言語と 共に 人の 特有で ある。 淚 なき 者 は 人に 非す。 ィ H ス 泣き 給へ りと 云 ひて、 

坡は 女々 しい 人で あつたと 云 ふので はない、 人ら しき 人で あつたと 云 ふので ある。 そして 人生に 货き 

者と て 者の 淚に優 さる 者 はない。 

ィ ェ スは 人類の 救 主で ある。 故に 彼の 愛 は 抱 世界的であって、 是は彼 を 生んだ 國に 限らるべき 者で 

ない。 自 國に對 して 厚く して 他 國に對 して 薄き が 如き は 人類の 王た るべき 者の 取る ベ き 熊 度 でない と 

云 ふ 者が ある。 然し 寨實 はさう でなかった。 ィ H スは 特に イスラエルと 北ハ民 を 愛し 給うた。 

イエス 十一 一人 を 遣さん として 命じ 曰 ひける は 異邦の 途に往 く 勿れ、 叉サ マリヤ 人の 邑 にも 入る 勿 

れ、 惟 イスラ H ルの 家の 迷へ る 羊に 往け、 往 きて 天 固 近き に 在りと 〈几 傅へ よ 0^ リ太 十 章 五— 七 節) 

と。 此 言に 表 はれた るィ H スは 確かに 自國に 厚く して 他國 に^かった。 彼 は イスラ H ル人 として 特に 
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イス ラエ ルを 愛し 給うた。 そして 其 情が 迸り 出た 者が r 喷 エルサレムよ エルサレムよ」 との^で ある" 

愛圃は 人の 至：^ である。 是れ あるが 故に 人 は 人で あるので ある。 人の 愛 國心は 少しも 彼の 人類愛 を滅 

じない。 其 反對に 人類愛に 燃えし 人 は 凡て 愛國 心の 强ぃ 人であった。 ィ H スは エルサレムに 注ぎし 愛 

を 以て 萬 國の民 を 愛し 給うた ので ある。 

視ょ强 く 伊太利 を 愛せし ダンテが 人類愛の 模型で ありし こと を。 同じ 事 を ミルトン、 コ & ムゥ エル 

等に 就ても 言 ふこと が 出来る。 日本 今日の 博士、 擧士、 學 生の 如くに 愛國 心の 殆んど 消滅せ し 人 等よ 

り、 愛と 云 ふ 愛 を 其 如何な る 形に 於て も む こと は 屮 I 來な い 。 


第-十五 囘 マール サ レムの 覆 減 

馬 太 傳廿四 章。 馬可傳 十三 章。 路加 傳廿 一章。 

イエス 都に 上り、 祭司の 長お よび 民の 長老 等と 衝突し、 彼等の 質問に 答へ、 進んで 彼等の 偽善 を資 

め、 又 彼等の 爲に 泣き、 彼等の 最後の 救に 就て 希 を 述べ 給うた。 彼 は 御 一人、 彼等 は 多數、 彼 は m 

舍の 一 平民、 彼等 は 都會の 貴挨、 舉者 等であった。 此 世の 勢力 を 比 絞して、 彼と 彼等と は 到底 敵手に 

ならなかった。 然れ ども 論 場に 於て 相對 して ィヱ スは 常に 勝者の 地位に 立ち 給うた。 「誰 一 人 彼に 答 

ふること 能 はす、 比日より 敢て义 問 ふ 者な かりき」 と ありて、 彼等 はィ H ス 一人に 沈 默の裡 に 封じ込 


めら れ たので ある (お 太 傳廿ニ 章 四 六 節 )o 玆に 一 人の 權威 ある 者が 此 世の 權 者の 内に 立った。 エル サレ 

ムを 擧げて 一. 人の 彼に 對抗し 得る 者がなかった。 兹に靈 が 全く 肉を壓 伏した。 豫 言 者と 祭司と が相對 

した 場合 は 前に もあった が、 然し ィ H スの 場合に 於け るが 如き 豫 一一 一一 ：！ 者の 全勝 を 見た こと はない。 若し 

議論が 萬泰を 決するならば、 ィ H スは兹 に ユダヤ人の 王と して 立ち 給うた ので ある。 

然し 「今 は汝 等の 時、 暗黑が 勢力 を 揮. ふ 代な り」 とィ H スが HI ひ 給 ひしが 如くに、 今 は 道理と 一一 一一 a 紫. 

が 勝 を 制する 時代で ない。 ィ H ス はやが て 負けて、 彼の 敵が 將 さに 勝 を 制せん として ゐた。 ^；-子等も 

亦 彼の 大膽 なる に 驚いた。 ィ H スの 眼中、 敎職 なく、 神殿な きが 如くであった。 今日の 言 紫 を 以て 霄 

ふなら ば、 ィ H スは 旣成敎 會に對 して 戰を 挑んだ のであった。 彼の 大膽さ 加減に 常人の 想像し 能 は ざ. 

る 所があった。 彼 は 曾て 神殿 を 指して 「汝等 此殿を 毀て、 我れ 三日に て 之 を 建ん」 とまで 極言し 給う 

たとの 事で ある (約 翰 傳 二 章 十九 節〕。 檔螂の 斧 を 振って 龍 車に 向 ふと は此 事で は あるまい か。 そして 此 

場合 を 記した る 者が 馬 太傳卄 M 章 一節、 二 節で ある。 卽ちィ H スが舉 者と パリ サイの 人 等 を 詰 資して 

後に 殿よ， り屮 I で 来れる 時に、 弟子 等 は 進みて 殿の 構造 を 指して ィ H スに 曰うた ので ある。 

先生 、、御覧なさい、 此莊大 なる 神の 殿 を、 之 は 建つ るに 四十 六 年 か k つた 者であります。 そして. 

其 内に， 在りて 敎 ゆる 祭司、 舉者， 民の 長老 等 は 古き 制度に 由て 其 權能を 保護 せらる、 者で ありま 

す。 然る. に 貴 師は之 等 を 有って 無き が 如き 者と して 极ひ、 御自身 滅亡 を 招き 給うた ので はあり ま 

せんか 

と。 ィ H スの 偉大 は 充分に 之 を 認めし も、 之 を 神殿の 莊大 なる に對 して 見て、 弟子 等. に 心配な き 能 は 

すであった。 
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然る に 彼 は 彼等の 心配 を 打消して 言うた。 

汝等 すべて 此等を 見ざる か、 我れ まことに 汝 等に 吿 げん、 此.^ J に 一 つのお も 石の 上に 圮 されす し 

て 遣る こと あら じ 

と。 li.^ 意 は 「心配に 及ばす、 亡ぶ る 者 は 我に 非す、 此殿 なり、 そして 殿に 附 K する 敎職^ 級な り 0 

國尺が 依って 敏る此 殿 は、 此敎會 堂 は、 壞れ 崩れて、 一 つの 石 も 他の 石の 上に 圮れ すして は 遣る 事 あ 

らじ」 との 事であった。 確信 か 狂^ か、 之 を 聞いて 弟子 等 は 驚愕 仰天せ ざる を 得なかった。 斯 かる 事 

は e;- して 有り 5^ べき かと、 彼等 は 自己に 問 ひ、 相互に 語り合う たに 相違ない。 

此 疑問 を 心に 懷 いて、 弟子 等はィ H スの 許に 来り、 彼が 今や 橄^ 山に 坐し、 谷 を 隔て、 エルサレム 

の 神殿 を 眺めつ k あり 給 ひし 時に、 彼に 尋ねて 曰うた、 

其 時 は^ 時です か、 永遠 無 朽と思 はれし 此祌 殿が 崩る. 1 時 は 何時です か、 其れ は 恐るべき 時、 世 

の 終末と して 見るべき 時であります、 そして 北 ハれは 又 贵師が イスラ H ル を-器 判き 給 ふ 時、 贲師の 

勝利の 時であります、 其 時 は 何時 来ります か、 叉 北 ハの來 る 前兆 は 如何であります か 

と。 ^かも 大豫言 者に 日本 國 の 滅亡 を豫言 され て 、 n 本人が 恐權 して 質問 を 以て 豫言 者に ：3 るが 如き 

狀 態であって、 冷靜 に、 學 的に 考 ふべき 場合で ない。 馬太傳 二十 il 堂、 馬可傳 十三 章、 路加 傅 二十 

一章 を 研究 せんとす るに 方て、 此 緊張せ る 心の 狀態 を見遁 して はなら たい。 此は 非常の 場合で ある。 

熟した る 質 gi: に對し 熟した る 言 を以 て 答 へ たる 場合で ある。 ^tf 藥 者が 此 章の 註解 に 困難 を感 する は * 

イエスと： 一十 等の 此 時の 心现狀 態に 自己 を： まく 事が 出来ない からで あると 思 ふ。 此は 書齋に 於て、 字 

典と 文典と 註解 書と を 以てする？ 1； 題で はない。 國の 滅亡 を 前に 控へ、 事變 の到來 と、 其 意義と に 係 は 
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る 重大問題 である。 愛國 者が 血の 淚を 流しながら 讀む にあら ざれば 解らない 章で ある。 

此 車の 主要 問題 は是 である、 S- ち 神の 子は此 世の 勢力と 衝突して 其 殺す 所と なる、 然れ ども 其れが 

爲 に收れ ない。 彼 は 政府よりも 敎會 よりも、 ピ ラトよりも カャパ ス よりも 大 である。 エルサレム は 一 

度 祌の子 を 十字架に 釘け るが、 神の 子 は W び來 りて H ルサ レム を 翁 判き、 彼が 行 はんと 欲する 凡ての 

篛を行 ひ 給 ふ。 彼は祌 殿よりも 大 である。 彼が の祌 殿で ある。 神 は 彼に 在りて 人の に 宿り 給 ふ。 

故に 弟子 等はィ H スが 敵の 亡す 所と なりたれば とて 失望して はならない。 彼 は 暫時 世 を 去る ので あつ 

て、 W び 来りて I を 治め 給 ふ。 勝利 は 永久に 彼の 有で ある。 彼 は 天地の 主で ある、 人類の 王で ある。 

彼の \. ^に 天然の 力が ある。 歷史は 彼の 意士 心の 實行 に過ぎない。 彼 は 弱い 人の子で はない、 强ぃ祌 の， 十 

である。 エルサレム の 神殿の 莊大 なる は 彼の 莊嚴 なる に蛟」 ぶべ くもない との 事で ある。 卽ち馬 太傳ー 一 

十 払の 所謂 「イエ スの 終末 的 說敎」 は 特に 彼の 終末 觀を 述べた 者で ない、 彼の 肷滅に 遭うて 失： ませ 

ん とする 弟子 等 をカ附 けん 爲に爲 された る說敎 である。 其點に 於て 約 翰傳十 w 窜 以下と 目的 を 共に す 

る 者で ある。 故に其要點は旣に馬太傳十六^：十比 一 節 以下に 於て 示された る 者で ある。 

くるしみ 

此 時より ィ H ス其 弟子に 己の エルサレム に往 きて 長老、 祭司の 長、 舉者 等より 多くの 苦難 を 受け- 

R; 殺され、 第三 日に 甦る 事 等 を 示し 始む (一二 節」。 それ 人の子 は 父の 榮光を 以て 其 使者 等と に 

來 らん、 其 時 各自の 行に 由り て 報 ゆべ し (二 七 節〕。 

以上 を 敷衍した る 者が 第一 一十 1： 章で ある。 難解と 云へば 難解で ある。 然れ ども ィ H スを祌 の 子と 借 じ 

て讀む 以上、 解す るに 難い 所 はない。 彼が 神の 子で ある 以上、 斯く あるの が當然 である。 神の 子 を」」 

すの 能力 は何處 にもない。 「此 石の 上に 墜る者 は 壞れ、 此 石の 上に 墜れば 其 者紛碎 さるべし」 と は 彼 
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が 前に 御自身に 就て 一一：  一 c ひ 給へ る 所で ある (サ 一章 s: 四 節)。 長老、 祭司の 長、 舉者等 は 神が. シ オンに 据 

え 給 ひし 永遠 の 磐 の 上に 墜 ちて 將 さに 紛碎 されん と して 居る。 其 事 を 述べ た 者が 第二 十 牽 である。 

そして 軍に H ルサ レムに 止まらない。 如何なる 民族、 如何なる 國家、 如何なる 制度、 如 河 なる^ 級， 

でも 神の 子に 逆ら ひて 同 一 の 運命に 遭遇 せざるを得ない。 ィ H スを 蔑 にし、 其； i 昔 を \ ^けて！： も：：； 

も 安全なる 事 は 出来ない。 彼等 は H ルサ レムが 減び しと 同様に 滅び、 長老 祭司 等が {# 判 かれしと 榇 

に.：^ 判 かる。 キリスト は 人類の 救. fH であると 同時に 其. 器 判 主で ある。 彼 を-!^ 判き し 者 は-! * 判 かれす し 

て は 止まない。 其點に 於て 我 日本 も 例外なる 事 は 出来ない。 ィ H スは 日本 國 よりも、 亦 其 政治 {豕 軍人 

等よりも 强く ある。 彼等 は幸德 秋水 をして r ィ H ス 撲滅 論」 を 著 はさし めしが、 ィ H スは 暫時 は 撲滅 

されし が、 W び來 りて 彼等 を 撲滅し 給 ふ (若し 彼等が 悔改 めざれば)。 其處に W 來の 意味が ある。 キ 

リストの- 冉臨 は敎義 上の 議題で はない、 實際 上の 問題で ある。 キリスト は 生きて 在し 給 ふ。 彼 は 宇宙 

の 中； 宰 である。 彼を慢 り、 を 侮辱して 何者 も 其 恐るべき 報 を 受けざる を 得ない。 

そして 全 ゅ界が キリス トに 反く 以上、 是も亦 エルサレム と 同様に 滅びざる を 得ない。 故に 反け る ェ 

00000  OO000000OO00000  0  00OO0O 

ルサ レムの 滅亡 は 反け る 全世界の 滅亡の 縮 圖 と 見て 差 支ない。 同一 の法則が萬^^-を支配する。 故に ィ 

ヱ スが兹 に M ルサ レム の 滅亡 を 語り 給 ひつ \ ある 間に 全世界の 滅亡 を 語り 給 ひつ k ある は 少しも 怪し 

むに 足りない。 彼の 御 眼より 見て 二者が 同一 の 事で あるから である。 凡て 神の 子に 逆 ふ 者 は 亡ぶ。 ュ 

ダャ でも、 羅 iil でも、 日 木で も、 米國 でも、 全世界で も。 「それ 祌には tiig なければ 也」 である。 そ 

して 旣に 在った 事 は復た 在る ので ある。 キリスト を 十字架に 釘け て エルサレムが 彼が 豫 言し 給 ひしゃ 

うに 亡びし が 如く、 凡て 彼 を 辱 かしめ し 國も人 も 同じ やうに 亡びた ので ある。 而 して 又 亡ぶ るので あ 


る。 天罰 叉 は 天譴なる 者 は ある 事な しと 言 ひたれば とて 其れまで ある。 在る を 如何せん。 神 は 評論 

家の 論說に 遠慮し 給 はない。 

けられし キリスト は 不意に 來り給 ふで あらう。 人々 無事 平安 を 祝し、 飲み 食 ひ、 嫁ぎ 娶 りつ k あ 

や .^J の 5 へ  ひ **  ねす びと 

る 時に 來り給 ふで あらう。 其 時 屋上に 在る 者 は北ハ 家の 物 を 取らん とて 下る 収 もないで あらう。 盜 人が 

意 はざる 時に 來 るが 如くに 主 は 來り給 ふで あらう。 其 曰 は 前以て 定かに 知る 能 はす、 然れ ども 其 來る 

は 必然で ある。  . 

主 は 来り 給 ふ 時に 秘密に 来らす して 公然と 来り 給 ふ。 彼 は 「此處 に 在り f 處に 在り」 と 云 ひて！^ り 

求む ベ き狀 態に 於て 顯 はれ 給 はない 。 初 臨の 時と 異なり 彼 は 野に 在り 給 はす 又 家に 宿り 給 はない。 

電 の 東より 出て 西に 閃く が 如く 彼 は 全地に 臨み 給 ふ。 彼の W 來は^ 界的大 1* 件で ある。 其 小： 冉 臨と 

稱 すべ き 者 も 國家的 大事 件であった。 エルサレム の 減 亡が さう であった。 IB- る 眼 を 以て 見れば 束」 い 小の 

震災が さう であった。 そして 全人 類が キリストに 對 して 其 反逆 を繼 緩して、 大規模の W 臨 を 見ん とし 

て活 るので ある。 

： 冉臨は < ！. -激に 行 はる、 然れ ども 之に 前兆が ある。 北ハ 一 面 は 暗 黑の增 加で ある。 罪が 熟して 審判が 來 

る。 暗黑其 極に 達して 滅亡 到る。 多くの 偽豫官 者 起り て 多くの 人 を 欺き、 また 不法 充 つるに H りて 多 

くの 人の 愛情 失す。 北ハ 時に 屮： は 臨り 給 ふ。 北ハ 他の 一 面 は 幅 昔の 普及で ある。 「天 國の此 福 昔 を i^n^ に 

證 しせん 爲に 普く 世界に 宣傳 へらるべし、 然る 後に 末期 至るべし」 と ある。 一面に 於て は 1=M 一の 增 加- 

他の 一面に 於て は 光明の 增加、 然る 後に キリストの W 臨 ありて、 暗黑は 失せて、 光明 は 世に 充 つるの 

である。 危機は^^|激に臨むが之に到るの途は綏慢でぁる。 かも 慢性病が 念變 して 死に 至る が 如しで 
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ある。 而 かも 新生 命 を 招来す る爲の 死で ある。 再臨の 光明 的 半面 を 忘れて はならない。 


第 十六 囘 十 人の 童女の 譬話 

馬太傳 二十 五 章  一 I 一  三 節。 路加 傳 十二 章 三 五— 三 八 節 參考。 

イエ スは 此の世の 政府 叉 は 敎會の 殺す 所と ならん として たまうた。 然れ ども 彼 は 之が 爲に滅 ぶる 

ので はない。 彼 は 死して 甦り、 去りて！ e び來 りて 彼が 爲 さんと 欲する 所を爲 し：^ ふべ しと は 彼の 预 一 マい 

0000 お.. 一." 000  00  00O00O0OO  ねすびと 

又 確信であった。 そして 彼 は 人の 意 はざる 時に、 不意に 來り給 ふべ しとの 事であった。 盗賊の 來 るが 

如くに 人 々の K 知せ ざる 時に 來り給 ふべ しとの 察であった。 そして 其 事 を 比喩 を 以て 敎へ給 ひし 者が 

有名なる 十 人の 童女の 譬話 である。 

場面 はィ H スが 好み 給 ひし 婚 筵の それで ある。 新郎 は 新 51 を迎 へん 爲に 彼女の 〔-^ に 行き、 八， や 彼女 

を携 へて 己が {.,1 に歸 らんと して ゐた。 彼の 家に 在りて は 彼と 彼女と を迎 へん 爲の 準備 成り、 彼等の 到 

着 を 待ちて 大饗 筵が 問 かれんと して 居た。 そして 饗 筵の 第一 幕 は、 新婦 を携へ 歸れる 新郎の 歡迎 であ 

つた J 此 任に 當る 者が 花 恥 かしき k- 女であって、 多分 新郎の 親 成 友人 の^より 選 まれた 者で あらう。 

是れ 晴れ の 役目で あ つ て 、 少女 は 凡て 之に 當 らんと 欲し、 之に 選 ま る 、 を大 なる 名眷と 感じた であら 

おモれ 

う。 然し 乍ら 名 譽に伴 ふ 義務 は 重く あった。 克く 役目 を 5^ たさ れば. 冢に 恥辱 を 招く の 虞が あった。 


少女 等 は 怠らす、 一 生 懸命に 北 ハ住を raK たすべき であった。 

選 まれし 少女 は 十 人であった。 然るに 何れの 國 にも あるが 如くに、 其 内の 或 者は智 く、 或 者 は Eg で 

あった。 此 場合に 於て 半 數は智 く、 半數は 愚であった。 知 B 者 は 準備 を 怠らす、 俊に 充分の 油 を はぎ、 

3： 時 新 郞が歸 り 來るも 彼と 彼の 一行と を迎 ふるの 用意が あった。 賜 者 は 然ら す、 委ねられし 任務 を輕 

く 見て、 油 は 僅かに 少量 を備 ふるに 過ぎす、 其れ も- W の 5： に 使ひ盡 して、 いざと 云 ふ 5? 合に は 旣に剩 

す 所がなかった。 用意周到の 少女 等と 何事に も淺 墓なる 少女 等と であった。 前者 は眞 面目に 新郎新婦 

出迎の 任に 就き、 後^ は 遊び半分に 之に 當 つた。 前者 は 責任 を 知る 者、 後者 は 責任 を 知らざる^ であ 

つた。 *1 に資任 感に缺 けたる 者に して 少女の 如き はない。 彼等 は 責任 を撸 はざる を以 つて 少女た るの 

特權 であると 思 ふ。 若い 時 は w び 来らす、 花 か 蝶の 如くに、 面， 门く可 笑く 月日 を这 るが 彼女の 他 利で 

あると 忍 ふ。 

然るに 彼等の；^ 質 を 試す 時が 来た。 新郎 到着の 時が 遲れ た。 .W の感輿 は旣に 過ぎて 夜半の 靜肅の 時 

と 成った。 少女 等 は 待ちくたびれて 彼等の 內の 愚者 は 眠に 就いた。 彼等に 取り、 此は 多分 初めての 經 

驗 でありし が 故に、 彼等 は此 くな すも^に 悪事で あると は 思はなかった ので あらう。 新郞は 多分 新婦 

の 家に 夜 を 過して 翌朝 家に 歸 るので あらう。 眞 面目に 夜中に 迎 へんと せし が 間違で あつたので あらう。 

何れに しろ 少女で ある、 重き 责任を 問 はるべき でない と 思 ひ、 彼等 は 乙女心に 安き 微睡に 就いた ので 

あらう 0  . 

然るに 夜半 聲 あり 曰く 「新郞 歸り來 る」 と。 之 を 聞いて 豫 ねて 此く あるべし と 信じ、 用意 々>- ら ざり 

し 少女 等 は、 燈を携 へし ま、 新郞 新婦 を迎 へた。 然るに 此く あらざる べしと E 心 ひて 眠リし 少女 等は聲 
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を閒 いて 覺め 周章 狼狃、 ^を拕 りて 迎 へんと せし も 油 は 旣に盡 きて 光な く、 其 に 新郎の 一行 は 家 

に 入り、 戶は閉 されて 饗筵 は內に il かれし も、 淺 慕なる 少女 等 は 5： に 入る 能 はすして、 P 外に 立ちて 

己が 淺慮を 悔いたり との 話で ある。 

此譬 話に 於て 一一- H ふまで もな く 新郞は キリスト である。 新^！は記戦されざるも彼に選まれたる信者の 

一 圑卽ち H クレ ー ジャ (敎會 ) である。 新郎と 其 一行 を迎 ふべ く 選 まれし 十 人の 少女 は 一お の 數に達 

して 此^に 存れる 信者で ある。 其 内の 或 者は智 く、 或 者 は 愚で ある。 智き者 は キリストの" 冉臨を ；：：？ じ 

て 疑 はす、 常に 之に 迎 ふるの 準備 を爲 した。 愚かなる^ は 一 たび は 聞いて 信ぜし も、 久しから すして 

之 を 忘れ、 今 は搏來 無き ものと 思 ひ、 在る と 信す る は ユダヤ 的 思想で ある、 信ぜざる が合现 的で ある 

と へて、 w 臨の 事に 就いては 安き 眠に 就いた。 然れ ども キリスト は 彼が 約束し 給 ひしが 如くに 來り 

給 ひて、 智き者 は 歡び迎 へ、 愚かなる 者 は 周章 狼狠、 天 阔 の饗 筵に 列なる の 幸福 を 失った との is^ であ 

る。 意味 は 誠に 明瞭で ある。 •  再臨 を 信す る 者に 取りて  一 一一： H 一  句 悉く 驚 吿に滿 ちた る 福音たら ざる はな 

ヽ 0 
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此 M 蘇 i に 於て 意^ あるが 如くに a ゆる は 燈と之 を 維持す る： g とで ある。 油と は オリ ー ブ 製の 油で あ 

つて、 n 本の 菜種油の 如くに 燈火 用に 使 はれし ものである。 そして 信者 は 乙女の 如くに 备自^ を祸ぐ 

る 者で ある。 

汝等 は^の 光な り。 山の 上に 建ら れ たる 城は隱 る.^ こと を 得す。 ^を 燃して 斗の 下に S く^なし、 

燭臺の 上に 2；51 きて 家に 在る 凡ての， 物 を 照さん。 此の 如く 人々 の 前に 汝 等の 光 を 輝かせよ、 然れば 

人 々 汝等の ^^"行を見 て 天に 在す 汝 等の 父 を 崇めん 


と、 ィ H スが敎 へ 給 ひしが 如くで あるつ お 太 傳五章 十四— 十六 節」。 そして 燈火を 維持す るに 油が 必. 要で 

ある。 油が 筢 えて 燈火は 消滅す るので ある。 そして 某 督 il;;^ 者の 生 泥に 於て 油 は 何に 常る かと 云 ふに、 

信仰に 當る。 信者に 取り 燈火は 善行であって、 之 を 養 ふ 者 は！ 仰で ある。 信仰が 絶えて 卷行は 止む の 

である。 そして 信仰の 油 は 或は 祌の 賜物と して 賜 はり、 或は 自己の 實驗 として 遊る ので ある。 ii;! 者に 

取り 信仰 は恩惠 の實驗 であって、 之に 由て 彼の 靈的 生命 は 維持 せらる i ので ある。 そして 智き 信者 は 

常に 信仰の 油の 盡 きざらん こと を 努め、 他の物に 於て は 乏しき も 信仰の 油に 於て 丈け は豐 かならん と 

欲す。 故に 有る が 上に も貯 へて 萬 一 の^に 備 へんと 努む。 かなる i::^ 者 は然ら す。 彼等 は 光 は 欲する 

も 油を貯 へんと しない。 彼等 は 輝かん と 欲する に 急に して、 油の 貯藏を 顧みる 暇がない。 故に 油が 常 

に缺 乏して、 其 放つ 光が 常に 弱くなる。 殊に キリスト 再臨 を 忘れし 結 2^ として、 其靈的 生命 は 緊張 を 

缺き、 萬 事に 怠慢 多くして 信仰の 油を^ へんと 欲する の 熱心 も 欲求 も 起らない。 故に 臨と 云 ふ 場 

合に は 周章 狼识 して 爲す所 を 知らないの である。 信者の 場合に 於て は、 智 きと は 勿論 信仰的に i "きで 

あって、 愚と は 信仰的に 愚かで ある。 然るに 此 世の 智慧に 捉 はれた る 愚かなる 信者 は、 キリストの. れ 

臨 を 信す るが 愚かで あり、 信ぜざる が智く あると 思 ふので ある。 故に 信仰の 油 を-おふるが 如き は 彼等 

の 眼に は 愚かなる 業と 見える ので ある。 

斯く說 明した 所で、 人 は 云 ふで あらう、 再臨なる 者 して 在る かと。 w 臨 は 初代の 信者が 思うた 如 

くになかった ではない か。 再臨の 爲に 準備す ると 云 ふ は 無き 事の 爲に 準備す ると 同然で、 無益 此 上な 

しで はない か。 其れよりも 實 際の 善行 を 努めて、 再臨 ある も 無き も唯單 へに 人に ii へ祌を 喜ばし 奉る 

べきで ないか。 t 是 に道现 ある. ra. 分の 如くに 聞え る。 
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キリストの W 臨 は rai- して 無い か？ 成程 大 W 臨卽ち 最後の-;^ 臨 は 今日まで 無った。 然れ ども 大 W 臨 

の 前兆た る 小 W 臨 は 今日まで 旣に 幾度 もあった。 エルサレム の 覆滅が 其の 最も 著る しき 者であった。 

其 他羅 El 帝 國の壞 倒、 佛 W 革ん 叩、 近く は 世界 大戰 爭、 "だ等は^^なキリストの搏臨ではなかったか？ 

ち 此の世の 智慧が. 恭判 かれ、 神の 道が 義 とせら る 、出来事ではなかった か。 又 大正 十二 年來、 我 固 

に緩發 せる 不幸 災難 は 之 を キリストの 再臨と して 0- る ことが 出來 ないか？ 有 島 事件と 虎之 門 事件と 

は 口 本道 德の 破壞を 示す 大な る泰實 ではなかった か？ ん 震災 は 共 ii に 挿 まりて 强く 邦人の 良心 を衝 

いたで はない か？ そして 北ハ 後の 社會狀 態、 經濟狀 態は悔 改めざる 日本人に 向 ひ 覺醒を 促す 爲の 痛き 

鞭で はない か。 日本に は 日本の 道德が ある、 外敎の 基督教の 如き 之 を 信す るの 必要 少しも 無しと 唱へ 

Ln 本の 道德は 今や 如何なる 權威を 揮 ひつ k あるか？ 日本 は 八/や 道徳的 破滅に 瀕して 居る では 無い 

か？ ャ ソを迎 ふるの 必 11- なしと 云 ひて 侮辱 を 加へ てィ H スを一 it けし 國に、 人.' ゃィ H スは歸 り 來り給 

ひつ i あるで はない か？  n 々の 新聞紙が 明かに 此事を 示す ではない か？ そして 日本人の に ii:- 仰 

の 油が 缺 乏し， て 此の 再臨に 應 する 事が 出来ない ではない か？ 萬 事が 行詰りで あると 誰 人 も 云 ふ。 然 

し 乍ら 之 を 打開す る途を 誰が 知って 居る か？  口 本人 は 八：' や 愚かなる 少女の 如くに、 信仰の 油な きが 

故に^ 章狼坝 いて^る ではない か？ 

而 して 叉、 キリスト W 臨の 信仰 を 嘲け りし 我國 基督 敎會 の現狀 如何？ 是れ亦 行詰りの 狀 態に 於て 

在る ではない か？ 大會堂 は 建築され しも 之に 集りて 敎を 聞かん と 欲する 人は尠 く、 敎擅は 空しく し 

て 之を充 たす の 敎師は 無いで はない か？ 彼等 は 倍加 運動、 敎化 運動と 稱 して 走り 廻れ ども 功 菜は少 

しも 擧ら ないで はない か？ 之に 反して キリスト 搏 臨の； 1^ 仰に 由て 立つ 少數の 基督 敎围 體は少 し も.； お 


退す る ことなく、 信仰 は 常に 燃え、 會堂は 常に 充 ちて、 歡甚と 希^に 充 ちて 此暗黑 の 世に ヤーる 事が 出 

來る ではない か？ キリスト W 臨な しと 云 ふ は 誤謬で ある。 最後の 大 臨 は 令尙ほ 未来の 出來 事と し 

て：： すると 雖も、 之に 達する 爲の小 再臨 は 明かに 我等の 目前に 行 はれつ k ある。 

そして 我等 各自に キリス W 臨 は 行 はれん としつ k ある。 死 は 何時 我等に 臨む か 刺らない。 死 は 

が來 るが 如く 思 はざる 時に 來る。 其 時に 臨んで 信仰の 油の 缺乏を 歎く も 抑 も遲く ある。 r 汝等之 を S 

るべ し、 若し 家の 中： 人 盗賊 M れの 時に 來 るか を 知らば 其 家 を 守りて 破らせ まじ、 然 れば汝 等も預 め-怖 

へせよ 思 はざる 時に 人の子 來 らんと すれば 也」 と。 主の 此御 t: 齿を W なしと 一： H ひ はる 者 は 何處に 在る 

か (路加 傅 十二 窣三 九、 四 0 節)。 

基督 敎の 信仰 は キリスト W 臨の 信仰で ある。 彼の 來り給 ふ を 待 。し！^ 仰で ある。 故に：：：^仰と稱する 

よりも 寧ろ 警戒と 稱 すべ き 者で ある。 ：！：；^ 仰に 平安 は あるが 此， の 人の 求む る 安樂 はない。 ：i^ii 赞信 サ刊の 

. 平安 は キリ ス ト 臨に 遭うて 驚かざる 平安で ある。 某 督敎道 德は實 は W 臨に 偏 ふる 爲の 道德 である。 

此ゅは 何時 終る か 知らないと 云 ふせ パ 危機 を 前に^て 行 ふべき 道徳で ある。 


第 十七 囘 タラント の譬話 . 

馬太傳 二十 五 章 一四— 三 〇 節。 路加 傳 十九 箄ー 一,;ニ七節參考。 
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「主 は 再び 来り 給 ふ」。 キリスト 最後の 說敎の 主題 は是 であった。 前の 十 人の i 女の 譬 話が 其 一 面 

を 語る 者であった。 卽ち 信者 备自は 再臨に 備 へて ュ、 おる 勿れとの 敎訓 であった。 タラントの 譬が其 二で 

あり、 羊と 山羊と の 譬が其 三 であった。 馬 太傳に 依れば キリスト は是 等の 三つの 一： を以 て 御. H 身 の .冉 

臨に 關す る 三大眞 理を述 ベ 給 ふたので ある。 

W 臨 は ある、 何時 あるか 判らない、 故に 常に 倫へ て 怠る 勿れと は 第 一 の譬の 示す 所で ある。 W 臨 は 

ある、 然れ ども 直に 行 はれす、 その 行 はる、 までに 時 問が ある。 之 を 有ハ、 i に 川 ゆべ し、 {41- 费 すべから 

すと は 第二の 譬の敎 ゆる 所で ある。 再臨 をび-おんでの 養戒と 勤勉、 费 戒を敎 ゆる 者が 十 人の 童女の 譬、 

勒 勉を敎 ゆる 者が タラ ン トの譬 である。 

「或 人 遠く 旅立 せんとして 其 僕 ども を 呼び 云々」 と あり (十 S 節〕、 「久しう して 後 この 伎 どもの 主 

人來 りて 云々」 と ある (十九 節)。 旅行 は 遠く、 時間 は 長し と 云 ふので ある。 ；冉臨 は 切迫せ りと 云 ひて 

さつ  t ち V\ ひ 

心騷 ぎて 無爲に 年月 を 送って はならない。 W 臨 は 無しと 云 ひて 之が 爲に備 へざる は 間違で あるが、 さ 

せ i  はうて さ 

り と て 目前 に ；5§れ り と て 萬_3^^ を拋擲 し て 唯天を び^ん で 待 つ は 、 是 れ再臨 に 備 ふ る 途 に 非す と 云 ふ の で 

ある。 斯 くして 再臨の 見方に 二つ ある。 「主人 思 はぬ 日、 知らぬ 時に 來る」 と 云 ふの が 北ハ 一 である。 

「久しう して 後、 主人 來る」 と 云 ふの が 其 二で ある。 矛盾の 如くに 見えて 矛盾で ない。 「待つ 人 通し」 

0  0  0  0  0  ♦* ちか -U 

と 云 ふ譬が ある。 倒いて 待つ が 眞の待 方で ある。 唯 安閑と して 待つ ので はない、 騷 いで W 臨 を 早めん 

と 欲する ので はない。 祌と 偕に 倒いて、 搏 臨の 條 件を充 たして 其 時期 を 早める ので ある。 R じ が n 干 

くも 見え、 通く も 見える。 再臨に あこがれて 爲す所 を 知らざる 狀 態に 於て 在る 信者に、 之に 備 ふるの 

途を敎 へし 者が 此タ ラントの 比喩で ある。 


銀 一 タラント は 其 百 十七 封 度 弱であって、 英貨 凡そ 二百 四十 榜に當 ると 云 ふ。 そして ト： 人 は 旅立せ 

ん とする に當 り、 北ハ僕 ども を 呼屮： し、 各自の 能力に 循ひ、 或 者に は 五 タラント、 或^に は 二 タラント、 

叉 或 者に は 一 タラント を 預けて 出發 せりと 云 ふ。 そして 北 ハ結菜 は 如何な りし かと 云 ふに、 五 タラント 

を 預けられし 者と 二 タラント を 預けられし 者と は、 之 を 倒 かせて 他に 同額の 銀 を 得て、 之 を 歸り來 り 

し 主人に 渡せる に對 し、 一 タラント を 預けられし 者 は 地 を 掘り、 銀を藏 して、 其 儘 之 を 小； 人に 返した 

りと 云 ふ。 而 して 主人 は 前の 二人 を讀 めたり しに 反し、 後の 一人 を資 め、 其 行爲を 怒り、 終に 彼 を 外 

の 暗 黑に逐 出し たれば、 其處 にて 哀哭、 切齒 したりと 云 ふ。 

しもく しらめ 

主人 は キリスト、 彼れ 遠き 國なる 1K 父の 許にまで 旅立ち 給 ふに 方り、 信者なる 彼の 僕婢 等に、 各自 

の 能力に 循ひ タラ ン トを预 け 給うた。 其 タラ ントは 比喩に 一一 一一 口 へ るが 如くに 或は 此 世の 富で あらう。 或 

は 英語で タラント は 材能を 意味す るが 如くに、 天才、 材能、 智慧で あらう。 孰れ も 能力の 資本で あつ 

て、 主 は 一度び 此世を 去る に 臨み、 其の 僕 どもに 各自の 分に 應じ之 を 預け 給うた。 然り 預け 給うた の 

である。 與へ 給うた ので はない。 そして 信者 は 主の 不在 中 如何に 之 を 使用す るか、 それが 問題で ある。 

主の 有 を 我が 有と 思 ひ、 之 を 私用 濫費す る 者 は 問 ふまで もない、 斯 かる 者 は 名 は 言 者で も實は 不言 者 

である。 信者に 我 有と 稱 すべき もの は 無い、 無い 害で ある。 凡てが 祌 よりの 聖き 委託 物で ある。 其 使 

ffl の途に 就て は 神に 復命す るの 義務が ある。 そして 自分の 有に 非す して 祌の 有なる 故に、 最もお 利 的 

に 使用し 利に 利 を 加へ て 之 を 神に 返上す る 者が 「善 かつ 忠なる 僕」 である。 而 して 自分の 有なら すし 

て 神の なる が 故に 之 を 損失して 詰 資せら れんこと を 恐れて、 地 を 掘りて 之を藏 し、 预 けられし 儘の 

もの を 主に 返上す る 者が 「惡 しく 丑 つ 懶れる 僕」 である。 委ねられし タラント 卽ち財 货义は 才能の 使 
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川 法 如何に 由て、 僕 は 或は 受けられ 或は 斥けら る \ の である。 

0  0  0  0  0  0  0  0  000  0,  0,  00000000000000  0000000000000  0  0 

玆に 注意すべき は、 委ねられし タラントの 使用法 を 誤りし 者の、 最少 額 を,^ ねられし^ であった， 

である。 五 タラ ン トを 委ねられし 者と 一 一 タラ ン トを 委ねられし 者と は 能く 北ハ 委託の iB 務を せし と雖 

も、 一 タラント を ねられし 者 は 之 を 怠りて 主の 怒り 給 ふ 所と なった。 卽ち 少額な りと 思うて 之を輕 

じ、 共 使用の 途を 誤った ので ある。 大財產 叉は大 才能 は 天の 賜物と して 神聖に 之 を 使 川す る も、 ：g 一 

物に 等しき 所 又は 萬 人 通有の 凡夫の 才を 委ねられし 者 は、 之 を 見る こと 輕く、 之 を 有利 的に 使 川 

せ ざれば とて、 神 も 社會も 何の 失 ふ 所な しと 思 ひ、 之を藏 して 働かせす、 受けし a- を祌に 返上す るが 

最も 安全なる 策、 また 心配 を 要せざる 最も 平易なる 途 であると 思 ふ。 然れ ども 義務 を 怠りし 點 より 見 

て 彼 は 確かに r 惡 しき 僕」 である。 勤勉なら ざる 「翻れる」 僕で ある、 卽ち、 r 懶 けもの」 である。 よ 

り大 なる 責任 を 委ねら る-^. の资 格な き 者で ある。 主の 歡 喜に 入りて、 彼と 偕に 永遠の 福祉に 與り 5：： ざ 

0  0O0OOO0OOOO  0O000O0O00OOC 

る 者で ある。 才能の 多少 は 問 ふ 所でない、 唯 之 を 正當に 使用 すれば 足る。 一 タラントと 雖も、 神 やに 

之 を 使用 すれば、 五 タラントと 同様、 「{且 いかな 善 かつ 忠なる 僕、 汝は倚 かなる 物に 忠 なりき。 我に 

つう さ  よろこ び  お ：-* .£ こ -こ i 

汝に 多くの 物 を 掌 どら せん、 汝の 主人の 歡 喜に 入れ」 との. の御贤 言葉に 接する ので ある。 

更に 又 注意すべき は 一 タラントの 所有者の 祌に關 する 思想で ある。 

主よ、 我 は 汝の嚴 しき 人に て、 播 かぬ 處 より 刈り、 散らさぬ 處 より 歛 むる を 知る。 故に^れ て往 

き、 汝の タラント を 地に 藏し 置け り。 よ、 は汝の 物を尋 たり 

と。 祌に關 する 此の 誤りた る 思想 を 有ち たるが 故に、 かの 誤りた る タラントの 使用法が 行 はれた ので 

ある。 「神 は 厳しき 主人」、 さぅ；：3^」見ぇなぃことはなぃ。 祌はまことに嚴格でぁる。 徹底^に^5^し 


いからで ある。 然し 乍ら 厳しい 其 裏に 無限の 愛が ある。 北ハ 愛が 見えす して 其 厳しさの みが a える、 凡 

夫の 悲し さは 兹に 在る。 祌を 懼れて 彼より 匿 れんと 欲す。 成るべく 彼に 倚ら ざらん と 欲す。 EE く 

「接らぬ 神に？々 A りなし」 と。 神より 普通の 恩 惠を受 くるの 外に、 彼と 深き 親密の 關 係に 人ら ざらん と 

欲す。 斯る 者が 神の もの を 大切に 思 はす、 彼との 關係を 普通 一般の 關 係に 止め、 當らす 障らす、 唯 遠 

くより 彼 を；： 件 せんとす る は 少しも； しむに 足りない。 そして 如此 くに 彼を敬遠す る^_^を神も亦敬5 し 

0  0  0  00000  0  0O00  O0O0OOO0OO 

給 ふ。 祌を 他人 极 ひに する 者 を 彼 も 亦 他人 极 ひに 爲し給 ふ。 

彼の タラ ン トを 取りて 十 タラ ン ト を；？： てる 人に 與 へよ。 凡て 有て る 人は與 へられて 愈 々豊かなら 

ん、 然れ どお たぬ 者 は、 その てる 物 を も 取らるべし、 而 して 此の 無： 化なる 僕 を 云々。 

此は 無慈悲で はない、 祌の御 心であって 天然の 法則で ある。 天の 齊も 地の 齊も じく、 「有て る 人 は 

與 へられて 愈々 豊かな らん、 然れどせたぬ^！^は、 そのお たざる 物 を も 取らるべし」 である。 信仰の 上 

に 信仰 を 加へ よ、 ^仰 は 愈々 瞥： かならん。 愛の 上に 愛 を 加へ よ、 愛 は 愈々 强 くな らん。 祌を疑 ひ、 彼 

を に 厳しき 屮： 人との み 見て、 有て る 僅か 斗り の 愛の 消 ゆる は 少しも 不思議で ない。 近代 人は斯 かる 

愛を稱 して 眞の 愛に 非す と 言 ふで あらう。 然れ ども か 偽 か は 論す るに 及ばない。 離い .st^ む. i.ilj 

ん。 グビ、 デが H ホバ を 讚え し 言 薬に 曰く、 

汝、 憐偶 ある 者に は 憐憫 ある 者と なリ 

完全き 者に は 完全き 者と なり 

潔き 者に は 潔き 者と なり  • 

ぎむ 者に は 僻む 者と なり 給 ふ 
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と ある (igl 十八 篇ニ 五、 二 六 節 )o 同じ 歌 を 載せた る サム H ル 後書 廿ニ窣 廿七 節に は 

邪 =E る 者に は汝嚴 刻き 者の 如く 爲し給 ふ 

と ある。 西洋の 諺に 曰く 「神 は 人が 彼に 就て 思 ふが 如くに 成る」 と。 愛の神と 雖も 僻む 者に は 愛の神 

として 現 はれ 能 はない ので ある。 

i;- 者の 生涯 は 待望の 生涯で あると 同時に 活動 奉仕の 生涯で ある。 彼は此 世に 在りて は W 來の主 を 持 

ちつ & ある 間に 働く。 倒く は 義務で あり 又 最大の 快樂 である。 而 して W 臨 ありて 彼の 働き は 止む ので 

ない。 「汝は 僅かなる 物に 忠 なりき 我れ 汝に 多くの 物 を 掌ら せん」 と ありて、 小なる 資任を 善く せ 

し 報 賞と して 更に 犬なる 責任が 授けら る。 天阈は 休息所で はなく して 活動 場で ある。 「汝の 主人の；^ 

息に 入れよ」 と 言 ひ 給 はすして、 r 汝の 主人の 歡 喜に 入れよ」 と 言 ひ 給 ふ。 神の 喜び は 人を援 け^く 

の 害び である。 信者 は キリストの！： に 入りて 此の 聖き 喜びに 入る ので ある。 愛の 働ら きが 無窮に 行 は 

る、 1^、 其處 が天國 である。 そして 此 世に 於て 善く 働きし 報 賞と して 父と 偕に 永久に 働く 愛の 固に 移 

さる &と云 ふので ある。 美 はしき 者に して 基督 敎の天 國觀の 如き はない。 懒け 者の 往く 所に 非す、 活 

動 の 往く 所で ある。 更に 大な る责 任を擔 ひて 神と 人との 爲に 働く 所で あ る。 

キリストの 再臨 は^ 時 あるか 利 明らな い 。 然し 再臨 の あるまでに 我等 各自 の爲 すべき 仕事が ある。 

いそし 

我等 は 之 に 勤み つ.^ 搏臨を 待 つべき である。 我等 は 委ねられし 物の 少 きが 故に 職務 を 怠 つて はなら な 

い。 物の 多少で はない、 心の 善惡 である。 神 を 愛の 父と して 受く るか、 又は 嚴 しき 主人と して 受 くる 

かで ある。 そして 小なる 貴 任 を 忠實に si- たして、 大 なる责 任 を S ねらる &の である。 樂 しき 活動 は此 

叱に 始 つて 彼 世に 於て 繼緩 せらる。 キリストの W 臨 は 信者の 最大 希^で ある。 然れ ども 其 時までに 大 


なる 任務の si^ たすべき 者 あれば、 信者 は 特別に 其 早 からん 事 を 願 はない。 忠難 烈しき 時 は 「中： ィ H ス 

ょ來り 給へ」 と 祈る。 然れ ども 職務 を 怠らない。 我等の 主 は國を 得ん とて 遠き 國 へと 旅立し 給うた の 

である。 信者 は 再臨の 遲 きを 見て 失^し ない。 主 は 其 逑 かに、 卽ち 不意に 起る を 示し 給 ひしと 同時に、 

其 長き 年月 を 要する 事 をも豫 一一 一一 a し 給うた。 タラ ント の譽は W 臨遲 延に對 する 信者の 焦慮 を燸 める 爲の 

敎 である。 ィ H スの 弟子 等が 再臨の 遲 きに 失望して 終に 再臨の 信仰 をまで 抛棄す るに 至れり との、 近 

代の 聚書學 者の 說は 立たない。 使徒 等 は 最後まで キリストの 再臨 を 信じて 疑はなかった。 


第 十八 囘 山羊と 羊の 比喩 

馬太傳 二十 五 章 三 一— 四 六 節。 

キリスト は W び來 りて 人 を 審き給 ふ。 信者 を 審き給 ふ、 不； 一;H 者 を き 給 ふ。 r 祌、 キリスト イエス 

によりて 人々 の隱れ たる こと を 審き給 ふ」 と あるが 如し (。 マ 窨ニ章 十六 節 )o 彼が 如何に 信者 を 審き給 

ふか、 其 事 を 示した ものが 十 人の 童女の 比喩と タラントの 譬話 である。 彼が 如何に 不信の 世 を 審き給 

ふか、 其 事 を 示した ものが 山羊と 羊の 比喩で ある。 最後の 比喩 は 比喩の 境 を 越えて 事實の 叙述で ある。 

事の 餘 りに 嚴肅な るが 故に、 比喩 は轉 じて B 實 となった ので ある。 

「その 前に 諸々 の國人 あつめられん」 と ある。 異邦の 國民 である。 「僕」 と 云 ふが 如き 王の 從屬で 

第 十八 n  .yuf と 羊の 比，：^  六 八 1 


十 字 S5 の 道  六 八 二 

はない。 支那 人、 印度人、 土-斗 古人と 云 ふが 如き キリスト を 信ぜざる 異敎 の：^ である。 神 は キリスト 

を以 て 不；^^：！！^；；をも-：^き給 ふと は^ 書の 明かに 示す 所で あ る。 そして 異敎 の ：；：^は！！^^く滅ぼさ る 、ので は 

ない。 或 者は扬 かり 或 者は诚 ぶと 云 ふ。 然 らば. 雜 判の 標準 は 何かと 云 ふに、 祌の子 キリストに 對 する 

各自の 態度で ある。 キリスト を 接く る 者は拯 かり、 接け ざる 者 は 亡ぶ と 云 ふ。 事 は 甚だ 明. G である。 

共 事業 を 問 はる &に 非す、 叉其宗 敎を釓 さるる に 非す、 キリスト を 如何に 极ひ しか。 それに 由て 運ん 叩 

が.；： 化 まるので ある。 

然れ ども 異教の 民 は キリストの 誰なる か を 知らない。 其 名 さへ を も 知らない。 如何にして 彼に 對す 

る 態度 をお むる を 得ん や。 故に 彼等の 或 者が.：^ 判 の^に 其 〈辨行 を 認められ、 赏 讚の 辭に與 かる や、 彼 

^は 驚いて 云 ふ。 

によ、 何時 雨の 飢えし を 見て 食 はせ、 渴 きし を 見て 飮 ませし？ 何時 爾の 旅人な りし を 兄て.： ら 

せ、 裸な りし を 見て 衣せ し？ 何時 雨の 病み、 また 獄に 在りし を 見て 雨に 至りし？ 

と。 彼等 は キリストに 對し 何の 善き 事を爲 せし か、 其 事に E 心 ひ 常らない であらう。 其 時 王なる キリス 

トは 答へ て 言 ひ 給 ふで あらう。 

誠に 汝 等に 吿ぐ、 我が 兄弟なる 此 等の いと 小さき 者の 一人に なした る は、 卽ち 我に 爲 したるな り 

と。 此の世に 賤 しめられ、 斥けられ、 虐らる k 我が 兄弟 卽ち 弟子、 此^に 在りて は 最も 小なる 者と し 

て 鹿 埃の 如くに 极 はる ks: の クリスチャン、 卽ち 政府 は 勿論、 敎會 にまで 認められざる 最微 者、 此者 

を 接け し 者 は キリスト を 接け しのであって、 斯 かる 者 は 赏報を 失 はすとの 事で ある。 キリスト は兹に 

御- ：! 分 を 信者と：： E 一視し 給 ふので ある。 玆に云 ふ 「いと 小さき 者」 と は 小！： 儿を 指して 云 ふので はない、 


叉 貧者 を 指して 云 ふので はない。 兒童を 救 ひ、 貧者 を 助けし 者が 特に 審判の 主に 接 けられる と 云 ふの 

ではない。 兒童敎 育、 貧 尺 救助の 必要 は 言 ふまで もない が、 それに 因りて 人が 義 とせら ると 云 ふので 

OO0OO00  0  00000000000000000 

はない。 キリストと 同一 せらる &者 は眞の クリスチャン である。 此^に 在りて は 何の 惯敏を も 認め 

られ ざる 者で ある。 。ハウ 口の 所 IS 「，の 汚 據 また 萬の 物の 塵 垢」 である。 S は 〈の；^ 者 は實に 如此き 者と 

して 此^に 在る ので ある。 大敎師 として 政府 ゃ社會 に 尊 まれ、 大 博士 大監 5^ として 敎會に 祟 めら る. - 

ネは キリストの 兄弟で はない。 八.' 日の 基督 敎國の 使節 ゃ敎 師を迎 へたれば とて 其 事 は 少しも キリ ス 卜 

に 接 けらる、 功德と はならない。 眞の 信者 は 昔 も 今も此 世の 勢力に は 認められざる^ である。 彼等 は 

飢ゑ、 渴き、 宿る に 家な く、 着る に 衣な き 者で ある。 此^の 流浪者で ある。 國 〔豕 にも、 社き にも、 敎 

^にも 其 存在 を 認められざる 者で ある。 中古 時代の アルビ ゼン シス 叉 ワルデ ン シスの 徒の 如くに、 政 

」5: と 敎/ t: とに 獵 立ら れて、 ^かに 其 生^ を 緩け 來 りし 者で ある。 そして 斯 かる 者 を 接け し 者が 極り 接 

けざる 者 は 亡ぶ とのこと である。 誠に 正確なる テストで ある。 信者 不信者と 云うて、 敎會に 入りし 者 

が 信者で あり、 入らざる 老が 不信者で あると 思 ふは大 なる 問 違で ある。 キリストの 如き 者が クリス チ 

ヤンで ある。 そして キリスト は此 世に 在りし！^ は飢 ゑし 者、 渴 きし 者、 枕す るに 所な かりし 者、 

と敎 \ 皆と に 虐げられて 彼等に 由て 十字架に 釘 けられし 者であった。 

キリスト を 接け て 救 はる、 \lt けて 亡ぶ。 そして キリスト を 接く る は 彼の：： 凡お なる 此 世の，. 最微者 を 

接く る ことで ある。 そして M の クリスチャンが それで ある。 救 はる、 と 救 はれざる と は此ー il?- に. E て 

えま ると 云 ふ の が 山羊と 羊の 比喩の 敎 である。 まこと に簡單 なる 敎で ある。 然し 乍ら 簡 §sf であ つ て 深 

遠で ある。 今日の 基督 信者と 雖も 未だ 此簡 軍なる 敎を 解し ない。 彼等の 多數は 人の 救 はる.^ は バプテ 
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十字 Si の お  六 八 s: 

ス マ を 受け、 敎會に 入り 共の 制定せ る 俊 式に 與 かるに 由る と 信す る。 彼等 は 叉 所謂 信者と 成らす して 

死す る 者 は 永久に 滅 さると gi ふ。 然し 乍ら ィ H スは斯 かる 不合现 なる 條件を 設け 給はなかった。 此ゅ 
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のロ；^微者を以て代^^せらる乂者を接くるか接けざるか、 救 はる \と 否と は此 一事に， E て 定まる。 然リ 

此ー である。 如何なる 俄 式に 與 るか、 如何なる 敎義を 信す るか、 それで はない。 キリストの 代表者 

を 接く るか、 此 一事で ある。 キリスト を 接く るか 接け ざる か。 そして キリスト は 多くの 貧しき 者、 

き^, 勢力な き 者と して 常に 此^に 宿り 給 ふ。 そして ァ ブラ ハ ムが 知らす して 天の使^ を 接待た るが 

如くに、 我等 は 時に 知らす して キリスト を 接待す るので ある。 又 多くの場合に 於て キリスト を 我 門よ 

り 逐ひ拂 ふので ある。 願ふ^^靈常に我等と偕に在まし、 我等の 許 を 訪れ 給 ふ キリスト を 翁遁す ことな 

からん こと を 0 

キリス トを 接け ざる 者に 對 して 彼が 發し給 ひし 一一 一一 n は 峻刻を 極む。 

詛 はれた る 者よ、 我 を 離れて 惡魔 とその 使者 等との ために 備 へられた る 永久の 火に 入れ 云々 (四 

一節) 

と。 、水久の刑罰に附せらるべ しとの_?^-でぁる。 永久の 火と は必 しも 永久の 苦み では あるまい。 然れど 

も 永久に 減ざる 火であって、 凡ての 叛逆 者を燒 11 す 火で ある こと は 明かで ある。 而 して 愛なる 神が 斯 

かる 火 を 俯へ 給ふ理 なしと 云 ふ は當ら ない。 兹に キリス トが たしかに 發し給 ひし 言と して 此言が ある- 

卽ち r 汝 永久の 火に 人れ」 と。 我等 は 謹んで 此言を 受け、 之 を 信じ、 自身 共 火に 入らざる やう 特戒す 

べきで ある。 そして キリストに 會 うて 之 を 接け ざる 者の、 斯 かる 刑罰 を 彼 ひする 其 理由 を 知る に 難く 

ない。 キリスト を 接け ない と 云 ふ は敎會 に反對 し、 監督、 牧師、 宜敎 師に從 はない と 云 ふこと ではな 


い。 慈悲の 心 を斷っ ことで ある。 キリスト は IE ひ 給うた 「我れ 憐憫 を 好みて 權牲を 好ます」 と 。神が 

好み 給 ふ ものにして 憐 偶の 如き はない。 彼 はまこと に 慈悲の 祌 である。 其 反對に 彼が 憎み 給 ふ ものに 

して 無慈悲の 心の 如き はない。 其點に 於て エホバの 心と 武士の 心と 克く 宵て ゐる。 弱者 を 見て 之を憐 

ます、 反て 之 を 苦しむ る を 以て 喜びと なすが 如き は、 武士の 堪 ゆる 能 はざる 所で あるが 如くに、 又；！： 

の 赦し給 はざる 所で ある。 ^に眞 の クリスチャン 程 弱い者 はない。 彼に 政府 又は 敎會の 保護 はない。 

彼 は 愛 を へ 無抵抗主義 を 標榜す る。 ィ H ス 御自身が 斯く あり 給うた。 彼の 眞の 弟子 卽ち 兄弟が 凡て 

断く あるので ある。 そして 斯 かる 者 を 苦しめて 喜ぶ 者 は 如何なる 刑罰に 處 せらる、 もず 遁 るべ きへ せが 
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ない。 ^に IS 惡 多し と雖も キリスト を 苦しめる に 勝 さる 賴惡 はない。 そ は是れ 小兒を 苦しめる 5§惡 と 

同じで あるから である。 神の 最も 嫌 ひ 給 ふは此 罪悪で ある。 之 を 犯した る 者に 對 して、 r 詛 はれた る 

^よ、 我 を 離れて 惡 魔と 北 ハ 使者 等の ために 備 へられた る 永久の 火に 入れよ」 と 一一 一一 u ひたれば とて 少しも 

不思議 はない。 

「斯くて 是 等の 者 は 去りて 永久の 刑罰に 入り、 正しき 者 は 永遠の 生命に 入らん」 と 小： は 終りに n ひ 

給うた。 審^ は 判別で ある。 善惡を 裁き 別つ ことで ある。 麥 と毒麥 と、 羊と 山羊と が 判然と^た る，， 

事で ある。 そして 人 は キリストと 相對 して 自づ から 審判 かる \ の である。 彼を受 くる 時に 神の 屬 とし 

て 現 はれ、 彼 を 斥く る 時に 神の 敵と して {； 丈 めら る。 そして キリストの 弟子 は 到る 處に此 意味に 於ての 

裁判せ の 役を務 むる ので ある。 
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馬 太 傳ュ" 六 章  一 f 五節。 馬可傳 十四 章  一、 二 節， 

使徒 行傳ニ 章廿三 節く 

HI.?. ^傅に 在りて は 十 (子 架の 大悲釗 は 第二 十六 ^lllf を 以て：； 1^ まる 1 悲劇と 云 ひて 劇作で はない a 有った 

事であって 事實 である。 然れ ども 束； 實の餘 りに. 劇的なる が 故に 假に 劇と まふので ある S 之に 1 1 が あ 

つて、 萬 車が 終お の 目的 を逹 成す る 所 は 全然 劇的で ある、 諺に 「事 實に勝 さる 小；^ なし」 と 云 ふが 如く 

に歷 もに 勝 さる 劇作 はない。 そして 世界 歴史の 頂 點と稱 すべき キリストの 十字架の 出 來蕃が 最大の 魏 

たる は當然 である。 沙 翁の. 『ハ ム レット』 も、 ゲ ー テの 『フ ハウ スト』 も 到底 之に は 及ば &ぃ Q である。 

ナ ごて  いひ を は 

太 傳卄六 章 一 節に 「偖 ィ H ス この 諸の 一一； ill を 言 竞 りて 其 弟子に 曰 ひける は」 と ある。 前章 を 以て ィ 

ェ スの Iw は 終った ので ある。 ィ H スは旣 に 言葉 を 以て 敎 ふべき は 旣に敎 へ 給うた。 卽 ち 一一 一一 口 紫 を 以てす 

る 敎训は 終り を 告げた。 然れ ども 彼の 聖業は 說敎を 以て 終らなかった。 彼に まだ 爲 すべき 大寨 業が 殘 

つて ゐた。 彼 は 今より 贖 卵の 死を遂 ぐべ くあった。 彼の 傅へ 給 ひし 敎訓に 彼の 御 血 を 以て 署名すべく 

あった。 イエ スの死 は 彼の 御 生涯に 於て 最も 肝要なる 屮 Z 來事 であった。 彼の 敎訓は 彼の 死 を 離れて せ？ 

ふること が 出来ない。 山上 之 垂訓 は 尊し と雖 も、 十字架の 死 は 更らに 貴い。 若し 一幅 音の 中心 を 深らん 

と 欲せば、 之 を 馬 太 傳丘章 以下の 三 章に 於て せす して 卄六章 以下の 三 章に 於 て 爲す べきで ある。 


第 十九 囘 


の祌鑒 者はィ H スの 敎訓に 重き を 置いて、 彼の 死 を！！ みる こと 尠 きが 故に、 彼 を 解す る こと fli.! いので 

ある。 「依 ィ H ス H 冗 等の 凡ての 言 を 言 ひ 終りて」 である。 然り 凡ての 敎を傳 へ 終りて 後に 爲 すべきの 

00OO00O00OO0O00000  OO0O0  〇oooc 

大赛 業が あった。 馬 太 傳卄六 車 以下が i*-^ 敎の 中心で あり、 顶點 であり、 化ー點 である。 兹に； i 昔の 聖 

劇 は その 最後の 幕 を^いた ので ある。 

第二 節の 意味 は 左の 如くで あると m 心 ふ。 

今より 一 一 E の 後は汝 等の 知る が 如くに 渝越 節で ある。 北ハ 時に 諸國の ュ ダャ人 は H ルサレ ム に 菜 ひ 

來る。 北ハ. ^に、 衆人 注 の 前に、 我れ 人の子 は 十.：？ 架に 釘 けられん 爲に其 弟子に 寶られ るで あら 

ラ 0 

ィ ェ ス は^.^ に. m り 御自身の 死の 意味と 其方 法と を克く 知り 給うた。 故に 確；^ を 以て 北ハ に 就て； W!H 

し 給うた。 然し 乍ら：： だれ 弟子 等の 意外とす る 所であった。 ィヱス の 死が 公然に 行 はれ、 而 して 其 原因 

が 弟子の 裏切り と 云 ふが 如き 意外の is? 枘に 於て 在る と は、 彼等の 到」 き t>{ 納 るる 能 はざる 所であった。 

ィ H スは此 時までに 幾： 1 も 御自身の 死に 就て 豫吿し 給-つた。 

彼等 ガリ ラャに はる 時に、 ィ H ス彼 等に：：： ひける は、 「人の子 は 人の 乎に 付され、 人々 は 彼 を^ 

さん、 而 して 後、 三 曰めに るべ し」 と。 お 子 之 を 聞いて 彼だ悲 めり 

と ある Oi? 太傳 十七. 1 ネ ニニ 節)。 彼 は 北ハ 後、 更に 明確に 彼等に 吿げて 曰 ひ 給うた。 

我等 M ルサ レムに 上り- 人の子 は 祭司の 長と 學者 等に 付 されん、 彼等 は 彼 を 死罪に おめ、 叉 凌辱 

め、 鞭ち、 十字架に 釘け ん爲に 異邦人に 付すべし 

と (二十 章 十八、 十九 節 )o 然れ ども 弟子 等 は 何 囘之を 聞かさる. * も 怪んで 之 を！；^ じなかった。 彼等 は 共 
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M たる 聖 なる ィ H ス に斯 かる 事 は 決して 臨まざる ベ しと 信じた。 

イエスが"； S 子等に 御自身の 死に 就て 斯く 明白に 告げ 給 ひつ \ ありし 間に、 他の 所に 於て、 彼の 敵 は 

彼の 死に 就て 謀議 を 凝し つ.^ あった。 

丁度 此時、 祭司の 長 並に 民の 長老 等 力 ャパと 云へ る 祭司の 長の 邸の 中庭に 集り、 詭計 を 以て イエ 

スを 執らへ 竊に 殺さん と 計れり。 然れ ども 彼等 は 口へ り 「祭の 間に 行 ふべ からす 恐らく は；^ の屮 

に騒亂 起らん」 と 

と ある (一一 r 四 節： )o 玆に敎 職と 長老と はィ H スが預 ーーーーロ し 給 ひしと は 全然 異なりた る 死の 方法 を 計賓し 

つ k あった。 彼等 は 彼 を竊に 執らへ、 竊に 殺さん とした。 彼等 は 民の 騷亂を 恐れて 祭の 口 を 避けん と 

した。 へ B, 、テが パプ テス マの ヨハネ を^せ しが 如くに、 人に 知られざる 所に 於て 竊にィ H スを 殺さん 

とした。 

兹に 彼の 御 計 書； と 人の 計畫 とが 提示され た。 二者 孰れが 成る ので あらう 乎。 ィ H ス御 一人の 雷が 成 

るので あらう か、 或は 祭司の. 长 と；^ の 長老 等の 言が 成る ので あらう か。 ィ H スは E 舍の 一 ：个 信徒、 彼 

に對 して 首都の 敎權 政權が 一 致して 彼の 死 方に 就て 議決した ので ある。 に 敎會の 議決 は 神の 人の 预 

一一 一一 C を 覆す が 如くに 見えた。 ィ H スは單 に田舍 人の 敎師 として 終らん としつ k あった。 被の 死 は 最も 公 

的の ものであって、 之に 依て 萬 民の 卵が 隳 はる、 と 云 ふが 如き は 痴漢 一 場の 夢と して 消^らん としつ 

つあった。 

0000000000000000  000  0000  00O0O0O 

然るに 事實は 如何と 云 ふに、 ィ H スの 預言が 文字通りに 行 はれて、 人の 計畫は 一 も ハ：； ： はれなかった。 

ィ ェ スは やはり 「人の子 は 己に 就て 錄 さる、 如くに 逝かん」 と 後に 曰 ひ 給 ひしが 如くに 逝いた つ 一 sr 節〕。 


卽ちィ H スの死 は 境遇 上 4^, む を 得すして 彼に 臨んだ もので ない。 彼 は 明かに 之を豫 知し、 OI から 挥ら 

んで之 を 受け 給うた ので ある。 卽ちョ ハネ傳 十 章 十八 節に 錄 さる、 が 如し。 

我より 之 (我が 生命) を 奪 ふ 者な し。 我れ 自 から 之. を捐 るな り、 我れ 之 を 招る の權能 あり、 亦 能 

く 之 を 得る の權能 あり、 我 父より 我れ 此 命令 を 受けたり 

000000  000  O0OOOOO0OO0  000000  00000000  O0O000OO 

と。 ィヱス は 彼に 關 はる 神の 聖 3 日が 成らん が爲 に、 祌 のおめ 給 ひし 方法に 從 ひて 彼の 敵 をして 御自身 

を 殺さし め 給うた ので ある。 卽ち 信仰の 立場より 見て、 ィ H スの死 は 人が 彼に 課せし 死に 非す して、 

神が 彼に 負 はせ 給 ひし 苦難で ある。 惡 人に 由て 彼に 加 へられし 苦難な りと 雖も而 かも 神の や- 3；： より 出 

て、 彼のお め 給 ひし 方法に 由て 行 はれし 死で ある。 卽ち 後日に 至り、 ぺ テ ！！が使徒鬧を代^^してィス 

ラ H ル の 人々 に吿 げし 言が 此事 を說 明して 餘り あるので ある。 

此人は (ィ H スを 指して 云 ふ) 神の 定め 給 ひし 3" と豫め 知り 給 ふ 所に 應 ひて 付 さる。 而 して 彼等 

は 不法の 乎 を もて 之 を 捕らへ、 十字架に 釘け て 殺せり 

と (行 傳ニ章 二三 節)。 ィ H スを 殺せし 者 は イスラ H ル にして、 彼等は自から其！！^；：を擔はざるを得すと雖 

も、 神 は 彼等に 由り て 其 欺 旨 を 行 ひ 給うた。 世に 「自然の 成 行」 と稱 する 者 ありと 雖も、 北ハ 上に 乂之 

を 通う して 神の が 行 は る。 人の 自由と 祌 の 聖 意と に關は る大 問題で あ つ て 之 を 論理的に 說 明す る 

は 難しと 雖も、 寨赏は 明かに して 蔽ふ ベから すで ある。 「人の 怒 は 神の 義を行 はす」 と 云 ふ は 一 面の 

眞理 であると 同時に 叉 局限され たる 眞理 である (ヤコ ブ書 一章 二十 節〕。 神 は 人の 怒 を 以て 北ハ (神の) 義 

を 行 ひ 給 ふ 場合が ある。 十字架の 悲劇が， 北ハの 最も 著る しきもの である。 此 場合に 於ても、 他の 多くの 

場合に 於け るが 如くに、 知らす 識ら すの §1 に 神の ss" が 人の 行爲を 通う して 行 はれた ので ある。 人類 
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の 歴史 は祌 の攝现 であると 云 ふは此 事で ある。 

0$ 一十 六 > ぶ 一 —五節の •  耍點は 左の 如し。 

第一 節。 イエス の 敎訓は 終り、 彼は今ょり*^^^の行爲に人り給ふ。 

第一 一節。 ィ H ス その 死の 順序 を豫 言し 給 ふ。 

第三— 五節。 祭司と nj^ の 長老た ちィ H ス の 死 を計篑 す。 卽ち たばかりて 彼 を 描 へ竊 かに 彼 を？：^ さ 

んと 謀る。 

第五 節 以下。 ィ H ス の豫 言に 現 はれた る 神の S や』 3 は 順を逐 うて 展し、 .I-i? の シ モ ン の 〔氷に 於け 

る 受脊を 以て 始まり、 ュダの 裏切り、 ゲスセ マネの 苦 鬪を經 て、 ゴ ルゴタ 丘上の 十字架に 到り、 

(仅 活、 昇天に 達して 完成 せらる。 斯 くして 人の 計 畫は盡 く 破れて 神の 御 計畫が 完然に t つたと 

云 ふの が、 第二 十 章 以下 卷 末に 到る までの 筋 書で ある。 

我等 は 之に. E て 3： を學 ぶかと 云 ふに、 我等に も 亦 神の 御 計畫が 成る のであって、 人の 計畫が 成る の 

でない 事を舉 ぶ。 神の 〈丧き 架 3:1 は 日常の 人事に 於て 行 はれつ、 ある。 我等 各自に も 亦、 同情者の マリ 

ャも あれば 反逆者の ュダも ある。 然れ ども 「凡ての 事 は 神の ぼに 依りて 召された る祌を 愛する 者の 爲 

に 悉く 働きて 益 をな す」 と あるが 如くに、 我等に も 亦、 味方 も 敵 も 悉く 倒き て 益を爲 すので ある。 我 

等 は 神 を 信じて 少しも 懼る、 に 及ばない ので ある。 


第二 十囘 離 叛の第 一 歩 

馬 太 傳廿六 章 六— 十三 節。 馬可傳 十四 章 三— 九 節。 

約翰傳 十二 章 一 —十！ 節。 

馬 太、 馬 可 兩傳の 記事 は 約 翰傳の 記事と 併せ 讀 むべき である。 約 翰傳に 由れば、 癩病 人シ モンの ぶ 

に 於け るィ H スの 招待 會に 於て、 マルタ、 マリヤ、 ラザ & の 兄弟 姉妹の 在った isT, 、义 イエスに を 注 

ぎし 者の マリヤで ありし 事、 叉此 事に 關しィ H スに對 する 弟子 等の 不平の 主唱 者が イス カリオ テの ュ 

ダ でありし 事が 明かで ある。 叉 香油 は 三百 デナ リの價 値 ある もので あつたとの 事であって 今日の 時價 

に 積り て 三百 圓 程の 品であった らう。 婦人の 嫁入 支度と して 其兩 親より 受けし 最大 價 額の 品であって、 

之 を此際 マリヤが ィ H スに 注ぎし は、 彼女と して 爲し 得る 最大の 奉仕で あつたので ある。 まことに 在 

さ し よ T.- 

つた 事實の 有の 儘の 記事であって、 之に 疑 を 挾む の餘 地がない。 

<<3<3<"^^厶<3厶*5厶<3 厶厶 厶厶厶 <!<" 厶厶厶 厶厶厶  厶厶厶 厶 <:△<!△△  A 

兹に 注意す へき は、 ィ H スに對 する 不平 を 漏らせし はュダ 一人に 非す して、 弟子 等の 多数 又は 全體 

であった 事で ある。 不平 は ュダに 由て 醸されし 者な らん も、 之 を 感ぜし 者 は 彼れ 一人に 止まらな かつ 

た。 ィ H スは兹 に 弟子 等 全體の 不平 を 受けた のであって、 其 不平 は 彼の 死ぬ る 時まで 絞いた。 其 意味 

に 於て ィ H スに叛 きし 者 はュダ 一人に 止まらなかった。 弟子 全體が 反逆者であった。 「弟子 等 之 を 見 
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て 怒 を 含み」 と ある。 彼等 は マリヤの 行爲に 就て 憤慨した。 然し 乍ら 實は マリヤの 行 爲を愤 つたので 

はなく して、 彼女に 之を爲 さしめ しィ H ス の 行爲を 憤った ので ある。 弟子 等はィ H ス に對 する 不： 个を 

弱き マリヤに 向って 發 したので ある。 

而 して 憤慨の 理由 はまこと に 尤もらし くあった。 「若し 之を賣 らば 多くの 金 を 得て 貧者に 施す こと 

を 得ん」 と 云 ふので あった。 自分 等が 得ん と 欲する ので はない、 貧者に 施さん と 欲する ので あると。 

彼等が 貧者 を 思 ふの 情 はまこと に 切なり と 謂 ふべ しで ある。 然し 乍ら 是れィ H スに對 する 大 なる 侮辱 

であった。 ィ H スは 貧者の 爲を思 ひ 給 は ざり し 乎。 彼は此 時までに 幾度 か 貧者 を 顧み 給うた ではない 

乎。 貧民 救助の 事に 就て 彼 は 弟子 等の 敎を受 くるの 必要 は 少しもなかった。 然るに 其 心に 於て 旣に其 

師 より 遠 かりし 弟子 等 は、 兹に此 事に 關しィ H ス に缺點 ありと 思うた。 憐む べし 彼等 は 福 昔の e; 理を 

解せ ざり しが 故に、 名はィ H スの 弟子たり と雖 も、 實は 彼の 敎師 となり 其 批評家と なった。 ィ H スは 

高い 厳しい 道 德を說 き 給 ひしと 雖 も道德 の敎師 でなかった。 彼が 聖ぃ道 德を說 き 給 ひし は 罪の 赦 しの 

福音 を說 くが 爲で あった。 弟子 等はィ H スに從 ふ 三年に して 此事を 充分に 解し 得た 害で ある。 然るに 

惡魔は 先 づュダ の 心に 入りて 彼 を 欺き、 彼 を 通う して 弟子 全體を 欺いた。 福音の 信者た るべき 弟子 等 

は道德 家に 成った。 是れ 彼等に 取り 明白なる 墮 落であった。 そして 道德 家に 成った 彼等の 眼に はィ H 

スの 缺點が 見え 出した。 然 り缺點 ならざる ものが 缺點 としで 見 ゆるに 至った。 道德は 善き ものである 

が 福音 は道德 よりも 善き ものである。 福音 信者が 道德 家に 成りし 時に 彼は墮 落の 第一 楷段を 降った の 

である。 そして 多くの場合に 於て 之 を 第一歩と して 墮落 のどん 底にまで 降る ので ある。 ュダの 場合が 

それで ある。 私 は 私の 生涯に 於て 同 じ 實例を 多くの 我國の 基督 信者に 於て 見た。 恐るべき は此 落の 


第一歩で ある。 ィヱス ひ 十字架 を 仰ぐ を 止めて、 道德 倫理、 貧民 救助、 社會 改良に 重き を 置く に 至つ 

て、 信者 は 喷落を 始めて 其 底止す る 所 を 知らないの である。 主 は 曰 ひ 給うた。 

我れ 憐個を 好みて 祭祀 を 好ます 

と (馬 太 傳九章 十三 節 )0 憐憫 は 福音で ある、 祭祀 は 律法で あり、 道德 である。 神の 好み 給 ふ 所の もの は 

罪の 赦 しの 福音で ある。 人と して は 自己の 罪を赦 されん 事に 併せて 他の 罪を赦 さんと 欲する の 意志 氣 

分で ある。 然るに 今や 弟子 等に 此氣 分が 失せて、 彼等 は 律法の 人、 卽ち 審判く 人、 批評 と 成った の 

である。 此事を 見て取り 給 ひし ィ H スは 如何ば かり 心に 歎き 給 ひし 事で あらう。 彼等 は 彼 を 離れし 前 

に 旣に福 昔 を 離れた ので ある。 

然るに 玆に 弟子 等の 內に 一 人の ィ H スを 解せ し 者が あった。 それ はョ ハネ でもな く、 ベ テ 口 でもな 

く、 婦人の マリヤであった。 彼女に 婦人 特有の 人の 心 を讀む 本能が あった。 彼女 は微 ながら もィ H ス 

の 誰なる か を 知った。 又 今や 彼 は 何を爲 さんと し 給 ひつ & あるか を 知った。 彼女 は 貧民に 施す よりも 

主ィ H スを 愛する の 大事なる を 知った。 故に 玆に 彼に 對 する 彼女の 聖 愛の 極 を 表さん 爲に油 注ぎの 行 

爲に 出た ので ある。 是れ 婦人と して 彼女が 爲し 得る 最大の 奉仕であった。 彼女 は 親譲りの 貴き ナ ルド 

油の 一 瓶 を持來 りて、 其 口 を 割りて 內容の 全部 を 彼の 體に 注いだ。 其 高き 香 は 窒に充 ち、 何人も 快感 

を覺 えざる を 得なかった。 ィ H スは 甚く 彼女の 此 愛の 奉仕 を 喜び 給うた。 同時に 之に 深き 意味 ある を 

認め 給うた。 「我が 葬儀 は 近づけり」 と 彼 は獨り 心に 念じ 給うた。 何れに しろ 縱令 一 人たり とも 彼 を 

眞に 了解す る 者 ある を 知りて 喜び 給うた。 十二 弟子 等 は 全部 彼 を 離れし と雖 も、 唯一 人 マリヤが 彼の 

眞の 弟子で ある を 知り 給うた。 マリヤの 名譽 である。 婦人の 名譽 である。 同情 推察の 技術に 於て は 男 

第二 十 H 離 fc, あ IS ー步  六 九 一 一 I 


卜 {+  の 道  六 九 SI 

000  0  0000000 

子 は 到底 女子に 及ばない。 

鼓に 於て かィ H スは 彼が 何人に 就ても 發し給 ひし ことなき 言葉 を マリヤに 就て 發し 給うた。 

我れ 誠に 汝 等に 告げん、 世界何^5|!にても此幅音の宣傳へらる、處に此婦人の爲し&事はその記念 

の 爲に言 傳 へらる ベ し 

と。 ィ H スは 如此き 有難き 言葉 をべ テ a に 就ても ョ ハ ネに 就ても 發し 給はなかった。 他の 弟子 等が 悉 

くィ H スを 離れし 時に マリヤ 一 人 は 彼に 線が つた。 男子の 感謝の 淚は浙 かるが "合に 注がる.^ ので あつ 

た。 我等と 情 を 同う し 給 ひし ィ H スは此 場合 此 婦人の 行 爲に對 し 感謝の 淚を 禁じ 得なかった であらう。 

勿論 此 場合に 於け る マリヤに 對 する ィ H ス の 好感 は、 個人的の ものでなかった。 彼と 彼女との 問に 

戀愛關 係が あつたと 云 ふ 者 は 朱 だ 神 の 子の 喜び の 何たる 乎 を 知ら ざ る 者で ある。 喜び は 公的で あって 

私的でなかった。 神の 國の. 爲の 喜びであって、 我れ 彼れ の 喜びでなかった。 イエ スの此 場合に 於け る 

喜び は、 彼が 前に 曾て 現 はし 給 ひし 喜びと 同じ 性質の ものであった。 

北 ハ時ィ H ス答 へて 曰 ひける は、 天地の 主なる 父よ、 此事を 知 曰き 者慧き 者に 隱 して 赤子に 顯 はし 給 

ふ を 感謝す、 父よ 然り、 如 此きは 聖旨に 適へ るな り 

と あるが 如し (馬 太傳十 一 章 二 五、 二 六 節 )o マリヤ を 愛しての 言で はない、 彼女が 爲 せし 行 を 愛しての 言 

である。 若し イス カリオ テの ュダが 同じ 行爲に 出しなら ば、 ィ ェ スは 同じ 言 を 發し給 ひしに 相違ない。 

000  0  0  0  000OOOOO0  00O000O0O 

福音 か、 慈善 か、 ィ H スと 貧民と 何れ を 先き に 愛すべき 乎、 問題 は是 である。 弟子 等 は 貧民 をィ H 

ス の 前に 置いた、 マリヤ はィ H ス第 一 の 行爲に 出た。 そして ィ H ス 御自身 は マリヤの 行 爲を是 とし、 

弟子 等の 態度 を 非と し 給うた。 マリヤ は 福音の 眞髓を 解した るに 對し (少 くと も 感知した るに 對し) 


弟子 等 は 未だ 普通 道 德の範 圍を晚 し 得なかった。 是 故に 彼等 は 彼に 就て 躓いた。 問題 は 小なる が 如く 

に昆 えて 實は 重大で ある。 福音 か 非 福音 かの 問題で ある。 ィ H スは玆 に マリヤに 贊 成し 弟子 等に 反對 

して、 未来永劫に 至る まで 福音の 眞 理を證 明し 給うた ので ある。 

ィ ェ スが マリヤ を 賞 讚し 給 ひし を 見て、 弟子 等の 不平 は 一 層 高まった ので ある。 不平の 主唱 者ュダ 

は玆に 裏切り を 決心し、 祭司の 長の 許へ と 走った。 小事が 大事 を 起す の 原因と なった。 然れ ども 人 ゆ 

の 事 は 常に 如斯 くにして 起る。 十字架の 大 悲劇 は 癩病 人シ モ ンの 家に 於け る マリヤの 膏油注 を 以て 始 

まった ので ある。 

信仰 か社會 事業 か。 マリヤ かュダ か。 今日の 基督 信者 は 二者 孰れ を擇 びつつ ある 乎。 米國 流の 基督 

敎は 後者 を擇 らんで 前者 を賤 めつ、 あるで はない 乎。 今や 基督教と 謂へば 主として 社會 事業 を 謂 ふで 

はない 乎。 敎會の 事業、 靑年會 の 事業と 謂へば 主として 社會 事業で はない 乎。 「若し 香油 を寶 らば、 

銀 三百 デナ リを 得て 貧しき 者に 施す こと を 得ん」 と。 今日の 敎會と 靑年會 とはュ ダの此 主唱に 對 して 

大贊成 を 表する では あるまい 乎。 私 は 然ぅ思 ふ。 今や マリヤ は 敎會の に 甚だ 稀で あると 思 ふ。 そし 

て 今 も 昔と 異なる ことなく、 彼女 並に 彼女と 信仰 を 共に する 者 は、 敎會の 嘲け り 疎ん する 所と なると 

思 ふ。 基督 敎の社 會化を 喜ぶ 今日の 基督 敎會 は、 ュダ の途を 取って ゐ るに 氣附 かねば ならぬ。 

私の 此所說 に對し 敎會と ュ ダの挨 と は 雷 ふで あらう 「若し 然 らば 信者 は 貧者 を 顧す とも 可い の 乎、 

信者 は唯ィ H スを さへ 仰いで 居らば それで 可い の 乎」 と。 然 り然ら すで ある。 社會 事業 を 第 一 事業と 

なす 社會 事業に 厭き 之 を 怠り、 終に 之を廢 する に 至る。 貧者 は 貧者の 爲に 愛する 能 はす、 キリストの 

爲に のみ 愛する 事が 出來 る。 ィ H スを 愛する 愛より 出た る 貧民 救助に あら ざれば 救助の 目的 を 達しな 
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い。 是れ此 世の 多くの 慈善事業が 害 を爲す こと 多くして、 益 を爲す こと 尠き 理由で ある。 先づ 第一 に 

ィ H スを 愛し、 其 愛に 勵 まされて 自づ から 行 ふ 慈善事業 のみが 永久に 人 を 救 ふ 慈善事業 である。 「貧 

者 は 常に 汝 等と 偕に 在り」 とィ H スが言 ひ 給 ひしが 如くに、 世に 貧者の 結 ゆる 時と て はない。 社會事 

業に 由て 社會は 改まらす、 貧困 は 絡えない。 唯 神の 子ィ H ス キリス トを 信す るに 由て、 人の 凡て 思 ふ 

所に 過ぎる 平安が 人の 心に 臨む。 マリヤ は此 場合に 於ても 「亦 善き 業 を 撰ら」 んだ (路加 傳十章 四 二 節 )0 

此は 彼女より 奪 ふべ からざる 者であった。 主ィ H スに對 する 此愛 があって、 彼女 は 亦 貧者に 對し、 終 

生 熱い 深い 愛 を 表し 得た に 相違ない。 聖書 は 別に 記さ ぐれ ども、 マリヤの 生涯 は、 貧者に 對し 終生 渝 

ら ざる 善行 連 緩の 生涯であった こと を 疑 ふ 事 は 出来ない。 

福音書の 此箇處 に 於け るィ エスの マリヤ 賞 讚の 辭の 如き、 明かに ィ H スと バウ £1 との 一 致 を 示す 者 

である。 ィ H スは 善行 を 唱道し バウ D は 信仰 を 高調した りと 言 ひて 一 一 者の 相違 を唱 ふる 人 は、 福音 齊 

の 根本 精神 を 解せ ざる 者で あると 言 はざる を 得ない。 

第一 一十一 囘 最後の晩餐 

馬 太 傳廿六 章 十七 I  二 九 節。 馬可傳 十四 章 十二  I  二 五節。 路加 傳廿ニ 章 

七 I  二三 節。 約翰傳 十三 章 一— 三ト 節。 哥林多 前書 十一 章 二三 I  二 六 節。 


以上が キリストの 最後の 晚 餐に關 はる 重なる 記事で ある。 基督 敎會に 於て 行 はる 、聖餐式の 聖書 的 

基礎で あるが 故に 其 解釋は だ 困難で ある。 备敎會 が 其 解釋を 異にする。 敎會の 分離 は 主として 以上 

の 記事に 關 する 解釋の 相違に 因る。 ィ H スは玆 に 聖餐式 を 制定し 給へ りと 云 ふが 敎會 全體の 意見で あ 

る。 敎會に 取り 聖餐式の 無い 基督 敎は 無い ので ある。 殊に 羅馬 天主 敎會、 英國聖 公會、 獨逸ル ー テル 

敎會に 於て は 聖餐式 は 彼等の 奉す る 基督教の 基礎で あり 中心で あり 極致で ある。 彼等に 取り 我等 無敎 

き 信者の 如き、 勿論 基督 信者で ない。 聖餐式に 列らざる 者、 之に 由て 供 せらる & パンと 葡萄酒と を搦 

取せ ざる 者が 爭で 基督 信者で あり 得ん やと は 彼等が 博ら すして 唱 ふる 所で ある。 そして 聖餐式 を 行 は 

ざる 無敎會 信者 を 排斥す る 彼等 敎會 信者が 聖餐式の 事に 就て 一 致す る 乎と 云 ふに 決して さう ではない。 

新 敎全體 は 天主 敎會の 聖餐式 を 嘲笑して 止まない。 彼等 は此は 迷信の 極で あると 云 ふ。 そして 天主 敎 

に似て 而 かも 己が 獨 尊を唱 へて 譲らざる 英國聖 公會も 亦、 其 獨特の 聖餐式 を 守る こと 厳密で ある。 聖 

公 會は他 敎會の 信者が 其 聖餐式に 列なる こと を 許さない。 ル ー テル 敎會も 亦羅馬 天主 敎會 に叛 きなが 

ら、 ^餐 式の 事に 就て は カル ビン 敎會叉 は ッヰン グリ敎 會と合 はす、 己が 意見 を嚴 守す る ことに 於て 

は羅馬 英國の 兩敎會 に讓ら ない。 聖餐式の パン は パンに 非す、 キリストの 聖體其 物で あると 云 ふの が 

羅馬 敎會の 信仰で ある。 聖ー體 其 物に は 非す と雖 も、 キリスト 御自身が 其- に 在し 給 ふと 云 ふの が英國 

敎會の 意見で ある。 パンと 葡萄酒と は キリストの 肉に も 血に も 非す、 其シム ボル (表 號) なりと 云 ふ 

のが 新敎 多数の 意見で ある。 聖餐式 は 之 を 守る に 及ばす、 三度の 食事が 是れ 聖餐な りと 唱 ふるのが フ 

レ ンド 敎會の 主張で ある。 誠に 種々 樣々 である。 孰れが 是、 孰れが 非と 定 むる ことが 出来ない。 

斯 かる 次第で あれば、 私の 解釋が 敎會の 人々 を說 服し 叉 彼等に 滿 足を與 へやう と は 思 はない。 然し 
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乍ら 私も亦 私の 解釋を 試む る 權利を 有つ と 信す る。 そして 私の 解釋は 敎會の 論爭を 離れての 解釋 であ 

る。 私はィ H ス の 最後の 晚 餐を單 なる 會 食と 解す る。 或る 特別の 儀式 を 制定す る爲の 晚餐で 無かった 

と 信す る。 ィ H スは玆 に 弟子 等と 共に 最後の 訣別の 會貪を 試み 給うた ので ある。 「ィ ェ ス 彼等に 言 ひ 

ける は、 我れ 苦難 を受 くる 先に 汝等 と共に 此過越 を 食す る こと を 大いに 願へ り」 と あるが 如し (路加 傳 

廿ニ章 十五 節 )o 普通の 會 食であった、 然し 乍ら ィ H スに 由て 設けられし 會 食であった、 故に 普通が 普 

通でなかった ので ある。 ィ H スの御 生涯の 最後に 於て、 彼が 其 弟子 等と 共に 爲し給 ひし 會食 であった。 

故に 之に 何 か 深い 意味の あった 事 は當然 である。 〈意味 は 何であった 乎、 それ を 探る が 最も 肝要で あ 

る 0 

約 翰傳第 十三 章 二 節に、 「過 越の 節の 前に ィ H ス此世 を 去りて 父に 歸 るべき 時 到りし を 知り、 ^に 

在りし 己の 民 を旣に 愛し、. 終りに 至る まで 之 を 愛せり」 と ある。 愛はィ H スの 特性であった、 そして 

彼れ 今 世 を 去らん として 彼 は 最大の 愛 を 現 はし 給うた ので ある。 そして 彼の 愛 は 己 を 愛する 者に 對し 

て 現 はれた 亦 己に 敵す る 者に 對 して 現 はれた。 愛餐 (Ixys-fcast) たりし 此の 最後の 晚餐に 於て、 ィ 
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H スの愛 は 最も 著る しく 現 はれた。 そして 何人に 對 してよりも、 最も 著る しく、 今や 御 自分 を 敵に 賣 

OOO0O00O00OO0O0O0OOOOO00OOOOOOOO 

らんと しつ \ ありし 所の イス カリオ テの ュ ダに對 して 現 はれた ので ある。 

イエ スは 勿論、 御 自分 を寶る 者の 誰なる 乎 を克く 知り 給うた。 然し 乍ら あからさまに 彼 を 指して 言 

ひ 給はなかった。 「我れ 誠に 汝 等に 告げん 汝 等の 內 一人 我を賣 るな り」 と。 叉 言 ひ 給うた、 「我と 偕 

に 手 を 服に 着る 者 は 卽ち我 を賣る 者な り」 と。 そして 叉、 ュダ 自身が 彼に 對ひ 「先生、 私です 乎」 と 

問 ひし 時に r 然り」 と は 答へ 給 はすして、 r 汝は言 へり」 と 曰 ひ 給うた。 それ は 抑々 如何い ふ譯 であ 


つた 乎。 謀叛 人の 誰なる 乎 を 明白に 知りながら も、 何故に 之 を 打明け 給 は ざり し 乎" 此時 ュダを 除け 

ば 身の 危險は 去った ではない 乎。 解し 難いの は此 場合に 於け るュ ダに對 する ィ H ス の 態度で ある。 

ィ ェ スは 御自身の 運命 を 知り 給うた。 「人の子 は 己に 就いて 錄 された る 如く 逝かん、 然れど 人の子 

を賨る 者は禍 ひなる 哉、 其 人生れ ざり しなら ば 反って 幸な りしな らん」 と 雷 ひ 給うた。 ュダの 叛逆に 

由て 人の子 は 十字架に 釘 けらるべく あった。 ュダの 運命 も亦定 つて ゐた。 然し 乍ら 運命 は 宿命に 非す。 

ュ ダは自 から 改めて 此 運命 を 避く る 事が 出来る。 ィ H スの 眼中に、 神の 攝理の 器と して 定められし ュ 

ダと、 自由意志 を 具へ たる 人なる ュダ との IhI 別が あった。 彼 は 彼が 一人の 人と して 見た まひし ュダに 

對し 憐憫の 情の 禁じ 難き ものが あった。 ィ H スは 今や 御 自分の 危險を 忘れて、 御 自分 を 敵に 賣 らんと 

する ュダの 危險を 思 ひ 給うた。 如何にもして 彼 を 救 はんと 努力し 給うた。 今や 殘るは 暫時で ある。 其 

時に して 過ぎん 乎、 ュダは 永遠の 滅亡に 行かねば ならぬ、 之 を 思うて ィ H スは堪 へられなかった。 故 

に 幾囘も 暖昧の 言を發 して ュグに 悔改を 促し 給うた ので ある。 凡てが ュダ 一 人に 聽 かれんが 爲の 言で 

あった。 ィ H スの御 心中 は 大略 左の 如くで あつたと 推測し 奉る。 

ュダ よ、 我 は 汝が今 我に 就き 何 を計畫 みつ \ ある 乎 を克く 知って 居る。 汝は 今や 將 さに 地獄に？？^ 

ちんと して 居る。 汝の其 手、 皿の 内に て 我 手に 觸れし 汝の其 手、 其 手 は 今や 汝を 大罪 惡 へと if か 

ん として 居る。 喧ュダ よ、 汝悔 改めよ、 今！ 今！ 

然るに 憐 むべ しュグ にはィ H スの此 御 心が 解らなかった。 彼 は旣に 叛逆 を 決心して 居た。 之 を 知り 給 

ひし ィ H スの御 心 は 張 裂けん とした。 彼 は 終に 叛逆 者に 向 ひ 「汝 が爲 さんと する 事 は 速 かに 爲せ」 と 

曰 ひ 給 はざる を 得なかった (約 翰傳 十三 章 二 七 節〕。 玆に 神の愛の 失敗が 演ぜられた。 ュダの 叛逆 を i 饺止 
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めんとの 神の 子の 努力 …… 世に 斯 かる 愛の W と 在るべき や。 

ィ H ス の此行 爲に對 して 人 は 言 ふで あらう、 「神の 攝理を 信じながら 攝理の 實現を 喰 止めん とす、 

矛盾 も亦甚 しからす や」 と。 然り 矛盾で ある。 たしかに 矛盾で ある。 然し 愛の 矛盾であって、 最も 尊 

き 矛盾で ある。 矛盾せ ざる 愛 は 何處に 在る 乎。 親 は 其 子に 對し每 日 矛盾 を 演じつ- 1 あるで はない 乎。 

人の 罪 を 定めつ &も 之を赦 さんと 欲す、 それが 眞の 愛であって 矛盾で ある。 此 矛盾 は 神に 在る 矛盾で 

あって、 それが 人に 現 はれて、 或は 親心と 成り、 或は キリストの 心と 成る ので ある。 此 場合に 若し ュ 

ダが悔 改めたならば 祌は 如何にして 人の 罪 を 贖 ひ 給うた であらう と は 問 ふ 必要の なき 問題で ある。 醫 

師に 見放され たる 子 を 親 は 最後まで 見放さな いので ある。 共 如くに 哲舉者 其 他の 此 世の 論者が 矛盾 と 

a 做す 事 を、 神と キリストと クリスチャンと は爲 すので ある。 ィ H スは 最後の 晚餐に 於て ュダを 救 は 
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んと 力し 給 ひて、 彼が 神の 子た るの 榮光 を顯 はし 給へ りと 信す る。 

ュダ 去りて 後に ィ H スが殘 りの 十 一 人に 封し 其 愛 を 現 はし 給へ る は 言 ふまで もない。 此は 徹頭徹尾 

愛の 會食 であった。 そして ィ H スは斯 かる 會 食の 弟子 等に 由て 彼の 死後に 於て 繰 返されん こと を 欲し 

おば  »  »  • . 

給うた。 彼が 彼等に 「我 を 記えん 爲に 此を爲 せ」 と 一一 一一 11 ひ 給へ りと は 命令に も 希望に も 解し 得られる。 

「爲 すべし」 と 云へば 命令で ある。 「爲 さん こと を 欲す」 と 云へば 希 である。 そして 命令 動詞 は 二 

者 孰れに も 解す る 事が 出来る。 そして 愛 は 命令 を 避けて 希望 を述 ぶ。 そして 愛する 者の 希 に 命令 以 

上の 效 力が ある。 ィ H スが玆 に 「聖餐式 を 制定し 給へ り」 と 云 ふ は 彼 を 立法者と して 見ての 言 ひ 方で 

ある。 而 かも 彼 は玆に 特^に 愛の 表現 者と して 現 はれ 給うた。 「式」 とか 「制定」 とか 云 ふ， 1 は此愛 

IJ^J! の 場合 に は 最も不適當 で ぁ る。 何 れ に せ よ 聖餐 の 事 に 就て 爭 ふ 者 は 其 眞意を 全 然沒 却す る 者で ある。 


ィ H スは此 時 最後まで ュダを 救 はんとて 努力し 給うた。 聖餐に 列なる 者 は 此愛を 懐くべき である。 


第二 十二 囘 ゲッセ マネの 苦禱 

馬太傳 i "六 章 三 六— 四 六 節。 希 伯 来書 五 章 七 —九 節。 

晚餐の 座 を 離れ 橄欖 山に 行かん とする 途中に ィ H スは 弟子 等に 言 ひ 給うた、 「今夜 汝等 皆な 我に 就 

いて-きかん」 と。 其 時べ テロ は 答へ て 曰うた 「たと ひ 皆汝に 就いて 礙 つくと も 我は礙 かじ」 と。 イエス 

はべ テ n の此 自信 を 打消して 曰 ひ 給うた、 「我れ 誠に 汝に吿 げん、 今夜 鷄 鳴かざる 前に 汝は 三た び 

我 を 知らす と 一一 m はん」 と。 然るにべ テ B は 更らに 己が 自信 を確證 して 曰うた 「縦し 我 は汝と 偕に 死ぬ 

ると も汝を 知らす と 言 はじ」 と。 そして 「弟子 皆な 如此 言へ り」 と ある (三十— 三 五節 )o 

自信、 決心、 確 心、 世に 當 にならぬ 者と て 人の 決心の 如き はない。 ぺテ n と 其 兄弟 弟子 等の 此 固き 

決心 は 忽ちに して 裏切られ たので ある。 人 は 自己に 賴る 時に 必す 失敗す る。 我が 決心 は鐵 よりも 堅し 

と 言 ひたれば とて、 其 決心 は輕 石よりも 脆く ある。 「心 は 凡ての 物よりも 偽 はる 者な り」 と M レ ミヤ 

が 言うた 通りで ある。 そして 注意すべき は 弟子 等の 自信 强 きに 對 して イエスの 自信 弱き 事で ある。 ィ 

H スは 自信 を 示さす して 祈禱に 赴き 給うた。 彼れ 御自身が 自己の 弱き を 知り 給うた。 故に 死に 臨んで 

祌に强 めら れんが 爲に ゲッセ マネの 園に 入り 給うた。 「我 は 死す とも 汝を 去らす」 と 誓 ひし 弟子 等と、 
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「我心いた く 憂へ て 死ぬ るば かりなり」 と 哭き給 ひし ィ H スと、 其 間に 天地の 差が ある。 然し 誓 ひし 

者 は 反き、 哭 きし 者 は 立った。 自己に 賴 りし 者 は 敗れて 神に 賴 りし 者 は 勝った。 死 は 恐怖の 王で ある" 

之 を 恐れる が當然 である。 死 を 恐れざる は 勇氣の 如くに 見えて 然ら す。 死に 勝つ の 能力 は 惟り 生命の 

源なる 神より 來 る。 

ゲ ッ セ マ ネの 園に 於け るィ H ス の 實驗を 最も 簡潔に、 叉 最も 切 實に言 表 はした 者 は 希 伯 來書五 章 七 

—九 節で ある。 彼れ 肉體に 在りし 時、 哀しみ 哭び、 「涕を 流して 死より 己 を 救 ひ 得る 者に 祈り a 懇求 

へり」 と ある。 言 ふまで もな くィ H スは玆 に 死 を 怖れ、 之 を 眼前に 見て 慄へ 給うた ので ある。 何が 彼 

をして 此 くも 死 を 怖れし めた 乎、 他人 は 之 を 知悉す 事 は 出来ない。 然し ィ H スの 場合に 於て は 死に 伴 

ふ 普通の 恐怖の 外に、 人類の 代表者と して 世の 罪 を 擔ふ其 任務に 屬 する 恐怖が あった に 相違な い。 

「罪の 價は 死なり」 である (。マ 書 六 章 ニー 一一 節 )0 イエス は 兹に萬 人に 代りて 死なん とし 給 ひつ、 あるの 

である。 故に 之に 伴 ふ 苦痛 は 非常であって 恐怖 も 亦 非常であった。 「我心いた く  (非常に) 憂へ て 死 

ぬるば かり 也」 と 言 ひ 給 ひし は 左 も あるべき である。 祌は 人類の 罪に 對 する 大 なる 怒 を 以て 其 代表者 

に 臨み 給うた。 此 怒に 觸れて 人の子 は 戰慄へ 給うた ので ある。 「父よ、 若し 聖 意に 適 は^ 此杯を 我よ 

り 離ち 給へ」 と。 是れ此 際 人の子と して ィ H ス より 發 るべき 當然の 祈りで ある。 是れ あるが 故に 彼 は 

我等の 兄弟で ある。 「そ は 我等の 弱き を 思 ひやる こと 能 はざる 祭司の 長 は 我等に 有らす、 彼 はすべ て 

の 事に 於て 我等の 如くに 誘 はれ 給へ り、 然れ ども 罪 を 犯さす」 と あるが 如し (希 伯 來書四 章 十五 節)。 彼 

は 苦杯 を 避けん と 欲する の 欲求 を 懐き 給うた。 然し 「若し 聖 意に 適 は f」 の條 件を附 して^ ある。 彼 

は 更に 此條 件を强 めて 言 ひ 給うた 「我心の 儘を爲 さんと 欲する に 非す 聖 意に 任せ 給へ」 と。 まことに 


斯 かる 場合に 於け る 完全の 祈りで ある。 祈願に 服從を 交へ たる 祈りで ある。 

以上 は 第一 の 祈りであった。 暫 らく 經て 後に ィ H スは 再び 祈り 給うた、 「父よ 若し 我れ に 此杯を 飲 

まさで 離つ 事 能 はすば 聖 意に 任せ 給へ」 と。 此は 更に 進步 せる 祈りであった。 r 此杯を 我より 離ち， お 

へ」 と 云 ふに 非す して、 r 此 杯を飮 まざる を 得すとの ことならば」 と 云 ふので ある。 第一 の 祈りに 對 

して 「汝は 之を飮 まざる ベから す」 との 應 答が 父より 彼に 達した ので ある。 之に 對 して ィ H ス は不滿 

を懷 くこと なく、 服從 して 第二の 祈り を發し 給うた ので ある。 そして 第三の 祈り は 第二と 同じで あつ 

た。 此 場合に 於て 繰 返は從 順の 度の 更らに 進める を 示し、 彼 は玆に 父の 聖 意に 全然 服從 する の 意 を^ 

し 給うた ので ある。 ィ H スに 在りて は 反抗 担筢は 全然 無かった。 唯從 順の 程度に 於て 少しく 不足す る 

所があった。 而 かも 此 不足す らも 忽ち 補 はれて 彼 は 全然 服從 する に 至った。 ゲッセ マネの 苦禱は イエ 

スに 取りて は從順 性の 完成であった。 此消息 を 洩らせる 者が 希伯來 書記 者の 言で ある。 

彼れ 肉體に 在りし 時、 哀み 叫び、 涕を 流して 死より 己 を 救 ひ 得る 者に 祈れり 而 して 其 恭敬し きに 

よりて 聽 かれ 給へ り。 彼れ 子 たれ ども 受けし 所の 苦難に よりて 從 順を學 び、 旣に i 兀成 せられ たれ 

ちと 

ば 凡て 彼に 順 ふ 者の 永遠の 救の 原と なれり (五 章 七 I 九 節)。 
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卽ちィ H スは其 祈り を聽 かれり たりとの 事で ある。 「此杯 を 我より 離ち 給へ」 との 祈り は聽 かれな か 

つた。 然れ ども 祈り は 其 目的 を 達して、 彼は從 順を學 び、 せ 其 從順性 を 完成せられ 給うた。 「其 恭 I 

しきに 由り て聽 かれ 給へ り」 と ある は此 事で ある。 そして 彼れ 神の 子の 場合に 於ても、 彼 は 苦難に 由 

りて 從順 を學び 給うた ので ある。 苦難の 用 は玆に 在る。 之に 由り て 信者 は 完成 せらる k ので ある。 彼 

の 意志が 神の 聖 意と 合致す るに 至る。 是れが 幸福の 極で ある。 玆に 至る が 人生 終極の W 的で ある。 人 
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は 何人も 兹に 達して 完成 せらる、 ので ある。 ィ H ス は如此 くにして 苦難に 由り て 完成せられ たれば、 

凡て 順 ふ 者の 永遠の 救の 原と なれり と 云 ふ。 救 ひ は 人の 方面より 考 ふれば 完全なる 從 順の 狀 態に 人る 

ことで ある。 「我」 なる 者が 其 痕跡 だ も 無き に 至って 彼 は 完全の 域に 達して 神の 救 ひに 與 かるので あ 

る。 ィ H スは 苦難に 由り て 完全に 從 順を會 得し 耠 ひて、 凡て 彼に 傚 ひて 父の 聖 意に 從ふ 者の 救 ひの 原 

と 成り 給うた ので ある。 

如此 くに 完成せられ 給 ひし ィ エスに <f マ や 恐怖 は 絶えた。 完全なる 從順 と共に 完全なる 平 靜と歡 喜と 

男氣 とが 彼に 臨んだ。 今や 十字架 は 恐る、 に 足らす、 それが 反って 喜びに 化した。 

彼 は 其 前に 置かれし 所の 喜の 故に 恥 を も 厭 はす、 十字架 を 忍びて 神の 賓 座の 右に 坐し ぬ 

と ある は此 ことで ある (希 伯 来書 十二 章 二 節 )o イエス の 完全なる 服從に 由り て 苦禱は 完全なる 勝利に 終 

つた。 彼に 今や 弟子 等の 同情に 訴 ふるの 必要 はなく、 ュダの 裏切り も 反って 之 を歡迎 する に 至り 給う 

た。 彼 は 三た び 眠れる 弟子 等の 所に 来りて 言 ひ 給うた。 

今や 寢て 休むべし。 醒めて 我が 祈り を 助く るの 必要なし。 受難の 時 は 近づけり。 人の子 は S§i 人の 

手に. 付 されん とす。 起よ、 我等 往く べし。 我 を 裏切る 者 近づけり。 

兹 に主ィ H スは 全然 死の 恐怖 を脫 して 死 を歡迎 する 勇者と 成り 給うた。 

ゲッセ マネの 苦 禱は其 一 面に 於て は 神の 子が 人類の 代表者と して 其 罪 を 撸ひ給 ひし 苦が き經驗 であ 

つた。 他の 一 面に 於て は、 彼の 安全なる 從 順に 由て 先づ 御自身 を 完成せられ、 其 結果と して 人類が 彼 

に 由て 救 はる &其 資格 を 作り 給 ふ機會 であった。 此は 實にィ H スの御 生涯に 於て 其 危機と も稱 すべく、 

又 其 結 頂と も 謂 ふべき である。 詩人 ミルトン は r 樂 園の 囘復」 は 「野の 試み」 に 於て 行 はれた と言う 


たが、 私 は 之 は ゲッセ マネの 園の 苦禱を 以て 行 はれた と 云 ふ。 彼の 精神 上の 十字架 は此 所に 在った の 

であって、 之に 較べて カル バリ ー 山上の 十字架 は 肉體の 十字架に 過ぎなかった ので ある。 ィ H スは其 

私欲 を ゲッセ マネに 於て 殺し、 其 肉體を カル バリ ー に 於て 殺し 給うた ので ある。 ゲッセ マネ を經 過し 

給 ひて 後に、 力 ルバ リ ー は 彼に 取り 至って 容易で あつたので ある。 

我等に も 亦 各自 相應の ゲッセ マネが ある。 我等 も 亦 我等に 供 へられし 杯の 我等より 離れん こと を 祈 

る。 そして 信仰の 蒲き 我等 は、 その 離れざる を 見て 神の 存在 を 疑 ひ、 或は 彼 を 恨み 奉る。 然し 乍ら 此 

かる 場合に 於て 我等 も 亦屮： と 同じく より 高き 意味に 於て 我等の 祈願の 聽 かれん こと を 祈るべき である。 

我が 意志の 神の 聖 意に 合致 せんこと、 人生 實は 之に 優 さるの 幸福 はない ので ある。 そして 縱し 第一 の 

祈り は聽 かれざる も 第二の 祈り は聽 かれて、 我等 も 亦 主と 偕に 喜んで 十字架 を擔ひ 得る ので ある。 目 

指す 所 完全なる 服從に 在りで ある。 此璲物 を 得て 他 は 顧みる に 足りない。 「聖意 をして 成らし め 給へ、 

全地に 於て、 我れ 自身に 於て」 …… 信者に 實 は是れ 以外の 祈りが 在って はならない。 ゲッセ マネ は 信 

者の 生涯の 縮圖 であって、 又 其頂點 である。 

附 言 

イエス は 何故に 此祈禱 にべ テロ、 ヤコ ブ、 ヨハネの 三人 を 伴 ひし 乎と 考 ふるに、 此は此 場合に 彼等 

の 同情 を 求めての 故で あると 思 ふ。 彼の 人た るの 弱き が 彼 をして 之を爲 さしめ たのであって、 此くぁ 

るの が當然 である。 彼 は 喜びの 時に も 悲しみの 時に も 彼の 弟子 を 伴 ひ 給うた。 カナの 婚姻の 筵に も、 

變貌の 山の 榮 化の 時に も 彼等 を 伴 ひ 給うた。 殊に 是 等の 三人 を 伴 ひ 給うた。 彼の 人た るの 情 性が 彼 を 
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して 此事 を爲 さしめ た。 此 事に 何の 不思議 もない， ので ある。 然し 乍ら 何れの 場合に 於ても 得る 者 は 弟 

子等であって 失 ふ 者 は 主であった。 變貌の 山に 於け るが 如く ゲッ マ セネの 園に 於ても 弟子 等 は 主の 榮 

光 を 示された。 そして 之 を 後世の 我等に 傳 へて 我等 を 益す る こと 甚大で ある。 然し 彼等 は 主に 其 求め 

給 ふ 慰安 同情 を 供 ふる 事が 出来なかった。 彼等が 「寢 たり」 と は 多分 快眠 を 貪った と 云 ふので は ある 

まい。 馬可傳 十四 章 四十 節に 言へ るが 如くに 「彼等の 目 倦れ たるな り、 ィ H スに何 を 答 ふ 可き や を 知 

らざ りき」 と あるが 事實 であらう。 主 は 彼等より 同情 を 求め 給 ひしと 雖も、 主の 行動の 餘 りに 意外な 

りしが 故に、 彼等 は 彼に 同情 せんと 欲せし も 能はなかった。 人の 師 たるの 苦痛 は兹に 在る。 彼 は 弟子 

たる 者の 同情 を 要求して 之 を 得る ことが 出来ない。 弟子が 師の 跡に 從ひ 得ざる は 止む を 得すと 雖も、 

師 たる 者の 單獨寂 蕩 は 察する に餘 りが ある。 

共觀三 福音書 中、 ゲッセ マネに 關 する 記事の 最も 精細なる は 馬可傳 であり、 深刻なる は 路加 傳 であ 

り、 平凡なる が 如くに 見えて 克く眞 意を悉 せる は 馬太傳 である。 路加 傳は 天使が 現 はれて 中： に 能力 を 

添えし 事、 又 彼れ 祈り 給 ひし 時に 其 汗 は 血の 滴の 如く 地に 落ちたり との 感動 的 事 實を傳 ふ。 然れ ども 

ィ H スの 祈禱に 進歩 ありし こと、 又 彼が 服從に 由て 完全に 苦難に 打 勝ち 給 ひし 事 を、 最も 明瞭に 記し 

たる 者 は 馬太傳 である。 僅々 十 節 を 以て 此靈的 大實驗 を 遺漏なく 述べ つくせし 記者の 手腕 は 驚く に堪 

へたり と 謂 ふべ し。 是ぞ 沟に此 書の 神の 啓示た る證據 なれ。 


第二 十三 囘 ィヱス の 逮捕 

馬 太 傳廿六 章 七 四— 五 二へ 節。 馬可傳 十四 章 四 三— 五 二 節。 

路加 傳廿ニ 章 四 七— 五三 節。 約翰傳 十八 章 11 十一 節。 

イス カリオ テの ュダが 最後に 其師ィ H スに對 して 爲 したる 事 は殘忍 冷酷 を 極めた。 ュ ダはィ H ス の 

祈禱の 場所 を 知って、 其 處にィ H スの敵 を案內 して 彼 を 逮捕せ しめたの である。 「我が 接吻す る 者 は 

夫な り」 と 叛逆 者 は 言うた。 接吻 を 以て 其師を 敵に 寶っ たので ある。 背 叛も玆 に 至って 其 極に 達せり 

と 謂 ふべ し。 ュダの 離反 は惡 意に 出た るに 非す 善意に 出たり との 說は 立たない。 ュダは 兹に極 惡の人 

と 成った ので ある。 彼の 行動が 明かに 其 事 を 示す。 彼 は 自己 を 欺き、 友を僞 はり、 冷血 的に 彼の 師を 

其 敵に 賫っ たので ある。 

A<J 厶厶厶 <3厶<"< "厶 厶厶厶  厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶ム厶厶 A 厶厶 

玆に 問題が 起る ので ある。 ュダの 如くに 少く とも 三年 間、 イエスの 直接の 指導 を 受けし 者が 斯 くま 

か墮 落す る 事が 出来る 乎。 義人の 感化 は 深遠で ある。 ュ ダはィ H ス に隨從 して 其 感化に 浴せ し 者で あ 

る。 彼れ いかで 此 まで 墮 落せん やと は 人の 言 はんと 欲する 所で ある。 然れ ども 事實 は然ら す。 墮落は 

高き 丈け それ 丈け 甚 しく ある。 ュ ダはィ H スに 接近せ しが 故に、 彼れ 墮 落せし ゃ絕 下にまで 墮 落した 

ので ある。 凡ての 登 昇に 此危險 が 伴 ふ。 山に 登る 者、 位の 高き 者、 富 を增す 者、 學に秀 する 者、 德に 
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進む 者、 何れも 落つ るの 危險が ある。 そして 高ければ 高き 程 噴 落の 程度が 甚だしい ので ある。 キリス 

トに 接した ことの 無い 者 は ュダの 如くに 噴 落しない。 世に 凝惡最 醜の 者 は墮落 信者で ある。 ュ ダは喷 

落！！：^者の最も好き模型でぁる。 今日と 雖もィ H ス キリスト を 最も 激烈に 惡む者 は 日本の 如き 非 基督 敎 

國に 於て 在らす して、 荚國 米國の 如き 基督 敎國に 於て 在る。 基督 敎國に 於て、 殊に 基督 敎會に 於て、 

夥多の ュ ダは僞 はりの 接吻 を以 つて キリス トを其 敵に 賫 りつ、 ある。 

此 くして ュダの 離反 は 彼れ 一 人に 限った 赛 でない。 凡ての 信者が ュダの 落に 陷 るの 危險が ある。 

信者 は 登り詰める 丈け 登ら ざれば ュ ダの 如くに 落つ るの 危險が ある。 ュ ダ はもう 少しと 云 ふ 所まで 達 

して、 其れ 以上に 登ら ざり しが 故に 落ちた ので ある。 卽ち银 法の 途程 を卒 へて、 今一 歩に して 幅 昔に 

達せん として 達せ ざり しが 故に 落ちた ので ある。 律法が 嫌 ふ 者に して 福 昔の 如き はない。 ュダの キリ 

ストに 對 する 離反 は 律法の 福音に 對 する 離反で ある。 ュダの 離れ 得 ざり し 律法の 立場より 13- て、 イエ 

スは つまらない 卑しき 者と して 昆 えた。 こんな 者 は 如何 扱っても 可い と 思 ふに 至った。 故に 出來 得る 

丈け の 侮辱 を 彼に 加へ、 敎會が 異端者 を 扱 ふと 同様に、 僞 はる も 欺く も 可な りと 信じて、 福 昔の 實現 

者なる ィ H スを、 祭司の 長 及び 民の 長老 等、 卽ち 律法の 代表者に 付した ので ある。 

私 は 私の 生涯に 於て ュダの 如き 人 を 見た。 彼 は 全 體に義 しき 人であった。 彼が 私に 就て 敎を 受けん 

としたの は、 更 らに義 しき 人と 成りて 大に 邦家の 爲に義 さんが 爲 であった。 然るに 或る 事より 彼 は 急 

に 私の 敵に 變 じた。 其 時まで 彼の 眼に 理想の 人と して 映 ぜし私 は、 其 時より 最もつ まらない 人の 如く 

に 見え 出した。 故に 彼 は 私 を 扱 ふに 手段 を擇 ばざる に 至った。 彼 は 私 を 欺いた、 嘲弄した、 唾棄した- 

そして 私の 祕密を 私の 敵に 發 いて、 私が 苦しむ の を 見て 大 なる 滿足を 感じた。 私に は 如 河しても 彼の 


爲す 事が 解らなかった。 彼の 如くに 義を慕 ふ 人が、 何故に 断く も 無慈悲に 私 を 取扱 ふの 乎 解ら なか ク 

た。 勿論 私の場合に 於て はィ H スの 場合と 異なり 多くの 缺點 があった。 然れ ども 一 たび 師 として 事へ 

し 者を斯 くも 冷酷に 取扱 ふ は、 不信者の 間に 在りても 無い 事で ある。 私 は 彼が 私に 對 して 取りし 態度 

に 迷 はざる を 得なかった。 

然し 乍ら 事 は 基督 敎の 歷史に 於て 厘々 起る ことで ある。 律法が 福 昔に 當 つて 起る 失望で ある。 律法 

の 義卽ち 道德を 求めて 得ざる 場合に 使徒 ュダは 叛逆 者 ュダに 成る ので ある。 福 昔の 宣傳 者の 免 かれ 難 

き 災難で ある。 人世の 最大 悲劇 は此 場合に 演ぜら る&の である。 卽ち 正義の 追求 者が 己が 求む る義に 

非す して、 神の 義卽ち 福音 を 提供 せらる k に 起る ので ある。 ュダは 失望 家であった。 失戀 者であった。 

ナザレの ィ H スに 己が 理想 を 求めて 得る 能 は ざり しが 故に、 失望の 結果、 師に叛 き、 彼 を 辱 かしめ、 

敵に 付した ので ある。 そして ィ H ス より 福 昔 を 求めざる 者 は 凡て 彼に 就て 躓く ので ある。 ィ H スを现 

想の 義人と 見る 者 は 凡て ュダ と共に 叛 くので ある。 バウ a 曰く、 

義を 追求め し イスラ H ル人 は義の 律法に 追及ば ざり き。 此は 如何なる 故ぞ。 彼等 は 信仰に. S らす 

行に 由り て 追求め しが 故に 躓 石に 蹶 きたる 也。 

つ- * や-つくい レ さま^ ぐるい は 

視ょ 我れ 躓 石叉礙 岩をシ オンに 置かん、 凡そ 之 を 信す る 者 は 辱 か しめられす 

しる 

と錄 された るが 如し 

と (。 マ 書 九 章 三 一— 三 一一 一節 )o ュダは 不信の イスラ H ルを 代表して ィ H スを其 敵に 付した ので ある。 福 

<J 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶  <1厶<3 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶<3 厶厶厶 △△< ：厶厶 △ 厶厶 厶厶厶 

音の官ー傳者に取り危險なる者とて正義を求めて3|^-の赦しの福昔を求めざる所謂信者又は求道者の如き 

はない。 彼等 は 何時 ュダに 化する か 判明らない。 そして 彼等が 一 たび 吸 白に 幅 音に 叛 くや、 彼等の 行 

第二 十一 一一 罔 イエスの 逮 to  七 G 九 


爲は殘 忍 酷薄 を 極む。 寶に 恐ろしい isi., である。 

そして 叛 ける ュダと 祭司 長老 等に 對 する ィ H ス の 態度 はまこと に 神ら しくあった。 彼に 寸毫の 恐怖 

はなかった。 ョ ハネ傳 十八 章の 記 《 が 克く其 事 を 示す。 彼は兹に完，^-に無抵抗主義を現はし給ぅた。 

そして 彼の 無抵抗 は 抵抗す るの 能力な きを 見て取りての 無抵抗でなかった。 抵抗す るの 充分の 能力 あ 

りての 無抵抗であった。 是れが 本當の 無抵抗で ある。 ィ H スが此 際べ テ U を 戒めての 言に 曰く、 

汝の劎 を 鞘に 牧 めよ。 凡て 劍を 採る 者は劎 にて 亡ぶべし。 我れ 今 十二 軍餘の 天使 を 我 父に 請うて 

13 乂 くる 能 はすと 汝等思 ふや 

と。 イエ スは此時ょり少し前に逃げる18^^も出來た、 亦 弟子 等と 共に 防ぎ 戰 ふこと も S 來た。 然れ ども 

此際 自己 を 敵に 付す が 神の 聖意 なりと 信ぜし が 故に 靜 かに 付し 給うた ので ある。 此は， 眞 個の fs- おに あ 

ら ざれば 爲す能 はざる 所で ある。 

イエ スは此 場合に 於ても ュダを 忘れ 給はなかった。 御 自分 を 接吻して 敵に 付さん とせし 彼に 對 して 

fp 一口 ひ 給うた、 「友よ 何とて 来る」 と (改譯 に 依る )0 友 (仲間) と 呼びて 敵と 稱び 給はなかった。 

「何とて 來 る」、 「何の 目的 を 以て 來り しか」、 r 此惡 事を爲 さんと て 世に 生れ 出し か、 憐 むべき 汝 

よ」 との 意義で あると 思 ふ。 言葉 は簡 短であった、 然し 意味 は 深遠で ある。 

礙く事 は 必す來 らん、 然 れど礙 きを 来らす 者は禍 ひなる 哉、 斯る者 は 磨石 を その 頸に 懸られ て 海 

の 深みに 沈められん 方な ほ 益なる べし (馬 太傳 十八 章 六 節) 

と 彼が 曾て 言 ひ 給 ひし 言 を 約め たもので あると 思 ふ。 イエ スは此 場合に 於て すら 御自身 を 忘れて 叛逆 

者 ュダの 不幸 を憐み 給うた。 此く まで^し 給 ひし 師を此 くまで 惱 まし 奉りし ュダ の" fi- は 深い i ？^。 


約 翰傳に 依れば、 イエス は 御 自分 を 捕 へんと して 來 りし 者 等に 向 ひ、 「若し 我を尋 ぬるなら ば此輩 

を容 して 去らし めよ」 と 言 ひ 給うた との 事で ある。. r 此輩」 と は 弟子 等 を 指して 言 ひ 給へ るに て、 我 

を 捕 ふる も 手 を 我が 弟子に 觸る、 勿れ」 との 意で ある。 敵 を 愛して 其 傷を醫 し、 叛逆 者の 不幸 を 偶み、 

弟子 等の 安全 を 計り 給うた。 死に 面して 餘裕綽 々たりと は此 事で ある。 御自身の 安全 は 少しも 問題で 

ない。 敵と 從 者との 安全が 唯一 の 氣が& りであった。 如此き 人が 义と復 び 世に 在り 得よう 乎〕 

ュ ダは墮 落の 絕下を 示し、 ィ H スは 向上の 最高 を 現 はす。 ィ H ス逮 捕の 場面に 於て 地獄と 天國 とが 

相對 して 現 はれた。 暗黑は 光明 を 其 敵に 付した。 然れ ども 光明の 前に 暗黑は 目眩んだ。 ュダの 悔恨 は 

此 時に 始 つたので あらう。 然し 憐む べし 律法 觀 念に 强く捕 はれし ュ ダはィ H ス の 愛 を 解し 得なかった。 

故に 彼の 行 先き は 罪の 悔 改めに 非す して 自殺であった。 ュダは 福音の 磐に 當 たって 破滅した ので ある。 

第二 十四 囘 祭司の 前に 立てる ィ エス 

馬 太 傳廿六 章 五 七— 六 八 節。 馬可傳 十四 章 五三— 六 五節。 

路加 傳廿ニ 章 五 四— 六 五節。 約翰傳 十八 章 十九— 二 四 節。 

ィ ェ スは 敵に 執ら へられて より 三人の 權 者の 前に 引 立ら れ 給うた。 其 第 一 は カャパ であり、 第一 一は 

ピラトで あり、 第三 はへ n デ. アンチ パスであった。 カャ パは當 時の 祭司の 長であって、 ユダヤ 敎會 
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の 首長であった。 ピラト は羅馬 政府より 遣られし ユダヤの 總督 であった。 へ in ァは ガリ ラャの 分封の 

君であって ィ H スに 取りて は 國卞、 であった。 ィ H スは 交々 に是等 三人の 此 耽の 權 者の 前に 引 立ら れ給 

うた。 そして 此 場合に 於て 彼が 如何に 振舞 ひ 給 ひし 乎、 それが 我等の 研究 せんと 欲する 所で ある。 

以上 H 人 は 孰れ も 侮辱 嘲弄 を以 つて ィ H スを迎 へた。 然れ ども 其內に 在りて 最も 深く 彼 を 憎みし 者 

は 祭司の 長と 其 同僚と であった。 「學 者」 と は 今日で 云 ふ神舉 者で あり、 「長老」 は 敎會の 長老、 「議 

員」 は サンへ L ト P ン卽 ち敎會 議會の 議員であった。 そして ィ H スは 初めに 斯 かる 人 等の 前に 引 立ら 

れ 給うた ので ある。 そして 世に 宗敎家 を 憎む 者に して 宗敎 家の 如き はない。 世に 商賫 がた きと 云 ふ 事 

が あるが、 其內で 最も 醜惡 なる 者 は宗敎 家が 宗敎 家に 對 する 敵意、 憎惡、 惡感 である。 宗敎家 は 誰 を 

許しても 宗敎家 を 許さない。 彼 は其宗 敵であって、 最も 嫌 ひ 憎むべき、 唾棄しても 尙ほ 足らざる 仇敵 

である。 若し 世に 宗敵 心に 較 ぶべき 者が あれば、 それ は 婦人が 其戀が i きに 對 して 抱く 敵意で ある。 

^ 人が 其戀 がた きを 赦 さない やうに 宗敎家 は其宗 敵を赦 さない。 敵 人に 對 して 執念深き 事に 於て 宗敎 

〔豕は 人と 同 一 である。 祭司 ァ マジ ャが豫 言 者ァ モ スに對 せし 時、 叉 同じく 祭司の パ シュ ー ルが H レ 

ミヤに 對 せし 時、 此宗敵 心が 現 はれた。 其 他、 西洋に 在りて は ネスト リウス、 タリ ソス トム、 ァタナ 

シ ウスの 諸聖、 我國に 在りて は 親 驚、 法然、 日蓮、 孰れ も此 災厄に 遭うた。 カル ビンの 如き、 他の 事 

に 於て は 寬大、 謙遜、 殆ど 理想的 基督 信者で あつたが、 彼の 宗敵 セル ヴ HI トスに 對 して 丈け は 彼の 

低き 人間性の 發露を 禁じ 得なかった。 カル ビンの セル ヴ H 1 ト ス燒殺 承認 は 彼の 生涯の 拭 ふべ から ざ 

る汚點 である。 カル ビンの 如何なる 辯 護 者と 雖も 此點 丈け は 辯 護す る 事が 出来ない。 さすがの カルビ 

ン すら 其宗敵 丈け は赦し 得なかった。 實に惜 むべき 事で ある。 其 他 舊敎徒 は 新 敎徒を 憎み、 新 敎徒は 


舊敎徒 を 憎んだ。 而 して 又 新 敎徒は 相互 を 憎んだ。 今の 組合 敎會の 祖先た る 新英洲 の淸敎 徒まで が、 

自己の 敎權を 認めざる 者 を 追 窮迫 害した 例 は 決して 斟 くない。 實に 苦々 しき 次第で ある。 我等 福音 を 

信じても 宗敎 家に 成りたくない。 そして 眞に 宗敎を 信じて 宗敎家 を 敵に 持つ こと を 免 かる \ こ とが 出 

來 ない。 ィ H スに澤 山の 敵が あつたが、 彼 を 最も 強く 且つ 深く 憎みし 者 は、 祭司の 長 力 ャパを 以て 代 

表された る當 時の ユダヤ 敎 會の學 者、 長老、 議員 等であった。 

そして ィ H スは斯 かる 人 等の 前に 引立てられ たので ある。 彼等 は 初めより 彼 を 殺さん とした。 「祭 

司の 長 及び 長老、 凡ての 議員、 共に ィ H スを 殺さん として 偽 はりの 證を求 むれ ども 得す」 と あるが 如 

し (五 九 節〕。 旣に死 を 決議した 敎會 裁判で あれば ィ H スの赦 され やう 害がなかった。 然し 乍ら 如何に 

無法なる 敎會 裁判 なれば とて 何の 理由な しに 彼に 死 を 宣告す る 事 は 出来なかった。 故に 彼等 は 證據を 

求めた、 然し 乍ら 得られなかった。 唯一 っ證據 らしき ものが あった。 それ は 左の 如き 者であった (六 一 

節)、 

此人曩 に 言へ る こと あり、 卽ち 我れ 克く 神の 殿 を 毀ちて 三日の 內に之 を 建て 得べ し 

と。 ィ H スは 之に 類した る 事 を 言 ひ 給うた、 然し 乍ら 此 うは 一一 一一 n ひ 給はなかった。 彼 は 神殿の 破毀 を豫 

雷し 給 ひし も、 御自身 之 を 毀ち 給 ふと は 言 ひ 給はなかった。 又 三日に て 之 を 建て 得べ しと 言 ひ 給 ひし 

は 別に 意味の あった 事で ある は、 約 翰 傳が傳 ふる 如くで ある (第二 章 十九 節)。 故に 此は 曲解で ある、 

妄證 である。 之に 由て ィ H スを 死に 定 むる 事 は 出来ない。 そして 妄 證に對 して 彼 は 全然 沈默を 守り 給 

うた。 殊に 旣に死 を 決議せ る 裁判に 對 して 辯 明 は 全然 不用で ある。 沈 默は此 場合に 取るべき 唯一 の途 

であった。 玆に 於て か 裁 刺 長の 力 ャパは 他の 途を 取った。 彼はィ H スに問 を 設けて 曰うた 
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汝は キリスト、 神の 子なる か、 我れ 汝を 活ける 神に 誓 はせ て 之 を 言 はし めん 

と。 此 問に 對 して ィ H スは 沈默を 守る 事は屮 I 来なかった。 此は 彼に 取り 死活の 問題であった。 彼の 

へ 給 ひし 福音の 根 木 問題であった。 馬 可 傳に從 へば 彼 は 左の 如くに 答へ 耠 へりと いふ (十四 章 六 二 節 )。 

我 は それなり、 汝等 人の子の 全能者 (大權 ) の 右に 坐し、 天の 雲の 中に 在りて (雲と 共に) 來る 

を 見ん 

と。 此 場合 馬 可 傳の傳 ふる 所が 馬 太傳の それよりも 正確で あつたと 思 ふ。 

勿論 カャパ にはィ H スの此 言の 意味 は 解らなかった。 ィ H スは 彼の 敵に 解ら れん 爲に此 一一 一一 C を 發し給 

うたので はない。 後世の 爲に、 殊に 後世 彼 を 信す る 者の 爲に發 し 給うた ので ある。 然し 乍ら 不信の 力 

ャパに は 其 表面の 意味 丈け が 解った。 ィ H スは自 から 神の 子で あると 言 ひたる 以上、 彼 は 褻 瀆の賴 を 

犯した ので ある。 そして 自己 を 神と 等しき 者と 言 ふ は 死刑に 價 ひすべき 罪で あると はモ ー セの 律法の 

明記す る 所で ある。 そして 會衆 一 同ィ H スの 口より 此言を 聞きた る 以上 は 最早 遲 疑す るに 及ばない、 

彼等が 旣に 議決せ し 通りに 彼 を 死刑に 處 すべきで ある。 玆に 彼等 は 死刑 宣告に 關 する 律法 上の 理由 を 

捉ら へて 喜んだ 事で あらう。 故に 祭司の 長 は 形式に 循ひ、 彼の 衣の 端 を 裂いて ィ H ス の襄瀆 罪に 對す 

る 彼の 戰慄を 表した。 まことに 見せかけ 裁判であって 笑 ふに 筢ぇ たりと 雖も、 然れ ども 玆に 裁判 は 

法の 文面 通りに 成立して、 ィ H スは 死刑囚と して 定められ たので ある。 

ナザレの 預言者 は玆に 褻漬の 罪の 故 を 以て^ タヤ 敎會の 有司 等に 死刑 を 宣告 せられた。 聖者が 罪 

人！ 此んな 面白い 事 はない。 今 は 打つ も、 た-くも 勝手で ある。 &め 人と て 少しも 恐る、 に 足りない。 

その 面に 啤し、 拳に て 擊 つ。 何ん と 面白い 事よ。 ぁ& 先生、 どうです。 何ん と 貴下 は 人を敎 へながら 


今の 態 は 如何です。 あ i 懾快！ 聖人の 化けの皮が 剝 がれた。 斯んな 者 を 人と 思 ひし 我が 愚か さよ. - 

チ ヨット 先生 失敬、 今 アナ タに目 匿して アナ タを擊 ちます。 アナ タは 預言者で すから、 今 誰が アナ ク 

を掣 つた 乎當て 、御覧なさい。 あ、 偸 快、 是れで 胸が 下がった、 ナザレの 偽善者 又僞 預言者！ あ、 

自分の 方が 遙 かに 彼れ 以上の 人物で ある。 預言者と は 實は此 んな者 だ。 面白い ナ ー、 實は 世に I,- 人と 

か 預言者と か 云 ふ 者 はない ので ある。 …… 斯く言 ひて 會 衆と 衆愚と は 喜んだ ので ある。 敎會萬 歳！ 

ナザ レ黨 全滅で ある！ 

此 かる 事 は 決して 有り得ない 事で はない。 多くの 神の 人が ィヱ スが ユダヤ 敎會に 裁判 かれ 給 ひしゃ 

うに 裁判 かれた。 若し ィ H スの 場合が 單獨 であったならば 我等 は 容易に 此 記事 を 信じない であらう。 

然し 乍ら ィ H スの此 場合 は 多くの 他の 場合に 於て 繰 返へ された。 敎權に 在る 宗敎 家が 眞の 信仰 { 氷 を 裁 

判く 時 は 常に 如此 しで ある。 ィ H スは兹 に 彼の 隨從 者に 實行 を以 つて 斯 かる 場合に 處 すべき 途を 示し 

給うた ので ある" 卽ち、 沈默 である、 無抵抗で ある。 然れ ども 信仰の 根本 を 問 はれた る 時 は 臆せす 明 

白に 答 ふべき である。 敎權 者の 手に 付され たる 時に 信者 は 侮辱 嘲弄 虐待 を 免 かる i 事 は 出来ない。 信 

者 は 其 場合に 主ィ ヱ スを憶 ふべき である。 そして 主が 行 ひ 給 ひしゃう に 行 ふべき である。 

敎會 裁判！ 實は 世に 此ん な當 にならぬ 者 はない。 凡ての 大 信仰、 大 思想 は 敎會に 死刑 を宜吿 せら 

れて始 つた 者で ある。 力 ャパは 何れの 世に も 在る。 彼 は 神の 人に 或る 意味の 死刑 を 宣告し 神の 聖業 を 

贊け 奉る。 カャパ なくして 神の 子の 賵 罪の 犠牲 は 行 はれなかった。 有難い 事で ある。 
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第二 十五 囘 ピラトの 前の キリスト 

馬 太 傳廿七 章 十一— 廿六 節。 馬可傳 十五 章 II 十五 節。 路加 傳廿三 章 

一 —廿 五節。 約翰傳 十八 章廿 八— 四十 節、 同 十九 章 一— 十六 節 G 

祭司の 長と 民の 長老 等はィ H スを 死刑に 定め、 彼 を 縛りて 羅 馬の 代官 ボ ン テオ • ピラトの 所に 牽ぃ 

て 柱いた。 そ は 彼等 は 死刑執行の 權を 有せす、 之 を 代官に 求めす ばなら なかった からで ある (約 翰 十 

八 章 三 一 節參考 )。 そして ィ H スは ピラトの 前に 立ちて 祭司の 長 カャパ の 前に 立ちし t- よりも 遙に慰 

安 を 感じ 給うた。 彼と 祭司 等との 間に 惡 意の 外に 何もなかった。 祭司 等は始 より ィ H スを 殺さん と 欲 

した。 故に イエス は 彼等に 對し 自己 を 辯 明す るの 全然 無益なる を 知り 給うた。 然れ ども ピラトに 對し 

て は然ら すであった。 二者の 間に 了解 义は 同情 は 無かった。 同時に 亦 惡意は 無かった。 カャ パはィ H 

スの響 敵で ありし に對 して ピラト は單に 無頓着であった。 力 ャパは 宗敎 家、 ピラト は 政治家であった。 

そして 信仰 家 を 惡む點 に 於て 宗敎家 は遙に 政治家 以上で ある。 信仰 家 は 政治家より 了解 同情 をば 卞- むこ 

と は 出来ない が、 然し 宗敎 家が 彼に 對 して 抱く が 如き 惡意仇 恨 は 之 を 政治家に 於て a ない。 力 ャパに 

比べ て 見て ビ ラト はィ H ス に 對し遙 に寬大 であった。 

ィ ェ スは ピラトの 前に 立った。 ピラト、 ィ ェ スに 問うて 言 ひける は 「汝が ユダヤ人の 王なる 乎」 と。 


卽ち 「汝が 噂 さに 聞きし ユダヤ人の 王 キリストなる 乎」 と。 ピラト は 初めて ィ H ス に會 うて 驚いた の 

である。 ユダヤ人の 王と 云へば 王た るの 風采 威嚴を 具へ たる 者で あると 思 ひしに、 會 ふて 見れば ガリ 

ラャの 一 平民、 彼に 王た るの 何等の 徵 候が 無かった。 之が 噂に 聞く 所謂 「ユダヤ人の 王」 である 乎と 

思うて、 彼 は 安心し 又 一 笑 を 禁じ 得なかった ので あらう。 そして 彼れ ピラトに 卽 座に 起り し感赞 は、 

此 人の 決して 死に 當 るべき 罪人に あらざる 事であった。 故に 如何にもして 彼を釋 さんと 計った。 彼に 

直に 判明った 事 は ユダヤ人が 「娟嫉 に. E りて ィ H スを 解したり」 との 事であった (馬 太傳 十八 節)。 故に 

政治家の 立場と して、 如何にしても ィ H スを 死刑に 處 する 事 は 出来なかった。 故に 第 一 に、 逾越 節に 

代官より おの 願に 任 かせて 一 人の 囚人 を釋 すの 例 を 利用して ィ H スを釋 さんと 計った。 然るに 民衆 は 

祭司の 敎 唆に 從ひ、 殺人犯の バ ラバの 釋 されん こと を 欲し、 ィ H スは之 を 十字架に 釘け よと 叫び たれ 

ば、 代官の 此 提議 は 無效に 終った。 玆に 於て か ピラト は 第二の 方法 を 試みた。 ィ H スが ガリ ラャ 人な 

りし を 知りし が 故に、 彼 を 當時恰 かも H ルサ レム に滯 在中な りし ガリ ラャ 分封の 君なる へ C. 、テの 許に 

送った。 是れ へ n  、デ をして 其 管內の 民の 一 人なる ナザ レのィ H スを處 分せ しめんと 欲して ある。 然 

るに へ デに イエ スを 見る の 明な く、 ィ H スが 奇跡 を 行 はんこと を 求めたり しも 應ぜ ざり しが 故に 直 

に復 たび 彼をピ ラトの 許へ 還した (路加 傳廿 一一 一章 十 一 節)。 兹に 於て かピ ラト は 第三 卽ち 最後の 策と して 

水 を 取り 群衆の 前に 手 を 洗 ひて 曰うた r 此 義人の 前に 我 は 罪な し、 汝等自 から 之に 當れ」 と。 此く爲 

して 彼 は 明白に ィ H ス の 無罪 を 宣告し、 群衆 をして 自己に 省みて 暴擧に 出づる ことなから しめんと し 

た。 然れ ども 斯 かる 微弱なる 手段の 成功し やう 害 はなく、 群衆 は 益々 聲を勵 まして 曰うた。 

彼 を 十字架に 釘け よ、 十字架に 釘け よ、 其 血 は 我等と 我等の 子孫に 係 はるべし 
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と。 玆に 於て か 策の 施すべく なくして、 代官 ピラト は 群衆の 意 を納れ て、 ィ H スを 鞭ち て 之 を 十字架 

に 釘くべく 命じ、 群衆の 手に 彼 を 付した。 憐む べし 薄志弱行の 政治家 ピラトに 無辜 を 最後まで 保護す 

るの 氣が 無かった。 

ピラトの 態度た る や、 責 むべき と 同時に 憐 むべき である。 彼 は羅馬 政府の 普通の 官吏であった。 そ 

して 官吏の 常と して 普通 一 般の 凡人であった。 彼に ィ H ス の 祌聖を 見る の 明の 有り やう 害な く、 又 正 

義の爲 に 己が 身を棄 てんと 欲する が 如き fSf? 氣 も誠實 もなかった。 彼が 第一 に 欲せし もの は 己が 身の 安 

全であった。 そして 己が 安全 を保證 する 爲の 長官の 信任と 群衆の 人望と であった。 彼 は 公平な らんと 

欲する も 其 公平 は 己が 地位の 安全 を 危うせ ざる 範圍に 於ての 公平であった。 ピラト は 明かに ィ エスの 

無罪 を 認めた が、 然し 群衆の 人望 を 賭して まで 之 を 主張す るの 勇氣を 持たなかった。 又 群衆に 「若し 

之を釋 さば 皇帝に 忠 ならす、 凡そ 自己 を 王と なす 者 は 皇帝に 叛く 者な り」 と 言 はれて、 彼 は 己が 地位 

の危 きに 氣が附 いた (約 翰傳 十九 章 十二 節 )0 高が 一人の 田舍 者で ある、 其 生命 を 犠牲に 供し たれば とて、 

お の 間に 亂が 起り て 秩序 の亂 る、 の 害に 铰 ぶべ くもな い と。 斯く 見て 取りし ピラト は 己が 良心 に 反き 

ながら も、 罪な きィ H スに 死刑 を宜吿 して、 之 を 其 敵の 手に 渡した ので ある。 

そして 寛大なる ィ H スは此 場合に 於ても また 御自身 を 忘れて ピラトに 同情し 給うた。 彼 は 祭司 等に 

對 して 絡對的 沈默を 守り 給 ひしに 代へ て、 ピラトに 對 して は 大に 語る 所が あり 給うた。 約翰傳 十八 章 

二八 節 以下、 同 十九 章 十四 節までに 於て 我等 はィ H ス對 ピラトの 對話を 示さる、 ので ある。 ピラトが 

「我れ 汝を 十字架に 釘く る權 あり 亦汝を 釋す權 あり」 と 言 ひしに 對しィ H スは 答へ て 言 ひ 給うた。 

汝、 上 (祌) より 權を賜 はらす ば 我に 向 ひて 權 あるな し、 是 故に 我 を汝に 解し、 者の 罪 最も 4^ な 


り 

と。 鼓に イエス は 己が 死に 關 する ピラトの 責任 を 明かに し 給うた。 彼に 責任な きに 非す と雖 も、 祭司 

等に 彼れ 以上の 責任 ありと 宣べ 給うた。 自己に 死刑 を 官吿 せし 人たり とも、 彼 は 之に 貴 任 以上の 責 ii- 

を歸し 給はなかった。 ピラトが 自己 を 辯 護す る 前に ィ H スは 彼の 爲に辯 護し 給うた。 然れ ども ィ エス 

は 政治家 ピラトより 何も 期待し 給はなかった。 己が 身の 安全 を 第一と する 政治家で ある。 之より 完全 

なる 公平 を 望む を 得ざる こと を 彼 は克く 知り 給うた。 政治家 は 政治家、 全然 無用の 人物に 非す と雖 も、 

厶厶 △<!△ 厶 A  厶厶厶 <3 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 △ 厶厶厶 <3AA 厶厶 A  △△<"△△△△ 乙 

然れ ども 神の 事、 義の 事に 就き 頼む に 足らざる 人物で ある 事 は 古今東西 變 りなし である。 政府が 任命 

せし 公吏で あるとの 故 を 以て、 正義の 事に 於て 政治家 を信賴 する 事の 誤れる は、 世界 周知の 事實 であ 

る 0 

まことに ピラト は 幸福の 政治家で あり、 叉 不幸の 政治家であった。 廣き羅 馬帝國 -s: に 彼れ 程の 政治 

家 は 何人もあった。 然れ ども 彼等の 名 は 悉く 忘れられて 彼れ ピラトの 名のみ 永く 歷史 に存 して 忘れら 

れ ない。 其 意味に 於て 彼 は 幸福の 人であった。 然し 乍ら 彼 は 不幸の 政治家であった。 神の 子に 死刑 を 

宣告す るの 立場に 置かれた。 是れ大 政治家と 雖も 裁く に 最も 難き 事件であった。 如何なる 明 判事と 雖 

も ピラトの 立場に 置かれて、 其 職責 を 全うする は實に 困難で ある。 實に千 九 百 二十 四 年、 米 國議會 が 

排日 法案 を 通過せ し 時の 大統領 ク，' リツ ヂの 立場の 如き ものであって、 署名す る は 罪惡、 署名せ ざれ 

ば 自己 並に 國 民の 目前の 不利 は 明かであって、 判決に 就て 迷 ひ、 終に 難き を棄て 易き に 就いた ので あ 

る。 薄志弱行 を責 むれば 資 むる もの X、 亦 彼等に 對し 一 片の 同情な き 能 はすで ある。 まことに ピラト 

厶厶厶 厶厶厶 △△△△△△<:△△<! 厶厶  厶厶厶 <3厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 

は 政治家の 好き 模範で ある。 政治家と 云へば 總理 大臣より 代議士まで、 又 下々 の官史 公職に 至る まで、 
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千 中 九 百 九十 九まで は ピラトの 類で ある。 彼等 は 神 を 知らす、 キリスト を 解せ す、 正義 公： 个は之 を 口 

にす る も 其 赏 行の 房 氣に 至って は 小兒の それ 丈け も 持たざる 者で ある。 玆に 於て か 政治家に 賴 りて 福 

音の 宣傳を 計り、 敎 勢の 擴張を 企つ る 事の 如何に 愚なる 乎が 刹 明る。 キリストに 死刑 を 宣告せ し ビラ 

トに賴 みて 傳 道の 便宜 を 計らん と 欲して、 政治家の 許に 走り 其 援助 を藉 りて 敎勢を 張らん とせし 宗敎 

界の 多数の 人達 は、 大に 己に 省みる 所が あるで あらう。 

ピラトの 前の キリストに 非す、 キリストの 前の ピラトで ある。 ピラト は キリスト を 裁判 かすして キ 

リ スト は ピラト を 裁判き 給うた。 歷史は 明かに 兹に ピラト は 世の 凡ての 政治家 を 代表して キリストに 

裁判 かれし 事 を 示す。 此事を 最も 如實 的に 畫 きし 者が 有名なる ム ンカ ツキ ー の 大作で ある。 如何なる 

註解と 雖も 之れ 以上に 此 事を說 明す る 者 はない。 

第二 十六 囘 神の 子の 受 難 

ヱレ ミヤ 哀歌 一章 十二 節。 馬 太 傳廿七 章 二 六 I 五十 節.^ 馬可傳 十五 章 

1 1 四 一節。 路加 傳廿三 章 二 四— 四 九 節。 約翰傳 十九 章 十五— 三十 節。 

人の 死 は 何人の それ も嚴肅 である。 之に 超自然的なる 神秘的なる 所が ある。 人 は 死に 臨んで 單の動 

物で たい、 叉 知能的 機械で ない。 如何に 冷 錚 なる 人と 雖も 死に 面して は靈 的で ある、 感情的 たらざる 


を 得ない。 人 は 死に 臨んで 無限の 世界に 直面す る。 自己 は 死して 死せ ざる 者なる を 直感す る。 人の 死 

ほど 嚴肅 なる、 神聖なる、 畏れ 多き もの はない。 我等 愛する 者の 死の 床に 侍りて 靈の 世界に 在りて 神 

の 前に 立てる が 如くに 感 する。 「人の 將 さに 死なん とする 其 言 ふや 善し」 に 止まらない、 其 狀ゃ聖 し 

である。 人の 息の 絶 ゆる 所に 祌は其 天使 を 率ゐて 臨在し 給 ふ。 浮薄 極まる 人の 世 も 死が 見舞 ふ 所 だけ 

は嚴肅 である、 神聖で ある。 

凡ての 人の 死が さう である。 義人の 死 は 殊に さう である。 義人が 死す る 時に 天 は 開け、 地 は 輝く の 

である。 コ n ムゥ H ル の 死は實 に莊大 であった。 預言者 H リャが 火の車に 乘 つて 天に 昇る が 如くで あ 

つた。 ドクトル • ジョン ソン の 死 は 哀切であった。 かの 正直なる 人が 何よりも 地獄に 落ちん こと を 恐 

れ たと 聞いて、 彼に 對し 友愛の 情の 禁じ 難き ものが ある。 そして 人類の 歷史に 於て 偉大なる 死と して 

二つが 算 へらる。 其 一 は 希 職の 哲人 ソク ラテ スの 死で ある。 其 詳細が 彼の 弟子の 一 人なる プラト ー に 

由て 「タリ ト， I 篇」 を 以て 傳 へられた。 之を讀 みて 感激せられ ない 人と て はない。 ソクラテスに 死の 

恐怖 は寸 毫もなかった。 彼 は 正 翁に 立ち 國法を 重んじ、 最後まで 人と して 叉雅典 人と しての 義務 を盡 

して 死んだ。 彼の 死 はまこと に露理 探究者の 模範的の 死であった。 人 は 凡て ソクラテスの やうに 死ん 

で 欲しい。 舉者は 殊に 然り である。 最後の 一瞬間まで 人に 未來 生命の 在る や 無き やの 問題 を 攻究した 

と 云 ふので ある。 同じ 希臘 人の アルキメデスが、 己が 頸に 當 てられし 刃の 下に 於て すら 物理 問題 を. 考 

へたと 云 ふと 相似て、 男 ましく も あり、 慕 はしく も ある。 之を讀 みて 我 も 亦 人と して 生れし 以上、 玆 

まで 達せねば ならぬ との 感を 起さ しめらる。 

然れ ども キリストの 死は遙 かに ソ クラ テ スの死 以上で ある。 實 にナボ レオ ンが ーー百 ひたりと 傳 へらる 
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しじ 

る 如くに 「若し ソクラテス は 人と して 死し ならば キリスト は祌 として 死た まうた」 ので ある。 四 福 昔 

書に 記された る キリストの 死の 狀は、 此は 他に 類の なきものであって、 之 を 「祌の 子の 死」 と稱 する 

より 他に 言葉がない。 r 此 人の 如く 語りし 人 あらす」 と 或 人が ィ H スを 評して 一一 一一 n うたが、 同じ様に 我 

等 は 「此 人の 如くに 死せ し 人 あらす」 とず ふ 事が 出来る (約 翰 傳七章 四 六 節 )o  Novel. ii ョ； ョ tlkVl  like 

this  man. キリストの 如くに 死んだ 人 はない。 四 福音書に 記された る 彼の 死の 狀を謹 讀精讀 して 見て、 

兹 にたし かに 神が 人と して 現 はれ 給 ひし こと を 疑 ふ 事 は 出来ない。 

記事 は 明細で ある、 明瞭で ある。 之 を 解す るに 殆ど 註解 を 要しない。 之を說 明して 反って 其 意義 を 

逸する の 虞が ある。 斯 かる 神聖， なる 記事 は說 明せ ざるが 之 を 正解す るの 途 である。 此 事に 關 して は 哲 

學的 詩人の ゲ ー テが眞 理を傳 へて 居る。 彼 は 言うた、 「キリスト 受難の 記事 は、 身自 から 悲哀 を 味 ひ 

し 者が 悲哀の 聖 殿に 在りての み 之 を 解す る 事が 出来る」 と。 實に其 通りで ある。 キリストの 十字架 は 

自 から 十字架 を 負 ひし 經 験の 有る 者の み 解す る 事が 出来る。 此は祌 睾 者 輩の 取极 ふべ き 問題で ない。 

殊に 今日の 所謂 基督 敎國の 監督、 牧師、 傳道師 等、 又 彼等の 補給 を 受けて 傳 道の 職に 在る 我國 の敎師 

等、 未だ 曾て 迫害の 血の 一滴 だ も 流した 事の 無き 者 は、 其神舉 上の 知識 は 如何に 該博なる も 神の 子の 

死に 關 する 此 記事 を 解す るの 能力 もなければ 资格 もない。 此 事に 關 して は 彼等 は 宜しく 沈默を 守る ベ 

きで ある。 悲哀の 殿堂に 在りて 悲哀の 人の みが 讀 むべき 此記事 …… 嗚呼 人よ 汝に 臨みし 苦難に 就て 感 

謝せよ。 そ は 此の 神聖なる 記事の 一節 を 味 解し 得る 榮光 は、 敎 會の大 監督 又は 大神畢 博士た るに 數等 

勝 さるの 大榮 光で あるから である。 

十字架の 處刑 は羅馬 人が 自己 以外の 民に 加へ しもので あった。 我 國の碟 刑に 似て tf 忍 酷簿を 極めた 


る 刑であった。 ィ H スは 十字架に 釘 けられて、 異邦人が 共 奴 隸に行 ふ 刑に 處 せられ 給うた ので ある. > 

磔刑の 場合に 於て 雑人 は 槍 を 以て 突 殺された ので あるが、 十字架の 場合に 於て は 彼 は 其 儘 木の 上に 曝 

ら された のであって、 死す るに 數日か X つたので ある。 手 は 釘に て 横木に 打つ けられ、 傷の 痛みと、 

刻々 と 加 はる 渴と、 灼くロ 光と 鷲 魔の 製來 とに 惱 まされて、 終に 悶死す るが 常であった。 そして イエ 

スは此 刑に 處 せられた のであって、 人と して 死す るに 最も 苦しい 死 方であった。 お 子に 爽， 切られ、 友 

に棄 られ、 敎會に 斥けられ、 政府に 罪に 定められて、 終に 最も 重き 刑に 處 せられ 給うた ので ある。 

然し 乍ら 神の 子 は 十字架に 釘 けられても 神の 子であった。 彼 は 沒藥を葡_^^洒 に 和へ たる もの を 供へ 

られ しも 拒んで 之 を 飲み 給 はな か つ た (m 可傳 十五 章 二 一一 一節 )o 是 は 當時 の 痲痺 藥 で あ つ て、 S 非人に 之 を 

飲まし めて 幾分な りと も 死の 苦痛 を 減ぜん としたの である。 そして ィ ヱ スが 担んで 之 を 飮み給 は ざり 

しに 深き 理由が あった。 彼 は 十字架 上に. 猶ほ爲 すべきの 事が あった。 彼は此 時と 雖も正 であらねば 

ならぬ。 精 祌を痲 摔 して 意識 を 失って はならぬ。 彼に 猶ほ盡 すべきの 義務が 殘 つて ゐた。 救 ふべき の 

人が あった。 苦痛 を 減す る爲 の痲摔 藥は此 場合 彼に は 妨害であった。 

ィ H スは 己が 體を 十字架に 釘 もて 打附 けつ、 ありし 兵卒 どもの 爲に 祈りて 曰 ひ 給うた。 

父よ 彼等 を赦し 給へ、 彼等 は 其 爲す所 を 知らざる が 故な り 

と (路加 傳廿三 章 三 四 節〕。 ィ ェ スは 死刑の 下手人た る羅！ it の 兵卒 等に 罪な きを 知り 給うた。 故に 彼等の 

爲に此 祈 禱を發 せざる を 得 たまはなかった。 又 彼と 共に 十字架に 訂 けられし 殺人犯の 罪人の 一人が、 

死に際して 悔改を 表して 曰うた 「中： ょ爾 國に來 らん 時 我 を 憶 ひ 給へ」 と。 此 喜びの 音信に 接して、 

じく 死に 瀕せし 神の 子 は 慰藉の 聲を發 せざる を 得なかった。 
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まことに 我れ 汝に吿 げん、 今日 汝は 我と 偕に パ ラ ダイ ス に 在る ベ し 

と (同 四 三 節 )o ィ H スの傳 道 は 十字架の 上にまで 繼 緩せられ た。 彼 は 死の 閒 際まで 救 扱の 業に 從 is!- し 

給うた。 而 して K に猶ほ 一 つの 義務が 殘 つて 居た。 それ は 彼の 生みの 母の 處分 であった。 彼女の 身の 

安全 を 確かむ るまで 彼 は 死ぬ る 事が 出来なかった。 十字架の 近くに 彼の 臨終 を 眺めつ、 ありし 彼の 母 

と 愛する 弟子の 一 人 (多分 使徒 ョ ハネ なりし ならん) とに 聲を 掛けて 曰 ひ 給うた。 

此は汝 の 子な り …… 此は汝 の 母な り 

と r 約钩傳 十九 章 二 六 *  二 七 節)。 母 を 弟子に,^ ね、 彼が 彼女の チを 引きて 十字架の 側 を 立 去る を 見て、 

イエ スは 己が 渴 ける を 自覺し 給 ひ 海綿に 清され たる 醋を 啜りて 後に 曰 ひ 給うた r 專竞 りぬ」 と。 是れ 

で 萬 事が 濟ん だので ある。 基督教に 孝道な しと 言 ふ 者 は 誰で ある 乎。 神の 子の 心に 最後に 残りし 事 は 

共 母の 安全であった。 彼女 を 弟子に 託し 終って 後に 彼の 「事 兗 りぬ」 であった。 ィ H スは 孝子の 模範 

でありし 事 を 誰が 疑 ふ 事が 出来る 乎。 

ィ H スは 十字架に 釘 けられて より 六. にて 息が 絶えた。 此は 普通の 場合に 比べて 餘 りに C 十く 死が 

臨んだ ので はない 乎。 槍に て 刺されし に 非す、 唯 曝された 丈け である。 苦痛 は 如何に 劇 かりし と雖 も、 

六 時間 は 死に 至る までに は餘 りに 短 かく ある。 之に 依て 觀 るに ィ H スは 多分 過度の 心痛の 結果、 心隨 

^裂に て絕 息し 給うた ので あらう。 其 事 は 彼の 死 を確實 たらしむ る爲 に、 兵卒の 一人が 彼の 絕息 後に 

ミニ  あ i  .b  ？ し 

「戈に て 其 脅 を 刺ければ 直に 血と 水と 流れ出たり」 と 記された るに 由て 判明る (約 翰傳 十九 章 一 一一 四 節 )。 

神の 子 は 人の子の 無情 を 悲しみて 心臓 破裂に て 死んだ ので ある。 
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詩篇 第二 十二 篇。 馬 太 傳廿七 章 四 五— 五十 節。 

馬可傳 十五 章 三 三 —三 七 節。 

エリ エリ ラマ サバ クタ 二。  はァ ラミ； f^g である。 イエ スが^^息絕ぇんとして此語を發し給ひしに.£ 

りて、 ァラミ 語が 彼の 母語で ありし ことが 解る。 人が 將 さに 死なん とする に 方り て、 彼が 母の 懷に在 

りて 學 びし 語 を 以て 語る は 自然で ある。 ィ H スは當時の シリャ地方の通用！^!sたりし新ギリシャ；^^iを解 

し 給うた であらう。 叉 敎會に 於て 舊ぃ へ ブル 語 を 以て 讀 まる k 聖書 を 解し 給うた であらう。 然し 乍ら 

彼の 日常の 使用 語 は ァ ラ ミ 語で あつ た。 故に 感謝が 自然と 彼の 傅より；^ る- -時は 彼 はァラ ミ 語 を 用 ひ 

給うた ので ある。 ャ イロ の 娘 を 癒せし 時に 彼が 發し給 ひし 「タリ タクミ」 は 同じ ァラ ミ 語であった 

r£T 可 傳五章 四 一節：)。 ィ H スは 彼の 母の 口より 覺ぇ給 ひし ァラミ 語の 詩篇 第廿ー ー篇 一 節を誦 じつ k 瞑目 

し 給うた ので ある。 まことに 人^らしき 死 方で ある。 

「エリ、 H リ、 ラマ、 サバ クタ 一一、 之を譯 けば 我 神、 我祌、 3： 故に 我を棄 たま ふ 乎」 と ある。 神の 

子 は 死に際して 何故に 斯る言 を發し 給うた ので ある 乎。 神が 彼 を たま ふ现由 はない。 然るに 「3: 故 

に 我 を 菜た まふ 乎」 と 云 ふ は 是れ神 を _5 ^ノ ふので あって 無祌 論に 近き 懊疑 である。 縱令 苦痛 は北ハ 極に 達 
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したりと 雖も、 神 を 信す る 事 非常に 厚 かりし ィ H スの 一一 一一 E として は 最も 不 似合で あると 云 ふ 事が 出來る n 

イエス は 死に 臨んで 終に 神の愛 を 疑うた ので あらう 乎。 彼の 生涯 は 信仰に 始まって、 懷疑を 以て 終つ 

たので あらう 乎。 H リエ リラ マサ パクター 一 o::! がィ H スの 最後の 雷で あると すれば、 彼 も 亦 無神論^の 

一人と して 數 へらるべき では あるまい 乎。 ィ H スも亦 多くの 義人と 均しく、 人生の 事 實の餘 りに 悲慘 

なる を體驗 して、 終に 無神論者 として 其 一生 を 終り 給うた ので あらう 乎。 さう 解し 得ない 事 はない。 

ィ H スの此 最後の 一 一一 目に 關し、 多くの 聖書 學 者に 由て 多くの ifp 解が 試みられた。 其 一 に 曰く、 ィ H 

スは玆 に 御自身の 不信 を 語り 給うた のでない、 人類 を 代表して、 その 罪に 苦しむ 苦痛 を 表現し 給うた 

ので ある。 卽ち 彼の 此叫號 も 亦 贖 の 代惯の 一部分であって、 祌の 子が 神の愛 を 疑 はざる を 得ざる 程 

の 苦痛 を嘗 むる にあら ざれば 人の 罪 を隨ひ 得なかった ので あると。 是れ たしかに 說 明の 一 であるに 相 

違ない。 其 二に 曰く、 ィ H. スは 兹に此 聲を發 して 我等 信仰 弱き者が 神の愛 を 疑 ふこと ある も 神より 離 

れ ざるの 道 を I はけ 給うた ので ある。 ィ H スは其 全生涯 を 通う して 唯の 一 囘此言 を 發し給 ひしに 止まる 

と雖 も、 我等 は 数；！ 之を發 する ので ある。 我等の 祈願が 聽 かれす して 苦痛が 我等に 臨む たび 毎に、 我 

等 は 「我 神 我 神、 何故に 我を棄 たま ふ 乎」 との 悲鳴 を擧 ぐるので ある。 人生の 苦が き 經驗は 運々 我等 

を懊疑 者、 又は 更に 進んで 無神論者に 成す ので ある。 此は實 に 信仰の 危機であって、 之に 遭うて 我等 

はや k とも すれば 元の 祌の 敵に 化する ので ある。 然るに 我等の 救の 君の 旣に此 試練に 會 うて 之に 勝ち 

給 ひし 實例 ある を 知りて、 我等 は 容易く 此 危機より 免 かる \i9l が 出来る。 ィ H ス御 自身が 神に 棄られ 

しに は あらざる 乎との 感を 起す 程の 苦痛 を 嘗め 給うた。 然るに 祌に 棄られ しに 非す して 反って 其の 高 

5^ むる 所と なった。 我等と 雖も亦 同様で あらねば ならぬ。 我等 若し 懊 疑の 友 を 求めん と 欲するならば 


主ィ H スが： H 父で ある。 我れ 縦し 神 を 離る とも ィ H スを離れることは屮^^なぃ。 そして ィ H ス と^に 

在る は 彼 は 我を復 たび 神に 伴れ 歸り給 ふ。 ィ H スは 不信の 時の 我の 同情者で ある。 彼は自 から 懷疑 

に陷 りて、 陷り 易き 我等 を 救 ひ 出し 給 ふ。 神の 子の H リ H リラ マ サバ クタ 一一 は 我等 薄 信の 徒 を 懐疑の 

穴より 救 ひ す 能力で あると、 斯く 解す る こと も出來 る。 

以上 は 二つながら 慰藉に 宮 む解釋 であるが、 然し 完全なる 解釋 であると 云 ふ^は 出來 たい。 そして 

最も 明， 口 なる 解釋が 他に 在る と 私 は 思 ふ。 其れ は 詩篇 第二 十二 篇 全篇で ある。 H リ H リラ マサ バ クタ 

-ー は 第 其 一節で ある。 ィ ヱ スは 之を誦 らん じて 其 全篇 を 謹らん ぜんと 欲し 給うた ので あると m 心 ふ。 彼 

は 幾度と なく 此篇を 謹ん じ 給うた に 相違ない。 此は 彼の 特 愛の 詩であって、 彼 は 之に 彼の 御 生： 促の 豫 

一一 一一 E を讀み 、 幾度と なく 之に 就て 沈思 默考し 給うた であらう。 そして 今や 其豫言 の 大部分が 文字通り に 

彼の 實驗 として 實現 する を 見て、 彼 は 兹に之 を 復誦せ ざる を 得なかった ので あらう。 若し 通常の場合 

であったならば 彼 は 言 ひ 給うた であらう。 

詩篇 第二 十二 篇、 此は 我が 生涯 を 語る ものである。 我が 一生 は 其 一一 一一 n に 現 はる。 我に 臨みし 此 苦し 

みは 凡て 其豫 言に 應 ひて ある。 叉 之に 應 ひて 榮光 我に 現 はるべし。 我 友よ、 之を讀 みて 慰む ベ 

し。 我が 敵よ、 之 を 讀んで 畏れよ。 詩篇 第一 一十一 ー篇、 第一 一十一 一 篇！ 

と。 然れ ども 八， は斯 かる 言を發 すべき 場合で ない。 今 は 唯 其 第一 節、 又は 北ハ 半分 を 首へば 充分で ある、 

卽ち 

エリ、 エリ、 ラマ、 サバ クタ-一 

0-  00  0-  00000000000000  0  0  0  0  0  0  0  000  0-  0000000  0  0  0- 

と。 卽ちィ H スは 詩篇 第二 十二 篇を 心に 念じつ i、 彼の 友と 敵と に、 そして 又 彼等 を 通う して 全世界 
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0  000000000  二  c-oooooooooooo 

に、 彼の 遣 言と して 之 を？！ 返し て^を 去り 給うた ので ある。 

八/試みに ^だ 不完全な る 日本 譯を 以て 此篇 を讀ん で 見 るなら ば、 其 全篇が 十字架 上に 於け る祌 の 子 

の 御 心の 耿 態として 如何に 適切な りし 乎が^ 明るで あらう。 詩篇 其 物が ィ H スの此 ー百 に對 する 最も 完 

全なる；^ I 釋 である。 

我祌、 我 神、 何ん ぞ我 を棄 たま ふや 

何 なれば 遠く離れて 我 を 救 はす 我が 歎きの 聲を聽 き 給 はざる 乎。 

以上 並に 第一 一節 は 彼の 目下の 悲歎 を 語る。 第三 節より 第五 節まで は 選民の 歷史を 顧みて 希 を 語る。 

第 七 is より 第 十八 節まで が、 彼の 目前の 苦痛の 詳細 を 語る。 

犬 我を繞 り、 悪者の， &我を 園み 

我が 手 及び 我が 足 を 刺し 贯 けり。 

彼等 互に 我が 衣 を 分ち、 我が 下 衣を鬮 にす。 

數 -p;:: 年 前に 記されし 預言が、 今や 攀實 となりて 北ハ 詳細に 至る まで 現 はれた ので ある。 第 十九 i§ より 卄 

1 節まで が祈禱 である。 そして 祈禱は 感謝に 終った ので ある。 第 竹 一 節が 全篇の 轉.？ とも 稱 すべき 者 

である。 

我 を獅の 口、 叉 野牛の より 救ひ屮 U し 給へ、 …… 雨 我に 應へ 給へ り 

と。 卽ち 祈禱は il かれたり と 云 ふので ある。 「何故に 我を棄 たま ふや、 何故に 我が 歎きの 聲を聽 き 給 

はざる や」 との 懷 疑に 均しき 聲を 以て 始まりし 此 哀訴 は 「爾 我に 應へ 給へ り」 との 感謝の 言 を 以て 終 

つたので ある。 そして 以下が 感謝の 速 綾で ある。 


我れ 爾の聖 名 を 我が 兄弟に 宣傳 へ、 

つ ど ひ  ほめ 

爾を 集會の 中に て 讚った へん。 

ェ ホバ を權る \ 者よ H ホバを めた、 へよ。 

もろ 

ヤコ ブの 諸々 の裔ょ H ホ バ を 崇めよ。 

10 ろ/. 4 し- 一 

イスラ H ルの 諸々 の裔ょ M ホバ を 長め 

とリ 此は大 讚美で ある、 北ハ ^ に 悲調は 痕跡 だ もない。 すべて は 勝利と 感謝に 終った。 「神、 我 を雍た 

まへ り」 ではない。 北ハ正 反對に 「彼れ 我 を扬け 給へ り、 我 を 高く 揚げ 給へ り」 である。 

:h 二 節より： h 六 節まで が 感謝と 讚美で ある。 第二 十七 節 以下が 後世に 及ぼす 感化の 預言で ある。 受 

難 は 受難 者に 取り 勝利に 終りし に 止まらす、 後^ を 善導 恩 化する に 至る との 預 言 である。 無意 味 無 ハ裣 

くろし み 

の 苦難で はない。 意味深長、 效 * 無窮の 苦難で あると 云 ふこと である。 

地の 極 は な 思 出して M ホバ に：！ リ、 

lo ろ/,^  やから  ふ *. へ ふし を， か 

諸々 の 國の族 は 皆な 聖 前に 伏拜 むべ し。 

國は ェ ホバ の 所有 なれば なり。 

H ホバ は^^々 の國人を統治め給ふ。 


彼等 來 りて 「此は H ホバ の行爲 なり」 と 云 ひて その 義を 後に 生まる \ おに 宣俾 へん。 

實 に倬大 なる 歌で ある。 そして ィ H スは此 歌 を 口にしつ k 世 を 逝り 給うた ので ある。 共 最初の 一 句の 

み を 以て 彼の 最後の 御 心中 を 忖度す る こと は 出来ない。 最初の 一句 は 全篇 を 紹介す るの 言であった。 
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卜 ネ s 道  七 一一 ：〇 

詩篇 第二 十二 篇が 十字架 上に 於け る 彼の 實驗、 叉 慰藉であった。 彼 は 神の愛 を 疑うて 死に 就き 給うた 

ので はない。 

第二 十八 囘 死 し て 葬 ら れ 

馬 太 傳廿七 章 五.^ -— 六 一節。 約翰傳 十九 章 三 一 —四 二 節。 

希 伯 来書 二 章 八— 一 八 節。 

ィ H スは 詩篇 第一 一十一 一 篇の第 一 節 を 口にしつ」 (平！ in 心 絶え 給うた。 それと 同時に 三つの 異象が 現 はれ 

たと 云 ふ。 「殿の 暢 上より ド まで 裂けて 二つと なり」 と 云 ふが 其 一で ある。 「地 靈ひ磐 裂け」 と 云 ふ 

が 其 二で ある。 「墓 開けて 多くの 聖徒 麵 りたり」 と 云 ふが 其 三で ある。 孰れ も 洪大なる 奇踪 であって- 

斯か る 事 は 到底 在り 得べ からすと 云 へ ば 其れまで ある。 然し 乍ら 信者 は此事 ありし を 信じ る の で 

ある。 此は單 に 人 を 驚かす 爲の奇 10 ではない、 信者 を敎へ 導く 爲の 異象で ある。 孰れ も 意味 ある、 ィ 

せつな 

H スの 死の 意義 を 表明せ る奇蹑 である。 萬 物 を 支配し 給 ふ 全能の 神が 此 刹那に 於て 特に 行 ひ 給 ひし 奇 

踏で ある。 

「殿の 幔 上より 下まで 裂けて 二と なりたり」 と 云 ふ。 聚 所と 至聖 所と を 分かつ 此幔が 裂けて、 二 所 

OO0O00OOO0000O0000O0OOO 

の IE!; 別が 無くなつ たので ある。 卽ち架 所が 至聖所 丈け それ 丈け 聖 くな つたので ある。 祭司の 長が 年に 


一 囘 贖 扉の 小羊の.^ を gl らして 入る こと を 得し 至聖 所の 幔が 裂けて、 何人も 今や 直に 神に 近づき 得 

るに 至った ので ある (希 们來書 第 九 章參照 )o そして 是 れ主ィ H スキ リストが 彼の 噴 罪の 死に 由て 實 

1^ に 成就し 給へ る 事で ある。 キリストの 死に 由て 殿の 幔は 裂けて、 1^ 者 は 譲で も 人なる 祭司、 卽ち法 

王 、 監督、 牧師と 云 ふが 如き 人の 定め し敎 職に 由ら す して 直に 神の 寶 座に 近 づき る こ 至 つたので あ 

る。 信者の 自由 は 髑^ 山上に 於け る キリストの 死に 由て 璲得 せられた ので ある。 此事 を表號 する に最 

も 適切なる 出来事 は聖 所と 至 聖 所と を 分す る 殿の 幔の 分斷 されし 事で ある。 化 をお く^ 明す る 者 

が 希； S 來書 の 九 章と 十 章と である。 共 十-; |nf 十 丸 節 以下に 曰く 

是 故に n=? 弟よ、 我等 ィ H スの 血に 由り、 その 肉體 たる 幔を經 て 我等に 問き 給へ る 新ら しき 活ける 

路 より、 揮ら すして 至聖 所に 入る こと を 得、 かつ 神の 家 を 治む る大 なる 祭司 を 得 たれば、 心 は g 

- がれて 良心の 咎を 去り、 身 は淸き 水に て 洗 はれ、 眞の 心と 全き 信仰と を 以て 祌に 近づくべし (改 

き。 

と。 キリストの T. 字 架上の 死に E りて 殿と 敎 職と 懷 式と は 無用に i し.^^ \^^t^。  ：s<s 自 から 求め 

て 自由 を 擅 にす るので はない。 神が 北ハ 子の 死 を 以て 彼に 與へ給 ひし 自. 5 を拜受 して 喜ぶ ので ある。 

神 は 御 a: 身の 乎 を 以て 殿の 幔を 裂き 給 ひて 我等 を 招いて 曰 ひ 給 ふので ある 「我が 汝 等の 爲に備 へし 小 

羊の 血に. E り、 博ら すして 我が 膝下に 近づけ、 我れ 直に 汝等 を惠 まん」 と。 

此 他に 大地震と 死者の 復活が あつたと 云 ふ。 此は 世の 終末に 於て 現 はるべき キリストの 十字架 の 死 

の 結 rai^ を 示す ので ある。 十字架に 由て^ は 靡 判 かれ、 信者 は 救 はる \ の である。 そして 地震 は 審判 を 

表し、 復活 は 救 ひ を 示す。 「我等 皆な ラッパの 鳴らん 時、 忽ち 瞬 問に 化せん、 そ は ラッパ 鳴らん 時 死 

{5:;ト八0 死して られ  一；  二 


个 M-  の is!  じー：： 二 

し 人 lgl りて 壞す、 我等 も 亦 化すべ ければ 也」 とパゥ B が 曰 ひしが 如くに 成る ので ある (都 林 多 前 香 十五 

五 二 is.)o 此 事を豫 表せし 此の 二つの 奇践 である。 小 奇壞を 以てせる 大奇 接の 豫 表であった。 卽ちキ 

リストの 死 は -: 十宙的 意義 の ある 出來事 であると の 事 を 示した 奇踵 であった。 そし て 事實さ うなくて は 

ならない ので ある。 此は ss- に 一人の 義人が. ffi 義を 守って 死んだ と 云 ふ 事で はない、 萬 有の. ff; なる ®>J 

神が を 鞫き死 を 減し 給うた と 云 ふ 事で ある。 故に 北ハ結 * たる ゃ實に 無限大で ある。 之に. E て 造化の 

根本に 變 化が 來 たので ある。 新造 化が 始 つたので ある。 神の 子が エルサレム 城外、 liii ヶ丘に 罪人の 

刺し 戈に i や y.^ 絶えし 時に、 全地が 搖ぎ、 死者が 趣り たりと て 少しも 不思議 はない ので ある。 斯く ある 

のが 當然 である。 人の 心が 其 肉 體に現 はる \ が 如くに、 神の 御 心が 萬 物に 現 はる &の である。 

凡そ 十二時 頃より 三時に 至る まで 遍く 地の 上暗黑 となり、 n 光 くらみ、 殿の. ST. の暢眞 中より 裂け 

たり (路加 傳廿四 章 四 五 節，)。 

神の 御 心 は 如此に 事物に 現 はれた ので ある。 凄く ある、 叉 尊く ある。 

キリスト は 確かに 死し 給うた。 彼の 死 は 想像ではなかった。 叉 神の 子 は 死 を 嘗めす して 再 天し、 人 

なる ィ H ス だけが 死したり との 一派の 人 等の 說は 立たない (基督 幻影 說 )0 キリストの 死に 關 して は 

確實 なる 證 人が ある。 ガリ ラャ より 彼に 從ひ 事へ し 者 等の 內 に、 マグ ダラの マリヤと、 ヤコ ブと ョセ 

フ との： マリヤ、 及び ゼべ ダイの 子等の 母な どは遙 かに 離れて キリストの 死 を 目 した。 約 翰 傅の 記 

者 も 亦 その nl^ 者の 一人であった。 彼 は 力 を 籠め て 記して 口うた。 

一人の 兵卒、 鎗 にて その 脅 をつ きたれば、 直ちに 血と 水と 流れ出 づ。 之 を！ 3- し者證 をな す、 其 g?- 

は眞 なり、 彼 は その 一一き ふ 所の 眞 なる を 知る、 是れ汝 等に も 信ぜし めん 爲 なり 


と 「十九 章 一一 一四、 王 五節 )0 キリス 卜の 死 を 確かむ る は、 北 ハー 面に 於て は 贖！ を 確かむ る爲に 必要で ある。 

他の 一面に 於て は 復活 を 確かむ る爲に 必要で ある。 キリスト は 死なねば ならぬ。 彼の 確實 なる 死が な 

くして 確 貴なる 救扬 はない。 キリストの 死 は 福 昔の 某： 礎 を 成す ものである。 

キリス 卜 は 死んだ、 死して 墓に 葬られた。 葬 は 死を證 明す る。 ユダヤ人 にして アリマ タヤの ョ セ フ 

と 云 ふ 人が あった。 彼 は 最高裁判所の 議員であって、 富者で あり 叉贵 人であった。 彼 は 一一 コ デモと：！ 

じく 世評 を撣 りて 隱にィ H ス の^^于と成れる者でぁった。 彼 は 彼の 權威を 利 W して ピラトに 往きィ H 

スの屍 を 乞 ひ、 之 を 受取りて、 布に て裹 み、 未だ 人 を 葬りし 151- なき、 新に 岩石 に^りし 墓の 內に 納め 

た (路加 傳 二十 一一 一章 五十— 五三 節、 約翰傳 十九 章 三 八 節)。 斯 くして ィ H スは 罪人と して 殺されし も、 富者 

の 墓に 葬られ 給うた。 玆に 於て か 神の 僕に か、 はる 預言者の 昏が 文字通りに 實 現した ので ある。 

その 墓は惡 しき 者と 共に 設けられ たれ ど  . 

死ぬ る 時 は 富める 者と 偕に なれり 

と ある (以 赛亞書 五十二 章 九 節 )0 悪人と 共に 死し 彼等と 共に 同じ 墓に 葬 むらる ベ かりし に、 贵 人の i^: に 

葬られ 給うた。 境遇が 然 らしめ たのであった。 然れ ども 神が 境遇 を宰 りて 預言 を實 現せし め 給うた と 

見る ことが 出来る。 事は琪 細の やうに 見える が琪 細で ない、 其內に 深い 意味が 籠って ゐる。 富者 必し 

も惡 人で ない。 ィ H スは 貧者の 友で あり 給 ひしが、 去りと て义 富者の 敵でなかった。 彼 は 人類の 救 主 

であって 王侯貴族 も 亦 彼に 由て 救 はるべく あった。 そして アリマ タヤの ョセ フは 所謂 上流 社會を 代表 

ていちよ 5 

して、 玆にィ H スの 屍に 對し 鄭重なる 葬儀 を 奉った ので ある。 まことに 適當 なる 奉仕であって、 祌は 

之を嘉 みし 給 ひしに 相違ない。 叉 一一 M ふまで もな くィ H ス 御自身が 贵人 である。 彼 は 彼の地 上の 生活 を 

第二 十八 罔 死 L て られ  七 一一 ニー 一 
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貧者と して へる り 給 ひしと 雖も、 彼の 屍 だけな りと も t な 人と して 极 はる、 は 最も 相 化 3 はしき 事で ある。 

神の 子 は 肉體を 以て 地上に 現 はれ、 唯の ー囘、 而 かも 死後に、 其 屍 だけが 贵人 としての 禮遇を 受けた 

りと 云 ふ。 何たる 諷刺 ぞ、 然れ ども 人生 は 如斯き 者で ある。 

使徒 信條の 一節に 曰く 「彼 は ボン テオ ピラトの 下に 苦難 を 受け、 死して 葬られ」 と。 此は 初代 敎^ 

の 重要なる 信仰 箇條 であった。 然し 玆に 止まらなかった。 之に 次いで 曰うた 「第三 日に 甦り」 と。 彼 

等が キリストの 死 を 確かめし は 彼の 甦り を 確かめん 爲 であった。 「死して 葬られ」 と。 普通の 人に 就 

て 此事を 確かむ るの 必要 はない。 人は必 す 死す る 者、 死したり とも 何も 不思議 はない。 然し 乍ら キリ 

ス 卜 は 死すべからざる 者であった。 然るに 彼が 確かに 死したり と 云 ふ。 其 處に幅 昔が 在る ので ある。 

O0O000O0000  O0OO0O0O00C0O00 

世に 宗敎 多し と 雖も其 祖師の 死 を 信仰 筒條 となす 者 はない。 試みに 釋！！ は 死したり と唱 へて 其 證據を 

擧 げん 乎、 M 人 も 之を怪 まざる を 得ない。 死 は 何人に も 《：H 然 である、 然れ ども キリストに は當然 でな 

かった。 神 は 「その 聖者 を朽 5^ しめす」 と ありて、 彼れ のみ は 死 を 味 ふべき 者でなかった。 キリスト 

は 唯 義人と し 聖者と しての み 其 一 生 を 終った ので あらう 乎。 我等 は 彼の 聖き 生涯に 於ての み 神の 子 を 

仰ぎ見る ので あらう 乎。 若し 然 らば 基督 敎 は道德 たるに 止まって 幅 昔で ない。 キリストの 死に 我等の 

永遠の 生命に 關し 深い 意味がなくて はなら たい。 キリスト若し死に給はすば罪の除かる\希び：^^はなぃ 

ので ある。 


第二 十九 囘 キリストの 復活 

馬 太 傳廿八 章" 馬可傳 十六 章  一 I 八 節。 路加 傳廿四 章 一— 四 九 節。 

約翰傳 二十 章。 哥林多 前書 十五 章 一— 十一 節。 

キリス トは 死して 第三 日に 甦りたり と 云 ふの が 基督 信者の 信仰で ある。 彼は贵 人ァリ マテヤの ョセ 

フの 墓に 葬られし が、 一週の 首の 日、 卽ち 日曜日の 昧爽に 彼の 屍 は 見えすな り、 墓 は 空虚に なりたり 

と 云 ふが 基督 敎の 唱道で ある。 若し 此 事が 虚偽であった ならば 基督 敎は 立た す、 福 昔 は 失する と." ムふ 

ので ある。 實に 重大なる 問題で ある。 

そして 是 ，r- £ 代人が 信す るに 设も難 しとす る 所なる は 一一- m ふまで もない。 「死に し 者 如何 に 趙るゃ 如 

る.，！^: こて 來る 乎」 と は 昔 も 人， も舉 者が 問うて 止まざる 所で ある 林 多 S 書 十五 章 三 五節 )o 科擧は 

其 絕對的 不可能なる を 唱道す る。 露に 死にし 者が 甦り やう 苦がない。 是れ 迷信に あら ざれば 誤傳 であ 

る。 キリスト はぶ ili 死んだ ので はない、 半死の 狀 態に 在った 者が 癒えて 姿を隱 くした ので ある。 ， ぉ活 

と 云 ふが 如き は 科舉的 知識の 範圃 より 取 去らるべき ものである。 若し 基督 敎は キリストの 復活の 上に 

立つ と 云 ふなら ば、 之 を 面 m の眞理 として 受取ら ざるまで あると。 

比 他に 猶ほ 批評 的 困 雞と稱 すべき 者が ある。 四 福音書 の f 一ん^ を 比 絞す るに 其 § ？に大 なる 相違が ある 

iS 二十 九 罔 キリストの ssse  .i 二 五 


十 ss の 道  七 マ： 六 

馬 太 傅に 依れば 復活せ るィ ヱ スは 弟子 等に ガリ ラャに 於て 顯 はれたり と 云 ひ、 路加 傅に 依れば エル サ 

レム 並に 其 附近に 於て 顯 はれたり と 云 ふ。 二者 孰れが 眞 である 乎。 又 初めに マグ ダラの マリヤ 一人に 

顯 はれたり と 云 ひ、 或は 彼女の 外に 二三の 同伴の 婦人が あって 彼等に 同時に 顯 はれたり と 云 ふ。 其 他 

墓に 現 はれし 天使の 數 並に-佗 置 等に 就ても 記事 は區々 である。 是れ 復活の 車實 の；：；， "賴 すべから ざる 證 

據 として 見るべき である 乎。 信じ 難き 事實を 記す に齟 11 錯雜 せる 記事 を 以てす。 キリストの 復活 を 信 

する の 困難 はハ 化々 大 なりと 一一： K はざる を 得ない。 

若し 强て說 明 を 試みん と 欲するならば、 左の 如くに 辯 明し 得ないで もない。 

第一。 生者 必す 死し、 死^ 復た 還らす と は 凡ての 生物に 就て 云ふ襄 の屮： 来る 眞理 であるが、 然し 

乍ら！？；；を識らす^^-を犯した事なき人に當嵌まるべき眞理でぁるゃ否ゃは未決問題に屬する。 isj- の 

惯は 死なり と 云 ふので あって、 11; の 無き 所に 死 はない と 云 ふの が 聖書の 唱道で ある。 そして て 

の 人が 死す る は 凡ての 人が 罪 を 犯す が 故で ある。 然るに 玆に罪 を 犯した ことの 無い 人が あった。 

其 人 は 死の 眞 際まで、 而 かも 人の 嘲弄 畿 謗の 內に 死せ りと 雖も、 朱 だ- て  一 li: も怨 tl の 聲を發 せ 

す、 終りまで 憎まれて 終りまで 愛して 死んだ。 死は斯 かる 人に も 臨まねば ならぬ 乎、 sli! れ疑 問と 

してお する に 充分の 现 由が ある。 キリストの 復活 は 唯の 人が 復活した と 云 ふので はない、 |g 對的 

に 完全なる 人が 復活した と 云 ふので ある。 事 は 腓立比 害 一 一章 六— 十  一 ； S に 於て バウ n がー 一-一 n うた 通 

りで ある。 復活 昇天 は 完全なる 謙遍從 順に 對 する 報で あると 云 ふ。 そして 精神と 物質との 問に 何 

か 我等 未知の 深い 關 係が あると すれば、 キリストの 復活 も 亦现智 的に 解釋し 得ないで はない。 

第二。 記事の wsi は 其 性 1^ に 闪 ると： る ことが 出來 る。 如 3： なる 記事に も： 小 合 は 免 かれない。 


人 百 種であって、 百 人が- 人 揃うて 同 一 の 事 を 同 一 に傳 へた 例 は 未だ 曾て 無い。 齊通 一般の 攀で 
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も 其 報 吿は區 々である。 そして 事柄が 普通と 異なれば 異なる 程 其 報吿に 相違が 多くなる。 そして 

復活と 云 ふが 如き 人類の 經驗に 於て 唯 一 囘 あった 計りの 寧 柄に 就て、 共 報告に 相違 多き は 少しも 

墜 しむに 足りない。 さう あるの が 寧ろ 當然 である。 復活せ るィ H スに 遭うて 弟子 等 は 誰も 冷靜な 

る こと は 出来なかった。 彼等 は 孰れ も大 なる 感動の 内に 彼を迎 へた。 そして 其 感動せ る實 験を俾 

へし記事は^^づから^々でぁった。 勿論 此心 g; 學的 見解 を以 つて 場所の 相違 を說 明す る こと は 出 

來 ない。 註解 者 等 は 此點に 就き 種々 の 解釋を 試みた。 人/ 玆に 之を舉 ぐる こと は出來 ない。 註解 書 

に 就いて 見る ベ しで ある。 

以上 は 復活の 說明 に過ぎない。 そして 說 明に 由て 信仰 は 起らない。 信仰 を 起さん 爲に 試みられし 說 

明 は 凡て 無效に 終った。 イエスが トマスに 曰 ひ 給うた 通りで ある 「汝我 を 3- しに 由て 信す、 見す して 

信す る 者 は 福な り」 と (約 賴傳廿 車 二 九 節)。 信す る 者は說 明た くして 信じ、 信ぜざる 者 は說明 ある も 信 

ぜす。 說明は 信仰 を 助ける、 然れ ども 說明は 信仰 を 作らない。 そして キリストの 役活は 神と 北 ハ義を 信 

する より 起る 信仰で ある、 故に 是は 寧ろ 道德 論に 屬 する 問題であって、 科翠义 は 批判 學に屬 する 問題 

でない。 キリストの 復活 は 人が 祌に 北ハ S 非を赦 されて 義 とせら る、 爲に必 15- である。 羅 馬 書 W 章 五節 

並に 其 註解 を 見るべし。 

信者が キリストの 一 仅活を 了解 せんとす るに 方り て 之 を 考究す る 時 の 心の 狀 態が 肝要で ある。 此は何 

IS 讀ん でも 判明る 記事で はない、 之 を 判明る に適當 なる 時機が ある。 それ は 信者が 死に. a 面せる 時で 

ふが <v 彼が 彼の 愛する 者 を 葬りし 時に、 殊に 其 愛する 者が 潔き 義 しき 者で ありし 場合に、 此 時に 復活 
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十字 の J^g  七 一一 一八 

を m 心 ひて 彼 は 大に思 ひ 常る 所が あるので ある。 死 は 凡ての 生物に は 自然で あるが 人に 丈け は 不自然で 

ある やうに E 心 はれる。 ロング フエ B 1 の 詩に 一 W へる が 如くに 

Like  is  real ！  Liie  is  eal.neBt  ！ 

And  tlie  J^l.ilve  is  net  its  g.oal. 

人生 は眞 なり、 人生 は眞 面目なり 

墓 は 其 終極に あらざる なり 

である。 叉テ 一一 ソンが 一一 IC へる が 如くに 

凡てが 墓に 終る とならば 

人の^に 在る 何故か 

である。 科學は 絕對に 否定す る も、 人の 靈は 科摹に 逆ら ひて 立ちて 復活 を 11- 求す るので ある。 そして 

キリス トが 復活し 給へ りと 開いて 躍り 立って 歡 ぶので ある。 キリス ト (仅活 の 記事 は 愛する 者 を 墓に 納 

OOOOOOCO0OO0  0-OO0-COO0OO0  -  あ. U  *S  うつ は 

めて 淋しく 家に 歸る其 途上に 読んで 判明る ので ある。.；？ e 靜 なる 頭腦 のみが 眞理を 知る の 器で はない。 

深き 眞理に 達せん と 欲して 特殊の 心 理的狀 態が 必要で ある。 新た に 作られし 愛す る 者の 墓の 側に 佇ん 

で考 へて、 復活 は 慰藉に 富める 深い 眞理 であるの である。 

人は靈 丈け で 人で ない。 人が 完全なる 人た らんが 爲には 霊の 外に 體が 必要で ある" 靈は體 を 以て 外 

に 表 はれて 相 に 交通す る。 故に 體 なき 靈は 表現の 器を楚 はれ、 交通 機 關を絡 たれた る靈 であって、 

共生 命を營 むこと が出來 ない。 バウ a が 死 を 恐れて 復活 を 要^した る现 由は兹 に 在る。 哥林多 後書 五 

ゴ 4  二 節 以下に 口へ るが 如し。 


我等 此 幕屋に 居りて 歎き、 天より 賜 ふ 我等が 屋を 衣の 如く 着ん 事 を 深く 欲へ り。 まことに 着る こ 

と を 得ば 裸になる こと 無 からん。 我等 此 幕屋に 居り 重荷 を 負 ひて 歎くな り. • 之 を 衣の 如く 脫んこ 

と を 欲 はす、 衣の 如く 着ん 事 を 欲 ふ。 是れ 生命に 死が 吞 まれん 爲 なり 

と。 不死の 5{ 布-ば は 其 內に體 の 復活の 希望 を 含む。 朽 ざる 新たなる 體を與 へらる &の 希望な くして 永生 

不死の 希望 は 空しき 希望で ある。 靈は肉 を 古き 衣の 如くに 脫棄て 欣然 去って 天上 へ 昇り 行く に 非す、 

再び 靈 化された る體 として 之 を 賜 はるの 希望 を 以て 暫時 之と 別る、 ので ある。 此 意味に 於て 「キリス 

ろ， 丄  いのち くち 

トは死 を廢し 福音 を 以て 生命と 壞 ざる 事 (不死) と を 明かに せり」 である (テ モテ 後書 一章 十 節 )o 基督 

敎は 唯物論に 反對 する が 其れと 同時に 唯靈 論に 反對 する。 キリストの 復活に 由り 完全なる 生命 觀が世 

に 提供され たので ある。 卽ち 神の 子の 生命 を受 くるに 由り、 人 は 完全なる 靈を賜 はると 共に、 之に 相 

當 したる 體を賜 はりて 永久に 生く る を 得べ しとの 事で ある。 靈に 止まらす 體 までが 救 はれて 完全なる 

救 ひに 與 るので ある。 

キリスト 復活の 記事の 內で、 最も 生々 したる、 寫實 的なる は 路加 傳 記載に か、 る H マオに 於け るキ 

リスト 顯 現の 記事で ある。 記事 其 物が その： &り 話しに 非ざる を保證 する。 實 際に 有った 事を錄 すに 非 

すして 斯 くも 眞を 穿ちた る 記事 を 綴る こと は 出来ない。 そして 此 場合に 於て キリストが 名 ある 使徒達 

に 現 はれし に 非す して、 名な き 平信徒に 顯 はれ 給 ひし 事が 殊に 懐し く ある。 主 は 最も 確然と 平信徒に 
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顯 はれ 給うた ので ある。 
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第三 十囘 罪の 赦 しの 福音 

ィ ェ スは 自己 を 十字架に 釘け て 面前に 自己 を 嘲りて 罵る 人 等の 爲に 祈って 曰 ひ 給うた。 

父よ 彼等 を赦し 給へ、 その 爲す所 を 知らざる が 故な り 

と (路加 傳サ三 章 三 四 節)。 曾てべ テロが 彼の 許に 来りて、 「幾 次まで 人の 我に Sli! を 犯す を赦 すべき 乎、 

七 次まで 乎」 と 問 ひし 時に、 彼 は 答へ て 曰 ひ 給うた、 r 汝に七 次と は 曰 はす、 七 次 を 七十 倍せ よ」 と- 

卽ち 無限に 赦 すべし との 事であった。 そして パゥ a が 異邦の 信者に 基督 敎の 大意 を述 ぶる に 方て、 彼 

は 左の 如くに 曰うた。 

汝等 凡ての 苦き、 恚憾、 忿怒、 喧噪、 誹謗、 また 凡ての 惡を 己より 去るべし、 互に 慈愛と 憐憫 あ 
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るべ し。 キリストに 在りて 神 汝等を 赦し耠 へ る 如く 汝等も 互に 赦 すべ し 

と (W 弗 所 書 四 章 三 一節 以下 使徒 等 は 福音 を 特に 「罪の 赦 しの 福 昔」 と稱ん だ。 人の 罪を赦 すの がキ 

リスト 降 *1 の 主なる 目的であった。 信者 は 毎日 「我等に 罪 を 犯す 者 を 我等が 赦す 如くに 我等の 罪を赦 

し 給へ」 と 祈りつ i ある。 

神に 罪を赦 されざる ベから す、 罪を赦 されす して 神の 恩惠は 降らない。 我等 は 恩惠の 世界に 棲息す 

るので ある。 それに も拘 はらす 我等 は 悲歎 憂愁の 問に 一 生 を 送る ので ある。 何が 故に 然る 乎と 云 ふに- 


きょ し  ひた 

我等の 犯せし 罪が 恩惠 下賜 を妨 ぐるから である。 聖き義 き祌は 己が 罪 を 認めす レて 其內に 浸る 人を廒 

まんと 欲する も 能 はす。 1^ を 其 儘に 存 して 恩惠を 施す は 神た るの 資格に 反く ので ある。 故に 如何に か 

して 人の 罪 を 除かざる ベから す。 そして 人 は 己が 靠を 除く 能 はざる が 故に 神 御自身が 其 f^K 除の 任に 當 

り 給うた ので ある。 基督 敎他 なし 罪の 除で ある。 我が 罪 を 神に 赦 され、 其 結 菜と して 人の 我に 犯せ 

し 凡ての S^SJ を赦す こと、 此 事が なくして 基督 敎 はない。 基督 信者た るの 證據 は玆に 在る。 神に 31 を赦 

されし の實 験な く、 叉 人の 罪 を赦し 得る の 能力な くして、 他に 何が あっても 其 人 は 基督 信者に 非す。 

罪の 赦しは 基督 信者た る 唯一 の 印 記で ある。 

然るに 事實は 如何。 所謂 敎 N 霞 歷史は 罪の 赦 しの 歴史であった 乎と 云 ふに 決して 然ら すで ある。 使徒 

時代が 終って 後に 敎會內 に 異端 征伐が 始 つた。 敎會 はいくつ かの 黨派 に^れて 相互の 異端 を 攻めた。 

彼等 は 誰を赦 しても 異端 論者 丈け は赦 さなかった。 キリスト は 神と 一 體 なりと 唱 ふる 一 派と 同 體 なり 

と唱 ふる 一 派と は數十 年に 涉 りて 鎮を銷 りて 戰 つた。 モンタヌス の 歷史、 タリ ソス トム の 歷史、 ネス 

トリ ウスの 歷史は 悉く 罪 を赦さ るの 歷史 であった。 そして 斯 かる 恥 づべ き 歷史が 使徒 以後 三百 年 叉 

は 四百 年 を 以て 終った 乎と 云 ふに、 決して 然ら すで ある。 基督 敎會千 九 -re 年の 歷史は 其 最初の 百年 を 

除いて は 大體に 於て 異端 征伐の 歷史 であった。 舊敎は 新敎を 攻め 新敎は 舊敎を 攻め、 新 敎諸敎 會は又 

相互 を 攻めて 令 日に 至った。 獨 逸の ル ー テル 信者が 瑞 蘭の カル ビン 信者 を 忌み嫌 ふこと は、 彼等が 二 

者 共同の 敎 敵なる 羅馬 天主 敎 信者 を 憎む よりも 遙に甚 しく ある。 そして カルビ ン 信者 も 亦 相互 を攻む 

る こと 甚 しく、 彼等の 間に 罪の 赦 しの 福音 は實 際に 行 はれない ので ある。 英米の 聖公會 の 如き 其 聖壇 

を 守る に 於て は 熱心 を 失 はすと 雖も、 自己と 主義 信仰 を 異にする：^ 者に 對 して は 彼等 は 不信者 を极ふ 
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以下の 行爲に ST つる も敢て 自己 を 咎めない ので ある。 彼等 は 敎會者 (Cllul.cllm20 なる を 以て 無上の 

榮光、 特權 なりと 信じ、 我等 無敎 者に 對 して は 如何なる 不信 非 禮を行 ふと も惡 なりと は 思 はな 

いので ある。 彼等 は 不信者の 郞は赦 すが 彼等の 敎 きに 反 對 する 信者 は赦 さない。 彼等 は 使徒 信 經を維 

持す るに は 熱心で あるが、 自身の 罪 を 神に 赦 されて 他人の 罪を赦 さんと は爲 ない。 彼等の 信仰 筒條に 

は 罪の 赦 しの 要求 は 無い ので ある。 

斯くて 今日までの 基督 敎會に 於て 使徒 バウ B の 要求 訓誡 は 全然 無視され たので ある。 「汝等 ての 

苦き、 恚憾、 忿怒、 ia 噪、 誹謗 を 己より 去るべし」 との 敎は 敎會に 於て は 全く 顧みられない。 一 ぽ^が 

若し 私の 此 言 を 疑 ふなら ば 敎會の 年會に 出席して 其 實沉を 窺 ふべき である。 彼等が 兄弟 相互 を 誹り、 

愤り、 怒り 噪ぐ狀 態 はパゥ n の此 訓誡 を 全然 裏切る 者で ある。 「互に 慈愛と 憐憫 あるべ し」 今の 基督 

敎會に 之が 有る と は 誰も 信じない。 「キリ ス トに 在りて 神 汝等を 赦し給 へ る 如く 汝等も 互に 赦 すべ し」。 

此は 今日の 基督 信者の 間に 在りて は 無き に 等しき 誡め である。 私の 如き 始んど 半 百年 間 不束ながら も 

i:^ 仰の 生活 を 緩け 来りし 者 は、 敎會、 殊に 其敎師 より 寛大 忍 恕と云 ふが 如き 美德を 求めようと は 毛頭 

思 はない。 而し此 世の 何處 かに 私の 罪、 缺點を 書留め て 置く 所があるなら ば、 それ は敎會 であると^ 

は 知って 居る。 若し 私の 惡事を 雷 ひふら して 悅ぶ 人が あるならば、 それ は 敎會の 牧師 其 他の 役んで あ 

ると 私 は 知って 居る。 キリストの 敎會は 人の 罪を赦 すべき 所で あるが、 今の 基督 敎會は 罪を赦 さない 

所で ある 事 を 私 は克く 知って 居る。 他人の 罪の 摘 指は是 等の 人達の 食物で ある。 彼等 は 之れ なくして 

厶<3 厶厶 △<"< "厶厶 厶厶厶 <3厶厶<3厶<3<1 厶 "厶 厶厶厶  厶<3 

一日 も 生存す る ことが 出来ない。 罪の 赦 しの 福音の 恩 惠に與 りし 者の 堪 ゆる 能 はざる 所の 者 は、 兄弟 

の 誹謗に 甚大の 快樂を 貪る 是等 敎師 達の 會 合の 席で ある。 私 は 私の 實驗に 由り 僞 はらす して 此審を 記 


す o 

私 は 斯く云 ひて 敎會の 人達に 對し 私の 不平 を ら すので はない と 思 ふ。 此は 誰れ 彼れ の缺點 ではな 

くして 敎 會全體 の缺點 である。 第一 一十 紀に 於て 見る 此缺點 を 第三 世紀に 於て 見る ので ある。 敎會は 

ク リソス トム や ネスト リウス を 苦め し 同じ 手段 方法 を 以て、 今尙ほ 相互 を 苦しめる ので ある。 之に は 

何 か 根本的の 缺陷 がなくて はならぬ。 其れ は 基督 敎 根本の 事 實の 見落で あらねば ならぬ。 基督 敎は理 

論で ない 實驗 である。 キリスト を 如何に 說明 する 乎との 理論 上の 問題で ない、 我 は 果して 我が 扉 を祌 

に赦 されし 乎との 實験 上の 問題で ある。 そして 祌に赦 されし 何よりも 明かなる 證據は 人の 罪 を赦し 得 

る 事で ある。 神に 己が 罪 を赦 されし 者 は 人の 罪を赦 さすして は 止まない。 兄弟の 缺點を 擧げて 悅ぶ人 

は、 自 から 罪を赦 されざる 何よりも 好き 證據を 擧げっ k あるので ある。 

キリストの 降 I、 生誕、 受難、 十字架の 死 は 凡て 人類の 罪の 赦 されん が爲 であった。 私の 罪の 赦さ 

れんが 爲 であった。 私の 雜の赦 されん が爲に は、 神の 側に 在りて は是れ 程の 努力 1 苦痛が 必要で あつ 

たので ある。 そして 如此 くにして 私の 罪を赦 して 頂いて 私 は 人の 罪を赦 さすして 可ら う 乎。 問題 は 至 

つて 簡單 である。 キリスト 傅 研究の 目的 は 主として 玆に 在る。 單に 高き 道德を 舉ぶ爲 ではない、 神と 

宇宙と 人生と に關し 深き 思想に 接せん 爲 ではない。 我が 罪を赦 されて 神と 我との 間に 横た はる 牆壁が 

取 除かれ、 宇宙人 生に 充溢す る 神の 恩惠が 何の 故障 もな くして 我に 注がれん が爲 である。 此 目的 を逮 

せす して キリスト 傳の 研究 は 實際上 我に 柯 の 益 あるな しで ある。 基督 敎に關 し 凡てが 刺 明っても、 自 

己の 罪が 取 除かれす して * 督敎が 判明った のでない。 パゥ a が 「キリストに 在りて 神 汝等を 赦し給 ひ 

しが 如く 汝等 1^ に赦 すべし」 と 一 百 ひて、 彼 は實際 的に 基督 敎の 何で ある 乎 を ^明した ので ある。 の 
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赦 しの 無い 所に 基督 敎は 無い。 

「罪の 赦し」 是の 在る 所に のみ 神の 國は 在る。 罪の 赦 しの 行 はる i 敎會 にの み キリスト は 在し 給 ふ。 

罪の 赦 しが 行 はれて 初めて 國際的 戰爭は 止む。 罪の 赦しを 行 はざる 者に パプ テス マ を 施して、 之を敎 

會に 収容す るが 故に 敎會は 忽ち 腐敗す るので ある。 敵國を 憎んで 止まざる 國は 他に 如何に 善き 事が あ 

つても 其國は 基督 敎國 でない。 其點に 於て 獨逸も 英國も 米國も 基督 敎國 たるの 资格を 完全に 放棄した 

ので ある。 交 戰國の 問に 燃えし かの 熾烈なる 憎みの 心、 是れ ありて 他に 何が ありても、 是 等の 諸國の 

* 督敎 1： でない 3： よりも 好き 證據 が舉 つたので ある。 

誰が 信者で、 誰が 不信者で ある 乎。 神に 己の 罪を赦 され、 快く 人の 罪 を赦し 得る 者で ある。 人に バ 

プ テス マを授 くるに 當 りて 之 を 第一 の 必要 條 件と 成すべき である。 特別なる 敎義の 信奉の 如き 之に 絞 

ベて 至って 輕 きもので ある。 信者た るに 信仰の 確證を 要す、 そして 信仰の 確證は 罪の 赦し である。 そ 

して 兄弟の 罪を赦 し 得ない 者 は、 未だ 神の 赦 しに 與 からざる 者で ある。 


「十字架の 道」 附録 

イス カリオ テ のュダ 

其 一 ュダ對 イエス 

馬太傳 二十 六 章 六— 十六 節。 同 四 七 I 五 四 節。 同 二十 七 章 三 I 十 節。 

ョ ハネ傳 十二 章 一— 八 節。 

イス カリオ テのュ ダとは カリオ テ 人なる ュ ダの 意で ある。 カリオ テはュ ダャ 南方の ー邑 であった。 

故に ュダは 十一 一 弟子の ft にて 唯 一 人 ガリ ラャ 人に 非す して ュグ 人であった。 其 事 も 亦 彼の 爲人を 知る 

上に 於て 大切で ある。 

キリ ス ト傳の 研究に 於て イス カリオ テの ュダの 經歷は 特殊の 地位 を 占む る 者で ある。 弟子 を 知る は 

師を 知る の途 であって、 其點に 於て 彼べ テ&、 ヨハネ、 マ タイ、 ュダ等 何の 異なる 所 はない。 若し ィ 

H スを 太陽に 譬 ふるならば、 弟子 達 は 之を屮 心と して 廻轉 する 遊星で ある。 其 备自の 放つ 光 は 異なれ 

ども、 同じ 太陽の 光 を 放つ のであって、 之 を， 琮 合すれば 又 稍 素の 光に 成る ので ある。 勿論 ュダの 場合 

は 他の 弟子 等と 性質 を 異にし、 光 を 放つ に 非す して、 反って 之を蔽 ふなれ ども、 然れ ども 月が 太陽の 

光 を 遮りて 日蝕の 現象 を 起す 場合に、 我等が 他の 場合に 於て 見る 能 はざる 事 を 見る が 如くに、 ュダの 
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場合に 於て、 我等 は 中-イエスキリストに 就き、 他の 弟子 等 を 以てして は 知る 能 はざる 事 を 知る を 得て 

感謝す る。 ュ ダの 暗ら き 生涯 も 亦 神の 子を顯 はす 上に 於て 必要 缺く ベから ざる 者であった。 

第 一 に 起る 問題 は、 ュ ダは 何故に ィ H ス に來 りし 乎、 又は イエ スは 何故に 彼 を 十一 一 弟子の 內に加 へ 

給 ひし 乎、 それで ある。 其內に 今日の 我等に は 到底 解し 難き 理由が あつたと する も、 ュダも 亦 他の 

子等と 同じく、 ナザレの ィ H スに 於て、 ユダヤ 民族 共通の 理想的 人物 を 見た と 思 ふから、 彼の 後に 從 

うたに 相違ない。 アンデレが 其 兄弟べ テロに 遇うて 「我等 メッ シャに 遇へ り」 と 吿げ、 又 ピリ ボが其 

友 ナタナ H ルに 遇うて 「我等 律法の 中に モ ー セが 載せた る 所、 預 一一 一一 n 者 等の 記し、 所の 者に 遇へ り、 卽 

ち ヨセフ の 子ナザ レのィ H ス なり」 と 言 ひたりと ある は、 克く 弟子 等 全體の 初めて ィ H ス に來 りし 時 

の 心 を 語る 一一 一 in であって、 ュダが 初めて イエスに 来りし 時 も、 亦此 心を以 つて 来たりし 事 はたし かで あ 

る C ヨハネ 傳 一章 四 一節 並に 四 五節 )o ユダヤ 民族に 自由 を與 へ、 彼等 を 率ゐて 神の 國を 地上に 建設す る 

の资 格と 能力と を 具へ たる 人物 卽ち メッ シャ、 ィ H スは斯 人で あると 思うた から、 彼等 は 孰れ も 家 を 

棄て、 友 を 去りて 彼の 弟子と 成った ので ある。 其點に 於て ュダ にも 亦 愛すべき 所があった。 ィ H スが 

彼 を 愛して 隨 身の 弟子の 一 と 爲し給 ひし 事 は 無理から ぬ 事で ある。  A 

而 して 亦、 弟子 全體が 長らくの 問ィ H スを 誤解した 事 も 明なる 事實 である。 彼等 はィ H スを 彼等 i 

思 ふ 如き メッ シャ として 見た、 卽ち 絶大の 政治家 叉 愛 國者又 改革者と して 見た。 彼等 も 亦 時代の 子供 

であって、 時代の 眼 を 以て ィ H スを 評價 した。 其點に 於て ュダ もョハ ネも 同じであった。 馬 可 傳十章 

三十 五節 以下の 左の 記事の 如きが、 克く 彼等の 此の 心の 狀態を 語る 者で ある。 

ゼべ ダイの 子 ヤコ ブと ヨハネ、 ィ H スに來 りて 曰 ひける は、 師ょ、 願くば我等が^；^^むる事を我等 


に爲し 給へ。 ィ H ス 彼等に 曰 ひける は、 汝等 我が 何を爲 さん 事 を 願 ふや。 彼等 曰 ひける は、 汝榮 

に 就き 給 はん 時に、 我等の 一 人 を汝の 右に 一 人 を 左に 坐せ しめよ と …… 十 人の 弟子 等 之 を 聞きて 

ヤコ ブとョ ハ ネを 憤れり。 

卽ち 弟子 等 全 體がィ H スを大 なる ダビデ 王の 如き 者な りと 思 ひ、 彼れ が 功 成りて 位に 卽き給 ふ 時 は 其 

左大臣たり 又 右大臣た る 事 を 夢想した ので ある。 憐れと 云へば 憐れで ある。 馬太傳 二十 章廿ニ 節に 由 

れば、 ィ H スが 彼等に 答へ て、 r 汝等は 己が 求む る 所 を 知らす」 と 曰 ひ 給へ りと ある 通り、 ィ H スは 

彼等の 此淺 ましき 心に 甚く 失笔し 給うた ので ある。 師の心 弟子 知らす であって、 弟子 等 は 十字架の 悲 

劇が 演ぜら る& まで、 イエス の 何たる 乎 を 解し 得なかった ので ある。 

斯 くして 弟子 等の 失望 はィ H ス の 失望に 劣らなかった。 而 して ュダの 失望 は 殊に 甚 しかった ので あ 

る。 彼 は 彼の 理想が ィ H スに 由て 終に 實現 せられざる を 見て、 悲憤慷慨 措く 能 はざる に 至った であら 

う。 彼 は 時には ィ H スに 欺かれた やうに 感じた であらう。 又 時には ィ H スを 刺戟して、 彼が 期待せ し 

事業 を 遂げし めんと 思うた であらう。 時には ィ H スを 怒った であらう、 又 時には 彼 を 愛する の餘 り、 

彼の 逢 巡 怠慢 を惜ん だで あらう。 彼 は 幾度 か 獨り竊 に 地 だんだ 踏んで 泣いて 曰うた であらう、 「我が 

先生 は 何故に 起たざる 乎、 彼 は 終に 我等の 期待に 叛き、 イスラ H ルを救 はすして 止む ので あらう 乎」 

と。 其 心情 ゃ實に 推察すべき 者が ある。 然し 乍ら ィ H ス として は ュダの 望に 從ふ事 は 出来なかった。 

彼 は 彼 (ュダ ) の 衷に大 危險の 潜む を 知り 給うた。 然し 彼 は 天に 在す 彼の 父の 聖旨に 從 はねば ならぬ。 

ュダの 心の 此狀態 を 見 透し 給 ひし ィ H スに 亦堪へ 難き 悲哀が あつたに 相違ない。 

そして イエ ス とュダ との 分離が 終に 起った。 事 はべ ター 1 ャの マリヤの ィ H スに對 する 行爲を 以て 始 
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つたので ある。 彼女が 價 高き ナ ルドの f^llr を 以て ィ H スの 首と 足と を 塗しに 對し、 ュダは 反 對を唱 へ、 

「此 香膏を 何ぞ銀 三百に 責り 貧者に 施さ る 乎」 と 曰うた。 之に 對 して ィ H スは 答へ て 曰 ひ 給うた。 

「彼女に 千與る 勿れ、 我が 葬の 日の 爲に 之を貯 へたり、 貧者 は 常に 汝 等と 偕に 在り、 然れ ども 我は汝 

等と 偕に 在らす」 と。 (馬 可傳 十四 章 三 節 以下、 ヨハネ 傳 十二 章 一節 以下 を 見よ 〕o 玆に イエスと ュ 

ダ との 問に 思想 上の 大 相違の ある 事が 明かに 現 はれた ので ある。 ィ H スは 御自身の 死に 世 を 救 ふが 上 

に 至要の 意義の 存 する を 認め 給 ひしに 對 して、 ュダは 救械を 世の常の 意味に 解し、 貧^に 施し、 社會 

の 生活 狀態 を改 むる 事と 信じた。 卽ちィ H スに 取りて は 救 扬は靈 魂の 事、 主として 未来の 事、 そして 

其 途は祌 の 子の 晴罪の 死 を 信す る 事で あるに 對 して、 ュダに 取りて は 肉體の 事、 社會國 家の 事、 現在 

の 事、 そして 其途は 神の 國を 地上に 建設して、 世界 萬 民 を 治む る 事であった。 ニ茵の 思想 は { 茂 際 的に 

到底 兩 立し 得べき 者で ない。 ュダ は玆に 自己に 覺 めた。 彼が ィ H スに 望みし 事はィ H ス 自身が 遂げん 

とする 事と は 全く 異なる 事が 判明した。 彼の 失望 は 其 極に 達した。 而 して 堪へ 難き 悲憤 は 之に 伴うた。 

如何にして 之 を 癒さん 乎と 彼 は 千々 に 彼の 心を碎 いたで あらう。 彼の 立場に 立ち 彼に 對し 深き 同情な 

き 能 はすで ある。  • 

ィ ェ スに係 はる ュダ の大 失^が 彼を驅 つて 彼の 大 叛逆に 逐 ひやった ので ある。 事 は 悲慘の 極で ある。 

人類の 歷史に 於て 演ぜられし 最大 悲劇 は此 事で ある。 惡 人が 善人 を寳 つたので はない、 善人が 善人 を 

寶 つたので ある。 イス カリオ テの ュダは 如何 見ても 後世の 敎會が 想像に 畫 いたやうな 惡人 ではな かつ 

た。 ョ ハネ傳 十二 章 六 節の 「彼が 如此言 へる は 貧者 を 顧 ふに 非す、 竊者 にて a 金 囊を帶 ち 共の 中に 入 

りたる 物 を 奪 ふ 者 なれば 也」 との 言 は 多分 後世の 記入であって 本文に 屬 すべき もので は あるまい。 ュ 


ダ は愛國 者であって、 人類の 友で あり、 イスラ H ルの 復興に 由て 世界の 平和 統一 を 期した 者であった 

と 思 ふ。 然るに ィ H スが此 理想に 副 はざる に 失望して、 かの 恐るべき 過失に 陷 つたので あらう。 彼が 

必 しも 悪意 を 以て 彼の 師を寶 りたり と は 思へ ない。 彼 は 或は 心の中に 獨り 一一 in うたで あらう、 「我れ 彼 

を 彼の 敵に 渡して 或は 彼の 最後の 決心 を 促す に 至る や も 知れす。 彼 は攝々 奇蹟 を 行 ひたれば、 奇蹟 を 

以て 己が 身 を 救 ふで あらう。 彼 を 危險に 導く も 危險が 彼の 身 を 害 ふの 虞 はない」 と 彼はィ H スに 失望 

せし も 最後まで 彼 を 信じた であらう。 然るに 事の 成 行 は 彼の 想像に 反し、 終に 髑髏 山上に 彼の 先師の 

十字架に 懸るを 目撃して、 彼 は 失望の 上に 更に 失望 を 重ね、 ィ H スを賫 りし 銀 三十 を 殿に 投棄て、 其 

處を 去りて 自 から 縊れ 死んだ ので あらう 广馬太 傳廿七 章 五節 JO 

然 らば ュダの 罪 は 何處に 在った 乎。 それ は 彼が 餘 りに 强く 自己 を 信す る 事に 在った。 彼 は 最後まで 

自己の 思想 を變へ 得なかった。 其點に 於て 彼 は 他の 弟子 等と 異なった。 ィ H スを 初めに 誤解せ し點に 

於て 十二 弟子 等 は 皆な 同じで あつたが、 ュダを 除く 外 は、 ィ H スの敎 訓に順 ひ、 徐々 と 自分 等の 誤り 

居る を 悟り ィ H スの 思想 を 以て 自分 等の 思想と 成す に 至った。 然るに ュダ 一 人に は 此轉換 の 能力が な 

かった。 彼 は 自己 を 信す る事餘 りに 强 くして、 最後まで 自己の 意見 を 押 通した。 彼 は 「救 极は斯 く あ 

ら ねばならぬ、 メ ッシャ たる 者 は 斯く爲 さねば ならぬ」 と 信じて、 寸 毫も 其 信仰 を變 へなかった。 徹 

底と 云へば 徹底で ある。 然れ ども 頑固と 云へば 頑固で ある。 西洋の 諺に 「智者 は變 はる」 と 云 ふが、 

ュダは 其 意味に 於て 智者でなかった。 彼はィ H ス の 許に 来って、 ィ H スに敎 へられん とせす して ィ H 

スを 以て 自己の 思想 を實 行せ しめんと した。 是れ 彼の 陷 りし 最大の 誤 護で ある。 そして 從 順なら ざる 

徹底 は大 なる 罪惡 である。 徹底と 云へば 立派に 聞え るが、 其 源 は 傲慢で ある。 自己 を慧 しとす る 事で 
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ある。 そして 人に 此 心が 残りて 彼 は 終に # 亡に 往 かざる を 得ない。 人に なくて ならぬ もの は敎 へられ 

んと 欲する 心で ある。 ュ ダに此 心が 無った、 故に 彼 は 滅びた。 他の 弟子 等に 此心 があった。 故に 誤謬 

の 中より 救出され て、 永生の 幸福に 與る 事が 出来た。 

近代 人 は 曾， 何？ 自己 を 信す るの 强 きが 其特徵 ではない 乎。 敎 へられん と 欲して 師を 求めす、 自已 

の 思想の 實現を 期して 彼に 到る。 其點に 於て 彼等 は ュダと 同じで ある。 そして 彼等の 最後 も 亦 ュダの 

それと 異ならない。 彼等 は 自分の 理想の 實現を 他に 於て 見ん と 欲して、 失笔 悲憤の 中に 其 一 生 を 終る， 

彼等 は 自分 を 信す る事餘 りに 强 くして、 他人の 思想の 自由 を 重す るの 餘裕 さへ ない。 萬 事 を 自分の 思 

想に 依て 行 はんとす る、 故に 事に 當 つて 碎け るので ある。 我等 すべてに ダビデの 謙遜がなくて はなら 

ぬ。 曰く 「M ホバ よ、 汝の 大路 を 我に 示し 汝の徑 を 我に 敎へ 給へ、 我 を汝の 眞理に 導き 給へ" 汝は我 

が 救の 祌 なり。 我れ 終日 汝を俟 む」 と (詩篇 二 五篇四 * 五節)。 正直で あり 誠實 であるば かりで は 足り 

ない、 碎 けたる 心の 人と 成らねば ならぬ。 ュダは イエスより 直に 敎を受 けて 終に コンボ ルシ ヨン (心 

の 改造) の經驗 • を 有た すして 終った ので ある。 彼 は 信仰的 流產の 悲しむべき 實例 である。 


馬太傳 二十 六 章。 同 二十 七 章  一 I 一  〇 節。 ヨハネ 傳 十三 章。 

其 他 四 福音書に 散在す る ュ ダに關 する， 記事 を參 照す ベ し。 

If* 等 は 前文に 於て、 ュ グのィ H スに對 する 態度に 就いて 考 へた。 今 囘はィ H スの ュダに 資する 態度 

に i-s^ いて 研究 せんと 欲する。 我等 何人も ュダ たり 易く、 又 何人も ュダを 持 せらる。 我等 ュダ たら ざら 

んと 欲して 努めねば ならぬ と 同時に、 又 ュダを 持せられ し 場合に は 主の 御 足の 跡に 從 ひて、 試みられ 

て 罪に 陷らぬ やう 努めねば ならぬ。 此世は 叛逆の 世で ある。 人 は 何人も 叛逆に 處す るの 途を學 び 置く 

可き である。 

第 一 に 注意す ベ き は、 ィ H スが 唯の 一 同 も ュダに 向って 怒 を 發し給 は ざり し 事で ある。 其點こ 於て 

ュグ はべ テ 口 と 違 ふ。 ベ テ E1 も 亦 ュダと 同じく ィ ヱ スを 誤解し、 自分の 思考 を 以て ィ H スに， ナん 

とした。 彼が ィ H スを 引止めて 十字架の 死 を 避けし めんと せし 時に、 ィ H スは. £M りて 彼 を 褒めて 曰 

ひ 給うた、 「サタン よ、 我が 背後に 退け、 汝は 神の 事 を 思 はす 人の 事. を 思 へ り」 と广 馬太傳 十六 章 廿三節 )o 

ィ エスに サタンとまで 呼ばれし 者 は 十一 一 弟子の 內ぺ テ 口 一  人であった。 然れ ども IX. の サタン は 別に ：15 

たので ある。 そして 眞の サタン は 唯の 一 囘も サタンと 明ら さまに 呼ばれなかった ので ある。 イエスの 
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ュ ダに對 する 態度に 最後まで 一 極の 遠慮が あった。 彼 は 幾囘か 忠吿を 彼に 與 へた、 然れ ども 其 忠吿は 

すべて 一般的で あり 义 §1 接 的であった。 「躓か さる、 事 必す來 らん。 そ を 來らす 者は禍 ひなる 哉、 ま 

かする より は 磨石 を K に 懸けられて 海に 投入れ ら れんこと 其、 人の 爲に宜 るべ し」 との 言の 如き、 たし 

かに 共 一 であった らう (路加 傳 十七 章 二 節)。 ガリ ラャ 巡囘 中に、 未だ 死の 影 さへ も 彼の 身に 副 ふと は 思 

はれ ざり し 頃、 ィ H スは 弟子 等に 告げて 曰 ひ 給うた 「人の子 人の 手に， i され a つ 殺されて 第三 日に Igl 

るべ し」 と (馬 太傳 十七 章 サニ節 )0 而 して 彼の 死に 近づく に循 ひて 預吿は 益々 明白に なった。 彼れ：？ S 子 

等 を 伴れ て エルサレム に 上る 途中に、 人 を 離れて 特に 十一 一 弟 十に 告げて 曰 ひ 給うた 「我等 M ルサレ ム 

に 上り、 人の子 は 祭司の 長と 舉者 等に 齊ら れん、 彼等 之 を 死 におめ 云々」 と (同 二十 傘 十七 節」。 そし 

て 最後に 晚餐の 夜に 彼 ははつ きりと H ひ 給うた、 「我れ まことに 汝 等に 告げん、 汝 等の 內 一人 我を寶 

すなり」 と (同 廿六」 草廿 一節〕。 然れ ども 賫す者 はュダ なりと は 終りまで 明言し 給はなかった。 そして サ 

タン 旣に ュダの 心に 入り、 其 決心の 動かすべからざる を 知り 給 ふや、 彼 は 多分 低聲 にて、 他の 何人に 

も 間えざる やうに、 殆ん どュダ 一人に 懾く ばかりに 曰 ひ 給うた ので あらう r 汝が爲 さんと する ij^f は 速 

に爲 すべし」 と (ヨハネ 傳 十三 章サ七 節)。 

此は して 義 しき 途 であった らう 乎。 愛の 途 であった らう 乎。 イエスが ュダ に對し 幾分な りと 遠慮 

し 給 ひし 事が、 彼が 終に 彼に 叛 くの 原因と なった ので は あるまい か。 若し ィ H スがぺ テ 口 に對 せし 態 

度 を 以て ュダ に對 し、 サタンの 彼 を 誘 ひし 場合に は 明ら さまに 彼 を サタンと 呼び、 明々 白々、 彼 をし 

てィ H スの 前に 自己 を隱す こと 能 は ざら しめしな らば、 彼 は 自己に 恥ぢて S§ を 悔い、 ：；：^ 仰の 生涯 を完 

全す る を 得た では あるまい 乎、 斯ぅ思ぅて思 へなぃ^5!はなぃ。 然れ ども _i ^はィ H スの S: 的 生命に 關す 


る 事であって、 他人の 悉く 之 を 窺 ひ 知る 能 はざる 事で ある。 唯 我等の 知る 事 は 信頼 はすべ ての？ F 合に 

於て 信賴を 喚起さない 事で ある。 信頼すべき 者 を信賴 して 彼の 悔改を 促し、 信賴 すべから ざる 者 を 信 

賴 して 却って 彼 を 沈淪に 導く。 サタンと 呼ばれて 自己に 覺 むる 者が あり、 怒りて 離れ 去る 者が ある。 

ベ テ 51 は 前者であって ュダは 後者であった。 ィ H ス の 目的 は 勿論 ュダに 悔改を 起す にあった。 故に ュ 

ダ はュダ として 扱 はざる を 得なかった。 特にべ テ n を 愛して、 特に ュダを 球ん じたと 云 ふので はない。 

病人に 循 つて 藥を投 する のであって、 ュダを 救 ふの 途はぺ テ 口 を 救 ふの 途と異 つたので ある。 

悔改は 自分より 起らねば ならぬ。 如何なる 壓迫も 之に 加へ て はならぬ。 神と 雖も人 を 悔改に 導く に 

決して 壓迫を 加へ 給 はない。 ィ H スは 神の 子の 權能を 以てして 何人 を も 悔改に 導かなかった。 然り導 

き 得ない ので ある。 敎 へる、 忠告す る、 暗示す る、 すべての 方法 を 以て 悔改を 助ける、 然れ ども 人に 

代って 悔改を 起さない、 然り 起し 得ない。 人に 自由意志の ある 以上、 此は 止む を 得ない 事で ある。 人 

の 尊き は玆に 在る、 神 さへ も 人の 自由 を 重んじ 給 ふ。 ィ H スは 最後まで ュダに 悔改の 機會を 供し 給う 

た。 「我れ 一撮の 食物 を 濡て與 ふる 人 は 其 人な り」 とまで 曰 ひて 「汝は 其 人な り」 と 言 はん 計りに 曰 

ひ 給うた。 然れ ども ュダは 悟らす、 終に ィ H スの思 ふ 所に 從 はすして、 己が 思 ふ 所 を 行 はんとした 

r ヨハネ 傳 十三 章廿六 * 七 節)。 イエスの 努力、 ュダ の頑强 、雨つな がら 驚かざる を 得ない。 

兹に 於て か 第二の 問題が 起る ので ある。 イエス は 何故に 早く ュダの 叛逆 を 看破し、 彼 を 斥けて 御自 

身と 弟子 等の 安全 を 計り 給 は ざり し 乎。 救 ひ 得る 者 を 救 はんとして 忍耐 努力す る は 可な りと 雖も、 到 

底 救 ひ 得ざる 者 を 終りまで 寬 して 彼 は 無益の 災害に 御身 を 委ね 給 は ざり し 乎。 忍耐に も 程度が あって、 

御自身 を滅 さしめ てまで も 反 叛者を 忍ぶ の 必要 ある 乎と。 そして 若し 他人が ィ H スの 立場に 立った な 
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らば 多分 斯く爲 したで あらう。 先ん すれば 人 を 制し、 後 るれば 人に 制せら る。 日本 は 露國に 敵意 ある 

を 看破し たれば、 開戰の 宣吿を 待た すして 旅 順 港に 露國 艦隊 を擊 破した。 獨逸も 亦 同一 の 理由の ドに、 

白 耳 義國の 中立 を 犯して 佛國に 侵入した。 自分の 權利も 時には 之 を 尊重せ ざるべ からす。 ィ H スのュ 

ダに對 する 態度 は此點 から 見て 沒 常識で は あるまい 乎。 

然れ ども 天の 地よりも 高き が 如く、 神の 道 は 人の 道よりも 高く あるので ある (ィザ ャ書五 五 章 九 節 )o 

人 はさう 思へ ども 神 はさう 思 ひ 給 はない ので ある。 ュダ 一 人の 爲に斯 くも 忍耐 努力し 給 ひし ィ H スは、 

之 を 最善の 道と 思 ひ 給うた ので ある。 ュダを 退く る は 易く あった、 然れ ども 之 は 愛の 道で なく 神の 聖 

3 口で ない。 人の子 は惡 人の 手に 賫られ 十字架の 苦難 を 味 はねば ならぬ。 そして 其 飲む 杯が 苦く あり 得 

る 丈け 苦から んが爲 に、 彼 は 敵なら すして 友に 賫られ ねばならぬ。 此は 彼に 就て 豫め 定められし 事で 

あって、 彼 は 父の 降し 給 ふ 杯を辭 して はならない。 ュダは 人の子が 噴 罪の 死 を 遂げん 爲の 神の 器なる 

や も 知る ベから す。 若し 然り とすれば 彼 を 退く る は 死を辭 する に 等し。 何れに しろ 惡は 担む ベから す、 

明白に 惡 として 顯 はる、 まで 待つべし。 神の 人が 人と 爭ふ 時に 最後の 打 擊は敵 をして 之 を 加へ しむべ 

し。 我より 進んで 之 を 敵に 加 ふべ からす。 是れ 蛇の 頭 を碎く 唯一 の途 である。 惡を 以て 惡に報 ゆる は 

神の 道に あらす、 又 蛇 を 結す の途 にあら す。 ィ H スは 終りまで ュダを 忍びて 彼が 神の 獨子 たるの 途を 

完 うし 給うた ので ある。  、 

まことに ィ H スに 取り ュダ は大 なる 心配の 種で あつたに 相違ない。 友 を 极ふは 易し、 敵 を 极ふは 難 

い、 彼の 最善 を 計らざる ベから す、 然れ ども 彼の 意志に 從ふ事 は 出来ない。 憎んで はなら す、 されば 

とて 情に 於て 愛する 事 は 出来ない。 ュ ダ はまこと にィ ェ スを 苦しむ る 身中の 刺で あつたに 相違ない。 


然れ ども 心配 は 終に 取れた。 ュダ の正體 がお のづ から 明かに なって、 彼は退けられざるに^^からィ ェ 

スの許 を 去った。 「さて ュダは 一撮の 1& 物 を 受けて 直に 出で 往 けり。 時 は旣に 夜な りき」 と ある (ョ 

ハネ傳 十三 章 一 n 十 節)。 而 して ュダ 去りて、 弟子 團は 潔き 疵 なき 者と なった。 ィ H スは今 は 心 置な く寬 

ぎて 彼の 心中 を 弟子 等に 明かす 事が 出来た。 長く 待 たれし 樂 しき 時 は 終に 來 つた。 他人 入らす の 師弟 

から 二し？  i! 

の團 である。 令 は 何 を 語る も 誤解 せらる、 の 虞はなかった。 「思 ふ どち まろ ゐ する 夜 は 錦、 斷 たま 

く 欲しき ものに ぞ ありけ る」 である。 「汝等 心に 憂 ふること 勿れ、 神 を 信じ 亦 我 を 信すべし。 我 父の 

家に は 第 宅 多し、 然ら すば 我れ 豫て汝 等に 之を吿 ぐべき なり。 我れ 汝 等の 爲に 所を備 へに 往く 云々」 

と。 ュダが 祭司の 長、 舉者 等と ィ H ス賣 渡の 交涉を 重ねつ k ありし 間に、 兹にィ H スと 弟子 等との 間 

に 愛の 筵 は 開かれて、 神の 子が 其 地上の 生涯に 於て 發し給 ひし 最も 美 はしき 辭が 述べられ たので ある。 

然れ ども 樂 しき 時 は 僅に 半夜 …… ュダの 偕に 居ら ざり し 半夜、 ィ 二 スの 口より 愛の 辭の 迸りし 半夜、 

ョ ハネ傳 十四 章より 十七 章まで が與 へられし 此 半夜、 實に贵 い 半夜で ある。 ュダが 如何に ィ H スの傳 

道 を 妨げし か は、 彼れ 去りし 後の 半夜の 出来事に 由て 推量す る 事が 出来る。 然し 妨害ではなかった、 

成就であった。 人の， 4 は 神の 聖 3 ほ を 打消す 事 は 出来ない。 ュダの 叛逆 は 神の 子が 贖罪の 血 を 流す の璣 

會 となった。 然れ ども 罪 は 罪であって 功績で ない。 ュ ダは責 むべき である 乎、 憐 むべき である 乎、 我 

は 知らす と 雖も唯 だ 彼 を 憎んで はならない。 ィ H スは 終りまで 彼 を 愛し 給うた。 我等 も 亦 我等に 叛く 

者を极 ふに、 ィ H スがュ ダを极 ひ 給 ひしが 如くに 爲 さねば ならぬ。 

ュダの 生涯に 一 っ惜 むべき 事が ある。 それ は 彼が 自己に 對 して 取りし 最後の 所 置で ある。 彼れ 自己 

の 非 を 悟りし や、 祭司の 長、 長老 等の 所に 到り、 ィ H スを資 りし 銀 三十 枚 を 返し、 その 受けられざる 
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を 見る や、 之 を i に 投入れ て、 其處を 去りて 自 から 5» 死した (馬 太傳 二十 七 章 一 I 十 節」。 是れ 彼が 爲す 

ベから ざる 事であった。 彼 は玆に 彼に 供せられ し 救の 最後の 機會を 失った ので ある。 彼 は此時 祭司の 

<!△△△ 厶厶厶  .1<3 厶厶厶  <： 厶厶厶 △ 厶厶 <:<3厶<1<1<1<1 厶厶 

所に 往か すして、 燭髏 山上の イエスの 十字架の 下に 走るべき であった。 そして 彼に 彼の 罪の 赦しを 乞 

ふべき であった。 其時ィ H スは 如何ば かり 喜び 給うた であらう か。 彼 は 勿論 直に 彼 を赦し 給うた であ 

らう。 そして ュ ダの悔 改を此 世の 最後の 喜びと して 彼の 氣息を 引取り 給うた であらう。 そして ュダは 

海 改めて 赦 されし 罪人の 模範と して 再び 十一 一 使徒の 仲間に 人り、 多分 パゥロ の 働きに 異ならざる 働き 

00000000000000  0O0000O00O 

を爲 したで あらう。 實に 惜しい 事であった。 ュダ は此事 を爲し 得なかった が、 他の ュダ等 は 男んで 此 

事を爲 すべきで ある。 悔改 むる に遲 過る 時 はない。 叉悔 改は大 なる 勇氣を 要する。 神が 喜び 給 ふ 事に 

して 悔改の 如き はない。 悔改は 傲慢の 正反對 である。 ュダは 傲慢の 爲に 最後まで 悔 改め 得なかった の 

である。 


第五 卷內容 年譜 

四 福 音 書 硏 究 

四 福音書に 就て 聖書 之 研究 第一 四三號 明治 四十 五 年 (一九 1 二 年) 六月 

マ タイ 傳硏究 

キリストの 系圖 聖書 之 W 究第 一六 號 明治 三十 四 年 (一九 0 一年) 十二月 

ィ ェ ス の系圖 聖書 之 研究 第 八ニ號 明治 三十 九 年 ( 一 九 〇 六 年) 十二月 

イエスの 系圖 系阖を 以てする 福音 聖書 之 研究 第一 六ニ號 大正 三年 (一九 一四 年) 一月 研究 第二 之 十 年再錄 

イエスの 系圖に 就て 馬太傳 第一章の 研究 聖書 之 研究 第二 ニニ 號 大正 八 年 (一九 一九 年) 一 月 

東方 博士の 訪來 聖書 之 研究 第 一 六 一 號 大正 二 年 (一九 一 三年) 十二月 

ィ ェ ス の 受洗と 其 意義 聖書 之 研究 第 八五號 明治 四十 年 (一九 0 七 年) 一 二月 

美 訓と其 註解 東京 獨立雜 誌 第三 〇 號 明治 三十 二 年 ( 一 八 九九 年) 五月 五日 

耶蘇の 敎訓と 其 註解 東京 獨立雜 誌 第三 一 號 明治 三十 二 年 ( 一 八 九九 年) 五月 十五 日 

馬太傳 第五 章 聖書 之 研究 第 八 一 號笫 八三號 明治 三十 九 年 (1九〇六年) 十 一 月 ヨリ 明治 四十 年 (一 九 0 七 年) 

1 月-一至 ル 
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山上の垂訓に 就て 取 除くべき 三 個の 誤解 聖書 之 研究 第一 六四號 大正 三ギ (一九 一 四 ハキ) 三月 研究 二 之 

十 年再錄 

最大 幸福 心 靈の貧 聖書 之 研究 第 一 六 1： 號火正 三年 (一九 一 四 年) 一一 一月 硏究 第二 之十ハ ゃ再錄 

平和の 祝福 華： 書 之 研究 第一 六四號 大正 三年 (一九 一四 ギ〕 三月 研究 第二 之 十， ヸ再錄 

信者と 現世 聖書 之 研究 第一 六五號 大正 三年 (一九 一四 年) 四月 研究 第二 之 十 华再錄 

地の 鹽 聖書 之 研究 第一 九五號 大正 五^ (一九 一六 年) 十月 

天國の 律法 聖書 之 研究 第一 六六號 大正 一一 一年 (一九 一四 年) 五月 研究 第二 之 十 年再錄 

誤譯 正解 馬太傳 第五 章 第二 十八 節 聖書 之 研究 一 四五號 大正 元年 (一九  一 二 年〕 八月 研究 第二 之 十 年再錄 

天國 の宗敎 聖書 之 研究 第一 六六號 大正 一一 一年 (一九 一四 年〕 五月 研究 第二 之 十 年再錄 

耶蘇の 祈 禱と其 註解 東京 獨立雜 誌 第三 六號 明治 一一 一十 二 年 ( 一 八 九九 年) 七月 五日 

主の 祈禱と 其解釋 聖書 之 研究 第二 三 〇 號 大正 八 年 (一九 一 九 年) 九月 

主禱の 一 節 聖書 之 研究 第 九三號 明治 四十 年 ( 一 九 〇 七 年) 十 一 月 

信者と 宠田財 聖-甞 之 研究 笫 一六 六 號火正 三年 (一九 一四 年) 五お 研究 笫ニ之 十 年再錄 

目の 善惡 書 之 研究 第一 六七號 大正 三年 (一九 一四 年) 六月 研究 第二 之 十 年再錄 

馬 太 傳六章 三十 三 節 聖書 之 研究 第 一 五六 號 大正 二 年 (一九 一 三年) 七月 

惡の處 分 g^f 書 之 研究 第一 六六號 大正 三年 (一九 一四 年) 五月 研究 第二 之 十 年再錄 


祈 禱の效 力 聖書 之 研究 第一 六六號 大正 一一 一年 二 九 一四 五月 W 究 第二 之 十 年再錄 

山上の垂訓の 讀方 車： 書 之 研究 第一 <Mn 號 大正 四 年 (一九 一 五 年〕 十月 

毒麥の 比喩 聖書 之 研究 第二 一二 號 明治 四十 四 年 (一九 一 一年) 六月 

地上の 敎 會に關 する ィ H ス の 比喩的 豫言 聖書 之 研究 第一 四ニ號 明治 四十 五 年 (一九  一 二 年) 五月 

馬太傳 十三 章の 研究 聖書 之 研究 第 一 九九 號 第二 0 1 號 大正 六 年 ( 一 九 一 七 年， >  二月 及ビ 四月 

マ , コ傳 研究 

吾人の 馬可傳 (改譯 ) 聖書 之 研究 第一 ニー 一一 號 明治 四十 一一 一年 (一九 一 〇 年) 九月 

十一 一 弟子の 選定 附 I ュ ダの聖 召に 就て 聖書 之 W 究第九 一 號 明治 四十 年 ( 一 九 0 七 年) 九月 

種 蒔の 譬 S 書 之 研究 第 九 一 號 明治 四十 年 (. 一 九 〇 七 te. ン 九月 

蔑と 平和 聖書 之 研究 第 一 五ニ號 大正 二 年 (一九二 一一 年) 一一 一月 

\ カ傳 研究 

馬 太傳と 路加 傳 聖書 之 W 究第  一 sis: 號 明治 四十 五 年 (一九  一 二き ン 七 nj 

懐胎の 吿知 (改譯 ) 犁書之 研究 第 九四號 明治 四十 年 ( 一 九 〇 七年ン 十二月 

マリヤの 讚美歌 聖書 之 研究 第一 〇 五號 明治 四十 一年 (.； 一九 〇 八年ソ 十二 力 

聖誕吿 知の 解 聖書 之 研究 第四號 明治 一一 一十三 年 (一九 00 年) 十二月 

基督 傳 研究 S 書 之 研究 第 四九號 第五 〇 號笫 五一 號 明治 S 十七 年 (一九 0 四 年〕 二月 ヨリ s: 月-至- 
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善き サ マリヤ 人の 話 聖書 之 研究 第 九九 號 明治 四十 一年 (一九 〇 八 年〕 五月 

路加 傳に 由て 傳 へられた る 主の 祈禱 蜜 書 之 研究 第一 三ニ號 明治 四十 四 年 (一九 一 一年) 七月 

祈禱の 模範 聖書 之 研究 笫 一七 六號 大正 四 年 (一九 一 五 年) 三月 

最善の 賜物 聖書 之 研究 第 一 七六號 大正 四 年 (一九 一 五 年) 三 月 

パリ サイの 辆酵 聖書 之 研究 第五 五號 明治 三十 七 年 (一 九 〇 四 年〕 八月 

パリ サイの 夠酵 聖書 之 研究 第二 五五號 大正 十 年 (一九二 一年) 十月 

大盡と 乞食 (改譯 ) 聖書 之 研究 笫 一 〇 一 號 明治 四十 一年 (一 九 0 八 年 ：>  八月 

パリ サイの 人と 稅吏 の譬 聖書 之 研究 第 九八號 明治 四十 一年 (一 九 〇 八 年〕 四月 

ヨハネ 傳硏究 

約 翰傳は 何を敎 ゆる 乎 聖書 之 研究 第一 七 〇 號 大正 三年 (一九 一四 年〕 九月 研究 第二 之 十ハキ 再録 

祌の ことば 塞 書 之 研究 第 四四號 明治 三十 六 年 ( 一 九 〇 三年) 九月 

世界最大の 言 辭 聖書 之 研究 第 六 一二 號 明治 三十 八 年 (一九 〇 五 年) 四月 

力 ナの婚 筵 聖書 之 研究 第一 〇 號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一 年) 六月 

ィ ェ ス の 最初の 奇蹟 聖書 之 研究 第 一 九 〇 號 大正 五 年 (一九 一 六 年) 五月 

約 翰 傳三章 十六 節 聖書 之 研究 第 一 五六 號 大正 二 年 (一九 一 三年) 七月 

約 翰 傳第六 章 大意 聖書 之 研究 第一 七九號 大正 四 年 (一九 一 五 年) 六月 俯究 第二 之 十， 士冉錄 


ィ H ス の 血と 肉 聖書 之 研究 第一 六九號 大正 三年 (一九 一 四 年) -へ月 

福音 大觀、 約 翰 傳三章 十六 節の 註釋 聖書 之 研究 第 一八 三號 大正 四 年 (一九 一 五 年) 十 刀 

ガリ ラャの 道 

序 詞 

第一 囘 福音の 始 聖書 之 研究 第二 六九號 大正 十一 年 (一九二 二 年) 十二月 

第二 囘 先驅者 ヨハネ 同 

第三 囘 イエスの バプ テス マ 聖書 之 研究 第二 七 〇 號 大正 十二， ギ (一九二 三た ヰ ) 1 お 

第四囘 野の 試 誘 (上) 同 

第五 囘 野の 試 誘 (中) 同 

第六囘 野の 試 誘 (下.) 塞 書 之 研究 第二 七ー號 大正 十二."^  (一九二 三年〕 二月 

第 七 同 傳 道の 開始 同 

第八囘 弟子の 選擇 同 

第九囘 ガリラヤ湖 畔の 一日 聖書 之 研究 第二 七ニ號 大正 十二 年 (一九二 三年) 三月 

第十囘 傳 道と 奇跡 同 

第 十一 囘 赦 しと 癒し 同 

第 十二 囘 稅吏マ タイの 聖召 聖書 之 研究 第二 七三 號 大正 十二 年 (一九二 三年) 四月 
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第 K 卷 s:  年 ； ま  し 六 二 

第 十三 囘 奮き 人と 新しき 人 聖書 之 研究 第二 七三 號 大正 十二 年 (一九二 三； 巾 J 四月 

第 十四 囘 安息日 問題 同 

第 十五 囘 山上の垂訓 Slf 書 之 W 究 第二 七四號 大正 十二 年 (一九二 三年〕 五お 

第 十六 囘 祝福の 辭 (上) 同 

第 十七 囘 祝福の 辭 (中) 同 

第 十八 囘 祝福の 辭 (下) 楚書之 研究 笫ニ 七五號 大正 十二^  (一九二 一一 一年) 六月 

第 十九 囘 鹽と光 同 

第二 十囘 キリスト 復活の 實證 同 

第二 十一 囘 基督 敎對 舊道德 書 之 研究 第二 七 六 號大； 止 十二， ヸニ九 二三 年.) 七月 

第二 十二 囘 隱れ たる 宗敎 同 

第二 十三 囘 空の 鳥と 野の 百合 花 同 

第二 十四 同 基督 信者の 簡易 生活 聖書 之 研究 第二 七七號 大正 十二 年 a 九 ニー 一一 年) 八 》 - 

第二 十五 囘 まく 勿れ 同 

第二 十六 囘 豚に 眞珠 同 

第二 十七 罔 黄金律 §^書之^究笫ニ七八號火.1^^十ニ年 (， 一 九ニ三年) 九月 

第二 十八 间 生命に 入る の 門 同 


第二 十九 囘 偽りの 預言者 同 

第三 十囘 言 表と 實行 聖書 之 研究 第二 七九號 大正 十二 年 (一九二 三年) 十 

第三 十一 囘 イエスの 奇蹟と 其 模範 聖書 之 研究 第二 八五號 大正 十三 年 (一九二 四 年) 四月 

第三 士ー囘 軍人の 信仰 同 

第三 十三 囘 家事の 祝福 *_-書 之 研究 第二 八六號 大正 十三 年 (一九二 四 年) 五月 

第三 十 ™ 囘 宇宙の 制御 同 

第三 十五 囘 ガダラの 出來事 同 

第三 十六 囘 ャ イロの 娘 同 

第三 十七 囘 眼 を 開かれ 舌を釋 かる 聖書 之 研究 第二 八七號 大正 十一 一一 年 (一九二 四 年〕 六月 

第三 十八 囘 ミッションの 開始 同 

第三 十九 囘 十二使徒の 選任 同 

第 四十 囘 傳道師 と 其 責任 塞 書 之 研究 第二 九 0 號 大正 十三 年 (一九二 四 年〕 九月 

第 四十 ー囘 迫害の 道 同 

第 M 十二 囘 ^る i 勿れ 同 

第 四十 三 同 愛の 衝突 同 

第 四十 四囘 冷水 一杯 ffi 書 之 研究 第二 九ー號 大正 十三 年 (一九二 四 年) 十 刀 

is 五 卷 内お 年 K  七 六 三 


第五 卷内 年 fi  じ 六 ™ - 

第 四十 五囘 イエス、 バプ テス マの ヨハネに 疑れ 給 ふ 聖書 之 研究 笫ニ 九ー號 大正 十一 一一 年 (一九二 四ゃン 

十ガ 

第 S1 十六 囘 イエス、 ヨハネ を 辯 護し 給 ふ 同  ■ 

十字架の 道 

序 文 

第一 囘 イエスの 都人り 聖書 之 研究 第二 九八號 大正 十四 年 (一九二 五 年〕 五月 

第二！； イエスの 殿 潔め 聖書 之 研究 第二 九九 號 大正 十四 年 (一九二 五 年〕 六 刀 

第三 囘 詛 はれし 無花果 樹 同 

第 w 囘 ィ H ス の敎權 問題 同 

第五 囘 惡 しき 農夫の 譬 ^1^書之研究笫三〇〇號大正十四年 ( 一 九ニ五年) セ刀 

第六囘 王の 婚 筵の 譬 同 

第七囘 カイ ザルの 物と 神の 物 同 

第八囘 復活に 關 する 論戰 同 

第 九：^ 第一の 誠 塞 書 之 研究 第三 0 ー號 大正 十四 年 (一九二 五 年〕 八 

第十囘 ダビデの 主 同 

第 十一 囘 パリ サイ 人と 基督 敎會 同 


第 十二  il 羔の怒 聖書 之 研究 第一 一一 0  ニ號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 九月 

第 十三 囘 r 禍 なる 哉」 七 罔 间 

第 十 四 囘 イエスの 愛國心 聖書 之 W 究笫三 〇 三號 大正 十四 年 (一九二 五年ソ 十月 

第 十五 囘 M ルサ レムの 還滅 同 

第 十六 囘 十 人の 童女の 譬話 聖書 之 研究 第三 〇 四號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 十一月 

第 十七 囘 タラントの 譬話 同 

第 十八 囘 山羊と 羊の 比喩 聖書 之 研究 第一 一一 0 五號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 十二月 

第 十九 囘 大 悲劇の 序幕 同 

第二 十囘 離叛の 第一 步 聖書 之 研究 第三 0 六號 大正 十五 年 (一九二 六 年 ) 一月 

第二 十一 囘 最後の 晚餐 同 

第二 十二 囘 ゲッセ マネの 苦禱 聖書 之 研究 第三 〇 七號 大正 十五 年 (一九二 六 年) 二 

第二 十三 囘 イエスの 逮捕 聖書 之 研究 第三 〇 八號 大正 十五 年 a 九 二 六 年) 三月 

第二 十四 囘 祭司の 前に 立てる イエス 聖書 之 研究 第三 0 九號 大正 十五 年 (一九二 六 年) 四月 

第二 十五 囘 ピラトの 前の キリスト 同  - 

第二， H ハ囘 神の 子の 受難 聖書 之 硏究笫 三 一 〇 號火正 十五 年 (一九二 六た 牛) 五お 

第二 十七 囘 エリ H リラ マサ バ クタ 一一 同 

第五 卷 S- 容年 SS  七 六 _a 


第五 ssf- 內 年 0  七 六 六 

第二 十八 囘 死して 葬られ 聖書 之 研究 第三 一一 號 大正 十五 年 (一九二 六 年) 六ぶ 

第二 十九 囘 キリストの 復活 同 

第三 十囘 罪の 赦 しの 福 昔 聖書 之 研究 第三  一二 號 大正 十五 年 (一九二 六 年〕 七月 

附 錄 イス カリオ テ のュダ 架 書 之 研究 第二 八五號 大正 十 一 一一 年 (一九二  K 年) 四月 
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